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1 
序
章 
風
土
記
の
研
究
史
の
回
顧
と
課
題 
  
は
じ
め
に 
  
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
、
諸
国
に
次
の
よ
う
な
官
命
が
下
さ
れ
た
。 
 
 
五
月
甲
子
。
制
。
畿
内
七
道
諸
國
郡
郷
名
着
二
好
字
一
。
其
郡
内
所
レ
生
。
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獸
魚
虫
等
物
。
具
録
二
色
目
一
。
及
土
地
沃
塉
。
山
川
原
野
名
号
所
由
。
又
古
老
相
傳
舊
聞
異
事
。
載
二
于
史
籍
一
亦
宜
二
言
上
一
。 
（『
続
日
本
紀
』
巻
第
六
、
和
銅
六
年
五
月
甲
子
条
） 
 
こ
の
官
命
の
趣
旨
は
、 
 
①
国
・
郡
・
郷
の
名
に
好
き
字
を
着
け
る
こ
と
。 
 
②
郡
内
に
産
す
る
鉱
物
・
植
物
・
動
物
な
ど
で
有
用
な
も
の
の
品
目
を
筆
録
す
る
こ
と
。 
③
土
地
の
肥
沃
状
態 
④
山
川
原
野
の
名
の
由
来 
⑤
古
老
相
伝
の
旧
聞
異
事 
 
の
五
点
に
集
約
さ
れ
る
。
こ
の
官
命
に
よ
っ
て
諸
国
よ
り
勘
進
さ
れ
た
文
書
は
、
の
ち
に
「
風
土
記
」
と
呼
ば
れ
、
今
日
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
の
も
の
が
失
わ
れ
た
が
、
常
陸
・
播
磨
・
出
雲
・
豊
後
・
肥
前
の
五
ヶ
国
の
風
土
記
は
写
本
が
残
っ
て
お
り
、
散
逸
し
た
国
の
も
の
は
、
他
書
に
引
か
れ
た
逸
文
で
し
か
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
  
一
、
近
年
に
お
け
る
風
土
記
研
究
の
回
顧
（
二
〇
〇
二
年
～
二
〇
一
三
年
） 
  
こ
こ
で
は
近
年
に
お
け
る
風
土
記
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
。
風
土
記
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
伴
信
友
、
明
治
以
降
で
は
栗
田
寛
氏
、
井
上
通
泰
氏
、
戦
後
に
な
る
と
秋
本
吉
郎
氏
と
い
っ
た
研
究
者
が
風
土
記
に
関
心
を
よ
せ
、
多
く
の
研
究
が
世
に
出
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
秋
本
吉
郎
氏
が
校
注
を
施
し
た
日
本
古
典
文
学
大
系
２
『
風
土
記
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
三
年
〈
一
九
五
八
〉
四
月
）
の
刊
行
が
風
土
記
研
究
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
後
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
な
り
、
植
垣
節
也
氏
の
尽
力
に
よ
り
風
土
記
研
究
会
が
発
足
し
た
。
同
研
究
会
の
『
風
土
記
研
究
』
が
風
土
記
研
究
の
発
展
に
果
た
し
た
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
は
、
古
典
文
学
大
系
本
以
来
の
本
格
的
な
注
釈
書
で
あ
る
植
垣
節
也
校
注
・
訳
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５
『
風
土
記
』（
小
学
館
、
平
成
九
年
〈
一
九
九
七
〉
年
十
月
）
が
刊
行
さ
れ
、
風
土
記
の
研
究
は
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
た
。 
秋
本
氏
に
よ
る
古
典
文
学
大
系
本
が
刊
行
さ
れ
て
よ
り
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
い
た
る
ま
で
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
荊
木
美
行
氏
が
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
荊
木
美
行
「
風
土
記
研
究
の
課
題
」（『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
で
は
、
平
成
十
2 
四
年
（
二
〇
〇
二
）
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
研
究
を
回
顧
し
た
い
。
な
お
、
荊
木
氏
の
論
考
の
ほ
か
、『
風
土
記
研
究
』（
風
土
記
研
究
会
編
）・『
古
事
記
年
報
』
（
古
事
記
学
会
編
）・『
論
集
上
代
文
学
』（
萬
葉
七
曜
会
編
、
笠
間
書
店
）
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
た
風
土
記
関
係
の
研
究
目
録
も
参
考
と
な
る
。 
 
さ
て
、
近
年
の
風
土
記
に
関
す
る
研
究
は
分
野
・
論
題
と
も
に
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
分
類
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ひ
と
ま
ず
テ
キ
ス
ト
・
総
論
・
五
風
土
記
・
風
土
記
逸
文
・
風
土
記
受
容
史
に
分
け
て
み
て
い
き
た
い
。 
 
【
テ
キ
ス
ト
】
テ
キ
ス
ト
で
は
、
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
の
三
氏
の
編
で
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
、
山
川
出
版
社
か
ら
五
風
土
記
の
原
文
を
校
訂
し
、訓
読
を
掲
げ
た
も
の
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
出
雲
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）、『
播
磨
国
風
土
記
』
（
山
川
出
版
社
。
二
〇
〇
五
年
九
月
）、『
常
陸
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）、
『
豊
後
国
風
土
記 
肥
前
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。 
【
総
論
】
こ
こ
で
は
、
総
論
的
な
研
究
や
、
風
土
記
に
関
す
る
論
文
集
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。『
常
陸
国
風
土
記
』
を
中
心
に
述
作
論
と
文
献
学
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
橋
本
雅
之
『
古
風
土
記
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）、
逸
文
や
国
学
者
の
風
土
記
研
究
な
ど
の
論
考
十
二
篇
を
収
録
し
た
荊
木
美
行
『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
そ
し
て
、
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
菅
野
雅
雄
博
士
喜
寿
記
念 
記
紀
・
風
土
記
論
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
は
、
滝
口
泰
行
「
風
土
記
類
文
書
の
成
立
と
伝
来
」、
原
田
留
美
「
播
磨
国
風
土
記
に
お
け
る
地
名
起
源
・
由
来
記
事
に
つ
い
て
―
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
考
え
る
―
」、
伊
藤
剣
「『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
粒
丘
条
に
つ
い
て
―
〈
地
名
起
源
譚
〉
の
作
成
―
」、
谷
口
雅
博
「『
常
陸
国
風
土
記
』
多
珂
郡
「
サ
チ
争
い
」
説
話
の
意
義
」、
奥
田
俊
博
「『
肥
前
国
風
土
記
』
の
用
字
―
漢
語
の
使
用
を
中
心
に
―
」、
飯
泉
健
司
「
豊
後
国
風
土
記
の
地
名
構
造
―
遡
及
志
向
の
歴
史
観
―
」、
嵐
義
人
「
筑
後
国
風
土
記
逸
文
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
磐
井
墓
条
『
解
部
』
に
関
す
る
疑
―
」、
廣
岡
義
隆
「
乙
類
風
土
記
か
ら
甲
類
風
土
記
へ
―
九
州
風
土
記
寸
考
―
」
の
諸
論
考
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
五
月
刊
行
の『
国
文
学
―
解
釈
と
教
材
の
研
究
』五
四
‐
七
で
は
、
風
土
記
を
読
む
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
三
浦
佑
之
「
風
土
記
の
魅
力
」、
荻
野
了
子
「
風
土
記
伝
承
が
語
る
禁
忌
に
つ
い
て
」、
豊
田
有
恒
「
風
土
記
に
見
る
古
代
朝
鮮
」、
富
島
有
希
世
「
風
土
記
の
中
の
女
神
」、
パ
ー
マ
ー
・
エ
ド
ウ
ィ
ー
ナ
「
風
土
記
読
解
―
口
承
文
学
の
観
点
か
ら
―
」、
秋
本
吉
徳
「『
常
陸
国
風
土
記
』
―
そ
の
魅
力
―
」、
飯
泉
健
司
「『
播
磨
国
風
土
記
』
―
文
芸
的
な
面
白
さ
―
」、
野
々
村
安
浩
「『
出
雲
国
風
土
記
』」、
松
本
直
樹
「『
出
雲
国
風
土
記
』
と
記
紀
神
話
―
出
雲
神
話
世
界
の
再
構
築
―
」、
永
藤
靖
「『
肥
前
国
風
土
記
』
の
土
蜘
蛛
を
読
む
」、
荊
木
美
行
「『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
と
そ
の
残
缺
」
と
い
っ
た
研
究
を
集
め
る
。
神
田
典
城
編
『
風
土
記
の
表
現 
記
録
か
ら
文
学
へ
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
に
は
、
神
田
典
城
「
総
論
（
風
土
記
の
表
現
）」
3 
に
は
じ
ま
り
、
廣
岡
義
隆
「
風
土
記
本
文
の
復
元
に
つ
い
て
」、
瀬
間
正
之
「
文
体
・
文
字
総
論
」、
西
條
勉
「
巫
女
の
死
―
風
土
記
説
話
の
水
準
―
」、
兼
岡
理
恵
「『
常
陸
国
風
土
記
』
再
発
見
前
夜
―
藩
撰
地
誌
『
古
今
類
聚
常
陸
国
誌
』
―
」
（
『
風
土
記
受
容
史
研
究
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
二
月
〉
所
収
）、
中
村
啓
信
「
常
陸
国
風
土
記
に
白
壁
郡
を
立
つ
べ
き
こ
と
―
葦
穂
山
越
え
の
道
―
」、兼
岡
理
恵「「
新
治
の
国
の
小
筑
波
の
岳
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
香
澄
里
・
新
治
州
条
―
」（
の
ち
に
『
風
土
記
受
容
史
研
究
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
二
月
〉
所
収
）、
飯
泉
健
司
「
霊
剣
の
主
張
―
播
磨
国
風
土
記
・
旧
聞
異
事
の
生
成
―
」、
奥
田
俊
博
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
表
記
―
文
体
と
の
関
わ
り
」、
大
館
真
晴
「
三
條
西
家
本
播
磨
国
風
土
記
の
字
体
を
い
か
に
理
解
す
る
か
―
木
簡
や
正
倉
院
文
書
と
の
比
較
か
ら
―
」、
荻
原
千
鶴
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
説
話
表
現
―
感
情
の
描
出
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
谷
口
雅
博
「『
出
雲
国
風
土
記
』
地
名
起
源
記
事
の
文
体
―
〈
秋
鹿
郡
〉
を
中
心
に
―
」、
中
川
ゆ
か
り
「
肥
前
国
風
土
記
の
文
章
―
進
取
の
気
性
―
」、
大
鋸
聡
幸
「「
大
足
彦
天
皇
」
の
姿
―
『
肥
前
国
風
土
記
』
神
崎
郡
琴
木
岡
条
の
記
事
か
ら
―
」、
増
尾
伸
一
郎
「
蘇
民
将
来
伝
承
考
―
『
備
後
国
風
土
記
』
と
逸
文
の
形
成
―
」、
北
川
和
秀
「
西
海
道
乙
類
風
土
記
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て
」、青
木
周
平「
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
風
土
記
受
容
史
の
一
斑
」
と
い
っ
た
、前
掲
書
に
続
き
、風
土
記
研
究
で
著
名
な
研
究
者
の
論
考
が
並
ぶ
。
沖
森
卓
也
『
日
本
古
代
の
文
字
と
表
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
で
は
、
出
雲
・
播
磨
国
風
土
記
の
音
韻
・
表
記
と
上
代
撰
述
風
土
記
に
お
け
る
地
名
表
記
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
青
木
周
平
先
生
追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
『
青
木
周
平
先
生
追
悼
古
代
文
芸
論
叢
』（
非
売
品
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
に
は
、
記
紀
・『
万
葉
集
』
に
関
す
る
論
考
と
と
も
に
、
飯
泉
健
司
「
記
・
風
土
記
の
タ
ケ
ル
と
軍
団
」、
谷
口
雅
博
「『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
「
事
向
」
の
文
脈
」、
橋
本
雅
之
「
三
條
西
家
本
『
播
磨
国
風
土
記
』
校
訂
私
見
」、
原
田
留
美
「
播
磨
国
風
土
記
地
名
起
源
記
事
に
み
え
る
天
皇
像
の
一
側
面
」、
小
林
宏
史
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
阿
遅
須
枳
高
比
古
命
神
話
」、
加
藤
紗
弥
香
「『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
総
記
の
特
質
」、
荻
原
千
鶴
「
九
州
風
土
記
の
構
想
と
『
文
選
』
賦
」、
伊
藤
剣
「『
豊
後
国
風
土
記
』
と
『
肥
前
国
風
土
記
』」、
飯
村
高
宏
「〈
餅
の
的
伝
承
〉」、
松
本
弘
毅
「
丹
後
国
風
土
記
逸
文
「
奈
具
社
」
説
話
の
歌
」
大
館
真
晴
「
筑
後
国
風
土
記
逸
文
（
生
葉
郡
）
に
み
え
る
地
名
起
源
説
話
の
特
徴
」
と
い
っ
た
風
土
記
関
係
の
論
考
が
多
く
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
近
年
に
な
り
、
瀬
間
正
之
『
風
土
記
の
文
字
世
界
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
や
、
荊
木
美
行
『
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
前
者
は
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
文
字
表
現
の
問
題
を
中
心
に
、
四
風
土
記
・
逸
文
の
文
字
表
現
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
第
一
部
を
風
土
記
の
研
究
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
氏
が
発
表
し
た
論
考
六
篇
お
よ
び
、
神
宮
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
敷
田
家
寄
贈
の
百
園
文
庫
の
風
土
記
関
係
史
料
の
再
調
査
に
基
づ
く
追
考
一
篇
を
収
め
る
。 
 
【
播
磨
国
風
土
記
】『
播
磨
国
風
土
記
』
を
あ
つ
か
っ
た
単
行
本
は
、
坂
江
渉
4 
『
風
土
記
か
ら
み
る
古
代
の
播
磨
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
北
山
繁
良
『
播
磨
国
風
土
記
伝
承
の
一
つ
の
解
釈
』（
発
行
所
不
記
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）、
田
井
恭
一
『「
播
磨
国
風
土
記
」
の
謎
に
迫
る
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）、
寺
本
躬
久
『
稿
本
播
磨
国
風
土
記
再
考
』（
寺
本
艸
生
庵
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）、
坂
江
渉
編
『
播
磨
国
風
土
記
を
通
し
て
み
る
古
代
地
域
社
会
の
復
元
的
研
究
』（
私
家
版
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
が
あ
る
。 
表
現
や
叙
述
の
方
法
に
着
目
し
た
研
究
に
は
、橋
本
雅
之「『
播
磨
国
風
土
記
』
に
お
け
る
漢
語
表
現
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」（
菅
野
雅
雄
博
士
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
古
事
記
日
本
書
紀
論
究
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）、
飯
泉
健
司
「
言
う
な
の
禁
―
播
磨
国
風
土
記
都
太
川
条
の
表
現
性
―
」（『
風
土
記
研
究
』
二
八
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）、
寺
本
躬
久
「
播
磨
国
風
土
記 
再
考
―
飾
磨
郡
里
名
の
記
載
順
に
つ
い
て
（
一
）
―
」（『
歴
史
と
神
戸
』
二
四
六
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）、
山
田
純
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
歴
史
叙
述
―
叙
述
形
式
が
誘
引
す
る
世
界
―
」（『
文
化
継
承
学
論
集
』
二
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
谷
口
雅
博
「『
播
磨
国
風
土
記
』「
一
云
」「
一
家
云
」
の
用
法
」（『
古
代
文
学
』
四
四
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
山
田
純
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
歴
史
叙
述
―
叙
述
形
式
が
誘
引
す
る
世
界
―
」（『
文
化
継
承
学
論
集
（
明
治
大
学
）』
一
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、
森
陽
香
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
校
訂
を
考
え
る
―
揖
保
郡
林
田
里
条
を
中
心
に
―
」（『
古
事
記
年
報
』
五
〇
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）
は
、
難
解
と
さ
れ
て
き
た
揖
保
郡
林
田
里
条
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
振
り
返
り
、
新
た
な
訓
読
と
伝
承
理
解
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。 
風
土
記
本
文
に
お
け
る
表
記
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
川
ゆ
か
り
「
播
磨
国
風
土
記
の
一
特
徴
―
「
誂
」
で
表
さ
れ
る
求
婚
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
風
土
記
研
究
』
二
九
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）、
奥
田
俊
博
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
塾
字
」（『
風
土
記
研
究
』
二
九
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）、
大
坪
併
治
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
「
南
毘
都
麻
」
に
つ
い
て
」
（『
岡
大
国
文
論
稿
』
三
九
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
と
い
っ
た
諸
論
が
あ
る
。 
音
韻
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
、
沖
森
卓
也
「
播
磨
国
風
土
記
の
音
韻
と
表
記
」（『
国
文
学
踏
査
』
一
八
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
が
あ
る
。 
説
話
を
あ
つ
か
っ
た
研
究
に
は
、
寺
本
躬
久
「
十
四
丘
説
話
を
構
成
す
る
物
品
名
に
つ
い
て
（
播
磨
国
風
土
記
再
考
五
）」（『
歴
史
と
神
戸
』
二
六
〇
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、
飯
泉
健
司
「
天
に
通
う
人
々
―
播
磨
国
風
土
記
・
八
十
橋
説
話
の
生
成
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
一
六
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
宇
賀
神
裕
「『
播
磨
国
風
土
記
』
柏
原
の
里
伝
承
考
」（『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
一
二
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
 
風
土
記
本
文
に
み
え
る
神
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
富
島
有
希
世
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
女
神
」（『
明
治
大
学
文
学
研
究
論
集
』
二
三
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）、
谷
口
雅
博
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
天
日
槍
命
と
葦
原
志
許
乎
命
」（『
大
美
和
』
一
一
〇
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）、
田
圃
佳
代
「「
大
汝
命
之
子
、
火
明
命
」
に
つ
い
て
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
餝
磨
郡
伊
和
里
条
か
ら
―
」（『
明
治
大
学
文
学
研
究
論
集
』
二
四
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
 
地
名
考
証
お
よ
び
そ
の
比
定
を
行
な
っ
た
も
の
に
、
今
津
勝
紀
「
播
磨
国
賀
5 
茂
郡
の
郷
里
復
原
」（『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
八
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）、
パ
ー
マ
ー
・
エ
ド
ウ
ィ
ナ
ー
「
口
承
文
学
と
し
て
の
風
土
記
―
播
磨
国
風
土
記
に
あ
ら
わ
れ
る
「
麻
打
山
」
の
新
解
釈
―
」（『
風
土
記
研
究
』
三
二
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）
が
あ
る
。 
編
纂
の
思
想
を
取
り
上
げ
た
も
の
に
、
飯
泉
健
司
「
播
磨
国
風
土
記 
オ
ケ
・
ヲ
ケ
伝
承
考
―
作
成
者
の
〈
論
理
〉〈
視
点
〉〈
表
現
〉
―
」（
菅
野
雅
雄
博
士
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
古
事
記
日
本
書
紀
論
究
』
所
収
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）、
飯
泉
健
司
「
播
磨
国
風
土
記
―
「
素
朴
」
に
隠
さ
れ
た
編
纂
者
の
知
恵
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
七
六
‐
五
、
二
〇
一
一
年
五
月
）
の
諸
論
が
あ
る
。 
歴
史
学
か
ら
の
考
察
に
、
若
井
敏
明
「
播
磨
国
風
土
記
に
み
え
る
歴
史
意
識
」
（『
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四
六
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）、
坂
江
渉
「
歴
史
学
研
究
か
ら
み
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
可
能
性
」（『
風
土
記
研
究
』
三
五
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
古
市
晃
「
古
代
播
磨
の
地
域
社
会
構
造
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
中
心
に
」（『
歴
史
評
論
』
七
六
三
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
と
い
っ
た
論
考
が
あ
る
。 
他
国
と
の
交
流
を
論
じ
た
も
の
に
、
瀧
音
能
之
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
中
の
出
雲
―
出
雲
大
神
の
問
題
を
中
心
と
し
て
―
」（
武
光
誠
編
『
古
代
日
本
の
政
治
と
宗
教
』
所
収
、
同
成
社
、
二
〇
〇
五
年
十
月
）、
荊
木
美
行
「
播
磨
と
出
雲
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
み
え
る
出
雲
国
人
の
往
来
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
史
料
』
二
二
九
、
二
〇
一
一
年
三
月
）、
同
氏
「
播
磨
と
讃
岐
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
か
ら
み
た
両
国
の
交
流
」（『
史
料
』
二
三
二
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
〉
所
収
）、
交
通
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
に
、
坂
江
渉
「『
播
磨
国
風
土
記
』
か
ら
み
た
地
域
間
交
通
と
道
―
出
雲
国
と
の
関
連
で
―
」（『
条
里
制
古
代
都
市
研
究
』
二
七
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
る
。 
記
紀
と
風
土
記
の
関
係
に
着
目
し
た
も
の
と
し
て
は
、
青
木
周
平
「
風
土
記
と
記
紀
の
関
係
―
播
磨
国
風
土
記
オ
ケ
・
ヲ
ケ
説
話
を
中
心
に
―
」（『
上
代
文
学
』
九
八
、
二
〇
〇
七
年
四
月
）、
寺
本
躬
久
「
古
代
史
の
視
点 
播
磨
国
風
土
記
と
古
事
記
神
話
を
み
る
」（『
歴
史
と
神
戸
』
五
〇
‐
五
、
二
〇
一
一
年
十
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
ま
た
、『
播
磨
国
風
土
記
』
は
鉄
に
関
す
る
記
述
を
豊
富
に
載
せ
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
、
鉄
に
注
目
し
た
研
究
も
多
く
み
ら
れ
る
。
永
藤
靖
「『
播
磨
国
風
土
記
』
を
読
む
」（『
文
芸
研
究
』
九
七
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
で
は
風
土
記
餝
磨
郡
の
条
に
み
え
る
創
世
神
話
の
一
部
と
さ
れ
る
火
明
命
に
関
す
る
挿
話
、
お
よ
び
鉄
に
関
す
る
記
述
を
あ
げ
て
解
説
し
、
同
氏
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
農
耕
儀
礼
」（『
文
芸
研
究
』
九
八
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）
は
、
農
耕
儀
礼
を
鉄
の
伝
来
と
漢
人
の
灌
漑
技
術
に
よ
る
開
拓
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。福
島
好
和「『
播
磨
国
風
土
記
』
に
み
え
る
鉄
に
つ
い
て
」（『
関
西
学
院
史
学
』
三
三
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
は
、
風
土
記
の
鉄
生
産
記
事
か
ら
、
播
磨
地
方
に
お
け
る
古
代
製
鉄
の
実
情
を
考
察
し
た
も
の
で
、
風
土
記
成
立
時
に
お
け
る
生
産
の
中
心
は
讃
容
郡
で
、
鉄
生
産
が
千
種
川
流
域
を
遡
上
し
宍
禾
郡
の
千
草
地
区
へ
波
及
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
と
す
る
。
石
井
杏
奈
「『
播
磨
国
風
土
記
』
の
堲
岡
の
一
考
察
―
ク
ソ
の
も
つ
意
味
と
そ
の
記
述
の
背
景
―
」（『
文
学
研
究
論
集
』
二
六
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
は
、
古
代
人
が
「
ク
ソ
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
、
鉄
の
生
産
と
い
う
視
点
か
ら
考
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察
し
た
も
の
で
あ
る
。 
こ
の
ほ
か
、
飯
泉
健
司
「
風
土
記
の
魅
力
と
可
能
性
―
播
磨
国
風
土
記
を
中
心
に
―
」（
『
大
倉
山
論
集
』
五
三
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
松
下
正
和
「
播
磨
国
風
土
記
に
み
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
空
間
―
墳
墓
伝
承
を
中
心
に
―
」（『
兵
庫
の
し
お
り
』
九
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
は
、
他
国
の
風
土
記
と
比
較
し
て
「
墓
」
に
関
す
る
記
述
の
多
さ
か
ら
墳
墓
伝
承
に
着
目
し
、
国
司
層
を
中
心
と
す
る
風
土
記
編
者
が
地
元
の
伝
承
を
潤
色
し
て
記
事
を
編
集
し
た
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
氏
族
伝
承
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
実
際
に
存
在
し
、
ま
た
そ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
こ
と
寄
せ
て
、
氏
族
の
記
憶
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
想
定
し
て
い
る
。
永
藤
靖
「
鬼
女
と
筍
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
俚
諺
が
語
る
も
の
―
」
（『
文
化
継
承
学
論
集
』
四
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
は
、
風
土
記
に
風
俗
諺
・
俚
諺
を
も
と
に
し
た
地
名
説
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
共
同
体
が
、
中
央
の
権
力
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
成
熟
し
、
生
き
生
き
と
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
と
指
摘
す
る
。 
【
常
陸
国
風
土
記
】『
常
陸
国
風
土
記
』
を
あ
つ
か
っ
た
単
行
本
に
は
、
鈴
木
健
『
常
陸
国
風
土
記
と
古
代
地
名
』（
新
読
書
社
、
二
〇
〇
三
年
十
月
）、
井
上
辰
雄
『『
常
陸
国
風
土
記
』
の
世
界
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
茂
木
雅
博
『
常
陸
国
風
土
記
の
世
界
』（
同
成
社
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）、
草
間
吉
夫
編
『【
図
解
】
常
陸
国
風
土
記 
高
萩
編
』（
秋
本
吉
徳
監
修
、
茨
城
新
聞
社
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。 
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
関
す
る
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
に
は
、
志
田
諄
一
「
常
陸
国
風
土
記
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
常
総
の
歴
史
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）
が
あ
る
。 個
別
研
究
で
は
、
叙
述
や
表
現
に
着
目
し
た
論
考
に
は
、
橋
本
雅
之
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
表
現
―
天
之
鳥
琴
・
天
之
鳥
笛
を
中
心
と
し
て
―
」（
説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
『
説
話
論
集
』
一
四
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）、
奥
田
俊
博
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
表
現
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
四
四
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）、
橋
本
雅
之
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
表
現
―
漢
文
訓
読
に
お
け
る
音
読
み
と
訓
読
み
の
問
題
」（『
叙
説
』
三
七
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
が
あ
り
、
ま
た
、
永
藤
靖
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
景
行
天
皇
―
移
動
す
る
王
権
―
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
で
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
の
な
か
に
み
え
る
景
行
天
皇
の
記
事
の
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
、
巡
幸
記
事
は
〈
王
〉
と
し
て
、
そ
の
地
を
〈
清
め
〉
る
た
め
の
儀
礼
的
表
現
で
あ
る
と
す
る
。 
文
字
の
表
現
に
着
目
し
た
研
究
に
は
、
瀬
間
正
之
氏
に
よ
る
「
常
陸
国
風
土
記
の
文
字
表
現
（
一
）
序
説
―
誤
用
と
助
辞
用
法
を
端
と
し
て
―
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
一
九
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）、「
常
陸
国
風
土
記
の
文
字
表
現
（
二
）
―
「
者
」
と
「
所
有
」
の
用
法
か
ら
―
」（『
清
心
語
文
』
四
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）、
同
氏
「
常
陸
国
風
土
記
の
文
字
表
現
（
三
）
―
美
文
へ
の
志
向
―
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、「
常
陸
国
風
土
記
の
文
字
表
現
（
四
）
―
美
文
へ
の
志
向
・
六
朝
地
誌
類
―
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
二
一
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
の
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
の
ち
に
『
風
土
記
の
文
字
世
界
』（
笠
間
書
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院
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
橋
本
雅
之
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
語
と
そ
の
ヨ
ミ
を
め
ぐ
っ
て
―
「
天
人
」
を
中
心
と
し
て
―
」
（『
相
愛
国
文
』
一
五
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
が
あ
る
。 
説
話
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
三
浦
佑
之
「
英
雄
伝
説
の
行
方
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
関
連
し
て
―
」（
福
田
晃,
・
渡
邊
昭
五
ら
編
『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
』
十
所
収
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）、
菊
池
晋
介
「『
常
陸
国
風
土
記
』
童
子
松
原
伝
承
の
神
道
的
考
察
」（『
神
道
宗
教
』
一
九
八
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
川
副
由
理
子
「『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
に
見
え
る
建
借
間
命
の
国
見
記
事
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
五
八
、
二
〇
一
二
年
）
と
い
っ
た
諸
論
が
あ
る
。 
神
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
志
田
諄
一
「
鹿
島
神
と
白
鹿
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
三
七
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）、
堂
野
前
彰
子
「
倒
立
す
る
託
宣
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
鹿
島
神
の
託
宣
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
』
九
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
は
、
鹿
島
神
の
託
宣
は
倒
立
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
三
艘
の
新
造
船
の
要
求
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
求
は
、
蝦
夷
征
伐
の
戦
勝
祈
願
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。 
人
物
に
つ
い
て
の
研
究
に
、
斎
藤
朋
誉
「『
常
陸
国
風
土
記
』
に
お
け
る
倭
武
天
皇
―
水
を
制
す
る
王
」（『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
一
三
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。 
地
名
に
関
す
る
考
察
に
、
久
信
田
喜
一
「『
和
名
抄
』
に
み
え
る
常
陸
国
行
方
郡
の
郷
に
つ
い
て
（
三
）
―
曽
祢
郡
、
そ
の
二
―
」（『
常
総
の
歴
史
』
二
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）、
久
信
田
喜
一
「『
和
名
抄
』
に
み
え
る
常
陸
国
行
方
郡
の
郷
に
つ
い
て
（
四
）
―
高
家
郷
を
中
心
に
―
」（『
常
総
の
歴
史
』
二
八
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）、
同
氏
「『
和
名
抄
』
に
み
え
る
常
陸
国
行
方
郡
の
郷
に
つ
い
て
（
五
）
―
堤
賀
郷
を
中
心
に
―
」（『
常
総
の
歴
史
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）、
同
氏
「『
和
名
抄
』
に
み
え
る
常
陸
国
行
方
郡
の
郷
に
つ
い
て
（
六
）
―
当
麻
郷
、
そ
の
一
―
」（『
常
総
の
歴
史
』
三
〇
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）、
柴
田
弘
武
「
軽
野
・
軽
部
地
名
考
」（『
常
総
の
歴
史
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）、
米
田
雄
介
「
古
代
の
行
政
改
革
と
地
名
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
関
連
し
て
―
」（『
日
本
歴
史
』
六
六
八
、
二
〇
〇
四
年
一
月
）、
高
藤
昇
「『
常
陸
国
風
土
記
』
那
賀
郡
「
曝
井
」
の
考
察
―
（
風
土
記
律
令
考
）
―
」（『
風
土
記
研
究
』
二
九
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
久
保
田
喜
一
「
古
代
常
陸
国
行
方
郡
板
来
郷
に
つ
い
て
」（『
茨
城
史
林
』
三
一
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）、
谷
口
雅
博
「『
常
陸
国
風
土
記
』
国
名
起
源
説
話
考
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
七
‐
七
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
と
い
っ
た
論
考
が
あ
る
。 
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
多
く
の
歌
謡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
歌
謡
を
取
り
あ
げ
た
研
究
も
出
て
い
る
。
橋
本
雅
之
「
濡
れ
通
る
と
も
我
帰
ら
め
や
―
「
筑
波
嶺
嬥
歌
会
」
の
歌
と
『
常
陸
国
風
土
記
』
―
」（『
論
集
上
代
文
学
』
三
〇
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）、
鈴
木
利
一
「『
常
陸
国
風
土
記
』
新
治
郡
条
収
載
歌
考
」（『
大
阪
大
谷
国
文
』
四
〇
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
瀧
口
泰
行
「
萬
葉
集
東
歌
「
小
筑
波
」
攷
―
所
謂
『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条
よ
り
」（『
常
磐
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。 
編
纂
の
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
兼
岡
理
恵
「『
常
陸
国
風
土
記
』
郡
名
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風
俗
諺
の
記
載
に
つ
い
て
―
編
纂
者
の
視
点
か
ら
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
七
九
‐
四
、
二
〇
〇
二
年
四
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
受
容
委
研
究
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
二
月
〉
所
収
）
が
あ
り
、
ま
た
、
永
藤
靖
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
〈
常
世
〉」（『
文
芸
研
究
』
一
〇
三
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
は
、
藤
原
氏
が
編
纂
に
関
与
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
風
土
記
本
文
に
表
わ
れ
た
「
常
世
」・「
神
仙
」
は
、
鹿
島
神
宮
と
の
結
び
つ
い
た
も
の
で
、
藤
原
氏
が
中
央
に
喧
伝
し
よ
う
と
意
識
的
に
巧
ま
れ
た
常
陸
世
界
に
対
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
と
す
る
。 
歴
史
学
か
ら
の
研
究
と
し
て
は
、
藤
井
豊
久
「
古
代
の
土
地
占
有
と
地
主
神
に
つ
い
て
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
夜
刀
神
を
素
材
に
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
三
‐
三
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
考
古
学
の
視
点
か
ら
は
、
千
葉
隆
司
「
常
陸
国
風
土
記
に
み
る
古
墳
文
化
の
展
開
―
水
田
開
発
記
事
と
古
墳
分
布
の
関
係
―
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
〈
特
集
号
〉
風
土
記
の
現
在
―
考
古
・
歴
史
・
文
学
の
視
点
か
ら
―
』、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
が
あ
り
、
水
田
開
発
記
事
と
古
墳
の
分
布
状
況
か
ら
、
開
発
指
導
者
の
動
向
と
展
開
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。 
そ
の
他
の
研
究
に
は
、
田
中
俊
江
「
久
慈
河
の
濫
觴
は
猿
声
よ
り
出
づ
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
知
の
位
相
―
」（『
日
本
文
学
』
五
一
‐
四
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）、
秋
本
吉
徳
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
世
界
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
六
七
‐
一
一
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）、
松
崎
健
一
郎
「
敗
者
の
立
場
で
読
む
『
常
陸
国
風
土
記
』」（『
常
総
の
歴
史
』
二
九
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）、
滝
口
泰
行
「
風
土
記
類
文
書
の
伝
来
に
つ
い
て
―
所
謂
「
常
陸
国
風
土
記
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
常
盤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
七
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
佐
竹
美
穂
「
記
紀
に
お
け
る
「
池
」
―
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
の
記
述
の
比
較
」（『
都
大
論
究
』
四
七
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）、
佐
竹
美
穂
「『
常
陸
風
土
記
』
の｢
池｣
―
そ
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
文
学
』
五
一
、
二
〇
一
一
年
）
の
諸
論
考
が
あ
る
。 
 
【
出
雲
国
風
土
記
】『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
、
神
話
を
多
く
載
せ
る
こ
と
か
ら
、
研
究
の
数
も
豊
富
で
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
と
に
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
設
立
さ
れ
た
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
研
究
の
中
心
と
し
て
、
写
本
調
査
・
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
・
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
や
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
関
す
る
多
く
の
刊
行
物
を
出
版
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
が
行
な
っ
た
写
本
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
野
々
村
安
浩
「
資
料
調
査 
出
雲
国
風
土
記
写
本
の
調
査
（
一
）
～
（
九
）」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
二
～
二
〇
、
二
〇
〇
四
年
三
月
～
二
〇
一
二
年
三
月
。
た
だ
し
、
野
々
村
安
浩
・
森
田
喜
久
男
「
出
雲
国
風
土
記
写
本
の
調
査
（
七
）」〈『
古
代
文
化
研
究
』
一
八
、
二
〇
一
〇
年
三
月
〉
の
み
調
査
者
を
野
々
村
・
森
田
両
氏
の
連
名
と
す
る
）
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
紀
要
で
あ
る
『
古
代
文
化
研
究
』
四
～
十
（
一
九
九
六
年
三
月
～
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
関
和
彦
「『
出
雲
国
風
土
記
』
註
論
」
は
実
地
調
査
に
基
づ
く
詳
細
な
注
釈
で
、
の
ち
に
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
出
雲
国
風
土
記
注
論
』（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
同
セ
ン
タ
ー
編
『
出
雲
国
風
土
記
註
論 
嶋
根
郡
巻
末
条
』（『
島
根
県
古
代
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文
化
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
報
告
書
』
二
五
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
関
和
彦
『『
出
雲
国
風
土
記
』
注
論
』（
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
松
本
直
樹
『
出
雲
国
風
土
記
注
釈
』（
新
典
社
注
釈
叢
書
一
三
、
新
典
社
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）
と
い
っ
た
注
釈
も
で
て
い
る
。 
単
行
本
は
、
関
和
彦
『
増
補
新
版 
新
・
古
代
出
雲
史 
『
出
雲
国
風
土
記
』
再
考
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
古
代
出
雲
王
国
の
里
推
進
協
議
会
編
『
出
雲
の
考
古
学
と
『
出
雲
国
風
土
記
』』（
学
生
社
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
四
（
神
門
水
海
南
辺
の
研
究
）
資
料
編
』（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
報
告
書
四
六
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
同
セ
ン
タ
ー
編
『
出
雲
国
風
土
記
の
研
究
四
（
神
門
水
海
南
辺
の
研
究
）
論
考
編
』（
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
報
告
書
四
七
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
が
あ
る
。 
 
本
文
に
関
す
る
も
の
に
は
、
内
田
賢
徳
「『
出
雲
国
風
土
記
』
本
文
に
つ
い
て
―
上
代
文
献
テ
キ
ス
ト
の
一
面
―
」（
万
葉
語
学
文
学
研
究
会
編
『
万
葉
語
文
研
究
』
一
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
福
井
卓
造
「
出
雲
国
風
土
記
仁
多
郡
三
澤
郷
の
新
読
解
」（『
東
洋
文
化
』
復
刊
九
四
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）、
森
田
喜
久
男
「
天
平
年
間
成
立
当
初
の
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
五
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
高
田
昇
「
出
雲
国
風
土
記
の
草
本
記
事
」（『
第
二
次
芦
屋
ゼ
ミ
』
一
四
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
野
々
村
安
浩
「『
出
雲
国
風
土
記
』
記
載
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
出
雲
郡
「
出
雲
大
川
」
条
を
中
心
に
―
」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
七
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
谷
口
雅
博
「
読
む
『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
・
神
名
樋
山
条
―
神
の
発
話
内
容
を
考
え
る
」（『
日
本
文
学
』
五
八
‐
一
一
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）、
内
田
賢
徳
「「
目
一
つ
の
鬼
」
と
い
う
潤
色
―
出
雲
国
風
土
記
述
作
の
一
面
」（『
風
土
記
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）、
野
々
村
安
浩
「『
出
雲
国
風
土
記
』
編
集
に
つ
い
て
一
考
察
―
神
門
郡
「
神
門
川
」
条
記
載
を
中
心
に
」（『
風
土
記
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）、
伊
藤
剣
「『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
冒
頭
の
意
味
―
出
雲
国
造
の
意
図
し
た
も
の
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
八
‐
三
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
と
い
っ
た
研
究
が
あ
る
。 
写
本
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
前
に
あ
げ
た
野
々
村
・
森
田
両
氏
に
よ
る
写
本
調
査
の
ほ
か
に
、
宮
澤
俊
雅
「
出
雲
国
風
土
記
諸
本
の
親
疎
関
係
」（『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
一
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
）、
森
田
喜
久
男
「『
出
雲
国
風
土
記
』
写
本
研
究
の
意
義
」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
植
垣
節
也
「『
出
雲
国
風
土
記
考
』
の
一
写
本
に
つ
い
て
」（
新
編
荷
田
春
満
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』
第
三
巻
月
報
三
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）
が
あ
り
、
瀧
音
能
之
「
写
本
と
刊
本
の
間
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
忌
部
神
戸
条
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
古
代
学
研
究
所
紀
要
〈
特
集
号
〉
風
土
記
の
現
在
―
考
古
・
歴
史
・
文
学
の
視
点
か
ら
―
』、
二
〇
〇
九
年
二
月
）
は
、
刊
本
に
み
ら
れ
る
「
御
沐
之
忌
里
」
は
本
文
の
校
定
と
し
て
は
問
題
が
あ
り
、
現
存
す
る
写
本
の
中
で
成
立
年
が
明
確
な
最
古
の
も
の
で
あ
る
細
川
家
本
に
あ
る
「
御
沐
之
忌
玉
作
」
の
方
が
妥
当
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。 
表
現
方
法
に
着
目
し
た
研
究
に
は
、
伊
藤
剣
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
想
定
読
者
―
「
所
謂
」
と
い
う
表
現
形
式
か
ら
―
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
二
一
、
新
典
社
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
が
あ
る
。 
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ま
た
、
神
話
に
関
す
る
研
究
は
多
く
、
小
村
宏
史
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
世
界
―
「
所
造
天
下
大
神
」
と
中
央
神
話
―
」（『
古
代
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）、
瀧
音
能
之
「『
出
雲
神
話
』
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
し
ま
ね
の
古
代
文
化
』
一
一
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
豊
田
有
恒
「
出
雲
風
土
記
と
古
代
朝
鮮
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
出
雲
神
話
の
謎
」）」（『
し
ま
ね
の
古
代
文
化
』
一
一
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
松
本
直
樹
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
神
話
―
「
記
紀
神
話
」
の
享
受
―
」（
古
代
中
世
文
学
論
考
刊
行
会
編
『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
一
一
、
新
典
社
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）、
石
破
洋
「「
国
引
き
神
話
」
の
新
研
究
」（『
島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
小
村
宏
史
「『
出
雲
国
風
土
記
』
に
お
け
る
オ
ホ
ナ
ム
チ
像
―
出
雲
国
造
の
求
め
た
神
話
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
五
一
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
松
本
直
樹
「
巡
行
す
る
神
の
伝
承
に
つ
い
て
―
出
雲
国
風
土
記
を
中
心
に
―
」（
『
風
土
記
研
究
』
三
二
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）、
小
村
宏
史
「
出
雲
国
造
の
求
め
た
神
話
―
神
話
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
『
出
雲
国
風
土
記
』」（『
国
文
学
研
究
』
一
六
〇
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
松
本
直
樹
「
出
雲
国
風
土
記
と
記
紀
の
神
話
世
界
―
出
雲
神
話
世
界
の
再
構
築
」（『
風
土
記
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）
の
諸
論
考
が
出
て
い
る
。 
神
祇
・
祭
祀
に
着
目
し
た
研
究
に
は
、
錦
田
剛
志
「『
出
雲
国
風
土
記
』
に
み
る
岩
石
と
神
祭
り
―
二
、
三
の
覚
書
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
一
二
、
二
〇
〇
二
年
八
月
）、
同
氏
「
覚
書
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
み
る
神
祇
祭
祀
の
空
間
―
神
の
社
を
中
心
と
し
て
―
」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
二
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
大
谷
光
男
「
出
雲
臣
の
遠
祖
天
穂
日
命
神
社
の
鎭
座
地
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
か
ら
み
た
」（
『
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
』
四
三
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。 
考
古
学
の
見
地
か
ら
は
、
柳
浦
俊
一
「
島
根
県
松
江
市
来
美
廃
寺
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
記
載
・
推
定
「
山
代
郷
新
造
院
」
の
調
査
―
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
〇
八
、
二
〇
〇
三
年
十
月
）
や
、
意
宇
郡
宍
道
郷
の
条
に
み
え
る
三
石
を
、
石
ノ
宮
神
社
の
三
石
に
比
定
し
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
尺
数
を
現
在
の
長
さ
と
比
較
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
項
目
で
尺
長
は
古
韓
尺
と
一
致
す
る
こ
と
、
風
土
記
に
み
ら
れ
る
里
程
は
古
韓
尺
の
里
単
位
か
ら
換
算
比
率
〇
．
八
八
一
一
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
誤
差
な
く
計
算
復
元
可
能
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
新
井
宏「『
出
雲
風
土
記
』
の
里
程
と
宍
道
郷
三
石
記
事
に
現
れ
た
「
古
韓
尺
」」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
九
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
が
あ
る
。 
編
纂
の
思
想
に
関
す
る
も
の
に
は
、
関
和
彦
氏
に
よ
る
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
歴
史
的
世
界
」（
小
林
昌
二
監
修
・
小
林
昌
二
・
小
嶋
芳
孝
編
『
日
本
海
域
歴
史
大
系
』（
古
代
篇
）
所
収
、
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）・「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
世
界
を
考
え
る
」（
古
代
出
雲
王
国
の
里
推
進
協
議
会
編
『
出
雲
の
考
古
学
と
『
出
雲
国
風
土
記
』』
所
収
、
学
生
社
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）
の
諸
論
が
あ
る
。 
産
物
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
た
研
究
に
、
瀧
音
能
之
「『
出
雲
国
風
土
記
』
所
載
の
特
産
物
的
記
事
を
め
ぐ
っ
て
」（『
駒
沢
史
学
』
六
三
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）、
ア
ン
デ
ス
・
カ
ー
ル
キ
ビ
ス
ト
「『
出
雲
国
風
土
記
』
と
産
物
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
二
二
、
新
典
社
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）
や
、
嶋
根
郡
の
前
原
埼
の
記
述
や
比
定
地
で
は
前
原
坡
が
何
を
目
的
と
し
て
築
か
れ
た
も
の
か
疑
問
と
す
る
こ
と
に
端
を
発
し
、
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特
産
品
で
あ
る
水
鳥
と
の
観
系
か
ら
考
察
し
た
谷
口
榮
「
出
雲
国
風
土
記
と
水
鳥
―
前
原
埼
に
お
け
る
前
原
坡
と
水
鳥
に
つ
い
て
―
」（『
古
代
文
化
研
究
』
一
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
が
あ
る
。 
そ
の
他
の
研
究
に
は
、
江
原
瑞
貴
「「
珍
宝
」
考
―
出
雲
国
風
土
記
意
宇
郡
母
理
郷
―
」（『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
一
〇
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
カ
ー
ル
キ
ブ
ス
ト
・
ア
ン
デ
ス
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
山
々
に
つ
い
て
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
三
四
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）、
谷
口
雅
博
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
御
祖
命
」
―
仁
多
郡
三
津
郷
を
中
心
に
―
」（『
か
ぎ
ろ
ひ
』
一
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）、
丸
山
裕
美
子
「
延
喜
典
薬
式
「
諸
国
年
料
雑
薬
制
」
の
成
立
と
『
出
雲
国
風
土
記
』」（『
延
喜
式
研
究
』
二
五
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
平
石
充
「
出
雲
国
風
土
記
と
国
府
の
成
立
」（『
古
代
文
化
』
六
三
‐
四
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
村
友
一
「
出
雲
国
の
氏
族
の
地
域
性
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
を
中
心
に
」（『
地
方
史
研
究
』
六
二
‐
二
、
二
〇
一
二
年
四
月
）、
荻
原
千
鶴
「『
出
雲
国
風
土
記
』
の
時
間
構
造
―
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』『
日
本
霊
異
記
』
の
感
情
表
現
を
対
照
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
〇
‐
八
、
二
〇
一
三
年
八
月
）
と
い
っ
た
論
考
が
あ
る
。 
【
豊
後
国
風
土
記
・
肥
前
国
風
土
記
】
豊
後
・
肥
前
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
諸
国
の
風
土
記
は
、
文
体
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
太
宰
府
で
一
括
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
風
土
記
は
、
西
海
道
風
土
記
、
ま
た
は
九
州
風
土
記
と
し
て
一
括
し
て
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
ま
と
め
て
あ
げ
る
。
今
回
対
象
と
し
た
期
間
に
、
西
海
道
・
九
州
風
土
記
に
関
す
る
単
著
は
出
て
お
ら
ず
、
常
陸
・
播
磨
・
出
雲
国
風
土
記
と
比
較
し
て
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
印
象
を
受
け
る
。 
ま
ず
、
西
海
道
・
九
州
風
土
記
に
関
す
る
個
別
研
究
か
ら
み
て
み
る
と
、
西
海
道
乙
類
風
土
記
の
文
字
表
現
に
つ
い
て
『
常
陸
国
風
土
記
』
成
立
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
瀬
間
正
之
「
西
海
道
乙
類
風
土
記
の
文
字
表
現
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
二
四
、
二
〇
〇
七
年
一
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
の
文
字
世
界
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
三
月
〉
所
収
）、
九
州
風
土
記
の
成
立
年
代
を
め
ぐ
る
所
説
を
整
理
し
、
筆
者
自
身
の
見
解
を
の
べ
た
荊
木
美
行
「
九
州
風
土
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
風
土
記
研
究
』
三
三
、
二
〇
〇
九
年
六
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
〉
所
収
）、
荻
原
千
鶴
「
九
州
風
土
記
の
甲
類
・
乙
類
と
『
日
本
書
紀
』」（『
風
土
記
研
究
』
三
三
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）、
多
田
一
臣
「
九
州
風
土
記
を
考
え
る
―
『
万
葉
集
』
か
ら
―
」（『
風
土
記
研
究
』
三
三
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
の
諸
論
が
あ
る
。 
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
関
す
る
研
究
を
み
て
み
る
と
、
叙
述
や
表
現
方
法
に
関
す
る
も
の
に
は
、
井
上
隼
人
「『
豊
後
国
風
土
記
』
総
記
の
意
義
」（『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
一
〇
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
伊
藤
剣
「『
豊
後
国
風
土
記
』
の
叙
述
方
法
―
伝
承
形
成
方
法
の
変
質
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
五
六
、
二
〇
〇
八
年
十
月
）、
奥
田
俊
博
「『
豊
後
国
風
土
記
』
の
用
字
―
熟
字
の
使
用
を
中
心
に
―
」（『
風
土
記
研
究
』
三
三
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
が
あ
る
。 
編
纂
の
思
想
に
つ
い
て
述
べ
た
研
究
に
は
、衛
藤
恵
理
香「『
豊
後
国
風
土
記
』
の
記
事
配
置
と
編
纂
者
の
意
図
」（『
国
語
の
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
が
あ
る
。 
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こ
の
ほ
か
、
飯
泉
健
司
「
肥
沃
な
土
地
の
荒
田
伝
承
―
豊
後
国
風
土
記
・
餅
の
的
―
」（
『
か
ぎ
ろ
ひ
』
一
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）
や
、
後
藤
匡
史
「
蘇
っ
た
豊
後
国
風
土
記
」（『
古
代
朝
鮮
文
化
を
考
え
る
』
二
四
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
と
い
っ
た
論
考
が
出
て
い
る
。 
次
に
『
肥
前
国
風
土
記
』
に
関
す
る
研
究
を
み
る
と
、
表
記
に
注
目
し
た
も
の
に
、
大
野
ま
ゆ
み
「『
肥
前
国
風
土
記
』
地
名
改
名
記
事
―
「
訛
」
と
「
改
」
と
の
差
異
―
」（『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
一
〇
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
や
、
堂
野
前
彰
子
「
国
を
分
け
る
思
想
―
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
「
ヒ
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
文
学
研
究
論
集
』
二
八
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
が
あ
る
。 
地
名
に
関
す
る
研
究
に
は
、
竹
生
政
資
・
西
晃
央
「
肥
前
国
風
土
記
に
お
け
る
土
歯
池
の
所
在
地
に
つ
い
て
」（『
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
一
二
‐
二
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）
が
あ
る
。 
弟
日
姫
子
の
説
話
を
取
り
あ
げ
た
論
考
に
は
、
山
本
大
介
「
神
に
捧
げ
し
ふ
た
つ
の
贄
―
『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
弟
日
姫
子
伝
承
論
―
」（『
明
治
大
学
文
学
研
究
論
集
』
二
三
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）、
青
柳
ま
や
「
弟
日
姫
子
の
死
―
『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
条
・
褶
振
説
話
に
つ
い
て
」（『
二
松
―
大
学
院
紀
要
』
二
六
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
り
、
土
蜘
蛛
説
話
に
つ
い
て
は
、
永
藤
靖
「『
肥
前
国
風
土
記
』
の
山
野
河
海
―
土
蜘
蛛
説
話
を
中
心
に
―
」（『
文
芸
研
究
』
一
〇
四
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
同
氏
「『
肥
前
国
風
土
記
』
の
土
蜘
蛛
を
読
む
」（『
國
文
學
―
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
四
‐
七
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
と
い
っ
た
研
究
が
あ
る
。 
 
【
風
土
記
逸
文
】
逸
文
に
関
す
る
研
究
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
に
、
二
〇
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
荊
木
美
行
『
風
土
記
逸
文
の
文
献
学
的
研
究
』（
学
校
法
人
皇
學
館
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
お
も
に
近
世
以
降
の
国
学
者
た
ち
に
よ
る
逸
文
研
究
の
成
果
に
着
目
し
、
彼
ら
の
逸
文
に
対
し
て
の
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
以
降
、
本
書
刊
行
に
い
た
る
ま
で
に
風
土
記
逸
文
と
し
て
採
択
さ
れ
た
条
文
の
出
典
お
よ
び
採
択
者
を
示
し
、
真
偽
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
一
覧
表
は
参
考
と
な
る
。 
 
個
別
研
究
を
み
て
み
る
と
、
廣
岡
義
隆
「
風
土
記
の
「
残
存
本
文
」
に
つ
い
て
」（『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
一
七
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）、
九
州
風
土
記
に
つ
い
て
は
、
廣
岡
義
隆
「
風
土
記
逸
文
中
に
見
ら
れ
る
「
冬
葍
」
に
つ
い
て
―
『
筑
紫
風
土
記
』（
塢
舸
水
門
条
）
―
」（
『
風
土
記
研
究
』
三
〇
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
や
、
犬
丸
慎
一
郎
「
九
州
地
方
の
風
土
記
逸
文
に
関
す
る
史
料
性
」（『
史
学
研
究
集
録
』
三
四
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）、
丹
後
国
風
土
記
に
つ
い
て
は
、
水
江
浦
嶼
子
や
奈
具
社
に
関
す
る
説
話
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
逸
文
の
存
疑
だ
け
で
な
く
、
そ
の
文
学
性
に
着
目
し
た
研
究
も
多
く
、
仁
平
道
明
「『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
存
疑
―
「
奈
具
社
」
の
話
の
後
代
的
性
格
―
」（『
解
釈
』
五
二
‐
三
・
四
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）、
鈴
木
利
一
「『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
「
奈
具
社
」
条
収
載
歌
考
―
「
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
」
と
漢
語
「
仰
天
」
―
」（『
大
阪
大
谷
国
文
』
三
七
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
サ
リ
バ
ン
「「
奈
具
社
」
説
話
に
お
け
る
老
天
と
天
女
の
問
答
箇
所
と
そ
の
意
義
―
「
許
」
と
天
人
の
性
質
を
中
心
に
―
」（『
風
土
記
研
究
』
三
一
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）、
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荊
木
美
行
「『
丹
後
国
風
土
記
』
逸
文
と
そ
の
残
缺
」（『
國
文
學
―
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
四
‐
七
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）、
作
花
一
志
「
浦
島
太
郎
と
か
ぐ
や
姫
―
丹
後
国
風
土
記
と
竹
取
物
語
の
語
る
こ
と
」（
『
天
文
教
育
』
二
二
‐
六
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
）、
前
田
逸
夫
「
竹 
伝
承
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
―
『
丹
波
国
風
土
記
逸
文
』
『
竹
取
物
語
』」（『
国
文
学
』
五
二
‐
一
一
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）、
呉
哲
男
「
丹
後
国
風
土
記
逸
文
「
水
江
浦
嶼
子
説
話
」
を
め
ぐ
っ
て
―
神
話
的
ア
レ
ゴ
リ
ー
の
墜
落
」
（『
風
土
記
研
究
』
三
六
、
二
〇
一
三
年
八
月
）、
居
駒
永
幸
「
養
老
の
文
芸
―
「
丹
後
国
風
土
記
」
逸
文
の
浦
島
子
説
話
と
和
歌
」（『
風
土
記
研
究
』
三
六
、
二
〇
一
三
年
八
月
）
と
い
っ
た
諸
論
考
が
あ
る
。 
こ
の
ほ
か
諸
国
風
土
記
の
逸
文
に
つ
い
て
は
、荊
木
美
行「『
摂
津
国
風
土
記
』
「
比
売
嶋
」
小
考
」（『
史
料
』
二
二
六
、
二
〇
一
〇
年
六
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
〉
所
収
）、
廣
岡
義
隆
「「
伊
香
小
江
」
条
と
「
竹
生
嶋
」
条
―
『
近
江
國
風
土
記
』
逸
文
か
と
さ
れ
る
二
条
に
つ
い
て
」（『
風
土
記
研
究
』
三
五
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
荊
木
美
行
「『
尾
張
国
熱
田
太
神
宮
縁
起
』
と
『
尾
張
国
風
土
記
』
逸
文
」（『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
四
七
、
二
〇
〇
九
年
三
月
。『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
）、
兼
岡
理
恵
「
風
土
記
歌
謡
か
ら
見
え
る
も
の
―
『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文
・「
速
鳥
」
歌
を
中
心
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
〇
‐
五
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
の
諸
研
究
が
あ
る
。 
 
【
風
土
記
受
容
史
】
近
年
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
、
い
か
な
る
背
景
の
も
と
受
容
さ
れ
て
き
た
の
か
に
着
目
し
た
受
容
史
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
の
研
究
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
分
野
に
注
目
し
た
兼
岡
理
恵
『
風
土
記
受
容
史
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
は
、
古
代
か
ら
近
世
後
期
ま
で
の
風
土
記
受
容
に
関
す
る
論
考
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
兼
岡
氏
は
風
土
記
逸
文
を
「
各
書
物
・
各
時
代
に
お
け
る
風
土
記
受
容
の
解
明
に
繋
が
る
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
逸
文
の
真
偽
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い
た
研
究
に
疑
問
を
投
げ
か
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
た
と
え
そ
の
逸
文
が
風
土
記
か
ら
の
引
用
で
な
い
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
風
土
記
を
模
倣
し
て
作
っ
た
も
の
に
せ
よ
、
で
は
な
ぜ
風
土
記
の
よ
う
な
、
、
、
分
が
作
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
時
必
要
と
さ
れ
た
の
か
と
い
う
視
点
が
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る 
兼
岡
氏
の
研
究
は
、
当
時
の
人
々
の
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
き
、
古
代
か
ら
近
世
後
期
に
至
る
ま
で
の
風
土
記
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
画
期
的
な
成
果
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
近
世
の
国
学
者
に
よ
る
著
作
か
ら
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
増
田
修
氏
の
「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
研
究
（
２
）
「
西
野
宣
明
の
閲
歴
」
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
常
総
の
歴
史
』
二
七
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）・「『
常
陸
国
風
土
記
』
の
探
求
（
３
）「
西
野
宣
明
の
著
作
」
研
究
の
現
状
と
課
題
―
「
常
陸
国
風
土
記
抄
一
」
の
紹
介
と
「
風
土
記
概
論
」
の
翻
訳
―
」
（『
常
総
の
歴
史
』
二
八
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
の
諸
論
や
、
荊
木
美
行
氏
に
よ
る
「
敷
田
年
治
著
『
風
土
記
考
』
に
つ
い
て
」（『
史
料
』
一
八
二
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
）、「
鈴
木
重
胤
と
風
土
14 
記
―
『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
の
翻
刻
と
解
説
―
」（『
皇
學
館
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
六
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
）、
「
鈴
木
重
胤
の
風
土
記
研
究
―
『
日
本
書
紀
伝
』
を
中
心
に
―
」（『
政
治
経
済
史
学
』
五
〇
〇
、
二
〇
〇
八
年
四
月
。
の
ち
に
前
掲
所
収
）、「
百
園
花
園
文
庫
の
風
土
記
関
係
史
料
に
つ
い
て
―
敷
田
年
治
の
風
土
記
研
究
・
追
考
―
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
二
‐
三
、
二
〇
〇
九
年
六
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
〉
所
収
）
と
い
っ
た
研
究
や
、
青
木
周
平
「
荷
田
春
満
の
風
土
記
研
究
―
自
筆
稿
本
『
出
雲
国
風
土
記
』
を
中
心
に
―
」（
『
風
土
記
研
究
』
二
九
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）、
大
日
方
克
己
「
岸
崎
佐
久
次
と
『
出
雲
風
土
記
抄
』」（『
社
会
文
化
論
集
―
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
社
会
文
化
学
科
編
』
六
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
奥
田
俊
博
「
鹿
持
雅
澄
に
お
け
る
風
土
記
の
受
容
―
『
南
京
遺
響
』『
万
葉
集
古
義
』
を
中
心
に
」（『
風
土
記
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）、
ま
た
、
永
藤
靖
「『
遺
老
説
伝
』
と
風
土
記
の
研
究
」（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
六
六
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
と
い
う
研
究
が
あ
る
。 
 
そ
の
他
の
研
究
と
し
て
は
、
仮
名
表
記
に
着
目
し
た
奥
田
俊
博
「『
風
土
記
』
の
仮
名
表
記
―
固
有
名
詞
以
外
の
語
の
仮
名
表
記
を
中
心
に
―
」（『
風
土
記
研
究
』
二
七
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）、
瀧
音
能
之
「
風
土
記
に
み
え
る
朱
・
丹
・
赤
と
そ
の
周
辺
」（
『
朱
』
四
六
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
飯
泉
健
司
「
風
土
記
・
記
載
歌
謡
の
生
成
―
鄙
か
ら
雅
へ
―
」（
日
本
歌
謡
学
会
編
『
歌
謡
と
は
何
か
』
所
収
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）、
秋
元
祐
哉
「
風
土
記
の
「
望
」「
覧
」「
見
」
―
天
皇
国
見
儀
礼
の
観
点
か
ら
―
」（『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
集
』
六
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
）、
瀬
間
正
之
「
風
土
記
の
文
体
―
「
令
」
に
よ
る
使
役
表
現
を
中
心
に
」（『
国
文
学
』
四
八
‐
一
四
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
の
文
字
世
界
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
三
月
〉
所
収
）、
辰
巳
和
弘
「「
み
坂
」
に
立
つ
存
在
（
も
の
）
―
風
土
記
の
ま
な
ざ
し
」（『
国
文
学
』
四
八
‐
一
四
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）、
環
境
歴
史
学
の
立
場
か
ら
風
土
記
の
森
林
に
関
す
る
記
述
を
分
析
し
た
福
原
栄
太
郎
「
古
代
に
お
け
る
森
林
の
認
識
―
風
土
記
を
中
心
と
し
て
」（『
神
戸
山
手
大
学
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）、
高
藤
昇
「
風
土
記
と
律
令
」（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
律
令
法
と
そ
の
周
辺
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
風
土
記
の
な
か
で
記
述
者
が
個
人
的
な
見
解
を
述
べ
る
記
述
に
着
目
し
、
推
測
的
記
述
と
評
価
的
記
述
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
た
飯
泉
健
司
「
風
土
記
の
第
三
者
記
述
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
』
一
四
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
風
土
記
撰
進
の
通
達
と
編
纂
に
は
唐
代
の
図
経
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
と
す
る
荊
木
美
行
「
風
土
記
の
編
纂
と
唐
代
の
地
誌
」（『
神
道
史
研
究
』
五
二
‐
一
一
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
。
の
ち
に
『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
）、
中
村
浩
「『
風
土
記
』
に
見
る
酒
に
関
す
る
記
載
」（『
大
谷
女
子
大
学
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）、
奥
田
俊
博
「
風
土
記
の
数
量
表
現
」（
『
風
土
記
研
究
』
三
〇
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
稲
石
陽
平
「
風
土
記
地
名
起
源
説
話
に
込
め
ら
れ
た
意
図
―
山
川
原
野
名
号
所
由
の
検
討
か
ら
―
」（『
古
事
記
年
報
』
四
九
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）、
飯
田
勇
「『
風
土
記
』
伝
承
の
諸
相
―
「
地
方
の
表
現
」
と
「
国
家
の
表
現
」
―
」（『
風
土
記
研
究
』
三
一
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）、
沖
森
卓
也
「
古
代
の
地
名
表
記
―
上
代
撰
述
風
土
記
を
中
心
15 
に
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
〇
八
‐
一
一
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）、
橋
本
雅
之
「
風
土
記
へ
の
招
待
―
地
名
起
源
説
話
に
み
え
る
古
代
人
の
考
え
―
」（『
浪
速
文
叢
』
二
〇
、
二
〇
〇
八
年
十
月
）、
新
羅
と
い
う
語
の
も
つ
神
話
的
意
味
に
着
目
し
、
神
話
的
異
界
性
と
現
実
性
の
両
面
か
ら
考
察
し
た
堂
野
前
彰
子
「
記
紀
風
土
記
に
あ
ら
わ
れ
た
新
羅
」（『
文
学
研
究
論
集
』
三
一
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）、
魏
峰
皓
「『
風
土
記
』
に
み
ら
れ
る
「
賜
」「
給
」「
坐
」
―
『
風
土
記
』
の
文
体
論
を
兼
ね
て
」（『
言
語
文
化
学
研
究
』
五
‐
五
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
松
本
弘
毅
「
天
平
風
土
記
と
記
・
紀
」（『
国
文
学
研
究
』
一
六
一
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）
が
あ
る
。 
 
近
年
に
お
け
る
風
土
記
関
係
の
研
究
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
表
記
や
叙
述
方
法
に
着
目
し
た
国
文
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
や
、
地
名
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
こ
う
し
た
研
究
の
成
果
は
『
日
本
古
代
史
地
名
事
典
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
十
月
）
の
刊
行
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
風
土
記
に
み
え
る
郡
家
・
駅
家
や
、
こ
れ
ら
を
繋
ぐ
交
通
路
が
近
年
の
発
掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、『
日
本
交
通
史
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）
や
『
日
本
古
代
道
路
事
典
』（
古
代
交
通
研
究
会
編
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
五
月
）
に
、
発
掘
の
成
果
と
と
も
に
風
土
記
研
究
の
成
果
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
風
土
記
研
究
は
、
国
文
学
・
歴
史
学
と
い
っ
た
文
献
に
と
ら
わ
れ
る
研
究
で
は
な
く
、
考
古
学
や
地
理
学
な
ど
の
隣
接
す
る
分
野
の
成
果
を
も
踏
ま
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。 
  
二
、
本
稿
の
ね
ら
い
と
概
要 
  
さ
て
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
た
い
主
要
な
課
題
は
三
点
あ
る
。 
第
一
に
、近
世
の
国
学
者
た
ち
に
よ
る
風
土
記
受
容
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
風
土
記
受
容
史
は
近
年
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
た
分
野
の
た
め
、
研
究
の
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
に
思
う
。
特
に
近
世
中
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
は
、
風
土
記
の
写
本
が
盛
ん
に
流
布
し
た
こ
と
に
加
え
、
版
本
も
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
風
土
記
が
多
く
の
人
々
が
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
国
学
者
を
中
心
に
研
究
に
風
土
記
が
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
風
土
記
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
傍
証
史
料
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
風
土
記
に
対
す
る
認
識
が
変
化
し
た
と
い
う
点
で
、
画
期
と
な
る
出
来
事
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
近
世
の
国
学
者
の
風
土
記
観
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
第
二
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』
お
よ
び
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
最
初
の
注
釈
書
が
未
刊
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
秋
本
吉
郎
氏
が
『
風
土
記
の
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
十
月
、
一
〇
六
四
頁
）
に
お
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
の
み
で
、
以
後
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
栗
田
寛
氏
や
平
田
俊
春
氏
な
ど
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
早
く
に
そ
の
価
値
が
注
目
さ
れ
、
植
垣
節
也
16 
氏
も
翻
刻
・
校
訂
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
本
間
で
は
な
は
だ
異
同
が
多
く
、
結
局
、
完
結
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
両
風
土
記
の
最
初
の
注
釈
書
に
つ
い
て
は
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
も
多
く
、
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 
第
三
に
、『
肥
前
国
風
土
記
』
の
本
文
の
問
題
で
あ
る
。『
肥
前
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
校
訂
本
が
出
て
い
る
が
、
現
在
あ
る
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
校
訂
本
で
も
っ
と
も
多
い
、
十
三
種
類
の
写
本
・
研
究
書
と
対
校
し
て
い
る
平
田
俊
春
氏
校
訂
の
「
校
本
肥
前
風
土
記
」（
佐
賀
県
史
編
纂
員
会
・
佐
賀
県
郷
土
研
究
会
編
『
校
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
』
所
収
、
一
九
五
一
年
二
月
）
で
は
校
訂
に
誤
り
が
あ
っ
た
り
、
田
中
卓
氏
校
注
『
神
道
大
系 
古
典
篇
七 
風
土
記
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
四
年
三
月
）
で
は
、
荒
木
田
久
老
の
板
本
と
対
校
し
て
い
る
箇
所
に
不
備
が
存
し
た
り
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
の
三
氏
の
編
に
な
る
『
豊
後
国
風
土
記 
肥
前
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
平
成
二
十
年
〈
二
〇
〇
八
〉
二
月
）
は
底
本
の
猪
熊
本
を
重
視
し
た
優
れ
た
校
訂
本
で
は
あ
る
が
、
お
も
な
対
校
本
が
南
葵
文
庫
本
の
み
と
い
う
点
で
不
安
が
残
る
。 
 
よ
っ
て
本
稿
で
は
前
述
の
三
点
の
課
題
に
も
と
づ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
第
一
部 
国
学
者
の
風
土
記
研
究 
 
こ
こ
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
お
け
る
国
学
者
の
著
作
の
分
析
か
ら
、
彼
ら
の
風
土
記
観
や
、
利
用
し
た
テ
キ
ス
ト
に
注
目
し
て
考
察
す
る
。 
「
第
一
章 
平
田
篤
胤
の
風
土
記
研
究
―
『
古
史
徴
開
題
記
』
を
中
心
に
―
」
で
は
、
平
田
篤
胤
の
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
み
え
る
篤
胤
の
風
土
記
観
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
古
史
徴
開
題
記
』
に
お
け
る
風
土
記
の
記
述
は
、
こ
の
頃
の
篤
胤
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
、
伴
信
友
の
「
風
土
記
考
」
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
、
特
に
四
風
土
記
（
常
陸
・
出
雲
・
豊
後
・
肥
前
）
に
関
す
る
記
述
の
な
か
に
は
、
一
字
一
句
違
わ
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
日
本
総
国
風
土
記
に
つ
い
て
は
、『
古
史
徴
開
題
記
』
の
風
土
記
に
関
す
る
記
述
全
体
の
三
分
の
二
に
わ
た
る
紙
幅
を
費
や
し
て
い
る
が
、「
風
土
記
考
」
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
信
友
が
篤
胤
に
添
削
を
依
頼
し
た
「
風
土
記
考
」
の
草
稿
を
、
無
断
で
『
古
史
徴
』
に
取
り
込
み
出
版
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
信
友
は
「
前
後
風
土
記
概
論
」
に
お
い
て
、
和
銅
六
年
の
勅
に
よ
り
進
上
さ
れ
た
も
の
を
「
前
風
土
記
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
総
国
風
土
記
を
延
長
三
年
の
勅
に
よ
り
進
上
さ
れ
た
「
後
風
土
記
」
と
す
る
説
を
出
す
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
中
山
信
名
の
「
前
後
風
土
記
概
論
の
弁
」
で
批
判
さ
れ
、
の
ち
に
「
風
土
記
考
」
の
日
本
総
国
風
土
記
に
関
す
る
記
述
を
訂
正
し
た
。
信
友
は
篤
胤
に
そ
の
箇
所
の
版
木
を
削
る
よ
う
求
め
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
本
総
国
風
土
記
の
記
述
が
一
致
し
な
い
の
は
、
信
友
の
旧
説
を
支
持
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
篤
胤
は
「
上
件
三
典
（『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』）
に
添
読
べ
き
書
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
風
土
記
を
あ
げ
、
日
本
総
国
風
土
記
も
ま
た
、
古
伝
の
構
築
の
た
め
に
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』
と
合
わ
せ
て
用
い
る
ツ
17 
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 
「
第
二
章 
鈴
木
重
胤
の
風
土
記
研
究
―
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
を
中
心
に
―
」
は
、
幕
末
の
国
学
者
鈴
木
重
胤
の
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
お
け
る
風
土
記
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
は
、
『
延
喜
式
』
に
み
え
る
祈
年
祭
・
春
日
祭
な
ど
十
九
の
諸
祭
祀
の
際
に
奏
上
さ
れ
る
祝
詞
に
つ
い
て
考
証
・
注
釈
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
は
古
風
土
記
だ
け
で
な
く
、
駿
河
国
風
土
記
な
ど
、
今
日
で
は
偽
書
と
さ
れ
て
い
る
総
国
風
土
記
を
も
風
土
記
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
残
念
な
こ
と
に
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
な
か
で
重
胤
が
種
々
引
用
し
た
風
土
記
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
お
け
る
風
土
記
の
利
用
状
況
の
分
析
を
通
じ
て
、
後
世
に
編
ま
れ
た
も
の
を
含
め
、
風
土
記
と
呼
ば
れ
る
書
物
を
一
つ
の
地
誌
、
あ
る
い
は
古
文
献
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。 
「
第
三
章 
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
播
磨
国
揖
西
郡
室
津
加
茂
神
社
の
祠
官
で
あ
っ
た
岡
平
保
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
著
し
た
『
播
磨
風
土
記
考
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
書
物
は
、
五
風
土
記
の
な
か
で
も
っ
と
も
流
布
の
遅
か
っ
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
最
初
に
注
釈
し
た
書
物
で
、
そ
の
後
出
た
敷
田
年
治
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
の
跋
に
は
、
協
力
者
が
あ
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
平
保
の
名
前
が
見
え
る
。『
播
磨
風
土
記
考
』
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
研
究
の
先
駆
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
秋
本
吉
郎
『
風
土
記
の
研
究
』
に
お
い
て
若
干
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、『
播
磨
風
土
記
考
』
に
注
目
し
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。
ま
た
、
本
書
は
夥
し
い
数
の
附
箋
を
存
す
る
の
が
特
徴
で
、
個
々
の
事
例
の
分
析
に
よ
り
、
附
箋
に
は
書
入
と
貼
付
の
二
種
類
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
前
者
は
著
者
の
岡
平
保
が
、
後
者
は
こ
れ
を
筆
写
し
た
岡
平
満
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 
「
第
四
章 
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
翻
刻
」
で
は
、
前
章
で
述
べ
た
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
の
全
文
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
著
さ
れ
、『
播
磨
国
風
土
記
』
研
究
の
先
駆
で
あ
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
未
刊
で
、
流
布
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
本
書
の
写
本
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
一
）
五
月
、
重
野
安
繹
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
本
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
風
土
記
研
究
者
の
利
用
の
便
に
供
す
る
目
的
で
こ
こ
に
翻
刻
す
る
。 
附
論
で
は
、
風
土
記
と
関
連
が
深
い
書
物
で
あ
る
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』・
『
隋
書
』
の
記
載
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
る
。 
「
附
論
一 
「
太
子
」
の
用
語
に
関
す
る
覚
書
」
で
は
、
記
紀
に
み
え
る
「
太
子
」
の
用
例
を
取
り
あ
げ
る
。『
播
磨
国
風
土
記
』
賀
毛
郡
玉
野
村
条
に
は
、
意お
奚け
・
袁を
奚け
二
皇
子
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
る
。 
 
有
二
玉
野
村
一
。
所
以
者
。
意
奚
袁
奚
二
皇
子
等
。
坐
二
於
美
嚢
郡
志
深
里
高
野
宮
一
。
遣
二
山
部
小
楯
一
。
誂
二
国
造
許
麻
之
女
根
日
女
命
一
。
於
レ
是
。
18 
根
日
女
。
已
依
レ
命
訖
。
爾
時
。
二
皇
子
。
相
辞
不
レ
娶
。
至
二
于
日
一
間
。
根
日
女
。
老
長
逝
。
于
レ
時
。
皇
子
等
大
哀
。
即
遣
二
小
立
一
。
勅
云
。
朝
日
夕
日
不
レ
隠
之
地
。
造
レ
墓
蔵
二
其
骨
一
。
以
レ
玉
飾
レ
墓
。
故
縁
此
墓
号
二
玉
丘
一
。
其
村
号
二
玉
野
一
。 
 
こ
の
伝
承
は
、
根
日
女
と
い
う
女
性
と
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
意
奚
（
仁
賢
天
皇
）
と
袁
奚
（
顕
宗
天
皇
）
が
、
た
が
い
に
譲
り
合
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
皇
子
の
譲
り
合
い
の
伝
承
は
、『
日
本
書
紀
』
に
も
み
え
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
女
性
で
は
な
く
、
皇
位
を
譲
り
合
い
で
あ
る
が
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
伝
承
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
国
美
囊
郡
志
深
里
条
に
は
、
意
奚
・
袁
奚
が
こ
の
地
に
逃
れ
て
き
た
事
情
を
記
す
と
と
も
に
、
二
人
の
父
で
あ
る
市
辺
押
磐
皇
子
を
「
市
辺
天
皇
」
と
表
記
し
て
い
る
。
市
辺
押
磐
皇
子
は
履
中
天
皇
の
皇
子
で
、
雄
略
天
皇
の
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
の
背
景
に
は
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
争
い
に
市
辺
押
磐
皇
子
が
敗
れ
た
た
め
、
二
皇
子
は
播
磨
国
へ
逃
れ
た
と
み
ら
れ
る
。『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
こ
う
し
た
皇
位
継
承
争
い
に
か
か
わ
る
記
述
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
皇
位
継
承
に
か
か
わ
り
の
深
い
「
太
子
」
の
用
例
を
、
記
紀
か
ら
抄
出
し
、
こ
れ
ら
は
時
期
に
よ
っ
て
意
味
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 
「
附
論
二 
大
化
前
代
の
キ
サ
キ
の
序
列
に
つ
い
て
―
元
妃
を
中
心
に
―
」
は
、
大
化
前
代
に
お
け
る
キ
サ
キ
の
序
列
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
播
磨
・
常
陸
・
肥
前
国
風
土
記
や
、
摂
津
・
伊
予
・
土
左
・
筑
紫
国
風
土
記
逸
文
に
は
気
長
足
姫
尊
に
関
す
る
説
話
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
神
功
皇
后
を
た
ん
に
「
皇
后
」
と
表
記
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
風
土
記
も
キ
サ
キ
の
問
題
と
関
わ
り
の
あ
る
書
物
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
キ
サ
キ
に
関
す
る
呼
称
の
な
か
で
、「
元
妃
」
と
い
う
用
語
に
着
目
し
て
そ
の
意
味
を
検
討
す
る
。「
元
妃
」
は
従
来
ま
で
婚
姻
の
前
後
関
係
を
示
す
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
用
例
を
検
討
す
る
と
、「
元
妃
」
が
生
ん
だ
皇
子
は
天
皇
と
し
て
即
位
、
あ
る
い
は
皇
位
継
承
有
力
者
と
な
る
場
合
が
多
い
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
の
編
者
は
当
該
記
事
の
存
す
る
巻
を
編
修
す
る
に
あ
た
り
、
中
国
の
類
書
で
あ
る
『
藝
文
類
聚
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
、
中
国
に
お
け
る
「
元
妃
」
の
意
味
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
も
あ
る
よ
う
に
キ
サ
キ
の
序
列
を
表
す
「
嫡
夫
人
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
婚
姻
の
前
後
関
係
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
キ
サ
キ
間
の
序
列
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
編
者
は
そ
れ
を
反
映
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
「
元
妃
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 
 
「
附
論
三 
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
を
め
ぐ
っ
て
―
坂
本
太
郎
氏
の
所
説
を
中
心
に
―
」
は
、『
隋
書
』
倭
国
伝
に
み
え
る
開
皇
二
十
年
の
遣
使
記
事
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
値
嘉
郷
条
に
み
え
る
相
子
田
停
と
川
原
浦
は
、
遣
唐
使
が
船
発
ち
す
る
港
で
、
ま
た
、
松
浦
郡
に
は
「
烽
八
所
」
と
あ
る
な
ど
、『
肥
前
国
風
土
記
』
は
外
国
と
の
関
係
や
、
そ
こ
へ
赴
く
使
節
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
遣
使
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
19 
る
こ
と
は
、
風
土
記
に
記
さ
れ
た
伝
承
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
風
土
記
以
外
の
史
書
に
み
え
る
遣
使
記
事
の
な
か
か
ら
、『
隋
書
』
倭
国
伝
に
み
え
る
開
皇
二
十
年
の
遣
使
記
事
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
開
皇
二
十
年
の
遣
使
に
該
当
す
る
記
述
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
遣
使
回
数
を
め
ぐ
り
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
坂
本
氏
は
か
つ
て
開
皇
二
十
年
の
遣
使
を
、
隋
の
国
情
偵
察
の
た
め
の
非
公
式
な
使
い
と
し
て
い
た
が
、
の
ち
に
「
大
和
朝
廷
の
派
遣
し
た
使
節
で
は
な
く
、
ど
こ
か
九
州
・
山
陽
あ
た
り
の
豪
族
が
、
私
に
派
遣
し
た
使
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
自
説
を
改
め
た
。
坂
本
氏
が
自
説
を
改
め
た
三
点
の
根
拠
は
、 （
１
）『
日
本
書
紀
』
に
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
。 
（
２
）
開
皇
二
十
年
（
推
古
天
皇
八
年
）
は
新
羅
出
兵
の
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
こ
と
。 
（
３
）「
姓
は
ア
メ
、
字
は
タ
リ
シ
ヒ
コ
、
号
は
オ
ホ
キ
ミ
」
と
い
う
使
者
の
述
べ
た
天
皇
の
称
号
。 
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
東
夷
伝
に
記
さ
れ
る
高
麗
伝
・
百
済
伝
・
新
羅
伝
と
の
比
較
、
煬
帝
の
外
交
方
針
か
ら
論
じ
て
い
く
。
東
夷
の
諸
国
は
、
ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
遣
使
を
行
な
っ
て
お
り
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
も
、
隋
側
で
は
倭
か
ら
の
正
式
な
使
者
と
み
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
こ
の
遣
使
の
こ
と
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
倭
側
と
し
て
は
特
筆
さ
れ
る
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
坂
本
氏
の
説
は
、
む
し
ろ
旧
説
の
方
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
。 
 
第
二
部 
『
肥
前
国
風
土
記
』
と
そ
の
受
容
で
は
、
五
風
土
記
の
な
か
で
、
特
に
『
肥
前
国
風
土
記
』
を
取
り
あ
げ
、
校
訂
を
試
み
る
と
と
も
に
、『
肥
前
国
風
土
記
』
研
究
の
先
駆
で
あ
る
糸
山
貞
幹
の
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 
 
「
第
一
章 
『
肥
前
国
風
土
記
』
校
訂
」
で
は
、
現
存
す
る
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
写
本
で
も
っ
と
も
古
く
、
平
安
末
期
の
書
写
と
さ
れ
る
猪
熊
信
男
氏
旧
蔵
本
（
猪
熊
本
）
を
底
本
と
し
、
南
葵
文
庫
本
・
荒
木
田
久
老
校
訂
版
本
・
井
上
通
泰
『
肥
前
風
土
記
新
考
』・
平
田
俊
春
氏
校
訂
本
・
田
中
卓
氏
校
訂
本
・
沖
森
卓
也
・
矢
嶋
泉
・
佐
藤
信
氏
校
訂
本
を
対
校
本
と
し
て
校
訂
し
、
訓
読
を
附
し
た
。 
 
「
第
二
章 
糸
山
貞
幹
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
肥
前
国
佐
賀
藩
出
身
の
糸
山
貞
幹
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
を
取
り
あ
げ
る
。
本
書
は
未
刊
で
あ
る
が
、『
肥
前
国
風
土
記
』
研
究
の
最
初
に
し
て
詳
細
な
注
釈
書
で
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
草
稿
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）
か
ら
十
一
年
後
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
出
た
栗
田
寛
の
『
標
注
古
風
土
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
に
盛
ん
に
引
用
さ
れ
、
後
の
風
土
記
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書
物
で
あ
る
。
本
章
は
、
こ
の
成
果
に
注
目
し
、
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『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
書
誌
的
概
説
、
注
釈
の
特
徴
、
こ
れ
ま
で
不
明
と
さ
れ
て
き
た
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
丙
本
が
ど
の
本
を
書
写
し
た
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
注
釈
書
と
し
て
の
価
値
を
論
じ
る
。 
 
「
第
三
章 
糸
山
貞
幹
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
翻
刻
と
校
訂
」
で
は
、
か
つ
て
植
垣
節
也
氏
に
よ
っ
て
校
合
・
校
訂
が
な
さ
れ
た
が
、
加
筆
・
訂
正
に
よ
り
諸
本
の
異
同
が
は
な
は
だ
し
く
、
分
量
も
大
部
な
た
め
に
全
文
翻
刻
に
は
至
ら
な
か
っ
た
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
全
文
翻
刻
お
よ
び
校
訂
を
試
み
る
。
翻
刻
の
方
法
は
、「
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
七
月
中
清
書
」
と
あ
り
、
最
も
完
成
度
の
高
い
稿
本
を
書
写
し
た
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
乙
本
を
底
本
と
し
、「
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
中
清
書
」
と
あ
り
草
稿
の
写
し
の
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
・「
明
治
廿
七
年
（
一
八
九
六
）
其
後
段
々
書
入
八
月
中
清
書
」
と
あ
り
貞
幹
の
自
筆
稿
本
の
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
甲
本
・
貞
幹
の
序
文
と
総
記
の
み
を
書
写
し
た
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
丙
本
を
対
校
本
と
し
た
。 
「
二
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
所
引
『
肥
前
国
風
土
記
』」
で
は
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』に
引
か
れ
た
風
土
記
本
文
の
み
を
校
合
・
校
訂
し
た
結
果
を
掲
げ
る
。
底
本
・
対
校
本
は
前
章
の
全
文
翻
刻
に
準
じ
、
そ
こ
に
糸
山
貞
幹
校
訂
『
肥
前
国
風
土
記
』（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
）
を
加
え
、
底
本
の
誤
脱
を
正
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 
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第
一
章 
平
田
篤
胤
と
風
土
記 
―
『
古
史
徴
開
題
記
』
を
中
心
に
― 
  
は
じ
め
に 
  
幕
末
の
国
学
者
平
田
篤
胤
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
秋
田
藩
士
大
和
田
清
兵
衛
祚
胤
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
脱
藩
し
て
江
戸
で
学
問
に
励
み
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
備
中
松
山
藩
士
平
田
篤
穏
の
養
嗣
子
と
な
る
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
本
居
宣
長
の
影
響
を
受
け
、
宣
長
の
長
男
の
春
庭
に
入
門
し
て
国
学
の
道
を
志
し
、自
ら
宣
長
没
後
の
門
人
と
称
す
。
入
門
後
は
古
道
・
古
典
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
『
霊
能
御
柱
』
を
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
『
古
史
成
文
』
を
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
『
古
史
徴
』
を
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
『
仙
境
異
聞
』
を
著
す
な
ど
、
多
数
の
著
述
を
世
に
遺
し
た
。 
ま
た
、
篤
胤
は
荷
田
春
満
・
賀
茂
真
淵
・
本
居
宣
長
と
と
も
に
国
学
四
大
人
の
一
人
と
さ
れ
、
荷
田
春
満
や
賀
茂
真
淵
ら
が
提
唱
し
、
本
居
宣
長
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
復
古
神
道
を
大
成
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
居
宣
長
が
古
道
や
古
典
に
基
づ
く
実
証
主
義
を
重
ん
じ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
篤
胤
は
『
仙
境
異
聞
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
独
特
の
幽
冥
信
仰
に
よ
っ
て
国
学
を
宗
教
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
幕
府
の
忌
諱
に
触
れ
、
著
述
活
動
の
禁
止
と
江
戸
か
ら
の
退
去
を
命
じ
ら
れ
、
故
郷
の
秋
田
へ
戻
り
隠
居
生
活
を
し
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
歿
す
る
。
篤
胤
の
著
作
や
門
人
た
ち
か
ら
広
ま
っ
た
思
想
は
、
幕
末
の
尊
皇
攘
夷
派
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。 
篤
胤
は
、
古
典
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
風
土
記
に
は
興
味
が
あ
り
、
当
時
流
布
し
て
い
た
常
陸
・
出
雲
・
肥
前
・
豊
後
の
四
風
土
記
に
加
え
て
、
風
土
記
逸
文
も
独
自
に
蒐
集
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
古
史
徴
開
題
記
』
に
よ
る
と
、
今
井
似
閑
の
『
萬
葉
緯
』
や
伴
信
友
の
風
土
記
逸
文
蒐
集
の
成
果
に
そ
れ
ら
が
洩
ら
し
た
逸
文
を
独
自
に
補
っ
て
「
古
風
土
記
逸
文
」
１
と
し
て
ま
と
め
た
と
い
う
。 
 
篤
胤
は
、
江
戸
で
国
学
を
志
し
て
い
た
頃
、
様
々
な
国
学
者
と
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
特
に
文
化
二
年
二
月
二
十
四
日
に
篤
胤
が
本
居
宣
長
の
養
嗣
大
平
の
紹
介
で
「
鬼
神
神
論
」
を
持
参
し
て
訪
問
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
大
平
に
師
事
し
て
い
た
伴
信
友
と
出
会
い
、
学
問
に
対
す
る
志
や
、
篤
胤
の
三
歳
上
と
い
う
年
齢
の
近
さ
か
ら
も
意
気
投
合
し
、
兄
弟
と
呼
ぶ
ま
で
親
し
い
仲
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
２
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
信
友
と
の
学
問
的
交
流
が
、
信
友
の
意
図
し
な
い
と
こ
ろ
で
篤
胤
の
著
述
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 
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と
こ
ろ
で
、
篤
胤
の
代
表
的
な
著
述
に
、
篤
胤
が
四
十
三
歳
の
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
か
ら
四
十
四
歳
の
同
二
年
（
一
八
一
九
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
古
史
徴
』
が
あ
る
。『
古
史
徴
』
は
全
四
巻
か
ら
な
り
、
古
伝
説
・
神
代
文
字
・
古
典
籍
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
古
史
徴
』
の
各
巻
に
は
開
題
記
と
い
う
文
献
解
題
が
附
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
に
こ
れ
ら
の
開
題
記
の
み
を
ま
と
め
て
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
『
古
史
徴
開
題
記
』
と
題
し
て
刊
行
し
て
い
る
。『
古
史
徴
開
題
記
』
で
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』
の
三
典
に
添
え
読
む
べ
き
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
風
土
記
の
こ
と
が
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
書
の
風
土
記
に
関
す
る
記
述
は
伴
信
友
の
『
比
古
婆
衣
』
所
収
の
「
風
土
記
考
」（『
伴
信
友
全
集
』
第
四
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
八
月
）
の
影
響
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
の
で
、
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
は
篤
胤
の
風
土
記
観
を
知
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
小
論
で
は
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
み
え
る
篤
胤
の
風
土
記
観
を
、
信
友
の
「
風
土
記
考
」
と
比
較
し
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。 
  
一
、
平
田
篤
胤
『
古
史
徴
開
題
記
』
と
伴
信
友
「
風
土
記
考
」 
  
風
土
記
に
つ
い
て
は
、『
古
史
徴
』
の
一
之
巻
秋
の
開
題
記
で
、
お
よ
そ
一
五
〇
〇
〇
字
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
字
が
伴
信
友
「
風
土
記
考
」
の
文
章
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
３
。
特
に
四
風
土
記
・
古
風
土
記
逸
文
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
注
も
含
め
て
「
風
土
記
考
」
の
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
用
し
て
お
り
、
篤
胤
独
自
の
見
解
と
い
う
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、「
風
土
記
考
」
で
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
に
、 
ま
た
出
雲
風
土
記
は
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
と
あ
れ
ば
か
の
和
銅
六
年
よ
り
二
十
年
ば
か
り
の
後
に
進
れ
る
物
な
り
、
此
は
和
銅
の
詔
命
に
よ
り
て
進
れ
り
し
後
故
あ
り
て
再
勘
へ
て
進
れ
る
記
な
る
べ
し
〔
ま
た
釈
記
に
引
た
る
土
佐
国
風
土
記
に
、
高
野
天
皇
宝
字
八
年
．
．
．
．
．
．
．
．
云
々
と
記
せ
る
文
あ
り
、
此
は
出
雲
風
土
記
を
勘
進
せ
る
天
平
五
年
よ
り
三
十
年
後
の
こ
と
な
り
、
ま
た
萬
葉
集
抄
に
引
た
る
筑
前
風
土
記
に
、
当
奈
羅
朝
天
平
四
年
歳
次
壬
申
と
あ
る
も
彼
天
平
五
年
の
前
年
に
て
間
近
き
が
上
に
、
当
奈
羅
朝
と
あ
れ
ば
、
今
の
京
と
な
り
て
の
文
な
り
、（
後
略
）（
二
七
七
頁
下
段
） 
と
あ
る
が
、『
古
史
徴
開
題
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
九
月
。
以
下
の
頁
数
は
本
書
に
よ
る
）
に
も
、 
ま
た
出
雲
風
土
記
は
、
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
と
あ
れ
ば
、
か
の
和
銅
六
年
よ
り
二
十
年
ば
か
り
の
後
に
進
れ
る
物
な
り
。
此
は
和
銅
の
詔
命
に
よ
り
て
進
れ
り
し
後
、
故
あ
り
て
再
勘
へ
て
進
れ
る
記
な
る
べ
し
。〔
ま
た
釈
記
に
引
た
る
土
佐
国
風
土
記
に
、
高
野
天
皇
宝
字
八
年
．
．
．
．
．
．
．
．
云
々
と
記
せ
る
文
あ
り
。
此
は
出
雲
風
土
記
を
勘
進
せ
る
天
平
五
年
よ
り
、
三
十
年
後
の
こ
と
な
り
。
ま
た
萬
葉
集
抄
に
引
た
る
筑
前
風
土
記
に
、
当
二
奈
羅
朝
天
平
四
年
歳
次
壬
申
一
と
あ
る
も
、
彼
天
平
五
年
の
前
年
に
て
間
近
き
が
上
23 
に
、
当
二
奈
羅
朝
一
と
あ
れ
ば
、
今
の
京
と
な
り
て
の
文
な
り
。（
後
略
）（
二
五
〇
頁
） 
 
と
な
っ
て
お
り
、
返
り
点
の
有
無
や
句
読
点
の
位
置
や
数
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
全
く
同
一
の
文
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
点
部
の
「
高
野
天
皇
宝
字
八
年
」
の
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
「
土
佐
国
風
土
記
に
…
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
一
文
で
あ
る
。
伴
信
友
は
、
古
風
土
記
の
逸
文
を
蒐
集
し
て
『
諸
国
風
土
記
逸
文
』
４
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
こ
の
『
土
佐
国
風
土
記
』
の
逸
文
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 
土
佐
国
風
土
記
．
．
．
．
．
．
曰
。
土
左
郡
。
々
家
西
去
四
里
。
有
二
土
左
高
賀
茂
大
社
一
。
其
神
名
為
二
一
言
主
尊
一
。
其
祖
未
レ
詳
。
一
説
曰
。
大
穴
六
道
尊
子
味
鉏
高
彦
根
尊
。
暦
録
．
．
曰
。
雄
略
天
皇
四
季
庚
子
春
二
月
。
天
皇
猟
二
于
葛
城
山
一
。
忽
有
二
長
人
一
。
面
形
似
二
天
皇
一
。
々
々
知
二
是
神
人
一
。
故
問
。
何
処
公
。
対
曰
。
現
人
神
。
願
称
二
皇
諱
一
。
答
勅
。
朕
是
稚
武
尊
。
長
人
曰
。
僕
是
一
言
主
神
也
。
遂
与
般
于
遊
田
。
言
辞
恭
恪
。
有
レ
若
二
逢
仙
一
。
日
斜
田
罷
。
神
送
二
天
皇
一
至
二
来
目
川
一
。
郡
臣
各
脱
二
衣
服
一
而
献
。
神
拍 
レ
手
而
受
レ
之
。
凌
レ
空
而
還
。
一
説
。
懸
二
一
指
末
一
而
受
レ
之
。
是
時
。
咸
知
有
徳
天
皇
矣
。
或
説
云
。
時
神
与
二
天
皇
一
相
競
有
二
不
遜
之
言
一
。
天
皇
大
瞋
。
奉
レ
移
二
土
左
一
。
神
随
而
降
。
神
身
已
隠
。
以
レ
祝
代
レ
之
。
初
至
二
賀
茂
之
地
一
。
後
遷
二
于
此
社
一
。
而
高
野
天
皇
宝
字
八
年
．
．
．
．
．
．
．
．
。
従
五
位
上
高
賀
茂
朝
臣
田
守
等
奏
而
奉
レ
迎
二
鎮
於
葛
城
山
東
下
高
宮
岡
上
一
。
其
和
魂
者
。
猶
留
二
彼
国
一
。
于
レ
今
祭
祀
而
云
々
。
国
記
．
．
曰
。
雄
略
天
皇
即
位
二
年
戊
戌
。
奉
レ
移
レ
郷
者
。
誤
也
。
多
氏
古
事
記
曰
。
天
皇
一
時
猟
二
葛
城
山
一
。
向
堆
之
上
。
有
下
如
二
天
皇
儀
一
者
上
。
彼
此
同
容
。
天
皇
大
異
。
遣
レ
使
問
曰
。
大
倭
之
国
豈
有
二
如
レ
朕
之
人
一
。
你
是
誰
。
何
与
レ
朕
同
僕
耶
。
大
神
所
レ
答
之
辞
。
与
二
天
皇
一
同
。
天
皇
懐
レ
瞋
更
問
。
然
則
称
レ
名
。
大
神
答
曰
。
先
問
レ
吾
者
汝
也
。
汝
宜
二
先
称
一
之
。
天
皇
勅
答
。
朕
是
大
倭
根
子
稚
武
天
皇
也
。
大
神
答
曰
。
吾
是
吉
事
一
言
。
凶
事
一
言
。
々
放
之
葛
木
一
言
主
神
也
。
天
皇
大
驚
。
下
レ
馬
而
拝
。
百
官
羅
拝
。
大
神
答
拝
。
又
如
二
天
皇
一
。
而
共
狩
二
山
獣
一
。
言
語
相
通
者
。
蓋
疑
此
時
有
二
不
恭
之
言
一
乎
。
論
者
．
．
曰
。
夫
神
祇
者
。
陰
陽
不
測
。
与
二
寂
寥
盧
虚
無
一
。
利
用
出
入
。
民
咸
用
レ
之
者
也
。
雖
下
懐
二
自
然
之
聡
明
一
。
蘊
中
自
然
之
猛
烈
上
。
而
不
レ
得
レ
勝
二
於
天
皇
之
威
一
。
而
慝
二
質
幽
冥
之
境
一
。
降
二
魂
辺
鄙
之
邦
一
。
是
所
謂
剛
而
柔
弱
。
以
レ
蒙
養
レ
正
。
妙
二
万
物
一
而
為
レ
言
。
不
レ
可
二
以
レ
形
語
一
者
也
。
而
今
女
巫
計
レ
利
仮
レ
威
。
宜
詙
頑
レ
俗
。
迷
溺
流
レ
弊
。
不
三
止
非
二
鎖
レ
禍
招
一
レ
福
。
調
レ
気
和
レ
物
之
本
意
者
也
。
今
正
月
十
五
日
立
レ
例
。
佰
姓
相
聚
行
二
射
礼
於
社
下
一
。
五
月
下
旬
。
申
二
南
畝
功
竟
之
事
一
。
月
上
旬
貢
二
封
戸
調
物
一
。
国
司
必
向
。
自
レ
古
成
レ
蹤
。 
こ
れ
を
み
る
と
、『
土
佐
国
風
土
記
』
の
本
文
は
引
用
部
二
行
目
の
「
大
穴
六
道
尊
子
味
鉏
高
彦
根
尊
」
ま
で
で
あ
り
、「
高
野
天
皇
宝
字
八
年
」
の
文
言
を
含
む
文
は
、『
土
佐
国
風
土
記
』
に
続
け
て
引
か
れ
て
い
る
『
暦
録
』、
も
し
く
は
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引
用
部
分
九
行
目
の
「
或
説
云
」
と
あ
る
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
信
友
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、『
暦
録
』
と
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
『
国
記
』・
『
多
氏
古
事
記
』
お
よ
び
「
論
者
曰
…
」
と
し
て
何
者
か
の
説
を
引
い
た
と
こ
ろ
ま
で
を
『
土
佐
国
風
土
記
』
の
逸
文
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
信
友
は
こ
れ
を
も
と
に
「
風
土
記
考
」
を
執
筆
し
た
た
め
に
、「
土
佐
国
風
土
記
に
、
高
野
天
皇
宝
字
八
年
」
と
誤
っ
て
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
い
っ
ぽ
う
、『
古
史
徴
開
題
記
』
に
目
を
や
る
と
、
篤
胤
も
ま
た
「
土
佐
国
風
土
記
に
、
高
野
天
皇
宝
字
八
年
云
々
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
も
篤
胤
が
直
接
『
釈
日
本
紀
』
所
引
『
土
佐
国
風
土
記
』
を
見
て
い
れ
ば
、「
高
野
天
皇
宝
字
八
年
云
々
」
の
文
言
が
『
釈
日
本
紀
』
の
も
の
で
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
風
土
記
考
」
の
文
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
た
め
に
、
信
友
の
誤
り
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
ま
た
、
各
国
の
風
土
記
の
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
理
由
と
古
風
土
記
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、「
風
土
記
考
」
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 
総
て
風
土
記
は
各
国
に
て
記
せ
る
書
に
し
て
撰
者
も
各
別
な
れ
ば
必
し
も
文
法
は
等
か
る
ま
じ
き
理
な
り
、
然
れ
ば
何
れ
を
何
時
の
と
慥
か
に
知
べ
か
ら
ね
ど
上
に
論
へ
る
風
土
記
ど
も
は
決
く
延
長
よ
り
已
前
に
成
た
る
物
な
る
事
は
、
違
ふ
ま
じ
く
ぞ
所
思
ゆ
る
、（
二
七
八
頁
） 
こ
れ
に
対
し
、『
古
史
徴
開
題
記
』
に
は
、 
総
て
風
土
記
は
、
各
国
に
て
記
せ
る
書
に
し
て
、
撰
者
も
各
別
な
れ
ば
、
必
し
も
文
法
は
等
か
る
ま
じ
き
理
な
り
。
然
れ
ば
何
れ
を
何
時
の
と
慥
か
に
知
べ
か
ら
ね
ど
、
上
に
論
へ
る
風
土
記
ど
も
は
、
決
く
延
長
よ
り
已
前
に
成
た
る
物
な
る
事
は
、
違
ふ
ま
じ
く
ぞ
所
思
ゆ
る
。（
二
五
一
頁
） 
と
あ
っ
て
、
両
書
の
記
述
に
は
全
く
異
な
る
部
分
が
み
ら
れ
な
い
。『
古
史
徴
開
題
記
』
だ
け
を
み
れ
ば
、
あ
た
か
も
篤
胤
は
自
説
を
展
開
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
実
は
信
友
の
説
そ
の
も
の
で
あ
る
。 
さ
ら
に
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
総
記
に
あ
る
「
得
而
難
可
誤
」
と
い
う
前
後
の
文
脈
と
矛
盾
す
る
五
文
字
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
、「
風
土
記
考
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。 
さ
て
普
通
の
本
に
右
の
文
の
上
に
字
を
下
て
得
而
難
可
誤
と
い
ふ
五
字
一
行
あ
り
〔
一
本
に
は
小
字
に
書
き
ま
た
此
五
字
な
き
本
も
あ
り
〕
此
は
後
人
の
此
の
文
の
意
を
得
が
て
に
得
而
難
レ
可
レ
読
と
傍
書
し
た
る
が
ま
た
後
人
の
読
を
誤
に
あ
や
ま
り
て
固
有
の
文
と
思
ひ
混
へ
て
一
行
に
記
せ
る
物
な
り
と
云
へ
る
は
誠
に
然
る
説
等
な
り
〔
上
件
論
へ
る
説
ど
も
を
委
曲
に
読
弁
へ
て
古
風
土
記
な
る
事
ど
も
を
考
へ
通
し
、
古
事
記
日
本
紀
に
洩
れ
た
る
伝
を
摭
ひ
採
り
て
其
闕
た
る
を
補
ふ
べ
き
物
な
り
か
し
〕（
二
八
〇
頁
） 
信
友
は
「
得
而
難
可
誤
」
に
つ
い
て
、
後
の
人
が
「
得
而
難
レ
可
レ
読
」
と
傍
書
し
た
の
を
、
ま
た
さ
ら
に
後
の
人
が
、
も
と
も
と
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
混
同
し
た
も
の
と
す
る
先
学
を
紹
介
し
て
い
る
。そ
こ
で
、
今
度
は
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
目
を
転
じ
る
と
、 
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さ
て
普
通
の
本
に
、
右
の
文
の
上
に
字
を
下
て
、
得
而
難
可
誤
と
い
ふ
五
字
一
行
あ
り
。〔
一
本
に
は
小
字
に
書
き
、
ま
た
此
五
字
无
き
本
も
あ
り
。〕
此
は
後
人
の
此
の
文
の
意
を
得
が
て
に
、
得
而
難
レ
可
レ
読
と
傍
書
し
た
る
が
、
ま
た
後
人
の
読
を
誤
に
あ
や
ま
り
て
、
固
有
の
文
と
思
ひ
混
へ
て
、
一
行
に
記
せ
る
物
な
り
。
と
云
へ
る
は
誠
に
然
る
説
等
な
り
。〔
上
件
論
へ
る
説
ど
も
を
、
委
曲
に
読
弁
へ
て
、
古
風
土
記
な
る
事
ど
も
を
考
へ
通
し
、
古
事
記
、
日
本
紀
に
洩
れ
た
る
伝
を
摭
ひ
採
て
、
其
闕
た
る
を
補
ふ
べ
き
物
な
り
か
し
。〕（
二
五
六
頁
） 
 
と
な
っ
て
お
り
、本
文
・
注
と
も
寸
分
た
が
わ
ず
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
さ
て
、
以
上
、
信
友
の
「
風
土
記
考
」
と
篤
胤
の
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
一
部
を
三
例
に
わ
た
っ
て
あ
げ
た
が
、『
古
史
徴
開
題
記
』
で
、
さ
も
篤
胤
の
自
説
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
文
は
、
い
ず
れ
も
「
風
土
記
考
」
と
ほ
と
ん
ど
違
う
こ
と
な
く
一
致
し
て
お
り
、
信
友
の
説
を
篤
胤
が
自
ら
説
の
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
こ
う
し
た
篤
胤
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
信
友
は
「
風
土
記
考
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 
 
 
さ
て
又
そ
れ
よ
り
先
に
彼
下
書
を
平
田
篤
胤
に
見
せ
か
た
ら
ひ
た
る
に
、
志
ば
し
と
て
持
去
き
て
写
し
お
き
た
り
と
て
己
に
も
知
ら
せ
ず
古
史
徴
の
開
題
記
に
と
り
載
て
板
本
に
さ
へ
も
の
し
た
り
き
、
す
べ
て
か
た
な
り
な
る
考
書
な
ど
は
謾
に
人
に
借
し
て
は
見
す
ま
じ
き
も
の
也
と
は
か
ね
て
思
ひ
な
が
ら
心
ゆ
る
び
て
け
り
と
悔
れ
ど
も
か
ひ
な
し
、
自
閑
が
か
の
與
古
書
合
符
節
と
書
る
も
後
に
は
悔
た
り
け
む
か
し
、（
二
八
二
頁
） 
 
こ
れ
に
よ
る
と
、
信
友
は
「
風
土
記
考
」
の
草
稿
を
、
当
時
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
篤
胤
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
篤
胤
は
し
ば
ら
く
の
間
、
そ
の
草
稿
を
借
り
て
写
し
と
り
、
信
友
に
は
知
ら
せ
ず
に
『
古
史
徴
開
題
記
』
と
し
て
刊
行
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
信
友
は
草
稿
を
他
人
に
見
せ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
の
で
あ
る
。『
古
史
徴
開
題
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
で
あ
る
か
ら
、「
風
土
記
考
」の
草
稿
が
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
「
風
土
記
考
」
を
収
め
た
『
比
古
婆
衣
』
の
刊
行
は
、
信
友
が
歿
し
た
翌
年
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
か
ら
明
治
ま
で
続
い
て
お
り
、
草
稿
自
体
は
い
つ
で
き
た
も
の
か
特
定
で
き
な
い
。 
さ
ら
に
、
弥
富
破
摩
雄
氏
が
引
用
す
る
信
友
の
門
人
山
岸
蝸
亭
の
記
５
に
は
、 
其
頃
篤
翁
、
古
史
徴
を
被
撰
候
砌
の
事
に
て
、
御
家
翁
に
も
同
じ
筋
の
事
御
心
付
有
之
御
草
稿
を
被
起
候
砌
故
、
元
と
篤
翁
は
博
識
多
才
の
英
士
を
御
承
知
専
ら
御
相
談
被
成
候
事
故
篤
翁
来
訪
の
砌
、
彼
の
御
草
稿
を
御
見
せ
心
付
も
あ
ら
ば
、
添
削
致
し
呉
候
様
御
頼
み
に
相
成
候
故
、
持
帰
ら
れ
兎
角
と
云
は
ず
、
暫
く
あ
り
て
篤
胤
古
史
徴
を
出
版
し
、
一
覧
致
し
呉
様
被
申
越
候
に
付
、
御
披
見
の
所
、
出
版
中
に
彼
の
御
草
稿
を
尤
に
被
存
候
や
、
相
談
も
な
く
、
信
友
曰
々
々
々
と
し
て
、
数
個
條
被
出
候
、
御
家
翁
御
草
稿
一
通
り
書
き
終
ら
れ
候
迄
に
て
、
甚
御
不
服
に
て
、
版
面
削
去
被
呉
候
様
、
御
懸
合
相
成
候
処
、
篤
翁
の
返
答
に
、
君
と
我
と
の
眼
裏
、
誰
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世
間
に
褒
貶
可
致
者
あ
る
ま
じ
く
と
の
返
答
に
付
、
御
家
翁
益
々
御
立
腹
あ
つ
て
、
夫
よ
り
の
事
に
や
、
其
の
頃
古
史
徴
五
十
部
か
、
百
部
か
刷
り
出
し
に
相
成
た
る
中
を
、
御
家
翁
に
も
一
部
送
ら
れ
た
る
な
り
。
御
家
翁
そ
の
書
の
全
部
も
御
心
付
之
事
故
も
有
し
か
、
学
風
の
目
的
異
変
も
あ
り
し
か
、
蝸
亭
江
戸
へ
始
め
て
出
た
る
時
の
事
な
れ
ば
、
不
知
…
…
例
の
御
晩
酌
の
折
に
、
御
詞
に
出
で
、
篤
翁
博
識
多
才
は
実
に
御
残
念
に
被
思
召
候
へ
共
、
何
分
慢
心
は
不
恐
々
々
と
仰
に
て
、
風
上
に
は
可
置
人
物
に
あ
ら
ず
と
の
仰
に
て
度
々
伺
ひ
し
こ
と
な
り
き
、
個
様
の
事
に
て
御
絶
交
に
も
相
成
り
し
に
や
…
… 
 
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
信
友
が
篤
胤
に
添
削
を
依
頼
し
た
草
稿
を
、
篤
胤
が
無
断
で
「
信
友
曰
々
々
々
」
と
し
て
『
古
史
徴
』
に
取
り
込
み
出
版
し
た
と
い
う
。こ
れ
を
知
っ
た
信
友
は
、篤
胤
に
版
面
を
削
る
よ
う
に
抗
議
し
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
立
腹
し
た
と
い
う
。
当
時
『
古
史
徴
』
は
五
十
～
百
部
ほ
ど
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
一
部
を
信
友
に
送
っ
て
い
る
。
信
友
は
こ
の
一
件
に
つ
い
て
、
晩
酌
の
折
に
た
び
た
び
蝸
亭
に
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
篤
胤
を
「
博
識
多
才
で
あ
る
が
残
念
で
、
風
上
に
は
置
け
な
い
人
物
」
と
ま
で
評
し
て
い
る
。 
と
こ
ろ
で
、「
風
土
記
考
」
と
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
文
の
一
致
は
、
篤
胤
に
旧
説
を
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
文
よ
り
も
前
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
文
章
の
一
致
す
る
箇
所
が
少
な
い
。
お
そ
ら
く
、
信
友
が
後
半
部
分
を
加
筆
・
訂
正
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
後
半
は
篤
胤
が
信
友
と
異
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
前
者
の
可
能
性
が
大
き
い
と
思
う
。 
ち
な
み
に
、
篤
胤
は
、
信
友
の
「
日
本
書
紀
考
」
も
同
様
に
『
古
史
徴
』
一
之
巻
春
に
引
い
て
い
る
６
。
さ
き
に
信
友
の
「
日
本
書
紀
考
」（『
伴
信
友
全
集
』
巻
四
、
『
比
古
婆
衣
』
所
収
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
八
月
）
か
ら
あ
げ
て
お
く
。 
日
本
書
紀
、
も
と
は
日
本
紀
と
題
ら
れ
た
る
を
、
お
ほ
よ
そ
弘
仁
の
年
中
よ
り
、
文
人
た
ち
の
書
字
を
加
へ
て
、
日
本
書
紀
と
も
称
へ
る
よ
り
起
り
て
、
遂
に
題
名
と
な
り
し
と
見
え
た
り
。
然
る
は
続
日
本
紀
に
、
養
老
四
年
云
云
舎
人
親
王
奉
勅
修
日
本
紀
と
有
を
始
め
、
六
国
史
は
更
な
り
。
古
書
ど
も
に
は
、
悉
く
書
字
な
き
を
、
釈
日
本
紀
に
引
た
る
、
こ
の
紀
の
弘
仁
私
記
序
に
始
め
て
日
本
書
紀
と
見
え
た
り
。〔
日
本
後
紀
に
、
弘
仁
三
年
六
月
戊
子
。
是
日
始
令
参
議
従
四
位
下
紀
朝
臣
広
浜
。
陰
陽
頭
正
五
位
下
阿
倍
朝
臣
真
勝
等
十
四
人
講
日
本
紀
。
散
位
従
五
位
下
多
朝
臣
人
長
執
講
と
あ
り
此
時
の
人
長
の
私
記
な
り
。
永
正
奥
書
本
の
書
籍
目
録
に
、
弘
仁
四
年
私
記
三
巻
、
多
朝
臣
人
長
撰
と
あ
り
。〕
ま
た
此
紀
の
竟
宴
歌
の
本
に
、
延
喜
六
年
天
慶
六
年
の
度
と
も
に
日
本
紀
竟
宴
各
分
レ
史
得
二
云
云
一
并
序
と
書
き
出
し
て
〔
こ
れ
よ
り
前
、
元
慶
六
年
の
度
も
、
日
本
紀
竟
宴
云
云
と
あ
り
て
、
序
文
は
な
し
。〕
其
序
文
に
は
、
と
も
に
日
本
書
紀
と
書
り
。〔
此
竟
宴
歌
の
書
は
、
契
沖
が
宗
尊
親
王
の
真
跡
な
り
と
い
ふ
を
、
肥
後
国
熊
本
に
て
臨
摸
し
来
れ
る
を
、
元
禄
十
三
年
に
、
今
井
似
閑
に
与
へ
た
る
自
筆
本
に
よ
る
。
普
通
の
写
本
に
は
、
延
喜
六
年
の
序
文
に
は
、
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書
字
脱
た
り
。〕
こ
れ
ら
決
く
、
文
人
の
潤
色
作
為
な
る
を
、
始
め
に
日
本
紀
竟
宴
と
書
出
た
る
は
、
旧
名
に
依
れ
る
な
る
べ
し
。〔
文
章
の
い
た
く
漢
ざ
ま
な
る
を
も
思
ふ
べ
し
。
さ
て
延
喜
六
年
の
序
の
作
者
は
、
三
統
宿
祢
理
卒
な
り
。〕（
後
略
）（
五
頁
） 
こ
れ
に
対
し
て
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
該
当
箇
所
を
あ
げ
て
お
く
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
「
日
本
書
紀
考
」
と
一
致
す
る
部
分
は
ゴ
シ
ッ
ク
に
し
た
。 
さ
て
此
紀
の
題
号
の
事
、
か
く
記
し
て
信
友
に
見
せ
た
る
に
、
己
が
年
頃
思
へ
る
や
う
は
、
此
に
異
な
り
と
て
、
か
ね
て
記
し
お
け
る
考
を
取
出
た
る
其
説
に
、
此
紀
元
は
日
本
紀
と
題
ら
れ
た
る
を
、
大
よ
そ
弘
仁
の
年
中
よ
り
、
文
人
た
ち
の
書
字
を
加
へ
て
、
日
本
書
紀
と
も
持
称
せ
し
よ
り
起
り
て
、
遂
に
題
名
と
な
り
し
と
見
え
た
り
。
然
る
は
続
日
本
紀
に
、
養
老
四
年
云
云
舎
人
親
王
奉
勅
修
日
本
紀
と
有
を
始
め
、
六
国
史
は
更
な
り
。
古
書
ど
も
に
は
、
悉
く
書
字
な
き
を
、
釈
日
本
紀
に
引
た
る
弘
仁
私
記
序
に
始
め
て
日
本
書
紀
と
見
え
た
り
。〔
日
本
後
紀
に
、
弘
仁
三
年
六
月
戊
子
。
是
日
始
令
参
議
従
四
位
下
紀
朝
臣
広
浜
。
陰
陽
頭
正
五
位
下
阿
倍
朝
臣
真
勝
等
十
四
人
講
日
本
紀
。
散
位
従
五
位
下
多
朝
臣
人
長
執
講
と
あ
り
此
時
の
人
長
の
私
記
な
り
。
永
正
奥
書
本
の
書
籍
目
録
に
、
弘
仁
四
年
私
記
三
巻
、
多
朝
臣
人
長
撰
と
あ
り
。〕
ま
た
此
紀
の
竟
宴
歌
の
本
に
、
延
喜
六
年
天
慶
六
年
の
度
と
も
に
日
本
紀
竟
宴
各
分
レ
史
得
二
云
云
一
并
序
と
書
き
出
し
て
〔
こ
れ
よ
り
前
、
元
慶
六
年
の
度
も
、
日
本
紀
竟
宴
云
々
と
あ
り
て
、
序
文
は
な
し
。〕
其
序
文
に
は
、
と
も
に
日
本
書
紀
と
書
り
。〔
此
竟
宴
歌
の
書
は
、
篤
胤
が
蔵
書
に
て
、
契
沖
が
鎌
倉
中
書
王
の
真
跡
を
、
肥
後
国
熊
本
に
て
得
て
、
臨
摸
し
て
元
禄
十
三
年
に
今
井
似
閑
に
与
へ
た
る
、
真
筆
の
本
に
よ
る
。
普
通
の
本
に
は
、
延
喜
六
年
の
序
文
に
は
、
書
字
脱
た
り
。〕
こ
れ
ら
決
く
、
文
人
の
潤
色
作
為
な
る
を
、
始
に
日
本
紀
竟
宴
と
書
出
た
る
は
、
旧
式
に
依
れ
る
物
な
る
べ
し
。〔
い
た
く
漢
め
か
し
た
る
文
章
を
も
思
ふ
べ
し
。
延
喜
六
年
の
序
の
作
者
は
、
三
統
宿
祢
理
卒
な
り
。〕（
後
略
）（
八
四
～
八
五
頁
） 
こ
う
し
て
み
る
と
、
篤
胤
は
信
友
の
草
稿
を
自
説
に
取
り
込
む
と
い
う
こ
と
を
「
風
土
記
考
」
以
外
に
も
幾
度
と
な
く
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
こ
う
し
た
「
引
用
」
に
関
し
て
篤
胤
は
『
古
史
本
辞
経
』（『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
七
巻
所
収
、
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
十
月
、
三
六
～
四
三
頁
）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
さ
て
是
の
頃
或
人
。
む
か
し
我
が
友
と
せ
し
伴
信
友
が
。
假
字
の
本
末
て
ふ
書
を
。
も
て
來
て
見
せ
た
り
。
此
は
前
に
古
史
徴
の
開
題
記
を
物
せ
し
時
。
ま
た
日
文
伝
を
物
せ
る
時
な
ど
。
少
か
力
を
も
加
た
る
人
な
り
。
故
其
の
嘱
み
に
依
り
て
。
何
く
れ
と
其
の
説
等
を
も
取
容
れ
て
。
世
に
其
の
名
を
も
令
知
た
り
き
。〔
但
し
其
の
説
等
の
中
に
。
元
よ
り
己
が
意
に
合
ざ
る
事
も
有
つ
れ
ど
。
其
の
嘱
み
の
黙
止
が
た
き
故
も
有
し
か
ば
。
己
が
説
と
並
べ
載
し
て
。
取
舎
は
見
る
人
の
択
び
に
任
せ
た
る
也
け
り
。
然
れ
ど
今
思
へ
ば
。
後
悔
な
る
事
ど
も
ぞ
多
か
る
。
其
の
事
等
は
。
別
に
著
は
す
書
等
の
。
因
々
に
云
ふ
べ
し
。〕（
中
略
）
然
て
か
く
此
人
に
益
を
得
つ
ゝ
。
十
五
年
ほ
ど
交
ら
ひ
け
る
文
政
二
年
に
。
か
の
古
史
成
文
同
く
徴
な
ど
を
板
に
彫
る
と
き
。
信
友
い
ひ
け
ら
く
。
己
は
才
短
く
。
は
た
仕
へ
事
し
げ
く
暇
な
き
が
上
に
。
身
の
病
さ
へ
屡
発
り
勝
な
れ
ば
。
息
の
内
に
功
成
さ
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事
覚
束
な
し
。
汝
は
心
さ
生
れ
が
ら
に
て
。
思
ひ
立
た
る
事
は
。
必
ず
遂
べ
き
益
荒
男
な
り
。
己
が
掛
て
も
及
ぶ
べ
き
限
に
非
ず
。
今
よ
り
は
。
己
が
負
気
な
き
書
撰
の
心
を
弃
て
。
大
人
の
功
事
の
成
る
を
待
て
む
。
今
日
ま
で
集
め
た
る
書
ど
も
も
。
片
成
な
る
考
説
の
下
書
を
も
。
皆
が
ら
譲
る
べ
し
。
取
る
べ
き
は
取
り
。
捨
べ
き
は
捨
給
へ
と
。
物
に
書
て
も
唆
か
し
云
ふ
に
。
諾
と
云
て
。
彼
人
の
名
を
も
。
世
に
知
ら
し
め
む
と
。
彼
開
題
記
に
。
其
説
を
も
あ
ま
た
書
載
た
り
け
り
。
然
る
に
吾
に
も
侘
に
も
。
学
び
の
外
な
る
事
に
て
。
我
が
学
び
の
兄
弟
と
も
頼
め
る
人
に
。
有
ま
じ
き
事
と
お
ぼ
ゆ
る
行
ひ
の
。
何
く
れ
と
心
著
て
有
し
か
ど
。
云
ひ
難
き
事
な
る
に
。
況
て
は
善
を
責
て
。
友
を
失
へ
る
例
も
有
れ
ば
。
か
の
国
が
ら
の
本
性
な
ど
出
む
に
は
大
事
な
り
（
後
略
） 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
信
友
の
頼
み
に
よ
っ
て
自
説
と
は
合
わ
な
い
事
も
あ
っ
た
が
、
断
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
信
友
の
説
を
紹
介
し
、
信
友
の
名
を
宣
伝
し
て
や
っ
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
文
政
二
年
に
『
古
史
成
文
』・『
古
史
徴
』
を
出
版
す
る
と
き
に
な
っ
て
、
信
友
が
自
ら
の
不
才
と
多
忙
、
病
気
を
理
由
に
、
今
ま
で
信
友
が
集
め
た
書
物
と
著
述
の
下
書
を
す
べ
て
譲
る
か
ら
取
れ
る
と
こ
ろ
は
取
っ
て
、
捨
て
る
と
こ
ろ
は
捨
て
て
よ
い
と
唆
さ
れ
た
か
ら
、
信
友
の
名
を
世
に
広
め
よ
う
と
、『
古
史
徴
開
題
記
』
に
信
友
の
説
を
た
く
さ
ん
引
用
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
信
じ
れ
ば
、
篤
胤
は
、
信
友
の
説
を
引
用
し
た
の
は
あ
く
ま
で
彼
の
名
を
広
め
よ
う
と
し
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
篤
胤
に
草
稿
を
見
せ
た
ら
本
人
の
了
解
な
し
に
無
断
で
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
す
る
信
友
の
言
い
分
と
は
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
。
い
ず
れ
の
言
い
分
が
正
し
い
か
は
一
概
に
判
断
し
か
ね
る
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
篤
胤
が
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
お
い
て
信
友
の
学
説
を
あ
た
か
も
自
説
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
、
こ
の
点
で
は
篤
胤
は
学
問
上
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
欠
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
一
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
か
つ
て
兄
弟
と
慕
い
合
っ
て
い
た
篤
胤
と
信
友
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
る
の
で
あ
る
７
。 
  
二
、
日
本
総
国
風
土
記 
  
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
四
風
土
記
・
古
風
土
記
逸
文
に
関
す
る
記
述
は
伴
信
友
の
「
風
土
記
考
」
の
草
稿
を
篤
胤
が
借
り
写
し
て
、
信
友
に
無
断
で
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
版
木
に
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
全
体
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
信
友
の
説
を
採
用
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
信
友
が
後
半
部
分
を
加
筆
・
訂
正
し
た
か
、
あ
る
い
は
、
後
半
は
篤
胤
が
信
友
と
異
な
る
見
解
を
も
っ
て
い
た
た
め
、あ
え
て
採
用
し
な
か
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
は
前
者
で
あ
ろ
う
。 
信
友
の
「
風
土
記
考
」
の
特
徴
と
し
て
、
総
国
風
土
記
を
文
体
や
内
容
か
ら
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「
古
に
も
後
に
も
合
は
ざ
る
謾
な
る
事
ど
も
を
志
ど
け
な
く
書
な
せ
る
偽
書
な
り
」（
二
八
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
後
世
の
偽
作
と
し
て
総
国
風
土
記
の
史
料
的
価
値
を
否
定
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
。 
こ
れ
に
対
し
て
『
古
史
徴
開
題
記
』
で
は
、
総
国
風
土
記
の
史
料
性
を
説
明
す
る
た
め
、全
体
の
三
分
の
二
に
あ
た
る
約
九
〇
〇
〇
文
字
を
費
や
し
て
お
り
、
日
本
総
国
風
土
記
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。
総
国
風
土
記
に
関
す
る
部
分
で
も
信
友
の
説
を
引
い
て
い
る
箇
所
は
み
ら
れ
る
が
、
四
風
土
記
・
古
風
土
記
逸
文
の
箇
所
と
比
較
す
る
と
、
断
片
的
に
一
致
す
る
の
み
で
あ
る
。 
篤
胤
は
総
国
風
土
記
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
、
お
も
に
二
点
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
い
る
。 
①
文
和
年
間
（
一
三
五
二
～
一
三
五
九
）
の
中
原
師
行
の
奥
書
し
た
本
を
は
じ
め
嘉
慶
（
一
三
八
七
～
一
三
八
九
）・
文
亀
（
一
五
〇
一
～
一
五
〇
四
）・
弘
治
（
一
五
五
五
～
一
五
五
八
）・
天
正
（
一
五
七
三
～
一
五
九
三
）
年
間
に
別
の
人
が
奥
書
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
を
み
る
と
寛
文
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）・
万
治
（
一
六
五
八
～
一
六
六
一
）
の
頃
に
写
し
た
も
の
も
あ
る
こ
と
（
二
五
六
頁
） 
②
諸
本
は
誤
写
・
誤
字
脱
字
・
交
錯
が
多
い
こ
と
（
二
五
七
頁
） 
篤
胤
は
、
こ
の
答
え
と
し
て
、
①
或
人
が
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
奥
書
は
後
人
が
珍
し
く
見
せ
よ
う
と
し
て
書
き
入
れ
た
事
も
考
え
ら
れ
る
（
二
五
七
頁
）
、
②
も
と
は
巻
物
で
あ
っ
て
、
継
ぎ
目
が
切
れ
た
り
虫
食
い
に
よ
っ
て
裂
け
た
の
を
修
復
す
る
と
き
に
順
序
を
あ
や
ま
っ
た
た
め
（
二
五
七
頁
）
、
と
い
う
。
そ
の
う
え
で
総
国
風
土
記
の
成
立
年
代
を
「
後
三
条
天
皇
の
御
代
に
召
れ
た
る
物
」
と
か
「
鎌
倉
前
後
に
次
々
記
し
た
る
書
」（
二
七
三
頁
）
と
み
て
「
む
げ
に
捨
つ
べ
き
物
に
非
ず
」（
二
七
二
頁
）
と
い
う
評
価
を
く
だ
し
て
い
る
。 
総
国
風
土
記
を
擁
護
す
る
立
場
と
も
い
う
べ
き
篤
胤
の
見
解
は
、
実
は
か
つ
て
の
信
友
の
説
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。と
い
う
の
は
、
信
友
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
「
前
後
風
土
記
概
論
」（
栗
田
寛
『
纂
訂
古
風
土
記
逸
文 
全
』〈
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
一
八
九
八
年
八
月
〉
所
収
）
と
題
し
た
論
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
存
す
る
出
雲
・
肥
前
・
豊
後
・
常
陸
と
、『
釈
日
本
紀
』
お
よ
び
『
萬
葉
集
註
釈
』
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
を
古
風
土
記
、
す
な
わ
ち
「
前
風
土
記
」
と
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
総
国
風
土
記
に
つ
い
て
は
、 
前
風
土
記
と
は
、
書
の
体
裁
も
別
に
し
て
、
文
章
の
さ
ま
も
後
め
き
て
、
や
ゝ
劣
り
、
又
い
か
に
ぞ
や
と
お
も
は
る
ゝ
事
少
か
ら
ず
、
め
で
た
き
書
な
る
を
、
た
ゞ
駿
河
の
み
は
、
大
方
全
く
て
、
其
を
除
き
て
は
、
み
な
全
か
ら
ず
、
い
と
あ
た
ら
し
き
事
な
り
か
し 
と
述
べ
８
、
体
裁
や
文
体
が
後
世
の
も
の
で
劣
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
総
国
風
土
記
を
、
和
銅
六
年
の
勅
を
う
け
て
進
上
さ
れ
た
古
風
土
記
と
区
別
し
て
、
そ
れ
よ
り
も
新
し
い
延
長
三
年
の
勅
を
う
け
て
進
上
さ
れ
た
「
後
風
土
記
」
で
あ
る
と
し
た
。
信
友
は
「
前
後
風
土
記
概
論
」
を
執
筆
し
た
段
階
に
お
い
て
は
、
総
国
風
土
記
を
偽
書
と
は
み
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
前
30 
後
風
土
記
概
論
」
が
出
て
ほ
ど
な
い
、
同
年
五
月
に
中
山
信
名
が
「
前
後
風
土
記
概
論
の
弁
」（
栗
田
寛
『
纂
訂
古
風
土
記
逸
文 
全
』〈
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
一
八
九
八
年
八
月
〉
所
収
）
と
題
し
た
論
考
に
お
い
て
、 
近
き
世
に
い
か
な
る
者
か
、
日
本
総
国
風
土
記
と
い
ふ
、
み
だ
り
文
を
作
り
で
ゝ
、
世
人
を
あ
や
ま
つ
わ
ざ
を
な
し
つ
れ
ど
、
は
や
う
さ
と
り
得
て
う
け
ぬ
人
も
多
か
る
を
、
こ
の
ほ
ど
な
に
が
し
と
か
や
い
ふ
人
の
、
前
後
風
土
記
概
論
と
い
ふ
、
ふ
み
を
つ
く
り
た
る
を
見
る
に
、
総
国
風
土
記
を
も
、
い
と
ふ
る
き
も
の
ゝ
よ
し
に
記
し
た
れ
ば
、
い
よ
ゝ
世
人
を
あ
や
ま
た
む
こ
と
の
、
い
と
お
し
さ
に
、
こ
の
論
を
ば
云
出
た
る
也 
と
い
い
、
信
友
の
説
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
９
。
こ
う
し
た
信
名
の
批
判
に
対
し
て
信
友
は
「
風
土
記
考
」
に
お
い
て
、 
余
わ
か
ヽ
り
し
頃
古
書
を
好
む
意
に
は
か
ら
れ
て
本
文
を
ば
よ
く
も
読
考
へ
ず
し
て
た
ヾ
ま
づ
こ
れ
作
ら
せ
給
ひ
た
り
け
ん
頃
な
ど
を
考
へ
て
よ
く
採
撰
ひ
て
考
に
備
ふ
べ
き
書
な
る
べ
く
お
も
ひ
て
、
ま
ど
試
に
お
ろ
〳
〵
下
書
な
る
も
の
を
書
す
さ
び
お
き
つ
る
を
、
年
経
て
後
に
取
出
し
見
て
お
も
へ
ば
あ
ら
ぬ
強
言
し
て
あ
り
け
り
と
お
も
ひ
な
り
ぬ
、
其
頃
中
山
信
名
は
古
の
制
度
ど
も
を
委
し
く
心
得
た
れ
ば
此
事
か
た
ら
ひ
た
る
に
其
古
に
あ
ら
ぬ
事
ど
も
を
明
め
て
偽
書
な
る
よ
し
を
論
へ
る
に
よ
り
て
い
よ
ヽ
前
の
考
に
強
説
せ
る
誤
を
さ
と
り
て
わ
れ
な
が
ら
あ
さ
ま
し
く
背
に
汗
あ
ゆ
ば
か
り
恥
か
し
く
て
な
む 
と
い
い
、
信
名
の
批
判
を
真
摯
に
受
け
止
め
、「
風
土
記
考
」
で
は
総
国
風
土
記
に
対
す
る
考
え
を
改
め
て
い
る
１
０
。
し
か
し
、
信
友
に
は
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
前
に
引
用
し
た
「
風
土
記
考
」
の
文
に
続
け
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 
さ
て
又
そ
れ
よ
り
先
に
彼
下
書
を
平
田
篤
胤
に
見
せ
か
た
ら
ひ
た
る
に
、
志
ば
し
と
て
持
去
き
て
写
し
お
き
た
り
と
て
己
に
も
知
ら
せ
ず
古
史
徴
の
開
題
記
に
と
り
載
て
板
本
に
さ
へ
も
の
し
た
り
き
、
す
べ
て
か
た
な
り
な
る
考
書
な
ど
は
謾
に
人
に
借
し
て
は
見
す
ま
じ
き
も
の
也
と
は
か
ね
て
思
ひ
な
が
ら
心
ゆ
る
び
て
け
り
と
悔
れ
ど
も
か
ひ
な
し
、
自
閑
が
か
の
與
古
書
合
符
節
と
書
る
も
後
に
は
悔
た
り
け
む
か
し
、（
二
八
二
頁
） 
 
こ
れ
に
よ
る
と
、
信
友
は
信
名
の
批
判
に
よ
っ
て
自
説
を
改
め
る
前
に
「
彼
下
書
」、
す
な
わ
ち
「
風
土
記
考
」
の
草
稿
を
篤
胤
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
篤
胤
は
し
ば
ら
く
の
間
、
信
友
か
ら
そ
の
草
稿
を
借
り
て
写
し
と
り
、
信
友
に
知
ら
せ
ず
に
『
古
史
徴
開
題
記
』
と
し
て
刊
行
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
『
古
史
徴
開
題
記
』
に
あ
る
総
国
風
土
記
の
記
述
は
信
友
の
旧
説
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。 
 
し
か
し
、『
古
史
徴
開
題
記
』
で
述
べ
ら
れ
た
総
国
風
土
記
の
成
立
年
代
に
注
目
し
て
み
る
と
、「
後
三
条
天
皇
の
御
代
に
召
れ
た
る
物
」
と
か
「
鎌
倉
前
後
に
次
々
記
し
た
る
書
」
と
述
べ
た
箇
所
は
「
前
後
風
土
記
概
論
」
に
な
い
の
で
、
篤
胤
の
見
解
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 
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篤
胤
が
写
し
た
「
風
土
記
考
」
の
草
稿
で
、
総
国
風
土
記
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
信
友
が
自
説
を
改
め
た
後
の
「
風
土
記
考
」（『
比
古
婆
衣
』
所
収
）
と
断
片
的
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、『
古
史
徴
開
題
記
』
に
あ
る
総
国
風
土
記
の
箇
所
は
、
信
友
の
旧
説
を
も
と
に
篤
胤
の
考
え
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 
中
山
信
名
が
信
友
の
旧
説
を
批
判
し
て
か
ら
『
古
史
徴
』
の
出
版
が
は
じ
ま
る
ま
で
、
二
年
ほ
ど
の
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
頃
の
篤
胤
と
信
友
の
親
密
な
交
流
の
様
子
か
ら
、
信
友
が
自
説
を
撤
回
し
た
こ
と
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
説
の
ま
ま
引
用
し
、
さ
ら
に
自
ら
の
説
を
加
え
た
の
は
、
信
友
の
旧
説
を
支
持
し
、
総
国
風
土
記
に
対
し
て
一
定
の
価
値
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
の
表
わ
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
こ
の
よ
う
に
し
て
、
篤
胤
が
総
国
風
土
記
の
価
値
を
評
価
し
て
い
た
背
景
に
は
、
早
川
万
年
氏
の
い
う
よ
う
に
「
古
伝
説
の
探
求
」
が
根
本
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
１
１
。
篤
胤
は
古
伝
を
構
築
す
る
た
め
に
記
紀
や
風
土
記
な
ど
の
史
料
を
そ
の
根
拠
と
し
て
用
い
て
お
り
、
古
伝
の
構
築
に
適
当
な
文
献
と
判
断
す
れ
ば
用
い
る
と
い
う
、
史
料
の
価
値
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
批
判
は
甘
く
、
寛
大
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
  
お
わ
り
に 
 
以
上
、『
古
史
徴
開
題
記
』
か
ら
平
田
篤
胤
の
風
土
記
観
を
み
て
き
た
が
、
た
び
た
び
例
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
篤
胤
の
風
土
記
に
対
す
る
考
え
は
、
四
風
土
記
・
古
風
土
記
逸
文
に
つ
い
て
は
伴
信
友
の
「
風
土
記
考
」
の
草
稿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
自
説
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
信
友
の
説
と
み
て
誤
り
な
い
。
総
国
風
土
記
に
つ
い
て
は
、「
前
後
風
土
記
概
論
」
の
段
階
で
は
偽
書
と
み
て
い
な
か
っ
た
が
、
中
山
信
名
の
批
判
か
ら
、「
風
土
記
考
」
で
総
国
風
土
記
を
偽
書
と
し
て
自
説
を
改
め
て
い
る
が
、
篤
胤
は
信
友
の
旧
説
を
引
用
し
、
そ
こ
に
自
説
を
加
え
た
た
め
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。ま
た
、
す
で
に
中
山
信
名
ら
に
よ
っ
て
史
料
的
価
値
の
否
定
さ
れ
た
総
国
風
土
記
を
論
ず
る
た
め
に
、
風
土
記
の
項
の
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
二
に
も
お
よ
ぶ
紙
幅
を
費
や
し
て
お
り
、篤
胤
の
総
国
風
土
記
に
対
す
る
評
価
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
信
友
や
中
山
信
名
の
関
心
が
総
国
風
土
記
の
史
料
的
価
値
を
論
ず
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
篤
胤
の
関
心
は
総
国
風
土
記
が
偽
書
か
否
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
古
伝
の
構
築
に
適
当
な
文
献
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
篤
胤
は
「
上
件
三
典
（『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』）
に
添
読
べ
き
書
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
風
土
記
を
あ
げ
て
お
り
、
総
国
風
土
記
も
ま
た
、
古
伝
の
構
築
の
た
め
に
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
新
撰
姓
氏
録
』
と
合
わ
せ
て
用
い
る
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
偽
書
と
し
て
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
総
国
風
土
記
に
対
す
る
篤
胤
の
こ
だ
わ
り
は
、
早
川
氏
が
い
う
32 
よ
う
に
、
す
べ
て
は
「
古
伝
説
の
探
求
」
１
２
の
た
め
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
 〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
篤
胤
の
風
土
記
逸
文
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
篤
胤
の
著
述
目
録
（
谷
省
吾
「
大
壑
先
生
著
撰
目
録
」〈『
平
田
篤
胤
の
著
述
目
録
』
皇
學
館
大
學
出
版
部
、
一
九
七
六
年
八
月
〉）
に
よ
れ
ば
、 
校
正
逸
風
土
記 
二
巻 
此
は
出
雲
。
豊
後
。
肥
前
の
風
土
記
を
除
き
て
。
常
陸
風
土
記
。
及
び
諸
書
に
引
た
る
古
風
土
記
の
逸
文
を
摭
ひ
集
め
。
校
正
し
て
訓
を
加
ら
れ
し
物
な
り
。 
と
み
え
、
お
そ
ら
く
「
校
正
逸
風
土
記
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
校
正
逸
風
土
記
」
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
確
認
で
き
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
篤
胤
は
信
友
説
を
た
び
た
び
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
篤
胤
独
自
の
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。 
２ 
こ
の
こ
と
は
後
に
引
用
す
る
平
田
篤
胤
「
古
史
本
辞
経
」（『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
七
巻
〈
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
十
月
〉
所
収
）
に
詳
し
い
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。ま
た
篤
胤
と
信
友
の
交
渉
と
絶
交
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
刀
水
「
平
田
篤
胤
と
伴
信
友
と
の
交
渉
」（『
東
洋
文
化
』
一
二
三
、
一
九
三
四
年
九
月
、
の
ち
に
『
伴
信
友
全
集
』
別
巻
〈
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
年
                                        
                                        
                              
 
六
月
〉
所
収
）
に
詳
し
い
。 
３ 
『
古
史
徴
開
題
記
』
と
「
風
土
記
考
」
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
な
い
が
、
山
田
孝
雄
校
訂
『
古
史
徴
開
題
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
九
月
）
で
は
、
風
土
記
に
関
す
る
箇
所
は
『
比
古
婆
衣
』
所
収
「
風
土
記
考
」
を
底
本
と
し
て
い
る
。 
４ 
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
自
筆
本
の
外
題
は
「
諸
国
風
土
記
逸
文
」、
内
題
は
「
古
本
風
土
記
逸
文
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
自
筆
本
・
写
本
・
写
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
荊
木
美
行
「
伴
信
友
『
古
本
風
土
記
逸
文
』
に
つ
い
て
」（『
風
土
記
逸
文
の
文
献
学
的
研
究
』
所
収
、
学
校
法
人
皇
學
館
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
５ 
弥
富
破
摩
雄
「
平
田
篤
胤
と
伴
信
友
―
主
と
し
て
其
の
絶
縁
問
題
に
就
い
て
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
三
八
‐
九
、
一
九
三
二
年
九
月
） 
６ 
佐
伯
有
清
・
関
晃
「
伴
信
友
の
学
問
と
『
長
等
の
山
風
』」（
日
本
思
想
大
系
五
〇
『
平
田
篤
胤 
伴
信
友 
大
国
隆
正
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
九
月
）
所
収
。「
日
本
書
紀
考
」
も
同
様
に
『
比
古
婆
衣
』
に
所
収
（『
伴
信
友
全
集
』
第
三
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
八
月
）。 
７ 
古
史
徴
の
出
版
を
期
に
両
者
の
間
で
軋
轢
が
生
じ
た
が
、
篤
胤
の
日
記
に
よ
る
と
、そ
の
後
も
信
友
は
た
び
た
び
篤
胤
の
も
と
を
訪
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
渡
邊
刀
水
「
平
田
篤
胤
と
伴
信
友
と
の
交
渉
」（『
東
洋
文
化
』
一
二
三
、
一
九
三
四
年
九
月
、
の
ち
に
『
伴
信
友
全
集
』
別
巻
〈
ぺ
り
か
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ん
社
、
一
九
七
九
年
六
月
〉
所
収
）
お
よ
び
田
原
嗣
郎
『
平
田
篤
胤
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
八
月
）
が
詳
し
い
た
め
参
照
さ
れ
た
い
。 
８ 
栗
田
寛
『
纂
訂
古
風
土
記
逸
文 
全
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
一
八
九
八
年
八
月
）
所
収
、
一
六
頁
。 
９ 
栗
田
寛
『
纂
訂
古
風
土
記
逸
文 
全
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
一
八
九
八
年
八
月
）
所
収
、
二
五
～
二
六
頁
。
中
山
信
名
は
総
国
風
土
記
に
つ
い
て
、
「
東
山
院
の
御
代
」
す
な
わ
ち
元
禄
期
の
偽
作
と
す
る
。
な
お
、
中
山
信
名
に
よ
る
伴
信
友
の
説
の
批
判
の
詳
細
は
、
早
川
万
年
「
風
土
記
逸
文
の
採
択
と
日
本
総
国
風
土
記
」（『
風
土
記
研
究
』
四
、
一
九
八
七
年
七
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
１
０ 
た
だ
し
信
友
が
偽
書
と
認
め
た
の
は
駿
河
国
風
土
記
と
同
一
の
記
載
形
式
を
と
る
も
の
で
あ
っ
て
、
山
城
・
伊
賀
・
尾
張
に
つ
い
て
は
「
所
謂
風
土
記
ど
も
の
中
に
山
城
伊
賀
尾
張
の
は
た
ヾ
風
土
記
と
題
し
て
（
中
略
）
其
書
ざ
ま
な
べ
て
の
総
国
と
あ
る
と
は
異
に
て
い
さ
ヽ
か
其
国
の
事
記
せ
る
古
き
書
に
拠
り
、
お
ろ
〳
〵
古
伝
説
を
も
と
り
て
記
せ
る
も
の
な
る
べ
く
聞
ゆ
れ
ば
よ
く
選
び
と
り
て
も
の
ヽ
考
に
備
ふ
べ
し
」（
二
八
二
頁
下
段
）
と
い
い
、
体
裁
が
異
な
る
う
え
に
、
古
書
や
古
伝
説
も
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。 
１
１ 
早
川
万
年
「
古
事
記
序
文
観
の
変
遷
」（『
日
本
思
想
史
学
』
一
六
、
一
九
八
一
年
七
月
）、
同
氏
「
風
土
記
逸
文
の
採
択
と
日
本
総
国
風
土
記
」（『
風
土
記
                                        
                                        
                              
 
研
究
』
四
、
一
九
八
七
年
七
月
）
参
照
。 
１
２ 
早
川
万
年
「
風
土
記
逸
文
の
採
択
と
日
本
総
国
風
土
記
」（『
風
土
記
研
究
』
四
、
一
九
八
七
年
七
月
）
参
照
。 
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第
二
章 
鈴
木
重
胤
の
風
土
記
研
究 
―
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
を
中
心
に
― 
  
 
は
じ
め
に 
  
風
土
記
の
研
究
史
上
で
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
の
一
人
と
し
て
、
鈴
木
重
胤
が
い
る
。
重
胤
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
淡
路
国
津
名
郡
仁
井
村
に
生
ま
れ
た
。
十
四
歳
の
頃
に
大
坂
鴻
池
家
・
神
戸
村
橋
本
家
に
寄
寓
し
商
業
見
習
い
を
し
な
が
ら
学
問
を
志
し
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
国
学
者
の
大
国
隆
正
に
入
門
し
た
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
平
田
篤
胤
を
訪
ね
て
秋
田
へ
赴
い
た
が
、
篤
胤
は
同
年
閏
九
月
十
一
日
に
病
死
し
て
お
り
、
墓
前
に
て
歿
後
の
門
人
と
な
っ
て
江
戸
に
住
む
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
十
五
日
、
五
十
一
歳
の
と
き
自
宅
に
て
暗
殺
さ
れ
た
。 
重
胤
は
、
古
典
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
五
十
一
年
の
生
涯
で
多
く
の
古
典
研
究
に
か
か
わ
る
著
作
を
遺
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四
月
十
七
日
に
で
き
た
『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』、
同
年
十
月
二
十
四
日
に
起
稿
さ
れ
た
延
喜
式
祝
詞
の
注
釈
書
で
あ
る
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』、
同
六
年
（
一
八
五
三
）
十
一
月
十
四
日
か
ら
筆
を
と
り
、
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
書
き
続
け
た
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
の
『
日
本
書
紀
伝
』
な
ど
で
あ
る
。
重
胤
は
古
典
の
ひ
と
つ
と
し
て
風
土
記
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
、『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
に
お
い
て
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
注
釈
を
施
し
た
り
（
後
述
参
照
）、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
や
『
日
本
書
紀
伝
』
で
風
土
記
を
積
極
的
に
引
用
し
て
い
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
の
詳
細
と
『
日
本
書
紀
伝
』
の
概
要
お
よ
び
風
土
記
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
荊
木
美
行
氏
に
よ
る
論
考
１
が
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
小
論
で
は
、
荊
木
氏
の
ふ
れ
て
い
な
い
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
お
け
る
風
土
記
の
利
用
状
況
を
考
え
た
い
。 
 
一
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
つ
い
て 
 
 
ま
ず
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。 
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
は
、『
延
喜
式
』
祝
詞
の
注
釈
書
で
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
十
月
か
ら
執
筆
が
開
始
さ
れ
た
。
全
十
五
巻
か
ら
な
り
、
鈴
木
重
胤
全
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、『
延
喜
式
』
に
み
え
る
祈
年
祭
・
春
日
祭
な
ど
、
十
九
の
諸
祭
祀
の
際
に
奏
上
さ
れ
る
祝
詞
に
つ
い
て
考
証
・
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。 
 
こ
の
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
は
、
祝
詞
の
注
釈
の
た
め
に
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』・『
万
葉
集
』・『
新
撰
姓
氏
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
典
籍
が
引
か
れ
て
お
り
、
風
土
記
も
ま
た
そ
の
な
か
の
一
つ
で
あ
る
。 
こ
こ
に
い
う
風
土
記
と
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
甲
子
条
に
み
え
る
官
命
に
基
づ
き
、
諸
国
の
国
司
・
郡
司
ら
が
中
心
に
な
っ
て
編
修
35 
し
た
も
の
で
あ
る
。
官
命
が
下
さ
れ
た
と
き
は
、
当
時
存
在
し
た
六
十
餘
国
分
の
風
土
記
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
、
常
陸
・
播
磨
・
出
雲
・
豊
後
・
肥
前
の
五
国
の
風
土
記
、
い
わ
ゆ
る
五
風
土
記
の
み
で
、
そ
の
ほ
か
は
他
の
文
献
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
で
し
か
内
容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
 
五
風
土
記
の
う
ち
、『
常
陸
国
風
土
記
』・『
出
雲
国
風
土
記
』・『
豊
後
国
風
土
記
』・『
肥
前
国
風
土
記
』
の
存
在
は
、
比
較
的
は
や
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
流
布
は
他
の
四
風
土
記
よ
り
も
遅
れ
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
柳
原
紀
光
が
三
條
西
家
本
の
存
在
を
確
認
し
て
書
写
す
る
も
、
こ
の
と
き
に
は
流
布
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
が
本
格
的
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
谷
森
善
臣
が
同
じ
三
條
西
家
本
を
書
写
し
て
以
降
の
こ
と
で
、
重
胤
が
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
を
執
筆
し
て
い
る
段
階
で
は
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
み
え
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
引
用
は
、『
釈
日
本
紀
』
か
ら
の
間
接
引
用
に
よ
る
、
わ
ず
か
二
例
し
か
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
（
後
述
参
照
）。 
  
二
、
常
陸
国
風
土
記 
  
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
お
い
て
、
重
胤
が
ど
の
よ
う
に
風
土
記
を
利
用
し
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
ま
ず
は
現
存
す
る
五
風
土
記
の
な
か
で
は
や
く
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
利
用
状
況
か
ら
み
て
い
き
た
い
。 『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
な
か
で
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
本
文
を
引
い
て
い
る
箇
所
は
七
箇
所
、
た
ん
に
「
風
土
記
に
…
」
と
し
て
、「
香
島
大
神
」
や
「
建
借
間
命
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
の
み
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
二
箇
所
の
、
合
計
九
箇
所
確
認
で
き
る
。 
 
そ
れ
で
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』が
ど
の
よ
う
な
形
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
一
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。
五
之
巻
、
春
日
祭
の
項
に
あ
る
行
方
郡
の
記
述
か
ら
の
引
用
（
⑩
‐
三
九
五
頁
。
丸
で
囲
ま
れ
た
数
字
は
鈴
木
重
胤
全
集
〈
鈴
木
重
胤
学
徳
顕
揚
会
、
一
九
三
七
～
一
九
四
〇
年
〉
の
巻
数
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
を
み
る
と
、「
尚
常
陸
風
土
記
に
、
行
方
郡
自
郡
西
北
提
賀
里
云
々
、
其
里
北
在
香
島
神
子
之
社
と
有
り
（
後
略
）」
と
あ
り
、
香
取
神
宮
の
摂
社
を
あ
げ
る
た
め
に
風
土
記
が
引
か
れ
て
い
る
。『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
お
も
に
春
日
祭
の
項
に
連
続
し
て
み
え
、
武
甕
槌
神
、
あ
る
い
は
武
甕
槌
神
が
鎮
座
す
る
香
取
神
宮
を
注
釈
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
重
胤
は
『
常
陸
国
風
土
記
』
を
引
用
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
前
に
あ
げ
た
行
方
郡
の
条
の
体
裁
が
注
目
さ
れ
る
。
よ
く
み
て
み
る
と
、
提
賀
里
の
下
に
云
々
と
あ
り
、
記
述
を
省
略
し
36 
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
じ
つ
は
、
重
胤
は
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
執
筆
を
開
始
す
る
半
年
前
の
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
四
月
に
、『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
２
と
題
し
た
注
釈
書
を
著
し
て
い
る
。『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
に
あ
る
、
総
記
・
新
治
郡
・
筑
波
郡
・
信
太
郡
・
茨
城
郡
・
行
方
郡
・
香
島
郡
・
那
賀
郡
・
久
慈
郡
・
多
珂
郡
の
記
述
の
う
ち
、
総
記
・
筑
波
郡
・
信
太
郡
・
茨
城
郡
・
行
方
郡
の
一
部
に
つ
い
て
、風
土
記
の
本
文
を
適
宜
抄
出
し
て
註
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
西
野
宣
明
の
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
を
「
校
本
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
と
い
う
３
。
こ
こ
か
ら
重
胤
は『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
さ
て
、『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
の
行
方
郡
の
条
を
み
て
み
る
と
、「
云
々
」
で
省
略
さ
れ
た
部
分
に
「
古
有
二
佐
伯
一
名
二
手
鹿
一
。
為
二
其
人
居
一
追
著
レ
里
。」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
で
は
、「
行
方
郡
（
中
略
）
自
郡
西
北
提
賀
里
云
々
其
里
北
香
島
神
子
之
社
云
々
（
後
略
）」
と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
こ
の
部
分
の
記
述
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
前
に
あ
げ
た
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
同
条
と
ま
っ
た
く
同
じ
体
裁
で
あ
る
。 
こ
う
し
た
記
述
の
一
致
か
ら
、
重
胤
は
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
引
用
に
際
し
て
、
西
野
宣
明
の
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
か
ら
で
は
な
く
、
こ
れ
を
基
に
し
て
、
か
つ
て
自
身
が
ま
と
め
た
『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
を
利
用
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 
 
三
、
播
磨
国
風
土
記 
 
 
つ
ぎ
に
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
文
中
に
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
書
名
が
み
え
る
の
は
、
十
四
之
巻
の
遣
唐
使
時
奉
幣
詞
（
⑫
‐
三
九
八
～
三
九
九
頁
）
お
よ
び
十
五
之
巻
の
出
雲
国
造
神
賀
詞
（
⑫
‐
五
七
五
～
五
七
六
頁
）
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目
の
遣
唐
使
奉
幣
詞
の
項
の
引
用
を
あ
げ
て
み
る
。 
 
 
播
磨
風
土
記
に
天
日
槍
命
従
二
韓
国
一
度
来
到
二
於
宇
頭
河
底
一
、
而
乞
二
宿
処
於
葦
原
志
挙
乎
命
一
云
々
、
即
許
二
海
中
一
と
有
も
、
又
其
国
中
の
塞
給
ひ
し
故
に
、
終
に
葦
原
志
挙
乎
命
の
其
辺
に
鎮
座
す
社
に
乞
て
此
国
に
入
し
な
り
、 
 
こ
れ
は
、「
天
之
日
矛
」の
注
釈
に
引
か
れ
た『
山
城
国
風
土
記
』逸
文
の「
上
（
マ
マ
）
坐
而
。
宿
二
坐
大
倭
葛
木
山
之
峯
一
」
と
あ
る
文
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
揖
保
郡
揖
保
里
条
を
引
い
て
さ
ら
に
注
釈
を
加
え
た
箇
所
で
あ
る
。 
次
に
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
の
項
を
み
る
と
、 
此
よ
り
前
播
磨
風
土
記
に
室
神
社
の
故
事
を
誌
せ
る
に
、
上
古
は
大
な
る
藤
葛
の
南
山
よ
り
北
嶺
に
這
繞
ひ
て
海
面
見
え
分
ざ
り
し
を
、
當
者
の
御
神
賀
茂
別
雷
神
日
向
国
高
千
穂
嶺
二
上
嶽
よ
り
洛
北
二
葉
山
へ
遷
ら
せ
給
ふ
時
、
此
国
に
暫
時
影
向
し
給
ふ
時
此
所
名
津
な
り
と
見
行
し
て
、
便
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供
奉
の
神
等
に
令
せ
て
斧
蛇
鎌
の
三
刃
を
以
て
彼
藤
葛
を
悉
く
伐
払
ひ
給
ひ
湊
を
給
ひ
し
か
ば
、
程
無
く
名
湊
と
成
り
往
来
の
船
風
波
の
難
を
凌
ぎ
侍
る
と
有
る
は
其
時
の
事
な
ン
め
り
、 
 
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
う
室
神
社
の
故
事
に
関
す
る
記
述
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
み
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
箇
所
の
引
用
は
何
に
よ
っ
た
の
か
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。 
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、
重
胤
は
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
で
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
写
本
を
入
手
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
念
願
が
か
な
っ
た
の
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
一
月
二
十
三
日
の
『
日
本
書
紀
伝
』
二
十
八
之
巻
、
宝
剣
出
現
章
を
執
筆
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
４
か
ら
、
こ
れ
よ
り
前
に
著
し
た『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』に
つ
い
て
は
逸
文
に
よ
る
し
か
な
か
っ
た
。
前
述
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
揖
保
里
条
も
、
卜
部
兼
方
の
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
、
述
義
六
、
垂
仁
天
皇
の
と
こ
ろ
に
引
か
れ
た
逸
文
で
あ
る
。
重
胤
は
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
な
か
で
『
釈
日
本
紀
』
を
参
考
に
し
て
い
る
部
分
は
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
箇
所
は
『
釈
日
本
紀
』
か
ら
の
間
接
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
四
、
出
雲
国
風
土
記 
 
つ
ぎ
に
、『
出
雲
国
風
土
記
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『
出
雲
国
風
土
記
』
が
引
か
れ
て
い
る
箇
所
は
、
全
部
で
七
十
八
箇
所
確
認
で
き
る
。
こ
の
数
字
は
、
風
土
記
と
称
す
る
書
物
（
総
国
風
土
記
も
含
む
）
か
ら
の
引
用
箇
所
が
百
四
十
箇
所
近
く
あ
る
な
か
の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
二
番
目
に
引
用
が
多
い
『
常
陸
国
風
土
記
』
で
さ
え
わ
ず
か
九
箇
所
だ
か
ら
、
そ
れ
が
群
を
抜
い
た
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
は
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
全
体
に
わ
た
っ
て
引
用
が
み
ら
れ
る
が
、
特
に
出
雲
国
造
神
賀
詞
の
項
で
五
十
七
箇
所
と
、
引
用
が
集
中
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、『
出
雲
国
風
土
記
』
が
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
現
存
し
、
内
容
が
豊
富
な
こ
と
、
特
に
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
で
は
、
出
雲
国
造
が
新
た
に
任
じ
ら
れ
た
際
に
天
皇
に
奏
上
す
る
出
雲
国
造
神
賀
詞
を
注
釈
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 と
こ
ろ
で
、
重
胤
は
何
に
よ
っ
て
『
出
雲
国
風
土
記
』
を
引
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
を
『
出
雲
国
風
土
記
』
が
引
か
れ
て
い
る
箇
所
を
二
例
（
い
ず
れ
も
出
雲
国
神
賀
詞
の
項
）
あ
げ
て
み
て
み
た
い
。 
ま
ず
、
皇
御
孫
の
天
降
を
注
釈
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
た
楯
縫
郡
楯
縫
郷
の
条
（
⑮
‐
四
一
六
頁
）
は
、 
所
三
以
号
二
楯
縫
一
者
神
魂
命
詔
云
、
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
千
尋
栲
縄
持
而
百
結
々
八
十
結
々
下
而
、
此
天
御
量
持
而
所
レ
造
二
天
下
一
大
神
之
宮
造
奉
詔
而
、
御
子
天
御
鳥
命
楯
部
為
而
天
降
下
給
之
、
爾
時
退
下
来
坐
而
大
神
宮
御
装
束
楯
造
始
給
所
是
也
云
々 
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と
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
文
を
今
井
似
閑
５
の
『
万
葉
緯
』
で
み
て
み
る
と
、 
所
三
以
号
二
楯
縫
一
者
神
魂
命
詔
。
五、
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
千
尋
栲
縄
持
而
百
結
結、
八
十
結
結、
而
、
此
天
御
量
持
而
所
レ
造
二
天
下
一
大
神
之
宮
造
奉
詔
而
、
御
子
天
御
鳥
命
楯
部
為
而
天
下降
給
之
、
尓、
時
退
下
来
坐
而
大
神
宮
御
装
楯
束
造
給
始
所
是
也
。 
と
な
っ
て
お
り
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
が
引
用
す
る
風
土
記
が
、
五
十
足
天
日
栖
宮
の
「
五
」
の
字
を
逸
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
ま
た
「
千
尋
栲
縄、
持
而
」
と
す
る
箇
所
を
比
較
す
る
と
、『
釈
日
本
紀
』
は
「
千
尋
栲
紲、
持
而
」、
『
万
葉
緯
』
と
岸
崎
時
照
６
の
『
出
雲
風
土
記
鈔
』
は
「
千
尋
栲
縄、
持
而
」
で
一
致
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、「
天
降
下
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
釈
日
本
紀
』
は
「
天
降
」、『
出
雲
風
土
記
鈔
』
は
「
天
下
」、『
万
葉
緯
』
は
「
天
下降
」
と
、「
下
」
の
右
に
「
降
」
と
朱
筆
で
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
装
束
楯
造
始
給
」
は
、『
釈
日
本
紀
』
と
『
出
雲
風
土
記
鈔
』
は
「
装
束
楯
造
始
給
」
と
記
す
の
に
対
し
、『
万
葉
緯
』
で
は
「
装
楯
束
造
給
始
」、
と
な
っ
て
お
り
、「
束
」
と
「
始
」
を
右
に
朱
書
す
る
体
裁
で
あ
る
。 
次
に
青
垣
山
の
注
釈
で
引
か
れ
た
意
宇
郡
母
理
郷
の
条
は
、 
所
レ
造
二
天
下
一
大
神
大
穴
持
命
越
八
国
平
賜
而
還
坐
時
、
来
二
坐
長
江
山
一
而
語
我
造
坐
而
令
国
者
皇
御
孫
命
平
世
所
レ
知
依
レ
奉
、
但
八
雲
立
出
雲
国
者
我
静
坐
国
、
青
垣
山
廻
賜
而
玉
珍
置
賜
而
守
詔
故
云
二
文
理
一
（
神
亀
三
年
字
改
二
母
理
一
） 
 
と
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
『
万
葉
緯
』
で
み
て
み
る
と
、 
母
理
郷
郡
家
東
南
卅
九
里
一
百
九
十
歩
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
所
二
造
天
下
一
大
神
大
穴
持
命
越
八
口
平
賜
而
還
坐
時
、
来
坐
二
長
江
山
一
而
語
我
造
坐
而
命、
国
者
皇
御
孫
命
平
レ
世
所
知
依
奉
、
但
八
雲
立
出
雲
国
者
我
静
坐
国
、
青
垣
山
廻
賜
而
玉
珍
直置
乎
賜
而
守
詔
故
云
二
文
理
一
（
神
亀
三
年
字
改
二
母
理
一
） 
と
な
っ
て
い
る
。『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
で
は
、
青
垣
山
の
注
釈
に
直
接
関
係
し
な
い
意
宇
郡
の
郡
家
か
ら
の
距
離
に
関
す
る
記
述
を
省
略
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
が
「
置
賜
」
と
す
る
箇
所
は
、『
万
葉
緯
』
は
「
直置
乎
賜
」
と
あ
り
、「
直
」
の
右
に
「
置
乎
」
と
朱
で
記
す
が
、『
出
雲
風
土
記
鈔
』
は
「
直
賜
」
と
な
っ
て
い
る
。 
 
以
上
あ
げ
た
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
本
文
の
特
徴
は
、
朱
筆
の
部
分
に
も
目
を
向
け
れ
ば
『
万
葉
緯
』
に
も
っ
と
も
近
い
。
岸
崎
時
照
の
『
出
雲
風
土
記
鈔
』
に
も
類
似
す
る
点
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
ち
ら
は
写
本
が
少
な
く
、
重
胤
が
目
に
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
一
方
で
『
万
葉
緯
』
は
、
各
地
に
多
く
の
写
本
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
出
雲
国
風
土
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
基
本
的
に
は
今
井
似
閑
の
『
万
葉
緯
』
を
参
考
に
し
つ
つ
、
記
述
の
内
容
に
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
朱
筆
の
部
分
に
も
注
目
し
て
体
裁
を
整
え
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
万
葉
緯
』
に
も
合
わ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
を
注
釈
し
た
別
な
箇
所
に
「
内
山
眞
龍
の
風
土
記
抄
に
…
」（
⑫
‐
四
五
五
頁
）
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
内
山
眞
龍
７
の
『
出
雲
風
土
記
解
』（『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
い
39 
う
風
土
記
抄
か
。
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉
）
な
ど
を
参
照
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 
  
 
五
、
豊
後
国
風
土
記 
  
つ
ぎ
に
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。『
豊
後
国
風
土
記
』
は
、
九
之
巻
の
大
殿
祭
（
⑪
‐
一
二
三
頁
）
に
速
見
郡
柚
富
郷
条
を
、
十
之
巻
の
六
月
晦
大
祓
（
⑪
‐
二
九
一
頁
）
に
日
田
郡
条
か
ら
「
日
田
」
の
二
字
の
み
の
、
合
計
二
箇
所
に
引
用
が
確
認
で
き
る
。
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
引
用
は
、
九
之
巻
の
大
殿
祭
の
項
に
引
か
れ
た
速
見
郡
柚
富
郷
条
で
あ
る
。 
速
見
郡
木
綿
、
、
郷
、
此
郷
之
中
栲
樹
多
生
常
取
二
栲
皮
一
以
造
二
木
綿
一
因
曰
二
抽、
富
郷
一
、 
 
同
条
文
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
二
十
之
巻
、
宝
鏡
開
始
章
（
⑤
‐
六
〇
頁
）
に
も
同
条
の
引
用
が
み
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
、 
速
見
郡
柚
富
、
、
郷
、
此
郷
之
中
、
栲
樹
多
生
、
常
取
二
栲
皮
一
、
以
造
二
木
綿
一
、
因
曰
二
柚、
富
郷
一
、 
 
と
な
っ
て
い
る
。
傍
点
部
を
比
較
す
る
と
、
柚
富
を
木
綿
と
す
る
な
ど
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
と
『
日
本
書
紀
伝
』
で
表
記
に
異
同
が
み
ら
れ
る
点
が
気
に
な
る
が
、
こ
れ
は
重
胤
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
、
自
ら
の
記
憶
に
た
よ
っ
て
書
き
記
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
引
用
箇
所
が
少
な
い
た
め
、
何
に
よ
っ
た
の
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
が
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
開
板
さ
れ
た
荒
木
田
久
老
校
訂
本
と
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
箋
釈
豊
後
国
風
土
記
』
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ど
ち
ら
か
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
『
日
本
書
紀
伝
』
に
お
け
る
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
荊
木
氏
が
十
三
之
巻
、
瑞
珠
盟
約
条
を
検
討
さ
れ
、
重
胤
が
拠
っ
た
の
は
『
箋
釈
豊
後
国
風
土
記
』
か
も
知
れ
な
い
８
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
方
も
『
箋
釈
豊
後
国
風
土
記
』
か
ら
引
用
し
て
き
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。 
  
 
六
、
肥
前
国
風
土
記 
  
五
風
土
記
か
ら
の
引
用
の
最
後
に
、『
肥
前
国
風
土
記
』
を
み
て
い
き
た
い
。
『
肥
前
国
風
土
記
』
は
、
五
之
巻
の
春
日
祭
（
⑩
‐
四
一
五
頁
）、
十
之
巻
の
六
月
晦
大
祓
（
⑪
‐
三
八
七
頁
）
の
二
箇
所
確
認
で
き
る
。
五
之
巻
の
春
日
祭
で
は
三
根
郡
物
部
郷
の
条
か
ら
引
用
し
て
お
り
、 
三
根
郡
有
二
神
社
一
、
名
曰
二
物
部
経
津
主
神
一
、
嚢
昔
小
墾
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
令、三
来
目
、
、
皇
子
征
二
新
羅
一
、
于
時
皇
子
奉
レ
勅
到
二
於
筑 
紫
一
、
乃
遣
二
物
部
若
宮
部
一
立
二
社
於
此
村
一
鎮
二
祭
其
神
一
、
因
曰
二
物
部
郷
一
、 
 
と
あ
る
。
傍
点
を
附
し
た
「
令
来
目
」
の
三
字
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
と
一
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致
す
る
の
は
荒
木
田
久
老
校
訂
本
と
伴
信
友
校
訂
本
の
二
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
重
胤
は
ど
ち
ら
に
拠
っ
た
の
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
時
よ
く
流
布
し
て
い
た
の
は
活
字
で
出
版
さ
れ
た
荒
木
田
久
老
校
訂
本
で
あ
る
。
重
胤
は
伴
信
友
校
訂
本
を
所
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
流
布
の
状
況
か
ら
考
え
て
、
荒
木
田
久
老
校
訂
本
に
拠
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
ち
な
み
に
、
も
う
一
つ
の
十
之
巻
の
六
月
晦
大
祓
に
み
え
る
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
箇
所
は
、 
神
名
帳
頭
注
に
、
肥
前
風
土
記
を
引
て
、
人
皇
卅
三
代
欽
明
天
皇
廿
五
年
甲
午
冬
十
一
月
甲
子
、
肥
前
国
佐
賀
郡
與
止
姫
神
有
二
鎮
座
一
一
名
豊
姫
と
有
て
、（
後
略
） 
 
と
い
う
形
で
み
え
、
卜
部
兼
倶
の
『
延
喜
式
神
名
帳
頭
注
』
か
ら
の
間
接
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
条
文
を
み
る
と
、「
人
皇
卅
三
代
欽
明
天
皇
廿
五
年
甲
午
冬
十
一
月
甲
子
」
と
い
う
よ
う
に
年
月
日
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
古
伝
承
を
「
…
宮
御
宇
天
皇
之
御
世
」
な
ど
と
記
す
風
土
記
の
叙
述
方
法
か
ら
考
え
て
、
こ
の
条
文
の
体
裁
は
異
質
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
新
編
日
本
古
典
全
集
本
、
荊
木
氏
９
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
古
風
土
記
の
逸
文
で
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。 
  
 
七
、
五
風
土
記
以
外 
 
 
重
胤
は
五
風
土
記
以
外
に
も
「
風
土
記
逸
文
」
と
い
わ
れ
る
記
述
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
国
名
を
列
記
す
る
と
、
山
城
・
摂
津
・
河
内
・
陸
奥
・
伯
耆
・
土
佐
・
備
後
・
日
向
な
ど
で
、
そ
の
多
く
は
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
釈
日
本
紀
』
や
『
萬
葉
集
註
釈
』
に
引
か
れ
た
逸
文
で
あ
る
。
ま
た
、「
古
事
記
裏
書
１
０
に
引
る
…
」（
⑫
‐
二
八
・
四
三
頁
）
と
い
う
よ
う
に
出
典
を
明
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。 
 
こ
の
ほ
か
、「
某
風
土
記
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
現
在
で
は
偽
書
と
さ
れ
て
い
る
日
本
総
国
風
土
記
１
１
か
ら
の
引
用
も
み
ら
れ
る
。
文
中
で
は
総
国
風
土
記
と
断
っ
て
い
な
い
が
、
遠
江
（
⑩
‐
四
五
三
・
⑪
‐
一
三
二
頁
）・
駿
河
（
⑩
‐
四
五
三
頁
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
総
国
風
土
記
は
体
裁
の
相
違
や
内
容
の
薄
弱
さ
か
ら
、
現
在
で
は
古
風
土
記
で
は
な
い
、
後
世
に
風
土
記
に
似
せ
て
造
作
さ
れ
た
別
な
書
物
で
あ
る
と
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
で
は
総
国
風
土
記
の
史
料
的
価
値
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
か
な
り
の
数
の
写
本
が
出
回
っ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
国
学
者
の
あ
い
だ
で
総
国
風
土
記
と
古
風
土
記
と
混
同
し
た
り
、
性
質
を
異
に
す
る
風
土
記
と
認
識
し
て
引
い
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
る
。
重
胤
が
風
土
記
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
記
述
は
な
い
が
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
よ
り
少
し
後
に
著
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
伝
』
二
十
七
巻
、
宝
剣
出
現
章
に
お
い
て
「
播
磨
国
惣
国
風
土
記
」
の
あ
と
に
古
風
土
記
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
引
用
し
て
い
る
（
⑦
‐
三
七
頁
）
こ
と
か
ら
、
重
胤
は
総
国
風
土
記
と
古
風
土
記
の
『
播
磨
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国
風
土
記
』
と
は
明
ら
か
に
別
な
種
類
の
風
土
記
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 こ
の
ほ
か
、
総
国
風
土
記
は
九
之
巻
の
大
殿
祭
の
項
で
「
駿
河
風
土
記
」（
⑪
‐
一
〇
六
・
一
四
一
頁
）
を
引
い
て
い
る
。
そ
の
箇
所
を
あ
げ
て
み
る
と
、 
殿
を
意
富
登
能
と
訓
む
証
は
、
古
語
拾
遺
に
大
殿
祭
の
大
を
省
て
殿
祭
と
作
き
、
神
代
紀
に
同
レ
床
共
レ
殿
と
有
を
、
駿
河
風
土
記
に
引
る
香
具
山
日
記
に
は
同
床
共
大
殿
と
有
を
此
彼
合
せ
て
知
る
可
な
り
、 
と
あ
り
、「
駿
河
風
土
記
」
が
「
香
具
山
日
記
」
を
引
用
し
て
い
る
。「
駿
河
風
土
記
」
の
引
く
「
香
具
山
日
記
」
が
い
か
な
る
書
物
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
重
胤
は
「
駿
河
風
土
記
」
と
題
す
る
総
国
風
土
記
も
風
土
記
の
一
種
と
認
識
し
て
引
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
お
わ
り
に 
 
以
上
、
重
胤
の
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
に
お
け
る
風
土
記
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
同
書
に
は
、
古
風
土
記
か
総
国
風
土
記
か
は
さ
て
お
き
、「
風
土
記
」
と
称
す
る
地
誌
の
類
か
ら
の
積
極
的
な
引
用
が
み
ら
れ
る
。
古
風
土
記
か
ら
の
引
用
で
は
、
古
風
土
記
を
引
用
し
て
い
る
文
献
か
ら
の
間
接
引
用
や
、
重
胤
自
身
の
記
憶
に
た
よ
っ
て
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
重
胤
が
多
く
の
古
典
や
文
献
に
通
じ
て
い
る
こ
と
、
卓
越
し
た
記
憶
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
重
胤
は
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』
の
な
か
で
、
風
土
記
を
た
く
さ
ん
利
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
が
引
用
し
た
種
々
の
風
土
記
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
言
及
し
た
記
述
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼
の
風
土
記
観
の
す
べ
て
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
総
じ
て
い
え
ば
、
風
土
記
と
呼
ば
れ
る
書
物
を
一
つ
の
地
誌
、
あ
る
い
は
古
文
献
と
し
て
重
視
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。 
 
〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
荊
木
美
行
「
鈴
木
重
胤
と
風
土
記
―
『
常
陸
国
風
土
記
鈔
』
の
飜
刻
と
解
説
―
」（『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
。
初
出
は
二
〇
〇
八
年
三
月
）
荊
木
氏
論
文
Ａ
と
す
る
。「
鈴
木
重
胤
の
風
土
記
研
究
―
『
日
本
書
紀
伝
』
を
中
心
に
―
」（『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
。
初
出
は
二
〇
〇
八
年
四
月
）
荊
木
氏
論
文
Ｂ
と
す
る
。 
２ 
荊
木
氏
前
掲
Ａ
論
文
参
照
。 
３ 
荊
木
氏
前
掲
Ａ
論
文
参
照
。 
４ 
荊
木
氏
前
掲
Ｂ
論
文
参
照
。 
５ 
今
井
似
閑
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）、
京
都
の
商
家
に
生
ま
れ
た
。
学
問
を
好
み
、
三
十
九
歳
と
な
っ
た
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）、
契
沖
も
と
に
入
門
し
、『
万
葉
集
』
の
研
究
を
行
な
う
。
著
書
に
『
万
葉
緯
』・『
逸
文
風
土
記
』
な
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ど
が
あ
る
。
晩
年
に
は
自
身
の
蔵
書
を
上
賀
茂
神
社
神
社
に
奉
納
し
た
。
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
死
去
。 
６ 
岸
崎
時
照
は
、
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
に
生
ま
れ
た
出
雲
国
松
江
藩
士
で
同
国
神
門
郡
の
奉
行
で
あ
る
。岸
崎
時
照
は
国
学
者
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
研
究
の
先
駆
と
な
る
人
物
で
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
村
里
の
東
西
南
北
を
実
地
調
査
を
行
な
い
、『
出
雲
国
風
土
記
』
に
注
釈
を
つ
け
た
『
出
雲
風
土
記
鈔
』
を
著
し
た
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
年
、
八
十
歳
で
死
去
。 
７ 
内
山
眞
龍
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
遠
江
国
豊
田
郡
大
谷
村
に
生
ま
れ
る
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
浜
松
で
賀
茂
真
淵
と
出
会
い
、
同
十
二
年
に
真
淵
の
門
下
に
入
る
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
は
、
真
淵
の
漢
学
の
師
で
あ
っ
た
渡
辺
蒙
庵
に
学
ぶ
。『
日
本
書
紀
』・『
風
土
記
』
な
ど
の
古
典
の
研
究
に
功
が
あ
り
、
代
表
的
な
著
作
に
、『
出
雲
風
土
記
解
』・『
日
本
紀
類
聚
解
』
な
ど
が
あ
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
九
月
十
八
日
、
八
十
一
歳
で
死
去
。 
８ 
荊
木
氏
前
掲
Ｂ
論
文
参
照
。 
９ 
荊
木
美
行
『
風
土
記
逸
文
の
文
献
学
的
研
究
』（
学
校
法
人
皇
學
館
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
四
九
四
頁
参
照
。 
１
０ 
古
事
記
裏
書
に
つ
い
て
は
田
中
卓
「
校
訂
・
古
事
記
裏
書
」（『
皇
學
館
論
叢
』
一
‐
二
、
一
九
六
八
年
六
月
、
の
ち
に
「
古
事
記
裏
書
の
校
訂
と
解
説
」
と
し
て
同
氏
『
古
典
籍
と
史
料
』〈『
田
中
卓
著
作
集
』
第
十
巻
、
国
書
刊
行
会
、
                                        
                                        
                              
 
一
九
九
三
年
八
月
〉
所
収
）
が
詳
し
い
。
古
事
記
裏
書
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
平
田
篤
胤
ら
に
再
発
見
さ
れ
て
世
に
広
が
り
、
重
胤
も
ま
た
師
で
あ
る
篤
胤
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。 
１
１ 
日
本
総
国
風
土
記
に
つ
い
て
は
早
川
万
年
「
風
土
記
逸
文
の
採
択
と
日
本
総
国
風
土
記
」（『
風
土
記
研
究
』
四
、
一
九
八
七
年
七
月
）
を
参
照
。 
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岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
に
つ
い
て 
 
は
じ
め
に 
  
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は『
播
磨
風
土
記
考
』と
題
す
る
謄
写
本
が
あ
る
。
著
者
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
播
磨
国
揖
西
郡
室
津
加
茂
神
社
祠
官
で
あ
っ
た
岡
平
保
（
姓
は
岡
、
名
は
平
保
）
で
あ
る
。
本
書
は
同
社
の
祠
官
で
あ
っ
た
岡
平
満
（
お
そ
ら
く
岡
平
保
の
子
孫
か
）
の
所
蔵
本
を
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
重
野
安
繹
が
謄
写
し
た
も
の
で
あ
る
。『
揖
保
郡
地
誌
』
の
岡
平
保
の
項
に
は
、「
風
土
記
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
未
刊
で
あ
っ
た
１
」
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
本
書
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。 
 
そ
も
そ
も
、『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
甲
子
条
の
、 
五
月
甲
子
。
制
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
二
好
字
一
。
其
郡
内
所
レ
生
。
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
。
具
録
二
色
目
一
。
及
土
地
沃
塉
。
山
川
原
野
名
号
所
由
。
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
。
載
二
于
史
籍
一
亦
宜
二
言
上
一
。 
と
あ
る
官
命
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
風
土
記
（
官
命
に
は
「
風
土
記
」
の
文
言
は
み
え
な
い
）
の
一
つ
で
、
全
一
巻
。
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
七
月
の
時
点
で
播
磨
国
大
目
で
あ
っ
た
楽
浪
（
高
丘
）
河
内
は
、
そ
の
編
者
の
一
人
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
２
。『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
同
様
、
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
ご
ろ
ま
で
続
い
た
郡
里
制
に
よ
る
地
名
表
記
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
官
命
が
出
て
ほ
ど
な
く
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。 
 
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
現
存
す
る
五
風
土
記
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
世
に
出
る
の
が
遅
く
、
伝
本
は
平
安
末
期
の
書
写
と
さ
れ
る
三
條
西
家
本
（
現
天
理
大
学
図
書
館
蔵
、
国
宝
）
の
み
で
、
し
か
も
披
見
は
困
難
で
あ
っ
た
。 
 
は
じ
め
て
三
條
西
家
本
の
存
在
を
確
認
し
書
写
し
た
の
は
柳
原
紀
光
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
書
写
し
た
『
播
磨
国
風
土
記
』（
柳
原
本
）
の
奥
書
に
は
、 
右
播
磨
風
土
記
。
以
或
家
古
巻
令
写
之
。
当
時
出
雲
豊
後
之
外
諸
国
風
土
記
逸
。
於
後
人
擬
作
者
餘
国
猶
有
。
最
可
謂
奇
珍
矣
。 
寛
政
八
年
六
月
廿
六
日
。
同
日
令
一
校
而
所
々
有
不
審
重
以
正
本
可
校
者
也
。 
 
 
 
 
 
 
正
二
位 
 
 
 
 
藤 
紀
光 
 
と
あ
り
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
、
こ
の
段
階
で
は
流
布
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
流
布
に
あ
た
っ
て
力
が
あ
っ
た
の
は
、
谷
森
善
臣
で
あ
る
。
彼
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
月
二
十
九
日
に
、
か
ね
て
よ
り
の
宿
願
で
あ
っ
た
三
條
西
家
本
の
書
写
を
許
さ
れ
（
谷
森
本
）、
の
ち
に
、
柳
原
本
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
谷
森
善
臣
の
尽
力
に
よ
っ
て
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
次
第
に
世
に
知
ら
れ
、
多
く
の
人
々
に
よ
り
書
写
さ
れ
、
普
及
し
て
い
る
。 
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『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
里
ご
と
に
「
土
中
上
」「
土
中
々
」
な
ど
と
土
地
の
肥
沃
の
度
合
い
に
つ
い
て
詳
し
く
し
る
す
の
が
特
徴
で
、
地
名
の
起
源
に
つ
い
て
は
詳
細
を
極
め
て
お
り
、
官
命
で
要
求
さ
れ
た
五
つ
の
項
目
、
す
な
わ
ち
、
①
畿
内
七
道
の
国
名
・
郡
名
・
郷
名
に
好
い
字
を
着
け
よ
、
②
郡
内
に
産
す
る
鉱
物
・
植
物
・
動
物
な
ど
で
有
用
な
も
の
の
品
目
を
筆
録
せ
よ
、
③
土
地
の
肥
沃
状
態
、
④
山
川
原
野
の
名
の
由
来
、
⑤
古
老
相
伝
の
旧
聞
異
事
、
の
う
ち
、
と
く
に
③
と
④
に
忠
実
で
あ
る
。 
 
た
だ
、
惜
し
む
ら
く
は
、
諸
本
の
祖
本
と
な
る
三
條
西
家
本
は
、
巻
首
部
分
を
欠
い
て
い
る
。『
釈
日
本
紀
』
巻
第
八
が
引
く
逸
文
に
よ
っ
て
、
欠
落
部
分
に
明
石
郡
の
記
載
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
３
、
賀
古
郡
の
冒
頭
部
分
や
お
そ
ら
く
は
巻
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
総
記
の
記
載
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
賀
古
以
下
、
餝
磨
・
揖
保
・
讃
容
・
宍
禾
・
神
前
・
託
賀
・
賀
毛
・
美
囊
の
各
郡
に
つ
い
て
は
記
述
が
存
在
す
る
も
の
の
、
赤
穂
郡
に
つ
い
て
は
記
事
が
な
く
、
そ
の
存
否
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
る
。 
 
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
岡
平
保
の
『
播
磨
風
土
記
考
』
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
谷
森
善
臣
が
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
書
写
し
た
わ
ず
か
七
年
後
の
こ
と
で
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
注
釈
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
早
く
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
 
た
だ
し
、
敷
田
年
治
の
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
の
よ
う
に
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
播
磨
風
土
記
考
』
は
原
本
も
現
存
せ
ず
、
写
本
に
つ
い
て
も
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
わ
ず
か
に
無
窮
会
専
門
図
書
館
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
写
本
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
無
窮
会
本
に
つ
い
て
は
所
在
不
明
だ
し
（
無
窮
会
専
門
図
書
館
の
回
答
に
よ
る
）、
現
状
で
は
東
京
大
学
資
料
編
纂
所
所
蔵
本
し
か
現
存
し
な
い
。 
ち
な
み
に
、
無
窮
会
本
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』
が
著
者
と
し
て
岡
田
光みつ
僴かど
と
岡
平
保
の
二
人
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。 
岡
田
光
僴
は
、
播
磨
国
佐
用
郡
出
身
の
歌
人
で
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
生
ま
れ
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
九
月
二
十
三
日
に
七
十
九
歳
で
歿
し
て
い
る
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
儒
学
者
の
伊
藤
東
涯
（
寛
文
十
年
〈
一
六
七
〇
〉
生
、
元
文
元
年
〈
一
七
三
六
〉
歿
）
の
も
と
に
入
門
し
、
同
じ
頃
、
歌
人
の
烏
丸
光
栄
（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
生
、
延
享
五
年
〈
一
七
四
八
〉
薨
）
の
と
こ
ろ
に
も
入
門
し
て
い
る
。
烏
丸
光
栄
亡
き
あ
と
は
、有
栖
川
職
仁
親
王
の
も
と
で
和
歌
を
学
ん
だ
と
い
う
が
、
和
歌
だ
け
で
な
く
郷
土
史
家
と
し
て
の
一
面
が
あ
り
、
お
も
な
著
作
に
は
『
播
磨
古
跡
考
』（
宝
暦
五
年
）
が
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
無
窮
会
本
が
著
者
を
岡
田
光
僴
と
岡
平
保
の
連
名
に
し
て
い
る
点
だ
が
、
こ
れ
は
不
審
で
あ
る
。
平
保
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
九
）
に
生
ま
れ
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
歿
し
て
い
る
。
二
人
の
生
存
期
間
に
は
お
よ
そ
百
年
の
隔
た
り
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
共
同
作
業
で
『
播
磨
風
土
記
考
』
を
執
筆
し
た
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
も
そ
も
、
岡
田
光
僴
の
歿
年
は
、
柳
原
紀
光
が
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三
條
西
家
本
を
謄
写
し
た
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
二
年
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、
岡
田
光
僴
が『
播
磨
国
風
土
記
』を
披
見
し
た
こ
と
さ
え
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
。
無
窮
会
本
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
今
日
で
は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
ひ
と
ま
ず
『
国
書
総
目
録
』
の
記
載
に
は
疑
問
を
呈
し
て
お
き
た
い
。 
 
一
、
岡
平
保
に
つ
い
て 
 
こ
こ
で
、
岡
平
保
に
つ
い
て
『
揖
保
郡
地
誌
』
４
を
参
考
に
し
つ
つ
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。 
岡
平
保
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
九
）、
播
磨
国
室
津
（
兵
庫
県
揖
保
郡
御
津
町
）
に
生
ま
れ
た
。
岡
家
は
代
々
、
加
茂
神
社
の
祠
官
を
務
め
る
家
柄
で
、
平
保
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
、
元
飾
東
郡
上
野
田
村
鎮
座
妙
見
神
社
ほ
か
二
社
の
社
司
に
任
じ
ら
れ
、
加
茂
神
社
と
あ
わ
せ
て
三
社
の
取
り
調
べ
を
任
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
に
は
、
上
月
為
彦
と
と
も
に
祭
祀
幹
事
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、姫
路
藩
内
の
神
官
た
ち
に
祭
祀
典
礼
を
教
授
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
に
は
、
藩
内
の
神
道
講
義
総
督
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
前
出
の
三
社
に
加
え
て
、
新
た
に
元
飾
東
郡
中
阿
保
村
鎮
座
の
稲
荷
神
社
ほ
か
四
社
の
社
司
と
神
社
取
り
調
べ
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
権
少
講
義
と
な
っ
た
が
、
同
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
は
職
を
辞
し
、
同
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
七
十
三
歳
で
歿
し
て
い
る
。 
平
保
は
、
幼
い
頃
か
ら
耳
に
疾
患
を
抱
え
て
お
り
、
聴
力
を
失
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
熱
心
に
学
問
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
。
は
じ
め
、
姫
路
藩
士
の
小
屋
左
次
右
衛
門
の
も
と
で
和
漢
の
学
を
学
び
、
の
ち
に
本
居
内
遠
に
つ
い
て
国
学
を
学
ん
だ
。
和
歌
・
和
文
に
造
詣
が
深
か
っ
た
の
で
、
彼
の
も
と
に
は
、
近
隣
か
ら
た
く
さ
ん
の
門
人
が
訪
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 
 
二
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
播
磨
風
土
記
考
』 
 
さ
て
、
こ
こ
で
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
（
請
求
番
号
二
〇
四
一
．
六
四
‐
五
八
）
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
み
た
い
。 
ま
ず
さ
き
に
、
書
誌
的
デ
ー
タ
を
あ
げ
て
お
く
。 
同
書
は
、
袋
綴
一
冊
。
外
題
に
題
箋
を
も
ち
い
、「
播
磨
風
土
記
考 
全
」
と
左
上
に
貼
附
し
、
右
下
に
請
求
番
号
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
附
す
る
。
縦
二
六
・
九
セ
ン
チ
、
横
一
九
・
〇
セ
ン
チ
。
本
文
三
十
六
丁
、
地
図
一
丁
の
全
三
十
七
丁
。
一
面
二
十
字×
十
行
を
基
本
の
体
裁
と
す
る
が
、
頭
注
・
細
字
に
よ
る
書
き
込
み
も
あ
り
一
定
し
な
い
。
表
紙
裏
に
上
か
ら
順
に
「
東
京
大
学
図
書
」（
朱
印
、
縦
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
五
・
八
セ
ン
チ
）「
史
料
編
纂
所
図
書
之
印
」（
朱
印
、
縦
五
・
八
セ
ン
チ
、
横
五
・
九
セ
ン
チ
）「
文
科
大
学
史
誌
編
纂
掛
」（
黒
印
、
縦
三
・
四
セ
ン
チ
、
横
三
・
四
セ
ン
チ
）
と
い
う
蔵
書
印
が
あ
る
。
ま
た
、
奥
付
に
、 
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右
風
土
記
考 
播
磨
国
揖
西
郡
室
津
加
茂
神
社
祠
官
岡
平
満
蔵
本
明
治
廿
一
年
五
月 
編
修
長
重
野
安
繹
採
訪
明
年
十
一
月
謄
写
了 
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
書
は
、
播
磨
国
揖
西
郡
室
津
の
加
茂
神
社
の
祠
官
で
あ
っ
た
岡
平
満
の
蔵
書
を
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
五
月
、
重
野
安
繹
が
加
茂
神
社
を
訪
れ
、
翌
年
十
一
月
に
謄
写
し
お
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
本
書
を
謄
写
し
た
重
野
安
繹
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
か
ら
開
始
さ
れ
た
漢
文
体
編
年
修
史
『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
修
に
編
修
長
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
本
書
の
謄
写
も
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 
ち
な
み
に
、『
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
四
月
）
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
項
に
は
、 
（
前
略
）
国
会
（
明
治
写
）（
一
冊
）・
内
閣
（
文
久
二
写
）（
明
治
写
、
二
部
）・
静
嘉
（
三
部
）・
東
洋
岩
崎
（
諸
国
風
土
記
及
図
田
帳
の
内
、
二
部
）・
宮
書
（
嘉
永
五
谷
森
善
臣
写
、
地
名
・
人
名
目
録
を
付
す
、
三
冊
）（
明
治
写
）（
二
部
）・
関
大
・
九
大
・
京
大
・
教
大
（
二
部
）・
国
学
院
（
文
久
二
写
）・
早
大
（
常
陸
風
土
記
と
合
）・
東
大
・
東
大
史
料
（
兵
庫
賀
茂
神
社
蔵
本
写
）・
広
島
大
・
愛
媛
伊
予
史
・
岩
手
（
三
浦
義
好
写
、
常
陸
風
土
記
と
合
）・
大
阪
府
石
崎
（
文
久
元
写
）・
岩
瀬
（
安
政
五
速
水
行
道
写
）（
三
部
）・
金
沢
市
加
越
能
（
松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
四
三
）・
川
越
（
明
治
写
）・
北
野
・
金
刀
比
羅
・
神
宮
（
文
久
元
写
）（
二
冊
）・
鈴
鹿
・
多
和
（「
風
土
記
播
磨
国
」）・
茶
図
竹
相
・
天
理
（
首
欠
、
平
安
中
期
写
一
軸
、
国
宝
）・
丸
山
・
無
窮
神
習
（
大
安
寺
資
財
知
行
と
合
）（
三
部
）・
旧
彰
考
（
安
政
四
年
写
）（
一
冊
）
（
後
略
） 
と
あ
っ
て
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
写
本
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
「
兵
庫
県
賀
茂
神
社
蔵
本
」
と
さ
れ
る
一
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
は
、
こ
と
に
よ
る
と
、『
播
磨
風
土
記
考
』
と
と
も
に
、
重
野
安
繹
が
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
加
茂
神
社
で
採
訪
・
書
写
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
一
本
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。 
周
知
の
よ
う
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
同
所
か
ら
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
目
録
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
同
書
第
二
部
「
和
漢
書
写
本
編
」
に
は
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
写
本
や
古
記
録
に
つ
い
て
の
書
誌
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
こ
の
図
書
目
録
に
も
「
兵
庫
賀
茂
神
社
蔵
本
写
」
と
さ
れ
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
写
本
は
見
当
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
史
料
編
纂
所
だ
け
で
な
く
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
も
、
こ
れ
に
該
当
す
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
写
本
は
存
在
し
な
い
。 
そ
も
そ
も
、『
国
書
総
目
録
』
は
い
か
な
る
目
録
類
に
よ
っ
て
、
こ
の
写
本
を
記
し
た
の
か
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
原
本
を
確
認
し
え
な
い
状
況
で
は
、
こ
れ
が
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重
野
安
繹
の
採
訪
の
際
に
写
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
明
確
に
し
が
た
い
の
で
あ
る
。 
 
 
三
、『
播
磨
風
土
記
考
』
の
構
成
と
内
容 
 
つ
ぎ
に
、
本
書
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
の
べ
る
。 
本
書
の
注
釈
の
範
囲
は
、
賀
古
郡
か
ら
美
嚢
郡
（
本
書
で
は
三
嚢
郡
と
表
記
）
ま
で
で
、
現
存
す
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
す
べ
て
の
郡
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
賀
古
郡
（
印
南
郡
を
含
む
５
）・
餝
磨
郡
・
揖
保
郡
・
讃
容
郡
・
宍
禾
郡
・
神
前
郡
は
、
郡
・
里
・
字
に
至
る
ま
で
豊
富
な
注
釈
が
存
す
る
の
に
対
し
、
託
賀
郡
・
賀
毛
郡
・
美
嚢
郡
は
郡
名
の
み
に
簡
単
な
注
釈
を
施
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
第
三
十
二
丁
オ
の
神
前
郡
的
部
の
石
坐
神
山
の
記
述
の
あ
と
に
は
、 
安
政
六
年
己
未
三
月
十
一
日
書
竟
ぬ 
岡 
平
保 
と
あ
り
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
注
釈
は
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
第
三
十
二
丁
ウ
に
余
白
が
あ
り
、
第
三
十
三
丁
オ
か
ら
第
三
十
五
丁
ウ
に
か
け
て
加
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
形
跡
が
あ
る
。
加
筆
部
分
で
は
、
現
存
す
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
欠
け
て
い
る
明
石
郡
と
赤
穂
郡
の
記
述
の
所
在
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
て
い
る
。 
内
容
は
、
地
名
の
考
証
・
解
説
、
風
土
記
本
文
に
関
す
る
若
干
の
校
訂
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
風
土
記
に
み
え
る
地
名
由
来
や
比
定
を
、『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』・『
万
葉
集
』・『
延
喜
式
』
神
名
帳
・『
和
名
抄
』・『
播
磨
鑑
』・『
播
磨
事
始
経
歴
考
』
な
ど
の
文
献
を
用
い
て
注
釈
し
て
い
る
。 
引
用
文
献
の
な
か
で
は
、『
播
磨
鑑
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
が
、
同
書
は
、
播
磨
国
印
南
郡
平
津
村
（
兵
庫
県
加
古
川
市
米
田
町
平
津
）
の
医
家
・
暦
算
家
の
平
野
庸つね
修なが
が
著
し
た
地
誌
で
あ
り
、
全
十
七
冊
。
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
正
式
に
は
『
地
誌
播
磨
鑑
』
と
い
い
、
そ
の
内
容
は
、
餝
東
郡
か
ら
赤
穂
郡
の
十
六
郡
の
神
社
・
寺
院
・
名
所
・
旧
跡
・
城
地
・
地
名
の
起
原
沿
革
、
政
事
・
宗
教
・
産
業
・
偉
人
の
事
蹟
に
わ
た
る
。『
播
磨
鑑
』
は
、
当
時
存
在
し
た
播
磨
関
係
の
文
献
は
す
べ
て
参
照
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、
岡
平
保
も
、
地
名
の
解
説
や
考
証
に
同
書
を
積
極
的
に
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。 
次
に
、
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
が
、
こ
こ
ろ
み
に
、
冒
頭
の
賀
古
郡
日
岡
（
第
二
丁
オ
～
第
三
丁
ウ
）
を
あ
げ
て
み
よ
う
。 
賀
古
郡
日
岡 
故
号
二
日
岡
一
此
岡
有
二
比
礼
墓
一
云
々
は
、
故
号
二
日
岡
一
於
二
此
岡
一
坐
神
者
曰
二
大
御
津
齒
命
子
伊
波
都
比
古
命
一
亦
有
二
比
礼
墓
一
所
以
号
二
褶
墓
一
云
々
な
と
あ
り
た
る
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
さ
て
記
中
巻
に
於
針
間
國
氷
河
之
前
居
忌
瓮
而
云
々
と
あ
れ
と
、
今
氷
河
と
い
ふ
河
な
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
十
年
は
か
り
さ
き
に
考
へ
た
る
も
の
あ
り
。
そ
の
よ
し
か
き
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つ
く
。
抑
式
の
神
名
帳
に
、
賀
古
郡
日
岡
坐
天
乃
伊
佐
々
日
子
神
社
と
載
ら
れ
た
り
。
さ
れ
と
今
日
岡
の
御
社
と
い
ふ
は
な
く
て
、
加
古
郡
加
古
川
村
よ
り
二
十
町
は
か
り
北
に
大
野
村
と
い
ふ
村
あ
り
。
此
村
の
北
な
る
山
に
日
向
大
明
神
と
称
へ
奉
れ
る
御
社
あ
り
。加
古
川
の
流
よ
り
い
と
〳
〵
ち
か
し
是
や
日
岡
坐
天
乃
伊
佐
々
日
子
神
社
な
ら
ん
と
そ
お
も
は
る
ゝ
。
そ
の
よ
し
は
、
ヒ
ノ
ヲ
カ
を
後
に
ヒ
ヲ
カ
と
い
ひ
て
、
其
ヒ
ヲ
カ
を
ヒ
ウ
カ
と
訛
り
て
、
終
に
文
字
さ
へ
日
向
に
成
た
る
物
な
ら
ん
。
猶
さ
は
な
く
と
も
日
向
と
日
岡
と
は
文
字
の
形
も
よ
く
似
た
れ
は
、
誤
れ
る
に
て
も
あ
ら
ん
。
然
お
も
ふ
に
つ
き
て
、
此
御
社
に
ま
ゐ
り
て
別
當
多
聞
院
か
り
に
ゆ
き
て
尋
ぬ
る
に
、
多
聞
院
の
い
は
く
、
此
社
は
延
喜
式
神
名
帳
に
日
岡
坐
天
乃
伊
佐
々
日
子
神
社
と
あ
る
社
に
て
、
む
か
し
は
日
岡
と
申
候
を
、
い
つ
の
比
よ
り
か
日
向
大
明
神
と
申
な
ら
は
し
は
去
な
か
ら
、
祭
神
は
伊
佐
々
日
子
神
に
て
は
な
し
。
吉
備
津
日
子
命
に
て
候
。
是
の
み
不
審
に
候
と
い
へ
り
。
ま
こ
と
に
我
思
ふ
よ
し
に
、
い
さ
ゝ
か
も
違
は
さ
り
け
り
。
か
れ
つ
ら
つ
ら
考
ふ
る
に
、
此
あ
た
り
の
旧
き
地
名
を
比
と
い
ひ
て
、
そ
の
比
と
い
ふ
處
の
岡
な
る
に
よ
り
て
、
比
能
乎
加
と
は
い
へ
る
も
の
な
ら
ん
。
さ
ら
は
氷
河
も
此
比
と
い
ふ
所
に
流
れ
た
る
川
な
る
に
よ
り
て
比
能
加
波
と
い
ゝ
た
る
物
な
ら
ん
。
然
る
時
は
此
加
古
川
や
か
て
氷
河
な
り
。
ま
た
伊
佐
々
日
子
神
は
記
に
伊
佐
勢
理
毘
古
命
紀
ニ
ハ
五
十
芹
彦
命
と
あ
れ
は
、
此
御
子
の
事
な
る
へ
し
。
神
名
帳
に
は
か
ゝ
る
類
を
り
〳
〵
あ
り
此
皇
子
は
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇
命
孝
霊
天
皇
の
御
子
に
坐
て
、
は
し
め
の
御
名
は
伊
佐
勢
理
毘
古
と
申
し
ゝ
を
、
吉
備
國
を
言
向
和
給
ひ
し
に
よ
り
て
、
大
吉
備
津
日
子
命
と
御
名
お
ひ
給
へ
り
。
多
聞
院
の
伊
佐
々
日
子
神
に
て
は
な
く
、
吉
備
津
日
子
命
に
て
候
と
い
へ
る
は
、
か
ゝ
る
よ
し
を
し
ら
て
い
へ
る
に
て
、
や
か
て
同
し
命
の
こ
と
な
り
。
さ
て
ま
た
唯
に
吉
備
津
日
子
命
と
い
へ
る
は
、
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
と
ま
き
ら
は
し
け
れ
と
、
是
は
人
み
な
も
い
ふ
事
に
て
、
吉
備
中
國
に
ま
す
を
も
唯
吉
備
津
日
子
命
と
い
へ
れ
は
、
そ
れ
と
お
な
し
類
に
て
、
是
も
大
吉
備
津
日
子
命
の
事
な
り
と
お
し
は
か
ら
る
ゝ
な
り 
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
部
分
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
本
文
で
あ
る
が
、
風
土
記
本
文
を
全
文
引
用
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
注
釈
を
施
す
記
事
・
語
句
（
地
名
）
だ
け
を
必
要
に
応
じ
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
風
土
記
本
文
の
校
訂
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
名
の
考
証
や
比
定
に
重
点
を
置
い
た
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
風
土
記
の
本
文
の
引
用
と
注
釈
部
分
を
区
別
す
る
た
め
、
注
釈
は
一
字
下
げ
て
記
す
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
注
釈
で
は
、 
か
れ
つ
ら
つ
ら
考
ふ
る
に
、
此
あ
た
り
の
旧
き
地
名
を
比
と
い
ひ
て
、
そ
の
比
と
い
ふ
處
の
岡
な
る
に
よ
り
て
、
比
能
乎
加
と
は
い
へ
る
も
の
な
ら
ん
。
さ
ら
は
氷
河
も
此
比
と
い
ふ
所
に
流
れ
た
る
川
な
る
に
よ
り
て
比
能
加
波
と
い
ゝ
た
る
物
な
ら
ん
。
然
る
時
は
此
加
古
川
や
か
て
氷
河
な
り 
な
ど
と
、『
古
事
記
』
な
ど
の
文
献
を
引
き
つ
つ
、
さ
ら
に
は
自
身
が
も
つ
知
識
を
駆
使
し
て
独
自
に
考
証
を
行
っ
て
い
る
。 
次
に
、
揖
保
郡
浦
上
里
室
原
泊
（
第
十
八
丁
オ
～
第
二
十
丁
ウ
）
の
記
述
を
紹
介
し
て
お
く
。 
浦
上
里 
室
原
泊 
家
嶋 
韓
荷
嶋 
高
嶋 
（
前
略
） 
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○
室
原
泊
中
臣
連
胤
は
原
の
字
衍
か
と
い
へ
り
こ
ゝ
に
一
の
考
へ
あ
り
。
本
朝
文
粋
に
一
重
請
修
復
播
磨
国
魚
住
泊
事
。
右
臣
伏
見
山
陽
西
海
南
海
三
道
舟
船
海
行
之
程
。
自
檉
生
泊
至
韓
泊
一
日
行
。
自
韓
泊
至
魚
住
泊
一
日
行
。
自
魚
住
泊
至
大
輪
田
泊
一
日
行
。
自
大
輪
田
泊
至
河
尻
一
日
行
云
々
。
延
喜
十
四
年
四
月
廿
八
日
。
従
四
位
上
行
式
部
大
輔
臣
三
善
朝
臣
清
行
上
封
事
と
あ
り
。
此
文
に
よ
り
て
考
ふ
れ
は
、
檉
生
泊
は
正
し
く
室
泊
の
事
な
り
。
然
る
に
此
記
に
は
室
原
泊
と
あ
り
。
是
を
い
か
に
と
お
も
ひ
て
、
よ
く
思
ひ
め
く
ら
せ
は
、
浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
し
の
ふ
れ
と
ゝ
も
あ
れ
は
、
生
と
い
ふ
も
原
と
い
ふ
も
心
は
へ
は
し
事
な
り
。
ま
た
田
を
フ
と
も
よ
め
は
、
原
を
も
フ
と
よ
め
る
事
も
あ
ら
ん
か
と
考
へ
て
、
秋
元
安
民
に
と
へ
る
に
、
安
民
の
い
は
く
、
万
葉
集
に
原
を
フ
と
よ
ま
せ
た
る
処
、
一
處
あ
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
は
原
は
衍
に
は
あ
ら
て
、
室
ム
ロ
ノ
原フノ
泊
ト
マ
リ
と
い
ふ
か
。
全
き
名
に
し
て
室
泊
と
い
ふ
は
略
た
る
名
な
り
。 
◎
因
に
い
ふ
韓
泊
は
檉
生
泊
よ
り
魚
住
泊
ま
て
の
中
ら
に
あ
り
ぬ
へ
き
を
、
今
そ
の
名
た
え
て
し
れ
す
。
強
て
い
は
ゝ
、
今
の
福
泊
の
事
な
ら
ん
か
。
是
は
餝
万
郡
韓
室
と
同
し
類
に
名
の
あ
し
き
を
嫌
ひ
て
、
韓
を
福
に
か
へ
た
る
に
て
も
あ
り
ぬ
へ
し
。
か
く
み
る
時
は
、
一
日
行
と
あ
る
に
も
よ
く
合
へ
り
我
室
の
浦
は
の
鳴
島
、
屍
嶋
も
い
つ
の
頃
よ
り
か
き
み
嶋
か
つ
ら
島
と
い
へ
り
。
是
も
其
名
の
あ
し
き
に
よ
り
て
改
た
る
も
の
也
。
◎
さ
て
追
考
記
元
和
年
中
に
室
津
の
事
を
記
せ
る
書
也
に
山
三
方
を
か
こ
み
て
往
来
の
客
船
風
波
の
難
を
し
の
き
江
中
静
謐
な
り
け
れ
は
、
室
中
に
異
な
ら
す
と
て
、
室
津
と
名
付
そ
か
し
な
り
と
あ
る
は
此
記
に
所
二
以
号
レ
室
一
者
。
此
泊
防
レ
風
如
レ
室
。
故
因
為
レ
名
と
あ
る
と
同
し
事
に
て
い
と
め
て
た
し
。
韓
荷
島
の
い
ひ
傳
へ
も
此
記
と
同
し
さ
ま
也
。
そ
は
そ
こ
に
い
ふ
へ
し
御
津
白
貝
浦
、
此
二
の
名
、
今
絶
て
な
け
れ
は
知
か
た
け
れ
と
、
室
津
の
内
に
あ
り
ぬ
へ
し
。
室
津
と
い
ふ
は
、
東
は
伊
津
村
に
さ
か
ひ
、
西
は
赤
穂
郡
の
堺
に
い
た
る
ま
て
室
津
の
内
な
り
。
此
間
二
里
に
あ
ま
り
て
浦
々
多
し
鳴
島
、
屍
島
の
な
き
は
い
か
に
そ
や
。
此
記
の
成
れ
る
頃
は
、
此
二
島
と
も
に
赤
穂
郡
に
属
る
か
。
今
も
鳴
島
は
揖
西
赤
穂
の
二
郡
に
度
り
、
屍
島
は
み
な
か
ら
赤
穂
郡
に
属
り
。
さ
て
ま
た
中
昔
に
室
と
い
ひ
し
は
、
今
の
我
産
土
わ
た
り
の
み
の
事
に
は
あ
ら
て
、
揖
保
川
の
西
濱
田
村
刈
屋
村
あ
た
り
。
ま
た
河
内
谷
河
内
谷
と
は
馬
場
村
よ
り
東
し
揖
保
川
よ
り
西
を
い
へ
り 
○
濱
田
刈
屋
は
室
よ
り
辰
巳
に
あ
た
り
河
内
谷
は
子
丑
に
あ
た
れ
り
こ
れ
ら
み
な
室
と
い
ひ
し
な
ら
ん
と
お
も
ふ
事
、
寛
治
の
頃
よ
り
嘉
吉
の
頃
ま
て
の
も
の
に
據
あ
り
。
事
長
け
れ
は
此
處
に
は
略
し
ぬ
。
此
事
は
社
記
に
委
し
く
論
へ
り
（
後
略
） 
こ
の
引
用
箇
所
の
場
合
、
風
土
記
か
ら
は
里
名
と
地
名
の
み
を
引
き
、
賀
古
郡
の
例
よ
り
も
簡
略
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
釈
は
詳
細
で
、
他
の
箇
所
と
く
ら
べ
て
も
格
段
に
字
数
が
多
い
。 
『
本
朝
文
粋
』
を
引
き
、
檉
生
泊
を
室
原
泊
に
比
定
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
室
原
の
訓
、
地
名
由
来
な
ど
、
詳
細
を
極
め
る
が
、
室
原
（
室
津
）
は
平
保
の
出
身
地
で
あ
り
、こ
と
さ
ら
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
地
元
の
人
間
な
ら
で
は
の
考
証
は
説
得
力
が
あ
る
。 
ち
な
み
に
、
賀
古
郡
や
揖
保
郡
浦
上
里
の
引
用
箇
所
で
、
別
当
多
聞
院
（
五
50 
峰
山
光
明
寺
の
僧
か
）
と
の
や
り
と
り
の
様
子
が
み
え
、
ほ
か
に
、
中
臣
連
胤
（
寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
〉
生
、
明
治
三
年
〈
一
八
七
一
〉
薨
。
京
都
の
吉
田
神
社
の
神
職
・
国
学
者
）、
秋
元
安
民
（
文
政
六
年
〈
一
八
二
三
〉
生
、
文
久
二
年
〈
一
八
六
二
〉
没
。
姫
路
藩
士
・
国
学
者
）
な
ど
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
平
保
は
国
学
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
人
々
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
最
後
に
、
い
ま
一
つ
託
賀
郡
・
賀
毛
郡
・
美
嚢
郡
の
記
述
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。 
託
賀
郡 
春
日
大
明
神 
黒
田
庄
田
高
村
、
石
原
村
と
あ
り
。
ま
た
黒
田
村
と
い
ふ
も
あ
り
。
は
り
ま
鑑
に 
津
万
庄
比
延
村
高
多
庄
荒
田
村
な
と
今
あ
れ
と
、
委
し
き
事
を
し
ら
す
。 
賀
毛
郡 
玉
野
村
河
合
郷
鴨
谷
・
コ
セ
・
山
田
・
河
内
・
加
毛
・
穂
積
な
と
あ
れ
と
、
是
も
く
わ
し
く
は
し
ら
す
。 
三
嚢
郡 
志
深
、
和
名
抄
に
は
此
郡
の
内
な
り
。
今
も
志
深
庄
池
野
村
に
二
皇
子
の
古
跡
あ
り
と
き
く
。
さ
て
池
野
村
は
赤
石
郡
の
さ
か
ひ
な
る
よ
し
也
。 
右
に
引
い
た
三
郡
の
記
述
を
み
て
み
る
と
、
郡
名
を
引
用
し
て
、
当
時
の
地
名
を
あ
げ
る
の
み
で
、里
名
や
地
名
由
来
の
考
証
を
行
っ
て
い
な
い
。し
か
も
、
託
賀
郡
と
賀
毛
郡
に
は
、「
委
し
き
事
を
し
ら
す
」
な
ど
と
い
い
、
美
嚢
郡
は
『
和
名
抄
』
を
引
用
し
て
は
い
る
も
の
の
、「
今
も
志
深
井
庄
池
野
村
に
二
皇
子
の
古
跡
あ
り
と
き
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
平
保
は
二
皇
子
の
古
蹟
を
実
際
に
踏
査
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
秋
本
吉
郎
氏
は
、「
惜
し
む
ら
く
は
海
沿
ひ
の
賀
古
・
印
南
・
餝
磨
・
揖
保
の
四
郡
―
こ
と
に
後
の
二
郡
―
に
詳
し
く
し
て
、
山
間
の
六
郡
（
讃
容
・
宍
禾
・
神
前
・
託
賀
・
賀
毛
・
美
嚢 
※
筆
者
注
）
に
は
手
の
及
ば
な
か
っ
た
点
が
可
成
り
多
い
の
で
あ
る
６
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
な
か
で
も
託
賀
・
賀
毛
・
美
嚢
の
三
郡
の
記
述
の
簡
略
さ
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。 
か
か
る
記
述
の
精
粗
は
、こ
れ
ら
の
郡
は
岡
平
保
に
と
っ
て
な
じ
み
も
薄
く
、
知
識
や
情
報
量
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
託
賀
・
賀
毛
・
美
嚢
の
三
郡
は
播
磨
国
北
東
部
に
位
置
し
、平
保
の
居
住
し
た
揖
保
郡
か
ら
は
遠
く
、
そ
の
た
め
、
平
保
も
こ
れ
ら
の
土
地
の
こ
と
は
不
案
内
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
  
四
、『
播
磨
風
土
記
考
』
の
附
箋
や
加
筆 
 
と
こ
ろ
で
、
本
書
に
は
秋
本
吉
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
夥
し
い
数
の
附
箋
や
加
筆
が
み
ら
れ
る
７
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
の
点
に
も
つ
い
て
詳
し
く
み
て
お
き
た
い
。 
ま
ず
、
附
箋
だ
が
、
そ
の
形
に
は
二
種
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
附
箋
と
し
て
貼
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
二
十
八
箇
所
）、
②
「
附
箋
」
と
傍
書
さ
れ
、
本
文
や
頭
注
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
（
九
箇
所
）、
で
、
二
つ
を
あ
わ
せ
る
と
、
三
十
七
箇
所
の
附
箋
が
あ
る
。
附
箋
の
形
式
と
所
在
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
51 
通
り
で
あ
る
（
数
字
は
各
丁
の
表
裏
別
に
み
た
附
箋
の
数
を
表
す
）。 
丁 ①貼付 ②書入 備考 丁 ①貼付 ②書入 備考
オ オ
ウ ウ
オ オ
ウ ウ
オ オ
ウ 2 ウ
オ オ
ウ ウ
オ オ
ウ ウ 1
オ オ
ウ ウ
オ 1 オ 1
ウ ウ
オ 1 オ 1
ウ ウ 1
オ 1 1 オ 1
ウ ウ
オ オ
ウ ウ 1
オ オ 2
ウ ウ 1
オ オ 3 岡平保奥書
ウ 2 ウ
オ 2 1 オ 2
ウ 1 1 頭注に書入 ウ
オ オ
ウ 1 ウ
オ 2 1 オ
ウ ウ
オ オ
ウ ウ
オ 1 オ 地図
ウ ウ 地図
オ 重野安繹奥書
ウ 1 小計 28 9 合計37(①+②)
オ 1
ウ
オ 2
ウ 1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
33
19
20
21
22
23
24
25
26
27
34
35
36
37
付箋の形式と所在
28
29
30
31
32
 
話
が
前
後
す
る
が
、
先
に
②
に
つ
い
て
、
の
べ
て
お
く
。 
宍
禾
郡
安
師
里
（
第
二
十
七
丁
ウ
～
第
二
十
八
丁
ウ
）
お
よ
び
同
郡
石
作
里
（
第
二
十
八
丁
ウ
）
の
条
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。（
文
中
に
付
さ
れ
た
「
○
」
や
「
△
」
の
記
号
は
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
） 
宍
禾
郡 
（
中
略
） 
安
師
里 
酒
加 
山
崎
よ
り
五
十
丁
東
南
の
方
な
り
。
さ
て
和
名
抄
に
は
安
志
と
い
ふ
郷
名
あ
り
て
、
安
師
と
い
ふ
は
な
く
、
此
記
に
は
安
志
の
号
な
し
。
さ
れ
と
和
名
抄
に
假
字
な
け
れ
は
、
阿
那
之
と
よ
む
か
。
阿
年
志
と
よ
む
に
か
知
か
た
し
。
ま
た
文
治
二
年
九
月
五
日
源
頼
朝
卿
の
古
文
に
も
、
安
志
庄
林
田
庄
室
御
厨
と
あ
れ
と
、
こ
も
か
な
ゝ
け
れ
は
い
か
に
訓
し
に
や
。
今
は
阿
牟
自
と
い
へ
り
。
そ
は
と
も
あ
れ
、
か
く
も
あ
れ
須
加
と
い
ふ
處
も
安
志
よ
り
十
二
三
丁
は
か
り
西
に
あ
れ
は
、
こ
れ
そ
こ
の
安
師
里
な
る
事
は
論
ひ
な
し
と
思
ふ
れ
し
も
、
但
馬
考
を
み
れ
は
此
考
は
宝
暦
元
年
に
出
石
儒
桜
井
良
幹
の
著
述
な
り
出
石
郡
安
美
郷
ノ
内
成
支
名
安
富
名
福
成
名
ナ
ト
ア
リ
。
安
美
ハ
今
穴
見
谷
ナ
レ
ト
、
其
名
ノ
地
ハ
シ
レ
ス
云
々
と
あ
り
。
和
名
抄
に
は
安
美
あ
れ
と
、
穴
見
と
書
に
よ
り
て
阿
奈
身
と
よ
む
こ
と
し
ら
れ
た
り
。
ま
た
餝
磨
郡
の
安
師
は
、
和
名
抄
に
穴
無
安
奈
之
と
あ
り
。
か
れ
か
た
〳
〵
に
よ
り
て
、
此
処
も
阿
奈
之
な
る
事
し
ら
れ
た
り
。
安
を
阿
奈
と
よ
む
は
信
濃
因
幡
の
例
な
り
。
△附箋
は
り
ま
鑑
に
、
石
保
郷
須
加
村
、
此
ヒ
チ
リ
キ
ノ
宮
ト
云
ハ
、
今
ハ
遥
拜
宮
ト
モ
申
奉
ル
。
山
崎
町
ノ
東
北
ニ
ア
タ
リ
テ
大
河
ア
リ
。
此
河
ノ
東
ノ
ホ
ト
リ
ニ
小
宮
オ
ハ
シ
ケ
ル
。
神
戸
一
宮
ノ
末
社
ナ
リ
ト
（
マ
マ
）
と
あ
り
。
又
熊
ヶ
嶽
石
保
郷
桟
村
ニ
ア
リ
。
山
崎
ヨ
リ
二
里
北
と
み
え
た
り
。 
石
作
里 
伊
加
麻
川 
伊
加
麻
川
は
今
五
十
波
と
書
て
イ
カ
バ
と
い
ひ
て
、
山
崎
よ
り
丑
寅
方
一
里
は
か
り
あ
り
。
正
し
く
是
な
り
。
○
附
箋
朝
水
山
城 
廣
瀬
郷
五
十
52 
波
村
山
崎
ヨ
リ
一
里
北
ニ
ア
タ
ル
高
山
ナ
リ
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
。 
 
こ
れ
を
み
る
と
、
安
師
里
の
酒
加
と
石
作
里
の
伊
加
麻
川
に
つ
い
て
の
注
釈
文
の
後
に
「
△
」
や
「
○
」
と
い
っ
た
記
号
が
あ
り
、「
附
箋
」
と
傍
書
さ
れ
、
酒
加
に
は
「
△附箋
は
り
ま
鑑
に
、
石
保
郷
須
加
村
、
此
ヒ
チ
リ
キ
ノ
宮
ト
云
ハ
、
今
ハ
遥
拜
宮
ト
モ
申
奉
ル
。
山
崎
町
ノ
東
北
ニ
ア
タ
リ
テ
大
河
ア
リ
。
此
河
ノ
東
ノ
ホ
ト
リ
ニ
小
宮
オ
ハ
シ
ケ
ル
。
神
戸
一
宮
ノ
末
社
ナ
リ
ト
（
マ
マ
）
と
あ
り
。
又
熊
ヶ
嶽
石
保
郷
桟
村
ニ
ア
リ
。
山
崎
ヨ
リ
二
里
北
と
み
え
た
り
。」、
伊
加
麻
川
に
は
「
○
附
箋
朝
水
山
城 
廣
瀬
郷
五
十
波
村
山
崎
ヨ
リ
一
里
北
ニ
ア
タ
ル
高
山
ナ
リ
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。 
な
か
で
も
第
九
丁
オ
・
第
十
三
丁
オ
・
第
十
三
丁
ウ
・
第
十
五
丁
オ
は
、
①
と
②
両
方
の
形
式
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
①
は
後
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
②
は
も
と
も
と
「
附
箋
」
と
し
て
貼
付
け
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
②
の
場
合
、
平
保
が
わ
ざ
わ
ざ
「
附
箋
」
と
傍
書
し
て
本
文
や
頭
注
と
し
て
書
き
込
む
こ
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
、
も
と
も
と
は
文
字
通
り
「
附
箋
」
と
し
て
貼
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
こ
れ
を
書
写
し
た
者
が
本
文
に
編
入
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 
で
は
、
誰
が
い
っ
た
い
こ
の
よ
う
な
加
工
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
本
書
を
謄
写
し
た
重
野
安
繹
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
立
場
上
、
彼
が
採
訪
し
た
史
料
の
原
形
を
損
ね
る
よ
う
な
こ
と
は
、
ま
ず
し
な
い
で
あ
ろ
う
。 
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
本
書
が
岡
平
満
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
と
記
す
、
奥
書
の
記
載
で
あ
る
。
本
書
を
所
持
し
て
い
た
の
が
平
満
な
ら
ば
、
彼
が
手
を
加
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
さ
き
に
も
の
べ
た
と
お
り
、
本
書
の
第
三
十
二
丁
オ
に
は
「
安
政
六
年
己
未
三
月
十
一
日
書
竟
ぬ
」
と
い
う
文
言
と
、
平
保
の
名
を
記
す
奥
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
、
す
な
わ
ち
、
第
三
十
三
丁
オ
以
後
に
は
補
訂
の
痕
跡
が
残
る
の
で
あ
る
。 繰
り
返
し
に
な
る
が
、
奥
書
よ
り
も
前
の
部
分
で
は
、
本
文
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
「
附
箋
」
の
例
が
第
三
十
三
丁
オ
以
後
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
、
平
満
が
こ
れ
を
書
き
写
す
際
、
も
と
あ
っ
た
附
箋
を
本
文
や
頭
注
に
編
入
し
、
平
保
が
記
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
、
適
宜
、
附
箋
に
よ
っ
て
増
補
し
た
と
考
え
れ
ば
、
附
箋
に
二
種
あ
る
こ
と
も
合
理
的
に
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
加
筆
を
お
こ
な
っ
た
人
物
は
、
秋
本
氏
の
指
摘
す
る
平
保
で
は
な
く
、
平
満
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
と
こ
ろ
で
、
平
満
の
加
筆
部
分
と
思
し
き
第
三
十
三
丁
オ
～
第
三
十
三
丁
ウ
に
は
、
現
存
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
な
い
明
石
・
赤
穂
二
郡
に
つ
い
て
の
考
証
が
存
在
す
る
。こ
と
の
つ
い
で
に
こ
の
考
証
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。 
 
ま
ず
、
当
該
部
分
の
記
述
を
引
用
し
て
お
く
。 
○
或
人
此
記
を
み
て
い
へ
ら
く
、
明
石
郡
は
巻
首
な
れ
は
、
欠
も
し
け
ん
を
、
中
ら
な
る
赤
穂
郡
の
か
く
へ
き
よ
し
な
し
。
い
と
い
ふ
か
し
と
い
へ
53 
り
。
我
い
ら
へ
け
ら
く
、
赤
穂
郡
な
り
か
ら
に
あ
ら
ず
。
此
記
も
と
は
、
明
石
郡
よ
り
揖
保
郡
ま
て
を
上
の
巻
と
し
、
赤
穂
郡
よ
り
以
下
を
下
の
巻
と
し
て
二
巻
な
る
へ
し
。
さ
れ
は
明
石
郡
は
上
巻
の
首
、
赤
穂
郡
は
下
巻
の
は
し
め
な
る
か
ら
に
、破
損
は
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
い
ら
へ
け
れ
は
、
ま
た
曰
、
二
巻
な
ら
は
、
六
郡
つ
ゝ
に
わ
け
て
、
赤
穂
郡
は
上
巻
の
尾
に
あ
る
へ
き
こ
と
わ
り
な
り
と
い
へ
り
。
ま
た
こ
た
ふ
、
郡
の
次
第
に
て
は
さ
る
こ
と
な
か
ら
、
餝
萬
、
揖
保
の
二
郡
に
里
か
す
お
ほ
け
れ
は
、
郡
の
か
す
に
は
か
ゝ
は
ら
て
、
わ
か
ち
た
る
も
の
な
る
へ
し
。
も
し
ま
た
郡
の
次
第
を
も
て
、
赤
穂
郡
ま
て
上
巻
な
ら
は
、
そ
の
上
巻
の
首
尾
の
か
け
し
な
り
と
み
て
も
、
い
ふ
か
し
き
事
さ
ら
に
な
し
。 
 
こ
れ
は
、
現
存
本
『
播
磨
国
風
土
記
』
が
明
石
郡
と
赤
穂
郡
の
記
述
を
欠
い
て
い
る
理
由
を
合
理
的
に
解
釈
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
箇
所
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』
は
上
下
二
巻
に
分
か
れ
て
お
り
、
明
石
郡
は
上
巻
の
巻
首
に
、
赤
穂
郡
は
下
巻
の
巻
尾
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
他
の
四
風
土
記
で
は
複
数
巻
に
分
か
れ
て
い
る
例
が
な
い
こ
と
を
思
う
と
、
妥
当
な
解
釈
と
は
い
え
な
い
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
で
は
あ
る
。 
こ
う
し
て
み
る
と
、
平
満
自
身
も
、
風
土
記
に
対
し
て
は
深
い
見
識
を
有
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
し
い
来
歴
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
『
播
磨
風
土
記
考
』
に
つ
い
て
は
、 １
、
第
一
丁
～
第
三
十
二
丁
オ
の
奥
書
ま
で
と
第
三
十
七
丁
の
地
図
、
九
箇
所
に
附
箋
を
施
し
た
も
の
（
原
本
） 
２
、
１
を
岡
平
満
が
九
箇
所
の
附
箋
を
本
文
・
頭
注
に
組
み
込
ん
で
写
し
、
第
三
十
三
丁
オ
～
第
三
十
五
丁
ウ
ま
で
を
加
筆
、
岡
平
保
の
記
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
二
十
八
箇
所
に
附
箋
を
施
す
（
岡
平
満
蔵
本
） 
３
、
２
を
重
野
安
繹
が
謄
写
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
） 
と
い
う
、
最
低
で
も
三
つ
の
過
程
を
経
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
ん
に
ち
わ
れ
わ
れ
が
目
賭
す
る
『
播
磨
風
土
記
考
』
は
、
原
著
者
岡
平
保
が
執
筆
し
た
当
時
の
か
た
ち
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。 
 
五
、
岡
平
保
と
敷
田
年
治 
 
前
述
の
よ
う
に
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
谷
森
善
臣
が
三
條
西
家
本
の
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
書
写
し
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
岡
平
保
の
注
釈
が
完
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
栗
田
寛
が
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
を
あ
ら
わ
し
、
や
が
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
、
敷
田
年
治
の
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
８
が
登
場
す
る
。
な
か
で
も
、
最
後
の
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
『
播
磨
風
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土
記
考
』
と
か
か
わ
り
が
深
い
の
で
、
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。 
敷
田
年
治
は
、
幕
末
・
明
治
を
代
表
す
る
国
学
者
の
一
人
だ
が
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、
豊
前
国
宇
佐
郡
（
大
分
県
宇
佐
市
）
敷
田
村
の
二
葉
山
神
社
の
祠
官
、
宮
本
兼
継
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
、
同
郡
四
日
市
町
の
蛭
子
神
社
祠
官
で
あ
っ
た
吉
松
家
の
養
子
と
な
り
、
名
を
仲
治
と
改
名
す
る
も
の
の
、の
ち
に
年
治
と
改
名
し
て
帆
足
万
里
の
も
と
に
入
門
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
年
に
は
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
敷
田
姓
に
改
名
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
三
十
七
歳
と
な
っ
た
年
治
は
、
江
戸
に
遊
学
し
、
名
を
大
次
郎
と
改
名
す
る
と
と
も
に
、
旗
本
の
家
来
と
な
り
、
勤
め
な
が
ら
著
述
活
動
を
行
い
、
鈴
木
重
胤
や
黒
川
春
村
と
い
っ
た
国
学
者
た
ち
と
交
流
を
も
っ
た
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
和
学
講
談
所
に
教
官
と
し
て
出
仕
し
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
大
阪
へ
移
り
、
大
阪
国
学
教
習
所
の
講
師
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
佐
土
原
藩
主
島
津
忠
寛
に
仕
え
、
藩
の
教
授
と
な
り
、
道
修
町
の
藩
校
で
皇
典
を
教
授
し
た
が
、
同
五
年
（
一
八
七
二
）
に
隠
居
し
て
河
内
国
門
真
村
で
著
述
活
動
に
励
ん
だ
。
同
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
神
宮
祭
主
久
邇
宮
朝
彦
親
王
に
よ
り
伊
勢
の
神
宮
教
院
本
教
館
に
迎
え
ら
れ
、
翌
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
、
皇
學
館
の
創
設
に
あ
た
っ
て
教
頭
と
な
っ
た
が
、
同
十
六
年
（
一
八
八
三
）、
病
に
よ
り
河
内
国
へ
戻
っ
た
の
ち
、
同
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
大
阪
北
堀
江
に
百
園
塾
を
開
い
て
国
典
を
講
じ
、
晩
年
は
大
阪
に
住
み,
著
作
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
同
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
八
十
六
歳
で
死
去
。 
敷
田
年
治
は
、
生
前
厖
大
な
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
古
典
の
注
釈
に
力
を
注
ぎ
、『
古
事
記
標
注
』
や
『
日
本
紀
標
注
』
を
世
に
送
っ
た
。『
標
注
播
磨
風
土
記
』
も
、
彼
の
記
し
た
古
典
の
注
釈
書
の
一
つ
で
、
古
典
全
般
に
対
す
る
該
博
な
知
識
を
援
用
し
た
語
釈
は
、こ
ん
に
ち
な
お
利
用
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
。 
敷
田
年
治
が
研
究
対
象
と
し
て
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
取
り
あ
げ
た
経
緯
は
、
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
の
石
丸
忠
胤
に
よ
る
序
文
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
い
さ
さ
か
長
文
に
わ
た
る
が
、
以
下
、
当
該
箇
所
を
引
用
し
て
お
く
。 
（
前
略
）
蘇ソ
々モ
蒙ソ
々モ
瀰ミ
箇カ
始シ
報ホ
播ハリ
磨マ
風フ
土ド
記キ
馳チ
布フ
書フミ
簸ハ
。
千チ
年トセ
貳ニ
婀ア
縻マ
禮レ
瑠ル
楢ナラ
乃ノ
葉ハ
廼ノ
名ナ
柔ニ
負オ
扶フ
御ミ
代ヨ
能ノ
古フル
事コト
二ニ
儺ナ
門モ
有ア
累ル
乎ヲ
。
和ワ
銅ドウ
乃ノ
六ム
年トセ
等ト
云イ
妣ヒ
士シ
年トシ
耳ニ
。
天
ア
メ
ノ
下シタ
尓ニ
仰オホ
勢セ
言ゴト
在ア
理リ
天テ
。
郡
ア
ガ
タ
能ノ
内ウチ
迩ニ
何ナニ
仁ニ
萬マ
連レ
生オ
飛ヒ
出イ
逗ヅ
廬ル
物モノ
。
山ヤマ
川カハ
原ハラ
野ヌ
奈ナ
特ド
乃ノ
故ユヱ
縁ヨシ
。然サ
而テ
者ハ
其ソ
所コ
能ノ
老オレ
人ビト
廼ノ
語
カ
タ
リ
繼ツ
疑ギ
言イヒ
繼ツ
疑ギ
来キ
弩ヌ
類ル
事コト
等ドモ
。書モノ
尼ニ
記シル
之シ
底テ
奉
タ
テ
マ
ツ
例レ
縢ト
。仰オホ
世セ
言ゴト
在ア
唎リ
低テ
。
奉
タ
テ
マ
ツ
隣リ
死シ
時トキ
乃ノ
古フル
事コト
者ハ
。
即
ス
ナ
ハ
チ
是コレ
南ナ
廬ル
陪ベ
斯シ
。
世ヨ
耳ニ
正マサ
四シ
九ク
傳ツタ
破ハ
戻レ
琉ル
幡ハ
。
和ワ
頭ヅ
柯カ
尓ニ
二
フ
タ
ツ
三ミツ
那ナ
累ル
叙ゾ
口クチ
惜ヲ
斯シ
岐キ
。如カ
此ヽ
在
流ル
目メ
出デ
哆タ
枳キ
書フミ
乃ノ
鳩ク
例レ
當タ
氣ケ
能ノ
世ヨ
仁ニ
隠カク
侶ロ
臂ヒ
果ハテ
底ヽ
。知シ
連レ
琉ル
人ヒト
無ナカ
理リ
思シ
你ニ
。此コノ
三ミ
十ソ
年トセ
婆バ
珂カ
隣リ
以サ
前キ
迩ニ
顯アラ
半ハ
禮レ
出イ
田デ
黨タ
瑠ル
巴ハ
。青アヲ
柳ヤギ
廼ノ
異イ
鄧ト
珍メヅ
囉ラ
仕シ
倶ク
。薦コモ
枕
マ
ク
ラ
高タカ
玖ク
貴
タ
フ
ト
記キ
事コト
你ニ
那ナ
問モ
有ア
唎リ
祁ケ
屢ル
。然サ
者ハ
云イ
獘ヘ
。
荷カ
伐バ
嘉カ
里リ
宜ヨロ
新シ
岐キ
記フミ
刀ト
云イ
陛ヘ
杜ド
。
都ツ
賀ガ
乃ノ
樹キ
能ノ
弥イヤ
繼ツ
々ギ
擬ツ
々ギ
迩ニ
月ツキ
草クサ
乃ノ
烏ウ
菟ツ
偲シ
誤
ア
ヤ
マ
隣リ
加カ
吉キ
悲ヒ
雅ガ
綿メ
。
文モ
字ジ
落オチ
丹タ
瑠ル
那ナ
度ド
。
刈カリ
菰ゴモ
能ノ
未ミ
陀ダ
戻レ
緇シ
條ヲヂ
々〳〵
多オホ
在カ
理リ
家ケ
連レ
婆バ
。大オホ
形カタ
乃ノ
物モノ
知シリ
人ビト
數ス
浪ラ
。玉タマ
能ノ
小ヲ
琴ゴト
乃ノ
殊コト
迩ニ
讀ヨミ
得エ
餓ガ
天テ
尓ニ
殊ス
奈ナ
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留ル
怨ヲ
。
稻イナ
武ム
斯シ
廬ロ
敷シキ
田タ
廼ノ
大ウ
人シ
以レ
。
曽ソ
尓ニ
鳥ドリ
能ノ
曾ソ
高コ
袁ヲ
信シ
問モ
。
痛イタ
句ク
歎ナゲ
迦カ
斐ヒ
氐テ
。
古フル
文キ
書フミ
等ドモ
餘ヨ
理リ
證
ア
カ
シ
鳴ヲ
取トリ
出イ
殿デ
。
標シル
注ヘ
遠ヲ
加クハ
蔽ヘ
。
及マタ
訓ヨ
點ミ
散サ
閉ヘ
付ツ
介ケ
樂ラ
禮レ
低テ
。初ウヒ
學マナ
鼻ビ
乃ノ
輩
ト
モ
ガ
ラ
能ノ
讀ヨ
鵡ム
便ベ
枳キ
手タ
著ヅ
企キ
刀ト
充シ
文モ
。屋ヤ
追ツ
越ヲ
廼ノ
都ツ
婆バ
伎キ
都ツ
婆バ
良ラ
何カ
尓ニ
。菅スガ
乃ノ
根ネ
能ノ
年ネ
茂モ
居コ
露ロ
尓ニ
洩モ
琉ル
々ヽ
隈クマ
無ナ
衢ク
。迦カ
吉キ
著アラ
伴ハ
信シ
哆タ
廬ル
皤ハ
。
甚イト
目モ
嬉ウレ
志シ
矩ク
悦
ヨ
ロ
コ
バ
志シ
紀キ
事コト
尓ニ
那ナ
門モ
有ア
里リ
希ケ
瑠ル
。
然サ
禮レ
圖ド
後ノチ
乃ノ
世ヨ
能ノ
爲タメ
珥ニ
朽クチ
劑セ
自ジ
廼ノ
板イタ
仁ニ
彫ヱ
利リ
帝テ
。永トコ
久シヘ
尓ニ
傳ツタ
遍ヘ
武ム
斗ト
。村ムラ
肝ギモ
乃ノ
心
コ
ヽ
ロ
越ヲ
凝コ
邏ラ
之シ
勞
イ
タ
ヅ
開ケ
琉ル
人ヒト
四シ
無ナ
家ケ
黎レ
婆バ
。
忠タヾ
胤タネ
智チ
訶カ
羅ラ
少
ス
ク
ナ
玖ク
凡オホ
氣ケ
難ナ
伎キ
事コト
仁ニ
方ハ
在ア
連レ
特ド
。
斯カ
在ヽ
留ル
烏ウ
麼マ
師シ
書フミ
乃ノ
伊イ
賀カ
指シ
書フミ
遠ヲ
芝シ
。伊イ
都ツ
萬マ
埿デ
草グサ
能ノ
伊イ
都ツ
萬マ
埿デ
聞モ
。大ウ
人シ
廼ノ
文フ
筥バコ
能ノ
底ソコ
尓ニ
秘ヒ
藏メ
淤オ
幾キ
庭テ
波ハ
。火ヒ
乃ノ
災ワザ
害ハヒ
奈ナ
杼ド
廼ノ
恐オソ
例レ
有ア
良ラ
無ム
呼ヲ
忍シヌ
毘ビ
得エ
受ズ
而テ
。
今コ
般タミ
椎シヒ
柴シバ
乃ノ
志シ
斐ヒ
諦テ
乞コ
臂ヒ
傴ウ
氣ケ
氐テ
。「
私
ワ
タ
ク
シ
乃ノ
願ネガ
飛ヒ
薄ハ
左サ
浪ラ
你ニ
知シ
攞ラ
怒ヌ
火ヒ
能ノ
阿ア
椰ヤ
斯シ
久ク
萌モ
延エ
弖テ
世ヨ
越ヲ
思オモ
敷フ
可カ
南ナ
」登ト
古フル
玖ク
詠ヨ
免メ
留ル
遠ヲ
。歌ウタ
妣ヒ
出イ
泥デ
兎ツ
々ヽ
。
靈タマ
遲チ
播ハ
浮フ
神カミ
登ト
君キミ
登ト
乃ノ
御ミ
恩メグ
澤ミ
能ノ
。
百モヽ
千チヾ
雅ガ
一
ヒ
ト
ツ
乎ヲ
駄ダ
迩ニ
報ムク
以レ
奉マツ
樂ラ
霧ム
騰ト
。
大
丈
夫
マ
ス
ラ
ヲ
乃ノ
心
コ
ヽ
ロ
振フリ
起オコ
之シ
。
花ハナ
具グ
簸ハ
芝シ
櫻
サ
ク
ラ
木ギ
迩ニ
彫ヱリ
調
ト
ヽ
ノ
篇ヘ
底テ
。
萬
ヨ
ロ
ヅ
千チ
秋アキ
廼ノ
長ナガ
秋アキ
尓ニ
傳ツタ
反ヘ
。
梓
ア
ヅ
サ
弓ユミ
末スヱ
乃ノ
世ヨ
仁ニ
匂ニホ
幡ハ
制セ
天テ
無ム
斗ト
須ス
。
故カレ
今イマ
豫ヨ
理リ
以ノ
後チ
。
書フミ
乃ノ
林
ハ
ヤ
シ
耳ニ
分ワケ
入イ
里リ
提テ
。
古
イ
ニ
シ
獘ヘ
乎ヲ
忍シヌ
備ビ
。
物モノ
學マナ
婆バ
武ム
刀ト
思オモ
不フ
人ヒト
々〴〵
與ヨ
。
此コノ
書フミ
遠ヲ
一
ヒ
ト
ツ
乃ノ
枝シ
折ヲリ
登ト
旨シ
低テ
。阿ア
加カ
良ラ
柏
カ
シ
ハ
阿ア
加カ
良ラ
米メ
母モ
勢セ
孺ズ
。都ツ
々ラ
邏ツ
々ラ
椿
ツ
バ
キ
都ツ
々ラ
邏ツ
々ラ
你ニ
見ミ
氐テ
。
古
イ
ニ
シ
返ヘ
乃ノ
跡アト
呼ヲ
求トメ
遊ユ
架カ
婆バ
。
玉タマ
桙ボコ
廼ノ
道ミチ
能ノ
丹タ
寸ス
計ケ
苔ト
那ナ
流ル
事コト
多オホ
在カ
留ル
辨ベ
之シ
。
如カ
此ヽ
在レ
婆バ
打ウチ
寄ヨ
州ス
累ル
常トコ
世ヨ
廼ノ
浪ナミ
能ノ
那ナ
尾ミ
難ナ
囉ラ
努ヌ
寳
タ
カ
ラ
廼ノ
書フミ
刀ト
儺ナ
謀モ
。
何イヅ
禮レ
乃ノ
人ヒト
歟カ
仰アフ
藝ギ
尊
タ
フ
ト
伐バ
謝ザ
良ラ
無ム
。
何イヅ
禮レ
乃ノ
人ヒト
歟カ
褒メ
傳デ
稱タヽ
閉ヘ
謝ザ
良ラ
無ム
。（
後
略
） 
こ
の
序
文
は
、
音
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
い
さ
さ
か
わ
か
り
に
く
い
が
、
傍
線
部
分
の
大
意
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
９
。 
１
、『
播
磨
風
土
記
』
は
わ
ず
か
三
十
年
ば
か
り
前
に
世
に
出
た
珍
し
い
書
物
で
あ
る
。 
２
、
書
写
の
際
の
誤
字
脱
字
が
多
い
。 
３
、
そ
の
た
め
知
識
人
に
も
難
解
で
敷
田
年
治
は
い
た
く
嘆
い
た
。 
４
、
よ
い
書
物
で
あ
る
の
で
後
世
に
伝
え
た
い
。 
た
だ
、『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
研
究
の
蓄
積
が
ほ
と
ん
ど
な
い
新
出
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
敷
田
年
治
自
身
の
跋
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。 
此
風
土
記
に
見
ゑ
た
る
地
名
等
の
中
に
、
知
リ
が
た
き
所
を
、
彼
国
に
問
に
遣
シ
し
を
、
其
は
是
な
り
と
い
ひ
お
こ
せ
し
ハ
、
餝
東
郡
射
楯
兵
主
神
社
、
神
主
上
月
為
彦
、
揖
西
郡
加
茂
神
社
、
神
主
岡
平
保
な
り
と
、
彼
国
の
を
し
へ
子
、
西
松
茂
彦
が
書
て
告
来
り
ぬ
。 
こ
れ
に
よ
る
と
、
敷
田
年
治
は
、
地
名
の
現
在
地
比
定
に
手
を
焼
い
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
解
読
の
た
め
に
地
元
に
住
む
上こう
月づき
為ため
彦ひこ
１
０
や
岡
平
保
ら
の
協
力
を
得
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
敷
田
年
治
が
岡
平
保
に
ど
の
よ
う
な
疑
問
を
投
げ
か
け
、
ま
た
そ
れ
に
平
保
が
ど
の
よ
う
に
答
え
た
か
は
、
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
謝
辞
と
も
い
え
る
記
述
を
跋
文
に
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、『
標
注
播
磨
風
土
記
』
の
頭
注
に
み
え
る
地
名
比
定
の
な
か
56 
に
は
、
平
保
の
教
示
に
よ
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
ふ
く
ま
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
、
平
保
自
身
も
播
磨
国
内
で
も
自
身
の
居
住
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
疎
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
年
治
の
質
問
に
こ
と
ご
と
く
的
確
な
返
答
を
な
し
え
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
敷
田
年
治
が
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
を
起
稿
す
る
以
前
に
、
岡
平
保
が
『
播
磨
風
土
記
考
』
を
ま
と
め
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
、
岡
平
保
の
名
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
研
究
史
上
に
お
い
て
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 
  
お
わ
り
に 
  
以
上
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
の
べ
て
き
た
。
本
書
は
、
五
風
土
記
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
世
に
出
る
の
が
遅
か
っ
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
、
い
ち
早
く
注
釈
を
施
し
た
と
い
う
点
、
未
刊
行
で
は
あ
る
も
の
の
、
の
ち
に
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
を
著
し
た
敷
田
年
治
の
研
究
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
研
究
史
上
で
意
義
の
あ
る
成
果
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。「
未
整
理
」
１
１
と
の
評
価
も
あ
る
が
、
そ
の
先
駆
的
取
り
組
み
は
大
い
に
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
本
書
に
は
、
岡
平
満
に
よ
る
加
筆
・
増
補
が
数
多
く
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
は
、
岡
平
保
・
平
満
に
よ
る
共
著
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。 
 
〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
揖
保
郡
役
所
編
『
揖
保
郡
地
誌
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
） 
２ 
井
上
通
泰
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』（
臨
川
書
店
、
一
九
三
一
年
五
月
） 
３ 
『
釈
日
本
紀
』
巻
八
が
引
く
「
播
磨
国
風
土
記
曰
。
明
石
駅
家
。
駒
手
御
井
者
。
難
波
高
津
宮
天
皇
之
御
世
。
楠
生
二
於
井
上
一
。
朝
日
蔭
二
淡
路
嶋
一
。
夕
日
蔭
二
大
倭
嶋
根
一
。
仍
伐
二
其
楠
一
造
レ
舟
。
其
迅
如
レ
飛
。
一
檝
去
二
越
七
浪
一
。
仍
号
二
速
鳥
一
。
於
レ
是
。
朝
夕
乗
二
此
舟
一
。
為
レ
供
二
御
食
一
。
汲
二
此
井
水
一
一
旦
不
レ
堪
二
御
食
之
時
一
。
故
作
レ
歌
而
止
。
唱
曰
。
住
吉
之
。
大
倉
向
而
。
飛
者
許
曾
。
速
鳥
云
目
。
何
速
鳥
。」
と
い
う
記
述
は
、
明
石
郡
の
明
石
駅
家
に
関
す
る
逸
文
で
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
明
石
郡
の
記
述
が
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
３ 
前
掲
注
１
参
照
。 
４ 
前
掲
注
１
参
照
。 
５ 
植
垣
節
也
「
播
磨
国
風
土
記
注
釈
考
（
二
）」（『
風
土
記
研
究
』
二
、
一
九
八
六
年
六
月
）
に
よ
る
と
、
印
南
郡
は
風
土
記
編
述
当
時
に
存
在
し
た
と
い
う
確
証
が
な
く
、
賀
古
郡
に
含
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。 
６ 
秋
本
吉
郎
「
近
世
の
風
土
記
研
究
」（『
風
土
記
の
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
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一
九
六
三
年
十
月
）
所
収
。 
７ 
秋
本
氏
前
掲
注
６
参
照
。
こ
の
な
か
で
氏
は
、「
―
本
書
に
は
後
の
追
考
・
押
紙
な
ど
が
多
く
、
未
整
理
の
ま
ゝ
に
傳
っ
て
ゐ
る
―
」
と
言
及
し
て
お
り
、
加
筆
・
附
箋
と
も
に
平
保
が
施
し
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 
８ 
荊
木
美
行
「
敷
田
年
治
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
に
つ
い
て
―
解
題
及
び
風
土
記
本
文
と
頭
注
の
翻
刻
」（『
風
土
記
逸
文
の
文
献
学
的
研
究
』〈
学
校
法
人
皇
學
館
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
三
月
所
収
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
〉
所
収
、
同
氏
「
敷
田
年
治
の
風
土
記
研
究
」（『
風
土
記
研
究
の
諸
問
題
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
〉
所
収
、
初
出
は
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
参
照
。 
９ 
荊
木
氏
前
掲
注
８
参
照
。
荊
木
氏
は
、「
石
丸
忠
胤
の
序
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』
は
わ
ず
か
三
十
年
ほ
ど
前
に
出
現
し
た
稀
有
の
書
物
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
知
識
人
に
も
難
解
で
、
敷
田
年
治
は
こ
の
点
を
嘆
い
て
注
釈
の
筆
を
執
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 
１
０ 
以
下
の
上
月
為
彦
の
略
歴
は
、
射
楯
兵
主
神
社
史
編
纂
委
員
会
編
『
播
磨
国
総
社
射
楯
兵
主
神
社
史
』（
射
楯
兵
主
神
社
、
一
九
九
六
年
七
月
）
参
照
。
同
書
お
よ
び
同
書
が
引
く
井
上
正
巳
『
祝
之
舎
・
葛
之
屋
文
庫
目
録
』（
私
家
版
、
一
九
七
五
年
）
所
収
の
英
賀
神
社
宮
司
木
村
百
樹
氏
の
文
に
よ
る
と
、
上
月
為
彦
が
で
た
上
月
家
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
上
月
清
景
が
祠
官
と
な
っ
て
以
来
、
代
々
、
播
磨
国
飾
磨
郡
（
現
、
兵
庫
県
姫
路
市
総
社
本
町
）
に
鎮
座
す
る
                                        
                                        
                              
 
射
楯
兵
主
神
社
（
社
格
は
式
内
小
社
。
養
和
元
年
〈
一
一
八
一
〉
に
播
磨
国
十
六
郡
百
七
十
四
座
の
大
小
明
神
を
合
祀
し
、
総
社
と
な
り
、
明
治
四
年
〈
一
八
七
一
〉
十
二
月
に
県
社
に
列
せ
ら
れ
る
）
の
社
家
を
務
め
る
家
系
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。上
月
為
彦
は
上
月
清
景
の
九
世
之
孫
で
、本
居
内うち
遠とお
の
高
弟
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
か
ら
射
楯
兵
主
神
社
の
宮
司
を
務
め
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月
十
日
に
六
十
七
歳
で
歿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
年
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
頃
の
生
ま
れ
と
思
わ
れ
る
。
代
表
的
な
著
述
に
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
一
月
に
、
自
身
が
奉
職
す
る
射
楯
兵
主
神
社
に
つ
い
て
考
証
し
た
『
射
楯
兵
主
神
社
考
』
が
あ
る
。 
１
１ 
秋
本
氏
前
掲
注
６
参
照
。 
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第
四
章 
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
翻
刻 
 
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
は
『
播
磨
風
土
記
考
』
と
題
す
る
謄
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
岡
平
保
。
彼
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
九
）、
播
磨
国
室
津
（
兵
庫
県
揖
保
郡
御
津
町
）
で
代
々
室
津
加
茂
神
社
の
祠
官
を
務
め
る
家
系
に
生
ま
れ
た
。
祠
官
と
し
て
奉
職
す
る
か
た
わ
ら
、
姫
路
藩
士
の
小
屋
左
次
右
衛
門
の
も
と
で
和
漢
の
学
を
修
め
、
の
ち
に
は
本
居
内
遠
に
つ
い
て
国
学
を
学
ぶ
な
ど
、
学
問
に
取
り
組
ん
で
い
た
篤
学
の
士
で
、
古
典
に
関
す
る
著
作
も
あ
る
。 
 
『
播
磨
風
土
記
考
』
は
、
こ
の
岡
平
保
の
著
作
の
一
つ
で
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
本
書
が
注
釈
の
対
象
と
し
て
い
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
、
谷
森
善
臣
が
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
、
三
條
西
家
本
を
書
写
し
て
は
じ
め
て
世
に
出
た
も
の
で
、
他
の
現
存
す
る
常
陸
・
出
雲
・
豊
後
・
肥
前
の
四
風
土
記
と
比
較
し
て
伝
播
が
遅
く
、
研
究
も
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。 
『
播
磨
風
土
記
考
』
の
奥
付
に
は
、「
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
己
未
三
月
十
一
日
」
と
あ
り
、
谷
森
善
臣
が
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
書
写
し
て
か
ら
約
七
年
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
栗
田
寛
氏
が
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
を
あ
ら
わ
し
、
や
が
て
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
敷
田
年
治
氏
の
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
も
登
場
す
る
が
、『
播
磨
風
土
記
考
』
は
こ
れ
ら
二
書
よ
り
も
早
く
に
成
っ
た
も
の
で
、
同
書
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
。 
ち
な
み
に
、
敷
田
年
治
氏
が
『
標
注
播
磨
風
土
記
』
を
執
筆
す
る
際
に
、
岡
平
保
の
協
力
を
得
た
よ
う
で
（
同
書
跋
文
）、
そ
の
後
の
研
究
に
あ
た
え
た
影
響
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。 
『
播
磨
風
土
記
考
』
は
、
未
刊
で
原
本
も
存
在
し
な
い
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
重
野
安
繹
に
よ
っ
て
謄
写
さ
れ
た
も
の
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』（
請
求
番
号
二
〇
四
一
．
六
四
‐
五
八
）
の
全
文
を
翻
刻
し
、
風
土
記
研
究
者
の
利
用
の
便
に
供
し
た
い
と
思
う
。
翻
刻
の
方
針
な
ど
は
【
凡
例
】
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。 
な
お
、
著
者
岡
平
保
の
履
歴
や
同
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
べ
つ
に
『
史
料
』
二
三
八
号
（
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
史
料
編
纂
所
所
報
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
掲
載
の
「
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
に
つ
い
て
」
で
詳
述
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
な
お
、
こ
の
た
び
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
皇
學
館
大
学
文
学
部
教
授
上
野
秀
治
先
生
に
御
教
授
を
賜
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
誌
上
に
特
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。 
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【
凡
例
】 
一
、
本
稿
は
、
岡
平
保
『
播
磨
風
土
記
考
』
の
原
文
と
そ
れ
に
附
さ
れ
た
頭
注
・
付
箋
と
を
原
本
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。 
一
、
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
謄
写
本
に
忠
実
と
な
る
よ
う
に
翻
刻
し
た
。 
一
、
風
土
記
原
文
は
一
一
ポ
イ
ン
ト
、『
播
磨
風
土
記
考
』
本
文
お
よ
び
附
箋
は
九
ポ
イ
ン
ト
、
頭
注
は
七
ポ
イ
ン
ト
を
も
っ
て
組
版
し
た
。
な
お
、
原
文
に
お
け
る
割
注
は
〈 
〉
に
括
っ
て
七
ポ
イ
ン
ト
で
示
す
体
裁
に
改
め
た
。 
一
、
読
者
の
便
宜
を
考
え
、
句
読
点
お
よ
び
中
黒
を
施
し
た
。 
一
、
頭
注
は
、
一
括
し
て
巻
末
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
。 
一
、
今
回
の
翻
刻
で
は
、
す
べ
て
の
頭
注
に
対
し
、
原
本
に
は
な
い
注
番
号
を
附
し
、
注
と
の
対
応
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
頭
注
に
よ
っ
て
は
、
か
な
ら
ず
し
も
厳
密
な
対
応
で
な
い
箇
所
も
あ
る
。 
一
、
附
箋
に
つ
い
て
は
各
注
釈
対
象
ご
と
に
末
尾
に
四
字
下
げ
に
し
て
挿
入
し
た
。 
一
、
附
箋
の
体
裁
は
、
で
き
る
だ
け
原
本
に
忠
実
と
な
る
よ
う
に
組
版
し
た
。
な
お
、
改
行
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
な
い
と
判
断
し
た
箇
所
は
追
い
込
み
と
し
た
。
頭
注
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。 
一
、
本
文
中
に
は
「
○
」
や
「
△
」
と
い
っ
た
、
注
の
挿
入
を
示
す
符
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
。 
一
、
ル
ビ
・
書
き
入
れ
・
朱
筆
な
ど
は
で
き
る
限
り
原
文
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
施
し
た
。 
一
、
原
本
の
巻
末
に
は
袋
綴
じ
の
形
で
関
連
地
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
翻
刻
で
は
組
版
の
都
合
上
、
見
開
き
の
形
で
掲
出
し
た
。 
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全 
 
賀
古
郡
日
岡 
故
号
二
日
岡
一
此
岡
有
二
比
礼
墓
一
云
々
は
、
故
号
二
日
岡
一
於
二
此
岡
一
坐
神
者
曰
二
大
御
津
齒
命
子
伊
波
都
比
古
命
一
亦
有
二
比
礼
墓
一
所
以
号
二
褶
墓
一
云
々
な
と
あ
り
た
る
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
さ
て
記
中
巻
に
於
針
間
國
氷
河
之
前
居
忌
瓮
而
云
々
と
あ
れ
と
、
今
氷
河
と
い
ふ
河
な
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
十
年
は
か
り
さ
き
に
考
へ
た
る
も
の
あ
り
。
そ
の
よ
し
か
き
つ
く
。
抑
式
の
神
名
帳
に
、
賀
古
郡
日
岡
坐
天
乃
伊
佐
々
日
子
神
社
と
載
ら
れ
た
り
。
さ
れ
と
今
日
岡
の
御
社
と
い
ふ
は
な
く
て
、
加
古
郡
加
古
川
村
よ
り
二
十
町
は
か
り
北
に
大
野
村
（
１
）
と
い
ふ
村
あ
り
。
此
村
の
北
な
る
山
に
日
向
大
明
神
と
称
へ
奉
れ
る
御
社
あ
り
。〈
加
古
川
の
流
よ
り
い
と
〳
〵
ち
か
し
〉
是
や
日
岡
坐
天
乃
伊
佐
々
日
子
神
社
な
ら
ん
と
そ
お
も
は
る
ゝ
。
そ
の
よ
し
は
、
ヒ
ノ
ヲ
カ
を
後
に
ヒ
ヲ
カ
と
い
ひ
て
、
其
ヒ
ヲ
カ
を
ヒ
ウ
カ
と
訛
り
て
、
終
に
文
字
さ
へ
日
向
に
成
た
る
物
な
ら
ん
。
猶
さ
は
な
く
と
も
日
向
と
日
岡
と
は
文
字
の
形
も
よ
く
似
た
れ
は
、
誤
れ
る
に
て
も
あ
ら
ん
。
然
お
も
ふ
に
つ
き
て
、
此
御
社
に
ま
ゐ
り
て
別
當
多
聞
院
か
り
に
（
朱
筆
）
ゆ
き
て
尋
ぬ
る
に
、
多
聞
院
の
い
は
く
、
此
社
は
延
喜
式
神
名
帳
に
日
岡
坐
天
乃
伊
佐
々
日
子
神
社
と
あ
る
社
に
て
、
む
か
し
は
日
岡
と
申
候
を
、
い
つ
の
比
よ
り
か
日
向
大
明
神
と
申
な
ら
は
し
は
去
な
か
ら
、
祭
神
は
伊
佐
々
日
子
神
に
て
は
な
し
。
吉
備
津
日
子
命
に
て
候
。
是
の
み
不
審
に
候
と
い
へ
り
。
ま
こ
と
に
我
思
ふ
よ
し
に
、
い
さ
ゝ
か
も
違
は
さ
り
け
り
。
か
れ
つ
ら
つ
ら
考
ふ
る
に
、
此
あ
た
り
の
旧
き
地
名
を
比
と
い
ひ
て
、
そ
の
比
と
い
ふ
處
の
岡
な
る
に
よ
り
て
、
比
能
乎
加
と
は
い
へ
る
も
の
な
ら
ん
。
さ
ら
は
氷
河
も
此
比
と
い
ふ
所
に
流
れ
た
る
川
な
る
に
よ
り
て
比
能
加
波
と
い
ゝ
た
る
物
な
ら
ん
。
然
る
時
は
此
加
古
川
や
か
て
氷
河
な
り
。
ま
た
伊
佐
々
日
子
神
は
記
に
伊
佐
勢
理
毘
古
命
〈
紀
ニ
ハ
五
十
芹
彦
命
〉
と
あ
れ
は
、
此
御
子
の
事
な
る
へ
し
。
〈
神
名
帳
に
は
か
ゝ
る
類
を
り
〳
〵
あ
り
〉
此
皇
子
は
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇
命
〈
孝
霊
天
皇
〉
の
御
子
に
坐
て
、
は
し
め
の
御
名
は
伊
佐
勢
理
毘
古
と
申
し
ゝ
を
、
吉
備
國
を
言
向
和
給
ひ
し
に
よ
り
て
、
大
吉
備
津
日
子
命
と
御
名
お
ひ
給
へ
り
。〈
多
聞
院
の
伊
佐
々
日
子
神
に
て
は
な
く
、
吉
備
津
日
子
命
に
て
候
と
い
へ
る
は
、
か
ゝ
る
よ
し
を
し
ら
て
い
へ
る
に
て
、
や
か
て
同
し
（
朱
筆
）
命
の
こ
と
な
り
。
さ
て
ま
た
唯
に
吉
備
津
日
子
命
と
い
へ
る
は
、
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
と
ま
き
ら
は
し
け
れ
と
、
是
は
人
み
な
も
い
ふ
事
に
て
、
吉
備
中
國
に
ま
す
を
も
唯
吉
備
津
日
子
命
と
い
へ
れ
は
、
そ
れ
と
お
な
し
類
に
て
、
是
も
大
吉
備
津
日
子
命
の
事
な
り
と
お
し
は
か
ら
る
ゝ
な
り
〉 
天
皇
問
二
云
。
是
誰
犬
乎
一
。
須
受
武
良
首
對
曰
。
是
ハ （朱
筆
）
別
嬢
ノ （朱
筆
）
所
養
之
犬
也
。 
今
餝
東
郡
三
野
庄
の
内
に
、
上
鈴
村
あ
り
。
又
本
郷
郷
の
内
に
中
鈴
村
あ
り
。
継
庄
の
内
、
見
野
村
の
小
名
に
下
鈴
と
い
ふ
處
も
あ
り
是
か
。〈
継
庄
継
村
は
姫
路
よ
り
夘
方
一
里
は
か
り
。
本
郷
村
は
辰
ノ
方
一
里
十
五
丁
は
か
り
。
見
野
村
は
辰
ノ
方
一
里
十
丁
は
か
り
あ
り
。
因
に
い
ふ
、
次
て
道
法
を
挙
た
る
に
、
何
方
よ
り
と
も
い
は
さ
る
は
、
み
な
姫
路
よ
り
な
り
〉 
【
附
箋
】 
南
毘
都
麻
、
是
は
万
葉
に
み
え
た
る
伊
奈
美
嬬
な
る
事
は
、
論
ひ
な
け
れ
と
、
今
此
邊
と
い
ふ
事
は
し
れ
し
。
さ
て
名
の
よ
し
南
毘
は
稲
日
に
て
、
都
麻
は
神
留
な
と
の
留
に
て
、
稲
日
大
郎
姫
の
留
り
居
る
嶋
と
い
ふ
意
か
。 
【
附
箋
】 
マ
タ
以
奈
美
と
い
ふ
名
の
元
は
天
皇
の
別
郎
女
を
喚
玉
ひ
し
に
、
辞
イ
ナ
ミ
奉
り
て
島
に
遁
渡
り
し
よ
り
、
辞
イ
ナ
ミ
妻
ツ
マ
ノ
嶋
シ
マ
（
朱
筆
）
と
い
ひ
、
そ
の
別
郎
女
、
後
に
仕
奉
り
し
に
よ
り
て
、
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辞
イ
ナ
ミ
別
ワ
ケ
ノ
郎
イ
ラ
ツ
女
メ
（
朱
筆
）
と
い
ひ
し
な
る
へ
し
。
さ
て
ま
た
其
処
を
辞
ノ
郡
と
は
い
へ
る
も
の
な
ら
ん
。 
到
二
阿
閇
津
一
供
二
進
御
食
一
故
号
二
阿
閇
村
一
云
々
。 
別
府
・
古
宮
・
本
庄
・
宮
西
・
西
脇
・
八
反
田
・
一
色
・
二
屋
・
二
俣
・
山
之
上
・
大
澤
・
經
田
・
古
向
・
宮
北
・
中
野
・
野
添
、
此
村
々
み
な
今
阿
閇
庄
な
り
。
此
中
に
古
宮
・
宮
西
・
宮
北
の
三
村
は
高
宮
村
の
名
の
な
こ
り
か
。
別
府
は
辰
方
五
里
十
丁
は
か
り
あ
り
。 
於
是
御
舟
与
別
嬢
舟
同
編
合
而
云
々
。 
こ
の
同
編
合
而
は
ム
ヤ
ヒ
テ
と
よ
み
て
よ
け
む
。 
勅
云
。
此
處
浪
響
鳥
聲
其
譁
云
々
。 
こ
の
其
は
甚
の
あ
や
ま
り
に
て
、
ナ
ミ
ノ
ヒ
ヽ
キ
ト
リ
ノ
コ
ヱ
イ
ト
カ
シ
カ
マ
シ
な
ら
ん
。 
望
理
里 
福
沢
・
石
守
・
西
之
山
・
手
末
・
二
塚
・
下
西
条
・
野
谷
・
野
寺
・
草
谷
、
こ
の
村
む
ら
、
今
も
望
理
郷
と
書
て
モ
リ
ノ
郷
と
い
へ
り
。
草
谷
は
夘
方
六
里
四
五
丁
。 
長
田
里 
備
後
・
植
田
・
粟
津
、
此
三
村
長
田
庄
な
り
。
ま
た
加
古
庄
の
内
に
長
田
村
と
い
ふ
村
も
あ
り
。
植
田
村
は
夘
方
四
里
は
か
り
。
長
田
村
は
辰
方
四
里
十
丁
あ
ま
り
。 
印
南
郡 
御
舟
宿
於
印
南
浦
。
此
時
滄
海
其
平
風
波
和
静
云
々
。 
此
其
に
某
歟
と
朱
も
て
書
た
り
。
某
に
て
は
何
と
よ
む
に
か
。
こ
れ
も
上
の
其
譁
の
其
と
同
し
く
甚
の
あ
や
ま
り
に
て
、
イ
ト
タ
ヒ
ラ
カ
ニ
ナ
ミ
カ
セ
ナ
ギ
テ
シ
ツ
カ
ナ
リ
な
と
に
や
あ
ら
ん
。
ま
た
卅
七
丁
託
賀
郡
都
麻
ノ
里
都
多
岐
の
處
に
も
我
其
恠
哉
と
あ
り
。
こ
れ
も
甚
と
み
て
ア
レ
イ
ト
ツ
タ
ナ
キ
カ
モ
な
ら
む
。 
大
國
里 
伊
保
山 
大
石 
神
吉
庄
の
内
に
大
国
村
あ
り
。
夘
辰
ノ
方
二
里
は
か
り
。
○
魚
崎
阿
弥
陀
地
徳
長
尾
北
山
中
筋
南
池
北
池
、
是
にら（
朱
筆
）
伊
保
庄
な
り
。
魚
崎
も
も
と
は
伊
保
崎
な
り
と
い
へ
り
。〈
今
魚
崎
村
に
伊
保
氏
も
あ
り
〉
此
南
池
村
・
北
池
村
と
い
ふ
か
や
か
て
池
の
原
の
名
の
遺
れ
る
も
の
な
る
へ
し
。
ま
た
村
翁
夜
話
集
に
云
〈
此
集
は
姫
路
藩
福
本
博
の
編
集
な
り
〉 
一
御
除
地 
然
如
龍
王
社 
 
 
 
 
 
南
池
村 
村
中
持 
当
村
は
前
は
池
な
る
に
て
御
座
候
。
聖
護
院
宮
様
西
国
へ
御
下
り
之
節
、
右
池
を
御
覧
被
遊
、
大
成
池
に
候
得
は
、
龍
王
勧
請
致
し
可
遣
旨
に
て
、
然
如
龍
王
御
勧
請
に
被
成
下
候
由
申
傳
フ
。
其
後
慶
長
十
一
年
池
田
家
御
代
々
田
地
に
開
發
南
池
・
北
池
の
両
村
出
来
候
由
、
北
池
村
慶
長
中
新
池
村
と
云
し
よ
し
也
。
時
光
寺
領
の
證
文
に
有
之
よ
し
也
。 
大
猷
院
殿
御
朱
印
に
も
新
池
村
と
有
之
よ
し
也
。
魚
崎
は
夘
辰
方
三
里
、
南
池
村
は
辰
方
二
里
半
と
い
へ
り
。 
○
大
石
は
石
寳
殿
な
る
へ
し
。 
益
氣
里
ま
た
八
十
橋 
62 
英
賀
彦
社 
此
は
先
年
加
古
郡
に
物
せ
し
を
り
、
此
処
彼
處
と
尋
ぬ
る
に
、
誰
あ
り
て
知
る
人
も
な
け
れ
は
、
せ
ん
す
へ
な
く
て
、
家
に
か
へ
り
ぬ
。
さ
て
和
名
抄
を
見
れ
は
、
印
南
郡
の
内
に
益
気
郷
あ
り
。
其
後
播
磨
事
始
経
暦
考
〈
宝
暦
五
年
に
後
藤
基
邑
の
著
述
な
り
〉
を
見
れ
は
印
南
郡
に
八
十
岩
橋
と
い
ふ
物
を
出
し
て
、
註
に
い
は
く
、
日
本
紀
神
代
巻
に
八
十
橋
あ
り
。
八
十
二
神
降
臨
の
よ
し
を
記
せ
り
。
今
八
十
岩
橋
と
い
ふ
。
升
田
村
に
岩
上
自
然
に
疊
々
と
し
た
る
石
階
あ
り
。
當
国
の
奇
物
な
り
。
國
分
寺
恵
慶
法
師
の
哥
に
、
幾
世
々
の
、
か
き
り
し
ら
し
な
、
む
か
し
よ
り
、
た
え
す
ぬ
か
つ
く
、
八
十
の
岩
橋
、
と
あ
り
と
出
せ
り
。
此
記
は
信
か
た
き
事
も
あ
れ
と
、
印
南
郡
の
内
に
出
し
た
る
は
和
名
抄
に
も
合
て
、
い
か
に
も
い
は
れ
あ
り
。
さ
て
升
田
村
は
加
古
郡
と
印
南
郡
と
の
さ
か
ひ
に
流
れ
た
る
加
古
川
よ
り
西
へ
よ
り
て
、
印
南
郡
の
内
に
升
田
庄
升
田
村
あ
り
。
さ
て
其
後
に
升
田
村
の
村
人
の
来
た
る
を
り
に
尋
ぬ
れ
は
、
い
か
に
も
我
村
の
後
に
あ
る
一
の
山
中
ら
よ
り
い
た
ゝ
き
に
い
た
る
ま
て
石
は
か
り
な
り
。
そ
の
石
を
切
わ
け
て
階
の
か
た
ち
し
た
る
処
あ
り
。
さ
れ
と
そ
は
い
と
〳
〵
さ
か
し
く
て
、
今
お
り
の
ほ
り
は
し
か
た
き
と
い
へ
り
。
さ
て
升
田
と
い
ふ
は
、
益
字
マ
ス
と
も
よ
め
は
、
是
よ
り
出
た
る
な
る
へ
し
。
猶
ま
た
斗
形
山
よ
り
出
た
る
に
も
や
あ
ら
ん
。
升
田
村
よ
り
国
分
寺
村
へ
は
酉酉（
朱
筆
）
方
三
里
は
か
り
。
姫
路
へ
は
酉
方
四
里
。 
含
藝
里 
神カン
吉キ
・
天アマ
下カ
原ハラ
・
中
西
・
宮
前
・
清
水
・
冨トミ
木
キ
（
朱
筆
）
・
大
国
・
長
慶
・
砂
部
、
此
村
と
も
は
神
吉
庄
な
り
。
神
吉
は
夘
方
三
里
半
ほ
と
な
り
。 
餝
磨
郡 
菅
生
里 
餝
西
郡 
書
冩
山
の
後
な
る
六
角
・
刀
出
・
古
瀬
畑
・
芦
田
・
塚
本
、
此
村
々
菅
生
庄
な
り
。
六
角
・
刀
出
は
戌
亥
方
二
里
は
か
り
。
古
瀬
畑
な
と
は
戌
方
三
里
は
か
り
あ
る
へ
し
。 
【
附
箋
】 
○
は
り
ま
鑑
云
、
英
賀
村
ニ
祭
ル
処
ノ
神
、
英
賀
津
彦
・
英
賀
姫
也
。
古
ヘ
阿
峨
都
彦
領
セ
シ
処
ナ
リ
。
延
喜
式
ニ
載
ル
処
、
英
賀
彦
神
ト
申
ハ
、
當
地
ノ
氏
神
也
と
い
へ
り
。
姫
路
よ
り
一
里
半
は
か
り
未
方
な
り
。
室
泊
よ
り
は
三
里
半
は
か
り
在
。
少
し
南
へ
よ
れ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
式
ニ
ハ
ミ
エ
ス
。 
英
賀
里 
同
上 
英
加
・
山
崎
・
中
濱
・
高
町
・
付
城
・
苫
編
・
廣
畑
の
七
村
、
英
加
庄
な
り
。
未
方
一
里
あ
ま
り
あ
り
。 
伊
和
里 
餝
東
郡
餝
西
郡 
右
号
伊
和
部
者
（
２
）
。
積
嶓
郡
伊
和
君
等
族
。
到
来
居
於
此
故
号
伊
和
部
。
所
以
号
手
苅
丘
者
。
近
國
之
神
云
々
。 
栗
山
町
・
安
田
町
・
延
末
村
・
飯
田
村
・
栗
山
村
・
安
田
村
・
延
末
村
、
今
是
を
岩
東
郷
と
い
ひ
〈
手
柄
山
も
播
磨
事
始
経
暦
考
に
岩
東
郷
と
あ
り
〉
中
池
村
・
町
坪
村
・
岡
田
村
・
井
ノ
口
村
・
西
脇
村
・
玉
手
村
、
是
を
岩
西
郷
と
い
へ
り
。〈
伊
和
（
３
）
を
岩
と
か
く
は
、
假
字
た
か
ひ
た
れ
と
、
後
世
の
事
な
れ
は
い
ひ
か
た
し
〉
さ
れ
は
姫
路
は
も
と
よ
り
午
未
方
一
里
は
か
り
の
間
を
伊
和
里
と
い
ひ
し
事
し
ら
れ
た
り
。〈
中
池
は
午
未
方
一
里
は
か
り
。
西
脇
・
井
ノ
口
は
申
酉
方
廿
丁
あ
ま
り
。
栗
山
・
延
末
・
安
田
な
と
は
十
丁
あ
ま
り
。
手
か
ら
山
へ
も
十
七
八
丁
は
か
り
あ
り
〉
○
積
嶓
郡
云
々
。
こ
の
郡
、
字
は
部
の
誤
な
る
へ
し
。
積
嶓
郡
と
い
ふ
は
何
国
に
も
な
し
。
○
近
國
は
近
江
国
な
と
あ
り
た
る
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
近
国
と
は
か
り
い
ひ
て
は
き
こ
え
す
。
○
手
苅
丘
は
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上
に
も
い
へ
る
手
柄
山
の
事
な
ら
ん
か
。
テ
カ
リ
と
テ
カ
ラ
と
は
似
よ
り
て
聞
ゆ
。
○
右
十
四
丘
云
々
と
あ
れ
と
、
か
そ
へ
み
れ
は
十
三
な
り
。
さ
て
は
手
苅
丘
を
合
せ
て
十
四
と
な
る
に
か
。
猶
此
次
に
み
え
た
る
に
は
、
船
丘
と
花
丘
と
な
く
て
、
沈
石
丘
と
藤
丘
と
あ
り
て
、
こ
れ
も
十
三
な
り
。〈
経
暦
考
に
、
藤
岡
、
今
の
二
階
町
に
し
て
、
○
同
考
に
、
桜
木
岡
・
藤
岡
、
長
者
か
屋
敷
な
り
し
と
云
と
み
え
た
り
。
今
の
鬢
櫛
山
の
事
な
り
。
藤
岡
の
女
子
を
懸
相
し
て
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
と
い
ふ
歌
、
さ
く
ら
木
の
、
岡
の
一
夜
を
、
あ
か
し
て
そ
、
名
残
大
井
の
、
山
の
か
ん
な
き
。
ま
た
巫ミコ
岡
山
、
右
の
桜
木
の
岡
と
同
し
事
に
て
、
か
ん
な
き
山
と
も
い
ふ
。
○
考
に
は
ミ
コ
ヲ
カ
と
か
な
つ
け
た
れ
と
、
今
の
鬢
櫛
山
の
事
な
る
へ
し
と
あ
り
。
今
は
ミ
コ
カ
ヤ
マ
と
い
へ
り
。
こ
れ
や
十
四
丘
の
ミ
カ
丘
な
ら
ん
か
〉 
【
附
箋
】 
一
、
遣
ヤ
リ
テ
二
其ソノ
子コヲ
汲ミツ
水クミ
一
未
カ
ヘ
ラ
還サル
以サ
前キ
即ニ
○
發
フ
ナ
ヒ
船
ラ
キ
シ
遁ニケ
去サリ
キ 
 
 
 
 
 
○
即
ノ
字
ハ
サ
キ
ニ
ト
云
ニ
ニ
ア
タ
ル
。
○
遁
去
ヲ
ニ
ケ
サ
リ
キ
ト
ヨ
ミ
テ
ハ
、
遠
ク
去
リ
行
タ
ル
心
チ
ノ
ス
レ
ハ
去
ノ
字
ヲ
タ
ヽ
ニ
ニ
キ
ト
ヨ
メ
リ
。 
一
、
汲ミツ
レ
水
ヲ
ク
ミ
還
カ
ヘ
リ
来キテ
見
シ
レ
ハ
船フナ
發
ヒ
ラ
キ
去シテ
イ
ニ
キ 
賀
野
里 
餝
西
郡 
〈
是
よ
り
次
々
餝
西
郡
に
は
西
と
記
し
、
餝
東
郡
に
は
東
と
し
る
せ
り
〉 
古
知
庄
村
・
塩
田
村
・
杉
ノ
内
村
・
高
長
村
・
神
カ
ウ
ノ
種クサ
村
・
前
之
庄
村
・
新
庄
村
・
山
ノ
内
村
を
賀
屋
庄
と
い
へ
り
。
古
知
庄
村
は
亥
方
三
里
半
は
か
り
。
山
之
内
村
は
六
里
あ
ま
り
も
あ
り
。 
韓
室
里 
西 
和
名
抄
に
も
辛
室
〈
加
良
牟
呂
〉
と
あ
れ
と
、
餝
磨
郡
の
内
に
カ
ラ
ム
ロ
と
い
ふ
郷
も
庄
も
さ
ら
に
な
く
て
、
龍
野
町
新
田
・
山
畑
・
新
庄
家
村
・
今
宿
村
北
東
西
の
三
村
、
辻
井
・
二
村
・
田
寺
村
・
御
立
村
・
田
井
・
坂
元
な
と
を
安
室
郷
と
い
へ
り
。〈
当
社
長
禄
三
年
の
御
棟
礼
に
も
餝
西
郡
安
室
郷
住
人
と
大
工
の
名
を
し
る
し
た
り
〉
此
安
室
、
や
か
て
韓
室
な
る
へ
し
。
カ
ラ
と
い
ふ
を
悪
み
て
、
安
と
か
へ
た
る
物
な
ら
ん
。
す
て
に
神
前
郡
生
野
は
、
も
と
死
野
な
り
し
よ
し
み
え
た
り
。
猶
伊
波
礼
毘
古
天
皇
の
大
后
の
御
名
も
然
な
り
。 
巨
智
里 
草
上 
大
立
丘 
西 
上
に
い
へ
る
賀
屋
庄
の
内
に
古
知
庄
村
あ
り
。
○
草
上
は
播
磨
事
始
経
歴
考
に
、
餝
西
郡
草
上
郷
新
在
家
村
蛤
山
高
岳
神
社
云
々
と
み
え
た
り
。
新
在
家
村
は
上
の
安
室
郷
の
内
に
あ
り
。
い
か
ゝ
。
然
は
あ
れ
と
、
安
室
郷
の
内
な
る
龍
野
町
新
田
・
山
畑
は
姫
路
の
町
つ
ゝ
き
、
坂
元
は
書
写
山
の
梺
に
て
一
里
三
十
丁
は
か
り
も
あ
れ
は
、
い
か
に
そ
や
と
お
も
は
る
ゝ
事
も
あ
り
。
ま
た
御
立
村
は
経
歴
考
に
、
御
舘
邑
、
後
醍
醐
天
皇
書
写
山
行
幸
の
時
の
御
旅
舘
た
り
し
由
と
み
え
た
れ
と
、
是
は
此
処
に
あ
る
大
立
丘
の
名
の
移
れ
る
も
の
な
ら
ん
。
さ
ら
は
草
上
は
御
立
村
あ
た
り
な
る
へ
し
。 
【
附
箋
】 
ま
た
餝
西
郡
新
在
家
村
は
酉
戌
方
に
て
十
丁
は
か
り
。
今
宿
は
東
西
北
と
三
あ
り
て
、
戌
亥
方
廿
丁
あ
ま
り
あ
り
。
御
立
村
は
戌
亥
方
に
あ
た
り
て
一
里
余
も
あ
り
。
さ
て
此
村
々
、
み
な
今
安
室
郷
な
り
。
ま
た
、
西
今
宿
村
に
山
吹
新
田
と
い
ふ
処
も
あ
り
。
は
り
ま
鑑
に
、
草
上
寺
安
室
郷
山
吹
野
ニ
有
寺
跡
。
又
云
、
草
上
ノ
地
、
今
ハ
今
宿
村
ト
云
。
草
上
ト
ハ
、
今
蛤
山
ノ
上
ノ
方
、
野
原
成
へ
く
と
あ
り
。
ま
た
蛤
山
は
同
し
鑑
に
、
高
岡
社
安
室
郷
。
一
名
蛤
山
。
祭
神
應
神
天
皇
・
仲
哀
天
皇
式
内
・
崇
道
盡
敬
天
皇
・
事
代
主
命
・
猿
田
彦
大
神
式
外
、
是
古
旧
地
草
上
郷
新
在
家
村
西
八
帖
岩
ノ
山
庄
也
と
も
あ
り
。
是
に
よ
り
て
お
も
へ
は
、
御
立
村
は
後
醍
醐
天
皇
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書
写
山
行
幸
の
時
の
御
旅
舘
な
る
に
よ
り
て
、
御
立
村
と
い
ふ
と
の
説
あ
れ
と
、
然
る
に
は
あ
ら
て
、
此
處
に
あ
る
大
立
丘
を
後
に
御
立
と
い
へ
る
も
の
な
る
へ
し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
方
角
里
数
を
挙
た
る
は
姫
路
よ
り
な
り
。 
安 付箋
相
里 
継
庄
奥
山
村
に
麻
生
山
と
い
ふ
山
あ
り
。
八
幡
宮
ま
せ
り
。
此
山
や
か
て
英
保
村
の
山
に
つ
ゝ
け
り
。
此
文
に
、
娶
英
保
村
女
と
あ
る
に
も
合
へ
は
、
此
麻
生
山
の
事
な
る
へ
し
。
是
に
よ
り
て
ま
た
長
畝
川
を
奥
山
村
人
に
尋
ぬ
れ
は
、
村
よ
り
半
道
は
か
り
西
に
あ
た
り
て
池
の
こ
と
く
な
れ
る
処
あ
り
。
此
と
こ
ろ
長
畝
川
の
筋
の
残
れ
る
処
な
り
と
村
に
い
ひ
つ
た
へ
た
り
と
い
へ
り
。 
奥
山
村
は
夘
方
に
あ
た
り
て
一
里
あ
ま
り
。
英
保
村
は
夘
辰
方
十
七
八
丁
。
継
庄
継
村
も
ま
た
い
と
ち
か
（
朱
筆
）
し
。
は
り
ま
鑑
に
は
三
野
庄
奥
山
村
と
あ
り
。 
枚
野
里 
新
羅
訓 
東 
国
衙
庄
の
内
に
平
野
村
白
国
村
あ
り
。
平
野
は
亥
子
方
三
十
丁
は
か
り
。
白
国
村
は
子
丑
方
十
丁
は
か
り
。
姫
路
よ
り
い
と
ち
か
し
。
神
名
帳
考
證
に
白
國
神
社
五
十
猛
命
、
日
本
紀
云
、
五
十
猛
神
降
於
新
羅
國
云
々
と
あ
り
。
峯
相
記
に
、
四
宮
白
國
大
明
神
者
。
日
域
開
闢
垂
跡
申
傳
人
皆
不
知
。
或
説
開
化
天
皇
第
一
姫
宮
云
々
。
一
説
飾
東
郡
国
衙
庄
白
国
村
社
者
廣
嶺
山
。
神
官
相
傳
曰
、
白
国
者
新
羅
也
云
々
。
統
て
は
信
か
た
け
れ
と
、
新
羅
と
い
へ
る
は
由
緒
あ
り
て
き
こ
ゆ
。 
大
野
里 
砥
堀 
東 
大
野
村
は
国
衙
庄
の
内
に
あ
り
。
ま
た
姫
路
・
天
神
町
・
橋
元
町
・
野
里
寺
町
・
威
徳
寺
町
・
福
元
町
・
米
屋
町
・
橋
元
新
町
、
こ
れ
み
な
、
今
大
野
郷
な
り
。
○
砥
堀
、
神
東
郡
蔭
山
庄
に
属
て
、
上
砥
堀
・
下
砥
堀
と
二
村
あ
り
。
子
丑
方
一
里
二
十
丁
は
か
り
な
り
。 
少
川
里 
豊
国 
東 
大
野
郷
の
内
に
小
川
村
あ
り
。
寅
方
二
十
丁
は
か
り
あ
り
。
○
豊
国
は
寅
方
一
里
あ
ま
り
あ
り
。
此
豊
国
村
の
郷
名
も
庄
名
も
し
れ
す
。
谷
外
内
の
豊
国
村
と
あ
り
。 
英
保
里 
東 
大
野
郷
の
内
に
東
阿
保
・
中
阿
保
・
西
阿
保
と
三
村
あ
り
。
夘
辰
方
に
あ
た
り
て
十
四
五
丁
あ
り
。 
美
濃
里 
継
潮 
東 
深
志
野
・
御
着
・
国
分
寺
・
山
脇
・
坂
元
・
上
鈴
、
是
村
々
を
今
三
野
北
條
庄
と
い
ひ
、
北
原
・
妻
鹿
・
兼
田
の
三
村
を
見
野
南
條
庄
と
い
へ
り
。
深
志
野
等
は
夘
辰
方
一
里
は
か
り
。
妻
鹿
・
兼
田
、
巳
午
方
一
里
あ
ま
り
。
北
原
は
夘
方
に
あ
た
り
て
一
里
は
か
り
あ
り
。
○
継
潮
は
継
庄
継
村
あ
り
。
是
か
。
此
も
夘
方
に
て
一
里
あ
ま
り
な
り
。 
因
達
里 
経
歴
考
に
、
射
楯
兵
主
神
社
、
餝
西
郡
辻
井
村
東
の
山
と
挙
た
る
は
據
あ
り
て
の
事
か
。 
安
師
里 
東 
今
、
西
川
庄
阿
成
村
と
い
ふ
村
あ
り
。
午
方
一
里
は
か
り
に
あ
た
れ
り
。 
65 
∴ 
△ 
漢
部
里 
阿
比
野 
手
沼
川 
里
名
詳
於
上
右
稱
多
志
野
者
。
品
太
天
皇
処
之
時
云
々
。 
西 
こ
の
処
字
の
下
、
之
字
の
上
に
朱
も
て
行
字
を
補
へ
り
。
是
に
よ
り
て
猶
お
も
へ
は
、
処
巡
の
あ
や
ま
り
に
て
、
巡
行
之
時
な
る
へ
し
。
此
記
中
に
、
品
太
天
皇
巡
行
之
時
と
い
ふ
事
か
す
〳
〵
あ
れ
は
な
り
。
○
阿
比
野
、
書
写
山
の
梺
。
東
坂
元
村
よ
り
西
、
少
し
南
へ
よ
り
て
會
野
と
い
ふ
處
あ
り
。
姫
路
よ
り
は
申
酉
方
一
里
半
は
か
り
も
あ
り
ぬ
へ
し
。
○
手
沼
川
、
今
の
手
野
川
な
る
へ
し
。
姫
路
よ
り
酉
方
一
里
あ
ま
り
あ
り
。
阿
比
野
手
沼
川
と
並
ひ
た
る
に
よ
く
合
へ
り
。 
因
に
い
ふ
、
此
郡
の
は
し
め
に
漢
部
里
（
４
）
あ
り
て
、
ま
た
此
處
に
漢
部
里
あ
れ
は
、
二
里
の
さ
ま
な
れ
と
、
里
名
詳
於
上
と
あ
り
て
、
異
事
に
も
あ
ら
ね
は
、
猶
一
里
の
事
な
る
へ
し
。
そ
を
い
か
に
と
な
れ
は
、
上
の
漢
部
里
を
挙
た
る
條
に
多
志
野
・
阿
比
野
・
手
沼
川
の
事
を
も
い
ふ
へ
き
に
、
其
処
に
も
れ
た
れ
は
、
一
郡
の
事
い
ひ
を
へ
た
る
末
に
挙
た
る
も
の
な
る
へ
し
。
次
の
馬
墓
池
の
事
も
、
貽
和
里
の
條
に
い
ふ
へ
き
を
脱
た
る
に
よ
り
て
此
処
に
い
へ
り
。 
揖
保
郡 
事
明
下 
伊
刀
嶋
諸
島
之
総
名
也
。
名
品
太
天
皇
云
々
。 
此
名
字
は
、
亦
の
誤
な
る
へ
し
。
名
に
て
は
更
に
聞
え
す
。
亦
と
み
れ
は
此
処
の
件
明
ら
か
也
。 
香
山
里 
家
内
谷 
佐
々
村 
揖
東
郡
揖
西
郡 
新
宮
の
北
に
香
山
村
あ
り
。
室
よ
り
は
四
里
は
か
り
北
方
な
り
。
○
家
内
谷
平
野
と
千
本
駅
と
の
間
に
カ
ナ
イ
谷
と
い
ふ
処
あ
り
。
香
山
村
・
佐
々
村
は
揖
東
郡
、
カ
ナ
イ
谷
は
揖
西
郡
な
れ
と
、
程
遠
か
ら
ね
は
是
か
。
○
今
香
山
村
近
き
処
に
佐
々
村
あ
り
。
林
田
よ
り
は
酉
戌
の
方
一
里
あ
ま
り
あ
り
。
新
宮
よ
り
は
東
に
あ
た
れ
り
。 
栗
栖
里 
阿
為
山 
越
部
里 
狭
野 
神
阜 
揖
東
郡
揖
西
郡 
觜
崎
の
駅
路
あ
た
り
、
統
て
越
部
庄
也
。
此
庄
の
内
に
市
保
村
（
５
）
と
い
ふ
村
あ
り
。
此
處
に
俊
成
卿
の
女
越
部
禅
尼
の
御
墓
あ
り
。
寛
延
三
年
觜
崎
村
石
井
某
上
冷
泉
家
へ
め
さ
れ
し
事
あ
り
。
○
狭
野
村
は
立
野
よ
り
二
十
丁
は
か
り
北
に
あ
り
。
○
神
阜
、
此
は
た
え
て
し
れ
さ
れ
と
も
、
此
あ
た
り
の
事
を
つ
ら
〳
〵
考
ふ
る
に
、
繪
圖
に
も
挙
た
る
こ
と
く
、
此
越
部
庄
の
内
に
一
の
山
〈
今
新
宮
の
陶
器
を
や
く
処
な
り
〉
な
ん
有
け
る
。
此
山
の
か
た
ち
、
似
覆
と
あ
る
に
よ
く
合
ひ
た
れ
は
、
是
な
ら
ん
と
は
お
し
は
か
ら
る
れ
と
、
い
ま
た
正
し
き
も
の
を
み
す
。〈
越
部
庄
は
揖
東
揖
西
に
わ
た
れ
り
〉 
【
附
箋
】 はり
ま
鑑
に
、
栗
栖
湯
、
今
絶
ニ
ヤ
。
考
ニ
龍
野
領
ニ
栗
栖
川
有
。
牧
谷
よ
り
出
テ
佐
野
村
ニ
至
リ
伊
保
川
ニ
入
と
あ
り
。 
【
附
箋
】 
△
阿
為
山
は
千
本
と
三
日
月
と
の
間
に
相
坂
と
い
ふ
峠
あ
り
。
此
処
は
揖
保
佐
用
の
さ
か
ひ
な
り
。
阿
為
と
相
と
は
か
な
違
ひ
な
れ
と
、
そ
は
後
の
事
な
る
へ
し
。
其
上
此
あ
た
り
栗
栖
庄
と
い
へ
る
に
も
よ
く
合
ひ
た
れ
は
、
正
し
く
是
な
る
へ
し
。
先
年
三
日
月
に
物
し
け
る
時
に
よ
め
る
歌
あ
り
。 
相
坂
の
、
手
向
を
す
き
て
、
我
く
れ
は
、
夕
き
り
た
ち
ぬ
、
三
日
月
の
郷
ト
ヨ
メ
レ
ト
、
今
ハ
あ
ゐ
山
の
ト
ス
。 
 
 
 
【
附
箋
】 
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注 
出
雲
国
阿
菩
大
神
云
々
こ
の
上
に
神
阜
所
以
号
神
阜
者
と
か
、
ま
た
は
た
ゝ
神
阜
と
は
か
り
に
て
も
有
へ
き
處
な
り
。
脱
た
る
な
る
へ
し
。
ま
た
万
葉
集
の
仙
覚
注
に
、
故
号
神
集
之
覆
形
と
あ
る
は
、
阜
と
集
と
混
ひ
々
形
と
あ
る
々
の
之
に
ま
か
ひ
形
と
覆
と
上
下
に
ま
か
ひ
た
る
も
の
な
る
へ
し
。
さ
て
是
は
何
れ
を
よ
し
と
も
定
め
か
た
け
れ
と
、
仙
覚
注
に
、
以
此
謌
諌
山
上
来
云
々
と
あ
る
は
、
此
欲
諌
止
の
あ
や
ま
り
な
る
事
は
明
ら
か
な
れ
は
、
こ
れ
に
ひ
か
れ
て
神
阜
の
方
を
よ
し
と
す
。 
日
下
部
里 
立
野 
西 
運
傳
上
川
礫 
室
泊
よ
り
子
丑
方
三
里
な
り
。
附
箋
「
は
り
ま
鑑
龍
野
御
領
主
由
縁
之
処
に
、
或
記
曰
、
貞
観
年
中
播
磨
守
日
下
部
朝
臣
村
雄
晩
年
ニ
龍
野
入
道
昌
泰
ト
云
人
、
當
地
ニ
居
住
ス
ト
云
へ
り
。
ま
た
旧
跡
之
処
に
龍
野
貞
観
年
中
大
蛇
此
山
に
居
し
、
洪
水
此
時
、
当
寺
記紀（
朱
筆
）
ノ
材村
維
雄
（
朱
筆
）
其
蛇
を
殺
す
と
も
あ
り
。」
運
傳
上
川
礫
云
々
。
此
は
も
と
上
と
川
と
う
へ
下
に
て
、
運
二
傳
川
上
礫
一
云
々
と
あ
り
た
る
に
は
あ
ら
ぬ
か
。 
 
 
【
附
箋
】 日下
部
里 
因
人
姓
名
為
名 
こ
れ
も
い
か
ゝ 
是
も
次
の
上
岡
里
、 
林
田
里
な
と
ゝ
同
し 
く
ま
き
れ
み
た
れ 
た
り
と
み
ゆ
。 
上
岡
里 
本
村
田
里 
東 
林
田
里 
本 
名
談
奈
志 
松
尾 
伊
勢
野 
東 
此
二
里
、
い
と
混
ら
は
し
。
上
岡
（
６
）
の
名
は
此
記
の
成
れ
る
頃
の
名
に
て
、
林
田
の
名
は
そ
れ
よ
り
先
つ
か
た
の
事
な
れ
は
、
い
と
ふ
る
し
。
又
林
田
里
は
此
記
の
成
れ
る
頃
の
名
に
て
、
談
奈
志
は
そ
れ
よ
り
ふ
る
き
方
の
名
な
り
。
さ
れ
は
今
林
田
と
い
ふ
は
、
談
奈
志
の
方
の
林
田
な
る
へ
け
れ
と
、
さ
も
い
ひ
か
た
き
事
も
あ
り
。
ま
た
聊
の
據
も
あ
り
。
仰
賀
茂
神
領
の
林
田
庄
の
堺
を
、
先
年
林
田
人
三
村
利
兵
衛
と
云
者
〈
是
は
三
村
左
京
進
と
て
、
神
領
に
附
た
る
者
あ
り
。
そ
の
裔
と
き
け
り
〉
平
保
か
家
に
書
記
し
て
お
こ
せ
た
る
も
の
あ
り
。
其
中
に
東
は
石
の
藤
兵
衛
山
の
尾
よ
り
峯
き
り
、
す
が
ふ
と
の
境
は
堀
き
り
、
ご
じ
と
の
堺
は
二
つ
岩
、
宍
粟
と
の
さ
か
ひ
は
仙
人
場
云
々
と
あ
り
。
此
す
か
ふ
と
い
ふ
は
、
菅
生
に
て
餝
西
郡
菅
生
里
の
條
に
い
へ
る
こ
と
く
六
角
・
刀
出
・
古
瀬
畑
・
芦
田
・
護
持
・
塚
本
の
六
村
、
菅
生
庄
に
て
菅
生
山
邊
故
曰
菅
生
と
あ
る
に
も
よ
く
合
ひ
、
ご
じ
は
や
か
て
此
菅
生
庄
の
内
に
あ
り
。
そ
の
上
こ
の
塚
本
よ
り
林
田
の
町
へ
は
二
里
は
か
り
あ
れ
は
、
上
岡
の
林
田
、
是
今
の
林
田
な
り
と
も
い
ふ
へ
け
れ
と
、
さ
て
は
此
記
に
本
名
林
田
里
と
あ
る
に
立
か
へ
り
て
、
そ
の
本
名
を
い
へ
る
も
い
ふ
か
し
。
猶
ま
た
今
林
田
ノ
里
を
ニ
レ
の
里
と
い
へ
り
。
か
く
て
は
談
奈
志
と
い
ふ
方
な
り
と
も
思
は
る
ゝ
な
り
。
○
松
尾
は
、
鵤
村
の
少
し
東
北
に
、
今
松
尾
村
あ
り
。
○
伊
勢
野
は
、
今
の
林
田
よ
り
立
野
へ
行
道
の
中
ら
に
伊
勢
と
い
ふ
處
あ
り
〈
林
田
よ
り
立
野
へ
は
二
里
な
り
〉
て
と
り
〳
〵
に
混
ら
は
し
。
此
は
は
や
く
も
此
記
の
成
れ
る
こ
ろ
す
ら
林
田
名
二
つ
あ
れ
は
ま
か
ふ
も
説誤（
朱
筆
）
な
り
。 
【
附
箋
】 
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上
岡
里
。
本
名
林
田
里
ト
ア
レ
ト
、
此
名
ノ
縁
ハ
ナ
ク
テ
、
曰
菅
生
。
一
云
曰
宗
我
富
ト
ア
ル
ハ
イ
カ
ニ
。
又
次
、
林
田
里
。
本
名
談
奈
志
ト
ア
リ
テ
、
其
談
奈
志
ノ
事
ハ
カ
リ
挙
テ
林
田
里
ノ
事
ヲ
イ
ハ
ヌ
モ
イ
カ
ヽ
。
イ
ト
〳
〵
マ
キ
レ
タ
ル
モ
ノ
也
。 
又
上
岡
里
。〈
〃
〃
〃
〃
〉
上
中
下
。
菅
生
山
ノ
邉
ナ
リ
。
故
曰
二
菅
生
一
カ
ク
ア
レ
ト
モ
菅
生
山
辺
ナ
ラ
ン
カ
。 
邑
智
驛
家 
泳
山 
蒲
阜 
東 
○附箋
に
―
○
は
り
ま
鑑
に
、
青
山
ノ
西
大
市
郷
石
鞍
村
、
大
市
郷
西
脇
村
。
ま
た
道
法 
○
―
部
所
に
は
大
市
、
今
大
市
郷
相
野
村
・
中
村
・
廣
坂
・
松
尾
辺
ナ
リ
と
あ
り
。 
或
人
云
、
姫
路
よ
り
二
里
は
か
り
西
に
山
田
村
と
い
ふ
村
あ
り
。〈
西
海
道
往
来
筋
な
り
〉
此
山
田
村
の
北
方
に
大
市
と
云
村
あ
り
。
立
野
の
東
、
け
や
き
坂
の
東
に
あ
た
り
て
、
立
野
よ
り
は
二
里
あ
ま
り
あ
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
は
泳
山
は
立
野
の
日
山
の
事
に
は
あ
ら
し
。
○
蒲
、
こ
の
字
、
月
令
・
高
橋
氏
文
に
も
蒲
と
あ
り
。 
廣
山
里 
麻
打
里 
東 
廣
山
村
は
鵤
村
よ
り
廿
丁
は
か
り
。
戌
亥
方
な
り
。
○
麻
打
里
、
今
此
名
し
れ
す
。
さ
て
廣
山
村
よ
り
十
二
三
丁
午
方
に
阿
宗
村
あ
り
。〈
経
歴
考
に
は
廣
山
庄
阿
宗
村
と
あ
り
〉
阿
宗
は
記
中
巻
〈
開
化
天
皇
條
に
〉
次
息
長
日
子
王
。
三
柱
。
此
王
者
吉
備
品
遲
君
針
間
阿
宗
君
之
祖
と
あ
り
。
神
名
帳
揖
保
郡
阿
宗
神
社
と
も
み
え
て
、
い
と
古
き
處
な
る
に
、
此
記
に
み
え
す
て
麻
打
里
あ
る
は
何
と
か
う
た
か
は
し
。 
【
附
箋
】 
麻
打
里
、
今
此
名
し
れ
す
。
廣
山
よ
り
十
二
三
丁
南
の
方
に
阿
曽
村
あ
り
。
阿
曽
は
記
中
巻
開
化
天
皇
御
子
迦
迩
米
雷
王
。
此
王
娶
丹
波
之
遠
津
臣
之
女
。
名
高
材
比
賣
生
子
。
息
長
宿
祢
王
。
此
王
娶
葛
城
之
高
額
比
賣
生
子
。
息
長
帯
比
賣
命
。
次
虚
空
津
比
賣
命
。
次
息
長
日
子
王
。
三
柱
。
此
王
者
。
吉
備
品
遲
君
針
間
阿
宗
君
之
祖
と
あ
り
。
神
名
帳
揖
保
郡
阿
宗
神
社
と
も
み
え
て
、
阿
曽
の
名
い
と
古
（
朱
筆
）
き
に
、
此
記
に
み
え
す
。
さ
て
今
廣
山
村
ま
ち
か
き
処
に
、
阿
曽
村
あ
れ
は
、
是
は
麻
打
の
轉
り
偏
（
カ
）
り
て
阿
曽
と
な
れ
る
な
ら
ん
。 
ア
サ
ウ
チ
ス
ナ
ル
ヲ
ソ
ニ 
チ
ヲ
省
ク
。 
 
 
 
【
附
箋
】 
廣
山
里
旧
名
握
村
ト
ア
リ
。
今
二
塚
村
ア
リ
。
是
ハ
処
タ
カ
ヘ
ル
カ
。
ヨ
ク
尋
マ
ホ
シ
。 
枚
方
里 
御
立
阜 
東 
上
に
い
へ
る
阿
宗
の
南
に
て
、
正
条
駅
よ
り
廿
丁
あ
ま
り
東
な
り
。
鵤
村
よ
り
は
十
二
三
丁
は
か
り
北
、
す
こ
し
東
へ
よ
れ
り
。
附
箋
○
は
り
ま
鑑
に
、
立
岡
村
廣
山
庄
、
古
老
ノ
説
ニ
、
昔
此
処
ニ
テ
春
麥
ヲ
カ
リ
、
害
ニ
過遇カ
（
朱
筆
）
ル
者
有
ト
云
。
今
考
ル
ニ
、
太
平
記
ニ
云
ヘ
リ
小
山
太
郎
高
家
ナ
ル
ヘ
シ
。
義
貞
、
立
岡
山
ニ
陣
営
ノ
時
カ
と
あ
り
。
ま
た
笠
山
ノ
陣
鵤
庄
内
山
村
、
建
武
中
新
田
義
貞
白
旗
城
攻
ノ
時
、
シ
ハ
ラ
ク
爰
ニ
陣
営
ス
ト
云
ヘ
り
。
今
内
山
村
ノ
山
上
也
。
所
ノ
者
、
山
下
ヲ
屋
シ
キ
段
ト
云
。
或
ハ
立
岡
山
ト
モ
イ
ヘ
リ
と
あ
り
。
廣
山
村
・
鵤
村
・
内
山
村
、
み
な
つ
ゝ
き
た
る
処
な
り
。
さ
て
此
立
岡
村
と
い
へ
る
か
、
御
立
岡
な
る
へ
し
。
枚
方
も
鵤
よ
り
北
東
に
て
十
弐
三
丁
は
か
り
な
れ
は
な
り
。 
大
家
里 
与
冨
等 
東 
68 
手
本
驛
路
あ
た
り
に
、
大
屋
村
と
い
ふ
お村（
朱
筆
）
あ
れ
と
、
是
に
は
あ
ら
て
、
此
次
件
に
請
大
田
村
与
冨
等
地
云
々
と
い
ふ
事
の
あ
る
を
お
も
へ
は
、
大
田
里
程
遠
か
ら
ぬ
處
な
り
と
そ
、
お
し
は
か
ら
る
ゝ
也
。
さ
て
ま
た
与
冨
等
よ
ほ
ろ
ら
ナ
リ
と
い
ふ
事
に
よ
り
て
猶
考
ふ
れ
は
、
今
丁
村
と
か
き
て
ヨ
ウ
ラ
ウ
村
と
い
ふ
村
あ
り
。
丁
村
（
７
）
を
ヨ
ウ
ラ
ウ
村
と
い
ふ
は
、
和
名
抄
に
近
江
國
浅
井
郡
丁
野
〈
与
保
乃
〉
と
い
ふ
郷
名
あ
れ
は
、
此
丁ヨウ
村ラウ
（
８
）
は
ヨ
ホ
ロ
村
の
訛
り
な
る
へ
し
。
大
田
村
の
南
方
に
あ
た
り
て
、
遠
か
ら
ね
は
此
処
に
あ
る
与
冨
等
に
よ
く
合
ひ
た
り
。
さ
れ
は
大
家
里
も
此
あ
た
り
な
る
事
は
論
ひ
な
し
。
石
海
里
條
ニ
造
宮
於
大
宅
里
闢
井
此
野
と
あ
る
に
も
よ
く
合
へ
り
。 
大
田
里 
皷
山 
東 
林
田
よ
り
東
南
方
凡
二
里
は
か
り
。
○
皷
山
、
林
田
よ
り
菅
生
庄
の
塚
本
村
へ
行
道
に
大
皷
オ
ホ
ツ
ヽ
ミ
（
朱
筆
）
と
い
ふ
處
あ
り
。
是
か
。 
石
海
里 
宇
須
伎
津 
宇
頭
川 
絞
水
之
淵 
伊
都 
雀
島 
己
之
負
子
而
云
々
。 
和
名
抄
揖
保
郡
石
見
（
９
）
〈
伊
波
美
〉
と
あ
り
。
今
も
石
見
庄
と
い
へ
り
。
さ
て
此
石
見
庄
は
、
揖
保
郡
の
東
西
に
わ
た
り
て
い
と
〳
〵
ひ
ろ
し
。
○
宇
須
伎
津
は
、
今
宮
内
村
に
坐
八
幡
宮
を
宇
須
伎
濱
宮
と
も
、
ま
た
津
宮
と
も
い
へ
り
。〈
宮
内
村
は
我
室
泊
よ
り
は
東
に
あ
た
り
て
二
里
あ
ま
り
あ
り
〉
此
津
宮
よ
り
十
四
五
丁
西
に
津
市
場
村
と
い
ふ
村
も
あ
り
。〈
津
宮
、
ま
た
津
市
場
の
津
は
う
す
き
津
の
津
よ
り
出
た
る
名
な
る
へ
し
〉
○
宇
頭
川
、
或
人
云
、
宇
頭
と
い
ふ
川
は
、
馬
場
村
よ
り
出
て
市
場
村
・
萩
原
村
の
間
を
な
か
れ
、
下
は
梶
山
の
梺
を
な
か
れ
て
上
河
原
村
よ
り
揖
保
川
に
い
る
と
い
へ
り
。〈
馬
場
村
は
室
津
よ
り
東
北
に
あ
た
り
て
、
鳩
の
峯
と
い
ふ
峠
の
先
に
て
、
一
里
あ
ま
り
あ
り
〉
さ
ら
は
絞
水
之
淵
も
此
邊
り
な
ら
ん
と
よ
く
思
ひ
め
く
ら
せ
は
、
揖
保
川
は
正
条
の
西
、
山
津
屋
村
の
南
の
山
下
を
流
て
萩
原
の
南
、
梶
山
の
北
側
の
梺
（
１
０
）
に
な
か
れ
て
行
あ
た
り
、
そ
れ
よ
り
少
し
東
へ
な
か
れ
て
、
ま
た
南
へ
な
か
る
れ
と
も
、
付
箋
「
い
に
し
へ
は
、
山
津
屋
村
の
山
下
よ
り
西
へ
弐
丁
も
な
か
れ
入
こ
み
て
、
夫
よ
り
折
ま
か
り
、
ま
た
南
へ
壱
丁
は
か
り
も
な
か
れ
て
、
梶
山
の
ふ
も
と
を
東
南
へ
な
か
れ
出
る
な
り
。
此
折
ま
か
り
た
る
處
か
。
や
か
て
う
づ
ま
く
淵
な
り
。」
是
に
よ
り
て
猶
熟
考
ふ
れ
は
、
宇
頭
川
と
い
ふ
は
此
揖
保
川
の
事
に
て
、
馬
場
村
よ
り
出
る
小
川
を
い
ふ
は
後
に
移
り
た
る
も
の
な
り
。
か
く
て
宇
須
伎
津
の
西
と
い
へ
る
に
も
よ
く
合
ひ
た
り
。〈
揖
保
川
源
は
但
馬
因
幡
の
二
国
よ
り
出
た
る
大
川
な
る
に
、
そ
を
除
て
、
そ
れ
よ
り
西
な
る
小
川
を
取
出
し
て
い
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
。
さ
れ
と
、
う
つ
川
の
名
の
遺
り
た
る
は
、
い
と
め
て
た
し
〉
○
伊
都
村
は
、
宇
須
伎
濱
宮
よ
り
七
十
丁
は
か
り
西
方
な
り
。
室
泊
よ
り
は
七
ま
か
り
と
い
ひ
て
、
室
山
の
梺
、
波
打
際
を
東
へ
め
く
り
め
く
り
ゆ
け
は
伊
都
村
な
り
。〈
今
伊
津
と
か
け
り
〉
此
七
曲
の
間
一
里
に
ち
か
し
。
○
雀
島
、
今
シ
ヽ
マ
と
い
ひ
て
、
伊
津
浦
に
属
る
一
の
小
嶋
あ
り
。
此
島
草
木
生
す
。
シ
ヽ
マ
と
い
ふ
は
ス
ヽ
メ
シ
マ
を
云
ひ
か
め
（
マ
マ
）
た
る
も
の
な
る
へ
し
。
○
於
是
有
一
女
。
人
為
資
上
己
之
負
子
而
堕
於
江
。
故
号
宇
須
伎
〈
新
辞
伊
波
須
久
〉
こ
の
件
聞
え
か
た
し
。
是
は
而
字
江
字
の
下
に
あ
り
て
、
次
に
宇
須
々
伎
々
。
故
号
宇
須
伎
と
有
た
る
か
混
ひ
た
る
な
る
へ
し
。
伊
波
須
久
の
い
は
は
い
は
け
な
し
。
い
は
け
て
な
と
の
い
は
か
す
く
は
う
す
ゝ
く
の
す
く
と
同
し
こ
と
に
て
、
や
か
て
う
す
ゝ
く
と
同
し
意
は
へ
の
詞
な
る
へ
し
。
又
伊
波
の
波
は
須
の
誤
か
。
さ
ら
は
伊
須
々
久
に
て
宇
須
々
久
と
同
言
な
り
。
○
召
石
海
人
夫
は
紀
應
神
巻
十
四
年
二
月
云
々
。
因
以
奏
之
曰
。
臣
領
已
国
之
人
夫
御
財
百
二
十
縣
而
云
々
と
あ
る
に
よ
れ
は
、
こ
ゝ
も
イ
ハ
ミ
ノ
ミ
タ
カ
ラ
と
も
よ
む
へ
け
れ
と
、
然
訓
ん
よ
り
イ
ハ
ミ
ノ
ミ
タ
ミ
と
よ
む
か
た
、
ま
さ
り
て
き
こ
ゆ
。 
浦
上
里 
室
原
泊
（
１
１
） 
家
嶋 
韓
荷
嶋 
高
嶋 
和
名
抄
に
浦
上
〈
宇
良
加
三
〉
と
あ
り
。
経
歴
考
に
は
浦
上
庄
萩
原
村
と
み
え
、
は
り
ま
鑑
に
は
浦
上
と
か
き
て
ウ
ラ
カ
ベ
と
か
な
つ
け
あ
り
。
ま
た
永
禄
の
頃
、
室
城
主
に
浦
上
美
作
守
政
宗
と
い
ひ
し
人
も
あ
り
。
ま
た
或
人
の
い
へ
る
に
は
、
市
場
村
・
萩
原
村
を
浦
上
庄
と
い
ふ
な
り
と
い
へ
り
。〈
此
市
場
・
萩
原
は
、
浦
辺
村
の
隣
村
に
て
、
室
泊
よ
り
は
一
里
あ
ま
り
北
東
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の
方
な
り
〉
さ
て
ま
た
嶋
々
も
此
次
第
に
あ
れ
は
浦
上
里
の
内
か
。
然
ら
は
神
島
は
今
の
上
島
の
事
に
は
あ
ら
て
、
此
あ
た
り
近
き
處
、
ま
た
は
家
島
に
属
る
多
く
の
島
々
の
内
な
る
へ
け
れ
と
、
は
や
く
其
名
の
た
え
た
る
も
の
な
る
へ
し
。〈
今
の
上
島
は
多
く
の
島
々
の
上
の
は
し
に
あ
る
故
に
上
島
と
は
い
ひ
け
る
も
の
な
る
へ
し
。
ま
た
か
め
島
と
も
み
な
ふ
し
鳥
と
も
い
へ
り
。
室
泊
よ
り
は
八
里
は
か
り
あ
る
處
な
り
〉
○
室
原
泊
〈
中
臣
連
胤
は
原
の
字
衍
か
と
い
へ
り
〉
こ
ゝ
に
一
の
考
へ
あ
り
。
本
朝
文
粋
に
一
重
請
修
復
播
磨
国
魚
住
泊
（
１
２
）
事
。
右
臣
伏
見
山
陽
西
海
南
海
三
道
舟
船
海
行
之
程
。
自
檉
生
泊
（
１
３
）
至
韓
泊
一
日
行
。
自
韓
泊
至
魚
住
泊
一
日
行
。
自
魚
住
泊
至
大
輪
田
泊
一
日
行
。
自
大
輪
田
泊
（
朱
筆
）
至
河
尻
一
日
行
云
々
。
延
喜
十
四
年
四
月
廿
八
日
。
従
四
位
上
行
式
部
大
輔
臣
三
善
朝
臣
清
行
上
封
事
と
あ
り
。
此
文
に
よ
り
て
考
ふ
れ
は
、
檉
生
泊
は
正
し
く
室
泊
の
事
な
り
。
然
る
に
此
記
に
は
室
原
泊
と
あ
り
。
是
を
い
か
に
と
お
も
ひ
て
、
よ
く
思
ひ
め
く
ら
せ
は
、
浅
茅
生
の
小
野
の
篠
原
し
の
ふ
れ
と
ゝ
も
あ
れ
は
、
生
と
い
ふ
も
原
と
い
ふ
も
心
は
（
朱
筆
）
へ
は
し
事
な
り
。
ま
た
田
を
フ
と
も
よ
め
は
、
原
を
も
フ
と
よ
め
る
事
も
あ
ら
ん
か
と
考
へ
て
、
秋
元
安
民
に
と
へ
る
に
、
安
民
の
い
は
く
、
万
葉
集
に
原
を
フ
と
よ
ま
せ
た
る
処
、
一
處
あ
り
と
い
へ
り
（
１
４
）
。
さ
れ
は
原
は
衍
に
は
あ
ら
て
、
室
ム
ロ
ノ
原フノ
泊
ト
マ
リ
と
い
ふ
か
。
全
き
名
に
し
て
室
泊
と
い
ふ
は
略
た
る
名
な
り
。 
 
 
【
附
箋
】 
檉
生
に
ヤ
ギ
フ
と
か
な
つ
け
た
る
は
、
こ
の
字
ム
ロ
ノ
キ
、
ま
た
カ
ハ
ヤ
ナ
ギ
と
い
ふ
訓
も
あ
る
よ
り
、
柳
は
ア
ヲ
ヤ
ギ
と
い
ひ
、
ま
た
苗
字
な
と
に
柳
生
を
ヤ
ギ
フ
と
い
ふ
も
有
よ
り
、
檉
生
に
ヤ
キ
フ
と
假
字
つ
け
た
る
も
の
な
る
へ
し
。 
 
 
 
【
附
箋
】 
万
六
ノ
略
解
ニ
、 
和
名
抄
東
生
郡
味アチ
原フノ
郷
あ
り
。 
原
を
ふ
と
よ
む
は
、
茅チ
原フ
荢ヲ 
原フ
の
類
な
り
と
あ
り
。
桓
武
紀 
摂
津
国
鰺
生
野
と
有
と
（
朱
筆
）
み
え 
た
り
。 
◎
因
に
い
ふ
韓
泊
は
檉
生
泊
よ
り
魚
住
泊
ま
て
の
中
ら
に
あ
り
ぬ
へ
き
を
、
今
そ
の
名
た
え
て
し
れ
す
。
強
て
い
は
ゝ
、
今
の
福
泊
の
事
な
ら
ん
か
。
是
は
餝
万
郡
韓
室
と
同
し
類
に
名
の
あ
し
き
を
嫌
ひ
て
、
韓
を
福
に
か
へ
た
る
に
て
も
あ
り
ぬ
へ
し
（
１
５
）
。〈
か
く
み
る
時
は
、
一
日
行
と
あ
る
に
も
よ
く
合
へ
り
〉
我
室
の
浦
は
の
鳴
島
・
屍
嶋
も
い
つ
の
頃
よ
り
か
き
み
嶋
・
か
つ
ら
島
と
い
へ
り
。
是
も
其
名
の
あ
し
き
に
よ
り
て
改
た
る
も
の
也
。
◎
さ
て
追
考
記
〈
元
和
年
中
に
室
津
の
事
を
記
せ
る
書
也
〉
に
山
三
方
を
か
こ
み
て
往
来
の
客
船
風
波
の
難
を
し
の
き
江
中
静
謐
な
り
け
れ
は
、
室
中
に
異
な
ら
す
と
て
、
室
津
と
名
付
そ
か
し
な
り
と
あ
る
は
此
記
に
所
二
以
号
レ
室
一
者
。
此
泊
防
レ
風
如
レ
室
。
故
因
為
レ
名
と
あ
る
と
同
し
事
に
て
い
と
め
て
た
し
。〈
韓
荷
島
の
い
ひ
傳
へ
も
此
記
と
同
し
さ
ま
也
。
そ
は
そ
こ
に
い
ふ
へ
し
〉
御
津
・
白
貝
浦
、
此
二
の
名
、
今
絶
て
な
け
れ
は
知
か
た
け
れ
と
、
室
津
の
内
に
あ
り
ぬ
へ
し
。〈
室
津
と
い
ふ
は
、
東
は
伊
津
村
に
さ
か
ひ
、
西
は
赤
穂
郡
の
堺
に
い
た
る
ま
て
室
津
の
内
な
り
。
此
間
二
里
に
あ
ま
り
て
浦
々
多
し
〉
鳴
島
・
屍
島
の
な
き
は
い
か
に
そ
や
。
此
記
の
成
れ
る
頃
は
、
此
二
島
と
も
に
赤
穂
郡
に
属
る
か
。
今
も
鳴
島
は
揖
西
・
赤
穂
の
二
郡
に
度
り
、
屍
島
は
み
な
か
ら
赤
穂
郡
に
属
り
。
さ
て
ま
た
中
昔
に
室
と
い
ひ
し
は
、
今
の
我
産
土
わ
た
り
の
み
70 
の
事
に
は
あ
ら
て
、
揖
保
川
の
西
、
濱
田
村
・
刈
屋
村
あ
た
り
。
ま
た
河
内
谷
〈
河
内
谷
と
は
馬
場
村
よ
り
東
し
揖
保
川
よ
り
西
を
い
へ
り
〉〈
○
濱
田
・
刈
屋
は
室
よ
り
辰
巳
に
あ
た
り
河
内
谷
は
子
丑
に
あ
た
れ
り
〉
こ
れ
ら
み
な
室
と
い
ひ
し
な
ら
ん
と
お
も
ふ
事
、
寛
治
の
頃
よ
り
嘉
吉
の
頃
ま
て
の
も
の
に
據
あ
り
。
事
長
け
れ
は
此
處
に
は
略
し
ぬ
。〈
此
事
は
社
記
に
委
し
く
論
へ
り
〉 
【
附
箋
】 
追
考
御
津
と
室
原
泊
と
は
二
所
に
は
あ
ら
て
、
一
処
に
し
て
名
の
二
あ
り
し
か
、
ま
か
ひ
た
る
な
ら
む
か
。〈
名
の
二
あ
る
事
は
、
此
巻
に
か
す
〳
〵
あ
り
〉
い
か
に
と
な
れ
は
、
防
風
如
室
と
あ
る
い
と
よ
き
泊
を
お
き
て
、
異
浦
に
御
船
の
泊
玉
ふ
へ
き
事
も
あ
る
ま
し
。
さ
れ
は
こ
ゝ
は
も
と
所
以
号
御
津
者
。
息
長
帶
日
賣
命
宿
御
船
之
泊
。
故
号
御
津
。
亦
所
以
号
室
原
泊
者
。
此
泊
防
風
如
室
。
故
因
為
名
と
あ
り
た
る
か
ま
か
ひ
た
る
も
の
な
ら
ん
。
こ
れ
に
よ
り
て
ま
た
一
つ
お
も
ふ
事
あ
り
。
室
津
と
い
ふ
は
、
船
の
泊
な
れ
は
室
津
な
り
と
い
ひ
て
、
事
も
な
け
れ
と
、
此
処
は
船
の
泊
を
津
と
い
ふ
。
そ
の
心
は
か
り
に
て
は
な
し
に
も
し
は
室
原
の
室
と
御
津
の
津
と
を
と
り
て
室
津
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
一
浦
に
て
二
名
な
ら
ん
と
思
ふ
よ
り
、
ま
た
か
く
も
や
と
お
も
ふ
。 
【
附
箋
】 
里
の
名
な
と
に
は
、
本
名
何
と
い
ふ
事
、
か
す
〳
〵
あ
れ
と
、
一
村
の
名
な
と
に
本
名
何
と
い
ふ
事
み
え
す
。
さ
れ
は
こ
ゝ
は
、
ま
た
所
三
以
号
二
室
原
泊
一
者
。
此
泊
防
レ
風
如
室
。
故
因
為
レ
名
。
亦
曰
二
御
津
一
者
。
息
長
帯
日
賣
命
宿
二
御
船
之
泊
一
。
在
者
曰
二
御
津
一
ト
モ
な
と
に
や
あ
ら
ん
。 
【
附
箋
】 
考
室
津
有
吉
川
次
郎
ハ 
文
治
元
年
室
津
ヲ
領
ス
。 
栗
栖
庄
千
本
村
。 
○
家
嶋
は
神
名
帳
に
、
揖
保
郡
家
嶋
神
社
〈
名
神
大
〉
と
あ
り
、
室
泊
よ
り
三
里
南
方
な
り
。
○
韓
荷
嶋
は
萬
葉
集
巻
六
に
、
過
辛
荷
島
時
。
山
部
宿
祢
赤
人
作
歌
一
首
并
短
歌
。
味アチ
澤サハ
相フ
。
妹イモ
目ガメ
不シバ
數ミス
見テ
而
。
敷シキ
細タヘ
乃ノ
。
枕
マ
ク
ラ
毛モ
不マ
巻カズ
。
櫻カニ
皮ハ
纏マキ
。
作
ツ
ク
レ
流ル
舟フネ
二ニ
。
真マ
梶カヂ
貫ヌキ
。
吾ワガ
榜マギ
来クレ
者バ
。
淡アハ
路ヂ
乃ノ
。
野ヌ
島ジマ
毛モ
過スギ
。
伊イ
奈ナ
美ミ
嬬ツマ
。
辛カラ
荷ニ
乃ノ
島シマ
之ノ
。
島
シ
マ
ノ
際マ
従エ
云
々
。
反
歌
。
玉タマ
藻モ
刈カル
。
辛カラ
荷ニノ
島シマ
爾ニ
。
島アサ
回リ
為ス
流ル
。
水
鳥
ウ
二ニ
四シ
毛モ
有アレ
哉ヤ
家イヘ
不オモ
念ハサ
有ラ
六ム
と
み
え
た
り
。
此
か
ら
に
の
島
と
い
ふ
嶋
、
今
三
あ
り
。
其
一
は
室
の
浦
よ
り
南
方
十
五
丁
は
か
り
は
な
れ
て
あ
り
。
三
の
中
に
て
は
い
と
大
き
く
、
東
よ
り
西
へ
は
み
し
か
く
、
北
よ
り
南
へ
は
な
か
し
。〈
東
西
五
十
五
間
、
南
北
九
十
間
〉
島
山
の
う
へ
、
松
木
繁
れ
り
。
是
を
今
地
の
唐
荷
島
と
い
ふ
。
ま
た
一
は
こ
の
地
の
辛
荷
島
よ
り
七
丁
は
か
り
南
へ
は
な
れ
て
す
こ
し
西
方
に
よ
り
て
あ
り
。
此
島
は
三
の
中
に
は
い
と
ち
い
さ
く
〈
東
西
三
十
一
間
、
南
北
廿
一
間
〉
是
に
も
松
生
茂
れ
り
。
こ
れ
を
中
の
か
ら
に
の
島
と
い
ふ
。
さ
て
ま
た
此
島
よ
り
二
丁
は
か
り
南
に
離
れ
て
あ
る
を
沖
の
韓
荷
島
と
い
ふ
。
此
は
地
の
辛
荷
島
よ
り
ち
い
さ
く
、
中
の
辛
荷
島
よ
り
は
い
と
大
き
く
〈
東
西
四
十
二
間
、
南
北
六
十
間
〉
て
、
此
島
に
も
松
お
ほ
か
り
。
さ
て
此
沖
の
辛
荷
嶋
と
中
の
韓
荷
嶋
と
の
間
、
潮
み
つ
れ
は
小
船
な
と
は
行
か
よ
へ
と
も
、
潮
ひ
る
時
は
か
な
た
こ
な
た
ひ
と
つ
に
連
け
り
。
か
く
て
此
島
と
も
を
辛
荷
島
と
い
ふ
由
緒
は
、
室
津
の
云
傳
へ
と
て
真
柴
か
る
山
賤
い
さ
り
す
る
海
人
な
と
の
い
ふ
に
は
、
む
か
し
唐
船
、
此
辺
に
て
あ
ら
き
波
風
に
あ
ひ
た
る
に
、
其
船
に
積
た
る
物
を
此
島
に
揚
し
に
よ
り
加
良
美
能
島
と
い
ふ
と
い
へ
り
。
お
の
れ
は
し
め
に
は
、
あ
ち
き
な
き
事
い
ふ
者
か
な
。
唐
荷
と
か
き
た
る
文
字
に
つ
き
て
、
こ
さ
か
し
き
者
の
お
し
あ
て
に
い
ひ
出
た
る
を
、
ま
た
い
ひ
ひ
か
め
て
、
か
ら
み
の
島
と
い
ふ
は
、
あ
は
れ
を
こ
の
も
の
か
な
と
、
嘲
け
り
し
に
、
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其
後
橘
千
蔭
か
物
せ
し
萬
葉
集
略
解
を
み
れ
は
、
播
磨
風
土
紀
に
韓
荷
島
云
々
と
挙
た
る
を
見
て
、
さ
て
は
と
お
も
ひ
て
彼
や
し
き
者
の
い
ふ
事
も
古
事
に
て
う
き
た
る
事
に
は
あ
ら
す
と
、
い
と
も
〳
〵
尊
人
も
め
て
た
く
も
お
も
ひ
ぬ
。〈
さ
れ
と
、
か
ら
み
と
い
ふ
は
、
な
ほ
訛
り
な
り
〉
○
辛
荷
島
の
云
傳
へ
事
の
う
き
た
る
事
な
ら
ぬ
に
よ
り
て
、
此
あ
た
り
の
島
々
を
先
年
考
へ
物
し
た
れ
は
、
ち
な
み
に
此
處
に
書
つ
く
。
△
鳴
嶋
、
今
は
君
島
と
い
へ
り
。
萬
葉
集
十
二
巻
に
室
之
浦
之
湍
門
之
崎
有
鳴
島
之
礒
越
波
爾
所
沾
可
聞
。
此
島
は
室
よ
り
二
十
三
丁
は
か
り
西
方
、
す
こ
し
南
へ
よ
れ
り
。
ま
た
辛
荷
島
と
隔
る
こ
と
一
里
に
ち
か
し
。
△
屍
島
、
今
か
つ
ら
島
と
い
ふ
。
名
寄
に
俊
成
卿
む
か
し
人
い
か
成
る
屍
さ
ら
さ
れ
て
島
の
名
に
し
も
お
ひ
や
し
ぬ
ら
む
。
此
か
は
ね
島
は
啼
島
よ
り
少
し
南
西
へ
よ
れ
り
。
此
間
十
五
丁
は
か
り
離
れ
て
、
啼
島
よ
り
今
一
き
は
大
き
な
る
島
な
り
。
此
島
、
我
屋
戸
わ
た
り
よ
り
見
渡
す
に
は
、
前
な
る
啼
島
に
い
さ
ゝ
か
重
な
れ
り
。
○
△
生
嶋
、
夫
木
抄
に
、
朝
夕
に
、
さ
た
め
な
き
世
を
、
な
け
く
に
は
、
生
嶋
に
こ
そ
、
住
へ
か
り
け
れ
。
是
は
赤
穂
郡
坂
越
浦
に
附
て
上
の
か
つ
ら
島
よ
り
は
一
里
は
か
り
離
れ
て
大
き
さ
も
啼
嶋
よ
り
は
こ
よ
な
く
大
き
な
り
。
山
の
う
え
よ
り
水
際
ま
て
種
々
の
木
と
も
い
た
く
生
茂
れ
り
。
中
ら
に
は
此
坂
越
浦
に
ま
す
大
避
大
神
の
行
宮
あ
り
。
地
方
よ
り
隔
た
る
事
二
丁
は
か
り
也
。
○
△
唐
船
島
、
是
も
赤
穂
郡
御
崎
村
に
属
け
り
（
１
６
）
。
東
よ
り
西
ま
て
僅
に
一
丁
は
か
り
。
北
よ
り
南
へ
は
そ
れ
よ
り
短
し
。
此
よ
り
地
方
ま
て
、
今
は
塩
竃
浦
と
な
り
て
嶋
に
あ
ら
す
。
上
の
か
つ
ら
島
よ
り
は
二
里
は
か
り
西
方
な
り
。
さ
て
此
島
の
事
、
赤
穂
郡
に
云
傳
へ
た
る
に
は
、
か
ら
せ
ん
と
名
つ
く
る
よ
し
は
、
む
か
し
唐
國
の
船
あ
ら
き
波
風
に
あ
ひ
、
此
邊
り
に
漂
ひ
来
て
終
に
此
処
に
て
う
つ
ふ
し
に
伏
し
つ
み
し
か
。
後
に
一
の
島
と
な
り
た
る
也
。
然
る
に
よ
り
て
此
上
に
あ
か
り
て
是
に
ち
か
ら
を
い
れ
て
踏
め
は
、
今
に
う
つ
ら
な
る
音
す
な
り
と
い
へ
り
。
○
△
取
揚
嶋
、
こ
の
嶋
は
備
前
國
の
さ
か
ひ
に
あ
り
て
、
赤
穂
郡
の
内
な
り
。
か
ら
せ
ん
よ
り
は
二
十
六
七
丁
は
か
り
西
方
な
り
。
大
き
さ
は
上
に
い
へ
る
中
の
辛
荷
島
ほ
と
な
る
ち
い
さ
き
嶋
な
り
。
さ
て
上
の
韓
荷
島
よ
り
此
島
ま
て
を
取
統
て
い
ふ
。
先
か
ら
に
の
島
も
、
か
ら
せ
ん
嶋
も
、
と
も
に
唐
船
の
漂
ひ
し
古
事
を
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
此
方
彼
方
同
し
さ
ま
の
故
事
を
云
傳
へ
た
れ
は
、
是
は
同
し
を
り
の
事
な
る
へ
し
。
さ
れ
は
此
外
の
嶋
々
の
名
と
も
ゝ
（
マ
マ
）
お
な
し
故
事
よ
り
お
へ
る
な
ら
ん
と
そ
お
も
は
る
ゝ
。
抑
啼
島
と
い
ふ
は
、
其
韓
船
の
漂
ひ
し
時
に
、
韓
人
と
も
の
此
島
に
つ
き
て
啼
か
な
し
ひ
た
る
に
よ
り
て
啼
島
と
い
ひ
、
屍
島
と
は
そ
の
か
ら
人
と
も
の
中
に
は
水
に
溺
れ
て
死
し
も
あ
る
へ
し
。
其
死
屍
を
此
島
に
を
さ
め
し
よ
り
か
は
ね
島
と
い
ひ
、〈
ま
た
は
死
屍
を
を
さ
む
る
ま
て
に
は
あ
ら
て
、
此
島
に
取
あ
け
し
故
の
名
に
て
も
あ
り
ぬ
へ
し
〉
生
嶋
と
は
や
う
〳
〵
に
此
島
ま
て
漂
ひ
来
て
生
た
す
か
り
た
る
よ
り
の
名
な
る
へ
し
。
さ
て
其
船
は
今
の
か
ら
せ
ん
の
あ
た
り
に
て
、
う
つ
ふ
し
に
伏
し
つ
み
た
れ
は
、
其
船
の
物
こ
と
〳
〵
に
浮
な
か
る
ゝ
を
取
揚
し
に
よ
り
て
、
取
あ
け
島
と
は
お
へ
る
な
る
へ
し
。
○
高
嶋
は
家
し
ま
の
西
に
あ
れ
は
、
西
の
高
島
と
い
へ
り
。
○
伊
刀
嶋
、
こ
の
名
し
れ
す
。
今
ふ
と
島
と
い
ふ
し
ま
あ
り
。
訛
り
か
。 
荻
（
マ
マ
）
原
里 
韓
清
水 
陰
絶
田 
是
は
萩
原
な
る
こ
と
は
論
ひ
な
し
。
さ
て
萩
原
村
、
揖
保
川
の
東
な
る
は
、
室
よ
り
一
里
半
は
か
り
。
ま
た
上
の
浦
上
里
の
條
に
い
へ
る
萩
原
は
川
西
に
て
是
よ
り
ち
か
し
。
此
萩
原
村
は
川
の
東
西
に
わ
た
り
て
、
二
村
と
な
れ
り
。
い
つ
れ
も
宇
頭
川
の
泊
ち
か
き
あ
た
り
な
り
。
故
つ
ら
つ
ら
お
し
考
ふ
る
に
、
石
海
里
の
條
に
御
船
宿
於
宇
頭
川
の
泊
と
あ
る
も
、
此
處
に
御
船
宿
於
此
村
と
あ
る
も
、
や
か
て
同
し
處
な
ら
ん
。
然
る
をを（
朱
筆
）
石
海
里
の
方
は
帯
日
賣
命
韓
国
に
出
ま
せ
る
時
の
故
事
を
い
ひ
、
此
処
な
る
は
帰
り
来
ま
せ
る
時
の
事
を
い
ひ
傳
へ
た
る
に
よ
り
て
、
二
方
に
あ
れ
と
、
泊
は
同
し
泊
な
り
。
さ
て
宇
頭
川
の
條
に
い
へ
る
梶
山
の
南
側
の
梺
あ
た
り
に
碇
岩
村
・
中
嶋
村
と
い
ふ
村
あ
り
。
此
二
村
の
事
を
石
海
里
わ
た
り
に
云
傳
ふ
る
に
は
、
む
か
し
此
邊
海
に
て
あ
り
し
時
、
船
の
い
か
り
の
岩
に
か
ゝ
り
し
處
な
る
に
よ
り
て
、
此
處
を
碇
岩
村
と
い
ひ
、
ま
た
中
嶋
村
は
嶋
な
り
し
に
よ
り
て
、
今
中
嶋
村
と
い
ふ
な
り
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
よ
く
合
へ
り
。
○
韓
清
水
・
陰
絶
田
、
今
浦
辺
村
よ
り
三
丁
は
か
り
北
に
清
水
と
い
ふ
處
、
ま
た
大
久
保
と
い
ふ
処
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も
あ
り
。
萩
原
村
よ
り
は
北
西
に
あ
た
り
て
、
五
丁
は
か
り
あ
り
。
韓
清
水
・
陰
絶
田
の
名
残
り
か
。
○
傾
田
、
阿
曽
村
の
西
門
前
の
少
し
（
朱
筆
）
北
に
片
吹
村
あ
り
。
正
条
よ
り
は
廿
五
丁
は
か
り
東
な
り
。 
少
宅
里 
東 
和
名
抄
に
揖
保
郡
小
宅
〈
古
伊
倍
〉
と
あ
り
（
１
７
）
。
今
堂タウ
元
モ
ト
（
朱
筆
）
・
宮
脇
・
中
村
・
北
村
・
高
田
・
井
ノ
上
・
常
全
・
片
吹
、
是
村
々
を
小ヲ
宅
ヤ
ケ
（
朱
筆
）
庄
と
い
へ
り
。
正
条
よ
り
一
里
は
か
り
丑
寅
方
な
り
。
中
村
北
村
な
と
は
片
吹
よ
り
一
里
も
北
也
。 
揖
保
里 
東 
正
条
の
南
川
向
ひ
な
り
。 
出
水
里 
西 
今
此
名
し
れ
す
。
和
名
抄
に
も
み
え
す
。
さ
て
立
野
の
西
方
に
あ
た
り
て
清
水
村
と
い
ふ
村
あ
り
。
正
条
よ
り
は
北
方
、
少
し
西
へ
よ
れ
り
。
此
清
水
村
の
北
の
山
の
う
し
ろ
は
越
部
庄
な
り
。
か
れ
此
記
、
北
方
越
部
村
云
々
。
南
方
泉
村
云
々
と
あ
る
を
も
て
考
ふ
れ
は
、
出
水
里
は
立
野
の
西
、
琴
坂
の
東
に
あ
た
れ
り
。
か
く
て
此
清
水
村
あ
た
り
か
。
立
野
の
西
、
琴
坂
の
東
に
あ
た
れ
は
清
水
村
と
い
ふ
か
。
出
水
村
の
名
の
ま
か
ひ
た
る
も
の
な
る
へ
し
。 
桑
原
里 
琴
坂 
西 
今
も
琴
坂
は
桑
原
の
内
な
り
。 
上
に
も
い
へ
る
こ
と
く
、
立
野
よ
り
一
里
は
か
り
西
方
に
琴
坂
あ
り
。
さ
れ
は
桑
原
里
は
此
あ
た
り
な
る
へ
し
と
お
し
て
し
ら
る
ゝ
也
。
此
こ
と
坂
の
か
た
は
ら
に
三
味
線
峠
と
い
ふ
處
も
あ
り
。
是
は
琴
坂
に
よ
り
て
後
に
設
け
た
る
名
な
る
事
お
し
は
か
ら
る
ゝ
也
。 
 
 
【
附
箋
】 
桑
原 
は
り
ま
鑑
に
は
、
桑
原
庄
竹
万
村
と
あ
り
。
ま
た
新
宮
ハ
越
部
庄
と
あ
り
て
、
新
宮
瀧
ハ
桑
原
庄
と
あ
り
。
是
は
新
宮
と
新
宮
瀧
と
は
別
な
り
。
今
名
高
新
宮
里
は
越
部
庄
、
新
宮
村
は
桑
原
庄
也
。
瀧
は
新
宮
村
に
あ
り
。 
 
讃
客
（
マ
マ
）
郡 
讃
客
（
マ
マ
）
里 
吉
川 
按
見
川 
江
川
は
吉
川
な
り
。 
佐
用
・
平
福
・
長
谷
、
こ
れ
み
な
今
江
川
郷
と
い
へ
り
（
１
８
）
。
神
名
帳
佐
用
都
比
賣
神
社
も
此
あ
た
り
に
あ
り
。
○
按
見
川
、
今
平
福
よ
り
久
崎
村
上
月
村
あ
た
り
へ
な
か
れ
出
る
川
あ
り
。
ま
た
一
は
宍
粟
郡
千
草
村
の
奥
よ
り
な
か
れ
出
て
、
久
崎
村
大
酒
村
、
此
邊
よ
り
一
に
な
り
て
、
下
は
赤
穂
郡
上
郡
村
へ
な
か
れ
、
そ
れ
よ
り
坂
越
浦
の
西
を
な
か
れ
て
海
に
い
る
川
あ
り
。
こ
の
川
を
佐
用
、
ま
た
上
郡
村
あ
た
り
ま
て
に
は
ク
マ
ミ
川
と
い
ひ
て
、
文
字
は
隈
見
と
か
け
り
。
経
歴
考
に
は
熊
見
と
み
え
た
り
。
ク
マ
ミ
は
ク
ラ
ミ
の
訛
り
な
る
へ
し
。 
速
湍
里 
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佐
用
郡
の
西
の
端
に
て
、
今
一
里
は
か
り
ゆ
け
は
美
作
国
な
り
。 
柏
原
里
（
１
９
） 
中
川
里 
船
引
山 
今
三
日
月
里
わ
た
り
に
、
船
引
氏
か
す
〳
〵
あ
り
（
２０
）
。
船
引
山
は
本
ノ
マ
ヽ
（
朱
筆
）
 
雲
濃
里
（
２
１
） 
宍
禾 マヽ
（
朱
筆
）
郡 
比
治
里 
宇
波
良 
比
良
美 
川
音 
比
治
、
今
三
村
と
な
れ
り
。
山
崎
里
よ
り
南
、
少
し
西
へ
よ
れ
り
。
此
間
廿
五
六
丁
あ
り
。
宍
粟
郡
の
南
の
端
に
し
て
、
揖
保
郡
の
さ
か
ひ
に
あ
り
。
○
宇
波
良
、
今
宇
原
村
は
山
崎
よ
り
南
東
方
に
て
、
一
里
あ
ま
り
あ
り
。
○
比
良
美
は
山
崎
よ
り
五
十
丁
は
か
り
南
西
の
方
に
あ
た
り
て
、
今
は
揖
東
郡
に
属
て
、
香
山
の
北
比
治
村
の
南
な
り
。〈
こ
れ
揖
保
宍
禾
の
さ
か
ひ
な
り
〉
○
川
音
、
こ
も
山
崎
よ
り
三
十
丁
は
か
り
。
川
の
東
に
川
戸
村
あ
り
。 
高
家
里
（
２
２
） 
都
太
川 
塩
村 
都
太
川
、
山
崎
よ
り
三
里
は
か
り
西
北
に
都
多
村
あ
り
。
是
か
。
○
塩
村
は
安
師
よ
り
十
丁
は
か
り
南
に
塩
野
村
あ
れ
と
、
こ
れ
に
は
あ
ら
て
、
山
崎
よ
り
西
の
方
に
塩
田
村
あ
り
。
是
か
。 
【
附
箋
】 
高
家 
古
言
梯
に
、
信
濃
佐
渡
郷
名
高
家
を 
タ
キ
ヘ
、
ま
た
タ
カ
ヘ
、
タ
ケ
ヘ
と
か
な
つ
け
あ
り
。 
柏
野
里 
土
間 
土
方
郷
塩
野
村
ま
た
柏
野
郷
菅
野
な
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
。 
土
間
、
山
崎
よ
り
一
里
は
か
り
西
に
土ヒチ
間マ
村
あ
り
。 
安
師
里 
酒
加 
山
崎
よ
り
五
十
丁
東
南
の
方
な
り
。
さ
て
和
名
抄
に
は
安
志
と
い
ふ
郷
名
あ
り
て
、
安
師
と
い
ふ
は
な
く
、
此
記
に
は
安
志
の
号
な
し
。
さ
れ
と
和
名
抄
に
假
字
な
け
れ
は
、
阿
那
之
と
よ
む
か
。
阿
年
志
と
よ
む
に
か
知
か
た
し
。
ま
た
文
治
二
年
九
月
五
日
源
頼
朝
卿
の
古
文
に
も
、
安
志
庄
・
林
田
庄
・
室
・
御
厨
と
あ
れ
と
、
こ
も
か
な
ゝ
け
れ
は
い
か
に
訓
し
に
や
。
今
は
阿
牟
自
と
い
へ
り
。
そ
は
と
も
あ
れ
、
か
く
も
あ
れ
須
加
と
い
ふ
處
も
安
志
よ
り
十
二
三
丁
は
か
り
西
に
あ
れ
は
、
こ
れ
そ
こ
の
安
師
里
な
る
事
は
論
ひ
な
し
と
思
ふ
。
折
し
も
、
但
馬
考
を
み
れ
は
〈
此
考
は
宝
暦
元
年
に
出
石
儒
桜
井
良
幹
の
著
述
な
り
〉
出
石
郡
安
美
郷
ノ
内
成
支
名
・
安
富
名
・
福
成
名
ナ
ト
ア
リ
。
安
美
ハ
今
穴
見
谷
ナ
レ
ト
、
其
名
ノ
地
ハ
シ
レ
ス
云
々
と
あ
り
。
和
名
抄
に
は
安
美
と
あ
れ
と
、
穴
見
と
書
に
よ
り
て
阿
奈
身
と
よ
む
こ
と
し
ら
れ
た
り
。
ま
た
餝
磨
郡
の
安
師
は
、
和
名
抄
に
穴
無
〈
安
奈
之
〉
と
あ
り
。
か
れ
か
た
〳
〵
に
よ
り
て
、
此
処
も
阿
奈
之
な
る
事
し
ら
れ
た
り
。
安
を
阿
奈
と
よ
む
は
信
濃
、
因
幡
の
例
な
り
。
△付箋
は
り
ま
鑑
に
、
石
保
郷
須
加
村
、
此
ヒ
チ
リ
キ
ノ
宮
ト
云
ハ
、
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今
ハ
遥
拜
宮
ト
モ
申
奉
ル
。
山
崎
町
ノ
東
北
ニ
ア
タ
リ
テ
大
河
ア
リ
。
此
河
ノ
東
ノ
ホ
ト
リ
ニ
小
宮
オ
ハ
シ
ケ
ル
。
神
戸
一
宮
ノ
末
社
ナ
リ
ト
と
あ
り
。
又
熊
ヶ
嶽
石
保
郷
棧
村
ニ
ア
リ
。
山
崎
ヨ
リ
二
里
北
と
み
え
た
り
。 
石
作
里 
伊
加
麻
川 
伊
加
麻
川
は
今
五
十
波
と
書
て
イ
カ
バ
と
い
ひ
て
（
２
３
）
、
山
崎
よ
り
丑
寅
方
一
里
は
か
り
あ
り
。
正
し
く
是
な
り
。
○
付
箋
朝
水
山
城 
廣
瀬
郷
五
十
波
村
山
崎
ヨ
リ
一
里
北
ニ
ア
タ
ル
高
山
ナ
リ
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
。 
雲
箇
里 
山
崎
よ
り
少
し
西
方
な
る
奥
小
屋
村
の
人
の
い
へ
る
に
、
雲
箇
と
云
處
は
神
戸
の
伊
和
村
よ
り
も
ま
だ
一
里
は
か
り
北
な
り
と
い
へ
り
。
は
り
ま
圖
繪
に
は
山
崎
よ
り
伊
和
村
ま
て
の
中
ら
に
あ
り
。 
御
方
里 
伊
和
村 
山
崎
よ
り
五
里
は
か
り
子
丑
方
な
り
。
○
伊
和
村
、
是
は
ま
か
ふ
處
も
な
く
、
神
名
帳
に
伊
和
坐
大
名
持
御
魂
神
社
〈
名
神
大
〉
と
あ
る
は
此
處
そ
。 
神
前
郡 
【
附
箋
】 
○
堲
岡
里 
粟
鹿
河
内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今
粟
加
と
い
ふ
処
、
川
辺
村
よ
り
二
里
あ
ま
り
北
に
あ
り
て
、
や
か
て
生
野
へ
行
道
な
り
。
川
辺
村
の 
川
は
、
此
粟
加
よ
り
な
か
れ
出
て
下
は
姫
路
の
東
西
市
川
と
船
場
川
と
二
つ
に
な
れ
り
。 
川
邉
里 
勢
賀
川 
神
東 
東
川
辺
・
西
川
邊
・
東
小
畑
・
西
小
畑
・
浅
野
、
此
五
村
を
川
邊
郷
と
い
へ
り
。
ま
た
南
大
貫
・
西
大
貫
の
二
村
は
川
邊
南
庄
と
い
へ
り
。
○
勢
賀
川
は
瀬
賀
庄
上
瀬
賀
村
・
下
瀬
賀
村
と
二
村
あ
り
。
此
處
に
流
る
ゝ
川
な
る
へ
し
。
川
辺
村
は
姫
路
よ
り
五
里
あ
ま
り
丑
方
、
上
瀬
賀
は
六
里
あ
ま
り
。
下
瀬
賀
は
五
里
は
か
り
。
こ
れ
も
丑
方
に
あ
た
れ
り
。 
高
岡
里 
奈
具
佐
山 
神
西 
山
崎
・
福
田
・
神
谷
・
桜
・
長
野
・
板
坂
・
田
口
・
馬
田
、
是
ら
高
岡
庄
な
り
。
山
崎
は
姫
路
よ
り
丑
方
、
福
田
村
・
神
谷
村
・
桜
村
な
と
は
戌
亥
方
に
て
、
い
つ
れ
も
四
里
は
か
り
な
り
。
ま
た
西
谷
・
西
治
・
恒
屋
・
中
村
・
久
畑
、
此
村
と
も
は
高
岡
南
庄
と
い
へ
り
。
西
治
・
恒
屋
は
亥
子
方
に
て
三
里
は
か
り
あ
り
。
○
奈
具
佐
山
は
今
七
種
山
と
か
け
り
。
姫
路
よ
り本ノ
マ
ヽ
（
朱
筆
） 
多
馳
里 
八
千
軍
野 
東 
こ
の
馳
も
ま
た
曰
多
馳
と
あ
る
馳
も
、
と
も
に
駄
の
誤
に
て
、
こ
ゝ
の
文
は
タ
ヽ
ニ
コ
フ
カ
モ
ト
ノ
リ
玉
ヒ
キ
。
カ
レ
タ
ヽ
ト
イ
フ
と
な
く
て
は
聞
え
か
た
し
。
そ
の
上
タ
ヽ
と
い
ふ
據
は
、
蔭
山
庄
の
内
に
多
田
村
東
西
と
二
村
あ
り
。
多
田
村
は
姫
路
よ
り
三
里
丑
方
な
り
。
○
八
千
軍
野
は
、
か
ち
や
村
、
小
倉
村
・
庄
村
・
余
田
村
を
今
八
千
種
庄
と
い
へ
り
。
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鍛
治
屋
庄
村
は
上
の
多
田
村
の
隣
に
て
、
丑
寅
方
三
里
は
か
り
あ
り
。
小
倉
は
丑
方
に
て
三
里
半
、
余
田
は
戌
亥
方
に
あ
た
り
て
四
里
半
は
か
り
。 
蔭
山
里 
冑
岡 
東 
今
蔭
山
庄
に
属
る
村
数
三
十
は
か
り
も
あ
り
て
、
い
と
廣
き
庄
な
り
（
２
４
）
。
多
田
も
此
内
に
あ
り
。
姫
路
よ
り
近
き
處
は
一
里
は
か
り
。
遠
き
處
は
四
里
は
か
り
も
あ
り
。
い
つ
れ
も
丑
寅
方
な
り
。
○
冑
岡
、
今
唯
一
つ
離
れ
た
る
山
あ
り
。
山
上
に
八
幡
大
神
坐
り
。
俗
に
冑
の
八
幡
と
い
へ
り
。
○付箋
は
り
ま
鑑
に
、
甲
八
幡
宮
蔭
山
庄
在
江
鮒マヽ
（
朱
筆
）
村
村
（
衍
カ
）
よ
り
一
丁
北
方
御
黒
印
社
領
五
石
社
家
木
村 
俗
ニ
山
ノ
形
、
甲
ニ
似
タ
ル
故
、
甲
八
幡
ト
云
と
あ
り
て
、
次
に
甲
社
、
神
名
帳
ニ
入
神
后
尊
御
甲
ヲ
納
メ
玉
フ
故
ト
モ
云
。
古
処
集
か
け
山
の
、
甲
の
社
、
ぬ
か
つ
け
よ
、
い
く
よ
久
し
き
、
神
か
そ
の
山
。
三
木
通
重
と
あ
り
。
お
も
ふ
に
是
は
二
処
に
は
あ
ら
す
。
一
社
の
混
ひ
た
る
な
る
へ
し
。
今
神
東
郡
な
り
。 
的
部
里 
石
坐
神
山 
こ
の
二
處
、
今
多
可
郡
に
あ
り
。
寛
文
の
頃
の
高
帳
に
も
多
可
郡
な
り
。
此
記
の
な
れ
る
頃
は
、
此
邊
ま
て
も
神
前
郡
な
り
し
か
。
ま
た
高
帳
に
石
坐
神
村
に
イ
サ
リ
カ
ミ
ム
ラ
と
か
な
あ
り
。
猶
ま
た
此
郡
の
は
し
め
に
み
え
た
る
生
野
は
今
の
生
野
か
。
さ
ら
は
こ
も
但
馬
國
内
な
り
。
此
但
馬
国
の
生
野
へ
行
に
は
、
上
に
あ
る
川
辺
里
を
北
へ
行
々
て
、
此
郡
を
は
な
る
れ
は
生
野
な
り
。 
託
賀
郡
（
２
５
） 
春
日
大
明
神 
〈
黒
田
庄
田
高
村
、
石
原
村
と
あ
り
。
ま
た
黒
田
村
と
い
ふ
も
あ
り
。
は
り
ま
鑑
に
〉 
津
万
庄
比
延
村
高
多
庄
荒
田
村
な
と
今
あ
れ
と
、
委
し
き
事
を
し
ら
す
。 
【
附
箋
】 
都
麻 
今
津
万
村 
比
也
山
比
也
野 
今
比
延
村
下
比
延
村 
二
村
ア
リ
。 
上
比
延
村
モ
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
条 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
条
内
垂
井
郷
鹿
野
村
と
も
あ
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
菅
田 
小
田 
厚
利 
□
依 
小
沢 
吉
井 
松
沢 
豊
地 
久
米
谷 
新
条 
念
仏 
天
神 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
神
谷 
木
梨 
岩
屋 
都
市 
【
附
箋
】 
八
幡
宮 
津
万
庄
津
万
村
御
朱
印
十
二
石
余
と
あ
り
。 
ま
た
柏
谷
山
西
林
寺
津
万
庄
小
坂
村
と
も 
あ
り
。
ま
た
比
延
山
城 
妻
庄
比
延
村
と
も 
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
。 
【
附
箋
】 
荒
田
大
明
神 
高
多
庄
奥
荒
田
村
社
家
山
崎
出
雲
と 
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は
り
ま
鑑
に
あ
り
。
ま
た
荒
田
城
荒
田
村
と
も
。 
は
り
ま
鑑
に
云
、 
白
鹿
山
椅
鹿
寺
真
言
宗
〈
東
条
谷
天
神
村
〉〈
御
朱
印
〉
寺
領
十
八
石
余 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
寺
記
略 
人
皇
三
十○
代
推
古
天
皇
之
御
宇
。
聖
徳
太
子
遊
二
歴
當
國
一
至
二
此
地
一
。
時
白
鹿
數
十
疋
積
二
霊
木
一
於
二
石
車
一
引
来
焉
。
太
子
之
従
者
怪
レ
之
。
椅
二
鹿
之
後
足
一
。
損
二
傷
之
一
。
其
時
彼
鹿
既
為
二
絶
入
一
。
太
子
見
レ
之
而
悲
二
憐
之
一
。
則
向
二
東
方
一
。
拜
二
藥
師
如
来
一
。
仰
二
衆
病
悉
除
之
願
一
。
忽
彼
鹿
之
疵
速
癒
。
而
帰
二
山
中
一
。
依
レ
之
太
子
以
二
彼
霊
木
一
自
刻
二
藥
師
如
来
之
像
一
。
報
二
謝
佛
恩
一
。
是
則
當
寺
之
本
尊
也
。
而
後
経
二
奏
聞
一
。
創
二
建
伽
藍
一
。
為
二
勅
願
所
一
。
△
白
鹿
□
椅
鹿
寺
、
此
里
名
二
椅
鹿
谷
一
云
々
と
あ
り
。
是
は
正
し
く
風
土
記
の
説
の
遺
れ
る
を
、
か
く
は
と
り
な
せ
し
も
の
也
。
○
此
処
に
四
ノ
字
。
△
処
ニ
号
字
。
□
処
ニ
山
字
脱
た
る
な
る
へ
し
な
る
へ
し
（
朱
筆
）
。 
 
因
に
い
ふ
、
法
道
仙
人
の
事
と
て
は
此
記
に
少
も
み
え
さ
る
に
、
推
古
朝
よ
り
白
雉
の
頃
ま
て
にに（
朱
筆
） 
仙
人
開
基
の
道
場
数
多
あ
る
は
い
か
に
。 
賀
毛
郡 
玉
野
村
河
合
郷
鴨
谷
・
コ
セ
・
山
田
・
河
内
・
加
毛
・
穂
積
な
と
あ
れ
と
、
是
も
く
わ
し
く
は
し
ら
す
。 
【
附
箋
】 
は
り
ま
鑑
云
、
住
吉
四
社
大
明
神
東
条
吉
井
村
ニ
ア
リ
。
又
住
吉
大
明
神
喜
多
嶋
村
ニ
ア
リ
。
又
住
吉
大
明
神
垂
井
庄
小
野
町
ノ
下
ニ
ア
リ
。
コ
ノ
小
野
社
御
朱
印
社
領
十
石
。
抑
當
社
濫
觴
ノ
古
録
有
シ
処
ニ
兵
火
ノ
為
ニ
紛
失
ス
。
只
祝
詞
ニ
云
、
河
内
ノ
別
府
ト
播
磨
神
名
帳
ニ
、
河
内
大
明
神
ト
云
有
リ
。
上
古
此
地
ヲ
河
内
庄
ト
名
付
ケ
、
近
代
改
テ
垂
井
庄
ト
云
と
あ
り
。
住
吉
大
神
三
処
坐
神
に
河
内
大
明
神
、
ま
た
河
内
庄
な
と
あ
れ
は
、
此
小
野
町
下
に
坐
住
吉
大
神
は
神
名
帳
に
載
ら
れ
た
る
住
吉
大
神
社
と
は
聞
ゆ
れ
と
、
神
宮
寺
の
符
會
の
説
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
猶
よ
く
尋
ね
ま
ほ
し
。
○
畑
村
・
王
子
村
・
鹿
野
・
神
樂
山
・
市
場
な
と
、
垂
井
庄
や
喜
多
島
は
、
は
り
ま
圖
繪
に
て
み
れ
は
市
場
の
北
畑
村
の
南
に
あ
り
。
さ
れ
は
是
も
垂
井
庄
な
る
へ
し
。 
【
附
箋
】 
江
波
八
幡 
西
河
合
郷
細
引
村 
千
歳
山
新
宮 
西
河
合
郷
田
原
村 
青
葉
山 
河
合
郷
青
葉
野
山
。
今
ノ
青
野
原
也
と 
 
 
 
 
 
 
み
な
、
は
り
ま
鑑
に
出
た
り
。 
【
附
箋
】 は
り
ま
鑑
云
、
滝
野
、
瀧
ノ
上
側
ニ
瀧
野
村
ア
リ
。
川
ヲ
河
合
川
ト
云
。
粟
生
村
ニ
河
合
太
郎
吉
ト
テ
代
々
大
家
ノ
農
民
ア
リ
。
ま
た
河
合
城 
河
合
郷
新
部
村
、
ま
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た
河
合
城
ア
リ
。
小
堀
ノ
城
ト
云
。
河
合
郷
河
合
・
中
村
ニ
ア
リ
と
も
み
え
た
り
。
○
阿
形
村
・
島
村
・
粟
生
村
・
長
町
村
、
是
ら
河
合
郷
な
り
。
は
り
ま
圖
繪
に
は
、
瀧
野
の
下
に
河
井
あ
り
。
そ
の
南
に
新
部
あ
り
。
ま
た
新
部
の
南
西
に
長
町
村
あ
り
。 
三
嚢
郡 
志
深
、
和
名
抄
に
は
此
郡
の
内
な
り
。
今
も
志
深
庄
池
野
村
に
二
皇
子
の
古
跡
あ
り
と
き
く
。
さ
て
池
野
村
は
赤
石
郡
の
さ
か
ひ
な
る
よ
し
也
。 
的
部 
石
坐
神
山 
此
二
処
、
今
多
可
郡
に
あ
り
。
ま
た
古
き
高
帳
に
も
多
可
郡
な
り
。
然
れ
と
も
此
記
の
成
れ
る
頃
は
、
此
あ
た
り
ま
て
神
前
郡
な
り
し
な
る
へ
し
。
さ
て
そ
の
高
帳
に
石
坐
神
村
と
か
な
あ
る
は
よ
し
あ
る
こ
と
か
。 
   
安
政
六
年
己
未
三
月
十
一
日
書
竟
ぬ
。 
岡 
平
保 
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○
或
人
此
記
を
み
て
い
へ
ら
く
、
明
石
郡
は
巻
首
な
れ
は
、
欠
も
し
け
ん
を
、
中
ら
な
る
赤
穂
郡
の
か
く
へ
き
よ
し
な
し
。
い
と
い
ふ
か
し
と
い
へ
り
。
我
い
ら
へ
け
ら
く
、
赤
穂
郡
な
り
か
ら
に
あ
ら
ず
。
此
記
も
と
は
、
明
石
郡
よ
り
揖
保
郡
ま
て
を
上
の
巻
と
し
、
赤
穂
郡
よ
り
以
下
を
下
の
巻
と
し
て
二
巻
な
る
へ
し
。
さ
れ
は
明
石
郡
は
上
巻
の
首
、
赤
穂
郡
は
下
巻
の
は
し
め
な
る
か
ら
に
、
破
損
は
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
い
ら
へ
け
れ
は
、
ま
た
曰
、
二
巻
な
ら
は
、
六
郡
つ
ゝ
に
わ
け
て
、
赤
穂
郡
は
上
巻
の
尾
に
あ
る
へ
き
こ
と
わ
り
な
り
と
い
へ
り
。
ま
た
こ
た
ふ
、
郡
の
次
第
に
て
は
さ
る
こ
と
な
か
ら
、
餝
萬
、
揖
保
の
二
郡
に
里
か
す
お
ほ
け
れ
は
、
郡
の
か
す
に
は
か
ゝ
は
ら
て
、
わ
か
ち
た
る
も
の
な
る
へ
し
。
も
し
ま
た
郡
の
次
第
を
も
て
、
赤
穂
郡
ま
て
上
巻
な
ら
は
、
そ
の
上
巻
の
首
尾
の
か
け
し
な
り
と
み
て
も
、
い
ふ
か
し
き
事
さ
ら
に
な
し
。 
【
附
箋
】 
播
磨
鑑
云
、
縮
見
岩
屋 
志
深
庄
池
野
村
九
間
ハ
カ
リ
前
、
七
間
ハ
カ
リ
入
レ
ハ
清
水
ア
リ
。
其
奥
二
間
ハ
カ
リ
ニ
シ
キ
岩
ア
リ
。
二
人
御
子
住
玉
ヒ
シ
処
ヲ
二
子
村
ト
云
。
又
明
石
郡
王
子
村
ニ
二
人
ノ
御
子
住
玉
フ
ト
云
。 
○
逢
染
川
、
縮
見
北
ノ
小
川
ヲ
云
。
皇
子
二
人
臣
下
ニ
逢
玉
フ
処
故
名
付
と
あ
り
。 
【
附
箋
】 
は
り
ま
鑑
云
、
三
坂
大
明
神
在
志
染
大
柿
村
。
延
喜
式
ニ
、
御
坂
ト
有
。
久
留
美
庄
這
田
村
、
中
石
野
村
志
深
、
大
柿
村
三
処
ニ
有
之
。
何
レ
ヲ
本
社
、
何
レ
ヲ
摂
社
ト
モ
不
知
。
然
レ
ト
モ
大
柿
村
ノ
社
ヲ
本
社
ト
セ
ン
カ
祭
神
九
神
也
。
正
一
位
三
坂
九
社
大
明
神
ト
云
。 
○
御
酒
大
明
神
在
上
芝
原
村
。
明
石
ヨ
リ
丑
方
六
里
半
。
播
磨
国
五
十
座
内
美
嚢
郡
一
座
小
。
御
坂
神
社
ト
云
々
。
當
村
ノ
御
酒
大
明
神
則
此
事
也
ト
云
々
。
酒
坂
文
字
異
也
。
如
何
。
又
同
郡
大
谷
山
伽
耶
院
ノ
境
内
ニ
三
坂
大
明
神
有
。
是
ハ
三
坂
ト
書
ク
。
三
木
郡
志
深
庄
上
村
ニ
三
坂
大
明
神
ト
有
。
是
ヲ
上
芝
原
村
ヘ
勧
請
ナ
ル
ヘ
シ
。
是
ハ
祭
礼
三
月
廿
九
日
ヨ
リ
四
月
朔
日
マ
テ
也
。
伽
耶
院
境
内
ノ
明
神
也
。
上
村
ヨ
リ
ノ
勧
請
ナ
ル
ヘ
シ
と
あ
り
。
ま
た
上
芝
原
村
祭
礼
は
九
月
十
一
日
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
右
の
件
い
と
〳
〵
ま
き
ら
は
し
。 
○
垂
仁
紀
一
云
、
初
天
日
槍
乗
艇
泊
于
播
磨
國
在
於
宍
粟
邑
云
々
と
み
え
、
揖
保
郡
揖
保
里
件
に
天
日
槍
命
到
於
宇
頭
川
底
而
乞
宿
處
於
葦
原
志
擧
乎
命
云
々
と
あ
り
て
、
ま
た
宍
禾
郡
の
其
處
、
此
處
に
日
槍
の
取
為
あ
る
と
は
事
の
趣
き
よ
く
合
ひ
た
り
。
さ
て
宇
頭
川
は
源
但
馬
・
因
幡
の
二
國
よ
り
出
て
、
宍
禾
郡
の
北
方
な
る
御
方
あ
た
り
よ
り
山
崎
・
比
治
の
東
、
須
加
・
川
音
な
と
の
西
を
な
か
れ
て
（
２
６
）
揖
保
郡
の
佐
々
村
へ
出
て
、
林
田
の
西
を
な
か
れ
、
そ
れ
よ
り
立
野
・
正
條
の
東
を
な
か
れ
て
、
う
つ
ま
く
淵
に
い
た
れ
り
。
さ
れ
は
日
槍
、
韓
國
よ
り
渡
来
て
、
ま
つ
宇
頭
川
の
底
に
船
は
て
ゝ
、
そ
れ
よ
り
川
の
ま
に
〳
〵
の
ほ
り
、
出
ゆ
き
し
事
、
ま
の
あ
た
り
見
る
こ
ゝ
ち
す
る
。
然
る
に
此
記
に
も
和
名
抄
に
も
出
浅
邑
の
み
え
た
る
は
い
か
に
。
今
、
山
崎
よ
り
二
丁
は
か
り
東
、
須
加
よ
り
は
四
丁
は
か
り
乾
方
に
、
出
石
と
書
て
イ
ダ
イ
シ
と
い
ふ
處
あ
り
。
是
や
。
垂
仁
紀
に
み
え
た
る
出
浅
邑
の
ま
か
ひ
た
る
も
の
な
ら
ん
と
お
し
は
か
る
ゝ
な
り
。
猶
よ
く
尋
ね
ま
ほ
し
。〈
日
槍
、
い
つ
く
は
あ
れ
と
、
宇
頭
川
の
も
と
に
至
れ
る
は
、
伊
和
大
神
に
や
と
り
を
こ
は
ん
た
め
な
る
へ
し
〉 
ま
た
い
は
く
、
天
日
槍
志
許
乎
命
に
宿
請
し
〈
伊
和
大
神
は
播
磨
国
の
主
神
に
ま
せ
は
、
此
大
神
に
宿
こ
ひ
し
は
諾
に
そ
有
け
る
〉
を
は
し
め
、
そ
れ
よ
り
宍
禾
郡
に
到
り
て
志
許
乎
命
と
種
々
の
事
あ
り
し
は
、
時
代
い
た
く
違
ひ
た
る
さ
ま
な
れ
と
、
然
に
は
あ
ら
す
。
是
は
伊
和
社
坐
大
名
持
御
魂
神
顕
御
身
に
成
ま
し
て
の
事
な
り
。
然
る
を
日
槍
と
事
あ
る
處
に
は
、
い
つ
れ
も
伊
和
大
神
と
は
な
く
て
、
葦
原
志
許
乎
命
と
あ
る
は
、
い
か
に
と
な
れ
は
、
日
槍
は
韓
國
の
王
の
子
な
れ
は
、
そ
れ
に
對
へ
て
大
神
の
雄
々
し
き
御
名
を
挙
て
、
お
の
つ
か
ら
に
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御
稜
威
を
か
ゝ
や
か
さ
ん
の
心
し
て
な
る
へ
し
。
ま
た
處
々
に
伊
和
大
神
云
々
と
あ
る
は
、
み
な
此
処
の
こ
と
く
御
魂
神
の
顕
御
身
に
成
ま
し
て
の
御
取
為
な
り
。
さ
て
ま
た
神
前
郡
堲
岡
里
件
に
は
大
汝
命
と
あ
り
。
此
処
も
神
代
の
事
の
こ
と
く
も
聞
ゆ
れ
と
、
猶
二
神
と
も
に
御
魂
神
の
御
取
為
な
る
物
か
ら
小
日
子
尼
命
と
い
ふ
に
對
へ
て
伊
和
大
神
と
は
い
は
て
、
大
汝
命
と
い
へ
る
な
る
へ
し
。〈
大
汝
命
は
多
く
の
御
名
あ
れ
と
、
少
毘
古
那
命
に
む
か
へ
い
ふ
時
は
記
紀
萬
葉
に
も
み
な
大
汝
命
《
大
名
持
、
大
己
貴
》
と
の
み
あ
れ
は
、
こ
ゝ
も
そ
の
趣
意
な
る
へ
し
〉 
此
外
に
ま
た
餝
磨
郡
伊
和
里
の
件
に
、
昔
大
汝
命
之
子
火
明
命
云
々
と
あ
り
。
是
も
伊
和
大
神
の
御
所
為
な
れ
と
、
伊
和
君
等
云
々
と
も
あ
れ
は
、
そ
れ
に
混
は
ん
と
心
し
た
る
も
の
か
。
又
は
伊
和
大
神
は
や
か
て
大
汝
命
の
御
魂
神
な
れ
は
、
後
の
さ
か
し
ら
に
大
汝
命
と
は
書
た
る
に
て
も
あ
り
ぬ
へ
し
。 
○
揖
保
郡
林
田
里
件
に
、
塩
阜
云
々
。
牛
馬
鹿
等
嗜
而
飲
之
。
ま
た
宍
禾
郡
高
家
里
件
に
も
塩
村
云
々
。
牛
馬
等
嗜
而
飲
之
と
あ
り
。
こ
の
二
処
と
も
に
不
飲
と
あ
り
し
不
の
字
の
脱
た
る
も
の
な
る
へ
し
。
嗜
而
飲
之
に
て
は
、
こ
と
わ
り
聞
え
か
た
し
。
猶
塩
阜
の
卅
里
も
い
ふ
か
し
。 
○
賀
古
郡
賀
古
松
原
の
次
に
、
須
受
武
良
首
云
々
。
天
皇
勅
云
好
告
哉
。
故
号
告
首
云
々
。
餝
磨
郡
伊
和
里
十
四
丘
の
下
に
、
曰
告
斉
、
ま
た
紀
に
麛
坂
王
忍
熊
王
共
出
菟
餓
野
而
祈
狩
之
曰
と
あ
る
告
首
の
ツ
ゲ
も
、
告
斉
の
ツ
ゲ
も
、
菟
飲
（
マ
マ
）
野
の
ツ
ガ
も
、
み
な
一
ツ
事
よ
り
お
こ
り
た
る
な
ら
ん
か
。
何
と
か
似
よ
り
て
き
こ
ゆ
。 
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此
圖
朱
モ
テ
書
ル
ハ
、
風
土
記
ニ
ミ
エ
タ
ル
処
ナ
リ
。
マ
タ
朱
モ
チ
書
タ
ル
頭
ニ
●
此
印
ア
ル
ハ
正
シ
ク
今
ア
レ
ト
、
吾
ソ
ノ
処
ヲ
シ
ラ
サ
ル
処
ナ
リ
。
マ
タ
墨
モ
テ
書
タ
ル
頭
ニ
朱
ニ
テ
●
ア
ル
ハ
、
オ
ノ
カ
考
ヘ
タ
ル
処
也
。 
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右
播
磨
風
土
記
考 
 
播
磨
國
揖
西
郡
室
津
加
茂
神
社
祠
官
岡
平
満
蔵
本
明
治
廿
一
年
五
月 
 
編
修
長
重
野
安
繹
採
訪
明
年
十
一
月
謄
寫
了
。 
  
〔
頭
注
〕 
                                        
          
 
（
１
） 
大
野
村
ハ
姫
路
ヨ
リ
卯
方
四
里
ハ
カ
リ
。 
（
２
） 
總
社
伊
和
大
神
と
あ
る
も
、
此
記
に
よ
り
て
し
ら
る
。 
（
３
） 
伊
和
里
は
餝
磨
郡
の
東
西
に
わ
た
れ
り
。 
（
４
） 
こ
ゝ
の
漢
部
里
に
、
土
の
上
中
下
を
い
は
さ
る
も
こ
の
故
也
。
餝
磨
御
宅
、
今
三
宅
町
あ
る
に
よ
り
て
お
も
へ
は
、
こ
も
伊
和
里
條
に
い
ふ
へ
き
を
も
ら
し
た
る
に
よ
り
て
、
こ
ゝ
に
出
せ
る
な
り
と
そ
お
も
は
る
ゝ
。 
（
５
） 
市
保
ハ 
安
保
ニ
ハ
ア
ラ
ス
カ
。 
安ア 市イチ 
（
６
） 
附
箋
ニ
、 
 
 
 
及
沢
田
村
、
伊
勢
村
な
と
神
岡
庄
と
い
へ
り
。
ま
た
林
田
の
辺
に
屏
風
岩
と
い
ふ
岩
あ
り
。
此
処
を
上
岡
と
い
ふ
よ
し
播
磨
鑑
に
み
え
た
り
。
又
沢
田
は
今
の
林
田
の
南
隣
り
。
伊
勢
は
西
に
て
是
も
ち
か
し
。 
（
７
） 
丁
ハ
ヨ
ホ
ロ
ト
云
。 
（
８
） 
丁
村
と
宇
須
伎
濱
宮
ト
ハ
十
四
五
丁
ヘ
タ
ヽ
レ
リ
。 
（
９
） 
イ
シ
ノ
ウ
ミ
と
か
な
つ
け
た
る
は
、
連
胤
の
石イハ
見ミ
の
名
の
有
事
を
し
ら
て
い
へ
る
も
の
な
り
。
石
海
に
て
イ
ハ
ミ
と
よ
め
り
。 
（
１
０
） 
金
剛
山
村
ナ
ル
岸
某
カ
イ
ヘ
ル
ニ
、
堀
上
ア
タ
リ
ヨ
リ
二
丁
余
リ
モ
西
ヘ
入
込
タ
ル
川
ナ
ル
ヲ
、
二
百
年
ハ
カ
リ
モ
先
ノ
事
ニ
ヤ
、
堤
ヲ
ツ
キ
テ
今
ノ
如
ク
ナ
レ
ル
ヨ
シ
ニ
聞
ツ
タ
ヘ
タ
リ
ト
云
リ
。 
（
１
１
） 
室
泊
と
辛
荷
島
と
は
揖
西
郡
、
家
嶋
は
揖
東
郡
な
り
。 
高
島
は
家
島
に
屬
た
れ
は
、
こ
れ
も
揖
東
な
り
。 
（
１
２
） 
魚
住
は
万
葉
巻
六
ノ
名
寸
隅
の
船
瀬
ゆ
見
ゆ
る
云
々
の
ナ
キ
ス
ミ
の
誤
な
ら
ん
と
播
磨
日
記
槻
の
落
葉
に
い
へ
り
。 
（
１
３
） 
本
朝
語
園
七
巻
ニ
曰
、
元
正
白
髪
八
幡
樂
人
元
正
當
官
領
備
中
国
吉
保
川
ニ
下
向
シ
テ
上
洛
ス
ル
ト
キ
檉
生
ノ
泊
ニ
テ 
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（
１
４
） 
万
巻
十
一 
櫻
サ
ク
ラ
麻ヲ
乃ノ
荢ヲ
原フ
乃ノ
下シタ
草クサ
云
々
。 
（
１
５
） 
此
記
に
死
野
を
生
野
と
か
へ
た
る
も
同
し
。
い
と
も
か
し
こ
か
れ
と
、
伊
和
礼
毘
古
天
皇
の
大
后
の
御
名
も
同
し
例
な
り
。 
（
１
６
） 
室
泊
七
月
踊
の
歌
に
、
御
崎
の
な
御
崎
の
な
、
あ赤
こ穂
の
み
さ
き
の
、
か
ら辛
せ船
し
ま
、
根地
か
ら
は
え
た
る
浮
島
か
、
と
こ
た
へ
り
。
此
哥
い
つ
の
代
に
誰
か
つ
く
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
し
ら
す
。 
（
１
７
） 
古
伊
倍
と
い
ふ
よ
り
ヲ
ヤ
ケ
と
い
ふ
方
ま
さ
れ
り
。 
（
１
８
） 
位
曰
、
福
地
・
金
近
・
長
尾
・
平
福
・
佐
用
、
コ
レ
ラ
江
川
郷
ト
は
り
ま
鑑
ニ
ミ
エ
タ
リ
。 
（
１
９
） 
徳
久
村
ハ
柏
原
庄
と
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
。 
（
２
０
） 
三
日
月
・
乃
井
野
・
本
郷
、
是
ら
船
引
庄
と
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
。 
（
２
１
） 
櫛
田
村
・
中
嶋
村
、
是
は
宇
野
郷
と
同
し
鑑
に
あ
り
。 
（
２
２
） 
恩
澤
寺
は
高
家
郷
上
寺
村
に
あ
り
。
山
崎
よ
り
二
里
北
と
は
り
ま
鑑
に
あ
り
。 
（
２
３
） 
元
ハ
五
十
日
婆
ナ
ル
ヘ
シ
。 
（
２
４
） 
曽
坂
・
砂
川
・
金
竹
・
細
野
・
岩
屋
・
津
熊
・
太
尾
・
牧
野
・
山
田
・
多
田
・
粟
橋
・
酒
井
・
橋
爪
・
仁
豊
野
・
砥
堀
・
重
国
・
鍛
治
内
・
江
鮒
・
薮
田
・
仁
色
、
是
ら
の
内
に
上
下
東
西
と
二
村
に
な
れ
る
も
あ
れ
は
、
三
十
は
か
り
あ
り
。 
 
 
 
仁
色
は
神
名
帳
の
新
次
の
訛
り
に
は
あ
ら
ぬ
か
。 
（
２
５
） 
高
松
山
、
長
明
寺
這
田
庄
高
松
村
に
あ
り
と
は
り
ま
鑑
に
み
え
た
り
。 
（
２
６
） 
伊
加
麻
川
ト
云
モ
、
ヤ
カ
テ
此
流
ニ
テ
、
ソ
ノ
ア
タ
リ
ノ
名
ナ
ル
ヘ
シ
。 
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附
論
一 
「
太
子
」
の
用
語
に
関
す
る
覚
書 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
  
『
日
本
書
紀
』
の
古
い
部
分
に
は
、
劃
一
的
な
立
太
子
記
事
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
、
後
世
の
造
作
、
あ
る
い
は
『
日
本
書
紀
』
編
纂
の
際
に
体
裁
を
整
え
た
結
果
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
う
し
た
早
い
時
期
に
皇
太
子
な
い
し
は
立
太
子
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
１
。 
と
こ
ろ
で
、「
皇
太
子
」
と
類
似
し
た
表
記
と
し
て
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』（
以
下
、「
記
紀
」
と
表
記
）
に
は
「
太
子
」
と
い
う
用
語
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。『
日
本
書
紀
』
の
「
太
子
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
と
同
様
、
中
国
に
範
を
と
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
皇
太
子
」
や
「
皇
后
」
２
な
ど
の
用
語
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
な
い
『
古
事
記
』
に
も
「
太
子
」
の
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。 
 
「
太
子
」
の
古
訓
は
、
記
紀
と
も
に
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
」、
す
な
わ
ち
日
を
嗣
ぐ
御
子
で
あ
り
、
そ
れ
が
皇
位
継
承
者
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
か
な
ら
ず
し
も
皇
位
を
継
承
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
記
紀
と
も
に
「
太
子
」
と
伝
え
る
の
は
、
わ
ず
か
に
品
陀
和
気
命
（
誉
田
別
尊
）、
伊
耶
本
和
気
命
（
大
兄
去
来
穂
別
尊
）、
木
梨
之
軽
王
（
木
梨
軽
皇
子
）、
忍
坂
之
日
子
人
太
子
（
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
）
の
四
人
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
は
一
致
し
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
太
子
」
の
用
法
は
記
紀
の
あ
い
だ
で
若
干
ち
が
い
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
基
準
で
「
太
子
」
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
記
紀
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
例
を
悉
皆
調
査
し
つ
つ
、
こ
の
用
語
が
い
か
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。 
 
一
、『
古
事
記
』
に
み
え
る
「
太
子
」
に
つ
い
て 
  
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
荒
木
敏
夫
氏
が
、
①
「
太
子
」
の
用
例
は
、
長
子
で
あ
る
こ
と
を
必
要
条
件
と
し
て
、
な
お
か
つ
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
」
で
あ
る
者
が
「
太
子
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
、
②
「
太
子
」
の
用
例
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
大
兄
」
に
類
似
し
て
い
る
、
と
い
う
二
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
。
た
だ
、
同
氏
の
い
わ
れ
る
こ
と
が
正
鵠
を
射
て
い
る
か
ど
う
か
は
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
以
下
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
太
子
」
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。 『
古
事
記
』
に
み
え
る
「
太
子
」
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
別
表
に
整
理
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
下
、
い
さ
さ
か
煩
瑣
で
は
あ
る
が
、
逐
一
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。 
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『古事記』 『日本書紀』 『古事記』 『日本書紀』
神沼河耳命 神渟名川耳尊 2 綏靖天皇 ○ 神武天皇皇后所生第三子 第三子
師木津日子玉手見命 磯城津彦玉手看尊 3 安寧天皇 ◎ ○ 綏靖天皇皇后所生唯一子 太子
大倭日子鉏友命 大日本鉏友尊 4 懿徳天皇 ○ 安寧天皇皇后所生第二子 第二子
御真津日子訶恵志泥命 観松彦香殖稲尊 5 孝昭天皇 ◎ ○ 懿徳天皇皇后所生唯一子 太子
大倭帯日子国押人命 日本足彦国押人尊 6 孝安天皇 ○ 孝昭天皇皇后所生第二子 第二子
大倭根子日子賦斗迩命 大日本根子彦太瓊尊 7 孝霊天皇 ◎ ○ 孝安天皇皇后所生唯一子 太子
大倭根子日子国玖琉命 大日本根子彦国牽尊 8 孝元天皇 ◎ ○ 孝霊天皇皇后所生唯一子*1 太子
若倭根子日子大毘々命 稚根子彦大日日尊 9 開化天皇 ○ 孝元天皇皇后所生第二子*1 第二子
御真木入日子印恵命 御間城入彦尊 10 崇神天皇 ○ 開化天皇皇后所生唯一子 第二子
伊玖米入日子伊沙知命 活目尊 11 垂仁天皇 ○ 崇神天皇皇后所生第二子 第二子
大帯日子淤斯呂和気命 大足彦尊 12 景行天皇 ○ 垂仁天皇皇后所生第三子 第三子
若帯日子命 稚足彦尊 13 成務天皇 △ ○ 景行天皇皇后所生第一子*2 第四子
小碓命 小碓尊 △ 景行天皇皇后所生第二子*2
五百木入日子命 五百城入彦皇子 △ 景行天皇皇后所生第二子*2
帯中津日子命 足仲彦尊 14 仲哀天皇 ○ 日本武尊妃所生第二子 第二子
品陀和気命 誉田別尊 15 応神天皇 △ ○ ○ 仲哀天皇皇后所生唯一子 第四子
宇遅能和気郎子 菟道稚郎子 ○ ○ 応神天皇妃所生第一子
大雀命 大鷦鷯尊 16 仁徳天皇 △ 応神天皇皇后所生第一子 第四子
伊耶本和気命 大兄去来穂別尊 17 履中天皇 ▲ ◎ ○ 仁徳天皇皇后所生第一子 太子
蝮之水歯別命 瑞歯別皇子*3 18 反正天皇 ※ ○ 仁徳天皇皇后所生第二子
木梨軽之王 木梨軽皇子 ▲ ○ 允恭天皇皇后所生第一子
白髪命 白髪皇子 22 清寧天皇 ▲ ○ 雄略天皇元妃所生第一子 第三子
小長谷若雀命 小泊瀬稚鷦鷯尊 25 武烈天皇 ◎ 〇 仁賢天皇皇后所生唯一皇子 太子
広国押建金日命 勾大兄皇子*4 27 安閑天皇 ○※ 継体天皇元妃所生第一子 長子
天国押波流岐広庭尊 天国排開広庭尊*5 29 欽明天皇 ※ 継体天皇皇后所生唯一皇子 嫡子
沼名倉太玉敷命 渟中倉太珠敷尊 30 敏達天皇 ○ 欽明天皇皇后所生第二子
忍坂日子人太子 押坂彦人大兄皇子 ▽ ○ 敏達天皇皇后所生唯一皇子
上宮之厩戸豊聡耳命 厩戸皇子*6 ●※ ○ 用明天皇皇后所生第一子 第二子
古人大兄皇子*7 ● 舒明天皇妃所生第一子
中大兄皇子*8 38 天智天皇 ◎※ ○ 舒明天皇皇后所生第一子 太子
大海人皇子*9 40 天武天皇 ※ 舒明天皇皇后所生第三子
●：『日本書紀』にみえる上記以外の記事において「太子」の語が確認される例。
▽：『古事記』の皇統譜に「太子」の語が確認される例。
◎：『日本書紀』で各天皇即位前紀に続柄として「太子」の語が確認される例。
〇：『日本書紀』の説話的記述において「太子」の語が確認される例。
※：『日本書紀』にみえる「太子」以外の表記で「ヒツキノミコ」の古訓が確認される例。
【別表】太子一覧
太子表記
△：『古事記』の説話的記述において「太子」の語が確認される例。
▲：『古事記』の御名代を定める記述において「太子」の語が確認される例。
立太子即位 系譜関係
即位前紀の
系譜関係
*9：『日本書紀』に皇太弟（ヒツキノミコ）の古訓
*2：小碓命は播磨稲日大郎女所生第二子、稚足彦尊は八坂入媛所生第一子、五百城入彦皇子は八坂入媛所生第二子。八坂入媛は景行天皇五
十二年に播磨稲日大郎女の薨去をうけて同年七月に立后となっている。
*7：『日本書紀』大化元年九月戊辰条の分註に吉野太子とある
*3：『日本書紀』に儲君（ヒツキノミコ）の古訓
*1：他に妃所生の皇子あり。
*4：『日本書紀』に春宮（ヒツキノミコ）の古訓。しかし文意から人物を指す語ではなく、勾大兄皇子の居所を指す語と考えられる。
*5：『日本書紀』に嫡子（ヒツキノミコ）の古訓
*6：『日本書紀』に東宮（日次ノミコ）の古訓
*8：『日本書紀』に東宮（マウケノキミ）の古訓
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順
に
み
て
い
く
と
、
初
見
は
、
景
行
天
皇
段
に
み
え
る
次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。（
以
下
、
記
紀
か
ら
引
用
す
る
場
合
、
訓
注
は
省
略
す
る
） 
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
気
天
皇
。
坐
二
纏
向
之
日
代
宮
一
治
二
天
下
一
。
此
天
皇
娶
二
吉
備
臣
等
祖
。
若
建
吉
備
津
日
子
之
女
。
名
針
間
伊
那
毘
大
郎
女
一
生
御
子
。
櫛
角
別
王
。
次
大
碓
命
。
次
小
碓
命
。
亦
名
倭
男
具
那
命
。
次
倭
根
子
命
。
次
神
櫛
王
。
五柱
。
又
娶
二
八
尺
入
日
子
命
之
女
。
八
坂
之
入
日
売
命
一
生
御
子
。
若
帯
日
子
命
。
次
五
百
木
之
入
日
子
命
。
次
押
別
命
。
次
五
百
木
之
入
日
売
命
。（
中
略
）
凡
此
大
帯
日
子
天
皇
之
御
子
等
。
所
レ
録
廿
一
王
。
不
二
入
記
一
五
十
九
王
。
并
八
十
王
之
中
。
若
帯
日
子
命
与
二
倭
建
命
。
亦
五
百
木
之
入
日
子
命
一
。
此
三
王
。
屓
二
太
子
、
、
之
名
一
。
自
レ
其
餘
七
十
七
王
者
。
悉
別
二
賜
国
々
之
国
造
。
亦
和
気
。
及
稲
置
。
県
主
一
也
。
（
後
略
） 
数
多
く
い
た
景
行
天
皇
の
御
子
の
う
ち
、
若
帯
日
子
命
・
倭
建
命
・
五
百
木
之
入
日
子
命
の
三
人
が
「
太
子
」
の
名
を
負
っ
た
と
い
う
。「
太
子
」
と
称
す
る
人
物
が
三
人
い
た
こ
と
に
対
し
て
本
居
宣
長
４
は
、 
さ
る
は
、
遂
に
御
位
を
嗣
坐
が
、
其
御
子
等
の
中
に
て
、
元
来
も
然
定
置
賜
へ
る
物
な
れ
ば
彼
皇
太
子
、
よ
く
当
り
た
れ
ど
も
、
彼
は
元
よ
り
、
一
人
に
限
り
て
定
め
た
る
稱
、
此
は
一
柱
に
は
限
ら
ざ
る
御
稱
な
る
は
、
同
じ
か
ら
ず
。
異
な
る
こ
と
あ
り
。
さ
れ
ば
、
ひ
た
ぶ
る
に
、
太
子
字
に
は
泥
む
べ
か
ら
ず
。 
と
述
べ
、
太
子
は
一
人
に
限
ら
な
い
と
解
釈
し
、
太
子
に
は
皇
太
子
と
は
異
な
る
意
味
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。 
太
子
の
名
を
負
っ
た
と
さ
れ
る
三
人
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
若
帯
日
子
命
は
八
坂
之
入
日
売
所
生
の
第
一
子
で
、
景
行
天
皇
の
後
に
即
位
し
て
成
務
天
皇
と
な
っ
た
。
倭
建
命
は
針
間
伊
那
毘
大
郎
女
所
生
の
第
三
子
（『
日
本
書
紀
』
で
は
第
二
子
）
で
、
熊
襲
や
蝦
夷
を
征
討
し
て
大
和
王
権
の
勢
力
拡
大
で
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
。
倭
建
命
の
子
で
あ
る
帯
中
津
日
子
命
は
成
務
天
皇
の
後
に
仲
哀
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。
五
百
木
入
日
子
命
は
八
坂
之
入
日
売
所
生
の
第
二
子
で
若
帯
日
子
命
の
同
母
弟
で
、
特
に
記
述
は
な
い
が
、
孫
の
高
木
之
入
日
売
・
中
日
売
命
・
弟
日
売
命
が
揃
っ
て
応
神
天
皇
に
娶
ら
れ
、
中
日
売
命
が
生
ん
だ
大
雀
命
が
仁
徳
天
皇
と
し
て
即
位
し
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
直
接
皇
位
継
承
に
関
与
し
た
の
は
若
帯
日
子
命
た
だ
一
人
で
あ
り
、
他
の
二
人
は
所
生
子
も
し
く
は
子
孫
が
皇
位
継
承
と
関
わ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
自
身
は
皇
位
継
承
者
だ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
荒
木
氏
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
古
事
記
』
の
「
太
子
」
の
用
例
中
で
特
異
な
位
置
を
占
め
る
と
し
て
、「
太
子
」
の
用
例
が
長
子
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
み
る
の
は
正
し
く
な
い
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
長
子
で
あ
る
こ
と
を
必
要
条
件
と
し
て
、
な
お
か
つ
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
」
で
あ
る
者
を
「
太
子
」
と
記
し
て
い
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。「
太
子
」
と
さ
れ
た
三
人
の
う
ち
こ
の
条
件
に
合
致
す
る
の
は
、
わ
ず
か
に
若
帯
日
子
命
の
み
で
あ
り
、
他
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
長
子
で
は
86 
な
い
。
こ
れ
は
『
古
事
記
』
全
体
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
例
を
法
則
化
し
、
「
太
子
」
は
長
子
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
捉
え
よ
う
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
矛
盾
を
、
特
異
な
位
置
を
占
め
る
と
し
て
除
外
さ
れ
て
お
り
、
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。 
そ
れ
で
は
、
三
人
の
太
子
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
。
実
数
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
、
景
行
天
皇
に
は
数
多
く
の
皇
子
が
い
た
と
い
う
所
伝
は
、
な
ん
ら
か
の
史
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
多
く
の
御
子
が
存
在
す
る
状
況
で
、
そ
の
う
ち
の
三
人
が
「
太
子
」
の
名
を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
特
別
な
処
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
「
太
子
」
と
は
、
皇
位
継
承
者
が
三
人
存
在
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
数
多
く
存
在
す
る
御
子
の
な
か
で
、
こ
の
三
人
が
と
く
に
有
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
四
年
二
月
甲
子
条
に
は
、 
（
前
略
）
夫
天
皇
之
男
女
。
前
後
并
八
十
子
。
然
除
二
日
本
武
尊
。
稚
足
彦
天
皇
。
五
百
城
入
彦
皇
子
一
之
外
。
七
十
餘
子
。
皆
封
二
国
郡
一
。
各
如
二
其
国
一
。
故
当
二
今
時
一
。
謂
二
諸
国
之
別
一
者
。
其
別
王
之
苗
裔
焉
。 
と
あ
っ
て
、『
古
事
記
』
の
よ
う
に
三
人
を
「
太
子
」
と
は
書
か
な
い
も
の
の
、
三
人
以
外
の
皇
子
に
は
国
や
郡
を
任
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
方
の
氏
族
の
祖
と
な
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
八
十
人
ほ
ど
い
た
景
行
天
皇
の
皇
子
の
な
か
で
も
、
日
本
武
尊
・
稚
足
彦
尊
・
五
百
城
入
彦
皇
子
の
三
人
が
と
く
に
有
力
な
皇
子
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、『
古
事
記
』
の
「
太
子
」
が
と
く
に
有
力
な
皇
子
を
意
味
し
た
と
す
る
筆
者
の
推
測
を
傍
証
し
て
い
る
。 
た
だ
し
、
こ
の
三
人
の
皇
子
が
有
力
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
も
有
力
候
補
で
あ
っ
た
と
は
、
即
断
し
が
た
い
。
三
人
の
な
か
で
即
位
し
た
の
は
若
帯
日
子
命
の
み
で
、
倭
建
命
と
五
百
木
入
日
子
命
は
直
接
皇
位
継
承
と
は
関
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
景
行
天
皇
段
の
「
太
子
」
は
、
ひ
と
ま
ず
皇
位
継
承
と
は
べ
つ
に
解
釈
し
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。 
 
次
に
、
仲
哀
天
皇
段
に
は
、 
帯
中
津
日
子
天
皇
。
坐
二
穴
門
之
豊
浦
宮
。
及
筑
紫
訶
志
比
宮
一
。
治
二
天
下
一
。
此
天
皇
。
娶
二
大
江
王
之
女
。
大
中
津
比
売
命
一
生
御
子
。
香
坂
王
。
忍
熊
王
。
二柱
。
又
娶
二
息
長
帯
比
売
命
一
。
是
太
后
生
御
子
。
品
夜
和
気
命
。
次
大
鞆
和
気
命
。
亦
名
品
陀
和
気
命
。
二柱
。
此
太
子
、
、
之
御
名
。
所
三
以
屓
二
大
鞆
和
気
命
一
者
。
初
所
レ
生
時
。
如
レ
鞆
完
生
二
御
腕
一
。
故
著
二
其
御
名
一
。
是
以
知
下
坐
二
腹
中
一
国
上
也
。（
後
略
） 
と
あ
り
、
品
陀
和
気
命
が
「
太
子
」
の
名
を
負
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
品
陀
和
気
命
は
息
長
帯
比
売
命
所
生
の
第
二
子
で
、
仲
哀
天
皇
の
後
に
即
位
し
て
応
神
天
皇
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
仲
哀
天
皇
段
で
品
陀
和
気
命
が
登
場
す
る
記
述
に
は
一
貫
し
て「
太
子
」が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
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品
陀
和
気
命
は
即
位
し
て
応
神
天
皇
と
な
っ
た
も
の
の
、
長
子
で
は
な
い
。
ま
た
、前
に
み
た
三
人
の
太
子
と
同
じ
く
太
子
の
名
を
負
っ
て
い
た
ら
し
い
の
で
、
こ
の
場
合
の
「
太
子
」
も
、
有
力
な
御
子
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
さ
ら
に
、
続
く
応
神
天
皇
段
に
は
、 
天
皇
聞
二
看
日
向
国
諸
県
君
之
女
。
名
髮
長
比
売
。
其
顔
容
麗
美
一
。
將 
レ
使
而
喚
上
之
時
。
其
太
子
大
雀
命
、
、
、
、
、
見
下
其
嬢
女
泊
上
レ
于
二
難
波
津
一
而
。 
感
二
其
姿
容
之
端
正
一
即
誂
二
告
建
内
宿
祢
大
臣
一
。
是
自
二
日
向
一
喚
上
之
髮
長
比
売
者
。
請
二
白
天
皇
之
大
御
所
一
而
令
レ
賜
レ
於
レ
吾
。
尓
建
内
宿
祢
大
臣
請
二
太
命
一
者
。
天
皇
即
以
二
髮
長
比
売
一
賜
レ
于
二
其
御
子
一
。
所
レ
賜
状
者
。
天
皇
聞
二
看
豊
明
一
之
日
。
於
二
髮
長
比
売
一
令
レ
握
二
御
酒
柏
一
。 
賜
二
其
太
子
、
、
一
。（
後
略
） 
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
応
神
天
皇
は
日
向
諸
県
君
の
女
、
髪
長
比
売
が
容
姿
端
麗
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
こ
れ
を
喚
そ
う
し
た
と
い
う
。
髪
長
比
売
が
難
波
津
に
泊
っ
た
と
き
、
太
子
大
雀
命
が
髪
長
比
売
を
目
に
し
て
気
に
入
っ
た
た
め
、
建
内
宿
祢
を
仲
介
と
し
て
応
神
天
皇
よ
り
髪
長
比
売
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
み
え
る
大
雀
命
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
応
神
天
皇
の
子
の
仁
徳
天
皇
で
あ
る
。 
と
こ
ろ
で
、
応
神
天
皇
段
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。 
於
レ
是
天
皇
問
三
大
山
守
命
与
二
大
雀
命
一
詔
。
汝
等
者
。
孰
三
愛
兄
子
与
二
弟
子
一
。
天
皇
所
三
以
発
二
是
問
一
者
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
有
下
令
レ
治
二
天
下
一
之
心
上
也
。
尓
大
山
守
命
白
。
愛
二
兄
子
一
。
次
大
雀
命
知
下
天
皇
所
二
問
賜
一
之
大
御
情
上
而
白
。
兄
子
者
既
成
レ
人
。
是
無
レ
悒
。
弟
子
者
未
レ
成
レ
人
。
是
愛
。
尓
天
皇
詔
三
佐
耶
岐
阿
藝
之
言
。
如
二
我 
所
一
レ
思
。
即
詔
別
者
。
大
山
守
命
為
二
山
海
之
政
一
。
大
雀
命
執
二
食
国
之
政
一
以
白
賜
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
所
レ
知
二
天
津
日
継
一
也
。
故
大
雀
命
者
勿
レ
違
二
天
皇
之
命
一
也
。 
こ
れ
は
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
を
次
期
皇
位
継
承
者
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
応
神
天
皇
が
、
大
山
守
命
と
大
雀
命
に
兄
か
弟
の
ど
ち
ら
が
大
事
か
を
問
い
か
け
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
天
皇
の
問
い
か
け
に
対
し
、
大
山
守
命
は
兄
、
天
皇
の
意
向
を
知
っ
て
い
た
と
す
る
大
雀
命
は
弟
と
答
え
、
こ
れ
を
悦
ん
だ
天
皇
は
、
大
山
守
命
に
「
山
海
之
政
」
を
、
大
雀
命
に
「
食
国
之
政
」
を
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
は
「
天
津
日
継
」
を
行
な
う
よ
う
詔
し
た
と
い
う
。
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
任
さ
れ
た
「
天
津
日
継
」
は
皇
位
を
指
し
て
お
り
、
応
神
天
皇
の
意
思
に
よ
っ
て
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
次
期
皇
位
継
承
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
、
さ
き
の
記
事
で
は
大
雀
命
が
太
子
と
し
る
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
本
来
の
皇
位
継
承
者
で
あ
っ
た
と
い
う
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
対
し
て「
太
子
」
は
附
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
太
子
」
を
皇
位
継
承
者
の
意
味
で
解
釈
し
よ
う
と
す
る
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
応
神
天
皇
段
を
み
る
と
、 
於
レ
是
大
雀
命
与
二
宇
遅
能
和
紀
郎
子
一
。
二
柱
各
譲
二
天
下
一
（
中
略
）
然
宇
遅
能
和
紀
郎
子
者
。
早
崩
。
故
大
雀
命
治
二
天
下
一
也
。 
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と
あ
り
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
は
皇
位
継
承
者
と
し
て
他
の
御
子
よ
り
有
力
な
立
場
に
あ
っ
た
が
、
応
神
天
皇
が
崩
じ
た
の
ち
、
大
雀
命
と
互
い
に
皇
位
を
譲
り
合
い
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
に
大
雀
命
が
即
位
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
、
結
果
的
に
「
太
子
」
の
大
雀
命
が
即
位
し
た
も
の
の
、
前
に
あ
げ
た
記
述
か
ら
、「
太
子
」
は
皇
位
継
承
者
の
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
続
く
仁
徳
天
皇
段
に
は
、 
此
天
皇
之
御
世
。
為
二
太
后
石
之
日
売
命
之
御
名
代
一
。
定
二
葛
城
部
一
。
亦
為
二
太
子
伊
耶
本
和
、
、
、
、
、
、
気、
命、
之
御
名
代
一
。
定
二
壬
生
部
一
。
亦
為
二
水
歯
別
命
之
御
名
代
一
。
定
二
蝮
部
一
。
亦
為
二
大
日
下
王
之
御
名
代
一
。
定
二
大
日
下
部
一
。
為
二
若
日
下
部
王
之
御
名
代
一
。
定
二
若
日
下
部
一
。 
と
あ
っ
て
、
仁
徳
天
皇
の
治
世
に
、
太
后
石
之
日
売
命
・
太
子
伊
耶
本
和
気
命
・
水
歯
別
命
・
大
日
下
王
・
若
日
下
部
王
の
御
名
代
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
葛
城
部
・
壬
生
部
・
蝮
部
・
大
日
下
部
・
若
日
下
部
を
定
め
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
こ
の
記
述
の
す
ぐ
直
前
の
皇
統
譜
に
、 
大
雀
命
。
坐
二
難
波
高
津
宮
一
。
治
二
天
下
一
也
。
此
天
皇
。
娶
二
葛
城
之
曽
都
毘
古
之
女
。
石
之
比
売
命
一
。
大
后
。
生
御
子
。
大
江
之
伊
耶
本
和
気
命
。
次
墨
江
之
中
津
王
。
次
蝮
之
水
歯
別
命
。
次
男
浅
津
間
若
子
宿
祢
命
。
四柱
。
（
中
略
）
凡
此
大
雀
天
皇
之
御
子
等
并
六
王
。
男
王
五
柱
。
女
王
一
柱
。
故
伊
耶
本
和
気
命
者
治
二
天
下
一
。
次
蝮
之
水
歯
別
命
亦
治
二
天
下
一
。
次
男
浅
津
間
若
子
宿
祢
命
亦
治
二
天
下
一
也
。 
と
し
る
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
皇
統
譜
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
仁
徳
天
皇
の
後
に
伊
耶
本
和
気
命
が
即
位
し
、
次
に
水
歯
別
命
、
次
に
男
浅
津
間
若
子
宿
祢
命
が
即
位
し
た
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
伊
耶
本
和
気
命
の
み
が
「
太
子
」
と
さ
れ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇
の
の
ち
相
次
い
で
皇
位
を
践
ん
だ
複
数
の
皇
子
の
こ
と
を
仁
徳
天
皇
記
の
な
か
に
し
る
す
の
で
あ
れ
ば
、
伊
耶
本
和
気
命
の
あ
と
に
皇
位
を
継
承
し
た
水
歯
別
命
と
男
浅
津
間
若
子
宿
祢
命
も
同
様
に
「
太
子
」
と
さ
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
太
子
と
さ
れ
て
い
た
の
が
伊
耶
本
和
気
命
の
み
で
あ
る
の
は
、
太
子
が
皇
位
継
承
者
以
外
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
三
人
の
な
か
で
伊
耶
本
和
気
命
が
長
子
で
、
年
長
者
と
し
て
有
力
な
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
次
に
、
允
恭
天
皇
段
を
み
る
と
、 
又
為
二
木
梨
之
、
、
、
軽、
太
子
、
、
御
名
代
一
。
定
二
軽
部
一
。
為
二
太
后
御
名
代
一
。
定
二
刑
部
一
。
為
二
太
后
之
弟
。
田
井
中
比
売
御
名
代
一
。
定
二
河
部
一
也
。 
と
あ
っ
て
、
仁
徳
天
皇
段
と
同
様
、
木
梨
軽
之
太
子
に
対
し
て
軽
部
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
、
御
名
代
の
設
置
記
事
が
み
え
る
。
木
梨
軽
太
子
は
木
梨
軽
王
と
も
表
記
さ
れ
、
忍
坂
之
太
中
津
比
売
所
生
の
第
一
子
で
、
次
期
皇
位
継
承
者
と
し
て
も
有
力
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
允
恭
天
皇
段
の
記
述
で
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、 
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天
皇
崩
之
後
。
定
三
木
梨
之
軽
太
子
所
二
知
日
継
一
。
未
レ
即
レ
位
之
間
。 
奸
二
其
伊
呂
妹
軽
大
郎
女
一
（
中
略
）
故
其
軽
太
子
者
。
流
レ
於
二
伊
余
湯
一
也
。（
中
略
）
故
追
到
之
時
。
待
懐
而
歌
曰
（
中
略
）
即
共
自
死
。（
後
略
） 
と
し
る
さ
れ
、
允
恭
天
皇
の
崩
じ
た
あ
と
皇
位
を
継
承
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
木
梨
軽
太
子
は
、
同
母
妹
の
軽
大
郎
女
を
奸
し
た
こ
と
で
人
望
を
失
い
、
伊
余
へ
と
流
さ
れ
、
木
梨
軽
太
子
を
追
っ
て
き
た
軽
大
郎
女
と
と
も
に
み
ず
か
ら
の
命
を
絶
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
太
子
」
の
用
例
は
、
木
梨
軽
太
子
が
次
期
皇
位
継
承
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
文
中
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
は
異
な
り
、
允
恭
天
皇
の
御
子
た
ち
の
な
か
で
長
子
で
あ
っ
て
、
御
子
で
唯
一
御
名
代
を
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
有
力
な
御
子
、
か
つ
「
日
継
」
を
「
所
知
」
す
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
て
い
た
皇
位
継
承
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
の
「
太
子
」
は
有
力
な
御
子
の
意
味
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
木
梨
軽
太
子
は
、
結
果
的
に
次
期
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
地
位
を
追
わ
れ
、
結
果
と
し
て
即
位
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
木
梨
軽
太
子
を
「
太
子
」
と
記
す
の
は
、
長
子
で
、
な
お
か
つ
「
日
継
」
を
「
所
知
」
す
る
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
、
荒
木
氏
が
強
調
さ
れ
た
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
は
正
し
い
と
い
え
る
。 
次
に
、
雄
略
天
皇
段
を
み
る
と
、 
大
長
谷
若
建
命
。
坐
二
長
谷
朝
倉
宮
一
。
治
二
天
下
一
也
。
天
皇
娶
二
大
日
下
王
之
妹
。
若
日
下
部
王
一
。
无
レ
子
。
又
娶
二
都
夫
良
意
冨
美
之
女
。
韓
比
売
一
。
生
御
子
。
白
髪
命
。
次
妹
若
帯
比
売
命
。二柱
。
故
為
二
白
髪
太
子
、
、
、
、
之
御
名
代
一
。
定
二
白
髪
部
一
。
又
定
二
長
谷
部
舎
人
一
。
又
定
二
河
瀬
舎
人
一
也
。 
と
あ
り
、
白
髪
太
子
の
御
名
代
と
し
て
白
髪
部
を
定
め
た
と
い
う
。
白
髪
太
子
は
白
髪
命
と
も
表
記
さ
れ
、韓
比
売
所
生
の
第
一
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
雄
略
天
皇
の
の
ち
に
即
位
し
て
清
寧
天
皇
と
な
る
。
右
の
史
料
で
は
雄
略
天
皇
の
皇
子
は
白
髪
太
子
た
だ
一
人
と
な
っ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
の
所
伝
と
異
な
る
５
が
、
第
一
子
で
あ
る
こ
と
と
、
他
に
男
子
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
次
期
皇
位
継
承
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。 
次
に
敏
達
天
皇
段
に
、 
御
子
。
沼
名
倉
太
玉
敷
命
。
坐
二
他
田
宮
一
。
治
レ
天
二
下
十
四
歳
一
也
。
此
天
皇
。
娶
二
庶
妹
豊
御
食
炊
屋
比
売
命
一
生
御
子
。
静
貝
王
。
亦
名
貝
鮹
王
。
次
竹
田
王
。
亦
名
小
貝
王
。
次
小
治
田
王
。
次
葛
城
王
。
次
宇
毛
理
王
。
次
小
張
王
。
次
多
米
王
。
次
桜
井
玄
王
。
八柱
。
又
娶
二
伊
勢
大
鹿
首
之
女
。
小
熊
子
郎
女
一
。
生
御
子
。
布
斗
比
売
命
。
次
宝
王
。
亦
名
糠
代
比
売
王
。
二柱
。
又
娶
二
息
長
真
手
王
之
女
。
比
呂
比
売
命
一
生
御
子
。
忍
坂
日
子
人
太
子
、
、
、
、
、
、
、
。
亦
名
麻
呂
古
王
。
次
坂
騰
王
。
次
宇
遅
王
。
又
娶
二
春
日
中
若
子
之
女
。
老
女
子
郎
女
一
生
御
子
。
難
波
王
。
次
桑
田
王
。
次
春
日
王
。
次
大
俣
王
。
四柱
。
此
天
皇
之
御
子
等
。
并
十
七
王
之
中
。
日
子
人
太
子
、
、
、
、
、
娶
二
庶
妹
田
村
王
。
亦
名
糠
代
比
売
命
一
生
御
子
。
坐
二
岡
本
宮
一
治
二
天
下
一
之
天
皇
。
次
中
津
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王
。
次
多
良
王
。
三柱
。
又
娶
二
漢
王
之
妹
。
大
俣
王
一
生
御
子
。
知
奴
王
。
次
妹
桑
田
王
。
二柱
。
又
娶
二
庶
妹
玄
王
一
生
御
子
。
山
代
王
。
次
笠
縫
王
。
二柱
。
并
七
王
。（
後
略
） 
と
み
え
る
。
こ
こ
に
は
敏
達
天
皇
と
息
長
真
手
王
の
女
、
比
呂
比
売
と
の
間
に
忍
坂
日
子
人
太
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
敏
達
天
皇
の
系
譜
に
続
け
て
忍
坂
日
子
人
太
子
の
系
譜
を
伝
え
て
お
り
、
日
子
人
太
子
が
庶
妹
の
田
村
王
（
糠
代
比
売
命
）
を
娶
っ
て
生
ま
れ
た
子
が
岡
本
宮
で
即
位
し
た
こ
と
ま
で
し
る
し
て
い
る
。
忍
坂
日
子
人
太
子
の
他
に
天
皇
の
子
孫
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
例
は
、
建
内
宿
祢
（
孝
元
天
皇
段
）、
倭
建
命
（
景
行
天
皇
段
）
の
二
例
で
、
こ
の
二
例
と
時
期
の
隔
た
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
二
人
を
伝
説
上
の
人
物
と
み
る
見
解
が
依
然
と
し
て
強
い
。
し
か
し
、
御
子
の
系
譜
ま
で
し
る
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
子
人
太
子
が
有
力
な
御
子
た
る
こ
と
の
表
わ
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
こ
に
み
え
る
日
子
人
太
子
の
御
子
と
は
舒
明
天
皇
の
こ
と
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
の
ち
に
日
子
人
太
子
（
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
）
は
皇
祖
大
兄
と
い
わ
れ
６
、
そ
の
私
有
し
て
い
た
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
は
、
代
々
皇
祖
大
兄
の
子
孫
へ
伝
承
さ
れ
、
大
化
二
年
に
中
大
兄
皇
子
に
よ
っ
て
国
家
に
返
上
さ
れ
た
７
。
結
果
的
に
日
子
人
太
子
は
即
位
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
８
、
忍
坂
日
子
人
太
子
は
敏
達
天
皇
の
有
力
な
御
子
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
以
上
の
諸
例
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
に
み
た
木
梨
軽
之
太
子
・
白
髪
太
子
と
忍
坂
日
子
人
太
子
の
三
人
は
、「
太
子
」
が
名
前
の
一
部
と
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
太
子
の
例
は
、
太
子
の
名
を
負
う
、
ま
た
は
「
太
子
大
雀
命
」「
太
子
伊
耶
本
和
気
命
」
の
よ
う
に
、「
太
子
―
命
」
と
い
う
形
式
で
記
さ
れ
て
お
り
、
太
子
は
あ
る
種
の
称
号
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
木
梨
軽
之
太
子
」「
白
髪
太
子
」「
忍
坂
日
子
人
太
子
」
は
、「
―
太
子
」
の
形
を
と
り
、
前
者
の
「
太
子
」
と
は
性
質
が
異
な
る
。
こ
れ
は
「
太
子
」
の
語
が
本
来
は
有
力
な
御
子
に
対
す
る
敬
称
で
あ
っ
た
が
、
時
が
進
む
に
つ
れ
て
有
力
な
御
子
と
い
う
意
味
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
皇
位
継
承
有
力
者
の
意
味
を
ふ
く
む
語
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
と
こ
ろ
で
、「
太
子
」
の
用
例
が
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
大
兄
」
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
荒
木
氏
の
指
摘
は
さ
き
に
も
紹
介
し
た
と
お
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
「
太
子
」
の
用
例
で
、「
大
兄
」
に
相
当
す
る
の
は
、
忍
坂
日
子
人
太
子
＝
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
例
の
み
で
あ
る
。
一
応
は
太
子
伊
耶
本
和
気
命
＝
大
兄
去
来
穂
別
尊
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
直
木
孝
次
郎
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
兄
去
来
穂
別
尊
の
「
大
兄
」
は
地
名
の
「
大
江
」
で
あ
る
か
ら
９
、
や
は
り
忍
坂
日
子
人
太
子
の
例
の
み
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。「
太
子
」
の
例
を
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
長
子
で
あ
る
が
、
皇
位
継
承
の
原
則
と
し
て
の
大
兄
制
を
認
め
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
長
子
を
意
味
す
る
「
大
兄
」
の
初
例
が
勾
大
兄
皇
子
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
異
論
が
な
い
１
０
。
ま
た
、『
古
事
記
』
で
「
太
子
」
の
用
例
が
確
認
さ
れ
る
時
期
は
、『
日
本
書
紀
』
で
「
大
兄
」
が
み
え
る
時
期
と
は
一
致
し
な
い
の
で
、『
古
事
記
』
の
「
太
子
」
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を
『
日
本
書
紀
』
の
「
大
兄
」
と
類
似
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
 
以
上
、
時
系
列
に
沿
っ
て
、「
太
子
」
の
事
例
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、『
古
事
記
』
で
は
、
時
期
に
よ
っ
て
「
太
子
」
の
意
味
が
大
き
く
二
つ
に
わ
か
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
太
子
」
は
結
果
的
に
皇
位
継
承
有
力
者
と
イ
コ
ー
ル
の
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
本
来
は
、
有
力
な
御
子
に
対
す
る
敬
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
仁
徳
天
皇
段
以
降
は
、「
太
子
」
は
長
子
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
御
名
代
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
允
恭
天
皇
段
か
ら
あ
と
は
、「
太
子
」
が
名
前
の
一
部
と
化
し
て
い
る
人
物
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
有
力
な
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
意
味
を
ふ
く
む
語
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
以
上
の
点
か
ら
、『
古
事
記
』
の
「
太
子
」
の
用
例
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化
し
て
お
り
、
長
子
で
、
な
お
か
つ
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
」
と
さ
れ
る
人
物
を
『
古
事
記
』
で
は
「
太
子
」
と
記
す
と
い
う
、
一
貫
し
た
法
則
性
を
強
調
さ
れ
た
荒
木
氏
の
説
に
は
従
え
な
い
。 
 
二
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
太
子
」
に
つ
い
て 
  
次
に
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
太
子
」
に
目
を
移
し
て
み
よ
う
。 
『
日
本
書
紀
』
で
は
、「
太
子
」
の
用
例
と
並
行
し
て
「
皇
太
子
」
の
語
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
皇
太
子
制
の
確
立
後
、
そ
の
知
識
を
溯
ら
せ
て
記
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。
む
ろ
ん
、『
日
本
書
紀
』
編
者
が
皇
太
子
と
書
く
に
は
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
必
要
な
範
囲
で
ふ
れ
る
と
し
て
、
以
下
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
太
子
」
の
用
語
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 
 
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
例
は
『
古
事
記
』
同
様
、
別
表
に
網
羅
し
た
が
、
そ
の
初
見
は
、
安
寧
天
皇
即
位
前
紀
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、「
磯
城
津
彦
玉
手
看
天
皇
。
神
渟
名
川
耳
天
皇
太
子
、
、
也
。
母
曰
二
五
十
鈴
依
媛
命
一
。
事
代
主
神
之
少
女
也
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
安
寧
天
皇
は
綏
靖
天
皇
の
太
子
で
あ
っ
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
綏
靖
天
皇
二
年
正
月
条
に
は
、「
立
二
五
十
鈴
依
媛
一
為
二
皇
后
一
。
一
書
云
。
磯
城
県
主
女
川
派
媛
。
一
書
云
。
春
日
県
主
大
日
諸
女
糸
織
媛
也
。
即
天
皇
之
姨
也
。
后
生
二
磯
城
津
彦
玉
手
、
、
、
、
、
、
看
天
皇
、
、
、
一
。」
と
あ
り
、
綏
靖
天
皇
が
五
十
鈴
依
媛
以
外
に
后
妃
を
娶
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
唯
一
娶
っ
た
五
十
鈴
依
媛
と
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
子
は
、
磯
城
津
彦
玉
手
看
尊
た
だ
一
人
で
あ
る
。 
 
次
に
孝
昭
天
皇
即
位
前
紀
に
「
観
松
彦
香
殖
稲
天
皇
。
大
日
本
彦
耜
友
天
皇
太
子
、
、
也
。
母
皇
后
天
豊
津
媛
命
。
息
石
耳
命
之
女
也
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
孝
昭
天
皇
は
懿
徳
天
皇
の
太
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
懿
徳
天
皇
二
年
正
二
月
癸
丑
条
に
あ
る
皇
統
譜
を
確
認
し
て
み
る
と
「
立
二
天
豊
津
媛
命
一
為
二
皇
后
一
。
一
云
。
磯
城
県
主
葉
江
男
弟
。
猪
手
女
泉
媛
。
一
云
。
磯
城
県
主
太
真
稚
彦
女
飯
日
媛
也
。
后
生
二
観、
松
彦
香
殖
、
、
、
、
稲、
天
皇
、
、
一
。
一
云
。
天
皇
母
弟
武
石
彦
奇
友
背
命
。
」
と
あ
る
。
懿
徳
天
皇
の
場
合
も
、
天
豊
津
媛
命
以
外
に
后
妃
を
娶
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
書
に
よ
る
と
観
松
彦
香
殖
稲
尊
に
は
同
母
弟
に
武
石
彦
奇
友
背
命
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
分
註
で
載
せ
る
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と
い
う
形
に
留
め
ら
れ
て
お
り
、
本
文
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
考
え
る
と
、
観
松
彦
香
殖
稲
尊
は
天
豊
津
媛
命
所
生
の
唯
一
の
皇
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。 
 
続
い
て
、
孝
霊
天
皇
即
位
前
紀
に
「
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
。
日
本
足
彦
国
押
人
天
皇
太
子
、
、
也
。
母
曰
二
押
媛
一
蓋
天
足
彦
国
押
人
命
之
女
乎
。（
後
略
）」
と
あ
り
、孝
霊
天
皇
は
孝
安
天
皇
の
太
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
孝
安
天
皇
廿
六
年
二
月
壬
寅
条
を
見
て
み
る
と「
立
二
姪
押
媛
一
為
二
皇
后
一
。一
云
。
磯
城
県
主
葉
江
女
長
媛
。
一
云
。
十
市
県
主
五
十
坂
彦
女
五
十
坂
媛
也
。
后
生
二
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一
。」
と
あ
り
、
や
は
り
孝
安
天
皇
の
場
合
も
押
媛
以
外
に
后
妃
は
な
く
、
押
媛
と
の
間
に
生
ま
れ
た
の
は
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
尊
の
み
で
あ
る
。 
 
続
く
孝
元
天
皇
即
位
前
紀
に
「
大
日
本
根
子
彦
国
牽
天
皇
。
大
日
本
根
子
彦
太
瓊
天
皇
太
子
、
、
也
。
母
曰
二
細
媛
命
一
。
磯
城
県
主
大
目
之
女
也
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
孝
元
天
皇
は
孝
霊
天
皇
の
太
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。
孝
霊
天
皇
二
年
二
月
丙
寅
条
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
立
二
細
媛
命
一
為
二
皇
后
一
。
一
云
。
春
日
千
乳
早
山
香
媛
。
一
云
。
十
市
県
主
等
祖
女
真
舌
媛
也
。
后
生
二
大
日
本
根
子
彦
、
、
、
、
、
、
国、
牽、
天
皇
、
、
一
。
妃
倭
国
香
媛
亦
名
絙
某
姉
。
生
二
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
。
彦
五
十
狭
芹
彦
命
。
亦
名
吉
備
津
彦
命
。
倭
迹
迹
稚
屋
姫
命
一
。
亦
妃
絙
某
弟
生
二
彦
狭
嶋
命
。
稚
武
彦
命
一
。
弟
稚
武
彦
命
。
是
吉
備
臣
之
始
祖
也
。 
大
日
本
根
子
彦
国
牽
尊
（
孝
元
天
皇
）
の
例
が
こ
れ
ま
で
の
例
と
異
な
る
の
は
、
父
で
あ
る
孝
霊
天
皇
が
複
数
の
女
を
娶
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
皇
子
が
生
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
日
本
根
子
彦
国
牽
尊
に
は
同
母
兄
弟
が
お
ら
ず
、
孝
霊
天
皇
皇
后
と
の
間
に
生
ま
れ
た
唯
一
子
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 
 
前
に
あ
げ
た
四
例
を
ふ
く
む
綏
靖
天
皇
か
ら
開
化
天
皇
に
い
た
る
八
代
の
天
皇
の
記
録
は
、
系
譜
は
存
在
す
る
が
、
事
績
を
し
る
し
た
部
分
が
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
欠
史
八
代
と
い
わ
れ
、
た
と
え
ば
立
太
子
記
事
の
形
式
が
統
一
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
直
木
氏
は
編
者
の
手
が
こ
の
部
分
に
も
っ
と
も
多
く
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
唱
え
て
い
る
。
こ
の
年
代
の
記
録
は
古
い
た
め
、
記
録
の
脱
落
な
ど
の
可
能
性
を
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
后
妃
の
出
自
や
名
に
異
伝
を
伝
え
て
い
る
場
合
が
あ
っ
て
も
１
１
、
所
生
子
に
つ
い
て
は
記
紀
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
所
伝
の
た
め
、
ひ
と
ま
ず
前
に
あ
げ
た
四
例
は
、
即
位
前
紀
で
前
天
皇
と
の
続
柄
を
表
わ
す
た
め
に
「
太
子
」
の
語
を
用
い
て
い
る
た
め
、
皇
后
と
さ
れ
る
后
妃
の
唯
一
子
を
意
味
す
る
と
考
え
た
い
。 
 
次
に
神
功
皇
后
摂
政
十
三
年
二
月
甲
子
条
を
み
る
と
「
命
二
武
内
宿
禰
一
従
二
太
子
、
、
一
令
レ
拝
二
角
鹿
笥
飯
大
神
一
。」
と
あ
り
、
武
内
宿
禰
に
命
じ
て
太
子
に
従
わ
せ
て
角
鹿
（
敦
賀
）
の
笥
飯
大
神
に
拝
ま
せ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
の
「
太
子
」
は
、神
功
皇
后
摂
政
三
年
正
月
戊
子
条
の「
立
二
誉
田
別
皇
子
一
。為
二
皇
太
子
一
。」
の
立
太
子
の
記
述
を
う
け
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
誉
田
別
皇
子
は
即
位
し
て
応
神
天
皇
と
な
っ
て
い
る
。仲
哀
天
皇
二
年
正
月
甲
子
条
に
よ
る
と
、
誉
田
別
皇
子
の
異
母
兄
弟
に
大
中
姫
所
生
の
麛
坂
皇
子
と
忍
熊
皇
子
、
弟
媛
所
生
の
誉
屋
別
皇
子
（『
古
事
記
』
で
は
息
長
帯
比
売
命
所
生
第
一
子
）
が
い
た
こ
と
が
し
る
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さ
れ
て
い
る
。
誉
田
別
皇
子
は
気
長
足
姫
尊
所
生
の
唯
一
子
で
あ
る
が
、
応
神
天
皇
即
位
前
紀
に
「
誉
田
天
皇
。
足
仲
彦
天
皇
第
四
子
也
。」
と
あ
り
、
即
位
前
紀
で
は
「
太
子
」
と
さ
れ
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
太
子
」
の
用
例
が
即
位
前
紀
で
系
譜
関
係
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
説
話
的
記
事
の
な
か
で
「
太
子
」
の
用
語
が
も
ち
い
ら
れ
て
お
り
、
い
さ
さ
か
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。「
太
子
」の
語
は
、即
位
前
紀
で
の
用
例
と
は
異
な
り
、
次
期
皇
位
継
承
者
の
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
つ
ぎ
に
、
応
神
天
皇
十
五
年
八
月
丁
卯
条
で
「
太
子
」
の
語
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、「
百
済
王
遣
二
阿
直
岐
一
。（
中
略
）
阿
直
岐
亦
能
読
二
経
典
一
。
即
太、
子
菟
道
稚
郎
子
、
、
、
、
、
、
師
焉
。（
後
略
）」
と
あ
っ
て
、
百
済
王
が
遣
し
た
阿
直
岐
は
経
典
に
通
じ
て
い
た
た
め
、
太
子
菟
道
稚
郎
子
の
師
と
し
た
と
い
う
。
こ
こ
で
菟
道
稚
郎
子
を
「
太
子
」
と
し
て
い
る
の
は
、
応
神
天
皇
四
十
年
正
月
戊
申
条
の
記
載
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
同
条
に
、「
天
皇
召
二
大
山
守
命
。
大
鷦
鷯
尊
一
。
問
之
曰
。
汝
等
者
愛
レ
子
耶
。（
中
略
）
是
時
。
天
皇
常
有
下
立
二
菟
道
稚
郎
子
一
為
二
太
子
一
之
情
上
。
然
レ
知
二
二
皇
子
之
意
一
。
故
発
二
是
問
一
。（
後
略
）」
菟
道
稚
郎
子
を
太
子
と
し
た
い
意
向
を
も
っ
て
、
あ
え
て
そ
れ
を
大
山
守
命
と
大
鷦
鷯
尊
に
問
う
た
と
い
う
。
同
月
甲
子
条
に
は
「
立
二
菟
道
稚
郎
子
一
為
レ
嗣
。
即
日
任
二
大
山
守
命
一
令
レ
掌
二
山
川
林
野
一
。
以
二
大
鷦
鷯
尊
一
為
二
太
子
輔
一
之
。
令
レ
知
二
国
事
一
。」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
『
古
事
記
』
の
と
こ
ろ
で
も
み
た
三
皇
子
分
掌
の
記
事
だ
が
、
こ
こ
で
菟
道
稚
郎
子
は
嗣
と
な
っ
て
い
る
が
応
神
天
皇
四
十
年
正
月
戊
申
条
で
応
神
天
皇
が「
有
下
立
二
菟
道
稚
郎
子
一
為
二
太
子
一
之
情
上
。」
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
嗣
と
太
子
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
決
定
を
応
神
天
皇
十
五
年
八
月
丁
卯
条
に
遡
ら
せ
て
太
子
と
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
右
の
菟
道
稚
郎
子
の
ケ
ー
ス
も
説
話
的
記
事
の
な
か
で
「
太
子
」
の
用
語
が
み
え
、
誉
田
別
皇
子
と
同
じ
く
次
期
皇
位
継
承
者
と
い
う
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 
 
次
に
履
中
天
皇
即
位
前
紀
に
、 
去
来
穂
別
天
皇
。
大
鷦
鷯
天
皇
太
子
、
、
也
。
去
来
。
此
云
二
伊
弉
一
。
母
曰
二
磐
之
媛
命
一
。
葛
城
襲
津
彦
女
也
。（
後
略
） 
と
あ
っ
て
、
履
中
天
皇
は
仁
徳
天
皇
の
「
太
子
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇
二
年
三
月
戊
寅
条
の
引
く
皇
統
譜
に
は
、 
立
二
磐
之
媛
命
一
為
二
皇
后
一
。
后
生
二
大
兄
去
、
、
、
来
穂
、
、
別
天
皇
、
、
、
。
住
吉
仲
皇
子
。
瑞
歯
別
天
皇
。
雄
朝
津
間
稚
子
宿
禰
天
皇
一
。
又
妃
日
向
髮
長
媛
生
二
大
草
香
皇
子
。
幡
梭
皇
女
一
。 
と
あ
り
、
履
中
天
皇
は
仁
徳
天
皇
皇
后
所
生
の
第
一
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
の
即
位
前
紀
で
は
、
皇
后
と
し
る
さ
れ
る
后
妃
所
生
の
唯
一
子
を
「
太
子
」
と
称
し
て
い
た
が
、
履
中
天
皇
即
位
前
紀
の
場
合
は
、
若
干
異
な
る
。
ま
た
、
履
中
天
皇
即
位
前
紀
は
住
吉
仲
皇
子
の
反
乱
を
経
て
大
兄
去
来
穂
別
尊
が
即
位
す
る
に
至
る
一
連
の
過
程
が
し
る
さ
れ
て
お
り
、
一
貫
し
て
大
兄
去
来
穂
別
尊
を
「
太
子
」
と
し
て
い
る
。 
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次
に
允
恭
天
皇
二
十
三
年
三
月
庚
子
条
を
み
る
と
、「
立
二
木
梨
軽
皇
子
一
為
二
太
子
、
、
一
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
木
梨
軽
皇
子
を
「
太
子
」
と
し
た
と
い
う
。
木
梨
軽
皇
子
は
允
恭
天
皇
二
年
二
月
己
酉
条
の
皇
統
譜
に
、 
立
二
忍
坂
大
中
姫
一
。
為
二
皇
后
一
。（
中
略
）
皇
后
生
二
木
梨
軽
皇
子
。
名
形
大
娘
皇
女
。
境
黒
彦
皇
子
。
穴
穂
天
皇
。
軽
大
娘
皇
女
。
八
釣
白
彦
皇
子
。
大
泊
瀬
稚
武
天
皇
。
但
馬
橘
大
娘
皇
女
。
酒
見
皇
女
一
。（
後
略
） 
 
と
あ
り
、
忍
坂
大
中
姫
所
生
の
第
一
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
に
あ
げ
た
木
梨
軽
皇
子
の
立
太
子
の
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
次
期
皇
位
継
承
者
と
い
う
意
味
で
「
太
子
」
の
語
を
も
ち
い
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
体
裁
か
ら
み
て
、
こ
の
記
事
は
「
太
子
」
で
は
な
く
「
皇
太
子
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
少
々
違
和
感
が
残
る
。
こ
の
後
、
允
恭
天
皇
二
十
四
年
六
月
条
に
、「（
前
略
）
時
有
レ
人
曰
。
木
梨
軽
太
子
奸
二
同
母
妹
軽
大
娘
皇
女
一
。
因
以
推
問
焉
。
辞
既
実
也
。
太
子
是
為
二
儲
君
一
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
木
梨
軽
皇
子
が
同
母
妹
軽
大
娘
皇
女
を
奸
し
た
こ
と
が
発
覚
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
は
次
の
件
で
、「
太
子
は
儲
君
た
り
」
と
い
う
。
儲
君
に
は
「
マ
ウ
ケ
ノ
キ
ミ
」
と
訓
が
あ
り
、
次
期
皇
位
継
承
者
を
意
味
す
る
語
と
考
え
ら
れ
る
。
前
の
木
梨
軽
皇
子
の
立
太
子
記
事
を
う
け
て
「
太
子
」
を
、
次
期
皇
位
継
承
者
の
意
味
で
と
ら
え
る
と
儲
君
と
意
味
が
重
複
し
て
矛
盾
が
生
じ
る
。 
 
続
い
て
の
用
例
は
、
武
烈
天
皇
即
位
前
紀
に
、 
小
泊
瀬
稚
鷦
鷯
天
皇
。
億
計
天
皇
太
子
、
、
也
。
母
曰
二
春
日
大
娘
皇
后
一
。（
後
略
） 
と
あ
る
も
の
で
、
こ
こ
に
は
武
烈
天
皇
は
仁
賢
天
皇
の
「
太
子
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仁
賢
天
皇
元
年
二
月
壬
子
条
の
皇
統
譜
に
よ
る
と
、 
立
二
前
妃
春
日
大
娘
皇
女
一
為
二
皇
后
一
。
春
日
大
娘
皇
女
。
大
泊
瀬
天
皇
娶
二
和
珥
臣
深
目
之
女
童
女
君
一
所
レ
生
也
。
遂
産
二
一
男
六
女
一
。
其
一
曰
二
高
橋
大
娘
皇
女
一
。
其
二
曰
二
朝
嬬
皇
女
一
。
其
三
曰
二
手
白
香
皇
女
一
。
其
四
曰
二
樟
氷
皇
女
一
。
其
五
曰
二
橘
皇
女
一
。
其
六
曰
二
小、
泊、
瀬、
稚
鷦
鷯
天
皇
、
、
、
、
、
一
。
及
レ
有
二
天
下
一
。
都
二
泊
瀬
列
城
一
。
其
七
曰
二
真
稚
皇
女
一
。
一
本
以
二
樟
氷
皇
女
一
列
二
于
第
三
一
。
以
二
手
白
香
皇
女
一
列
二
第
四
一
。
為
レ
異
焉
。
（
後
略
） 
と
あ
り
、
武
烈
天
皇
は
仁
賢
天
皇
皇
后
所
生
子
の
中
で
唯
一
の
皇
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
つ
い
で
「
太
子
」
の
用
語
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
継
体
天
皇
八
年
正
月
条
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
は
、 
太
子
、
、
妃
春
日
皇
女
。晨
朝
晏
出
。有
レ
異
二
於
常
一
。太
子
、
、
意
疑
入
レ
殿
而
見
。
妃
臥
レ
床
涕
泣
。
惋
痛
不
レ
能
二
自
勝
一
。
太
子
、
、
恠
問
曰
。
今
旦
涕
泣
有
二
何
恨
一
乎
。
妃
曰
。
非
二
餘
事
一
也
。
唯
妾
所
レ
悲
者
。
飛
天
之
鳥
為
レ
愛
二
養
児
一
。
樹
巓
作
レ
巣
。
其
愛
深
矣
。
伏
レ
地
之
蟲
為
レ
護
二
衛
子
一
。
土
中
作 
レ
窟
。
其
護
厚
焉
。
乃
至
二
於
人
一
豈
得
レ
無
レ
慮
。
無
レ
嗣
之
恨
方
鍾
二
太、 
子、
一
。
妾
名
随
絶
。
於
レ
是
太
子
、
、
感
痛
而
奏
二
天
皇
一
。
詔
曰
。
朕
子
麻
呂
古
。
汝
妃
之
詞
深
稱
二
於
理
一
。
安
得
三
空
爾
無
二
答
慰
一
乎
。
宜
下
賜
二
匝
布
屯 
倉
一
表
中
妃
名
於
万
代
上
。 
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と
み
え
て
い
る
。
こ
よ
れ
に
よ
れ
ば
、
勾
大
兄
皇
子
の
妃
で
あ
る
春
日
山
田
皇
女
は
、
子
が
な
い
こ
と
で
自
分
の
名
が
後
世
に
残
ら
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
そ
の
様
子
を
痛
ま
し
く
思
っ
た
勾
大
兄
皇
子
は
継
体
天
皇
に
奏
上
し
て
匝
布
屯
倉
１
２
を
賜
う
こ
と
で
妃
の
名
を
後
世
に
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
勾
大
兄
皇
子
は
継
体
天
皇
の
後
に
安
閑
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
。
安
閑
天
皇
の
即
位
前
紀
を
み
る
と
、「
勾
大
兄
広
国
押
金
日
天
皇
。
男
大
迹
天
皇
長
子
、
、
也
。
母
曰
二
目
子
媛
一
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
継
体
天
皇
の
「
長
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
勾
大
兄
皇
子
は
継
体
天
皇
の
す
べ
て
の
皇
子
女
の
な
か
で
第
一
子
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
名
前
に
長
子
を
指
す
「
大
兄
」
を
含
む
こ
と
１
３
と
、
継
体
天
皇
元
年
三
月
癸
酉
条
の
、 
納
二
八
妃
一
雖
レ
有
二
先
後
一
。
而
此
曰
二
癸
酉
納
一
者
。
據
レ
即
二
天
位
一
。
占
二
擇
良
日
一
。
初
拝
二
後
宮
一
為
レ
文
。
他
皆
效
レ
此
。
元
妃
尾
張
連
草
香
女
曰
二
目
子 
媛
一
。
更
名
色
部
。
生
二
二
子
一
。
皆
有
二
天
下
一
。
其
一
曰
二
勾
大
兄
皇
子
一
。
是
為
二
広
国
排
武
金
日
尊
一
。
其
二
曰
二
檜
隈
高
田
皇
子
一
。
是
為
二
武
小
広
国
排
盾
尊
一
。（
後
略
） 
 
皇
統
譜
で
所
生
子
の
い
ち
ば
ん
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
継
体
天
皇
元
年
三
月
甲
子
条
に
、 
立
二
皇
后
手
白
香
皇
女
一
脩
二
教
于
内
一
。
遂
生
二
一
男
一
。
是
為
二
天
国
排
開
広
庭
尊
一
。開
。
此
云
二
波
羅
企
一
。
是
嫡
子
而
幼
レ
年
。於
二
二
兄
治
後
一
。有
二
其
天
下
一
。二
兄
者
。
広
国
排
武
金
日
尊
。
与
二
武
小
広
国
押
盾
尊
一
也
。
見
二
下
文
一
。 
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
国
排
開
広
庭
尊
（
の
ち
の
欽
明
天
皇
）
よ
り
も
勾
大
兄
皇
子
の
方
が
年
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。「
太
子
」
も
「
長
子
」
も
古
訓
は
「
ヒ
ツ
キ
（
ギ
）
ノ
ミ
コ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
記
に
お
い
て
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
勾
大
兄
皇
子
が
な
ぜ
即
位
前
紀
に
お
い
て
「
太
子
」
で
は
な
く
「
長
子
」
と
表
記
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
勾
大
兄
皇
子
の
母
目
子
媛
は
「
皇
后
」
で
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、「
太
子
」
の
語
が
表
す
意
味
は
限
定
さ
れ
、
そ
れ
に
合
致
し
な
い
も
の
は
、「
太
子
」
以
外
の
表
記
で
表
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
次
に
、
推
古
天
皇
元
年
四
月
己
卯
条
を
み
る
と
、 
夏
四
月
庚
午
朔
己
卯
。
立
二
厩
戸
聡
耳
皇
子
一
為
二
皇
太
子
一
。
仍
録
二
摂 
政
一
。
以
二
万
機
一
悉
委
焉
。
橘
豊
日
天
皇
第
二
子
也
。
母
皇
后
曰
二
穴
穂
間
人
皇
女
一
。（
中
略
）
父
天
皇
愛
之
令
レ
居
二
宮
南
上
殿
一
。
故
称
二
其
名
一
謂
二
上
宮
厩
戸
豊
聡
耳
太
子
一
。 
 
と
あ
り
、
厩
戸
聡
耳
皇
子
が
父
の
橘
豊
日
天
皇
（
用
明
天
皇
）
か
ら
寵
愛
を
う
け
、
池
部
双
槻
宮
の
南
の
上
殿
に
居
し
た
こ
と
か
ら
上
宮
厩
戸
聡
耳
太
子
と
称
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
本
条
で
厩
戸
皇
子
は
用
明
天
皇
の
第
二
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
用
明
天
皇
元
年
正
月
壬
子
条
で
は
、 
立
二
穴
穂
部
間
人
皇
女
一
為
二
皇
后
一
。
是
生
二
四
男
一
。
其
一
曰
二
厩
戸
皇 
子
一
。（
中
略
）
是
皇
子
初
居
二
上
宮
一
。
後
移
二
斑
鳩
一
。
於
二
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
世
一
位
居
二
東
宮
一
。
総
二
摂
万
機
一
行
二
天
皇
事
一
。
語
見
二
豊
御
食
炊
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屋
姫
天
皇
紀
一
。
其
二
曰
二
来
目
皇
子
一
。
其
三
曰
二
殖
栗
皇
子
一
。
其
四 
曰
二
茨
田
皇
子
一
。（
後
略
） 
と
み
え
、
穴
穂
部
間
人
皇
女
所
生
の
第
一
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
厩
戸
皇
子
は
、
こ
の
立
太
子
記
事
の
後
、
推
古
天
皇
二
十
九
年
二
月
癸
巳
条
に
「
廿
九
年
春
二
月
己
丑
朔
癸
巳
。
半
夜
厩
戸
豊
聡
耳
皇
子
命
薨
二
于
斑
鳩
宮
一
。（
後
略
）
」
と
み
え
る
ま
で
は
一
貫
し
て
「
皇
太
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
推
古
天
皇
二
十
九
年
二
月
是
月
条
に
、 
葬
二
上
宮
太
子
、
、
、
、
於
磯
長
陵
一
。
当
二
是
時
一
高
麗
僧
恵
慈
聞
二
上
宮
皇
太
子
、
、
、
、
、 
薨
一
。
以
大
悲
之
。
為
二
皇
太
子
、
、
、
一
請
レ
僧
而
設
斎
。
仍
親
説
レ
経
之
日
。
誓
願
曰
。
於
二
日
本
国
一
有
二
聖
人
一
。
曰
二
上
宮
豊
聡
耳
皇
子
、
、
、
、
、
、
、
一
。（
中
略
）
今
太、
子、
薨
之
。（
後
略
） 
と
あ
り
、
同
じ
条
文
中
に
「
上
宮
太
子
」・「
上
宮
皇
太
子
」・「
皇
太
子
」・「
上
宮
豊
聡
耳
皇
子
」・「
太
子
」
の
五
種
類
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
。
立
太
子
の
有
無
は
さ
て
お
き
、
厩
戸
皇
子
は
推
古
天
皇
か
ら
万
機
を
悉
く
委
ね
ら
れ
、
天
皇
事
１
４
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
と
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
「
皇
太
子
」
と
し
る
さ
れ
て
い
た
の
が
、
薨
去
の
記
事
を
境
に
「
太
子
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
や
同
じ
条
文
中
に
表
記
が
複
数
み
ら
れ
る
点
は
、他
の
用
例
と
比
較
し
て
も
少
々
不
自
然
で
あ
る
。
右
に
引
い
た
記
事
中
に
複
数
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
複
数
の
史
料
に
あ
え
て
統
一
を
施
さ
な
い
ま
ま
利
用
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
み
え
る
「
太
子
」
の
用
例
は
、
あ
え
て
い
え
ば
「
皇
太
子
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
近
い
よ
う
に
思
う
。 
 
次
に
大
化
元
年
（
六
四
五
）
九
月
戊
辰
条
の
分
註
を
み
る
と
「
太
子
」
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、 
戊
辰
。
古
人
皇
子
。
与
二
蘇
我
田
口
臣
川
掘
。
物
部
朴
井
連
椎
子
。
吉
備
笠
臣
垂
。
倭
漢
文
直
麻
呂
。
朴
市
秦
造
田
来
津
一
謀
反
。〈
或
本
云
。
古
人
大
兄
。
或
本
云
。
古
人
大
兄
。
此
皇
子
入
二
吉
野
山
一
。
故
或
云
二
吉、
野
太
、
、
子、
一
。
垂
。
此
云
二
之
娜
屡
一
。〉 
と
あ
り
、
古
人
大
兄
皇
子
が
出
家
し
て
吉
野
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
吉
野
太
子
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
他
の
「
太
子
」
の
用
例
は
、
本
文
中
に
み
え
る
が
、
こ
の
場
合
は
或
本
に
記
さ
れ
て
い
る
所
伝
を
分
註
に
示
す
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
本
文
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
点
を
考
え
る
と
、
編
纂
時
に
も
と
も
と
分
註
と
し
て
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
後
世
の
加
筆
な
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
吉
野
太
子
を
含
む
記
述
が
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
な
い
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
人
大
兄
皇
子
は
舒
明
天
皇
二
年
正
月
戊
寅
条
に
、 
立
二
宝
皇
女
一
為
二
皇
后
一
。
后
生
二
二
男
一
女
一
。
一
曰
二
葛
城
皇
子
、
、
、
、
一
。近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
。
二
曰
二
間
人
皇
女
一
。
三
曰
二
大
海
皇
子
一
。
淨
御
原
宮
御
宇
天
皇
。
夫
人
蘇
我
嶋
大
臣
女
法
提
郎
媛
生
二
古
人
皇
子
一
。
更
名
大
兄
皇
子
。
又
娶
二
吉
備
蚊
屋
采
女
一
生
二
蚊
屋
皇 
子
一
。 
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と
あ
り
、舒
明
天
皇
夫
人
の
法
提
郎
媛
所
生
の
皇
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
次
に
太
子
の
語
が
み
え
る
の
は
、
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
て
天
智
天
皇
即
位
前
紀
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、 
天
命
開
別
天
皇
。
息
長
足
日
広
額
天
皇
太
子
、
、
也
。
母
曰
二
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
一
。（
後
略
） 
と
あ
り
、
天
智
天
皇
は
舒
明
天
皇
の
太
子
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
舒
明
天
皇
二
年
正
月
戊
寅
条
の
皇
統
譜
に
は
、 
立
二
宝
皇
女
一
為
二
皇
后
一
。
后
生
二
二
男
一
女
一
。
一
曰
二
葛
城
皇
子
、
、
、
、
一
。近
江
大
津
宮
御
宇
天
皇
。
二
曰
二
間
人
皇
女
一
。
三
曰
二
大
海
皇
子
一
。
淨
御
原
宮
御
宇
天
皇
。
夫
人
蘇
我
嶋
大
臣
女
法
提
郎
媛
生
二
古
人
皇
子
一
。
更
名
大
兄
皇
子
。
又
娶
二
吉
備
蚊
屋
采
女
一
生
二
蚊
屋
皇 
子
一
。 
と
あ
り
、
天
智
天
皇
は
舒
明
天
皇
皇
后
所
生
の
第
一
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
例
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
用
例
で
最
初
に
あ
げ
た
即
位
前
紀
で
の
「
太
子
」
の
用
例
と
一
致
す
る
。 
 
以
上
が
、『
日
本
書
紀
』
で
「
太
子
」
と
確
認
さ
れ
る
記
述
で
あ
る
が
、
す
べ
て
に
共
通
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
母
ご
と
の
第
一
子
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
次
に
説
話
的
記
事
に
お
い
て
「
太
子
」
と
し
る
さ
れ
た
菟
道
稚
郎
子
と
木
梨
軽
皇
子
と
勾
大
兄
皇
子
と
古
人
大
兄
皇
子
の
例
を
除
い
て
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
、
二
点
あ
る
。
第
一
は
、「
太
子
」
の
用
語
は
即
位
前
紀
に
お
い
て
前
天
皇
と
の
続
柄
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
即
位
前
紀
に
お
い
て
「
太
子
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
皇
后
と
表
記
さ
れ
る
后
妃
の
唯
一
子
な
い
し
は
第
一
子
、
も
し
く
は
唯
一
の
皇
子
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
唯
一
子
」
は
、
表
現
は
ち
が
う
が
、
第
一
子
に
変
わ
り
な
く
、「
唯
一
皇
子
」
は
同
母
兄
弟
は
い
る
も
の
の
、
一
人
を
の
ぞ
く
す
べ
て
が
皇
女
で
あ
り
１
５
、
推
古
天
皇
ま
で
皇
女
が
皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
、
末
子
で
あ
っ
て
も
唯
一
の
皇
子
で
あ
れ
ば
唯
一
子
と
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
、「
太
子
」
は
こ
と
ご
と
く
第
一
子
を
指
す
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
皇
后
と
し
る
さ
れ
る
后
妃
以
前
に
別
の
后
妃
を
娶
り
、そ
の
間
に
皇
子
が
い
る
な
ど
の
場
合
は
、
皇
后
所
生
第
一
子
で
あ
っ
て
も
「
太
子
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
１
６
。
ま
た
、
説
話
的
記
事
で
「
太
子
」
と
さ
れ
た
菟
道
稚
郎
子
と
勾
大
兄
皇
子
、
古
人
大
兄
皇
子
は
、
い
ず
れ
も
妃
と
さ
れ
る
后
妃
所
生
の
第
一
子
で
あ
り
、
即
位
前
紀
に
お
け
る
「
太
子
」
と
表
記
さ
れ
る
人
物
の
基
準
が
異
な
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』
が
即
位
前
紀
や
皇
統
譜
は
帝
紀
を
、
説
話
的
記
事
が
旧
辞
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
て
か
か
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
も
し
も
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
太
子
」
が
皇
位
継
承
者
を
示
す
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
極
端
な
い
い
か
た
を
す
れ
ば
、
皇
位
を
継
承
し
た
人
物
す
べ
て
が
即
位
前
紀
に
お
い
て
「
太
子
」
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、「
太
子
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
が
記
述
の
対
象
と
す
る
三
十
八
人
の
天
皇
の
な
か
で
、
わ
ず
か
七
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
他
の
天
皇
は
、
い
ず
れ
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も
「
第
二
子
」「
同
母
弟
」
と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
荒
木
氏
は
、
「
太
子
」
の
語
の
意
味
に
つ
い
て
、（
イ
）
皇
太
子
を
意
味
す
る
場
合
と
、（
ロ
）
長
子
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「『
太
子
』
の
語
は
（
ロ
）
の
長
子
の
意
味
を
本
源
的
な
も
の
と
し
、（
イ
）
の
皇
太
子
の
意
味
は
（
ロ
）
よ
り
派
生
し
て
き
た
も
の
と
み
な
す
べ
き
も
の
」
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
「
太
子
」
に
つ
い
て
の
理
解
と
し
て
は
基
本
的
に
荒
木
氏
の
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
う
が
、
た
だ
し
、（
ロ
）
に
つ
い
て
は
、
単
に
長
子
と
す
る
の
で
は
な
く
、
母
（
后
妃
）
を
同
じ
く
す
る
諸
皇
子
の
な
か
で
の
長
子
と
い
う
、
よ
り
狭
い
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
る
た
め
、
か
な
ら
ず
し
も
荒
木
氏
の
見
解
の
通
り
だ
と
は
思
わ
な
い
。 
 
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
太
子
」
は
、
第
一
子
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
即
位
前
紀
に
お
け
る
前
天
皇
と
の
続
柄
を
示
す
場
合
と
説
話
的
記
事
で
語
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
『
古
事
記
』
の
「
太
子
」
の
用
例
は
、
必
ず
し
も
第
一
子
に
限
ら
ず
、
有
力
な
御
子
に
対
す
る
敬
称
や
皇
位
継
承
有
力
者
の
用
法
は
『
日
本
書
紀
』
と
一
致
し
な
い
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
の
特
徴
と
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
編
者
に
よ
る
立
太
子
記
事
の
造
作
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
立
太
子
記
事
に
記
さ
れ
た
皇
位
継
承
者
を
示
す
「
皇
太
子
」
と
「
太
子
」
と
さ
れ
た
人
物
は
一
部
の
み
が
一
致
す
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
一
致
し
な
い
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
「
太
子
」
が
皇
位
継
承
者
で
あ
る
「
皇
太
子
」
と
同
義
で
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
太
子
」
は
皇
位
継
承
者
で
は
な
く
、
第
一
子
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
即
位
前
紀
で
は
皇
后
所
生
の
唯
一
子
、
あ
る
い
は
第
一
子
、
説
話
的
記
事
で
は
皇
后
以
外
の
后
妃
所
生
の
第
一
子
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。 
 
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
中
国
の
史
書
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
隋
書
』
帝
紀
第
一
、
高
祖
文
帝
即
位
前
紀
に
、 
（
前
略
）
長
子
、
、
為
二
太
子
、
、
一
（
後
略
） 
と
あ
っ
て
、
長
子
を
「
太
子
」
と
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
開
皇
元
年
（
五
八
一
）
二
月
乙
丑
条
に
、 
（
前
略
）
王
太
子
、
、
勇
為
二
皇
太
子
、
、
、
一
（
後
略
） 
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
太
子
で
あ
る
勇
が
皇
太
子
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
太
子
」
が
立
太
子
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
史
料
は
わ
ず
か
に
こ
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
太
子
」
と
「
皇
太
子
」
は
異
な
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
開
皇
元
年
（
五
八
一
）
に
皇
太
子
と
さ
れ
た
勇
で
あ
る
が
、
開
皇
二
十
年
（
六
〇
〇
）
十
月
乙
丑
条
に
「
皇
太
子
勇
及
諸
子
並
廢
為
二
庶
人
一
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
勇
が
廃
太
子
さ
れ
、
同
年
十
一
月
戊
子
条
に
「（
前
略
）
以
二
晉
王
広
一
為
二
皇
太
子
一
。」
と
あ
り
、
勇
の
同
母
弟
で
開
皇
元
年
に
晋
王
と
な
っ
て
い
た
広
（
の
ち
の
煬
帝
）
が
皇
太
子
と
な
っ
て
い
る
。
広
は
長
子
で
は
な
く
、「
皇
太
子
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
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て
も
「
太
子
」
と
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
点
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
開
皇
元
年
（
五
八
一
）
二
月
乙
丑
条
の
「（
前
略
）
王
太
子
、
、
勇
為
二
皇、
太
子
、
、
一
（
後
略
）」
が
示
す
意
味
は
、「
長
子
」
で
あ
る
勇
を
「
皇
太
子
」
と
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
の
よ
う
に
『
隋
書
』
に
み
え
る
「
太
子
」
は
、
や
は
り
「
長
子
」
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
用
法
は
、『
日
本
書
紀
』
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
、『
日
本
書
紀
』
が
『
隋
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
漢
籍
に
よ
る
文
飾
が
多
く
み
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
法
が
続
柄
表
記
で
「
長
子
」
を
示
す
場
合
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、「
太
子
」
の
意
味
を
理
解
し
た
う
え
で
「
皇
太
子
」
と
の
書
き
分
け
を
行
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
お
わ
り
に 
  
以
上
、
記
紀
に
み
え
る
「
太
子
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
太
子
」
の
用
法
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
古
事
記
』
の
「
太
子
」
は
時
期
に
よ
っ
て
意
味
合
い
が
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
仁
徳
天
皇
段
以
前
に
み
え
る
「
太
子
」
と
、
そ
れ
以
降
に
み
え
る
「
太
子
」
と
で
は
あ
き
ら
か
に
用
法
が
ち
が
っ
て
い
る
。
前
者
は
有
力
な
御
子
の
称
と
し
て
の
謂
で
、
後
者
は
皇
位
継
承
の
最
有
力
候
補
、
す
な
わ
ち
後
世
的
な
皇
太
子
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
 
こ
れ
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
太
子
」
の
用
語
は
、
あ
る
程
度
の
規
則
性
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
即
位
前
紀
に
お
い
て
前
天
皇
と
の
続
柄
を
示
す
場
合
に
「
太
子
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
系
譜
関
係
は
「
皇
后
」
と
表
記
さ
れ
る
后
妃
所
生
の
唯
一
子
な
い
し
第
一
子
に
限
ら
れ
て
い
る
。
結
果
だ
け
み
れ
ば
、「
太
子
」
と
い
う
語
は
、
あ
た
か
も
皇
位
継
承
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
が
、
即
位
前
紀
に
「
第
二
子
」
な
ど
と
し
る
さ
れ
る
、「
太
子
」
以
外
の
人
物
も
皇
位
を
継
承
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
太
子
＝
皇
太
子
と
い
う
短
絡
的
な
と
ら
え
か
た
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
即
位
前
紀
に
み
え
る
「
太
子
」
を
あ
え
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
皇
后
と
記
さ
れ
て
い
る
后
妃
所
生
の
唯
一
子
な
い
し
第
一
子
で
あ
る
と
い
う
限
定
的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 
ち
な
み
に
、
説
話
的
記
事
の
な
か
に
「
太
子
」
の
語
が
み
え
る
ケ
ー
ス
で
は
、
妃
と
記
さ
れ
る
后
妃
の
第
一
子
ま
で
範
囲
が
拡
大
す
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
即
位
前
紀
か
そ
れ
以
外
か
で
「
太
子
」
と
さ
れ
る
範
囲
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。 
 
〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
皇
太
子
制
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
推
古
天
皇
十
年
前
後
の
厩
戸
皇
子
の
立
太
子
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が
は
じ
ま
り
と
す
る
直
木
孝
次
郎
「
厩
戸
皇
子
の
立
太
子
に
つ
い
て
」
（
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
〈
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
〉
所
収
）
、
飛
鳥
浄
御
原
令
と
す
る
荒
木
敏
夫
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
と
皇
太
子
」（
『
日
本
古
代
の
皇
太
子
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
〉
所
収
）
、
七
世
紀
後
半
か
ら
の
律
令
制
導
入
に
と
も
な
っ
て
皇
太
子
制
が
成
立
し
た
と
す
る
本
間
満
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
研
究
序
説
」
（
『
昭
和
薬
科
大
学
紀
要
』
三
四
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
諸
説
あ
る
。 
２ 
『
古
事
記
』
清
寧
天
皇
段
を
み
る
と
「
御
子
白
髪
大
倭
根
子
命
。
坐
二
伊
波
礼
之
甕
栗
宮
一
。
治
二
天
下
一
也
。
此
天
皇
無
二
皇
后
一
。
無
二
御
子
一
。
御
名
代
。
定
二
白
髪
部
一
。
」
と
あ
り
、
「
皇
后
」
の
語
が
み
え
る
。
『
古
事
記
』
で
「
皇
后
」
の
語
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
例
で
あ
り
、
『
古
事
記
』
が
「
皇
后
」
の
語
を
統
一
し
て
使
用
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 
３ 
荒
木
敏
夫
「
ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ
と
皇
太
子
」
（
『
日
本
古
代
の
皇
太
子
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。
以
下
、
荒
木
氏
の
説
を
引
用
す
る
場
合
は
こ
の
論
文
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 
４ 
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
（
日
本
名
著
刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
） 
５ 
『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
元
年
三
月
是
月
条
に
「
是
月
。
立
二
三
妃
一
。
元
妃
葛
城
圓
大
臣
女
曰
二
韓
媛
一
。
生
三
白
髪
武
広
国
押
稚
日
本
根
子
天
皇
。
与
二
稚
足
姫
皇
女
一
。
更
名
栲
幡
姫
皇
女
。
是
皇
女
侍
二
伊
勢
大
神
祠
一
。
次
有
二
吉
備
上
道
臣
女
稚
媛
一
。
一
本
云
。
吉
備
窪
屋
臣
女
。
生
二
二
男
一
。
長
曰
二
磐
城
皇
子
一
。
少
曰
二
星
川
稚
宮
皇
子
一
。
見
二
下
文
一
。
次
有
二
春
日
和
珥
臣
深
目
女
一
。
曰
二
童
女
君
一
。 
                                        
                                        
                              
 
生
二
春
日
大
娘
皇
女
一
。
更
名
高
橋
皇
女
。
童
女
君
者
本
是
釆
女
。
（
後
略
）
」
と
あ
っ
て
、
雄
略
天
皇
の
皇
子
は
吉
備
稚
媛
所
生
の
磐
城
皇
子
と
星
川
稚
宮
皇
子
が
お
り
、
『
古
事
記
』
は
こ
れ
を
逸
し
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
は
雄
略
天
皇
二
十
三
年
八
月
丙
子
条
で
星
川
皇
子
の
反
乱
を
示
唆
す
る
遺
詔
を
、
清
寧
天
皇
即
位
前
紀
で
星
川
皇
子
の
反
乱
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
が
、
『
古
事
記
』
に
そ
れ
に
該
当
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。 
６ 
『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
（
六
四
六
）
三
月
壬
午
条
に
「
（
前
略
）
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
〈
謂
二
彦
人
大
兄
一
也
。
〉
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
皇
祖
大
兄
が
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 
７ 
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
に
つ
い
て
は
、
薗
田
香
融
「
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
に
つ
い
て
―
大
化
前
代
に
お
け
る
皇
室
私
有
民
の
存
在
形
態
―
」
（
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
〈
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
〉
所
収
。
初
出
は
一
九
七
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
８ 
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
用
明
天
皇
二
年
四
月
丙
午
条
に
彦
人
皇
子
と
み
え
る
の
を
最
後
に
押
坂
彦
人
皇
子
の
名
は
み
え
な
い
。 
９
直
木
孝
次
郎
「
厩
戸
皇
子
の
立
太
子
に
つ
い
て
」
（
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
〈
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
〉
所
収
）
。
以
下
、
直
木
孝
次
郎
氏
の
説
を
引
用
す
る
場
合
は
こ
の
論
文
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 
１
０ 
直
木
氏
前
掲
。
大
兄
制
を
否
定
す
る
立
場
で
は
田
中
嗣
人
「
『
大
兄
制
』
管
見
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
七
八
、
一
九
六
七
年
）
を
参
照
す
る
と
、
「
大
兄
」
は
「
長
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子
を
指
す
敬
称
ぐ
ら
い
の
範
囲
に
止
め
て
お
く
の
が
無
難
の
よ
う
で
あ
る
」と
さ
れ
、
皇
位
継
承
の
原
則
と
し
て
の
大
兄
制
を
否
定
さ
れ
た
。
ま
た
井
出
久
美
子
「
『
大
兄
制
』
の
史
的
意
義
―
欽
明
～
推
古
朝
の
政
治
過
程
に
ふ
れ
て
―
」（
『
日
本
史
研
究
』
一
〇
九
、
一
九
七
〇
年
）を
み
る
と
、
蘇
我
氏
と
の
政
治
的
関
係
に
注
目
し
、
蘇
我
氏
出
身
の
「
大
后
」
堅
塩
媛
所
生
の
長
子
と
し
て
我
国
最
初
の
「
大
兄
」
と
さ
れ
た
の
が
大
兄
皇
子
で
あ
る
と
す
る
。 
１
１ 
綏
靖
・
安
寧
・
懿
徳
・
孝
昭
・
孝
安
・
孝
霊
の
六
天
皇
の
后
妃
に
つ
い
て
、
出
自
・
名
の
異
伝
を
そ
れ
ぞ
れ
分
註
の
形
で
し
る
し
て
い
る
。 
１
２ 
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、
「
奈
良
市
中
央
部
の
北
部
、
佐
保
川
上
流
一
帯
を
佐
保
と
い
い
（
中
略
）
春
日
山
田
皇
女
の
名
と
関
係
す
る
春
日
の
地
に
近
い
。
」
と
あ
り
、
関
連
性
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。 
１
３ 
田
中
嗣
人
「
『
大
兄
制
』
管
見
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
七
八
、
一
九
六
七
年
） 
１
４ 
塚
口
義
信
「
聖
徳
太
子
の
「
天
皇
事
」
と
は
何
か
」
（
上
田
正
昭
・
千
田
稔
編
『
聖
徳
太
子
の
歴
史
を
読
む
』〈
文
英
堂
、
二
〇
〇
八
年
〉
所
収
）
を
参
照
す
る
と
、
厩
戸
皇
子
は
推
古
天
皇
か
ら
外
交
権
を
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
外
国
に
対
し
て
「
倭
王
」
を
称
し
う
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
を
『
日
本
書
紀
』
編
者
が
注
目
し
て
「
行
二
天
皇
事
一
」
と
書
か
し
め
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。 
１
５ 
た
と
え
ば
武
烈
天
皇
は
『
日
本
書
紀
』
仁
賢
天
皇
元
年
二
月
壬
子
条
に
よ
る
と
、
仁
賢
天
皇
皇
后
春
日
大
娘
皇
女
所
生
の
第
六
子
で
あ
る
が
、
他
の
同
母
兄
弟
の
五
                                        
                                        
                              
 
人
が
す
べ
て
皇
女
で
武
烈
天
皇
は
唯
一
皇
子
と
な
る
。 
１
６ 
た
と
え
ば
大
鷦
鷯
尊
（
仁
徳
天
皇
）
は
、
応
神
天
皇
皇
后
仲
姫
命
所
生
第
二
子
（
第
一
子
は
荒
田
皇
女
）
で
あ
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
二
年
三
月
壬
子
条
に
仲
姫
命
の
前
に
仲
姫
命
の
同
母
姉
高
城
入
姫
を
娶
り
、
額
田
大
中
彦
命
、
大
山
守
皇
子
、
去
来
真
稚
皇
子
、
澇
田
皇
女
を
も
う
け
た
と
い
う
。
正
確
な
長
幼
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
応
神
天
皇
四
十
年
正
月
戊
申
条
に
あ
る
大
山
守
命
と
大
鷦
鷯
尊
に
対
す
る
問
い
の
記
事
で
、
大
山
守
命
の
名
が
大
鷦
鷯
尊
よ
り
も
先
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
山
守
命
の
方
が
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
鷦
鷯
尊
は
皇
后
所
生
第
一
子
で
あ
っ
て
も
応
神
天
皇
の
皇
子
の
な
か
で
は
第
一
子
で
は
な
く
、
即
位
前
紀
に
第
四
子
と
し
る
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。 
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二 
大
化
前
代
の
キ
サ
キ
の
序
列
に
つ
い
て 
―
元
妃
を
中
心
に
― 
 
は
じ
め
に 
  
天
皇
の
キ
サ
キ
に
は
、
皇
后
・
妃
・
夫
人
・
嬪
な
ど
の
身
位
が
あ
り
、
後
宮
職
員
令
に
定
員
と
資
格
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
妃
は
二
名
で
四
品
以
上
、
夫
人
は
三
名
で
三
位
以
上
、
嬪
は
四
名
で
五
位
以
上
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 
こ
う
し
た
条
文
は
、
大
宝
令
以
降
に
定
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
１
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
大
化
前
代
の
キ
サ
キ
に
関
し
て
も
皇
后
・
妃
・
夫
人
・
嬪
２
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、『
古
事
記
』
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
に
「
皇
后
」
３
・「
妃
」
４
と
い
っ
た
呼
称
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
地
位
の
高
い
キ
サ
キ
を
「
大
后
」
と
称
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。 
こ
の
「
大
后
」
は
、『
古
事
記
』
特
有
の
呼
称
で
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
に
も
用
例
が
あ
る
。
た
だ
、『
古
事
記
』
で
「
大
后
」
と
記
さ
れ
る
人
物
と
『
日
本
書
紀
』
の
そ
れ
の
間
に
は
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
。『
古
事
記
』
の
「
大
后
」
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
例
外
な
く
「
皇
后
」
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
の
皇
后
は
、
か
な
ら
ず
し
も
『
古
事
記
』
で
「
大
后
」
と
表
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 
 
こ
の
「
大
后
」
に
つ
い
て
は
岸
俊
男
氏
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
が
５
、
氏
の
研
究
で
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。 
①
大
后
は
、
大
宝
・
養
老
令
制
の
皇
后
に
先
立
っ
て
用
い
ら
れ
た
称
号
で
あ
る
。 
②
五
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
、
多
く
の
后
妃
の
中
で
皇
族
出
身
の
者
が
大
后
の
地
位
に
あ
っ
た
。 
③
制
度
と
し
て
確
立
し
た
の
は
敏
達
天
皇
朝
か
ら
推
古
天
皇
朝
で
あ
る
。 
④
推
古
天
皇
朝
に
入
る
少
し
前
か
ら
、
皇
太
子
と
相
並
ん
で
皇
位
継
承
者
た
り
う
る
資
格
を
も
つ
と
同
時
に
、
国
政
上
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
岸
氏
の
研
究
は
、
大
宝
・
養
老
令
制
以
前
の
「
大
后
」
や
「
皇
后
」
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
大
化
前
代
の
キ
サ
キ
制
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、
な
お
問
題
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
氏
は
、「
皇
后
」
と
「
妃
」、
あ
る
い
は
「
大
后
」
と
他
の
キ
サ
キ
と
に
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
皇
后
や
大
后
以
外
の
キ
サ
キ
に
序
列
が
存
在
し
た
こ
と
は
認
め
て
お
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、『
日
本
書
紀
』
に
は
、『
続
日
本
紀
』
以
下
五
国
史
や
律
令
格
式
に
は
用
例
が
な
い
「
元
妃
」
や
「
正
妃
」
と
い
っ
た
独
自
の
用
例
が
あ
る
こ
と
や
、「
皇
后
」
所
生
の
皇
子
の
即
位
が
多
数
を
占
め
る
な
か
で
、
特
定
の
キ
サ
キ
が
生
ん
だ
皇
子
が
即
位
し
て
い
る
例
の
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
「
皇
后
」
以
外
の
キ
サ
キ
を
一
括
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
、
一
抹
の
不
安
を
覚
え
る
。 
そ
こ
で
、
小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
序
列
が
存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た
大
化
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前
代
の
キ
サ
キ
、
特
に
「
妃
」
に
重
点
を
お
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。 
 
一
、
妃
に
つ
い
て
の
検
討 
  
は
じ
め
に
、『
日
本
書
紀
』
で
「
妃
」
と
記
さ
れ
る
キ
サ
キ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、「
皇
后
」
と
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
が
皇
后
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
か
を
み
て
お
き
た
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
る
。 
①
皇
女
で
あ
る
こ
と
６ 
②
皇
女
、
あ
る
い
は
所
生
子
の
子
孫
が
皇
位
に
即
い
て
い
る
こ
と
７ 
③
皇
族
で
あ
る
か
、
所
生
子
が
即
位
し
た
か
、
い
ず
れ
か
い
っ
ぽ
う
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
８ 
こ
れ
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
定
義
も
、
出
自
や
所
生
子
の
即
位
の
有
無
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
説
が
的
を
射
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、『
日
本
書
紀
』に
あ
る
天
皇
の
生
母
の
称
号
と
出
自
を
み
て
み
る
と
、
左
の
〔
表
１
〕
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
天皇 生母の称号 生母が皇族 備考
1 神武天皇
2 綏靖天皇 皇后
3 安寧天皇 皇后
4 懿徳天皇 皇后
5 孝昭天皇 皇后
6 孝安天皇 皇后
7 孝霊天皇 皇后
8 孝元天皇 皇后
9 開化天皇 皇后
10 崇神天皇 皇后
11 垂仁天皇 皇后 ○
12 景行天皇 皇后 ○
13 成務天皇 皇后 ○
14 仲哀天皇 妃 ○ 日本武尊の子
15 応神天皇 皇后 ○
16 仁徳天皇 皇后 ○
17 履中天皇 皇后
18 反正天皇 皇后 履中天皇の同母弟
19 允恭天皇 皇后 反正天皇の同母弟
20 安康天皇 皇后 ○
21 雄略天皇 皇后 ○
22 清寧天皇 妃
23 顕宗天皇 その他 市辺押磐皇子の子
24 仁賢天皇 その他 顕宗天皇の同母兄
25 武烈天皇 皇后 ○
26 継体天皇 その他 ○ 彦主人王の子
27 安閑天皇 妃
28 宣化天皇 妃
29 欽明天皇 皇后 ○
30 敏達天皇 皇后 ○
31 用明天皇 妃
32 崇峻天皇 妃
33 推古天皇 妃 敏達天皇皇后
34 舒明天皇 その他 押坂彦人大兄皇子の子
35 皇極天皇 その他 舒明天皇皇后
36 孝徳天皇 その他 皇極天皇の同母弟
37 斉明天皇 その他 皇極天皇重祚
38 天智天皇 皇后 ○
40 天武天皇 皇后 ○
〔表１〕歴代天皇の生母
 
こ
の
表
を
み
る
と
、
歴
代
天
皇
（
推
古
・
皇
極
〈
斉
明
〉
天
皇
は
即
位
事
情
が
特
殊
な
た
め
小
論
で
は
除
外
）
の
生
母
の
多
く
は
「
皇
后
」
と
記
さ
れ
る
が
、
仲
哀
・
清
寧
・
顕
宗
・
仁
賢
・
継
体
・
安
閑
・
宣
化
・
用
明
・
崇
峻
・
推
古
・
舒
明
・
孝
徳
の
諸
天
皇
の
場
合
は
そ
う
で
な
い
。
こ
の
う
ち
、
仲
哀
・
顕
宗
・
仁
賢
・
継
体
・
舒
明
・
孝
徳
天
皇
は
、
父
が
天
皇
で
は
な
く
、
母
も
「
皇
后
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
履
中
・
反
正
・
允
恭
天
皇
の
母
は
「
皇
后
」
だ
が
、
皇
族
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
清
寧
・
安
閑
・
宣
化
・
用
明
・
崇
峻
天
皇
の
場
合
、
母
は
「
皇
后
」
で
も
皇
族
で
も
な
い
。 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
さ
き
に
紹
介
し
た
①
～
③
の
「
皇
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后
」の
定
義
に
は
い
ず
れ
も
例
外
が
存
す
る
こ
と
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 
ま
ず
、
皇
女
で
あ
る
こ
と
を
皇
后
の
要
件
と
す
る
①
説
で
は
、
仁
徳
天
皇
「
皇
后
」
の
磐
之
媛
命
（
葛
城
襲
津
彦
の
女
）
が
、
こ
れ
に
牴
触
す
る
。
ま
た
、
武
烈
天
皇
「
皇
后
」
の
春
日
娘
子
の
出
自
が
不
明
９
な
の
も
問
題
と
な
ろ
う
。 
つ
ぎ
に
、
皇
女
も
し
く
は
生
ん
だ
子
の
子
孫
の
即
位
を
要
件
と
す
る
②
説
の
場
合
、
磐
之
媛
命
の
問
題
は
ク
リ
ア
で
き
る
と
し
て
も
、
生
ん
だ
子
も
な
い
春
日
娘
子
に
つ
い
て
は
疑
問
が
依
然
と
し
て
残
る
。
し
か
も
、
所
生
子
の
子
孫
の
即
位
と
い
う
、
②
説
の
要
件
の
一
つ
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
が
「
妃
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
複
数
存
在
す
る
が
（
後
述
参
照
）、
ど
う
し
て
彼
女
た
ち
が
「
妃
」
の
身
分
な
の
か
、
②
説
で
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。 
さ
ら
に
、②
説
に
疑
念
が
あ
る
と
す
れ
ば
、こ
れ
に
近
い
③
説
に
対
し
て
も
、
同
じ
不
安
が
払
拭
で
き
な
い
。
②
や
③
の
説
で
は
「
皇
后
」
の
要
件
の
一
つ
に
子
（
子
孫
）
の
即
位
を
あ
げ
る
が
、
要
件
を
満
た
す
キ
サ
キ
が
同
時
に
複
数
生
じ
た
場
合
、
そ
の
な
か
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
皇
后
を
決
め
る
の
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
説
は
明
確
な
説
明
を
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
行
学
説
の
い
う
「
皇
后
」
の
定
義
は
い
ず
れ
も
問
題
が
あ
り
、
完
全
に
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
皇
女
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
所
生
子
（
の
子
孫
）
の
即
位
の
有
無
に
着
目
し
た
見
通
し
は
、
方
向
性
と
し
て
は
正
し
い
と
い
え
よ
う
。 
 
以
上
の
こ
と
を
も
と
に
再
び
先
行
研
究
を
み
て
み
る
と
、
①
に
つ
い
て
、
仁
徳
天
皇
「
皇
后
」
の
磐
之
媛
命
（
葛
城
襲
津
彦
の
女
）
は
皇
族
で
な
く
、
武
烈
天
皇
「
皇
后
」
の
春
日
娘
子
は
出
自
が
不
明
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
皇
后
」
と
さ
れ
て
い
る
点
が
問
題
と
し
て
残
る
。
②
は
皇
女
、
あ
る
い
は
所
生
子
の
子
孫
の
即
位
と
す
る
こ
と
で
、
①
で
問
題
と
な
っ
た
磐
之
姫
命
の
件
は
解
消
さ
れ
る
が
、
所
生
の
子
も
い
な
い
春
日
娘
子
の
問
題
が
依
然
と
し
て
残
る
。
ま
た
、
所
生
の
子
の
即
位
と
い
う
要
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
は
「
妃
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
③
に
つ
い
て
も
②
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
②
と
③
に
あ
る
「
皇
后
」
の
要
件
を
、
皇
族
も
し
く
は
所
生
子
（
の
子
孫
も
含
む
）
の
即
位
と
し
た
場
合
、
要
件
を
満
た
す
キ
サ
キ
が
同
時
に
複
数
で
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
生
じ
て
く
る
。 
と
こ
ろ
が
、〔
表
１
〕
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
以
前
は
母
を
「
皇
后
」
と
す
る
例
が
圧
倒
的
に
多
い
の
に
対
し
て
、
清
寧
天
皇
以
降
は
、
む
し
ろ
母
が
「
妃
」
や
「
そ
の
他
」
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
で
は
、
な
ぜ
、
こ
う
し
た
変
化
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
母
が
「
そ
の
他
」
と
な
っ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
べ
つ
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
小
論
で
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、「
妃
」
所
生
で
あ
り
な
が
ら
即
位
し
た
ケ
ー
ズ
、
具
体
的
に
は
、
清
寧
・
安
閑
・
宣
化
・
用
明
・
崇
峻
天
皇
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
即
位
の
事
情
に
つ
い
て
は
個
別
に
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分
析
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
た
と
え
ば
、
清
寧
天
皇
の
場
合
、
父
の
雄
略
天
皇
に
は
「
皇
后
」
が
い
た
が
、
子
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
１
０
。
ま
た
、
安
閑
・
宣
化
天
皇
は
継
体
天
皇
の
「
皇
后
」
手
白
香
皇
女
と
の
間
に
天
国
排
開
広
庭
尊
（
欽
明
天
皇
）
が
い
た
も
の
の
、
彼
が
幼
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
天
国
排
開
広
庭
尊
よ
り
先
に
即
位
し
て
お
り
１
１
、
用
明
・
崇
峻
天
皇
は
、
欽
明
天
皇
の
「
皇
后
」
石
姫
所
生
の
訳
語
田
渟
中
倉
太
珠
敷
尊
（
敏
達
天
皇
）
の
あ
と
に
即
位
し
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
「
妃
」
が
生
ん
だ
皇
子
の
即
位
の
例
は
、
①
「
皇
后
」
所
生
の
皇
子
が
い
な
い
ケ
ー
ス
、
②
「
皇
后
」
の
生
ん
だ
皇
子
が
幼
年
の
た
め
に
即
位
が
困
難
な
ケ
ー
ス
、
③
「
皇
后
」
所
生
の
皇
子
の
即
位
が
実
現
し
た
あ
と
登
極
し
た
ケ
ー
ス
、
の
三
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。 
 
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
敏
達
天
皇
以
後
の
即
位
の
順
序
で
あ
る
。
敏
達
天
皇
以
後
は
、
用
明
天
皇
、
崇
峻
天
皇
と
い
う
よ
う
に
、
欽
明
天
皇
の
諸
皇
子
、
す
な
わ
ち
敏
達
天
皇
の
異
母
兄
弟
に
あ
た
る
皇
子
ら
に
よ
っ
て
皇
位
が
継
承
さ
れ
て
い
る
点
が
注
意
を
ひ
く
。
こ
れ
ら
の
天
皇
の
即
位
の
順
序
と
系
譜
関
係
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
（
天
皇
は
太
字
、「
皇
后
」
は
囲
み
線
、「
皇
后
」
が
複
数
の
場
合
、
冊
立
順
を
ロ
ー
マ
数
字
で
表
し
た
）。 
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張
連
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目
子
媛 
 
春
日
山
田
皇
女 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勾
大
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27
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仲
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明
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豊
御
食
炊
屋
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（
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推
古
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穴
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泊
瀬
部
皇
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32
崇
峻
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小
姉
君 
 
 
 
 
 
 
 
春
日
娘
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右
の
系
図
を
参
考
に
、
敏
達
天
皇
の
皇
子
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。 
ま
ず
、
一
人
目
の
「
皇
后
」
広
姫
と
の
間
に
は
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
が
い
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
即
位
し
て
い
な
い
。
敏
達
天
皇
四
年
十
一
月
の
広
姫
の
薨
去
を
う
け
て
冊
立
さ
れ
た
二
人
目
の
「
皇
后
」
豊
御
食
炊
屋
姫
と
の
間
に
は
、
竹
田
皇
子
と
尾
張
皇
子
が
い
た
。
竹
田
皇
子
に
つ
い
て
は
、
推
古
天
皇
が
竹
田
皇
子
の
陵
に
合
葬
す
る
よ
う
遺
詔
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
推
古
天
皇
三
十
六
年
九
月
戊
子
条
）、
こ
れ
以
前
に
薨
去
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
１
２
。
な
お
、
尾
張
皇
子
に
つ
い
て
は
、
系
譜
（
敏
達
天
皇
五
年
三
月
己
卯
条
）
以
外
で
存
在
を
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確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
言
及
は
で
き
な
い
。 
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
敏
達
天
皇
の
次
に
即
位
し
た
の
が
、
敏
達
天
皇
の
異
母
兄
弟
で
、
欽
明
天
皇
の
「
妃
」
堅
塩
媛
が
生
ん
だ
大
兄
皇
子
（
用
明
天
皇
）
で
あ
っ
た
。
用
明
天
皇
は
在
位
わ
ず
か
二
年
で
崩
じ
、
用
明
天
皇
の
あ
と
は
、
敏
達
天
皇
・
用
明
天
皇
の
異
母
兄
弟
で
、
欽
明
天
皇
の
「
妃
」
小
姉
君
が
生
ん
だ
泊
瀬
部
皇
子
（
崇
峻
天
皇
）
が
即
位
し
て
い
る
。
用
明
天
皇
の
場
合
は
、
敏
達
天
皇
の
「
皇
后
」
所
生
皇
子
の
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
と
竹
田
皇
子
が
何
ら
か
の
理
由
で
即
位
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
に
、登
極
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
崇
峻
天
皇
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
１
３
。 
 
二
、
元
妃
に
つ
い
て
の
検
討 
 
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
の
「
妃
」
の
生
ん
だ
皇
子
で
も
皇
位
を
継
承
で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。 
「
妃
」
所
生
で
即
位
し
た
清
寧
・
安
閑
・
宣
化
・
用
明
・
崇
峻
の
五
天
皇
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
父
に
あ
た
る
雄
略
・
継
体
・
欽
明
天
皇
に
つ
い
て
い
え
ば
、
い
ず
れ
も
「
皇
后
」
以
外
に
複
数
人
の
キ
サ
キ
を
娶
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
は
、
キ
サ
キ
は
、
出
自
に
関
係
な
く
「
皇
后
」
以
外
な
ら
ば
す
べ
て
「
妃
」
と
す
る
な
ど
、
キ
サ
キ
の
序
列
化
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
た
が
１
４
、
は
た
し
て
雄
略
・
継
体
・
欽
明
三
天
皇
の
「
妃
」
に
序
列
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
ま
ず
、
雄
略
天
皇
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
雄
略
天
皇
元
年
三
月
条
に
は
、 
〔
史
料
１
〕
立
二
三
妃
一
。
元
妃
、
、
葛
城
円
大
臣
女
曰
二
韓
媛
一
。
生
三
白
髪
武
広
国
押
稚
日
本
根
子
天
皇
。
与
二
稚
足
姫
皇
女
一
。
更
名
栲
幡
娘
姫
皇
女
。
是
皇
女
侍
伊
勢
大
神
祠
。
次
有
二
吉
備
上
道
臣
女
稚
媛
一
。
一
本
云
。
吉
備
窪
屋
臣
女
。
生
二
二
男
一
。
長
曰
二
磐
城
皇
子
一
。
少
曰
二
星
川
稚
宮
皇
子
一
。
見
二
下
文
一
。
次
有
二
春
日
和
珥
臣
深
目
女
一
。
曰
二
童
女
君
一
。
生
二
春
日
大
娘
皇
女
一
。
更
名
高
橋
皇
女
。
童
女
君
者
本
是
采
女
。（
後
略
） 
と
あ
る
が
、「
三
妃
」
の
最
初
に
く
る
韓
媛
の
呼
称
が
「
元
妃
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
元
妃
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
は
「
も
と
か
ら
の
妃
。
皇
子
時
代
か
ら
の
妃
」
１
５
と
か
、「
初
め
か
ら
の
妃
。
本
妻
。」
１
６
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
注
釈
は
、「
元
妃
」
の
古
訓
（
た
と
え
ば
、
兼
右
本
な
ど
）
「
ハ
ジ
メ
ノ
ミ
メ
」
の
「
ハ
ジ
メ
」
を
「
時
間
的
推
移
に
お
け
る
も
っ
と
も
早
い
時
期
」
と
と
ら
え
た
解
釈
で
あ
る
。
青
木
和
夫
氏
は
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
、『
日
本
書
紀
』
は
、
后
妃
た
ち
を
皇
后
・
妃
・
夫
人
・
嬪
・
宮
人
な
ど
と
格
づ
け
す
る
体
制
を
採
用
し
た
た
め
に
、
キ
サ
キ
と
し
て
娶
っ
た
順
に
記
し
、「『
古
事
記
』
の
記
述
と
は
異
な
る
た
め
、
妃
の
前
に
『
元
』
や
『
前
』
を
付
し
て
整
合
性
を
図
ろ
う
と
し
た
」
と
し
て
お
ら
れ
る
１
７
。 
こ
う
し
た
青
木
氏
の
指
摘
は
、
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
は
キ
サ
キ
の
記
載
順
が
ど
う
異
な
る
の
か
を
、
継
体
天
皇
の
キ
サ
107 
キ
の
例
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
た
い
。 
〔
表
２
〕
を
み
る
と
、『
古
事
記
』
で
は
三
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
手
白
香
命
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
皇
后
」
の
た
め
、
他
の
キ
サ
キ
と
は
別
の
条
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ぎ
ゃ
く
に
、『
古
事
記
』
で
は
筆
頭
の
若
比
売
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
三
番
目
に
記
さ
れ
て
お
り
、
両
書
で
キ
サ
キ
の
記
載
順
が
若
干
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
キ
サ
キ
を
ひ
と
括
り
に
記
す
『
古
事
記
』
と
ち
が
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
皇
后
」
と
「
妃
」
が
一
括
し
て
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
１
８
、
単
純
な
比
較
は
む
ず
か
し
い
が
、
他
の
キ
サ
キ
と
は
別
に
「
皇
后
」
を
記
す
体
裁
を
と
っ
て
い
る
天
皇
紀
が
多
い
こ
と
自
体
１
９
、『
日
本
書
紀
』
が
后
妃
の
序
列
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。 
た
だ
、
青
木
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
は
、
複
数
の
后
妃
を
格
づ
け
す
る
た
め
に
、キ
サ
キ
と
し
て
娶
っ
た
順
に
記
し
、
「
元
」
や
「
前
」
を
附
す
こ
と
で
整
合
性
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
の
点
を
い
さ
さ
か
疑
問
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、「
元
妃
」
は
『
日
本
書
紀
』
以
外
の
文
献
に
は
用
例
が
な
く
、『
日
本
書
紀
』
編
者
が
の
ち
の
後
宮
職
員
令
に
み
え
る
キ
サ
キ
の
呼
称
を
、
大
化
前
代
に
遡
ら
せ
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。 
で
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
「
元
妃
」
と
は
な
に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 
「
元
妃
」
は
、
前
掲
〔
史
料
１
〕
が
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
初
見
で
あ
る
。
韓
媛
が
雄
略
天
皇
の
キ
サ
キ
と
な
っ
た
経
緯
は
い
さ
さ
か
話
が
長
い
が
、
こ
と
の
起
こ
り
は
、
父
の
大
草
香
皇
子
を
安
康
天
皇
に
殺
害
さ
れ
た
眉
輪
王
が
、
天
皇
を
殺
害
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
知
っ
た
天
皇
の
同
母
弟
の
大
泊
瀬
皇
子
（
雄
略
天
皇
）
は
憤
慨
し
、
ぎ
ゃ
く
に
眉
輪
王
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
。
皇
子
の
怒
り
を
恐
れ
た
眉
輪
王
は
、
葛
城
円
大
臣
の
邸
宅
に
逃
れ
る
が
、
結
局
は
大
泊
瀬
皇
子
に
よ
っ
て
焼
き
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
葛
城
円
大
臣
は
贖
罪
と
し
て
女
の
韓
媛
と
、
葛
城
宅
七
区
を
皇
子
に
献
上
す
る
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
は
こ
の
韓
媛
を
「
元
妃
」
と
記
す
の
だ
が
、
雄
略
天
皇
即
位
前
紀
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
天
皇
は
即
位
す
る
前
か
ら
韓
媛
を
娶
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
で
は
、「
元
妃
」
と
は
「
皇
子
時
代
か
ら
の
妃
」
の
こ
と
と
も
と
れ
る
。 
ち
な
み
に
、〔
史
料
１
〕
に
よ
れ
ば
、
雄
略
天
皇
の
キ
サ
キ
に
は
、
韓
媛
の
ほ
か
に
、
仁
徳
天
皇
皇
女
の
草
香
幡
梭
姫
皇
女
、
吉
備
氏
出
身
の
稚
媛
と
、
和
珥
1 若比売 三尾君等祖 手白香皇女 仁賢天皇皇女
2 目子郎女 尾張連等之祖凡連之妹 目子媛 尾張連草香女
3 手白香命 意富祁天皇之御子 稚子媛 三尾角折君妹
4 麻組郎女 息長真手王之女 広媛 坂田大跨王女
5 黒比売 坂田大俣王之女 麻績娘子 息長真手王女
6 関比売 茨田連小望之女 関媛 茨田連小望女
7 倭比売 三尾君加太夫之女 倭媛 三尾君堅楲女
8 阿倍之波延比売 荑媛 和珥臣河内女
9 広媛 根王女
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氏
出
身
の
童
女
君
が
あ
る
が
（
『
古
事
記
』
と
は
若
干
出
入
り
が
あ
る
）、
こ
の
な
か
で
は
、
韓
媛
が
白
髪
皇
子
を
、
稚
媛
が
磐
城
皇
子
・
星
川
皇
子
を
そ
れ
ぞ
れ
生
ん
で
い
る
（
童
女
君
に
は
皇
子
な
し
）。
結
果
的
に
は
、
雄
略
天
皇
の
あ
と
第
三
子
の
白
髪
皇
子
２
０
が
磐
城
皇
子
・
星
川
皇
子
を
差
し
置
く
か
た
ち
で
即
位
し
て
い
る
。
父
で
あ
る
葛
城
円
大
臣
は
眉
輪
王
に
加
担
し
て
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
白
髪
皇
子
の
即
位
に
生
母
の
出
自
が
影
響
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
し
か
し
、
雄
略
天
皇
が
生
前
星
川
皇
子
を
警
戒
し
、
白
髪
皇
子
の
皇
位
を
守
る
よ
う
に
遺
詔
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
天
皇
は
白
髪
皇
子
を
推
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
皇
子
が
「
元
妃
」
の
所
生
子
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。 
 
韓
媛
に
次
い
で
「
元
妃
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
継
体
天
皇
の
キ
サ
キ
の
目
子
媛
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
継
体
天
皇
元
年
三
月
癸
酉
条
に
は
、 
〔
史
料
２
〕
納
二
八
妃
一
雖
レ
有
二
先
後
一
。
而
此
曰
二
癸
酉
納
一
者
。
拠
レ
即
二
天
位
一
。
占
二
択
良
日
一
。
初
拝
二
後
宮
一
為
レ
文
。
他
皆
效
レ
此
。
元
妃
、
、
尾
張
連
草
香
女
曰
二
目
子
媛
一
。更
名
色
部
。
生
二
二
子
一
。皆
有
二
天
下
一
。其
一
曰
二
勾
大
兄
皇
子
一
。
是
為
二
広
国
排
武
金
日
尊
一
。
其
二
曰
二
檜
隈
高
田
皇
子
一
。
是
為
二
武
小
広
国
排
盾
尊
一
。
次
妃
三
尾
角
折
君
妹
曰
二
稚
子
媛
一
。
生
三
大
郎
皇
子
。
与
二
出
雲
皇
女
一
。
次
坂
田
大
跨
王
女
曰
二
広
媛
一
。
生
二
三
女
一
。
長
曰
二
神
前
皇
女
一
。
仲
曰
二
茨
田
皇
女
一
。
少
曰
二
馬
来
田
皇
女
一
。
次
息
長
真
手
王
女
曰
二
麻
績
娘
子
一
。
生
二
荳
角
皇
女
一
。
荳
角
。
此
云
二
娑
佐
礙
一
。
是
侍
二
伊
勢
大
神
祠
一
。
次
茨
田
連
小
望
女
或
日
レ
妹
。
曰
二
関
媛
一
。
生
二
三
女
一
。
長
曰
二
茨
田
大
娘
皇
女
一
。
仲
曰
二
白
坂
活
日
姫
皇
女
一
。
少
曰
二
小
野
稚
郎
皇
女
一
。
更
名
長
石
姫
。
次
三
尾
君
堅
楲
女
曰
二
倭
媛
一
。
生
二
二
男
。
二
女
一
。
其
一
曰
二
大
娘
子
皇
女
一
。
其
二
曰
二
椀
子
皇
子
一
。
是
三
国
公
之
先
也
。
其
三
曰
二
耳
皇
子
一
。
其
四
曰
二
赤
姫
皇
女
一
。
次
和
珥
臣
河
内
女
曰
二
荑
媛
一
。
生
二
一
男
。
二
女
一
。
其
一
曰
二
稚
綾
姫
皇
女
一
。
其
二
曰
二
円
娘
皇
女
一
。
其
三
曰
二
厚
皇
子
一
。
次
根
王
女 
曰
二
広
媛
一
。
生
二
二
男
一
。
長
曰
二
兔
皇
子
一
。
是
酒
人
公
之
先
也
。
少
曰
二
中
皇
子
一
。
是
坂
田
公
之
先
也
。 
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
八
人
娶
ら
れ
た
「
妃
」
の
中
で
、
勾
大
兄
皇
子
（
安
閑
天
皇
）
と
檜
隈
高
田
皇
子
（
宣
化
天
皇
）
を
生
ん
だ
目
子
媛
の
み
が
唯
一
「
元
妃
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
継
体
天
皇
元
年
三
月
甲
子
条
に
よ
る
と
、
継
体
天
皇
は
、
右
の
八
人
の
「
妃
」
以
外
に
、
武
烈
天
皇
の
同
母
姉
の
手
白
香
皇
女
を
娶
り
「
皇
后
」
と
し
、
天
国
排
開
広
庭
尊
（
欽
明
天
皇
）
を
も
う
け
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
天
国
排
開
広
庭
尊
が
幼
年
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
元
妃
」
目
子
媛
の
生
ん
だ
勾
大
兄
皇
子
と
檜
隈
高
田
皇
子
が
先
に
即
位
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
「
元
妃
」
の
生
ん
だ
皇
子
で
あ
る
と
い
う
点
は
興
味
深
い
。 
特
に
安
閑
天
皇
の
場
合
、
名
は
勾
大
兄
皇
子
で
年
長
者
を
表
す
「
大
兄
」
を
含
ん
で
お
り
、
即
位
前
紀
に
長
子
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
体
天
皇
の
全
皇
子
の
中
で
最
年
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
彼
と
比
較
的
年
齢
の
近
い
檜
隈
高
田
皇
子
は
、
継
体
天
皇
の
皇
子
の
中
で
は
安
閑
天
皇
に
次
ぐ
109 
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
即
位
に
あ
た
っ
て
は
年
齢
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
２
１
。 
 
三
例
目
は
、欽
明
天
皇
の
キ
サ
キ
の
稚
綾
姫
皇
女
で
あ
る
。皇
女
の
こ
と
は
、
欽
明
天
皇
二
年
三
月
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。 
〔
史
料
３
〕
納
二
五
妃
一
。
元
妃
、
、
。
皇
后
弟
曰
二
稚
綾
姫
皇
女
一
。
是
生
二
石
上
皇
子
一
。次
有
二
皇
后
弟
一
。曰
二
日
影
皇
女
一
。此
曰
二
皇
后
弟
一
。
明
是
檜
隈
高
田
天
皇
女
。
而
列
二
后
妃
之
名
一
。
不
レ
見
三
母
妃
姓
与
二
皇
女
名
字
一
。
不
レ
知
レ
出
二
何
書
一
。
後
勘
者
知
レ
之
。
是
生
二
倉
皇
子
一
。
次
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
女
曰
二
堅
塩
媛
一
。堅
塩
。
此
云
二
岐
施
志
一
。
生
二
七
男
。
六
女
一
。
其
一
曰
二
大
兄
皇
子
一
。
是
為
二
橘
豊
日
尊
一
。
其
二
曰
二
磐
隈
皇
女
一
。
更
名
夢
皇
女
。
初
侍
レ
祀
二
於
伊
勢
大
神
一
。
後
坐
レ
姧
二
皇
子
茨
城
一
解
。
其
三
曰
二
臈
嘴
鳥
皇
子
一
。
其
四
曰
二
豊
御
食
炊
屋
姫
尊
一
。
其
五
曰
二
椀
子
皇
子
一
。
其
六
曰
二
大
宅
皇
女
一
。
其
七
曰
二
石
上
部
皇
子
一
。
其
八
曰
二
山
背
皇
子
一
。
其
九
曰
二
大
伴
皇
女
一
。
其
十
曰
二
櫻
井
皇
子
一
。
其
十
一
曰
二
肩
野
皇
女
一
。
其
十
二
曰
二
橘
本
稚
皇
子
一
。
其
十
三
曰
二
舎
人
皇
女
一
。
次
堅
塩
媛
同
母
弟
曰
二
小
姉
君
一
。
生
二
四
男
。
一
女
一
。
其
一
曰
二
茨
城
皇
子
一
。
其
二
曰
二
葛
城
皇
子
一
。
其
三
曰
二
泥
部
穴
穂
部
皇
女
一
。
其
四
曰
二
泥
部
穴
穂
部
皇
子
一
。更
名
天
香
子
皇
子
。
一
書
云
。
更
名
住
迹
皇
子
。
其
五
曰
二
泊
瀬
部
皇
子
一
。一
書
云
。
其
一
曰
二
茨
城
皇
子
一
。
其
二
曰
二
泥
部
穴
穂
部
皇
女
一
。
其
三
曰
二
泥
部
穴
穂
部
皇
子
一
。
更
名
住
迹
皇
子
。
其
四
曰
二
葛
城
皇
子
一
。
其
五
曰
二
泊
瀬
部
皇
子
一
。
一
書
云
。
其
一
曰
茨
城
皇
子
。
其
二
曰
住
迹
皇
子
。
其
三
曰
泥
部
穴
穂
部
皇
女
。
其
四
曰
泥
部
穴
穂
部
皇
子
。
更
名
天
香
子
。
其
五
曰
二
泊
瀬
部
皇
子
。
帝
王
本
紀
多
有
二
古
字
一
。
撰
集
之
人
。
屡
経
二
遷
易
一
。
後
人
習
読
。
以
レ
意
刊
改
。
傳
冩
既
多
。
遂
致
二
舛
雑
一
。
前
後
失
レ
次
。
兄
弟
参
差
。
今
則
考
二
覆
古
今
一
。
帰
二
其
真
正
一
。
一
往
難
レ
識
者
。
且
依
レ
一
撰
而
注
二
詳
其
異
一
。
他
皆
效
レ
此
。
次
春
日
日
柧
臣
女
曰
二
糠
子
一
。
生
三
春
日
山
田
皇
女
。
与
二
橘
麻
呂
皇
子
一
。 
 
欽
明
天
皇
は
、「
皇
后
」
石
姫
の
妹
の
稚
綾
姫
皇
女
や
蘇
我
稲
目
の
女
堅
塩
媛
・
小
姉
君
な
ど
五
人
の
「
妃
」
を
娶
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
堅
塩
媛
の
生
ん
だ
大
兄
皇
子
と
、
小
姉
君
の
生
ん
だ
泊
瀬
部
皇
子
が
そ
れ
ぞ
れ
皇
位
を
践
ん
で
い
る
。
ま
た
、
堅
塩
媛
所
生
の
豊
御
食
炊
屋
姫
尊
は
敏
達
天
皇
の
「
皇
后
」
と
な
り
、
崇
峻
天
皇
が
蘇
我
馬
子
に
殺
害
さ
れ
た
あ
と
に
即
位
し
て
い
る
（
推
古
天
皇
）。 さ
ら
に
、
欽
明
天
皇
の
「
妃
」
所
生
の
皇
子
女
が
、「
皇
后
」
所
生
の
渟
中
倉
太
珠
敷
尊
（
敏
達
天
皇
）
の
あ
と
に
即
位
し
て
い
る
点
は
、
注
目
し
て
よ
い
。「
元
妃
」
の
稚
綾
姫
皇
女
の
生
ん
だ
石
上
皇
子
に
つ
い
て
は
、〔
史
料
３
〕
以
外
で
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
稚
綾
姫
皇
女
が
宣
化
天
皇
「
皇
后
」
の
橘
仲
皇
女
を
母
と
し
、
敏
達
天
皇
「
皇
后
」
の
石
姫
の
同
母
妹
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
石
上
皇
子
も
有
力
な
皇
位
継
承
の
候
補
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
ち
な
み
に
、〔
史
料
３
〕
に
よ
れ
ば
、
欽
明
天
皇
に
は
稚
綾
姫
皇
女
の
妹
の
日
影
皇
女
と
の
間
に
も
倉
皇
子
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
こ
の
記
事
以
外
で
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
 
つ
ぎ
に
や
や
時
代
は
下
る
が
、
孝
徳
天
皇
紀
に
も
「
元
妃
」
が
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
七
月
戊
辰
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。 
〔
史
料
４
〕
立
二
息
長
足
日
広
額
天
皇
女
間
人
皇
女
一
為
二
皇
后
一
。
立
二
二
妃
一
。
元
妃
、
、
阿
倍
倉
梯
麻
呂
大
臣
女
曰
二
小
足
媛
一
。
生
二
有
間
皇
子
一
。
次
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妃
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
大
臣
女
曰
二
乳
娘
一
。 
 
こ
こ
に
「
元
妃
」
と
み
え
る
小
足
媛
に
つ
い
て
は
、
皇
極
天
皇
三
年
（
六
四
四
）
正
月
乙
亥
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。 
三
年
春
正
月
乙
亥
朔
。
以
二
中
臣
鎌
子
連
一
拝
二
神
祇
伯
一
。
再
三
固
辞
不
レ
就
。
称
レ
疾
退
居
二
三
嶋
一
。
于
レ
時
軽
皇
子
患
脚
不
レ
朝
。
中
臣
鎌
子
連
曾
善
二
於
軽
皇
子
一
。
故
詣
二
彼
宮
一
而
将
レ
侍
レ
宿
。
軽
皇
子
深
識
二
中
臣
鎌
子
連
之
意
気
高
逸
容
止
難
一
レ
犯
。
乃
使
二
寵
妃
阿
倍
氏
一
浄
二
掃
別
殿
一
高
鋪
二
新
蓐
一
。
靡
レ
不
二
具
給
一
。
敬
重
特
異
。（
後
略
） 
 
こ
こ
に
は
、
軽
皇
子
（
後
の
孝
徳
天
皇
）
は
鎌
子
の
人
柄
を
良
く
思
い
、「
寵
妃
阿
倍
氏
」
を
鎌
子
の
別
邸
に
遣
わ
し
て
清
掃
な
ど
の
世
話
を
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
寵
妃
阿
倍
氏
」
と
は
、〔
史
料
４
〕
に
み
え
る
孝
徳
天
皇
の
元
妃
の
小
足
媛
が
阿
倍
氏
を
出
自
と
す
る
の
で
、
彼
女
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。
こ
の
記
述
か
ら
小
足
媛
は
皇
子
時
代
か
ら
娶
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
ふ
た
た
び
〔
史
料
４
〕
に
目
を
向
け
る
と
、
乙
巳
の
変
に
と
も
な
う
皇
極
天
皇
の
譲
位
に
よ
り
即
位
し
た
孝
徳
天
皇
は
、
中
大
兄
皇
子
の
同
母
妹
の
間
人
皇
女
を
「
皇
后
」
と
し
、
阿
倍
倉
梯
麻
呂
大
臣
の
女
小
足
媛
と
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
大
臣
の
女
乳
娘
の
二
人
を
「
妃
」
と
し
て
い
る
。「
皇
后
」
間
人
皇
女
と
の
間
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
元
妃
」
の
小
足
媛
と
の
間
に
は
唯
一
の
皇
子
で
あ
る
有
間
皇
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
当
時
、
中
大
兄
皇
子
が
皇
太
子
と
し
て
政
治
を
補
佐
し
、有
力
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
有
間
皇
子
も
無
視
す
べ
き
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
斉
明
天
皇
紀
に
記
さ
れ
た
有
間
皇
子
の
変
の
経
緯
を
み
て
も
、
中
大
兄
皇
子
が
自
身
有
力
な
立
場
に
あ
り
な
が
ら
も
、
有
間
皇
子
の
存
在
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、
有
間
皇
子
の
地
位
も
け
っ
し
て
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
以
上
、「
元
妃
」
と
さ
れ
た
キ
サ
キ
を
個
別
に
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
な
か
で
、
即
位
前
か
ら
の
キ
サ
キ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
し
う
る
の
は
、
雄
略
天
皇
「
元
妃
」
の
韓
媛
と
継
体
天
皇
「
元
妃
」
の
目
子
媛
、
孝
徳
天
皇
「
元
妃
」
の
小
足
媛
の
三
人
で
あ
る
。
欽
明
天
皇
「
元
妃
」
の
稚
綾
姫
皇
女
も
即
位
前
か
ら
娶
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、そ
れ
を
直
接
に
示
す
記
述
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、「
元
妃
」
を
即
位
前
か
ら
の
キ
サ
キ
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、「
皇
后
」
と
の
婚
姻
の
前
後
関
係
を
整
理
す
る
た
め
に
も
ち
い
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
と
か
い
う
解
釈
は
、
す
べ
て
の
事
例
に
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。 
し
か
ら
ば
、「
元
妃
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。 
中
国
に
お
け
る
「
元
妃
」
の
用
例
の
な
か
で
古
い
も
の
は
、『
春
秋
左
氏
伝
』
隠
公
元
年
条
の
「
恵
公
元
妃
、
、
孟
子
。
孟
子
卒
。
継
レ
室
以
二
声
子
一
。
生
二
隠
公
一
。
（
後
略
）」
で
あ
る
。
こ
の
「
元
妃
」
に
つ
い
て
、『
春
秋
左
氏
伝
注
疏
』
が
「
元
妃
、
嫡
夫
人
也
。」
と
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、『
正
字
通
』
に
「
元
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
元
」
に
は
「
第
一
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
右
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の
「
元
妃
」
を
嫡
夫
人
に
解
釈
す
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
。
け
っ
し
て
即
位
前
か
ら
の
キ
サ
キ
な
ど
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。 
問
題
は
、
か
か
る
用
法
が
そ
の
ま
ま
『
日
本
書
紀
』
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、〔
史
料
１
〕
～
〔
史
料
４
〕
の
体
裁
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
い
ず
れ
も
最
初
に
「
妃
」
を
何
人
娶
っ
た
か
を
示
し
、「
元
妃
」
を
筆
頭
に
、「
次
」
ま
た
は
「
次
妃
」
と
キ
サ
キ
を
排
列
す
る
体
裁
を
と
っ
て
い
る
２
２
。 
こ
の
体
裁
は
、
じ
つ
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
十
一
の
帝
嚳
高
辛
氏
の
条
に
、 
帝
王
世
紀
曰
。（
中
略
）
亦
納
四
妃
。
卜
其
子
。
皆
有
天
下
。
元
妃
、
、
有
台
氏
女
。
曰
姜
嫄
。
生
后
稷
。
次
有
娀
氏
女
。
曰
簡
翟
。
生 
。
次
陳
豊
氏
女
。
曰
慶
都
。
生
放
勛
。
次
娵
訾
氏
女
。
曰
常
儀
。
生
帝
摯
。 
と
あ
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
編
者
が
『
藝
文
類
聚
』
と
い
っ
た
唐
代
の
類
書
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
、
小
島
憲
之
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
氏
に
よ
れ
ば
、「
元
妃
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
巻
十
四
・
十
七
・
十
九
・
二
十
五
は
、
い
ず
れ
も
『
藝
文
類
聚
』
に
も
と
づ
く
潤
色
の
存
す
る
巻
で
あ
る
と
い
う
２
３
。 
こ
の
よ
う
に
、〔
史
料
１
〕
～
〔
史
料
４
〕
の
記
載
方
法
が
『
藝
文
類
聚
』
に
倣
っ
た
も
の
だ
と
わ
か
る
と
、「
元
妃
」
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
漢
籍
の
「
元
妃
」
と
同
じ
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
も
「
元
妃
」
は
「
妃
」
の
筆
頭
と
な
る
女
性
の
謂
だ
っ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 
 
た
だ
、『
日
本
書
紀
』
に
は
「
元
妃
」
の
ほ
か
に
「
正
妃
」
と
い
う
用
例
も
散
見
す
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
「
正
妃
」
は
、
神
武
天
皇
即
位
前
紀
の
媛
蹈
鞴
五
十
鈴
媛
命
を
初
見
と
し
、
宣
化
天
皇
「
正
妃
」
の
橘
仲
皇
女
、
欽
明
天
皇
「
正
妃
」
の
石
姫
、
天
武
天
皇
「
正
妃
」
の
鸕
野
皇
女
の
都
合
四
例
が
確
認
で
き
る
２
４
。
ま
た
、「
正
妃
」
と
対
応
す
る
も
の
に
「
庶
妃
」
の
用
例
が
あ
り
、
宣
化
天
皇
「
庶
妃
」
の
大
河
内
稚
子
媛
の
み
の
用
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
正
妃
」
と
の
対
比
か
ら
採
用
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 
 
「
正
妃
」
と
さ
れ
た
四
人
を
み
て
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
立
二
正
妃
―
一
為
二
皇
后
一
」
な
ど
の
体
裁
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
一
に
即
位
前
か
ら
天
皇
に
娶
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
天
皇
が
即
位
し
た
あ
と
に
「
皇
后
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
第
三
に
神
武
天
皇
正
妃
の
媛
蹈
鞴
五
十
鈴
媛
命
を
除
く
と
全
員
が
皇
族
で
あ
る
こ
と
、で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
正
妃
」
と
「
皇
后
」
は
ほ
ぼ
等
質
の
用
語
だ
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
配
偶
者
の
身
分
に
よ
っ
て
呼
称
が
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
妃
」
と
は
、
本
質
的
に
異
な
る
も
の
だ
と
考
え
て
よ
く
、
「
元
妃
」
に
つ
い
て
取
り
扱
う
小
論
で
は
ひ
と
ま
ず
除
外
し
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。 
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お
わ
り
に 
  
以
上
、『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
妃
」
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
で
は
キ
サ
キ
に
「
元
妃
」
と
「
妃
」
と
い
う
区
別
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
従
来
の
研
究
で
は
、
キ
サ
キ
内
で
の
序
列
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
見
解
が
多
く
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
元
妃
」
も
、
即
位
前
か
ら
の
キ
サ
キ
と
い
っ
た
意
味
に
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
元
妃
」
の
古
訓
の
「
ハ
ジ
メ
」
を
、
時
系
列
に
お
け
る
も
っ
と
も
早
い
時
期
と
と
ら
え
る
こ
と
が
拠
り
ど
こ
ろ
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
ハ
ジ
メ
」
に
は
、「
物
事
の
序
列
の
第
一
」
を
指
す
意
味
も
あ
る
の
で
、「
ハ
ジ
メ
ノ
ミ
メ
」
と
い
う
古
訓
だ
け
で
は
「
元
妃
」
を
即
位
前
の
キ
サ
キ
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
で
は
、
こ
う
し
た
キ
サ
キ
内
の
序
列
は
い
か
に
し
て
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
「
妃
」
間
で
の
序
列
を
決
定
す
る
要
因
と
し
て
は
、
娶
ら
れ
た
順
序
、
出
自
な
ど
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
個
別
の
要
素
で
は
な
く
、
た
が
い
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
序
列
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
序
列
が
前
提
と
な
っ
て
、
複
数
い
る
キ
サ
キ
の
筆
頭
を
「
元
妃
」
と
称
し
て
差
別
化
を
は
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
た
と
え
ば
、「
皇
太
子
」
の
よ
う
に
、
後
世
の
用
語
を
遡
及
し
て
用
い
て
い
る
例
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
元
妃
」
は
後
宮
職
員
令
な
ど
に
も
み
え
ず
、
そ
の
意
味
で
は
後
世
の
潤
色
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
う
な
る
と
、『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
、『
藝
文
類
聚
』
な
ど
を
参
照
し
、
キ
サ
キ
の
筆
頭
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
に
相
応
し
い
用
語
と
し
て
「
元
妃
」
を
採
用
し
た
可
能
性
は
大
き
い
と
思
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
は
、「
元
妃
」
を
た
ん
な
る
漢
籍
に
よ
る
潤
色
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
、
個
別
の
事
例
か
ら
帰
納
し
て
、
実
際
に
な
ん
ら
か
の
形
で
存
在
し
た
キ
サ
キ
の
序
列
を
、
『
日
本
書
紀
』
本
文
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
え
て
こ
の
語
を
用
い
た
の
だ
と
考
え
た
い
。 
推
測
を
交
え
た
点
も
少
な
く
な
い
が
、
通
説
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
に
端
を
発
し
、あ
え
て
卑
見
を
展
開
し
て
み
た
。識
者
の
ご
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。 
 
〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
遠
藤
み
ど
り
「
令
制
妃
制
度
の
成
立
―
妃
・
夫
人
・
嬪
の
序
列
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
歴
史
』
七
五
四
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。
こ
の
ほ
か
キ
サ
キ
の
序
列
の
成
立
に
つ
い
て
は
、天
智
天
皇
末
年
か
ら
天
武
天
皇
初
年
と
す
る
岸
俊
男「
光
明
立
后
の
史
的
意
義
―
古
代
に
お
け
る
皇
后
の
地
位
―
」（『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』〈
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
五
月
〉
所
収
。
初
出
は
一
九
五
七
年
十
月
）、
天
智
天
皇
か
ら
天
武
天
皇
ま
で
の
間
と
す
る
青
木
和
夫「
日
本
書
紀
考
証
三
題
」
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（『
日
本
律
令
国
家
論
攷
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
七
月
〉
所
収
。
初
出
は
一
九
六
二
年
九
月
）、
飛
鳥
浄
御
原
令
と
す
る
仁
藤
敦
史
「
古
代
女
帝
の
成
立
―
大
后
と
皇
祖
母
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
八
、
二
〇
〇
三
年
十
月
）
な
ど
の
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
律
令
制
定
以
前
に
お
い
て
キ
サ
キ
の
序
列
に
か
か
わ
る
規
定
は
存
在
し
な
い
と
い
う
考
え
で
一
致
し
て
い
る
。 
２ 
「
夫
人
」
は
『
日
本
書
紀
』
反
正
天
皇
元
年
八
月
己
酉
条
、
敏
達
天
皇
四
年
正
月
甲
子
条
、
お
よ
び
天
武
天
皇
二
年
二
月
癸
未
条
に
、「
嬪
」
は
『
日
本
書
紀
』
履
中
天
皇
六
年
二
月
癸
丑
条
、
お
よ
び
天
智
天
皇
七
年
二
月
戊
寅
条
に
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
が
、『
日
本
書
紀
』
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、「
皇
后
」「
妃
」
と
は
異
な
り
、
各
条
に
の
み
に
み
ら
れ
る
称
で
、
画
一
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
遠
藤
氏
前
掲
注
１
に
よ
れ
ば
、
大
宝
・
養
老
令
制
の
夫
人
・
嬪
に
通
じ
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
天
智
天
皇
紀
と
天
武
天
皇
紀
の
み
で
、
他
の
用
例
は
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
妃
の
用
例
と
通
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 
３ 
『
古
事
記
』
で
は
清
寧
天
皇
段
に
唯
一
「
皇
后
」
の
例
が
み
ら
れ
る
の
み
で
、
他
に
用
例
は
確
認
で
き
な
い
。 
４ 
小
論
で
は
、
後
宮
職
員
令
に
規
定
さ
れ
た
キ
サ
キ
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
で
の
皇
后
・
妃
な
ど
の
呼
称
は
、「 
」
に
括
っ
て
示
し
て
い
る
。 
                                        
                                        
                              
 
５ 
岸
俊
男
「
光
明
立
后
の
史
的
意
義
―
古
代
に
お
け
る
皇
后
の
地
位
」（『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』〈
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
五
月
〉
所
収
。
初
出
は
一
九
五
七
年
十
月
） 
６ 
岸
俊
男
氏
前
掲
注
５
参
照
。
な
お
、
田
中
卓
「
私
の
古
代
史
像
」（『
私
の
古
代
史
像
』〈
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
七
月
〉
所
収
）
は
、
崇
神
天
皇
以
降
は
皇
族
出
身
の
女
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
も
岸
氏
の
定
義
に
包
括
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。 
７ 
河
内
祥
輔
「
王
位
継
承
法
試
論
」（
佐
伯
有
清
編
『
日
本
古
代
史
論
考
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
〉
所
収
）。
同
「
六
世
紀
型
の
皇
統
形
成
原
理
」
（『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
四
月
〉
所
収
） 
８ 
成
清
弘
和
「
大
后
に
つ
い
て
の
史
料
的
再
検
討
」（『
日
本
古
代
の
王
位
継
承
と
親
族
』〈
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
四
月
〉。
初
出
は
一
九
七
九
年
九
月
） 
９ 
『
日
本
書
紀
』
武
烈
天
皇
元
年
三
月
戊
寅
条
に
「
立
二
春
日
娘
子
一
為
二
皇 
后
一
。
未
レ
詳
二
娘
子
父
一
。
」
と
あ
っ
て
、
分
註
で
春
日
娘
子
の
父
は
未
詳
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 
１
０ 
『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
元
年
三
月
壬
子
条
は
草
香
幡
梭
皇
女
の
立
后
の
み
を
伝
え
、『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
段
は
「
大
長
谷
若
建
命
。
坐
二
長
谷
朝
倉 
宮
一
。
治
二
天
下
一
也
。
天
皇
娶
二
大
日
下
王
之
妹
。
若
日
下
部
王
一
。
无
レ
子
。
（
後
略
）」
と
あ
り
、
皇
子
が
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 
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１
１ 
『
日
本
書
紀
』
継
体
天
皇
元
年
三
月
甲
子
条
に
「
立
二
皇
后
手
白
香
皇
女
一
脩
二
教
于
内
一
。
遂
生
二
一
男
一
。
是
為
二
天
国
排
開
広
庭
尊
一
（
中
略
）
是
嫡
子
而
幼
レ
年
。
於
二
二
兄
治
後
一
。
有
二
其
天
下
一
。
二
兄
者
。
広
国
排
武
金
日
尊
。
与
二
武
小
広
国
押
盾
尊
一
也
。
見
二
下
文
一
。
」
と
み
え
、
安
閑
・
宣
化
天
皇
即
位
の
事
情
を
記
し
て
い
る
。 
１
２ 
塚
口
義
信
「
推
古
天
皇
―
女
帝
誕
生
の
謎
―
」（『
ヤ
マ
ト
王
権
の
謎
を
解
く
』〈
学
生
社
、
一
九
九
三
年
九
月
〉
所
収
）。
塚
口
氏
は
、
竹
田
皇
子
に
つ
い
て
「
竹
田
皇
子
は
、
物
部
討
滅
戦
争
の
記
事
を
最
後
と
し
て
、
そ
の
後
、
ま
っ
た
く
姿
を
現
わ
し
ま
せ
ん
。
推
古
が
即
位
し
た
と
き
、
も
し
こ
の
皇
子
が
政
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
有
力
な
皇
位
継
承
候
補
者
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
最
愛
の
皇
子
で
あ
っ
た
彼
を
、
推
古
が
政
治
の
要
職
に
就
け
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
崇
峻
即
位
時
に
し
て
も
同
様
の
こ
と
で
す
。
竹
田
皇
子
は
物
部
戦
争
の
最
中
か
、
も
し
く
は
、
そ
の
直
後
に
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
こ
ろ
、
竹
田
皇
子
は
な
ん
ら
か
の
事
情
で
、
政
界
で
活
躍
で
き
な
い
よ
う
な
事
情
に
陥
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
と
さ
れ
、
竹
田
皇
子
は
物
部
戦
争
（
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀
、
用
明
天
皇
二
年
七
月
条
）
の
最
中
か
そ
の
直
後
に
薨
去
し
た
と
い
う
可
能
性
を
示
さ
れ
た
。 
１
３ 
天
皇
即
位
の
要
件
と
し
て
年
齢
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
三
十
歳
を
原
則
と
す
る
村
井
康
彦
「
王
権
の
継
受
―
不
改
常
典
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本
研
究
』
一
、
一
九
八
九
年
五
月
）
や
、
村
井
氏
の
説
を
支
持
す
る
中
西
康
裕
「
古
                                        
                                        
                              
 
代
の
皇
位
継
承
」（『
続
日
本
紀
と
奈
良
朝
の
政
変
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
七
月
〉
所
収
）、
四
十
歳
説
を
唱
え
る
仁
藤
敦
史
「
古
代
女
帝
の
成
立
―
大
后
と
皇
祖
母
―
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
八
、
二
〇
〇
三
年
十
月
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
１
４ 
岸
俊
男
氏
前
掲
註
５
、
小
林
敏
男
「
大
后
制
の
成
立
事
情
」（『
古
代
女
帝
の
時
代
』〈
校
倉
書
房
、
一
九
八
七
年
十
二
月
〉
所
収
）、
遠
藤
み
ど
り
氏
前
掲
註
１
他
参
照
。 
１
５ 
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
下
、
岩
波
書
店
、
四
六
〇
頁
頭
註
二
三
参
照
。 
１
６ 
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
二
、
小
学
館
、
一
四
九
頁
頭
註
八
参
照
。 
１
７ 
青
木
和
夫
「
日
本
書
紀
考
証
三
題
」（『
日
本
律
令
国
家
論
攷
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
七
月
〉
所
収
。
初
出
は
一
九
六
二
年
九
月
）
参
照
。 
１
８ 
「
皇
后
」
と
他
の
キ
サ
キ
を
同
一
記
事
に
記
し
て
い
る
例
は
、
安
閑
天
皇
元
年
三
月
戊
子
条
、
宣
化
天
皇
元
年
三
月
己
酉
条
、
敏
達
天
皇
四
年
正
月
甲
子
条
、
用
明
天
皇
元
年
正
月
壬
子
条
、
舒
明
天
皇
二
年
正
月
戊
寅
条
、
大
化
元
年
七
月
戊
辰
条
、天
智
天
皇
七
年
二
月
戊
寅
条
、天
武
天
皇
二
年
二
月
癸
未
条
で
、
後
に
な
る
ほ
ど
同
一
記
事
に
「
皇
后
」
と
他
の
キ
サ
キ
を
記
す
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。 
１
９ 
「
皇
后
」
よ
り
も
「
妃
」
を
先
に
記
す
体
裁
を
と
っ
て
い
る
の
は
雄
略
天
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皇
紀
の
み
で
、
他
は
「
妃
」
が
「
皇
后
」
よ
り
も
先
に
娶
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
青
木
氏
の
言
う
よ
う
に
「
先
レ
是
」
な
ど
の
表
現
を
も
ち
い
て
「
皇
后
」
の
後
に
記
し
て
い
る
。 
２
０ 
『
日
本
書
紀
』
清
寧
天
皇
即
位
前
紀
に
「
白
髪
武
広
国
押
稚
日
本
根
子
天
皇
。
大
泊
瀬
幼
武
天
皇
第
三
子
也
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
第
三
子
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
２
１ 
前
掲
註
１
２
参
照
。 
２
２ 
森
博
達
『
日
本
書
紀
の
謎
を
解
く
―
述
作
者
は
誰
か
』（
中
公
新
書
、
一
九
九
九
年
十
月
）
で
、『
日
本
書
紀
』
の
各
巻
を
、
音
韻
や
仮
名
表
記
、
倭
習
（
誤
用
）
の
分
布
な
ど
に
よ
り
、
基
本
的
に
正
格
の
漢
文
で
綴
ら
れ
たα
群
と
、
日
本
語
的
発
想
に
よ
っ
て
書
か
れ
たβ
群
と
に
区
分
し
て
い
る
。「
元
妃
」
の
み
え
る
巻
十
四
・
十
七
・
十
九
・
二
十
五
は
、
森
氏
に
よ
る
区
分
を
参
照
す
る
と
、
す
べ
てα
群
に
属
す
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
森
氏
はα
群
の
編
修
に
唐
人
の
続
守
言
と
薩
弘
恪
の
関
与
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
漢
籍
に
通
じ
た
者
の
述
作
と
す
る
な
ら
ば
、
漢
籍
に
み
え
る
「
元
妃
」
の
用
例
が
『
日
本
書
紀
』
に
も
み
ら
れ
る
の
も
納
得
で
き
よ
う
。 
２
３ 
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
九
月
） 
２
４ 
「
正
妃
」
は
、『
日
本
書
紀
』
神
武
天
皇
即
位
前
紀
、
宣
化
天
皇
元
年
三
月
己
酉
条
、
欽
明
天
皇
元
年
正
月
甲
子
条
、
天
武
天
皇
即
位
前
紀
に
そ
れ
ぞ
れ
み
                                        
                                        
                              
 
え
る
。 
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三 
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
を
め
ぐ
っ
て 
―
坂
本
太
郎
氏
の
所
説
を
中
心
に
― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
じ
め
に 
  
推
古
天
皇
朝
に
隋
に
派
遣
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
遣
隋
使
に
つ
い
て
は
、『
隋
書
』
本
紀
と
列
伝
（
東
夷
伝
、
倭
国
条
、
以
下
、「
倭
国
伝
」
と
称
す
る
）
に
記
録
が
あ
る
と
と
も
に
、『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
一
の
推
古
天
皇
紀
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
っ
て
、
遣
使
の
回
数
・
年
次
や
派
遣
の
目
的
、
隋
と
の
交
渉
と
い
っ
た
も
の
が
か
な
り
詳
し
く
知
ら
れ
る
。 
 
た
だ
、『
隋
書
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
は
遣
隋
使
に
関
す
る
記
録
に
齟
齬
が
あ
り
、
派
遣
の
総
回
数
と
年
次
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
説
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
１
。
と
く
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
開
皇
二
十
年
（
六
〇
〇
）
の
遣
隋
使
に
つ
い
て
は
、
倭
国
伝
に
記
録
を
留
め
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
日
本
書
紀
』
の
記
録
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
に
つ
い
て
、
お
も
に
坂
本
太
郎
氏
の
提
説
２
を
再
吟
味
し
た
い
。
坂
本
氏
は
、
は
じ
め
、
こ
の
遣
使
を
隋
の
国
情
偵
察
の
た
め
の
非
公
式
な
使
い
と
し
て
い
た
が
３
、
の
ち
に
自
説
を
あ
ら
た
め
、
こ
の
と
き
の
遣
使
は
「
大
和
朝
廷
の
派
遣
し
た
使
節
で
は
な
く
、
ど
こ
か
九
州
・
山
陽
あ
た
り
の
豪
族
が
、
私
に
派
遣
し
た
使
に
す
ぎ
な
い
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
本
居
宣
長
『
馭
戎
概
言
』
の
指
摘
を
敷
延
し
た
も
の
で
あ
る
。 
 
坂
本
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
篠
川
賢
氏
な
ど
も
批
判
の
目
を
向
け
て
お
ら
れ
た
が
４
、
そ
の
後
、
推
古
天
皇
朝
の
外
交
に
関
す
る
研
究
は
、
聖
徳
太
子
の
実
在
性
を
め
ぐ
る
争
論
と
相
俟
っ
て
、い
ち
じ
る
し
く
進
捗
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
不
毛
の
議
論
で
は
あ
る
ま
い
。 
  
一
、
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
の
有
無 
  
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、『
隋
書
』
倭
国
伝
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
（『
北
史
』
も
ほ
ぼ
同
じ
）。 
開
皇
二
十
年
、
倭
王
姓
阿
毎
、
字
多
利
思
比
孤
、
號
阿
輩
雞
彌
、
遣
使
詣
闕
。
上
令
所
司
訪
其
風
俗
。
使
者
言
倭
王
以
天
為
兄
、
以
日
為
弟
、
天
未
明
時
出
聽
政
、
跏
趺
坐
、
日
出
便
停
理
務
、
云
委
我
弟
。
高
祖
曰
「
此
太
無
義
理
。」
於
是
訓
令
改
之
。（
中
略
）
大
業
三
年
、
其
王
多
利
思
比
孤
遣
使
朝
貢
。
使
者
曰
「
聞
海
西
菩
薩
天
子
重
興
佛
法
、
故
遣
朝
拜
、
兼
沙
門
數
十
人
來
學
佛
法
。」
其
國
書
曰
「
日
出
處
天
子
致
書
日
沒
處
天
子
無
恙
」
云
云
。
帝
覽
之
不
悅
、
謂
鴻
臚
卿
曰
「
蠻
夷
書
有
無
禮
者
、
勿
復
以
聞
。」
明
年
、
上
遣
文
林
郎
裴
清
使
於
倭
國
。（
中
略
）
倭
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王
遣
小
德
阿
輩
臺
、
從
數
百
人
、
設
儀
仗
、
鳴
鼓
角
來
迎
。
後
十
日
、
又
遣
大
禮
哥
多
毗
、
從
二
百
餘
騎
郊
勞
。
既
至
彼
都
、
其
王
與
清
相
見
、
大
悅
、
曰
「
我
聞
海
西
有
大
隋
、
禮
義
之
國
、
故
遣
朝
貢
。
我
夷
人
、
僻
在
海
隅
、
不
聞
禮
義
、
是
以
稽
留
境
内
、
不
即
相
見
。
今
故
清
道
飾
館
、
以
待
大
使
、
冀
聞
大
國
惟
新
之
化
。」
清
答
曰
「
皇
帝
德
並
二
儀
、
澤
流
四
海
、
以
王
慕
化
、
故
遣
行
人
來
此
宣
諭
。」
既
而
引
清
就
館
。
其
後
清
遣
人
謂
其
王
曰
「
朝
命
既
達
、
請
即
戒
塗
。」
於
是
設
宴
享
以
遣
清
、
復
令
使
者
隨
清
來
貢
方
物
。
此
後
遂
絶
。 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
隋
の
開
皇
二
十
年
、
姓
を
「
阿
毎
」、
字
を
「
多
利
思
比
孤
」
と
名
乗
る
倭
王
が
は
じ
め
て
遣
使
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
遣
使
の
再
考
が
小
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
あ
る
い
は
す
で
に
解
決
済
み
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
倭
国
伝
に
し
る
さ
れ
る
、
こ
の
と
き
の
遣
隋
使
が
事
実
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
開
皇
二
十
年
の
遣
使
に
関
す
る
疑
い
は
す
で
に
藤
麿
王
の
論
文
に
み
え
る
が
５
、
そ
の
疑
問
の
根
拠
は
、 
①
倭
国
伝
に
よ
れ
ば
、
冠
位
十
二
階
が
開
皇
二
十
年
時
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
②
大
業
三
年
の
記
事
が「
詳
細
に
且
つ
始
め
て
の
使
聘
で
あ
る
か
の
よ
う
」
に
記
さ
れ
て
い
る 
な
ど
の
点
に
つ
き
る
。 
た
し
か
に
、『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
紀
に
は
、
倭
国
伝
が
伝
え
る
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
の
こ
と
は
み
え
な
い
の
で
、
疑
い
は
あ
る
程
度
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
は
坂
本
氏
も
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
節
で
あ
ら
た
め
て
ふ
れ
る
機
会
が
あ
る
が
、
結
論
の
み
を
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
な
い
こ
と
が
、『
隋
書
』
の
記
事
を
疑
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。 
と
こ
ろ
で
、
藤
麿
王
が
あ
げ
た
二
点
の
う
ち
、
②
に
つ
い
て
、
坂
元
義
種
氏
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
指
摘
が
な
い
と
検
討
で
き
な
い
の
で
６
、
問
題
と
な
る
の
は
①
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
倭
国
伝
を
ふ
く
む
『
隋
書
』
東
夷
伝
各
条
の
記
述
の
ス
タ
イ
ル
を
分
析
す
れ
ば
、解
決
の
糸
口
が
得
ら
れ
る
。 
ま
ず
、
倭
国
伝
に
記
載
さ
れ
る
内
容
を
項
目
ご
と
に
示
せ
ば
、
①
倭
国
の
位
置
、
②
邪
馬
台
が
魏
に
遣
使
、
③
『
魏
志
』
に
よ
る
邪
馬
台
の
位
置
、
④
後
漢
時
代
の
倭
奴
国
の
朝
貢
、
⑤
卑
弥
呼
、
⑥
開
皇
二
十
年
の
遣
使
、
⑦
冠
位
十
二
階
、
⑧
国
県
制
、
⑨
服
装
・
装
飾
、
⑩
刑
罰
、
⑪
楽
、
⑫
年
中
行
事
・
風
土
、
⑬
風
俗
、
⑭
葬
送
儀
礼
、
⑮
新
羅
・
百
済
と
の
関
係
、
⑯
大
業
三
年
（
六
〇
七
、
推
古
天
皇
十
五
年
）
の
遣
使
、
⑰
明
年
（
大
業
四
年
、
六
〇
八
、
推
古
天
皇
十
六
年
）
の
裴
世
清
の
来
日
、
⑱
倭
国
ま
で
の
行
程
、
と
な
る
。 
 
こ
う
し
た
記
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、
じ
つ
は
倭
国
伝
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
東
夷
伝
に
は
同
様
の
構
成
を
と
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
７
。
な
か
で
も
共
通
点
が
多
い
の
は
、
高
麗
伝
・
百
済
伝
・
新
羅
伝
の
三
伝
で
あ
る
。
た
と
え
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ば
、
高
麗
伝
は
、
①
高
麗
の
先
祖
の
出
自
・
高
麗
の
成
立
、
②
北
魏
・
北
周
へ
の
遣
使
、
③
平
原
王
（
在
位
五
五
九
～
五
九
〇
）
に
よ
る
隋
へ
の
遣
使
、
④
風
土
（
面
積
・
都
・
国
土
の
特
徴
・
新
羅
と
の
関
係
な
ど
）、
⑤
位
階
制
度
・
官
職
、
⑥
服
装
・
行
事
、
⑦
税
制
・
刑
罰
、
⑧
楽
、
⑨
風
俗
・
為
人
、
⑩
婚
葬
祭
、
⑪
開
皇
初
の
遣
使
、
⑫
大
業
七
年
（
六
一
一
）
の
遣
使
、
⑬
大
業
九
年
（
六
一
三
）
の
遣
使
、
⑭
大
業
十
年
（
六
一
四
）
の
遣
使
、
の
項
目
か
ら
な
る
。 
同
様
に
、
百
済
伝
は
、
①
百
済
の
先
祖
の
出
自
・
百
済
の
成
立
・
国
号
の
由
来
、
②
開
皇
年
間
の
遣
使
、
③
風
土
、
④
位
階
制
度
、
⑤
行
政
、
⑥
風
俗
・
行
事
、
⑦
開
皇
十
八
年
（
五
九
八
）
の
遣
使
、
⑧
百
済
の
王
位
継
承
の
次
第
、
⑨
大
業
三
年
（
六
〇
七
）
の
遣
使
、
⑩
大
業
七
年
（
六
一
一
）
の
遣
使
、
⑪
大
業
十
年
（
六
一
四
）
の
遣
使
、
⑫
百
済
の
属
国
の
諸
項
目
を
記
載
し
、
新
羅
伝
に
は
、
①
新
羅
の
位
置
、
②
新
羅
王
の
出
自
・
新
羅
の
成
立
、
③
開
皇
十
四
年
（
五
九
四
）
の
遣
使
、
④
位
階
制
度
、
⑤
行
政
区
画
・
軍
・
風
俗
・
刑
政
・
衣
服
、
⑥
年
中
行
事
、
⑦
新
羅
人
の
特
徴
・
婚
葬
祭
、
⑧
国
土
の
特
徴
・
産
物
・
隋
へ
の
朝
貢
、
の
順
で
記
載
が
あ
る
。 
増
村
宏
氏
は
、
こ
れ
が
東
夷
伝
す
べ
て
に
わ
た
る
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
か
の
よ
う
に
説
か
れ
る
が
８
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
靺
鞨
伝
で
は
、
①
靺
鞨
の
位
置
、
②
部
族
、
③
地
理
、
④
風
俗
・
為
人
、
⑤
開
皇
初
の
遣
使
、
⑥
靺
鞨
使
者
の
無
礼
、
⑦
近
隣
国
契
丹
と
の
関
係
、
⑧
煬
帝
の
初
め
に
お
け
る
隋
・
高
麗
戦
争
、
⑨
大
業
十
三
年
（
六
一
七
）
の
煬
帝
の
行
幸
へ
の
同
行
、
と
い
っ
た
項
目
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
が
、
高
麗
伝
な
ど
と
は
い
さ
さ
か
出
入
り
が
あ
る
。 
ま
た
、
流
求
伝
で
は
、
①
流
求
の
位
置
、
②
流
求
王
の
名
・
居
所
、
③
土
地
の
特
徴
、
④
統
治
形
態
、
⑤
服
装
・
装
飾
・
武
器
、
⑥
為
人
、
⑦
税
・
刑
、
⑧
文
字
の
有
無
、
⑨
顔
の
特
徴
・
身
分
制
の
有
無
・
風
俗
、
⑩
婚
葬
祭
、
⑪
国
土
の
特
徴
・
気
候
、
⑫
信
仰
、
⑬
大
業
元
年
（
六
〇
五
）
の
遣
使
、
⑭
大
業
三
年
（
六
〇
七
）
に
お
け
る
朱
寛
の
流
求
派
遣
、
⑮
大
業
四
年
（
六
〇
八
）
再
度
の
朱
寛
派
遣
、
と
い
っ
た
体
裁
で
あ
っ
て
、
さ
き
の
高
麗
・
百
済
・
新
羅
と
く
ら
べ
る
と
形
が
崩
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
隋
が
把
握
し
て
い
た
情
報
量
の
ち
が
い
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
夷
伝
の
各
条
が
こ
と
ご
と
く
倭
国
伝
解
釈
の
参
考
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。 
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
高
麗
伝
・
百
済
伝
・
新
羅
伝
の
各
条
が
比
較
的
倭
国
伝
に
近
い
叙
述
の
体
裁
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
た
し
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
各
条
で
は
、
共
通
し
て
文
帝
の
時
代
の
開
皇
年
間
の
初
回
の
遣
使
の
記
事
の
あ
と
、
隋
が
得
た
そ
の
国
に
つ
い
て
の
知
識
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
煬
帝
の
時
代
、
す
な
わ
ち
大
業
年
間
の
遣
使
を
し
る
す
体
裁
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
に
つ
づ
け
て
記
載
さ
れ
る
冠
位
十
二
階
も
、
か
な
ら
ず
し
も
こ
の
と
き
の
遣
隋
使
と
の
か
か
わ
り
で
と
ら
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。 
 
そ
も
そ
も
、
東
夷
伝
の
各
条
で
は
、
開
皇
年
間
の
国
交
に
つ
い
て
は
敏
感
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で
、
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
―
む
ろ
ん
、
実
際
に
国
交
の
あ
る
場
合
に
限
る
で
あ
ろ
う
が
―
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
、
隋
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
ひ
ら
け
た
国
交
を
重
視
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
倭
国
伝
が
し
る
す
開
皇
二
十
年
の
遣
使
も
こ
と
さ
ら
疑
問
視
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、こ
れ
を
強
い
て
疑
う
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
。も
し
、
開
皇
二
十
年
の
倭
国
に
よ
る
遣
使
を
疑
う
の
で
あ
れ
ば
、
東
夷
伝
の
他
の
記
事
に
も
疑
い
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
現
実
的
で
は
あ
る
ま
い
。 
か
つ
て
大
庭
脩
氏
は
、
魏
志
倭
人
伝
に
み
え
る
景
初
三
年
の
魏
皇
帝
の
詔
文
に
ふ
れ
、「「
魏
書
」
が
魏
の
国
の
歴
史
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
魏
と
倭
と
の
交
渉
を
し
る
し
た
後
部
の
二
割
が
倭
人
伝
の
眼
目
で
あ
り
、
そ
の
な
か
ば
に
及
ぶ
魏
の
皇
帝
の
詔
は
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
中
の
一
番
大
切
な
部
分
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
９
。『
隋
書
』
の
場
合
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
列
伝
で
周
辺
諸
国
の
こ
と
を
記
載
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
が
い
つ
、
い
か
に
し
て
中
国
王
朝
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
か
（
臣
従
し
て
い
た
か
）
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
隋
の
場
合
に
も
、
倭
と
は
じ
め
て
国
交
が
拓
け
た
際
の
遣
使
に
つ
い
て
『
隋
書
』
が
虚
偽
の
記
載
を
し
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。 
 
 
二
、
坂
本
説
の
根
拠
と
そ
の
問
題
点 
  
さ
て
、
以
上
の
確
認
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
つ
ぎ
に
坂
本
氏
の
所
説
を
取
り
上
げ
た
い
が
、
氏
は
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
を
疑
う
と
い
う
自
説
の
根
拠
と
し
て
、
お
も
に
以
下
の
三
点
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。 
（
１
）『
日
本
書
紀
』
に
触
れ
て
い
な
い
。
推
古
天
皇
十
五
・
十
六
年
、
二
十
二
年
の
遣
使
の
記
録
は
『
隋
書
』
の
合
う
と
こ
ろ
は
多
い
が
、
開
皇
二
十
年
（
推
古
天
皇
八
年
）
の
場
合
だ
け
記
録
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
遣
使
が
西
辺
豪
族
の
し
わ
ざ
で
、
朝
廷
は
全
く
関
知
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 
（
２
）
開
皇
二
十
年
（
推
古
天
皇
八
年
）
は
、
新
羅
出
兵
が
開
始
さ
れ
た
年
だ
が
、
も
し
、
そ
の
出
兵
に
対
し
隋
の
諒
解
を
得
た
り
、
何
ら
か
の
権
威
を
負
う
こ
と
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
一
、
二
年
前
に
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、
同
年
で
は
効
果
が
少
な
い
。
新
羅
出
兵
だ
け
で
大
事
業
で
あ
り
、
そ
う
い
う
大
事
業
を
行
う
年
を
選
ん
で
、
同
じ
外
国
関
係
の
そ
れ
以
上
の
大
事
業
を
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
不
自
然
で
あ
る
。 
（
３
）「
姓
は
ア
メ
、
字
は
タ
リ
シ
ヒ
コ
、
号
は
オ
ホ
キ
ミ
」
と
い
う
の
は
、
使
者
が
の
べ
た
天
皇
の
称
号
を
、
先
方
が
聞
き
か
じ
っ
て
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
推
古
天
皇
だ
か
ら
「
タ
リ
シ
ヒ
コ
」
で
は
お
か
し
く
、
天
皇
に
通
有
と
考
え
ら
れ
て
い
た
尊
号
を
の
べ
た
も
の
で
あ
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ろ
う
。『
隋
書
』
の
書
法
は
、
天
皇
を
客
観
的
に
遠
く
か
ら
眺
め
て
い
る
人
の
こ
と
ば
を
と
っ
た
も
の
で
、
責
任
の
あ
る
国
使
の
言
う
言
葉
で
は
な
い
。 
以
下
、
坂
本
氏
が
指
摘
さ
れ
た
根
拠
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
試
み
た
い
。 
ま
ず
、（
１
）
の
『
日
本
書
紀
』
に
記
載
が
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
遣
使
を
朝
廷
派
遣
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
開
皇
二
十
年
の
ほ
か
に
も
、『
隋
書
』
の
み
に
記
事
が
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
遣
隋
使
は
、
大
業
四
年
三
月
十
九
日
（
煬
帝
本
紀
）
と
大
業
六
年
正
月
二
十
七
日
（
煬
帝
本
紀
）
の
二
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
対
隋
外
交
記
録
は
、
け
っ
し
て
万
全
と
は
い
え
な
い
。
で
は
、
こ
う
し
た
記
録
の
欠
落
は
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
推
古
天
皇
二
十
八
年
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
天
皇
記
が
、
皇
極
天
皇
四
年
の
乙
巳
の
変
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
べ
つ
な
理
由
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
そ
う
な
の
で
、
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。 
つ
ぎ
に
（
２
）
の
開
皇
二
十
年
と
い
う
年
次
に
対
す
る
坂
本
氏
の
疑
問
で
あ
る
。坂
本
氏
は「
新
羅
出
兵
と
の
関
わ
り
で
遣
使
を
出
し
た
と
い
う
な
ら
、
一
二
年
前
が
効
果
的
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
倭
は
隋
へ
朝
貢
は
す
る
が
、
冊
封
は
受
け
な
い
と
い
う
、
一
貫
し
た
対
隋
外
交
方
針
を
と
っ
て
お
り
、
倭
側
が
新
羅
出
兵
に
際
し
て
積
極
的
に
隋
の
援
助
を
求
め
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
他
の
高
麗
や
百
済
、
新
羅
が
開
皇
年
間
の
遣
使
に
よ
っ
て
、
比
較
的
早
い
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
隋
の
冊
封
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
倭
が
冊
封
を
受
け
な
か
っ
た
の
は
異
例
と
も
い
え
よ
う
。
か
り
に
隋
の
諒
解
や
援
助
を
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
派
兵
と
同
年
で
は
い
け
な
い
理
由
は
な
い
。
む
し
ろ
、
坂
本
氏
が
の
べ
る
よ
う
に
直
前
の
ほ
う
が
効
果
的
と
も
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
は
、
か
な
ら
ず
し
も
新
羅
出
兵
と
の
か
か
わ
り
で
と
ら
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
う
１
０
。
大
陸
の
情
勢
で
い
え
ば
、
こ
の
年
、
の
ち
の
煬
帝
が
立
太
子
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
な
お
、
坂
本
氏
は
、
開
皇
二
十
年
（
推
古
天
皇
八
年
）
の
遣
使
の
の
ち
後
が
続
か
ず
、
七
年
の
の
ち
大
業
三
年
（
推
古
天
皇
十
五
年
）
に
正
式
の
国
使
が
出
た
と
い
う
期
間
の
空
白
も
看
過
ご
し
が
た
い
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
百
済
に
し
て
も
、『
隋
書
』
の
記
載
で
は
開
皇
十
八
年
以
来
、
大
業
三
年
ま
で
遣
使
の
中
断
が
存
す
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
を
訝
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
高
麗
伝
・
百
済
伝
・
新
羅
伝
・
靺
鞨
伝
の
四
伝
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
開
皇
年
間
に
そ
ろ
っ
て
遣
使
を
行
な
い
、
国
交
が
ひ
ら
け
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
列
伝
に
周
辺
諸
国
の
こ
と
を
し
る
す
の
は
、
隋
が
こ
れ
ら
の
国
々
と
い
つ
、
い
か
に
し
て
関
係
を
も
っ
て
い
た
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の
か
を
明
確
に
示
す
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
先
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
開
皇
年
間
に
共
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
初
回
遣
使
に
つ
い
て
は
特
に
重
要
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
隋
書
が
倭
の
場
合
の
み
に
虚
偽
の
記
載
を
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。 
 
ち
な
み
に
、
倭
王
が
、
天
を
兄
と
し
、
日
を
弟
と
す
る
と
の
べ
た
こ
と
を
不
審
と
す
る
が
、
塚
口
義
信
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
１
１
、
六
・
七
世
紀
代
の
天
皇
の
和
風
諡
号
に
「
天
」
と
「
日
」
の
名
辞
が
含
ま
れ
て
お
り
、
倭
独
自
の
「
天
」
と
「
日
」
に
対
す
る
観
念
が
深
く
根
づ
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
点
を
考
え
る
と
、
天
＝
兄
、
日
＝
弟
と
い
う
王
権
思
想
も
決
し
て
無
稽
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
こ
う
し
た
使
者
の
説
明
も
根
拠
が
な
い
と
は
思
え
な
い
。 最
後
に
（
３
）
の
倭
王
の
称
号
を
は
じ
め
と
す
る
使
者
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
坂
本
氏
は
、
姓
「
阿
毎
」、
字
「
多
利
思
比
孤
」、
号
「
阿
輩
雞
彌
」
と
い
う
使
者
の
こ
と
ば
は
、
天
皇
に
通
有
と
考
え
ら
れ
て
い
た
尊
号
を
使
者
が
の
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
推
古
天
皇
で
は
「
多
利
思
比
孤
」
は
差
し
支
え
る
と
す
る
。
し
か
し
、
塚
口
氏
１
２
な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
推
古
天
皇
朝
の
外
交
権
が
聖
徳
太
子
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
太
子
は
外
国
に
対
し
て
「
倭
王
」
を
称
し
う
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
時
の
一
連
の
外
交
政
策
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
聖
徳
太
子
だ
っ
た
と
考
え
る
と
、
あ
た
か
も
男
王
の
存
在
を
前
提
と
す
る
か
の
よ
う
な
「
多
利
思
比
孤
」
と
い
う
説
明
で
あ
っ
て
も
何
ら
不
都
合
で
は
な
い
。 
ま
た
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
の
記
事
の
直
後
に
は
、「
内
官
有
十
二
等
、
一
曰
大
德
、
次
小
德
、
次
大
仁
、
次
小
仁
、
次
大
義
、
次
小
義
、
次
大
禮
、
次
小
禮
、
次
大
智
、
次
小
智
、
次
大
信
、
次
小
信
、
員
無
定
數
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
「
至
隋
、
其
王
始
制
冠
、
以
錦
綵
為
之
、
以
金
銀
鏤
花
為
飾
」
と
倭
国
伝
は
し
る
す
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
推
古
天
皇
十
一
年
に
制
定
さ
れ
、翌
年
実
施
さ
れ
た
冠
位
十
二
階
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
冠
位
十
二
階
の
こ
と
が
、
か
な
ら
ず
し
も
開
皇
二
十
年
の
使
者
か
ら
得
た
情
報
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
さ
き
に
も
ふ
れ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
冠
位
制
に
つ
い
て
、「
其
王
．
．
始
制
冠
」
と
し
て
多
利
思
比
孤
の
事
績
の
よ
う
に
し
る
し
て
い
る
こ
と
は
、
倭
国
伝
の
編
者
が
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
の
主
体
で
あ
る
多
利
思
比
孤
と
、
冠
位
十
二
階
を
制
定
し
た
王
と
を
同
一
人
物
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
風
俗
記
事
の
あ
と
に
し
る
さ
れ
る
大
業
三
年
の
遣
使
に
つ
い
て
も
、「
大
業
三
年
、
其
王
多
利
思
比
孤
．
．
．
．
．
．
．
遣
使
朝
貢
」
と
し
る
し
て
い
る
の
も
、
同
様
の
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
１
３
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
、
隋
側
で
は
、
開
皇
二
十
年
も
そ
の
後
の
大
業
三
・
四
年
の
遣
使
も
、
一
貫
し
て
倭
か
ら
の
正
式
な
使
者
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、こ
の
点
で
も
坂
本
説
に
は
し
た
が
え
な
い
の
で
あ
る
。 
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以
上
、
坂
本
太
郎
氏
の
所
説
を
手
が
か
り
に
、
開
皇
二
十
年
の
遣
隋
使
に
つ
い
て
の
私
見
を
開
陳
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
や
は
り
、
こ
れ
を
推
古
天
皇
朝
の
正
式
な
遣
使
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。 
 
た
だ
、
そ
う
考
え
る
と
、
や
は
り
無
視
で
き
な
い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
が
こ
れ
を
逸
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。 
 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
善
太
郎
氏
の
よ
う
に
１
４
、『
日
本
書
紀
』
の
故
意
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
は
無
理
が
あ
ろ
う
が
、
記
録
の
欠
損
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
う
る
こ
と
は
さ
き
に
も
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
が
大
業
三
年
の
遣
使
の
よ
う
に
重
要
な
意
味
を
も
た
な
い
こ
と
が
推
古
天
皇
紀
に
し
る
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
隋
代
で
は
、
文
帝
の
あ
と
を
承
け
た
煬
帝
が
、
周
辺
国
家
に
対
し
積
極
的
な
外
交
政
策
を
展
開
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
家
臣
を
積
極
的
に
諸
外
国
に
派
遣
し
、
朝
貢
を
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
は
、
列
伝
に
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 
・（
大
業
）
三
年
、
煬
帝
令
羽
騎
朱
寛
入
海
求
訪
異
俗
、
何
蠻
言
之
、
遂
与
蠻
倶
往
、
因
到
流
求
国
。（
東
夷
伝
、
流
求
国
） 
・
煬
帝
即
位
、
募
能
通
絶
域
者
。（
南
蛮
伝
、
赤
土
国
） 
・
煬
帝
嗣
位
、
引
致
諸
蕃
。（
西
域
伝
、
高
昌
） 
・
煬
帝
遣
雲
騎
尉
李
昱
使
通
波
斯
、
尋
遣
使
随
昱
貢
方
物
。（
西
域
伝
、
波
斯
） 
 
こ
う
し
た
外
交
方
針
の
展
開
の
結
果
、
煬
帝
の
大
業
年
間
に
は
文
帝
の
時
代
よ
り
飛
躍
的
に
諸
外
国
か
ら
の
朝
貢
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
情
勢
を
考
慮
す
る
と
、
大
業
三
年
の
遣
隋
使
も
、
あ
る
い
は
煬
帝
の
招
聘
・
勧
誘
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
可
能
性
が
大
き
い
１
５
。
そ
し
て
、
倭
側
は
こ
の
招
聘
に
応
じ
る
形
で
対
等
外
交
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
１
６
、
こ
れ
は
、
裏
を
か
え
せ
ば
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
は
そ
れ
ほ
ど
画
期
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
年
、
す
な
わ
ち
推
古
天
皇
八
年
は
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
倭
が
新
羅
に
出
兵
し
た
年
で
あ
り
、
こ
と
に
よ
る
と
、
隋
に
使
者
を
送
っ
た
こ
と
は
か
か
る
派
兵
と
の
関
係
も
、
た
し
か
に
捨
て
切
れ
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
煬
帝
の
立
太
子
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
交
記
録
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
推
古
天
皇
紀
が
そ
れ
を
記
録
に
留
め
て
い
な
い
理
由
も
、
じ
つ
は
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
、
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
中
国
と
の
国
交
の
再
開
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
そ
の
後
の
遣
唐
使
に
つ
ら
な
る
一
連
の
遣
使
の
初
回
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
意
義
を
認
め
よ
う
と
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
案
外
、
勝
手
な
思
い
込
み
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
開
皇
二
十
年
の
遣
使
を
隋
の
国
情
偵
察
の
た
め
の
非
公
式
な
使
い
と
す
る
坂
本
太
郎
氏
の
旧
説
に
む
し
ろ
魅
力
を
感
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じ
る
の
は
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。 
 
〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
這
般
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
坂
元
義
種
「
遣
隋
使
の
基
礎
的
考
察
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
宗
教
』
上
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
五
月
〉
所
収
）
や
篠
川
賢
「
遣
隋
使
の
派
遣
回
数
と
そ
の
年
代
」（『
成
城
短
期
大
学
紀
要
』
一
七
、
一
九
八
六
年
三
月
）
参
照
。 
２ 
坂
本
太
郎
「『
日
本
書
紀
』
と
『
隋
書
』」（『
國
學
院
雑
誌
』
七
七
―
三
、
一
九
七
六
年
三
月
、
の
ち
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
二
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
十
二
月
〉所
収
、以
下
の
引
用
頁
は
後
者
に
よ
る
）、四
〇
九
頁
。
な
お
、
氏
の
説
の
概
略
は
、
同
氏
『
聖
徳
太
子
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
二
月
〉、
の
ち
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
九
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
四
月
〉
所
収
）
三
九
～
四
二
頁
も
参
照
。 
３ 
坂
本
太
郎
『
大
化
改
新
の
研
究
』〈
至
文
堂
、
一
九
三
八
年
六
月
〉
の
ち
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
六
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
十
月
〉
所
収
、
一
一
五
頁
）
な
ど
。 
４ 
篠
川
氏
前
掲
注
１
論
文
、
八
八
～
九
〇
頁
。 
５ 
藤
麿
王
「
日
唐
関
係
」（『
寧
楽
』
一
〇
別
巻
、
一
九
二
八
年
七
月
）。
な
お
、
宮
田
俊
彦
「
聖
徳
太
子
と
そ
の
時
代
」（『
歴
史
教
育
』
二
‐
四
、
一
九
五
四
年
四
月
）
も
、「
隋
書
は
そ
れ
程
に
信
ず
べ
く
、
日
本
書
紀
は
左
程
に
疑
                                        
                                        
                              
 
わ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。〔
高
橋
善
太
郎
〕
氏
自
身
も
気
付
い
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
冠
位
十
二
階
が
ま
だ
始
行
さ
れ
て
い
な
い
年
代
に
か
け
て
之
を
伝
え
る
推
古
天
皇
八
年
（
開
皇
二
十
年
）
の
使
を
そ
の
ま
ゝ
に
信
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
、
藤
麿
王
は
隋
書
を
否
定
さ
れ
た
」（
二
二
六
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。 
６ 
坂
本
氏
前
掲
注
２
論
文
、
五
三
頁
。 
７ 
こ
う
し
た
記
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、
東
夷
伝
だ
け
で
は
な
く
、
南
蛮
・
西
域
伝
な
ど
の
諸
国
に
も
共
通
す
る
点
が
あ
る
が
、
外
交
記
事
に
関
し
て
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
た
め
、
か
な
ら
ず
し
も
同
じ
ス
タ
イ
ル
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 
８ 
増
村
宏
『
遣
唐
使
の
研
究
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
八
年
十
二
月
）
一
六
五
頁
。 
９ 
大
庭
脩
『
親
魏
倭
王
』（
学
生
社
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）
八
八
頁
。 
１
０ 
篠
川
氏
は
、
前
々
年
、
す
な
わ
ち
五
九
八
年
の
隋
に
よ
る
最
初
の
高
句
麗
遠
征
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
論
文
、
八
八
頁
）。 
１
１ 
塚
口
義
信
「
聖
徳
太
子
の
「
天
皇
事
」
と
は
何
か
」（
上
田
正
昭
・
千
田
稔
共
編
『
聖
徳
太
子
の
歴
史
を
読
む
』〈
文
英
堂
、
二
〇
〇
八
年
二
月
〉
所
収
）
九
〇
～
九
二
頁
。 
１
２ 
塚
口
氏
前
掲
注
１１
論
文
、
八
六
～
九
四
頁
参
照
。 
１
３ 
篠
川
氏
前
掲
注
１
論
文
、
八
九
～
九
〇
頁
。 
１
４ 
高
橋
善
太
郎
「
遣
隋
使
の
研
究
―
日
本
書
記
と
隋
書
の
比
較
―
」（『
東
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洋
学
報
』
三
三
―
三
・
四
、
一
九
五
一
年
十
月
）。 
１
５ 
宮
崎
市
定
『
隋
の
煬
帝
』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
五
年
十
二
月
、
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集
』
第
七
巻
〈
一
九
九
二
年
十
月
〉
所
収
、
引
用
頁
数
は
後
者
に
よ
る
）
は
、
大
業
三
年
に
流
求
国
に
派
遣
さ
れ
た
朱
寛
が
日
本
に
も
来
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
が
（
三
三
六
頁
）、
か
な
ら
ず
し
も
確
証
は
な
い
。
べ
つ
な
人
物
の
来
日
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 
１
６ 
念
の
た
め
、
附
言
し
て
お
く
と
、
倭
の
五
王
の
臣
従
外
交
と
推
古
天
皇
朝
の
対
等
外
交
は
、
し
ば
し
ば
対
比
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
荊
木
美
行
「
倭
の
五
王
の
一
考
察─
南
朝
冊
封
体
制
に
お
け
る
「
王
」
と
「
国
王
」
を
め
ぐ
っ
て─
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
五
三
、
一
九
九
六
年
十
二
月
、
の
ち
同
氏
『
記
紀
と
古
代
史
料
の
研
究
』〈
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
八
年
二
月
〉
所
収
）
を
参
照
す
れ
ば
、
除
正
さ
れ
る
爵
号
に
独
自
の
こ
だ
わ
り
を
み
せ
る
倭
の
五
王
の
外
交
を
、
た
ん
な
る
臣
従
外
交
と
と
ら
え
る
の
は
、
一
面
的
な
見
方
と
し
て
反
省
を
要
す
る
。 
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第
二
部 
『
肥
前
国
風
土
記
』
と
そ
の
受
容 
 
第
一
章 
『
肥
前
国
風
土
記
』
校
訂 
  
『
肥
前
国
風
土
記
』
は
、
昭
和
初
年
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
な
っ
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
平
安
時
代
後
期
の
書
写
と
さ
れ
る
故
猪
熊
信
男
氏
旧
蔵
の
猪
熊
本
が
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
十
二
月
五
日
、
京
都
の
曼
殊
院
所
蔵
本
を
実
観
法
印
が
書
写
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
南
葵
文
庫
本
が
あ
る
。
南
葵
文
庫
本
は
、
猪
熊
本
と
同
系
統
と
さ
れ
て
い
る
が
、
若
干
相
違
す
る
箇
所
が
あ
り
、
難
解
な
異
体
字
を
多
く
記
す
猪
熊
本
の
本
文
を
校
訂
す
る
際
に
参
考
と
な
る
。 
南
葵
文
庫
本
の
親
本
で
あ
る
曼
殊
院
本
は
現
在
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
従
来
よ
り
猪
熊
本
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
猪
熊
本
こ
そ
が
曼
殊
院
本
と
す
る
秋
本
吉
郎
氏
（
秋
本
吉
郎
「
風
土
記
伝
播
祖
本
と
伝
播
初
期
の
系
譜
」〈『
風
土
記
の
研
究
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
十
月
所
収
〉
）、
猪
熊
本
と
祖
本
を
同
じ
く
す
る
も
別
系
統
と
す
る
平
田
俊
春
氏
（
平
田
俊
春
「
肥
前
風
土
記
諸
本
の
研
究
」〈
佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
・
佐
賀
県
郷
土
研
究
会
編
『
校
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
』
一
九
五
一
年
二
月
所
収
〉
）、
こ
れ
ら
の
研
究
史
を
整
理
し
た
う
え
で
判
断
を
保
留
す
る
と
す
る
田
中
卓
氏
（
神
道
大
系
古
典
編
七
『
風
土
記
』〈
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
四
年
三
月
〉
）
と
い
う
よ
う
に
定
説
を
み
な
い
。
こ
の
曼
殊
院
本
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
八
月
清
書
と
記
す
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
注
釈
書
の
先
駆
で
あ
る
糸
山
貞
幹
氏
の
著
に
な
る
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
お
け
る
本
文
校
訂
に
「
曼
本
（
奥
書
ニ
、
元
祿
十
三
年
歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
初
五
日
。
以
曼
珠
院
所
蔵
之
本
書
於
高
野
村
蓮
華
寺
法
仰
実
観
。
マ
タ
、
享
保
九
年
武
蔵
人
児
島
徳
公
。
マ
タ
同
年
源
頼
久
ト
ア
ル
ヲ
、
天
保
八
年
本
国
人
南
里
元
壽
氏
カ
傳
写
シ
タ
ル
ナ
リ
…
…
）」
と
し
て
、
曼
殊
院
本
を
三
回
転
写
し
た
「
曼
本
」
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
校
異
か
ら
曼
殊
院
本
の
面
影
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
林
崎
治
恵
氏
の
試
み
（
林
崎
治
恵
「『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
風
土
記
本
文
」〈『
風
土
記
研
究
』
一
六
、
一
九
九
三
年
六
月
〉
）
が
あ
る
が
、「
曼
本
」
を
校
異
に
引
い
て
い
る
七
十
六
箇
所
か
ら
、
猪
熊
本
と
の
親
疎
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
猪
熊
本
と
曼
殊
院
本
と
の
関
係
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。 
 
そ
し
て
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
三
月
、
長
崎
人
、
大
家
惟
年
が
齎
し
た
原
本
を
、
荒
木
田
久
老
が
京
都
で
校
正
し
て
訓
点
を
加
え
、
翌
十
二
年
五
月
に
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
国
学
者
を
中
心
と
し
て
研
究
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
に
あ
げ
た
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
著
者
で
あ
る
糸
山
貞
幹
氏
は
、
『
肥
前
国
風
土
記
』に
注
釈
を
施
す
だ
け
で
な
く
、校
異
は
記
さ
な
い
も
の
の
、
奥
書
か
ら
現
在
で
は
失
わ
れ
た
写
本
と
の
校
合
も
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
校
訂
本
は
現
在
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
栗
田
寛
氏
が
五
風
土
記
の
本
文
を
集
め
て
校
訂
・
注
釈
し
た
『
標
注
古
風
土
記
』（
大
日
本
図
書
、
一
八
九
九
年
十
二
月
）
の
刊
行
は
、
近
代
に
お
け
る
風
土
記
の
テ
キ
ス
ト
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
凡
例
に
よ
る
と
、『
肥
前
国
風
土
記
』
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に
関
し
て
は
、
前
述
の
糸
山
貞
幹
氏
が
校
訂
を
行
な
っ
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
写
本
お
よ
び
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
な
っ
て
、
井
上
通
泰
氏
が
板
本
を
底
本
と
し
猪
熊
本
を
対
校
し
て
校
訂
し
、
栗
田
寛
氏
の
『
標
注
古
風
土
記
』
や
糸
山
貞
幹
氏
の
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
を
引
用
し
、
考
証
を
加
え
た
『
肥
前
風
土
記
新
考
』（
巧
人
社
、
一
九
三
四
年
十
一
月
。
そ
の
後
、
一
九
七
四
年
二
月
に
臨
川
書
店
か
ら
復
刻
）
が
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
平
田
俊
春
氏
が
猪
熊
本
を
底
本
、
南
葵
文
庫
本
を
副
本
と
し
、
十
三
種
類
の
写
本
・
研
究
書
と
校
合
し
た
「
校
本
肥
前
風
土
記
」（
佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
・
佐
賀
県
郷
土
研
究
会
編
『
校
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
』〈
一
九
五
一
年
二
月
〉
所
収
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
出
た
秋
本
吉
郎
氏
校
注
の
日
本
古
典
文
学
大
系
2
『
風
土
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
四
月
）
の
登
場
は
、
戦
後
に
お
け
る
風
土
記
研
究
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
南
葵
文
庫
本
と
対
校
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
に
は
久
松
潜
一
氏
校
注
の
日
本
古
典
全
書
『
風
土
記
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
十
月
）
が
出
る
が
、
秋
本
氏
校
注
本
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
広
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
久
松
潜
一
氏
の
後
、
し
ば
ら
く
の
間
テ
キ
ス
ト
研
究
の
流
れ
は
落
ち
着
き
を
み
せ
、
三
十
五
年
あ
ま
り
経
っ
た
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）、
田
中
卓
氏
に
よ
る
五
風
土
記
の
校
訂
本
で
あ
る
神
道
大
系
古
典
編
七
『
風
土
記
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
四
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。『
肥
前
国
風
土
記
』
の
部
分
は
平
田
俊
春
氏
の
「
校
本
肥
前
風
土
記
」
を
底
本
と
し
、
猪
熊
本
・
南
葵
文
庫
本
・
荒
木
田
久
老
校
訂
本
を
対
校
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
植
垣
節
也
氏
校
注
・
訳
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
5
『
風
土
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
十
月
）
は
、
猪
熊
本
を
底
本
と
し
て
、
南
葵
文
庫
本
・
田
安
家
本
・
京
大
図
書
館
本
・
荒
木
田
久
老
校
訂
本
な
ど
を
参
照
し
て
校
訂
を
加
え
た
原
文
に
、
頭
注
・
訓
読
・
現
代
語
訳
を
載
せ
る
。
秋
本
氏
校
注
の
日
本
古
典
文
学
大
系
本
と
な
ら
ぶ
完
成
度
の
高
さ
を
誇
る
が
、
本
文
校
訂
の
際
の
校
異
注
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、必
要
に
応
じ
て
頭
注
に
掲
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。ま
た
、
近
年
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
の
三
氏
の
編
に
な
る
『
豊
後
国
風
土
記 
肥
前
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
南
葵
文
庫
本
を
対
校
し
た
も
の
で
、
底
本
で
あ
る
猪
熊
本
の
表
記
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ
る
。 
以
上
が
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
み
る
と
、
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
南
葵
文
庫
本
を
対
校
す
る
パ
タ
ー
ン
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
校
訂
本
の
作
成
は
、
こ
れ
ま
で
の
校
訂
本
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
補
完
し
て
よ
り
よ
い
テ
キ
ス
ト
に
す
る
目
的
で
行
な
わ
れ
る
も
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
て
き
た
テ
キ
ス
ト
は
、
い
ず
れ
も
優
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
点
と
し
て
は
、 
①
秋
本
吉
郎
氏
校
訂
の
日
本
古
典
文
学
大
系
本
や
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
の
三
氏
に
よ
る
校
訂
本
な
ど
、
猪
熊
本
と
南
葵
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文
庫
本
の
み
で
校
訂
を
行
な
っ
た
も
の
が
多
く
、
近
世
に
お
い
て
広
く
流
布
し
た
荒
木
田
久
老
校
本
を
校
合
に
利
用
し
た
も
の
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
。 
②
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
十
三
種
類
の
写
本
・
研
究
書
と
校
合
し
た
平
田
俊
春
氏
校
訂
本
は
、
対
校
本
の
数
で
並
ぶ
も
の
は
今
な
お
出
て
い
な
い
が
、
誤
植
・
校
異
注
を
逸
す
る
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
こ
と
。 
③
平
田
俊
春
氏
校
訂
本
を
底
本
と
し
、
猪
熊
本
・
南
葵
文
庫
本
・
荒
木
田
久
老
校
訂
本
を
対
校
し
た
田
中
卓
氏
校
訂
本
は
、
荒
木
田
久
老
校
訂
本
に
よ
る
校
異
の
脱
落
が
目
立
つ
こ
と
。 
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
て
問
題
点
を
補
完
す
べ
く
、
改
め
て
本
文
校
訂
を
行
な
い
た
い
。
校
訂
の
方
法
は
左
の
【
凡
例
】
の
通
り
で
あ
る
。 
 
【
凡
例
】 
一
、
こ
の
た
び
の
校
訂
で
は
、
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
南
葵
文
庫
本
・
荒
木
田
久
老
校
訂
本
・
井
上
通
泰
『
肥
前
風
土
記
新
考
』・
平
田
俊
春
氏
校
訂
本
・
神
道
大
系
本
・
山
川
出
版
社
刊
『
豊
後
国
風
土
記 
肥
前
国
風
土
記
』
を
対
校
本
と
し
た
。
校
訂
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
写
本
・
刊
本
の
略
称
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
 
（
１
）
底
本 
猪
熊
信
男
氏
旧
蔵
本
。
平
安
時
代
後
期
の
書
写
と
さ
れ
、
現
存
す
る
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
写
本
で
は
最
も
古
い
が
、
書
写
の
年
月
日
を
記
し
た
奥
書
は
存
し
な
い
。
猪
熊
本
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。 
 
 
（
２
）
南
本 
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
。
旧
紀
州
徳
川
家
南
葵
文
庫
旧
蔵
本
。
奥
書
に
「
元
禄
十
三
年
歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
初
五
日
。
以
二
曼
殊
院
所
藏
之
本
一
書
レ
於
二
高
野
村
蓮
華
寺
一
。
法
印
實
觀
」
と
あ
り
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
十
二
月
五
日
、
実
観
法
印
が
曼
殊
院
所
蔵
本
を
書
写
し
た
旨
を
記
す
。 
 
 
（
３
）
板
本 
荒
木
田
久
老
校
本
。
跋
文
に
、「
右
一
冊
者
。
肥
前
國
長
崎
人
大
家
惟
年
所
二
齎
來
一
書
也
。
原
本
謬
誤
尤
多
矣
。」
と
あ
る
。 
 
 
（
４
）
新
考 
井
上
通
泰
『
肥
前
風
土
記
新
考
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
四
年
復
刻
版
刊
行
、
初
出
は
一
九
三
四
年
）。
荒
木
田
久
老
校
訂
本
を
底
本
と
し
、
猪
熊
本
を
対
校
本
と
す
る
。 
 
 
（
５
）
校
本 
平
田
俊
春
氏
校
訂
本
（
佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
・
佐
賀
県
郷
土
研
究
会
編
『
校
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
』
一
九
五
一
年
二
月
所
収
）。
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
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南
葵
文
庫
本
・
井
上
通
泰
氏
旧
蔵
本
以
下
十
三
の
写
本
・
研
究
書
と
対
校
す
る
。 
（
６
）
神
本 
田
中
卓
氏
校
訂
本
（
神
道
大
系
古
典
篇
七
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
四
年
三
月
）。
平
田
俊
春
氏
校
訂
本
を
底
本
と
し
、
猪
熊
本
・
南
葵
文
庫
本
・
荒
木
田
久
老
校
訂
本
を
対
校
本
と
す
る
。 
 
 
（
７
）
山
本 
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
編
『
豊
後
国
風
土
記
・
肥
前
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）。
猪
熊
本
を
底
本
と
し
、
南
葵
文
庫
本
を
対
校
本
と
す
る
。 
 
 
 
 
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
秋
本
吉
郎
校
注
・
日
本
古
典
文
学
大
系
2
『
風
土
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
四
月
、
略
称
・
大
系
本
）・
植
垣
節
也
校
注
訳
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
5
『
風
土
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
十
月
、
略
称
・
全
集
本
）
を
参
考
に
し
た
。 
 
一
、
本
文
の
字
体
は
、
底
本
に
従
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
国
」・「
國
」
な
ど
、
常
用
漢
字
と
異
体
字
が
混
在
し
て
不
統
一
な
部
分
も
あ
る
が
そ
の
ま
ま
と
し
た
。 
 
一
、
風
土
記
の
原
文
は
十
四
ポ
イ
ン
ト
、
校
異
は
七
ポ
イ
ン
ト
、
訓
読
は
十
二
ポ
イ
ン
ト
で
組
版
し
た
。
な
お
、
分
注
に
つ
い
て
は
〈 
〉
で
括
っ
て
大
字
と
す
る
体
裁
に
改
め
た
。 
 
一
、
校
異
に
よ
っ
て
底
本
の
字
を
改
め
た
場
合
、
該
当
す
る
文
字
を
網
掛
け
と
し
た
。 
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総
記 
【
本
文
】 
肥
前
国
（
1
） 
郡
壹
拾
壹
所
。〈
郷
（
2
）
七
十
。
里
一
百
八
十
七
（
3
）
。〉
驛
壹
拾
捌
所
。〈
小
（
4
）
路
。〉
烽
貳
拾
所
。〈
下
國
。〉
城
壹
所
。
寺
貮
所
。〈
僧
寺
。〉 
 
肥
前
國
者
。
本
与
二
肥
後
國
一
合
為
二
一
國
一
。
昔
者
。
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
御
間
城
天
皇
之
世
。
肥
後
國
益
城
郡
朝
來
名
峯
。
有
二
土
蜘
蛛
打
猴
頚
猴
（
5
）
二
人
一
。
帥
（
6
）
二
徒
衆
一
百
八
十
餘
人
一
。
拒
二
捍
皇
命
一
。
不
レ
肯
二
降
服
（
7
）
一
。
朝
庭
（
8
）
勅
。
遣
二
肥
君
等
祖
。
健
緒
組
一
伐
レ
之
。
於
レ
玆
。
健
緒
組
奉
レ
勅
。
悉
誅
二
滅
之
一
。
兼
巡
二
國
裏
一
。
觀
二
察
消
息
一
。
到
二
於
八
代
郡
白
髪
山
一
。
日
晩
止
宿
（
9
）
。
其
夜
。
虚
（
10
）
空
有
レ
火
。
自
然
而
（
11
）
燎
（
12
）
。
稍
々
（
13
）
降
下
。
就
二
此
山
一
燎
之
時
。
健
緒
組
。
見
而
驚
恠
（
14
）
。
參
二
上
朝
庭
一
。
奏
言
。
臣
。
辱
被
二
聖
命
一
。
遠
誅
二
西
戎
一
。
不 
レ
霑
二
刀
刃
一
。
梟
鏡
自
滅
。
自
レ
非
二
威
（
15
）
靈
一
。
何
得
レ
然
之
。
更
擧
二
燎
火
之
状
一
奏
聞
。
天
皇
勅
曰
。
所
レ
奏
之
事
。
未
二
曾
所
一
レ
聞
。
火
下
之
國
。
可
レ
謂
二
火
（
16
）
國
一
。
即
擧
二
健
緒
組
之
勳
一
。
賜
二
姓
名
一
曰
二
火
君
健
緒
組
（
17
）
一
。
便
遣
レ
治
二
此
國
一
。
因
（
18
）
曰
二
火
國
一
。
後
分
二
兩
國
一
。
而
（
19
）
為
二
前
後
一
。
又
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
（
20
）
大
足
彦
天
皇
。
誅
二
球
磨
贈
唹
（
21
）
一
而
。
巡
二
狩
筑
紫
國
一
之
時
。
從
（
22
）
二
葦
北
（
23
）
火
流
浦
一
。
發
レ
舩
幸
二
於
火
國
一
。
度
レ
海
之
間
。
日
没
。
夜
冥
不
レ
知
レ
所
レ
著
。
忽
有
二
火
光
一
。
遙
視
二
行
前
一
。
天
皇
勅
二
棹
人
一
曰
。
直
指
二
火
處
一
。
應
レ
勅
而
往
。
果
得
レ
著
レ
崖
（
24
）
。
天
皇
下
レ
詔
曰
。
火
（
25
）
燎
之
處
。
此
號
二
何
界
一
。
所
レ
燎
之
火
。
亦
爲
二
何
火
（
26
）
一
。
土
人
奏
言
。
此
是
。
火
國
八
代
郡
火
邑
（
27
）
也
。
但
不
レ
知
二
火
主
一
。
于
（
28
）
時
。
天
皇
詔
二
群
臣
一
曰
。
今
此
燎
火
。
非
二
是
人
火
一
。
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所
三
以
号
二
火
國
一
。
知
二
其
尓
由
一
。 
 
【
校
異
】 （
1
） 
肥
前
国
―
底
本
ノ
表
題
ニ
「
肥
前
国
風
土
記
」、
南
本
ノ
表
題
ニ
ハ
「
風
土
記
肥
前
」
ト
ア
ル
モ
、
本
文
ノ
冒
頭
ニ
ハ
ナ
シ
。
板
本
「
風
土
記
肥
前
國
」
ト
ス
。
校
本
、
コ
ノ
前
行
ニ
「
肥
前
國
風
土
記
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
2
） 
郷
―
板
本
・
校
本
、「
郷
」
以
下
ヲ
小
字
一
行
ニ
作
ル
モ
、
底
本
・
南
本
ニ
ヨ
リ
割
書
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
3
） 
七
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
モ
同
ジ
。
但
シ
、
各
郡
ノ
条
ノ
里
ノ
合
計
「
一
百
八
十
四
里
」
ト
ナ
リ
、
合
ハ
ズ
。
大
系
本
「
七
」
ヲ
「
九
」
ノ
誤
カ
、
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
4
） 
小
―
校
本
、「
小
路
」
ヲ
小
字
一
行
ニ
作
ル
モ
、
底
本
・
南
本
ニ
ヨ
リ
割
書
ニ
改
ム
。
以
下
同
ジ
。 
 
 
 
 
 
（
5
） 
頸
猴
―
底
本
・
南
本
・
山
本
ニ
缺
ク
。
板
本
「
頸
猴
」
ア
リ
。
校
本
「
肥
後
國
風
土
記
逸
文
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
シ
テ
「
頸
猨
」
ヲ
加
フ
。
但
シ
、『
釈
日
本
紀
』
所
引
ノ
肥
後
国
風
土
記
逸
文
ニ
ヨ
リ
「
猨
」
ヲ
「
猴
」
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
6
） 
帥
―
猪
本
・
南
本
「
師
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
山
本
「
帥
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
7
） 
服
―
底
本
・
校
本
・
山
本
「
服
」
、
南
本
・
板
本
「
伏
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
8
） 
庭
―
底
本
・
校
本
・
山
本
「
庭
」
、
南
本
・
板
本
「
廷
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
9
） 
宿
―
底
本
・
校
本
・
山
本
「
宿
」
。
南
本
「
密
」、
板
本
「
峯
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
10
） 
虚
―
底
本
・
板
本
・
校
本
・
山
本
「
虚
」、
南
本
「
處
」（
右
傍
ニ
「
虚
欤
」
ト
注
ス
）
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
11
） 
而
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
山
本
ニ
缺
ク
。
校
本
・
神
本
ア
リ
。
校
本
「
肥
後
國
風
土
記
逸
文
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
12
） 
燎
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
山
本
「
燎
」、
板
本
「
熛
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
熛
」
ト
シ
、
右
傍
ニ
「
燎
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
13
） 
々
―
底
本
・
南
本
「
之
」、
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
々
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
14
） 
恠
―
底
本
・
神
本
・
山
本
「
恠
」
、
南
本
・
板
本
「
怪
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
15
） 
威
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
滅
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
神
本
「
威
」
ニ
作
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
16
） 
火
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
火
」。
南
本
「
大
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
17
） 
組
―
底
本
・
南
本
「
銫
」、
板
本
・
校
本
・
神
本
「
純
」、
山
本
「
鉈
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
純
」
ト
シ
、
右
傍
ニ
「
組
」
ト
記
ス
。
上
ノ
文
「
健
緒
組
」
ト
ス
ル
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
18
） 
因
―
底
本
・
南
本
・
板
本
コ
ノ
下
ニ
「
火
」
ノ
字
ア
レ
ド
、
底
本
朱
ニ
テ
「
火
」
ヲ
抹
消
ス
ル
ニ
ヨ
リ
削
ル
。
校
本
「
衍
ナ
ル
ベ
シ
」、
神
本
「
猪
本
・
南
本
ノ
マ
マ
ニ
存
ス
」
ト
ス
。
山
本
「
因
ノ
下
―
火
（
抹
消
符
ア
リ
）
」
ト
注
ス
。 
 
 
 
 
 
（
19
） 
而
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
而
」
ニ
作
ル
。
南
本
「
兩
」
ニ
誤
ル
。
校
本
「
原
『
兩
』
ト
ア
リ
京
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ア
レ
ド
、
底
本
・
板
本
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
20
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ト
モ
ニ
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
21
） 
唹
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
唹
」、
板
本
・
新
考
「
於
」、
南
本
「
然
」
ニ
誤
ル
。 
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（
22
） 
從
―
南
本
「
徒
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
從
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
23
） 
北
―
底
本
・
南
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
北
」
ニ
作
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
24
） 
崖
―
南
本
「
隆
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
崖
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
25
） 
火
―
以
下
「
土
人
」
マ
デ
十
八
字
（
底
本
一
行
分
）、
底
本
・
南
本
脱
ス
。
校
本
「
肥
後
風
土
記
逸
文
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
。
板
本
・
新
考
「
何
謂
邑
也
國
人
」
ノ
五
字
ア
リ
。
神
本
、
十
八
字
ヲ
補
フ
。
山
本
「（ 
）」
ニ
テ
十
八
字
ヲ
補
フ
。 
 
 
 
 
 
（
26
） 
火
―
校
本
「
人
」
ニ
作
ル
。
神
本
・
山
本
「
火
」
ニ
作
ル
。
神
本
「
釈
日
本
紀
所
引
文
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
ル
ニ
従
フ
。 
 
 
 
 
 
（
27
） 
邑
―
底
本
「
色
」
ニ
作
リ
、
南
本
・
板
本
缺
ク
。
校
本
・
神
本
・
山
本
「
邑
」
ノ
字
ア
リ
。
新
考
「
△
」
印
ノ
右
傍
ニ
「
邑
」
ト
記
シ
補
フ
。
校
本
・
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
補
フ
。 
 
 
 
 
 
（
28
） 
于
―
底
本
・
南
本
・
校
本
「
干
」
ニ
誤
ル
。
以
下
同
ジ
。
板
本
・
神
本
・
山
本
「
于
」
ニ
作
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
  
【
訓
読
】 
肥ひの
前
み
ち
の
く
ち
の
国くに
。 
郡
こ
ほ
り
は
壹いち
拾
じ
ゅ
う
壹いち
所
と
こ
ろ
。〈
郷さと
は
七なな
十
じ
ゅ
う
、
里
こ
ざ
と
は
一いっ
百
ぴ
ゃ
く
八はち
十
じ
ゅ
う
七なな
。
〉
驛
う
ま
や
は
壹いち
拾
じ
ゅ
う
捌はち
所
と
こ
ろ
。〈
小せう
路ろ
。〉
烽
と
ぶ
ひ
は
貳に
拾
じ
ゅ
っ
所
と
こ
ろ
。〈
下げ
國こく
。〉
城き
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
。
寺てら
は
貮に
所
と
こ
ろ
。
〈
僧
ほ
ふ
し
の
寺てら
。
〉
な
り
。 
 
肥ひの
前
み
ち
の
く
ち
の
國くに
は
、
本もと
、
肥ひの
後
み
ち
の
し
り
の
國くに
と
合あは
せ
て
一いっ
國こく
為た
り
き
。
昔
者
む
か
し
、
磯し
城きの
瑞みづ
籬
が
き
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
御み
間ま
城きの
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
の
み
世よ
に
、
肥ひの
後
み
ち
の
し
り
の
國くに
の
益まし
城きの
郡
こ
ほ
り
の
朝あさ
來く
名なの
峯みね
に
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
打うち
猴さる
頚くび
猴さる
二
人
ふ
た
り
あ
り
。
徒と
衆
し
ゅ
う
一いっ
百
ぴ
ゃ
く
八はち
十
じ
ゅ
う
餘よ
人にん
を
帥ひき
ゐ
て
、
皇おほ
命
み
こ
と
を
拒
捍
こ
ば
み
、
肯あ
へ
て
降
服
ま
つ
ろ
は
ず
。
朝
庭
み
か
ど
、
勅
み
こ
と
の
り
し
て
、
肥ひの
君きみ
等ら
の
祖おや
健たけ
緒を
組くみ
を
遣
つ
か
は
し
て
伐う
ち
た
ま
ふ
。
玆ここ
に
、
健たけ
緒を
組くみ
、
勅
み
こ
と
の
り
を
奉
う
け
た
ま
は
り
て
、
悉
こ
と
ご
と
に
誅
つ
み
な
ひ
滅
ほ
ろ
ぼ
し
き
。
兼また
、
國
裏
く
ぬ
ち
を
巡めぐ
り
て
、
消ある
息
か
た
ち
を
觀
察
み
し
に
、
八やつ
代
し
ろ
の
郡
こ
ほ
り
の
白しら
髪かみ
山やま
に
到いた
り
て
、
日ひ
晩く
れ
て
止
宿
や
ど
る
。
そ
の
夜よ
、
虚おほ
空ぞら
に
火ひ
あ
り
。
自
然
お
の
づ
か
ら
に
燎も
え
、
稍やや
々やや
に
降
下
く
だ
り
て
、
こ
の
山やま
に
就つ
き
て
燎も
え
し
時とき
、
健たけ
緒を
組くみ
、
見み
て
驚
お
ど
ろ
き
恠あや
し
む
。
朝
庭
み
か
ど
に
參まゐ
上のぼ
り
て
奏
言
ま
を
し
け
ら
く
、「
臣
や
つ
こ
、
辱
か
た
じ
け
な
く
も
聖おほ
命
み
こ
と
を
被
か
が
ふ
り
て
、
遠とほ
く
西にし
の
戎
え
び
す
を
誅
つ
み
な
ふ
に
、
刀
か
た
な
の
刃
や
い
ば
を
霑ぬ
ら
さ
ず
し
て
梟
た
け
る
鏡ども
自おの
づ
か
ら
滅ほろ
び
ぬ
。
威
靈
み
い
つ
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
何なに
ぞ
然しか
あ
る
こ
と
を
得え
む
。」
と
ま
を
す
。
更また
、
燎も
え
し
火ひ
の
状さま
を
擧あ
げ
て
奏
聞
ま
を
し
き
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
奏まを
せ
る
事
、
未いま
だ
曾
む
か
し
よ
り
聞き
き
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し
こ
と
あ
ら
ず
。
火ひ
の
下くだ
り
し
國くに
な
れ
ば
、
火ひ
の
國くに
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
即
す
な
は
ち
、
健たけ
緒を
組くみ
の
勳
い
さ
を
を
擧あ
げ
て
、
姓
か
ば
ね
名な
を
賜たま
ひ
て
火ひの
君きみ
健たけ
緒を
純くみ
と
曰い
ひ
、
便
す
な
は
ち
、
こ
の
國くに
を
治をさ
め
遣し
め
た
ま
ふ
。
火ひ
に
因よ
り
て
火ひの
國くに
と
い
ふ
。
後のち
、
兩ふた
つ
の
國くに
に
分わか
ち
て
、
前
み
ち
の
く
ち
と
後
み
ち
の
し
り
と
に
為な
せ
り
。
又また
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
大おほ
足
た
ら
し
彦
ひ
こ
の
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
球
磨
く
ま
贈
唹
そ
を
誅
つ
み
な
ひ
て
、
筑つく
紫しの
國くに
を
巡めぐ
り
狩
み
そ
な
は
し
し
時とき
、
葦あし
北きた
の
火ひ
流
な
が
れ
の
浦うら
よ
り
發
舩
ふ
な
た
ち
し
て
火ひの
國くに
に
幸
い
で
ま
し
き
。
海うみ
を
渡わた
り
ま
す
間
あ
ひ
だ
に
、
日ひ
没く
れ
、
夜よる
冥くら
く
し
て
著つ
く
所
と
こ
ろ
を
知し
ら
ず
。
忽
た
ち
ま
ち
に
火ひ
の
光
ひ
か
り
あ
り
て
、
遙はる
か
に
行ゆ
く
前さき
に
視み
ゆ
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
棹かぢ
人とり
に
勅の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
直ただ
に
火ひ
の
處
と
こ
ろ
を
指さ
せ
。」
と
の
た
ま
ひ
し
か
ば
、
勅
み
こ
と
の
り
の
應
ま
に
ま
に
往ゆ
く
に
、
果つひ
に
崖きし
に
著つ
く
こ
と
を
得え
た
り
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
詔
み
こ
と
の
り
を
下くだ
し
し
く
、「
火ひ
の
燎も
ゆ
る
處
と
こ
ろ
、
此こ
は
何なん
と
號なづ
く
る
界くに
ぞ
。
燎も
ゆ
る
火ひ
は
、
亦また
何なん
と
為す
る
火ひ
ぞ
。」
と
の
た
ま
ふ
。
土くに
人ひと
、
奏
言
ま
を
し
し
く
、「
此こ
は
是これ
、
火ひの
國くに
八やつ
代
し
ろ
の
郡
こ
ほ
り
の
火ひ
の
邑むら
な
り
。
但ただ
、
火ひ
の
主ぬし
を
知し
ら
ず
。」
と
ま
を
す
。
時とき
に
、
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
群
ま
へ
つ
臣
ぎ
み
た
ち
に
詔のり
り
た
ま
ひ
し
く
、「
今いま
、
此こ
の
燎も
ゆ
る
火ひ
は
、
是こ
れ
、
人ひと
の
火ひ
に
あ
ら
ず
。
火ひの
國くに
と
号なづ
く
る
所
以
ゆ
ゑ
、
其そ
の
尓しか
る
由よし
を
知し
り
ぬ
。」
と
の
た
ま
ふ
。 
  
基
肄
郡 
【
本
文
】 
基
肄
（
29
）
郡
。
郷
陸
所
。〈
里
一
（
30
）
十
七
。〉
駅
壹
所
。〈
小
路
（
31
）
。〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇 
（
32
）
天
皇
巡
狩
之
時
。
御
二
筑
紫
国
御
井
郡
高
羅
之
行
宮
一
。
遊
二
覧
國
内
一
。
霧
（
33
）
覆
二
基
肄
（
29
）
之
山
一
。
天
皇
勅
曰
。
彼
國
可
レ
謂
二
霧
之
国
一
。
後
人
改
号
二
基
肄
（
29
）
國
一
。
今
以
為
二
郡
名
（
34
）
一
。 
長
岡
神
社
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
同
天
皇
自
二
高
羅
行
宮
一
還
幸
而
。
在
二
酒
殿
泉
之
邊
一
。
於
レ
茲
（
35
）
。
薦
レ
膳
之
時
。
御
具
甲
鎧
。
光
明
異
レ
常
。
仍
令 
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レ
占
二
問
ト
部
殖
坂
（
36
）
一
。
奏
云
。
此
地
有
レ
神
。
甚
願
二
御
鎧
一
。
天
皇
宣
。
實
有
レ
然
者
。
奉
レ
納
二
神
社
一
。
可
レ
為
二
永
世
之
財
一
。
因
号
二
永
世
社
一
。
後
人
改
曰
二
長
岡
社
一
。
其
鎧
（
37
）
貫
緒
。
悉
爛
絶
。
但
胄
并
甲
板
今
猶
在
也
。 
酒
殿
泉
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
此
泉
之
。
季
秋
九
月
。
始
變
二
白
色
一
。
味
酸
氣
臰
（
38
）
。
不
レ
能
二
喫
飲
一
。
孟
春
正
月
。
反
（
39
）
而
清
冷
。
人
始
（
40
）
飲
喫
。
因
曰
二
酒
井
泉
一
。
後
人
改
曰
二
酒
殿
泉
一
。 
姫
社
郷
。 
此
郷
之
中
有
レ
川
。
名
曰
（
41
）
二
山
道
川
（
42
）
一
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
而
會
（
43
）
二
御
井
大
川
一
。
昔
者
。
此
川
之
西
有
二
荒
神
一
。
行
路
之
人
。
多
被
二
殺
害
一
。
半
凌
半
殺
（
44
）
。
于
（
45
）
時
。
ト
二
求
祟
（
46
）
由
一
。
兆
（
47
）
云
。
令
三
筑
前
国
宗
像
郡
人
。
珂
是
古
（
48
）
。
祭
二
吾
社
一
。
若
合
レ
願
者
。
不
レ
起
二
荒
心
一
。
覓
二
珂
（
49
）
是
古
一
。
令
レ
祭
二
神
社
一
。
珂
是
古
。
即
捧
レ
幡
祈
祷
云
。
誠
有
レ
敬
（
50
）
二
吾
祀
一
者
。
此
（
51
）
幡
順
レ
風
飛
往
。
墮
二
願
レ
吾
之
神
邊
一
。
便
（
52
）
即
擧
レ
幡
。
順
レ
風
放
遣
。
于
（
45
）
時
。
其
幡
飛
往
。
墮
二
於
御
原
郡
姫
社
之
社
一
。
更
還
飛
来
。
落
二
此
山
道
川
邊
之
田 
村
（
53
）
一
。
珂
（
54
）
是
古
。
自
（
55
）
知
二
神
之
在
家
（
56
）
一
。
其
夜
夢
見
。
臥
機
〈
謂
二
久
都
毘
枳
一
。
〉
絡
垜
。〈
謂
二
多 
々
（
57
）
利
一
。〉 
儛
遊
出
来
。
壓
二
驚
珂
是
古
一
。
於
レ
是
。
亦
識
（
58
）
二
女
神
一
。
即
立
レ
社
祭
之
。
自
レ
尓
已
來
。
行
路
之
人
。
不
レ
被
二
殺
害
一
。
因
曰
二
姫
社
一
。
今
以
為
二
郷
名
一
。 
 
【
校
異
】 （
29
） 
肄
―
底
本
・
南
本
「
肆
」
、
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
肄
」
ニ
作
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
30
） 
一
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
ナ
シ
。
神
本
「
書
式
例
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
ル
ニ
従
フ
。
新
考
「
七
十
」
ノ
右
傍
ニ
「
十
七
」
ト
記
ス
。 
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（
31
） 
路
―
神
本
「
秋
本
氏
説
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
シ
テ
「
路
」
ノ
下
ニ
「
城
壹
所
」
ノ
三
字
ヲ
補
フ
モ
、
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
ナ
シ
。 
 
 
 
 
 
（
32
） 
□
―
底
本
・
神
本
・
山
本
、
闕
字
ト
ス
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
。 
 
 
 
 
 
（
33
） 
霧
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
霧
」。
南
本
「
露
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
34
） 
名
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
名
」。
南
本
「
各
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
35
） 
茲
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
茲
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
此
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
36
） 
坂
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
坂
」、
南
本
「
阪
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
37
） 
鎧
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
鎧
」、
南
本
「
鐙
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
38
） 
臰
―
底
本
・
神
本
「
臰
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
臭
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
39
） 
反
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
反
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
變
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
40
） 
始
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
同
ジ
。
全
集
本
「
殆
」
ト
シ
、「
諸
本
『
始
』。
次
の
行
の
『
始
』
の
目
移
り
に
よ
る
誤
写
。」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
41
） 
曰
―
底
本
「
田
」
ニ
作
リ
、
右
傍
ニ
「
曰
欤
」
ト
注
ス
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
曰
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
42
） 
川
―
底
本
、
モ
ト
「
河
」
ト
書
イ
タ
字
ヲ
消
シ
テ
、
ソ
ノ
上
ニ
「
川
」
ト
書
ク
。
以
下
同
ジ
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
川
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
43
） 
會
―
底
本
「
禽
」
ニ
作
リ
、
右
傍
ニ
「
會
欤
」
ト
注
ス
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
會
」
、
山
本
「
会
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
44
） 
半
凌
半
殺
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
神
本
・
山
本
、
本
文
ト
同
ジ
大
字
ト
ス
。
新
考
「
半
凌
半
殺
」
ヲ
「 
」
デ
括
ル
。
校
本
「
新
考
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
小
字
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
45
） 
于
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
「
于
」、
校
本
「
干
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
46
） 
祟
―
底
本
・
南
本
「
崇
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
祟
」
ニ
作
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
47
） 
兆
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
非
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
兆
」
ニ
作
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
48
） 
古
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
古
」。
南
本
「
阿
」
ニ
誤
ル
。
板
本
「
胡
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
胡
」
ノ
右
傍
ニ
「
古
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
49
） 
珂
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
珂
」。
南
本
「
阿
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
50
） 
敬
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
敬
」
、
板
本
・
校
本
・
神
本
「
欲
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
敬
」
ノ
右
傍
ニ
「
欲
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
51
） 
此
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
此
」。
南
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
52
） 
便
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
便
」、
南
本
「
便
」
ノ
如
キ
字
、
板
本
「
使
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
使
」
ノ
右
傍
ニ
「
便
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
53
） 
田
村
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
田
村
」
ニ
作
ル
。
大
系
本
、
文
意
ト
字
形
ノ
近
似
ニ
ヨ
リ
「
因
此
」
ニ
改
ム
モ
、
底
本
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
54
） 
珂
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
珂
」。
南
本
「
河
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
55
） 
自
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
自
」。
新
考
「
自
」
ノ
右
傍
ニ
「
因
」
ト
記
ス
。 
（
56
） 
家
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
山
本
「
家
」、
校
本
・
神
本
「
處
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
家
」
ノ
右
傍
ニ
「
處
」
ト
記
ス
。
神
本
「
家
」
ヲ
誤
リ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
57
） 
々
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
々
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
多
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
58
） 
識
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
識
」、
板
本
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
「
織
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
織
」
ノ
上
ニ
「
△
」
ヲ
附
シ
右
傍
ニ
「
識
」
ト
記
ス
。 
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【
訓
読
】 
基
肄
き
の
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
陸ろく
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
一いち
十
じ
ゅ
う
七なな
。
〉
駅
う
ま
や
は
壹いち
所
と
こ
ろ
。〈
小せう
路ろ
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡めぐ
り
狩
み
そ
な
は
し
し
時とき
、
筑つく
紫しの
国くに
御み
井ゐの
郡
こ
ほ
り
の
高かう
羅らの
行かり
宮みや
に
御いま
し
て
、
國
内
く
ぬ
ち
を
遊
覧
み
そ
な
は
す
に
、
霧きり
、
基
肄
き
の
山やま
を
覆おほ
へ
り
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅の
り
た
ま
は
く
、「
彼そ
の
國くに
は
、
霧きり
の
国くに
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
後のち
の
人ひと
、
改
め
て
基き
肄の
國くに
と
号なづ
く
。
今いま
、
以もち
て
郡
こ
ほ
り
の
名な
と
為な
せ
り
。 
長なが
岡
を
か
の
神
か
み
の
社
や
し
ろ
。〈
郡
こ
ほ
り
の
東
ひ
む
が
し
に
在あ
り
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
高かう
羅らの
行かり
宮みや
よ
り
還かへ
り
幸
い
で
ま
し
て
、
酒さか
殿
ど
の
の
泉
い
ず
み
の
邊
ほ
と
り
に
在いま
し
き
。
茲ここ
に
、
膳みけ
を
薦すす
む
る
時とき
、
御み
具
そ
な
へ
の
甲
鎧
よ
ろ
ひ
、
光
明
か
が
や
き
て
常つね
に
異こと
な
り
き
。
仍よ
り
て
占うら
問ど
は
せ
た
ま
ふ
に
、
卜うら
部べの
殖うゑ
坂さか
、
奏
云
ま
を
し
し
く
、「
此こ
の
地くに
に
神かみ
有あ
り
て
、
甚いた
く
御み
鎧
よ
ろ
ひ
を
願ほり
す
。」
と
ま
を
す
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
宣の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
實
ま
こ
と
に
然しか
有あ
ら
ば
、
神かみ
の
社
や
し
ろ
に
納をさ
め
奉まつ
ら
む
。
永なが
き
世よ
の
財
た
か
ら
と
為な
す
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
永なが
世よの
社
や
し
ろ
と
号なづ
く
。
後のち
の
人ひと
、
改
あ
ら
た
め
て
長なが
岡
を
か
の
社
や
し
ろ
と
曰い
ふ
。
其そ
の
鎧
よ
ろ
ひ
の
貫ぬき
緒を
、
悉
こ
と
ご
と
に
爛みだ
り
絶た
え
た
り
。
但ただ
、
胄
か
ぶ
と
并なら
び
に
甲
よ
ろ
ひ
の
板いた
と
は
、
今いま
も
猶なほ
在あ
り
。 
酒さか
殿
ど
の
の
泉
い
づ
み
。〈
郡
こ
ほ
り
の
東
ひ
む
が
し
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
泉
い
づ
み
は
、
季
秋
九
月
な
が
つ
き
の
始はじ
め
に
白しろ
き
色いろ
に
變かは
り
、
味あぢ
は
酸す
く
、
氣か
は
臰くさ
く
し
て
、
喫
飲
の
む
こ
と
能あた
は
ず
。
孟
春
正
月
む
つ
き
に
反かへ
り
て
清きよ
く
冷
さ
む
け
く
、
人ひと
始はじ
め
て
飲
喫
の
む
。
因よ
り
て
酒さか
井ゐの
泉
い
づ
み
と
曰い
ふ
。
後のち
の
人ひと
、
改
あ
ら
た
め
て
酒さか
殿
ど
の
の
泉
い
づ
み
と
曰い
ふ
。 
姫ひめ
社
こ
そ
の
郷さと
。 
此こ
の
郷さと
の
中なか
に
川かわ
有あ
り
。
名な
を
山やま
道ぢ
川がは
と
曰い
ふ
。
其そ
の
源
み
な
も
と
は
郡
こ
ほ
り
の
北きた
の
山やま
よ
り
出い
で
、
南
み
な
み
に
流なが
れ
て
御み
井ゐ
の
大おほ
川かは
に
會あ
ふ
。
昔
者
む
か
し
、
此こ
の
川かは
の
西にし
に
荒あら
ぶ
る
神かみ
有あ
り
て
、
路みち
行ゆ
く
人ひと
、
多さは
に
殺
害
こ
ろ
さ
れ
、
半
な
か
ば
は
凌しの
ぎ
。
半
な
か
ば
は
殺し
に
き
。
時とき
に
、
祟たた
る
由よし
を
卜うら
へ
求ま
ぐ
に
、
兆
云
う
ら
へ
け
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ら
く
「
筑
ち
く
し
の
前
み
ち
の
く
ち
の
国くに
宗むな
像
か
た
の
郡
こ
ほ
り
の
人ひと
、
珂か
是ぜ
古こ
を
し
て
、
吾あ
が
社
や
し
ろ
を
祭まつ
ら
し
め
よ
。
若も
し
願
ね
が
ひ
に
合かな
は
ば
、
荒あら
ぶ
る
心
こ
こ
ろ
を
起おこ
さ
じ
。」
と
い
へ
ば
、
珂か
是ぜ
古こ
を
覓ま
ぎ
て
、
神かみ
の
社
や
し
ろ
を
祭まつ
ら
し
む
。
珂か
是ぜ
古こ
、
即
す
な
は
ち
幡はた
を
捧ささ
げ
て
祈
祷
の
み
て
云い
は
く
、「
誠
ま
こ
と
に
吾あ
が
祀
ま
つ
り
を
敬
ゐ
や
ま
ふ
こ
と
有あ
ら
ば
、
此こ
の
幡はた
、
風かぜ
の
順
ま
に
ま
に
飛と
び
往ゆ
き
て
、
吾あれ
を
願ほ
り
す
る
神かみ
の
邊へ
へ
堕お
ち
よ
。」
と
い
ひ
て
、
便
即
す
な
は
ち
幡はた
を
擧あ
げ
て
、
風かぜ
の
順
ま
に
ま
に
放はな
ち
遣や
り
き
。
時とき
に
、
其そ
の
幡はた
、
飛と
び
往ゆ
き
て
、
御み
原
は
ら
の
郡
こ
ほ
り
の
姫ひめ
社
こ
そ
の
社もり
に
堕お
ち
、
更また
還かへ
り
飛と
び
来き
て
、
此こ
の
山やま
道ぢ
川かは
の
邊
ほ
と
り
の
田た
村むら
に
落お
ち
き
。
珂か
是ぜ
古こ
、
自
お
の
づ
か
ら
神かみ
の
在いま
す
家
と
こ
ろ
を
知し
り
き
。
其そ
の
夜よ
、
夢いめ
に
臥くつ
機びき
〈
久く
都つ
毘び
枳き
と
謂い
ふ
。
〉
と
絡
垜
た
た
り
〈
多た
々た
利り
と
謂い
ふ
。
〉
と
、 
儛ま
ひ
遊あそ
び
出い
で
来き
て
、
珂か
是ぜ
古こ
を
壓お
し
驚
お
ど
ろ
か
す
と
見み
き
。
是ここ
に
、
亦また
、
女ひめ
神がみ
な
る
こ
と
を
識し
り
き
。
即
す
な
は
ち
社
や
し
ろ
を
立た
て
て
祭まつ
り
き
。
尓それ
よ
り
已この
來かた
、
路みち
行ゆ
く
人ひと
、
殺
害
こ
ろ
さ
れ
ず
。
因よ
り
て
姫ひめ
社こそ
と
曰い
ふ
。
今いま
、
以もち
て
郷さと
の
名な
と
為な
せ
り
。 
  
養
父
郡 
【
本
文
】 
養
父
郡
。
郷
肆
所
。〈
里
一
十
二
。〉
烽
壹
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇 
（
59
）
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
此
郡
佰
姓
。
擧
レ
部
參
集
。
御
狗
出
而
吠
之
。
於
レ
此
。
有
二
一
産
婦
一
臨
見
。
御
狗
即
吠
止
。
因
曰
二
犬
聲
止
國
一
。
今
（
60
）
訛
謂
二
養
父
郡
一
也
。 
鳥
樔
郷
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
昔
者
。
軽
嶋
明
宮
御
宇
（
61
）
譽
田
天
皇
之
世
。
造
二
鳥
屋
於
此
郷
一
。
取
二
聚
雜
鳥
一
。
養
馴
。
貢
二
上
朝
庭
（
62
）
一
。
因
曰
二
鳥
屋
郷
一
。
後
人
改
曰
二
鳥
樔
郷
（
63
）
一
。 
曰
（
64
）
理
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
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昔
者
。
筑
後
國
御
井
川
。
渡
瀬
甚
廣
。
人
畜
難
レ
渡
。
於
レ
茲
。
纏
向
日
代
宮
御
宇 
（
59
）
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
就
二
生
葉
山
一
為
二
舩
山
一
。
就
二
高
羅
山
一
為
二
梶
山
一
。
造
二
備
舩
一
漕
二
渡
人
物
一
。
因
曰
（
65
）
二
曰
（
64
）
理
郷
一
。 
狭
山
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
在
二
此
山
行
宮
一
。
俳
佪
（
66
）
四
（
67
）
望
。
四
方
分
明
。
因
曰
二
分
明
村
一
。〈
分
明
。
謂
二
佐
夜
氣 
悉
（
68
）
一
。〉
今
訛
謂
二
狭
山
郷
一
。 
  
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
59
） 
□
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
ス
。
南
本
・
板
本
・
新
考
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
。
校
本
、
底
本
ニ
ヨ
リ
闕
字
ニ
改
ム
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
 
（
60
） 
今
―
底
本
・
南
本
「
於
今
」、
板
本
「
於
此
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
於
此
」
ノ
右
傍
ニ
「
今
」
ト
記
ス
。
校
本
「
於
」
ヲ
「
衍
ナ
ル
ベ
シ
」
ト
ス
。
神
本
、「
前
行
ノ
『
於
』
ノ
眼
ウ
ツ
リ
カ
」
ト
ス
ル
ニ
従
ヒ
削
ル
。 
 
 
 
 
 
 
（
61
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
62
） 
庭
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
庭
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
廷
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
63
） 
郷
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
郷
」。
南
本
「
郡
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
64
） 
曰
―
底
本
・
南
本
・
板
本
「
日
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
日
」
ノ
右
傍
ニ
「
曰
」
ト
記
ス
。
大
系
本
「
底
本
・
南
本
ニ
ヨ
リ
「
曰
」
ニ
改
ム
」
ト
記
ス
ハ
誤
ナ
リ
。
校
本
「
纂
註
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
校
本
・
神
本
・
山
本
「
曰
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
65
） 
曰
―
底
本
・
南
本
「
而
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
曰
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
66
） 
俳
佪
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
俳
佪
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
徘
徊
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
67
） 
四
―
底
本
・
新
考
・
山
本
「
曰
」
ニ
誤
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
68
） 
悉
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
悉
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
志
」
ニ
作
ル
。 
 
【
訓
読
】 
養や
父ぶの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
肆よん
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
一いち
十
じ
ゅ
う
二に
。
〉
烽
と
ぶ
ひ
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
な
り
。 
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昔
者
む
か
し
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡めぐ
り
狩
み
そ
な
は
し
し
時とき
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
の
佰
お
ほ
み
姓
た
か
ら
、
部とも
擧こぞ
り
て
參まゐ
集つど
ひ
し
に
、
御み
狗いぬ
、
出い
で
て
吠ほ
え
き
。
此ここ
に
、
一
ひ
と
り
の
産うぶ
婦め
有あ
り
て
臨のぞ
み
見み
る
に
、
御み
狗いぬ
、
即
す
な
は
ち
吠ほ
え
止や
み
き
。
因よ
り
て
犬いぬ
の
聲こえ
止や
む
の
國くに
と
曰い
ふ
。
今いま
、
訛
よ
こ
な
ま
り
て
養や
父ぶの
郡
こ
ほ
り
と
謂い
ふ
。 
鳥と
樔すの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
東
ひ
む
が
し
に
在あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
軽かる
嶋
し
ま
の
明
あ
き
ら
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
譽ほむ
田だの
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
の
み
世よ
、
鳥と
屋や
を
此こ
の
郷さと
に
造つく
り
、
雜
く
さ
ぐ
さ
の
鳥とり
を
取と
り
聚あつ
め
て
、
養か
ひ
訓な
づ
け
て
、
朝
庭
み
か
ど
に
貢たて
上まつ
り
き
。
因よ
り
て
鳥と
屋やの
郷さと
と
曰い
ふ
。
後のち
の
人ひと
、
改
あ
ら
た
め
て
鳥と
樔すの
郷さと
と
曰い
ふ
。 
曰わた
理りの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
。
筑ちく
後ごの
國くに
の
御み
井ゐ
川がは
の
渡
わ
た
り
瀬せ
、
甚いと
廣ひろ
く
、
人ひと
も
畜
け
も
の
も
渡わた
り
難かた
か
り
き
。
茲ここ
に
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡めぐ
り
狩
み
そ
な
は
し
し
時とき
、
生いく
葉は
山やま
に
就つ
き
て
舩ふな
山やま
と
為な
し
、
高かう
羅ら
山やま
に
就つ
き
て
梶かぢ
山やま
と
為な
し
て
、
舩ふね
を
造つく
り
備そな
へ
て
、
人ひと
物
け
も
の
を
漕こ
ぎ
渡わた
し
き
。
因よ
り
て
曰わた
理りの
郷さと
と
曰い
ふ
。 
狭さ
山
や
ま
の
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
此こ
の
山やま
の
行かり
宮みや
に
在いま
し
て
、
俳たち
佪
も
と
ほ
り
四よ
も
を
望
み
そ
な
は
し
し
に
、
四よ
方も
分さ
明や
か
り
き
。
因よ
り
て
分
明
さ
や
け
の
村むら
と
曰い
ふ
。
〈
分
明
さ
や
け
を
佐さ
夜や
氣け
悉し
と
謂い
ふ
。
〉
今いま
、
訛
よ
こ
な
ま
り
て
狭さ
山
や
ま
の
郷さと
と
謂い
ふ
。 
  
三
根
郡 
【
本
文
】 
三
根
郡
。
郷
陸
所
。〈
里
（
69
）
十
七
。〉
駅
壹
所
。〈
小
路
。〉 
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昔
者
。
此
郡
与
二
神
埼
郡
一
。
合
為
二
一
郡
一
。
然
海
部
直
鳥
。
請
分
二
三
根
郡
一
。
即
縁
二
神
埼
（
70
）
郡
三
根
村
之
名
一
。
以
為
二
郡
名
一
。 
物
部
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
此
郷
之
中
。
有
二
神
社
一
。
名
曰
二
物
部
経
津
主
之
神
一
。
曩
者
。
小
墾
田
宮
御
宇
（
71
）
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
。
令
三
來 
目
（
72
）
皇
子
為
二
将
軍
一
。
遣
レ
征
二
伐
新
（
73
）
羅
一
。
于
（
74
）
時
。
皇
子
奉
レ
勅
。
到
二
於
筑
紫
一
。
乃
遣
二
物
部
若
宮
部
一
。
立
二
社
此
村
一
。
鎮
二
祭
其
神
一
。
因
曰
二
物
部
郷
一
。 
漢
部
郷
。〈
在
二
郡
北
（
75
）
一
。〉 
昔
者
。
來
目
皇
子
。
為
レ
征
二
伐
（
76
）
新
羅
一
。
勒
二
忍
海
漢
人
一
。
將
來
居
二
此
村
一
。
令
レ
造
二
兵
器
一
。
因
曰
二
漢
部 
郷
一
。 
米
多
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
此
郷
之
中
有
レ
井
。
名
曰
二
米
多
井
一
。
水
味
鹹
（
77
）
。
曩
者
。
海
藻
生
二
於
此
井
之
底
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇３
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
御
二
覧
井
底
之
海
藻
一
。
即
勅
賜
レ
名
。
曰
二
海
藻
生
井
一
。
今
訛
（
78
）
二
米
多
井
一
。
以
為
二
郷
名
一
。 
  
【
校
異
】 （
69
） 
里
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
里
」
ノ
下
に
「
一
」
ナ
シ
。
神
本
「
一
」
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
（
70
） 
埼
―
底
本
「
𤦺
」、
南
本
・
板
本
「
﨑
」、
校
本
・
山
本
「
埼
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
崎
」
ノ
右
傍
ニ
「
埼
」
ト
記
ス
。
校
本
等
ニ
ヨ
リ
通
用
字
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
71
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
72
） 
令
來
目
―
底
本
・
南
本
「
今
於
因
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
令
來
目
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
73
） 
新
―
底
本
・
南
本
「
雜
」
ニ
誤
ル
。
南
本
頭
注
ニ
「
雜
、
應
作
新
」
ト
記
ス
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
新
」
ニ
作
ル
。 
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（
74
） 
于
―
底
本
・
校
本
「
干
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
「
于
」
ニ
作
ル
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
75
） 
北
―
底
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
校
本
・
山
本
「
北
」、
板
本
「
南
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
南
」
ノ
右
傍
ニ
「
北
」
ト
記
ス
。
南
本
・
校
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
76
） 
伐
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
伐
」。
南
本
「
代
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
77
） 
鹹
―
底
本
「
醎
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
山
本
「
鹹
」
ニ
作
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
78
） 
訛
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
コ
ノ
下
ニ
「
謂
」
ノ
字
ナ
シ
。
校
本
「
例
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
ル
モ
、
底
本
ノ
マ
マ
ト
ス
。
山
本
「
謂
」
ア
リ
。 
  
【
訓
読
】 
三み
根ねの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
陸ろく
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
一いち
十
じ
ゅ
う
七なな
。
〉
駅
う
ま
や
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
〈
小せう
路ろ
。
〉
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
と
神かむ
埼
ざ
き
の
郡
こ
ほ
り
と
、
合あは
せ
て
一ひと
つ
の
郡
こ
ほ
り
為た
り
き
。
然しか
る
に
、
海あ
部まの
直
あ
た
ひ
鳥とり
、
請こ
ひ
て
三み
根ねの
郡
こ
ほ
り
を
分わか
ち
、
即
す
な
は
ち
、
神かむ
埼
ざ
き
の
郡
こ
ほ
り
の
三み
根ねの
村むら
の
名な
に
縁よ
り
て
、
以もち
て
郡
こ
ほ
り
の
名な
と
為な
せ
り
。 
物
も
の
の
部べの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
郷さと
の
中うち
に
神かみ
の
社
や
し
ろ
有あ
り
。
名な
を
物
も
の
の
部べの
経ふ
津つ
主ぬし
の
神かみ
と
曰い
ふ
。
曩
者
む
か
し
、
小を
墾はり
田だの
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
豊とよ
御み
食め
炊
か
し
き
屋や
姫
ひ
め
の
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
來く
目めの
皇み
子こ
を
将
い
く
さ
の
軍きみ
と
為な
し
て
、
新
羅
し
ら
ぎ
を
征
伐
う
た
し
む
。
時とき
に
、
皇み
子こ
、
勅
み
こ
と
の
り
を
奉
う
け
た
ま
は
り
て
、
筑つく
紫し
に
到いた
り
、
乃
す
な
は
ち
、
物
も
の
の
部べの
若わか
宮みや
部べ
を
遣
つ
か
は
し
て
、
社
や
し
ろ
を
此こ
の
村むら
に
立た
て
て
、
其そ
の
神かみ
を
鎮しづ
め
祭まつ
ら
し
む
。
因よ
り
て
物
も
の
の
部べの
郷さと
と
曰い
ふ
。 
漢あや
部べの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
北きた
に
在あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
來く
目めの
皇み
子こ
、
新
羅
し
ら
ぎ
を
征
伐
う
た
む
と
為し
て
、
忍おし
海
ぬ
み
の
漢あや
人ひと
に
勒おほ
せ
て
、
將ゐ
て
來き
て
此こ
の
村むら
に
居す
ゑ
て
、
兵つは
器もの
を
造つく
ら
し
め
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
漢あや
部べの
郷さと
と
曰い
ふ
。 
米め
多たの
郷
こ
ほ
り
。〈
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
郷さと
の
中うち
に
井ゐ
有あ
り
。
名な
を
米め
多た
井ゐ
と
曰い
ふ
。
水みず
の
味あぢ
は
鹹から
し
。
曩
者
む
か
し
、
海
藻
め
、
此こ
の
井ゐ
の
底そこ
に
生お
ひ
た
り
き
。
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
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し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡めぐ
り
狩
み
そ
な
は
し
し
時とき
、
井ゐ
の
底そこ
の
海
藻
め
を
御
覧
み
そ
な
は
し
て
、
即
す
な
は
ち
、
勅
み
こ
と
の
り
し
て
名な
を
賜たま
ひ
て
、
海
藻
め
生お
ふ
る
井ゐ
と
曰い
ふ
。
今いま
、
米め
多た
井ゐ
と
訛
よ
こ
な
ま
り
て
以もち
て
郷さと
の
名な
と
為な
せ
り
。 
  
神
埼
郡 
【
本
文
】 
神
埼
（
79
）
郡
。
郷
玖
所
。〈
里
廿
（
80
）
六
。〉
驛
壹
所
（
81
）
。
烽
壹
所
。
寺
壹
所
。〈
僧
寺
。〉 
昔
者
。
此
郡
有
二
荒
神
一
。
往
來
之
人
。
多
被
二
殺
害
一
。
纏
向
日
（
82
）
代
宮
御
宇
（
83
）
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
此
神
和
平
（
84
）
。
自
レ
尓
以
来
。
無
二
更
有
一
レ
殃
（
85
）
。
因
曰
二
神
埼
（
79
）
郡
一
。 
三
根
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。〉 
此
郷
有
レ
川
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
入
レ
海
。
有
二
年
魚
一
。
同
天
皇
行
幸
之
時
。
御
舩
從
二
其
川
湖
（
86
）
一
来
。 
御
二
宿
此
村
一
。
天
皇
勅
曰
。
夜
裏
（
87
）
御
寐
。
甚
有
二
安
穩
一
。
此
村
可
レ
謂
二
天
皇
御
寐
安
村
一
。
因
名
二
御
寐
一
。
今
改
二
寐
字
一
為
レ
根
。 
舩
帆
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。〉 
同
天
皇
巡
行
（
88
）
之
時
。
諸
氏
人
等
。
擧
レ
落
乘
（
89
）
レ
舩
。
擧
レ
帆
參
二
集
於
三
根
川
之
（
90
）
津
一
。
供
二
奉
天
皇
一
。
因
曰
二
舩
帆
郷
一
。
又
御
舩
沈
石
四
顆
。
存
二
乎
（
91
）
其
津
邊
一
。
此
中
一
顆
。〈
高
六
尺
。
径
（
92
）
五
尺
。〉
一
顆
。〈
高
八
尺
。
径
（
92
）
五
尺
。〉
無
レ
子
婦
女
。
就
二
此
二
石
一
。
恭
祷
祈
者
。
必
得
二
任
（
93
）
産
一
。
一
顆
。〈
高
四
尺
。
径
（
92
）
五
尺
。〉
一
顆
。〈
高
三
尺
。
径
（
92
）
四
尺
。〉
亢
（
94
）
旱
之
時
。
就
二
此
二
石
一
。
雩
并
祈
者
。
必
為
二
雨
（
95
）
落
一
。 
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蒲
田
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
御
二
宿
此
郷
西
（
96
）
一
。
薦
二
御
膳
一
之
（
97
）
時
。
蝿
甚
多
鳴
。
其
聲
大
囂
。
天
皇
勅
云
。
蝿
聲
甚
囂
。
因
曰
二
囂
郷
一
。
今
謂
二
蒲
田
郷
一
訛
也
。 
琴
木
岡
。〈
高
二
丈
周
五
十
丈
。
在
二
郡
南
一
。〉 
此
地
平
原
。
元
来
無
レ
岡
。
大
足
彦
天
皇
勅
曰
。
此
地
之
形
。
必
可
レ
有
レ
岡
。
即
令
二
群
臣
（
98
）
一
。
起
二
造
此
岡
一
。
造
畢
之
時
。
登
レ
岡
宴
賞
。
興
闌
之
後
。
竪
二
其
御
琴
一
。
々
（
99
）
化
二
為
樟
一
。〈
高
五
尺
。
周
三
丈
。〉
因
曰
二
琴
木
岡
一
。 
宮
處
郷
。〈
在
二
郡
西
南
一
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
於
二
此
村
一
奉
二
造
行
宮
一
。
因
曰
二
宮
處
郷
一
。 
  
【
校
異
】 （
79
） 
埼
―
底
本
「
𤦺
」、
南
本
「
﨑
」、
板
本
・
校
本
・
山
本
「
埼
」
ニ
作
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
ニ
ヨ
リ
通
用
字
ノ
「
埼
」
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
80
） 
廿
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
廿
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
二
十
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
81
） 
烽
壹
所
―
底
本
・
山
本
ニ
記
載
ア
リ
。
南
本
・
板
本
缺
ク
。
新
考
「
△
△
△
」
ノ
右
傍
ニ
「
烽
壹
所
」
ト
記
ス
。
校
本
ハ
本
文
ニ
補
フ
。 
 
 
 
 
 
（
82
） 
日
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ニ
ア
リ
。
南
本
缺
ク
。 
 
 
 
 
 
（
83
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
84
） 
平
―
底
本
・
山
本
「
乎
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
85
） 
殃
―
底
本
・
南
本
「
挾
」
ニ
誤
ル
。
板
本
「
悚
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
狹
」
ノ
右
傍
ニ
「
殃
」
ト
記
ス
。
校
本
、『
新
考
』
ニ
ヨ
リ
「
殃
」
ニ
改
ム
。
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
86
） 
湖
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
湖
」
ニ
作
ル
。
板
本
「
瀬
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
瀬
」
ノ
右
傍
ニ
「
湖
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
87
） 
裏
―
底
本
・
南
本
「
裏
」
ニ
近
イ
字
ニ
作
ル
。
板
本
「
素
」
ニ
作
ル
。
新
考
「 
」
ノ
右
傍
ニ
「
裏
」
ト
記
ス
。
校
本
「『
新
考
』
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
神
本
・
山
本
「
裏
」
ニ
作
ル
。
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
88
） 
行
―
底
本
・
山
本
「
行
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
狩
」、
校
本
・
神
本
「
幸
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
89
） 
乘
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
「
葉
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
葉
」
ノ
右
傍
ニ
「
乘
」
ト
記
ス
。
神
本
・
山
本
「
乗
」
ニ
作
ル
。
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
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（
90
） 
之
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
之
」
ノ
字
ア
リ
。
板
本
ナ
シ
。
新
考
「
△
」
ノ
右
傍
ニ
「
之
」
ト
記
ス
。 
（
91
） 
乎
―
底
本
ハ
小
字
、
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ハ
大
字
デ
記
ス
。
板
本
・
新
考
ニ
ハ
ナ
シ
。
大
系
本
「
南
に
よ
り
削
る
」
ト
ア
ル
ハ
誤
。
南
本
・
校
本
ニ
ヨ
リ
大
字
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
92
） 
径
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
径
」、
板
本
「
經
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
經
」
ノ
右
傍
ニ
「
径
」
ト
記
ス
。 
（
93
） 
任
―
底
本
・
山
本
「
任
」
、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
妊
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
94
） 
亢
―
底
本
「
㐳
」
ノ
如
キ
字
ヲ
記
シ
、
右
傍
ニ
「
凡
欤
」
ト
注
ス
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
亢
」
ニ
作
ル
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
95
） 
雨
―
底
本
・
南
本
「
兩
」
ニ
誤
ル
。
南
本
頭
注
ニ
「
兩
、
應
作
雨
」
ト
記
ス
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
96
） 
西
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ニ
ア
リ
。
大
系
本
、
文
例
ニ
ヨ
リ
下
ノ
「
薦
」
ノ
誤
写
重
記
ト
シ
テ
削
ル
。
是
ナ
ル
ガ
如
キ
モ
暫
ク
原
字
ヲ
存
ス
。 
 
 
 
 
 
（
97
） 
之
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
薦
」
ノ
下
ニ
記
ス
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
御
膳
」
ノ
下
ニ
記
ス
。
大
系
本
「『
薦
』
の
上
（
マ
マ
）
に
あ
る
」
ト
記
ス
ハ
誤
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
98
） 
臣
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
山
本
「
下
」
ニ
作
ル
。
板
本
・
新
考
「
丁
」
ニ
作
ル
。
大
系
本
「
或
は
『
臣
』
の
略
書
体
と
す
べ
き
か
。」
ト
ア
ル
ニ
神
本
従
フ
。
神
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
99
） 
々
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
山
本
「
々
」、
南
本
・
校
本
・
神
本
「
琴
」
ニ
作
ル
。 
  
【
訓
読
】 
神かむ
埼
ざ
き
の
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
玖
き
ゅ
う
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
廿
に
じ
ゅ
う
六ろく
。
〉
驛
う
ま
や
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
。
烽
と
ぶ
ひ
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
。
寺てら
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
〈
僧
ほ
ふ
し
の
寺てら
。
〉
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
に
荒あら
ぶ
る
神かみ
有あ
り
。
往ゆき
來き
の
人ひと
、
多さは
に
殺
害
こ
ろ
さ
れ
き
。
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡めぐ
り
狩
み
そ
な
は
し
し
時とき
、
此こ
の
神かみ
和
平
や
は
ら
ぎ
き
。
尓それ
よ
り
以この
来かた
、
更また
、
殃まが
有あ
る
こ
と
無な
し
。
因よ
り
て
神かむ
埼
ざ
き
の
郡
こ
ほ
り
と
曰い
ふ
。 
三み
根ねの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
郷さと
に
川かは
有あ
り
。
其そ
の
源
み
な
も
と
は
郡
こ
ほ
り
の
北きた
の
山やま
よ
り
出い
で
、
南
み
な
み
に
流なが
れ
て
海うみ
に
入い
る
。
年あ
魚ゆ
有あ
り
。
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
の
時とき
、
御み
舩ふね
、
其そ
の
川かは
の
湖
み
な
と
よ
り
来き
て
、
此こ
の
村むら
に
宿やど
り
ま
し
き
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅
み
こ
と
の
り
し
て
の
た
ま
ひ
し
く
、「
夜
裏
よ
る
は
御み
寐ね
、
甚いと
安
穩
や
す
か
り
き
。
此こ
の
村むら
は
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
の
御み
寐ね
安
や
す
の
村むら
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
御み
寐ね
と
名な
づ
く
。
今いま
、
寐ね
の
字じ
を
改
あ
ら
た
め
て
根ね
と
為な
せ
り
。 
舩ふな
帆ほの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
に
在あ
り
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡
行
い
で
ま
し
し
時とき
、
諸
も
ろ
も
ろ
の
氏うぢ
人びと
等ら
、
落むら
擧こぞ
り
て
舩ふね
に
乘の
り
、
帆ほ
を
擧あ
げ
て
三み
根ね
川がは
の
津つ
に
參まゐ
集つど
ひ
て
、
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
に
供つか
へ
奉まつ
り
き
。
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因よ
り
て
舩ふな
帆ほの
郷さと
と
曰い
ふ
。
又また
、
御み
舩ふね
の
沈
石
い
か
り
四よ
顆つ
、
其そ
の
津つ
の
邊
ほ
と
り
に
存あ
り
。
此こ
の
中うち
の
一
顆
ひ
と
つ
は
、〈
高たか
さ
は
六ろく
尺
し
ゃ
く
、
径
わ
た
り
は
五ご
尺
し
ゃ
く
な
り
。
〉
一
顆
ひ
と
つ
は
、〈
高たか
さ
は
八はっ
尺
し
ゃ
く
、
径
わ
た
り
は
五ご
尺
し
ゃ
く
な
り
。
〉
子こ
無な
き
婦
女
を
み
な
、
此こ
の
二ふた
つ
の
石いし
に
就つ
き
て
、
恭ゐや
び
祷
祈
こ
ひ
の
ら
ば
、
必
か
な
ら
ず
任こ
産う
む
こ
と
を
得う
。
一
顆
ひ
と
つ
は
、
〈
高たか
さ
は
四よん
尺
し
ゃ
く
、
径
わ
た
り
は
五ご
尺
し
ゃ
く
。
〉
一
顆
ひ
と
つ
は
、〈
高たか
さ
は
三さん
尺
し
ゃ
く
、
径
わ
た
り
は
四よん
尺
し
ゃ
く
。
〉
亢
旱
ひ
で
り
の
時とき
、
此こ
の
二ふた
つ
の
石いし
に
就つ
き
て
雩
あ
ま
ご
ひ
し
、
并あは
せ
て
祈いの
ら
ば
、
必
か
な
ら
ず
雨あめ
落ふ
る
。 
蒲かま
田だの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
に
在あ
り
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
此こ
の
郷さと
の
西にし
に
宿やど
り
ま
し
き
。
御み
膳け
を
薦すす
め
ま
つ
り
し
時とき
、
蝿はへ
、
甚いと
多さは
に
鳴な
き
、
其そ
の
聲こゑ
、
大いた
く
囂
か
ま
び
す
し
か
り
き
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅
云
の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
蝿はへ
の
聲こゑ
、
甚あな
囂かま
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
囂
か
ま
の
郷さと
と
曰い
ふ
。
今いま
、
蒲かま
田だの
郷さと
と
謂い
ふ
は
訛
よ
こ
な
ま
れ
る
な
り
。 
琴こと
木きの
岡をか
。〈
高たか
さ
は
二に
丈
じ
ょ
う
、
周めぐ
り
は
五ご
十
じ
ゅ
う
丈
じ
ょ
う
。
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
地
と
こ
ろ
は
平
原
は
ら
に
し
て
、
元もと
来より
岡をか
無な
か
り
き
。
大おほ
足
た
ら
し
彦
ひ
こ
の
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅
曰
の
た
ま
ひ
し
く
、「
此こ
の
地
と
こ
ろ
の
形
か
た
ち
、
必
か
な
ら
ず
岡をか
有あ
る
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
即
す
な
は
ち
群
ま
へ
つ
臣
ぎ
み
た
ち
に
令おほ
せ
て
、
此こ
の
岡をか
を
起おこ
し
造つく
ら
し
む
。
造つく
り
畢を
へ
し
時とき
、
岡をか
に
登のぼ
り
て
宴
賞
う
た
げ
し
た
ま
ふ
。
興
あ
そ
び
、
闌す
ぎ
し
後のち
、
其そ
の
御み
琴こと
を
竪た
て
た
ま
ひ
し
に
、
琴こと
、
樟
く
す
の
き
と
化
為
な
り
き
。〈
高たか
さ
は
五ご
尺
し
ゃ
く
、
周めぐ
り
は
三さん
丈
じ
ょ
う
。
〉
因よ
り
て
琴こと
木きの
岡をか
と
曰い
ふ
。 
宮みや
處この
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
此こ
の
村むら
に
行かり
宮みや
を
造つく
り
奉まつ
り
き
。
因よ
り
て
宮みや
處この
郷さと
と
曰い
ふ
。 
  
佐
嘉
郡 
【
本
文
】 
145 
佐
嘉
郡
。
郷
陸
所
。〈
里
一
（
100
）
十
九
。〉
驛
壹
所
。
寺
壹
所
（
101
）
。 
昔
者
。
樟
樹
一
株
。
生
二
於
此
村
一
。
幹
枝
秀
高
。
莖
葉
（
102
）
繁
（
103
）
茂
。
朝
日
之
影
。
蔽
二
杵
嶋
郡
蒲
川
山
一
。
暮
日
之
影
。
蔽
二
養
父
郡
草
横
（
104
）
山
一
也
。
日
本
武
尊
巡
幸
之
時
。
御
二
覧
樟
（
105
）
茂
榮
一
。
勅
（
106
）
曰
（
107
）
。
此
国
可
レ
謂
二
榮
国
一
。
因
曰
二
榮
郡
一
。
後
改
（
108
）
号
二
佐
嘉
郡
一
。
一
云
。
郡
西
有
レ
川
。
名
曰
二
佐
嘉
川
一
。
年
（
109
）
魚
有
レ
之
。
其
源 
出
二
郡
北
（
110
）
山
一
。
南
流
入
レ
海
。
此
（
111
）
川
上
有
二
荒
神
一
。
来
（
112
）
之
人
。
生
レ
半
殺
レ
半
（
113
）
。
於
レ
茲
。
縣
主
等
祖
大
荒
田
占
（
114
）
問
。
于
（
115
）
レ
時
。
有
二
土
蜘
蛛
。
大
山
田
女
。
狭
（
116
）
山
田
女
一
。
二
女
子
云
。
取
二
下
田
村
之
土
一
。
作
二
人
形
。
馬
形
一
。
祭
二
祀
此
神
一
。
必
有
二
應
和
一
。
大
荒
田
即
隨
二
其
辞
一
祭
二
此
神
一
。
々
（
117
）
歆
二
此
祭
一
。
遂
應
和
之
。
於
レ
茲
。
大
荒
田
云
。
此
婦
如
レ
是
實
賢
女
。
故
以
二
賢
女
一
。
欲
レ
為
二
国
名
一
。
因
曰
二
賢
女
郡
一
。
今
謂
二
佐
嘉 
郡
一
訛
也
。
又
此
川
上
有
二
石
神
一
。
名
曰
二
世
田
姫
一
。
海
神
年
常
。〈
謂
二
鰐
魚
（
118
）
一
。〉
逆
レ
流
潛
上
。
到
二
此
神
所
一
。
海
底
小
魚
。
多
相
從
之
。
或
人
畏
二
其
魚
一
者
無
レ
殃
。
或
人
捕
食
者
有
レ
死
。
凡
此
魚
等
。
住
二
二
三
日
一
。
還
而
入 
レ
海
。 
  
【
校
異
】 （
100
） 
一
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
一
」
ア
リ
。
南
本
・
板
本
・
新
考
ナ
シ
。 
 
 
 
 
 
（
101
） 
所
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
コ
ノ
下
ニ
記
述
ナ
シ
。
神
本
「
巻
首
ノ
注
ト
文
例
ニ
ヨ
レ
バ
、
コ
ノ
下
ニ
『
僧
寺
』
ト
ア
ル
ベ
キ
カ
。」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
102
） 
葉
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
山
本
ナ
シ
。
新
考
「
△
」
ノ
右
傍
ニ
「
葉
」
ト
記
ス
。
校
本
「『
新
考
』
ニ
ヨ
リ
補
フ
。」
ト
ス
。
神
本
「
葉
」
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
（
103
） 
繁
―
底
本
「
蘩
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
繁
」
ニ
作
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
通
用
字
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
104
） 
横
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
横
」
ニ
作
ル
。
新
考
ハ
「
穗
」
ノ
誤
カ
、
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
105
） 
樟
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ア
リ
。
新
考
「
△
」
ノ
右
傍
ニ
「
樟
」
ト
記
ス
。 
（
106
） 
勅
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ア
リ
。
板
本
ナ
シ
。
新
考
「
△
」
ノ
右
傍
ニ
「
勅
」
ト
記
ス
。 
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（
107
） 
曰
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
山
本
ナ
シ
。
板
本
・
新
考
「
曰
」
ア
リ
。
神
本
「『
新
考
』
ニ
ヨ
リ
補
フ
。」
ト
ス
ル
ニ
従
フ
。 
 
 
 
 
 
（
108
） 
改
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
改
」。
南
本
「
故
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
109
） 
年
―
底
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
年
」。
南
本
「
并
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
110
） 
北
―
底
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
北
」
ニ
作
ル
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
111
） 
此
―
底
本
・
南
本
・
板
本
「
山
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
山
」
ノ
右
傍
ニ
「
此
」
ト
記
ス
。
校
本
「『
新
考
』
ニ
ヨ
リ
改
ム
、
神
本
・
山
本
「
此
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
112
） 
来
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
来
」
ノ
上
ニ
「
往
」
ノ
字
ナ
シ
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
往
」
ア
リ
。
校
本
「
榊
本
按
ニ
ヨ
リ
補
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
113
） 
生
半
殺
半
―
底
本
・
南
本
・
神
本
・
山
本
「
生
半
殺
半
」、
板
本
・
新
考
・
校
本
「
半
生
半
殺
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
114
） 
占
―
底
本
・
南
本
「
古
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
占
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
宗
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
大
系
本
「
南
に
よ
る
。」
ト
記
ス
ハ
誤
。 
 
 
 
 
 
（
115
） 
于
―
底
本
・
校
本
「
干
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
「
于
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
116
） 
狭
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
狭
」、
南
本
「
挟
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
117
） 
々
―
底
本
・
山
本
「
々
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
神
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
118
） 
謂
鰐
魚
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
海
神
年
常
」
ノ
分
注
ト
ス
。
校
本
頭
注
ニ
「
異
本
ニ
『
海
神
ノ
分
註
ト
ス
』
ト
ア
リ
」
ト
注
ス
。
纂
註
・
全
集
本
ハ
「
海
神
」
ノ
分
注
ト
ス
。 
  
【
訓
読
】 
佐さ
嘉かの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
陸ろく
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
一いち
十
じ
ゅ
う
九
き
ゅ
う
。
〉
驛
う
ま
や
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
。
寺てら
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
樟
樹
く
す
の
き
一ひと
株もと
、
此こ
の
村むら
に
生お
ふ
。
幹もと
と
枝え
秀
高
た
か
く
、
莖くき
と
葉は
繁
茂
し
げ
り
、
朝あさ
日ひ
の
影かげ
、
杵き
嶋
し
ま
の
郡
こ
ほ
り
の
蒲かま
川かは
山やま
を
蔽おほ
ひ
、
暮ゆふ
日ひ
の
影かげ
、
養や
父ぶの
郡
こ
ほ
り
の
草くさ
横よこ
山やま
を
蔽おほ
へ
り
。
日
本
や
ま
と
武
た
け
る
の
尊
み
こ
と
、
巡めぐ
り
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
樟
く
す
の
き
の
茂しげ
り
榮さか
え
た
る
を
覧み
ま
し
て
、
勅
曰
の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
此こ
の
国くに
は
榮
さ
か
の
国くに
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
榮
さ
か
の
郡
こ
ほ
り
と
曰い
ふ
。
後のち
に
改
あ
ら
た
め
て
佐さ
嘉かの
郡
こ
ほ
り
と
号なづ
く
。
一
あ
る
ひ
と
云い
へ
ら
く
、
郡
こ
ほ
り
の
西にし
に
川かは
有あ
り
。
名な
を
佐さ
嘉か
川かは
と
曰い
ふ
。
年あ
魚ゆ
有あ
り
。
其そ
の
源
み
な
も
と
は
郡
こ
ほ
り
の
北きた
の
山やま
よ
り
出いで
て
、
南
み
な
み
に
流なが
れ
て
海うみ
に
入い
る
。
此こ
の
川かは
上かみ
に
荒あら
ぶ
る
神かみ
有あ
り
。
来き
た
る
人ひと
の
半
な
か
ば
を
生い
か
し
、
半
な
か
ば
を
殺ころ
し
き
。
茲ここ
に
、
縣
あ
が
た
主ぬし
等ら
の
祖そ
大おほ
荒あら
田た
占うら
問ど
ひ
き
。
時とき
に
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
、
大おほ
山やま
田だ
女め
・
狭さ
山やま
田だ
女め
有あ
り
。
二
ふ
た
り
の
女
子
を
み
な
の
云い
ひ
し
く
、「
下しも
田だ
村むら
の
土つち
を
取と
り
て
、
人ひと
形がた
・
馬うま
形がた
を
作つく
り
て
、
此こ
の
神かみ
を
祭
祀
ま
つ
ら
ば
、
必
か
な
ら
ず
應
和
や
は
ら
ぎ
な
む
。」
と
い
ふ
。
大おほ
荒あら
田た
、
即
す
な
は
147 
ち
其そ
の
辞
こ
と
ば
の
隨
ま
に
ま
に
此こ
の
神かみ
を
祭まつ
る
。
神かみ
、
此こ
の
祭
ま
つ
り
を
歆う
け
て
、
遂つひ
に
應
和
や
は
ら
ぎ
き
。
茲ここ
に
、
大おほ
荒あら
田た
云い
ひ
し
く
、「
此こ
の
婦
を
み
な
、
如
是
か
く
、
實
ま
こ
と
に
賢
さ
か
し
女め
な
り
。
故かれ
、
賢
さ
か
し
女め
を
以もち
て
、
国くに
の
名な
と
為せ
む
と
欲おも
ふ
。」
と
い
ふ
。
因よ
り
て
賢
さ
か
し
女めの
郡
こ
ほ
り
と
曰い
ふ
。
今いま
、
佐さ
嘉かの
郡
こ
ほ
り
と
謂い
ふ
は
訛
よ
こ
な
ま
れ
る
な
り
。
又また
、
此こ
の
川かは
上かみ
に
石いし
神がみ
有あ
り
。
名な
を
世よ
田た
姫ひめ
と
曰い
ふ
。
海うみ
の
神かみ
年とし
常ごと
に
、〈
鰐わ
魚に
を
謂い
ふ
。
〉
流なが
れ
に
逆
さ
か
ら
ひ
て
潛くぐ
り
上のぼ
り
て
、
此こ
の
神かみ
の
所
と
こ
ろ
に
到いた
る
に
、
海うみ
の
底そこ
の
小こ
魚うを
、
多さは
に
相あひ
從
し
た
が
ふ
。
或ある
る
は
、
人ひと
、
其そ
の
魚うを
を
畏
か
し
こ
め
ば
殃まが
無な
く
、
或あ
る
は
、
人ひと
、
捕と
り
食くら
へ
ば
死し
ぬ
る
こ
と
有あ
り
。
凡すべ
て
此こ
の
魚うを
等ども
、
二
ふ
つ
か
三み
日か
住とど
ま
り
、
還かへ
り
て
海うみ
に
入い
る
。 
  
小
城
郡 
【
本
文
】 
小
城
郡
。
郷
漆
所
。〈
里
廿
（
119
）
。〉
驛
壹
所
。
烽
（
120
）
壹
所
。 
昔
者
。
此
村
有
二
土
蜘
蛛
一
。
造
レ
堡
隱
之
。
不
レ
從
二
皇
命
一
。
日
本
武
尊
巡
幸
之
日
。
皆
悉
誅
之
。
因
号
二
小
城
郡
一
。 
  
【
校
異
】 （
119
） 
廿
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
廿
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
二
十
」
ニ
作
ル
。 
（
120
） 
烽
―
底
本
「
炩
」
ノ
如
キ
字
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
烽
」
ニ
作
ル
ニ
ヨ
リ
テ
改
ム
。 
 
【
訓
読
】 
小を
城きの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
漆なな
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
廿
に
じ
ゅ
う
。
〉
驛
う
ま
や
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
。
烽
と
ぶ
ひ
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
此こ
の
村むら
に
土つち
蜘ぐ
蛛も
有あ
り
。
堡をき
を
造つく
り
て
隱かく
り
、
皇おほ
命
み
こ
と
に
從
し
た
が
は
ず
。
日
本
や
ま
と
武
た
け
る
の
尊
み
こ
と
、
巡めぐ
り
幸
い
で
ま
し
し
日ひ
、
皆みな
悉
こ
と
ご
と
に
誅
つ
み
な
ひ
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
小を
城きの
郡
こ
ほ
り
と
号なづ
く
。 
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松
浦
郡 
【
本
文
】 
松
浦
郡
。
郷
壹
拾
壹
所
。〈
里
廿
（
121
）
六
。〉
驛
伍
所
。
烽
捌
所
。 
昔
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
三
征
二
伐
新
羅
一
。
行
二
於
此
郡
一
。
而
進
二
食
於
（
122
）
玉
嶋
小
河
（
123
）
之
側
一
。
於
レ
茲
。
皇
后
勾
レ
針
為
レ
鈎
（
124
）
。
飯
粒
為
レ
餌
。
裳
絲
為
レ
緡
。
登
二
河
中
之
石
一
。
捧
レ
鈎
（
124
）
祝
曰
。
朕
欲
下
征
二
伐
新
羅
一
。
求
中
彼
財
寳
上
。
其
事
成
レ
功
凱
旋
者
。
細
鱗
之
魚
。
呑
二
朕
鈎
（
124
）
緡
一
。
既
而
投
レ
鈎
（
124
）
。
片
時
。
果
得
二
其
魚
一
。
皇
后
曰
。
甚
希
見
物
。〈
希
見
。
謂
二
梅
豆
羅
志
一
。〉
因
曰
二
希
見
國
一
。
今
訛
謂
二
松
浦
郡
一
。
所
以
。
此
国
婦
女
。
孟
夏
四
月
。
常
以
レ
針
釣
二
之
（
125
）
年
魚
一
。
男
夫
雖
（
126
）
レ
釣
。
不
レ
能
レ
獲
（
127
）
之
。 
鏡
渡
。〈
在
二
郡
北
（
128
）
一
。〉 
昔
者
。
檜
隈
廬
入
野
宮
御
宇
（
129
）
武
小
廣
國
押
楯
天
皇
之
世
。
遣
二
大
伴
狭
手
彦
連
一
。
鎮
二
任
那
之
國
一
。
兼
救
二
百
濟
之
國
一
。
奉
レ
命
到
来
。
至
二
於
此
村
一
。
即
娉
二
篠
原
村
。〈
篠
。
謂
二
志
弩
（
130
）
一
。〉
帥
（
131
）
弟
日
姫
子
一
成
レ
婚
。 
〈
日
下
（
132
）
部
君
等
祖
也
。〉
容
貌
（
133
）
美
麗
。
特
絶
二
人
間
（
134
）
一
。
分
別
之
日
。
取
レ
鏡
與
レ
婦
。
々
（
135
）
含
二
悲 
渧
（
136
）
一
。
渡
二
栗
川
一
。
所
（
137
）
レ
与
之
鏡
。
緒
絶
沈
レ
川
。
因
名
二
鏡
渡
一
。 
  
【
校
異
】 （
121
） 
廿
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
廿
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
二
十
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
122
） 
於
―
以
下
「
裳
」
マ
デ
ノ
二
十
字
、
底
本
ハ
脱
シ
テ
右
傍
ニ
細
字
デ
補
フ
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ハ
本
文
ニ
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
（
123
） 
河
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
河
」。
南
本
「
何
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
124
） 
鈎
―
底
本
・
南
本
・
校
本
「
釣
」
、
板
本
・
山
本
「
鈎
」、
新
考
「
鉤
」
ニ
作
ル
。
板
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。
神
本
「
鉤
」
ト
シ
、
「
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
125
） 
之
―
底
本
・
南
本
・
神
本
・
山
本
ア
リ
。
板
本
・
新
考
ナ
シ
。
校
本
「
之
」
ヲ
「
衍
ナ
ラ
ン
」
ト
ス
レ
ド
、
神
本
「
原
ノ
マ
マ
ト
ス
ル
」
ニ
従
フ
。 
149 
 
 
 
 
 
（
126
） 
雖
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
雖
」。
南
本
・
板
本
「
羅
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
羅
」
ノ
右
傍
ニ
「
雖
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
127
） 
獲
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
獲
」。
南
本
・
板
本
「
羅
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
羅
」
ノ
右
傍
ニ
「
獲
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
128
） 
北
―
底
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
129
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
130
） 
弩
―
底
本
「
弩
師
」、
南
本
「
奴
師
」、
板
本
「
奴
」
、
校
本
・
神
本
・
山
本
「
弩
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
131
） 
帥
―
底
本
・
南
本
ハ
直
前
分
注
ニ
「
師
」
ト
記
ス
。
大
系
本
ハ
「
師
」
ヲ
衍
ト
ス
ル
ガ
、
校
本
「
榊
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
ル
ニ
従
フ
。
板
本
「
帥
」
ナ
シ
。
山
本
「
帥
」
ヲ
衍
字
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
132
） 
日
下
―
底
本
・
校
本
・
神
本
「
日
下
」
、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
山
本
「
日
下
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
133
） 
貌
―
底
本
「
貇
」
ニ
誤
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
134
） 
間
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
間
」。
南
本
「
門
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
135
） 
々
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
山
本
「
々
」、
南
本
・
校
本
・
神
本
「
婦
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
136
） 
渧
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
渧
」、
南
本
・
板
本
「
啼
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
啼
」
ノ
右
傍
ニ
「
渧
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
137
） 
所
―
底
本
・
南
本
「
可
」、
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
所
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
榊
本
按
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
【
訓
読
】 
松まつ
浦らの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
壹いち
捨
じ
ゅ
う
壹いっ
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
廿
に
じ
ゅ
う
六ろく
。
〉
驛
う
ま
や
は
伍ご
所
と
こ
ろ
。
烽
と
ぶ
ひ
は
捌はち
所
と
こ
ろ
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
氣おき
長なが
足
た
ら
し
姫
ひ
め
の
尊
み
こ
と
、
新
羅
し
ら
ぎ
を
征
伐
う
た
む
と
欲
お
も
ほ
し
て
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
に
行い
で
ま
し
て
、
玉たま
嶋しま
の
小を
河がは
の
側
ほ
と
り
に
進
食
み
を
し
し
た
ま
ふ
。
茲ここ
に
、
皇
后
き
さ
き
、
針はり
を
勾ま
げ
て
鉤ち
と
為な
し
、
飯いひ
粒ぼ
を
餌ゑ
と
為な
し
、
裳も
絲いと
を
緡
つ
り
を
と
為な
し
て
、
河かは
中なか
の
石いし
に
登のぼ
り
て
、
鉤ち
を
捧ささ
げ
て
祝
曰
の
ひ
た
ま
ひ
し
く
、「
朕あれ
、
新
羅
し
ら
ぎ
を
征
伐
う
ち
て
、
彼か
の
財
寳
た
か
ら
を
求もと
め
ま
く
と
欲
お
も
ほ
す
。
其そ
の
事こと
、
功
い
さ
を
成な
り
て
凱
旋
か
ち
か
へ
ら
む
は
、
細
鱗
あ
ゆ
の
魚うを
、
朕あ
が
鉤
緡
つ
り
を
呑の
め
。」
と
の
た
ま
ふ
。
既すで
に
し
て
鉤ち
を
投な
げ
た
ま
ふ
に
、
片
時
し
ま
し
に
て
、
果はた
し
て
其そ
の
魚うを
を
得え
た
ま
ふ
。
皇
后
き
さ
き
、
曰の
り
た
ま
は
く
、「
甚あな
、
希
見
め
づ
ら
し
き
物もの
な
り
。
〈
希
見
め
づ
ら
を
梅め
豆づ
羅ら
志し
と
謂い
ふ
。
〉」と
の
た
ま
ふ
。因よ
り
て
希
見
め
づ
ら
の
國くに
と
曰い
ふ
。今いま
、
訛
よ
こ
な
ま
り
て
松まつ
浦らの
郡
こ
ほ
り
と
謂
ふ
。所
以
ゆ
ゑ
に
、此こ
の
国くに
の
婦
女
を
み
な
、孟
夏
四
月
う
づ
き
に
は
常つね
に
針はり
を
以もち
て
年
魚
あ
ゆ
を
釣
る
。
男
夫
を
と
こ
は
釣つ
る
と
雖
い
へ
ど
も
、
獲と
る
こ
と
能あた
は
ず
。 
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鏡
か
が
み
の
渡
わ
た
り
。〈
郡
こ
ほ
り
の
北きた
に
在あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
檜ひの
隈
く
ま
の
廬いほ
入り
野のの
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
武たけ
小を
廣ひろ
國くに
押おし
楯
た
て
の
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
の
み
世よ
、
大おほ
伴
と
も
の
狭さ
手で
彦
ひ
こ
の
連
む
ら
じ
を
遣つか
は
し
て
、
任みま
那な
の
國くに
を
鎮しづ
め
、
兼また
、
百
濟
く
だ
ら
の
國くに
を
救すく
は
し
め
た
ま
ふ
。
命
み
こ
と
を
奉
う
け
た
ま
は
り
て
到いた
り
来き
て
、
此こ
の
村むら
に
至いた
る
。
即
す
な
は
ち
篠しの
原
は
ら
の
村むら
〈
篠しの
は
志し
弩の
と
謂い
ふ
。
〉
の
弟おと
日ひ
姫ひめ
子こ
を
娉
つ
ま
ど
ひ
て
、
婚
ま
ぐ
は
ひ
を
成な
し
き
。〈
日くさ
下か
部べの
君きみ
等ら
の
祖おや
な
り
。
〉
容
貌
か
ほ
美
麗
き
ら
き
ら
し
く
、
特こと
に
人
ひ
と
の
間よ
に
絶すぐ
れ
た
り
。
分
別
わ
か
る
る
日ひ
、
鏡
か
が
み
を
取と
り
て
婦
を
み
な
に
與あた
へ
き
。
婦
を
み
な
、
悲かな
し
み
渧
な
み
だ
を
含ふく
み
、
栗くり
川かは
を
渡わた
る
に
、
与あた
へ
ら
れ
し
鏡
か
が
み
、
緒を
絶た
へ
て
川かは
に
沈しづ
み
き
。
因よ
り
て
鏡
か
が
み
の
渡
わ
た
り
と
名な
づ
く
。 
  
【
本
文
】 
褶
振
峯
。〈
在
二
郡
東
烽
（
138
）
家
（
139
）
一
。
名
曰
二
褶
振
烽
（
140
）
一
。〉 
大
伴
狭
手
彦
連
。
發
舩
渡
二
任
那
一
之
時
。
弟
（
141
）
日
姫
子
。
登
レ
此
用
レ
褶
振
招
。
因
名
二
褶
振
峯
（
142
）
一
。
然
弟
（
143
）
日
姫
子
。
与
二
狭
手
彦
連
一
相
分
。
經
二
五
日
一
之
後
。
有
レ
人
毎
レ
夜
来
。
与
レ
婦
共
寝
。
至
レ
曉
早
帰
。
容
止
形
貌
（
144
）
。
似
二
狭
手
彦
一
。
婦
抱
二
其
恠
（
145
）
一
。
不
レ
得
二
忍
默
一
。
竊
用
二
續
（
146
）
麻
一
。
繋
二
其
人
襴
（
147
）
一
。
随
レ
麻
尋
往
。
到
二
此
峯
頭
之
沼
邊
一
。
有
二
寝
蛇
一
。
身
人
而
沈
二
沼
底
一
。
頭
蛇
而
臥
二
沼
脣
（
148
）
一
。
忽
化
二
為
人
一
。
即
語
（
149
）
云
。 
志
怒
波
羅
能 
意
登
比
賣
能
古
素 
佐
比
登
由
母 
為
祢
弖
牟
志
太
夜 
伊
幣
尓
久
太
佐
牟
也
。 
于
（
150
）
レ
時
。
弟
日
姫
子
之
從
女
。
走
告
二
親
族
一
。
々
々
（
151
）
発
レ
衆
。
昇
而
看
之
。
蛇
并
弟
日
姫
子
。
並
亡
（
152
）
不 
レ
存
。
於
レ
茲
。
見
二
其
沼
底
一
。
但
有
二
人
屍
一
。
各
（
153
）
謂
二
弟
日
女
（
154
）
子
之
骨
一
。
即
就
二
此
峯
南
一
。
造
レ
墓
治
（
155
）
置
。
其
墓
見
在
。 
  
【
校
異
】 

152 
随
ま
に
ま
に
尋と
め
往ゆ
き
て
、
此こ
の
峯みね
の
頭
ほ
と
り
の
沼ぬま
の
邊へ
に
到いた
り
て
、
寝いね
た
る
蛇へみ
有あ
り
。
身み
は
人ひと
に
し
て
沼ぬま
の
底そこ
に
沈しづ
み
、
頭
か
し
ら
は
蛇へみ
に
し
て
沼ぬま
の
脣きし
に
臥ふ
す
。
忽
た
ち
ま
ち
人ひと
と
化
為
な
り
て
、
即
す
な
は
ち
語かた
り
て
云い
ひ
し
く
、 
志し
怒の
波は
羅ら
能の 
意お
登と
比ひ
賣ひ
能め
古こ
素ぞ 
佐さ
比ひ
登と
由よ
母も 
為ゐ
祢ね
弖て
牟む
志し
太た
夜や 
伊い
幣へ
尓に
久く
太だ
佐さ
牟む
也や
。 
時とき
に
、
弟おと
日ひ
姫ひめ
子こ
の
從
と
も
の
女め
、
走はし
り
て
親
族
う
が
ら
に
告つ
げ
し
か
ば
、
親
族
う
が
ら
、
衆
も
ろ
び
と
を
発いだ
し
て
、
昇のぼ
り
看み
る
に
、
蛇へみ
と
弟おと
日ひ
姫ひめ
子こ
と
、
並なら
び
に
亡う
せ
て
存あ
ら
ず
。
茲ここ
に
、
其そ
の
沼ぬま
の
底そこ
を
見み
る
に
、
但ただ
、
人ひと
の
屍
か
ば
ね
の
み
有あ
り
。
各
お
の
も
お
の
も
、
弟おと
日ひ
女ひめ
子こ
の
骨
か
ば
ね
と
謂い
ふ
。
即
す
な
は
ち
此こ
の
峯みね
の
南
み
な
み
に
就つ
き
て
、
墓はか
を
造つく
り
て
治をさ
め
置お
き
き
。
其そ
の
墓はか
見いま
に
在あ
り
。 
  
【
本
文
】 
賀
周
里
。〈
在
二
郡
西
北
一
。〉 
昔
者
。
此
里
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
海
松
橿
媛
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
（
156
）
天
皇
巡
レ
國
之
時
。
遣
二
陪
従
大
屋
田
子
一 
〈
日
下
（
157
）
部
君
等
祖
也
。〉
誅
滅
。
時
霞
四
含
（
158
）
。
不
レ
見
二
物
色
一
。
因
曰
二
霞
里
一
。
今
謂
二
賀
周
里
一
訛
之
也
。 
逢
鹿
駅
。〈
在
二
郡
西
北
一
。〉 
曩
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
三
征
二
伐
新
羅
一
。
行
幸
之
（
159
）
時
。
於
二
此
道
路
一
。
有
レ
鹿
遇
之
。
因
名
二
遇
鹿
驛
一
。
々
（
160
）
東
海
。
有
二
蚫
螺
鯛
海
藻
海
松
等
一
。 
登
望
駅
。〈
在
二
郡
西
（
161
）
一
。〉 
昔
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
到
二
於
此
處
一
。
留
為
二
雄
裝
（
162
）
一
。
御
負
（
163
）
之
鞆
。
落
二
於
此
村
一
。
因
号
二
鞆
駅
一
。
々
（
164
）
東
西
之
海
。
有
二
蚫
螺
鯛
雜
魚
海
藻
海
松
等
一
。 
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【
本
文
】 
値
嘉
郷
（
174
）
。〈
在
二
郡
西
南
之
海
中
一
。
有
二
烽
家
（
175
）
三
所
一
。〉 
昔
者
。
同
天
皇
巡
幸
之
時
。
在
二
志
式
嶋
（
176
）
之
行
宮
一
。
御
二
覧
西
海
一
。
々
（
177
）
中
有
レ
嶋
。
烟
気
多
覆
。
勒
（
178
）
二
陪
從
阿
曇
（
179
）
連
百
足
一
。
遣
令
レ
察
之
。
爰
（
180
）
有
二
八
十
餘
一
。
就
中
二
嶋
。
々
（
181
）
別
有
レ
人
。
第
一
嶋
名
（
182
）
小
近
。
土
蜘
蛛
大
耳
居
之
。
第
（
183
）
二
嶋
名
大
近
。
土
蜘
蛛
垂
耳
居
之
（
184
）
。
自
餘
之
嶋
。
並
人
不
レ
在
。
於
レ
茲
。
百
足
獲
二
大
耳
等
一
奏
聞
。
天
皇
勅
。
且
レ
令
二
誅
殺
一
。
時
大
耳
等
。
叩
頭
陳
聞
曰
。
大
耳
等
之
罪
。
實
當
二
極
刑
一
。
萬
（
185
）
被
二
戮
殺
一
。
不
レ
足
レ
塞
レ
罪
。
若
降
二
恩
（
186
）
情
一
。
得
二
再
生
一
者
。
奉
レ
造
二
御
贄
一
。
恒
貢
二
御
膳
一
。
即
取
二
木
皮
一
。
作
二
長
蚫
。
鞭
（
187
）
蚫
。
短
蚫
。
陰
蚫
。
羽
割
蚫
等
之
様
一
。
献
二
於
御
所
一
。
於
レ
茲
。
天
皇
垂
レ
恩
赦
放
。
更
勅
云
。
此
嶋
雖
レ
遠
。
猶
見
レ
如
レ
近
。
可
レ
謂
二
近
嶋
一
。
因
曰
二
値
嘉
（
188
）
一
。
嶋
則
有
二
檳
榔
。
木
蘭
。
枝
子
。
木
蓮
子
。
黒
葛
。
篁
（
189
）
。
篠
。
木
綿
。
荷
。
莧
（
190
）
一
。
海
則
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
。
鯖
。
雜
魚
。
海
藻
。
海
松
。
雜
海
菜
一
。
彼(
191)
白
水
郎
。
富
（
192
）
二
於
馬
牛
一
。
或
有
二
一
百
餘
近
嶋
（
193
）
一
。
或
有
二
八
十
餘
近
嶋
（
194
）
一
。
西
有
二
泊
レ
船
之
停
二
處
一
。
〈
一
處
名
曰
二
相
子
田
（
195
）
停
一
。
應
レ
泊
二
廿
（
196
）
餘
舩
（
197
）
一
。
一
處
名
曰
二
川
原
浦
一
。
應
（
198
）
レ
泊
二
一
十
餘 
舩
（
199
）
一
。〉 
遣
唐
之
使
。
從
二
此
停
一
發
。
到
二
美
祢
（
200
）
良
久
之
埼
（
201
）
一
。〈
即
川
原
浦
之
西
埼
（
202
）
。
是
也
。〉
從 
レ
此
發
舩
。
指
レ
西
度
之
。
此
嶋
白
（
203
）
水
郎
。
容
貌
（
204
）
似
二
隼
（
205
）
人
一
。
恒
好
二
騎
射
一
。
其
言
語
異
二
俗
人
一
也
。 
  
【
校
異
】 （
174
） 
郷
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
郷
」、
板
本
・
新
考
「
嶋
」
ニ
作
ル
。 
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（
200
） 
祢
―
底
本
「
祢
」、
南
本
「
穪
」、
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
禰
」、
山
本
「
弥
」
ニ
作
ル
。
大
系
本
「
南
『
禰
』。」
ト
ス
ル
ハ
誤
。 
 
 
 
 
 
（
201
） 
埼
―
底
本
「
璾
」、
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
埼
」、
板
本
「
濟
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
濟
」
ノ
右
傍
ニ
「
埼
」
ト
記
ス
。
南
本
・
校
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
202
） 
埼
―
底
本
・
南
本
「
璾
」、
板
本
「
濟
」、
校
本
・
神
本
・
山
本
「
埼
」
ニ
作
ル
。
前
条
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
203
） 
白
―
底
本
・
南
本
「
曰
白
」
ニ
作
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
曰
」
ナ
シ
。
校
本
「
曰
」
ヲ
「
衍
ナ
ラ
ン
」
ト
シ
テ
削
ル
ニ
従
フ
。 
 
 
 
 
 
（
204
） 
貌
―
底
本
「
貇
」
ニ
作
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
205
） 
隼
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
「
隼
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
隻
」
ニ
作
ル
ハ
誤
。 
  
【
訓
読
】 
値ち
嘉かの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
南
み
な
み
の
海うみ
の
中なか
に
在あ
り
。
烽
家
と
ぶ
ひ
三さん
所
と
こ
ろ
有あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
巡めぐ
り
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
志し
式しき
嶋しま
の
行かり
宮みや
に
在いま
し
て
、
西にし
の
海うみ
を
御みそ
覧なは
す
に
、
海うみ
の
中なか
に
嶋しま
有あ
り
。
烟
気
け
ぶ
り
多さは
に
覆おほ
へ
り
。
陪
お
も
と
從びと
、
阿あ
曇
づ
み
の
連
む
ら
じ
百もも
足たり
に
勒おほ
せ
て
、
察み
し
め
た
ま
ふ
。
爰ここ
に
八はち
十
じ
ゅ
う
餘あま
り
有あ
り
。
就その
中なか
の
二ふた
つ
の
嶋しま
、
嶋しま
別ごと
に
人ひと
有あ
り
。
第
一
は
じ
め
の
嶋しま
の
名な
は
小を
近ちか
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
大おほ
耳みみ
居す
み
、
第
二
つ
ぎ
の
嶋しま
の
名な
は
大おほ
近ちか
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
垂たり
耳みみ
居す
め
り
。
自その
餘ほか
の
嶋しま
、
並
な
ら
び
に
人ひと
在あ
ら
ざ
り
き
。
茲ここ
に
、
百もも
足たり
、
大おほ
耳みみ
等ら
を
獲とら
へ
て
奏
か
へ
り
ご
と
聞まを
し
き
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅
み
こ
と
の
り
し
て
、
誅
つ
み
な
ひ
殺ころ
さ
し
め
ん
と
し
た
ま
ふ
。
時とき
に
大おほ
耳みみ
等ら
、
叩の
頭み
て
陳の
べ
聞まを
し
て
曰い
は
く
、「
大おほ
耳みみ
等ら
の
罪つみ
、
實
ま
こ
と
に
極
し
ぬ
る
刑つみ
に
當あた
れ
り
。
萬
よ
ろ
づ
た
び
戮こ
殺ろ
さ
る
る
と
も
、
罪つみ
を
塞ふさ
ぐ
に
足た
ら
じ
。
若も
し
、
恩
お
ほ
み
情
め
ぐ
み
を
降くだ
し
た
ま
ひ
て
、
再また
生い
く
る
こ
と
得え
ば
、
御み
贄にへ
を
造つく
り
奉まつ
り
て
、
恒つね
に
御み
膳け
に
貢
た
て
ま
つ
ら
む
。」
と
ま
を
す
。
即
す
な
は
ち
木き
の
皮かは
を
取と
り
て
、
長なが
蚫
あ
は
び
・
鞭むち
蚫
あ
は
び
・
短
み
じ
か
蚫
あ
は
び
・
陰かげ
蚫
あ
は
び
・
羽は
割わり
蚫
あ
は
び
等など
の
様さま
を
作つく
り
て
、
御み
所もと
に
献
た
て
ま
つ
り
き
。
茲ここ
に
、
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
恩
み
め
ぐ
み
を
垂た
れ
て
赦ゆる
し
放や
り
た
ま
ふ
。
更また
、
勅
云
み
こ
と
の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
此こ
の
嶋しま
は
遠とほ
け
ど
も
、
猶なほ
、
近ちか
き
が
如ごと
く
見み
ゆ
。
近ちか
嶋しま
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
値ち
嘉か
と
曰い
ふ
。
嶋しま
に
は
則
す
な
は
ち
檳あぢ
榔まさ
・
木もく
蘭らに
・
枝くち
子なし
・
木
蓮
子
い
た
び
・
黒
葛
つ
づ
ら
・
篁
な
よ
た
け
・
篠しの
・
木ゆ
綿ふ
・
荷
は
ち
す
・
莧ひゆ
有あ
り
。
海うみ
に
は
則
す
な
は
ち
蚫
あ
は
び
・
螺
さ
ざ
え
・
鯛たひ
・
鯖さば
・
雜
く
さ
ぐ
さ
の
魚うを
・
海
藻
め
・
海
松
み
る
・
雜
く
さ
ぐ
さ
の
海も
菜は
有あ
り
。
彼か
の
白
水
郎
あ
ま
、
馬うま
・
牛うし
に
富と
め
り
。
或ある
は
一いっ
百
ぴ
ゃ
く
餘あま
り
の
近ちか
き
嶋しま
有あ
り
。
或ある
は
八はち
十
じ
ゅ
う
餘あま
り
の
近ちか
き
嶋しま
有あ
り
。
西にし
に
船ふね
を
泊は
つ
る
停
と
ま
り
二ふた
處
と
こ
ろ
あ
り
。〈
一ひと
處
と
こ
ろ
の
名な
は
相あひ
子こ
田だの
停
と
ま
り
と
曰い
ひ
、
廿
に
じ
ゅ
う
餘あま
り
の
舩ふね
を
泊は
つ
べ
し
。
一ひと
處
と
こ
ろ
の
名な
は
川
原
か
は
ら
の
浦うら
と
曰い
ひ
、
一いち
十
じ
ゅ
う
餘あま
り
の
舩ふね
を
泊は
つ
べ
し
。
〉 
遣けん
唐たう
の
使
つ
か
ひ
、
此こ
の
停
と
ま
り
よ
り
發た
158 
ち
て
、
美み
祢ね
良ら
久く
の
埼さき
に
到いた
り
、〈
即
す
な
は
ち
川
原
か
は
ら
の
浦うら
の
西にし
の
埼さき
、
是これ
な
り
。
〉
此ここ
よ
り
發ふな
舩だち
し
て
、
西にし
を
指さ
し
て
度わた
る
。
此こ
の
嶋しま
の
白
水
郎
あ
ま
、
容
貌
か
た
ち
、
隼
人
は
や
と
に
似に
て
、
恒つね
に
騎うま
射ゆみ
を
好この
み
、
其そ
の
言
語
こ
と
ば
は
俗くに
人ひと
に
異こと
な
り
。 
  
杵
嶋
郡 
 
【
本
文
】 
杵
嶋
郡
。
郷
肆
所
。〈
里
一
十
三
。〉
驛
壹
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
（
206
）
天
皇
。
巡
幸
之
時
。
御
舩
泊
二
此
郡
盤
（
207
）
田
杵
之
村
一
。
于
（
208
）
レ
時
。
從
二
船
牂
（
209
）
㢦
（
210
）
之
穴
一
。
洽
（
211
）
水
白
（
212
）
出
。
一
云
。
舩
泊
之
家
（
213
）
。
自
成
二
一
嶋
一
。
天
皇
御
覧
。
詔
二
群
臣
等
一
曰
。
此
郡
可
レ
謂
二
牂
（
214
）
㢦
（
215
）
嶋
（
216
）
郡
一
。
今
謂
二
杵
嶋
郡
一
訛
之
也
。
郡
西
有
二
湯
泉
出
一
之
。
巌
岸
峻
極
（
217
）
。
人
跡
罕
（
218
）
及
也
。 
孃
子
山
。〈
在
二
郡
東
北
一
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
土
蜘
（
219
）
蛛
八
十
女
。
又
有
二
此
山
頂
一
。
常
捍
（
220
）
二
皇
命
一
。
不
レ
肯
二
降
服
（
221
）
一
。
於
レ
茲
。
遣
レ
兵
掩
滅
。
因
曰
二
孃
子
山
一
。 
  
【
校
異
】 （
206
） 
御
宇
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
。
南
本
闕
字
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
207
） 
盤
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
盤
」、
板
本
・
新
考
「
磐
」
ニ
作
ル
。
底
本
モ
ト
「
盤
舩
泊
之
」
ト
誤
記
シ
、
「
船
泊
之
」
ヲ
消
ス
。 
 
 
 
 
 
（
208
） 
于
―
底
本
・
南
本
・
校
本
「
干
」
ニ
誤
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
 
（
209
） 
牂
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
牂
」、
板
本
・
新
考
「
𢍿
」
ニ
作
ル
。 
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を
遣つか
は
し
て
掩おそ
ひ
滅
ほ
ろ
ぼ
さ
し
め
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
孃
子
を
み
な
山やま
と
曰い
ふ
。 
  
藤
津
郡 
 
【
本
文
】 
藤
津
郡 
郷
肆
所
。〈
里
九
。〉
驛
壹
所
。
烽
壹
所
。 
昔
者
。
日
本
武
尊
行
（
222
）
幸
之
時
。
到
二
於
此
津
一
。
日
没
二
西
山
一
。
御
舩
泊
之
。
明
旦
遊
覧
。
繋
二
舩
纜
（
223
）
於
大 
藤
一
。
因
（
224
）
曰
二
藤
津
郡
一
。 
能
美
郷
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
（
225
）
天
皇
。
行
幸
之
時
。
此
里
有
二
土
蜘
蛛
三
人
一
。〈
兄
名
大
白
。
次
名
中
白
。
弟
名
少
白
。〉
此
人
等
造
レ
堡
隱
居
（
226
）
。
不
レ
肯
二
降
服
一
。
尓
時
。
遣
二
陪
從
紀
直
等
祖
穉
日
子
一
。
以
且
二
誅
滅
一
。
於
レ
茲
。
大
白
等
三
人
。
但
叩
頭
。
陳
二
己
罪
（
227
）
過
一
。
共
乞
二
更
生
（
228
）
一
。
因
曰
二
能
美
郷
一
。 
託
羅
郷
。〈
在
二
郡
東
（
229
）
一
。
臨
レ
海
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
到
二
於
此
郷
一
御
覧
。
海
物
豊
多
。
勅
曰
。
地
勢
雖
レ
少
。
食
（
230
）
物
豊
足
。
可
レ
謂
二
豊
足
村
一
。
今
謂
二
託
羅
郷
一
訛
之
也
。 
塩
田
川
。〈
在
二
郡
北
（
231
）
一
。〉 
此
川
之
源
。
出
二
郡
西
南
託
羅
之
峯
一
。
東
流
入
レ
海
。
潮
滿
之
時
。
逆
レ
流
泝
洄
（
232
）
。
流
勢
太
（
233
）
高
。
因
（
234
）
曰
二
潮
高
滿
川
一
。
今
訛
謂
二
塩
田
川
一
。
川
源
有
レ
淵
。
深
二
許
丈
（
235
）
。
石
壁
嶮
峻
。
周
匝
如
レ
垣
。
年
魚
多
在
。
東
邊
有
二
161 
湯
泉
一
。
能
愈
二
人
病
一
。 
  
【
校
異
】 （
222
） 
行
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
行
」、
板
本
・
新
考
「
巡
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
 
（
223
） 
纜
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
山
本
「
覽
」、
校
本
・
神
本
「
纜
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
覽
」
ノ
右
傍
ニ
「
纜
」
ト
記
ス
。
校
本
「
宗
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
ル
。
校
本
・
神
本
ニ
ヨ
リ
改 
ム
。 
 
 
 
 
 
 
（
224
） 
因
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
因
」。
南
本
「
田
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
225
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
226
） 
居
―
板
本
・
新
考
「
居
」
ノ
下
ニ
「
拒
皇
命
」
ノ
三
字
ア
ル
モ
、
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ナ
シ
。 
 
 
 
 
 
（
227
） 
罪
―
底
本
「
羅
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
228
） 
生
―
底
本
「
主
」、
南
本
「
主
人
」
、
板
本
・
新
考
「
入
奉
主
人
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
考
證
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
生
」
ニ
改
ム
ニ
従
フ
。
神
本
ハ
校
本
ニ
従
ヒ
「
生
」
ト
ス
。
山 
本
「
生
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
229
） 
東
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
東
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
東
」
ノ
上
ニ
「
南
」
ヲ
補
ヒ
「
在
郡
南
、
東
臨
海
」、
大
系
本
ハ
「
東
」
ヲ
「
南
」
ノ
誤
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
230
） 
食
―
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
食
」、
底
本
「
僉
」
ニ
作
リ
、
右
傍
ニ
「
食
欤
」
ト
注
ス
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
231
） 
北
―
底
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
232
） 
洄
―
底
本
・
南
本
「
細
」
ニ
作
ル
。
板
本
・
新
考
「
洄
」
字
ナ
ク
、「
潮
滿
」
ト
シ
、
頭
注
ニ
「
潮
滿
之
二
字
旧
本
作
漸
細
。
以
二
僻
按
改
レ
之
。」
ト
注
ス
。
校
本
「
榊
本
按
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
洄
」
ト
ス
。
神
本
・
山
本
「
洄
」
ニ
作
ル
。
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
233
） 
太
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
太
」、
板
本
「
大
」、
新
考
「
大
」
ノ
右
傍
ニ
「
太
」
ト
記
ス
。 
（
234
） 
因
―
底
本
モ
ト
「
因
曰
潮
高
」
ノ
四
字
ヲ
脱
シ
、
右
傍
ニ
補
フ
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ハ
本
文
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
235
） 
丈
―
底
本
・
南
本
「
大
」
ニ
誤
ル
。
板
本
「
𠀋
」、
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
丈
」
ニ
作
ル
。 
  
【
訓
読
】 
藤ふぢ
津つの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
肆よん
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
九
き
ゅ
う
。
〉
驛
う
ま
や
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
。
烽
と
ぶ
ひ
は
壹いっ
所
と
こ
ろ
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
日
本
や
ま
と
武
た
け
る
の
尊
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
此こ
の
津つ
に
到いた
り
ま
す
に
、
日ひ
、
西にし
の
山やま
に
没い
り
、
御み
舩ふね
泊は
て
た
ま
ふ
。
明あ
く
る
旦
あ
し
た
、
遊みそ
覧なは
す
に
、
舩ふね
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の
纜
と
も
づ
な
を
大おほ
き
藤ふぢ
に
繋つな
ぎ
た
ま
ふ
。
因よ
り
て
藤ふぢ
津つの
郡
こ
ほ
り
と
曰い
ふ
。 
能の
美みの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
東
ひ
む
が
し
に
在あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
此こ
の
里さと
に
土つち
蜘ぐ
蛛も
三み
人たり
有あ
り
。〈
兄あに
の
名な
は
大おほ
白しろ
、
次つぎ
の
名な
は
中なか
白しろ
、
弟おと
の
名な
は
少を
白しろ
。
〉
此こ
の
人ひと
等ら
、
堡をき
を
造つく
り
て
隱かく
り
居ゐ
て
、
降
服
ま
つ
ろ
ひ
肯あ
へ
ざ
り
き
。
そ
の
時とき
、
陪
お
も
と
從びと
、
紀きの
直
あ
た
ひ
等ら
の
祖おや
穉わか
日ひ
子こ
を
遣つか
は
し
、
以もち
て
誅
つ
み
な
ひ
滅
ほ
ろ
ぼ
さ
し
め
た
ま
ふ
。
茲ここ
に
、
大おほ
白しろ
等ら
三み
人たり
、
但ただ
、
叩の
頭み
て
、
己おの
が
罪
過
つ
み
を
陳の
べ
、
共とも
に
更また
生い
き
む
こ
と
を
乞こ
ふ
。
因よ
り
て
能の
美みの
郷さと
と
曰い
ふ
。 
託た
羅らの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
東
ひ
む
が
し
に
在あ
り
て
、
海うみ
に
臨のぞ
む
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
此こ
の
郷さと
に
到いた
り
ま
し
て
、
御みそ
覧なは
す
に
、
海わた
つ
物もの
豊ゆた
か
に
多さは
な
り
し
か
ば
、
勅
曰
の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
地
と
こ
ろ
の
勢
か
た
ち
は
少さ
く
あ
れ
ど
も
、
食
く
ら
ひ
物もの
豊ゆた
け
く
足たら
へ
り
。
豊
足
た
ら
ひ
村むら
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
今いま
、
託た
羅らの
郷さと
と
謂い
ふ
は
訛
よ
こ
な
ま
れ
る
な
り
。 
塩しほ
田た
川がは
。〈
郡
こ
ほ
り
の
北きた
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
川かは
の
源
み
な
も
と
、
郡
こ
ほ
り
の
西にし
南
み
な
み
の
託た
羅ら
の
峯みね
よ
り
出い
で
、
東
ひ
む
が
し
に
流なが
れ
て
海うみ
に
入い
る
。
潮
う
し
ほ
滿み
つ
る
時とき
、
流なが
れ
に
逆さか
ひ
て
泝さか
洄のぼ
る
。
流なが
る
る
勢
い
き
ほ
ひ
は
太
は
な
は
だ
高たか
し
。
因よ
り
て
潮しほ
高たか
滿みつ
川がは
と
曰い
ふ
。
今いま
、
訛
よ
こ
な
ま
り
て
塩しほ
田た
川がは
と
謂い
ふ
。
川かは
の
源
み
な
も
と
に
淵ふち
有あ
り
。
深ふか
さ
は
二に
丈
じ
ょ
う
ば
か
り
な
り
。
石いは
壁がき
は
嶮さ
峻か
し
く
、
周
匝
め
ぐ
り
は
垣かき
の
如ごと
し
。
年
魚
あ
ゆ
多さは
に
在あ
り
。
東
ひ
む
が
し
の
邊
ほ
と
り
に
湯ゆ
の
泉
い
づ
み
有あ
り
て
、
能よ
く
人ひと
の
病
や
ま
ひ
を
愈いや
す
。 
  
彼
杵
郡 
【
本
文
】 
彼
杵
郡
。
郷
肆
所
。〈
里
四
（
236
）
。〉
驛
貮
所
。
烽
參
所
。 
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昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
（
237
）
天
皇
。
誅
二
滅
球
磨
噌
唹
一
。
凱
旋
（
238
）
之
時
。
天
皇
在
二
豊
前
国
宇
佐
海
濱
行
宮
一
。 
勒
（
239
）
二
陪
従
神
代
直
一
。
遣
二
此
郡
速
来
村
一
。
捕
二
土
蜘
（
240
）
蛛
一
。
於
レ
茲
。
有
レ
人
名
曰
二
速
来
（
241
）
津
姫
一
。
此
婦
女
申
云
。
妾
弟
（
242
）
名
曰
二
健
津
（
243
）
三
間
一
。
住
二
健
村
之
里
一
。
此
人
有
二
美
玉
一
。
名
曰
二
石
上
神
之
木
蓮
子
玉
一
。
愛
而
固
（
244
）
蔵
。
不
レ
肯
（
245
）
レ
示
レ
他
。
神
代
直
尋
覔
（
246
）
之
。
超
レ
山
（
247
）
而
（
248
）
逃
。
走
二
落
石
岑
（
249
）
一
。〈
郡
（
250
）
以
北
（
251
）
之
山
。〉
即
逐
及
捕
獲
。
推
二
問
虚
實
一
。
健
津
（
252
）
三
間
云
。
實
有
二
二
色
之
玉
一
。
一
者
曰
二
石
上
神
木
蓮
子
玉
一
。
一
者
曰
二
白
珠
一
。
雖
レ
比
二
䃤
砆
一
。
願
以
献
之
。
亦
申
云
。
有
レ
人
。
名
曰
二
箆
（
253
）
簗
（
254
）
一
。
住
二
川
岸
之 
村
一
。
此
人
有
二
美
玉
（
255
）
一
。
愛
之
罔
（
256
）
レ
極
。
定
無
レ
服
レ
命
。
於
レ
茲
。
神
代
直
迫
而
捕
獲
。
問
（
257
）
之
。
箆
（
258
）
簗
（
259
）
云
。
實
有
之
。
以
貢
二
於
御
一
。
不
二
敢
愛
惜
一
。
神
代
直
捧
二
此
三
色
之
玉
一
。
還
献
二
於
御
一
。
于
（
260
）
レ
時
。
天
皇
勅
曰
。
此
國
可
レ
謂
二
具
足
玉
国
一
。
今
謂
二
彼
杵
郡
一
訛
之
也
。 
  
【
校
異
】 （
236
） 
四
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
四
」
ニ
作
ル
。
大
系
本
「
四
」
ヲ
誤
字
ト
シ
、「『
七
』
と
し
て
巻
首
の
里
総
数
に
あ
う
が
、『
九
』
の
誤
と
す
べ
き
か
」 
ト
記
ス
。 
（
237
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
（
238
） 
凱
旋
―
底
本
・
南
本
「
凱
」
一
字
ト
シ
、
右
傍
ニ
「
凱
旋
」
ト
注
ス
。
板
本
「
凱
旋
」
ナ
シ
。
新
考
「
凱
旋
」
ヲ
補
フ
。
校
本
・
神
本
・
山
本
「
凱
旋
」
ア
リ
。 
（
239
） 
勒
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
勒
」、
板
本
・
新
考
「
勅
」
ニ
作
ル
。
神
本
、
校
異
ヲ
逸
ス
。 
（
240
） 
蜘
―
底
本
、
モ
ト
「
蜘
」
ヲ
脱
シ
、
右
傍
ニ
補
フ
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ハ
本
文
ニ
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
 
（
241
） 
来
―
底
本
・
南
本
「
未
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
来
」
。
校
本
「
榊
本
按
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
 
（
242
） 
弟
―
底
本
「
第
」
ニ
誤
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
243
） 
津
―
底
本
、
モ
ト
「
津
三
間
住
健
」
ノ
五
字
ヲ
脱
シ
、
右
傍
ニ
補
フ
。
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ハ
本
文
ニ
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
（
244
） 
固
―
底
本
・
南
本
「
因
」、
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
固
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
因
」
ノ
右
傍
ニ
「
固
」
ト
記
ス
。
板
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
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（
245
） 
肯
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
肯
」。
南
本
「
𠕾
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
246
） 
覔
―
底
本
・
南
本
「
不
見
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
神
本
「
覔
」、
新
考
・
山
本
「
覓
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
榊
本
按
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
覔
」
ト
ス
。
板
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
247
） 
山
―
底
本
・
南
本
・
山
本
ナ
シ
。
板
本
・
校
本
・
神
本
「
山
」
字
ア
リ
。
新
考
「
山
」
ヲ
補
フ
。
校
本
「
新
考
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
248
） 
而
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
山
本
「
超
」
ノ
下
ニ
「
而
」
字
ア
リ
。
板
本
・
校
本
・
神
本
「
超
山
而
逃
」
ト
シ
、
「
山
」
ノ
下
ニ
「
而
」
ヲ
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
249
） 
岑
―
底
本
・
南
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
「
岑
」、
板
本
「
峰
」、
校
本
「
峯
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
250
） 
郡
―
底
本
「
群
」
ニ
誤
ル
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
251
） 
北
―
底
本
・
南
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。
校
本
「
京
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
北
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
252
） 
津
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
山
本
ナ
シ
。
校
本
「
宗
一
本
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
ル
ニ
神
本
従
フ
。
上
文
ニ
「
健
津
三
間
」
ト
ア
ル
ニ
ヨ
リ
「
津
」
ヲ
補
フ
。 
 
 
 
 
 
（
253
） 
篦
―
底
本
・
南
本
「
菎
」、
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
篦
」
ニ
作
ル
。
校
本
、
校
異
ナ
シ
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
 
 
（
254
） 
簗
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
簗
」
ニ
作
ル
。
大
系
本
「
底
『
築
』
の
如
き
字
」
ト
ス
ル
ハ
誤
。 
 
 
 
 
 
（
255
） 
玉
―
底
本
・
南
本
「
王
」、
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
玉
」
ニ
作
ル
。
校
本
、
校
異
ナ
ク
「
玉
」
ニ
作
ル
。
新
考
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
256
） 
罔
―
底
本
「
囙
」（
因
ノ
俗
字
）
ニ
作
リ
、
右
傍
ニ
「
罔
」
ト
注
ス
。
校
本
「
標
註
ニ
ヨ
リ
改
ム
、
或
ハ
『
固
』
カ
」
ト
ス
。
神
本
「
猪
本
『
囙
』（
困
ノ
俗
字
）」
ト
ス
ル
ハ
誤
。
南
本
「
因
」、
板
本
「
固
」、
校
本
・
神
本
・
山
本
「
罔
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
因
」
ノ
右
傍
ニ
「
罔
」
ト
記
ス
。
校
本
・
神
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
257
） 
問
―
底
本
「
間
」
ニ
作
リ
、
右
傍
ニ
「
問
」
ト
注
ス
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
問
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
258
） 
篦
―
底
本
・
南
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
篦
」、
板
本
「
菎
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
259
） 
簗
―
底
本
・
南
本
「
築
」
ニ
誤
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
260
） 
于
―
底
本
・
南
本
・
校
本
「
干
」
ニ
誤
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
  
【
訓
読
】 
彼その
杵きの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
肆よん
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
四よん
。
〉
驛
う
ま
や
は
貮に
所
と
こ
ろ
。
烽
と
ぶ
ひ
は
參さん
所
と
こ
ろ
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
球
磨
く
ま
噌
唹
そ
を
誅
つ
み
な
ひ
滅ほろ
ぼ
し
て
、
凱
旋
か
ち
か
へ
り
ま
し
し
時とき
、
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
豊
と
よ
く
に
の
前
み
ち
の
く
ち
の
国くに
の
宇う
佐さの
海は
濱ま
の
行かり
宮みや
に
在いま
し
て
、
陪
お
も
と
従びと
、
神かみ
代
し
ろ
の
直
あ
た
ひ
に
勒おほ
せ
て
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
の
速はや
来きの
村むら
に
遣つか
は
し
て
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
を
捕とら
ら
へ
し
む
。
茲ここ
に
、
人ひと
有あ
り
。
名な
を
速はや
来き
津つ
姫ひめ
と
曰い
ふ
。
此こ
の
婦
女
を
み
な
の
申まを
し
て
云い
ひ
し
く
、
妾あ
が
弟おと
、
名な
を
健たけ
津つ
三み
間ま
と
曰い
ふ
。
健たけ
村むら
の
里さと
に
住す
め
り
。
此こ
の
人ひと
、
美
う
る
は
し
き
玉たま
有も
た
り
。
名な
を
石
い
そ
の
上
か
み
の
神かみ
の
木い
蓮た
子び
玉たま
と
曰い
ふ
。
愛
い
つ
く
し
み
て
固かた
く
蔵かく
し
、
他ひと
に
示み
せ
肯あ
へ
ず
。」
と
ま
を
す
。
神かみ
代
し
ろ
の
直
あ
た
ひ
、
尋たづ
ね
覔ま
ぐ
に
、
山やま
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を
超こ
え
て
逃に
げ
、
落おち
石
い
し
の
岑みね
。〈
郡
こ
ほ
り
よ
り
北きた
の
山やま
な
り
。
〉
に
走はし
り
き
。
即
す
な
は
ち
逐お
ひ
及し
き
て
捕と
獲ら
へ
、
虚
い
つ
は
り
實
ま
こ
と
を
推おし
問と
ふ
に
、
健たけ
津つ
三み
間ま
の
云い
ひ
し
く
、「
實
ま
こ
と
に
二ふた
色くさ
の
玉たま
有も
た
り
。
一ひと
つ
は
石
い
そ
の
上
か
み
の
神かみ
の
木い
蓮た
子び
玉たま
と
曰い
ひ
、
一ひと
つ
は
白しら
珠たま
と
曰い
ふ
。
䃤しゅ
く
砆ふ
に
比たぐ
へ
つ
れ
ど
も
、
願ねが
は
く
は
以もち
ち
て
献
た
て
ま
つ
ら
む
。」
と
い
ふ
。
亦また
、
申まを
し
て
云い
ひ
し
く
、「
人ひと
有あ
り
。
名な
を
箆の
簗やな
と
曰い
ふ
。
川かは
岸ぎし
の
村むら
に
住す
め
り
。
此こ
の
人ひと
、
美
う
る
は
し
き
玉たま
有も
た
り
。
愛
い
つ
く
し
む
こ
と
極きは
み
罔な
し
。
定さだ
め
て
命
み
こ
と
に
服
し
た
が
ふ
こ
と
無な
け
む
。」
と
ま
を
す
。
茲ここ
に
、
神かみ
代
し
ろ
の
直
あ
た
ひ
、
迫せ
め
て
捕と
獲ら
へ
て
、
問と
ふ
に
、
箆の
簗やな
の
云い
ひ
し
く
、「
實
ま
こ
と
に
有も
た
り
。
以もち
て
御
み
も
と
に
貢
た
て
ま
つ
ら
む
。
敢あ
へ
て
愛
惜
を
し
ま
じ
。」
と
ま
を
す
。
神かみ
代
し
ろ
の
直
あ
た
ひ
、
此こ
の
三み
色くさ
の
玉たま
を
捧ささ
げ
て
、
還かへ
り
て
御
み
も
と
に
献
た
て
ま
つ
り
き
。
時とき
に
、
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
勅
曰
の
り
た
ま
ひ
し
く
、「
此こ
の
國くに
は
具
足
そ
な
ひ
玉
だ
ま
の
国くに
と
謂い
ふ
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。
今いま
、
彼その
杵きの
郡
こ
ほ
り
と
謂い
ふ
は
訛
よ
こ
な
ま
れ
る
な
り
。 
  
【
本
文
】 
浮
穴
郷
。〈
在
二
郡
北
（
261
）
一
。〉 
同
天
皇
在
二
宇
佐
濱
行
宮
一
。
詔
二
神
代
直
一
曰
。
朕
歴
二
巡
諸
国
一
。
既
至
二
平
治
一
。
未
レ
被
二
朕
治
一
。
有
二
異
徒
一
乎
。
神
代
直
奉
（
262
）
云
。
彼
（
263
）
烟
（
264
）
之
起
村
。
未
二
猶
被
一
レ
治
。
即
勒
（
265
）
レ
直
遣
二
此
村
一
。
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
浮
穴
沫
（
266
）
媛
一
。
捍
二
皇
命
一
。
甚
無
レ
礼
。
即
誅
之
。
因
（
267
）
曰
二
浮
穴
郷
一
。 
周
賀
郷
。〈
在
二
郡
西
南
一
。〉 
昔
者
。
氣
長
（
268
）
足
姫
尊
。
欲
三
征
二
伐
（
269
）
新
羅
一
行
幸
之
時
。
御
舩
繋
二
此
郷
東
北
之
海
一
。
艫
舳
之
牂
㢦
（
270
）
。
化
而
為
レ
礒
（
271
）
。
高
廿
（
272
）
餘
丈
。
周
十
餘
丈
。
相
去
十
餘
町
。
充
（
273
）
而
（
274
）
嵯
峨
。
草
木
不
レ
生
。
加
以
陪
從
之
舩
。
遭
レ
風
漂
没
（
275
）
。
於
レ
茲
。
有
二
土
蜘
蛛
石
（
276
）
欝
比
袁
（
277
）
麻
呂
一
。
拯
（
278
）
二
濟
其
舩
一
。
因
名
曰
二
救
郷
一
。
今 
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謂
（
279
）
二
周
賀
郷
一
訛
之
也
。 
速
來
（
280
）
門
。〈
在
二
郡
西
北
一
。〉 
此
門
之
潮
之
來
者
。
東
潮
落
者
。
西
涌
登
。
涌
響
同
二
雷
音
一
。
因
曰
二
速
来
（
280
）
門
一
。
又
有
二
松
（
281
）
木
一
。
本
者
着
（
282
）
レ
地
。
末
者
沈
レ
海
。
々
（
283
）
藻
早
（
284
）
生
。
以
擬
二
貢
上
一
。 
  
【
校
異
】 （
261
） 
北
―
底
本
「
比
」
ニ
誤
ル
。
南
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
262
） 
奉
―
底
本
・
山
本
「
奉
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
奏
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
263
） 
彼
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
彼
」。
板
本
「
波
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
波
」
ノ
右
傍
ニ
「
彼
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
264
） 
烟
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
烟
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
煙
」 
（
265
） 
勒
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
勒
」、
板
本
・
新
考
「
勅
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
266
） 
沫
―
底
本
・
南
本
・
校
本
「
沬
」
ニ
誤
ル
。
板
本
等
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
267
） 
因
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
因
」
ア
リ
。
板
本
ナ
シ
。
新
考
「
因
」
ヲ
補
フ
。 
（
268
） 
長
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
「
長
」。
校
本
「
息
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
269
） 
伐
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
伐
」。
南
本
「
代
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
270
） 
㢦
―
底
本
・
新
考
・
神
本
「
㢦
」、
南
本
「
或
」
、
板
本
・
校
本
「
戨
」、
山
本
「
𢎄
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
板
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
271
） 
礒
―
底
本
・
山
本
「
礒
」、
南
本
・
板
本
・
校
本
「
磯
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
磯
」
ノ
右
傍
ニ
「
礒
」
ト
記
ス
。
神
本
、「『
礒
』
ト
同
字
ナ
レ
ド
、
猪
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
磯
」
ヲ
「
礒
」
ニ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
272
） 
廿
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
廿
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
二
十
」
ニ
作
ル
。 
（
273
） 
充
―
底
本
「
充
」
ノ
如
キ
字
、、
南
本
・
山
本
「
充
」、
校
本
・
神
本
「
𡵉
」。
板
本
「
突
」
ニ
誤
ル
。
南
本
ノ
字
ヲ
採
ル
。 
（
274
） 
而
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
而
」。
板
本
「
出
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
而
」
ノ
右
傍
ニ
「
立
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
275
） 
没
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
没
」
、
校
本
・
神
本
「
沒
」。
板
本
「
波
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
波
」
ノ
右
傍
ニ
「
沒
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
276
） 
石
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
石
」、
板
本
・
新
考
「
名
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
研
本
『
名
』
ニ
作
ル
」
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
277
） 
袁
―
底
本
・
南
本
・
校
本
「
表
」
ニ
作
ル
。
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
278
） 
拯
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
拯
」。
南
本
「
極
」
ニ
誤
ル
。
板
本
「
救
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
極
」
ノ
右
傍
ニ
「
拯
」
ト
記
ス
。 
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（
279
） 
謂
―
底
本
・
南
本
・
山
本
ナ
シ
。
板
本
「
謂
」
字
ア
リ
。
新
考
「
謂
」
ノ
字
ヲ
補
フ
。
校
本
「
板
本
ニ
ヨ
リ
補
フ
」
ト
ス
ル
ニ
神
本
従
フ
。
板
本
ニ
ヨ
リ
補
フ
。 
 
 
 
 
 
（
280
） 
速
来
―
底
本
・
南
本
・
板
本
「
連
来
」
ニ
誤
ル
。
新
考
「
速
來
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
連
」
ヲ
「
宗
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
大
系
本
「
南
『
連
木
』。
」
ト
ス
ル
ハ
誤
。
神
本
・
山
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
281
） 
松
―
底
本
「
拔
」、
南
本
「
板
」、
板
本
「
杉
」、
校
本
・
神
本
「
松
」、
山
本
「
拔
」
ノ
如
キ
字
ニ
作
ル
。
新
考
「
杉
」
ノ
右
傍
ニ
「
松
」
ト
記
ス
。
校
本
「
新
考
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
ス
。
大
系
本
「
枖
」
ニ
改
ム
。
校
本
・
神
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
282
） 
着
―
底
本
・
南
本
「
暑
」
ニ
誤
ル
。
板
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。
新
考
・
神
本
・
山
本
「
著
」
ニ
作
ル
。
校
本
「
榊
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
著
」
ニ
改
ム
。
新
考
・
神
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
283
） 
々
―
底
本
・
山
本
「
々
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
海
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
284
） 
早
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
早
」、
板
本
「
草
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
草
」
ノ
右
傍
ニ
「
早
」
ト
記
ス
。 
  
【
訓
読
】 
浮うき
穴
あ
な
の
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
北きた
に
在あ
り
。
〉 
同おな
じ
き
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
宇う
佐さの
濱はま
の
行かり
宮みや
に
在いま
し
て
、
神かみ
代
し
ろ
の
直
あ
た
ひ
に
詔
曰
の
た
ま
ひ
し
く
、「
朕あれ
、
諸くに
国ぐに
を
歴へ
巡めぐ
り
て
、
既すで
に
平
こ
と
む
け
治をさ
む
る
に
至いた
れ
り
。
未いま
だ
朕あ
が
治
こ
と
む
け
を
被
か
が
ふ
ら
ざ
る
異け
し
き
徒
と
も
が
ら
有あ
り
や
。」
と
の
た
ま
ふ
。
神かみ
代
し
ろ
の
直
あ
た
ひ
、
奉
う
け
た
ま
は
り
て
云 まを
し
し
く
、「
彼か
の
烟
け
ぶ
り
の
起た
て
る
村むら
、
猶なほ
、
治
こ
と
む
け
を
被
か
が
ふ
ら
ず
。」
と
ま
を
す
。
即
す
な
は
ち
直
あ
た
ひ
に
勒おほ
せ
て
、
此こ
の
村むら
に
遣つか
は
し
た
ま
ふ
に
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
有あ
り
。
名な
を
浮うき
穴あな
沫わ
媛ひめ
と
曰い
ふ
。
皇おほ
命
み
こ
と
に
捍さか
ひ
、
甚いた
く
礼ゐや
無な
し
。
即
す
な
は
ち
誅
つ
み
な
ひ
き
。
因よ
り
て
浮うき
穴
あ
な
の
郷さと
と
曰い
ふ
。 
周す
賀かの
郷さと
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
昔
者
む
か
し
、
氣おき
長なが
足
た
ら
し
姫
ひ
め
の
尊
み
こ
と
、
新
羅
し
ら
ぎ
を
征
伐
う
た
む
と
欲
お
も
ほ
し
て
、
行
幸
い
で
ま
し
し
時とき
、
御み
舩ふね
、
此こ
の
郷さと
の
東
ひ
が
し
北きた
の
海
に
繋つな
ぎ
し
に
、
艫へ
舳とも
の
牂か
㢦し
、
礒いそ
と
化
為
な
り
き
。
高たか
さ
は
廿
に
じ
ゅ
う
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
、
周めぐ
り
は
十
じ
ゅ
う
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
、
相あひ
去さ
る
こ
と
十
じ
ゅ
っ
町
ち
ょ
う
餘あま
り
な
り
。
充たか
く
し
て
嵯さ
峨か
し
く
、
草くさ
木き
生お
ひ
ず
。
加
以
し
か
の
み
な
ら
ず
、
陪
お
も
と
從びと
の
舩ふね
、
風かぜ
に
遭あ
ひ
て
漂
た
だ
よ
ひ
没しづ
み
き
。
茲ここ
に
、
土つち
蜘ぐ
蛛も
、
石いは
欝うつ
比ひ
袁お
麻ま
呂ろ
有あ
り
。
其そ
の
舩ふね
を
拯
濟
す
く
ひ
き
。
因よ
り
て
名な
を
救
す
く
ひ
の
郷さと
と
曰い
ふ
。
今いま
、
周す
賀かの
郷さと
と
謂い
ふ
は
訛
よ
こ
な
ま
れ
る
な
り
。 
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速はや
來きの
門と
。〈
郡
こ
ほ
り
の
西にし
北きた
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
門と
の
潮
う
し
ほ
の
來く
る
は
、
東
ひ
む
が
し
に
潮
う
し
ほ
落お
つ
れ
ば
、
西にし
に
涌わ
き
登のぼ
る
。
涌わ
く
響おと
は
雷
い
か
づ
ち
の
音こゑ
に
同おな
じ
。
因よ
り
て
速はや
来きの
門と
と
曰い
ふ
。
又また
、
松まつ
の
木き
有あ
り
。
本もと
は
地ち
に
着つ
き
て
、
末すゑ
は
海うみ
に
沈しづ
め
り
。
海
藻
め
早はや
く
生お
ふ
。
以もち
て
貢
上
み
つ
ぎ
に
擬あ
つ
。 
  
高
来
郡 
【
本
文
】 
高
来
郡
。
郷
玖
所
。〈
里
廿
（
285
）
一
。〉
驛
肆
所
。
烽
伍
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
（
286
）
天
皇
。
在
二
肥
後
國
玉
名
郡
長
渚
濱
之
行
宮
一
。
覧
二
此
郡
山
一
曰
。
彼
山
之
形
。
似
二
於
別
嶋
（
287
）
一
。
属
レ
陸
之
山
欤
。
別
（
288
）
居
（
289
）
之
嶋
（
290
）
欤
。
朕
欲
レ
知
之
。
仍
勒
二
神
大
野
宿
祢
一
。
遣
レ
看
之
。 
往
（
291
）
二
到
此
郡
一
。
爰
有
レ
人
。
迎
来
曰
。
僕
者
此
山
神
。
名
高
來
津
座
（
292
）
。
聞
二
天
皇
使
（
293
）
之
來
一
。
奉
レ
迎
而
已
。
因
曰
二
高
来
郡
一
。 
土
齒
池
。〈
俗
言
レ
岸
為
二
比
遅
波
一
。
在
二
郡
西
北
（
294
）
一
。〉 
此
池
東
（
295
）
之
海
邊
有
レ
岸
。
高
百
餘
丈
。
長
三
百
餘
丈
。
西
海
波
濤
。
常
以
濯
（
296
）
滌
。
縁
二
土
人
辞
一
。
号 
曰
（
297
）
二
土
齒
池
一
。
々
（
298
）
堤
（
299
）
長
六
百
餘
丈
。
廣
五
十
餘
丈
。
高
二
丈
（
300
）
餘
。
池
裏
縦
横
廿
餘
町
許
。
潮
來
之
（
301
）
。
常
突
入
入
（
302
）
。
荷
菱
多
生
。
秋
七
八
月
。
荷
根
甚
甘
。
季
秋
九
月
。
香
味
共
（
303
）
變
（
304
）
。
不
レ
中
レ
用
也
。 
峯
湯
泉
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
此
湯
泉
之
源
。
出
二
郡
南
高
来
峯
西
南
之
峯
一
。
流
於
東
之
。
流
（
305
）
勢
甚
多
（
306
）
。
熱
異
二
餘
湯
一
。
但
和
二
冷
水
一
。
乃
169 
得
二
沐
浴
一
。
其
（
307
）
味
酸
。
有
二
流
黄
白
土
及
和
（
308
）
松
一
。
其
葉
細
（
309
）
有
レ
子
。
大
如
二
小
豆
一
。
令
レ
得
レ
喫
。 
  
【
校
異
】 （
285
） 
廿
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
廿
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
「
二
十
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
206
） 
御
宇
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
御
宇
」
ノ
下
ヲ
闕
字
ト
セ
ズ
、
ソ
ノ
マ
マ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
287
） 
嶋
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
嶋
」、
南
本
・
山
本
「
島
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
288
） 
別
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
列
」
、
板
本
・
神
本
「
別
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
列
」
ノ
右
傍
ニ
「
別
」
ト
記
ス
。
校
本
「
榊
本
按
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
ト
シ
テ
「
別
」
ニ
改
ム
。
板
本
・
神
本
ニ
ヨ
リ
改
ム
。 
 
 
 
 
 
（
289
） 
居
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
居
」、
板
本
「
在
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
居
」
ノ
右
傍
ニ
「
在
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
290
） 
嶋
―
底
本
・
校
本
・
神
本
「
嶋
」
、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
山
本
「
島
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
291
） 
往
―
底
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
往
」、
板
本
・
新
考
「
徃
」
ニ
作
ル
。
南
本
「
住
」
ニ
誤
ル
。 
 
 
 
 
 
（
292
） 
座
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
座
」
ニ
作
ル
。
校
本
頭
注
ニ
「
座
、
宗
本
『
彦
』
ニ
作
リ
、
異
本
『
摩
』
ニ
作
ル
」
ト
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
（
293
） 
使
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
使
」、
南
本
「
便
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
294
） 
北
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
北
」
ニ
作
ル
。
新
考
ハ
「
南
」
ノ
誤
リ
カ
ト
ス
。 
 
 
 
 
 
（
295
） 
東
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
東
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
東
」
ノ
右
傍
ニ
「
南
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
296
） 
濕
―
底
本
・
校
本
・
神
本
「
濕
」
、
南
本
「
澀
」、
板
本
「
濯
」、
山
本
「
湿
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
澀
」
ノ
右
傍
ニ
「
濯
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
297
） 
曰
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
新
考
・
神
本
・
山
本
ニ
ア
ル
ヲ
校
本
脱
ス
。 
 
 
 
 
 
 
（
298
） 
々
―
底
本
・
山
本
「
々
」、
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
「
池
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
299
） 
堤
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
堤
」、
南
本
「
隄
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
300
） 
高
二
丈
―
底
本
、
モ
ト
「
高
二
丈
」
ヲ
脱
シ
、
右
傍
ニ
補
フ
。
南
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
ハ
本
文
ニ
ア
リ
。 
 
 
 
 
 
（
301
） 
之
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
之
」。
新
考
「
之
」
ノ
右
傍
ニ
「
者
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
302
） 
入
―
底
本
・
南
本
・
山
本
「
入
」
ニ
作
ル
。
板
本
「
之
」。
校
本
「
入
」
ヲ
「
衍
ナ
ラ
ン
」
ト
シ
テ
削
ル
。
神
本
ハ
「
秋
本
氏
本
『
之
』
を
『
々
』
に
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
ト
ス
ル
説
ニ
従
フ
。 
 
 
 
 
 
（
303
） 
共
―
底
本
・
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
共
」、
南
本
「
其
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
304
） 
之
流
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
山
本
「
流
之
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
流
之
」
ノ
右
傍
ニ
「
之
流
」
ト
記
ス
。
神
本
ハ
「
秋
本
氏
本
『
新
考
に
よ
り
顛
倒
と
し
て
句
を
分
け
、
四
字
句
を
整
え
る
。』
ノ
説
ニ
従
ヒ
改
ム
」
ト
ス
ル
ニ
従
フ
。 
 
 
 
 
 
（
305
） 
多
―
底
本
・
南
本
・
板
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
多
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
多
」
ノ
右
傍
ニ
「
烈
」
ト
記
ス
。 
170 
 
 
 
 
 
（
306
） 
其
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
其
」、
板
本
「
甚
」
ニ
作
ル
。
新
考
「
甚
」
ノ
右
傍
ニ
「
其
」
ト
記
ス
。 
 
 
 
 
 
（
307
） 
和
―
底
本
・
南
本
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
和
」、
板
本
・
新
考
「
松
」
ニ
作
ル
。 
 
 
 
 
 
（
308
） 
細
―
底
本
「
納
」
ノ
左
傍
ニ
「
細
欤
」
、
南
本
「
納
」
ト
シ
、
頭
注
ニ
「
納
、
應
作
細
」
ト
注
ス
。
板
本
・
新
考
・
校
本
・
神
本
・
山
本
「
細
」
ニ
作
ル
。 
  
【
訓
読
】 
高たか
来くの
郡
こ
ほ
り
。
郷さと
は
玖
き
ゅ
う
所
と
こ
ろ
。〈
里
こ
ざ
と
は
廿
に
じ
ゅ
う
。
〉
驛
う
ま
や
は
肆よん
所
と
こ
ろ
。
烽
と
ぶ
ひ
は
伍ご
所
と
こ
ろ
な
り
。 
昔
者
む
か
し
、
纏まき
向
む
く
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
御
宇
あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
し
し
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
、
肥
ひ
の
み
ち
の
後
し
り
の
國くに
の
玉
た
ま
き
名なの
郡
こ
ほ
り
の
長なが
渚すの
濱はま
の
行かり
宮みや
に
在いま
し
て
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
の
山やま
を
覧み
し
て
曰
の
た
ま
ひ
し
く
、「
彼か
の
山やま
の
形
か
た
ち
、
別はな
れ
嶋しま
に
似に
た
り
。
陸りく
に
属つ
け
る
山やま
か
、
別はな
れ
居ゐ
る
嶋しま
か
。
朕あれ
、
知し
ら
む
と
欲おも
ふ
。」
と
の
た
ま
ふ
。
仍よ
り
て
神かむ
大おほ
野のの
宿すく
祢ね
に
勒おほ
せ
、
遣つか
は
し
て
看み
し
め
た
ま
ひ
し
か
ば
、
此こ
の
郡
こ
ほ
り
に
往ゆ
き
到いた
り
き
。
爰ここ
に
人ひと
有あ
り
。
迎むか
へ
来き
て
曰い
ひ
し
く
、「
僕あ
は
此こ
の
山やま
の
神かみ
、
名な
は
高たか
來く
津つ
座くら
と
ま
を
す
。
天
す
め
ら
皇
み
こ
と
の
使
つ
か
ひ
の
來き
た
ま
ふ
を
聞き
き
て
、
迎むか
へ
奉まつ
ら
く
の
み
。」
と
ま
を
す
。
因よ
り
て
高たか
来くの
郡
こ
ほ
り
と
曰い
ふ
。 
土ひぢ
齒はの
池いけ
。〈
俗
く
に
ひ
と
、
岸きし
を
言い
ひ
て
比ひ
遅ぢ
波は
と
為な
す
。
郡
こ
ほ
り
の
西にし
北きた
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
池いけ
の
東
ひ
む
が
し
の
海うみ
邊べた
に
岸きし
有あ
り
。
高たか
さ
は
百
ひ
ゃ
く
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
、
長なが
さ
は
三さん
百
び
ゃ
く
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
な
り
。
西にし
の
海うみ
の
波
濤
な
み
、
常つね
に
以もち
て
濯あら
ひ
滌すす
げ
り
。
土くに
人ひと
の
辞
こ
と
ば
に
縁よ
り
て
、
号なづ
け
て
土ひぢ
齒はの
池いけ
と
曰い
ふ
。
池いけ
の
堤
つ
つ
み
の
長なが
さ
は
六ろっ
百
ぴ
ゃ
く
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
、
廣ひろ
さ
は
五ご
十
じ
ゅ
う
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
、
高たか
さ
は
二に
丈
じ
ょ
う
餘あま
り
な
り
。
池いけ
の
裏うち
、
縦たて
と
横よこ
と
、
廿
に
じ
ゅ
っ
町
ち
ょ
う
餘あま
り
ば
か
り
な
り
。
潮
う
し
ほ
來く
れ
ば
、
常つね
に
突つ
き
入い
り
て
入い
る
。
荷
は
ち
す
・
菱ひし
、
多さは
に
生お
ふ
。
秋
七
ふ
み
つ
き
八
月
な
が
つ
き
、
荷
は
ち
す
の
根ね
甚いと
甘うま
し
。
季
秋
九
月
な
が
つ
き
、
香か
と
味あぢ
、
共とも
に
變かは
り
て
、
用もち
ゐ
る
に
中あた
ら
ず
。 
峯
み
ね
の
湯ゆの
泉
い
づ
み
。〈
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
に
在あ
り
。
〉 
此こ
の
湯ゆ
の
泉
い
づ
み
の
源
み
な
も
と
は
、
郡
こ
ほ
り
の
南
み
な
み
の
高たか
来くの
峯みね
の
西にし
南
み
な
み
の
峯みね
よ
り
出い
で
て
、
東
ひ
む
が
し
に
流なが
る
。
流なが
る
る
勢
い
き
ほ
ひ
は
甚いと
多さは
に
、
熱あつ
き
こ
と
餘ほか
の
湯ゆ
に
異
こ
と
な
れ
り
。
但ただ
、
冷さむ
き
水みづ
を
和まじ
へ
て
、
乃
す
な
は
ち
沐
浴
ゆ
あ
み
す
る
こ
と
を
得う
。
其そ
の
味あじ
酸す
し
。
流ゆの
黄あわ
・
白しら
土つち
、
及また
、
和ひさ
松まつ
有あ
り
。
其そ
の
葉は
は
細ほそ
く
し
て
子
こ
の
み
有あ
り
。
大おほ
き
さ
は
小
豆
あ
づ
き
の
如ごと
く
、
喫くら
ふ
こ
と
得え
し
む
。 
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第
二
章 
糸
山
貞
幹
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
つ
い
て 
  
は
じ
め
に 
  
『
肥
前
国
風
土
記
』
は
、
現
存
す
る
常
陸
・
播
磨
・
出
雲
・
豊
後
の
四
か
国
の
風
土
記
と
並
ん
で
五
風
土
記
と
称
さ
れ
、
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
、
諸
国
に
下
さ
れ
た
官
命
に
よ
っ
て
勘
進
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
肥
前
国
風
土
記
』
が
一
般
的
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
で
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
法
印
実
観
が
京
都
の
曼
殊
院
所
蔵
本
を
書
写
、
さ
ら
に
は
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
荒
木
田
久
老
が
木
版
本
と
し
て
出
版
し
て
か
ら
、
ひ
ろ
く
流
布
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
学
者
な
ど
が
注
釈
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
頃
は
、
転
写
・
校
合
さ
れ
る
の
み
で
、
風
土
記
本
文
そ
の
も
の
の
注
釈
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 
 
は
じ
め
て
『
肥
前
国
風
土
記
』
に
本
格
的
な
注
釈
を
施
し
た
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
草
稿
の
写
し
（
後
述
参
照
）
の
序
文
に
「
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
八
月
中
清
書
」
と
あ
る
糸
山
貞
幹
の
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
で
、
そ
の
後
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
栗
田
寛
氏
が
五
風
土
記
を
校
訂
・
注
釈
し
た
『
標
注
古
風
土
記
』（
大
日
本
図
書
、
一
八
九
九
年
十
二
月
）
を
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
井
上
通
泰
氏
が
『
肥
前
風
土
記
新
考
』（
巧
人
社
、
一
九
三
四
年
十
一
月
。
そ
の
後
、
一
九
七
四
年
二
月
に
臨
川
書
店
か
ら
復
刻
）
を
著
し
、
次
第
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
肥
前
国
風
土
記
』
の
注
釈
書
の
先
駆
で
あ
る
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
成
果
に
い
ち
早
く
注
目
し
た
の
は
栗
田
氏
で
あ
る
。
彼
は
『
標
注
古
風
土
記
』
の
凡
例
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る 
肥
前
風
土
記
は
。
寛
政
十
二
年
荒
木
田
神
主
久
老
が
訓
點
を
加
へ
た
る
も
の
を
本
と
し
て
。
舊
印
本
と
い
ふ
。
其
異
同
は
。
吾
友
肥
前
國
人
糸
山
貞
幹
が
諸
異
本
を
以
て
校
し
た
る
本
。
と
同
人
の
肥
前
風
土
記
纂
注
に
よ
れ
り
。
其
大
略
を
い
は
ゞ
。
谷
森
氏
の
も
た
る
本
の
奥
書
に
。
右
之
風
土
記
四
帖
。以
二
竈
御
殿
預
家
之
傳
本
一
。令
二
書
寫
一
了
。文
政
八
年
十
月
上
旬
。
秦
公
均
と
あ
る
も
の
。
又
湯
谷
某
謹
誌
と
あ
る
を
寫
て
。
藤
原
勤
が
青
柳
種
麿
に
贈
り
た
る
を
。
三
橋
五
麿
が
寫
せ
る
本
。
ま
た
元
禄
十
三
年
。 
以
二
曼
殊
院
所
藏
之
本
一
。
書
二
於
高
野
村
蓮
華
寺
一
。
法
印
實
觀
。
と
あ
る
本
。
ま
た
南
里
元
籌
が
天
保
八
年
に
。
以
二
講
談
所
本
一
寫
レ
之
と
あ
る
本
。
又
六
人
部
是
香
が
本
居
宣
長
と
。
上
田
百
樹
の
説
を
書
入
た
り
と
い
ふ
本
な
ど
。
其
他
數
本
あ
り
。
増
注
は
。
大
方
糸
山
氏
の
纂
注
。
と
同
氏
の
風
土
記
書
入
本
を
。
先
き
に
寫
し
置
き
た
る
も
の
に
よ
れ
り
。
標
注
の
漢
文
な
る
は
舊
本
の
ま
ゝ
と
知
る
べ
し
。
古
書
を
引
き
た
る
は
此
限
り
に
あ
ら
ず
。 
 
二
箇
所
の
傍
線
部
か
ら
、『
標
注
古
風
土
記
』
の
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
部
分
は
、
貞
幹
の
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
お
よ
び
、
貞
幹
が
校
訂
し
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、「
糸
山
貞
幹
曰
」「
貞
幹
云
」
と
記
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す
頭
注
は
全
体
を
通
し
て
十
六
箇
所
存
在
す
る
。 
 
ま
た
、
栗
田
氏
が
引
い
た
貞
幹
の
説
を
井
上
氏
が
『
肥
前
風
土
記
新
考
』
に
間
接
引
用
し
た
り
、
平
田
俊
春
氏
１
・
秋
本
吉
郎
氏
２
・
久
松
潜
一
氏
３
・
植
垣
節
也
氏
４
が
校
訂
や
注
釈
に
利
用
す
る
な
ど
、
未
刊
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
後
の
研
究
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。 
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
お
も
に
重
野
安
繹
の
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
①
本
文
の
校
訂
に
多
く
の
種
類
の
写
本
を
利
用
し
て
い
る
点
、
②
国
学
者
・
地
元
出
身
者
な
ど
の
先
学
諸
家
の
説
を
多
く
引
用
し
て
い
る
点
、
③
本
文
の
注
釈
に
様
々
な
分
野
の
文
献
を
引
い
て
い
る
点
、
④
未
だ
先
学
が
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
点
が
優
れ
て
い
る
。
施
さ
れ
た
注
釈
は
、『
肥
前
国
風
土
記
』
の
注
釈
書
の
最
初
に
し
て
、
最
も
詳
細
な
も
の
で
、
研
究
史
上
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
成
果
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 
 
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
の
よ
う
に
、
未
刊
で
あ
る
が
ゆ
え
に
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
植
垣
氏
が
現
在
残
る
写
本
の
翻
刻
・
校
訂
が
試
み
た
５
も
の
の
、
諸
本
の
異
同
が
は
な
は
だ
多
く
、
分
量
も
膨
大
な
た
め
、
作
業
は
困
難
を
極
め
た
ら
し
く
、
完
結
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
 
こ
の
た
び
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
全
文
翻
刻
お
よ
び
写
本
間
で
の
校
合
を
試
み
た
。
全
文
翻
刻
は
次
章
で
掲
げ
る
こ
と
と
し
、
本
章
で
は
、
糸
山
貞
幹
著
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
き
た
い
。 
 
 
一
、
糸
山
貞
幹
に
つ
い
て 
  
は
じ
め
に
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
を
著
し
た
糸いと
山やま
貞さだ
幹もと
の
略
歴
を
み
て
お
き
た
い
。 
 
貞
幹
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
二
月
二
十
六
日
、
肥
前
国
佐
賀
藩
為
重
村
（
現
佐
賀
市
諸
富
町
）
の
糸
山
主
計
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
吉
田
神
道
の
教
え
を
う
け
、
旧
藩
時
代
に
お
い
て
は
、
国
学
教
育
の
場
で
あ
る
神
学
寮
に
お
い
て
教
頭
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
筑
後
国
一
宮
の
高
良
神
社
・
田
島
神
社
の
権
宮
司
・
宮
司
を
歴
任
し
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
八
月
二
十
五
日
、
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
に
と
も
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
教
導
職
の
権
大
講
義
と
な
り
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
に
は
香
椎
宮
の
権
宮
司
に
任
じ
ら
れ
た
。
佐
賀
中
学
校
・
師
範
学
校
で
も
教
鞭
を
執
り
、
私
塾
を
開
い
て
立
言
舎
と
号
し
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
六
日
、
八
十
八
歳
で
死
去
。
貞
幹
は
、
祭
祀
・
和
歌
・
郷
土
史
な
ど
の
分
野
に
精
通
し
て
い
た
。
祭
祀
の
分
野
で
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
関
守
一
と
大
森
定
久
と
と
も
に
『
順
考
祭
奠
式
』（
二
巻
。
国
立
国
会
図
書
館
・
東
京
国
立
博
物
館
・
東
北
大
学
・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
写
本
が
あ
る
）
を
、
和
歌
で
は
『
百
歌
選
』
や
『
増
訂
樟
葉
三
十
六
歌
仙
』
を
著
し
、
郷
土
史
で
は
南
里
有
隣
６
が
編
集
し
た
『
肥
前
旧
事
』
に
増
訂
を
加
え
る
な
ど
、
博
学
多
才
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 貞
幹
が
増
補
を
行
な
っ
た
『
肥
前
旧
事
』
と
は
、
安
寧
天
皇
７
か
ら
光
厳
天
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皇
に
い
た
る
ま
で
の
肥
前
国
に
関
す
る
事
柄
を
、
お
よ
そ
百
三
十
種
類
の
ぼ
る
文
献
を
引
き
、
編
年
体
で
記
し
た
通
史
で
、
全
六
巻
８
か
ら
な
る
。
内
閣
文
庫
・
九
州
大
学
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
佐
賀
県
立
図
書
館
・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
・
無
窮
会
専
門
図
書
館
な
ど
に
写
本
が
残
っ
て
い
る
。
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
本
の
奥
書
に
は
、「
萬
延
二
年
辛
酉
三
月
下
旬
寫 
 
絲
山
貞
幹
」
と
あ
り
、
貞
幹
に
よ
り
書
写
・
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
肥
前
叢
書
』
９
に
は
活
字
化
さ
れ
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
万
延
二
年
の
奥
書
が
な
い
が
、
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
本
で
の
訂
正
が
反
映
さ
れ
、
記
述
も
少
し
詳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、『
肥
前
叢
書
』
の
方
が
新
し
い
よ
う
で
あ
る
。 
『
肥
前
叢
書
』
の
奥
書
を
み
る
と
、「
明
治
二
十
八
年
八
月
中
清
書
」
と
あ
る
も
の
の
、
第
一
之
巻
の
冒
頭
を
み
る
と
「
明
治
卅
六
年
四
月
中
清
書
」
と
あ
り
、
何
度
か
清
書
を
く
り
返
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
時
期
は
、
ま
さ
に
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
を
清
書
し
て
い
る
と
き
に
あ
た
り
、
両
書
の
清
書
が
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 
こ
う
し
て
清
書
を
く
り
返
す
過
程
で
、
貞
幹
が
さ
ら
に
系
図
や
文
書
、
諸
家
の
説
を
中
心
に
百
十
八
種
類
の
文
献
を
引
い
て
増
補
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
増
補
は
「
増
―
」
と
い
う
よ
う
に
、
南
里
有
隣
の
文
と
区
別
し
て
文
中
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
本
で
は
、上
部
の
余
白
や
行
間
、
あ
る
い
は
朱
筆
で
「
増
補
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 
増
補
は
お
も
に
、文
中
に
引
か
れ
て
い
る
史
料
に
異
本
の
校
異
を
示
し
た
り
、
地
名
比
定
と
い
っ
た
、
南
里
有
隣
が
編
集
し
た
文
に
対
す
る
注
釈
や
、
貞
幹
が
追
加
し
た
史
料
に
基
づ
き
、
新
た
な
項
目
を
立
て
る
よ
う
な
構
成
に
関
わ
る
も
の
な
ど
、『
肥
前
叢
書
』
で
は
大
小
合
わ
せ
て
七
百
八
十
箇
所
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。 そ
れ
で
は
、
貞
幹
は
ど
の
よ
う
に
増
補
を
行
な
っ
た
の
か
。
仲
哀
天
皇
の
御
世
に
神
功
皇
后
が
登
望
村
で
男
装
し
た
こ
と
の
典
拠
に
、『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
登
望
駅
条
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
を
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
本
で
み
て
み
た
い
。 
 
同
ク
登
望
村
ニ
テ
雄
装
ヲ
シ
玉
フ 
 
 
同
書
（
肥
前
国
風
土
記
）
曰
、
登
望
駅
※
１
昔
者
、
氣
長
足
姫
尊
到
※
２
此
所
留
為
雄 
 
 
装
御
魚臂
之
鞆
落
於
此
村
因
号
鞆
駅
※
３
東
西
之
海
有
蚫 
螺
鯛
雜
魚
海
藻
海
松
等 
 
本
文
を
み
て
み
る
と
、※
を
附
し
た
場
所
に
増
補
の
書
き
込
み
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
※
１
の
右
傍
に
「
在
郡
西
補
（
さ
ら
に
「
在
」
の
下
に
「
松
浦
」
を
補
う
）
」、
※
２
の
右
傍
に
「
於
イ
」、
※
３
の
右
傍
に
「
増
東
松
浦
郡
ニ
呼
子
村
大
字
大
友
小
友
ア
リ
」
と
あ
り
、
地
名
比
定
と
異
本
の
校
異
を
補
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
方
法
は
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
と
よ
く
似
て
お
り
、
清
書
の
時
期
も
近
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
同
じ
方
針
で
増
補
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
そ
の
後
、
貞
幹
は
『
肥
前
旧
事
続
編
料
』（
上
下
二
巻
）
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
肥
前
旧
事
』
の
続
編
で
、
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
か
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ら
、
後
柏
原
天
皇
の
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
ま
で
の
百
九
十
四
年
間
に
わ
た
る
記
録
を
収
め
て
い
る
。
上
巻
の
冒
頭
に
「
明
治
三
十
四
年
二
月
中
清
書
」
と
記
し
、「
明
治
卅
四
年
七
月
中
清
書
」
と
あ
る
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
乙
本
（
後
述
参
照
）
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
清
書
で
あ
る
。 
貞
幹
は
、
ほ
か
に
も
多
く
の
著
作
を
遺
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
本
章
で
取
り
あ
げ
る
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
内
容
の
豊
富
さ
か
ら
郷
土
史
と
い
う
枠
を
超
え
、
貞
幹
の
研
究
の
集
大
成
と
い
う
べ
き
書
物
で
あ
る
。 
  
二
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
諸
写
本 
  
さ
て
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
現
在
、
原
本
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
国
立
国
会
図
書
館
に
草
稿
の
写
し
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
貞
幹
の
自
筆
稿
本
が
一
本
と
、
写
本
が
二
本
の
合
計
四
本
が
存
在
す
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
諸
本
の
書
誌
的
デ
ー
タ
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。 ①
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
上
中
下
三
冊
）（
以
下
、
国
会
本
と
称
す
） 
 
１
．
上
巻
（
請
求
番
号
一
〇
二
．
三
．
一
八
三
） 
 
 
袋
綴
一
冊
。
題
箋
に
「
肥
前
風
土
記
纂
注 
上
」
と
あ
り
、
右
肩
に
請
求
番
号
の
「
一
〇
二
．
三
．
一
八
三
」
と
記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
を
貼
付
す
る
。
そ
の
ラ
ベ
ル
の
下
に
直
接
「
総
国 
基
肄
郡 
養
父
郡 
三
根
郡 
神
崎
郡
」
と
記
す
。
縦
二
七
セ
ン
チ
、
横
一
七
セ
ン
チ
、
全
六
十
二
枚
（
う
ち
遊
紙
一
枚
）。
遊
紙
（
六
十
二
枚
目
）
左
肩
に
「
一
〇
二
・
三
・
一
八
三
」
記
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
を
貼
付
す
る
。
一
枚
目
に
「
肥
前
国
風
土
記
纂
註 
一
〈
明
治
二
十
一
年
八
月
中
清
書
〉」
と
内
題
が
あ
り
、「
肥
前
国
風
土
記
纂
註
」
の
左
傍
か
ら
序
文
の
二
行
目
に
か
け
て
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
の
蔵
書
印
が
、
さ
ら
に
右
下
に
「
邨
岡
氏
印
」
の
角
印
、
そ
の
下
に
「
明
治
四
五
．
三
．
一 
購
求
」
と
い
う
楕
円
印
が
あ
る
。
ま
た
内
題
の
左
傍
に
「
佐
賀 
糸
山
貞
幹
草
稿
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
草
稿
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
２
．
中
巻
（
請
求
番
号
一
〇
二
．
三
．
一
八
三
） 
袋
綴
一
冊
。
題
箋
に
「
肥
前
風
土
記
纂
注 
中
」
と
あ
り
、
右
肩
に
上
巻
と
同
様
に
請
求
番
号
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
、
そ
の
下
に
直
接
「
佐
嘉
郡 
小
城
郡 
松
浦
郡
上
」
と
記
す
。
縦
横
と
も
に
上
巻
と
同
じ
寸
法
で
、
全
六
十
一
枚
（
う
ち
遊
紙
一
枚
）。
六
十
枚
目
左
肩
に
請
求
番
号
の
ラ
ベ
ル
を
貼
付
す
る
。
一
枚
目
に
「
肥
前
国
風
土
記
纂
註 
二
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
邨
岡
氏
印
」
の
角
印
お
よ
び
「
明
治
四
五
．
三
．
一
購
求
」
の
楕
円
印
が
あ
り
、
佐
嘉
郡
の
記
述
か
ら
三
行
に
わ
た
っ
て
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。 
 
３
．
下
巻
（
請
求
番
号
一
〇
二
．
三
．
一
八
三
） 
袋
綴
一
冊
。
題
箋
に
「
肥
前
風
土
記
纂
注 
三
」
と
あ
り
、
右
肩
に
上
巻
・
中
巻
と
同
様
に
請
求
番
号
を
記
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
、
そ
の
下
に
直
接
175 
「
松
浦
郡
下 
杵
島
郡 
藤
津
郡 
彼
杵
郡 
高
来
郡
」
と
記
す
。
縦
横
と
も
に
上
巻
・
中
巻
と
同
じ
寸
法
で
、
全
五
十
三
枚
（
う
ち
遊
紙
一
枚
）。
五
十
三
枚
目
左
肩
に
上
巻
・
中
巻
同
様
に
請
求
番
号
の
ラ
ベ
ル
を
貼
付
す
る
。
二
枚
目
に
「
肥
前
国
風
土
記
纂
註 
三
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
邨
岡
氏
印
」
の
角
印
と
「
明
治
四
五
．
三
．
一
購
求
」
の
楕
円
印
」
が
み
ら
れ
る
点
も
上
巻
・
中
巻
と
同
様
で
あ
る
。「
値
賀
島
」
の
記
述
か
ら
四
行
に
わ
た
っ
て
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
ま
た
、
五
十
三
枚
目
に
、 
 
 
 
 
肥
前
風
土
記
纂
注
三
巻
著
者
糸
山
貞
幹
贈
栗
田
寛
氏
者 
 
 
 
 
即
就
其
本
冩
云
々 
 
 
 
 
 
明
治
廿
七
年
七
月
下
浣 
村
岡
良
弼
識
於
牛
込
山
里
小
屠
蘇 
 
 
 
 
 
同
廿
八
年
五
月
三
十
日
一
請
施
赭
墨
畢 
良
弼
識
（
印
） 
 
 
 
 
 
此
日
大
纛
還
自
西
京 
と
い
う
奥
書
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
糸
山
貞
幹
が
栗
田
寛
に
草
稿
を
贈
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
村
岡
良
弼
が
書
写
し
て
所
蔵
し
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 
国
会
本
の
特
徴
で
特
筆
す
べ
き
は
、
頭
注
や
行
間
に
「
弼
云
」
と
し
て
村
岡
良
弼
の
説
が
十
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
貞
幹
が
先
学
を
引
用
す
る
場
合
は
、「
―
氏
（
○
○
人
）
曰
」
と
い
う
形
式
で
書
く
点
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
説
は
他
本
に
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
、
原
本
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
村
岡
良
弼
氏
が
書
写
し
た
あ
と
、
自
説
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 
②
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
甲
本
（
上
中
下
三
冊
）（
以
下
、
甲
本
と
称
す
） 
 
１
．
上
巻
（
請
求
番
号
図
四
〇
） 
 
 
一
冊
。
一
八
八
頁
。
縦
二
八
セ
ン
チ
。
外
題
に
「
正
本 
肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
上
」
と
あ
る
が
、「
正
」
を
見
消
に
し
て
右
傍
に
「
副
」
と
記
す
。
表
紙
の
裏
に
「
寄
贈
」「
佐
賀
県
立
図
書
館
、
昭
和
36
、
3
、
20
、
三
八
二
六
二
六
」
と
い
う
ゴ
ム
印
が
あ
る
。
冒
頭
に
「
明
治
癸
卯
（
三
十
六
年
）
七
月
」
と
記
す
重
野
安
繹
氏
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
序
文
の
大
略
は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
栗
田
氏
の
『
標
注
古
風
土
記
』
に
貞
幹
の
説
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
こ
と
、
佐
嘉
郡
の
「
年
常
」
に
か
か
る
「
謂
鰐
魚
」
と
い
う
注
を
「
海
神
」
の
注
と
し
て
い
る
点
は
卓
見
で
あ
る
こ
と
、
養
父
郡
曰
理
郷
の
「
曰
」
を
「
亘
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
指
摘
と
重
野
氏
の
説
、
序
文
は
既
に
亡
く
な
っ
た
栗
田
氏
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
幹
の
序
文
の
冒
頭
に
「
明
治
廿
九
年
。
其
後
段
々
書
入
八
月
中
清
書
」
と
あ
っ
て
、
国
会
本
が
起
稿
さ
れ
て
か
ら
八
年
後
に
清
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上
巻
は
、
序
文
・
総
記
・
基
肄
郡
・
養
父
郡
・
三
根
郡
・
神
崎
郡
の
記
述
か
ら
な
る
。 
 
２
．
中
巻 
 
 
一
冊
。
一
八
二
頁
。
縦
二
八
セ
ン
チ
。
外
題
に
「
正
本 
肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
中
」
と
あ
る
も
の
の
、
上
巻
と
同
様
に
「
正
」
を
見
消
に
し
176 
て
右
傍
に
「
副
」
と
記
す
。
中
巻
は
、
佐
嘉
郡
・
小
城
郡
・
松
浦
郡
大
家
島
ま
で
の
記
述
か
ら
な
る
。 
 
３
．
下
巻 
 
 
一
冊
。
一
五
六
頁
。
縦
二
八
セ
ン
チ
。
外
題
に
「
正
本 
肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
下
」
と
あ
る
も
の
の
、
上
巻
・
中
巻
と
同
じ
く
「
正
」
を
見
消
と
し
、
右
傍
に
「
副
」
と
記
す
。
下
巻
は
、
松
浦
郡
値
嘉
島
か
ら
杵
島
郡
・
藤
津
郡
・
彼
杵
郡
・
高
来
郡
ま
で
を
記
す
。 
 
甲
本
は
貞
幹
の
自
筆
稿
本
と
さ
れ
る
も
の
で
、「
其
後
段
々
書
入
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
会
本
よ
り
も
内
容
が
詳
し
く
な
っ
て
お
り
、
加
筆
訂
正
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
訂
正
し
た
箇
所
を
「
書
損
分
」
と
頭
書
し
て
、
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
り
、
推
敲
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。 
③
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
乙
本
（
上
中
下
三
冊
）（
以
下
、
乙
本
と
称
す
） 
１
．
上
巻
（
請
求
番
号
Ｓ
二
九
〇
／
Ｉ
九
一
／
一
） 
一
冊
。
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
九
八
枚
。
一
枚
目
最
終
行
に
「
肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
 
 
上
」と
あ
る
。二
枚
目
に
白
紙
と
な
っ
て
お
り
、
中
ほ
ど
に
「
佐
賀
県
立
図
書
館
之
印
」
の
角
印
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
県
立
佐
賀 
三
〇
．
一
二 
図
書
館
」
の
丸
印
、
さ
ら
に
「
六
六
四
一
〇
」
と
番
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
用
紙
の
右
下
に
「（
佐
賀
県
史
）」
と
あ
り
、
佐
賀
県
史
編
纂
事
業
の
一
貫
で
書
写
さ
れ
た
も
の
が
佐
賀
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
枚
目
か
ら
五
枚
目
に
か
け
て
重
野
安
繹
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
六
枚
目
か
ら
は
貞
幹
の
序
文
が
あ
り
、
一
行
目
に
は
「
肥
前
風
土
記 
 
 
 
〈
明
治
卅
四
年
七
月
中
清
書
〉」
と
あ
る
。 
 
２
．
中
巻
（
請
求
番
号
Ｓ
二
九
〇
／
Ｉ
九
一
／
二
） 
一
冊
。
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
二
一
二
枚
。
一
枚
目
最
終
行
に
「
肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
 
中
」
と
あ
り
、
左
上
に
「
〇
七
九
一
．
一
五
．
九
二
六
七
四
二
二
」
と
番
号
が
あ
る
。
二
枚
目
に
「
佐
賀
県
立
図
書
館
之
印
」
の
角
印
が
あ
り
、
左
上
に
「
六
六
四
一
一
」
と
番
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
と
同
様
、
佐
賀
県
史
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
内
容
は
、
佐
嘉
郡
・
小
城
郡
・
松
浦
郡
大
家
島
ま
で
の
記
述
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 
 
３
．
下
巻
（
請
求
番
号
Ｓ
二
九
〇
／
Ｉ
九
一
／
三
） 
 
 
一
冊
。
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
五
四
枚
。
一
枚
目
最
終
行
に
「
肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
 
 
 
 
下
」
と
あ
り
、
左
上
に
「
〇
七
九
一
．
一
五
．
一
九
二
六
四
七
二
三
」
と
番
号
が
あ
る
。
二
枚
目
に
「
佐
賀
県
立
図
書
館
之
印
」
の
角
印
が
あ
り
、
左
上
に
「
六
六
四
一
二
」
と
番
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
・
中
巻
と
同
様
、
佐
賀
県
史
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
い
る
。
内
容
は
、
松
浦
郡
値
嘉
島
か
ら
杵
島
郡
・
藤
津
郡
・
彼
杵
郡
・
高
来
郡
の
記
述
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 
 
乙
本
は
、
ほ
と
ん
ど
が
や
や
乱
雑
な
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
こ
れ
と
は
異
な
る
筆
跡
が
あ
っ
た
り
、
途
中
改
頁
が
あ
る
な
ど
、
複
数
人
が
177 
分
担
し
て
筆
写
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 
ま
た
、
誤
脱
が
非
常
に
多
く
、「
偁
」
を
「
稱
」
と
誤
写
し
た
り
、
分
注
の
体
裁
を
損
な
う
な
ど
、
筆
写
に
あ
た
っ
た
人
物
は
、
専
門
知
識
を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
誤
写
は
他
本
で
訂
正
で
き
る
も
の
の
、
乙
本
の
段
階
で
加
筆
さ
れ
た
文
も
多
く
、
完
全
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
注
釈
を
み
る
と
、
甲
本
に
も
な
い
文
献
や
、
先
学
を
引
い
て
い
る
箇
所
が
多
く
み
ら
れ
、
内
容
が
よ
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
残
る
諸
本
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
完
成
本
に
近
い
１
０
と
い
え
る
。 
④
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
丙
本
（
以
下
、
丙
本
と
称
す
） 
 
 
一
冊
。
左
下
に
「
佐
賀
縣
史
編
纂
原
稿
用
紙
」
と
印
字
さ
れ
た
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
五
枚
。
袋
綴
に
し
た
も
の
を
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
製
本
。
請
求
番
号
Ｓ
二
〇
〇
．
八
八
／
Ｓ
ａ
．
一
五
／
四
五
〇
。
一
枚
目
の
右
の
右
上
に
「
名
稱 
〈
附
録
〉
肥
前
風
土
記
纂
註
」「
巻
別 
上
・
中
」
と
横
書
き
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
し
て
あ
り
、
そ
の
下
に
「
佐
賀
県
立
図
書
館
之
印
」
の
角
印
が
あ
る
。
一
枚
目
右
の
左
上
に
「
Ｎ
Ｏ
五
一
三
一
五
」
と
い
う
ス
タ
ン
プ
が
押
し
て
あ
り
、
そ
の
下
に
手
書
き
で
「
〇
七
九
一 
一
五 
一
九
＝
四
五
〇
」
と
あ
る
。
一
行
目
に
「〈
附
録
〉
肥
前
風
土
記
纂
註
」
と
あ
り
、
二
行
目
に
「
附
録
「
肥
前
風
土
記
纂
註
」
に
就
い
て
」
と
し
て
、
弟
子
に
よ
る
序
文
を
有
し
て
い
る
点
は
前
の
三
本
と
は
異
な
る
。
内
容
は
他
の
三
本
と
は
異
な
り
、
重
野
安
繹
の
序
文
は
な
く
、
糸
山
貞
幹
に
よ
る
序
文
と
総
記
の
み
で
あ
る
。 
丙
本
は
、
清
書
の
年
月
を
記
し
て
い
な
い
た
め
、
ど
の
本
を
写
し
た
も
の
な
の
か
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
（
後
述
参
照
）。
こ
の
本
は
、
も
と
も
と
「
会
報
」
な
る
雑
誌
の
巻
末
に
附
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
。
活
字
化
に
い
た
る
ま
で
の
事
情
は
、「
附
録
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
就
い
て
」
と
題
さ
れ
た
、
お
よ
そ
五
百
字
に
わ
た
る
端
書
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
し
長
い
が
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。 
附
録
「
肥
前
風
土
記
纂
註
」
に
就
い
て
。 
本
書
は
、
故
糸
山
貞
幹
先
生
の
畢
生
の
心
血
を
注
い
で
も
の
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
實
に
肥
前
國
は
言
は
ず
も
が
な
、
我
國
に
於
け
る
貴
重
な
典
籍
に
し
て
、
其
名
夙
に
高
し
。
さ
れ
ば
有
志
の
人
は
翁
の
存
生
中
幾
度
か
上
梓
せ
ん
こ
と
を
勸
め
た
れ
ど
、
翁
は
固
辞
し
て
肯
じ
給
は
ず
。
筐
底
深
く
藏
せ
ら
れ
て
今
日
に
至
れ
り
。
吾
人
は
大
に
之
を
遺
憾
と
し
、
何
と
か
し
て
會
報
の
巻
末
に
號
を
逐
ふ
て
掲
戴
し
て
附
録
と
な
し
、
後
日
一
冊
の
正
本
と
し
て
大
成
す
る
事
を
得
る
や
う
に
し
た
き
も
の
と
、
種
々
計
畫
中
な
り
し
が
、
た
ま
た
ま
本
年
一
月
の
總
會
に
、
我
郷
の
出
身
岡
泰
雄
君
の
臨
席
す
る
あ
り
。 
君
は
曾
て
翁
に
師
事
し
て
そ
の
寫
本
を
得
た
る
の
人
す
な
は
ち
請
ふ
て
復
寫
の
勞
を
取
ら
ん
こ
と
を
以
て
す
。
君
は
現
時
官
幣
大
社
鹿
島
神
宮
宮
司
の
職
に
あ
り
、
甚
だ
多
忙
の
身
を
以
て
な
ほ
よ
く
快
諾
せ
ら
れ
、
以
178 
て
今
日
巻
末
に
付
す
る
の
榮
を
見
る
に
至
れ
り
。 
實
に
本
會
報
を
し
て
權
威
あ
ら
し
め
、
燦
然
と
し
て
光
輝
あ
ら
し
む
。
岡
君
の
勞
と
好
意
と
は
、
誠
に
感
謝
に
餘
あ
り
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
、
併
せ
て
そ
の
よ
り
て
来
る
と
こ
ろ
を
會
員
諸
賢
に
告
ぐ
。
元
本
に
は
句
讀
点
、
反
点
な
し
。
さ
れ
ど
通
讀
に
便
せ
ん
た
め
、
こ
れ
も
岡
君
の
好
意
に
て
付
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
又
元
本
の
註
は
割
註
な
れ
ど
印
刷
の
都
合
に
よ
り
括
弧
内
に
収
む
。 
（
大
正
十
三
年
二
月
五
日
毛
利
龍
一
識
） 
そ
こ
に
は
、
貞
幹
が
畢
生
の
心
血
を
注
い
で
き
た
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
肥
前
国
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
に
お
い
て
も
大
変
貴
重
な
典
籍
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
刊
の
た
め
に
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
幹
の
死
去
か
ら
約
五
年
を
経
て
、
こ
れ
を
遺
憾
に
思
っ
た
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
活
字
化
の
計
画
が
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
活
字
化
に
あ
た
っ
て
功
が
あ
っ
た
の
は
、
貞
幹
に
師
事
し
て
い
た
と
い
う
鹿
島
神
宮
宮
司
の
岡
泰
雄
氏
で
あ
っ
た
。
彼
は
貞
幹
の
稿
本
を
書
写
し
た
も
の
を
所
持
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
活
字
化
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
を
提
供
し
た
と
い
う
。
初
回
は
貞
幹
の
序
文
と
総
記
ま
で
を
載
せ
、
何
号
か
に
わ
た
っ
て
連
載
を
予
定
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
こ
う
し
て
「
会
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
佐
賀
県
史
の
関
係
者
が
筆
写
し
た
も
の
が
丙
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
会
報
」
が
い
か
な
る
雑
誌
な
の
か
、
そ
の
後
連
載
が
継
続
さ
れ
た
か
な
ど
、
不
明
な
点
が
多
い
。
佐
賀
県
史
の
原
稿
用
紙
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
佐
賀
県
史
編
纂
の
た
め
の
資
料
と
し
て
集
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
後
も
連
載
が
あ
れ
ば
筆
写
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
他
に
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
連
載
が
続
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
三
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
所
引
『
肥
前
国
風
土
記
』 
  
次
に
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
引
か
れ
た
風
土
記
の
本
文
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
貞
幹
の
序
文
に
、
底
本
と
校
合
に
利
用
し
た
写
本
の
奥
書
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
箇
所
を
あ
げ
て
お
く
。
な
お
、
引
用
部
分
が
長
く
、
校
合
に
利
用
し
た
写
本
も
複
数
あ
る
た
め
、
番
号
と
傍
線
を
附
し
た
。
原
文
に
お
け
る
分
注
は
括
弧
で
括
り
、
小
字
と
す
る
体
裁
に
改
め
た
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
本
文
の
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
も
っ
と
も
完
成
本
に
近
い
乙
本
（
前
節
③
）
か
ら
の
引
用
と
す
る
。 
 
 
此
題
号
、
①
印
本
（
奥
書
ニ
、
右
一
冊
者
。
肥
前
国
長
崎
人
大
家
惟
年
。
所
齎
本
也
。
原
誤
謬
尤
多
矣
。
寛
政
十
一
己
未
年
三
月
。
於
京
師
旅
寓
校
正
之
。
加
訓
点
畢
。
蓋
依
城
戸
千
楯
。
長
谷
川
菅
諸
等
之
需
者
也
。
皇
太
神
宮
権
祢
宜
従
四
位
下
荒
木
田
神
主
久
老
ト
ア
リ
。
）
マ
タ
②
湯
本
（
奥
書
ニ
、
右
肥
前
風
土
記
者
、
所
蔵
官
之
秘
府
也
、
湯
谷
某
謹
誌
ト
ア
ル
ヲ
、
寛
政
十
179 
年
筑
前
人
、
青
柳
種
信
氏
カ
、
備
中
人
、
混
同
春
彦
氏
ヨ
リ
、
借
写
シ
タ
ル
ヲ
、
文
化
十
二
年
、
本
国
人
、
三
橋
五
麻
呂
氏
カ
再
写
シ
タ
ル
ナ
リ
） 
ニ
ハ
風
土
記
、
肥
前
国
ト
ア
リ
。
③
竃
本
（
奥
書
ニ
、
右
之
風
土
記
四
帖
。
以
竃
御
殿
預
家
之
傳
本
。
令
書
写
了
。
文
政
八
年
十
月
上
旬
。
日
秦
公
均
。
ト
ア
ル
ヲ
、
天
保
八
年
、
柘
栗
延
実
氏
カ
、
写
シ
タ
ル
ヲ
、
京
師
人
、
谷
森
善
臣
氏
カ
、
再
冩
シ
タ
ル
ナ
リ
、
四
帖
ト
ハ
、
山
城
・
伊
賀
・
尾
張
・
豊
後
・
肥
前
ノ
ヲ
、
四
帖
ニ
綴
レ
リ
） 
ニ
ハ
肥
前
国
ト
ノ
ミ
ア
リ
。
今
ハ
④
曼
本
（
奥
書
ニ
、
元
祿
十
三
年
歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
初
五
日
。
以
曼
珠
院
所
蔵
之
本
書
於
高
野
村
蓮
華
寺
法
仰
実
観
。
マ
タ
、
享
保
九
年
武
蔵
人
児
島
徳
公
。
マ
タ
同
年
源
頼
久
ト
ア
ル
ヲ
、
天
保
八
年
本
国
人
南
里
元
壽
氏
カ
傳
写
シ
タ
ル
ナ
リ
。
此
本
ハ
湯
本
ニ
能
似
タ
リ
）『
幕
府
日
記
』
ニ
、
享
保
七
年
正
月
十
四
日
。
石
川
近
江
守
被
相
渡
候
御
書
付 
覚 
一
新
国
史
ヨ
リ
風
土
記
迄
ハ
御
庫
ニ
全
部
無
之
候
。
但
風
土
記
ハ
豊
後
・
出
雲
御
庫
ニ
有
之
候
ト
ア
リ
。
本
記
此
頃
迄
ハ
普
ク
流
布
セ
サ
ル
ニ
ヤ
。
據
テ
改
ム
。（
下
ニ
⑤
箻
本
ト
ア
ル
ハ
、
其
奥
書
ニ
、
肥
前
国
大
村
人
岩
永
常
輔
游
学
尾
州
三
年
。
于
此
業
成
帰
郷
。
余
以
其
国
旧
典
幸
而
存
従
叟
写
之
。
天
明
六
年
丙
午
仲
秩
箻
菴
河
村
秀
根
ト
ア
ル
本
ヲ
、
寛
政
十
二
年
京
師
人
城
戸
千
楯
氏
上
田
百
樹
氏
等
カ
冩
シ
タ
ル
ヲ
、
吾
師
篤
舎
六
人
部
是
香
翁
ノ
文
化
十
二
年
ニ
傳
写
サ
レ
タ
ル
者
ナ
リ
。
其
他
⑥
異
本
数
種
ヲ
得
タ
リ
。
皆
少
異
ア
ル
凡
テ
異
本
ト
云
者
是
ナ
リ
） 
こ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
荒
木
田
久
老
校
訂
の
印
本
（
い
わ
ゆ
る
木
版
本
）
を
底
本
と
し
て
、
湯
本
・
竃
本
・
曼
本
・
葎
本
お
よ
び
異
本
数
種
で
校
訂
し
た
と
い
う
。
底
本
を
除
い
た
右
の
写
本
は
、
い
ず
れ
も
現
存
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
引
か
れ
た
校
異
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
に
面
影
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
が
校
異
に
引
か
れ
て
い
る
数
を
み
る
と
、
湯
本
は
四
十
九
箇
所
、
竃
本
は
二
十
箇
所
、
曼
本
は
七
十
六
箇
所
、
葎
本
は
〇
箇
所
１
１
、
異
本
は
九
十
三
箇
所
と
な
っ
て
い
る
１
２
。 
こ
の
な
か
で
、
曼
本
の
親
本
と
な
る
曼
殊
院
本
を
め
ぐ
っ
て
は
、『
肥
前
国
風
土
記
』
の
伝
播
祖
本
と
さ
れ
る
猪
熊
本
（
猪
熊
信
男
氏
旧
蔵
本
）
こ
そ
が
曼
殊
院
本
と
す
る
秋
本
氏
１
３
、
猪
熊
本
と
祖
本
を
同
じ
く
す
る
も
別
系
統
と
す
る
平
田
氏
１
４
な
ど
、
従
来
か
ら
猪
熊
本
と
の
関
係
を
問
題
に
し
た
議
論
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』が
校
異
に
曼
本
を
引
い
て
い
る
の
は
七
十
六
箇
所
で
、
こ
こ
か
ら
猪
熊
本
と
曼
本
の
関
係
を
導
き
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る
１
５
。 
そ
れ
で
は
、
貞
幹
が
ど
の
よ
う
に
し
て
風
土
記
本
文
の
校
合
・
校
訂
を
お
こ
な
っ
た
の
か
を
み
て
み
た
い
。
ま
ず
、
彼
杵
郡
速
来
門
を
例
に
あ
げ
て
み
る
（
原
文
の
校
異
・
お
よ
び
注
釈
文
は
追
い
込
み
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
見
出
し
ご
と
に
改
行
し
て
、
原
文
に
は
な
い
句
読
点
・
鍵
括
弧
・
中
黒
で
体
裁
を
整
え
た
。
ま
た
、
本
文
の
校
合
・
校
訂
に
関
係
な
い
文
は
省
略
し
た
）。 
 
 
速
来
門
。〈
在
二
郡
西
北
一
。〉 
此
門
之
潮
之
来
者
。
東
潮
落
者
西
涌
登
。
涌
響
同
二
雷
音
一
。
因
曰
二
速
来
門
一
。
又
有
二
杉
木
一
。
本
者
著
レ
地
。
末
者
沈
レ
海
。
海
藻
早
生
。
以
擬
二
貢
上
一
。 
異
本
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
速
来
「
速
」
印
本
「
連
」
ニ
誤
ル
。
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
下
同
シ
。 
○
西
涌
湯
本
「
潮
」
ニ
作
ル
。 
180 
○
登
涌
此
二
字
、
異
本
ナ
シ
。 
○
杉
木
「
杉
」
異
本
「
松
」
ニ
作
ル
。 
○
早
生
「
早
」
印
本
「
草
」
ニ
作
ル
。
竃
本
・
湯
本
・
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
 
体
裁
に
注
目
す
る
と
、
見
出
し
の
下
に
対
象
と
な
る
文
字
、
ま
た
は
文
字
数
を
示
し
、
諸
本
の
異
同
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
底
本
に
誤
り
が
あ
る
場
合
、
ど
の
本
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
か
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
然
る
べ
き
手
続
き
を
経
た
校
訂
の
体
裁
は
、
現
在
の
校
訂
作
業
に
も
通
じ
て
お
り
、
校
訂
本
と
し
て
よ
く
整
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。 
貞
幹
が
校
合
に
利
用
し
た
湯
本
以
下
の
写
本
は
、
現
在
で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
引
か
れ
た
校
異
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
た
写
本
を
見
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
極
め
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。 
と
こ
ろ
で
、『
肥
前
国
風
土
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
の
風
土
記
に
は
現
存
す
る
も
の
の
他
に
異
種
の
本
文
が
存
在
す
る
こ
と
が
早
く
井
上
通
泰
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
６
。
現
在
、
一
般
的
に
目
に
す
る
木
版
本
や
写
本
の
形
で
流
布
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
甲
類
風
土
記
と
い
う
の
に
対
し
、
甲
類
と
は
文
体
が
異
な
り
、
仙
覚
の
『
万
葉
集
注
釈
』
や
卜
部
兼
方
の
『
釈
日
本
紀
』
な
ど
に
『
筑
紫
風
土
記
』
と
し
て
引
か
れ
、
逸
文
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
を
乙
類
風
土
記
と
い
う
。
甲
類
と
乙
類
の
特
色
に
つ
い
て
、
坂
本
太
郎
氏
１
７
は
次
の
六
点
に
整
理
さ
れ
た
。 
①
国
の
下
の
行
政
区
劃
の
名
お
よ
び
行
政
官
庁
の
名
を
、
甲
は
郡
と
い
い
、
乙
は
県
と
い
う
。 
②
被
説
明
物
の
位
置
の
記
載
に
、
甲
は
被
説
明
物
の
名
の
下
に
分
註
と
し
て
「
在
二
郡
北
一
」「
在
二
郡
東
一
」と
い
う
よ
う
に
郡
家
か
ら
の
方
位
を
示
す
。
乙
は
本
文
の
初
め
に
「
県
南
二
里
」「
県
東
三
十
里
」
と
い
う
よ
う
に
大
書
し
、
且
つ
里
数
を
示
す
。 
③
天
皇
の
称
号
の
記
し
方
は
甲
が
書
紀
と
合
致
す
る
の
に
対
し
て
、
乙
は
異
な
る
こ
と
。 
④
そ
の
他
の
人
名
地
名
も
、
甲
が
或
い
は
書
紀
に
合
い
、
或
い
は
定
制
と
合
致
す
る
の
に
対
し
て
、
乙
は
独
特
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
。 
⑤
文
章
に
お
い
て
、
乙
類
は
甲
類
に
く
ら
べ
漢
風
の
修
飾
が
い
ち
じ
る
し
く
目
立
つ
。
わ
ざ
と
む
ず
か
し
い
文
字
を
も
ち
い
、
分
註
を
以
て
そ
の
国
音
を
録
し
た
り
、
釈
語
を
載
せ
る
こ
と
が
多
い
。 
⑥
書
名
に
お
い
て
、
甲
は
そ
の
各
々
の
国
名
を
冠
し
て
筑
前
風
土
記
、
筑
後
風
土
記
と
い
う
よ
う
に
呼
ば
れ
た
が
、
乙
は
総
称
し
て
筑
紫
風
土
記
と
呼
ば
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 
ま
た
、
甲
乙
二
種
の
先
後
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
井
上
氏
の
研
究
以
来
、
議
論
が
多
く
、
現
在
に
至
っ
て
も
定
説
を
み
な
い
。
甲
類
の
成
立
が
乙
類
に
先
行
す
る
と
み
る
小
島
憲
之
氏
１
８
は
、
撰
者
を
藤
原
宇
合
と
し
、
甲
類
を
趣
味
的
あ
181 
る
い
は
文
藻
豊
か
に
改
訂
し
て
乙
類
を
作
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
乙
類
が
甲
類
先
行
す
る
と
い
う
立
場
を
と
る
研
究
者
に
、
坂
本
太
郎
氏
１
９
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
坂
本
氏
は
、
乙
類
の
「
筑
紫
風
土
記
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
「
九
州
を
総
称
し
た
筑
紫
が
他
の
諸
国
に
対
し
て
一
国
に
准
ず
る
も
の
と
観
念
せ
ら
れ
た
こ
と
は
古
い
慣
行
」
と
し
、「
筑
紫
風
土
記
の
名
を
負
っ
た
風
土
記
が
各
国
別
々
の
名
を
負
っ
た
風
土
記
よ
り
も
古
い
」
と
指
摘
す
る
。
二
種
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
に
あ
げ
た
二
氏
以
外
も
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
議
論
は
本
章
の
対
象
と
し
な
い
た
め
、
諸
説
の
簡
単
な
紹
介
に
止
め
て
お
く
こ
と
と
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
荊
木
美
行
氏
２
０
が
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 
さ
て
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
甲
類
風
土
記
の
注
釈
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
が
、
松
浦
郡
と
杵
島
郡
の
二
箇
所
に
乙
類
風
土
記
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
ま
ず
は
松
浦
郡
に
あ
る
引
用
か
ら
あ
げ
て
み
る
。 
松
浦
縣
。
々
東
三
十
里
。
有
二
帔
搖
岑
一
。〈
帔
搖
比
礼
府
離
。〉
最
頂
有 
レ
沼
。
計
可
半
町
。
俗
傳
云
。
昔
者
檜
前
天
皇
之
世
。
遣
二
大
伴
紗
手
彦
一
。
鎮
二
任
那
国
一
。
于
レ
時
奉
レ
命
經
二
過
此
処
一
。
於
レ
是
。
篠
原
村
。〈
篠
資
農
也
。〉
有
二
娘
子
一
。
名
曰
二
乙
等
比
賣
一
。
容
貌
端
正
。
孤
為
国
色
。
紗
手
比
古
。
便
娉
成
レ
婚
。
離
別
之
日
乙
等
比
売
。
登
二
望
此
岑
一
。 
挙
レ
帔
招
。
因
以
為
レ
名
。 
此
条
『
仙
覚
万
葉
抄
』
オ
ヨ
ヒ
、『
釈
日
本
紀
』
等
ニ
、『
肥
前
風
土
記
』
ト
テ
引
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
本
モ
ア
リ
シ
ニ
ヤ
姑
ク
此
処
ニ
附
載
ス
。 
○
縣
本
居
翁
曰
、
縣
ハ
上
リ
田
ニ
テ
、
朝
廷
ノ
御
料
フ
陸
田
物
ヲ
作
リ
テ
貢
ル
地
ナ
ル
ガ
、
其
ニ
准
ヘ
テ
諸
国
ニ
ア
ル
御
料
フ
地
ヲ
モ
云
。
漢
字
ヲ
用
フ
ル
世
ニ
ナ
リ
テ
、
縣
字
ヲ
当
テ
書
ナ
ラ
ヒ
、
稍
後
ニ
ハ
必
シ
モ
御
料
フ
地
ナ
ラ
ネ
ト
モ
、
漢
ニ
テ
縣
ト
云
ニ
当
ル
ホ
ト
ノ
地
ヲ
ハ
縣
ト
云
コ
ト
ニ
ナ
レ
ル
ナ
リ
。
今
日
此
処
ハ
郡
ト
云
ベ
キ
所
ナ
ル
ニ
、
此
字
ヲ
当
タ
リ
。 
○
縣
東
「
縣
」
異
本
「
之
」
ニ
作
ル
ヽ
ノ
轉
セ
シ
ナ
ラ
ン
。 
○
三
十
里
此
ハ
郡
家
ヨ
リ
起
程
シ
テ
許
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
此
岑
ヨ
リ
西
三
十
里
、
即
チ
今
ノ
道
程
三
里
ナ
レ
バ
、
値
賀
村
辺
ニ
テ
、
偏
僻
ノ
海
岸
ナ
レ
ハ
、
郡
家
ヲ
オ
ク
ベ
キ
処
ニ
ア
ラ
ズ
。
サ
レ
ド
モ
外
ニ
考
フ
ベ
キ
タ
ツ
キ
ナ
シ
。
扨
本
文
、
鏡
渡
ヲ
郡
ノ
北
ト
シ
、
褶
振
峯
ヲ
郡
ノ
東
ト
ア
ル
ニ
依
テ
考
フ
ル
ニ
、
郡
家
ハ
今
ノ
久
里
村
・
鬼
塚
村
ナ
ド
ニ
ハ
ア
ラ
サ
リ
シ
カ
。
然
レ
ハ
下
ノ
賀
周
里
逢
鹿
駅
等
ノ
方
角
モ
ソ
レ
ニ
テ
能
叶
ヘ
リ
。
久
里
村
・
鬼
塚
村
ハ
打
開
ケ
タ
ル
地
ニ
テ
、
往
来
ナ
ド
ノ
便
リ
宜
キ
所
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
三
十
里
ト
ア
ル
ニ
合
ハ
ズ
。
如
シ
ク
ハ
十
ハ
衍
ニ
テ
三
里
ナ
ラ
ン
カ
。
然
ル
ト
キ
ハ
能
叶
ヘ
リ
。
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
後
考
ヲ
待
ツ
。 
乙
類
風
土
記
に
対
し
て
貞
幹
は
、「
此
条
『
仙
覚
万
葉
抄
』
オ
ヨ
ヒ
、『
釈
日
本
紀
』
等
ニ
、『
肥
前
風
土
記
』
ト
テ
引
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
本
モ
ア
リ
シ
ニ
ヤ
。
姑
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ク
此
処
ニ
附
載
ス
」
と
い
い
、「
郡
」
を
「
縣
」
と
す
る
由
来
を
本
居
宣
長
の
説
を
引
用
し
て
注
釈
を
施
し
、
郡
家
か
ら
の
距
離
を
「
三
十
里
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
郡
家
を
置
く
に
相
応
し
い
場
所
が
な
い
こ
と
を
述
べ
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。 
次
に
、
杵
島
郡
に
引
か
れ
た
乙
類
風
土
記
を
あ
げ
て
み
た
い
。 
縣
南
二
里
。
有
二
一
孤
山
一
。
従
レ
坤
指
レ
艮
。
三
峯
相
連
。
是
名
曰
二
杵
島
山
一
。
坤
者
曰
二
比
古
神
一
。
中
者
曰
二
比
賣
神
一
。
艮
者
曰
二
御
子
神
一
。〈
一
名
軍
神
。
動
則
兵
興
矣
。〉
郷
閭
士
女
。
提
レ
酒
抱
レ
琴
毎
レ
歳
春
秋
。
携 
レ
手
登
望
。
楽
飲
歌
舞
。
曲
盡
而
帰
。
歌
詞
云
。
阿
羅
礼
符
縷
。
耆
資
麼
加
多
愷
塢
。
嵯
峨
紫
彌
刀
。
區
縒
刀
理
我
禰
尼
。
伊
謀
我
提
塢
刀
縷
〈
是
杵
島
曲
。〉 
こ
の
文
は
仙
覚
の
『
万
葉
集
注
釈
』
か
ら
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
乙
本
で
は
「
此
條
、『
仙
覺
万
葉
抄
』
及
ヒ
松
浦
郡
ニ
引
ク
、
松
浦
云
々
ノ
件
ノ
如
シ
」
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
甲
本
を
み
る
と
、「
此
條
、『
仙
覺
万
葉
抄
』
及
ヒ
『
釋
日
本
紀
』
等
ニ
、『
肥
前
風
土
記
』
ト
テ
引
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
本
モ
ア
リ
シ
ニ
ヤ
。
奇
シ
」
と
い
い
、
乙
類
風
土
記
の
体
裁
や
里
程
を
不
審
に
思
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
、
貞
幹
は
こ
れ
ら
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
一
般
的
に
流
布
し
て
い
る
甲
類
風
土
記
と
は
別
種
の
も
の
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 
 
 
四
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
内
容
に
つ
い
て 
  
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
校
合
に
多
く
の
写
本
を
利
用
し
て
い
る
ほ
か
に
、
内
容
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
点
を
あ
げ
る
と
、
①
地
名
考
証
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
、
②
多
く
の
文
献
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
、
③
諸
家
の
説
を
多
く
引
い
て
い
る
こ
と
、
④
未
だ
先
学
が
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
の
四
点
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。 
 
ま
ず
、
①
地
名
考
証
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
風
土
記
に
み
え
る
地
名
を
、
明
治
期
に
お
け
る
最
新
の
地
名
に
比
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
基
肄
郡
の
「
里
十
七
」
の
注
釈
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
○
里
十
七
「
十
七
」
印
本
「
七
十
」
ニ
誤
ル
。
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
又
此
三
字
、
印
本
ニ
ハ
小
書
ス
。
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
下
同
シ
。
名
称
所
在
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。（「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
二
十
一
村
ナ
リ
。
廿
二
年
改
革
シ
テ
基
山
村
大
字
宮
浦
・
園
部
・
小
倉
・
長
野
、
基
里
村
大
字
酒
井
・
東
酒
井
・
西
姫
方
・
飯
田
、
田
代
村
大
字
田
代
・
永
吉
・
柚
比
・
神
辺
・
萱
方
ト
ス
） 
 
十
七
あ
る
里
の
名
称
と
所
在
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
、「
明
治
十
年
ノ
調
」
を
引
い
て
、
明
治
十
年
時
点
で
の
村
の
数
を
あ
げ
、
さ
ら
に
二
十
二
年
四
月
の
市
制
・
町
村
制
施
行
に
と
も
な
う
改
革
後
の
地
名
を
列
記
し
て
い
る
。
基
肄
郡
以
外
も
里
の
名
称
所
在
を
不
明
と
す
る
例
が
多
い
も
の
の
、
や
は
り
基
肄
郡
と
同
様
に
、
当
時
に
お
け
る
最
新
の
情
報
を
載
せ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
183 
る
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明
治
二
十
二
年
の
改
革
に
よ
る
新
地
名
は
、
明
治
二
十
一
年
に
草
稿
を
書
き
始
め
た
国
会
本
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
引
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
、
明
治
二
十
七
年
に
清
書
さ
れ
た
甲
本
に
は
こ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
清
書
と
加
筆
を
く
り
返
し
、
そ
の
都
度
知
り
得
た
最
新
の
情
報
を
加
え
な
が
ら
、
よ
り
精
細
な
地
名
考
証
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。 
 
次
に
、
②
多
く
の
文
献
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
は
、
六
国
史
を
は
じ
め
と
す
る
史
書
や
、『
万
葉
集
』
な
ど
の
和
歌
集
、「
元
禄
国
絵
図
（
元
禄
図
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）」
な
ど
の
地
図
、「
明
治
十
年
ノ
調
」
な
ど
の
行
政
の
記
録
、「
肥
前
古
跡
詠
」
な
ど
現
在
容
易
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
方
史
料
の
類
、『
海
東
諸
国
記
』と
い
っ
た
外
国
の
記
録
、な
ど
、
三
百
種
類
を
超
え
る
文
献
が
引
か
れ
て
い
る
。 
 
こ
う
し
た
文
献
は
、
草
稿
の
段
階
で
す
で
に
こ
の
数
が
引
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、何
度
も
清
書
を
く
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
新
た
な
文
献
の
追
加
は
文
献
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
、
ど
の
段
階
で
ど
の
文
献
を
加
え
た
の
か
が
あ
る
程
度
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
会
本
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
河
上
文
書
の
引
用
は
、
甲
本
で
は
八
箇
所
、
乙
本
で
は
十
七
箇
所
み
ら
れ
る
。
こ
の
河
上
文
書
の
な
か
に
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
度
支
配
総
田
数
文
書
」
と
題
す
る
も
の
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
乙
本
に
し
か
引
用
が
な
く
、
し
か
も
、
傍
書
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
文
を
清
書
し
て
か
ら
加
筆
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 
こ
こ
に
い
う
河
上
文
書
と
は
、
河
上
神
社
、
す
な
わ
ち
肥
前
国
一
宮
の
與
止
日
女
神
社
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
貞
幹
は
『
淀
姫
神
社
雑
記
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
上
文
書
を
入
手
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
入
手
の
時
期
は
お
そ
ら
く
、
甲
本
の
清
書
を
は
じ
め
る
前
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
乙
本
の
清
書
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
度
支
配
総
田
数
文
書
」
を
入
手
し
た
た
め
に
加
筆
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
、
特
定
の
文
献
を
ま
と
め
て
追
加
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 
 
こ
の
ほ
か
、
あ
と
か
ら
文
献
を
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
例
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
前
述
の
「
明
治
十
年
ノ
調
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
明
治
十
年
ノ
調
」
は
行
政
記
録
の
一
種
と
考
え
ら
れ
、
人
口
や
戸
数
、
田
畑
の
数
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
録
は
明
治
十
年
の
も
の
に
限
ら
ず
、
こ
れ
以
外
に
、
八
年
・
九
年
・
十
二
年
・
二
十
一
年
・
二
十
四
年
・
二
十
五
年
・
二
十
六
年
・
三
十
一
年
の
記
録
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
も
、
入
手
と
と
も
に
随
時
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
ま
た
、
か
つ
て
引
い
て
い
た
文
献
に
代
わ
り
、
新
た
な
文
献
に
差
替
え
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
総
記
の
「
駅
一
十
八
所
」
に
施
さ
れ
た
注
釈
が
そ
れ
で
あ
り
、
諸
本
の
記
述
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 
（
国
会
本
） 
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驛
『
和○
名○
抄○
』
ニ
、
駅
和
名
無
末
也
。（
後
略
） 
（
甲
本
） 
驛
『
箋○
注○
和○
名○
抄○
』
ニ
、「
唐
令
」
云
、
諸
道
須
置
驛
者
。
毎
卅
里
置
一
駅
。（
音
繹
无
末
夜
見
古
今
澤
六
帖
歌
枕
冊
子
）
若
地
勢
険
阻
。
及
無
水
草
処
。
随
便
置
之
。（
○
海
録
砕
事
唐
制
三
十
里
置
一
馬
。
即
是
『
説
文
』
駅
置
騎
也
）（
後
略
） 
（
乙
本
） 
駅
『
箋○
注○
和○
名○
抄○
』
ニ
、「
唐
令
」
云
、
諸
道
須
置
駅
者
。
毎
卅
里
置
一
駅
。（
音
无
末
夜
見
古
今
澤
六
帖
歌
枕
冊
子
）
若
地
勢
険
阻
。
及
無
水
草
処
。
随
便
置
之
。（
○
海
録
制
三
十
里
置
一
馹
。
即
砕
事
唐
是
『
説
文
』
駅
置
騎
也
）（
後
略
） 
（
丙
本
） 
驛
『
箋○
注○
和○
名○
抄○
』
ニ
、「
唐
令
」
云
、
諸
道
須
置
驛
者
。
毎
卅
里
置
一
駅
。（
音
繹
无
末
夜
見
古
今
澤
六
帖
歌
枕
冊
子
）
若
地
勢
険
阻
。
及
無
水
草
処
。
随
便
置
之
。（
海
録
砕
事
唐
制
三
十
里
一
驛
。
即
是
『
説
文
』
驛
置
騎
也
）（
後
略
） 
 
こ
れ
を
み
る
と
、
国
会
本
は
『
和
名
抄
』
を
引
い
て
い
る
の
に
対
し
、
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
は
と
も
に
『
箋
註
和
名
抄
』
に
差
替
え
て
あ
る
。
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
の
間
で
文
字
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
に
大
き
な
違
い
は
な
く
、
誤
写
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。 
『
箋
註
和
名
抄
』
は
、
狩
谷
棭
斎
の
編
集
し
た
『
和
名
抄
』
の
注
釈
書
で
、
全
十
巻
。
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
成
立
で
、
刊
行
さ
れ
た
の
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
で
あ
る
。『
和
名
抄
』
の
注
釈
に
、
和
漢
の
文
献
を
多
く
引
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
国
会
本
に
『
箋
註
和
名
抄
』
の
引
用
が
一
例
も
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
草
稿
を
執
筆
し
て
い
る
と
き
に
は
入
手
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 
 
文
献
の
引
用
に
関
し
て
も
、
地
名
考
証
の
場
合
と
同
様
に
、
貞
幹
が
入
手
し
た
最
新
の
情
報
を
逐
一
盛
り
込
ん
で
い
っ
た
結
果
、
三
百
種
類
を
超
え
る
引
用
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
こ
の
ほ
か
、
注
釈
に
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
と
い
っ
た
和
歌
集
を
多
数
引
用
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
松
浦
郡
の
「
郡
」
の
注
釈
の
な
か
に
、
「
松
浦
」
と
詠
っ
た
和
歌
を
、『
万
葉
集
』・『
新
古
今
和
歌
集
』
な
ど
か
ら
三
十
首
を
引
き
、
さ
ら
に
頭
注
で
二
十
二
首
を
あ
げ
て
い
る
。
頭
注
に
引
か
れ
て
い
る
和
歌
は
、
甲
本
を
み
る
と
二
枚
の
附
箋
に
草
書
で
記
さ
れ
て
お
り
、
本
文
と
は
趣
が
異
な
る
。
こ
の
部
分
は
乙
本
で
は
頭
注
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
原
本
は
附
箋
と
し
て
貼
付
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 
ま
た
、
松
浦
郡
の
「
玉
島
小
河
」
の
注
釈
に
も
和
歌
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
玉
島
」
と
詠
っ
た
和
歌
を
、『
万
葉
集
』
か
ら
の
十
首
に
続
け
て
、
『
続
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
勅
撰
集
や
、『
家
房
集
』
な
ど
の
歌
集
か
ら
十
七
首
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
乙
本
で
は
、
別
紙
に
草
書
で
「
玉
島
」
が
含
ま
れ
る
和
歌
を
十
二
首
記
し
て
い
る
。
別
紙
の
冒
頭
に
は
挿
入
を
示
す
記
号
が
あ
り
、
本
文
に
も
同
様
の
記
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。
挿
入
の
記
号
が
附
さ
れ
て
い
る
場
所
は
、
和
歌
の
引
用
の
末
尾
で
、
青
柳
氏
説
の
上
で
あ
る
か
ら
、
の
ち
185 
に
追
加
し
た
と
き
に
一
箇
所
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
が
別
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
原
本
で
は
附
箋
と
し
て
貼
付
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
貞
幹
は
、
経
歴
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
百
歌
選
』
や
『
増
訂
樟
葉
六
歌
仙
』
を
著
す
な
ど
、
和
歌
に
も
造
詣
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
。
地
名
解
説
に
和
歌
の
引
用
が
多
い
の
は
、
和
歌
に
関
し
て
豊
富
な
知
識
を
も
っ
て
い
た
貞
幹
の
独
自
性
が
よ
く
表
わ
れ
た
注
釈
と
い
え
る
。 
 
次
に
、
③
諸
家
の
説
を
多
く
引
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
諸
本
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
全
部
で
五
十
四
人
の
説
が
引
か
れ
て
い
る
。
貞
幹
は
先
学
を
引
用
す
る
場
合
、「
―
氏
曰
（
○
○
人
）」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
人
物
の
出
身
地
ま
で
記
し
て
い
る
例
が
多
い
。 
引
用
さ
れ
た
人
物
の
出
身
地
を
み
て
み
る
と
、
肥
前
（
土
人
と
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
が
九
人
で
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
肥
後
が
四
人
、
筑
前
が
三
人
な
ど
、
九
州
出
身
者
が
多
い
。
そ
し
て
、
引
用
数
が
多
い
の
は
、
本
居
宣
長
の
三
十
一
箇
所
で
、
次
い
で
伊
藤
常
足
の
二
十
五
回
、
栗
田
寛
十
九
回
（
い
ず
れ
も
乙
本
）
と
続
く
。
諸
本
を
比
較
す
る
と
、
引
用
の
人
数
や
回
数
に
大
き
な
違
い
が
出
て
お
り
、
何
回
も
清
書
を
し
て
い
く
う
ち
に
、
諸
家
の
説
の
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
 
た
と
え
ば
、
国
会
本
を
み
る
と
、
南
里
有
隣
の
説
が
八
箇
所
に
わ
た
っ
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
甲
本
を
み
る
と
「
南
里
氏
曰
」
と
さ
れ
て
い
た
箇
所
の
ほ
と
ん
ど
が
見
消
、
あ
る
い
は
記
述
が
完
全
に
な
く
な
っ
て
お
り
、
一
箇
所
の
み
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
乙
本
も
甲
本
と
同
じ
で
一
箇
所
し
か
み
ら
れ
な
い
。 
 
ま
た
、
国
会
本
で
は
三
箇
所
に
し
か
引
用
が
な
い
栗
田
寛
の
説
は
、
甲
本
の
段
階
で
十
三
箇
所
に
増
え
、さ
ら
に
乙
本
に
な
る
と
十
九
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
国
会
本
の
三
箇
所
は
頭
注
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
初
か
ら
あ
っ
た
記
述
で
は
な
く
、
あ
と
か
ら
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
栗
田
氏
は
、
国
会
本
の
起
稿
か
ら
十
一
年
後
の
明
治
三
十
二
年
に
『
標
注
古
風
土
記
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
の
凡
例
に
は
、
貞
幹
が
栗
田
氏
に
贈
っ
た
草
稿
（
国
会
本
の
原
本
）
と
、
貞
幹
が
校
訂
し
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
写
し
を
引
用
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
貞
幹
と
栗
田
氏
は
、
自
身
の
著
作
の
草
稿
を
贈
る
ほ
ど
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
栗
田
氏
に
草
稿
を
贈
っ
て
か
ら
甲
本
を
起
稿
す
る
明
治
二
十
九
年
ま
で
の
間
に
も
学
問
的
な
交
流
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
が
甲
本
で
増
加
し
た
「
栗
田
氏
曰
」
と
い
う
く
だ
り
に
反
映
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 
 
最
後
に
、
④
未
だ
先
学
が
指
摘
し
て
い
な
い
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
み
て
み
た
い
。
貞
幹
は
多
く
の
文
献
や
学
説
を
引
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
す
ぐ
れ
た
指
摘
を
し
て
い
る
。総
記
に
あ
る
肥
前
国
と
い
う
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
、
『
釈
日
本
紀
』
所
引
の
『
肥
後
国
風
土
記
』
逸
文
を
引
い
て
注
釈
し
て
い
る
部
分
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 
『
肥
後
風
土
記
』（『
釈
日
本
紀
』
ニ
引
タ
リ
）
ニ
、
肥
後
国
者
。
本
與
肥
前
国
。
186 
合
為
一
国
。
昔
崇
神
天
皇
（
此
御
名
モ
ト
ハ
此
記
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ヲ
、
後
人
ノ
叨
ニ
改
メ
シ
ナ
ラ
ン
）
之
世
。
益
城
郡
朝
来
名
峰
。
有
土
蜘
蛛
。
名
曰
打
猿
頚
猴
。
二
人
率
徒
衆
百
八
十
餘
人
。
蔭
於
峰
頂
。
常
逆
皇
命
。
不
肯
降
服
。
天
皇
勅
肥
君
等
祖
。
健
緒
組
遣
誅
彼
賊
衆
。
健
緒
組
奉
勅
到
来
。
皆
悉
誅
夷
。
便
巡
国
裡
。
兼
察
消
息
。
乃
到
八
代
郡
白
髪
山
。
日
晩
止
宿
。
其
夜
虚
空
有
火
。
自
然
而
燎
。
稍
々
降
下
。
着
燒
比
山
。
健
緒
組
見
之
。
大
懐
驚
怪
。
行
事
既
畢
。
参
上
朝
廷
。
陳
行
状
。
奏
言
臣
辱
被
聖
命
。
遠
誅
西
戎
不
霑
刀
刃
梟
獍
自
滅
。
自
非
威
霊
何
得
然
之
。
更
挙
燎
火
之
状
奏
聞
。
天
皇
下
詔
曰
。
剪
拂
賊
徒
。
頗
無
西
眷
海
上
之
勲
。
誰
人
比
之
。
又
火
従
空
下
。
燒
山
亦
怪
。
火
下
之
国
可
名
火
国
。
即
挙
健
緒
組
之
勲
。
賜
姓
名
曰
火
君
健
緒
組
。
便
遣
治
比
国
。
因
火
曰
火
国
。
後
分
両
国
。
而
為
前
後
ト
ア
リ
。
能
ク
本
文
ニ
似
タ
リ
。 
 
こ
の
引
用
箇
所
で
注
目
す
べ
き
は
、『
肥
後
国
風
土
記
』
は
『
肥
前
国
風
土
記
』
と
内
容
が
似
て
い
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
九
州
の
風
土
記
は
、
文
体
の
類
似
性
か
ら
、
太
宰
府
で
一
括
し
て
編
修
さ
れ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
２
１
。
貞
幹
は
そ
こ
ま
で
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
肥
前
・
肥
後
両
国
の
風
土
記
の
本
文
の
類
似
性
に
、
い
ち
早
く
気
づ
い
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。 
以
上
が
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
内
容
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、
最
新
の
文
献
や
説
を
多
く
引
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
研
究
に
つ
な
が
る
す
ぐ
れ
た
指
摘
を
し
て
お
り
、
注
釈
書
と
し
て
は
か
な
り
精
度
が
高
い
と
い
え
る
。 
  
五
、
丙
本
に
つ
い
て 
  
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
、
ど
の
本
を
書
写
し
た
も
の
な
の
か
不
明
と
な
っ
て
い
た
丙
本
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
丙
本
の
書
誌
的
デ
ー
タ
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
植
垣
氏
に
よ
れ
ば
、
端
書
に
あ
る
岡
泰
雄
氏
が
所
持
し
て
い
た
写
本
は
、
い
つ
の
成
立
な
の
か
は
不
明
と
い
う
２
２
。
植
垣
氏
は
こ
の
論
考
を
書
か
れ
た
と
き
、
甲
本
に
つ
い
て
「
実
は
私
は
未
見
で
あ
っ
て
」
と
い
い
、
四
種
類
全
て
の
写
本
を
見
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
諸
本
の
比
較
が
で
き
ず
に
不
明
と
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
諸
本
を
比
較
し
、
丙
本
が
ど
の
本
を
写
し
た
も
の
な
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。 
 
ま
ず
、
総
記
の
「
朝
来
名
峰
」
に
附
さ
れ
た
注
釈
を
例
に
あ
げ
て
み
た
い
。 
 
（
国
会
本
） 
 
 
○
朝
来
名
峰
詳
カ
ナ
ラ
ス
。 
 
（
甲
本
） 
 
 
○
朝
来
名
峰
阿
蘇
惟
治
氏
（
阿
蘇
男
爵
ノ
祖
）
曰
、
此
山
ハ
本
郡
沼
山
津
荘
ニ
属
ス
。 
 
（
乙
本
） 
 
 
○
朝
来
名
峰
阿
蘇
惟
治
氏
阿
蘇
男
爵
ノ
祖
曰
、
此
山
ハ
本
郡
沼
田
山
津
荘
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ニ
属
ス
。
今
日
或
曰
、
本
郡
福
原
村
ニ
ア
リ
ト
曰
処
ナ
リ
ヤ
。 
 
（
丙
本
） 
 
 
○
朝
来
名
峰
阿
蘇
惟
治
氏
（
阿
蘇
男
爵
ノ
祖
）
曰
、
此
山
ハ
本
郡
沼
山
津
荘
ニ
属
ス
。 
 
こ
れ
を
み
る
と
、
丙
本
の
記
述
は
甲
本
と
同
文
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
乙
本
の
「
今
日
或
曰
」
以
下
の
部
分
は
「
荘
ニ
属
ス
」
の
左
傍
に
記
さ
れ
、「
属
ス
」
の
下
に
挿
入
の
指
示
あ
る
こ
と
か
ら
、
乙
本
の
段
階
で
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
 
次
に
「
西
戎
」
に
附
さ
れ
た
注
釈
を
あ
げ
て
み
る
。 
 
（
国
会
本
） 
 
 
○
西
戎
土
蜘
蛛
打
猴
頸
猨
等
ヲ
云
フ
。
上
ニ
引
ケ
ル
『
日
本
紀
』
ニ
、
四
道
將
軍
以
平
戎
夷
之
状
奏
焉
ト
ア
ル
戎
夷
モ
此
等
ノ
者
ヲ
云
ナ
レ
ハ
、
京
ヨ
リ
遠
キ
鄙
ノ
国
々
ヲ
戎
ト
モ
夷
ト
モ
云
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
、
、
、
、
、
、
。 
 
（
甲
本
） 
○
西
戎
土此ハ
蜘
蛛
打
猴
頸
猨猴
等
ヲ
イ
フ
。
上
ニ
ヒ
ケ
ル
『
日
本
紀
』
ニ
、
四
道
將
軍
以
平
戎
夷
之
状
奏
焉
ト
ア
ル
戎
夷
モ
此
等
ノ
者
ヲ
云
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
其
頃
ハ
京
ヨ
リ
遠
キ
鄙
ノ
国
々
ヲ
戎
ト
モ
夷
ト
モ
云
ヒ
シ
カ
、
、
、
、
ラ
ン
。 
 
（
乙
本
） 
○
西
戎
此
ハ
打
猴
頸
猨
等
ヲ
イ
フ
。
上
ニ
ヒ
ケ
ル
『
日
本
紀
』
ニ
、
四
道
將
軍
以
平
戎
夷
之
状
奏
焉
ト
ア
ル
戎
夷
モ
此
等
ノ
者
ヲ
云
シ
ナ
レ
バ
、
、
、
、
、
、
其
頃
ハ
カ
ク
云
シ
ナ
ラ
ン
。 
 
（
丙
本
） 
 
 
○
西
戎 
此
ハ
打
猴
頸
猨
等
ヲ
イ
フ
。
上
ニ
引
ケ
ル
『
日
本
紀
』
ニ
、
四
道
將
軍
以
平
戎
夷
之
状
奏
焉
ト
ア
ル
戎
夷
モ
此
等
ノ
者
ヲ
云
フ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
其
頃
ハ
京
ヨ
リ
遠
キ
鄙
ノ
国
々
ヲ
戎
ト
モ
夷
ト
モ
云
ヒ
シ
カ
、
、
、
、
。 
 
こ
れ
ら
の
文
を
比
較
す
る
と
、
国
会
本
に
あ
っ
た
「
土
蜘
蛛
」
は
、
甲
本
で
「
此
ハ
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
乙
本
・
丙
本
と
も
に
「
此
ハ
」
と
な
っ
て
お
り
、
国
会
本
の
「
頸
猨
」
と
あ
る
「
猨
」
は
、
甲
本
で
「
猴
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
本
・
丙
本
は
「
猨
」
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
点
を
附
し
た
語
尾
に
注
目
し
て
み
る
と
、
国
会
本
「
云
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
」、
甲
本
「
云
ヒ
シ
カ
」、
乙
本
「
云
ヒ
シ
ナ
レ
バ
」、
丙
本
「
云
ヒ
シ
カ
」
と
あ
る
。
甲
本
に
注
目
し
て
み
る
と
、
元
は
「
云
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
」
と
あ
り
、「
ナ
」
に
線
を
一
本
足
し
て
「
カ
」
に
書
き
変
え
、「
ラ
ン
」
を
見
消
と
し
、
最
終
的
に
「
云
ヒ
シ
カ
」
と
し
て
い
る
。
訂
正
後
の
甲
本
の
記
述
は
、
丙
本
の
記
述
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
い
え
る
。 
最
後
に
、「
後
分
両
国
」
の
注
釈
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 
 
（
国
会
本
） 
 
 
○
後
分
両
国
此
ハ
何
レ
ノ
時
代
ナ
ラ
ン
、
、
、
、
、
。『
日
本
紀
』（
成
務
天
皇
五
年
九
月
）
ニ
、
令
諸
國
以
郡
国
立
造
長
。
縣
邑
置
稲
置
。
並
賜
楯
矛
以
為
表
。
則
隔
山
河
而
分
国
縣
。
隨
仟
佰
以
定
邑
里
ト
ア
ル
ヲ
始
メ
、
允
恭
・
孝
徳
・
天
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武
ノ
天
皇
等
ノ
時
ニ
段
々
、
、
改
革
ヲ
加
ヘ
、
嵯
峨
天
皇
ノ
朝
ニ
至
リ
テ
今
ノ
如
ク
定
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
然
ル
ヲ
『
長
典
随
筆
』
ニ
、
崇
峻
天
皇
二
年
依
上
宮
太
子
奏
分
卅
三
箇
国
成
六
十
国
也
。
マ
タ
『
日
本
略
記
』
ニ
、
敏
達
天
皇
ノ
御
宇
ニ
聖
徳
太
子
ノ
御
異
見
ニ
テ
六
十
六
箇
国
ニ
被
割
ケ
リ
。
マ
タ
『
塵
滴
問
答
』
ニ
、
文
武
天
皇
御
宇
、
国
ヲ
割
テ
六
十
六
箇
国
ニ
定
メ
給
フ
。
マ
タ
『
和
事
始
』
ニ
、
杖林カ
逸
カ
『
節
用
集
』
ニ
、
文
武
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
六
十
六
国
ニ
分
チ
給
フ
ナ
ト
ア
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。（
後
略
） 
 
（
甲
本
） 
○
後
分
両
国
此
ハ
何
レ
ノ
時
代
ナ
ラ
ン
、
、
、
、
、
。『
日
本
紀
』（
成
務
天
皇
五
年
九
月
）
ニ
、
令
諸
國
以
郡
国
立
造
長
。
縣
邑
置
稲
置
。
並
賜
楯
矛
以
為
表
。
則
隔
山
河
而
分
国
縣
。
随
仟
佰
以
定
邑
里
ト
ア
ル
ヲ
始
メ
、
允
恭
・
孝
徳
・
天
武
ノ
天
皇
等
ノ
時
ニ
ヲ
リ
〳
〵
、
、
、
、
改
革
ヲ
加
ヘ
、
嵯
峨
天
皇
ノ
朝
ニ
至
リ
テ
今
ノ
如
ク
定
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
然
ル
ヲ
『
長
典
随
筆
』
ニ
、
崇
峻
天
皇
二
年
依
上
宮
太
子
奏
分
卅
三
箇
国
成
六
十
国
也
。
マ
タ
『
日
本
略
記
』
ニ
、
敏
達
天
皇
ノ
御
宇
ニ
聖
徳
太
子
ノ
御
異
見
ニ
テ
六
十
六
箇
国
ニ
被
割
ケ
リ
。
マ
タ
『
塵
滴
問
答
』
ニ
、
文
武
天
皇
御
宇
、
国
ヲ
割
テ
六
十
六
箇
国
ニ
定
メ
給
フ
。
マ
タ
『
和
事
始
』
ニ
、
林
逸
カ
『
節
用
集
』
ニ
、
文
武
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
六
十
六
国
ニ
分
チ
給
フ
ナ
ド
ア
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。（
後
略
） 
 
（
乙
本
） 
○
後
分
両
国
此
ハ
何
レ
ノ
時
代
ナ
ラ
ン
カ
、
、
、
、
、
、
。『
日
本
紀
』
成
務
天
皇
五
年
九
月
ニ
、
令
諸
国
以
郡
国
立
造
長
。
縣
邑
置
稲
。
並
賜
楯
矛
以
為
表
。
則
隔
山
河
而
分
国
縣
。
随
仟
佰
以
定
邑
里
ト
ア
ル
ヲ
始
メ
、
允
恭
・
孝
徳
・
天
武
ノ
天
皇
等
ノ
時
ニ
ヲ
リ
ヽ
ヽ
、
、
、
、
改
革
ヲ
加
ヘ
、
嵯
峨
天
皇
ノ
朝
ニ
至
リ
テ
今
ノ
如
ク
定
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
然
ル
ヲ
『
長
典
随
筆
』
ニ
、
崇
峻
天
皇
二
年
依
上
宮
太
子
奏
分
卅
三
箇
国
成
六
十
国
也
。
マ
タ
『
日
本
略
記
』
ニ
、
敏
達
天
皇
ノ
御
宇
ニ
聖
徳
太
子
ノ
御
異
見
ニ
テ
六
十
六
箇
国
ニ
被
割
ケ
リ
。
マ
タ
『
塵
滴
問
答
』
ニ
、
文
武
天
皇
御
宇
、
国
ヲ
割
テ
六
十
六
箇
国
ニ
定
メ
給
フ
。
マ
タ
『
和
事
始
』
ニ
、
林
逸
カ
『
節
用
集
』
ニ
、
文
武
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
六
十
六
国
ニ
分
チ
給
フ
ナ
ド
ア
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。（
後
略
） 
 
（
丙
本
） 
○
後
分
両
国 
此
ハ
何
レ
ノ
時
代
ナ
ラ
ン
、
、
、
、
、
。『
日
本
紀
』
成
務
天
皇
五
年
九
月
ニ
、
令
諸
國
以
郡
国
立
造
長
。
縣
邑
置
稲
置
。
並
賜
楯
矛
以
為
表
。
則
隔
山
河
而
分
国
縣
。
隨
仟
佰
以
定
邑
里
ト
ア
ル
ヲ
始
メ
、
允
恭
・
孝
徳
・
天
武
ノ
天
皇
等
ノ
時
ニ
ヲ
リ
ヲ
リ
、
、
、
、
改
革
ヲ
加
ヘ
、
嵯
峨
天
皇
ノ
朝
ニ
至
リ
テ
今
ノ
如
ク
定
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
然
ル
ヲ
『
長
典
随
筆
』
ニ
、
崇
峻
天
皇
二
年
依
上
宮
太
子
奏
分
卅
三
箇
国
成
六
十
国
也
。
マ
タ
『
日
本
略
記
』
ニ
、
敏
達
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
聖
徳
太
子
ノ
御
意
見
ニ
テ
六
十
六
箇
国
ニ
被
割
ケ
リ
。
マ
タ
『
和
事
始
』
ニ
、
林
逸
カ
『
節
用
集
』
ニ
、
文
武
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
六
十
六
国
ニ
分
チ
給
フ
ナ
ト
ア
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。（
後
略
） 
 
こ
れ
を
み
る
と
、
丙
本
の
み
が
「
マ
タ
『
塵
滴
問
答
』
ニ
、
文
武
天
皇
御
宇
、
189 
国
ヲ
割
テ
六
十
六
国
ニ
定
メ
給
フ
。」
と
い
う
一
文
（
二
十
六
字
）
を
欠
い
て
い
る
点
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
『
塵
滴
問
答
』
の
次
に
引
か
れ
て
い
る
『
和
事
始
』
と
内
容
が
よ
く
似
て
お
り
、
国
会
本
・
甲
本
・
乙
本
と
も
に
『
塵
滴
問
答
』
と
『
和
事
始
』
の
引
用
の
開
始
位
置
が
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
書
写
の
際
に
目
移
り
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
文
体
に
注
目
す
る
と
、
冒
頭
の
傍
点
部
分
は
国
会
本
・
甲
本
・
丙
本
は
「
時
代
ナ
ラ
ン
」
と
す
る
の
に
対
し
、
乙
本
は
「
時
代
ナ
ラ
ン
カ
」
と
し
て
い
る
。
次
の
傍
点
部
分
を
み
る
と
、
国
会
本
の
み
が
「
段
々
」
と
す
る
の
に
対
し
て
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
は
踊
り
字
か
否
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
「
ヲ
リ
ヲ
リ
」
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
比
較
す
る
と
、
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
丙
本
の
文
体
は
、『
塵
滴
問
答
』
の
引
用
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
除
い
て
、
甲
本
の
文
体
に
近
い
と
い
え
る
。 
 
丙
本
は
貞
幹
の
序
文
と
総
記
の
み
し
か
な
い
た
め
、
判
断
は
難
し
い
が
、
文
体
や
内
容
か
ら
、
貞
幹
の
自
筆
稿
本
で
あ
る
甲
本
を
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
し
て
残
る
の
が
、
丙
本
の
み
が
重
野
安
繹
の
序
文
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
甲
本
が
起
稿
さ
れ
た
の
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
八
月
で
、
重
野
安
繹
の
序
文
が
書
か
れ
た
の
が
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
七
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
  
お
わ
り
に 
  
以
上
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
つ
い
て
の
べ
て
き
た
。
本
書
は
『
肥
前
国
風
土
記
』
に
最
初
に
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
、
研
究
史
上
で
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
成
果
で
あ
る
。
注
釈
書
と
し
て
優
れ
て
い
る
点
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 
①
風
土
記
の
本
文
を
現
在
で
は
披
見
が
困
難
な
諸
本
で
も
っ
て
校
合
し
て
い
る
こ
と
。 
 
②
本
文
の
注
釈
に
三
百
種
類
を
超
え
る
文
献
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
地
方
書
な
ど
、
一
般
的
に
入
手
が
困
難
な
も
の
も
あ
る
こ
と
。 
 
③
五
十
四
人
に
も
お
よ
ぶ
諸
氏
の
説
を
引
き
、
常
に
最
新
の
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
。 
 
④
地
名
考
証
が
詳
細
で
、
本
文
に
み
え
る
地
名
を
、
執
筆
当
時
の
最
新
の
記
録
に
基
づ
い
て
比
定
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
。 
 
⑤
肥
前
・
肥
後
の
風
土
記
の
文
体
の
類
似
性
や
、
異
種
の
本
文
の
存
在
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、
簡
単
な
指
摘
を
し
て
い
る
こ
と
。 
 
貞
幹
が
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
草
稿
を
著
し
て
か
ら
百
二
十
五
年
あ
ま
り
経
た
今
日
、
研
究
は
進
ん
だ
も
の
の
、
こ
れ
を
超
え
る
詳
細
な
注
釈
書
は
出
て
い
な
い
。
貞
幹
が
「
心
血
を
注
い
２
３
」
だ
と
い
う
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
ま
さ
に
貞
幹
の
研
究
の
集
大
成
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。 
 
190 
〔
補
注
〕 
                                        
          
 
１ 
平
田
俊
春
校
訂
「
校
本
肥
前
風
土
記
」（
佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
・
佐
賀
県
郷
土
研
究
会
編
『
校
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
』
所
収
、
一
九
五
一
年
二
月
） 
２ 
秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
四
月
） 
３ 
久
松
潜
一
校
注
『
風
土
記
』
上
（
日
本
古
典
選
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
十
月
） 
４ 
植
垣
節
也
校
注
・
訳
『
風
土
記
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
七
年
十
月
） 
５ 
植
垣
節
也
「
校
訂
・
肥
前
風
土
記
纂
註
（
１
）」（『
風
土
記
研
究
』
六
、
一
九
八
八
年
八
月
）、
同
氏
「
校
訂
・
肥
前
風
土
記
纂
註
（
２
）」（『
風
土
記
研
究
』
七
、
一
九
八
九
年
五
月
）。 
６ 
南
里
有
隣
は
、
名
を
伝
作
・
元
易
・
居
易
と
も
い
う
。
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
月
十
一
日
に
生
ま
れ
た
肥
前
国
佐
賀
藩
出
身
の
国
学
者
で
あ
る
。
父
に
漢
学
を
学
び
、
の
ち
に
江
戸
の
和
学
講
談
所
で
国
学
を
学
ぶ
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
佐
賀
藩
に
戻
り
、
同
十
一
年
、
弘
道
館
和
学
寮
の
教
授
と
な
る
。
ま
た
、
本
教
館
と
い
う
私
塾
を
開
き
、
国
学
や
和
歌
を
教
え
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
月
十
四
日
、
五
十
三
歳
で
死
去
。
著
作
が
多
い
も
の
の
、『
肥
前
旧
事
』
以
外
は
未
刊
で
、
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
７ 
『
肥
前
旧
事
』
巻
之
一
に
は
、
神
武
天
皇
以
下
崇
峻
天
皇
ま
で
の
名
が
列
ね
                                        
                                        
                              
 
て
あ
る
が
、
実
際
の
記
述
は
安
寧
天
皇
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 
８ 
巻
之
一
は
神
武
天
皇
か
ら
崇
峻
天
皇
ま
で
、
巻
之
二
は
推
古
天
皇
か
ら
桓
武
天
皇
ま
で
、
巻
之
三
は
平
城
天
皇
か
ら
醍
醐
天
皇
ま
で
、
巻
之
四
は
朱
雀
天
皇
か
ら
崇
徳
天
皇
ま
で
、
巻
之
五
は
近
衛
天
皇
か
ら
亀
山
天
皇
ま
で
、
巻
之
六
は
後
宇
多
天
皇
か
ら
光
厳
天
皇
の
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
三
月
の
後
醍
醐
天
皇
の
復
位
ま
で
を
記
す
。 
９ 
『
肥
前
叢
書
』
第
一
輯
（
肥
前
史
談
会
編
、
一
九
七
三
年
八
月
） 
１
０ 
植
垣
節
也
「『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
つ
い
て
」（『
親
和
女
子
大
学
研
究
論
叢
』
一
二
、
一
九
七
九
年
二
月
） 
１
１ 
序
文
で
箻
本
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
葎
本
が
校
異
で
一
度
た
り
と
も
引
か
れ
て
い
な
い
の
が
目
に
つ
く
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
貞
幹
が
校
訂
し
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
写
本
（
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
図
〇
四
〇
．
二
）
の
奥
書
に
あ
る
次
の
文
が
参
考
に
な
る
。 
○
同
日
（
安
政
五
年
十
一
月
朔
日
）
異
本
ヲ
以
ヲ
（
マ
マ
）
校
ス 
其
奥
ニ
原
本
奥
書
曰
按
朝
野
群
載
延
長
三
年
太
政
官
下
符
於
五
畿
七
道
諸
國
司
捜
求
部
内
尋
問
古
老
令
勘
進
風
土
記
而
星
霜
推
移
或
罹
兵
燹
泯
没
不
傳
其
存
者
肥
前
豊
後
兩
記
耳
於
肥
前
國
大
村
人
岩
永
常
輔
遊
學
尾
州
三
年
于
此
業
成
帰
郷
余
以
其
旧
典
幸
而
存
従
叟
写
之
聊
記
巻
末
并
賦
吾
章
一
首
以
為
別 
ワ
カ
ル
レ
ト
又
来
ム
秋
ヲ
マ
ツ
ラ
舟
波
ノ
千
里
モ
月
ニ
タ
ト
ラ
シ 
天
明
六
年
丙
午
仲
秋 
葎
菴
河
村
秀
根 
寛
政
十
二
庚
申
年
六
月
十
七
日 
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城
戸
千
楯 
同
年
七
月
廿
九
日
千
楯
主
ノ
モ
タ
ル
本
モ
テ
書
入
ツ 
上
田
百
樹 
文
化
十
癸
酉
六
月
十
七
日
上
田
百
樹
主
ノ
モ
タ
ル
フ
ミ
モ
テ
書
入
ツ 
六
人
部
香
ニ 
安
政
五
年
十
一
月
朔
校 
絲
山
貞
幹 
こ
れ
を
み
る
と
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
、
葎
本
と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
本
が
、
冒
頭
部
分
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
「
異
本
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
九
十
三
箇
所
あ
る
異
本
の
校
異
の
な
か
に
葎
本
の
校
異
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
１
２ 
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、
お
よ
び
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
乙
本
の
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
引
か
れ
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
本
文
、
お
よ
び
校
異
の
み
を
抜
粋
し
、
校
訂
を
加
え
た
も
の
に
、
林
崎
治
恵
「『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
風
土
記
本
文
」（『
風
土
記
研
究
』
一
六
、
一
九
九
三
年
六
月
）
が
あ
り
、
参
考
と
な
る
。 
１
３ 
秋
本
吉
郎
「
風
土
記
の
伝
播
祖
本
と
伝
播
初
期
の
系
譜
」（『
風
土
記
の
研
究
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
三
年
十
月
） 
１
４ 
平
田
俊
春
「
肥
前
風
土
記
諸
本
の
研
究
」（
佐
賀
県
史
編
纂
委
員
会
・
佐
賀
県
郷
土
研
究
会
編
『
校
本
肥
前
風
土
記
と
そ
の
研
究
』
一
九
五
一
年
二
月
） 
１
５
高
松
寿
夫
「〔
史
料
紹
介
〕
架
蔵
本
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
性
格
―
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
所
引
「
曼
本
」
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」（『
古
代
研
究
』
四
一
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
に
お
い
て
氏
の
所
蔵
す
る
明
治
初
期
の
書
写
に
な
る
実
観
本
系
の
写
本
か
ら
曼
本
の
原
態
の
復
元
す
る
た
め
、
纂
註
が
引
く
曼
本
の
校
異
                                        
                                        
                              
 
を
利
用
し
て
い
る
が
、
曼
本
の
実
態
は
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。 
１
６ 
井
上
通
泰
「
肥
前
風
土
記
に
就
い
て
」（『
歴
史
地
理
』
五
八
‐
三
、
一
九
三
一
年
九
月
）。
た
だ
し
井
上
氏
は
、
九
州
地
方
の
風
土
記
は
、
甲
類
・
乙
類
・
甲
乙
以
外
の
、
少
な
く
と
も
三
種
類
存
在
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。 
１
７ 
坂
本
太
郎
「
風
土
記
と
日
本
書
紀
」（『
史
蹟
名
称
天
然
記
念
物
』
一
七
‐
五
、
一
九
四
二
年
五
月
、
同
氏
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
・
文
献
篇
〈
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
五
月
〉
所
収
、
そ
の
後
『
坂
本
太
郎
著
作
集
』
第
四
巻
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
十
月
〉
所
収
）。 
１
８ 
小
島
憲
之
「
風
土
記
の
述
作
」（『
國
語
・
國
文
』
一
六
‐
四
、
一
九
四
七
年
七
月
）
の
段
階
で
は
甲
乙
二
種
の
前
後
関
係
を
断
定
で
き
な
い
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
同
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
九
月
）
に
お
い
て
、
乙
類
は
甲
類
を
基
と
し
て
完
成
し
た
と
さ
れ
た
。 
１
９ 
坂
本
氏
前
掲
注
１
６
参
照
。 
２
０ 
荊
木
美
行
「
九
州
風
土
記
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
風
土
記
と
古
代
史
料
の
研
究
』
所
収
、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
） 
２
１ 
井
上
氏
前
掲
注
１
６
参
照
。 
２
２ 
植
垣
氏
前
掲
注
１
０
参
照
。 
２
３ 
丙
本
冒
頭
の
毛
利
龍
一
氏
の
端
書
に
よ
る
。 
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第
三
章 
糸
山
貞
幹
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
―
翻
刻
と
校
訂
― 
  
 
一
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
の
翻
刻
と
校
訂 
 
【
凡
例
】 
一
、
底
本
は
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
佐
賀
県
乙
本
（
略
称
、
底
本
）
と
し
、
こ
れ
に
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
佐
賀
県
甲
本
（
略
称
、
甲
本
）・
佐
賀
県
県
立
図
書
館
所
蔵
佐
賀
県
丙
本
（
略
称
、
丙
本
）・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
略
称
、
国
本
）
を
対
校
し
た
。
な
お
、
丙
本
に
つ
い
て
は
序
文
と
総
記
の
み
対
校
に
利
用
し
た
。 
一
、
体
裁
は
、
肥
前
国
風
土
記
の
本
文
を
一
四
ポ
イ
ン
ト
、
纂
註
の
本
文
を
一
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。 
一
、
句
読
点
は
私
見
を
以
て
施
し
た
。
な
お
、
肥
前
国
風
土
記
本
文
に
つ
い
て
は
句
点
で
統
一
し
た
。 
一
、
注
番
号
は
【 
】
に
括
っ
て
八
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
纂
註
が
記
す
各
注
釈
対
象
の
末
尾
に
示
し
た
。
校
異
注
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
纂
註
の
文
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
平
仮
名
を
用
い
た
。 
一
、
肥
前
国
風
土
記
本
文
中
の
分
注
は
〈 
〉
で
括
り
一
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
、
纂
註
本
文
の
分
注
は
（ 
）
で
括
り
八
ポ
イ
ン
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
。
な
お
、
纂
註
本
文
の
分
注
の
体
裁
は
国
本
・
甲
本
を
参
考
に
し
た
。 
一
、
注
釈
中
に
引
用
さ
れ
た
書
名
は
『 
』、
文
書
名
お
よ
び
律
令
格
式
等
の
条
文
名
は
「 
」
で
括
っ
た
。 
一
、
底
本
に
あ
る
頭
注
は
〔 
〕
に
括
っ
て
八
ポ
イ
ン
ト
で
記
し
、
注
釈
対
象
の
末
尾
に
示
し
た
。 
一
、
底
本
に
見
せ
消
ち
・
取
り
消
し
線
・
挿
入
な
ど
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
、
断
り
な
く
訂
正
し
た
。 
一
、
底
本
の
判
読
不
能
の
文
字
は
、
他
本
を
参
照
し
た
が
、
他
本
で
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
関
し
て
は
、「
□
」
を
用
い
た
。 
一
、
風
土
記
本
文
中
の
ル
ビ
・
送
り
仮
名
は
省
略
し
た
。 
一
、
風
土
記
本
文
は
、
底
本
に
甲
本
・
丙
本
・
国
本
・
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
糸
山
貞
幹
校
訂
『
肥
前
国
風
土
記
』（
請
求
番
号
図
〇
四
〇
／
二
）
を
対
校
し
た
が
、
本
翻
刻
で
は
校
合
後
の
本
文
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
、
校
異
は
翻
刻
の
末
尾
に
「
糸
山
貞
幹
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
所
引
『
肥
前
国
風
土
記
』」
と
題
し
193 
て
掲
げ
た
。 
一
、
で
き
る
だ
け
底
本
の
用
字
を
採
用
し
た
が
、「
䛐
」
→
「
詞
」、「
畧
」
→
「
略
」、「
鑒
」
→
「
鑑
」、「
迁
」
→
「
遷
」、「
蘓
」
→
「
蘇
」、「
夛
」
→
「
多
」、
「
灵
」
→
「
霊
」、「
吴
」
→
「
呉
」、「
輭
」
→
「
軟
」、「
雞
」
→
「
鷄
」、「
隂
」
→
「
陰
」、「
梦
」
→
「
夢
」、「
游
」
→
「
遊
」、「
𥬇
」
→
「
笑
」、「
㒵
」
→
「
貌
」、「
䫉
」
→
「
貌
」、「
𩬮
」
→
「
鬣
」
と
い
う
よ
う
に
、
一
部
の
異
体
字
は
通
用
字
に
改
め
た
。 
一
、
底
本
は
複
数
名
の
筆
跡
が
確
認
で
き
、
分
担
の
都
合
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
不
必
要
な
改
行
は
私
見
に
よ
り
削
除
し
た
。 
一
、「
偁
」
を
「
称
」
と
す
る
な
ど
、
底
本
に
明
ら
か
な
間
違
い
が
あ
る
場
合
、
甲
本
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
字
脱
字
の
類
は
断
り
な
く
訂
正
し
た
。 
一
、
諸
本
間
に
語
尾
な
ど
の
表
現
に
多
少
の
相
違
が
あ
っ
て
も
、
文
意
が
同
じ
も
の
に
関
し
て
は
校
異
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。 
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肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
 
 
上 
 
 
 
肥
前
風
土
記
纂
注
序
【
1
】 
肥
前
風
土
記
、
寛
政
中
、
荒
木
田
神
主
久
老
、
始
作
標
記
印
行
、
近
時
栗
田
博
士
寛
着
注
古
風
土
記
、
其
肥
前
国
、
多
引
糸
山
貞
幹
説
。
余
未
識
糸
山
氏
、
會
糸
氏
、
托
人
見
寄
示
肥
前
風
土
記
纂
注
、
属
余
序
之
。
即
栗
田
博
士
所
引
者
、
裒
集
異
本
、
參
訂
諸
説
、
地
理
以
證
之
、
傳
記
以
実
之
。
盖
糸
山
氏
、
生
長
其
国
、
尽
精
力
於
此
書
、
攷
拠
於
博
、
今
挙
其
訂
正
一
二
、
如
佑
嘉
郡
、
年
常
下
往
、
謂
鰐
魚
三
字
、
当
在
上
文
海
神
下
、
世
田
姫
、
土
人
曰
與
多
比
売
、
浣
姫
、
豊
姫
、
並
同
訓
。
栗
田
博
士
、
以
為
極
允
当
、
余
曰
、
鰐
魚
註
文
錯
誤
、
久
老
以
下
諸
氏
、
所
未
発
、
詢
為
卓
見
、
但
亘
理
郷
、
日
曰
亘
三
字
之
辨
、
恐
未
正
確
、
博
士
正
説
亦
似
闕
明
了
。
久
老
以
曰
為
曰
訛
是
矣
。
曰
篆
文
今
昨
日
、
曰
篆
文
今
作
曰
、
日
実
也
。
周
環
無
缺
、
曰
詞
也
。
象
開
口
、
此
其
所
以
異
、
不
必
拘
字
形
廣
狹
、
曰
王
伐
反
、
曰
理
和
答
利
也
。
二
字
音
読
乃
為
正
格
。
和
名
抄
、
奥
羽
肥
豊
諸
国
、
皆
作
曰
理
、
日
字
不
可
訓
和
答
。
故
後
人
妄
改
作
亘
耳
。
聞
之
大
槻
博
士
文
彦
、
曰
仙
臺
藩
巨
室
亘
理
氏
、
其
先
塋
墓
碣
、
寛
文
以
前
、
皆
書
曰
理
、
幕
府
閣
老
等
往
書
牘
亦
然
。
無
作
亘
理
者
、
可
以
為
確
證
。
然
則
和
名
抄
曰
理
轉
写
之
訛
而
、
其
作
亘
理
年
代
、
亦
略
可
知
也
。
抑
余
更
有
愚
見
焉
。
記
中
姫
社
條
曰
、
珂
是
古
自
知
神
之
在
家
、
其
夜
夢
見
臥
機
云
々
。
諸
本
以
在
字
為
句
、
家
字
属
下
。
余
謂
家
恐
處
訛
、
在
處
連
讀
、
珂
是
古
見
幡
之
順
風
飛
落
、
知
神
之
在
處
。
家
字
相
似
故
誤
、
不
然
家
其
夜
云
々
。
不
成
語
、
凡
古
風
土
記
之
文
、
雜
用
国
言
音
漢
字
、
平
実
簡
雅
、
無
艱
澁
之
態
、
所
以
後
人
不
能
学
、
但
輾
轉
抄
写
、
不
免
魯
魚
亥
豕
、
当
反
覆
攷
訂
以
便
読
者
、
迨
此
書
繕
写
全
竣
、
栗
田
博
士
既
没
、
余
與
博
士
有
同
僚
之
誼
。
故
不
辞
其
請
、
題
詹
言
於
巻
端
、
以
成
博
士
称
許
此
之
意
云
尓
。 
 
 
明
治
癸
夘
七
月 
薩
摩 
重
野
安
繹
士
徳
甫 
肥
前
風
土
記 
 
 
 
（
明
治
卅
四
年
七
月
中
清
書
【
2
】
） 
 
 
 
 
 
 
 
立
言
舎 
糸
山
貞
幹 
纂
註 
【
1
】「
肥
前
風
土
記
纂
注
序
…
…
立
言
舎 
糸
山
貞
幹 
纂
註
」
ま
で
丙
本
な
し
。 
【
2
】「（
明
治
卅
四
年
七
月
中
清
書
）
」
こ
の
部
分
、
国
本
は
「
明
治
二
十
一
年
八
月
中
清
書
」、
甲
本
は
「
明
治
廿
九
年
。
其
後
段
々
書
入
八
月
中
清
書
」、
と
す
。
丙
本
、
こ
れ
に 
該
当
す
る
記
述
な
し
。 
此
題
号
、
印
本
（
奥
書
ニ
、
右
一
冊
者
。
肥
前
国
長
崎
人
大
家
【
3
】
惟
年
。
所
齎
本
也
。
原
本
誤
謬
尤
多
矣
。
寛
政
十
一
己
未
年
三
月
。
於
京
師
旅
寓
校
正
之
。
加
訓
点
畢
。
蓋
依
城
戸
千
楯
。
長
谷
川
菅
諸
等
之
需
者
也
。
皇
太
神
宮
権
祢
宜
従
四
位
下
荒
木
田
神
主
久
老
ト
ア
リ
） 
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マ
タ
湯
本
（
奥
書
ニ
、
右
肥
前
風
土
記
者
、
所
蔵
官
之
秘
府
也
、
湯
谷
某
謹
誌
ト
ア
ル
ヲ
、
寛
政
十
年
筑
前
人
青
柳
種
信
氏
カ
、
備
中
人
近
藤
春
彦
氏
ヨ
リ
借
写
シ
タ
ル
ヲ
、
文
化
十
二
年
、
本
国
人
三
橋
五
麻
呂
氏
カ
再
写
シ
タ
ル
ナ
リ
） 
ニ
ハ
風
土
記
、
肥
前
国
ト
ア
リ
。
竃
本
（
奥
書
ニ
、
右
之
風
土
記
四
帖
。
以
竃
御
殿
預
家
之
傳
本
。
令
書
写
了
。
文
政
八
年
十
月
上
旬
。
日
秦
公
均
。
ト
ア
ル
ヲ
、
天
保
八
年
、
植
栗
延
実
氏
カ
写
シ
タ
ル
ヲ
、
京
師
人
谷
森
善
臣
氏
カ
、
再
冩
シ
タ
ル
ナ
リ
、
四
帖
ト
ハ
、
山
城
、
伊
賀
、
尾
張
、
豊
後
、
肥
前
ノ
ヲ
、
四
帖
ニ
綴
レ
リ
） 
ニ
ハ
肥
前
国
ト
ノ
ミ
ア
リ
。 
今
ハ
曼
本
（
奥
書
ニ
、
元
祿
十
三
年
歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
初
五
日
。
以
曼
珠
院
所
蔵
之
本
書
於
高
野
村
蓮
華
寺
法
仰
実
観
。
マ
タ
、
享
保
九
年
武
蔵
人
児
島
徳
公
。
マ
タ
同
年
源
頼
久
ト
ア
ル
ヲ
、
天
保
八
年
本
国
人
南
里
元
壽
氏
カ
傳
写
シ
タ
ル
ナ
リ
。
此
本
ハ
湯
本
ニ
能
似
タ
リ
）『
幕
府
日
記
』
ニ
【
4
】
、
享
保
七
年
正
月
十
四
日
。
石
川
近
江
守
被
相
渡
候
御
書
付 
覚 
一
新
国
史
ヨ
リ
風
土
記
迄
ハ
御
庫
ニ
全
部
無
之
候
。
但
風
土
記
ハ
豊
後
・
出
雲
御
庫
ニ
有
之
候
ト
ア
リ
。
本
記
此
頃
迄
ハ
普
ク
流
布
セ
サ
ル
ニ
ヤ
。
據
テ
改
ム
。（
下
ニ
葎
本
ト
ア
ル
ハ
、
其
奥
書
ニ
、
肥
前
国
大
村
人
岩
永
常
輔
游
学
尾
州
三
年
。
于
此
業
成
帰
郷
。
余
以
其
国
旧
典
幸
而
存
従
叟
写
之
天
明
六
年
丙
午
仲
秩
葎
菴
河
村
秀
根
ト
ア
ル
本
ヲ
、
寛
政
十
二
年
京
師
人
城
戸
千
楯
氏
上
田
百
樹
氏
等
カ
冩
シ
タ
ル
ヲ
、
吾
師
篤
舎
六
人
部
是
香
翁
ノ
文
化
十
二
年
ニ
傳
写
サ
レ
タ
ル
者
ナ
リ
。
其
他
異
本
数
種
ヲ
得
タ
リ
。
皆
少
異
ア
ル
凡
テ
異
本
ト
云
者
是
ナ
リ
）
此
記
ヲ
勘
進
セ
シ
年
代
ヲ
一
ノ
事
粗
云
ハ
ニ
、
先
輩
ノ
論
説
種
々
ア
リ
ト
雖
モ
、
皆
信
シ
難
シ
。
伴
信
友
氏
（
若
狹
人
）
ハ
、
肥
前
ノ
風
土
記
ノ
体
裁
大
抵
、
出
雲
ノ
風
土
記
ニ
同
シ
。
恐
ラ
ク
ハ
同
時
ニ
勘
進
ス
ル
カ
。『
出
雲
風
土
記
』
ハ
、
天
平
五
年
ニ
勘
進
ス
ル
所
ナ
リ
。
只
文
章
ニ
巧
拙
ア
ル
ヲ
以
テ
、
或
ハ
出
雲
・
肥
前
ノ
風
土
記
ヲ
異
時
ニ
出
ル
。
ト
ス
レ
ド
モ
、
是
レ
両
国
ノ
本
傳
ノ
体
裁
ト
撰
者
ノ
優
劣
ト
ニ
由
ル
ノ
ミ
ト
云
ヒ
、
中
山
信
名
氏
（
常
陸
人
）
ハ
、
肥
前
ノ
風
土
記
、
和
銅
年
間
ニ
勘
進
ス
ル
所
ヲ
改
定
ス
ル
者
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
三
善
清
行
カ
意
見
ノ
封
事
ニ
謂
フ
所
ノ
、
去
寛
平
五
年
任
備
中
介
。
彼
国
下
道
郡
。
有
迩
磨
郷
。
爰
見
彼
国
風
土
記
云
々
ト
云
テ
引
ク
所
ノ
、
彼
国
ノ
風
土
記
ノ
文
ヲ
案
ス
ル
ニ
、
此
記
ニ
比
ス
レ
バ
稍
後
世
ニ
ア
ル
ヲ
覚
ユ
。
寛
平
中
ノ
文
已
ニ
此
ノ
如
ク
古
シ
。
況
ヤ
此
記
ノ
文
ノ
彼
ヨ
リ
古
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
。
然
レ
バ
此
記
ノ
勘
進
ノ
延
長
ノ
前
ニ
ア
ル
コ
ト
知
ル
ベ
シ
。
此
二
氏
ノ
考
ヘ
、
実
ニ
確
正
ト
云
ベ
シ
。
今
井
似
閑
氏
（
京
師
人
）
カ
、
風
土
記
ノ
今
日
ニ
全
キ
モ
ノ
ハ
、
出
雲
一
国
ノ
ミ
。
伊
勢
・
豊
後
コ
レ
ニ
亜
グ
ト
云
ハ
、
此
記
ヲ
勢
豊
二
風
土
記
ノ
比
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ト
ス
ル
カ
。
又
ハ
未
タ
之
ヲ
見
ザ
リ
シ
カ
。
怪
シ
ム
ベ
シ
。
尾
崎
雅
嘉
氏
（
摂
津
人
）
カ
風
土
記
ノ
、
残
篇
ヲ
見
ル
ハ
、
具
眼
ノ
人
ニ
非
ザ
レ
バ
、
真
偽
ワ
カ
チ
難
シ
。
今
試
ニ
国
々
ヲ
序
次
シ
テ
、
世
ニ
散
布
ス
ル
所
ヲ
擧
ル
者
ナ
リ
ト
云
テ
、
彼
ノ
贋
偽
ノ
総
国
風
土
記
ヲ
列
シ
、
其
中
ニ
出
雲
・
豊
後
ノ
風
土
記
ト
此
記
ト
ヲ
載
セ
タ
ル
ハ
、
玉
石
ヲ
混
淆
ス
ル
ナ
リ
。
河
村
秀
根
氏
（
尾
張
人
）
カ
、
案
『
朝
野
群
載
』
延
長
三
年
。
太
政
官
下
符
於
五
畿
七
道
諸
國
司
捜
求
部
内
。
尋
問
古
老
勘
進
風
土
記
。
而
星
霜
推
移
或
罹
兵
燹
泯
没
不
傳
其
存
者
肥
前
豊
後
両
記
耳
。
ト
イ
フ
。
則
チ
、
両
記
ヲ
以
テ
延
長
ノ
勘
進
ト
ス
。
亦
深
ク
考
ヘ
ザ
リ
シ
ト
云
ベ
シ
。
彼
ノ
延
長
ノ
官
符
ニ
由
ル
ニ
、
諸
国
ノ
風
土
記
此
時
已
ニ
烏
有
ニ
属
セ
シ
モ
ノ
多
キ
ヲ
知
ル
ベ
シ
。
此
記
其
時
ニ
ア
タ
リ
テ
、
再
進
セ
シ
ヤ
。
徴
ス
ベ
196 
キ
由
ナ
シ
。
而
シ
テ
何
時
ニ
残
闕
セ
シ
カ
。
亦
知
ル
可
ラ
ズ
。
若
シ
此
全
本
ヲ
シ
テ
、
今
ニ
傳
ハ
ラ
シ
メ
バ
、
金
科
玉
條
啻
ナ
ラ
サ
ル
ベ
シ
惜
イ
哉
。
本
記
ノ
載
ス
ル
ト
コ
ロ
【
5
】
、
崇
神
天
皇
ノ
世
ヨ
リ
推
古
天
皇
ノ
世
ニ
至
ル
。
神
三
柱
・
天
皇
五
柱
・
皇
后
一
柱
・
皇
子
二
柱
・
臣
民
二
十
九
人
ナ
リ
。
則
チ
物
部
經
津
主
神
・
世
田
姫
・
高
来
菜
津
彦
・
御
門
城
入
彦
天
皇
（
崇
神
）・
大
足
彦
天
皇
（
景
行
）・
誉
田
天
皇
（
応
神
）・
武
少
廣
国
押
楯
天
皇
（
宣
化
）・
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
（
推
古
）・
気
長
足
姫
尊
（
神
功
）・
日
本
武
尊
・
来
目
皇
子
・
打
猴
頸
健
渚
沮
・
卜
部
殖
坂
珂
是
胡
・
海
部
直
島
・
大
荒
田
・
大
山
田
女
・
狹
山
田
女
・
大
伴
狹
手
彦
連
・
弟
日
姫
子
・
海
松
橿
媛
・
大
屋
田
子
・
大
身
・
阿
曇
連
百
足
・
大
耳
・
垂
耳
・
八
十
女
・
大
白
・
小
白
・
記
直
祖
稺
日
子
・
神
代
直
速
来
津
媛
・
健
津
三
間
・
篦
篥
浮
穴
沫
媛
・
鬱
比
袁
麻
呂
・
神
大
野
宿
祢
等
ナ
リ
。（
淡
路
人
鈴
木
重
胤
氏
曰
、
風
土
ヲ
国
体
ト
云
フ
コ
ト
ハ
【
6
】、『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
国
之
大
体
。
首
震
尾
坤
。
東
南
山
西
北
属
海
。
ト
見
エ
、
マ
タ
、
其
文
中
ニ
吾
敷
坐
地
者
国
形
宜
ト
モ
、
国
稚
美
好
有
国
形
如
画
鞆
哉
ト
見
ユ
。
然
レ
バ
風
土
記
ノ
訓
ハ
、
国
形
文
ナ
ル
ヲ
思
フ
ヘ
シ
） 
右
文
故
事
曰
、
御
尋
ニ
付
、
諸
向
ヨ
リ
上
リ
候
。
書
物
之
覚
云
ニ
、
肥
前
風
土
記
一
冊 
同
一
冊 
云
ニ 
右
文
分
正
敷
書
ニ
テ
、
御
用
ニ
相
立
可
申
候
間
、
御
目
録
エ
書
入
可
申
哉
之
旨
、
享
保
十
二
年
未
十
二
月
、
下
田
幸
太
夫
相
伺
候
処
、
同
十
七
子
年
十
二
月
二
日
、
右
伺
之
通
相
濟
候
旨
、
土
岐
左
兵
衛
佐
、
被
申
渡
互
四
月
御
目
録
ヘ
載
之
。 
好
書
故
事
曰
、
肥
前
風
土
記
一
冊 
肥
前
風
土
記
一
冊 
右
二
部
出
所
不
知
、
前
一
部
ハ
有
馬
兵
庫
頭
被
相
渡
但
前
一
部
ハ
、
京
師
ノ
浪
人
、
羽
倉
春
滿
差
出
之
、
其
後
奥
御
右
筆
、
下
田
幸
太
夫
写
之
、
句
読
ヲ
加
ヘ
差
上
ル
由
云
傳
ス
。
後
一
部
ハ
有
馬
兵
庫
頭
申
傳
云
、
御
納
戸
山
本
八
郎
右
衛
門
渡
之
【
7
】
。 
 
 
 
 
 
【
3
】「
大
家
」、
底
本
・
国
本
・
甲
本
「
大
家
」、
丙
本
「
大
塚
」
と
す
。 
【
4
】「『
幕
府
日
記
』
ニ
…
…
本
記
此
頃
迄
ハ
普
ク
流
布
セ
サ
ル
ニ
ヤ
」
国
本
な
し
。 
【
5
】「
本
記
ノ
載
ス
ル
ト
コ
ロ
…
…
神
大
野
宿
祢
等
ナ
リ
」
国
本
な
し
。 
【
6
】「
風
土
ヲ
国
体
ト
云
フ
コ
ト
ハ
」
こ
の
部
分
、
丙
本
は
「
風
土
記
ヲ
国
台
ト
云
フ
コ
ト
ハ
」
と
す
。 
【
7
】「
右
文
故
事
曰
…
…
御
納
戸
山
本
八
郎
右
衛
門
渡
之
」
国
本
・
甲
本
・
丙
本
な
し
。 
 
郡
一
十
一
所
。
郷
七
十
。
里
一
百
八
十
七
。 
郡
『
後
紀
』（
延
暦
十
七
三
月
）
ニ
、
昔
難
波
朝
廷
始
置
諸
郡
ト
ア
リ
。
本
郡
此
時
ヨ
リ
十
一
所
ト
定
メ
ラ
レ
シ
カ
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。『
和
名
抄
』
ニ
、
肥
前
国
管
十
197 
一
。
基
肄
。
養
父
（
夜
不
）。
三
根
（
岑
）。
神
埼
（
加
無
佐
喜
）。
佐
嘉
。
小
城
（
午
岐
国
府
）。
松
浦
（
万
豆
良
）。
杵
島
（
岐
志
万
）。
藤
津
（
布
知
豆
）。
彼
杵
（
曽
乃
岐
）。
高
来
（
多
加
久
）。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
肥
前
国
上
管
基
肄
養
父
三
根
・
神
崎
・
佐
嘉
・
小
城
・
松
浦
・
杵
島
・
藤
津
・
彼
杵
・
高
木
。
マ
タ
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
肥
前
州
。
郡
十
一
ナ
ド
ア
リ
。
悉
ク
現
存
セ
リ
。（
然
ル
ヲ
『
図
書
編
』
日
本
国
図
ニ
、
肥
前
州
領
十
四
郡
。
密
奴
米
刺
一
拂
掃
迹
坐
首
知
坐
迷
子
夜
有
迷
法
一
溪
知
十
不
正
倭
磨
辣
法
麻
殺
几
馬
子
喇
継
婆
奇
南
奇
呀
迷
古
里
失
殺
世
ト
ア
ル
ハ
誤
リ
） 
○
一
十
一
所
此
等
ノ
数
字
、
印
本
大
字
ニ
作
ル
。
諸
本
ニ
拠
テ
改
ム
。（
下
皆
同
シ
）「
公
式
令
」
ニ
、
凡
簿
帳
。
科
罪
。
計
贓
過
所
抄
牓
之
類
。
有
数
者
為
大
字
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
凡
諸
国
進
官
物
。
雜
返
抄
。
称
其
年
物
皆
作
大
字
ナ
ド
ア
リ
テ
、
常
ノ
一
二
三
ナ
ド
ノ
字
ハ
、
畫
ノ
少
ク
シ
テ
、
差
ヒ
易
キ
故
ニ
、
音
モ
義
モ
、
近
キ
字
ヲ
借
リ
テ
、
書
ク
コ
ト
、
古
ク
ヨ
リ
ア
ル
コ
ト
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
此
記
ニ
ハ
、
然
ラ
ズ
ト
モ
、
ア
リ
ヌ
ベ
ケ
レ
バ
、
普
通
ノ
字
ニ
、
作
ル
方
ヨ
ロ
シ
。「
所
」
字
異
本
ナ
シ
。 
○
郷
七
十
此
三
字
、
印
本
小
書
ス
。
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。『
和
名
抄
』
ニ
ハ
、
四
十
四
郷
ア
リ
。（
各
郡
下
ニ
注
ス
ヘ
シ
）
二
十
六
所
ヲ
、
逸
セ
シ
ナ
ラ
ン
。
或
ハ
抄
ノ
時
ニ
至
リ
テ
ハ
、
七
十
ヲ
四
十
四
ニ
合
併
セ
シ
ナ
ラ
ン
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。『
続
紀
』（
和
同
六
年
五
月
）
ニ
、
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
ト
ア
レ
バ
、
此
頃
郷
モ
已
ニ
ア
リ
タ
ル
ナ
リ
。『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
依
神
亀
元
年
式
。
改
里
為
郷
。
ト
ア
ル
如
ク
、
此
記
モ
和
銅
奏
上
ノ
後
ニ
、
再
勘
セ
シ
時
ニ
、
里
ヲ
郷
ニ
改
メ
、
此
郷
ハ
則
チ
モ
ト
ノ
里
ニ
シ
テ
、
下
ナ
ル
里
一
百
云
々
ノ
里
ハ
、
彼
ノ
五
十
戸
ヲ
以
テ
為
タ
ル
者
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
至
テ
些
少
ノ
村
巷
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。（
「
戸
令
」
ニ
、
以
五
十
戸
為
里
ト
ア
リ
、
此
里
ハ
後
世
ノ
郷
ナ
リ
。
其
戸
ハ
同
集
解
ニ
、
一
戸
内
縦
有
十
家
者
量
便
而
割
地
他
保
耳
ト
ア
リ
。「
田
令
」
集
解
ニ
引
ケ
ル
慶
雲
三
年
ノ
格
ニ
、
一
戸
ノ
内
八
丁
以
上
為
大
戸
六
丁
為
上
戸
四
丁
為
中
二
丁
為
下
戸
不
在
計
限
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
凡
封
戸
以
正
丁
四
人
中
男
一
人
為
一
戸
ナ
ト
ア
ル
ヲ
モ
考
合
ス
ヘ
シ
） 
○
里
一
百
八
十
七
此
七
字
、
印
本
小
書
ス
。
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
今
各
郡
下
ノ
里
数
ヲ
挙
タ
ル
所
ヲ
通
算
ス
ル
ニ
、
一
百
八
十
五
ナ
リ
。
サ
レ
バ
七
ハ
五
ノ
誤
リ
カ
。（
常
陸
人
栗
田
寛
氏
曰
【
8
】、「
東
大
寺
文
書
」
ニ
、「
大
宝
二
年
戸
籍
」
ニ
、
御
野
国
味
蜂
間
郡
春
部
里
。
同
国
本
簀
郡
栗
栖
太
里
。
同
国
加
毛
郡
半
布
里
。
山
方
郡
三
井
田
里
。
肩
縣
郡
肩
縣
里
。
各
務
郡
川
辺
里
。「
大
宝
二
年
戸
籍
」、
マ
タ
同
年
豊
前
仲
津
郡
丁
里
。
上
三
毛
加
自
也
里
ト
ミ
エ
タ
リ
。
此
内
ニ
丁
里
ハ
『
和
名
抄
』
ニ
云
エ
ネ
ト
、
川
辺
里
ハ
川
辺
郷
、
加
毛
郡
半
布
里
ハ
加
茂
郡
殖
生
郷
、
味
蜂
間
郡
春
日
郡
ハ
安
八
郡
ニ
テ
、
春
日
部
ハ
後
ニ
池
田
郡
ニ
隷
ラ
レ
シ
ニ
ヤ
。
此
郡
春
日
郷
ヨ
リ
本
簀
郡
栗
栖
太
里
ハ
、
本
簀
郡
栗
栖
田
郷
ト
ア
ル
モ
ノ
ト
聞
ユ
。
是
孝
徳
ヨ
リ
以
後
、
大
宝
ノ
頃
ニ
ハ
未
タ
郷
ト
云
称
ナ
リ
。
後
ノ
郷
ハ
此
時
ハ
里
ナ
リ
シ
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
シ
。『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
依
神
亀
元
年
式
改
里
為
郷
ト
ア
ル
ハ
、
只
里
ヲ
郷
ト
改
メ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
似
タ
レ
ト
、
然
ニ
ハ
非
ル
ヘ
シ
。『
同
書
』
ニ
、
意
宇
郡
云
々
郷
別
里
參
ト
ア
ル
ニ
心
ヲ
着
ヘ
シ
。
是
ヨ
リ
先
ニ
里
ト
云
シ
ヲ
、
郷
ト
改
メ
郷
下
ニ
里
ヲ
一
郷
ニ
ミ
ツ
ニ
充
タ
ル
制
度
ナ
リ
。
『
肥
前
風
土
記
』
ニ
郡
一
十
一
所
郷
七
十
里
一
百
八
十
七
『
豊
後
風
土
記
』
ニ
モ
郡
八
所
郷
四
十
里
一
百
十
ナ
ル
ト
ア
ル
ニ
テ
、
改
里
為
郷
ト
ハ
郷
下
ニ
里
ヲ
置
シ
制
ナ
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
）
此
里
ハ
十
戸
ニ
テ
モ
【
9
】
、
198 
二
十
戸
ニ
テ
モ
、
一
郷
（
五
十
戸
）
ニ
足
ラ
サ
ル
者
ヲ
云
ル
ニ
テ
、
則
チ
後
ノ
村
ナ
リ
。
又
諸
国
ニ
餘
戸
ノ
里
ア
ル
ハ
神
亀
四
年
ノ
制
ナ
リ
。
是
ヨ
リ
以
前
ニ
ハ
餘
戸
ト
云
称
ナ
シ
。
大
宝
ノ
制
ニ
至
リ
テ
改
マ
リ
シ
コ
ト
知
ル
ヘ
シ
。
今
日
「
戸
令
」
ニ
、
凡
戸
以
五
十
戸
。
為
里
置
長
一
人
。
若
山
谷
阻
險ケニ
地
遠
人
稀
之
処
随
量
置
ト
ア
リ
。 
【
8
】「（
常
陸
人
栗
田
寛
氏
曰
…
…
改
里
為
郷
ト
ハ
郷
下
ニ
里
ヲ
置
シ
制
ナ
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
）」
ま
で
、
国
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
9
】
底
本
、
以
下
の
記
述
、
「
此
里
ハ
十
戸
ニ
テ
モ
、
二
十
戸
ニ
テ
モ
、
一
郷
（
五
十
戸
）
ニ
是
ラ
サ
ル
者
ヲ
云
ル
ニ
テ
、
則
チ
後
ノ
村
ナ
リ
。
又
諸
国
ニ
餘
戸
ノ
里
ア
ル
ハ
神
亀
四
年
ノ 
制
ナ
リ
。
是
ヨ
リ
以
前
ニ
ハ
餘
戸
ト
云
称
ナ
シ
。
大
宝
ノ
制
ニ
至
リ
テ
改
マ
リ
シ
コ
ト
知
ル
ヘ
シ
。
今
日
戸
令
ニ
凡
戸
以
五
十
戸
為
里
ト
ア
置
長
一
人
若
山
谷
阻
險 ケニ
地
遠
人
稀
之
処
随
量
置
リ
」
と
す
。
甲
本
・
丙
本
に
よ
り
改
む
。
国
本
、
こ
の
部
分
の
記
述
な
し
。 
 
驛
一
十
八
所
。〈
小
路
。
〉 
駅
【
10
】
『
箋
注
和
名
抄
』
ニ
、「
唐
令
」
云
、
諸
道
須
置
駅
者
。
毎
卅
里
置
一
駅
。（
音
繹
无
末
夜
。
見
『
古
今
澤
六
帖
歌
』
・
『
枕
冊
子
』
）
若
地
勢
険
阻
。
及
無
水
草
処
。
随
便
置
之
。（
○
海
録
制
三
十
里
置
一
𩡲
。
即
砕
事
。
唐
是
説
文
駅
置
騎
也
）
マ
タ
「
職
員
令
」
ニ
、
兵
馬
司
。
正
一
人
。
掌
云
々
郵
駅
傳
馬
。
烽
城
牧
事
。
マ
タ
太
宰
府
。
帥
一
人
掌
云
々
郵
駅
。
烽
候
。
至
リ
、
今
ノ
筑
前
原
田
村
ヨ
リ
、
本
国
田
代
軣
木
等
ノ
駅
路
ニ
改
マ
リ
タ
ル
ハ
、
地
ノ
平
坦
ト
人
居
ノ
漸
次
ニ
降
下
シ
タ
ル
ト
ニ
就
シ
ナ
ル
ヘ
シ
。
西
南
シ
麓
村
此
処
ニ
大
字
宿
村
ア
リ
。
古
ノ
駅
ノ
在
シ
処
ナ
ラ
ン
。
中
原
村
大
字
原
古
賀
ノ
辺
ヲ
ヘ
、
神
埼
郡
仁
比
山
村
ニ
出
テ
少
シ
下
リ
、
神
埼
町
大
字
神
埼
ノ
辺
ヨ
リ
、
今
ノ
小
城
往
還
道
ヲ
西
ニ
往
キ
、
佐
賀
郡
春
日
村
（
古
ハ
国
府
此
処
ニ
ア
リ
）
ヲ
ヘ
、
川
上
村
名
子
屋
橋
ヲ
ワ
タ
リ
、
小
城
郡
小
城
町
辺
ヨ
リ
南
ニ
折
レ
、
東
多
久
村
大
字
別
府
（
古
ハ
此
処
ニ
在
シ
別
府
ナ
ラ
ン
）
ニ
出
テ
、
東
松
浦
郡
厳
木
村
ヲ
ヘ
、
相
知
村
ニ
至
リ
川
ノ
東
ヲ
下
リ
、（
當
今
ハ
川
西
ホ
ヲ
本
道
ト
ス
レ
ト
モ
、
古
ハ
東
方
本
道
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
）
鏡
村
鏡
渡
ヲ
ヘ
、
山
ニ
沿
テ
西
シ
、
唐
津
村
大
字
見
貸
（
古
ハ
駅
）
ヨ
リ
北
ニ
折
レ
、
湊
村
大
字
湊
ヲ
ヘ
、
呼
子
村
大
字
大
友
・
小
友
（
古
ハ
駅
）
ニ
至
リ
、
北
松
浦
郡
平
戸
ヲ
ヘ
、
南
松
浦
郡
美
弥
良
久
ニ
航
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
外
国
ヘ
往
キ
シ
ナ
ラ
ン
。
又
支
道
ハ
、
東
多
久
村
別
府
（
古
ハ
高
来
駅
ト
云
シ
ト
ソ
）
辺
ヨ
リ
、
左
シ
多
久
村
ヲ
ヘ
、
杵
島
郡
橘
村
大
字
鳴
瀬
藤
津
郡
塩
田
村
、
今
ハ
武
雄
町
ヲ
本
道
ト
ス
。
是
ハ
此
処
ニ
温
泉
ア
リ
テ
、
地
ノ
繁
華
ナ
ル
ニ
就
ク
ナ
ラ
ン
。
東
彼
杵
郡
大
村
・
北
高
来
郡
舩
越
村
・
北
高
来
郡
山
田
村
ヲ
ヘ
、
南
高
来
郡
野
鳥
村
辺
ニ
至
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
10
】
驛
の
項
目
、
国
本
は
、 
驛
『
和
名
抄
』
ニ
、
駅
和
名
無
末
也
。
マ
タ
「
職
員
令
」
ニ
、
兵
馬
司
正
一
人
掌
云
々
。
郵
駅
傳
馬
烽
城
牧
事
。
マ
タ
太
宰
府
帥
一
人
。
掌
云
々
。
郵
駅
烽
候
。
マ
タ
「
公
式
令
」 
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ニ
、
凡
朝
集
使
云
々
。
西
海
道
皆
乗
駅
馬
。
マ
タ
「
田
令
」
ニ
、
凡
駅
田
皆
随
近
給
大
路
四
町
。
中
路
三
町
。
小
路
二
町
。
マ
タ
凡
駅
長
烽
長
云
々
。
免
課
役
駅
子
烽
子
云
々
。
免
徭
役
。
マ
タ
「
廐
牧
令
」
ニ
、
凡
諸
道
須
置
駅
者
。
無
卅
里
置
一
駅
。
マ
タ
凡
諸
道
置
駅
馬
大
道
廿
疋
。
中
路
十
匹
。
小
路
五
匹
。
マ
タ
凡
駅
傳
馬
毎
年
國
司
検
簡
。
マ
タ
「
主
税
式
」
ニ
、
駅
馬
直
法
肥
前
云
々
等
十
八
國
。
上
馬
四
百
束
。
中
馬
三
百
五
十
束
。
下
馬
三
百
束
云
々
。
駅
馬
充
損
肥
前
云
々
等
五
十
國
十
分
。 
損
二
分
。
マ
タ
「
兵
部
式
」
ニ
、
肥
前
國
駅
基
肄
（
十
）
疋
切
山
。
佐
意
。
高
来
。
盤
氷
。
大
村
。
賀
周
。
逢
鹿
。
登
望
。
杵
島
。
塩
田
。
新
分
。
舩
越
。
山
田
。
野
島
各
五
疋
ナ
ト
ア
リ
テ
、
十
五
所
ナ
リ
。
本
文
ヨ
リ
ハ
三
所
ヲ
増
ス
。（
筑
前
御
笠
郡
原
田
駅
ヨ
リ
長
崎
港
ニ
至
ル
本
國
内
ノ
駅
ハ
、
田
代
ヨ
リ
三
十
一
丁
、
軣
木
ヨ
リ
一
里
二
十
三
丁
、
中
原
ヨ
リ
二
里
十
五
丁
、
神
崎
ヨ
リ
一
里
十
八
丁
、
境
原
ヨ
リ
一
里
十
九
丁
、
佐
賀
ヨ
リ
二
里
十
七
丁
、
牛
津
ヨ
リ
二
里
四
丁
、
小
田
ヨ
リ
二
里
十
一
丁
、
北
方
ヨ
リ
一
里
十
四
丁
、
武
雄
ヨ
リ
三
里
二
十
三
丁
、
嬉
野
ヨ
リ
二
里
三
十
五
丁
、
彼
杵
ヨ
リ
四
里
二
十
三
丁
、
大
村
ヨ
リ
二
里
三
十
四
丁
、
永
昌
ヨ
リ
三
里
三
十
一
丁
、
矢
上
ヨ
リ
二
里
十
七
丁
、
長
崎
ナ
リ
。
此
ハ
近
キ
世
ノ
定
メ
ナ
リ
）
」
と
す
。
甲
本
・
丙
本
、
こ
の
下
に
「（
維
新
ニ
至
リ
、
或
ハ
駅
ヲ
発
シ
、
或
ハ
道
ヲ
改
ム
） 
と
い
う
記
述
あ
り
。
ま
た
、
国
本
、
驛
の
項
目
の
下
に
続
け
て
、 
○
小
路
「
廐
牧
令
」
ニ
、
凡
諸
道
置
駅
馬
。
大
路
（
義
解
ニ
、
山
陽
道
其
太
宰
以
去
即
為
小
路
也
。
）
廿
疋
。
中
路
（
義
解
ニ
、
東
海
東
山
道
。
其
目
外
皆
為
小
路
也
）
十
匹
。
小
路
五
疋
。
使
稀
之
処
國
司
量
置
不
必
須
足
ト
ア
リ
。
○
案
ス
ル
ニ
、
古
ヘ
ノ
官
道
ハ
太
宰
府
ヨ
リ
西
南
ヲ
指
テ
基
肄
郡
城
山
ニ
至
リ
、（
今
ノ
原
田
駅
ヨ
リ
田
代
軣
木
等
ノ
馳
路
ニ
改
マ
リ
タ
ル
ハ
、
地
ノ
平
坦
ト
人
家
ノ
漸
次
ニ
降
下
シ
タ
ル
ト
ニ
就
キ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
）
西
南
ニ
下
リ
養
父
郡
養
父
村
（
此
近
隣
ニ
宿
等
ア
リ
。
即
古
ヘ
ノ
駅
ナ
ラ
ン
）
立
石
村
、
三
根
郡
綾
部
村
ノ
邉
ヲ
ヘ
、
神
埼
郡
仁
比
山
村
ノ
南
ニ
出
テ
少
シ
下
リ
、
神
埼
駅
ノ
邉
ヨ
リ
今
ノ
小
城
往
還
ヲ
西
ヘ
行
キ
、
佐
賀
郡
國
分
寺
村
（
國
府
此
処
ニ
ア
リ
）
ニ
至
リ
名
子
屋
渡
ヲ
過
キ
、
小
城
郡
小
城
町
邉
ヨ
リ
南
ニ
折
レ
、
別
府
駅
（
別
府
此
処
ニ
ア
リ
）
ニ
出
テ
、
東
松
浦
郡
厳
木
駅
ヲ
ヘ
相
知
（
馬
場
ト
モ
云
）
駅
ニ
至
リ
、
川
ノ
東
ヲ
下
リ
（
当
今
ハ
川
ノ
西
ヲ
本
道
ト
ス
レ
ト
モ
、
古
ヘ
ハ
必
ス
東
ラ
ノ
方
ナ
リ
シ
ナ
ン
）
鏡
渡
ヲ
ワ
タ
リ
、
山
ニ
傍
テ
登
望
村
（
古
ヘ
ハ
駅
ナ
リ
）
ニ
至
リ
、
平
戸
ヲ
ヘ
テ
美
弥
良
又
ニ
航
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
外
國
ヘ
行
キ
シ
ナ
ラ
ン
。
又
支
道
ハ
別
府
駅
（
古
ヘ
ハ
高
来
駅
ト
モ
イ
フ
。
高
来
ハ
多
久
ナ
リ
）
ヨ
リ
左
シ
多
久
村
ヲ
ヘ
、
杵
島
郡
鳴
瀬
駅
藤
津
郡
塩
田
駅
（
今
ハ
武
椎
ヲ
本
道
ト
ス
レ
ト
モ
、
是
ハ
コ
ヽ
ニ
温
泉
ア
リ
テ
地
ノ
繁
華
ニ
就
シ
ナ
ラ
ン
）
西
彼
杵
郡
大
村
駅
舩
越
駅
北
高
来
郡
山
田
駅
ヲ
ヘ
、
南
高
来
郡
野
島
駅
ニ
至
リ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
。 
と
い
う
記
述
あ
り
。
小
路
の
項
目
、
甲
本
・
丙
本
は
、 
○
小
路
「
厩
牧
令
」
ニ
、
凡
諸
道
置
駅
馬
。
大
路
（
義
解
ニ
、
山
陽
道
。
其
太
宰
以
去
即
為
小
路
也
）
廿
疋
。
中
路
（
義
解
ニ
、
東
海
東
山
道
。
其
自
外
皆
為
小
路
也
）
十
匹
。
小
路
五
匹
。
使
稀
之
處
。
国
司
量
不
必
須
足
ト
ア
リ
。
○
案
ス
ル
ニ
、
古
ノ
官
道
ハ
太
宰
府
ヨ
リ
西
南
ヲ
サ
シ
、
三
養
基
郡
基
山
村
ニ
至
リ
、（
今
ノ
筑
前
原
田
村
ヨ
リ
本
国
田
代
軣
木
等
ノ
駅
ニ
改
マ
リ
タ
ル
ハ
、
地
ノ
平
坦
ト
人
居
ノ
漸
次
ニ
降
下
シ
タ
ル
ト
ニ
就
シ
ナ
ル
ヘ
シ
）
西
南
シ
麓
村
、（
此
処
ニ
大
字
宿
村
ア
リ
。
古
ノ
駅
ノ
在
シ
処
ナ
ラ
ン
）
中
原
村
大
字
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原
古
賀
ノ
辺
ヲ
ヘ
、
神
埼
郡
仁
比
山
村
ニ
出
テ
少
シ
下
リ
、
神
埼
町
大
字
神
埼
ノ
邊
ヨ
リ
今
ノ
小
城
、
往
還
道
ヲ
西
ヘ
行
キ
、
佐
賀
郡
春
日
村
、（
古
ハ
国
府
此
処
ニ
ア
リ
）
ヲ
ヘ
、
川
上
村
名
子
屋
橋
ヲ
ワ
タ
リ
、
小
城
郡
小
城
町
辺
ヨ
リ
南
ニ
折
レ
、
東
多
久
村
大
字
別
府
、（
古
ハ
別
府
此
処
ニ
ア
リ
）
ニ
出
テ
、
東
松
浦
郡
厳
木
村
ヲ
ヘ
、
相
知
村
ニ
至
リ
、
川
ノ
東
ヲ
下
リ
、（
当
今
ハ
川
西
ヲ
本
道
ト
ス
レ
ト
モ
、
古
ハ
東
方
本
道
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
）
鏡
村
鏡
渡
ヲ
ヘ
、
山
ニ
傍
テ
西
シ
、
唐
津
村
大
字
見
貸
（
古
ハ
駅
）
ヨ
リ
北
ニ
折
レ
、
湊
村
大
字
湊
ヲ
ヘ
、
呼
子
村
大
字
大
友
・
小
友
、（
古
ハ
駅
）
ニ
至
リ
、
北
松
浦
郡
平
戸
ヲ
ヘ
、
南
松
浦
郡
美
弥
良
久
ニ
航
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
外
国
ヘ
行
キ
シ
ナ
ラ
ン
。
又
支
道
ハ
東
多
久
村
別
府
（
古
ハ
高
来
駅
ト
イ
フ
。
高
来
ハ
多
久
）
辺
ヨ
リ
左
シ
、
多
久
村
ヲ
ヘ
、
杵
島
郡
橘
村
大
字
鳴
瀬
、
藤
津
郡
塩
田
村
、（
今
ハ
武
雄
ヲ
本
道
ト
「
ス
レ
ト
モ
」
（
抹
消
）
、
是
ハ
此
処
ニ
温
泉
ア
リ
ヲ
、
地
ノ
繁
華
ニ
就
シ
ナ
ラ
ン
）
東
彼
杵
郡
大
村
・
舩
越
村
、
北
高
来
郡
山
田
村
ヲ
ヘ
、
南
高
来
郡
野
鳥
村
辺
ニ
至
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
と
す
。 
 
烽
二
十
所
。〈
下
国
。
〉 
烽
『
日
本
紀
』（
天
智
天
皇
三
年
十
二
月
）
ニ
、
是
歳
於
對
馬
。
壱
岐
。
筑
紫
国
等
。
置
防
與
烽
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
十
二
年
二
月
）
ニ
、
参
議
従
四
位
上
行
太
宰
大
貳
藤
原
朝
臣
冬
嗣
。
進
起
請
四
事
。
其
一
曰
。
軍
旅
之
儲
烽
遂
是
切
。
而
数
十
年
来
。
国
无
機
警
錐
有
其
備
。
未
知
調
用
。
若
有
非
常
。
何
以
通
知
。
今
須
下
。
知
管
内
国
島
試
以
挙
烽
燧
。
彼
此
相
通
。
以
備
不
虞
。
若
不
言
由
。
恐
驚
動
物
意
。
望
請
下
知
事
旨
。
依
件
調
諫
。
マ
タ
「
軍
防
令
」
ニ
、
凡
置
烽
皆
相
去
卌
里
。
若
有
山
岡
隔
絶
。
須
遂
レ
便
安
置
者
。
但
使
相
照
見
。
不
必
要
限
卌
里
。
マ
タ
凡
烽
晝
夜
分
時
候
望
。
マ
タ
凡
有
賊
入
境
。
応
須
放
烽
者
。
其
賊
衆
多
少
。
烽
数
即
級
。
並
依
別
式
。
マ
タ
凡
烽
置
長
二
人
。
検
校
三
烽
以
下
。
マ
タ
凡
烽
各
配
烽
子
四
人
。
マ
タ
「
兵
部
式
」
ニ
、
凡
太
宰
所
部
国
放
烽
者
。
明
知
便
舩
。
不
問
客
主
。
挙
烽
一
炬
者
知
賊
者
放
両
三
炬
。
二
百
艘
以
上
。
放
三
炬
。
マ
タ
『
箋
注
和
名
抄
』
ニ
、『
説
文
』
云
、
烽
燧
（
峯
遂
二
音
度
布
比
。
○
「
継
体
紀
」
烽
候
同
訓
。「
天
智
紀
」
烽
訓
爪
二
三
未
詳
射
駒
山
飛
火
見
。『
万
葉
』
悲
寧
楽
故
京
郷
作
歌
）
辺
有
警
則
挙
之
。（
○
所
用
火
部
文
『
原
書
』
烽
作
燧
。『
廣
韵
』
烽
燧
上
同
。『
原
書
』
「
燧
」
下
有
「
候
表
」
也
。
三
字
此
『
説
文
』『
原
書
』
「
挙
之
」
作
「
挙
火
」。
『
玉
篇
』
作
「
挙
之
」
与
此
合
）「
唐
式
」
云
、
諸
置
燧
之
処
。
置
火
臺
々
上
挿
橛
。（
音
厥
俗
云
保
久
之
。
○
廣
本
「
置
燧
」
作
「
置
烽
」。
『
漢
書
』
司
馬
相
如
傳
注
引
孟
康
曰
、
烽
如
覆
米
䉛
縣
着
契
皐
頭
有
寇
則
挙
之
燧
積
薪
有
寇
則
燔
然
之
也
。『
史
記
』
索
隠
云
、
烽
見
敵
則
挙
燧
有
難
則
焚
烽
主
昼
燧
主
夜
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
注
引
『
漢
書
』
音
義
云
、
辺
方
備
警
急
作
高
土
臺
。
々
上
作
桔
皐
。
々
々
頭
有
塊
零
。
以
薪
草
置
其
中
。
常
低
之
有
寇
。
即
有
燃
火
挙
之
。
以
相
告
曰
。
烽
多
積
薪
寇
至
。
即
燔
之
望
。
其
烟
曰
。
燧
昼
則
燔
夜
。
乃
挙
烽
。
『
廣
雅
』
曰
。
兜
零
篭
也
。
按
『
説
文
』
不
載
「
燧
」
字
是
俗
「
䥙
」
字
䥙
陽
䥙
也
。『
玉
篇
』
「
燧
」
亦
作
「
䥙
」。
按
照
射
亦
訓
保
久
之
与
此
同
名
）
ナ
ド
ア
リ
。
記
中
ニ
十
九
所
ミ
ユ
。
一
所
ヲ
逸
ス
。 
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○
下
国
此
二
字
、
異
本
ナ
シ
。
本
記
勘
進
ノ
頃
ハ
、
下
国
ナ
リ
シ
ガ
、
戸
口
漸
次
滋
殖
シ
、
遂
ニ
上
国
ト
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。「
民
部
式
」
ニ
、
肥
前
国
上
云
々
。
右
為
遠
国
。
マ
タ
『
職
原
抄
』
ニ
、
肥
前
上
。
マ
タ
『
拾
芥
抄
』
ニ
、
肥
前
上
遠
ナ
ド
ア
リ
。（
「
官
位
令
」
ニ
、
従
五
位
下
上
国
守
。
従
六
位
上
上
国
介
。
同
下
下
国
守
。
従
七
位
下
上
国
掾
。
従
八
位
下
上
国
目
。
少
初
位
上
下
国
目
。
マ
タ
「
職
員
令
」
ニ
、
大
国
守
一
人
。（
云
々
）
介
（
云
々
）
大
掾
一
人
。（
云
々
）
少
掾
一
人
。（
云
々
）
大
目
一
人
。（
云
々
）
少
目
一
人
。（
云
々
）
史
生
三
人
。
マ
タ
「
田
令
」
ニ
、
凡
職
分
田
。
上
国
守
二
町
二
段
。
上
国
介
二
町
。
下
国
守
上
国
掾
一
町
六
段
。
上
国
目
一
町
二
段
。
下
国
目
一
町
。
史
生
六
段
。
マ
タ
「
公
式
令
」
ニ
、
凡
諸
国
給
者
云
々
。
下
国
二
口
。
マ
タ
「
選
叙
令
」
ニ
、
凡
在
官
身
死
及
解
免
者
。
皆
即
言
上
。
其
国
司
大
上
国
介
以
上
。
中
国
掾
以
上
。
並
闕
及
下
国
守
闕
者
。
皆
駅
レ
馳
申
太
政
官
。
任
訖
馳
駅
発
遣
。
マ
タ
「
軍
防
令
」
ニ
、
凡
太
宰
及
国
司
並
給
事
力
。
上
国
守
七
人
。
上
国
介
六
人
。
下
国
守
上
国
掾
五
人
。
国
目
四
人
。
下
国
目
三
人
。
史
生
二
人
。
マ
タ
「
主
税
式
」
ニ
、
若
当
年
勘
出
物
云
々
。
上
国
滿
八
千
束
。
下
国
四
千
束
。
即
返
帳
。
マ
タ
『
和
名
抄
』
ニ
、
律
云
、
行
程
百
里
四
囲
為
上
。
五
十
里
四
囲
為
下
国
ナ
ト
ア
リ
。
此
ハ
土
地
廣
狹
ヲ
以
テ
等
差
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ナ
リ
） 
 
城
一
所
。 
城
『
日
本
紀
』（
天
智
天
皇
四
年
八
月
）
ニ
、
遣
達
率
憶
礼
福
留
達
率
四
比
福
夫
。
於
筑
紫
大
野
。
及
橡キ
二
城
。（
橡
ハ
基
ニ
テ
下
ニ
引
ク
『
続
紀
』
ノ
基
肄
、
『
万
葉
集
』
ノ
記
夷
ナ
ラ
ン
或
人
、
及
橡
ヲ
オ
ヨ
ロ
キ
ト
訓
テ
、
『
和
名
抄
』
ニ
、
豊
前
国
筑
城
郡
搗
木
ノ
コ
ト
ナ
ラ
ン
ト
云
ヘ
リ
）
マ
タ
『
続
紀
』（
文
武
天
皇
二
年
五
月
）
ニ
、
令
太
宰
府
。
繕
治
。
大
野
。
基
肄
。
鞠
智
。
三
城
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
元
慶
元
年
十
二
月
）
ニ
、
太
宰
府
言
。
以
主
工
城
主
舩
等
。
只
官
差
年
貢
雜
物
。
使
太
政
官
処
分
。
依
請
焉
。
マ
タ
「
職
員
令
」
ニ
、
兵
部
省
。
卿
一
人
。
掌
云
々
。
城
隍
烽
火
事
。
マ
タ
「
軍
防
令
」
ニ
、
凡
城
隍
崩
頽
者
。
役
兵
士
修
理
。
栗
田
氏
曰
【
11
】
、『
加
賀
本
三
代
格
』（
十
八
）
太
政
官
符
ニ
、
謹
検
太
政
官
去
宝
亀
十
一
年
十
月
廿
三
日
下
兵
部
省
符
偁
。
肥
前
国
兵
士
五
百
人
。
軍
毅
二
人
。
豊
後
国
兵
士
六
百
人
。
軍
毅
二
人
者
。
然
則
承
前
之
例
。
或
特
加
置
望
請
拠
准
前
例
。
毎
團
置
大
少
毅
各
一
人
者
。
被
右
大
臣
宣
偁
。
奉
勅
。
依
請
。
弘
仁
五
年
二
月
ト
ア
ル
ハ
、
此
城
中
ニ
ア
リ
シ
兵
士
ナ
ル
ベ
シ
。
青
柳
氏
曰
、
此
城
址
ハ
基
肄
山
ノ
頂
ニ
ア
リ
。
ソ
コ
ヲ
坊
中
山
（
今
日
基
山
村
大
字
小
倉
ニ
ア
リ
）
ト
云
。
其
南
ノ
麓
ニ
、
今
モ
城
戸
、（
今
日
〔
1
〕
小
倉
ニ
同
上
ア
リ
）
マ
タ
開
屋
（
今
日
同
上
）
ナ
ド
云
村
ア
リ
。
マ
タ
城
山
口
村
（
今
日
基
山
村
大
字
宮
浦
ニ
ア
リ
）
モ
ア
リ
。
北
ハ
筑
前
御
笠
郡
山
谷
村
ニ
接
ス
。 
【
11
】「
栗
田
氏
曰
…
…
此
城
中
ニ
ア
リ
シ
兵
士
ナ
ル
ベ
シ
」
国
本
な
し
。 
〔
1
〕
貞
幹
今
日
ト
カ
ク
ヘ
キ
ヲ
、
今
日
マ
タ
貞
幹
曰
、
マ
タ
案
ス
ル
ニ
ト
略
セ
リ
。
マ
タ
、
○
ハ
カ
リ
ツ
ケ
タ
ル
所
モ
ア
リ
。
ヨ
ム
人
之
ヲ
諒
セ
ヨ
。 
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寺
二
所
。〈
僧
寺
。
〉 
寺
下
「
寺
」
曼
本
「
所
」
ニ
作
ル
。
本
記
神
埼
郡
条
ニ
、
寺
一
所
。（
僧
寺
）
マ
タ
佐
嘉
郡
条
ニ
、
寺
一
所
。
ト
ア
ル
是
ナ
リ
。
各
郡
下
ニ
註
ス
ベ
シ
。『
続
紀
』
（
天
平
七
年
八
月
）
ニ
、
勅
曰
。
如
聞
此
日
。
大
宰
府
。
疫
死
者
多
。
思
欲
救
療
疫
氣
。
以
済
民
命
云
々
。
府
大
寺
及
別
国
諸
寺
。
読
金
剛
般
若
経
云
々
ト
ア
ル
。
諸
寺
ハ
本
文
ノ
如
キ
者
ヲ
云
ナ
ラ
ン
。 
 
肥
前
国
者
。
本
肥
後
国
合
為
一
国
。
昔
者
。
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
御
間
城
天
皇
之
世
。
肥
後
国
益
城
郡
朝
来
名
峰
。
有
土
蜘
蛛
打
猴
頸
猨
二
人
。
師
二
徒
衆
一
百
八
十
餘
人
一
拒
二
捍
皇
命
一
。
不
レ
肯
ニ
降
伏
一
。
朝
廷
勅
遣
二
肥
君
等
祖
健
緒
組
一
伐 
レ
之
。 
肥
前
国
『
和
名
抄
』
ニ
、
肥
前
（
比
乃
美
知
乃
久
知
）。
マ
タ
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
生
筑
紫
島
。
比
島
亦
身
一
而
有
面
五
。
毎
面
有
名
。
肥
前
国
謂
速
日
別
。
マ
タ
「
主
税
式
」
ニ
、
肥
前
国
。
正
税
公
廨
各
廿
万
束
。
マ
タ
凡
肥
前
云
々
等
国
。
毎
年
穀
二
千
石
。
漕
送
對
馬
島
。
以
充
島
司
及
防
人
等
粮
云
々
。
マ
タ
「
主
計
式
」
ニ
、
凡
貢
糸
者
云
々
。
肥
前
云
々
。
右
中
糸
。
マ
タ
肥
前
国
（
行
程
上
一
日
半
下
一
日
）
調
綿
紬
十
八
疋
。
貲
布
二
十
六
端
。
御
取
鰒
三
百
六
十
四
斤
。
短
鰒
五
百
三
十
四
斤
。
長
鰒
二
十
四
斤
。
羽
割
鰒
二
十
四
斤
。
熬
海
鼠
三
百
一
斤
十
四
両
。
塩
四
十
五
斛
。
自
餘
輸
絹
糸
綿
席
薄
鰒
。
マ
タ
庸
輸
綿
米
薄
鰒
。
マ
タ
中
男
作
物
。
斐
皮
。
葉
薦
。
苫
防
壁
。
韓
薦
。
蒲
薦
。
折
薦
。
簀
附
弥
油
絹
。
鰒
腸
。
清
鰒
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
西
海
道
肥
前
国
。
上
。（
管
基
肄
。
養
父
。
三
根
。
神
埼
。
佐
嘉
。
小
城
。
松
浦
。
杵
島
。
藤
津
。
彼
杵
。
高
来
）
右
為
遠
国
。
マ
タ
凡
諸
国
貢
調
庸
者
云
々
。
西
海
道
。
納
太
宰
府
。（
其
出
納
帳
並
附
正
税
使
申
送
）
マ
タ
凡
太
宰
府
管
内
。
諸
国
島
。
大
帳
調
帳
税
帳
。
令
府
雜
掌
勘
申
。
但
云
々
。
肥
前
等
国
副
當
国
雜
掌
各
得
勘
辨
。
マ
タ
凡
点
仕
丁
者
。
毎
五
十
戸
。
二
人
不
点
廝
丁
其
大
替
前
年
四
月
。
省
預
勘
録
応
点
人
数
申
官
下
簿
国
司
計
帳
之
日
点
定
。
十
二
月
下
旬
以
前
。
附
綱
送
省
月
内
相
替
。
令
給
粮
其
名
簿
先
附
大
帳
便
進
省
。
但
云
々
。
太
宰
管
内
並
不
在
点
限
。
マ
タ
凡
女
丁
者
。
総
計
諸
不
得
過
九
十
人
。
但
云
々
。
太
宰
管
内
並
不
在
点
限
。
マ
タ
凡
太
宰
府
皷
吹
丁
云
々
。
肥
前
五
十
四
人
。
並
免
其
徭
役
。
マ
タ
太
宰
府
。
并
九
国
二
島
。
選
士
資
丁
賜
徭
丁
一
人
。
マ
タ
凡
応
造
籍
者
。
預
前
一
年
省
録
申
官
。
待
報
施
行
職
国
官
司
依
例
勘
造
。
其
諸
国
附
貢
調
使
太
宰
付
貢
綿
使
。
申
送
検
領
訖
。
即
録
白
返
抄
。
マ
タ
凡
簿
書
者
。
国
家
重
案
。
其
所
須
紙
染
黄
蘗
。
必
須
堅
厚
。
有
不
如
法
堕
。
即
勘
却
。
但
西
海
道
諸
国
書
白
紙
。
マ
タ
凡
毎
年
所
載
（
四
勺
益
）
符
雜
色
人
数
。
上
国
四
十
人
。（
式
部
省
廿
七
人
。
治
部
省
三
人
。
兵
部
省
十
人
）
マ
タ
凡
西
海
道
管
内
。
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諸
国
自
非
當
土
百
姓
。
不
得
売
買
墾
田
及
占
用
田
地
。
マ
タ
凡
進
正
税
帳
者
云
々
。
西
海
道
諸
国
并
島
。
二
月
卅
日
以
前
。
送
太
宰
府
。
々
以
加
覆
勘
五
月
卅
日
以
前
申
官
。
マ
タ
凡
諸
国
大
祓
馬
云
々
。
太
宰
府
及
肥
前
云
々
。
並
以
牧
馬
充
之
。
マ
タ
凡
云
々
。
西
海
道
等
府
国
。
新
任
官
人
赴
任
者
。
皆
取
海
路
。
仍
念
縁
海
国
。
依
例
給
食
。
但
西
海
道
国
司
。
到
府
即
乗
傳
馬
。
マ
タ
『
和
名
抄
』
ニ
、
肥
前
国
。
田
万
三
千
九
百
餘
町
。
正
公
各
二
十
万
束
。
本
穎
六
十
九
万
二
千
四
百
九
十
九
束
。
雜
穎
九
万
二
千
五
百
八
十
九
束
。
マ
タ
『
拾
芥
抄
』
ニ
、
肥
前
田
万
三
千
四
百
六
拾
二
町
。（
掌
中
暦
コ
レ
ニ
曰
シ
）
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
肥
前
本
田
万
四
千
四
百
三
十
二
丁
。
上
去
府
一
日
（
○
『
海
東
諸
国
記
』
之
ニ
同
シ
。
但
行
程
日
数
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
上
ノ
「
主
計
式
」
ヲ
見
ル
ヘ
シ
）
△
ナ
ド
ア
リ
。
国
ノ
大
体
ハ
丑
位
ナ
ル
三
養
基
郡
基
山
村
ヲ
首
ト
シ
、
申
位
ナ
ル
南
松
浦
郡
玉
之
浦
ヲ
尾
ト
ス
。
其
首
ニ
山
ア
リ
、
基
山
（
基
肄
山
）
ト
イ
フ
。
稍
西
シ
テ
稍
高
キ
ヲ
、
脊
振
（
神
埼
郡
）
ト
イ
フ
。
逶
迤
蜿
蜓
西
ニ
走
リ
、
筑
前
国
ト
峯
頂
ヲ
以
テ
界
ト
ス
。
其
北
ニ
支
ス
ル
者
ハ
、
唐
津
（
東
松
浦
郡
）
ノ
諸
山
ト
ナ
ル
。
本
脉
ハ
南
ニ
折
ル
。
又
西
ニ
弧
ス
ル
者
ヲ
、
平
戸
（
北
松
浦
郡
）
ト
イ
フ
。
絶
テ
而
シ
テ
復
起
リ
五
島
（
南
松
浦
郡
）
ト
ナ
ル
。
本
脉
ノ
南
ニ
極
ル
所
ヲ
長
崎
ト
イ
フ
。
長
崎
ニ
至
ラ
ザ
ル
。
数
里
ニ
シ
テ
左
ニ
突
出
ス
ル
者
ハ
島
原
（
南
高
来
郡
）
ナ
リ
。
肥
後
玉
名
郡
ト
相
對
ス
。
又
本
脉
ノ
右
ニ
、
支
ス
ル
者
ア
リ
。
左
ニ
曲
リ
テ
大
村
湾
（
東
彼
杵
郡
）
ヲ
抱
ク
。
小
島
群
（
與
山
）
ノ
国
ノ
西
ニ
、
散
布
ス
ル
モ
ノ
甚
多
シ
。
国
ノ
東
ハ
、
千
歳
川
（
俗
ニ
筑
後
川
ト
云
）
ヲ
以
テ
、
筑
後
ト
界
ス
。
川
ハ
源
ヲ
肥
後
・
豊
後
ニ
発
シ
、
基
山
ノ
東
南
里
許
ノ
所
ニ
出
テ
南
下
シ
、
在
明
海
ニ
入
ル
。
筑
前
・
筑
紫
郡
原
田
村
ト
境
ヲ
接
ス
ル
。
基
山
村
界
ヨ
リ
、
長
崎
港
外
浦
町
標
木
ニ
至
ル
。
三
十
七
里
三
十
五
丁
、（
外
浦
町
ヨ
リ
筑
前
ノ
福
岡
、
豊
前
ノ
小
倉
ヘ
、
東
京
ニ
至
ル
三
百
四
十
四
里
二
十
丁
ナ
リ
）「
明
治
十
年
ノ
調
」【
12
】
ニ
ヨ
レ
バ
、
本
国
、
二
十
二
万
九
千
五
百
五
十
四
戸
、
五
百
○
八
万
五
千
○
五
十
三
人
、
田
圃
十
○
万
九
千
百
二
十
三
町
六
段
三
畝
十
六
歩
九
釐
二
毛
、
租
税
四
十
三
万
七
千
二
百
三
十
七
石
九
斗
八
升
三
合
三
勺
。「
十
二
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
バ
、
本
国
耕
宅
地
、
十
四
万
七
千
三
百
八
十
六
町
、
此
價
金
四
千
五
百
二
十
五
万
八
千
六
百
円
、
人
口
百
二
十
五
万
七
千
六
百
五
十
二
ナ
リ
。
暑
九
十
五
度
、
寒
三
十
度
ニ
至
ル
。
土
地
肥
沃
ニ
シ
テ
至
ル
ト
コ
ロ
耕
作
ニ
通
シ
【
13
】
、
海
ニ
ハ
魚
鰕
藻
菜
多
ク
、
山
ニ
ハ
石
炭
磁
土
ア
リ
。「
明
治
廿
六
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
佐
賀
縣
ハ
基
肄
・
養
父
・
三
根
・
神
埼
・
佐
賀
・
小
城
・
東
西
松
浦
・
杵
島
・
藤
津
ノ
十
郡
ニ
シ
テ
、
一
市
六
町
百
二
十
九
村
。
土
地
東
西
十
七
里
、
南
北
十
六
里
。「
同
廿
五
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
面
積
六
十
万
里
八
杓
。
民
有
田
四
万
九
千
九
百
二
十
八
町
七
反
、
畑
二
万
五
百
三
十
八
町
、
宅
地
四
千
三
百
六
十
町
七
反
、
塩
田
四
十
一
町
一
反
、
山
林
二
万
九
千
六
百
九
十
町
、
原
野
牧
場
二
万
七
千
四
百
五
十
九
町
九
反
、
鑛
泉
池
沼
雜
種
地
等
七
十
三
町
四
反
。「
廿
四
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
官
有
山
村
原
野
二
万
七
千
三
百
五
十
町
五
反
、
民
有
鑛
山
石
炭
七
千
八
百
六
十
七
万
五
千
七
十
四
貫
、
十
万
四
千
百
六
十
戸
、
五
十
六
万
八
千
九
百
二
十
五
口
、
国
幣
社
一
、
縣
郷
村
社
二
百
七
十
寺
千
十
三
。 
【
12
】「「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
バ
…
…
租
税
四
十
三
万
七
千
二
百
三
十
七
石
九
斗
八
升
三
合
三
勺
」
国
本
な
し
。 
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【
13
】「
土
地
肥
沃
ニ
シ
テ
至
ル
ト
コ
ロ
耕
作
ニ
通
シ
…
…
縣
郷
村
社
二
百
七
十
寺
千
十
三
」
国
本
な
し
。 
○
肥
後
国
『
和
名
抄
』
ニ
、
肥
後
。（
比
乃
美
知
乃
之
利
）
マ
タ
、
肥
後
管
十
四
。（
田
二
万
三
千
五
百
餘
町
。
正
公
三
十
万
束
。
本
穎
百
五
十
七
万
九
千
十
八
束
。
雜
穎
七
十
七
万
九
千
百
十
八
束
）
玉
名
。
山
鹿
。
菊
地
。
阿
蘇
。
合
志
。
山
本
。
飽
田
。
託
麻
。
益
城
。
宇
土
。
八
代
。
天
草
。
葦
北
。
球
麻
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
肥
後
国
大
云
々
。
右
為
遠
国
。
マ
タ
『
記
略
』
ニ
、
肥
後
国
為
大
国
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
肥
後
国
上
。
去
府
三
日
下
二
日
ナ
ド
ア
リ
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
下
ノ
「
者
」
字
ナ
シ
。 
○
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
御
間
城
天
皇
異
本
「
城
」
下
ニ
「
入
彦
」
二
字
ア
リ
。『
古
事
記
』（
崇
神
天
皇
段
）
ニ
、
御
真
木
入
日
子
印
惠
命
（
○
崇
神
天
皇
）
坐
師
木
水
垣
宮
。
治
天
下
也
ト
ア
リ
。
磯
城
ハ
大
和
ニ
城
上
郡
城
下
郡
ア
リ
是
ナ
リ
。
本
居
翁
曰
、
瑞
籬
ハ
、
ミ
ヅ
ヽ
ヽ
シ
キ
垣
ト
美
称
タ
ル
名
称
ナ
ル
ヲ
、
宮
号
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
。 
○
益
城
郡
『
和
名
抄
』【
14
】
ニ
、
益
城
郡
當
麻
。
子
按
。
加
西
。
坂
本
。
益
城
。
麻
部
。
富
神
。
宅
部
。（
○
郷
名
）
マ
タ
『
寛
文
印
知
集
』
ニ
、
百
八
十
六
村
。
マ
タ
『
加
藤
清
正
記
』
ニ
、
益
城
郡
十
八
万
千
五
十
石
七
斗
九
升
二
合
八
勺
五
才
ナ
ド
ア
リ
。 
【
14
】「『
和
名
抄
』
ニ
、
益
城
郡
當
麻
。
子
按
。
加
西
。
坂
本
。
益
城
。
麻
部
。
富
神
。
宅
部
」
国
本
、
頭
注
に
て
記
す
。 
○
朝
来
名
峰
【
15
】
阿
蘇
惟
治
氏
、
阿
蘇
男
爵
ノ
祖
曰
、
此
山
ハ
本
郡
沼
山
津
荘
ニ
属
ス
。
今
日
或
曰
、
本
郡
福
原
村
ニ
ア
リ
ト
曰
処
ナ
リ
ヤ
。 
【
15
】
国
本
、「
朝
来
名
峰
」
以
下
の
部
分
「
詳
カ
ナ
ラ
ス
」
と
す
。「
今
日
或
曰
、
本
郡
福
原
村
ニ
ア
リ
ト
曰
処
ナ
リ
ヤ
」
国
本
・
甲
本
・
丙
本
な
し
。 
○
土
蜘
蛛
『
古
事
記
』『
日
本
紀
』・
諸
国
ノ
『
風
土
記
』『
塵
漆
塧
裹
抄
』
等
ニ
見
エ
タ
ル
土
蜘
蛛
ノ
状
形
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
力
強
ク
、
或
ハ
徒
衆
多
ク
人
ヲ
害
ヒ
、
世
ヲ
ミ
ダ
ス
残
心
異
行
ノ
者
ナ
リ
。
多
ク
ハ
岩
窟
土
𥧏
ナ
ド
ニ
住
メ
リ
。 
○
打
猴
頸
猴猿
「
猴
」
異
本
「
猿
」
ニ
作
ル
。
猿
ハ
猴
ニ
猿
同
シ
。『
日
本
紀
』（
景
行
天
皇
十
二
年
十
月
）
ニ
、
於
直
入
縣
。
○
『
和
名
抄
』
ニ
、
豊
後
国
直
入
郡
直
入
祢
疑
野
有
土
蜘
蛛
。
一
曰
打
猴
。
二
曰
八
田
。
三
曰
国
摩
侶
。
マ
タ
『
豊
後
風
土
記
』
ニ
、
昔
者
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
（
○
景
行
天
皇
）
行
幸
之
時
。
祢
疑
野
。
有
土
蜘
蛛
。
名
曰
打
猴
八
田
国
麻
侶
等
三
人
ナ
ド
ア
リ
。
肥
後
ト
豊
後
ト
ハ
、
接
近
ノ
地
ナ
レ
バ
、
打
猴
ハ
彼
此
同
人
カ
ト
モ
思
ハ
ル
レ
ド
、
崇
神
天
皇
ノ
時
ヨ
リ
景
行
天
皇
ノ
時
マ
デ
ハ
、
百
年
餘
ヲ
阻
ツ
レ
バ
、
然
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。 
○
徒
衆
「
徒
」
竃
本
「
徒
」
ニ
作
ル
。 
○
肥
君
等
祖
此
ハ
下
ニ
「
賜
姓
名
曰
火
君
健
緒
組
」
ト
ア
ル
。
火
（
火
ハ
肥
）
君
ニ
テ
姓
ナ
リ
。
等
祖
ハ
衍
ナ
ラ
ン
。
其
ハ
肥
君
ト
イ
フ
。
姓
ハ
當
身
ニ
賜
ヒ
ツ
205 
レ
バ
ナ
リ
。『
続
後
紀
』（
承
和 
年 
月
）
ニ
、
筑
紫
火
君
貞
直
。
マ
タ
『
播
磨
風
土
記
』
ニ
、
筑
紫
国
火
君
等
祖
。
マ
タ
『
日
本
霊
異
記
』
ニ
、
白
壁
天
皇
之
世
。
肥
前
国
松
浦
郡
人
火
君
之
氏
ナ
ド
ア
リ
。
此
同
族
ナ
リ
。『
新
撰
姓
氏
録
』
ニ
、
松
浦
首
豊
島
連
同
祖
ト
ア
リ
。
豊
島
連
ノ
祖
ハ
、
彦
八
井
耳
命
ノ
後
ニ
テ
、
此
モ
同
族
ナ
リ
。 
○
健
緒
組
『
古
事
記
』（
神
武
天
皇
段
）
ニ
、
神
八
井
耳
命
火
君
。
阿
蘇
君
等
之
祖
也
。
マ
タ
『
旧
事
記
』（
十
）
ニ
、
火
（
肥
ナ
リ
）
国
造
瑞
籬
朝
以
志
貴
多
奈
彦
命
児
遅
男
江
命
。（
同
記
伊
余
国
造
条
ニ
、
印
幡
国
造
同
祖
敷
桁
彦
命
児
速
後
上
命
。
マ
タ
印
幡
国
造
条
ニ
、
神
八
井
耳
命
八
世
孫
伊
都
許
利
命
ト
ア
レ
ハ
、
遲
男
江
命
ト
速
後
上
命
ト
ハ
兄
弟
ニ
テ
、
志
貴
多
奈
彦
命
ハ
神
八
井
耳
命
ノ
後
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
）
定
賜
国
造
ト
ア
ル
ハ
、
建
緒
組
ノ
本
ノ
名
ハ
遲
男
江
命
ナ
リ
シ
ガ
、
今
度
ノ
功
ニ
ヨ
リ
テ
此
美
称
（
建
ハ
武
緒
ハ
雄
組
ハ
凝
ナ
リ
）
ヲ
賜
ヒ
、
且
下
ニ
此
国
ヲ
治
メ
シ
ム
ト
ア
リ
テ
、
国
造
ニ
定
賜
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
。
藤
田
幽
谷
氏
（
常
陸
人
）
ハ
、
遲
ハ
建
ヲ
、
江
ハ
組
ヲ
誤
マ
レ
ル
ナ
ラ
ン
【
16
】
、
ト
云
ヘ
リ
。
サ
モ
ア
ラ
ン
カ
。
瑞
籬
朝
廷
賜
国
造
ト
ア
ル
ト
、
本
文
ト
能
合
ヘ
リ
。
此
人
ヲ
肥
後
ニ
遣
ハ
シ
、
土
蜘
蛛
ヲ
伐
タ
シ
メ
シ
コ
ト
ハ
、
『
日
本
紀
』（
崇
神
天
皇
六
年
）
ニ
、
百
姓
流
離
或
有
背
叛
。
マ
タ
（
十
年
七
月
）
遠
荒
人
等
。
猶
不
受
正
朔
是
未
習
王
化
耳
。
マ
タ
（
十
一
年
四
月
）
四
道
将
軍
。
以
平
戎
夷
之
状
奏
焉
ナ
ド
ア
ル
ニ
當
レ
リ
。（
栗
田
氏
曰
【
17
】、『
阿
蘇
系
図
』
ニ
、
神
八
井
耳
命
ノ
後
ニ
敷
桁
彦
命
ア
リ
。
此
命
ノ
子
健
緒
組
ナ
リ
。
又
敷
桁
彦
命
此
説
ニ
ヨ
レ
ハ
、
大
神
ト
健
組
ト
ハ
同
胞
ナ
リ
。
サ
レ
ハ
大
神
健
緒
組
ト
同
ク
、
此
頃
ヨ
リ
此
所
ニ
マ
シ
ヽ
カ
。
景
行
天
皇
ノ
時
、
始
メ
テ
顕
ハ
レ
給
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
。
大
神
ノ
裔
ハ
本
支
ト
モ
ニ
今
ニ
繁
栄
セ
リ
。「
景
行
紀
」
ニ
、
熊
襲
梟
師
子
市
鹿
文
賜
於
火
国
造
。「
欽
明
紀
」
ニ
、
筑
紫
火
君
、
注
ニ
、『
百
済
紀
』
ニ
、
筑
紫
君
児
中
君
弟
。「
薩
摩
国
天
平
八
年
正
税
帳
」
ニ
、
大
領
外
正
六
位
下
勲
七
等
肥
君
主
帳
外
少
正
初
位
上
勲
十
二
等
肥
君
廣
竜
。「
東
大
寺
正
倉
院
文
書
」
ニ
、
筑
前
国
島
郡
川
辺
里
。
「
大
宝
三
年
戸
籍
」
ニ
、
肥
君
大
虫
売
・
肥
君
宇
志
麻
呂
・
肥
君
妹
津
売
・
肥
君
根
手
・
肥
君
忍
坂
・
肥
君
麻
泥
売
・
肥
君
石
売
・
肥
君
子
首
・
肥
君
比
呂
麻
呂
・
肥
君
武
哿
利
売
。
又
「
同
年
同
里
戸
籍
」
ニ
、
戸
主
進
正
八
位
上
勲
十
等
肥
君
猪
手
・
正
丁
大
領
課
戸
男
肥
君
与
呂
志
・
勲
十
等
肥
君
泥
麻
呂
・
太
哉
手
麻
呂
・
久
泥
麻
呂
・
夜
盈
麻
呂
・
大
健
・
小
君
・
建
女
・
肥
君
志
許
夫
売
・
意
止
売
・
手
志
許
夫
売
・
婦
肥
君
方
名
売
・
孫
肥
君
淤
麻
呂
・
弥
豆
麻
呂
云
々
。
此
餘
三
十
四
人
ア
リ
。
又
戸
主
進
大
初
位
上
肥
君
梨
麻
呂
正
丁
課
戸
ト
ア
リ
テ
、
次
ニ
肥
君
ノ
氏
人
十
一
名
ア
リ
。
『
姓
氏
録
』
ニ
、
肥
直
多
朝
臣
同
祖
神
八
井
耳
命
之
後
也
ナ
ド
ア
ル
ハ
、
健
緒
ノ
後
ナ
ラ
ン
） 
【
16
】「
藤
田
幽
谷
氏
（
常
陸
人
）
ハ
、
遲
ハ
建
ヲ
、
江
ハ
組
ヲ
誤
マ
レ
ル
ナ
ラ
ン
」
国
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
17
】「
栗
田
氏
曰
…
…
健
緒
ノ
後
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。 
 
於
レ
茲
健
緒
組
。
奉
レ
勅
悉
誅
二
滅
之
一
。
兼
巡
二
国
裡
一
。
観
二
察
消
息
一
。
到
レ
於
二
八
代
郡
白
髪
山
一
。
日
晩
止
宿
。
其
夜
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虚
空
有
レ
火
。
自
然
熛
稍
々
降
下
。
就
二
此
山
一
燎
之
。
時
健
緒
組
見
而
驚
怪
。
参
二
上
朝
庭
一
奏
言
。
臣
辱
被
二
聖
命
一
。
遠
誅
二
西
戎
一
不
レ
霑
刀
刃
一
。
梟
賊
自
滅
。
自
レ
非
二
威
霊
一
。
何
得
レ
然
之
。
更
擧
二
燎
火
之
状
一
奏
聞
。
天
皇
勅
曰
。
所 
レ
奏
之
事
。
未
曽
所
レ
聞
。
火
下
之
国
可
レ
謂
二
火
国
一
。
即
擧
二
健
緒
組
之
勲
一
。
賜
二
姓
名
一
曰
二
火
君
健
緒
組
一
。
便
遣 
レ
治
二
此
国
一
。
因
レ
火
曰
二
火
国
一
。
後
分
二
兩
国
一
而
為
二
前
後
一
。 
於
茲
「
茲
」
異
本
「
是
」
ニ
作
ル
。 
○
八
代
郡
『
和
名
抄
』
ニ
、
八
代
郡
肥
伊
・
高
田
・
豊
福
・
木
竹
・
小
川
。（
○
郷
名
）
マ
タ
『
寛
文
印
知
集
』
ニ
、
八
代
郡
六
十
一
村
。
マ
タ
『
加
藤
清
正
記
』
ニ
、
八
代
郡
。
六
万
千
七
百
七
十
七
石
八
斗
二
升
八
合
四
勺
六
丈
ナ
ド
ア
リ
。（
『
衆
妙
集
』・『
名
寄
松
葉
』・『
西
遊
記
』・
『
図
書
編
』・『
海
東
諸
国
記
』
等
ニ
モ
見
エ
タ
リ
） 
○
白
髪
山
僧
立
辨
氏
（
豊
前
人
）
曰
、
白
髪
山
ハ
本
国
球
磨
郡
内
ニ
シ
テ
、
日
向
諸
縣
郡
ノ
界
ニ
近
キ
白
髪
岳
ヲ
イ
フ
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
。
諸
縣
ノ
地
ヨ
リ
見
レ
バ
得
モ
イ
ハ
ズ
、
高
ク
聳
テ
名
高
キ
山
ナ
リ
。（
今
日
諸
縣
郡
ノ
界
ニ
近
キ
所
ニ
テ
ハ
、
餘
リ
遠
キ
コ
ニ
チ
ス
レ
ハ
如
何
ア
ラ
ン
）
伊
藤
常
足
氏
（
筑
前
人
）
曰
、
八
代
郡
釈
迦
院
ノ
境
内
ニ
大
白
峯
ア
リ
。
コ
レ
白
髪
山
ナ
ル
ベ
シ
。
中
島
廣
足
氏
（
肥
後
人
）
曰
、
白
髪
山
、
今
其
名
ナ
シ
。
今
ヨ
リ
二
百
年
許
リ
以
前
、
其
国
ニ
袈
裟
市
ト
イ
ヘ
ル
、
盲
人
ノ
覺
書
、
民
間
ノ
梁
上
ニ
ア
リ
シ
ヲ
、
近
頃
取
出
シ
タ
リ
。
人
ニ
書
セ
タ
ル
者
ナ
ル
ベ
シ
。
其
書
中
ニ
、
昔
火
ノ
降
リ
タ
リ
シ
ト
云
ハ
、
今
ノ
八
代
郡
ナ
ル
種
山
ト
云
ル
処
ナ
ル
由
記
セ
リ
。
是
古
老
ノ
傳
説
ニ
テ
此
ノ
種
山
ト
云
ル
ト
コ
ロ
、
風
土
記
ノ
白
髪
山
ナ
ル
證
ト
イ
フ
ベ
シ
。
今
日
或
曰
八
代
郡
比
種
山
村
白
髪
ト
云
所
ア
リ
。
長
瀬
直
幸
氏
（
肥
後
人
）
曰
、
今
八
代
郡
ノ
内
ニ
、
白
髪
山
ト
云
モ
ノ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。（
今
日
カ
リ
説
ニ
ア
リ
何
レ
直
ナ
ラ
ン
。
実
地
ニ
就
テ
能
尋
ヌ
ベ
シ
） 
○
止
宿
「
宿
」
印
本
「
峰
」
ニ
作
ル
。
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
○
自
然
熛
「
熛
」
曼
本
「
燎
」
ニ
作
ル
。 
○
西
戎
此
ハ
打
猴
頚
猴猿
等
ヲ
イ
フ
。
上
ニ
ヒ
ケ
ル
『
日
本
紀
』
ニ
、
四
道
将
軍
。
以
平
戎
夷
之
状
奏
焉
ト
ア
ル
。
戎
夷
モ
此
等
ヲ
云
シ
ナ
レ
バ
【
18
】
、
其
頃
ハ
カ
ク
云
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
18
】
甲
本
・
丙
本
、
こ
の
下
に
「
其
頃
ハ
京
ヨ
リ
遠
キ
鄙
ノ
国
々
ヲ
戎
ト
モ
夷
ト
モ
云
ヒ
シ
カ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
火
国
「
火
」
ヲ
「
肥
」
ト
セ
シ
ハ
、『
続
紀
』（
和
銅
六
年
五
月
）
ニ
、
制
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
。
着
好
字
。「
民
部
式
」
ニ
モ
見
エ
タ
リ
ト
ア
ル
ニ
由
テ
、
改
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メ
ツ
ル
ナ
リ
。 
○
火
君
「
君
」
一
本
ナ
シ
。 
○
因
火
荒
木
田
久
老
氏
（
伊
勢
人
）
曰
、
火
疑
之
誤
手
。
竃
本
「
火
」
ヲ
「
召
」
ニ
作
ル
。 
○
後
分
両
国
此
ハ
何
レ
ノ
時
代
ナ
ラ
ン
カ
。『
日
本
紀
』
成
務
天
皇
五
年
九
月
ニ
、
令
諸
国
。
以
郡
国
立
造
長
。
縣
邑
置
稲
。
並
賜
楯
矛
以
為
表
。
則
隔
山
阿
而
分
国
縣
。
随
阡
陌
。
以
定
邑
里
ト
ア
ル
ヲ
始
メ
、
允
恭
・
孝
徳
・
天
武
ノ
天
皇
等
ノ
時
ニ
、
ヲ
リ
ヽ
ヽ
改
革
ヲ
加
ヘ
、
嵯
峨
天
皇
ノ
朝
ニ
至
リ
テ
、
今
ノ
如
ク
定
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
然
ル
ヲ
、『
長
典
随
筆
』
ニ
、
崇
峻
天
皇
二
年
。
依
上
宮
太
子
奏
。
分
卅
箇
国
成
六
十
箇
国
也
。
マ
タ
『
日
本
紀
略
』
ニ
、
敏
達
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
聖
徳
太
子
ノ
御
異
見
ニ
テ
、
六
十
六
箇
国
ニ
被
割
ケ
リ
。
マ
タ
『
塵
滴
問
答
』【
19
】
ニ
、
文
武
天
皇
御
宇
、
国
ヲ
割
テ
六
十
六
箇
国
ニ
定
メ
給
フ
。
マ
タ
『
和
事
始
』
ニ
、
林
逸
カ
『
節
用
集
』
ニ
、
文
武
天
皇
ノ
御
宇
ニ
、
六
十
六
国
ニ
分
チ
給
フ
ナ
ド
ア
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。（
本
居
翁
曰
、
諸
国
ノ
総
テ
ノ
数
ハ
、
古
ニ
幾
許
ト
モ
イ
ヘ
ル
コ
ト
物
ニ
見
ヘ
ス
。
此
モ
孝
徳
天
皇
ノ
御
世
ニ
ハ
慥
ニ
定
マ
リ
ツ
ラ
ン
。
後
ニ
モ
一
国
ヲ
二
ニ
分
ケ
ヌ
ニ
、
国
ヲ
一
ニ
合
セ
ナ
ト
、
御
世
々
々
ニ
彼
比
変
リ
シ
モ
ア
リ
ツ
ル
ヲ
、
弘
仁
十
四
年
ニ
、
越
前
ヲ
割
テ
加
賀
ヲ
建
ラ
レ
テ
六
十
八
国
ニ
定
マ
レ
ル
後
、
今
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
永
ク
革
レ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
平
田
翁
曰
、
肥
前
・
肥
後
二
国
ニ
分
レ
タ
ル
ハ
、
何
ノ
時
ト
モ
知
レ
ス
。
「
神
功
紀
」
ニ
、
火
前
国
ト
見
ユ
レ
ハ
、
其
ヨ
リ
前
カ
ハ
タ
分
レ
シ
ハ
後
ナ
レ
ト
モ
、
前
ヘ
モ
及
ホ
シ
テ
カ
ク
ハ
書
ル
カ
）『
肥
後
風
土
記
』（
『
釈
日
本
紀
』
ニ
引
タ
リ
）
ニ
、
肥
後
国
者
。
本
與
肥
前
国
。
合
為
一
国
。
昔
崇
神
天
皇
（
此
御
名
モ
ト
ハ
此
記
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ヲ
、
後
人
ノ
叨
ニ
改
メ
シ
ナ
ラ
ン
）
之
世
。
益
城
郡
朝
来
名
峰
。
有
土
蜘
蛛
。
名
曰
打
猿
頚
猴
。
二
人
率
徒
衆
百
八
十
餘
人
。
蔭
於
峰
頂
。
常
逆
皇
命
。
不
肯
降
服
。
天
皇
勅
肥
君
等
祖
。
健
緒
組
遣
誅
彼
賊
衆
。
健
緒
組
奉
勅
到
来
。
皆
悉
誅
夷
。
便
巡
国
裡
。
兼
察
消
息
。
乃
到
八
代
郡
白
髪
山
。
日
晩
止
宿
。
其
夜
虚
空
有
火
。
自
然
而
燎
。
稍
々
降
下
。
着
燒
比
山
。
健
緒
組
見
之
。
大
懐
驚
怪
。
行
事
既
畢
。
参
上
朝
廷
。
陳
行
状
。
奏
言
臣
辱
被
聖
命
。
遠
誅
西
戎
不
霑
刀
刃
梟
獍
自
滅
。
自
非
威
霊
何
得
然
之
。
更
挙
燎
火
之
状
奏
聞
。
天
皇
下
詔
曰
。
剪
拂
賊
徒
。
頗
無
西
眷
海
上
之
勲
。
誰
人
比
之
。
又
火
従
空
下
。
燒
山
亦
怪
。
火
下
之
国
可
名
火
国
。
即
挙
健
緒
組
之
勲
。
賜
姓
名
曰
火
君
健
緒
組
。
便
遣
治
比
国
。
因
火
曰
火
国
。
後
分
両
国
。
而
為
前
後
ト
ア
リ
。
能
ク
本
文
ニ
似
タ
リ
。 
【
19
】「
マ
タ
『
塵
滴
問
答
』
ニ
、
文
武
天
皇
御
宇
、
国
ヲ
割
テ
六
十
六
箇
国
ニ
定
メ
給
フ
」
丙
本
な
し
。 
 
又
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
。
誅
二
球
磨
贈
於
一
。
而
巡
二
狩
筑
紫
国
一
之
時
。
従
二
葦
北
流
浦
一
。
発
レ
舩
幸
レ
於
二
火
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国
一
。
度
レ
海
之
。
間
日
没
。
夜
冥
不
レ
知
レ
所
レ
着
。
忽
有
二
火
光
一
遥
視
二
行
前
一
。
天
皇
勅
二
棹
人
一
曰
。
直
指
二
火
處
一
應
勅
而
往
果
得
レ
着
レ
崖
。
天
皇
下
レ
詔
曰
。
何
謂
邑
也
。
国
人
奏
言
。
此
是
。
火
国
八
代
郡
火
邑
。
但
不
レ
知
二
火
主
一
。
于
レ
時
天
皇
詔
二
群
臣
一
曰
。
今
此
燎
火
非
二
是
人
火
一
。
所
三
以
号
二
火
国
一
知
二
其
所
由
一
。 
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
『
古
事
記
』（
景
行
天
皇
段
）
ニ
、
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
氣
天
皇
（
○
景
行
天
皇
）
坐
纏
向
之
日
代
宮
治
天
下
也
ト
ア
リ
。
纏
向
ハ
大
和
城
上
郡
ニ
ア
リ
。
本
居
翁
曰
、
日
代
宮
ハ
地
名
ニ
ヨ
ル
カ
、
又
宮
ノ
号
カ
詳
ナ
ラ
ズ
。 
○
球
磨
贈
於
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
生
筑
紫
島
比
島
亦
身
一
而
有
面
五
。
毎
面
有
名
云
々
。
熊
曽
国
謂
建
日
別
。
本
居
翁
曰
、
熊
襲
国
ハ
襲
国
ナ
リ
。
襲
ト
ハ
「
神
代
紀
」
ニ
、
日
向
襲
ト
ア
ル
地
ニ
テ
、『
和
名
抄
』
ニ
、
大
隅
国
。
贈
於
．
．
郡
ア
リ
。
国
名
ト
ナ
リ
テ
ア
リ
シ
コ
ト
ハ
、「
景
行
紀
」（
十
五
年
十
二
月
）
ニ
、
議
討
熊
襲
。
於
是
天
皇
。
詔
群
郷
曰
。
朕
聞
之
。
襲
国
有
厚
鹿
分
。
迮
鹿
文
者
。
是
両
人
熊
襲
之
渠
帥
者
也
。
衆
類
甚
多
。
是
謂
熊
襲
八
十
梟
師
。
マ
タ
（
十
三
年
五
月
）
悉
平
襲
国
ナ
ド
ア
リ
。
是
ヲ
以
テ
襲
国
即
熊
襲
ナ
ル
コ
ト
ヲ
モ
知
ベ
シ
。
彼
梟
帥
ド
モ
メ
、
其
健
カ
リ
シ
故
ニ
熊
襲
ト
ハ
云
ナ
リ
。
平
田
翁
曰
、
熊
襲
国
ト
モ
云
ル
ハ
、
後
ニ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
。
日
向
ノ
南
方
半
国
バ
カ
リ
ヨ
リ
、
大
隅
薩
摩
ノ
地
マ
デ
ヲ
、
総
テ
イ
ヒ
シ
上
代
ノ
大
名
ナ
リ
。
今
日
、
景
行
天
皇
ノ
熊
襲
ヲ
誅
給
ヒ
シ
コ
ト
ハ
、『
日
本
紀
』
景
行
天
皇
十
二
年
二
月
ニ
、
熊
襲
反
之
朝
貢
。
マ
タ
（
八
月
）
幸
筑
紫
。
マ
タ
（
十
二
月
）
議
討
熊
襲
於
是
天
皇
。
詔
群
郷
曰
。
朕
聞
之
。
熊
襲
国
。
有
厚
鹿
文
。
迮
鹿
文
者
。
是
両
人
熊
襲
之
渠
帥
者
也
。
衆
類
甚
多
。
是
謂
熊
襲
八
十
梟
帥
。
其
鋒
不
可
當
焉
。
少
興
帥
則
不
堪
滅
賊
多
動
兵
。
是
百
姓
之
害
。
何
不
仮
鋒
刃
之
威
。
坐
平
其
国
。
時
有
一
臣
進
曰
。
熊
襲
梟
帥
。
有
二
女
兄
。
曰
市
乾
鹿
文
。
弟
曰
市
鹿
文
。
容
端
正
。
心
且
雄
武
宜
示
重
幣
。
以
撝
納
麾
下
。
因
以
伺
其
消
息
。
犯
不
意
之
処
。
則
曽
不
血
刄
賊
必
自
敗
。
天
皇
詔
曰
可
也
。
於
是
示
幣
其
二
女
。
而
納
幕
下
天
皇
。
則
通
市
乾
鹿
文
。
而
陽
寵
時
。
市
乾
鹿
分
。
奏
于
天
皇
曰
。
無
憂
熊
襲
之
。
不
服
妾
有
良
謀
。
即
令
従
一
二
兵
於
已
。
已
而
返
家
。
以
多
設
醇
酒
。
令
飲
已
父
。
乃
酔
而
寐
之
。
市
乾
鹿
文
。
密
断
文
絃
。
爰
従
兵
一
人
。
進
殺
熊
襲
梟
帥
。
天
皇
則
悪
其
不
孝
之
甚
。
而
誅
市
乾
鹿
文
。
仍
以
弟
市
鹿
文
。
賜
於
火
国
造
。
上
ニ
健
緒
組
ヲ
火
国
造
ト
ナ
ス
ト
ア
ル
ハ
、
本
国
ノ
全
体
ヲ
云
ヒ
、
此
処
ニ
市
鹿
文
ニ
火
国
造
ヲ
賜
フ
ト
ア
ル
ハ
、
其
中
ノ
幾
分
ヲ
割
與
セ
レ
シ
ナ
ラ
ン
。
マ
タ
（
十
三
年
五
月
）
悉
平
襲
国
。
因
以
居
於
高
屋
宮
。
マ
タ
（
十
八
年
三
月
）
天
皇
。
巡
狩
筑
紫
国
。
マ
タ
（
四
月
）
到
熊
縣
其
処
有
熊
津
彦
者
。
兄
弟
二
人
。
天
皇
先
使
徴
兄
熊
。
則
従
使
詣
之
。
因
徴
弟
熊
而
不
来
。
故
遣
兵
誅
之
。
自
海
路
。
泊
於
葦
比
小
島
。
マ
タ
（
五
月
）
従
葦
北
発
舩
到
火
国
。
於
是
日
没
也
。
夜
冥
下
知
着
岸
。
遙
視
火
光
。
天
皇
詔
梜
杪
者
曰
。
直
指
火
処
。
因
指
火
注
之
。
即
得
着
岸
。
天
皇
問
其
火
光
処
。
曰
何
謂
邑
也
。
国
人
對
曰
。
是
八
代
縣
豊
村
。
亦
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尋
其
火
是
誰
人
之
火
也
。
然
不
得
主
。
茲
知
非
人
火
。
故
名
其
国
。
曰
火
国
也
。
マ
タ
（
六
月
）
自
高
来
縣
（
○
肥
前
高
来
郡
）
渡
玉
杵
邑
（
○
肥
後
玉
名
郡
）
時
殺
其
処
之
。
土
蜘
蛛
津
頬
焉
。
到
阿
蘇
国
。
マ
タ
『
国
名
風
土
記
』
ニ
、
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
・
日
向
国
ハ
景
行
天
皇
ノ
御
代
ニ
夷
国
（
○
上
ニ
イ
フ
戎
夷
）
征
伐
ノ
タ
メ
ニ
発
向
ト
テ
、
紀
伊
国
ヨ
リ
御
舩
ヲ
押
出
シ
テ
、
筑
紫
ノ
地
ヲ
サ
シ
、
漕
出
シ
給
フ
ニ
、
海
上
ニ
出
テ
日
暮
ニ
イ
リ
、
峰
遠
ク
山
辺
更
ニ
見
エ
ズ
、
ホ
ト
リ
ヲ
不
知
。
故
ニ
舳
艫
ノ
前
後
ヲ
失
フ
時
ニ
左
ノ
後
ニ
當
リ
テ
、
大
ナ
ル
火
並
テ
見
エ
ケ
レ
バ
、
尊
梶
取
ニ
向
テ
宣
ク
、
彼
ハ
何
火
ソ
ヤ
。
舩
頭
申
サ
ク
、
不
知
火
ナ
リ
。
爰
ニ
知
リ
ヌ
。
人
ノ
火
ニ
ア
ラ
ズ
。
依
テ
シ
ラ
ヌ
ヒ
ノ
ツ
リ
シ
ト
仰
セ
云
々
。
御
舩
押
浮
ヘ
テ
、
彼
火
ノ
見
エ
シ
処
ノ
、
八
代
縣
ニ
漕
付
ク
。
ヨ
リ
テ
前
ニ
火
ノ
見
エ
シ
方
ハ
、
火
前
ト
号
シ
、
後
ニ
火
ノ
見
エ
シ
処
ヲ
、
火
後
ト
号
ス
ナ
ド
ア
リ
。 
○
筑
紫
国
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
生
筑
紫
島
。
亦
身
一
而
有
面
五
。
毎
面
有
名
。
故
筑
紫
国
。
謂
白
日
別
。
豊
国
。
謂
豊
日
別
。
肥
国
。
謂
速
日
別
。
日
向
国
。
謂
豊
久
士
比
泥
別
。
熊
曽
国
。
謂
建
日
別
ト
ア
リ
テ
、
筑
紫
ト
イ
フ
ハ
、
モ
ト
筑
前
・
筑
紫
郡
ノ
筑
紫
村
ノ
名
ヨ
リ
起
リ
、
一
国
ノ
名
ト
ナ
リ
【
20
】
、
後
ニ
ハ
此
五
国
ノ
総
名
ト
ナ
レ
リ
。 
【
20
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
後
ニ
ハ
筑
前
筑
後
ノ
二
国
ニ
分
ル
）」
と
い
う
分
注
あ
り
。 
○
葦
北
『
日
本
紀
』（
敏
達
天
皇
十
二
年
七
月
）
ニ
、
火
葦
北
国
。
マ
タ
推
古
天
皇
七
年
四
月
、
肥
後
葦
北
浦
。
マ
タ
『
旧
事
紀
』
十
ニ
、
葦
北
国
造
纏
向
日
代
朝
御
代
。
以
吉
備
津
彦
命
児
。
三
井
根
子
命
。
定
賜
国
造
。
マ
タ
『
万
葉
集
』（
三
）
ニ
、
葦
北
乃
野
坂
乃
浦
。
マ
タ
『
和
名
抄
』
ニ
、
葦
比
郡
葦
北
。
桑
原
。
作
野
。
部
行
。
巨
野
。
川
田
。
水
俣
。（
○
郷
名
）
マ
タ
『
加
藤
清
正
記
』
ニ
、
葦
北
郡
。
一
万
九
千
三
百
八
十
三
石
三
斗
三
合
壱
丈
ナ
ド
ア
リ
。（
『
諸
国
温
泉
記
』
『
夫
木
集
』『
名
寄
』
『
新
続
古
今
集
』
等
ニ
モ
見
ユ
） 
○
火
流
浦
此
ハ
今
度
火
光
ノ
流
レ
シ
ユ
ヱ
、
地
ノ
名
ニ
負
ヒ
タ
ル
ナ
リ
。
藤
村
光
鎮
氏
（
肥
前
人
）
曰
、
此
処
ハ
葦
北
郡
ノ
日
奈
久
浦
ナ
ラ
ン
。（
今
日
温
泉
ノ
ア
ル
所
） 
○
着
崖
「
崖
」
異
本
「
陸
」
ニ
作
ル
。 
○
火
邑
「
邑
」
印
本
「
也
」
ニ
作
ル
。『
肥
後
風
土
記
』
ニ
拠
テ
改
ム
【
21
】
。（
『
日
本
紀
』
ニ
ハ
豊
村
ト
ア
リ
）
井
沢
長
秀
氏
（
肥
後
人
）
曰
、
今
火
邑
ナ
シ
。
氷
川
ト
云
ハ
マ
リ
。
永
瀬
氏
曰
、『
和
名
抄
』
ノ
八
代
郡
肥
伊
ハ
、
古
ノ
火
邑
ニ
テ
、
後
ニ
郷
名
ト
ナ
レ
ル
ナ
リ
。
ソ
ノ
火
邑
ハ
後
ニ
ハ
肥
伊
郷
内
ニ
ア
リ
ケ
ン
ヲ
火
邑
・
肥
伊
郷
モ
、
今
ハ
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。
強
テ
思
フ
ニ
、
八
代
郡
ニ
氷
川
ア
リ
。
モ
シ
此
レ
肥
伊
郷
ノ
川
ニ
シ
テ
火
邑
モ
ヤ
カ
テ
其
川
ノ
辺
リ
ナ
リ
シ
ニ
ヤ
。
今
日
或
曰
八
代
郡
道
後
、
古
ニ
宮
原
村
宮
原
町
ニ
氷
川
ア
リ
。
八
代
城
ノ
北
三
里
許
ナ
リ
。
伊
藤
氏
曰
、『
和
漢
図
会
』
ニ
、
肥
後
土
産
條
ニ
、
燧
石
。
火
川
ト
ア
リ
。
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是
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
ル
ヲ
己
カ
モ
テ
ル
地
図
ニ
ハ
、
氷
川
ヲ
書
漏
セ
リ
。『
後
撰
夷
曲
集
』【
22
】
ニ
、
火
打
石
ヲ
ヨ
メ
ル
。
一
見
日
ノ
本
ノ
肥
後
ノ
火
川
ノ
火
打
石
ヒ
タ
モ
ノ
日
々
ニ
拾
フ
人
々
。（
栗
田
氏
曰
【
23
】、『
常
陸
風
土
記
』
ニ
、
新
治
郡
云
々
笠
間
村
。
マ
タ
信
太
郡
云
々
浮
島
村
。
マ
タ
行
方
郡
云
々
曽
尼
村
。
マ
タ
郡
南
云
々
板
来
村
。
マ
タ
那
賀
郡
云
々
片
岡
之
村
。
マ
タ
多
珂
郡
飽
田
村
。
マ
タ
『
播
磨
風
土
記
』
ニ
、
飾
磨
郡
牧
野
里
新
良
訓
村
小
川
里
高
瀬
村
。
カ
ク
ア
ル
ニ
依
テ
、
古
ハ
村
ハ
後
ノ
里
ナ
ル
ヲ
知
ヘ
シ
。
上
野
金
井
沢
村
ナ
ル
神
亀
二
年
ノ
碑
ニ
、
上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
里
。
マ
タ
「
河
内
西
琳
寺
天
平
十
五
年
帳
」
ニ
、
河
内
国
古
市
郡
下
新
居
郷
宮
処
里
。
マ
タ
丹
比
郡
余
戸
郷
余
戸
里
。
マ
タ
古
市
郡
尺
度
郷
鴨
里
和
泉
監
大
島
郡
大
村
郷
山
田
里
ナ
ト
ア
ル
ニ
テ
、
古
ク
郷
下
ニ
里
ア
ル
ハ
後
世
ノ
村
ナ
ル
ヲ
辨
フ
ヘ
シ
。
「
東
大
寺
天
平
六
年
ノ
文
書
」・「
備
中
国
天
平
二
年
ノ
文
書
」
等
ニ
モ
見
エ
タ
リ
） 
【
21
】「『
肥
後
風
土
記
』
ニ
拠
テ
改
ム
」
国
本
・
丙
本
な
し
。 
【
22
】「『
後
撰
夷
曲
集
』
ニ
、
火
打
石
ヲ
ヨ
メ
ル
。
一
見
日
ノ
本
ノ
肥
後
ノ
火
川
ノ
火
打
石
ヒ
タ
モ
ノ
日
々
ニ
拾
フ
人
々
」
丙
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
23
】「（
栗
田
氏
曰
…
…
「
東
大
寺
天
平
六
年
ノ
文
書
」・「
備
中
国
天
平
二
年
ノ
文
書
」
等
ニ
モ
見
エ
タ
リ
）」
国
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
○
不
知
火
主
此
時
ハ
縁
由
ニ
ヨ
リ
テ
、
古
ク
ヨ
リ
シ
ラ
ヌ
ヒ
ヲ
筑
紫
ノ
冠
辞
ト
セ
リ
。 
○
今
此
燎
火
是
人
火
所
以
号
火
国
知
其
爾
由
此
詔
ノ
意
ハ
、
今
此
ノ
燎
ル
火
ハ
主
ア
ル
人
火
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
必
ス
崇
神
天
皇
ノ
御
代
ニ
、
霊
キ
火
ノ
空
ヨ
リ
自
ラ
モ
エ
テ
、
八
代
郡
白
髪
山
ニ
降
リ
シ
火
ノ
類
ヒ
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ハ
、
彼
ノ
霊
キ
火
ニ
ヨ
リ
テ
、
此
国
ヲ
火
ノ
国
ト
号
シ
ユ
ヱ
ヲ
、
只
今
目
前
ノ
火
ニ
テ
、
知
ラ
ル
ヒ
ト
ナ
リ
。
○
本
居
翁
曰
、『
古
事
記
』
ノ
傳
ヘ
ハ
、
火
国
ヲ
面
一
ニ
ト
レ
リ
。
然
ル
ニ
「
国
図
」
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
肥
前
ト
肥
後
ト
ハ
海
ノ
隔
リ
テ
地
接
カ
ス
。
正
ク
ニ
ヽ
分
レ
タ
レ
バ
、
面
一
ニ
ハ
取
カ
タ
キ
国
形
ナ
リ
。
故
考
フ
ル
ニ
、
崇
神
天
皇
、
マ
タ
景
行
天
皇
ノ
御
世
ナ
ド
ノ
火
国
ノ
故
事
ハ
、
地
名
ニ
ヨ
ル
ニ
、
皆
肥
後
ノ
地
ナ
リ
。
然
レ
バ
火
国
ト
云
シ
ハ
、
初
ハ
タ
ヽ
肥
後
ノ
方
ノ
ミ
ニ
テ
、
肥
前
ノ
地
ハ
本
ハ
筑
紫
国
ノ
内
ナ
リ
シ
カ
。
稍
後
ニ
火
国
ニ
属
シ
ニ
ヤ
ア
ラ
ン
。
肥
前
ハ
筑
前
筑
後
ト
地
接
キ
テ
、
此
三
国
ハ
一
ニ
モ
取
ツ
ベ
キ
国
形
ニ
テ
、
肥
後
ト
ハ
清
ク
離
レ
タ
レ
バ
ナ
リ
。
○
『
肥
後
風
土
記
』
ニ
、
景
行
天
皇
（
○
此
御
名
モ
本
ハ
本
記
ノ
如
ク
ナ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
一
本
ニ
ハ
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
ト
ア
リ
）
誅
球
磨
贈
唹
兼
巡
狩
諸
国
云
々
。
幸
於
火
国
。
渡
海
之
間
。
日
没
夜
暗
。
不
知
所
着
忽
有
光
遙
視
行
前
。
天
皇
勅
棹
人
曰
行
前
火
指
而
往
随
勅
而
往
之
果
得
着
崖
。
即
勅
曰
。
火
燎
之
処
此
号
何
堺
。
所
燎
之
火
亦
為
何
火
。
土
人
奏
言
。
此
是
火
国
八
代
郡
火
邑
。
但
不
審
火
申
。
于
時
詔
群
臣
曰
。
燎
之
火
。
是○
非
俗
火
也
。
火
国
之
由
。
知
所
以
然
ト
ア
リ
。
此
モ
本
文
ニ
能
似
タ
リ
。
此
記
ニ
見
エ
タ
ル
纏
向
日
代
宮
天
皇
本
国
巡
狩
ノ
処
【
24
】
、『
日
本
紀
』
ニ
ハ
十
八
年
六
月
自
高
来
縣
云
々
。
一
条
ノ
ミ
見
エ
テ
餘
ハ
皆
缺
タ
リ
。 
【
24
】「
此
記
ニ
見
エ
タ
ル
纏
向
日
代
宮
天
皇
本
国
巡
狩
ノ
処
、『
日
本
紀
』
ニ
ハ
十
八
年
六
月
自
高
来
縣
云
々
。
一
条
ノ
ミ
見
エ
テ
餘
ハ
皆
缺
タ
リ
」
国
本
・
甲
本
・
丙
本
な
し
。 
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基
肄
郡
。
郷
六
所
。
里
十
七
。
驛
一
所
。〈
小
路
。
〉 
郡
「
戸
令
」
ニ
、
凡
郡
四
里
以
上
。
為
下
郡
ト
ア
リ
。
此
里
ハ
本
記
ノ
郷
ニ
当
レ
リ
。（
『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
右
件
郷
字
者
。
依
霊
亀
元
年
式
。
改
里
為
郷
。
其
郷
名
字
。
被
神
亀
三
年
民
部
省
口
宣
改
之
ト
ア
ル
如
ク
、
本
記
ノ
郷
モ
元
ノ
里
ナ
ラ
ン
）
偖
本
郡
六
郷
ナ
レ
ハ
下
郡
ナ
リ
。（
「
職
員
令
」
ニ
、
下
郡
大
領
一
人
。
少
領
一
人
主
帳
一
人
。
マ
タ
「
田
令
」
ニ
、
凡
郡
司
職
分
田
。
大
領
六
町
。
少
領
四
丁
。
主
政
主
帳
各
二
町
。
狹
郷
不
須
要
滿
）
此
数
大
体
ハ
、
北
ハ
筑
前
ニ
界
シ
、
寅
位
ヨ
リ
午
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
、
筑
後
ニ
界
シ
、
午
ヨ
リ
戌
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
、
本
国
旧
養
父
郡
ニ
接
ス
。
東
西
二
里
十
三
丁
。
南
北
三
里
七
丁
。
地
勢
三
稜
ヲ
ナ
シ
。
国
道
ソ
ノ
中
ヲ
貫
ク
ヲ
以
テ
、
運
輸
甚
便
ナ
リ
。
楮
・
茶
・
米
・
麦
・
蔬
菜
及
ヒ
櫨
ヲ
産
ス
。『
記
略
』（
弘
仁
四
年
三
月
）
ニ
、
太
宰
府
言
。
肥
前
国
司
。
今
月
四
日
解
偁
。
基
肄
團
校
尉
。
貞
弓
（
姓
闕
）
等
。
去
二
月
二
十
九
日
解
偁
。
新
羅
人
一
百
十
八
人
。
駕
五
艘
舩
着
小
近
島
。
與
土
民
相
戦
。
即
【
25
】
打
殺
九
人
捕
獲
一
百
九
【
26
】
（
○
此
数
□
□
）
人
（
壱
百
十
人
ト
合
ハ
ス
）
者
、
又
同
月
七
日
解
偁
。
新
羅
人
一
清
等
申
云
。
同
国
人
。
清
漢
已
等
自
聖
朝
帰
来
云
々
。
宣
明
問
定
若
願
還
者
。
随
放
還
遂
是
化
来
者
。
依
例
進
止
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
八
年
七
月
）
ニ
、
太
宰
府
馳
奏
言
。
肥
前
国
基
肄
郡
人
川
辺
豊
稲
。
○
本
郡
ニ
田
代
村
大
字
神
辺
ア
リ
。
古
ハ
川
辺
ト
書
モ
タ
リ
ト
イ
ヘ
ハ
、
此
処
ニ
由
ア
ル
ナ
ラ
ン
。
同
郡
擬
大
領
山
春
永
語
豊
稲
曰
。
與
新
羅
人
珎
賓
長
共
渡
入
新
羅
国
教
造
兵
弩
器
棫
之
術
。
マ
タ
「
神
名
式
」
ニ
、
肥
前
国
。
基
肄
郡
一
座
（
小
）
荒
穗
神
社
。（
○
古
ハ
山
上
ニ
ア
リ
シ
ト
イ
フ
。
今
ハ
麓
ナ
ル
基
山
村
大
字
宮
浦
ニ
ア
リ
。
郷
社
ナ
リ
。
産
子
百
十
戸
。〈
「
明
治
八
年
調
」〉
）『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
ニ
、
授
肥
前
国
従
五
位
上
荒
穗
天
神
正
五
位
下
。
マ
タ
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
基
肄
郡
。
重
枝
名
田
。
宮
役
起
請
田
廿
四
丁
二
反
。
国
半
不
輸
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
荒
穗
（
一
本
「
係
」
ニ
誤
ル
。
即
本
社
ナ
リ
【
27
】
）
神
社
。
坐
肥
前
国
。
基
肄
郡
。
マ
タ
『
寛
文
印
知
集
』
ニ
、
基
肄
郡
二
拾
壱
（『
元
禄
図
』
七
）
社
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
基
肄
郡
。
二
拾
四
村
。
高
九
千
百
二
拾
二
石
壱
斗
六
升
五
合
。（
今
異
本
、
此
二
字
ナ
シ
）「
明
治
廿
一
年
ノ
調
」【
28
】
ニ
ヨ
レ
バ
、
旧
本
郡
二
千
七
百
四
十
七
兵
一
万
四
千
〇
〇
一
口
。
田
千
三
百
〇
七
町
三
段
。
畑
四
百
三
十
八
町
三
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
バ
、
養
基
郡
人
員
九
万
千
五
百
口
。『
宗
氏
家
譜
』
ニ
、
慶
長
四
年
。
東
照
宮
以
義
智
所
領
。
薩
摩
州
出
水
郡
糸
地
。
代
肥
前
国
内
基
肄
養
父
郡
。（
実
ハ
基
肄
全
郡
養
父
半
郡
ナ
リ
）
方
長
老
ノ
「
朝
鮮
物
語
附
柳
川
始
末
」【
29
】
ニ
、
慶
長
十
年
松
雲
来
朝
ノ
時
、
義
智
肥
前
ノ
田
代
ニ
テ
加
増
二
千
石
ヲ
給
ハ
ル
。
慶
長
十
二
年
、
三
使
事
異
リ
テ
後
、
秀
忠
公
ヨ
リ
肥
前
田
代
ニ
テ
加
増
二
千
石
ヲ
義
智
ニ
給
ハ
リ
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
ハ
、
慶
長
四
年
ニ
ハ
七
千
石
ヲ
給
ハ
リ
、
後
ニ
一
万
石
ト
ナ
リ
タ
ル
カ
、
ト
ア
リ
。「
民
部
式
」
ノ
印
本
等
ニ
、
基
肄
ノ
「
肄
」
を
「
肆
」
ニ
作
リ
、
又
キ
シ
ト
旁
訓
ヲ
ツ
ケ
タ
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。（
本
記
ノ
異
本
ニ
モ
「
肆
」
ト
シ
タ
ル
者
ア
リ
）
度
會
延
佳
氏
（
伊
勢
人
）
カ
、『
旧
事
紀
』（
十
）
ニ
、
松
津
国
造
難
波
高
津
朝
御
世
。
物
部
連
祖
伊
香
色
雄
命
孫
。
金
連
定
賜
国
造
ト
ア
ル
。
松
津
ヲ
杵
肄
ノ
誤
リ
ニ
テ
、
肥
前
ノ
基
肄
郡
ヤ
ト
云
レ
タ
レ
ド
、
如
何
ア
ラ
ン
。
遠
江
人
内
山
直
竜
氏
【
30
】
モ
基
肄
ト
ス
。
尚
松
浦
郡
条
見
合
ス
ヘ
シ
。 
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【
25
】
底
本
、
こ
の
下
に
「「
職
員
」
ニ
、
大
郡
。
大
領
一
人
。（
云
々
）
主
政
三
人
。（
云
々
）
主
帳
三
人
。（
云
々
）
上
郡
。
大
領
一
人
。
少
領
一
人
。
主
政
二
人
。
主
帳
二
人
。
中
郡
。
大
領
一
人
。
少
領
一
人
。
主
帳
一
人
。
下
郡
。
大
領
一
人
。
少
領
一
人
。
主
帳
一
人
。
小
郡
。
郡
領
一
人
。
主
帳
一
人
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
国
本
な
し
。
国
本
に
よ
り
削
る
。 
【
26
】「
一
百
九
」、『
日
本
紀
略
』
は
「
一
百
十
人
」
と
し
、
数
が
一
致
。
底
本
こ
の
下
に
「（
此
数
□
□
）」
と
あ
る
も
判
読
で
き
ず
。
数
の
不
一
致
に
関
す
る
記
述
か
。 
【
27
】
底
本
「
本
係
俣
ル
」、
国
本
に
よ
り
改
む
。 
【
28
】「「
明
治
廿
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
バ
…
…
養
基
郡
人
員
九
万
千
五
百
口
」
国
本
な
し
。 
【
29
】「
方
長
老
ノ
「
朝
鮮
物
語
附
柳
川
始
末
」
ニ
…
…
慶
長
四
年
ニ
ハ
七
千
石
ヲ
給
ハ
リ
、
後
ニ
一
万
石
ト
ナ
リ
タ
ル
カ
、
ト
ア
リ
」
国
本
な
し
。 
【
30
】
国
本
、
こ
の
部
分
「
内
山
真
竜
氏
（
遠
江
人
）
モ
基
肄
ト
シ
タ
リ
。
上
田
氏
ハ
松
浦
ナ
ラ
ン
ト
云
リ
」
と
す
。 
○
郷
六
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
姫
社
。
山
田
。
今
基
里
村
大
字
酒
井
西
ニ
山
田
ア
リ
。
是
カ
。
○
基
肄
・
喜
伊
（
○
伊
藤
氏
曰
、『
和
名
抄
』
ニ
、
本
郡
ニ
基
肄
郷
ア
リ
。
郷
名
ヲ
郡
ニ
モ
負
セ
タ
ル
ハ
、
此
郷
ニ
郡
家
ヲ
置
レ
タ
ル
処
ナ
ル
ヘ
シ
。「
村
名
帳
」
ナ
ト
ニ
基
肄
ト
イ
フ
名
ハ
見
エ
ス
。
カ
レ
強
テ
思
フ
ニ
、
今
ノ
城
山
ノ
辺
ヲ
本
ニ
テ
負
ヒ
タ
ル
郷
名
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
カ
。
今
日
此
説
如
何
ア
ラ
ン
。
下
ニ
長
岡
神
社
・
酒
殿
泉
ヲ
郡
ノ
東
ト
ア
レ
ハ
ナ
リ
。
古
ノ
官
道
ハ
基
山
ヨ
リ
養
父
郡
麓
村
辺
ヘ
通
リ
シ
ナ
ラ
ン
ト
思
ハ
ル
レ
ハ
、
郡
家
ハ
其
道
ノ
便
リ
ヨ
キ
所
ノ
今
ノ
田
代
村
ノ
西
ノ
方
ナ
ト
ニ
在
シ
ナ
ラ
ン
）
川
上
（
伊
藤
氏
曰
、『
元
禄
図
』
ニ
、
本
郡
ニ
上
辺
村
マ
タ
赤
川
村
ア
リ
モ
シ
、
川
上
ハ
此
辺
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
カ
。
○
三
橋
氏
曰
、
ダ
イ
キ
川
ノ
上
ニ
川
内
村
ア
リ
。
川
上
郷
ハ
是
レ
ナ
ト
ニ
ヤ
。
又
ダ
イ
キ
川
ノ
辺
ニ
神
辺
村
ア
リ
。
昔
ハ
神
辺
ヲ
川
辺
ト
書
リ
シ
ト
イ
フ
。
田
代
駅
未
申
ニ
当
リ
テ
半
屋
里
許
リ
ア
リ
。
是
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
カ
〔
2
〕
）
長
谷
（
本
郡
ニ
長
谷
部
代
ノ
人
リ
此
ノ
郷
名
ヨ
リ
起
レ
ル
氏
カ
。
又
此
氏
人
ノ
住
ル
ヨ
リ
ナ
レ
ル
地
名
カ
。
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ス
）
ト
ア
リ
。
尚
一
所
ヲ
逸
ス
【
31
】
。 
【
31
】
甲
本
、
こ
の
下
に
「（
中
古
上
下
二
郷
ニ
分
ツ
ト
云
）」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
〔
2
〕
今
日
田
代
村
大
字
柚
比
ニ
川
内
村
ア
リ
。
神
辺
ハ
田
代
村
ノ
西
ニ
ア
リ
。 
○
里
十
七
「
十
七
」
印
本
「
七
十
」
ニ
誤
ル
。
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
又
此
三
字
、
印
本
ニ
ハ
小
書
ス
。
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
下
同
シ
。
名
称
所
在
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」【
32
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
二
十
一
村
ナ
リ
。
廿
二
年
改
革
シ
テ
基
山
村
大
字
宮
浦
・
園
部
・
小
倉
・
長
野
、
基
里
村
大
字
酒
井
・
東
酒
井
・
西
姫
方
・
飯
田
、
田
代
村
大
字
田
代
・
永
吉
・
柚
比
・
神
辺
・
萱
方
ト
ス
） 
【
32
】「「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
本
郡
二
十
一
村
ナ
リ
。
廿
二
年
改
革
シ
テ
基
山
村
大
字
宮
浦
・
園
部
・
小
倉
・
長
野
、
基
里
村
大
字
酒
井
・
東
酒
井
・
西
姫
方
・
飯
田
、
田
代
村
大
字 
田
代
・
永
吉
・
柚
比
・
神
辺
・
萱
方
ト
ス
」
国
本
な
し
。 
○
駅
一
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
肥
前
国
。
駅
馬
。
基
肄
十
疋
。
傳
馬
。
基
肄
五
疋
ト
ア
リ
。
太
宰
府
ニ
近
キ
所
ナ
レ
バ
駅
傳
ト
モ
ニ
、
多
ク
置
レ
シ
ナ
ラ
ン
。
駅
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址
、
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。
基
山
村
ノ
中
ナ
ル
ヘ
シ
。（
肥
前
国
曽
根
崎
庄
地
頭
職
。
為
勲
功
賞
。
可
令
知
行
者
。
天
気
如
此
悉
之
以
状
。
興
国
三
年
六
月
廿
日
。
惠
良
小
次
郎
殿
。
左
少
辨
判
。
基
里
村
大
字
酒
井
西
ニ
曽
根
崎
ア
リ
。
惠
良
ハ
阿
蘇
家
ノ
支
族
ナ
リ
。
一
曽
根
崎
地
頭
職
綸
旨
事
。
委
難
裁
状
候
之
趣
。
委
ク
僧
都
御
存
候
了
定
被
申
候
欤
云
々
。
九
月
廿
六
日
。
惠
良
筑
後
権
守
殿
。
頼
元
ハ
清
原
姓
ナ
リ
。
氏
ヲ
五
条
ト
称
ス
。
曽
根
崎
庄
地
頭
職
間
事
。
鎮
西
事
。
先
朝
御
代
被
安
堵
申
候
後
。
令
述
勅
裁
事
件
地
頭
職
。
被
下
述
勅
裁
欤
。
此
類
猶
依
有
被
聞
食
之
旨
。
先
度
御
執
奏
事
。
々
子
細
之
処
直
勅
裁
事
。
不
達
叡
聞
之
被
仰
下
。
此
上
以
一
同
之
法
。
可
被
落
居
。
其
時
隨
左
右
可
有
其
沙
汰
之
由
。
所
仰
下
也
。
仍
執
達
如
件
。
十
月
廿
八
日
。
惠
良
筑
後
権
守
殿
勘
解
由
次
官
判
。
頼
元
ナ
リ
）
○
「
筑
紫
図
」【
33
】
ニ
、
尚
門
下
野
守
肥
前
守
基
肄
郡
養
父
郡
。
筑
前
夜
須
郡
三
内
半
郡
。
合
領
於
三
郡
居
域
勝
山
。
々
々
ハ
、
三
養
基
郡
麓
村
大
字
牛
原
ニ
ア
リ
。
○
朕
帝
国
議
會
ノ
協
賛
ヲ
経
タ
ル
佐
賀
縣
下
郡
廃
置
法
律
ヲ
裁
下
シ
、
茲
ニ
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム
。 
御
名
御
璽 
明
治
二
十
九
年
三
月
二
十
六
日
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
枢
密
院
議
長
伯
爵
黒
田
清
隆
。
内
務
大
臣
芳
川
顕
世
。
○
法
律
第
二
十
五
号
佐
賀
縣
肥
前
国
基
肄
郡
養
父
郡
及
三
根
郡
ヲ
廃
シ
、
其
區
域
ヲ
以
テ
三
養
基
郡
ヲ
置
ク
。 
附
則 
此
ノ
法
律
ハ
明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス
。
今
日
九
州
鉄
道
ハ
資
金
一
千
一
百
万
円
ヲ
以
テ
明
治
廿
一
ニ
起
リ
、
第
一
線
ハ
豊
前
ノ
門
司
ヨ
リ
肥
後
ノ
三
角
マ
テ
、
即
チ
本
線
ナ
リ
。
第
二
ハ
、
三
養
基
郡
田
代
村
軣
木
ノ
誤
リ
カ
ヨ
リ
長
崎
マ
テ
。
第
三
ハ
、
西
松
浦
郡
有
田
村
ヨ
リ
東
彼
杵
郡
佐
世
保
マ
テ
。
第
四
ハ
肥
後
宇
土
ヨ
リ
八
代
マ
テ
。
第
五
ハ
豊
前
小
倉
ヨ
リ
行
事
マ
テ
ノ
目
的
ニ
テ
起
業
シ
、
其
後
段
々
延
長
ス
。 
【
33
】「
○
「
筑
紫
図
」
ニ
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
御
二
筑
紫
国
御
井
郡
高
羅
之
行
宮
一
遊
二
覧
国
内
一
。
霧
覆
二
基
肄
之
山
一
天
皇
勅
曰
。
彼
国
可
レ
謂
二
霧
之
国
一
。
後
人
改
号
二
基
肄
国
一
今
以
為
二
郡
名
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
字
ナ
シ
。 
○
筑
紫
国
此
ハ
筑
後
ヲ
指
ス
。『
和
名
抄
』
ニ
、（
筑
後
筑
紫
乃
美
知
之
里
）
マ
タ
、
筑
後
国
管
十
。（
田
万
二
千
八
百
餘
町
。
正
公
各
二
十
万
束
。
本
穎
六
十
二
万
三
千
五
百
八
十
二
束
。
雜
穎
二
万
三
千
五
百
八
十
二
束
）
御
原
【
34
】
。
生
葉
。
竹
野
。
山
本
。
御
井
。
三
潴
。
上
妻
。
下
妻
。
山
門
。
三
毛
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
筑
後
国
上
云
々
。
右
為
遠
国
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
筑
後
国
本
田
二
萬
二
千
八
百
二
拾
八
町
。
マ
タ
『
拾
芥
抄
』
ニ
、
筑
後
上
遠
田
萬
千
三
百
七
拾
七
町
ナ
ド
ア
リ
。 
【
34
】
国
本
、「
御
原
（
美
波
良
）」
と
し
、『
和
名
抄
』
か
ら
の
引
用
箇
所
は
地
名
の
下
に
訓
注
を
附
す
。
底
本
訓
注
な
し
。 
○
御
井
郡
『
日
本
紀
』（
継
体
天
皇
二
十
六
年
十
二
月
）
ニ
、
筑
紫
御
井
郡
。
マ
タ
「
兵
部
式
」
ニ
、
筑
後
国
。
御
井
駅
。
マ
タ
『
和
名
抄
』
ニ
、
筑
後
国
（
国
府
在
御
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井
郡
）
御
井
。
節
原
。
伴
太
。
殖
木
。
弓
削
。
神
代
。
賀
駄
。
大
城
。
山
家
。
以
上
御
井
郡
ノ
郷
名
。
マ
タ
『
筑
後
地
鑑
』
ニ
、
御
井
郡
。
六
拾
八
村
。
三
萬
六
千
七
百
八
拾
石
ナ
ド
ア
リ
。 
○
高
羅
『
後
紀
』（
延
暦
十
四
年
五
月
）
ニ
、
筑
後
国
高
良
。（
高
羅
ナ
リ
）
マ
タ
「
神
名
式
」
ニ
、
筑
後
国
御
井
郡
高
良
玉
垂
命
神
社
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
高カハ
良ラ
。
マ
タ
『
袖
下
抄
』
ニ
、
高
良
山
ヲ
濡
セ
ヌ
山
ト
モ
申
ス
ナ
リ
。
名
所
ナ
リ
。
本
居
翁
曰
、
高
良
ヲ
、
今
コ
ウ
ラ
ト
訓
メ
ド
モ
、
高
ハ
古
書
ニ
多
ク
コ
ノ
仮
字
ニ
用
ヒ
タ
レ
バ
コ
ラ
．
．
ナ
ル
ベ
シ
。
伴
氏
曰
、
高
良
ハ
、
カ
ハ
ラ
ト
訓
ベ
シ
。
高
ノ
音
カ
ウ
ナ
リ
。
筑
前
ノ
郡
名
、
早
良
ヲ
『
和
名
抄
』
ニ
、
佐
波
良
ト
ア
リ
。
早
ノ
音
サ
ウ
．
．
ナ
ル
ヲ
ウ．
ヲ
ハ．
ニ
用
ヒ
タ
ル
ト
同
例
ニ
テ
高
ノ
音
ヲ
カ
ハ
ニ
用
ヒ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
猿
楽
ノ
弓
八
幡
ニ
、
高
良
神
ヲ
カ
ワ
ラ
ノ
シ
ン
．
．
．
．
．
．
ト
モ
ア
リ
。
今
曰
、
此
山
ハ
江
原
ノ
眺
望
、
竹
樹
ノ
蔚
葱
実
ニ
絶
景
ノ
地
ナ
リ
。
且
竒
石
異
薬
ア
リ
。
ヨ
リ
テ
彼
ノ
神
人
等
、
高
良
十
景
ト
イ
フ
ヲ
作
リ
、
上
ハ
搢
紳
ヨ
リ
、
下
ハ
緇
流
ニ
至
ル
マ
テ
、
寄
題
ノ
詩
歌
ヲ
集
テ
之
ヲ
珎
蔵
ス
。
又
地
ノ
豊
ヲ
負
ヒ
肥
ニ
臨
ミ
、
要
害
ノ
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
古
来
陣
営
ト
ナ
リ
シ
コ
ト
多
シ
。 
○
基
肄
之
山
基
山
ナ
リ
。（
城
山
ト
モ
書
ク
）
基
山
村
大
字
宮
浦
ニ
ア
リ
。
高
サ
十
丁
【
35
】
。『
万
葉
集
』
四
ニ
、
太
宰
帥
。
大
伴
卿
。
上
京
之
後
。
筑
後
守
。
葛
井
連
大
成
。
悲
歎
作
歌
一
首
。
従
今
者
城
【
36
】
山
道
者
不
楽
牟
。
吾
將
通
常
念
之
物
乎
。（
古
ヘ
太
宰
府
ヨ
リ
筑
後
ヘ
ユ
ク
ニ
ハ
此
処
ヲ
往
来
セ
シ
ナ
リ
。
本
書
『
略
解
』【
37
】
ニ
、
巻
八
大
伴
坂
上
郎
女
、
今
モ
カ
モ
大
城
ノ
山
ニ
云
々
。
巻
五
百
代
カ
歌
、
カ
ノ
城
ノ
山
ニ
ナ
ト
ヨ
メ
リ
ト
ア
リ
。
巻
五
ノ
ハ
サ
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
大
城
山
ハ
コ
ヽ
ト
ハ
別
ナ
リ
。
本
居
翁
モ
コ
ト
ナ
リ
ト
云
レ
タ
リ
）
マ
タ
（
五
）、
天
平
二
年
正
月
十
二
日
。
華
于
帥
老
之
宅
。
申
宴
會
也
云
々
。
大
監
伴
氏
百
代
。
鳥
梅
能
波
奈
。
知
良
久
波
伊
豆
久
。
志
可
須
我
尓
。
許
能
記キ
能ノ
夜
麻
尓
。
申
企
波
布
理
都
々
。（
『
略
解
』【
38
】
ニ
、
キ
ノ
山
ハ
筑
前
下
座
郡
三
城
、
巻
四
山
道
ハ
サ
ヒ
シ
ケ
ン
カ
モ
ト
同
所
ナ
リ
。
今
日
巻
四
云
々
ハ
サ
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
、
上
文
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
）
マ
タ
（
八
）、
式
部
大
輔
石
上
堅
魚
朝
臣
。
雀
公
鳥
来
鳴
令
響
。
宇
乃
花
能
。
共
也
来
之
登
問
麻
思
物
乎
。
右
神
亀
五
年
戊
辰
。
太
宰
帥
大
伴
卿
之
妻
大
伴
郎
女
。
遇
病
長
逝
焉
。
于
時
。
勅
使
式
部
大
輔
石
上
朝
臣
堅
魚
。
遣
太
宰
府
。
吊
喪
并
贈
物
色
。
其
事
既
畢
。
駅
使
及
府
諸
卿
大
夫
等
。
共
登
記キ
夷イ
域
而
望
遊
之
曰
。
乃
作
此
歌
。（
『
略
解
』【
39
】
ニ
、
記
夷
ハ
『
和
名
抄
』
筑
前
国
遠
賀
郡
木
夜
ソ
。
夜
ハ
夷
ヲ
誤
カ
。
契
沖
云
、
下
座
郡
城
辺
ト
云
所
ア
リ
。
城
山
ト
云
モ
ソ
コ
ナ
ル
ヘ
シ
。
紀
伊
国
ノ
例
ヲ
思
フ
ニ
、
今
モ
紀
ノ
字
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
ヤ
ト
イ
ヘ
リ
。
紀
伊
ニ
テ
キ
ト
ノ
ミ
訓
ヘ
シ
。
記
ハ
紀
ノ
字
ナ
ラ
ヌ
ト
モ
シ
カ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。
今
日
此
説
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
）
マ
タ
（
十
）
詠
黄
葉
歌
妹
之
袖
巻マキ
来キ
乃
山
朝
露
尓
。
仁
宝
布
黄
葉
之
散
巻
惜
裳
。（
『
略
解
』
【
40
】
ニ
、
上
ニ
出
タ
ル
筑
前
国
御
笠
郡
ノ
城
ノ
山
ニ
ヤ
ト
翁
ハ
イ
ハ
レ
キ
。
宣
長
ハ
、
来
乃
ハ
牟
久
ノ
謬
ニ
テ
マ
キ
ム
ク
也
ト
イ
ヘ
リ
。
猶
考
フ
ヘ
シ
。
今
日
此
モ
誤
リ
ナ
ラ
ン
）
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
八
年
二
月
）
ニ
、
神
祇
官
奏
言
。
肥
後
国
阿
蘇
大
神
。
懐
蔵
怒
氣
由
。
是
可
発
疫
癘
擾
隣
境
兵
。
勅
国
司
潔
斎
至
誠
奉
幣
。
并
轉
読
金
剛
般
若
經
千
巻
。
般
若
心
經
万
巻
。
太
宰
府
司
。
於
城キ
山
（
一
本
内
。
○
今
日
『
万
葉
集
』
四
ニ
見
エ
タ
ル
城
山
ニ
テ
、
即
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チ
記
夷
ナ
ラ
ン
）
四
王
院
。
轉
読
金
剛
般
若
經
三
千
巻
。
般
若
心
經
三
万
巻
。
以
奉
謝
神
心
消
伏
兵
疫
。
マ
タ
「
延
暦
寺
座
主
円
珎
傳
」
ニ
、
嘉
祥
四
年
四
月
十
五
日
。
辞
京
輦
伺
太
宰
府
。
五
月
廿
四
日
。
得
達
前
処
。
以
無
使
舩
。
暫
寄
住
城
山
四
王
院
【
41
】
。
貝
原
篤
信
氏
（
筑
前
人
）
曰
、
太
宰
府
ノ
坤
方
、
萩
原
村
ヨ
リ
城
山
、
今
日
椽
山
。
マ
タ
記
夷
山
ト
モ
書
ヲ
起
テ
、
肥
前
ノ
基
肄
郡
ニ
ユ
ク
道
ア
リ
。
馬
ノ
往
来
自
由
ナ
リ
。
昔
ハ
肥
前
・
筑
後
ヨ
リ
モ
、
此
ヲ
越
テ
太
宰
府
ニ
通
ヒ
シ
ナ
リ
。（
今
日
上
ノ
万
葉
ノ
歌
ハ
此
処
ニ
テ
ノ
事
ナ
ラ
ン
）
○
三
橋
氏
曰
、
城キ
山
ハ
古
ハ
一
山
ノ
総
名
ナ
リ
シ
趣
ナ
リ
。
此
山
ニ
東
西
二
峰
ア
リ
テ
、
今
ハ
東
ヲ
坊
中
山
ト
シ
、
西
ヲ
城キ
山
ト
ス
。
其
間
ハ
北
ニ
曲
リ
テ
、
箕
ノ
腰
ノ
如
ク
ニ
ツ
ヽ
ケ
リ
。
北
ニ
曲
レ
ル
処
ヲ
、
北
ノ
ミ
カ
ト
ヽ
イ
フ
。
是
レ
天
智
天
皇
ノ
行
宮
ノ
址
ナ
リ
ト
イ
フ
。
其
東
ニ
近
ク
少
シ
タ
ワ
メ
ル
。
則
チ
城
山
ノ
道
ナ
リ
。
山
ノ
頂
マ
テ
ハ
肥
前
ノ
管
内
ナ
リ
。
北
ニ
少
シ
降
ル
処
ニ
筑
前
ト
ノ
界
ア
リ
。 
【
35
】「
基
山
村
大
字
宮
浦
ニ
ア
リ
。
高
サ
十
丁
」
国
本
な
し
。 
【
36
】
底
本
こ
の
下
に
「
上
ニ
ア
ル
椽キ
、
マ
タ
城キ
ニ
テ
下
ノ
記
夷
ナ
リ
。
三
養
郡
ニ
ア
リ
」
の
記
述
あ
り
。
国
本
な
し
。
文
意
不
明
に
よ
り
削
る
。 
【
37
】「
本
書
『
略
解
』
ニ
…
…
本
居
翁
モ
コ
ト
ナ
リ
ト
云
レ
タ
リ
」
国
本
な
し
。 
【
38
】「（『
略
解
』
ニ
、
キ
ノ
山
ハ
筑
前
下
座
郡
三
城
、
巻
四
山
道
ハ
サ
ヒ
シ
ケ
ン
カ
モ
ト
同
所
ナ
リ
。
今
日
巻
四
云
々
ハ
サ
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
、
上
文
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
）」
国
本
な
し
。 
【
39
】「（『
略
解
』
ニ
、
記
夷
ハ
『
和
名
抄
』
筑
前
国
遠
賀
郡
木
夜
ソ
。
夜
ハ
夷
ヲ
誤
カ
。
契
沖
云
、
下
座
郡
城
辺
ト
云
所
ア
リ
。
城
山
ト
云
モ
ソ
コ
ナ
ル
ヘ
シ
。
紀
伊
国
ノ
例
ヲ
思
フ
ニ
、 
今
モ
紀
ノ
字
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
ヤ
ト
イ
ヘ
リ
。
紀
伊
ニ
テ
キ
ト
ノ
ミ
訓
ヘ
シ
。
記
ハ
紀
ノ
字
ナ
ラ
ヌ
ト
モ
シ
カ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。
今
日
此
説
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
）」
国
本
な
し
。 
【
40
】「（『
略
解
』
ニ
、
上
ニ
出
タ
ル
筑
前
国
御
笠
郡
ノ
城
ノ
山
ニ
ヤ
ト
翁
ハ
イ
ハ
レ
キ
。
宣
長
ハ
、
来
乃
ハ
牟
久
ノ
謬
ニ
テ
マ
キ
ム
ク
也
ト
イ
ヘ
リ
。
猶
考
フ
ヘ
シ
。
今
日
此
モ
誤
リ
ナ
ラ 
ン
）」
国
本
な
し
。 
【
41
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
「（
伊
藤
氏
曰
、
四
王
院
ノ
ア
リ
シ
処
ハ
、
城
山
ノ
坊
中
山
ト
イ
フ
中
世
マ
テ
モ
大
寺
院
ア
リ
テ
、
子
坊
ナ
ト
多
カ
リ
シ
ヲ
、
今
ハ
絶
テ
一
坊
キ
ナ
シ
）」 
と
い
う
記
述
あ
り
。
甲
本
、
こ
の
部
分
を
分
注
と
す
。
底
本
な
し
。 
○
改
号
「
改
」
異
本
「
故
」
ニ
作
ル
。 
 
長
岡
神
社
。〈
在
二
郡
東
一
。
〉 
 
同
天
皇
自
二
高
羅
行
宮
一
。
還
幸
而
在
二
酒
殿
泉
之
邊
一
。
於
レ
此
薦
レ
膳
之
時
、
御
具
甲
鎧
光
明
異
レ
常
。
仍
令
レ
占
二
問
ト
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部
殖
坂
一
奏
云
。
此
地
有
レ
神
。
甚
願
二
御
鎧
一
。
天
皇
宣
。
実
有
レ
然
者
奉
レ
納
二
神
社
一
。
可
レ
為
二
永
世
之
財
一
。
因
号
二
永
世
社
一
。
後
人
改
曰
二
長
岡
社
一
。
其
鎧
貫
緒
悉
爛
絶
。
但
胄
并
甲
板
。
今
猶
在
也
。 
酒
殿
泉
下
ニ
註
ス
ベ
シ
。 
○
卜
部
【
42
】
天
児
屋
根
命
ノ
傳
ヘ
タ
ル
、
卜
事
ヲ
以
テ
、
朝
廷
ニ
仕
奉
ル
人
等
ヲ
卜
部
ト
イ
フ
。
其
ノ
名
ナ
リ
。
後
ニ
ハ
氏
ノ
名
ト
モ
ナ
レ
リ
。【
43
】 
【
42
】
○
卜
部
の
項
目
、
国
本
は
「
○
卜
部
天
児
屋
根
命
ノ
傳
ヘ
給
ヘ
ル
ト
事
ヲ
以
テ
仕
奉
ル
モ
ノ
ヲ
卜
部
ト
イ
フ
。
此
ハ
職
ノ
名
ナ
リ
。
其
業
ヲ
承
継
キ
タ
ル
家
ヲ
モ
卜
部
ト
イ
フ
。
此 
ハ
氏
ノ
名
ナ
リ
。
天
児
屋
根
命
ノ
後
ナ
リ
。
此
卜
部
ハ
職
ノ
名
カ
氏
ノ
名
カ
詳
カ
ナ
ラ
ス
。」
と
す
。 
【
43
】
国
本
、
こ
の
下
に
殖
坂
の
項
目
を
立
て
、「
○
殖
坂
上
ノ
卜
部
職
ナ
ラ
ハ
、
此
ハ
人
ノ
名
ニ
テ
、
氏
ヲ
脱
セ
リ
。
如
シ
氏
ナ
ラ
ハ
、
此
ハ
名
ナ
リ
」
と
記
す
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
○
有
神
甚
願
御
鎧
『
法
曹
類
林
』（
百
八
十
一
）
ニ
、
肥
前
国
基
肄
郡
長
岡
神
社
。
昔
者
纏
向
日
代
宮
天
皇
。
納
甲
冑
之
社
也
。
神
職
等
以
彼
甲
冑
如
神
体
。
如
无
正
体
也
。
甲
冑
者
。
天
皇
幣
者
也
。
以
レ
幣
為
神
例
未
聞
レ
之
。
為
神
者
．
．
．
也
。
神
祇
官
告
。
為
神
人
等
所
過
故
命
国
。
决
杖
一
百
者
三
人
ト
ア
リ
。
兵
器
ヲ
以
テ
神
幣
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
、『
日
本
紀
』（
垂
仁
天
皇
二
十
七
年
八
月
）
ニ
、
令
祠
官
卜
兵
器
為
神
幣
吉
之
。
故
弓
矢
及
横
刀
。
納
諸
神
之
社
云
々
。
益
兵
器
祭
神
祇
始
興
於
是
時
也
ト
ア
ル
ヲ
始
メ
、
後
ノ
世
マ
テ
甚
多
シ
。
亦
鎧
ヲ
神
幣
ト
セ
シ
コ
ト
『
玉
葉
』・『
百
練
抄
』・『
東
鑑
』
等
ニ
見
エ
タ
リ
。 
○
冑
并
「
并
」
異
本
「
並
」
ニ
作
ル
。
○
三
橋
氏
曰
、
本
社
ノ
神
官
ノ
モ
タ
ル
「
旧
記
」
ニ
、
永
吉
村
（
○
田
代
村
大
字
永
吉
）
ノ
産
神
八
幡
宮
ハ
、
モ
ト
長
岡
神
社
ナ
リ
。
祭
ル
所
ハ
少
名
彦
命
。（
○
今
日
或
ハ
大
名
持
命
ト
云
ナ
リ
）
此
社
度
々
兵
火
ニ
罹
リ
テ
、
廃
凶
セ
リ
。
今
ノ
八
幡
宮
ハ
、
古
ハ
楢
田
村
（
○
今
日
基
山
村
大
字
長
野
ニ
ア
リ
）
西
ノ
歳
ノ
森
ニ
ア
リ
シ
ト
ソ
。
今
ニ
田
ノ
字
ニ
残
リ
テ
松
一
本
ア
リ
。
其
験
シ
ナ
リ
。
今
ニ
永
吉
・
楢
田
両
村
等
ノ
産
土
神
ナ
リ
。
土
人
曰
、
本
祠
、
殿
宇
破
壊
シ
、
境
地
荒
蕪
シ
タ
ル
ヲ
、
永
保
三
年
、
村
人
等
相
議
リ
テ
、
宇
佐
八
幡
宮
ノ
分
魂
ヲ
合
セ
祭
リ
、
従
前
ノ
神
体
ハ
、
地
主
神
社
ト
ナ
シ
称
タ
リ
シ
ヲ
、
後
ハ
本
社
ヲ
八
幡
宮
ト
称
ヘ
タ
リ
。
明
治
維
新
ノ
際
、
土
人
等
協
議
シ
古
跡
ノ
堙
滅
セ
シ
ヲ
以
テ
、
八
幡
神
社
宮
ヲ
永
世
神
社
ト
改
称
シ
、
彼
ノ
地
主
神
ヲ
本
座
ト
シ
、
八
幡
大
神
ヲ
相
殿
ト
ス
。
現
今
村
社
タ
リ
。
旧
神
官
梶ノキ
田
氏
、
ソ
ノ
宮
司
タ
ル
コ
ト
二
十
九
世
ト
イ
フ
。
大
祭
旧
暦
九
月
廿
四
日
（
或
曰
旧
暦
八
月
十
五
日
）
ナ
リ
。
社
殿
庭
坪
百
九
十
二
坪
。
山
林
二
反
五
畝
五
歩
。
産
子
二
百
十
九
戸
。（
「
明
治
八
年
ノ
調
」
） 
 
酒
殿
泉
。〈
在
二
郡
東
一
。
〉 
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此
泉
之
季
秋
九
月
。
始
変
二
白
色
一
味
酸
氣
臭
。
不
レ
能
二
喫
飲
一
。
孟
春
正
月
。
変
而
清
冷
。
人
始
飲
喫
。
因
曰
二
酒
井 
泉
一
。
後
人
改
曰
二
酒
殿
泉
一
。 
泉
之
「
之
」
異
本
ナ
シ
。 
○
人
始
「
人
」
湯
本
ナ
シ
。 
○
酒
井
泉
三
橋
氏
曰
、
本
郡
飯
田
村
（
○
基
里
村
飯
田
）
ニ
シ
ケ
ヌ
井
．
．
．
．
ト
云
ア
リ
。
今
ノ
酒
井
村
（
基
里
村
大
字
酒
井
西
・
酒
井
東
）
ハ
シ
ケ
ヌ
井
ノ
辰
巳
ニ
ア
リ
。
此
井
【
44
】
、
今
ハ
淵
ノ
如
ク
ニ
ナ
イ
ミ
ジ
キ
旱
ニ
モ
、
涸
ル
コ
ト
ナ
シ
。
雩
ノ
時
ニ
此
井
ヲ
ホ
セ
ハ
、
必
ス
雨
降
ル
ト
イ
フ
。
土
人
ノ
説
ニ
、
此
井
秋
ノ
頃
ニ
ナ
レ
ハ
、
臭
ミ
出
テ
飲
ム
ニ
堪
ス
ト
。
是
全
ク
酒
井
泉
ナ
ル
ベ
シ
。
田
代
駅
ノ
東
南
二
十
丁
許
ニ
ア
リ
。
○
或
曰
【
45
】
、
シ
ケ
ヌ
井
ハ
重
田
ノ
池
ト
云
ヲ
正
ト
ス
。
而
シ
テ
酒
井
村
ハ
（
此
池
ノ
辰
巳
）、
今
日
此
ハ
ク
サ
井
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
（
未
位
ニ
ア
リ
）
ノ
イ
ス
ミ
ト
云
義
ナ
レ
ハ
、
昔
ハ
臭
井
泉
ト
カ
キ
タ
リ
シ
ヲ
、
後
人
臭
ヲ
酒
ニ
誤
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
○
或
曰
【
46
】
、
本
泉
ハ
基
里
村
大
字
飯
田
字
重
田
池
ナ
リ
。
其
流
レ
酒
井
川
ニ
會
フ
。 
【
44
】「
此
井
…
…
後
人
臭
ヲ
酒
ニ
誤
リ
シ
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。
こ
の
部
分
の
記
述
、
文
意
不
明
。
甲
本
、
こ
の
部
分
「
○
酒
井
泉
三
橋
氏
曰
、
本
郡
飯
田
村
（
今
日
基
里
村
大
字
飯
田
） 
ニ
シ
ケ
ヌ
井
ト
云
ア
リ
。
今
ノ
酒
井
村
（
今
日
基
里
村
大
字
酒
井
・
西
酒
井
東
）
ハ
シ
ケ
ヌ
井
ノ
辰
巳
ニ
ア
リ
。
此
井
、
今
ハ
淵
ノ
如
ク
ニ
ナ
レ
リ
。
イ
ミ
ジ
キ
旱
ニ
モ
涸
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
。
雩
ノ
時
ニ
井
ヲ
ホ
サ
ン
ト
ス
レ
バ
、
雨
必
ス
フ
ル
ト
イ
フ
。
土
人
ノ
説
ニ
、
此
井
、
秋
ノ
頃
ニ
ナ
レ
バ
臭
ミ
出
テ
、
飲
ム
ニ
タ
ヘ
ズ
ト
。
是
全
ク
酒
井
泉
ナ
ル
ベ
シ
。
田
代
驛
ノ
東
南
二
十
丁
許
ニ
ア
リ
。
今
日
此
ハ
ク
サ
ヰ
ノ
イ
ツ
ミ
ト
云
義
ナ
レ
ハ
、
臭
井
泉
ト
書
キ
タ
リ
シ
ヲ
、
後
ニ
臭
ヲ
酒
ト
誤
リ
シ
ナ
ラ
ン
」
と
す
。 
【
45
】「
○
或
曰
、
シ
ケ
ヌ
井
ハ
重
田
ノ
池
ト
云
ヲ
正
ト
ス
。
而
シ
テ
酒
井
村
ハ
（
此
池
ノ
辰
巳
）」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
46
】「
○
或
曰
、
本
泉
ハ
基
里
村
大
字
飯
田
字
重
田
池
ナ
リ
。
其
流
レ
酒
井
川
ニ
會
フ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
改
曰
「
改
」
印
本
ナ
シ
。
竃
本
・
曼
本
ニ
拠
テ
補
フ
。（
「
改
」
ハ
「
訛
」
ノ
誤
リ
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
【
47
】
）
伊
藤
氏
曰
、
殿
ト
云
ハ
後
世
ニ
故
ア
リ
テ
、
殿
ヲ
立
タ
ル
ヲ
ト
ニ
テ
負
セ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
此
泉
酒
気
ナ
ト
ア
シ
ク
ナ
ル
ヘ
シ
。
土
中
ヨ
リ
酒
泉
ノ
湧ワ
キ
出
タ
ル
コ
ト
、
古
ク
ハ
例
多
キ
コ
ト
【
48
】 
【
47
】
甲
本
、
こ
の
部
分
、
分
注
で
「（
「
改
」
ハ
「
訛
」
ノ
誤
リ
カ
）」
と
記
す
。 
【
48
】
以
下
の
記
述
に
脱
漏
あ
る
か
。
こ
の
部
分
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
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姫
社
郷
。 
此
郷
之
中
有
レ
川
。
名
曰
二
山
途
川
一
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
而
會
二
御
井
大
川
一
。
昔
者
。
此
川
之
西
有
二
荒
神
一
。
行
レ
路
之
人
多
。
被
二
殺
害
一
半
凌
半
殺
。 
姫
社
郷
ノ
下
ニ
、
方
位
ノ
字
ヲ
脱
ス
ル
カ
。 
○
山
途
「
途
」
曼
本
・
湯
本
・
異
本
「
道
」
ニ
作
ル
。
下
同
シ
。
此
二
字
印
本
ニ
ヤ
マ
ト
．
．
．
ヽ
旁
訓
ヲ
付
タ
レ
ド
モ
、
音
訓
混
淆
ナ
レ
バ
ヤ
マ
チ
．
．
．
ト
訓
ベ
シ
。
扨
今
ハ
ヤ
マ
チ
．
．
．
ト
モ
ヤ
マ
ト
．
．
．
ヽ
モ
云
川
ナ
シ
。
実
地
ニ
付
テ
案
ス
ル
ニ
、
此
ハ
秋
水
川
ニ
ア
タ
ル
。
其
本
源
ハ
基
山
村
大
字
園
部
ノ
水
無
山
ヨ
リ
出
テ
、
或
ハ
東
シ
、
或
ハ
南
シ
、
同
村
大
字
長
野
ヲ
ヘ
、
基
里
村
大
字
酒
井
東
ニ
至
リ
テ
、
針
摺
川
、
筑
前
・
筑
紫
郡
針
摺
山
ヨ
リ
出
川
ニ
入
ル
。
一
名
ハ
加
利
川
。
廣
サ
十
三
四
間
ヨ
リ
、
六
七
間
ニ
至
ル
。
本
源
ヨ
リ
針
摺
川
ニ
入
ル
所
マ
テ
三
里
許
ナ
リ
。
支
源
ア
リ
。
基
山
村
大
字
宮
浦
ヨ
リ
出
テ
、
国
道
ノ
旁
ニ
至
リ
テ
、
本
流
ニ
合
ス
。
支
源
ヨ
リ
本
流
ニ
合
ス
ル
所
マ
テ
壱
里
許
ナ
リ
。 
○
御
井
大
川
此
郷
ノ
對
ヒ
ハ
、
筑
後
ノ
御
井
郡
ナ
レ
バ
、
彼
所
ニ
テ
ハ
此
川
ヲ
御
井
ノ
大
川
ト
呼
馴
タ
ル
ヲ
、
此
方
ノ
人
ド
モ
ヽ
、
聞
馴
テ
然
イ
ヘ
ル
ナ
ラ
ン
。
即
チ
千
歳
川
ナ
リ
。
肥
筑
ノ
界
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
御
界
川
ト
モ
イ
フ
。『
豊
後
風
土
記
』
日
田
郡
石
井
郷
ニ
、
郷
中
有
河
。
名
曰
阿
蘇
川
。
其
源
出
肥
後
国
阿
蘇
郡
。
少
国
之
峯
。
流
到
此
郷
。
即
通
玖
珠
川
。
此
川
源
ヲ
豊
後
直
入
郡
九
重
山
ニ
発
ス
ト
云
。
會
流
一
川
。
名
曰
日
田
川
。
今
日
日
田
郡
下
井
手
ニ
テ
合
流
ス
。
年
魚
多
在
。
遂
過
筑
前
筑
後
等
国
。
入
於
西
海
。（
有
明
海
ヲ
云
）
貝
原
氏
曰
、
此
川
ノ
源
ハ
、
肥
後
小
国
郷
・
豊
後
玖
珠
郡
ヨ
リ
出
テ
、
日
田
（
○
今
日
日
田
郡
合
流
ノ
所
ヨ
リ
佐
賀
郡
新
北
村
大
字
為
重
・
石
塚
渡
ニ
至
二
十
三
四
里
）
ヲ
ヘ
、
筑
前
上
座
郡
志
波
ノ
渡
リ
ニ
至
リ
テ
其
水
勢
盛
ナ
リ
。
九
州
第
一
ノ
大
河
ナ
リ
。
今
日
此
川
二
源
ア
リ
。
一
ハ
肥
後
阿
蘇
郡
小
国
村
ニ
発
シ
、
一
ハ
豊
後
直
入
郡
大
舩
山
ニ
発
シ
、
相
會
シ
テ
一
ト
ナ
リ
、
筑
後
生
葉
郡
原
口
村
ニ
至
ル
。
生
葉
・
竹
野
・
山
本
・
御
井
郡
等
ノ
地
ニ
テ
ハ
、
大
抵
西
ニ
流
レ
、
御
井
・
三
潴
郡
等
ニ
テ
ハ
、
西
南
ニ
流
ル
。
本
源
ヨ
リ
末
流
マ
テ
五
十
里
ア
リ
テ
、
全
国
十
四
大
河
ノ
一
ナ
リ
ト
ソ
。
此
川
ノ
コ
ト
ノ
書
等
ニ
見
エ
タ
ル
ハ
、『
夫
木
集
』
ニ
、
君
カ
タ
メ
限
リ
モ
ア
ラ
シ
千
年
川
ヰ
セ
キ
ノ
波
ノ
イ
ク
メ
ク
ル
ト
モ
、『
名
寄
』【
49
】
ニ
、
我
君
ノ
ナ
カ
レ
久
シ
キ
千
年
川
波
シ
ツ
カ
ナ
ル
世
ニ
ツ
カ
ヘ
ツ
ヽ
、
名
ニ
タ
カ
キ
秋
ノ
ナ
カ
ハ
ノ
一
夜
川
コ
ト
ワ
リ
シ
ル
ク
ス
メ
ル
月
哉
。『
名
所
方
角
抄
』
ニ
、
ソ
ノ
一
、
マ
ヽ
後
ノ
ヨ
モ
シ
ラ
ス
一
夜
川
ワ
タ
ル
ヤ
何
ノ
夢
路
【
50
】
ナ
ル
ラ
ン
。『
八
雲
御
抄
』
ニ
、
千
年
川
（
筑
後
）。
一
夜
川
（
筑
後
）
ト
ア
リ
。
此
ハ
二
川
ノ
如
ク
見
エ
テ
マ
ギ
ラ
ハ
シ
。「
久
留
米
旧
藩
主
有
馬
家
ノ
文
書
」【
51
】
ニ
、
筑
後
川
、
改
名
ニ
テ
被
申
出
候
間
、
其
紛
無
之
。
則
以
来
筑
後
川
ト
、
郡
中
可
申
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渡
旨
、
将
軍
家
光
公
被
仰
出
候
。
去
ル
年
、
被
申
出
候
得
共
、
島
原
ヘ
取
紛
延
引
罷
在
候
。
此
段
其
元
ヘ
可
申
渡
之
旨
、
御
上
意
有
之
候
別
紙
口
上
書
、
相
添
申
候
以
上
。
寛
永
十
五
年
八
月
六
日
、
筑
後
久
留
米
豊
氏
臣
、
有
馬
主
水
殿
、
安
藤
但
馬
守
、
松
平
若
狹
守
、
口
上
書
、
筑
間
川
改
名
弥
以
来
筑
後
川
ト
郡
中
申
渡
候
様
、
可
仕
候
。
委
細
ハ
口
上
ニ
テ
、
可
申
上
候
以
上
ト
ア
リ
ト
ソ
。 
【
49
】
底
本
行
間
に
「
○
弘
長
元
年
百
有
ニ
、
タ
ノ
マ
シ
ナ
ニ
レ
シ
ナ
コ
リ
ノ
一
夜
川
枕
サ
ワ
ク
ミ
ナ
ト
ア
リ
ト
モ
」
の
書
込
あ
り
。
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
50
】
底
本
行
間
に
「
○
『
隣
女
和
歌
集
』
ニ
、
タ
チ
ハ
タ
ノ
契
リ
ニ
タ
ユ
ル
一
夜
川
コ
ノ
ア
フ
セ
コ
ソ
ヤ
カ
テ
タ
エ
ヌ
レ
」
の
書
込
あ
り
。
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
51
】「
久
留
米
旧
藩
主
有
馬
家
ノ
文
書
」
以
下
の
記
述
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
此
川
「
川
」
印
本
「
門
」
ニ
誤
ル
。
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
御
井
川
ノ
西
ハ
下
ナ
ル
田
村
ニ
テ
基
里
村
大
字
姫
方
ナ
リ
。 
○
荒
神
此
ハ
下
ナ
ル
織
女
神
ナ
リ
。
今
度
ア
ラ
ビ
シ
ヲ
以
テ
然
称
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
。 
 
于
レ
時
卜
二
求
祟
由
一
兆
云
。
令
二
筑
前
国
宗
像
郡
人
珂
是
古
一
祭
二
吾
社
一
。
若
合
レ
願
者
。
不
レ
起
二
荒
心
一
覔
二
珂
是
古
一
令
レ
祭
二
神
社
一
。
珂
是
胡
即
捧
レ
幡
祈
祷
云
。
誠
有
レ
欲
二
吾
祀
一
者
。
此
幡
順
レ
風
飛
徃
墮
二
願
レ
吾
之
神
邊
一
。
便
即
擧 
レ
幡
順
二
風
放
遣
一
。
于
レ
時
其
幡
飛
徃
墮
於
二
御
原
郡
姫
社
之
社
一
。
更
還
飛
来
落
二
此
山
途
川
邊
之
田
村
一
。
珂
是
古
自 
知
二
神
之
在
處
一
。 
筑
前
国
『
和
名
抄
』
ニ
、
筑
前
。（
筑
紫
乃
美
和
乃
久
和
）
マ
タ
筑
前
国
。（
太
宰
府
並
国
府
在
御
笠
郡
）
管
十
五
。（
田
万
八
千
五
百
餘
町
。
正
公
各
二
十
万
束
。
本
穎
七
十
九
万
六
十
三
束
。
雜
穎
三
十
九
万
六
十
三
束
）
怡
土
【
52
】
。
志
摩
。
早
良
。
那
珂
。
蓆
田
。
糟
屋
。
宗
像
。
遠
賀
。
鞍
手
。
麻
嘉
。
穂
波
。
夜
須
。
下
座
。
上
座
。
御
笠
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
筑
前
国
上
云
々
。
右
為
遠
国
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
筑
前
国
本
田
一
萬
九
千
七
百
五
十
町
。
マ
タ
『
拾
芥
抄
』
ニ
、
筑
前
国
本
田
一
萬
九
千
七
百
六
拾
五
町
ナ
ド
ア
リ
。 
【
52
】
国
本
、「
怡
土
」
の
下
に
「（
以
登
）」
と
い
う
訓
注
を
附
す
。
以
下
、
『
和
名
抄
』
の
引
用
箇
所
は
同
じ
。 
○
宗
像
郡
『
筑
前
風
土
記
』
ニ
、
宗
像
大
神
。
自
天
降
居
埼
門
山
之
時
。
以
青
蕤
玉
置
奥
津
宮
之
表
。
以
八
坂
瓊
紫
玉
置
中
津
宮
之
表
。
以
八
咫
鏡
置
辺
津
宮
之
表
。
以
此
三
表
成
神
体
之
形
。
而
納
置
三
宮
即
納
隱
之
。
因
曰
身
形
郡
。
後
人
改
曰
宗
像
。
マ
タ
『
和
名
抄
』
ニ
、
宗
像
【
53
】
。
郡
秋
。
山
田
。
怡
土
。
荒
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自
。
野
坂
。
荒
木
。
海
部
。
席
内
。
深
田
。
蓑
生
。
辛
家
。
小
荒
。
大
荒
。
津
丸
。（
○
郷
名
）
マ
タ
『
筑
前
続
風
土
記
』
ニ
、
宗
像
郡
。
田
畠
高
五
万
六
千
二
百
五
十
八
石
餘
。
家
数
四
千
四
百
九
十
八
軒
ナ
ド
ア
リ
。 
【
53
】
国
本
「
宗
像
」
の
下
に
「（
牟
名
加
多
）」
と
い
う
訓
注
を
附
す
。
以
下
、『
和
名
抄
』
の
引
用
箇
所
は
同
じ
。 
○
珂
是
胡
「
胡
」
曼
本
「
古
」
ニ
作
ル
。 
○
今
祭
吾
社
『
古
事
記
』（
崇
神
天
皇
段
）
ニ
、
疫
病
多
起
。
人
民
死
為
盡
。
尓
天
皇
愁
歎
而
。
坐
神
状
之
夜
。
大
物
主
大
神
。
顕
於
御
夢
曰
。
是
者
我
之
御
心
。
故
以
二
意
富
多
々
泥
故
一
而
。
令
祭
我
御
前
者
。
神
氣
不
起
。
国
安
平
。
是
以
駅
使
。
班
于
四
方
。
求
謂
意
富
多
々
泥
古
之
時
。
於
河
内
之
美
努
村
。
見
得
其
人
貢
進
。
尓
天
皇
問
賜
之
。
汝
者
誰
子
也
。
答
曰
。
僕
者
大
物
主
大
神
。
娶
陶
津
耳
命
之
女
。
活
玉
依
毘
売
生
子
。
名
櫛
御
方
命
之
子
。
飯
肩
巣
見
命
之
子
。
建
甕
槌
命
之
子
。
僕
意
富
多
々
泥
古
白
。
於
是
天
皇
大
歓
。
以
詔
之
天
下
平
人
民
等
。
即
以
意
富
多
々
泥
古
命
為
神
主
。
而
於
御
諸
山
拜
祭
意
富
美
和
之
大
神
前
ト
ア
リ
。
之
ニ
似
タ
リ
。
依
テ
考
フ
ル
ニ
、
珂
是
胡
ハ
此
荒
神
ニ
申
ア
ル
人
ナ
ラ
ン
。 
○
珂
是
古
「
古
」
異
本
「
胡
」
ニ
作
ル
。
下
同
シ
。 
幡
【
54
】
『
古
今
要
覧
稿
』
ニ
、
幡
ハ
タ
征
伐
ノ
具
ニ
テ
、
軍
旅
ノ
表
幟
ナ
リ
。
其
ハ
タ
ト
云
ル
ハ
総
名
ニ
テ
、
将
軍
所
載
曰
毒
縣
幡
。
隊
長
所
載
曰
隊
幡
。
兵
士
所
載
曰
軍
幡
ト
ア
ル
ハ
、
戟
ノ
形
ノ
如
ク
ナ
者
ニ
ヤ
。
詳
ナ
ル
コ
ト
ハ
知
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
神
代
ニ
伊
弉
尊
ノ
神
ヲ
祭
ル
ニ
、
皷
吹
幡
旗
ヲ
用
ヒ
、
歌
舞
シ
テ
祭
ル
ト
云
コ
ト
ア
ル
。
コ
レ
書
ニ
顕
ハ
ル
ヽ
始
ニ
テ
、
儀
容
ニ
用
フ
ル
ナ
リ
。
征
伐
ニ
用
ヒ
タ
ル
ハ
、
神
夏
磯
媛
王
朝
ニ
反
シ
カ
。
天
皇
ノ
使
者
至
ル
ト
聞
テ
、
素
幡
ヲ
舩
舳
ニ
立
テ
、
来
リ
服
セ
シ
ト
云
コ
ト
ア
ル
。
是
ナ
リ
。
サ
レ
バ
其
申
来
イ
ト
古
キ
コ
ト
知
レ
タ
リ
。
モ
ト
征
戦
ノ
用
具
ナ
レ
ド
モ
、
元
日
マ
タ
御
即
位
ニ
ハ
殿
前
ニ
、
日
月
像
幢
、
朱
雀
青
竜
等
ノ
幢
ヲ
タ
ツ
。
或
ハ
大
射
ニ
ハ
、
阿
礼
幡
ト
云
ヲ
、
法
場
ニ
モ
用
フ
ル
ニ
、
威
儀
ノ
為
ナ
リ
。
此
ヲ
「
宮
衛
令
」
ニ
、
儀
仗
ト
云
テ
、
軍
器
ト
並
ヘ
称
ス
ル
ナ
リ
。
儀
仗
ハ
礼
容
ニ
容
ヒ
、
軍
器
ハ
征
伐
ニ
用
フ
。
名
異
ニ
シ
テ
実
同
シ
キ
由
ミ
エ
タ
リ
。
法
場
ニ
之
ヲ
立
ル
モ
、
武
ノ
備
ナ
レ
ハ
、
カ
ク
ア
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
但
シ
大
儀
ニ
立
ル
、
竜
像
・
纛
幡
・
鷹
像
・
隊
幡
ノ
タ
ク
ヒ
ハ
、
戟
ノ
如
ク
ナ
ル
者
ノ
由
、『
延
喜
式
』
注
ニ
見
エ
、『
本
朝
軍
器
考
図
式
』
ニ
、
其
図
ヲ
モ
載
タ
リ
。
後
世
ノ
ハ
タ
ト
ハ
、
同
シ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
○
尚
本
稿
ミ
ル
ヘ
シ
。 
【
54
】
幡
の
項
目
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
欲
吾
「
欲
」
湯
本
・
曼
本
「
敬
」
ニ
作
ル
。 
○
使
即
「
使
」
竃
本
「
便
」
ニ
作
ル
。 
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○
御
原
郡
『
和
名
抄
』
ニ
、
筑
後
国
御
原
（
美
波
良
）
郡
。
長
栖
。
曰
方
。
坂
井
。
川
口
。（
○
郷
名
）
マ
タ
『
筑
後
地
鑑
』
ニ
、
御
原
郡
三
十
村
ナ
ド
ア
リ
。 
○
姫
社
此
二
字
、
湯
本
ナ
シ
。
案
ス
ル
ニ
、「
社
」
ハ
「
神
」
ノ
誤
リ
ニ
ハ
非
カ
。
矢
野
幸
夫
氏
〔
3
〕
筑
後
人
曰
、
姫
社
ハ
、
今
一
大
崎
村
ナ
ル
岩
舩
社
是
ナ
リ
。『
旧
事
紀
』
ニ
、
物
部
阿
遲
古
連
公
ハ
、
水
間
君
等
祖
ト
イ
ヒ
、「
神
代
紀
」
ニ
、
宗
像
神
。
此
筑
紫
水
沼
君
等
祭
神
是
也
ト
ア
リ
。
珂
是
古
モ
〔
4
〕
宗
像
郡
ノ
人
ナ
レ
バ
則
チ
水
沼
君
ニ
シ
テ
、
阿
遲
古
ノ
祖
先
ナ
ド
ニ
ハ
非
ル
カ
。
斯
ル
故
ア
ル
社
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
人
ナ
ク
、
ナ
リ
ハ
テ
タ
ル
ハ
如
何
ニ
ソ
ヤ
。
依
テ
明
治
二
年
以
来
、
藩
廳
ヨ
リ
、
祭
奠
ヲ
挙
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ニ
ハ
ナ
リ
キ
。
姫
方
村
ノ
北
八
丁
許
ニ
旗
崎
村
○
今
日
今
ハ
姫
方
村
ノ
内
ニ
入
ル
。
ト
イ
フ
小
丘
ア
リ
。
又
桛
子
山
ニ
、
山
王
社
ア
リ
。
此
処
旗
ヲ
ア
ゲ
シ
地
ニ
テ
、
珂
是
古
ノ
社
ナ
ル
ヲ
、
後
ニ
訛
リ
テ
山
王
社
ト
称
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
今
日
、「
筑
後
神
名
帳
」
御
原
郡
条
ニ
、
宗
形
御
子
天
社
ア
リ
。
珂
是
古
ヲ
祭
レ
ナ
ラ
ン
。 
〔
3
〕
伊
藤
氏
ノ
阿
是
古
ト
阿
遲
古
ト
ハ
何
人
カ
ト
イ
ヘ
リ
。 
〔
4
〕
伊
藤
氏
曰
、『
三
代
実
録
』
十
九
又
廿
四
ニ
、
肥
前
国
宗
形
神
ニ
神
位
ヲ
授
給
フ
コ
ト
事
ミ
エ
タ
ル
由
ア
ル
コ
ト
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ニ
ヤ
。
尚
能
考
ヘ
テ
西
松
浦
郡
貞
幹
曰
、
此
宗
形
神
ハ 
現
ニ
平
戸
ニ
マ
ス
此
地
ヲ
去
ル
甚
シ
。 
○
田
村
此
ハ
今
ノ
基
里
村
大
字
姫
方
ニ
テ
、
彼
社
ノ
ア
ル
所
ナ
ラ
ン
。
姫
神
、
御
原
郡
ヨ
リ
、
山
途
川
ノ
西
ナ
ル
田
村
ニ
往
来
シ
テ
荒
ビ
シ
ヲ
、
珂
是
古
ノ
祈
リ
ニ
応
シ
テ
、
一
度
ハ
従
前
住
ミ
マ
シ
ヽ
所
ニ
跡
ヲ
顕
シ
、
又
更
ニ
今
マ
テ
荒
ビ
シ
田
村
ニ
帰
リ
、
サ
テ
本
体
ハ
織
女
神
ナ
ル
コ
ト
ヲ
夢
ニ
顕
シ
ケ
レ
ハ
、
ヤ
ガ
テ
ソ
ノ
田
村
ニ
モ
、
社
ヲ
立
テ
祭
レ
ハ
ナ
リ
。
土
人
曰
、
本
社
ハ
世
ノ
轉
変
ニ
シ
タ
カ
ヒ
、
祠
殿
境
地
モ
荒
蕪
シ
ケ
レ
バ
、
姫
方
村
ノ
人
等
相
謀
リ
テ
、
宇
佐
八
幡
宮
ノ
分
魂
ヲ
奉
祀
シ
、
住
吉
・
高
良
ノ
二
神
ヲ
合
祭
シ
、
八
幡
宮
ト
称
シ
本
ノ
姫
神
ハ
、
却
テ
近
旁
ノ
民
家
ノ
側
ニ
埋
没
シ
、
機
織
神
ト
云
テ
、
聊
ノ
石
祠
ノ
ミ
残
リ
タ
リ
シ
ヲ
、
明
治
維
新
ノ
際
、
村
人
協
議
シ
、
彼
ノ
石
祠
ヲ
八
幡
社
内
ニ
復
シ
、
古
名
ニ
カ
ヘ
シ
、
姫
神
社
ト
称
ス
。
現
今
村
社
タ
リ
。
例
大
祭
旧
暦
九
月
十
五
日
、
或
曰
旧
暦
七
月
七
日
。
社
地
庭
坪
、
百
八
十
坪
。
山
林
二
段
九
畝
拾
三
歩
。
産
子
百
三
十
二
戸
。（
「
明
治
八
年
ノ
調
」
） 
○
處
【
55
】
諸
本
「
家
」
ニ
作
ル
。
本
書
ノ
序
文
ノ
説
ニ
拠
テ
改
ム
。 
【
55
】
處
の
項
目
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
其
夜
夢
見
臥
機
〈
謂
二
久
都
毘
枳
一
。
〉
絡
垜
〈
謂
二
多
々
利
一
。
〉
舞
遊
出
来
壓
警
珂
是
古
。
於
レ
是
亦
識
二
女
神
一
。
即
立
レ
社
レ
祭
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レ
之
。
自
レ
爾
已
来
行
レ
路
之
人
不
レ
被
二
殺
害
一
。
因
曰
二
姫
社
一
。
今
以
為
二
郷
名
一
。 
異
本
此
下
ニ
、「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。（
各
郡
ノ
条
末
皆
然
リ
。
此
記
モ
本
記
ノ
残
闕
ナ
ル
一
徴
ナ
リ
）【
56
】 
【
56
】
国
本
こ
の
下
に
「
臥
機
」
の
項
目
を
立
て
、
「
○
臥
機
『
和
名
抄
』
ニ
、『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
、
臥
機
。
和
名
久
豆
比
岐
。
辨
色
立
成
説
同
。
マ
タ
『
天
土
開
物
』
ニ
、
花
機
腰
機
小 
機
等
ノ
目
ア
リ
」
と
記
す
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
『
和
名
抄
』
ニ
、
臥
機
久
豆
比
岐
【
57
】
。 
【
57
】
国
本
、
こ
の
部
分
に
「
久
都
」
の
項
目
を
立
て
、「
○
久
都
「
都
」
印
本
「
那
」
ニ
誤
ル
。
曼
本
・
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
」
と
記
す
。 
○
絡
垜
「
祝
詞
式
」（
竜
田
風
神
祭
）
ニ
、
比
売
神
尓
。
御
服
備
。
金
能
麻
笥
。
舎
椯
云
々
。
其
考
ニ
、「
大
神
宮
式
」
ニ
、
金
銅
多
々
利
。
是
ヲ
『
令
義
解
』
ニ
、
線
柱
ト
書
シ
ヲ
思
フ
ニ
、
三
寸
六
分
四
方
ノ
物
ヲ
下
居
ト
シ
テ
、
ソ
レ
ニ
高
一
尺
一
寸
六
分
ナ
ル
柱
ヲ
タ
テ
タ
ル
ノ
ミ
。（
○
『
和
名
抄
』
絡
垜
多
々
理
ナ
ド
ア
リ
）【
58
】 
【
58
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
マ
タ
『
万
葉
集
』（
十
二
）
ニ
、
撼
嬬
等
之
鑟
麻
之
多
田
有
打
麻
懸
ナ
ト
ア
リ
」
の
記
述
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。
推
敲
の
過
程
で
後
に
削
ら
れ
た
る
か
。 
○
珂
是
古
「
古
」
異
本
「
胡
」
ニ
作
ル
。 
○
識
女
「
識
」
印
本
「
織
」
ニ
作
ル
。
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
女
神
ノ
御
宝
ニ
ハ
、
多
ソ
機
具
ヲ
奉
リ
、
又
古
ク
ヨ
リ
女
ハ
機
オ
ル
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
、
今
夢
ニ
機
具
ヲ
舞
ハ
シ
ヽ
ヲ
見
テ
、
女
神
ナ
ル
ヲ
識
ル
ナ
リ
。 
○
立
社
祭
之
此
ハ
彼
ノ
初
メ
荒
ビ
シ
山
途
川
ノ
西
ナ
ル
田
村
ニ
現
ニ
ア
ル
社
ナ
リ
。
上
ナ
ル
姫
神
社
此
等
ニ
ツ
キ
テ
考
フ
ル
ニ
、
此
神
ハ
宗
像
ノ
大
神
ナ
ラ
ン
。
故
ニ
其
本
所
ニ
マ
シ
ヽ
時
ヨ
リ
由
縁
ア
ル
。
彼
ノ
郡
人
或
ハ
其
御
裔
ナ
ド
ナ
ル
珂
是
古
ヲ
シ
テ
、
其
社
ヲ
祭
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
請
シ
ヽ
ナ
ラ
ン
。 
○
殺
害
「
殺
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
姫
社
郷
土
人
曰
、
今
ノ
姫
方
村
ノ
ア
タ
リ
四
五
村
ヲ
、
近
キ
頃
マ
テ
姫
方
郷
ト
イ
ヒ
タ
リ
。
○
當
社
御
神
領
。
肥
前
国
姫
方
荘
饗
料
事
。
依
近
年
伊
勢
神
左
衛
門
尉
重
氏
。
押
領
訴
訟
之
趣
。
任
出
帯
證
文
如
元
。
可
沙
汰
付
之
田
。
被
成
奉
書
於
杉
豊
後
守
興
長
畢
。
仍
執
達
如
件
。
大
永
参
年
三
月
廿
五
日
。
太
宰
府
上
座
兼
公
文
奝
実
律
師
御
坊
主
殿
允
（
判
）。
但
馬
守
（
判
）。
兵
庫
助
（
判
）。（
○
此
三
人
大
内
家
ノ
士
） 
 
養
父
郡
。
郷
四
所
。
里
一
十
二
。
烽
一
所
。 
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郡
「
戸
令
」
ニ
ヨ
ル
ニ
、
本
郡
四
郷
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。（
上
条
考
合
ス
ヘ
シ
）
大
体
ハ
旧
基
肄
郡
ノ
西
南
ニ
位
シ
、
北
ハ
筑
前
ニ
界
シ
、
東
南
ハ
千
歳
川
ヲ
帯
ヒ
、
西
ハ
旧
三
根
郡
ニ
接
ス
。
東
西
二
里
二
十
二
丁
、
南
北
二
里
三
十
三
丁
。
米
麦
・
油
菜
・
陶
器
等
ヲ
産
ス
。『
続
後
紀
』（
承
和
十
五
年
八
月
）
ニ
、
肥
前
国
養
父
郡
人
。
太
宰
少
典
従
八
位
上
筑
紫
公
文
公
貞
。
兄
豊
後
大
目
太
初
位
下
筑
紫
公
文
公
貞
雄
等
。
賜
姓
忠
世
宿
祢
。
貫
附
佐
京
六
條
三
坊
。
マ
タ
『
寛
文
印
知
集
』
ニ
、
養
父
郡
。
二
拾
三
村
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
養
父
郡
。
二
拾
三
村
。
高
一
萬
六
百
一
石
四
斗
七
升
二
合
。
マ
タ
『
貞
享
四
年
佐
嘉
領
中
郷
村
帳
』【
59
】
ニ
、
養
父
郡
。
大
村
十
三
ヶ
村
。
小
村
二
十
八
ヶ
村
。
男
女
四
千
八
十
九
人
。「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
四
千
四
百
九
十
戸
。
二
万
二
千
三
十
九
人
。
田
二
千
四
百
五
十
四
町
九
段
。
畑
百
九
十
九
町
四
段
ナ
ド
ア
リ
。（
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
村
田
別
府
。
田
数
百
三
十
町
。
宮
召
物
加
地
子
卅
石
。
副
米
廿
一
石
三
十
丁
。
国
半
不
輸
。
件
別
府
太
宮
司
公
順
之
私
領
也
。
仍
譲
与
女
子
宇
佐
氏
之
間
。
宇
佐
氏
又
譲
与
女
子
藤
原
大
子
畢
。
彼
大
子
互
為
報
懸
養
之
恩
。
譲
与
大
宮
司
公
通
畢
。
為
大
宮
司
之
私
領
。
子
細
大
略
如
此
。
為
神
領
之
子
細
未
分
明
也
。
是
公
通
立
新
券
請
神
官
判
由
緒
也
。
○
村
田
ハ
下
ノ
烽
址
ノ
ア
ル
処
） 
【
59
】「
マ
タ
『
貞
享
四
年
佐
嘉
領
中
郷
村
帳
』
ニ
…
…
畑
百
九
十
九
町
四
段
ナ
ド
ア
リ
。
」
国
本
な
し
。 
○
郷
四
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
狹
山
。
屋
田
曰
理
郷
条
考
合
ス
ヘ
シ
。
養
父
（
也
布
。
○
今
此
郷
ナ
シ
。
麓
村
大
字
牛
原
宿
ニ
養
父
村
ア
リ
。
此
辺
古
ノ
養
父
郷
ニ
テ
郷
家
ノ
在
シ
所
ナ
ラ
ン
）
鳥
栖
（
登
須
。
○
栖
下
ト
ア
リ
。
文
様
ニ
作
ル
） 
○
里
一
十
二
名
称
所
在
、
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。「
明
治
十
年
ノ
調
」【
60
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
四
十
四
村
ト
ナ
リ
、
二
十
二
年
改
革
シ
テ
軣
木
村
大
字
軣
木
・
藤
木
・
眞
木
・
鳥
栖
、
麓
村
大
字
宿
立
・
石
山
浦
・
牛
原
、
旭
村
大
字
島
・
儀
徳
・
下
野
ト
ス
。 
【
60
】「
明
治
十
年
ノ
調
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
烽
一
所
烽
、
其
址
旭
村
大
字
江
島
・
儀
徳
ノ
内
、
村
田
ノ
朝
日
山
ノ
頂
ニ
ア
リ
。
○
或
曰
今
ノ
養
父
郡
ノ
南
ノ
方
ハ
、
本
ハ
三
根
郡
ノ
中
ナ
リ
シ
ヲ
、
慶
長
・
元
和
ノ
頃
、
割
テ
本
郡
ニ
併
セ
新
養
父
郡
ト
イ
ヒ
シ
ヲ
、
今
ハ
新
ト
ハ
イ
ハ
ヌ
ト
ゾ
。 
 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
此
郡
百
姓
擧
レ
部
参
集
。
御
狗
出
而
吠
之
。
於
此
有
二
一
産
婦
一
臨
見
。
御
狗
即
吠
止
。
因
曰
二
犬
声
止
國
一
。
於
今
訛
謂
二
養
父
郡
一
也
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
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○
百
姓
「
百
」
印
本
「
佰
」
ニ
作
ル
。
異
本
拠
テ
改
ム
。 
○
御
狗
【
61
】
栗
田
氏
曰
、
御
狗
ハ
狩
獵
ノ
タ
メ
ニ
養
ヘ
ル
者
ナ
ル
ベ
シ
。
ソ
レ
ハ
犬
養
ノ
職
ア
ル
ニ
テ
着
シ
。「
高
野
山
天
野
神
社
ノ
古
文
書
」
ニ
モ
、
犬
飼
ヲ
ツ
ケ
テ
犬
二
匹
ヲ
神
社
ニ
奉
レ
ル
コ
ト
ア
リ
。 
【
61
】
御
狗
の
項
目
、
国
本
な
し
。 
○
於
今
「
今
」
印
本
「
此
」
ニ
作
ル
。
下
ニ
今
訛
謂
狹
山
郷
ト
ア
ル
ニ
准
ヘ
、
且
竃
本
・
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
○
郡
也
「
也
」
字
ハ
下
文
ノ
例
多
ク
ハ
無
シ
。
異
本
モ
ナ
シ
。
然
レ
バ
無
キ
亦
宜
カ
ラ
ン
。【
62
】
○
本
郡
ニ
麓
村
大
字
牛
原
ニ
養
父
ア
リ
。
止
国
ハ
即
此
地
ナ
ラ
ン
。「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
養
父
庄
二
十
七
町
ト
ア
リ
。 
【
62
】
以
下
の
「
○
本
郡
ニ
麓
村
大
字
牛
原
ニ
養
父
ア
リ
。
止
国
ハ
即
此
地
ナ
ラ
ン
。「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
養
父
庄
二
十
七
町
ト
ア
リ
」
と
い
う
文
、 
国
本
な
し
。「「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
養
父
庄
二
十
七
町
ト
ア
リ
」
甲
本
な
し
。 
 
鳥
樔
郷
〈
在
二
郡
東
一
。【
63
】
〉 
昔
者
。
輕
嶋
明
宮
御
宇
譽
田
天
皇
之
世
。
造
二
鳥
屋
於
此
郷
一
。
取
二
聚
雜
鳥
一
。
養
馴
貢
二
上
朝
廷
一
。
因
曰
二
鳥
屋
郷
一
。
後
人
改
曰
二
鳥
樔
郷
一
。 
【
63
】「〈
在
二
郡
東
一
。〉」
底
本
な
し
。
国
本
・
甲
本
に
よ
り
補
う
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
下
ノ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
輕
島
明
宮
御
宇
誉
田
天
皇
『
古
事
記
』（
応
神
天
皇
段
）
ニ
、
品
陀
和
氣
命
。（
○
応
神
天
皇
）
坐
輕
島
之
明
宮
治
天
下
也
ト
ア
リ
。
輕
島
ハ
大
和
高
市
郡
ノ
地
名
ナ
リ
。
本
居
翁
曰
、
島
ハ
必
シ
モ
海
中
ナ
ラ
ネ
ド
モ
、
周
レ
ル
限
リ
ノ
ア
ル
地
ヲ
イ
フ
。
明
ハ
尊
称
ナ
リ
。 
○
貢
上
「
上
」
湯
本
「
進
」
ニ
作
ル
。 
○
鳥
屋
郷
寄
進
天
満
宮
安
楽
寺
和
歌
所
、
肥
前
国
鳥
屋
村
内
。
田
地
捌
町
同
国
山
浦
村
。
○
旧
養
父
郡
麓
村
大
字
山
浦
内
田
地
伍
町
云
々
。
観
応
元
年
六
月
沙
弥
直
猷
（
判
）。
マ
タ
「
去
八
日
御
教
書
」
者
。
肥
前
国
鳥
屋
村
内
田
地
八
町
。
同
国
山
浦
村
内
田
地
伍
町
云
々
。
観
応
元
年
六
月
。
左
近
衛
監
（
清
文
）。
本
記
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ノ
頃
ハ
鳥
屋
郷
ヲ
、
鳥
樔
郷
ト
改
メ
タ
レ
ド
モ
、
又
鳥
屋
村
ト
云
名
モ
残
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。 
○
鳥
樔
郷
『
安
楽
寺
草
創
日
記
』
ニ
、
安
養
院
号
丈
六
堂
。
本
尊
丈
六
阿
弥
陀
佛
。
永
保
三
年
。
寄
進
長
田
荘
。（
○
三
養
基
郡
基
山
村
大
字
小
倉
ニ
長
田
、
マ
タ
田
代
村
大
字
柚
比
ニ
永
田
、
マ
タ
基
里
村
大
字
飯
田
ニ
長
田
ア
リ
。
本
文
ハ
何
レ
ナ
ラ
ン
）
四
拾
町
二
丈
三
昧
六
口
承
仕
一
人
。
領
一
人
。
各
給
田
鳥
栖
荘
ト
ア
リ
。「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」【
64
】
ニ
、
鳥
栖
庄
。
四
千
五
町
三
反
ト
ア
リ
。
今
ノ
軣
木
村
大
字
鳥
栖
ナ
リ
。 
【
64
】「「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
鳥
栖
庄
。
四
千
五
町
三
反
ト
ア
リ
。
今
ノ
軣
木
村
大
字
鳥
栖
ナ
リ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
曰
理
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。
〉 
昔
者
。
筑
後
国
御
井
川
。
渡
瀬
甚
廣
人
畜
難
レ
渡
。
於
レ
茲
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
就
二
生
葉
山
一
。
為
二
舩
山
一
。
就
二
高
羅
山
一
。
為
二
梶
山
一
。
造
二
備
舩
一
漕
二
渡
人
物
一
。
因
曰
二
曰
理
郷
一
。 
曰
理
「
曰
」
印
本
「
日
」
ニ
、
湯
本
・
異
本
「
亘
」
ニ
作
ル
。
本
書
ノ
序
文
ニ
拠
テ
改
ム
。【
65
】 
【
65
】
国
本
、
こ
の
下
に
「『
和
名
抄
』
ニ
、
美
濃
陸
奥
出
羽
越
中
因
幡
肥
後
豊
後
等
ニ
日
理
ト
云
地
ア
リ
。
何
レ
モ
ワ
タ
リ
ト
訓
ヘ
ク
聞
ユ
。
カ
ク
数
所
ニ
日
理
ト
ア
レ
ハ
、
日
ハ
亘
ノ 
 
 
誤
リ
ト
モ
云
難
シ
。
荒
木
田
氏
ハ
、
日
ハ
曰
ノ
誤
リ
カ
ト
云
リ
。
此
ハ
曰
ヲ
ワ
タ
ツ
ノ
仮
字
ニ
用
ヒ
シ
ト
見
ユ
。
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
扨
此
郷
『
和
名
抄
』
ニ
ナ
シ
。（
下
ノ
青
柳
氏
ノ
説
考
合
ス
ヘ
シ
）」
の
記
述
あ
り
。
底
本
な
し
。
推
敲
の
過
程
で
削
ら
れ
た
る
か
。
甲
本
、
荒
木
田
氏
説
の
下
に
「
栗
田
氏
曰
、『
和
名
抄
』
陸
奥
国
日
理
郡
ア
リ
。
郡
名
部
ニ
ハ
日
ヲ
亘
ト
書
リ
。『
続
紀
』
ニ
、
亘
理
郡
ト
モ
ミ
エ
、
郷
名
ニ
ハ
亘
理
ト
カ
ク
。
「
神
名
式
」
古
本
ニ
、
曰
理
郡
ト
ア
リ
。
『
続
紀
』
神
護
景
雲
三
年
三
月
、
日
理
郡
ト
ア
リ
。
互
ニ
通
用
セ
ル
如
ク
ミ
ユ
レ
ド
モ
、
日
ヲ
ワ
タ
ト
訓
ム
ベ
キ
義
ア
ラ
ネ
ハ
、
曰
ヲ
日
ト
誤
リ
シ
ニ
テ
、
亘
ハ
ワ
タ
ル
ト
モ
訓
ス
レ
ハ
、
曰
ト
亘
ト
ヲ
多
ク
用
ヒ
シ
者
ナ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
ま
た
、
国
本
、
頭
注
に
「
弼
云
、
曰
ニ
作
ル
。
是
ナ
リ
」
と
あ
り
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
下
ノ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
生
葉
山
『
日
本
紀
』（
景
行
天
皇
十
八
年
八
月
）
ニ
、
到
的
邑
而
進
食
。
是
日
。
膳
夫
等
遺
盞
。
故
時
人
号
其
忘
盞
処
。
曰
二
浮
羽
一
。
今
謂
レ
的
者
訛
也
。
昔
筑
紫
俗
号
盞
曰
浮
羽
。
同
シ
事
ヲ
『
筑
後
風
土
記
』（
生
葉
郡
条
）
ニ
ハ
、
景
行
天
皇
。
還
都
之
時
。
膳
司
在
此
村
。
忘
御
酒
盞
。
天
皇
勅
曰
。
惜
哉
朕
之
酒
盞
。
俗
語
云
酒
盞
為
宇
枳
。
因
曰
宇
枳
波
夜
郡
。
後
人
誤
号
生
葉
郡
ト
ア
リ
。『
和
名
抄
』
ニ
、
筑
後
国
生
葉
以
久
波
郡
。
大
石
。
山
北
。
姫
治
。
物
部
。
椿
子
。
小
家
。
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高
西
（
郷
名
）
ナ
ド
ア
リ
〔
5
〕【
66
】
。 
〔
5
〕『
筑
後
志
』
ニ
、
高
井
岳
ハ
生
葉
郡
小
塩
村
ニ
ア
リ
。
層
亦
山
険
絶
言
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
峯
ノ
中
央
ヲ
以
テ
豊
筑
ノ
界
ト
ス
。
此
地
、
中
世
大
友
親
繁
ト
黒
木
三
池
小
代
ホ
ヒ
マ
ア
リ
。 
時
親
繁
陣
ヲ
此
処
ニ
営
ム
。
蓋
其
険
ニ
拠
ル
ナ
リ
。
是
ヲ
生
葉
山
ト
云
ヘ
キ
カ
。 
【
66
】
国
本
、
こ
の
文
の
下
に
「
伊
藤
氏
曰
、
高
井
岳
ハ
生
葉
郡
小
塩
村
ニ
ア
リ
。
層
峦
険
絶
ト
イ
フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
峰
ノ
中
央
ヲ
以
テ
豊
筑
ノ
界
ト
ス
。
中
世
大
友
親
繁
陣
ヲ
コ
ヽ
ニ
営
ム
。 
益
其
険
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
。
甲
本
、
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
梶
『
康
煕
字
典
』
ニ
、
梶
木
抄
也
ト
ア
リ
テ
、
柁
ノ
義
ハ
ナ
シ
。
案
ス
ル
ニ
、
此
ハ
古
人
ハ
舟
ノ
尾
ヲ
引
キ
タ
ル
状
ナ
レ
ハ
、
其
状
ニ
ヨ
リ
テ
柁
ヲ
艉
ト
作
リ
シ
ヲ
、
後
ニ
艉
ノ
舟
ヲ
木
ニ
轉
シ
ツ
ル
者
カ
。
艉
ト
柁
ト
通
ス
レ
ハ
、
舟
ト
木
ト
ハ
同
シ
キ
ヲ
思
フ
ベ
シ
ト
考
定
メ
、
後
ニ
塩
尻
ヲ
見
レ
バ
、
梶
倭
字
ナ
リ
。
但
シ
『
読
字
彙
補
』
ニ
、
出
シ
タ
レ
バ
、
專
ラ
倭
字
ト
ノ
ミ
云
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ア
リ
。
此
説
ニ
ヨ
レ
バ
、
此
ハ
西
人
ノ
近
代
ノ
作
ナ
ラ
ン
。『
萬
葉
集
』
ニ
、
梶
ヲ
カ
チ
．
．
ト
訓
タ
レ
バ
、
彼
書
編
輯
ノ
頃
ヨ
リ
用
ヰ
シ
カ
。
又
後
ノ
書
冩
ノ
人
ノ
ワ
ザ
ニ
ヤ
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。
○
青
柳
氏
曰
、
亘
理
郷
ハ
、『
和
名
抄
』
ノ
屋
田
郷
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
今
モ
屋
田
村
ア
リ
。（
今
日
此
説
ニ
ヨ
レ
ハ
、
中
古
以
来
屋
田
郷
ノ
名
廣
マ
リ
テ
、
曰
理
郷
ヲ
覆
ヒ
タ
ル
ナ
ラ
ン
）
御
井
川
ハ
古
渡
ハ
、
屋
田
・
高
田
、
今
日
軣
木
村
大
字
眞
木
ニ
ア
リ
。
西
村
ノ
間
ヲ
ヘ
テ
千
栗
八
幡
神
社
ノ
前
ヲ
流
レ
タ
リ
。
今
ハ
此
川
ア
セ
埋
レ
テ
、
古
渡
廃
レ
タ
リ
。
三
橋
氏
曰
、
水
屋
村
今
日
基
里
村
大
字
酒
井
東
ニ
ア
リ
ニ
、
倉
所
ト
云
処
ア
リ
。
此
辺
ノ
貢
米
ヲ
納
ム
ル
倉
ノ
ア
リ
シ
所
ナ
リ
。
故
ニ
然
ヘ
リ
。
古
老
ノ
説
ニ
、
此
処
ハ
古
キ
渡
ノ
ア
リ
シ
所
ナ
リ
。
『
和
名
抄
』
ニ
、
亘
理
郷
ナ
シ
。
屋
田
郷
ア
リ
。
今
水
屋
・
高
田
ノ
二
村
相
並
フ
水
屋
ハ
、
基
肄
郡
ニ
属
ス
。
古
キ
書
記
ニ
、
屋
田
ト
ア
ル
ハ
、
屋
上
ニ
水
ヲ
加
ヘ
、
田
上
ニ
高
ヲ
リ
ヘ
、
水
屋
・
高
田
ト
シ
テ
、
郷
ノ
事
ニ
ハ
非
ザ
ル
カ
。
今
日
、
此
考
ヘ
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
ド
モ
『
和
名
抄
』
ト
合
ハ
ザ
ル
ヲ
如
何
セ
ン
。（
抄
ノ
誤
リ
カ
） 
 
狹
山
郷
〈
在
二
郡
南
一
。
〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
在
二
此
山
行
宮
一
。
徘
徊
曰
。
望
二
四
方
一
分
明
。
因
曰
二
分
明
村
一
。〈
分
明
謂
二
佐
夜
気
志
一
。
〉
今
訛
謂
二
狹
山
郷
一
。 
異
本
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
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曰
望
「
曰
」
竃
本
「
四
」
ニ
作
リ
、
異
本
「
曰
」
下
ニ
「
四
」
ノ
字
ア
リ
。
此
郷
ノ
所
在
、
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。（
郡
南
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
ハ
、
旭
村
朝
日
山
ヲ
云
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
。
此
山
高
ク
シ
テ
四
方
ヲ
望
ム
可
ケ
レ
ハ
ナ
リ
。
烽
ヲ
置
カ
レ
シ
ヲ
思
フ
ヘ
シ
【
67
】。
又
曰
理
郷
ヲ
郡
南
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
ハ
【
68
】、
其
接
近
ナ
ル
旧
三
根
郡
北
茂
安
村
大
字
白
壁
ナ
ル
千
栗
山
ノ
事
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
。
此
山
ハ
行
宮
ヲ
モ
置
ク
ヘ
ク
四
方
ノ
眺
望
モ
分
明
キ
所
ナ
リ
。
又
古
ハ
旧
養
父
郡
ノ
内
ナ
リ
ケ
ン
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
） 
【
67
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
又
此
山
ヲ
オ
キ
テ
本
文
ニ
適
フ
山
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
68
】「（
又
曰
理
郷
ヲ
郡
南
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
ハ
…
…
又
古
ハ
旧
養
父
郡
ノ
内
ナ
リ
ケ
ン
モ
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
）」
国
本
な
し
。 
○
今
訛
【
69
】
前
後
ノ
文
ニ
ヨ
レ
バ
、「
今
訛
謂
狹
山
以
為
郷
名
」
ト
ア
ル
ベ
キ
所
ナ
リ
。 
【
69
】
今
訛
の
項
目
、
国
本
な
し
。 
 
三
根
郡
。
郷
六
所
。
里
一
十
七
。
驛
一
所
。〈
小
路
。
〉 
郡
「
戸
令
」
ニ
ヨ
ル
ニ
、
本
郡
ハ
六
郷
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
子
位
ヨ
リ
辰
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
、
旧
養
父
郡
ニ
隣
リ
、
辰
ヨ
リ
午
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
千
歳
川
ヲ
帯
ヒ
、
西
ハ
神
埼
郡
ニ
接
ス
。
東
西
一
里
二
丁
、
南
北
三
里
、
米
・
麦
・
櫨
・
油
菜
等
ヲ
産
ス
。『
日
本
紀
』（
雄
略
天
皇
十
五
年
九
月
）
ニ
、
身
狹
村
主
青
將
呉
所
献
二
鵞
。
到
於
筑
紫
。
是
鵞
為
水
間
三
潴
ナ
リ
。
君
犬
所
囓
死
。（
別
本
云
。
是
鵞
嶺 ミネ
縣
主
泥
麻
呂
犬
所
囓
。
今
日
領
ハ
三
根
ナ
リ
。
三
潴
ト
ハ
只
千
歳
川
ヲ
阻
ツ
）
マ
タ
『
寛
文
印
知
集
』
ニ
、
三
根
郡
。
四
拾
八
村
。
高
弐
万
四
千
三
百
三
拾
五
石
四
升
六
合
【
70
】
。
マ
タ
『
郷
村
帳
』【
71
】
ニ
、
三
根
郡
郷
六
郷
。
大
村
六
拾
ヶ
村
。
小
村
四
拾
八
ヶ
村
。
男
女
一
万
二
千
五
百
三
十
九
人
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
三
根
郡
。
四
拾
八
村
。
高
二
万
四
千
三
百
三
拾
五
石
四
斗
六
升
。（
○
「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」【
72
】
ニ
ヨ
レ
バ
、
本
郡
二
千
百
四
十
戸
壱
万
千
八
百
六
十
九
口
。
田
一
千
四
百
三
十
七
町
四
段
。
畑
百
七
十
九
町
五
段
）
ナ
ド
ア
リ
。 
【
70
】「
高
弐
万
四
千
三
百
三
拾
五
石
四
升
六
合
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
71
】「
マ
タ
『
郷
村
帳
』
ニ
、
三
根
郡
郷
六
郷
。
大
村
六
拾
ヶ
村
。
小
村
四
拾
八
ヶ
村
。
男
女
一
万
二
千
五
百
三
十
九
人
」
国
本
な
し
。 
【
72
】「
○
「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
バ
、
本
郡
二
千
百
四
十
戸
壱
万
千
八
百
六
十
九
口
。
田
一
千
四
百
三
十
七
町
四
段
。
畑
百
七
十
九
町
五
段
ナ
ド
ア
リ
」
国
本
な
し
。 
○
郷
六
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
千
栗
。（
○
今
日
北
茂
安
村
大
字
白
壁
ニ
ア
リ
。
『
本
朝
世
記
』
ニ
、
長
保
二
年
三
月
七
日
言
上
異
瑞
状
云
々
。
一
坐
肥
前
国
八
幡
大
菩
薩
千
栗
甕
誦
事
云
々
。
マ
タ
『
百
練
抄
』
ニ
、
寛
喜
二
年
七
月
廿
三
日
。
右
大
臣
以
下
参
入
廣
田
。
千
栗
両
社
御
体
燒
亡
事
。
マ
タ
肥
前
国
一
宮
千
栗
社
大
宮
司
神
○
等
申
社
壇
以
下
造
営
事
云
々
。
正
慶
二
年
十
二
月
二
日
。
大
宮
司
等
権
大
納
言
判
ナ
ト
ア
リ
）
物
部
。
米
多
。（
面
多
）
財
部
。
葛
木
。（
加
都
良
喜
。
○
今
日
録
南
義
安
村
大
字
天
建
寺
ニ
葛
木
神
社
ア
リ
。
此
辺
ヲ
近
世
ハ
矢
股
郷
ト
イ
フ
。
古
ノ
葛
木
郷
ナ
ラ
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ン
。『
三
代
実
録
』
貞
観
十
五
年
九
月
ニ
、
授
肥
前
正
六
位
上
葛
城
一
言
主
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
此
神
名
ヨ
リ
ナ
レ
ル
郷
名
ナ
ラ
ン
）
ト
ア
リ
。
逸
シ
タ
ル
一
郷
ハ
漢
部
（
下
ニ
ア
リ
）
ナ
リ
。
（
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
豆
津
別
府
畠
地
宮
召
物
麦
地
子
桑
代
芋
在
家
門
布
光
納
奈
良
田
村
。
平
方
村
。
池
上
沢
村
。
原
新
子
村
山
田
ト
ア
リ
。
北
茂
安
村
大
字
江
口
ニ
豆
津
ア
リ
） 
○
里
十
七
名
称
所
在
、
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」【
73
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
三
十
四
村
ナ
リ
。
二
十
二
年
改
革
シ
テ
中
原
村
大
字
蓑
原
・
原
・
古
賀
、
北
茂
安
村
大
字
東
尾
・
中
津
・
隈
江
口
・
白
壁
、
南
茂
安
村
大
字
西
島
・
坂
口
・
天
建
寺
、
上
峯
村
大
字
防
所
前
・
半
田
提
・
江
迎
、
三
川
村
大
字
市
武
・
寄
人
・
東
津
ト
ス
） 
【
73
】「『
明
治
十
年
ノ
調
』
ニ
ヨ
レ
ハ
…
…
三
川
村
大
字
市
武
・
寄
人
・
東
津
ト
ス
」
国
本
な
し
。 
○
駅
一
所
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
【
74
】
。（
三
川
村
大
字
寄
人
ニ
続
命
院
村
ア
リ
。
『
続
後
紀
』
承
和
二
年
十
二
月
ニ
、
故
参
議
刑
部
卿
従
四
位
上
小
野
朝
臣
岑
守
。
前
為
太
宰
大
貳
建
続
命
院
一
処
。
以
備
往
来
舎
宿
。
但
不
籍
公
刀
恐
。
不
得
長
存
。
乃
叙
本
意
。
具
修
解
文
曰
。
管
九
州
二
島
之
民
。
或
公
或
私
往
来
。
相
続
其
求
軽
者
。
暫
經
歳
日
。
其
事
重
者
。
竟
歳
始
置
客
宿
於
府
倉
之
下
。
賃
寄
閭
𨵻
之
間
。
若
病
纒
身
足
手
。
不
随
客
舎
。
督
察
非
養
病
之
処
。
主
家
争
趂
皆
必
死
之
人
。
遂
便
露
道
路
。
曩
死
風
霜
縦
有
時
。
得
痊
愈
亦
以
飢
寒
死
者
。
十
而
七
八
矣
。
見
其
如
此
心
深
救
。
恤
聊
建
続
命
院
。
一
処
檜
皮
葺
屋
七
宇
。
鼎
一
口
墾
百
町
。
以
救
飢
病
有
志
無
力
庶
義
万
一
也
。
隔
人
遠
執
検
難
周
轉
。
以
届
人
更
増
踈
廃
。
若
遂
万
因
公
力
。
恨
心
願
之
徒
。
已
伏
望
令
府
監
或
典
一
人
。
乃
親
観
音
寺
講
師
。
勾
当
其
事
相
替
之
日
。
一
事
畢
已
已
上
。
皆
依
実
勘
附
。
若
不
加
修
理
。
令
鈹
破
損
。
及
非
法
費
用
之
類
。
並
以
官
法
論
。
未
及
上
聞
。
岑
守
物
故
其
家
就
大
臣
。
追
以
陳
請
勅
報
曰
。
思
思
撫
黎
甿
。
不
忘
鑑
寐
宇
縣
夐
遠
。
旡
聞
控
告
。
見
此
奨
納
。
爰
知
概
速
。
令
所
司
俾
允
。
所
請
勾
当
之
官
。
遷
替
之
日
。
与
奪
解
由
。
一
准
国
司
ト
ア
リ
）
此
所
ニ
モ
此
院
ア
リ
【
75
】
。
依
テ
地
名
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
。 
【
74
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
今
中
原
駅
ア
レ
ト
モ
、
其
ニ
ハ
非
サ
ル
コ
ト
上
条
ニ
云
シ
カ
如
シ
）」
と
い
う
分
注
あ
り
。 
【
75
】「
此
所
ニ
モ
此
院
ア
リ
。
依
テ
地
名
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
」
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「
本
村
ハ
此
ノ
続
命
院
ノ
在
リ
所
ニ
ヤ
。
又
本
文
ノ
趣
ニ
效
ヒ
、
本
村
ニ
モ
同
院
ヲ
立 
テ
シ
ヨ
リ
、
村
ノ
名
ニ
負
ヒ
タ
ル
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
 
昔
者
。
此
郡
與
二
神
埼
郡
一
。
合
為
二
一
郡
一
。
然
海
部
直
島
。
請
分
二
三
根
郡
一
。
即
縁
二
神
崎
郡
三
根
村
之
名
一
。
以
為
二
郡
名
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。【
76
】 
【
76
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
神
埼
郡
」
の
項
目
を
立
て
「
○
神
崎
郡
下
ニ
注
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
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○
海
部
直
『
旧
事
紀
』（
三
）
ニ
、
天
背
男
命
。
尾
張
中
島
海
部
直
等
祖
。
マ
タ
（
五
）
天
照
国
照
彦
火
明
櫛
玉
饒
速
日
命
。
六
世
孫
。
建
田
背
命
。
海
部
直
等
之
祖
。
マ
タ
火
明
命
十
世
孫
淡
夜
別
命
。
大
海
部
直
等
祖
。
マ
タ
『
姓
氏
録
』
左
京
神
別
ニ
、
但
馬
海
直
。
火
明
命
之
後
也
ナ
ド
ア
リ
。
此
等
ノ
同
族
ナ
ラ
ン
。 
○
直
島
「
島
」
曼
本
「
鳥
」
ニ
作
ル
。 
○
三
根
村
伊
藤
氏
曰
、
神
崎
郡
三
根
村
ノ
名
ニ
ヨ
ル
ト
云
コ
ト
聞
取
リ
難
シ
。
神
崎
郡
内
ヨ
リ
三
根
村
ヲ
ワ
カ
チ
テ
三
根
郡
ト
ナ
シ
ツ
レ
ハ
、
ヤ
ガ
テ
其
村
名
ヲ
郡
名
ニ
モ
用
ヒ
タ
リ
ト
云
コ
ト
ナ
ラ
ン
カ
ト
モ
思
ヒ
タ
リ
シ
カ
ド
、
此
記
ニ
神
崎
郡
・
三
根
郡
ト
云
ハ
別
ニ
在
テ
、
三
根
郡
ノ
内
ト
モ
聞
エ
ズ
如
シ
ク
ハ
、
此
郡
ノ
内
ニ
三
根
郷
ヲ
挙
タ
レ
バ
取
落
シ
タ
ル
ニ
テ
、
実
ハ
今
三
根
郡
内
ニ
入
タ
ル
ニ
ヤ
。
今
日
此
説
ニ
ヨ
リ
テ
尚
能
考
フ
ル
ニ
、
神
崎
郡
ニ
現
ニ
三
根
郷
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
然
レ
バ
此
記
ニ
神
崎
郡
ノ
下
ニ
ア
ル
三
根
郡
ハ
、
モ
ト
本
郡
ノ
内
ニ
在
シ
ガ
、
混
ヒ
デ
彼
処
ニ
入
レ
ル
ナ
ラ
ン
。
尚
下
（
三
根
郡
条
）
ニ
註
ス
。 
 
物
部
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。
〉 
此
郷
之
中
有
二
神
社
一
。
名
曰
二
物
部
經
津
主
之
神
一
。
曩
者
。
小
墾
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
。
令
二
来
目
皇
子
一 
為
二
將
軍
一
遣
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
于
レ
時
皇
子
奉
レ
勅
到
二
於
筑
紫
一
。
乃
遣
二
物
部
若
宮
部
一
立
二
社
於
此
村
一
。
鎮
二
祭
其 
神
一
。
因
曰
二
物
部
郷
一
。 
郡
南
「
南
」
湯
本
「
西
」
ニ
作
ル
。 
○
物
部
經
津
主
之
神
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
伊
邪
那
岐
命
。
抜
所
御
佩
之
十
券
剣
。
斬
其
子
迦
具
土
神
之
頭
云
々
。
着
御
刀
本
血
。
亦
走
就
湯
津
石
村
。
所
レ
成
神
名
云
々
。
建
御
雷
之
男
神
。
亦
名
建
布
都
神
。
亦
名
豊
布
都
神
ト
ア
リ
【
77
】
。（
栗
田
氏
曰
【
78
】
、
物
部
経
津
主
神
ト
物
部
ノ
字
ヲ
冠
セ
ル
ハ
、
経
津
主
ノ
神
剣
ヲ
物
部
ノ
氏
人
ニ
賜
ヒ
テ
、
其
祭
ヲ
主
ラ
メ
シ
ヨ
リ
専
ラ
物
部
氏
ノ
職
ト
シ
テ
石
上
神
古
ヘ
神
ニ
仕
フ
ル
人
ヲ
、
宮
賣
ト
云
フ
コ
ト
大
宮
売
神
ア
リ
。
大
神
ヲ
祭
ラ
シ
メ
シ
神
宮
売
氏
モ
ア
リ
シ
ヤ
ウ
ニ
覚
エ
、「
大
神
社
注
進
状
」
ニ
照
シ
テ
、
若
宮
部
ハ
、
ワ
カ
ミ
ヤ
ノ
メ
ニ
テ
人
名
ナ
ル
ベ
シ
）
今
日
此
説
如
何
ア
ラ
ン
。
後
考
ヲ
待
ツ
。【
79
】【
80
】 
【
77
】
国
本
こ
の
後
に
「
社
ノ
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ス
」
と
あ
り
。 
【
78
】「
栗
田
氏
曰
…
…
今
日
此
説
如
何
ア
ラ
ン
。
後
考
ヲ
待
ツ
」
国
本
な
し
。 
【
79
】
国
本
、
こ
の
下
に
「「
之
」
曼
本
ナ
シ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
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【
80
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
曩
者
」・「
小
墾
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
」・「
来
目
皇
子
」・「
物
部
」
・「
若
宮
部
」
の
項
目
を
立
て
、 
○
曩
者
「
曩
」
異
本
「
往
」
ニ
作
ル
。 
○
小
墾
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
『
古
事
記
』（
推
古
天
皇
段
）
ニ
、
豊
御
気
炊
屋
比
売
命
（
推
古
天
皇
ナ
リ
）
坐
小
治
田
宮
治
天
下
参
拾
漆
歳
ト
ア
リ
。
小
墾
田
ハ
大
和
高 
市
郡
ノ
地
名
ナ
リ
。 
○
来
目
皇
子
『
日
本
紀
』（
用
明
天
皇
元
年
正
月
）
ニ
、
立
容
種
穴
穂
部
間
人
皇
女
皇
后
。
是
生
四
男
云
々
。
其
二
曰
来
目
皇
子
。
マ
タ
（
推
古
天
皇
十
年
二
月
）
来
目
皇
子
為 
撃
新
羅
將
軍
。
授
諸
神
部
及
国
造
伴
造
等
并
軍
衆
二
万
五
千
人
。
マ
タ
（
四
月
）
將
軍
来
目
皇
子
到
于
筑
紫
乃
進
屯
島
郡
（
筑
前
志
摩
郡
ナ
リ
）
而
聚
舩
舶
運
軍
粮
。
マ
タ
（
六
月
）
来
目
皇
子
臥
病
以
不
果
征
討
。
マ
タ
（
十
一
年
二
月
）
来
目
皇
子
薨
於
筑
紫
。
仍
駅
使
以
奏
上
。
爰
天
皇
聞
之
大
驚
。
則
召
皇
太
子
。
蘇
我
大
臣
。
謂
之
曰
。
征
新
羅
大
將
軍
来
目
皇
子
薨
之
。
其
臨
大
事
而
不
遂
矣
。
甚
悲
乎
。
仍
殯
于
周
芳
娑
婆
。
乃
遣
土
師
連
猪
手
令
掌
殯
事
。
故
猪
手
連
之
孫
曰
娑
婆
連
。
其
是
之
縁
也
。
後
葬
於
河
内
埴
生
山
岡
上
ナ
ト
ア
リ
。
此
時
ノ
事
ナ
リ
。 
○
物
部
名
ヲ
逸
ス
。『
姓
氏
録
』（
摂
津
皇
別
）
ニ
、
物
部
臣
同
祖
。（
本
録
物
部
首
条
ニ
ハ
、
大
春
日
朝
臣
同
祖
ト
ア
リ
。
大
春
日
朝
臣
条
ニ
ハ
、
出
自
孝
昭
天
皇
子
天
帯
彦
国
押
人
命
也
ト
ア
リ
）
来
餅
槝
大
使
主
命
之
後
也
。
マ
タ
（
左
京
神
別
）
物
部
石
上
同
祖
。（
本
録
石
上
朝
臣
条
ニ
、
神
饒
速
日
命
之
後
也
）
ナ
ト
ア
リ
。
本
氏
ハ
何
レ
ノ
方
ニ
カ
詳
カ
ナ
ラ
ス
。 
○
若
宮
部
亦
名
ヲ
逸
ス
。
此
氏
古
史
等
ニ
所
見
ナ
シ
。 
と
あ
り
。「
曩
者
」・「
小
墾
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
」
・「
来
目
皇
子
」・「
物
部
」
・「
若
宮
部
」
の
項
目
は
、
い
ず
れ
も
甲
本
に
あ
り
。 
○
社
於
「
社
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
物
部
郷
郷
并
ニ
神
社
ノ
所
在
、
詳
カ
ラ
ズ
。（
本
郷
『
和
名
抄
』
ニ
載
タ
ル
ヲ
見
レ
ハ
、
其
頃
マ
テ
ハ
存
シ
タ
ル
ニ
ヤ
）『
日
本
紀
』（
欽
明
天
皇
十
五
年
十
二
月
）
ニ
、
百
済
遣
下
部
杵
率
汶
斯
干
奴
。
上
表
曰
云
々
。
内
臣
所
將
来
民
。
筑
紫
物
部
莫
奇
委
沙
歌
能
射
火
前
ト
ア
リ
。
此
ニ
由
ア
ル
人
ナ
ラ
ン
。 
 
漢
部
郷
。〈
在
二
郡
北
一
。
〉 
昔
者
。
来
目
皇
子
為
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
勅
二
忍
海
漢
人
一
將
レ
来
二
居
此
村
一
。
令
レ
造
二
兵
器
一
。
因
曰
二
漢
部
郷
一
。 
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郡
北
「
北
」
印
本
「
南
」
ニ
、
湯
本
「
東
」
ニ
作
ル
。
竃
本
・
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
現
ニ
然
ア
リ
【
81
】
。
綾
部
郷
綾
部
村
存
シ
テ
、
近
来
ニ
至
ル
。
綾
部
村
、
今
ハ
中
原
村
大
字
蓑
原
ノ
中
入
ル
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
【
81
】「
現
ニ
然
ア
リ
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
忍
海
漢
人
此
ハ
大
和
忍
海
郡
ニ
住
メ
ル
漢
人
ナ
ル
ベ
シ
。（
『
日
本
紀
』
・『
姓
氏
録
』
等
ニ
、
忍
海
氏
ミ
ユ
レ
ハ
、
此
処
モ
忍
海
ハ
氏
ニ
テ
、
漢
人
名
カ
ト
モ
思
ヘ
ト
、
漢
部
ト
云
ニ
ヨ
レ
ハ
然
ニ
非
ス
）『
日
本
紀
』（
神
功
皇
后
五
年
二 マヽ
月
）
ニ
、
是
時
俘
人
等
。
今
桑
原
。
佐
糜
。
高
宮
。
忍
海
。
凡
四
邑
漢
人
等
之
始
祖
也
ト
ア
リ
。
是
ナ
リ
。（
○
『
播
磨
風
土
記
』
飾
磨
郡
ニ
、
漢
部
里
。
右
称
漢
部
者
。
讃
藝
国
漢
人
等
到
来
居
於
此
処
。
故
号
漢
部
。
マ
タ
漢
部
里
。
所
以
号
漢
部
者
。
漢
人
居
此
村
。
以
為
名
ト
ア
リ
。
本
文
ニ
似
タ
ル
コ
ト
ナ
リ
）
栗
田
氏
曰
【
82
】
、
丹
波
桑
田
郡
・
安
藝
郡
ト
モ
ニ
漢
部
郷
ア
リ
。
漢
人
ノ
居
シ
ニ
依
テ
負
ヘ
ル
地
名
ナ
ル
ヘ
シ
。
美
作
苫
東
郡
綾
部
郷
モ
義
ハ
同
シ
カ
ル
ヘ
シ
。 
【
82
】「
栗
田
氏
曰
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
將
来
此
下
ニ
脱
字
ア
ル
ベ
シ
。 
○
漢
部
郷
『
源
平
盛
衰
記
』
ニ
、
平
治
ノ
頃
、
肥
前
国
住
人
、
日
向
太
郎
通
良
、
野
心
ヲ
挟
テ
朝
威
ヲ
頃
ケ
ン
ト
ス
ル
聞
エ
ア
リ
シ
カ
バ
、
可
追
討
ノ
由
、
清
盛
朝
臣
ニ
被
仰
下
、
勅
命
ヲ
蒙
テ
、
筑
後
守
家
貞
ヲ
召
テ
申
含
ム
。
家
貞
、
西
府
ニ
下
向
シ
テ
通
良
カ
城
、
（
○
今
日
白
乕
城
ト
云
レ
ト
ソ
、
漢
部
村
ニ
ア
リ
【
83
】
）
ニ
押
寄
テ
度
々
ノ
合
戦
ニ
及
フ
。
城
モ
究
竟
ノ
城
ナ
リ
。
主
モ
勇
者
ニ
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
輙
ク
落
サ
リ
ケ
ド
モ
、
月
ヲ
隔
テ
重
テ
ハ
、
官
兵
ハ
雲
ノ
コ
ト
ク
ニ
集
リ
ケ
レ
バ
、
賊
徒
ハ
霧
ノ
コ
ト
ク
散
ケ
リ
。
永
暦
元
年
四
月
ニ
、
通
良
以
下
ノ
黨
類
三
百
三
十
五
人
討
死
ノ
ヨ
シ
、
家
貞
ガ
モ
ト
ヨ
リ
、
交
名
ヲ
註
シ
テ
申
上
タ
レ
バ
、
清
盛
事
ノ
ヨ
シ
ヲ
奏
聞
ス
。
五
月
十
五
日
、
鳥
羽
殿
ニ
御
幸
ア
リ
テ
、
通
良
并
子
息
通
秀
、
親
良
以
下
ノ
首
七
ツ
、
御
桟
敷
ノ
前
ヲ
ワ
タ
サ
レ
テ
、
被
御
覧
云
々
。
七
條
川
原
ニ
テ
検
非
違
使
、
通
良
等
カ
首
ヲ
請
取
テ
、
大
路
ヲ
渡
シ
テ
獄
門
ノ
木
ニ
挂
ラ
レ
ケ
リ
。
今
日
通
良
カ
裔
杵
島
郡
白
石
郷
ニ
住
シ
白
名
ヲ
氏
ト
シ
、
藤
津
郡
嬉
野
郷
ニ
遷
リ
嬉
野
ヲ
氏
ト
シ
テ
今
ニ
存
ス
。「
豊
後
弘
安
図
田
帳
」
ニ
、
速
見
郡
下
。
倉
成
名
田
十
六
町
。
肥
前
国
御
家
人
。
綾
部
小
次
郎
道
明
跡
。
後
家
善
阿
女
子
。
小
田
原
郎
景
郷
配
分
為
知
行
。
マ
タ
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
節
度
使
己
丑
年
遣
使
来
朝
。
納
歳
遣
一
二
舩
書
称
九
州
節
度
使
源
教
直
。
或
称
九
州
都
元
帥
。
或
称
九
州
総
管
。
居
肥
前
州
阿ア
也ヤ
非ヘ
知チ
綾
部
ト
云
。
マ
タ
『
渋
川
系
図
』〔
6
〕【
84
】
ニ
、
滿
直
三
男
教
直
探
題
。
文
明
十
一
年
於
綾
部
卒
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
三
根
郷
郡
六
所
ナ
ド
ア
リ
。
此
ハ
近
世
ノ
東
郷
（
千
栗
）・
綾
部
郷
・
坊
所
郷
・
西
島
郷
・
矢
股
郷
・
下
村
郷
ヲ
云
ナ
リ
。『
肥
前
古
跡
詠
』
ニ
、
漢
部
郷
。
在
綾
部
村
。
文
和
年
間
。
探
題
一
色
居
城
。
応
安
四
年
。
今
川
伊
豫
守
貞
世
代
。
任
探
題
以
此
城
為
支
城
居
第
。
仲
秋
応
永
之
初
。
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渋
川
満
頼
代
。
今
川
任
探
題
来
居
。
于
此
赤
星
遠
江
守
。
東
攻
満
頼
。
々
々
逃
于
博
多
城
。
応
永
二
十
五
年
。
其
子
義
俊
。
以
将
軍
義
持
命
任
探
題
来
居
。
于
此
後
称
綾
部
城
者
是
也
。「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
甲
途
支
配
総
田
数
文
書
」【
85
】
ニ
、
綾
部
庄
七
十
町
ナ
ド
ア
リ
。 
〔
6
〕
曰
『
太
平
記
』（
卅
三
）
延
文
三
年
大
原
合
戦
ニ
、
綾
部
修
理
亮
。
『
九
州
記
』
ニ
、
漢
部
某
ト
ア
ル
モ
、
皆
三
根
郡
漢
部
ノ
由
ア
リ
キ
聞
之
。 
【
83
】「
今
曰
漢
部
ニ
ア
リ
。
今
ハ
漢
ヲ
綾
ニ
作
ル
」
こ
の
部
分
、
国
本
は
分
注
の
形
で
記
す
。 
【
84
】「
マ
タ
『
渋
川
系
図
』
ニ
、
滿
直
三
男
教
直
探
題
。
文
明
十
一
年
於
綾
部
卒
」
国
本
な
し
。 
【
85
】「「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
甲
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
綾
部
庄
七
十
町
ナ
ド
ア
リ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
米
多
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。
〉 
此
郷
之
中
有
レ
井
。
名
曰
二
米
多
井
一
水
味
鹹
。
曩
者
。
海
藻
生
二
於
此
井
之
底
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
御
二
覧
井
底
之
海
藻
一
。
即
勅
賜
レ
名
曰
二
海
藻
生
井
一
。
今
訛
謂
二
米
多
井
一
。
以
為
二
郷
名
一
。 
異
本
、「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
井
水
「
水
」
湯
本
ナ
シ
。 
○
曩
者
異
本
「
往
昔
」
ニ
作
ル
。 
○
海
藻
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
云
、
海
藻
（
迩
岐
米
俗
周
和
布
字
【
86
】。
○
『
本
草
和
名
』【
87
】
云
、
海
藻
和
名
之
末
毛
。
一
名
尓
岐
女
。
一
名
於
古
和
布
見
。
『
三
代
実
録
』
・
主
税
寮
・
大
膳
職
・
主
水
司
等
式
按
、
『
万
葉
集
』
稚
海
藻
和
海
藻
和
可
米
。
即
是
『
延
喜
式
』
亦
或
用
稚
海
藻
字
）
味
苦
鹹
寒
無
毒
者
也
。（
「
廣
本
」
無
者
也
。
二
字
与
『
千
金
翼
方
』
・『
証
類
本
艸
』
二
部
中
品
合
。
按
『
食
物
本
艸
』
裙
帯
菜
可
充
迩
岐
米
）「
本
朝
令
」
云
、
滑
海
藻
（
阿
良
米
。
俗
用
荒
布
。
○
荒
布
見
「
大
膳
職
式
」
）
末
滑
海
藻
。（
加
知
女
。
俗
用
搗
布
搗
末
之
義
也
。
○
滑
海
藻
・
末
滑
海
藻
並
見
「
賦
役
令
」
又
按
『
本
艸
図
経
』
云
、
東
海
。
又
有
一
種
。
海
帯
似
海
藻
而
麁
且
長
登
州
人
取
乾
之
柔
靱
可
以
繋
束
医
家
用
下
水
速
於
海
藻
昆
布
類
。
是
可
以
充
阿
良
米
。
貝
原
氏
曰
、
加
知
米
。
或
云
、
相
良
米
。
相
良
遠
江
地
名
。
似
海
藻
細
狹
多
皺
。
文
於
之
為
末
加
之
羹
。
最
粘
滑
搗
布
見
。
『
伊
呂
波
字
類
抄
』・
下
総
本
無
「
搗
末
之
搗
」
及
「
也
」
字
。
伊
勢
廣
本
同
。
廣
本
滑
海
藻
別
為
一
条
）
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
海
藻
。「
大
膳
式
」
曰
。
和
布
。
マ
タ
海
藻
（
シ
マ
モ
）。
マ
タ
「
祝
詞
式
」
ニ
、
奥
津
藻
菜
辺
津
藻
菜
。
其
考
ニ
、
藻
ヲ
ハ
毛
波
ト
云
リ
。
毛
ト
ノ
ミ
云
ハ
略
ナ
リ
ナ
ド
ア
リ
。 
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【
86
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
「
味
苦
鹹
寒
無
毒
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
底
本
は
『
延
喜
式
』
の
下
に
あ
り
。 
【
87
】「
○
『
本
草
和
名
』
云
…
…
最
粘
滑
搗
布
見
」
国
本
な
し
。 
○
井
之
「
之
」
印
本
ナ
シ
。
曼
本
ニ
拠
テ
補
フ
。 
○
米
多
『
古
事
記
』（
応
神
天
皇
段
）
ニ
、
若
野
毛
二
股
王
。
娶
其
母
弟
百
師
木
伊
呂
辨
。
亦
名
弟
日
売
。
直
若
比
売
命
。
生
子
大
郎
子
。
亦
名
意
富
々
杼
王
者
。
筑
紫
之
米
多
君
等
之
祖
也
。
マ
タ
『
旧
事
紀
』（
十
）
ニ
、
筑
紫
米
多
国
造
。
志
賀
高
穴
穗
朝
御
世
。
息
長
公
同
祖
。
稚
沼
毛
二
股
命
孫
。
都
紀
女
加
定
賜
国
造
。
（
本
居
翁
曰
、
志
賀
高
穴
穗
朝
ト
云
ハ
、
二
股
命
ト
時
世
違
ヘ
リ
。
ミ
タ
リ
コ
ト
ナ
リ
）
マ
タ
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
肥
前
国
米
多
荘
（
四
至
）
田
数
三
十
四
丁
。
用
作
三
段
云
々
。
牛
十
七
箇
所
。
御
荘
等
。
或
御
位
田
百
卅
町
。（
天
平
勝
宝
年
中
。
公
家
之
奉
寄
）
御
供
田
十
二
丁
。（
同
年
中
同
奉
寄
）
或
油
料
荘
等
也
。
抑
根
本
者
。
散
在
諸
郡
之
間
。
国
使
入
部
検
田
之
時
。
以
公
田
称
御
封
田
。
以
御
封
田
。
号
公
田
之
故
。
且
公
損
。
且
神
事
懈
怠
之
故
。
以
見
作
散
在
。
御
封
田
。
令
相
轉
。
国
領
見
作
荒
野
差
四
至
各
所
為
一
箇
神
領
也
。
マ
タ
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」【
88
】
ニ
、
米
多
庄
。
五
十
七
町
三
反
。
マ
タ
米
多
庄
。
三
十
四
町
ナ
ド
ア
リ
。
上
峯
村
大
字
防
所
ノ
中
ニ
、
米
多
ア
リ
。
此
所
ナ
リ
。（
近
古
ハ
防
所
郷
ア
リ
テ
米
多
郷
ナ
シ
）
本
郡
三
田
川
村
大
字
市
武
ニ
、
刈
目
島
村
ア
リ
。
目
ハ
海
藻
ニ
テ
、
米
多
郷
ニ
由
ア
ル
ニ
ハ
非
ル
カ
。
又
或
人
『
九
州
軍
記
』
等
ニ
、
米
多
井
氏
ノ
人
見
エ
タ
リ
シ
ヤ
ウ
ニ
覚
ユ
ト
イ
ヘ
レ
ハ
、
此
地
ニ
由
ア
ル
人
ナ
ラ
ン
。
伊
藤
氏
曰
、
コ
ヽ
ニ
井
ト
ア
ル
ハ
川
ノ
了
ニ
テ
、
今
日
井
ノ
如
ク
ナ
ル
者
ニ
ハ
非
サ
リ
シ
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
。
凡
テ
上
古
ニ
ハ
水
ヲ
ク
ム
処
ハ
江
ニ
テ
モ
川
ニ
テ
モ
、
ミ
ナ
井
ト
ノ
ミ
唱
ヘ
タ
ル
趣
ナ
レ
ハ
、
尚
弘
ク
考
フ
ヘ
ナ
リ
。「
村
名
帳
」
ニ
、
坊
所
古
ノ
内
ニ
江
迎
村
・
江
越
村
・
市
橋
村
ナ
ト
ア
リ
。
此
江
ト
云
コ
ト
彼
メ
タ
井
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
カ
。 
【
88
】「
マ
タ
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
…
…
此
江
ト
云
コ
ト
彼
メ
タ
井
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
カ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。
な
お
、
甲
本
、「
上
峯
村
大
字
防
所
ノ
中
ニ
、 
米
多
ア
リ
。
此
所
ナ
リ
。（
近
古
ハ
防
所
郷
ア
リ
テ
米
多
郷
ナ
シ
）」
の
記
述
は
あ
れ
ど
も
、「
本
郡
三
田
川
村
大
字
市
武
」
以
下
の
記
述
な
し
。 
 
神
埼
郡
。
郷
九
所
。
里
二
十
六
。
驛
一
所
。
烽
一
所
。
寺
一
所
。 
 
郡
「
戸
令
」
ニ
、
凡
郡
八
里
以
上
。
為
中
郡
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
バ
、
本
郡
九
郷
（
郷
ハ
里
ナ
リ
。
上
ニ
出
）
ナ
レ
バ
中
郡
ナ
リ
。（
「
職
員
令
」【
89
】
ニ
、
中
郡
。
大
領
一
人
。
主
政
一
人
。
主
帳
一
人
）
大
体
ハ
亥
位
ヨ
リ
寅
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
、
筑
前
ニ
界
シ
、
寅
ヨ
リ
辰
ニ
至
ル
迄
ハ
旧
三
根
郡
ニ
界
シ
、
辰
ヨ
リ
午
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
千
歳
川
ヲ
帯
ヒ
、
午
ヨ
リ
戌
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
佐
賀
郡
ニ
ツ
ヽ
キ
、
戌
ヨ
リ
亥
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
小
城
郡
ニ
接
ス
。
米
・
麦
・
茶
・
楮
・
櫨
・
油
菜
等
ヲ
産
ス
。『
続
後
紀
』（
承
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和
三
年
十
月
）
ニ
、
肥
前
国
神
埼
郡
空
閑
地
。（
○
今
空
閑
ヲ
俗
ニ
コ
ガ
ト
訓
ム
【
90
】。
則
チ
古
賀
ヨ
リ
「
御
村
帳
」
ニ
、
本
郡
口
山
内
ニ
、
古
賀
村
尾
崎
郷
ニ
、
西
古
賀
村
蒲
田
郷
ニ
、
下
古
賀
村
作
用
郷
ニ
、
上
古
賀
村
等
ア
リ
。
本
文
ハ
何
シ
ノ
方
ナ
ラ
ン
）
六
百
九
十
町
。
為
勅
旨
田
。
マ
タ
『
百
練
抄
』（
大
治
二
年
五
月
）
ニ
、
神
埼
荘
献
鯨
珠
一
顆
於
院
。
仍
令
勘
和
漢
之
例
。（
中
原
師
遠
ノ
『
鯨
珠
記
』
ア
リ
。
此
珠
、
現
ニ
三
田
川
村
大
字
由
手
東
妙
寺
ニ
在
ト
云
ハ
イ
カ
ヽ
）
マ
タ
『
東
鑑
』
ニ
、
神
埼
御
荘
兵
粮
米
等
。
可
停
止
之
旨
。
以
帥
中
納
言
。
被
仰
北
條
殿
之
間
。
今
日
且
任
府
宣
。
且
相
尋
子
細
。
可
致
沙
汰
之
由
。
被
示
遣
天
野
藤
内
遠
景
。
其
上
被
申
開
東
（
云
々
）。
肥
前
国
神
埼
荘
。
可
停
止
武
士
濫
行
事
。
可
被
仰
天
野
藤
内
遠
景
之
許
（
云
々
）。
マ
タ
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
神
崎
東
田
数
十
二
丁
三
反
。
国
半
不
輸
。
マ
タ
『
豫
章
記
』
（
弘
安
四
年
）
ニ
、
蒙
古
襲
来
云
々
。
河
野
通
有
、
大
力
大
剛
ノ
者
ナ
レ
バ
、
身
命
ヲ
ス
テ
戦
程
ニ
、
大
將
ト
覚
シ
キ
玉
冠
キ
タ
ル
ヲ
、
虜
ニ
シ
テ
云
々
。
通
有
、
此
時
ノ
恩
賞
ニ
肥
前
国
神
埼
荘
小
崎
郷
（
○
西
郷
村
大
字
尾
崎
）
同
加
納
（
城
田
村
大
字
嘉
納
）
下
東
郷
、
後
日
ニ
拝
領
。
同
荘
餘
残
同
荒
野
、
肥
後
国
下
久
々
村
以
上
、
三
百
丁
賜
之
。
同
當
国
山
崎
荘
ヲ
拝
領
ス
。
マ
タ
『
安
楽
寺
草
創
日
記
』
ニ
、
永
保
三
年
。
為
勅
旨
寄
進
観
興
寺
石
動
荘
。（
○
今
東
春
村
大
字
石
動
）
四
十
町
。（
在
肥
前
）
マ
タ
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」【
91
】
ニ
、
神
埼
郡
庄
三
千
町
。
マ
タ
左
辨
官
下
太
宰
府
。
応
禁
断
寺
領
内
殺
生
狼
藉
弘
通
律
法
。
肥
前
国
東
妙
（
○
今
宝
珠
山
ト
号
ス
）
眞
言
宗
沙
法
両
寺
（
○
今
妙
法
寺
ハ
東
妙
寺
ノ
旁
ニ
ア
リ
）
事
云
々
。
彼
荘
内
為
異
国
征
伐
。
自
古
奉
崇
三
所
大
明
神
。
所
謂
奇
稲
田
姫
。（
○
今
大
若
子
命
ノ
誤
リ
）
高
志
白
角
折
神
（
○
今
大
若
子
命
ハ
本
体
、
高
志
白
角
折
神
ハ
相
殿
是
也
云
々
）
永
仁
六
年
七
月
十
四
日
。
右
中
辨
藤
原
朝
臣
（
判
）。
大
史
小
槻
宿
祢
（
判
）。
マ
タ
沙
門
唯
円
実
。
肥
前
国
東
妙
々
法
両
寺
殺
生
禁
断
事
。
任
今
年
七
月
十
四
日
宣
旨
。
同
九
月
七
日
。
関
東
御
下
知
之
旨
。
禁
断
寺
領
内
殺
生
。
可
令
停
止
甲
乙
人
等
狼
藉
之
状
如
件
。
永
仁
六
年
十
一
月
廿
六
日
。
前
上
総
介
平
朝
臣
判
。
マ
タ
西
大
寺
末
寺
諸
国
散
在
僧
尼
寺
領
事
。
奏
聞
之
処
。
止
武
士
甲
乙
人
等
濫
妨
。
可
被
抽
御
祈
祷
之
忠
之
由
。
天
氣
所
候
也
。
仍
執
達
如
件
。
元
弘
三
年
六
月
十
六
日
覚
律
上
人
（
御
房
）
左
少
辨
判
。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
。
鎮
守
櫛
田
。
高
志
。
官
長
。
詎
安
（
并
）。
晴
氣
保
。（
○
小
城
郡
晴
田
村
大
字
晴
氣
ア
リ
）
近
古
此
辺
ヲ
晴
氣
郷
ト
イ
フ
。
内
以
下
。
地
頭
職
事
。
任
目
録
。
當
知
行
不
可
有
相
違
者
。
天
氣
如
此
悉
之
以
状
。
元
弘
三
年
十
一
月
四
日
。
本
居
執
行
館
左
少
辨
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
。
東
妙
々
法
両
寺
領
甲
乙
人
寄
附
（
并
）。
買
得
田
畠
在
家
。
荒
野
等
。
當
知
行
。
不
可
有
相
違
。
殊
可
被
致
御
祈
祷
忠
者
。
天
氣
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
建
武
元
年
三
月
廿
三
日
。
唯
円
上
人
御
房
。
右
少
辨
（
判
）。
マ
タ
雜
訴
決
断
所
牒
。
筑
前
宗
像
社
。
官
幣
社
大
宮
司
氏
長
申
。
肥
前
国
神
崎
荘
内
。
當
知
行
五
町
事
云
々
。
建
武
元
年
三
月
廿
四
日
。
右
中
辨
藤
原
朝
臣
（
判
）。
西
市
正
中
原
朝
臣
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
。
東
妙
々
法
両
寺
領
。
甲
乙
人
寄
附
（
并
）。
買
得
田
畠
在
家
。
荒
野
等
事
。
任
去
月
廿
三
日
綸
旨
當
知
行
。
不
可
有
相
違
候
。
仍
執
達
如
件
。
建
武
元
年
四
月
十
四
日
。
東
妙
々
法
寺
両
寺
市
丈
平
（
判
）【
92
】
。
マ
タ
『
渋
川
家
譜
』
（
永
享
六
年
正
月
）
ニ
、
満
直
與
少
貳
于
肥
前
神
崎
而
死
。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
内
東
妙
々
法
両
寺
。
當
知
行
之
地
等
。
管
領
不
可
有
相
違
者
。
天
氣
如
此
。
仍
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執
達
如
件
。
正
平
十
三
年
三
月
廿
三
日
。
東
妙
寺
（
長
老
）。
左
中
辨
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
櫛
田
宮
造
宮
事
。
任
先
例
可
令
致
沙
汰
給
之
由
。
依
仰
下
候
也
。
仍
執
達
如
件
。
正
平
十
六
年
二
月
廿
八
日
。
東
妙
寺
長
老
。
沙
弥
道
哲
（
判
）。
沙
弥
道
准
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
。
東
妙
寺
雜
掌
定
心
等
。
與
櫛
田
宮
荘
官
小
稗
善
西
法
代
。
子
息
光
直
相
論
。
當
荘
賀
崎
郷
（
○
今
ナ
シ
）
長
歌
里
神
埼
阿
智
大
字
永
歌
拾
坪
。
田
地
壱
町
壱
段
事
云
々
。
正
平
廿
四
年
四
月
十
日
。
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
櫛
田
宮
。
免
田
地
之
事
云
々
。
任
代
々
證
文
之
旨
。
不
可
有
知
行
相
違
候
。
仍
為
後
證
之
状
如
件
。
貞
和
五
年
八
月
。
高
志
櫛
田
太
宮
司
殿
。
宮
内
少
輔
（
判
）。
マ
タ
所
々
本
領
等
事
。
任
文
書
之
理
。
知
行
不
可
有
相
違
之
由
。
一
品
親
王
御
氣
色
如
此
。
悉
之
以
状
。
天
授
三
年
十
二
月
十
三
日
。
本
告
執
行
（
館
）。
左
少
將
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
東
妙
寺
塔
婆
事
。
為
勅
願
之
儀
。
遂
修
造
（
一
本
理
ニ
作
ル
）
本
之
功
。
殊
可
奉
祈
天
下
泰
平
者
。
院
宣
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
暦
応
二
年
六
月
一
日
。
良
念
上
人
（
御
房
）。
按
察
使
維
預
。
マ
タ
肥
前
国
東
妙
寺
。
為
御
祈
願
所
凝
無
貳
之
懇
志
。
宜
行
萬
年
之
宝
祚
者
。
天
氣
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
元
徳
三
年
四
月
十
三
日
。
唯
円
上
人
御
房
。
勘
解
由
次
官
（
判
）。
五
条
頼
元
。
マ
タ
肥
前
国
阿
弥
陀
院
為
御
祈
祷
所
。
早
凝
無
貳
之
懇
志
。
宜
祈
万
年
之
宝
算
者
。
天
氣
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
元
徳
三
年
四
月
廿
三
日
。
唯
円
上
人
御
房
。
勘
解
由
次
官
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
上
八
郷
事
。
任
故
御
所
御
沙
汰
之
旨
。
知
行
不
可
有
相
違
之
由
。
依
仰
執
達
如
件
。
三
月
十
二
日
。
謹
上
五
條
左
午
頭
殿
。
左
少
將
奉
。
マ
タ
太
政
官
符
。
伊
豫
国
。
応
令
左
衛
門
少
尉
越
智
（
○
河
野
氏
）
通
盛
為
肥
前
国
神
埼
荘
内
荒
野
替
領
知
。
當
国
吉
原
郷
一
方
地
頭
領
知
分
事
。
右
正
二
位
行
中
納
言
兼
大
蔵
卿
左
京
大
夫
大
判
事
侍
従
藤
原
朝
臣
公
明
宣
。
奉
勅
。
宜
令
件
通
盛
領
知
者
。
国
宜
承
知
。
依
宣
行
之
。
符
到
奉
行
。
建
長
二
年
十
月
四
日
。
正
五
位
上
行
右
少
辨
藤
原
朝
臣
（
判
）。
修
理
東
大
寺
佛
長
官
正
四
位
下
行
左
大
史
小
槻
宿
祢
（
判
）。
マ
タ
譲
與
肥
前
国
神
崎
庄
小
崎
郷
（
并
）。
餘
残
荒
野
地
頭
職
事
。
右
六
郎
通
將
任
。
先
例
可
令
領
知
之
状
如
件
。
暦
応
三
年
二
月
十
三
日
。
河
野
對
馬
守
入
道
善
恵
（
判
）。
○
『
寛
文
印
集
』
ニ
、
神
埼
郡
百
四
拾
四
箇
村
。
四
万
九
千
三
百
三
拾
五
石
弐
斗
七
升
一
合
【
93
】
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
神
崎
郡
。
百
九
村
。
高
四
万
九
千
三
百
三
拾
五
石
二
斗
七
升
壱
合
。「
明
治
廿
一
年
ノ
調
」【
94
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
八
千
五
百
八
十
九
戸
。
四
万
四
千
百
〇
八
口
。
田
五
千
三
百
六
十
二
丁
。
畑
一
千
〇
〇
五
丁
七
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
四
万
九
千
百
七
十
九
口
。
マ
タ
「
大
内
家
壁
書
」【
95
】
（
上
ニ
ア
リ
）
ニ
、
従
山
口
於
御
分
国
中
行
程
日
数
事
云
々
。
肥
前
国
神
崎
八
日
。
請
文
廿
一
日
以
上
。
右
訴
人
ノ
申
状
ニ
ヨ
リ
テ
召
文
ヲ
ナ
サ
ル
ニ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ヤ
ヽ
モ
ス
レ
ハ
合
遲
参
イ
タ
ツ
ラ
ン
日
数
ヲ
ヘ
ル
ノ
間
、
シ
ル
シ
ヲ
カ
ル
ニ
者
。
但
御
用
ニ
シ
タ
カ
ヒ
差
遣
起
脚
等
ハ
其
時
儀
ニ
望
テ
、
早
速
ニ
往
来
ス
ヘ
シ
。
此
壁
書
之
次
第
若
違
背
セ
シ
ム
ル
輩
ニ
ヲ
ヰ
テ
ハ
、
可
被
処
罪
科
之
由
御
評
定
畢
。
諸
人
可
有
存
知
之
由
所
被
仰
出
候
。
仍
執
達
如
件
。
寛
正
二
年
六
月
廿
九
日
。
備
中
守
（
奉
）
秀
明
。
左
衛
門
大
内
（
奉
）
正
安
。 
肥
前
国
神
崎
。
マ
タ
『
郷
村
帳
』
ニ
、
本
郡
郷
十
九
郷
。
大
村
百
五
十
六
村
。
小
村
百
八
村
。
男
女
二
万
九
千
四
百
四
十
人
ナ
ド
ア
リ
【
96
】
。（
○
今
『
三
代
実
録
』
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貞
観
十
五
年
九
月
ニ
、
授
肥
前
国
正
六
位
上
白
角
折
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
仁
比
山
村
大
字
城
原
ニ
ア
リ
。
村
社
ナ
リ
。
同
村
大
字
的
鎮
座
村
社
。
「
日
枝
神
社
文
書
」
ニ
、
当
山
御
祈
祷
事
。
奏
聞
之
処
。
早
帰
千
手
千
眼
之
誓
約
。
宜
所
公
家
武
家
之
安
全
者
。
院
宣
如
此
悉
之
以
状
。
五
月
十
日
。
仁
比
山
衆
徒
中
権
中
納
言
（
判
）。
境
野
村
大
字
境
原
鎮
座
古
社
「
若
宮
神
社
文
書
」
ニ
、
勅
宣
文
禄
三
年
八
月
廿
一
日
宣
旨
。
肥
前
国
若
宮
宜
叙
正
一
位
。
蔵
人
頭
右
中
辨
藤
原
光
豐
（
奉
）
ト
ア
リ
） 
【
89
】
底
本
「
職
員
令
」
の
条
文
に
一
部
脱
文
あ
り
。
あ
る
い
は
こ
れ
を
抹
消
せ
し
か
。
国
本
・
甲
本
に
よ
り
補
う
。 
【
90
】「（
○
今
空
閑
ヲ
俗
ニ
コ
ガ
ト
訓
ム
。
…
…
本
文
ハ
何
シ
ノ
方
ナ
ラ
ン
）」
国
本
な
し
。 
【
91
】「
マ
タ
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
神
埼
郡
庄
三
千
町
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
92
】「
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
。
鎮
守
櫛
田
。
高
志
。
官
長
。
詎
安
（
并
）。
晴
氣
保
。（
○
小
城
郡
晴
田
村
大
字
晴
氣
ア
リ
）
近
古
此
辺
ヲ
晴
氣
郷
ト
イ
フ
。
内
以
下
。
地
頭
職
事
。
任
目
録
。 
當
知
行
不
可
有
相
違
者
。
天
氣
如
此
悉
之
以
状
。
元
弘
三
年
十
一
月
四
日
。
本
居
執
行
館
左
少
辨
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
神
崎
荘
。
東
妙
々
法
両
寺
領
甲
乙
人
寄
附
（
并
）
。
買
得
田
畠
在
家
。
荒
野
等
。
當
知
行
。
不
可
有
相
違
。
殊
可
被
致
御
祈
祷
忠
者
。
天
氣
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
建
武
元
年
三
月
廿
三
日
。
唯
円
上
人
御
房
。
右
少
辨
（
判
）
。
マ
タ
雜
訴
決
断
所
牒
。
筑
前
宗
像
社
。
官
幣
社
大
宮
司
氏
長
申
。
肥
前
国
神
崎
荘
内
。
當
知
行
五
町
事
云
々
」
国
本
・
甲
本
、
こ
の
部
分
の
記
事
の
配
列
が
一
致
せ
ず
。
未
整
理
の
た
め
か
。 
【
93
】「
○
『
寛
文
印
集
』
ニ
、
神
埼
郡
百
四
拾
四
箇
村
。
四
万
九
千
三
百
三
拾
五
石
弐
斗
七
升
一
合
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
94
】「『
明
治
廿
一
年
ノ
調
』
ニ
ヨ
レ
ハ
…
…
マ
タ
『
大
内
家
壁
書
』（
上
ニ
ア
リ
）」
国
本
な
し
。 
【
95
】
底
本
『
大
内
氏
壁
書
』
以
下
の
部
分
を
頭
注
で
記
す
も
、
甲
本
に
よ
り
本
文
に
編
入
す
。 
【
96
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
南
里
氏
曰
、
筑
後
ノ
人
西
牟
田
永
家
、
弘
安
四
年
夷
賊
征
伐
ノ
功
ニ
ヨ
リ
テ
神
崎
郡
内
処
々
ノ
地
ヲ
賜
ハ
ル
。
安
富
頼
泰
モ
同
功
ニ
ヨ
リ
神
崎
郷
竹
郷
（
今
日 
竹
村
ア
リ
）
波
杵
郡
舩
越
村
等
ノ
地
ト
ナ
ル
。
河
野
通
有
モ
同
功
ア
リ
。
已
カ
領
地
神
崎
郡
尾
崎
村
ノ
大
楠
ニ
蒙
古
ノ
首
ヲ
カ
ケ
実
検
ス
。
此
首
ヲ
京
ニ
送
リ
シ
カ
ハ
、
恩
賞
ト
シ
テ
肥
後
ノ
内
并
ニ
肥
前
神
崎
郡
ノ
内
ニ
テ
数
百
丁
ノ
地
ヲ
賜
ハ
ル
」
と
あ
り
。 
○
郷
九
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
蒲
田
。（
加
万
田
）
三
根
。（
美
祢
）
神
崎
。（
加
牟
佐
岐
。
○
今
ノ
神
埼
町
【
97
】
）
及
ヒ
近
辺
宮
処
（
美
也
登
古
呂
）
ト
ア
リ
。
本
記
ニ
舩
帆
郷
ア
リ
。
尚
四
所
ヲ
逸
ス
。
九
所
ノ
中
ニ
上
ノ
五
所
ハ
郡
ノ
東
南
ニ
ア
リ
。
然
レ
ハ
逸
シ
タ
ル
ハ
西
北
ノ
方
ナ
ラ
ン
。
上
ニ
引
ク
『
豫
章
記
』
ニ
、
小
崎
郷
。
「
正
応
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
神
崎
荘
云
々
。
倉
戸
郷
。（
○
神
埼
町
大
字
本
ニ
倉
戸
ア
リ
）
乙
板
春
里
竹
村
郷
。（
○
西
古
村
大
字
竹
村
）
利
田
里
。（
○
同
上
竹
村
ニ
ア
リ
）
青
木
里
。
藍
染
里
。
歌
安
里
。
戻
太
田
里
。
河
依
里
。
上
條
郷
岩
田
村
。（
○
西
古
村
大
字
尾
崎
ニ
ア
リ
）
松
崎
里
。（
○
同
上
條
郷
）
加
納
中
郷
。
加
崎
郷
。（
○
近
世
マ
テ
存
ス
）
蒲
田
郷
。
加
納
中
島
里
。
牟
知
里
。『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
三
根
西
郷
。
又
上
ノ
文
書
ニ
、
上
八
郷
ナ
ド
ア
リ
。
此
事
ノ
中
ナ
ル
ベ
シ
。 
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【
97
】「（
加
牟
佐
岐
。
○
今
ノ
神
埼
町
）」
と
す
る
部
分
、
国
本
は
「（
加
無
佐
支
。
○
今
神
崎
駅
ノ
東
ニ
ツ
ヽ
キ
テ
、
神
崎
ヶ
里
ア
リ
。
此
辺
ナ
ラ
ン
。
上
ニ
引
ク
『
正
応
二
年
ノ
文
書
』 
ニ
、
神
崎
東
郷
横
田
村
ト
ア
リ
。
横
田
村
ハ
今
ノ
駅
ノ
東
北 
里
ニ
ア
リ
）」
と
す
。 
○
里
二
十
六
上
ニ
出
ス
数
里
ノ
外
、
名
称
所
在
、
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」【
98
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
百
五
十
八
村
ナ
リ
。
廿
二
年
改
革
シ
テ
、
神
埼
村
大
字
神
埼
・
本
堀
・
田
道
・
永
歌
・
枝
ケ
里
、
小
津
西
郷
村
大
字
横
武
・
姉
川
・
本
告
・
牟
田
・
竹
村
、
尾
崎
村
大
字
直
島
・
姉
黒
井
・
嘉
納
・
記
田
・
下
板
、
境
野
村
大
字
境
原
・
餘
江
下
、
西
蓮
池
村
大
字
蓮
池
・
見
島
・
小
松
・
古
賀
、
千
歳
村
大
字
渡
瀬
迎
、
島
崎
村
柳
島
、
三
田
川
村
大
字
吉
田
・
田
手
・
箱
川
・
豆
田
、
東
脊
振
村
大
字
大
曲
・
石
動
・
三
津
・
松
隈
、
仁
比
山
村
大
字
的
村
・
志
波
、
屋
隺
・
村
城
・
原
、
脊
振
村
大
字
廣
滝
・
腹
巻
・
鹿
路
、
三
瀬
村
大
字
三
瀬
、
藤
原
江
村
ト
シ
、
廿
六
年
神
埼
村
ヲ
町
ト
ス
。『
武
鑑
』
ニ
、
鍋
島
家
五
万
二
千
六
百
二
十
五
石
余
在
所
。
肥
前
佐
嘉
郡
蓮
池
ト
ア
レ
ト
モ
、
小
城
鹿
島
ト
同
ク
別
ニ
官
ノ
朱
章
ア
ル
ニ
非
ス
。
佐
賀
鍋
島
侯
ノ
内
、
證
分
地
ナ
リ
シ
池
ヲ
本
郡
ニ
入
レ
タ
ル
ハ
、
明
治
廿
〇
年
ナ
リ
） 
【
98
】「
明
治
十
年
ノ
調
」
以
下
の
部
分
、
国
本
な
し
。 
○
駅
一
所
【
99
】
神
埼
町
大
字
田
道
ヶ
里
ニ
駅
ヶ
里
ア
リ
。
是
カ
。 
【
99
】
以
下
の
部
分
、
国
本
は
「
今
ノ
神
崎
駅
ノ
東
北
ニ
駅
ヶ
里
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
。
郡
ノ
名
義
ノ
起
ル
荒
神
ノ
社
ハ
、
今
ノ
駅
ノ
櫛
田
神
社
ナ
レ
ハ
、
郡
家
ハ
此
駅
ニ
ア
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
」 
と
す
。 
○
寺
一
所
〈
僧
寺
〉
背
振
村
ノ
背
振
山
東
門
寺
（
天
台
宗
）
ナ
ラ
ン
。
此
ハ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
十
二
年
五
月
）
ニ
、
授
筑
前
国
。
当
時
ハ
彼
国
内
ニ
入
リ
タ
リ
シ
カ
。
正
六
位
上
背
布
利
神
従
五
位
下
。
○
今
背
振
村
、
鎮
座
郷
社
祭
ル
所
、
神
三
女
神
ト
ア
ル
社
ノ
座
主
寺
ナ
リ
。
古
傳
ニ
、
神
功
皇
后
征
韓
ノ
祈
リ
ノ
為
ニ
此
ノ
社
ヲ
立
ツ
。
其
後
僧
傳
教
弘
法
・
智
澄
・
慈
覚
等
、
ミ
ナ
此
寺
ニ
於
テ
求
法
ス
。
昔
ハ
僧
房
類
百
ア
リ
。
古
文
書
モ
多
カ
リ
シ
ト
イ
フ
。
何
レ
ノ
頃
ニ
カ
此
寺
ノ
児
子
、
故
ア
リ
テ
筑
前
早
良
郡
油
山
ノ
僧
房
ニ
遁
レ
入
リ
シ
ヲ
、
此
寺
ヨ
リ
返
ス
ベ
キ
田
ヲ
云
ト
モ
、
返
サ
ヽ
リ
シ
カ
バ
、
僧
徒
怒
リ
テ
、
油
山
ノ
僧
房
ヲ
焼
リ
、
彼
僧
マ
タ
此
寺
ヲ
焼
ク
。
此
ヨ
リ
此
寺
衰
ヘ
タ
リ
ト
ソ
。
其
後
元
禄
中
、
肥
筑
ノ
人
民
ド
モ
、
社
傍
ノ
地
ヲ
争
ヒ
、
遂
ニ
幕
府
ノ
判
決
ト
ナ
リ
、
神
社
并
ニ
傍
地
、
悉
ク
肥
前
ノ
中
タ
ル
コ
ト
益
確
実
セ
リ
【
100
】
。 
【
100
】
国
本
、
こ
の
下
に
分
注
の
形
で
「（『
三
代
実
録
』
ニ
、
此
山
神
ヲ
筑
前
国
ト
ア
ル
ハ
、
本
社
肥
筑
ノ
界
ニ
ア
レ
ハ
、
筑
前
侶
者
ト
モ
ヨ
リ
授
位
ヲ
清
シ
ナ
ト
ニ
依
リ
シ
ナ
ラ
ン
）」 
と
記
す
。 
 
昔
者
。
此
郡
有
二
荒
神
一
。
徃
来
之
人
多
被
二
殺
害
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
此
神
和
平
。
自
レ
爾
以
来 
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無
二
更
有
一
レ
慄
。
因
曰
二
神
埼
郡
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
荒
神
此
事
、
上
（
基
肄
郡
姫
社
郷
）
ニ
、
山
途
川
之
西
。
有
荒
神
。
行
路
之
人
。
多
被
殺
害
。
半
凌
。
半
殺
。
于
時
卜
求
祟
由
。
マ
タ
下
（
佐
嘉
郡
）
ニ
、
山
之
川
上
。
有
荒
神
。
往
来
之
人
。
半
生
。
半
殺
。
大
荒
田
祭
。
此
神
郡
（
○
今
荒
神
ノ
コ
ト
、
摂
津
・
筑
後
・
播
磨
風
土
記
等
ニ
モ
見
ユ
）
ナ
ド
ア
リ
。
神
埼
町
大
字
神
埼
ニ
、
即
チ
縣
社
櫛
田
神
社
ア
リ
。
社
傳
ニ
祭
神
ハ
、
彼
ノ
荒
振
神
ニ
テ
、
実
ハ
大
若
子
命
、
一
名
幡
主
命
ナ
リ
ト
イ
フ
。「
神
名
式
」
ニ
、
伊
勢
国
多
氣
郡
、
マ
タ
朝
明
郡
ニ
マ
ス
櫛
田
神
社
ト
同
ナ
リ
。
因
テ
此
処
モ
櫛
田
神
社
ト
称
ス
。
此
命
、
垂
仁
天
皇
ノ
御
世
ニ
死
リ
マ
シ
ヽ
ヲ
、
此
地
ニ
祭
リ
シ
カ
ヽ
リ
荒
ビ
マ
シ
ヽ
ナ
ラ
ン
。
或
曰
、『
倭
姫
命
世
記
』
ニ
、
阿
佐
加
乃
祢
尼
坐
。
而
伊
豆
速
布
留
神
。
百
往
人
者
。
五
十
人
取
死
。
卌
往
人
者
。
廿
人
取
死
。
如
此
伊
豆
速
布
留
。
時
尓
倭
比
売
命
。
於
朝
廷
大
若
子
乎
進
上
而
。
彼
神
乎
申
上
者
。
種
々
大
御
手
建
物
。
彼
神
進
屋
波
志
々
豆
目
平
奉
止
。
詔
遣
下
給
支
。
于
時
其
神
乎
。
佐
加
乃
山
嶺
。
社
作
定
而
。
其
神
乎
夜
波
志
々
都
米
上
奉
天
。
労
祀
支
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
バ
【
101
】
、
此
命
ハ
荒
振
神
ヲ
和
メ
マ
シ
ヽ
神
ナ
リ
。
然
ル
ニ
爰
ニ
ハ
、
却
テ
カ
ク
荒
ビ
マ
ス
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
故
ニ
カ
ア
ラ
ン
。
○
郡
家
ハ
神
埼
町
大
字
神
埼
ノ
辺
ニ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
其
近
旁
ニ
、
駅
ヶ
里
ト
云
所
モ
ア
リ
【
102
】
。 
【
101
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
大
若
子
命
ハ
荒
振
神
ヲ
和
ソ
給
ヒ
シ
神
ナ
リ
。
然
ル
ニ
今
、
却
テ
荒
ヒ
給
フ
コ
ト
ハ
ア
ル
マ
シ
ト
云
ハ
如
何
ア
ラ
ン
。
此
ハ
其
時
、
此
社
ニ
無
礼
コ
ト
ナ
ト
ノ 
ア
リ
ケ
ン
ヲ
怒
リ
咎
メ
給
ヒ
テ
御
綾
威
ヲ
カ
ク
フ
ル
ヒ
給
ヒ
シ
所
ニ
シ
テ
、
神
意
ノ
甚
モ
奇
シ
ク
測
リ
知
リ
カ
タ
キ
所
ナ
リ
」
と
あ
り
。 
【
102
】「
駅
ヶ
里
ト
云
所
モ
ア
リ
」
底
本
「
駅
オ
ク
ケ
ヲ
モ
思
フ
ベ
シ
」
と
あ
る
も
、
文
意
不
明
な
る
に
よ
り
、
甲
本
に
よ
り
改
む
。 
 
三
根
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。
〉 
此
郷
。
有
レ
川
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
入
レ
海
。
有
二
年
魚
一
。
同
天
皇
行
幸
之
時
。
御
舩
従
二
其
川
瀬
一
。
来
御
二
宿
此
村
一
。
天
皇
勅
曰
。
夜
素
御
寐
。
甚
有
二
安
穏
一
。
此
村
可
レ
謂
二
天
皇
御
寐
安
村
一
。
因
名
二
御
寐
一
。
今
改
二
寐
字
一
為 
レ
根
。 
此
郷
現
ニ
、
此
郡
中
ニ
ア
ル
コ
ト
無
シ
。
此
條
三
根
郡
ノ
名
義
ノ
起
ル
所
ナ
レ
バ
、
元
三
根
郡
ノ
中
ニ
ア
リ
シ
ガ
錯
ヒ
テ
コ
ヽ
ニ
入
ツ
ル
ナ
ラ
ン
。
サ
テ
然
此
川
ハ
綾
部
川
ニ
テ
、
一
名
ヲ
寒サウ
水ツ
川
ト
イ
フ
。
源
ヲ
三
養
基
郡
麓
村
大
字
立
石
ノ
石
谷
山
ニ
発
ス
。
天
皇
筑
後
ヨ
リ
千
歳
川
ヲ
渡
リ
テ
、
此
川
ノ
末
流
ノ
千
歳
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川
ニ
入
ル
ト
コ
ロ
、
南
茂
安
村
大
字
西
島
辺
ニ
御
宿
リ
マ
シ
。
其
処
ヲ
御
寐
村
ト
号
ケ
マ
シ
ヽ
ガ
、
遂
ニ
郷
ノ
名
ト
ナ
リ
、
又
郡
ノ
名
ト
モ
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
。
然
ル
ト
キ
ハ
、
郷
本
郡
内
ト
ス
ル
モ
、
郡
東
ト
セ
サ
レ
バ
叶
ハ
ズ
。
又
郡
西
ノ
西
ハ
南
ノ
誤
リ
カ
。
下
ノ
蒲
田
郷
。
在
郡
西
ト
ア
ル
西
モ
南
ノ
誤
リ
ナ
リ
。
現
地
然
リ
【
103
】
。『
和
名
抄
』
ニ
、
本
郡
ニ
三
根
郷
ア
ル
モ
怪
ム
ベ
シ
ト
カ
ク
本
文
、
郡
西
ノ
西
ハ
東
カ
南
カ
、
又
ハ
三
根
郡
ノ
内
ト
カ
。『
和
名
抄
』
モ
誤
リ
ト
カ
セ
ザ
レ
ハ
、
此
條
ハ
解
シ
難
シ
。『
東
鑑
』
寛
元
四
年
三
月
ニ
、
肥
前
国
御
家
人
。
安
徳
三
郎
。
右
馬
允
政
康
所
領
事
。
任
舎
兄
政
尚
。
政
家
之
例
。
除
所
職
再
安
堵
下
文
之
外
。
私
領
可
召
上
。
肥
前
国
三
根
。
西
郷
刀トラ
延ノブ
名
三
分
之
一
之
由
。
越
前
兵
庫
助
奉
行
。
伊
藤
氏
曰
、
根
下
ニ
郡
ヲ
省
ケ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
マ
タ
「
河
上
神
社
天
福
元
年
文
書
」
ニ
、
可
早
任
鎌
倉
殿
。
御
下
文
旨
。
令
領
知
肥
前
国
三
根
西
郷
内
。
正
義
名
田
并
免
田
貳
町
伍
段
。
久
乃
名
田
参
町
伍
段
云
々
事
。「
同
元
亨
三
年
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
三
根
西
郷
久
能
向
島
正
義
名
云
々
。
マ
タ
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
三
根
。
西
郷
。
下
毛
。
園
田
地
五
丁
許
。
并
屋
敷
（
已
国
半
不
輸
）
ナ
ド
ア
リ
。 
【
103
】「
現
地
然
リ
。
…
…
「
同
元
亨
三
年
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
三
根
西
郷
久
能
向
島
正
義
名
云
々
」
国
本
な
し
。 
○
年
魚
『
箋
註
和
名
抄
』【
104
】
ニ
、
鮎
。『
本
草
』
云
、
鮧
魚
（
上
音
夷
。
○
「
伊
勢
本
」、
作
音
啼
。『
証
類
本
草
』
云
、
音
夷
。
又
音
題
然
。『
廣
韵
』
云
、
鮧
鮎
也
。
社
奚
切
。
又
云
、
鱁
鮧
塩
蔵
魚
膓
以
脂
切
二
字
音
義
不
同
。『
説
文
』
云
、
鮷
大
鮎
也
。
鱁
鮧
本
作
逐
夷
。
故
音
夷
。
其
字
本
不
同
也
。
此
作
音
啼
為
。
是
『
本
草
和
名
』
云
、
仁
諝
。
音
帝
然
啼
題
並
社
奚
切
。
在
平
声
十
二
斉
属
定
母
帝
在
去
声
十
二
霽
属
端
母
。
其
音
不
同
。
則
帝
当
是
啼
字
之
壊
）「
蘇
敬
註
」
云
、
一
名
鮎
魚
。（
上
奴
兼
半
。
阿
由
。
『
漢
語
抄
』
云
、
銀
口
魚
。
又
云
、
細
鱗
魚
。
○
『
証
類
本
草
』
上
品
引
同
奴
兼
反
。
与
『
集
韵
』
一
音
合
。
按
鮧
魚
。
一
名
鮎
魚
。
即
上
文
所
載
鯰
也
。
源
君
鯰
訓
奈
万
豆
為
允
別
。
銕
鮎
為
阿
由
者
。
誤
按
皇
国
従
来
鮎
字
訓
阿
由
。「
神
功
紀
」
云
々
。
谷
川
氏
曰
、
年
魚
、
後
人
用
鮎
字
者
、
本
此
故
事
蓋
此
亦
太
古
故
従
古
魚
。
然
則
年
魚
之
鮎
字
、
皇
国
所
製
會
意
字
。
銕
鮎
字
作
字
之
原
。
自
異
輔
仁
以
其
字
体
偶
日
誤
。
訓
『
本
草
』
銕
魚
。
一
名
鮎
魚
為
阿
由
。
源
君
襲
其
誤
也
。
又
按
「
神
功
紀
」
用
細
鱗
魚
与
。『
漢
語
抄
』
合
細
鱗
魚
見
雁
蕩
山
志
銀
口
魚
未
聞
。『
崔
禹
經
』
云
、
白
似
鱒
而
小
。
有
白
皮
無
鱗
。
春
生
夏
長
）
秋
衰
冬
死
。
故
名
年
魚
也
。（
○
『
医
心
方
』
引
云
、
鮎
魚
兒
似
鱒
而
。
小
色
白
中
有
白
垢
大
者
一
二
尺
。
小
者
七
八
寸
。
無
鱗
。
春
生
夏
長
。
秋
衰
冬
死
。
此
引
作
有
白
皮
者
。
恐
誤
脱
。
按
『
食
経
』
所
説
与
『
本
草
』
鮎
魚
逈
別
而
与
阿
由
形
状
。
略
似
春
生
冬
死
亦
同
。
只
云
、
無
鱗
者
不
合
益
。
是
魚
其
鱗
至
細
。
故
云
無
鱗
欤
。
然
則
『
医
心
方
』
鮎
魚
字
当
従
此
所
引
作
年
魚
。
然
『
本
草
和
名
』
銕
魚
条
題
鮎
引
『
崔
禹
』
云
々
。
則
輔
仁
所
見
『
食
経
』
亦
与
『
医
心
方
』
所
引
同
疑
年
鮎
声
近
而
誤
之
。
『
古
事
記
』・『
日
本
紀
』・『
令
』・『
式
』・『
大
神
宮
儀
式
帳
』
・『
万
葉
集
』
皆
用
年
魚
字
）
マ
タ
『
槐
記
抄
』
ニ
、
今
日
ア
ユ
ノ
考
申
上
、
鰷
、
ア
ユ
．
．
ト
訓
ス
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
香
魚
ト
書
テ
ヨ
キ
由
、
松
岡
氏
ノ
説
ナ
リ
。
シ
カ
レ
ド
モ
、『
巻
懐
食
鏡
』
ハ
、
香
月
牛
山
ノ
作
ニ
テ
、
先
達
ノ
序
文
ナ
リ
。
然
ル
ニ
鰷
ヲ
ア
ユ
．
．
ト
訓
ス
。
貝
原
氏
ノ
『
大
和
本
草
』
ニ
ハ
、
鰷
魚
、
一
名
香
魚
ト
シ
テ
、『
両
航
雜
録
』
ヲ
引
テ
、
一
年
ノ
モ
ノ
ヽ
由
見
エ
タ
リ
。
中
村
惕
斎
カ
『
訓
蒙
図
景
』
ニ
ハ
、
年
魚
ト
書
タ
レ
ド
モ
、
出
処
ナ
キ
由
申
シ
ア
リ
。
何
レ
ト
モ
面
白
シ
。
明
日
ト
ク
ト
御
考
ア
ル
ベ
キ
ノ
由
仰
ラ
ル
。
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今
日
『
康
煕
字
典
』
ニ
、
鮎
『
説
文
』
鯷
也
。『
爾
雅
』・『
釈
名
』
註
、
鮎
別
名
鯷
。『
江
東
通
』
呼
鮎
為
鮧
。
マ
タ
鯷
『
正
韵
』
曰
、
鮷
博
雅
鮎
也
。『
類
篇
』
魚
十
斤
。
戦
国
策
鯷
冠
称
縫
註
、
鯷
大
鮎
以
其
皮
為
冠
。
マ
タ
鮧
『
集
韵
』
亦
作
鯷
。『
本
草
』
銕
魚
。
即
鯷
也
。
今
人
皆
呼
慈
音
即
是
。
鮎
魚
『
尓
雅
』
翼
鮧
魚
偃
額
両
目
上
陳
。
口
方
頭
大
尾
小
。
身
滑
無
鱗
ウ
ル
コ
。
謂
之
鮎
魚
。
言
黏
滑
也
。『
正
韵
』
與
鮷
同
大
鮎
也
。『
類
篇
』
或
作
鮧
。
亦
作
鯷
ト
ア
リ
。
然
レ
バ
鮎
・
鯷
・
鮷
・
鮧
ミ
ナ
ナ
マ
ヅ
．
．
．
ノ
コ
ト
ニ
テ
年
魚
ニ
非
ス
。『
塵
溙
塧
囊
抄
』
等
ニ
、
鮧
ヲ
ア
ユ
．
．
ト
訓
タ
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
支
那
ニ
ハ
、
コ
ヽ
ノ
年
魚
ニ
正
ク
當
ル
文
字
ナ
シ
。『
大
和
本
草
』
ニ
、
鰷
ヲ
ア
ユ
．
．
ト
訓
メ
ト
非
ナ
リ
。
今
日
鰷
ハ
エ
ナ
リ
。
ア
ユ
．
．
ハ
ア
イ
．
．
ト
モ
云
フ
。『
日
本
紀
』
ニ
、
年
魚
ト
イ
フ
。
漢
名
香
魚
（
『
両
航
雜
録
』
）。
一
名
記
月
魚
（
同
）。
湲
鰛
（
『
漳
州
府
志
』
）。
細
鱗
魚
（
平
陽
『
雁
蕩
山
志
』
）。『
日
本
紀
』
ニ
、
細
鱗
魚
ト
書
セ
リ
ト
ア
ル
ハ
、
精
キ
考
ヘ
ナ
リ
。
谷
川
士
清
氏
伊
勢
人
カ
、
ア
ユ
．
．
、『
南
産
志
』
ニ
イ
フ
漢
鰛
ナ
リ
。
俗
ニ
鮎
ヲ
訓
ハ
、『
和
名
抄
』
ニ
、
本
ツ
ケ
リ
。
鮎
ハ
ナ
マ
ツ
．
．
．
ナ
レ
ド
モ
、
神
功
皇
后
ノ
年
魚
ヲ
モ
テ
占
セ
ラ
セ
シ
ニ
由
ル
ナ
ド
云
リ
。
彼
柁
ニ
梶
ヲ
用
ヰ
ル
如
ク
、
此
方
ノ
製
字
ニ
シ
テ
支
那
ノ
鮎
ト
ハ
異
ナ
リ
。
此
ハ
聊
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、
誤
易
キ
コ
ト
ナ
レ
バ
、
カ
ク
辨
ヘ
正
シ
ツ
。 
【
104
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
『
万
葉
集
』
皆
用
年
魚
字
」
と
あ
る
部
分
、
国
本
は
「『
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
云
、
銕
魚
、「
蘇
敬
注
」
云
、
一
名
鮎
。
和
名
安
由
。
『
楊
氏
漢
語
抄
』 
云
、
銀
口
魚
。
又
云
、
細
鱗
。『
崔
禹
錫
食
経
』
云
、
貌
似
鱒
而
小
有
白
皮
。
無
鱗
。
春
生
。
夏
長
。
秋
衰
。
冬
死
。
故
曰
年
魚
也
」
と
す
。 
○
御
寐
「
寐
」
印
本
「
寝
」
ニ
作
ル
。
曼
本
・
竃
本
、
及
ヒ
下
文
ニ
拠
テ
改
ム
。 
○
安
穏
荒
木
田
氏
曰
、
安
穩
二
字
、『
遊
仙
窟
』
訓
麻
世
久
、『
萬
葉
集
』
九
、
有
麻
勢
久
ノ
詞
可
併
考
。 
○
今
改
御
字
為
三
「
御
字
為
三
」
ノ
四
字
ハ
、
臆
度
ヲ
以
補
フ
。
然
ラ
サ
レ
バ
文
理
通
エ
ザ
レ
バ
ナ
リ
【
105
】
。 
【
105
】
国
本
、
こ
の
下
に
「『
東
鑑
』
ニ
、
肥
前
国
御
家
人
安
徳
三
郎
右
馬
允
政
康
所
領
事
。
任
舎
兄
政
尚
政
家
之
例
除
所
職
再
安
堵
下
文
之
外
。
私
領
可
召
上
肥
前
国
三
根
西
郷
刀
延
名 
三
分
一
之
由
。
越
前
兵
庫
助
奉
行
ト
ア
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
 
舩
帆
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。
〉 
同
天
皇
巡
行
之
時
。
諸
氏
人
等
擧
二
落
葉
一
。
舩
擧
レ
帆
参
二
集
於
三
根
川
之
津
一
。
供
二
奉
天
皇
一
。
因
曰
二
舩
帆
郷
一
。
又
御
舩
沈
二
石
四
顆
一
。
存
二
其
津
邉
一
。
此
中
一
顆
。〈
高
六
尺
径
五
尺
。
〉
一
顆
。〈
高
八
尺
径
五
尺
。
〉
無
レ
子
婦
女
。
就
二
此
二 
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石
一
。
恭
祷
祈
者
。
必
得
レ
妊
二
産
。
一
顆
一
。〈
高
四
尺
径
五
尺
。
〉
一
顆
。〈
高
三
尺
径
四
尺
。
〉
亢
旱
之
時
。
就
二
此
二
石
雩
一
。
并
祈
者
。
必
為
二
雨
落
一
。 
此
郷
、『
和
名
抄
』
ニ
モ
本
郡
ノ
中
ニ
収
メ
タ
レ
ト
誤
リ
ナ
ラ
ン
。
今
ハ
其
名
ヲ
タ
ニ
聞
カ
ズ
。
又
郡
西
ニ
舩
ヲ
泛
ブ
へ
キ
川
ナ
シ
如
シ
。
此
モ
郡
四
ツ
西
ハ
南
ノ
誤
リ
カ
。
南
ニ
ハ
舩
ヲ
泛
ブ
ベ
キ
処
ア
リ
。
此
モ
三
根
郡
ノ
中
ナ
リ
シ
ガ
、
錯
ヒ
テ
本
郡
ノ
條
下
ニ
入
リ
ツ
ル
ナ
ラ
ン
。
三
根
郡
上
峯
村
大
字
堤
ニ
、
舩
名
ト
云
所
ア
リ
。
ソ
コ
ニ
雩
ス
レ
バ
験
シ
ア
リ
ト
イ
フ
石
ア
リ
ト
ソ
。
此
ハ
沈
石
ヲ
云
カ
。
然
シ
石
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
ニ
舩
ノ
往
来
ス
ル
ハ
ナ
シ
。
今
舩
ニ
テ
渡
ル
ベ
キ
川
ヨ
リ
、
舩
石
ト
云
所
マ
テ
ハ
三
里
【
106
】
許
モ
隔
リ
タ
レ
バ
、
然
ニ
ハ
非
シ
カ
。
此
処
ハ
山
村
ナ
ル
ニ
、
舩
石
ト
云
地
ハ
、
イ
ト
ニ
ツ
カ
ハ
シ
カ
ラ
ヌ
ニ
、
依
テ
考
フ
ル
ニ
、
沈
名
ハ
モ
ト
、
南
ノ
川
辺
ニ
在
シ
ヲ
後
コ
ヽ
ニ
移
セ
シ
ナ
ラ
ン
。
扨
ソ
レ
ガ
遂
ニ
地
名
ト
ナ
リ
タ
ル
カ
。（
三
養
基
郡
旧
三
根
郡
ニ
米
多
村
大
字
防
所
ニ
碇
ト
云
所
ア
リ
。
此
モ
コ
ヽ
ニ
由
ア
リ
ケ
ナ
リ
）
或
曰
、
上
ノ
破
名
ハ
三
養
基
郡
中
原
村
大
字
原
古
賀
ノ
内
舟
石
大
満
宮
ノ
境
内
ニ
ア
リ
〔
7
〕【
107
】
。 
〔
7
〕『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
楯
縫
郡
是
所
謂
石
神
者
是
多
伎
都
比
古
之
命
御
二
見
当
早
生
両
必
令
零
也
ト
ア
リ
。
本
文
ニ
似
タ
リ
。 
【
106
】「
三
里
」、
国
本
は
「
一
二
里
」
、
甲
本
は
「
二
里
」
と
す
。 
【
107
】「
扨
リ
レ
ガ
遂
ニ
地
名
ト
ナ
リ
タ
ル
カ
。
三
養
基
郡
旧
三
根
郡
ニ
米
多
村
大
字
防
所
ニ
破
ト
云
所
ア
リ
。
此
モ
コ
ヽ
ニ
由
ア
リ
ケ
ナ
リ
。
或
曰
、
上
ノ
破
名
ハ
三
養
基
郡
中
原
村
大
字 
原
古
賀
ノ
内
舟
石
大
満
宮
ノ
境
内
ニ
ア
リ
」
国
本
な
し
。 
○
落
葉
舩
【
108
】「
落
葉
」
異
本
ナ
シ
。『
古
今
集
』
ニ
、
白
波
ニ
秋
ノ
木
ノ
葉
ノ
ウ
カ
ル
ヘ
ヲ
ア
マ
ノ
流
セ
ル
舟
カ
、
ト
ソ
見
ル
。『
土
佐
日
記
』
ニ
、
ミ
ナ
人
々
ノ
舟
イ
ツ
コ
レ
ヲ
見
レ
ハ
、
春
ノ
海
ニ
秋
ノ
木
ノ
葉
ノ
シ
モ
チ
レ
ル
ヤ
ウ
ニ
ソ
ア
リ
ケ
ル
。『
大
井
川
行
幸
和
歌
』
ノ
序
ニ
、
秋
ノ
水
ニ
ウ
カ
ヒ
テ
ハ
流
ル
ヽ
木
ノ
葉
ト
ア
ヤ
マ
タ
レ
。『
新
拾
遺
集
』
ニ
、
波
ノ
ウ
ヘ
ニ
、
漕
ツ
ヽ
ユ
ケ
ハ
、
山
近
之
嵐
ニ
、
チ
レ
ル
木
ノ
葉
ト
ヤ
見
ン
。『
続
拾
遺
集
』
ニ
、
波
ノ
ウ
ヘ
ヽ
、
ウ
カ
フ
木
ノ
葉
ト
、
見
エ
ル
カ
ナ
、
漕
キ
ハ
ナ
レ
ユ
ク
、
ア
ケ
ノ
ソ
ホ
舟
。『
柏
玉
葉
』
ニ
、
雲
居
ヨ
リ
、
オ
ツ
ル
木
ノ
葉
ニ
、
見
エ
ツ
ル
ヤ
、
川
上
ク
タ
ル
、
ウ
チ
ノ
紫
柏
舟
。『
新
題
林
集
』
ニ
、
波
ノ
ウ
ヘ
、
一
葉
ノ
舟
ニ
、
ミ
ヲ
オ
ク
モ
、
釣
ノ
ウ
ケ
ナ
ル
、
ワ
ザ
ト
シ
ラ
ス
ヤ
。
浦
風
ノ
、
サ
ソ
ヒ
ス
テ
タ
ル
、
木
ノ
葉
カ
ト
、
波
ニ
チ
リ
ウ
ク
、
ア
マ
ノ
釣
舟
。『
夫
木
集
』
ニ
、
チ
リ
ヤ
ス
キ
、
一
葉
ノ
舟
ノ
、
ウ
チ
ナ
カ
ラ
、
サ
ス
カ
月
日
ヲ
、
マ
タ
ワ
タ
リ
ツ
ヽ
。
此
ハ
落
葉
舟
ト
イ
フ
言
葉
ド
モ
ナ
リ
。（
佐
渡
人
萩
野
由
之
氏
曰
【
109
】
、
紅
葉
舟
ハ
遊
舟
ナ
リ
。『
源
氏
物
語
』
ニ
、
紅
葉
ヲ
フ
キ
カ
サ
リ
タ
ル
舟
ノ
カ
サ
リ
錦
ト
、
見
ユ
ル
ヽ
コ
ヱ
、
ヽ
ヽ
吹
出
ル
、
モ
ノ
ヽ
ネ
ト
モ
。
風
ニ
キ
ホ
ヒ
テ
、
オ
ト
ロ
ヽ
ヽ
ヽ
、
シ
キ
マ
テ
覚
ユ
。『
新
後
撰
集
』
神
無
月
ノ
コ
ロ
歌
合
ノ
マ
ケ
ワ
サ
セ
サ
セ
給
ヒ
ケ
ル
ト
キ
、
法
皇
御
幸
侍
ケ
ル
ニ
、
紅
葉
ノ
舟
ニ
ツ
ク
ヘ
キ
歌
ト
テ
ツ
カ
フ
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マ
ツ
リ
ケ
ル
藤
原
為
道
、
紅
葉
ノ
、
ア
ケ
ノ
ソ
ホ
舟
、
ユ
キ
ヨ
セ
ヨ
、
此
ヲ
ト
マ
リ
ト
、
君
モ
見
ル
マ
テ
。『
新
千
載
集
』
承
保
三
年
十
月
、
大
井
川
逍
遥
ノ
納
言
隆
信
ノ
歌
ニ
モ
、
紅
葉
ノ
御
舟
ト
ヨ
メ
ル
歌
ア
メ
ヨ
メ
ル
歌
ア
リ
テ
、『
中
古
御
遊
』
ナ
ト
ニ
ハ
、
主
ト
セ
サ
セ
給
ヘ
ル
ニ
ヤ
。『
肥
前
風
土
記
』
ニ
景
行
天
皇
巡
行
ノ
ト
キ
、
諸
氏
人
等
挙
落
葉
舟
挙
帆
参
集
於
三
根
川
之
津
ト
云
コ
ト
見
エ
タ
リ
。
是
モ
紅
葉
舟
ナ
ル
ヘ
シ
。
上
古
ノ
遺
風
ト
見
ユ
。
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
） 
【
108
】
国
本
、「
落
葉
舩
」
の
頭
注
に
「
落
葉
舩
ト
コ
ミ
シ
ハ
久
老
ガ
文
字
シ
ラ
ヌ
故
ノ
ヨ
ミ
人
等
落
乗
レ
舩
ト
ア
ル
ヲ
シ
ラ
ズ
シ
テ
カ
ク
ヨ
ミ
シ
人
ア
ヤ
マ
レ
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
109
】「
佐
渡
人
萩
野
由
之
氏
曰
…
…
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
」
の
部
分
、
国
本
な
し
。 
○
川
之
「
之
」
印
本
ナ
シ
。
湯
本
・
曼
本
・
異
本
ニ
拠
テ
補
フ
。 
○
沈
石
【
110
】
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
四
声
字
花
』
云
、
海
中
以
石
駐
舟
曰
破
。（
丁
定
反
字
。
亦
作
矴
。
伊
加
利
。
○
『
廣
韵
』
矴
石
無
破
字
。『
集
韵
』
矴
破
。
同
矴
石
『
韵
會
』
曰
矴
錘
舟
。
石
或
作
碇
。
即
此
『
訓
蒙
字
會
』
錠
。
漢
人
亦
曰
鉄
猫
。
『
正
字
通
』
云
、
俗
書
刋
誤
云
。
舩
上
鉄
（
猫
）
曰
錨
。
即
今
舩
首
尾
四
角
。
又
用
鉄
索
貫
之
。
投
水
中
使
舩
不
動
揺
者
。
按
古
人
□
〔
舟
主
〕
舟
皆
用
石
。
故
矴
錠
字
従
石
。
後
人
用
鉄
造
。
有
四
爪
。
名
曰
鉄
猫
。
或
曰
、
錨
所
以
駐
舟
。
則
同
而
其
状
大
異
。『
万
葉
集
』
重
石
訓
同
。
又
単
用
重
字
） 
【
110
】
沈
石
の
項
目
、
国
本
な
し
。 
○
存
其
竃
本
・
異
本
「
存
」
下
ニ
「
乎
」
ア
リ
。 
○
高
四
「
四
」
曼
本
「
八
」
ニ
作
ル
。 
○
祷
祈
異
本
、
此
二
字
倒
置
ス
。
湯
本
「
祷
」
ナ
シ
。 
○
雩
并
「
并
」
異
本
「
並
」
ニ
作
ル
。 
 
蒲
田
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。
〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
御
二
宿
此
郷
西
一
。
薦
二
御
膳
一
之
時
。
蝿
甚
多
鳴
。
其
聲
大
囂
。
天
皇
勅
云
。
蝿
声
甚
囂
。
因
曰
二
囂
郷
一
。
今
謂
二
蒲
田
郷
一
訛
也
。 
郡
西
「
西
」
ハ
「
南
」
ノ
誤
リ
カ
。
又
ハ
「
西
」
上
ニ
「
南
」
ヲ
脱
ス
ル
カ
。
現
地
然
リ
。 
○
膳
之
「
之
」
曼
本
ナ
シ
。 
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○
郷
訛
【
111
】
「
郷
」
ハ
衍
ナ
リ
。
○
『
郷
村
帳
』
ニ
、
蒲
田
郷
之
分
。
一
下
古
賀
村
。
一
道
地
村
。
一
蒲
田
村
。
一
小
松
村
。
一
見
島
村
。
一
餘
江
村
。
一
川
崎
村
ト
ア
リ
テ
、
近
キ
頃
マ
テ
郷
名
存
シ
タ
リ
シ
ガ
、
明
治
廿
二
年
改
革
シ
テ
、
蒲
田
村
ハ
蓮
池
村
大
字
小
松
ノ
中
ニ
入
ル
。「
正
応
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
弘
安
四
年
。
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
。
肥
前
国
神
崎
庄
分
配
事
。
一
人
肥
後
国
大
野
岩
崎
二
郎
。
田
地
伍
町
。
蒲
田
郷
加
納
中
島
里
。
牟
知
里
。
マ
タ
「
東
妙
寺
文
書
」
【
112
】
ニ
、
一
任
章
乱
章
長
兼
基
通
貞
寄
進
状
。
嘉
暦
三
年
十
月
廿
五
日
。
武
蔵
修
理
亮
英
時
。
被
成
下
知
状
畢
云
々
。
屋
鋪
蒲
田
郷
借
馬
里
廿
一
坪
一
宇
云
々
。
蒲
田
郷
加
納
用
作
郷
。
所
新
田
里
畠
二
段
云
々
。
蒲
田
郷
鳥
飡
里
十
七
坪
。
屋
敷
一
宇
云
々
。
蒲
田
郷
下
蒲
田
里
三
坪
。
屋
敷
一
宇
云
々
。
右
両
寺
。
東
妙
妙
法
寺
当
知
行
公
田
等
坪
付
注
進
如
件
。
建
武
二
年
六
月
日
。
マ
タ
「
安
冨
文
書
」
ニ
、
下 
安
冨
孫
三
郎
泰
治
。
可
令
早
領
知
肥
前
国
神
崎
。
蒲
田
郷
内
。
中
島
同
庄
内
倉
郷
。
藤
木
田
畠
屋
敷
山
野
。
地
頭
職
事
。
右
任
嘉
元
三
年
七
月
九
日
。
関
東
。
文
嘉
暦
正
中
。
元
徳
鎮
西
度
々
下
知
状
等
。
可
令
領
掌
之
状
如
件
。
貞
和
七
年
四
月
廿
日
（
判
）。
足
利
直
冬
。
マ
タ
「
深
堀
文
書
」
ニ
、
深
堀
遠
江
守
時
清
申
。
肥
前
国
於
神
崎
庄
勲
功
恩
賞
地
事
。 
中
郷
内
箱
川
。
○
三
田
川
村
大
字
箱
川
三
町
。
蒲
田
手
目
結
島
。
○
蓮
池
村
大
字
見
島
五
町
。
西
郷
内
境
。
○
境
野
村
大
字
塩
原
三
町
。
此
等
下
賜
次
目
安
堵
御
判
弥
為
抽
忠
節
粗
言
上
如
件
。
応
永
十
一
年
八
月
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
蒲
田
江
村
。
マ
タ
『
西
国
諸
家
盛
衰
記
』
ニ
、
蒲
田
・
崎
村
ナ
ド
ア
リ
。 
【
111
】
郷
訛
の
項
目
、
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「
○
此
郷
名
、
今
ハ
一
聚
落
ノ
地
ニ
存
セ
リ
。
其
江
邉
ニ
近
キ
所
ヲ
蒲
田
津
ト
イ
ヒ
、
田
圃
ニ
ア
ル
所
ヲ
蒲
田
江
村
ト
イ
フ
。『
元
禄
図
』 
に
、
蒲
田
江
村
ト
ア
ル
ハ
両
処
ヲ
合
セ
テ
云
ナ
リ
。『
西
国
諸
家
盛
衰
記
』
ニ
、
蒲
田
崎
村
ト
ア
ル
蒲
田
モ
両
処
ヲ
合
セ
タ
ル
号
ナ
リ
」
と
い
う
文
あ
り
。 
【
112
】「
マ
タ
「
東
妙
寺
文
書
」
ニ
…
…
応
永
十
一
年
八
月
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
琴
木
岡
。〈
高
二
丈
周
五
十
丈
。
在
二
郡
南
一
。
〉 
此
地
平
原
。
元
来
無
レ
岡
。
大
足
彦
天
皇
。
勅
曰
此
地
之
形
。
必
可
レ
有
レ
岡
。
即
令
二
郡
丁
一
起
造
。
此
岡
造
畢
之
時
。
登
レ
岡
宴
賞
。
興
闌
之
後
。
竪
二
其
御
琴
一
。
々
化
二
為
樟
一
。〈
高
五
尺
周
三
丈
。
〉
因
曰
二
琴
木
岡
一
。 
郡
丁
竃
本
・
湯
本
・
曼
本
「
群
下
」
ニ
作
ル
。 
○
興
闌
「
闌
」
湯
本
「
岡
」
ニ
作
ル
。 
○
三
丈
「
丈
」
印
本
「
尺
」
ニ
作
ル
。
曼
本
・
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
或
曰
、
印
本
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
可
ナ
ラ
ン
。
後
考
ヲ
待
ツ
。
尚
○
此
岡
ノ
所
在
、
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。
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或
曰
、
境
野
村
大
字
餘
江
ア
リ
。
ソ
コ
ニ
村
社
香
椎
宮
ア
リ
。
其
地
高
ク
シ
テ
大
水
ニ
モ
沈
ム
コ
ト
ナ
シ
。
則
チ
岡
ノ
址
ナ
ラ
ン
。「
東
妙
寺
文
書
」
ニ
、
神
埼
郡
蒲
田
社
。（
○
村
社
出
雲
大
社
）
祭
供
免
田
（
川
崎
境
野
村
大
字
餘
江
ニ
ア
リ
）
二
町
（
号
芦
野
開
）
餘
枝
（
○
餘
江
【
113
】
）
尾
方
一
坪
五
段
二
丈
。（
字
号
毎
木
宮
ノ
脇
）
田
地
等
之
事
。
任
代
々
證
文
等
之
旨
。
令
停
止
地
頭
之
違
乱
社
家
。
知
行
不
可
有
相
違
者
也
。
仍
状
如
件
。
閏
十
一
月
五
日
判
。（
○
或
曰
、
本
書
ハ
六
百
年
前
ノ
者
ナ
ラ
ン
【
114
】
）【
115
】（
マ
タ
肥
前
国
彼
杵
庄
深
堀
三
郎
五
郎
時
明
謹
言
上
。
欲
早
任
御
教
書
旨
。
急
速
馳
参
致
忠
節
上
者
。
下
賜
安
堵
御
下
文
。
戸
町
浦
西
彼
杵
郡
。
地
頭
職
同
杉
浦
。
以
下
同
萱
木
。
竹
留
。
同
国
佐
嘉
郡
高
木
村
。〈
○
高
木
瀬
村
大
字
高
木
〉
内
田
地
。
屋
敷
一
分
。
地
頭
職
同
国
神
崎
庄
内
堺
村
地
頭
職
。
同
庄
三
惠
島
村
地
頭
職
事
。
右
所
々
者
。
持
明
相
傳
私
領
也
。
然
早
任
傍
例
。
賜
安
堵
御
下
文
。
為
備
後
證
。
粗
言
上
如
件
。
貞
和
六
年
十
月
日
ナ
ド
ア
リ
【
116
】
） 
【
113
】「（
○
餘
江
。）」
と
あ
る
箇
所
、
国
本
は
「
（
○
餘
江
村
ニ
ア
リ
）
」
と
す
。 
【
114
】「（
○
或
曰
、
本
書
ハ
六
百
年
前
ノ
者
ナ
ラ
ン
）」
と
あ
る
箇
所
、
国
本
は
「（
○
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ス
）」
と
す
。 
【
115
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
今
泉
千
秋
氏
（
本
国
人
）
曰
、
此
書
年
号
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
五
百
年
許
ノ
モ
ノ
ト
見
エ
、
毎
木
宮
ニ
テ
香
椎
宮
ヲ
云
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
116
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
マ
タ
深
堀
遠
江
守
時
清
申
肥
前
国
於
神
崎
庄
勲
切
恩
賞
地
事
。
中
地
内
箱
河
三
町
蒲
田
江
目
結
島
五
町
西
地
内
境
三
町
。
此
等
下
賜
次
目
安
堵
御
判
弥
為
抽 
忍
即
粗
言
上
如
件
。
応
永
十
一
年
八
月
日
ナ
ト
ア
リ
。
堺
村
ハ
今
ノ
堺
原
駅
ニ
テ
、
三
恵
島
村
目
結
島
ハ
今
ノ
見
島
村
ナ
ラ
ン
。
共
ニ
餘
江
村
ニ
近
キ
所
ナ
リ
）
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
甲
本
は
「
応
永
十
一
年
八
月
日
ナ
ト
ア
リ
」
以
下
の
記
述
な
し
。 
 
宮
處
郷
。〈
在
二
郡
西
南
一
。
〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
於
二
此
村
一
奉
レ
造
二
行
宮
一
。
因
曰
二
宮
處
郷
一
。 
異
本
、
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。
○
此
郷
、『
和
名
抄
』
ノ
外
ハ
書
等
ニ
見
ア
タ
ラ
ズ
。
又
然
イ
フ
地
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
西
南
ノ
字
ニ
ヨ
レ
ハ
【
117
】
、
此
郷
ハ
蓮
池
村
・
境
野
村
等
ノ
辺
ニ
當
ル
。 
【
117
】「
西
南
ノ
字
ニ
ヨ
レ
ハ
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
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肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
 
中 
佐
嘉
郡
。
郷
六
所
。
里
一
十
九
。
驛
一
所
。
寺
一
所
。 
郡
「
戸
令
」
ニ
ヨ
ル
ニ
、
本
郡
ハ
六
郷
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
亥
位
ヨ
リ
辰
ニ
至
マ
テ
ハ
、
神
埼
郡
ニ
界
シ
、
辰
ヨ
リ
千
歳
川
ヲ
帯
ヒ
、
川
遂
ニ
海
ト
ナ
リ
テ
未
ニ
至
ル
。
未
ヨ
リ
亥
ニ
至
マ
テ
ハ
小
城
郡
ニ
接
シ
、
米
・
麦
・
綿
・
櫨
・
油
菜
等
ヲ
産
ス
。『
日
本
紀
』（
安
閑
天
皇
二
年
五
月
）
ニ
、
置
火
国
。
春
日
部
。
屯
倉
。
国
府
。
本
郡
ニ
ア
レ
ハ
、
屯
倉
モ
同
郡
カ
。
マ
タ
（
宣
化
天
皇
元
年
五
月
）
筑
肥
豊
国
屯
倉
。
散
在
懸
隔
。
マ
タ
『
霊
異
記
』
ニ
、
大
安
寺
僧
戒
明
大
徳
。
被
任
竺
紫
国
府
。
大
国
師
之
時
。
宝
亀
七
八
箇
年
。
此
頃
。
肥
前
国
佐
嘉
郡
大
領
正
七
位
上
佐
賀
（
異
本
嘉
）
君
【
118
】
。
児
公
君
。
設
安
居
會
講
戒
明
法
令
講
八
十
花
厳
。
マ
タ
『
長
秋
記
』（
大
治
五
年
七
月
）
ニ
、
参
女
院
御
方
。
次
女
房
。
有
被
事
。
別
当
示
権
右
中
辨
顕
頼
云
。
最
勝
御
庄
。
肥
前
国
川
副
。【
119
】
（
「
正
応
元
【
120
】
年
ノ
文
書
」【
121
】
ニ
、
肥
前
河
副
庄
ト
ア
リ
。
本
郡
ノ
東
南
ニ
ア
リ
。
今
北
川
副
・
西
川
副
・
南
川
副
・
中
川
副
・
東
川
副
・
新
北
大
記
間
ノ
七
村
ト
ス
）
本
数
二
千
石
、（
此
ハ
御
庄
ノ
分
カ
。
今
ハ
七
村
ニ
テ
、
凡
三
万
石
ト
云
）
也
。
以
是
充
寺
相
折
相
．
．
．
侍
之
処
。
到
来
八
百
石
也
。
マ
タ
『
源
平
盛
衰
記
』（
成
經
帰
古
条
【
122
】
）
ニ
、
肥
前
国
鹿
瀬
庄
。（
○
本
郡
ナ
リ
。
近
頃
マ
テ
ハ
嘉
瀬
郷
ト
イ
フ
。
今
ハ
嘉
瀬
村
大
字
荻
野
ニ
嘉
瀬
ア
リ
ハ
、
私
ニ
ハ
味
木
庄
ト
モ
云
ケ
リ
。
今
日
『
平
家
物
語
』
ニ
、
十
月
廿
日
比
ニ
ハ
、
廣
瀬
ノ
庄
ニ
ソ
着
給
フ
）
件
ノ
所
ハ
、
舅
平
宰
相
ノ
知
行
ナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
暫
ク
逼
留
シ
テ
、
日
来
ノ
疲
レ
ヲ
モ
イ
タ
ハ
リ
給
ヘ
リ
。
湯
ア
ミ
、
髪
ス
ヽ
キ
ナ
ド
セ
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
冬
モ
深
ク
ナ
リ
テ
、
年
モ
巳
ニ
ク
レ
、
治
承
モ
三
年
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ
。
正
月
十
日
比
ニ
、
少
將
ハ
廣
瀬
庄
ヲ
出
テ
、
上
洛
云
々
。
マ
タ
『
納
富
系
図
』
ニ
、
平
教
盛
、
九
州
ニ
於
テ
肥
前
安
富
庄
（
佐
賀
）
宇
土
村
小
城
云
々
。
今
日
此
三
所
、
今
ハ
聞
カ
ス
ヲ
知
行
ス
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』【
123
】
ニ
、
佐
嘉
国
府
（
○
今
日
国
府
ハ
本
郡
春
日
村
ニ
在
シ
ナ
ラ
ン
。
村
ニ
国
分
寺
、
マ
タ
国
分
尼
寺
ノ
趾
モ
ア
リ
。
「
河
上
神
社
文
治
五
年
ノ
文
書
」
ニ
、
佐
嘉
郡
山
田
東
地
川
原
村
者
四
至
云
々
。
南
限
府
大
路
。
マ
タ
「
同
承
安
三
年
ノ
文
書
」
ニ
、
佐
嘉
郡
山
田
東
地
川
原
村
云
々
。
南
限
府
大
路
ナ
ト
ア
リ
。
大
路
ハ
春
日
村
ノ
今
ノ
往
還
道
ヲ
云
ナ
ラ
ン
）
土
人
、
岸
川
保
治
曰
【
124
】
、
今
尼
寺
村
ノ
西
ニ
井
釜
ト
云
所
ア
リ
。
區
域
狹
カ
ラ
ス
。
其
東
北
ニ
納
所
ト
云
所
ア
リ
。
近
古
素
焼
ノ
陶
器
ヲ
堀
出
セ
リ
。
井
釜
ノ
南
ハ
シ
ヤ
ウ
ノ
内
ト
云
フ
。
近
年
マ
テ
石
垣
ノ
址
ア
リ
タ
リ
。
此
等
ヲ
考
レ
ハ
、
国
府
ハ
印
鎰
社
ノ
西
ノ
辺
ニ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
今
日
井
釜
ハ
居
構
ナ
ラ
ン
。
古
ノ
玄
関
ノ
ア
リ
シ
所
カ
。
筑
後
御
井
郡
国
府
村
ノ
国
府
ノ
址
ト
云
処
ニ
、
居
構
ト
云
所
ア
ル
ト
ソ
。
納
所
ハ
金
穀
ノ
納
所
ナ
ラ
ン
。「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
佐
嘉
庄
四
十
一
町
二
反
。
マ
タ
『
最
鎮
記
文
』【
125
】
ニ
、
御
願
塔
白
川
院
御
願
。
本
尊
釈
迦
多
宝
普
賢
文
珠
ニ
、
天
。
永
保
二
年
帥
権
中
納
言
藤
原
資
仲
承
。
建
応
寄
附
。
佐
賀
庄
四
十
三
町
三
十
歩
。
蛎
久
庄
。（
同
郡
鍋
島
大
字
蛎
久
）
八
十
町
。
長
尾
三
十
町
。
九
禅
師
在
三
昧
六
口
。
預
三
人
。
承
仕
三
人
。
蛎
久
長
尾
修
正
募
米
餅
二
百
枚
。
米
二
斛
四
斗
。
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マ
タ
肥
前
国
高
城
寺
（
○
本
郡
春
日
村
）
寺
領
等
之
事
。
当
知
行
之
地
。
不
可
有
相
違
者
。
天
気
如
此
。
悉
之
以
状
。
元
弘
三
年
八
月
十
一
日
。
一
鞏
（
御
房
）。
権
左
少
辨
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
高
城
護
国
禅
寺
。
勅
願
之
権
輿
。
於
長
老
有
可
有
名
位
由
。
天
気
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
元
弘
三
年
十
月
一
日
。
一
鞏
長
老
（
禅
室
）。
右
中
辨
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
高
城
護
国
禅
寺
。
勅
願
寺．
。
可
奉
祈
天
長
地
久
。
天
気
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
元
弘
三
年
十
月
一
日
。
一
鞏
長
老
禅
室
。
右
少
辨
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
正
法
護
国
寺
（
○
本
郡
高
木
瀬
村
）
當
知
行
事
。
彼
聞
食
候
畢
。
僧
衆
可
存
其
旨
者
。
天
氣
如
此
。
悉
之
以
状
。
元
弘
三
年
十
一
月
廿
八
日
。
武
邉
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
正
法
護
国
寺
領
事
。
任
去
年
元
弘
三
十
一
月
廿
八
日
綸
旨
（
并
）
正
月
廿
九
日
国
宣
寺
家
知
行
。
不
可
有
相
違
。
仍
執
達
如
件
。
元
弘
四
年
二
月
三
日
。
正
法
護
国
寺
僧
衆
（
御
中
）。
平
（
判
）。
マ
タ
勅
願
寺
肥
前
国
春
日
山
。
高
城
護
国
禅
寺
（
并
）
寺
領
等
事
。
右
當
寺
者
。
為
厳
重
勅
願
上
者
。
可
令
停
止
甲
乙
人
等
乱
入
狼
藉
。
若
有
犯
違
之
輩
者
。
召
捕
其
身
可
被
処
罪
科
也
。
仍
状
如
件
。
建
武
元
年
八
月
日
。
目
代
（
判
）。
マ
タ
致
御
祈
祷
之
由
。
被
聞
食
了
。
尤
神
妙
弥
可
抽
懇
志
者
。
依
将
軍
宮
仰
。
執
達
如
件
。
正
平
四
年
九
月
廿
四
日
。
正
法
寺
（
禅
室
）。
勘
解
由
（
判
）。
マ
タ
當
寺
。
為
凶
徒
令
燒
失
由
。
被
聞
食
了
。
先
朝
勅
願
之
旨
。
趣
頗
異
他
所
。
被
驚
思
食
也
。
造
宮
已
下
事
。
追．
忩
可
有
其
沙
汰
由
。
且
被
相
觸
禅
侶
者
。
將
軍
宮
御
氣
色
如
此
。
仍
執
達
如
件
。
正
平
七
年
十
一
月
廿
七
日
。
高
城
寺
（
禅
室
）。
勘
解
由
次
官
（
判
）。
マ
タ
注
進 
一
見
了
（
権
大
夫
判
）。
平
一
族
等
申
。
肥
前
国
高
木
正
法
寺
。
當
知
行
領
事
。
右
任
元
弘
三
年
。
安
堵
綸
旨
国
宣
（
并
）
所
下
賜
寺
領
目
録
等
。
無
相
違
。
奉
去
渡
寺
家
候
畢
。
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
。
恐
惶
謹
言
。
正
平
八
年
十
二
月
三
日
。
進
上
御
奉
行
所
。
菅
原
經
家
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
正
法
護
国
寺
。
被
下
安
堵
綸
旨
之
旨
。
御
領
知
不
可
有
相
違
之
由
。
国
宣
候
也
。
仍
執
達
如
件
。
正
月
廿
九
日
。
正
法
護
国
寺
（
僧
衆
中
）。
前
出
雲
織．
幸
。
マ
タ
『
醍
醐
寺
方
管
領
諸
門
跡
等
目
録
』【
126
】
ニ
、
三
法
院
々
領
云
々
。
肥
前
国
佐
嘉
庄
。
一
醍
醐
寺
座
主
寺
領
肥
前
国
山
鹿
。（
○
今
日
此
名
、
肥
前
ニ
ハ
聞
及
ハ
ス
。
肥
ハ
筑
ノ
誤
リ
カ
。
筑
前
ニ
山
鹿
ア
リ
。
又
前
ハ
後
ノ
誤
リ
カ
。
肥
後
ニ
山
鹿
ア
リ
）
當
門
跡
領
諸
国
所
々
并
醍
醐
管
領
諸
寺
院
領
等
事
。
任
先
例
役
夫
之
米
以
下
課
役
所
免
除
也
。
此
上
者
守
護
役
等
向
後
弥
。
可
停
止
催
促
之
由
。
可
加
下
知
。
早
令
存
知
給
状
如
件
。
長
禄
四
年
七
月
四
日
。
三
宝
院
殿
（
判
）。（
○
足
利
義
政
）
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
佐
賀
郡
〔
8
〕
。
百
七
十
二
村
。
高
十
萬
二
千
七
百
七
十
九
石
一
斗
九
升
五
合
。
マ
タ
『
郷
村
帳
』【
127
】
ニ
、
本
郡
。
郷
十
四
郷
。
大
村
二
百
六
十
一
村
。
小
村
二
百
六
十
九
村
。
人
数
七
万
三
千
三
百
六
十
一
人
。
町
大
小
三
十
五
町
。
諸
町
人
数
一
万
七
千
九
百
九
十
九
人
。
御
城
下
人
数
一
万
三
千
四
百
五
十
一
人
。
御
立
寺
社
二
千
七
百
二
十
二
人
ナ
ド
ア
リ
。（
「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
二
万
六
千
五
百
二
十
八
戸
。
十
四
万
〇
九
百
五
十
七
口
。
田
一
万
〇
六
百
三
十
八
町
。
畑
一
千
六
百
五
十
六
町
一
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
十
三
万
七
千
七
百
八
十
二
口
ナ
リ
。『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
二
月
ニ
、
進
肥
前
国
正
六
位
上
上
金
立
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
本
郡
金
立
村
ニ
ア
リ
。
郷
社
ア
リ
。
同
書
同
十
二
年
正
月
ニ
、
授
肥
前
国
正
六
位
上
甘
南
備
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
本
郡
春
日
村
ニ
ア
リ
。
村
社
） 
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〔
8
〕『
寛
文
印
集
』
佐
嘉
郡
。
百
七
拾
弐
箇
村
。
高
拾
弐
万
弐
戦
七
百
七
拾
九
石
壱
斗
九
升
五
合
。 
【
118
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
佐
賀
氏
、
書
等
ニ
見
エ
ス
。
此
ハ
氏
ニ
ハ
ア
ラ
テ
、
地
名
ヲ
取
テ
其
人
ノ
称
号
ノ
ナ
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
）」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
119
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
河
副
郷
ト
イ
フ
。
郡
ノ
東
南
ニ
ア
リ
）」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
120
】「
元
」
底
本
「
五
」
に
誤
る
。
甲
本
に
よ
り
改
む
。 
【
121
】「「
正
応
五
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
何
副
庄
ト
ア
リ
。
本
郡
ノ
東
南
ニ
ア
リ
。
今
北
川
副
・
西
川
副
・
南
川
副
・
中
川
副
・
東
川
副
・
新
北
大
記
間
ノ
七
村
ト
ス
」
国
本
な
し
。 
【
122
】「（
成
經
帰
古
条
）」
の
箇
所
、
国
本
は
「（
治
承
二
年
九
月
成
經
帰
リ
ノ
条
）」
と
す
。 
【
123
】『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の
記
述
、
甲
本
は
『
醍
醐
寺
方
管
領
諸
門
跡
等
目
録
』
の
記
述
の
下
に
あ
り
。 
【
124
】「
土
人
、
岸
川
保
治
曰
…
…
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
佐
嘉
庄
四
十
一
町
二
反
」
の
記
述
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
125
】
国
本
、『
最
鎮
記
文
』
の
引
用
以
下
、
年
次
排
列
に
乱
れ
あ
り
。 
【
126
】「
一
醍
醐
寺
座
主
寺
領
肥
前
国
山
鹿
…
…
長
禄
四
年
七
月
四
日
。
三
宝
院
殿
。（
判
）
（
○
足
利
義
政
）」
国
本
な
し
。 
【
127
】「
マ
タ
『
郷
村
帳
』
ニ
…
…
「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
十
三
万
七
千
七
百
八
十
二
口
ナ
リ
」
国
本
な
し
。 
○
郷
六
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
城
崎
（
喜
佐
岐
。
○
今
日
ハ
シ
ヤ
ウ
サ
キ
ト
イ
フ
。
春
日
村
大
字
尼
寺
ニ
ア
リ
）
巨
勢
〔
9
〕
（
今
近
キ
頃
マ
テ
郷
名
ヲ
存
ス
。
今
ハ
巨
勢
村
大
字
高
尾
・
修
理
田
・
東
西
牛
島
ト
ナ
ル
。
或
曰
、
往
昔
巨
勢
氏
大
連
某
、
京
師
ヨ
リ
来
住
ス
。
依
テ
村
名
ト
ナ
ル
。
或
曰
、
今
巨
勢
氏
ノ
人
ア
ル
ハ
、
此
地
ニ
住
シ
人
ナ
リ
。
或
曰
、
筑
後
人
中
牟
田
永
秀
、
古
ノ
戦
功
ニ
ヨ
リ
本
郷
ノ
中
ノ
中
牟
田
ノ
地
ヲ
賜
フ
）
深
溝
（
布
加
無
曽
。
○
今
日
右
大
將
ノ
下
文
ニ
、
下
肥
前
国
深
溝
北
郷
内
。
甘
南
備
峯
補
任
地
頭
職
事
。
散
位
藤
原
朝
臣
宗
家
。
右
件
所
者
。
当
為
宗
家
住
職
之
由
云
々
。
早
為
地
頭
職
。
可
令
沙
汰
之
状
如
件
。
以
下
文
治
二
年
八
月
四
日
。
甘
南
備
峯
ハ
春
日
村
ニ
ア
リ
。
然
レ
ハ
本
郷
ハ
城
崎
ト
山
田
ト
ノ
間
ニ
在
シ
ナ
ラ
ン
）
小
津
（
乎
都
。
○
「
文
始
二
年
ノ
文
書
」【
128
】
ニ
、
下
肥
前
国
小
津
東
郷
内
竜
造
寺
田
畑
。
住
人
可
任
鎌
倉
殿
御
下
文
旨
。
以
藤
原
季
家
為
地
頭
事
云
々
。「
河
上
神
社
建
久
七
年
ノ
文
書
」
ニ
、
佐
嘉
郡
小
津
深
溝
南
両
郷
云
々
。
マ
タ
「
同
乾
元
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
小
津
東
郷
末
吉
名
。
マ
タ
『
葉
隱
』
ニ
、
小
津
郷
ト
申
ハ
、
水
ヶ
江
辺
ヨ
リ
只
今
ノ
御
城
地
ニ
カ
ケ
土
地
八
十
丁
ノ
処
ニ
テ
、
其
内
ニ
竜
造
寺
御
坐
候
。
故
ニ
竜
造
寺
村
ト
申
候
。
其
処
ハ
只
今
ノ
御
城
ノ
西
北
ニ
カ
ヽ
リ
、
寺
ノ
旧
跡
ハ
当
時
鍋
島
能
登
殿
屋
敷
ノ
東
北
楠
ナ
ド
有
之
辺
ノ
左
右
ニ
テ
候
由
、
竜
造
寺
八
幡
宮
ハ
寺
ノ
西
脇
ニ
勧
請
有
之
竜
造
寺
村
、
今
ニ
佐
嘉
ト
唱
ヘ
申
候
小
津
郷
ノ
コ
ト
、
旧
キ
『
郷
村
帳
』
ト
モ
ニ
ハ
相
見
可
申
ヤ
。
今
日
此
楠
ノ
東
ニ
明
治
二
十
年
縣
廳
ヲ
新
築
ス
。『
竜
造
寺
家
記
』
ニ
、
源
為
朝
勅
ヲ
承
テ
、
肥
後
ノ
逆
徒
ヲ
退
治
シ
テ
、
東
肥
前
ニ
城
ヲ
築
キ
、
別
館
ハ
高
木
村
ニ
ア
リ
。
藤
原
季
喜
同
季
次
等
相
従
フ
テ
功
ア
リ
。
湯
浴
ノ
地
ヲ
賜
ハ
ル
地
ハ
、
佐
嘉
郡
小
津
東
郷
ニ
ア
リ
。
今
日
即
チ
竜
造
寺
村
辺
ナ
リ
。
小
津
郷
ハ
西
ハ
本
庄
江
ヲ
限
リ
、
北
ハ
神
野
村
ニ
至
リ
、
南
ハ
海
ニ
至
リ
、
東
ハ
千
歳
川
【
129
】
ニ
及
ヒ
シ
ナ
ラ
ン
【
130
】
。『
家
系
事
蹟
』【
131
】
ニ
、
文
明
四
年
。
改
小
津
郷
為
與
賀
郷
ト
ア
レ
ト
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
佐
嘉
城
ハ
竜
造
寺
村
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ニ
ア
リ
。
今
ハ
其
址
松
原
・
赤
松
ノ
二
町
ニ
跨
ル
。
文
治
中
藤
原
季
家
地
頭
ト
ナ
リ
、
始
テ
コ
ヽ
ニ
館
ス
。
其
後
裔
漸
々
之
ヲ
擴
張
シ
テ
、
明
治
ノ
維
新
ニ
至
ル
）
山
田
（
也
万
多
。
○
下
ノ
大
山
田
女
狹
山
田
女
条
考
合
ス
ヘ
シ
）
ト
ア
リ
。
尚
一
所
ヲ
逸
ス
。（
此
ハ
新
庄
郷
ナ
ラ
ン
。
地
勢
シ
カ
リ
。
鍋
島
村
辺
ヲ
近
頃
マ
テ
新
庄
郷
ト
云
リ
） 
〔
9
〕
河
上
文
書
、
正
応
五
年
肥
前
国
庄
公
造
河
上
宮
用
途
支
配
総
田
数
所
渡
田
事
云
々
。
巨
勢
庄
六
百
町
。
村
岡
良
弼
氏
曰
、
巨
勢
氏
ノ
住
リ
シ
ヨ
リ
名
ニ
負
ケ
ン
。『
書
紀
』
天
智
紀
ニ
、 
巨
勢
斐
太
臣
ノ
別
ニ
テ
両
地
ヲ
取
テ
復
姓
ト
セ
シ
者
ナ
ル
ヘ
シ
。
延
暦
十
五
年
紀
ニ
、
巨
勢
朝
臣
人
公
。『
万
葉
』
ニ
、
筑
後
人
許
勢
部
形
見
ミ
ユ
。
此
地
ニ
縁
ア
リ
シ
ナ
リ
。 
【
128
】「
○
「
文
始
二
年
ノ
文
書
」
ニ
…
…
マ
タ
「
同
乾
元
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
小
津
東
郷
末
吉
名
」
国
本
な
し
。 
【
129
】「
千
歳
川
」
国
本
「
川
副
」
と
す
。 
【
130
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
然
ラ
ハ
小
津
西
郷
ハ
久
保
田
ノ
辺
ナ
ル
ヘ
シ
」
の
文
あ
り
。 
【
131
】「『
家
系
事
蹟
』
ニ
…
…
後
裔
漸
々
之
ヲ
擴
張
シ
テ
、
明
治
ノ
維
新
ニ
至
ル
」
国
本
な
し
。 
○
里
十
九
「
里
」
上
、
曼
本
「
一
」
ノ
字
ア
リ
。
名
称
所
在
【
132
】
、
下
ニ
引
ク
所
ノ
文
書
ニ
散
見
ス
ル
ノ
ミ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」【
133
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
三
百
五
十
二
村
四
町
ナ
リ
。
二
十
二
年
改
革
シ
テ
、
北
川
副
村
大
字
江
上
・
木
原
・
光
法
・
新
郷
、
東
川
副
村
大
字
徳
冨
・
大
堂
・
諸
冨
、
新
北
村
大
字
寺
井
・
山
領
・
為
重
、
中
川
副
村
大
字
早
津
江
・
村
早
津
江
・
津
福
冨
、
大
詑
間
村
大
字
大
詑
間
、
南
川
副
村
大
字
大
井
道
・
鹿
江
、
西
川
副
村
大
字
南
里
・
西
古
賀
・
小
々
森
、
本
庄
村
大
字
本
庄
・
鹿
子
・
袋
末
・
次
正
里
、
東
與
賀
村
大
字
下
古
賀
・
飯
盛
・
田
中
、
西
與
賀
村
大
字
高
太
郎
・
厘
外
・
相
応
・
一
本
杉
、
嘉
瀬
村
大
字
荻
野
・
中
原
・
十
五
・
扇
町
、
久
保
田
村
大
字
久
保
田
・
徳
万
・
新
田
・
久
富
、
神
野
村
大
字
神
野
・
多
布
施
・
大
財
、
巨
勢
村
大
字
高
尾
・
修
理
・
東
西
牛
島
、
鍋
島
村
大
字
八
戸
溝
・
茨
田
・
鍋
島
・
蛎
久
・
八
戸
、
兵
庫
村
大
字
渕
・
藤
木
・
尾
町
・
若
宮
・
西
渕
・
下
分
・
高
木
・
長
瀬
、
春
日
村
大
字
尼
寺
・
久
池
井
、
金
立
村
大
字
金
立
・
薬
師
丸
・
千
布
・
久
保
、
泉
村
大
字
上
和
泉
・
下
和
泉
・
川
久
保
、
川
上
村
大
字
東
山
田
・
川
上
・
池
上
・
久
留
間
、
松
梅
村
大
字
松
瀬
・
梅
野
・
名
尾
。
マ
タ
旧
城
下
ヲ
佐
賀
市
ト
シ
、
後
又
久
池
井
ヲ
廃
シ
尼
寺
ニ
合
ス
） 
【
132
】「
名
称
所
在
、
下
ニ
引
ク
所
ノ
文
書
ニ
散
見
ス
ル
ノ
ミ
」
の
部
分
、
国
本
は
「
名
称
所
在
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ス
」
と
す
。 
【
133
】「（「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
…
…
マ
タ
旧
城
下
ヲ
佐
賀
市
ト
シ
、
後
又
久
池
井
ヲ
廃
シ
尼
寺
ニ
合
ス
）
」
国
本
な
し
。 
○
駅
一
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
本
郡
ニ
駅
馬
意
五
疋
ト
喜
卜
部
兼
倶
本
ア
リ
。
佐
意
モ
ノ
ニ
見
エ
ズ
。
又
聞
シ
コ
ト
モ
ナ
シ
。（
如
ク
ハ
意
ハ
嘉
ノ
誤
リ
ニ
テ
、
春
日
村
辺
ヲ
云
カ
。
此
辺
古
ノ
国
府
ニ
テ
、
必
ス
駅
ノ
ア
ル
ヘ
キ
所
ナ
リ
） 
○
寺
一
所
此
ハ
国
分
寺
ナ
リ
。（
今
ニ
春
日
村
大
字
尼
寺
ニ
存
ス
。
寺
ノ
西
ニ
国
分
尼
寺
ノ
址
モ
ア
リ
。
是
地
名
ノ
起
ル
所
ナ
リ
）
国
分
寺
旧
ハ
天
台
宗
ナ
リ
シ
ヨ
シ
、
今
ハ
曹
洞
宗
ナ
リ
。
堂
宇
ハ
僅
少
ナ
レ
ド
モ
、
境
地
宏
壮
ナ
リ
。
数
回
火
災
ニ
カ
ヽ
リ
、
古
記
旧
物
存
ス
ル
者
ナ
シ
。
只
時
ア
リ
テ
、
林
中
地
底
ヨ
リ
堅
緻
ノ
□
【
厂
毛
】
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片
ヲ
出
ス
ノ
ミ
。『
政
事
要
略
』
ニ
、
詔
書
偁
。
四
畿
内
七
道
諸
国
々
別
割
取
正
税
四
万
束
。
以
入
国
分
僧
尼
両
寺
各
二
万
束
。
毎
年
出
挙
以
其
息
利
。
永
支
造
寺
用
。
但
云
々
。
壱
岐
島
分
充
肥
前
国
。
マ
タ
肥
前
国
分
（
○
男
女
尼
寺
ヲ
云
）
二
寺
。
堂
資
材
無
実
破
損
云
々
。
前
司
執
状
。
無
実
七
重
燈
塔
爐
并
大
破
潅
頂
等
。
前
々
以
往
時
之
事
也
。
延
喜
十
三
年
。
マ
タ
「
主
税
式
」
ニ
、
肥
前
国
正
税
公
廨
各
廿
万
束
。
国
分
寺
領
三
万
三
千
三
百
九
十
四
束
ナ
ド
ア
リ
。
當
時
ノ
盛
大
想
フ
ベ
シ
。「
河
上
神
社
永
享
五
年
ノ
文
書
」【
134
】
ニ
、
国
分
寺
ノ
内
。
平
尾
。
マ
タ
『
高
城
寺
記
』
ニ
、
北
禅
寺
。
宝
積
寺
。
大
昌
寺
。
新
善
光
寺
。
国
分
寺
。
謂
之
府
中
五
山
ナ
ド
ア
リ
。
此
五
址
ト
モ
ニ
春
日
村
ニ
ア
リ
。
南
里
有
隣
氏
【
135
】
本
国
人
曰
、
尼
寺
村
大
昌
寺
ハ
国
分
尼
寺
ナ
リ
。
国
分
寺
・
尼
寺
、
西
村
ヲ
昔
ハ
府
中
ト
イ
フ
。
天
平
五
年
五
月
廿
八
日
、
国
分
寺
開
山
妙
法
禅
老
尼
ハ
、
光
明
皇
后
ナ
リ
ト
ソ
。（
〈
伊
勢
人
〉
御
巫
清
直
氏
曰
、「
天
武
紀
」
ニ
始
テ
四
方
ノ
国
ニ
説
経
ノ
コ
ト
見
エ
、
マ
タ
詔
諸
国
毎
家
作
佛
舎
。
乃
置
佛
像
及
経
以
礼
拝
供
奉
ト
ア
ル
。
即
国
分
寺
ノ
濫
觴
ナ
リ
。
毎
家
ト
ハ
諸
国
ノ
政
務
ヲ
判
ス
ル
官
家
ヲ
云
ナ
リ
。
官
家
ハ
所
謂
ル
国
府
ニ
シ
テ
、
其
国
府
ニ
作
レ
ル
佛
舎
ハ
即
国
分
寺
ナ
リ
。
今
日
上
ニ
引
ク
如
ク
、
国
分
寺
ハ
必
ス
国
府
ノ
接
近
ニ
ア
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。
然
ル
ニ
『
和
名
抄
』
ニ
、
国
府
ヲ
小
城
郡
ト
ア
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
後
ノ
モ
ノ
ニ
小
城
ニ
国
府
ト
ア
ル
ハ
、
郡
府
ヲ
然
云
ヒ
ナ
ン
タ
ル
者
ナ
ラ
ン
） 
【
134
】「「
河
上
神
社
永
享
五
年
ノ
文
書
」
ニ
、
国
分
寺
ノ
内
。
平
尾
」
国
本
な
し
。 
【
135
】「
南
里
有
隣
氏
本
国
人
曰
…
…
天
平
五
年
五
月
廿
八
日
、
国
分
寺
開
山
妙
法
禅
老
尼
ハ
、
光
明
皇
后
ナ
リ
ト
ソ
」
の
部
分
、
国
本
は
頭
注
と
す
。 
 
昔
者
。
樟
樹
一
株
。
生
レ
於
二
此
村
一
。
幹
枝
秀
高
。
莖
葉
繁
茂
。
朝
日
之
影
蔽
二
杵
嶋
郡
蒲
川
山
一
。
暮
レ
日
之
影
蔽
二
養
父
郡
草
横
山
一
也
。
日
本
武
尊
巡
幸
之
時
。
御
二
覧
樟
茂
榮
一
曰
。
此
国
可
レ
謂
二
栄
国
一
。
因
曰
二
栄
郡
一
。
後
改
号
二
佐
嘉
郡
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
樟
樹
【
136
】
『
古
今
要
覧
稿
』
四
百
五
十
三
ミ
ル
ヘ
シ
。 
【
136
】
樟
樹
の
項
目
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
杵
島
郡
下
ニ
註
ス
。 
○
蒲
川
山
此
ハ
佐
留
志
村
ノ
堤
尾
山
ヲ
云
フ
カ
。
方
位
叶
ヘ
リ
。
又
其
近
旁
、
小
城
郡
砥
川
村
ニ
、
蒲
原
ト
云
地
ア
リ
。
此
モ
此
山
ニ
由
ア
リ
ゲ
ナ
リ
。 
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○
草
横
山
三
橋
氏
（
土
人
）
曰
、
此
ハ
今
ノ
綾
部
山
ヲ
云
ナ
ル
ベ
シ
。
之
ヲ
捨
テ
養
父
郡
ニ
高
山
ト
云
ベ
キ
者
ナ
シ
。
此
山
ハ
基
肄
郡
田
代
駅
ノ
西
南
ニ
在
テ
、
麓
ヨ
リ
頂
マ
テ
ハ
二
里
許
ナ
リ
。
筑
前
那
珂
郡
ノ
山
ニ
続
キ
テ
、
凡
テ
草
山
ナ
リ
。
方
角
ナ
ド
モ
叶
ヘ
リ
。
（
今
日
綾
部
山
ハ
樹
木
少
ク
草
多
ク
シ
テ
、
其
形
横
タ
ハ
レ
リ
。
然
レ
ハ
草
横
山
ト
云
ハ
、
草
ノ
能
生
ヘ
テ
横
タ
ハ
リ
タ
ル
ト
云
義
ニ
テ
、
山
ノ
名
ニ
ハ
ア
ラ
シ
。
或
曰
【
137
】、
綾
部
山
八
幡
宮
ノ
北
ノ
山
ヲ
野
方
ト
モ
草
山
ト
モ
云
。
又
其
辺
ヲ
凡
テ
横
山
ト
モ
イ
フ
。
古
ハ
多
ク
草
ヲ
生
シ
タ
ル
処
ナ
リ
。
是
レ
草
横
山
ナ
ラ
ン
） 
【
137
】「
或
曰
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
日
本
武
尊
巡
幸
之
時
【
138
】
マ
タ
（
景
行
天
皇
二
十
七
年
十
月
）
ニ
、
日
本
武
尊
令
撃
熊
襲
。
マ
タ
十
二
月
。
到
熊
襲
曰
云
々
。
既
而
従
海
路
還
倭
ナ
ド
ア
リ
。
此
時
ノ
事
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
本
国
ニ
巡
幸
ノ
コ
ト
ハ
史
等
ニ
漏
レ
タ
リ
。 
【
138
】
国
本
、
こ
の
下
に
「『
日
本
紀
』
（
景
行
天
皇
二
年
三
月
）
ニ
、
立
播
磨
稲
日
大
郎
姫
為
皇
后
。
后
生
二
男
。
第
一
曰
大
碓
命
。
第
二
曰
小
碓
尊
云
々
。
是
小
碓
尊
。
亦
名
日
本
童
男
。 
亦
曰
日
本
武
尊
」
の
記
述
あ
る
も
、
底
本
・
甲
本
は
削
る
。 
○
栄
曰
「
曰
」
竃
本
・
曼
本
「
勅
」
ニ
作
ル
。 
○
栄
国
此
ハ
殊
ナ
ル
。
樟
樹
ノ
甚
茂
リ
タ
レ
バ
、
ソ
レ
ヲ
称
ヘ
テ
此
ノ
名
ニ
負
セ
テ
栄
国
ト
云
マ
シ
ヽ
ヲ
、
後
人
ソ
ノ
サ
カ
エ
ノ
エ
ヲ
省
キ
、
佐
嘉
ト
曰
ヘ
ル
ナ
リ
。
土
人
曰
、
今
ニ
鍋
島
村
ノ
辺
ナ
ル
沼
溝
ヲ
浚
ユ
レ
ハ
、
処
ト
シ
テ
底
ニ
大
樹
ノ
根
ヲ
見
ル
コ
ト
ア
リ
。
彼
ノ
樟
ナ
ラ
ン
。
案
ス
ル
ニ
、
本
郡
ニ
上
佐
嘉
・
中
佐
嘉
ト
云
ハ
ア
レ
ド
モ
、
下
佐
嘉
ハ
ナ
シ
。
地
勢
ニ
ヨ
ル
ニ
、
下
佐
嘉
ハ
今
ノ
佐
賀
市
ノ
辺
ナ
ラ
ン
。
古
ハ
下
佐
嘉
ト
称
シ
ヲ
、
後
ニ
下
ヲ
省
キ
シ
ニ
ハ
非
ル
カ
【
139
】
。（
『
豊
後
風
土
記
』【
140
】
ニ
、
昔
此
有
洪
樟
樹
。
因
曰
球
珠
郡
ト
ア
リ
。
本
文
ニ
似
タ
リ
） 
【
139
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
明
治
ノ
維
新
ノ
際
ヨ
リ
官
ノ
文
書
ノ
コ
ト
、
ヽ
ヽ
ク
佐
賀
ト
カ
ク
ヨ
リ
、
私
ノ
文
書
モ
從
ヒ
テ
然
カ
ク
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
。
（
佐
賀
城
址
ハ
市
街
赤
松
町
ニ
ア
リ
。 
此
辺
ヨ
リ
古
ヘ
ノ
竜
造
寺
村
ナ
リ
。
久
寄
中
ニ
藤
原
季
喜
、
本
地
ノ
地
頭
ト
シ
テ
始
テ
此
ニ
居
ル
。
其
隆
信
、
天
正
中
ニ
外
郭
ヲ
径
営
ス
。
其
後
、
勝
茂
、
慶
長
中
ニ
更
ニ
之
ヲ
弘
擴
シ
、
明
治
ニ
至
ル
）」
の
記
述
あ
り
。 
【
140
】「『
豊
後
風
土
記
』
ニ
、
昔
此
有
洪
樟
樹
。
因
曰
球
珠
郡
ト
ア
リ
。
本
文
ニ
似
タ
リ
」
国
本
な
し
。 
 
一
云
。
郡
西
有
レ
川
。
名
曰
二
佐
嘉
川
一
。
年
魚
有
レ
之
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
入
レ
海
之
。
川
上
有
二
荒
神
一
。
徃
来
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之
人
。
半
生
半
殺
。
於
レ
茲
縣
主
等
祖
。
大
荒
田
占
問
。
于
レ
時
有
二
土
蜘
蛛
大
山
田
女
狭
山
田
女
一
。
二
女
子
云
。
取
二
下
田
村
之
土
一
。
作
二
人
形
馬
形
一
。
祭
二
祀
此
神
一
。
必
有
二
応
和
一
。
大
荒
田
即
随
二
其
辞
一
。
祭
二
此
神
々
一
。
歆
二
此
祭
一
。
遂
応
和
之
。
於
レ
茲
大
荒
田
云
。
此
婦
如
レ
是
。
実
賢
女
。
故
以
二
賢
女
一
。
欲
為
二
国
名
一
。
因
曰
二
賢
女
郡
一
。
今
謂
二
佐
嘉
郡
一
訛
也
。 
佐
嘉
川
此
川
ハ
、
神
埼
郡
三
瀬
村
大
字
三
瀬
ナ
ル
。
界
塚
ヨ
リ
出
ル
モ
水
ヲ
本
源
ト
ス
。
又
一
源
ハ
、
小
城
郡
北
山
村
大
字
合
瀬
ヨ
リ
出
テ
、
三
瀬
ヲ
ヘ
テ
本
流
ニ
入
ル
。
一
源
ハ
、
北
山
村
大
字
無
都
呂
ヨ
リ
出
テ
、
同
村
大
字
中
原
・
栗
並
ヲ
ヘ
テ
本
流
ニ
入
ル
。
一
源
ハ
、
同
郡
南
山
村
大
字
市
川
ヨ
リ
出
テ
、
同
村
大
字
苣
木
・
古
湯
ヲ
ヘ
テ
本
流
ニ
入
ル
。
又
一
源
ハ
、
神
崎
郡
脊
振
村
脊
振
山
ヨ
リ
出
テ
、
同
村
大
字
鹿
路
・
佐
賀
郡
松
梅
村
大
字
名
尾
ヲ
ヘ
、
中
間
許
多
ノ
小
流
ヲ
合
セ
、
同
村
大
字
松
瀬
ニ
至
テ
本
流
ニ
入
ル
。
其
他
源
多
シ
。
本
流
川
上
村
大
字
川
上
ニ
至
リ
、
西
ニ
一
派
ヲ
分
ツ
。
此
流
レ
、
小
城
郡
三
日
月
村
ヲ
ヘ
、
牛
津
町
大
字
ノ
東
ニ
至
リ
、
国
道
ヲ
横
切
リ
、
更
ニ
下
リ
、
芦
刈
村
大
字
下
古
賀
ニ
至
リ
テ
海
ニ
注
ク
。
本
流
、
佐
賀
郡
春
日
村
大
字
尼
寺
ニ
至
テ
、
東
ニ
小
爪
ヲ
分
ツ
。
之
ヲ
一
ノ
江
ト
イ
フ
。
本
流
、
更
ニ
南
シ
、
又
東
ニ
一
派
ヲ
分
ツ
。
此
処
ヲ
天
狗
鼻
ノ
石
樋
ト
イ
フ
。
下
リ
テ
鍋
島
村
大
字
蛎
久
・
神
野
村
大
字
多
布
施
ヲ
ヘ
、
佐
賀
市
ニ
入
リ
、
迂
曲
索
廻
、
愈
分
レ
、
愈
小
ニ
シ
テ
厘
外
・
八
田
・
犬
尾
等
ノ
江
ニ
注
ク
。
本
流
ハ
、
鍋
島
村
嘉
瀬
村
ヲ
ヘ
、
久
保
田
村
大
字
久
富
ニ
至
リ
テ
海
ニ
注
ク
。
界
塚
ヨ
リ
久
富
マ
テ
凡
ソ
十
里
、
水
質
清
潔
ニ
シ
テ
味
甘
美
ナ
リ
。
慶
長
・
元
和
ノ
頃
、
藩
主
成
富
兵
庫
茂
安
ニ
命
シ
、
之
ヲ
修
浚
經
営
セ
シ
ム
。
人
民
ノ
ソ
ノ
幸
福
ヲ
蒙
ム
ル
モ
ノ
、
歳
百
年
歳
万
人
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
千
歳
川
ノ
長
堤
モ
、
此
人
ノ
力
ヲ
尽
シ
ヽ
所
ナ
リ
。（
明
治
二
十
二
年
、
村
里
改
革
ノ
際
、
其
幸
福
ヲ
蒙
ル
モ
ノ
其
名
ヲ
以
テ
村
ニ
名
ツ
ク
。
依
テ
茂
安
村
・
兵
庫
村
等
ア
リ
。
又
有
志
者
金
ヲ
義
捐
シ
、
一
大
碑
ヲ
石
樋
ノ
旁
ニ
立
テ
、
偉
功
ヲ
朽
ニ
傳
フ
）
石
樋
ヨ
リ
上
ハ
石
礫
多
ク
、
下
ハ
白
沙
ナ
リ
。
本
流
ノ
廣
サ
五
六
十
間
ヨ
リ
十
許
間
ニ
至
リ
、
深
サ
一
丈
ヨ
リ
三
四
尺
ニ
至
ル
。
秋
冬
涸
渇
ノ
時
ハ
、
或
ハ
徒
渉
ス
ベ
ク
モ
、
夏
霖
暴
漲
ノ
時
ハ
、
橋
堤
ヲ
壊
ル
ニ
至
ル
。
沿
岸
ノ
植
物
ハ
、
松
・
杉
・
蘆
・
竹
等
ナ
リ
。
産
物
ハ
、
鮒
・
鮧
・
鯉
・
鰻
等
ナ
リ
。
而
テ
年
魚
尤
美
ナ
リ
。
梁
ヲ
以
テ
シ
、
鵜
ヲ
以
テ
シ
、
或
ハ
網
シ
、
或
ハ
釣
シ
テ
之
ヲ
捕
ル
。 
○
山
之
「
之
」
印
本
ナ
シ
。
異
本
ニ
拠
テ
補
フ
。 
○
半
生
半
殺
曼
本
「
生
半
殺
半
」
ニ
作
ル
。 
○
大
山
田
女
狹
山
田
女
此
ハ
川
上
村
ニ
大
字
東
山
田
ア
リ
。
此
地
ニ
住
タ
ル
人
ニ
テ
、
大
狭
ヲ
以
テ
姉
妹
ヲ
分
テ
ル
ナ
リ
。
大
荒
田
、
シ
カ
占
問
ヘ
バ
、
ヤ
ガ
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此
二
女
ニ
神
憑
リ
ア
リ
テ
、
取
下
田
村
之
土
云
々
ト
教
ヘ
諭
シ
ア
リ
シ
ナ
リ
。「
永
久
二
年
ノ
文
書
」【
141
】
ニ
、
肥
前
国
佐
嘉
郡
山
田
郷
河
上
別
処
山
壱
処
。
マ
タ
「
天
福
元
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
山
田
西
郷
。
マ
タ
「
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
山
田
東
郷
内
河
上
別
所
山
壱
処
。
マ
タ
「
天
福
元
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
山
田
西
郷
。
マ
タ
「
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
山
田
東
郷
内
河
上
別
所
。
今
名
河
上
山
。
マ
タ
「
元
亨
三
年
ノ
文
書
」
ニ
、
山
田
東
郷
川
原
村
大
楊
里
。
マ
タ
山
田
東
郷
十
一
條
高
市
里
。
マ
タ
「
正
平
十
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
山
田
東
郷
牧
田
里
。
マ
タ
河
上
社
雜
韋
貞
房
申
。
肥
前
国
●
●
山
田
庄
内
守
郷
地
頭
職
事
。
申
状
（
副
○
○
）
如
此
。
被
致
押
妨
云
々
。
神
領
之
段
。
無
相
違
欤
。
早
可
被
止
此
妨
。
若
又
有
子
細
者
。
可
註
申
之
状
。
依
仰
執
達
如
件
。
正
平
十
六
年
十
月
廿
八
日
。
菊
池
菊
童
殿
。
右
中
將
（
判
）
ナ
ド
ア
リ
。 
【
141
】「
永
久
二
年
ノ
文
書
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
下
田
村
此
村
、
川
上
村
ノ
東
北
、
松
梅
村
大
字
梅
野
ニ
ア
リ
。 
○
人
形
「
形
」
下
、
湯
本
「
及
」
ア
リ
。 
○
土
作
馬
形
『
日
本
紀
』（
雄
略
天
皇
九
年
七
月
）
ニ
、
覔
誉
田
陵
乃
見
𩣭
馬
在
於
土
馬
之
間
。
マ
タ
『
続
紀
』（
神
護
景
雲
三
年
二
月
）
ニ
、
以
大
炊
頭
従
五
位
下
掃
部
王
。
左
中
辨
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
雄
田
麻
呂
。
為
伊
勢
大
神
使
。
毎
社
男
神
服
一
具
。
女
神
服
一
具
。
其
大
神
宮
及
月
次
社
者
。
加
之
以
馬
形
并
鞍
。
マ
タ
『
大
神
宮
儀
式
帳
』
ニ
、
青
毛
土
馬
一
疋
。（
高
一
尺
。
鞍
之
髪
金
飾
）
ナ
ド
ア
リ
テ
、
古
ク
ヨ
リ
祭
祀
ニ
用
ヰ
タ
リ
。
栗
田
氏
曰
【
142
】
、
筑
後
生
葉
郡
福
島
正
福
寺
鐘
楼
ノ
礎
石
ナ
リ
シ
ト
イ
フ
、
石
造
ノ
馬
形
ア
リ
。
又
福
島
城
跡
ニ
ア
ル
石
馬
ハ
、
鞍
鐙
ノ
サ
マ
判
然
タ
リ
。
又
明
治
九
年
十
二
月
武
蔵
埼
玉
郡
上
中
条
村
ニ
掘
出
セ
ル
土
馬
ア
リ
。
高
二
尺
五
村
許
。
コ
レ
ニ
ハ
銜
勒
モ
ア
リ
。
鞍
鐙
泥
障
尻
カ
ヘ
手
綱
ナ
ド
モ
悉
ク
具
ハ
レ
リ
。
甚
メ
ヅ
ラ
シ
者
ナ
リ
。 
【
142
】「
栗
田
氏
曰
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
有
応
「
有
」
印
本
「
在
」
ニ
作
ル
。
竃
本
・
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
 
又
此
川
上
有
二
石
神
一
。
名
曰
二
世
田
姫
一
。
海
神
〈
謂
二
鰐
魚
一
。
〉
年
常
逆
レ
流
潛
上
。
到
二
此
神
所
一
。
海
底
小
魚
多
相
従
之
。
或
人
畏
二
其
魚
一
者
無
レ
殃
。
或
人
捕
食
者
有
レ
死
。
凡
此
魚
。
經
二
二
三
日
一
。
還
而
入
レ
海
。 
異
本
、
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
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石
神
此
神
、
現
ニ
松
梅
村
大
字
○
○
川
上
川
ノ
西
岸
ニ
ア
リ
。
則
チ
淀
姫
神
社
ノ
故
蹟
ナ
リ
ト
イ
フ
。
本
社
モ
ト
、
此
処
ヨ
リ
旧
座
主
実
相
院
【
143
】
ノ
西
ニ
遷
シ
、
後
又
今
ノ
地
ニ
遷
セ
リ
ト
ソ
。
石
神
ハ
石
ヲ
以
テ
神
体
ト
ナ
シ
タ
ル
ナ
リ
。
カ
ヽ
ル
コ
ト
古
キ
世
ヨ
リ
ア
リ
。『
出
雲
風
土
記
』・『
播
磨
風
土
記
』・『
続
後
紀
』・『
三
代
実
録
』・「
神
名
式
」・『
百
練
抄
』・『
扶
桑
略
記
』
裡
書
・『
山
城
志
』・『
雲
根
志
』・『
和
訓
栞
』・『
藻
塩
草
』・『
金
葉
集
』
等
ニ
見
エ
タ
リ
。（
外
国
ノ
書
ニ
モ
ア
リ
） 
【
143
】
国
本
「
実
相
院
」
の
下
に
「（
真
言
宗
）」
と
注
す
。 
○
世
田
姫
今
ハ
専
ラ
淀
姫
ト
イ
フ
。
縣
社
ナ
リ
。『
三
代
実
録
』（
貞
観
二
年
二
月
）
ニ
、
奉
進
肥
前
国
従
五
位
下
豫
等
比
咩
大
神
従
五
位
上
。
マ
タ
「
神
名
式
」
ニ
、
肥
前
国
佐
嘉
郡
一
座
（
小
）。
與
止
日
売
神
社
。
マ
タ
『
増
補
名
所
方
角
抄
』
ニ
、
川
上
、
佐
嘉
郡
ノ
内
ナ
リ
。
神
所
ナ
リ
。
マ
タ
神
功
皇
后
、
巻
二
、
早
珠
・
満
珠
ノ
二
ノ
玉
ヲ
ハ
、
肥
前
国
佐
嘉
郡
河
上
ノ
宮
（
今
日
川
上
村
ニ
マ
ス
社
ナ
ル
ニ
依
テ
シ
カ
云
）
ニ
、
納
メ
ラ
レ
ケ
リ
ト
ナ
ン
。
マ
タ
『
聖
母
因
縁
記
』
ニ
、
河
上
大
明
神
。
其
名
申
豊
姫
。
今
日
豊
ハ
ユ
タ
．
．
ト
訓
ヘ
シ
。
即
チ
ヨ
タ
．
．
ナ
リ
。
マ
タ
『
八
幡
愚
童
訓
』
ニ
、
神
功
皇
后
。
御
妹
二
人
云
々
。
一
人
成
河
上
大
明
神
。
マ
タ
『
和
爾
雅
』
ニ
、
河
上
大
明
神
。
今
在
記
云
。
豊ユタ
玉タマ
姫ヒメ
也
。
マ
タ
神
崎
郷
庄
官
等
。
任
院
廳
御
下
文
。
并
次
第
文
契
等
。
○
○
當
御
庄
官
僧
春
海
。
為
肥
前
国
一
宮
河
上
座
主
職
事
云
々
。
文
治
二
年
八
月
日
。
権
大
進
源
朝
臣
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
河
上
一
宮
【
144
】
。
座
主
増
如
申
。
御
寄
進
佐
嘉
郡
。
宮
原
入
道
。
佛
念
跡
田
畠
事
。
申
状
具
書
如
此
。
混
高
木
肥
前
入
道
跡
点
定
云
々
。
所
可
申
無
相
違
者
。
可
止
其
妨
。
有
子
細
者
。
可
註
申
之
状
。
依
仰
執
達
如
件
。
正
平
廿
一
年
十
月
十
三
日
。
久
木
原
新
左
衛
門
殿
。
左
小
將
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
河
上
社
造
営
事
。
座
主
増
如
重
申
状
如
此
。
先
度
被
仰
之
処
。
不
事
行
云
々
。
社
頭
破
損
之
次
第
。
早
速
遂
検
見
。
可
被
註
申
之
状
。
依
仰
執
達
如
件
。
正
平
廿
二
年
七
月
廿
七
日
。
菊
池
肥
前
守
殿
。
左
少
將
（
判
）。
ナ
ド
ア
リ
。（
本
社
大
祭
旧
九
月
十
五
日
、
旧
座
主
眞
言
宗
川
上
山
実
相
院
及
ヒ
支
院
十
二
神
官
二
家
、
女
巫
六
家
、
産
子
八
百
戸
ア
リ
。
古
来
朝
廷
并
ニ
幕
府
候
ノ
寄
附
地
数
万
石
ア
リ
シ
ト
イ
フ
。
旧
藩
主
五
百
石
ノ
地
ヲ
寄
ス
） 
【
144
】「
マ
タ
肥
前
国
河
上
一
宮
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
海
神
〈
謂
鰐
魚
〉
印
本
「
神
」
下
ニ
「
年
常
」
ノ
二
字
ヲ
錯
置
。
国
人
枝
吉
經
□
（
種
カ
）
代
ノ
説
【
145
】
。
又
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
案
ス
ル
ニ
【
146
】
、
近
古
ノ
書
ニ
、
河
上
神
ヲ
神
功
皇
后
ノ
妹
ナ
リ
ト
見
ユ
レ
ド
如
何
ア
ラ
ン
。
実
ハ
海
神
豊
玉
毘
売
命
ニ
ハ
非
ル
カ
。
其
ハ
『
古
事
記
』（
開
化
天
皇
段
）
ニ
、
息
長
帯
比
売
命
ノ
女
弟
ヲ
霊
空
津
比
売
命
ト
ア
リ
。
霊
空
比
売
命
ノ
一
名
ヲ
、『
足
羽
社
記
』
ニ
、
玉
姫
命
ト
ア
ル
ヲ
、
海
神
ノ
豊
玉
毘
売
命
ニ
混
ヒ
ツ
ル
者
ナ
ラ
ン
。
然
イ
フ
徴
ハ
、
豊
玉
毘
売
命
ノ
鰐
ニ
縁
由
マ
ス
コ
ト
ハ
、
素
リ
論
ヒ
ナ
ク
、
本
文
ニ
海
神
、
即
鰐
魚
ト
モ
ノ
、
豊
玉
毘
売
命
ニ
由
ア
レ
バ
、
カ
ク
水
流
ニ
逆
上
リ
、
神
ノ
御
許
ニ
至
ハ
、
又
ソ
ノ
眷
属
ノ
小
魚
等
モ
之
ニ
従
ヒ
、
且
ツ
人
ノ
之
ヲ
畏
ル
ヽ
者
ハ
殃
ナ
リ
。
捕
食
フ
者
ハ
死
ヌ
コ
ト
モ
ア
ル
ナ
リ
。
此
神
ヲ
霊
空
津
比
売
命
ト
シ
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ハ
更
ニ
縁
ナ
シ
。
尚
別
ニ
精
ク
論
ヒ
オ
キ
ツ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
土
人
曰
、
鯰
ハ
淀
姫
ノ
御
使
ヒ
者
ナ
リ
。
故
ニ
本
社
ノ
産
子
ド
モ
之
ヲ
食
ヘ
バ
祟
ア
リ
。
又
本
社
ニ
願
ヒ
ノ
賽
シ
ニ
、
鯰
ヲ
画
キ
テ
奉
ル
コ
ト
ア
リ
、
ト
此
ハ
古
ノ
鰐
ノ
事
ド
モ
ノ
今
ハ
此
魚
ニ
残
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。（
筑
前
人
、
臼
井
浅
夫
氏
曰
、
筑
前
嘉
摩
郡
大
隈
村
ニ
鱖
神
社
ア
リ
。
祭
神
ハ
葺
不
合
命
・
火
々
出
見
命
・
豊
玉
姫
命
ナ
リ
。
毎
年
鱖
魚
海
ヨ
リ
許
リ
社
辺
ニ
来
ル
。
土
人
ノ
傳
ニ
、
豊
玉
姫
命
ハ
海
神
ナ
レ
ハ
、
鱖
ヲ
使
ト
シ
テ
往
来
セ
シ
ム
。
此
社
ヨ
リ
海
マ
テ
ハ
十
二
里
ナ
リ
。
其
間
ヲ
恙
ナ
ク
来
レ
ハ
、
其
年
豊
穣
ナ
リ
。
如
シ
中
間
ニ
シ
テ
人
コ
レ
ヲ
捕
レ
ハ
、
其
人
殃
ニ
逢
フ
ト
ソ
。
或
人
ノ
薩
摩
ノ
旧
城
下
ナ
ル
鹿
児
島
神
社
ニ
コ
ト
ヲ
話
ツ
ル
中
ニ
曰
ク
、
本
社
毎
年
ノ
大
祭
二
月
・
十
月
ノ
十
七
日
ノ
夜
、
鰐
魚
氏
瀬
川
ニ
上
ル
ヲ
以
テ
、
河
水
逆
ニ
流
ル
ト
云
傳
フ
。
蓋
シ
土
人
、
鰐
ヲ
以
テ
海
神
ト
ス
ル
ナ
リ
。
此
等
ハ
本
条
ニ
思
合
サ
ル
ヽ
事
ナ
レ
ハ
、
因
ニ
コ
ヽ
ニ
附
記
ス
） 
【
145
】「
国
人
枝
吉
經
□
（
種
カ
）
代
ノ
説
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
146
】「
案
ス
ル
ニ
、
近
古
ノ
書
ニ
、
河
上
神
ヲ
神
功
皇
后
ノ
妹
ナ
リ
ト
見
ユ
レ
ド
如
何
ア
ラ
ン
。
実
ハ
海
神
豊
玉
毘
売
命
ニ
ハ
非
ル
カ
」
の
部
分
、
国
本
は
「
案
ス
ル
ニ
、
川
上
神
ヲ
神 
功
皇
后
ノ
妹
ナ
リ
ト
近
古
ノ
書
等
ニ
見
ユ
レ
ト
如
何
ア
ラ
ン
。
実
ハ
海
神
豊
玉
毘
売
命
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
す
。
甲
本
は
「
皇
后
ノ
妹
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
よ
り
下
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
此
魚
「
魚
」
下
ニ
曼
本
・
竃
本
「
等
」
字
ア
リ
。 
○
經
二
「
經
」
曼
本
「
住
」
ニ
作
ル
。【
147
】 
【
147
】
底
本
こ
の
下
に
、 
『
大
日
本
史
』
志
二
百
、
佐
嘉
氏
。
景
行
帝
時
。
有
佐
嘉
県
主
祖
大
荒
田
。
光
仁
帝
時
。
有
肥
前
佐
嘉
郡
大
領
佐
賀
君
児
公
。『
日
本
霊
異
記
』
穗
公
瓦
氏
。
仁
賢
帝
時
。 
有
穗
公
瓦
君
。 
山
岡
氏
。
仲
哀
帝
時
。
有
山
岡
県
主
。
祖
熊
鰐
。
孝
徳
帝
時
。
有
小
乙
山
岡
公
宜
。『
日
本
書
紀
』 
帝
時
。
有
下
氷
君
雜
物
。『
太
子
傳
補
闕
起
』
有
下
火
氏
。
聖
武
帝
時
。
有
下
火
首
君
麻
呂
。『
東
大
寺
古
文
書
』 
と
い
う
記
述
あ
り
。
国
本
・
甲
本
な
し
。
い
ず
れ
の
箇
所
の
注
釈
か
不
明
。 
 
小
城
郡
。
郷
七
所
。
里
二
十
。
駅
一
所
。
烽
一
所
。 
郡
「
戸
令
」
ニ
ヨ
ル
ニ
、
本
郡
ハ
七
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
北
ハ
筑
前
ニ
界
シ
、
丑
位
ヨ
リ
寅
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
佐
賀
ニ
界
シ
、
正
南
ハ
海
ニ
臨
ミ
、
杵
島
郡
ニ
接
シ
テ
申
ニ
至
ル
。
申
ヨ
リ
亥
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
、
則
チ
松
浦
郡
ト
境
ヲ
交
フ
。
東
西
四
里
二
拾
六
丁
、
南
北
七
里
拾
八
丁
、
米
・
麦
・
綿
・
麻
・
茶
・
楮
・
255 
柿
・
石
炭
等
ヲ
産
ス
。『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
肥
前
国
小
城
東
西
。（
田
数
三
百
七
十
一
丁
八
反
卅
。
但
宮
加
地
子
百
起
請
定
宮
召
物
。
加
地
子
副
米
百
四
十
五
石
九
斗
三
升
）
小
城
東
西
（
六
【
148
】
十
二
反
四
丈
）
小
城
郡
内
伴
部
郷
（
七
十
七
丁
五
反
二
丈
）
件
小
城
西
東
并
伴
部
郷
者
。
本
国
領
也
。
而
自
本
領
主
大
監
秦
時
廣
之
手
。
與
見
物
。
以
延
久
五
年
。
買
得
津
守
常
見
御
領
之
後
。
於
半
不
輸
之
神
領
。
辨
済
宮
物
之
外
。
停
止
他
国
勤
仕
神
事
。
進
済
宮
召
加
地
子
副
米
也
。
秦
時
廣
沽
券
云
。
畠
三
箇
所
萱
原
田
村
云
々
。
福
所
村
云
々
。
江
津
村
云
々
。
甕ミカ
調ツチ
郷
云
々
。
伴
部
郷
云
々
。
立
券
注
文
云
。
小
城
郡
甕
調
郷
云
々
。
四
條
（
○
三
日
月
村
【
149
】
）
大
字
堀
江
ニ
ア
リ
云
々
。
五
條
（
○
日
村
大
字
樋
口
ヶ
里
ニ
ア
リ
云
々
【
150
】
）
荒
田
云
々
。
伴
部
郷
。
六
條
云
々
。
七
條
云
々
。
荒
田
云
々
。
右
荒
増
記
之
件
。
田
富
者
。
自
本
領
主
藤
井
宮
時
之
手
。
御
宝
前
権
検
校
僧
円
昭
。
令
穣
得
之
間
。
自
円
昭
之
手
。
大
宮
司
公
通
譲
得
之
上
宮
時
。
男
宮
行
。
又
與
譲
状
畢
。
仍
公
通
私
領
也
。
（
是
公
通
立
新
券
諸
々
神
官
判
由
緒
也
）
マ
タ
『
今
川
系
図
』【
151
】
ニ
、
伊
豫
守
貞
世
入
道
了
俊
、
応
安
四
年
各
下
向
肥
前
小
城
郡
ニ
開
府
ス
。
マ
タ
貞
世
号
了
俊
。
応
安
四
年
。
將
軍
義
満
公
遣
了
俊
。
為
九
州
探
題
。
開
府
肥
前
小
城
郡
。
今
生
立
ヶ
里
也
。
マ
タ
『
大
（
マ
ヽ
）
平
記
』（
建
武
三
年
）
ニ
、
阿
蘇
大
宮
司
惟
直
ハ
、
先
日
多
々
良
濱
ノ
合
戦
ニ
深
手
負
タ
リ
ケ
ル
カ
。
肥
前
国
小
杵
（
○
城
ノ
誤
リ
）
山
ニ
テ
自
害
シ
タ
。
マ
タ
『
治
乱
記
』（
一
名
『
北
肥
戦
誌
』
）
ニ
、
阿
蘇
ノ
大
宮
司
ハ
兄
弟
三
人
、
郎
従
二
百
人
、
本
国
ヘ
志
シ
、
肥
前
国
小
城
山
ヲ
越
シ
処
ニ
、
千
葉
大
隅
守
カ
所
領
ノ
郷
民
ト
モ
、
雲
霞
ノ
如
ク
集
テ
、
落
人
遁
サ
ジ
ト
、
取
篭
ル
阿
蘇
カ
兵
之
ヲ
防
テ
、
山
ヨ
リ
大
石
ヲ
数
多
落
シ
カ
ケ
、
打
破
チ
通
ン
ト
ス
。
地
下
人
事
ト
モ
セ
ズ
、
千
鳥
カ
ケ
ニ
石
ヲ
ヨ
ケ
、
大
宮
司
カ
者
ド
モ
、
皆
戦
ヒ
労
レ
テ
ケ
レ
バ
、
百
六
十
餘
人
、
矢
場
ニ
討
シ
、
大
將
大
宮
司
惟
直
、
同
弟
惟
成
、
一
所
ニ
討
死
ス
。
其
弟
惟
澄
モ
二
ヶ
所
疵
ヲ
蒙
リ
シ
ガ
、
當
ノ
敵
十
四
人
、
切
伏
セ
慕
フ
者
ヲ
追
拂
ヒ
、
兄
ノ
死
骸
ヲ 
セ
テ
辛
々
肥
後
ヘ
帰
リ
ヌ
。（
土
人
曰
、
惟
直
、
阿
蘇
山
ノ
ミ
ユ
ル
所
ニ
テ
ト
テ
、
天
山
ノ
頂
ニ
テ
自
殺
ス
。
墓
ハ
晴
田
村
大
字
晴
気
天
山
神
社
上
宮
ノ
旁
ニ
ア
リ
）
マ
タ
『
鎌
倉
大
草
紙
』【
152
】
ニ
、
千
葉
胤
貞
上
洛
シ
テ
、
吉
野
ヘ
参
リ
征
西
將
軍
ノ
宮
御
下
向
ノ
ト
キ
、
御
供
シ
テ
九
州
ヘ
下
リ
、
大
隅
守
ニ
補
任
シ
肥
前
国
ヲ
知
行
シ
ケ
リ
。
胤
貞
ノ
子
法
花
宗
日
祐
上
人
モ
九
州
ニ
下
向
シ
、
肥
前
国
松
王
山
（
○
今
日
今
ハ
松
尾
山
護
国
寺
ト
イ
フ
。
岩
松
村
ニ
ア
リ
）
ヲ
シ
テ
、
総
州
ノ
中
山
ヲ
引
テ
、
末
ノ
世
マ
デ
此
所
ヲ
中
山
ト
ス
。
両
寺
一
寺
ト
号
ス
。
マ
タ
『
花
宮
三
代
記
』（
文
中
二
年
三
月
【
153
】
）
ニ
、
去
二
月
十
九
日
。
筑
前
国
両
所
没
落
。
同
十
三
日
。
肥
前
国
小
城
合
戦
。
御
方
打
勝
之
由
。
注
進
到
来
。
マ
タ
『
宗
像
軍
記
』
ニ
、
大
宮
司
氏
請
ヨ
リ
、
十
一
世
ノ
孫
、
氏
国
頃
、
肥
前
国
晴
来
村
○
今
ハ
晴
氣
ト
書
ク
。
ニ
テ
、
水
田
三
百
丁
ヲ
領
ス
。
マ
タ
『
寛
文
印
知
集
』
ニ
、
小
城
郡
。
百
四
拾
四
箇
村
。
高
四
万
六
千
四
百
九
石
六
斗
八
升
合
【
154
】
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
小
城
郡
。
百
四
十
四
村
。
高
四
万
六
千
四
百
九
石
六
斗
八
升
八
合
。
マ
タ
『
郷
村
帳
』【
155
】
ニ
、
小
城
郡
。
大
村
百
七
十
村
。
小
村
百
二
十
五
村
。
人
数
三
万
八
千
二
百
四
十
三
人
。（
○
本
書
、
郷
数
ヲ
逸
ス
。
然
レ
モ
書
中
ニ
散
見
ス
ル
所
ヲ
算
フ
レ
ハ
十
三
郷
ナ
リ
。「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
一
万
千
〇
九
十
一
戸
。
五
万
四
千
百
五
十
八
口
。
田
五
千
八
百
七
十
三
町
八
段
。
畑
一
千
七
百
九
十
八
町
八
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
六
万
八
百
二
十
七
口
）
マ
タ
『
海
東
諸
国
256 
記
』
ニ
、
有
小
城
。
在
博
多
南
十
五
里
。
民
居
一
千
餘
戸
。
正
兵
二
百
五
十
餘
。
総
治
九
州
之
兵
。
マ
タ
千
葉
殿
己
夘
年
（
○
長
禄
三
年
ナ
リ
）
遣
使
来
朝
。
居
有
小
城
云
々
。
書
称
肥
前
州
。
小
城
千
葉
介
元
胤
。
約
歳
遣
一
舩
。
マ
タ
『
源
宗
傳
』【
156
】
戊
子
年
（
○
応
仁
二
年
ナ
リ
）
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
多
久
。
豊
前
守
源
宗
傳
。
以
宗
貞
国
請
接
待
。
居
多
久
。
有
麾
下
兵
。
マ
タ
譲
与
肥
前
国
。
小
城
郡
晴
気
保
。
地
頭
職
事
。
藤
氏
女
。
右
件
庄
者
。
隆
果
曽
祖
父
尾
張
少
將
隆
頼
。
有
事
縁
。
自
鎌
倉
故
。
大
將
家
所
充
賜
也
。
因
茲
隆
頼
譲
息
男
成
亮
。
々
々
譲
息
男
顕
嗣
。
々
々
譲
子
息
隆
果
。
四
代
相
承
領
事
。
無
相
違
之
次
第
。
関
東
代
々
御
下
文
。
明
白
也
。
而
藤
原
氏
者
為
同
父
一
腹
味
之
上
。
任
亡
父
遺
言
相
副
調
度
證
文
等
。
永
所
令
譲
渡
之
状
如
件
。
文
永
六
年
八
月
廿
一
日
。
権
律
師
隆
果
（
判
）。
マ
タ
「
河
上
神
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」【
157
】
ニ
、
小
城
郡
七
百
町
。（
○
元
九
百
町
マ
タ
・
・
・
・
・
・
）
三
間
円
通
（
○
三
間
山
円
通
寺
ト
イ
フ
。
岩
松
村
ニ
ア
リ
）
臨
済
宗
之
霊
砌
者
。
九
州
肥
前
之
勝
地
也
。
專
傳
菩
薩
達
磨
之
心
宗
。
鎮
疑
不
立
文
字
之
工
夫
。
茲
以
帰
太
上
法
皇
之
勅
願
。
祈
天
下
慈丞カ
民
之
安
全
。
然
者
至
于
慈
民
三
會
之
下
生
。
可
抽
衆
僧
一
同
之
中
膽
者
。
依
院
宣
悉
之
以
状
。
正
安
三
年
七
月
廿
九
日
。
円
道
寺
住
持
円
定
上
人
。
御
房
参
議
（
判
）。
マ
タ
宗
像
大
宮
司
氏
盛
申
。
肥
前
国
晴
氣
保
安
光
名
地
頭
得
分
。
米
参
拾
六
石
伍
斗
六
升
九
合
。
銭
三
陸
．
．
佰
九
拾
貳
文
事
云
々
。
延
慶
三
年
十
二
月
六
日
。
前
上
総
介
平
朝
臣
（
判
）。
マ
タ
太
宰
府
目
代
遠
宗
申
。
条
々
一
府
調
進
神
宗
料
所
。
肥
前
国
小
城
郡
東
方
所
課
事
。
右
地
頭
千
葉
太
郎
胤
貞
對
捍
之
間
。
度
々
雖
被
裁
許
尚
以
無
沙
汰
云
々
。
諦
実
不
曰
可
辨
之
旨
。
重
可
加
催
促
。
若
猶
不
承
引
者
。
急
可
被
注
進
矣
云
々
。
以
前
条
々
依
仰
執
達
如
件
。
正
中
三
年
正
月
廿
三
日
。
相
模
守
（
判
）。
武
蔵
守
（
判
）
。
マ
タ
宗
像
六
郎
三
郎
氏
勝
○
宗
像
神
社
大
宮
司
代
朝
秀
申
。
肥
前
国
晴
氣
保
乙
久
安
名
内
田
地
貳
町
五
段
。
検
注
年
貢
済
物
等
事
云
々
。
元
徳
三
年
七
月
二
十
五
日
。
修
理
亮
平
朝
臣
（
判
）。
マ
タ
依
武
蔵
修
理
亮
史
時
○
北
条
誅
伐
事
。
肥
前
国
晴
氣
保
地
頭
。
宗
像
六
郎
氏
勝
云
々
。
元
弘
三
年
六
月
二
日
。
マ
タ
肥
前
国
三
間
寺
知
行
地
事
。
被
聞
食
畢
。
僧
衆
可
致．
其
旨
者
。
天
氣
如
此
。
悉
之
以
状
。
元
弘
四
年
正
月
十
五
日
。
式
部
大
夫
（
判
）。
マ
タ
當
知
行
地
事
。
自
元
為
勅
願
寺
処
。
被
成
下
重
安
堵
綸
旨
上
者
。
不
可
致
甲
乙
人
等
。
狼
藉
若
於
違
犯
之
輩
者
。
為
処
罪
科
。
可
令
注
進
交
名
之
状
如
件
。
建
武
元
年
八
月
三
日
。
目
代
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
小
城
郡
円
道
寺
雜
掌
○
寺
領
同
国
小
保
町
内
首
泉
町
田
地
壱
町
壱
段
事
。
小
俣
七
郎
。
致
押
妨
○
事
実
者
太
無
謂
早
○
彼
妨
於
○
地
者
。
可
自
然
付
寺
家
之
状
事
。
●
●
●
九
月
廿
八
日
。
守
護
代
右
馬
権
頭
（
判
）。
マ
タ
筑
後
国
木
屋
弾
正
左
衛
門
尉
行
実
申
軍
忠
事
。
右
者
八
月
十
八
日
。
為
對
治
肥
前
国
凶
徒
。
御
発
向
之
間
。
自
最
前
令
御
供
。
同
九
月
一
日
。
小
城
々
攻
合
戦
。
抽
軍
忠
訖
云
々
。
然
早
賜
御
判
為
亀
鋻
言
上
如
件
。
正
平
十
年
十
二
月
日
。
一
見
了
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
小
城
郡
。
西
方
地
頭
職
城
入
道
跡
三
分
一
。
為
肥
後
国
守
富
庄
替
。
可
知
行
之
由
。
依
仰
執
達
如
件
。
天
授
二
年
十
月
十
三
日
。
阿
蘇
大
宮
司
殿
。
宮
内
少
輔
（
判
）
ナ
ド
ア
リ
。（
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
二
月
ニ
、
進
肥
前
国
従
五
位
下
天
山
神
従
五
位
上
ト
ア
リ
。
上
宮
ハ
晴
田
村
大
字
晴
氣
ノ
天
山
ニ
ア
リ
。
座
主
天
台
宗
曼
珠
院
神
官
二
家
宮
崎
ト
イ
ヒ
、
円
城
寺
ト
イ
フ
。
支
祠
ア
リ
。
一
ハ
岩
松
村
大
字
岩
倉
ニ
ア
リ
、
一
ハ
晴
氣
ニ
ア
リ
、
一
257 
ハ
東
松
浦
郡
厳
木
村
大
字
廣
瀬
ニ
ア
リ
。
共
ニ
郷
社
） 
【
148
】
国
本
「
六
」
の
上
に
「
百
」
あ
り
。 
【
149
】「（
○
三
日
月
村
）」
国
本
な
し
。 
【
150
】「（
○
日
村
大
字
樋
口
ヶ
里
ニ
ア
リ
云
々
）
」
国
本
な
し
。 
【
151
】「
マ
タ
『
今
川
系
図
』
ニ
、
伊
豫
守
貞
世
入
道
了
俊
、
応
安
四
年
各
下
向
肥
前
小
城
郡
ニ
開
府
ス
。
マ
タ
貞
世
号
了
俊
。
応
安
四
年
。
將
軍
義
満
公
遣
了
俊
。
為
九
州
探
題
。
開
府
肥 
前
小
城
郡
。
今
生
立
ヶ
里
也
」
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「
南
里
氏
曰
、
文
永
十
一
年
冬
、
千
葉
介
頼
胤
蒙
古
ノ
戦
ニ
疵
ヲ
蒙
リ
、
明
年
領
知
小
城
ニ
テ
死
ス
」
と
あ
り
。 
【
152
】
以
下
国
本
、
掲
出
史
料
の
配
列
順
序
に
異
同
あ
り
。 
【
153
】
底
本
「
文
中
三
年
二
月
」
と
す
。
国
本
・
甲
本
に
よ
り
改
む
。 
【
154
】「
高
四
万
六
千
四
百
九
石
六
斗
八
升
合
」
底
本
傍
書
す
。
甲
本
は
本
文
に
あ
り
。 
【
155
】「
マ
タ
『
郷
村
帳
』
ニ
…
…
「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
六
万
八
百
二
十
七
口
」
国
本
な
し
。 
【
156
】「
マ
タ
『
源
宗
傳
』
戊
子
年
…
…
（
○
元
九
百
町
マ
タ
・
・
・
・
・
・
）」
国
本
な
し
。 
【
157
】「
マ
タ
「
河
上
神
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
小
城
郡
七
百
町
。（
○
元
九
百
町
マ
タ
・
・
・
・
・
・
）
」
甲
本
な
し
。
底
本
「（
○
元
九
百
町
マ
タ
・
・
・
・
・
・
）」 
以
下
の
部
分
を
省
略
か
。 
○
郷
七
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
川
上
。（
加
波
加
美
。
○
今
日
、
此
ハ
佐
賀
郡
ノ
川
上
ノ
西
ノ
方
幾
分
カ
。
当
時
本
郡
ニ
入
タ
リ
シ
ナ
ラ
ン
）
甕
調
。（
美
加
都
岐
。
○
『
元
禄
図
』
ニ
、
三
ヶ
月
郷
十
二
時
ト
ア
リ
。
伊
藤
氏
曰
、
此
ハ
上
古
ニ
土
師
ノ
住
テ
甕
ヲ
作
リ
御
調
ニ
奉
リ
シ
ナ
ト
ニ
テ
負
セ
タ
ル
名
ナ
ル
ヘ
シ
。
對
馬
上
縣
郡
ニ
玉
調
郷
ア
リ
。
似
タ
ル
名
ナ
リ
。
今
日
三
ヶ
月
郷
、
近
頃
マ
テ
存
。
現
ニ
三
日
月
村
ア
リ
。
近
旁
佐
賀
郡
川
上
村
ニ
今
山
ア
リ
。
今
ニ
磁
器
ヲ
製
ス
。
古
甕
ヲ
作
リ
シ
名
残
ナ
ラ
ン
）
高
来
。（
多
久
【
158
】。
○
『
海
東
諸
国
記
』【
159
】
ニ
、
源
宗
傳
。
戊
子
年
。
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
川
上
。
松
浦
。
多
久
。
豊
前
守
源
宗
傳
宗
貞
。
国
請
接
待
居
多
久
。
有
麾
下
兵
ト
ア
リ
。
上
松
浦
ト
ア
ル
ハ
誤
リ
。『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
高
来
。
別
府
田
数
百
三
十
町
。
宮
召
加
地
子
。
起
請
田
定
百
町
加
地
子
。
百
名
半
不
輸
。
件
別
府
本
府
領
之
而
郷
。
大
江
朝
臣
匡
房
当
官
之
砌
。
建
立
堂
舎
。
今
号
池
中
大
貳
韋
是
也
。
始
行
法
華
三
昧
。
彼
佛
堂
灯
油
調
度
直
預
承
任
等
。
供
料
当
別
府
并
豊
前
国
虫
注
別
府
等
。
永
所
被
寄
神
領
也
。
伊
藤
氏
曰
、
此
ハ
古
ノ
栲
ノ
多
キ
所
ナ
ト
ニ
テ
負
セ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
○
今
日
今
ニ
多
ク
麻
楮
ヲ
産
ス
。
又
近
頃
マ
テ
上
多
久
郷
・
中
多
久
郷
・
下
多
久
郷
等
存
ス
。
別
府
ハ
別
府
駅
ニ
テ
、
今
ハ
東
多
久
村
ノ
大
字
ト
ナ
ル
。
豊
公
征
韓
ノ
時
、
此
駅
ヲ
通
行
シ
人
家
ノ
衰
替
セ
ル
ヲ
憐
ミ
、
毎
月
六
回
ノ
市
ヲ
ナ
サ
シ
ム
。
此
ヨ
リ
漸
隆
盛
ニ
復
セ
リ
ト
ソ
。
市
ハ
今
ニ
存
ス
。
土
人
曰
、
源
頼
朝
遊
楽
ノ
時
、
多
久
宗
直
ト
朝
夷
義
秀
ト
々
相
撲
ヲ
ト
ラ
ム
。
宗
直
勝
チ
テ
其
褒
賞
ト
シ
テ
、
全
国
内
ニ
於
テ
多
久
云
地
三
所
ヲ
宗
直
ニ
与
フ
。
其
中
ニ
テ
本
所
ノ
地
等
廣
シ
。
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宗
直
依
テ
此
処
ニ
来
住
ス
。
始
メ
下
多
久
村
ニ
居
リ
、
後
上
多
久
村
ニ
遷
リ
、
梶
峯
城
ヲ
築
キ
之
ニ
居
ル
。
其
後
変
遷
宗
繁
ニ
至
ル
。
永
禄
中
【
160
】、
竜
造
寺
隆
信
公
之
ヲ
亡
シ
、
其
地
ヲ
弟
長
信
ニ
與
ヘ
傳
ヘ
テ
維
新
ニ
至
ル
）
伴
部
（
登
毛
。
○
伊
藤
氏
曰
、
此
ハ
古
伴
部
ノ
住
ミ
シ
。
後
ニ
テ
名
ニ
負
ヘ
タ
ル
地
ナ
ラ
ン
）
ト
ア
リ
。
尚
二
所
ヲ
逸
ス
。（
○
「
永
仁
二
年
ノ
文
書
」【
161
】
ニ
、
肥
前
国
小
城
郡
西
郷
内
三
寺
葉
師
堂
免
云
々
ト
ア
リ
。
此
モ
一
ノ
郷
カ
。
詳
ラ
カ
ラ
ス
。
晴
氣
郷
ト
云
モ
ア
リ
。
此
モ
古
キ
者
ナ
ラ
ン
） 
【
158
】
国
本
、
こ
の
下
に
余
白
あ
り
。 
【
159
】
国
本
、
以
下
分
注
で
記
す
。 
【
160
】「
永
禄
中
、
竜
造
寺
隆
信
公
之
ヲ
亡
シ
、
其
地
ヲ
弟
長
信
ニ
與
ヘ
傳
ヘ
テ
維
新
ニ
至
ル
」
と
い
う
箇
所
、
国
本
は
「
永
禄
年
間
、
龍
造
寺
隆
信
之
ヲ
亡
シ
、
弟
長
信
ニ
其
地
ヲ
与
フ
。 
後
長
信
蓮
池
ノ
小
池
政
光
ト
城
地
ヲ
交
換
ス
。
政
光
カ
異
志
ア
ル
ニ
及
ン
テ
又
之
ヲ
復
ス
」
と
す
。 
【
161
】「
○
「
永
仁
二
年
ノ
文
書
」」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「
上
ニ
ヒ
ク
文
永
延
慶
等
ノ
文
書
ニ
晴
氣
保
ト
ア
リ
。
今
ノ
晴
氣
郷
是
レ
ナ
リ
。
又
魂
ニ
、
佐
保
郷
ア
リ
。
尚 
一
所
ヲ
逸
ス
」
、
頭
注
に
「
弼
云
、
尚
一
所
ハ
小
城
郷
カ
」
と
あ
り
。 
○
里
二
十
名
称
所
在
、
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」【
162
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
百
三
十
八
村
二
町
ナ
リ
。
二
十
二
年
改
革
シ
テ
、
小
城
町
大
字
小
城
、
三
日
月
村
大
字
三
ヶ
島
・
長
神
田
・
織
島
・
道
辺
・
堀
江
・
金
田
・
樋
口
・
久
米
・
石
木
・
木
甲
・
柳
原
、
牛
津
村
大
字
牛
津
・
柿
樋
・
瀬
勝
・
乙
柳
、
芦
刈
村
大
字
三
王
・
崎
濱
・
枝
川
・
永
田
・
道
免
・
下
古
賀
・
芦
溝
、
砥
川
村
大
字
上
砥
川
・
下
砥
川
、
三
里
村
大
字
池
上
・
栗
原
・
舟
田
、
東
多
久
村
大
字
別
府
・
納
所
、
南
多
久
村
大
字
下
多
久
・
長
尾
・
花
祭
、
多
久
村
大
字
多
久
、
西
多
久
村
大
字
板
屋
、
北
多
久
村
大
字
多
久
原
・
小
侍
、
晴
田
村
大
字
晴
氣
・
畑
田
、
岩
松
村
大
字
岩
蔵
・
松
尾
、
南
山
村
大
字
古
湯
・
畑
瀬
・
市
川
・
苣
木
・
杉
山
・
鎌
原
・
上
熊
川
・
内
野
・
下
熊
川
・
八
反
原
、
北
山
村
大
字
藤
瀬
・
大
野
・
中
原
・
麻
邦
・
古
下
・
無
津
呂
・
古
湯
・
下
合
瀬
・
上
合
瀬
・
大
串
・
栗
並
ト
ス
。
牛
津
村
、
後
ニ
町
ト
ナ
ル
） 
【
162
】「
明
治
十
年
ノ
調
」
以
下
の
部
分
、
国
本
な
し
。
国
本
、
こ
の
部
分
に
「
○
『
和
名
抄
』
ニ
小
城
郡
（
國
府
）
ト
ア
レ
ト
モ
國
府
ハ
佐
賀
郡
ニ
ア
リ
シ
コ
ト
上
（
佐
嘉
郡
条
）
ニ 
イ
ヘ
ル
カ
如
シ
。
此
ハ
本
郡
ニ
別
府
ノ
在
シ
ヨ
リ
誤
リ
シ
者
ナ
ラ
ン
。
別
府
ハ
別
府
駅
ニ
ア
リ
シ
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
駅
一
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
。
高
来
五
疋
ト
ア
リ
。
即
チ
別
府
駅
、
東
多
久
村
大
字
別
府
ナ
ラ
ン
【
163
】
。（
高
来
ハ
多
久
ナ
レ
ハ
、
旧
ノ
多
久
町
ニ
テ
、
即
多
久
村
大
字
多
久
ナ
ラ
ン
カ
ト
モ
思
ハ
ル
レ
ト
モ
、
然
ニ
ア
ラ
ス
。
別
府
村
ハ
別
府
ノ
ア
リ
シ
処
ナ
レ
ハ
、
駅
ニ
テ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
サ
ル
ヲ
「
兵
部
式
」
ニ
高
来
ト
ア
ル
ハ
、
此
ノ
大
名
ヲ
云
ヒ
シ
カ
） 
【
163
】「
東
多
久
村
大
字
別
府
ナ
ラ
ン
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
烽
一
所
烽
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。 
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昔
者
。
此
村
有
二
土
蜘
蛛
一
。
造
レ
堡
隱
之
。
不
レ
従
二
皇
命
一
。
日
本
武
尊
巡
幸
之
日
。
皆
悉
誅
之
。
因
号
二
小
城
郡
一
。 
異
本
、
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
此
村
此
ノ
郡
ノ
名
ノ
起
ル
所
ナ
レ
ハ
、
小
城
町
ノ
辺
リ
カ
。
郡
家
モ
此
処
ニ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
○
堡
「
軍
防
令
」
ノ
義
解
ニ
、
堡
高
土
以
為
障
防
賊
也
ト
ア
リ
。
堡
ハ
小
キ
城
ノ
如
キ
者
ナ
レ
ハ
、
ヲ
キ
．
．
ト
モ
訓
ム
ベ
シ
。（
『
豊
後
風
土
記
』
日
田
郡
石
井
郷
ニ
、
昔
者
。
此
村
有
土
蜘
蛛
之
。
堡
不
用
石
築
以
ニ
似
タ
リ
） 
 
松
浦
郡
。
郷
一
十
一
所
。
里
二
十
六
。
驛
五
所
。
烽
八
所
。 
郡
「
戸
令
」
ニ
ヨ
ル
ニ
、
本
郡
ハ
十
一
郷
ナ
レ
バ
中
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
丑
寅
ノ
位
ハ
筑
前
ニ
界
シ
、
寅
ヨ
リ
夘
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
小
城
郡
ニ
界
シ
、
夘
ヨ
リ
辰
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
杵
島
郡
ニ
界
シ
、
辰
ヨ
リ
巳
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
彼
杵
郡
ニ
界
シ
、
其
餘
ハ
海
ニ
面
ス
。
本
国
第
一
ノ
大
郡
ナ
リ
。
明
治
十
一
年
、
分
テ
四
ト
シ
、
唐
津
地
方
ヲ
東
ト
シ
、
伊
万
里
地
方
ヲ
西
ト
シ
【
164
】
、
五
島
地
方
ヲ
南
ト
シ
、
平
戸
地
方
ヲ
北
ト
ス
。
麻
・
麦
・
豆
・
甘
藻
・
楮
・
櫨
・
塩
・
石
炭
・
磁
器
・
鯛
・
鯨
・
鰤
・
鮪
・
鰛
・
蚫
・
鯖
・
海
参
・
鰹
・
入
鹿
・
烏
賊
・
石
花
菜
・
雜
冠
草
・
海
苔
・
鹿
角
菜
・
和
布
等
ヲ
産
ス
。『
続
紀
』（
天
平
十
二
年
十
一
月
）
ニ
、
大
將
軍
大
野
東
人
等
言
。
捕
獲
賊
藤
原
廣
嗣
於
肥
前
国
松
浦
郡
値
賀
島
長
野
村
。（
○
北
郡
）
廣
嗣
之
舩
。
従
知
駕
島
発
得
東
風
。
往
四
箇
日
。
行
見
島
舩
上
人
云
。
是
耽
羅
島
也
。
于
時
東
風
猶
扇
舩
留
海
中
。
不
旨
進
行
。
漂
蕩
已
經
一
日
一
夜
。
而
西
風
卒
起
更
吹
還
舩
。
於
是
廣
嗣
自
捧
駅
鈴
一
口
云
。
我
是
大
忠
臣
也
。
神
霊
充
我
哉
。
頼
神
力
。
風
波
暫
静
。
以
鈴
投
海
。
然
猶
風
波
弥
甚
。
遂
着
等
保
知
駕
島
。
色
都
島
矣
ト
ア
リ
。
然
ル
ヲ
『
松
浦
廟
宮
本
縁
起
』
ニ
ハ
、
藤
原
廣
嗣
。
遁
去
肥
前
国
松
浦
郡
値
加
島
。
乗
竜
駒
。
遥
欲
移
隣
朝
。
向
馬
於
海
上
。
不
敢
進
。
即
削
頭
棄
畢
。
乃
乗
舩
浮
海
東
風
往
四
箇
日
。
行
見
島
舩
上
人
云
。
是
耽
羅
島
也
。
于
時
東
風
猶
扇
。
舩
留
中
。
不
旨
進
行
。
漂
蕩
已
經
一
日
一
夜
。
西
風
卒
起
更
吹
還
。
自
棒
駅
鈴
一
口
。
臨
海
云
。
我
是
大
忠
臣
也
。
豈
拾
我
也
。
乞
頼
神
力
。
暴
浪
暫
止
。
然
而
黒
風
弥
扇
。
白
浪
不
平
。
帆
柱
之
上
。
種
々
鳥
来
居
。
遂
吹
着
小
値
嘉
島
。
吹
還
松
浦
郡
橘
浦
。（
○
北
郡
）
其
遺
体
三
ヶ
日
。
懸
霊
流
電
鎮
落
之
所
。
今
鏡
宮
也
。
勅
使
真
吉
備
朝
臣
。
以
天
平
十
七
年
。
造
立
廟
殿
二
宇
。
奉
令
鎮
坐
西
所
廟
【
165
】
。
以
即
建
立
神
宮
知
識
無
怨
寺
。
（
○
大
村
大
字
五
反
田
ニ
ア
リ
）
安
置
佛
經
。
以
彼
廿
口
僧
。
定
置
祈
願
住
寺
之
僧
。
以
持
夫
六
十
人
。
分
置
宮
寺
雜
掌
人
。
神
宮
無
怨
寺
。
寄
置
水
田
四
十
町
。
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免
田
六
十
町
。
其
次
定
置
鏡
尊
廟
之
号
ト
ア
リ
。『
続
紀
』（
宝
亀
六
年
四
月
）
ニ
、
授
川
部
酒
麻
呂
外
授
五
位
下
。
酒
麻
呂
肥
前
国
松
浦
郡
人
也
。
勝
宝
四
年
。
為
入
唐
使
。
第
四
柂
師
帰
日
。
海
中
順
風
盛
扇
。
急忽カ
於
舩
尾
失
火
。
其
炎
覆
艫
而
志
。
人
皆
惶
遽
。
不
知
為
計
。
時
酒
麻
呂
廻
柂
。
火
乃
傍
出
手
。
雖
燒
爛
。
把
柂
不
動
。
因
遂
撲
滅
以
存
人
物
。
以
功
授
十
階
。
補
當
郡
員
外
主
帳
。
至
是
授
五
位
。
マ
タ
（
九
年
十
月
）
遣
唐
使
第
三
舩
。
到
泊
肥
前
国
松
浦
郡
橘
浦
。
マ
タ
『
続
後
紀
』（
承
和
六
年
八
月
）
ニ
、
勅
参
議
太
宰
権
帥
正
四
位
下
兼
左
大
弁
藤
原
朝
臣
常
嗣
。
大
貳
従
四
位
上
南
淵
朝
臣
永
何
等
。
得
今
月
十
九
日
奉
状
。
知
遣
唐
大
使
藤
原
常
嗣
朝
臣
等
。
率
七
隻
舩
。
廻
着
肥
前
国
松
浦
郡
生
属
島
。（
○
北
郡
）
與
先
到
録
事
大
神
宗
雄
舶
。
総
是
八
艘
。
宜
准
帰
化
例
。
労
来
式
寛
旅
思
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
十
六
年
七
月
）
ニ
、
先
是
太
宰
府
言
。
大
唐
商
人
崔
岌
等
三
十
六
人
。
駕
舩
一
艘
。
六
月
三
日
。
着
肥
前
国
松
浦
郡
岸
。
是
日
。
勅
宣
准
帰
化
例
。
安
置
供
給
。
○
支
那
人
ノ
来
商
ハ
此
頃
ヨ
リ
ノ
事
ナ
ラ
ン
。
マ
タ
『
旧
事
紀
』（
十
）
ニ
、
未
羅
国
造
。
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
。
以
穂
積
臣
同
祖
大
水
口
足
尼
孫
矢
田
楯
吉
。
定
賜
国
造
。
案
ス
ル
ニ
、『
姓
氏
録
』
ニ
、
松
津
首
。
豊
島
首
同
祖
ト
ア
リ
。
上
田
氏
曰
、
松
津
、
松
浦
ト
ス
ベ
シ
〔
10
〕
。
○
『
旧
事
紀
』（
十
）【
166
】
ニ
、
松
津
国
造
。
難
波
高
津
朝
御
世
。
以
物
部
連
祖
伊
香
色
雄
命
孫
金
連
。
定
賜
国
造
ト
ア
リ
。
津
ハ
浦
ノ
誤
リ
ナ
リ
。
彼
紀
ニ
、
松
浦
国
造
。
マ
タ
未
羅
国
造
ア
リ
。
此
ハ
同
書
ニ
、
山
城
国
造
。
マ
タ
山
城
国
造
。
牟
邪
志
国
造
。
マ
タ
胸
刺
国
造
。
忍
国
造
。
マ
タ
信
夫
国
造
。
コ
レ
ヲ
同
名
ニ
ツ
ヽ
ア
ケ
タ
ル
例
ナ
リ
。
内
山
氏
ハ
松
津
ハ
基
肄
ノ
誤
リ
ト
云
ヒ
、
度
會
氏
ハ
、
杵
島
ノ
誤
リ
ト
云
レ
タ
レ
ド
、
共
ニ
誤
リ
ナ
リ
。
伴
氏
曰
、
上
田
氏
ノ
説
、
諾
ヒ
難
シ
。『
拾
芥
抄
』
ニ
モ
、
松
津
首
ト
ア
リ
。『
旧
事
紀
』
ニ
モ
、『
姓
氏
録
』
ノ
一
本
ト
モ
ニ
、
悉
ク
松
津
ト
ア
レ
バ
誤
ト
ハ
思
ハ
レ
ズ
。
何
国
ニ
カ
ア
ラ
ン
。
地
名
ト
聞
エ
タ
リ
。
栗
田
氏
曰
、
松
津
ハ
肥
前
ノ
地
名
ナ
ル
ベ
シ
。
今
日
聞
及
ハ
ス
。
金
連
ハ
「
天
孫
本
紀
」
ニ
、
饒
速
日
命
ノ
十
三
世
孫
。
物
部
金
連
公
。
借
馬
連
野
間
連
等
祖
ト
ミ
エ
テ
、
欽
明
ノ
御
世
ノ
人
ナ
レ
バ
、
難
波
高
津
御
世
ト
ア
ル
ニ
合
ハ
ズ
。
又
世
数
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
伊
香
色
雄
命
ノ
七
世
ノ
孫
ナ
レ
バ
、
此
モ
違
ヘ
リ
。
難
波
高
津
ハ
志
賀
高
穴
穂
ノ
誤
リ
。
金
連
ハ
金
号
連
ノ
誤
リ
ナ
ル
ベ
シ
。
今
日
『
分
類
年
代
記
』
ニ
、
松
浦
ヲ
松
津
ト
誤
リ
タ
ル
例
モ
ア
リ
。『
日
本
高
僧
傳
文
（
要
脱
カ
）
抄
』
ニ
、
弘
法
大
師
。
延
暦
廿
三
年
七
月
六
日
。
発
肥
前
松
浦
郡
田
浦
。
マ
タ
「
承
和
二
年
八
月
ノ
太
政
官
符
」
ニ
、
応
令
常
住
肥
前
国
松
浦
郡
弥
勒
寺
（
○
北
郡
田
平
村
ニ
ア
リ
。
万
寿
山
ト
イ
フ
）
真
言
宗
知
識
僧
五
人
事
。
右
得
太
宰
府
解
偁
。
講
師
。
傳
燈
。
大
法
師
。
光
豊
牒
偁
。
依
太
政
官
去
天
平
十
七
年
十
月
十
二
日
。
騰
勅
符
。
件
寺
始
置
僧
廿
口
。
施
入
水
田
廿
町
。
自
今
以
来
。
年
代
遥
遠
緇
死
尽
。
田
寺
空
存
。
修
行
跡
絶
望
請
度
者
五
人
。
令
修
治
彼
寺
。
即
鎮
国
家
。
兼
救
遊
霊
者
。
府
依
牒
状
。
謹
請
官
裁
者
。
右
大
臣
宣
。
宣
迸
心
行
無
変
。
精
進
不
倦
。
堪
住
持
佛
法
。
鎮
護
国
家
之
僧
。
以
令
常
住
。
マ
タ
『
東
大
寺
要
録
』
ニ
、
弥
勒
知
識
寺
。
在
肥
前
国
松
浦
郡
。
マ
タ
『
元
亨
釈
書
』
釈
円
珎
傳
ニ
、
乗
商
人
李
延
孝
舩
。
至
肥
州
松
浦
縣
。
即
天
安
戊
寅
也
。
マ
タ
「
神
名
式
」
ニ
、
肥
前
国
松
浦
郡
。
田
島
坐
神
社
。（
名
神
大
。
○
『
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
正
月
ニ
、
授
肥
前
国
従
五
位
下
田
島
神
従
四
位
下
ト
ア
リ
。
東
郡
呼
子
村
大
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字
加
部
島
ニ
ア
リ
。
国
幣
中
社
ナ
リ
。
旧
神
官
平
野
菖
蒲
平
野
三
家
ア
リ
）
マ
タ
『
本
朝
世
記
』（
天
慶
八
年
七
月
）
ニ
、
唐
人
来
着
肥
前
国
松
浦
郡
柏
島
（
○
今
日
、
東
君
湊
村
大
字
神
集
島
ア
リ
。
是
ナ
リ
。
唐
津
町
ヲ
去
ル
北
方
三
里
、
周
廻
一
里
十
一
丁
、
東
西
十
二
丁
、
南
北
十
七
丁
）
太
宰
府
解
申
請
官
裁
事
。
言
上
大
唐
呉
越
舩
。
来
着
肥
前
国
松
浦
郡
柏
島
状
云
々
。
マ
タ
『
小
右
記
』（
寛
仁
三
年
正
月
）
ニ
、
前
肥
前
守
遠
（
○
松
浦
党
ナ
リ
）
下
同
申
文
事
云
ニ
、
前
肥
前
介
源
知
賊
徒
（
○
刀
伊
）
還
却
之
間
。
於
肥
前
国
松
浦
郡
合
戦
之
間
。
多
射
賊
徒
。
又
生
捕
進
一
人
。
マ
タ
『
朝
野
群
載
』（
寛
仁
三
年
四
月
）
ニ
、
刀
伊
（
○
今
日
、『
類
聚
大
補
任
』【
167
】
ニ
、
刀
伊
国
一
名
蒙
古
国
。
常
陸
人
青
山
延
于
氏
曰
、『
小
右
記
』
以
女
眞
称
刀
伊
。
然
載
高
麗
牒
状
云
。
女
真
未
知
。
其
称
刀
伊
。
以
何
故
『
右
中
マ
ヽ
記
』
載
刀
伊
『
陣
法
与
文
献
通
考
』
女
真
考
曰
。
則
刀
伊
為
女
真
無
疑
）
賊
徒
。
至
肥
前
国
松
浦
郡
。
攻
刧
村
閭
。
爰
彼
国
前
介
源
知
。
率
郡
内
兵
士
。
合
戦
中
矢
者
数
十
人
。
生
得
者
一
人
。（
○
上
条
ト
同
時
）
マ
タ
『
扶
桑
略
記
』（
延
久
四
年
三
月
）
ニ
、
大
安
寺
阿
闍
梨
成
尋
。
於
肥
前
国
松
浦
壁
島
。（
○
今
、
加
部
島
ナ
リ
。
呼
子
村
ヲ
去
ル
十
丁
、
周
廻
二
里
二
丁
三
十
三
間
、
東
西
十
六
丁
、
南
北
二
十
二
丁
）
乗
唐
人
一
舩
頭
。
曽
聚
之
舶
。
マ
タ
前
『
太
平
記
』
ニ
、
左
馬
権
頭
義
家
ノ
請
ニ
依
テ
、
安
部
宗
任
ヲ
松
浦
ニ
下
シ
テ
領
知
ヲ
賜
フ
。
是
ヨ
リ
先
キ
、
渡
辺
綱
カ
孫
小
源
ニ
、
正
彼
処
ニ
住
居
セ
リ
。
サ
レ
バ
正
・
宗
任
、
二
人
カ
子
孫
、
松
浦
黨
ト
テ
繁
昌
セ
リ
。（
今
日
正
カ
裔
ヲ
上
松
浦
党
、
宗
任
カ
裔
ヲ
下
松
浦
党
ト
云
）
マ
タ
『
厳
密
上
人
行
状
記
』【
168
】
ニ
、
嘉
保
二
年
云
々
。
其
比
異
国
凶
賊
、
本
朝
ヲ
襲
ン
ト
シ
テ
、
兵
舩
数
十
艘
ニ
取
乗
、
肥
前
ノ
国
松
浦
ノ
澳
ニ
挂
テ
、
枝
舩
ヲ
下
シ
、
人
馬
共
ニ
込
来
、
渚
ニ
下
テ
中
国
ニ
攻
入
ン
ト
ス
。
鎮
西
ノ
武
士
、
此
由
ヲ
聞
テ
各
自
ニ
蟻
集
ス
。
中
ニ
モ
菊
池
・
大
友
・
宍
戸
・
松
浦
黨
命
ヲ
賎
シ
テ
懸
合
ケ
ル
。
伊
佐
平
次
兼
元
ハ
元
来
、
精
兵
ノ
強
弓
、
矢
次
早
ク
シ
テ
手
垂
ナ
レ
バ
、
陣
面
ニ
カ
ケ
出
テ
、
術
ヲ
尽
シ
テ
射
ケ
ル
。
マ
タ
『
明
月
記
』（
嘉
禄
二
年
十
月
）
ニ
、
高
麗
合
戦
一
定
云
々
。
鎮
西
凶
徒
号
松
浦
党
等
。
構
数
十
艘
兵
舩
。
行
彼
国
之
別
島
。
合
戦
滅
亡
民
家
。
掠
取
資
財
。（
○
『
吉
記
』
之
ニ
同
シ
）
マ
タ
『
東
鑑
』（
寛
元
三
年
十
二
月
）
ニ
、
松
浦
執
行
源
授
。
被
召
篭
其
身
。
上
野
入
道
日
阿
所
領
守
護
也
。
是
與
寉
田
五
郎
源
馴
。
就
肥
前
国
松
浦
庄
西
郷
内
佐
里
村
（
○
東
郡
相
知
村
大
字
佐
里
）
壱
岐
泊
牛
牧
等
相
論
事
。
マ
タ
（
文
治
元
年
三
月
）
於
長
門
国
赤
間
関
。
壇
浦
海
上
。
源
平
相
逢
云
々
。
平
家
以
松
浦
黨
為
將
軍
。（
○
『
平
家
物
語
』
之
ニ
同
シ
）
マ
タ
『
源
平
盛
衰
記
』（
治
承
五
年
二
月
）
ニ
、
宇
佐
大
宮
司
公
通
カ
脚
力
ト
テ
、
六
波
羅
ニ
着
状
ヲ
披
ニ
云
、
九
国
住
人
云
々
。
松
浦
黨
ヲ
始
ト
シ
テ
併
謀
叛
ヲ
発
シ
、
東
国
ノ
頼
朝
ニ
與
力
シ
テ
、
西
府
ノ
下
知
ニ
不
随
ト
申
タ
リ
。
平
家
ノ
人
ニ
手
ヲ
打
テ
、
コ
ハ
イ
カ
ナ
ル
ベ
キ
ソ
。
東
国
ノ
乱
ヲ
コ
リ
歎
テ
、
西
国
ハ
手
武
者
ナ
レ
バ
、
催
上
テ
官
兵
ニ
差
遣
サ
ン
ト
思
ヒ
ツ
ル
ニ
、
承
平
ニ
將
門
、
天
慶
ニ
純
友
、
東
西
ニ
鼻
ヲ
並
テ
乱
逆
セ
シ
ニ
、
少
モ
不
違
コ
ト
哉
ト
テ
、
騒
キ
迷
ヒ
給
ヘ
ハ
、
肥
後
守
貞
能
、
是
ハ
僻
事
ニ
テ
ゾ
候
ラ
ン
。
加
様
ノ
ト
キ
ハ
虚
言
多
キ
コ
ト
ナ
リ
。
東
国
・
北
国
ノ
輩
ハ
誠
ニ
義
仲
・
頼
朝
ニ
相
従
フ
コ
ト
モ
侍
ル
ラ
ン
。
西
海
ノ
奴
原
ハ
、
平
家
大
恩
者
共
ナ
リ
。
争
力
君
ヲ
バ
背
進
ス
ベ
キ
貞
能
、
罷
下
テ
誡
鎮
侍
ル
ベ
シ
ト
憑
モ
シ
ゲ
ニ
ソ
申
ケ
ル
。
マ
タ
（
寿
永
二
年
八
月
）
平
家
ハ
筑
前
国
御
笠
郡
太
宰
府
ニ
着
給
ヘ
リ
。
松
浦
黨
ヲ
始
ト
シ
テ
奉
守
護
主
上
如
形
。
被
造
皇
后
タ
リ
。
マ
タ
『
本
朝
鍛
冶
系
図
』
ニ
、
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家
重
。
後
鳥
羽
御
宇
。
建
久
行
平
門
人
。
後
ハ
當
国
平
戸
住
。
マ
タ
『
太
平
記
』（
文
永
三
年
八
月
）
ニ
、
大
元
ノ
兵
舩
、
五
島
ヨ
リ
東
博
多
（
○
筑
前
ノ
浦
ニ
云
々
）
上
松
浦
下
松
浦
ノ
者
、
共
僅
千
餘
人
勢
ニ
テ
、
夜
討
ニ
ソ
シ
タ
リ
ケ
ル
。
マ
タ
元
弘
二
年
、
筑
紫
人
ニ
松
浦
五
郎
（
○
松
浦
党
）
ト
云
ケ
ル
武
士
云
々
。
マ
タ
『
八
幡
愚
童
訓
』
ニ
、（
文
永
十
一
年
十
一
月
）
蒙
古
舩
ヨ
リ
下
リ
云
々
。
松
浦
黨
多
ク
討
レ
ヌ
。
マ
タ
『
日
蓮
註
画
賛
』
ニ
、
文
永
十
一
年
十
月
十
四
日
。
蒙
古
押
寄
壱
岐
島
。
守
護
代
平
内
左
衛
門
景
隆
等
。
構
城
郭
。
雖
禦
戦
。
蒙
古
乱
入
間
。
景
隆
自
殺
云
々
。
肥
前
国
松
浦
黨
数
百
人
。
或
伐
或
虜
。
此
国
百
姓
男
女
等
。
如
壱
岐
對
馬
。
マ
タ
『
八
幡
愚
童
記
』
ニ
、
文
永
十
一
年
十
月
十
六
日
、
十
七
日
、
蒙
古
兵
舩
ツ
ク
。
平
戸
能
古
（
○
筑
前
早
良
郡
）
鷹
島
（
北
松
浦
郡
）
辺
ノ
男
女
多
ク
捕
ラ
ル
。
松
浦
黨
敗
北
ス
。
マ
タ
『
高
祖
遺
文
録
』
ニ
、
玉
舎
城
事
、
去
文
永
十
一
年
十
月
ニ
、
蒙
古
国
ヨ
リ
筑
紫
ニ
寄
セ
ニ
．
．
．
有
シ
ニ
、
對
馬
ノ
者
カ
タ
メ
テ
ア
リ
シ
。
総
馬
尉
等
逃
ケ
レ
ハ
、
百
姓
等
ハ
男
ヲ
ハ
、
或
ハ
殺
シ
、
或
ハ
生
取
ニ
シ
、
女
ヲ
ハ
或
ハ
取
集
テ
手
ヲ
ト
ホ
シ
テ
舩
ニ
結
付
、
或
生
取
ニ
ス
。
一
人
モ
助
カ
ル
者
ナ
シ
。
壱
岐
ニ
ヨ
セ
テ
モ
又
如
是
。
舩
オ
シ
ヨ
セ
テ
有
ケ
ル
ニ
ハ
、
奉
行
入
道
豊
ニ
司
ハ
逃
テ
落
ヌ
。
松
浦
黨
ハ
数
百
人
打
レ
、
或
ハ
生
取
ニ
セ
ラ
レ
シ
カ
バ
、
寄
タ
リ
ケ
ル
浦
々
ノ
百
姓
共
壱
岐
・
對
馬
ノ
如
シ
。
マ
タ
將
軍
家
政
所
下
。
肥
前
国
恵
利
亀
丸
補
任
地
頭
職
事
。
右
依
亡
父
山
代
弥
三
郎
諧
。
去
年
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
。
所
被
充
行
也
。
者
早
守
先
例
。
可
致
沙
汰
之
状
。
所
仰
如
件
。
以
下
建
治
元
年
十
月
廿
九
日
。
案
主
菅
野
知
家
事
。
令
左
衛
門
少
尉
藤
原
別
當
相
模
守
平
朝
臣
（
判
）。
武
蔵
守
平
朝
臣
（
判
）。
マ
タ
肥
前
国
御
家
人
山
代
又
三
郎
栄
申
。
度
々
合
戦
證
人
事
。
申
状
遣
之
任
見
知
実
正
。
以
誓
状
詞
。
可
令
申
給
候
也
。
依
執
達
如
件
。
弘
安
四
年
八
月
十
日
。
舟
原
三
郎
殿
。
河
上
又
次
郎
殿
。
御
厨
預
所
源
右
衛
門
太
郎
兵
衛
尉
殿
。
益
田
大
夫
殿
。
志
佐
小
次
郎
殿
。
空
閑
三
郎
兵
衛
殿
。
平
判
○
貞
時
。
マ
タ
『
松
浦
大
系
図
』
ニ
、
諧
生
栄
。
賜
肥
前
国
恵
利
村
地
頭
職
。
依
父
軍
忠
也
。
弘
安
四
年
蒙
古
合
戦
于
。
壱
岐
島
山
代
栄
抽
功
。
被
創
賜
肥
前
国
神
崎
田
地
十
町
。
屋
敷
畠
地
。
又
為
恵
利
村
替
賜
筑
後
国
八
院
○
三
潴
郡
。
田
地
十
三
町
。
屋
敷
二
十
三
箇
所
。
牟
田
園
九
箇
所
。
マ
タ
『
蒙
古
紀
寇
』
ニ
、
方
斯
之
時
。
松
浦
氏
族
黨
。
已
繁
衍
分
為
十
家
。
松
浦
。
波
多
。
石
志
。
神
田
。
佐
志
。
相
知
。
有
田
。
大
河
野
。
峯
。
山
代
。
八
並
。
値
賀
。
經
指
。
鷹
島
。
寉
田
。
鴨
打
。
木
島
。
黒
川
。
清
水
。
吉
永
。
牛
方
。
志
佑
。
吉
野
。
宇
久
。
早
岐
。
御
厨
。
小
佐
ニ
、
伊
万
里
。
津
吉
。
諸
氏
世
謂
之
松
浦
黨
。
以
為
西
方
之
巨
族
。
皆
居
西
肥
壱
岐
之
間
。
蒙
古
来
寇
之
時
。
各
當
其
衝
。
マ
タ
『
大
（
マ
ヽ
）
田
道
灌
記
』【
169
】
ニ
、
元
祖
ノ
世
ニ
、
日
本
ヲ
攻
ン
ト
テ
大
勢
渡
ル
。
先
陣
十
万
餘
人
、
肥
前
国
平
壷
島
（
○
平
戸
）
ニ
陣
ヲ
ト
ル
。
九
国
ノ
武
士
、
松
浦
、
原
田
、
菊
池
等
三
万
餘
騎
ニ
テ
押
寄
ス
【
170
】
。
マ
タ
『
入
唐
五
家
傳
』「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」
ニ
、
左
右
自
波
渡
。
着
小
島
。（
名
曰
斑
島
。
○
東
郡
名
子
屋
村
大
字
馬
渡
島
郡
ノ
西
ニ
ア
リ
。
東
西
二
十
六
町
、
南
北
十
八
丁
、
周
廻
二
里
三
十
丁
）
更
移
肥
前
国
松
浦
郡
栢
島
。
マ
タ
『
拾
芥
抄
』
ニ
、
八
所
御
靈
云
々
。
藤
大
夫
藤
原
廣
嗣
。
筑
紫
鏡
宮
也
。
坐
肥
前
国
松
浦
郡
。（
○
『
諸
神
記
』
『
諸
神
本
帳
』
等
之
ニ
同
シ
）
マ
タ
『
海
陸
吟
』（
僧
忍
海
）
ニ
、
博
多
ヨ
リ
生
松
原
ヲ
ス
キ
、
原
田
（
○
糸
島
郡
）
ト
云
所
ニ
留
リ
テ
、
翌
日
松
浦
ノ
地
ニ
渡
。
マ
タ
『
元
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禄
図
』
ニ
、
松
浦
郡
。
三
百
九
十
村
。
高
十
二
万
六
千
四
百
五
十
四
石
八
升
六
合
。（
「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」【
171
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
東
郡
一
万
六
千
二
百
六
十
六
戸
。
八
万
千
六
百
四
十
九
口
。
田
六
千
四
百
九
十
一
町
八
段
。
畑
五
千
百
七
十
二
町
四
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
九
万
千
五
百
口
。
西
郡
「
二
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
一
万
二
千
〇
三
十
九
戸
。
六
万
千
九
百
三
十
口
。
田
四
千
三
百
九
十
六
町
九
段
。
畑
三
千
百
五
十
二
町
四
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
六
万
六
千
百
九
十
口
。
マ
タ
『
尊
卑
分
脉
』
ニ
、
渡
辺
直
居
肥
前
古
称
松
浦
大
夫
）
マ
タ
『
松
浦
紀
』
ニ
、
波
多
一
族
旗
下
。
寉
田
越
前
守
岩
屋
獅
子
城
。（
○
東
郡
厳
木
村
大
字
波
瀬
ニ
ア
リ
。
或
曰
、
治
承
中
、
源
披
コ
レ
ヲ
築
ク
）
寉
田
因
幡
守
大
川
野
曰
、
有
城
（
○
西
郡
大
川
野
村
大
字
大
川
野
ニ
ア
リ
）
黒
川
左
源
大
夫
、
黒
川
姥
城
（
○
同
黒
川
村
ニ
大
字
大
黒
川
小
黒
川
ア
リ
。
何
ノ
方
ニ
ア
ラ
ン
）
清
水
伊
豆
守
、
石
志
清
水
舘
（
○
東
郡
鬼
塚
村
大
字
石
志
）
峯
丹
後
守
、
西
川
村
下
郷
峯
館
（
○
西
郡
大
川
村
大
字
川
西
）
田
代
日
向
守
、
田
代
亀
井
館
（
○
同
大
岳
村
大
字
田
代
）
同
使
番
八
並
武
蔵
守
、
伊
岐
佐
村
住
（
○
東
郡
久
里
村
大
字
伊
岐
佐
【
172
】
）
マ
タ
『
松
浦
系
図
』
ニ
、
源
定
、
後
堀
川
院
ニ
仕
フ
。
元
仁
二
年
八
月
。
本
知
所
帯
等
事
。
賜
右
大
將
家
御
下
文
。
文
暦
二
年
。
所
帯
安
堵
。
被
下
後
將
軍
家
御
下
知
。
マ
タ
同
異
本
【
173
】
ニ
、
源
綱
四
代
之
嫡
孫
。
源
大
夫
判
官
。
久
安
元
年
。
初
而
於
松
浦
下
向
御
厨
庄
。（
○
北
郡
）
村
岡
氏
曰
、
御
厨
ハ
伊
勢
神
宮
ノ
御
領
ト
聞
ユ
レ
ト
、『
神
鳳
抄
』
二
人
見
エ
ス
。
或
ハ
宇
佐
宮
ノ
神
領
七
百
五
十
丁
。
子
孫
多
称
松
浦
黨
。
マ
タ
『
渡
辺
系
図
』
ニ
、
綱
子
久
子
直
正
此
二
人
、
肥
前
松
浦
ニ
住
ス
。
マ
タ
『
波
多
系
図
』
ニ
、
渡
辺
綱
。
正
暦
年
中
。
従
源
頼
光
。
任
肥
前
松
浦
。
有
年
其
孫
久
。
下
肥
前
松
浦
。
居
御
厨
庄
加
治
封
ナ
ト
ニ
ヤ
屋
城
（
○
北
郡
。
久
孫
直
御
厨
城
主
）
マ
タ
『
相
知
系
図
』
ニ
、
源
直
。
子
孫
嫡
家
代
々
松
浦
執
行
也
。
今
福
。
有
田
。
大
川
野
。
峯
。
値
賀
。
楠
久
。
森
田
。
鷹
島
。
志
佐
。
作
世
保
等
祖
也
。
其
子
持
分
。
上
松
浦
領
之
居
波
多
郷
。
鬼
子
岳
城
（
○
東
郡
北
波
多
村
大
字
岸
山
）
久
安
元
年
、
源
久
之
ヲ
築
ク
ト
云
。
持
子
孫
鴨
打
・
木
島
・
波
多
津
等
祖
也
。
○
一
本
ニ
持
之
子
親
築
波
多
城
。
マ
タ
『
山
代
系
図
』【
174
】
ニ
、
源
囲
（
子
）
固
（
子
）
廣
（
子
）
諧
（
子
）
學
（
子
）
弘
。
マ
タ
景
勝
光
院
（
『
拾
芥
抄
』
ニ
、
最
勝
光
院
号
法
勝
寺
建
春
門
院
建
ト
殿
趾
京
都
東
福
寺
界
内
ニ
ア
リ
【
175
】
）
注
進
寺
領
庄
園
年
貢
近
年
所
済
出
物
等
散
状
事
云
々
。
一
肥
前
松
（
前
）
浦
（
カ
）
庄
家
領
管
三
品
。
本
年
貢
米
五
十
石
。
綾
被
物
一
重
。
七
月
御
八
講
料
近
年
所
済
代
銭
二
十
貫
文
。
但
文
永
七
年
以
来
。
寄
事
於
蒙
古
人
。
令
無
所
済
。
而
弘
安
三
年
。
十
五
貫
文
済
之
。
近
年
一
向
無
之
云
々
。
右
就
所
見
注
進
如
件
。
凡
近
年
背
先
例
不
被
成
。
返
抄
於
執
事
公
文
間
御
年
貢
済
否
事
。
委
不
存
知
之
。
正
中
二
年
三
月
日
。
公
文
左
衛
門
少
尉
大
江
（
判
）。
マ
タ
最
勝
光
院
所
司
等
謹
言
上
。
欲
早
被
經
御
奏
聞
被
成
。
下
綸
旨
於
武
家
申
成
。
波
羅
御
施
行
於
鎮
西
厳
密
被
経
御
沙
汰
。
當
寺
領
肥
前
国
松
浦
庄
地
頭
事
。
正
中
元
年
以
来
。
柳
留
本
家
寺
用
米
其
咎
不
軽
事
。
云
々
。
元
徳
三
年
四
月
。
マ
タ
最
勝
光
院
領
。
肥
前
国
松
浦
庄
事
。
寺
用
地
頭
等
柳
留
事
。
所
司
等
申
状
如
此
。
子
細
見
状
候
欤
。
急
被
下
綸
旨
於
武
家
候
之
様
。
可
有
申
御
沙
汰
候
哉
。
恐
惶
謹
言
。
七
月
廿
一
日
。
謹
上
蔵
人
辨
殿
。
権
大
僧
都
潤
惠
。
マ
タ
最
勝
光
院
領
肥
前
国
松
浦
庄
地
頭
事
。
寺
用
柳
留
事
。
潤
惠
状
（
副
具
書
）
如
此
。
可
尋
沙
汰
之
由
。
可
被
仰
遣
武
家
綸
旨
天
氣
所
候
也
。
仍
言
上
如
此
。
宣
明
誠
上
頓
首
謹
言
。
元
徳
三
年
七
月
二
十
七
日
。
春
宮
大
夫
殿
。
左
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辨
宣
明
。
マ
タ
就
綸
旨
。
肥
前
国
松
浦
相
知
小
次
郎
入
道
蓮
賀
并
子
息
孫
太
郎
秀
（
○
上
ノ
『
相
知
系
図
』
ハ
此
ノ
家
ノ
物
カ
）
令
馳
走
御
方
去
五
月
廿
五
日
。
抽
英
時
誅
伐
之
軍
忠
候
畢
。
仍
自
今
月
三
日
。
令
在
京
候
。
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
。
恐
惶
謹
言
。
元
弘
三
年
七
月
八
日
。
進
上
御
奉
行
所
。
沙
弥
蓮
賀
（
上
）。
マ
タ
太
政
官
符
【
176
】
。
太
宰
府
応
令
字
山
代
亀
寉
丸
領
知
管
肥
前
国
宇
野
御
厨
内
山
代
（
○
西
郡
ニ
旧
山
代
郷
ア
リ
。
今
ハ
東
山
代
村
西
山
代
村
ト
ナ
ル
）
多
久
島
。
舩
木
東
島
等
地
頭
職
。
父
源
正
領
知
事
。
事
右
従
二
位
行
権
中
納
言
兼
春
宮
大
夫
左
衛
門
督
大
学
頭
藤
原
朝
臣
実
世
正
奉
勅
。
宜
令
件
亀
寉
丸
。
如
元
領
知
者
。
府
宜
承
知
。
依
宣
行
之
。
符
到
奉
行
。
建
武
二
年
十
月
七
日
。
修
理
左
宮
城
使
従
四
位
○
（
マ
ヽ
）
行
左
中
辨
兼
春
宮
亮
藤
原
朝
臣
。
修
理
東
大
寺
大
佛
長
官
正
四
位
下
行
左
大
史
小
槻
宿
祢
（
判
）。
マ
タ
足
利
尊
氏
同
直
義
以
下
輩
。
有
返
逆
之
企
候
間
。
所
誅
罸
也
。
松
浦
小
次
郎
入
道
蓮
賀
令
存
○
（
マ
ヽ
）
鎌
倉
可
致
軍
忠
者
。
天
氣
如
此
悉
之
以
状
。
十
一
月
右
中
將
（
判
）。
マ
タ
寺
領
事
。
全
知
行
可
被
致
御
祈
祷
精
誠
也
。
仍
執
達
如
件
。
正
平
十
五
年
九
月
廿
八
日
。
松
浦
相
知
（
○
東
郡
相
知
村
大
字
相
知
）
妙
音
寺
（
禅
室
）
勘
解
由
次
官
（
判
）。
マ
タ
「
応
仁
二
年
戊
子
入
明
記
」【
177
】
ニ
、
警
固
（
○
遣
明
使
警
固
）
一
上
松
浦
一
族
中
。
一
松
浦
壱
岐
守
（
喚
子
）。
一
下
松
浦
（
日
前
）。
一
奈
留
方
。
一
佐
志
（
志
佐
同
前
）。
一
大
島
方
。
一
宇
久
大
和
方
。
一
平
戸
。
松
浦
肥
前
守
方
云
々
。
マ
タ
『
万
葉
集
』（
五
）
ニ
、
松
浦
仙
媛
歌
。
伎
弥
手
麻
都
。
々
々
良
乃
于
良
能
。
越
等
売
良
波
等
已
。
與
能
久
尓
能
。
阿
麻
越
等
売
可
毛
。
毛
々
可
斯
母
。
由
加
奴
麻
都
良
遲
。
家
布
由
伎
弖
。
阿
須
波
吉
奈
武
遠
。
奈
尓
可
佐
夜
礼
留
。（
十
五
）
肥
前
国
松
浦
郡
柏
（
○
一
本
「
狗
」
マ
タ
「
拍
」
ニ
誤
ル
）
島
亭
舶
泊
之
後
。
遥
望
海
浪
各
働
旅
心
作
歌
。
可
敝
里
伎
弖
。
見
牟
等
於
毛
比
之
。
和
我
夜
度
能
。
安
伎
波
疑
須
々
伎
。
知
里
尓
家
武
可
聞
。
安
米
都
知
能
。
可
未
手
許
比
都
々
。
安
礼
麻
多
武
。
波
夜
伎
万
世
伎
美
。
麻
多
婆
久
流
思
母
。
伎
美
手
於
毛
。
比
安
我
古
非
万
久
。
波
安
良
多
麻
乃
。
多
都
追
奇
其
等
尓
。
與
久
流
日
毛
安
良
自
。
秋
夜
手
奈
我
。
美
尓
可
安
良
武
。
奈
曽
許
己
波
。
伊
能
祢
良
要
奴
毛
。
比
等
里
奴
礼
婆
。
可
多
良
思
比
売
。
御
舩
波
弖
家
牟
。
松
浦
乃
宇
美
。
伊
母
我
麻
都
敝
伎
。
月
者
倍
尓
都
々
。（
本
居
翁
曰
、
此
ニ
由
ハ
新
羅
ヨ
リ
還
坐
ス
時
モ
御
舟
此
浦
ニ
泊
シ
ナ
ル
ヘ
シ
。
此
ヨ
リ
筑
前
ニ
到
坐
テ
御
子
ヲ
産
給
ヘ
リ
シ
ナ
リ
。
之
ニ
准
ヘ
テ
思
フ
ニ
、
初
ニ
新
羅
ヘ
御
舟
発
ア
リ
シ
モ
此
浦
ニ
ソ
ア
リ
ケ
ニ
、
初
ニ
御
舟
発
ア
リ
シ
地
モ
泊
シ
地
モ
何
処
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
、『
古
事
記
』
ニ
モ
『
書
紀
』
ニ
モ
見
エ
サ
ル
ヲ
、『
万
葉
』
ニ
カ
ク
此
浦
ニ
御
舟
泊
ツ
ル
由
ヨ
メ
ル
ハ
、
然
語
傳
ヘ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
。
古
韓
国
ヘ
渡
ニ
ハ
、
多
ク
此
浦
ヨ
リ
舟
関
セ
シ
ニ
ヤ
。『
万
葉
』
五
ニ
見
エ
タ
ル
佐
用
姫
カ
故
事
ナ
ト
思
フ
ヘ
シ
）
多
婢
奈
礼
婆
、
於
毛
比
多
要
弖
毛
、
安
里
都
礼
杼
、
伊
敝
尓
安
流
伊
毛
、
之
於
母
比
我
奈
思
。
母
安
思
必
奇
、
能
山
等
妣
古
由
留
、
可
里
我
祢
婆
、
美
也
故
尓
由
加
波
、
伊
毛
尓
安
比
弖
許
祢
。『
新
古
今
集
』
ニ
、
誰
ト
シ
モ
シ
ラ
ヌ
別
ノ
悲
キ
ハ
松
浦
ノ
方
キ
ヲ
出
ル
舟
人
。『
新
勅
撰
集
』
ニ
、
唐
ノ
山
、
人
イ
マ
ハ
、
惜
ム
ラ
ン
、
松
浦
ノ
沖
ノ
、
ア
ケ
カ
タ
ノ
月
。
霞
シ
ク
、
松
浦
ノ
沖
ニ
、
ユ
キ
イ
テ
テ
、
唐
マ
テ
ノ
春
ヲ
ミ
ル
カ
ナ
。
明
ハ
マ
タ
、
波
ニ
ヤ
イ
ラ
ン
、
松
浦
カ
タ
、
月
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
、
山
ノ
端
モ
ナ
シ
。『
続
古
今
集
』
ニ
、
立
帰
ル
、
ツ
キ
ヒ
ヤ
イ
ツ
ラ
、
松
浦
カ
タ
、（
○
異
本
、
フ
ネ
）
行
ヘ
ヲ
波
ノ
、
チ
ヘ
ニ
阻
テ
テ
。『
風
雅
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
唐
カ
ケ
テ
、
見
渡
セ
ハ
、
サ
カ
ヒ
ハ
ヤ
ヘ
ノ
、
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霞
ナ
リ
ケ
リ
。『
新
続
古
今
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
唐
カ
ケ
テ
、
ミ
ワ
タ
セ
ハ
、
波
路
モ
ヤ
ヘ
ノ
、
末
ノ
白
雲
。『
玉
葉
』
ニ
、
霞
ユ
ク
、
波
路
ノ
舟
モ
、
ホ
ノ
カ
ナ
リ
、
松
浦
ノ
沖
ノ
、
ハ
ル
ノ
曙
。
月
ノ
入
ル
、
松
浦
ノ
山
ハ
、
ア
ケ
ソ
メ
テ
、
軒
端
ヲ
ワ
タ
ル
、
ア
カ
ツ
キ
ノ
空
。『
続
後
撰
』
ニ
、
ア
ラ
タ
マ
ノ
、
年
ノ
ヲ
ナ
カ
ク
、
松
浦
舟
、
イ
ク
ヨ
ニ
ナ
リ
ヌ
、
波
路
ヘ
タ
テ
ヽ
。『
夫
木
集
』
ニ
、
漕
出
テ
、
松
浦
ノ
ウ
ミ
ヲ
、
ナ
カ
メ
ツ
ヽ
、
月
ニ
ナ
レ
タ
ル
、
秋
ノ
サ
ヨ
姫
。
松
浦
カ
タ
、
袖
ノ
ミ
ナ
ト
ニ
、
ユ
キ
ヨ
セ
ン
、
唐
舟
ノ
、
ト
マ
リ
求
メ
ハ
。
唐
ノ
、
シ
ホ
ケ
ハ
ル
カ
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
西
ニ
山
ナ
キ
、
月
ヲ
見
ル
カ
ナ
。
春
霞
、
マ
ツ
ラ
ノ
山
ハ
、
ヨ
キ
テ
タ
テ
、
行
手
ニ
モ
見
ン
、
妹
カ
袖
フ
リ
。『
西
行
法
師
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
コ
レ
ヨ
リ
西
ニ
、
山
モ
ナ
シ
、
月
ノ
イ
リ
ノ
ヤ
、
限
リ
ナ
ル
ラ
ン
。（
○
東
郡
ニ
入
野
村
大
字
入
野
ア
リ
）『
名
寄
集
』
ニ
、
今
モ
ナ
ホ
、
松
浦
ノ
海
ヲ
、
見
ワ
タ
セ
ハ
、
早
遠
サ
カ
ル
、
舟
路
カ
ナ
シ
モ
。『
隆
信
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
コ
ハ
ヨ
ニ
知
ラ
ヌ
、
浮
寝
カ
ナ
、
袖
モ
枕
モ
、
波
ハ
カ
ケ
ツ
ヽ
。
ア
フ
ト
シ
モ
、
知
ラ
ヌ
別
レ
ノ
、
カ
ナ
シ
キ
ハ
、
松
浦
ノ
沖
ヲ
、
イ
ツ
ル
舟
入
。
『
月
清
集
』【
178
】
「
八
幡
若
宮
撰
歌
合
」
ニ
モ
ミ
ユ
ニ
、
故
郷
ヲ
、
イ
ノ
チ
ア
ラ
ハ
ト
、
松
浦
カ
タ
、
カ
ヘ
ル
ヽ
人
ヲ
、
ユ
ラ
波
ノ
空
。『
長
尾
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
メ
ク
ル
霞
ニ
、
ユ
ク
雁
ノ
、
ツ
ハ
サ
ノ
波
ニ
、
春
風
ソ
フ
ク
。『
玉
葉
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
ヤ
ヘ
ノ
汐
路
ノ
、
秋
風
ハ
、
モ
ロ
コ
シ
ヨ
リ
ヤ
、
吹
初
ム
ラ
ン
。『
家
定
集
』
ニ
、
タ
ラ
チ
メ
ヤ
、
ヌ
モ
ロ
コ
シ
ニ
、
松
浦
舟
、
コ
ト
シ
モ
ク
レ
ヌ
、
心
ツ
ク
シ
ニ
。『
壬
二
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
．
．
、
ケ
フ
ハ
イ
ク
ヒ
ソ
、
波
ノ
上
ニ
、
マ
タ
目
ニ
カ
ヽ
ル
、
山
ノ
端
モ
ナ
シ
。『
陀
隨
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
ヨ
セ
ツ
ル
波
モ
、
モ
ロ
コ
シ
ノ
、
海
ヨ
リ
ト
コ
ソ
、
珍
シ
キ
カ
ナ
。『
幽
斎
集
』
ニ
、
サ
ヨ
ヒ
メ
ノ
、
袖
カ
ト
見
レ
ハ
、
松
浦
山
、
ス
ソ
ノ
ニ
ナ
ヒ
ク
、
尾
花
ナ
リ
ケ
リ
。『
新
三
玉
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
雲
ナ
ヘ
タ
テ
ソ
、
外
ニ
見
ヌ
、
唐
舟
モ
、
ウ
カ
フ
海
原
。『
似
雲
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
ソ
ラ
モ
波
路
モ
、
ヒ
ト
ツ
ニ
テ
、
沈
ム
入
日
ニ
、
カ
キ
リ
ヲ
ソ
見
ル
。
モ
ロ
コ
シ
ノ
、
山
コ
ソ
見
エ
ネ
、
松
浦
カ
タ
、
入
日
ニ
海
ノ
、
ハ
テ
ハ
シ
ラ
レ
テ
。『
魏
志
』（
倭
人
傳
）
ニ
、
末
羅
（
○
松
浦
ナ
リ
）
国
有
四
千
餘
戸
。
濱
山
海
居
草
木
茂
盛
。
不
見
前
人
。
好
捕
魚
鮑
。
水
無
深
浅
。
皆
沈
没
取
之
。
マ
タ
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
肥
前
州
有
上
下
松
浦
海
賊
所
居
。
前
朝
之
李
寇
我
辺
者
。
松
浦
與
一
岐
對
馬
島
之
人
率
多
。
又
有
五
島
。
日
本
人
往
中
国
者
。
待
風
之
地
。（
マ
タ
源
義
乙
酉
年
寛
正
六
年
ナ
リ
遣
使
来
朝
。
書
称
呼
子
一
岐
守
源
義
約
歳
遣
一
二
舩
。
小
二
殿
管
下
。
居
呼
子
。
有
麾
下
兵
称
呼
子
殿
。
マ
タ
源
納
。
乙
亥
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
波
多
島
。
源
納
受
国
書
。
約
歳
遣
一
二
殿
。
管
下
居
波
多
島
。
人
戸
不
過
十
餘
。
マ
タ
源
永
。
丙
子
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
鴨
打
。
源
永
受
国
書
約
歳
遣
一
二
舩
。
小
二
殿
。
管
下
居
鴨
打
有
麾
下
兵
書
称
鴨
打
殿
。
マ
タ
藤
原
次
郎
。
丙
子
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
九
沙
島
主
藤
原
次
郎
。
約
歳
遣
一
舩
。
マ
タ
源
祐
位
。
丁
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
那
護
野
宝
泉
寺
源
祐
位
。
約
歳
遣
一
舩
。
僧
居
宝
泉
寺
。
マ
タ
源
盛
。
丁
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
丹
後
太
守
源
盛
。
受
国
書
約
歳
遣
一
舩
。
小
二
殿
管
下
有
麾
下
兵
。
マ
タ
源
徳
。
丙
子
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
神
田
能
登
守
源
徳
。
受
国
書
約
歳
遣
一
舩
。
マ
タ
源
次
郎
。
乙
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
佐
志
源
次
郎
。
受
国
書
約
歳
遣
一
舩
。
小
二
殿
管
下
能
武
等
有
麾
下
兵
称
佐
志
殿
。
マ
タ
義
永
。
丙
子
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
。
上
松
浦
九
沙
島
主
藤
原
朝
臣
。
筑
後
守
義
永
。
受
国
書
約
歳
遣
一
舩
。
マ
タ
源
義
。
乙
亥
年
遣
使
来
朝
。
書
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称
肥
前
州
下
松
浦
一
岐
州
太
守
志
佐
源
義
。
約
歳
遣
一
二
舩
。
小
二
殿
管
下
能
武
等
有
麾
下
兵
。
称
志
佐
殿
。
マ
タ
源
満
。
丁
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
下
松
浦
三
栗
野
太
守
源
満
。
約
歳
遣
一
舩
。
小
二
殿
管
下
有
麾
下
兵
在
三
栗
野
。
マ
タ
源
吉
。
乙
丑
年
始
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
下
松
浦
山
城
太
守
源
吉
。
受
国
書
約
歳
遣
一
舩
。
マ
タ
源
勝
。
乙
亥
年
遣
使
来
朝
。
書
称
五
島
宇
久
守
源
勝
。
受
国
書
約
歳
遣
一
二
舩
。
丁
丑
年
以
刷
還
我
漂
流
人
。
特
加
一
舩
。
居
宇
久
島
。
総
治
五
島
。
有
麾
下
兵
。
マ
タ
少
弼
弘
。
丁
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
田
平
島 富カ
鎮
源
朝
臣
弾
正
少
弼
弘
。
約
歳
一
二
舩
。
有
麾
下
兵
。
マ
タ
源
義
。
丙
子
年
始
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
平
戸
寓
鎮
肥
前
州
太
守
源
義
。
受
国
書
約
歳
遣
一
舩
。
少
弼
弘
弟
有
麾
下
兵
居
平
戸
。
マ
タ
藤
原
頼
永
。
丙
戌
年
遣
寿
藺
書
記
来
朝
。
書
称
肥
前
州
上
松
浦
郡
久
野
藤
原
頼
永
寿
藺
。
受
書
契
礼
物
。
傳
于
国
王
事
見
上
。
山
城
州
細
川
勝
氏
。
居
那
久
野
。
マ
タ
源
承
。
戊
子
年
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
上
松
浦
波
多
下
野
守
源
承
。
以
宗
貞
国
請
接
待
。
居
波
多
有
麾
下
兵
。
マ
タ
源
貞
。
丁
亥
年
遣
使
来
賀
観
音
現
像
。
書
称
肥
前
州
下
松
浦
大
島
太
守
源
朝
臣
貞
。
居
大
島
麾
下
兵
。
マ
タ
源
義
。
丁
亥
年
遣
使
来
賀
観
音
現
像
。
書
称
肥
前
州
下
松
浦
一
岐
崎
太
守
源
義
。
有
麾
下
兵
。
マ
タ
貞
茂
。
己
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
五
島
悼．
太
島
太
守
源
朝
臣
貞
茂
。
以
宗
貞
国
請
接
待
。
居
五
島
源
勝
管
下
微
者
。
マ
タ
源
茂
。
丁
亥
年
遣
使
来
賀
。
而
花
舎
利
。
書
称
五
島
玉
浦
守
源
朝
臣
茂
。
居
五
島
源
勝
管
下
微
者
。
マ
タ
源
貞
。
丁
亥
年
遣
使
来
賀
観
音
現
像
。
書
称
五
島
太
守
源
貞
。
居
五
島
源
勝
管
下
微
者
。
マ
タ
藤
原
盛
。
己
丑
年
遣
使
来
朝
。
書
称
五
島
日
島
太
守
藤
原
朝
臣
盛
。
以
宗
貞
国
請
接
待
。
居
五
島
源
勝
管
下
微
者
。
マ
タ
源
豊
久
。
辛
夘
年
遣
使
来
朝
。
書
称
平
戸
寓
鎮
肥
州
太
守
源
豊
久
。
先
父
義
松
。
己
丑
（
○
文
明
元
年
ナ
リ
）
春
逝
去
。
又
送
義
松
所
受
国
書
。
而
請
受
新
国
書
。
今
乃
給
送
）
ナ
ド
ア
リ
。（
○
『
日
本
汐
路
記
』
ニ
、
唐
津
ヨ
リ
柏
島
ヘ
三
里
。
此
間
ニ
柏
島
ト
云
泊
ア
リ
。
柏
ノ
入
口
面
梶
ニ
付
テ
入
ル
。
何
風
ニ
テ
モ
ヨ
シ
。
柏
島
ヨ
リ
名
子
屋
マ
テ
三
里
。
其
間
ニ
土
器
崎
ア
リ
。
名
子
屋
ノ
入
口
ニ
甑
島
ア
リ
。
下
レ
ハ
面
梶
ニ
持
テ
入
ル
。
何
風
ニ
テ
モ
ヨ
シ
。
但
シ
西
風
ハ
強
ク
当
ル
。
面
梶
ニ
壁
島
ア
リ
。
此
ニ
モ
ヒ
ヨ
リ
ニ
依
テ
カ
ヽ
ル
上
ヨ
リ
直
ニ
乗
時
ハ
、
オ
ン
ト
ウ
ノ
島
此
ヨ
リ
一
里
。
其
ニ
瀬
ア
リ
。
瀬
ヲ
嫌
ヘ
ハ
オ
ン
ト
ウ
ニ
ツ
ク
。
オ
ン
ト
ウ
ノ
下
ニ
松
島
頭
ア
リ
。
此
ニ
ハ
ト
ク
ノ
岬
ア
リ
。
汐
行
ア
シ
ヽ
。
之
ヲ
嫌
ヘ
ハ
沖
ヲ
高
ク
ノ
ル
。
呼
子
ヨ
リ
名
子
屋
ヘ
一
里
、
名
子
屋
ヨ
リ
ア
ワ
ラ
ヘ
六
里
、
ア
ワ
ラ
ヨ
リ
平
戸
ヘ
八
里
、
名
子
屋
・
平
戸
ノ
間
、
小
豆
島
ア
リ
。
此
ヨ
リ
平
戸
ヘ
三
里
、
平
戸
ノ
入
口
ニ
タ
ス
キ
ノ
湊
ア
リ
。
西
風
ハ
、
エ
ノ
風
、
北
風
ア
ナ
シ
ニ
ヨ
シ
。
同
処
入
口
ニ
裸
島
ア
リ
。
北
ニ
ツ
キ
テ
瀬
ア
リ
。
瀬
ト
裸
島
ト
ノ
間
ヲ
ノ
ル
平
戸
ノ
口
ニ
、
ク
ロ
ク
島
ア
リ
。
此
島
平
戸
ヘ
入
ハ
取
梶
ニ
モ
ツ
キ
テ
入
ナ
リ
。
但
シ
平
戸
ノ
入
口
、
東
受
ナ
リ
。
泊
ハ
何
風
ニ
テ
モ
ヨ
シ
。
平
戸
ヨ
リ
カ
シ
チ
ヘ
三
里
、
出
口
ニ
ナ
ン
シ
ヤ
ウ
タ
ウ
ノ
鼻
ア
リ
。
此
ヨ
リ
一
丁
沖
ニ
瀬
ニ
ア
リ
。
下
レ
ハ
面
梶
ニ
モ
チ
テ
通
ル
取
梶
ノ
方
ニ
田
平
村
ア
リ
。
下
唐
津
ヘ
五
里
、
カ
シ
チ
ヨ
リ
九
十
九
島
ヘ
○
里
九
十
九
島
ヨ
リ
牛
カ
頭
ヘ
三
里
、
牛
カ
頭
ヨ
リ
今
切
ヘ
三
里
沖
ニ
黒
島
ア
リ
） 
〔
10
〕
東
。
栗
田
氏
ノ
本
ニ
ハ
、
松
浦
首
豊
島
連
同
祖
ト
ア
リ
シ
。
豊
島
連
ヨ
リ
ワ
カ
レ
シ
氏
ト
ミ
ユ
レ
ト
、『
和
名
抄
』
ニ
松
浦
此
ミ
ア
タ
ラ
ス
。
常
陸
国
鹿
島
郡
松
浦
、
肥
前
国
松
浦
郡 
ナ
ト
ア
レ
ト
、
ソ
レ
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
一
諸
本
ニ
、
松
津
ト
モ
ア
リ
。 
【
164
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
或
曰
、
此
辺
本
ハ
杵
島
郡
ノ
中
ナ
リ
シ
ヲ
、
元
和
ノ
頃
割
テ
本
郡
ニ
併
セ
タ
リ
）」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
165
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
○
第
一
所
ハ
神
功
皇
后
、
第
二
ハ
藤
原
廣
嗣
。
現
ニ
郷
社
ナ
リ
）」
底
本
「
現
ニ
郷
社
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
166
】「
○
『
旧
事
紀
』（
十
）
ニ
…
…
今
日
『
分
類
年
代
記
』
ニ
、
松
浦
ヲ
松
津
ト
誤
リ
タ
ル
例
モ
ア
リ
」
の
部
分
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
267 
【
167
】「（
○
今
日
、『
類
聚
大
補
任
』
ニ
…
…
（
○
上
条
ト
同
時
）」
の
部
分
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
【
168
】「
マ
タ
『
厳
密
上
人
行
状
記
』
ニ
…
…
伊
佐
平
次
兼
元
ハ
元
来
、
精
兵
ノ
強
弓
、
矢
次
早
ク
シ
テ
手
垂
ナ
レ
バ
、
陣
面
ニ
カ
ケ
出
テ
、
術
ヲ
尽
シ
テ
射
ケ
ル
」
の
部
分
の
記
述
、
国
本 
な
し
。 
【
169
】
国
本
、
こ
の
部
分
の
頭
注
に
「
マ
タ
『
宇
都
宮
系
図
』
ニ
、
弘
安
四
年
五
月
、
蒙
古
以
十
万
兵
為
日
本
兵
。
舩
六
万
艘
着
肥
前
平
戸
嶋
」
と
あ
り
。 
【
170
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
南
里
氏
曰
、
文
永
十
一
年
冬
、
松
浦
山
代
ノ
弥
三
郎
階
（
今
日
山
代
郡
ニ
ア
リ
）
蒙
古
ノ
戦
ニ
討
死
ス
。
文
永
弘
安
ノ
夷
賊
退
治
ノ
戦
功
ニ
依
テ
、
山
鹿
安
宗 
ヘ
惟
康
親
王
ヨ
リ
松
浦
六
十
餘
丁
ヲ
賜
フ
」
と
あ
り
。 
【
171
】「「
明
治
二
十
一
年
ノ
調
」
…
…
マ
タ
『
尊
卑
分
脉
』
ニ
、
渡
辺
直
居
肥
前
古
称
松
浦
大
夫
」
国
本
な
し
。 
【
172
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
マ
タ
『
松
浦
系
図
』
ニ
、
阿
部
宗
任
。
康
平
五
年
。
従
奥
州
肥
前
國
松
浦
郡
遠
流
源
義
家
依
奏
聞
。
寛
治
二
年
。
奉
勅
命
松
浦
郡
合
彼
杵
庄
壱
岐
嶋
。
充
給
従 
宗
任
累
代
松
浦
党
相
続
也
」
と
あ
り
。 
【
173
】「
マ
タ
同
異
本
ニ
…
…
マ
タ
『
渡
辺
系
図
』
ニ
、
綱
子
久
子
直
正
此
二
人
、
肥
前
松
浦
ニ
住
ス
」
国
本
な
し
。 
【
174
】「
マ
タ
『
山
代
系
図
』
ニ
、
源
囲
（
子
）
固
（
子
）
廣
（
子
）
諧
（
子
）
學
（
子
）
弘
」
国
本
な
し
。 
【
175
】「（『
拾
芥
抄
』
ニ
、
最
勝
光
院
号
法
勝
寺
建
春
門
院
建
ト
殿
趾
京
都
東
福
寺
界
内
ニ
ア
リ
）」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
176
】「
マ
タ
太
政
官
符
…
…
修
理
東
大
寺
大
佛
長
官
正
四
位
下
行
左
大
史
小
槻
宿
祢
（
判
）」
国
本
な
し
。 
【
177
】「
マ
タ
「
応
仁
二
年
戊
子
入
明
記
」
ニ
…
…
松
浦
肥
前
守
方
云
々
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
178
】
甲
本
、『
月
清
集
』
の
上
に
二
枚
の
附
箋
を
貼
付
す
。
底
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
。 
・
松
ら
山
、
波
に
ち
か
つ
く
、
冬
の
よ
の
、
月
な
へ
た
て
そ
、
八
重
の
塩
風
。 
・
唐
錦
、
さ
ら
に
み
よ
と
や
、
松
ら
山
、
の
こ
る
紅
葉
も
、
枝
に
一
村
。 
・
木
の
ま
は
り
、
嵐
に
月
を
、
松
ら
か
た
、
し
く
る
ヽ
波
に
、
渡
る
舟
人
。 
・
も
ろ
こ
し
の
、
秋
を
や
今
は
、
松
ら
山
、
ひ
れ
ふ
る
嶋
に
、
霜
ま
よ
ふ
也
。 
・
白
妙
の
、
ひ
れ
ふ
る
雪
を
、
嶋
た
か
ミ
、
松
ら
の
沖
の
、
遠
つ
舟
人
。 
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・
た
ら
ち
め
や
、
ま
た
唐
の
、
松
ら
舟
、
こ
と
し
も
暮
ぬ
、
心
つ
く
し
に
。 
・
ま
て
し
は
し
、
ミ
山
お
ろ
し
の
、
し
く
る
也
、
松
ら
の
沖
を
、
い
つ
る
舟
人
。 
・
宮
こ
に
ハ
、
春
を
か
け
て
や
、
松
ら
舟
、
年
立
か
へ
る
、
波
に
ま
か
せ
て
。 
・
松
ら
山
、
霜
ふ
き
む
す
ふ
、
塩
風
に
、
唐
国
さ
へ
や
、
月
に
澄
む
ら
ん
。 
・
唐
人
の
、
た
の
め
し
秋
ハ
、
過
ぬ
と
も
、
松
ら
の
沖
に
、
雲
な
へ
た
て
そ
。 
 
内
裏
名
所
百
首
。
建
保
三
年
。
松
浦
山
。 
・
夏
山
や
、
松
浦
か
沖
の
、
西
の
海
、
そ
な
た
の
風
に
、
秋
の
ミ
え
つ
ゝ
。 
・
夏
衣
、
ひ
れ
ふ
る
山
の
、
追
風
に
、
袂
や
軽
き
、
松
浦
さ
よ
姫
。 
・
蝉
の
羽
の
、
衣
に
秋
を
、
松
浦
か
た
、
ふ
れ
ふ
る
山
の
、
暮
そ
涼
き
。 
・
さ
よ
姫
の
、
ふ
れ
ふ
る
袖
も
、
や
ゝ
す
ゝ
し
、
秋
を
松
浦
の
、
山
ノ
下
風
。 
・
夏
か
け
に
、
秋
を
ま
つ
ら
の
、
山
の
セ
ミ
、
染
残
す
枝
の
、
露
に
鳴
也
。 
・
く
る
秋
を
、
そ
な
た
の
空
に
、
ま
つ
ら
山
、
ま
つ
に
涼
し
き
、
風
も
明
な
ん
。 
・
た
の
め
て
も
、
ま
た
と
ほ
海
に
、
ま
つ
ら
山
、
秋
も
や
き
な
ん
、
天
の
川
波
。 
・
天
つ
空
、
た
な
引
雲
の
、
西
に
あ
る
、
秋
を
ま
つ
ら
の
、
山
の
は
の
月
。 
・
松
ら
か
た
、
ひ
れ
ふ
る
山
の
、
時
鳥
、
あ
り
て
も
声
の
、
遠
さ
か
り
行
。 
・
時
鳥
、
も
ろ
こ
し
迄
も
、
松
浦
山
、
な
ミ
の
は
る
か
の
、
露
に
鳴
也
。 
・
松
浦
か
た
、
木
の
ま
の
月
を
、
残
し
て
も
、
唐
舟
の
、
よ
る
そ
涼
き
。 
・
け
ふ
ハ
又
、
こ
ゑ
六
月
の
、
時
鳥
、
松
ら
の
山
の
、
明
方
の
空
。 
○
郷
一
十
一
『
和
名
抄
』
ニ
、
庇
羅
。（
『
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
七
月
ニ
、
太
宰
府
言
。
遣
唐
使
第
三
舩
。
今
月
四
日
。
発
自
肥
前
国
松
浦
郡
庇
良
島
。
指
遠
値
嘉
島
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
三
月
ニ
、
参
議
太
宰
権
帥
従
三
位
在
原
朝
臣
行
平
起
請
云
々
。
請
令
肥
前
国
松
浦
郡
庇
羅
。
値
嘉
両
郷
。
更
建
二
郡
。
号
上
近
。
下
近
。
置
値
嘉
島
。
マ
タ
『
元
亨
釈
書
』
釈
栄
西
傳
ニ
、
乗
楊
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三
綱
舩
平
戸
島
葦
浦
。
マ
タ
『
和
漢
三
才
図
會
』
ニ
、
平
戸
南
北
長
十
里
餘
。
北
至
壱
岐
国
海
上
十
三
里
。
艮
至
名
古
屋
十
二
里
。
巳
方
至
長
崎
三
十
五
里
。
西
至
宇
久
島
七
里
餘
。
マ
タ
『
登
壇
必
究
』
ニ
、
肥
前
国
平
戸
津
。
マ
タ
『
図
書
編
』
日
本
国
序
ニ
、
肥
前
西
縣
海
為
平
戸
。
東
西
海
面
十
里
。
西
北
至
博
多
。
海
面
四
百
五
十
里
。
平
戸
之
西
為
五
島
。
平
戸
名
尾
蘭
島
。
今
日
西
北
ノ
西
ハ
東
ニ
改
ム
ヘ
シ
。
伊
藤
氏
曰
、
此
ハ
島
形
ノ
平
ナ
ル
ナ
ト
ニ
テ
負
セ
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
本
居
翁
曰
、
平
戸
ト
云
ハ
、
カ
ノ
庇
羅
此
ヨ
リ
出
タ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
案
ス
ル
ニ
、
庇
羅
此
ハ
今
ノ
平
戸
ノ
名
ヨ
リ
起
レ
ル
カ
。
庇
羅
ヲ
本
ニ
テ
平
戸
ト
云
カ
。
本
末
サ
タ
カ
ニ
知
難
ケ
レ
ト
此
名
ト
定
リ
テ
ノ
後
ハ
、
平
戸
一
島
ノ
ミ
ニ
モ
非
ス
。
マ
ノ
辺
リ
ノ
小
島
マ
テ
渉
ル
名
ナ
レ
ハ
、
平
戸
ト
ハ
聊
異
ナ
リ
。
今
日
平
戸
ニ
田
平
村
ア
リ
。
是
庇
羅
此
ノ
名
ノ
起
レ
ル
所
ナ
ラ
ン
。
サ
レ
ハ
庇
羅
ハ
田
平
ノ
田
ノ
省
カ
リ
ツ
ル
ナ
ラ
ン
）
大
沼
（
於
奴
。
○
伊
藤
氏
曰
、
此
ハ
沼
ノ
ア
ル
処
ニ
テ
、
名
ニ
負
ヒ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
又
大
野
ノ
義
カ
『
元
禄
図
』
ニ
、
本
郡
ニ
大
野
ア
リ
。
今
日
東
郡
久
里
村
大
字
大
野
ア
リ
。
此
辺
カ
。
然
ラ
ハ
打
開
ケ
タ
ル
地
ニ
テ
、
大
野
ノ
義
ナ
リ
。
或
曰
、
近
古
ノ
書
ニ
ハ
此
辺
ヲ
相
知
庄
ト
云
リ
。
今
ノ
相
知
村
辺
マ
テ
ハ
此
地
ノ
中
ナ
リ
ケ
ン
）
値
嘉
、
此
ハ
下
ニ
ア
ル
値
嘉
島
ナ
リ
。
生
佐
（
伊
伎
佐
。
○
『
松
浦
古
来
略
記
』
ニ
、
八
並
吉
慶
伊
吉
佐
村
三
百
石
。
マ
タ
『
寛
知
集
』
ニ
、
本
郡
ニ
伊
吉
佐
村
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
。『
扶
桑
紀
勝
』
ニ
、
本
郡
伊
岐
佐
村
ニ
大
竜
ア
リ
。
唐
津
ノ
南
三
里
ニ
シ
テ
、
長
崎
ヘ
ユ
ク
道
ノ
徳
須
恵
駅
ヨ
リ
南
一
里
半
ニ
ア
リ
。
今
日
東
郡
久
里
村
大
字
伊
岐
佐
【
179
】
、
マ
タ
北
波
多
村
大
字
徳
須
恵
ア
リ
）
久
利
（
東
郡
久
里
村
大
字
久
里
ア
リ
。
尚
下
ニ
モ
見
ユ
）
ト
ア
リ
。
尚
六
所
ヲ
逸
ス
。
今
日
「
河
上
神
社
正
応
年
中
ノ
文
書
」【
180
】
ニ
、
松
浦
南
郷
庄
見
ユ
。
東
京
人
村
岡
良
弼
氏
曰
、『
和
名
抄
』
ニ
、
松
浦
郡
ニ
松
浦
郷
ナ
キ
ハ
、
郡
名
ト
同
シ
ケ
レ
ハ
、
例
ニ
依
テ
省
ケ
ル
ナ
リ
。
今
東
松
浦
郡
ニ
松
浦
川
ア
リ
。
唐
津
ニ
至
テ
海
ニ
入
ル
。
此
辺
リ
ノ
郷
域
ナ
ル
ヘ
シ
。『
東
鑑
』
寛
元
三
年
ニ
、
松
浦
庄
西
郷
佐
里
村
、
コ
ノ
文
書
ニ
院
ノ
御
領
松
浦
庄
東
郷
ト
モ
ミ
エ
テ
、
南
郷
【
181
】【
182
】
ノ
外
ニ
東
西
北
ノ
三
郷
ア
リ
シ
ト
知
ラ
ル
。（
○
「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
東
郡
七
百
九
十
九
村
七
町
ナ
リ
。
二
十
二
年
改
革
シ
テ
、
東
郡
ヲ
唐
津
町
大
字
唐
津
町
、
東
村
、
満
島
村
大
字
満
島
・
高
島
、
鏡
村
大
字
鏡
・
半
田
・
宇
木
、
濱
崎
村
大
字
濱
崎
・
横
田
上
・
横
田
下
・
東
山
田
・
山
瀬
、
大
村
大
字
南
山
・
五
反
田
・
岡
口
・
谷
口
・
淵
上
・
平
原
・
鳥
巣
、
七
山
村
大
字
滝
川
・
木
浦
・
仁
部
・
荒
川
・
馬
川
・
池
原
・
藤
川
・
白
木
、
厳
木
村
大
字
厳
木
・
廣
瀬
・
浦
川
内
・
中
島
・
牧
瀬
・
々
戸
・
木
場
・
波
瀬
・
巻
木
・
岩
屋
・
本
山
・
天
川
・
廣
川
・
鳥
越
・
平
之
・
星
領
、
相
知
村
大
字
相
知
・
鷹
長
・
部
田
・
櫛
町
・
功
田
頭
・
湯
屋
・
横
枕
・
千
束
・
中
山
、
々
浦
村
大
字
小
加
倉
・
有
浦
下
・
有
浦
上
・
長
倉
・
諸
浦
・
新
田
・
轟
木
・
牟
田
形
・
大
串
・
新
田
、
値
賀
村
大
字
今
値
賀
・
川
内
・
普
恩
寺
・
平
尾
・
濱
野
浦
・
大
園
・
石
田
・
仮
屋
、
名
古
屋
村
大
字
名
古
・
賀
串
・
彼
戸
・
加
唐
・
馬
渡
、
呼
子
村
大
字
呼
子
・
大
友
・
小
友
・
殿
浦
・
加
部
島
・
小
川
、
湊
村
大
名
湊
・
相
賀
・
神
集
・
屋
形
石
・
横
野
・
中
里
、
打
上
村
大
字
打
上
・
菖
蒲
・
赤
木
・
石
室
・
丸
田
・
加
倉
・
岩
野
・
高
野
・
塩
寉
・
中
野
・
八
床
・
横
竹
、
佐
志
村
大
字
唐
房
・
佐
志
・
浦
鳩
・
川
枝
・
去
木
ト
以
東
西
八
里
十
四
丁
、
南
北
五
里
十
六
丁
。
西
郡
ヲ
伊
万
里
町
大
字
伊
万
里
・
三
本
松
・
濱
浦
、
牧
島
村
大
字
木
須
・
脇
田
・
松
島
・
瀬
戸
、
黒
川
村
大
字
大
黒
川
・
福
田
・
塩
屋
・
小
黒
川
・
黒
塩
・
椿
原
・
清
水
・
横
野
・
立
目
・
牟
田
・
花
房
畑
・
川
内
・
長
尾
・
真
手
野
、
大
岳
村
大
字
畑
津
・
辻
馬
・
蛤
浮
・
新
田
・
内
野
・
煤
屋
・
中
山
・
井
野
・
尾
筒
・
井
板
・
木
主
・
屋
津
留
・
田
代
・
木
場
、
南
波
多
村
大
字
井
手
野
・
高
瀬
・
大
曲
・
古
里
・
重
橋
・
谷
口
・
水
留
・
大
川
原
・
古
川
・
小
麦
原
・
府
招
・
笠
椎
・
原
屋
敷
、
大
川
村
大
字
大
川
・
野
・
山
口
・
東
田
代
・
川
原
・
川
西
・
駒
鳴
・
立
川
、
松
原
村
大
字
今
岳
・
町
裏
・
新
田
・
陣
内
・
三
本
松
、
大
川
内
村
大
字
大
川
内
、
有
田
町
大
字
有
田
・
四
山
、
新
村
大
字
新
村
、
曲
川
村
大
字
曲
川
、
大
山
村
大
字
大
木
・
山
谷
、
二
里
村
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大
字
大
里
・
中
谷
・
八
谷
、
東
山
代
村
大
字
里
・
東
大
久
保
・
浦
川
内
・
大
久
保
・
脇
野
・
天
神
・
長
濱
・
日
尾
・
滝
川
、
内
川
村
内
野
、
西
山
代
村
大
字
久
原
・
峯
、
楠
久
村
大
字
楠
久
・
津
福
・
川
内
城
・
立
岩
・
東
分
・
西
分
・
西
大
久
保
ト
ス
。『
武
鑑
』
ニ
、
小
笠
原
家
六
万
石
。
居
城
肥
前
松
浦
郡
。
唐
津
松
浦
家
六
万
千
七
百
石
。
居
城
同
郡
平
戸
。
当
国
平
戸
并
壱
岐
国
差
出
之
高
。
同
家
一
万
石
在
所
同
郡
平
戸
。
新
田
五
島
家
一
万
二
千
六
百
石
。
居
城
同
郡
五
島
福
江
ト
ア
リ
） 
【
179
】「（
今
日
東
郡
久
里
村
大
字
伊
岐
佐
、
マ
タ
北
波
多
村
大
字
徳
須
恵
ア
リ
）」
国
本
な
し
。 
【
180
】「
今
日
「
河
上
神
社
正
応
年
中
ノ
文
書
」
ニ
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
【
181
】
底
本
こ
の
下
に
、 
崎
・
牟
田
部
・
久
保
・
佐
里
・
山
下
、
久
里
村
大
字
伊
岐
○
黒
岩
・
大
野
・
双
水
・
夕
曰
・
久
里
・
柏
崎
・
中
原
・
々
西
・
原
、
鬼
塚
村
大
字
養
母
・
田
和
・
多
田
・
千
々
賀
・
山
田
・
畑
島
・
山
本
・
橋
本
・
石
志
、
北
波
多
村
大
字
徳
須
恵
・
大
杉
・
岸
山
・
稗
田
・
志
氣
・
行
合
・
野
田
・
中
竹
・
有
山
彦
・
下
平
野
・
上
平
野
・
成
淵
、
唐
津
村
大
字
唐
田
・
大
石
・
妙
見
・
大
島
・
神
田
・
見
借
・
竹
木
場
・
唐
川
・
菅
・
牟
田
重
・
川
内
、
切
木
村
大
字
切
木
・
赤
坂
・
湯
野
・
浦
杉
・
野
浦
・
中
浦
・
大
浦
・
満
越
・
瓜
ヶ
坂
・
万
賀
里
川
・
仁
田
・
野
尾
座
・
川
内
・
湯
野
尾
・
大
尾
・
大
良
・
後
川
内
・
梨
川
内
、
入
野
村
大
字
入
野
・
大
頭
・
星
賀
・
向
・
納
所
・
寉
牧
・
寺
浦
・
梅
崎
・
新
木
場
・
上
ヶ
倉
・
田
野
・
高
串
・
有
」
と
い
う
記
述
あ
る
も
、
前
後
の
文
と
不
整
合
な
る
に
よ
り
削
る
。 
【
182
】
底
本
、
こ
の
下
に
小
字
で
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
古
牧
考 
村
岡
良
弼 
肥
前
国
鹿
島
馬
牧
案
ニ
、
本
州
凡
ソ
六
牧
三
十
。
平
戸
ノ
属
島
ニ
ア
リ
。
故
ニ
『
太
宰
管
内
志
』
ニ
、
コ
ノ
鹿
島
牧
ヲ
平
戸
ノ
獅
子
村
鹿
ヲ
、
古
ヘ
シ
ン
ト
云
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
サ
レ
ト
確
証
ナ
シ
。『
武
鑑
』
ニ
、
藤
津
郡
鹿
島
城
ア
リ
。
鍋
島
候
ノ
支
封
タ
リ
。
或
ハ
此
地
ナ
止
カ
。
猶
考
フ
ヘ
シ
。
崇
神
帝
ノ
時
、
建
借
馬
命
東
夷
ヲ
平
ゲ
シ
事
、
『
常
陸
風
土
記
』
ニ
見
ユ
。
ソ
ノ
時
杵
島
曲
歌
フ
テ
賊
ヲ
誅
殺
ス
ト
ア
ル
。 
杵
島
ハ
本
州
ノ
郡
名
ナ
レ
ハ
、
コ
レ
其
土
ナ
ル
ヘ
シ
。 
庇
羅
馬
牧 
『
和
名
抄
』
ニ
、
松
浦
郡
庇
羅
郷
ト
ア
リ
、
ヒ
ラ
ト
読
ヘ
シ
。 
『
太
宰
管
内
志
』
ニ
、
庇
羅
ハ
今
ノ
平
戸
島
ア
リ
。
庇
羅
郷
始
テ
貞
観
十
八
年
紀
『
三
代
実
録
』
ニ
見
エ
、
平
戸
島
『
元
亨
釈
書
』
栄
西
傳
ニ
見
ユ
。『
武
鑑
』
ニ
平
戸
城
ア 
リ
。
松
浦
候
世
々
コ
ヽ
ニ
在
城
シ
『
図
書
編
』
ニ
□
蘭
島
ト
訳
タ
リ
。 
兼
テ
壱
岐
国
ヲ
領
ス
。 
271 
生
属
馬
牧 
生
属
ハ
イ
ケ
ヅ
キ
ト
読
ム
ヘ
シ
。
今
ノ
松
浦
郡
生
月
島
（
周
凡
七
里
）
是
ナ
リ
。 
承
和
三
年
紀
（
『
続
日
後
紀
』）
ニ
、
遣
唐
使
藤
原
常
嗣
回
者
松
浦
郡
生
属
島
。 
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
一
伎
都
奇
ト
訳
シ
。『
太
平
記
』（
新
田
義
貞
九
州
発
向
条
）
ニ
、
伊
支
津
木
島
ア
リ
。
亦
此
地
、
此
地
ノ
人．
ナ
ル
ヘ
シ
。 
柏
島
牛
牧 
『
本
朝
世
記
』
ニ
、
天
慶
八
年
。
唐
人
来
着
松
浦
柏
島
。
今
中
通
島
ニ
属
シ
テ
柏
島
ア
リ
。（
所
謂
五
島
内
ナ
リ
）
コ
レ
ナ
ル
ヘ
シ
。
『
太
宰
管
内
志
』
ニ
ハ
、 
神
集
島
カ
シ
ト
ス
。
未
タ
孰
レ
カ
是
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ヌ
。 
櫏
野
牛
牧 
『
太
宰
管
内
志
』
ニ
、
椻
野
ハ
能
加
伎
乃
ト
読
ム
ヘ
シ
。
『
玉
倫
』
ニ
、
桾
櫏
本
出
交
趾
子
如
難
文
迸
呉
都
。
賦
注
ニ
、
君
櫃
杼
属
之
。『
本
草
和
名
』
ニ
、
君
遷
子
佐
留
可
伎
信
濃
甚
多
。
『
本
朝
食
鑑
』
ニ
、
君
遷
俗
ニ
葡
萄
柿
。
或
ハ
猿
柳
ト
イ
フ
。
筑
紫
ノ
俗
山
杼
。
マ
タ
野
杼
ト
モ
呼
ト
。 
今
松
浦
郡
ニ
野
杼
島
ア
リ
。
亦
中
通
島
ニ
属
セ
リ
。
是
ソ
ノ
地
ナ
リ
。 
早
崎
牛
牧 
今
高
来
郡
ニ
早
崎
村
ア
リ
。
海
中
ニ
盤
曲
シ
テ
放
牧
ニ
宜
シ
キ
所
ナ
リ
。
天
草
島
ノ
大
島
崎
ト
相
對
ヒ
テ
、
ソ
ノ
間
ヲ
早
崎
ノ
海
峡
ト
云
。 
と
あ
り
。 
○
里
二
十
六
下
ニ
賀
周
里
ア
ル
ノ
ミ
。
其
餘
ハ
名
称
所
在
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ス
。「
六
」
曼
本
「
二
」
ニ
作
ル
。 
○
駅
五
所
下
ニ
逢
鹿
・
登
望
ノ
二
駅
ア
リ
。
尚
三
所
ヲ
逸
ス
。（
三
所
ハ
厳
木
辺
ヨ
リ
唐
津
町
辺
マ
テ
ノ
内
ナ
ラ
ン
。
地
勢
然
リ
） 
○
烽
八
所
下
ニ
褶
振
峯
ニ
一
所
。
値
嘉
島
ニ
三
所
ト
ア
リ
。
尚
四
所
ヲ
逸
ス
。（
多
ク
ハ
褶
振
峯
ヨ
リ
値
嘉
島
マ
テ
ノ
間
ニ
在
シ
ナ
ラ
ン
。
地
勢
然
リ
）
本
郡
ハ
外
人
出
入
ノ
要
地
ナ
レ
バ
、
他
郡
ニ
比
ス
レ
バ
烽
数
多
シ
【
183
】
。
○
西
川
須
賀
雄
氏
（
○
本
国
人
、
余
カ
学
友
）
曰
【
184
】
、
松
浦
郡
唐
津
ノ
西
ニ
、
加
唐
島
（
○
今
名
児
屋
村
大
字
加
唐
ア
リ
）
何
バ
カ
リ
ノ
島
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
。
故
ニ
世
ニ
取
立
テ
云
人
モ
ナ
キ
ハ
、
此
島
ノ
為
ニ
遺
恨
ト
云
ベ
シ
。「
雄
略
紀
」（
五
年
）
ニ
、
百
済
加
須
利
君
（
益
鹵
王
）
也
。
飛
聞
地
津
媛
所
燔
殺
而
等
。
議
曰
。
昔
貢
女
人
為
釆
女
。
而
既
無
礼
。
失
我
国
名
。
自
今
以
後
。
不
合
貢
女
。
乃
告
其
弟
軍
君
崐
支
君
也
曰
。
汝
宜
往
日
本
事
天
皇
。
軍
君
對
曰
。
願
賜
君
婦
而
後
奉
遣
。
加
須
利
君
。
則
以
孕
婦
。
既
嫁
與
孕
婦
果
如
。
加
須
利
君
言
。
於
筑
紫
各
羅
島
産
児
。
仍
名
此
児
曰
島
君
。
是
為
武
寧
王
。
百
済
人
呼
此
島
曰
主
島
ト
ア
ル
。
各
羅
ハ
加
唐
島
〔
11
〕（
○
今
日
東
西
十
三
丁
、
南
北
三
十
丁
、
周
廻
三
里
五
丁
。
名
子
屋
湾
ノ
口
ニ
ア
リ
）
ナ
ル
コ
ト
疑
ナ
シ
。
紀
ニ
ハ
カ
ハ
ラ
ト
訓
ヲ
付
タ
レ
ト
、
各
ハ
カ
ヽ
ノ
仮
字
ニ
用
ヒ
タ
ル
コ
ト
、
美
濃
ノ
郡
名
、
各
務
ヲ
カ
ヽ
ム
ト
呼
カ
如
シ
。
此
島
ハ
筑
紫
ノ
ハ
テ
ナ
ル
孤
島
ニ
ハ
ア
レ
ド
、
カ
ク
紀
サ
レ
、
シ
カ
モ
武
寧
王
カ
生
レ
シ
地
ナ
ル
ヲ
、
更
ニ
取
立
テ
云
人
モ
ナ
キ
ハ
、
此
島
ノ
面
伏
セ
ト
云
ベ
ク
ナ
ン
。
或
曰
、
各
羅
ヲ
カ
ヽ
ラ
ト
訓
タ
ル
ハ
、
サ
ル
コ
ト
ニ
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
ト
、
本
ニ
ハ
カ
ホ
ラ
ト
訓
リ
。
カ
ラ
ハ
ト
シ
タ
ル
ハ
ア
ラ
ズ
。
此
地
、
名
「
武
烈
紀
」
ニ
モ
見
エ
テ
、
カ
ワ
ラ
ト
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仮
字
ツ
ケ
タ
リ
。
カ
ク
ヲ
カ
ワ
ニ
用
ル
カ
。
此
事
、
字
音
轉
用
例
ニ
モ
云
レ
タ
リ
。 
〔
11
〕『
元
禄
図
』
松
浦
郡
加
々
良
島
。
長
三
十
一
町
、
横
三
三
丁
十
二
間
。 
【
183
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
○
「
兵
部
式
」
ニ
、
肥
前
國
値
賀
島
馬
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
184
】「
○
西
川
須
賀
雄
氏
（
○
本
国
人
、
余
カ
学
友
）
曰
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
 
昔
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
行
レ
於
二
此
郡
一
而
。
進
食
於
二
玉
島
小
河
之
側
一
。
於
レ
茲
皇
后
。
勾
レ
針
為 
レ
鈎
。
飯
粒
為
レ
餌
。
裳
糸
為
レ
緡
。
登
二
河
中
之
石
上
一
。
捧
レ
鈎
祝
曰
。
朕
欲
下
征
二
伐
新
羅
一
求
中
彼
財
宝
上
。
其
事
功
成
凱
旋
者
。
細
鱗
之
魚
呑
二
朕
鈎
緡
一
。
既
而
投
レ
鈎
片
時
。
果
得
二
其
魚
一
。
皇
后
曰
。
甚
希
見
物
。〈
希
見
豆
羅
謂
二
梅
志
一
。
〉
因
曰
二
希
見
国
一
。
今
訛
謂
二
松
浦
郡
一
。
所
以
此
国
婦
女
。
孟
夏
四
月
常
以
レ
針
釣
二
年
魚
一
。
男
夫
雖
レ
釣
。
不
レ
能
レ
獲 
レ
之
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
氣
長
足
姫
尊
『
古
事
記
』（
仲
哀
天
皇
段
）
ニ
、
此
天
皇
。
娶
息
長
帯
比
売
命
。
是
大
后
。（
○
神
功
皇
后
云
々
ト
ア
リ
） 
○
玉
島
小
河
東
郡
大
村
大
字
渕
上
ニ
ア
リ
【
185
】
。
本
居
翁
曰
、
玉
島
里
、
名
ノ
ヨ
シ
知
難
シ
。『
土
佐
風
土
記
』
ニ
、
吾
川
郡
玉
島
。
或
説
云
、
神
功
皇
后
。
巡
国
之
時
。
御
舩
泊
之
。
皇
后
下
島
休
息
。
礒
際
得
一
白
石
。
因
如
難
卵
。
皇
后
安
于
御
掌
。
光
明
四
出
。
皇
后
大
喜
。
詔
左
右
曰
。
是
海
神
所
賜
白
眞
珠
也
。
故
以
為
島
名
ト
ア
ル
ニ
准
ヘ
テ
思
フ
ニ
、
此
所
モ
サ
ル
類
ノ
由
縁
ナ
ド
ア
リ
テ
ヤ
名
ケ
ヽ
ン
。『
八
雲
御
抄
』
ニ
、
マ
ツ
ラ
河
（
肥
前
松
浦
川
玉
島
ノ
浦
ト
ヨ
メ
リ
）
タ
マ
シ
マ
河
（
同
。『
万
葉
』
松
浦
ナ
ル
ア
ユ
ツ
ル
玉
島
同
。
万
（『
万
葉
カ
』）
マ
ツ
ラ
也
）
マ
タ
『
九
州
ノ
道
ノ
記
』（
豊
臣
勝
俊
）
ニ
、
玉
島
川
・
松
浦
川
何
モ
ヤ
カ
テ
海
ニ
流
レ
テ
ソ
侍
ル
。
マ
タ
『
増
補
名
所
方
角
抄
』
ニ
、
玉
島
川
、
皇
后
ノ
年
魚
釣
給
フ
川
ナ
リ
。
ア
カ
リ
給
フ
石
、
今
ニ
ア
リ
。
此
石
ヨ
リ
三
町
許
ハ
、
今
モ
鮎
ヲ
釣
ナ
リ
。
此
川
ハ
草
野
ノ
大
川
ト
云
ナ
リ
。
マ
タ
『
和
漢
三
才
図
會
』
ニ
、
浮
島
與
玉
島
川
。
中
間
一
里
許
有
松
原
。
神
功
皇
后
到
此
処
。
携
釣
竿
云
々
。
其
玉
座
在
于
今
。
此
石
近
所
年
魚
多
有
。
而
女
釣
之
多
得
。
男
釣
之
難
得
。
山
上
憶
良
来
此
川
上
見
釣
鰷
。（
○
鰷
ハ
年
魚
ニ
非
ス
）
乙
女
有
贈
答
和
歌
詳
于
『
歌
林
良
材
集
』（
○
玉
島
川
ニ
属
ス
深
処
ハ
一
丈
【
186
】、
浅
処
ハ
一
尺
、
廣
処
ハ
六
十
間
、
狹
処
ハ
二
十
間
、
水
質
清
淡
、
流
急
ナ
リ
。
舟
筏
通
セ
ス
）
マ
タ
『
万
葉
集
』（
五
）
ニ
、
遊
淤
松
浦
河
序
。
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余
以
暫
往．
松
浦
之
縣
逍
遥
。
聊
臨
玉
島
之
潭
云
々
。
多
麻
之
末
能
、
許
能
可
波
加
美
尓
、
伊
返
阿
礼
騰
、
吉
美
手
夜
佐
之
美
、
阿
良
波
佐
受
阿
利
吉
。
麻
都
良
河
波
、
可
波
能
世
比
可
利
、
阿
由
都
流
等
、
多
々
勢
流
伊
毛
河
、
毛
能
須
蘇
奴
例
奴
。
麻
都
良
奈
流
、
多
麻
之
麻
河
波
尓
、
阿
由
都
流
等
、
多
々
世
流
古
良
何
、
伊
幣
遲
斯
良
受
毛
。
等
富
都
比
等
、
末
都
良
能
加
波
尓
、
和
可
由
都
流
、
伊
毛
我
多
毛
等
乎
、
和
礼
許
曽
末
加
米
。
和
加
由
都
流
、
麻
都
良
能
可
波
能
、
可
波
奈
美
能
、
奈
美
迩
之
母
波
婆
、
和
礼
故
飛
米
夜
母
。
波
流
佐
礼
婆
、
和
伎
覇
能
佐
刀
能
、
加
波
度
尓
波
、
阿
由
故
佐
婆
斯
留
、
吉
美
麻
知
我
弖
尓
。
麻
都
良
我
波
、
奈
々
勢
能
與
騰
波
、
與
等
武
等
毛
、
和
礼
與
騰
麻
受
、
吉
美
遠
志
麻
多
武
。
麻
都
良
阿
波
、
々
々
能
世
波
夜
美
、
久
礼
奈
為
能
、
母
能
須
蘇
奴
例
弖
、
阿
由
可
都
流
良
武
。
比
等
末
奈
能
、
美
良
武
麻
都
良
能
、
多
麻
志
末
乎
、
美
受
弖
夜
和
礼
波
、
故
飛
都
々
遠
良
武
。
麻
都
良
河
波
、
多
麻
斯
麻
能
有
良
尓
、
和
可
由
都
流
、
伊
毛
良
遠
美
良
牟
、
比
等
能
等
母
斯
佐
。『
続
古
今
集
』
ニ
、
玉
島
ヤ
ヽ
ヒ
島
守
カ
、
コ
ト
シ
ユ
ク
、
川
瀬
ホ
ノ
ヽ
ク
、
春
ノ
ミ
カ
月
。『
新
千
載
集
』
ニ
、
玉
島
ヤ
、
ユ
フ
ナ
ミ
高
ク
、
ナ
リ
ニ
ケ
リ
、
此
川
上
ニ
、
嵐
フ
ク
ラ
ン
。『
続
千
載
集
』
ニ
、
梅
カ
ヽ
ヤ
、
マ
ツ
ウ
ツ
ル
ラ
、
影
清
ミ
、
玉
島
川
ノ
、
ミ
ツ
ノ
鏡
ニ
。『
新
続
古
今
集
』
ニ
、
松
浦
山
、
ユ
フ
コ
エ
ク
レ
ハ
、
玉
島
ノ
、
里
ノ
ツ
ヽ
キ
ニ
、
立
烟
カ
ナ
。
玉
島
ヤ
、
川
瀬
ノ
ナ
ミ
ノ
、
音
ハ
シ
テ
、
霞
ニ
ウ
カ
フ
、
春
ノ
月
影
。『
夫
木
集
』
ニ
、
シ
ラ
セ
ハ
ヤ
、
玉
島
川
ノ
、
神
ヒ
チ
テ
、
ナ
ヽ
セ
ノ
淀
ニ
、
オ
モ
フ
心
ヲ
。『
風
雅
集
』
ニ
、
玉
島
ヤ
、
オ
チ
ク
ル
鮎
ノ
、
川
柳
、
シ
タ
バ
ヨ
リ
チ
ル
、
秋
風
ソ
フ
ク
。『
万
代
集
』【
187
】
ニ
、
玉
島
ノ
、
川
ヨ
ト
サ
ラ
ス
、
タ
ツ
キ
リ
ノ
、
底
マ
テ
波
ノ
、
岩
タ
ヽ
ク
ナ
リ
。『
国
冬
集
』
ニ
、
ヲ
ト
メ
コ
カ
、
此
川
神
ノ
、
イ
ヘ
ツ
ト
ニ
、
玉
島
桜
、
ヲ
リ
テ
ユ
ク
ナ
リ
。『
家
房
集
』
ニ
、
玉
島
ノ
、
ホ
リ
エ
ヲ
カ
ケ
テ
、
霞
ム
ナ
リ
、
風
ヲ
マ
ツ
ラ
ノ
、
波
ノ
上
ノ
月
。『
六
家
集
』
ニ
、
ヒ
カ
リ
ナ
ス
、
玉
島
川
ノ
、
月
清
ミ
、
ヲ
ト
メ
カ
コ
ロ
モ
、
袖
サ
ヘ
リ
テ
ル
。『
六
家
集
拾
遺
』
ニ
、
命
タ
ニ
、
ア
ラ
ハ
ア
フ
セ
ヲ
、
松
浦
川
、
カ
ヘ
ラ
ヌ
波
モ
、
ヨ
ト
メ
ト
ソ
思
フ
。『
類
題
集
』
ニ
、
若
菜
ツ
ム
、
ヲ
ト
メ
カ
袖
モ
、
玉
島
ノ
、
ハ
ル
ノ
光
リ
ニ
、
ヽ
ホ
フ
川
波
。『
草
菴
集
』
ニ
、
玉
島
ヤ
、
イ
ク
セ
ノ
ヨ
ト
ニ
、
カ
ス
ム
ラ
ン
、
川
上
ト
ホ
シ
、
春
ノ
ア
ケ
ホ
ノ
。『
行
家
集
』
ニ
、
若
鮎
ツ
ル
、
カ
ミ
ヨ
モ
ト
ホ
シ
、
玉
島
ヤ
、
松
浦
ノ
カ
ハ
ノ
、
ム
カ
シ
思
ヘ
ハ
。『
新
三
玉
集
』
ニ
、
ア
ラ
ハ
サ
ヌ
、
家
路
モ
ソ
レ
ト
、
玉
島
ヤ
、
カ
ハ
カ
ミ
ト
ホ
ク
、
晴
ル
ヽ
朝
露
。
玉
島
ヤ
、
梅
カ
ヽ
ナ
ラ
ヌ
、
春
風
ニ
、
イ
ヘ
チ
ユ
カ
シ
キ
、
川
上
ノ
月
【
188
】
。
青
柳
氏
曰
、
此
川
ノ
源
ニ
ア
リ
。
玉
島
ノ
神
功
社
ノ
上
ニ
テ
合
テ
一
ト
ナ
ル
。
カ
ク
テ
南
ヨ
リ
来
ル
水
ハ
、
平
原
村
（
○
大
村
大
字
平
原
）
ノ
山
ヨ
リ
出
テ
、
東
ヨ
リ
来
ル
水
ハ
七
山
村
ヨ
リ
出
ル
ナ
リ
。
此
川
ノ
鮎
他
ニ
異
ニ
シ
テ
、
口
ニ
金
糸
ヲ
マ
ト
フ
。
味
甚
美
ナ
リ
。
川
ハ
大
河
ニ
ア
ラ
ズ
。
下
流
ハ
濱
崎
駅
ノ
東
ニ
出
テ
海
ニ
イ
ル
。
濱
崎
ヨ
リ
南
玉
島
ニ
一
里
ア
リ
。
筑
前
深
江
駅
ヨ
リ
三
里
餘
ナ
リ
。
今
日
此
川
源
ハ
七
山
村
荒
川
山
ヨ
リ
出
テ
西
北
ニ
向
ヒ
、
大
村
大
字
五
反
田
ヲ
ヘ
、
濱
崎
ニ
至
リ
海
ニ
イ
ル
。
又
一
源
ハ
七
山
村
滝
川
山
ヨ
リ
出
テ
、
仁
部
山
ニ
至
テ
本
流
ニ
イ
ル
。
又
一
源
ハ
大
村
平
原
山
ヨ
リ
出
テ
、
玉
島
ニ
至
テ
本
流
ニ
イ
ル
。
古
ハ
松
浦
川
ハ
久
里
村
ヨ
リ
東
ニ
分
派
シ
、
鏡
村
鏡
神
社
ノ
傍
ヨ
リ
濱
崎
ニ
至
テ
玉
島
河
ニ
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ア
ヒ
、
海
ニ
入
リ
シ
ト
ソ
。
故
ニ
中
古
ノ
書
等
ニ
、
松
浦
川
ト
玉
島
川
ト
ヲ
混
ヒ
タ
ル
者
多
シ
。（
尚
栗
川
条
ニ
云
ヲ
考
合
ス
ヘ
シ
） 
【
185
】「
東
郡
大
村
大
字
渕
上
ニ
ア
リ
」
国
本
な
し
。 
【
186
】「（
○
玉
島
川
ニ
属
ス
深
処
ハ
一
丈
、
浅
処
ハ
一
尺
、
廣
処
ハ
六
十
間
、
狹
処
ハ
二
十
間
、
水
質
清
淡
、
流
急
ナ
リ
。
舟
筏
通
セ
ス
）」
国
本
な
し
。 
【
187
】「『
万
代
集
』
ニ
、
玉
島
ノ
、
川
ヨ
ト
サ
ラ
ス
、
タ
ツ
キ
リ
ノ
、
底
マ
テ
波
ノ
、
岩
タ
ヽ
ク
ナ
リ
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
記
す
。 
【
188
】
底
本
、
こ
の
下
に
別
紙
で
、 
内
裏
名
所
百
首 
建
保
三
年
十
月
十
四
日 
 
玉
島
河 
・
玉
島
や 
川
せ
の
波
の 
音
は
し
て 
霞
に
う
か
ふ 
春
の
月
か
け 
・
若
鮎
つ
る 
袖
も
霞
に 
ま
か
ふ
迄 
玉
島
川
に 
春
は
き
に
け
り 
・
梅
か
香
や 
先
う
つ
る
ら
ん 
か
け
清
き 
玉
島
川
の 
水
の
か
ゞ
み
に 
・
松
山
な
る 
玉
島
川
の 
春
霞 
詠
し
□
□
□ 
へ
た
て
き
に
け
り 
・
い
つ
し
か
と 
氷
の
ゐ
せ
き 
も
と
す
ゝ
し 
玉
島
川
の 
せ
ゝ
の
春
風 
・
い
く
ち
よ
の 
光
や
は
ね
て 
か
よ
ふ
ら
ん 
玉
島
川
の 
春
の
月
か
け 
・
玉
島
や 
新
島
守
か 
こ
と
し
ゆ
く 
川
せ
ほ
の
ゝ
く 
春
の
み
か
月 
・
波
清
き 
玉
島
川
に 
う
つ
り
き
て 
春
の
光
も 
色
に
み
え
け
る 
・
玉
島
の 
此
川
上
も 
白
波
の 
し
と
す
す
め
る 
夕
く
れ
の
空 
・
石
は
し
る 
玉
島
川
の 
清
き
せ
に 
春
の
光
を 
ち
と
□
月
影 
・
の
と
か
な
る 
春
の
光
や 
み
か
く
ら
ん 
玉
島
川
の 
波
も
き
こ
え
す 
・
緑
な
る 
春
の
光
そ 
く
も
り
な
き 
玉
島
川
に 
う
つ
る
月
影 
と
あ
り
。
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
緍
『
説
文
』
ニ
、
釣
魚
繁
也
。
マ
タ
『
品
字
義
』
ニ
、
緍
釣
論
也
。
マ
タ
『
詩
召
南
』
ニ
、
其
釣
誰
何
維
糸
維
緍
ナ
ド
ア
リ
。
魚
ヲ
釣
ル
ニ
用
ヰ
ル
糸
ナ
リ
。 
○
河
中
之
石
上
「
上
」
曼
本
ナ
シ
。『
古
事
記
』
ニ
ハ
、
此
処
ヲ
挙
、
其
河
中
之
礒
ト
ア
リ
。
本
居
翁
曰
、
此
処
『
書
紀
』
ニ
、
石
上
ト
書
レ
、『
万
葉
』
ノ
歌
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ニ
モ
伊
志
ト
ア
レ
ハ
、
石
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
礒
ト
書
ル
ハ
、
古
ハ
石
ヲ
伊
蘇
ト
モ
云
リ
ト
聞
エ
テ
、
イ
ソ
ノ
カ
ミ
ヲ
石
上
ト
カ
キ
、『
万
葉
』
ナ
ド
ニ
モ
礒
ヲ
通
ハ
シ
テ
石
ト
モ
書
ル
コ
ト
多
シ
。
サ
レ
バ
此
礒
ハ
借
字
ニ
テ
、
石
ニ
ソ
ア
リ
ケ
ン
。『
万
葉
』
ニ
、
タ
ラ
シ
姫
神
ノ
ミ
コ
ト
ノ
魚
ツ
ラ
ヘ
ト
、
御
立
タ
シ
セ
リ
シ
石
ヲ
誰
ミ
キ
。（
キ
ハ
シ
ノ
誤
リ
カ
）
或
曰
、
今
玉
島
川
ノ
岸
ニ
石
ア
リ
。
方
七
尺
許
リ
ナ
リ
。
俗
ニ
紫
石
ト
イ
ヘ
リ
。
此
大
后
ノ
釣
シ
給
ヒ
シ
処
ナ
リ
ト
語
傳
フ
。
又
或
ハ
、
此
紫
石
ノ
在
所
ヲ
、
浮
島
ト
云
処
ト
、
玉
島
川
ト
ノ
間
ノ
松
原
ニ
在
ト
イ
フ
。
方
五
尺
許
ト
云
リ
【
189
】
。『
雲
根
志
』
ニ
、
浮
島
ト
玉
島
川
ト
ノ
間
ノ
松
原
ニ
大
石
ア
リ
。
傳
云
、
神
功
皇
后
三
韓
退
治
ノ
時
、
此
石
上
ニ
立
テ
詔
ハ
ク
云
々
。
伊
藤
氏
曰
、
玉
島
ノ
南
ノ
岡
ニ
神
功
社
ア
リ
。
此
辺
ノ
川
中
ニ
、
皇
后
ノ
上
リ
給
ヒ
シ
石
ト
イ
フ
者
、
近
頃
マ
テ
ア
リ
シ
ヲ
、
今
ハ
沙
ニ
埋
レ
タ
リ
シ
由
云
リ
。
人
家
ハ
川
ノ
東
西
、
山
ノ
麓
ニ
ア
リ
。
川
ハ
玉
島
ヨ
リ
半
里
許
北
ニ
ナ
ガ
レ
テ
濱
崎
駅
ノ
東
ノ
渡
口
ヨ
リ
海
ニ
イ
ル
。
潮
満
ツ
ト
キ
ハ
、
渡
口
ヨ
リ
十
丁
許
ハ
舟
モ
登
ル
ベ
シ
。
ソ
レ
ヨ
リ
上
ハ
山
川
ニ
テ
、
水
モ
多
カ
ラ
ズ
。 
【
189
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
今
モ
此
石
上
ニ
テ
女
ノ
釣
ス
レ
ハ
鮎
ヲ
多
ク
ウ
ル
ヲ
、
男
ノ
釣
レ
ハ
、
ウ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
云
リ
」
と
あ
り
。
甲
本
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
釣
緍
「
釣
」
曼
本
「
釣
」
ニ
作
ル
。 
○
羅
志
「
志
」
湯
本
ナ
シ
。 
○
此
国
婦
女
本
居
翁
曰
、
此
ハ
大
后
ノ
故
事
ヲ
思
テ
、
殊
更
ニ
然
為
ル
コ
ト
ノ
ア
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
只
何
ト
ナ
ク
其
比
鮎
ヲ
釣
ル
ト
ニ
ハ
非
ス
。
四
月
上
旬
ノ
比
、
鮎
ツ
ル
コ
ト
ハ
珍
シ
カ
ラ
ズ
。
何
処
ニ
モ
常
ノ
事
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。
今
世
ニ
モ
此
事
遺
リ
テ
ア
リ
ヤ
。
国
人
ニ
尋
ヌ
ベ
シ
。（
○
今
日
此
事
今
ハ
ナ
シ
【
190
】
） 
【
190
】「（
○
今
日
此
事
今
ハ
ナ
シ
）」
こ
の
部
分
、
国
本
な
し
。
甲
本
は
「（
今
日
此
事
何
レ
ノ
比
ヨ
リ
カ
絶
ケ
ン
。
今
ハ
サ
ル
コ
ト
ナ
シ
）」
と
す
。 
○
孟
夏
四
月
『
古
事
記
』
ニ
ハ
、
四
月
之
上
旬
ト
ア
リ
。
本
居
翁
曰
、
四
月
之
上
旬
ハ
、
ウ
ツ
キ
ノ
ハ
シ
メ
ノ
コ
ロ
ト
訓
ベ
シ
。
又
ツ
キ
タ
チ
ノ
コ
ロ
ト
モ
訓
ベ
シ
。
今
日
『
日
本
紀
』
ニ
ハ
、
四
月
上
旬
ト
ア
リ
テ
上
旬
ヲ
、
カ
ム
ノ
ト
ウ
カ
ト
訓
リ
。 
○
以
針
荒
木
田
氏
曰
、「
以
」
疑
「
勾
」
誤
乎
。 
○
雖
釣
「
雖
」
原
本
「
羅
」
ニ
誤
ル
。
今
之
ヲ
改
ム
。 
○
能
羅
原
本
「
羅
」
ニ
、
曼
本
「
得
」
ニ
作
ル
。
恐
ク
ハ
「
獲
」
ノ
誤
リ
ナ
ラ
ン
。
○
矢
野
玄
道
氏
（
伊
豫
人
）
曰
、
松
浦
ノ
名
号
、
當
初
希
見
ト
イ
ヒ
シ
ハ
、
玉
島
川
ノ
辺
リ
ヨ
リ
イ
デ
ヽ
、
唐
津
領
内
ノ
間
ナ
リ
シ
ヲ
、
郡
ヲ
オ
ク
ト
キ
ニ
庇
羅
・
値
嘉
ヲ
モ
此
郡
ニ
入
レ
タ
ル
者
ト
見
エ
タ
リ
。
○
本
条
ノ
コ
ト
、『
古
事
記
』（
仲
哀
天
皇
段
）
ニ
ハ
、
大
后
到
坐
。（
本
居
翁
曰
、
到
坐
ハ
『
書
紀
』
ニ
ヨ
レ
ハ
、
初
御
舩
発
ノ
時
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
又
置
坐
テ
御
舩
泊
シ
時
ニ
モ
非
ス
。
御
舩
発
ヨ
リ
前
ニ
、
別
ニ
筑
前
ヨ
リ
筑
後
ヲ
ヘ
テ
、
此
地
ニ
幸
シ
コ
ト
ノ
ア
リ
シ
ナ
リ
。
サ
ル
ヲ
此
ニ
記
シ
タ
ル
ハ
、
前
事
ヲ
追
テ
別
ニ
記
セ
ル
者
ソ
）
筑
紫
末
羅
縣
之
玉
島
里
。
初
御
食
其
河
辺
之
時
。
當
四
月
之
上
旬
。
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尓
坐
其
河
中
之
礒
。
拔
取
御
裳
之
糸
。
以
飯
粒
為
餌
。
釣
其
河
之
年
魚
。（
其
河
名
謂
小
河
。
亦
其
礒
名
謂
勝
間
比
売
也
。
○
〔
12
〕
本
居
翁
曰
【
191
】
、
勝
間
比
売
ノ
名
義
ハ
、『
書
紀
』
ニ
、
此
時
皇
后
祈
ヒ
給
ヒ
シ
コ
ト
ア
リ
ツ
レ
ハ
、
其
意
モ
テ
新
羅
ヘ
勝
給
ヘ
ル
由
ニ
テ
、
後
ニ
名
ケ
タ
ル
ニ
ヤ
ア
ラ
ン
。
間
ハ
処
ノ
意
カ
。
比
売
ト
ハ
尊
ト
ハ
尊
ニ
テ
称
ヘ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
○
或
曰
【
192
】、
垂
綸
石
ハ
玉
島
川
ニ
ア
リ
。
元
禄
中
ノ
洪
水
ニ
テ
河
底
ニ
埋
没
ス
。
御
立
石
マ
テ
紫
臺
石
ト
云
）
故
四
月
上
旬
之
時
。
女
人
拔
裳
糸
。
以
飯
粒
為
餌
。
釣
年
魚
。
至
于
今
不
絶
也
。
マ
タ
『
日
本
紀
』
神
功
皇
后
条
ニ
ハ
、
夏
四
月
壬
寅
朔
甲
辰
。
北
到
火
前
国
松
浦
縣
。
而
進
食
於
玉
島
里
小
河
之
側
。
於
是
皇
后
勾
針
為
鈎
。
取
粒
為
餌
。
抽
取
裳
糸
為
緍
。
登
河
中
石
上
。
而
投
鈎
祈
之
曰
。
朕
西
欲
求
財
国
。
若
有
成
事
者
。
河
魚
飲
鈎
。
因
以
挙
竿
。
乃
獲
細
鱗
魚
。
時
皇
后
曰
。
希
見
物
也
。（
希
見
此
云
。
梅
豆
邏
志
）
故
時
人
号
其
処
。
曰
梅
豆
羅
国
。
今
謂
松
浦
訛
焉
。
是
以
其
国
女
人
。
毎
當
四
月
上
旬
。
以
鈎
投
河
中
。
捕
年
魚
。
於
今
不
絶
。
唯
男
夫
雖
釣
。
不
能
獲
魚
ナ
ド
ア
リ
。 
〔
12
〕『
書
紀
通
証
』
玉
島
河
岸
有
大
石
。
方
七
尺
許
。
俗
名
紫
石
。
傳
云
。
皇
后
重
釣
之
処
。 
【
191
】
底
本
、
本
居
説
・『
日
本
書
紀
』
の
引
用
に
重
複
あ
り
。
国
本
に
よ
り
整
理
す
。 
【
192
】「（
○
或
曰
、
垂
綸
石
ハ
玉
島
川
ニ
ア
リ
。
元
禄
中
ノ
洪
水
ニ
テ
河
底
ニ
埋
没
ス
。
御
立
石
マ
テ
紫
臺
石
ト
云
）」
国
本
な
し
。 
 
鏡
渡
。〈
在
二
郡
北
一
。
〉 
昔
者
。
檜
隈
廬
入
野
宮
御
宇
武
少
廣
国
押
楯
天
皇
之
世
。
遣
二
大
伴
狹
手
彦
連
一
。
鎮
二
任
那
之
国
一
。
兼
救
二
百
済
之
国
一
。
奉
レ
命
到
来
至
レ
於
二
此
村
一
。
即
娉
二
篠
原
村
〈
篠
謂
二
志
奴
一
。
〉
弟
日
姫
子
一
成
レ
婚
。〈
日
下
部
君
等
祖
也
。
〉
容
貌
美
麗
。
特 
絶
二
人
間
一
。
分
別
之
日
。
取
レ
鏡
與
レ
婦
婦
含
レ
悲
啼
渡
二
栗
川
一
。
所
レ
與
之
鏡
緒
絶
沈
レ
川
。
因
名
二
鏡
渡
一
。 
此
一
條
、『
童
蒙
抄
』『
袖
中
抄
』
等
ニ
モ
引
ク
所
ナ
リ
。
而
シ
テ
文
字
少
シ
ツ
ヽ
異
ナ
ル
所
ア
リ
。
而
シ
テ
文
字
少
シ
ツ
ヽ
異
ナ
ル
所
ア
リ
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
檜
隈
廬
入
野
宮
『
古
事
記
』（
宣
化
天
皇
段
）
ニ
、
建
小
廣
国
押
楯
命
。（
○
宣
化
天
皇
）
坐
檜
垧
之
廬
入
野
宮
治
天
下
也
ト
ア
リ
。
檜
隈
ハ
大
和
高
市
郡
ノ
地
名
ナ
リ
。
廬
入
野
ハ
檜
隈
ノ
中
ノ
地
名
ナ
ル
カ
。
宮
号
ト
ナ
リ
タ
ル
ナ
リ
。 
○
大
伴
狹
手
彦
連
『
日
本
紀
』（
宣
化
天
皇
二
年
十
月
）
ニ
、
以
新
羅
寇
於
任
那
。
詔
大
伴
金
村
大
連
。
遣
其
子
磐
典
狹
手
彦
。
以
助
任
那
。
是
時
磐
留
筑
紫
。
執
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其
国
政
。
以
備
三
韓
。
狹
手
彦
往
鎮
任
那
加
救
百
済
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
三
年
八
月
）
ニ
、
左
京
人
外
従
五
位
下
伴
大
田
宿
祢
常
雄
云
々
。
先
是
。
正
三
位
行
中
納
言
兼
民
部
卿
皇
太
后
宮
大
夫
伴
宿
祢
善
男
等
奏
言
。
常
雄
欵
偁
。
謹
稽
家
牒
。
伴
大
田
宿
祢
同
祖
。
金
村
大
連
公
等
三
子
。
狹
手
彦
後
也
。
狹
手
彦
。
宣
化
天
皇
世
。
奉
使
任
那
。
征
新
羅
。
復
任
那
兼
助
百
済
云
々
ナ
ド
ア
リ
。
此
時
ノ
事
ナ
リ
。（
○
今
日
『
姓
氏
録
』
左
京
神
別
ニ
、
大
伴
連
道
臣
命
十
世
孫
佐
弖
彦
之
後
也
。『
大
伴
系
図
』【
193
】
ニ
、
金
村
ノ
子
三
人
ア
リ
。
長
ヲ
盤
ト
イ
ヒ
、
仲
ヲ
昨
子
ト
イ
ヒ
、
末
ヲ
狹
手
彦
ト
云
） 
【
193
】「（『
大
伴
系
図
』
ニ
、
金
村
ノ
子
三
人
ア
リ
。
長
ヲ
盤
ト
イ
ヒ
、
仲
ヲ
昨
子
ト
イ
ヒ
、
末
ヲ
狹
手
彦
ト
云
）
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
任
那
『
日
本
紀
』（
崇
神
天
皇
六
十
五
年
七
月
）
ニ
、
任
那
者
。
去
筑
紫
國
二
千
餘
里
末
ヲ
狹
手
彦
ト
云
。
。
北
阻
海
以
在
鶏
林
之
西
南
。（
『
大
日
本
史
』
注
【
194
】
ニ
、
『
東
國
通
鑑
』
曰
牛
頭
者
任
那
加
良
人
也
。
因
知
意
富
加
羅
者
大
加
那
而
為
任
那
無
疑
也
ト
ア
リ
） 
【
194
】「『
大
日
本
史
』
注
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
○
百
済
本
居
翁
曰
、
百
済
ヲ
「
継
体
紀
」
ニ
、
扶
余
ト
モ
、「
雄
略
紀
」
ニ
、
尉
礼
ト
モ
ア
リ
。
扶
余
ハ
別
ニ
一
國
ナ
リ
シ
ヲ
、
百
済
ハ
扶
余
別
種
ト
ア
レ
バ
、
百
済
ノ
名
ニ
モ
セ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
百
済
王
ノ
姓
ハ
多
ク
餘
ト
イ
ヘ
ル
ヲ
、『
唐
書
』
ニ
ハ
、
夫
餘
ト
イ
ヘ
レ
バ
、
此
モ
是
国
ヲ
取
レ
ル
ニ
コ
ソ
、
尉
礼
ヲ
、
ク
ダ
ラ
ト
コ
ソ
訓
ベ
ケ
レ
。『
東
國
通
鑑
』
ニ
、
尉
礼
ハ
百
済
ノ
旧
名
ナ
ル
ヨ
シ
云
リ
。
百
済
ハ
『
後
漢
書
』
ニ
、
伯
済
ト
ア
ル
國
ナ
ル
ベ
シ
。『
魏
志
』
ニ
、
馬
韓
五
十
餘
國
ノ
中
ニ
伯
済
ア
リ
。
新
羅
ノ
西
ニ
ア
リ
テ
、
皇
国
ヘ
ハ
新
羅
ヨ
リ
参
ル
ヨ
リ
モ
遠
シ
。 
○
篠
原
村
土
人
曰
、
此
村
今
ノ
久
里
村
大
字
中
原
・
西
原
・
原
等
ノ
内
ナ
ラ
ン
。【
195
】 
【
195
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
今
日
小
城
郡
ト
東
松
浦
郡
ト
ノ
間
ニ
テ
、
小
城
ノ
方
ノ
小
侍
ノ
中
ニ
篠
原
嶺
ト
テ
、
小
高
キ
処
ア
リ
。
是
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
）」
の
分
注
あ
り
。
甲
本
、
こ
の
部
分 
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
弟
日
姫
子
下
（
賀
周
里
条
）
ニ
、
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
國
之
時
。
遣
陪
従
大
屋
田
子
（
日
下
部
等
祖
也
）
君
ト
ア
リ
。
此
ノ
弟
日
姫
子
ヲ
日
下
部
君
等
祖
也
ト
ア
レ
バ
、
彼
大
屋
田
子
ノ
同
族
ナ
ド
ノ
古
キ
家
ニ
テ
、
勢
モ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
或
曰
、
東
郡
厳
木
村
大
字
中
島
ニ
、
篠サ々
原ハラ
ト
云
処
ア
リ
。
其
処
ニ
長
者
ノ
宅
跡
ア
リ
。
泉
水
築
山
ナ
ド
ノ
趾
モ
少
シ
遺
レ
リ
。
弟
日
姫
子
ハ
此
ノ
長
者
ノ
女
ナ
リ
ト
ゾ
。
（
賀
周
里
条
考
合
ス
ヘ
シ
） 
○
日
下
部
君
『
姓
氏
録
』【
196
】
ニ
、
日
下
部
宿
祢
。
開
化
天
皇
々
子
彦
坐
命
之
後
也
。
日
下
連
。
孝
元
天
皇
々
子
大
彦
命
男
。
鈕
鋯
命
之
後
也
。
日
下
部
。
火
蘭
降
命
之
後
也
。
日
下
部
。
神
饒
速
日
命
孫
。
比
古
由
支
命
之
後
也
。
日
下
部
首
。
天
日
和
伎
命
六
世
孫
。
保
都
祢
命
之
後
也
ト
ア
リ
。
弟
日
姫
子
ハ
、
何
レ
ノ
後
ニ
カ
。「
仁
治
三
年
ノ
文
書
」
ニ
、
筑
前
國
。
怡
土
荘
（
○
糸
島
郡
）
内
。
篠
原
。
安
恒
両
村
之
事
。
右
両
村
肥
前
國
。
佐
志
九
郎
増
。（
○
松
浦
党
）
申
者
妻
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女
。
草
部
代氏カ
相
為
相
伝
私
領
云
々
ト
ア
リ
。
東
郡
ニ
佐
志
村
大
字
佐
志
ア
リ
。
賀
周
里
ニ
近
シ
。
草
郡
ハ
日
下
部
ニ
テ
、
此
モ
弟
日
姫
子
ノ
同
族
ノ
裔
ノ
此
頃
マ
テ
存
シ
タ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。『
東
大
寺
正
倉
院
文
書
』「
豊
後
國
天
平
九
年
正
税
帳
」【
197
】
ニ
、
大
領
外
正
七
位
上
勲
九
等
日
下
部
連
吉
島
。
少
領
外
従
七
位
上
勲
十
等
日
下
部
君
大
国
。
主
帳
外
少
初
位
上
勲
十
等
日
下
部
君
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
十
八
年
九
月
）
ニ
、
肥
後
國
合
志
郡
擬
大
領
日
下
部
辰
吉
ナ
ト
ア
リ
。
曰
族
近
ク
住
吉
シ
タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
カ
。 
【
196
】
国
本
・
甲
本
、『
姓
氏
録
』
の
下
に
「（
山
城
攝
津
等
皇
別
）」
と
い
う
分
注
あ
り
。 
【
197
】「『
東
大
寺
正
倉
院
文
書
』「
豊
後
國
天
平
九
年
正
税
帳
」」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。
甲
本
は
分
注
の
形
で
記
す
。 
○
栗
川
鏡
渡
栗
ハ
『
和
名
抄
』
ナ
ル
久
利
郷
ナ
リ
。
今
久
里
村
大
字
久
里
ア
リ
。
此
辺
リ
ヲ
三
百
年
前
ノ
文
書
ニ
ハ
、
草
野
荘
ト
云マリ
シ
ト
ソ
。『
祇
園
執
行
日
記
』【
198
】
貞
和
二
年
ニ
、
鎮
西
探
題
一
色
入
道
篭
手
肥
前
國
草
野
城
。
マ
タ
「
河
上
神
社
至
徳
元
年
文
書
」
ニ
、
草
野
駿
河
入
道
ア
リ
。（
『
東
鑑
』
ニ
、
文
治
年
中
筑
後
ノ
草
野
永
平
カ
鏡
宮
ノ
神
官
タ
リ
シ
コ
ト
ミ
ユ
。
其
領
所
ナ
レ
ハ
草
野
荘
ト
云
シ
ニ
テ
、
本
ハ
久
利
庄
ナ
リ
ケ
ン
）
松
浦
川
、
久
里
村
ノ
旁
ヲ
流
レ
タ
ル
処
ヲ
、
栗
川
ト
云
シ
カ
。
（
千
歳
川
ヲ
御
井
郡
ニ
傍
テ
流
ル
ヽ
処
ニ
テ
ハ
、
御
井
川
ト
云
カ
如
シ
）『
八
雲
御
抄
』
ニ
、
ナ
ヽ
セ
ノ
淀
（
松
浦
川
ア
ス
ヤ
川
【
199
】
何
レ
ニ
モ
ア
リ
）
マ
タ
『
九
州
ノ
道
ノ
記
』（
豐
臣
勝
俊
）
ニ
、
松
浦
川
ハ
七
瀬
ノ
ヨ
ト
ヽ
ヨ
メ
ル
ニ
違
ハ
ズ
。
イ
ト
大
ナ
ル
川
ニ
テ
ソ
ア
リ
ケ
ル
。
マ
タ
『
名
所
小
鏡
』
ニ
、
鏡
宮
ヨ
リ
十
丁
許
西
ノ
方
、
南
ヨ
リ
北
ニ
流
レ
入
タ
ル
潮
入
ノ
大
川
ニ
瀬
ア
リ
。
松
浦
川
、
マ
タ
鏡
渡
ト
モ
、
栗
屋
川
（
今
日
屋
ハ
衍
）
ト
モ
世
俗
ニ
ハ
云
ナ
リ
。『
千
載
集
』
ニ
、
浅
カ
ラ
ズ
。
頼
ミ
タ
ル
男
ノ
心
ナ
ラ
ズ
。
肥
前
國
ニ
マ
カ
リ
テ
侍
リ
ケ
ル
ガ
、
便
ニ
ツ
ケ
テ
文
ヲ
オ
コ
セ
テ
侍
リ
ケ
ル
返
事
、
紫
式
部
ア
ヒ
ミ
ン
ト
思
フ
心
ハ
、
マ
ツ
ラ
ナ
ル
鏡
ノ
神
ヤ
カ
ケ
テ
シ
ル
ラ
ン
。
沈
メ
ケ
ン
鏡
ノ
カ
ケ
ヤ
コ
レ
ナ
ラ
ン
。
松
浦
ノ
川
ノ
秋
ノ
ヨ
ノ
月
。『
夫
木
抄
』
ニ
、
松
浦
川
ア
ユ
ツ
ル
セ
ニ
モ
水
清
シ
ニ
ゴ
ラ
ヌ
末
ニ
サ
ナ
ヘ
ト
ル
ナ
リ
【
200
】
。
青
柳
氏
曰
、
鏡
川
ハ
鏡
宮
ノ
西
ニ
ア
ル
大
河
ナ
リ
。（
今
日
即
チ
久
里
川
ナ
リ
。
鏡
宮
ノ
西
ヲ
流
ル
【
201
】。
）
今
日
、
此
川
ノ
コ
ト
上
ニ
引
タ
ル
説
ド
モ
ニ
テ
、
大
概
ハ
明
カ
ナ
レ
ド
モ
、
尚
余
カ
見
ツ
ル
所
ト
、
土
人
ニ
聞
ケ
ル
所
ト
ヲ
交
ヘ
、
更
ニ
精
ク
之
ヲ
云
ン
。
此
川
、
本
源
ハ
杵
島
郡
中
通
村
黒
髪
山
ヨ
リ
出
テ
東
北
ニ
流
レ
、
同
村
大
字
鳥トリ
海
、
西
松
浦
郡
松
浦
村
大
字
桃
川
、
大
川
村
大
字
大
川
野
ヲ
ヘ
、
東
松
浦
郡
相
知
村
大
字
久
保
ヲ
ヘ
、
鬼
塚
村
大
字
橋
本
ニ
至
ル
。
之
ヲ
甲
流
ト
ス
。
一
源
ハ
、
杵
島
郡
住
吉
村
大
字
宮
野
ヨ
リ
出
テ
、
同
村
大
字
大
野
ヲ
ヘ
、
武
内
村
大
字
真
手
野
ニ
至
リ
甲
流
ニ
入
ル
。
又
一
源
ハ
、
杵
島
郡
若
木
村
大
字
川
古
ヨ
リ
出
テ
、
同
村
大
字
本
部
ヲ
ヘ
テ
甲
流
ニ
入
ル
。
又
一
源
ハ
、
小
城
郡
晴
田
村
天
山
ヨ
リ
出
テ
、
東
松
浦
郡
厳
木
村
大
字
牧
瀬
・
厳
木
ヲ
ヘ
テ
、
相
知
村
大
字
山
崎
ニ
至
リ
テ
甲
流
ニ
入
ル
。
乙
流
ノ
源
ハ
、
西
松
浦
郡
南
波
多
村
大
字
府
招
ノ
椎
峯
ヨ
リ
出
テ
東
北
ニ
流
レ
、
北
波
多
村
大
字
徳
須
恵
ヲ
ヘ
、
鬼
塚
村
大
字
橋
本
ニ
至
リ
テ
甲
流
ニ
合
ス
。
一
源
ハ
、
西
松
浦
郡
黒
川
村
大
字
畑
川
内
ヨ
リ
出
テ
、
南
波
多
村
大
字
重
橋
ヲ
ヘ
、
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同
村
大
字
水
留
ニ
至
リ
テ
乙
流
ニ
入
ル
。
一
源
ハ
、
西
松
浦
郡
大
岳
村
大
字
木
場
ヨ
リ
出
テ
、
同
村
大
字
板
木
ヲ
ヘ
、
東
松
浦
郡
北
波
多
村
大
字
行
合
野
ニ
至
リ
テ
乙
流
ニ
入
ル
。
其
餘
支
源
尚
多
シ
。
甲
乙
源
ノ
流
橋
本
村
ニ
至
リ
、
合
シ
流
シ
北
下
シ
、
唐
津
町
ニ
至
リ
テ
海
ニ
注
ク
。
黒
髪
山
ヨ
リ
唐
津
町
ニ
至
ル
マ
デ
十
里
許
ナ
リ
。
鏡
渡
ノ
処
ハ
川
幅
二
百
二
十
間
、
大
抵
上
流
ハ
小
石
ニ
テ
下
流
ハ
沙
ナ
リ
。
深
サ
一
丈
ヨ
リ
四
五
尺
ニ
至
ル
。
夏
霖
ノ
時
ハ
、
暴
漲
堤
防
ヲ
壊
ル
ニ
至
ル
。
水
質
澄
ク
シ
テ
味
甘
シ
。
沿
岸
ノ
植
物
ハ
、
松
・
杉
・
竹
・
葦
、
水
中
ノ
産
物
ハ
、
年
魚
・
鮒
・
鯉
・
鰻
等
ナ
リ
。
土
人
曰
、
古
ハ
此
川
鏡
渡
ノ
辺
ヨ
リ
西
ニ
折
レ
、
鬼
塚
村
大
字
和
多
田
ヲ
穿
チ
、
唐
津
町
魚
屋
橋
ニ
出
テ
、
旧
城
二
丸
ノ
前
ヨ
リ
海
ニ
入
ル
。
今
ノ
本
丸
址
ト
満
島
村
大
字
満
島
ト
ノ
間
ノ
入
海
ハ
、
元
陸
地
ナ
リ
シ
ヲ
、
慶
長
中
、
寺
沢
俣
築
城
ノ
時
、
新
ニ
之
ヲ
堀
切
リ
シ
ヨ
リ
、
今
ハ
此
処
本
流
ト
ナ
リ
、
二
丸
前
ハ
浅
ク
ナ
レ
リ
。
今
ニ
二
丸
前
ノ
流
ヲ
限
リ
テ
、
東
ハ
此
川
ヲ
阻
テ
、
満
島
村
ニ
連
リ
、
鏡
神
社
ノ
産
子
ニ
テ
、
其
西
ノ
ミ
ソ
唐
津
神
社
ノ
産
子
ナ
ル
。 
【
198
】「『
祇
園
執
行
日
記
』
貞
和
二
年
ニ
、
鎮
西
探
題
一
色
入
道
篭
手
肥
前
國
草
野
城
。
マ
タ
「
河
上
神
社
至
徳
元
年
文
書
」
ニ
、
草
野
駿
河
入
道
ア
リ
」
の
部
分
、
甲
本
は
頭
注
に
て 
記
す
。 
【
199
】「
ア
ス
ヤ
川
」、
国
本
「
カ
ス
カ
川
」
と
す
。
甲
本
は
「
ア
ス
ヤ
川
」 
【
200
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
後
に
「『
夫
木
抄
』
ニ
、
松
浦
川
ア
ユ
ツ
ル
セ
ニ
モ
水
清
シ
ニ
ゴ
ラ
ヌ
末
ニ
サ
ナ
ヘ
ト
ル
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
201
】「（
鏡
宮
ノ
西
ヲ
流
ル
）」
国
本
な
し
。 
○
鏡
緒
絶
沈
川
『
童
蒙
抄
』
ニ
、
引
ケ
ル
此
所
ノ
文
ニ
ハ
、
栗
川
ヲ
ワ
タ
リ
與
フ
ル
所
ノ
鏡
ヲ
抱
テ
川
ニ
沈
ミ
ヌ
。
コ
ヽ
ヲ
鏡
渡
ト
云
ト
ア
リ
〔
13
〕
。（
【
202
】
緒
ヲ
貫
鏡
渡
ノ
東
ニ
鏡
村
大
字
鏡
ア
リ
。
ソ
コ
ニ
鏡
神
社
ア
リ
。
郷
社
ナ
リ
。
此
社
ノ
コ
ト
、『
鏡
廣
宮
本
縁
起
』
・『
源
氏
物
語
』・『
伊
呂
波
字
類
抄
』・『
扶
桑
略
記
』・『
古
今
著
聞
集
』・『
百
練
抄
』・『
東
鑑
』・『
梅
松
論
』・『
源
平
盛
衰
記
』・
『
元
亨
釈
書
』
等
ニ
見
エ
タ
リ
） 
〔
13
〕『
宝
鏡
秘
考
抄
録
』
組
鏡
ノ
古
ク
物
ニ
ミ
エ
タ
ル
ハ
、『
肥
前
風
土
記
』
ニ
鏡
渡
ノ
故
事
ヲ
記
シ
テ
云
ク
。
桧
隈
盧
入
野
宮
御
宇
武
廣
押
楯
天
皇
云
々
。
鏡
緒
絶
沈
云
々
云
々
ト
ア
ル
ハ
、 
紐
鏡
ナ
リ
ケ
ン
。
サ
レ
ト
田
□
舎
人
夜
行
ニ
鏡
ノ
柄
ヲ
緒
モ
テ
結
堅
メ
、
領
ニ
挂
テ
鬼
ヲ
オ
ソ
レ
シ
ム
ル
。
料
ニ
物
ス
ル
ハ
、
イ
ト
〳
〵
古
キ
由
ア
ル
習
シ
ト
思
ル
ヽ
ニ
付
テ
ハ
、
カ
ノ
鏡
緒
云
々
モ
必
紐
ナ
ラ
ン
ト
モ
思
定
メ
カ
タ
シ
。
ソ
ノ
□
キ
テ
ハ
『
万
葉
』（
十
五
）
ニ
、
ミ
エ
タ
ル
歌
ヲ
オ
キ
テ
、
古
ク
畑
鏡
ノ
事
物
ニ
ハ
見
当
ラ
ヌ
。 
【
202
】
甲
本
、
こ
の
部
分
に
「
古
鏡
ハ
多
ク
裡
面
ニ
鈕
ア
リ
テ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
国
本
、
以
下
の
分
注
な
し
。 
 
褶
振
峯
。〈
在
二
郡
東
一
。
峰
冢
名
曰
二
褶
振
峯
一
。
〉 
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大
伴
佐
手
彦
連
。
発
レ
舩
渡
二
任
那
一
之
時
。
弟
日
姫
子
。
登
レ
此
用
レ
褶
振
招
。
因
名
二
褶
振
峯
一
。
然
弟
日
姫
子
。
與
二
狭
手
彦
連
一
相
分
。
経
二
五
日
一
之
後
。
有
レ
人
毎
レ
夜
来
。
與
レ
婦
共
寝
至
レ
曉
早
帰
。
容
止
形
貌
似
二
狭
手
彦
一
。
婦
抱
二
其
恠
一
。
不
レ
得
二
忍
黙
一
。
窃
用
二
續
麻
一
繋
二
其
人
襴
一
。
随
レ
麻
尋
往
。
到
二
此
峯
頭
之
沼
邉
一
。
有
二
寝
蛇
一
身
人
而
沈
二
沼
底
一
。
頭
蛇
而
臥
二
沼
壅
一
。
忽
化
二
為
人
一
。
即
歌
曰
。
志
努
波
羅
能
。
意
登
比
賣
能
古
表
。
佐
比
登
由
母
。
為
祢
弖
牟
志
太
夜
。
伊
幣
尓
久
太
佐
牟
也
。 
峰
冢
名
曰
褶
振
峰
此
七
字
衍
ナ
ラ
ン
。「
峰
」
湯
本
「
烽
」
ニ
作
ル
。
因
テ
案
ス
ル
ニ
、
名
曰
ハ
在
ノ
誤
リ
ニ
テ
、
烽
冢
在
褶
振
峰
ナ
ラ
ン
カ
。
然
シ
文
章
穩
カ
ナ
ラ
ズ
。 
○
褶
ヒ
レ
ト
訓
ベ
シ
。
本
居
翁
曰
、
ヒ
レ
ハ
振
手
ノ
約
リ
タ
ル
名
ニ
テ
、
何
ニ
マ
レ
、
打
振
物
ヲ
云
。
サ
レ
バ
魚
ノ
鰭
モ
水
中
ヲ
ユ
ク
ト
テ
、
振
物
服
ノ
領
巾
モ
本
ハ
振
ム
料
ニ
テ
、
皆
本
ハ
一
意
ニ
名
付
タ
ル
モ
ノ
ソ
。
今
日
、
褶
ハ
「
衣
服
令
」
ニ
、
皇
太
子
礼
服
云
々
。
深
紫
紗
褶
ト
ア
リ
テ
、
義
解
ニ
、
褶
者
所
以
加
袴
上
。
故
俗
云
袴
褶
也
。『
箋
註
和
名
抄
』【
203
】
ニ
、『
揚
氏
漢
語
抄
』
云
。
背
子
婦
人
表
衣
。
以
錦
為
之
領
巾
。（
『
日
本
紀
私
記
』
云
。
比
礼
○
領
巾
見
崇
神
十
年
紀
。
案
銭
安
道
小
女
数
。
歳
以
領
巾
乞
詩
。
於
李
巨
山
見
春
。
諸
紀
聞
益
。
即
比
按
比
礼
見
。『
古
事
記
』
雄
略
条
及
「
欽
明
紀
」
歌
・「
大
祓
大
殿
祝
詞
」『
万
葉
』
五
・『
大
神
宮
儀
式
帳
』『
北
山
抄
』
等
領
巾
又
見
。『
万
葉
』
十
三
・「
縫
殿
寮
式
」
又
「
履
中
紀
」
人
名
有
刺
領
巾
。
「
天
武
紀
」
作
肩
巾
。『
続
紀
』
慶
雲
二
年
紀
・
同
天
武
紀
訓
注
、
肩
巾
此
云
比
例
。
『
北
山
抄
』
陪
膳
女
蔵
人
比
例
科
羅
事
）
婦
人
項
上
飾
也
。（
○
方
言
帍
裱
謂
之
被
巾
注
婦
人
領
巾
也
。
王
念
孫
曰
、
帍
猶
扈
也
。
離
騒
王
注
被
也
。
裱
猶
表
也
。
表
謂
領
也
。
被
巾
所
以
扈
領
。
故
有
帍
裱
称
）『
播
磨
風
土
記
』
ニ
、
ヒ
ラ
ミ
。『
日
本
紀
』
ニ
、
ヒ
ラ
オ
ヒ
。
又
ヒ
ラ
ヒ
ト
ア
リ
テ
、
褶
ニ
ヒ
ラ
ミ
加
裳
上
者
也
ト
旁
注
セ
リ
。『
字
鏡
』
ニ
、
ウ
ハ
モ
、
ヒ
ラ
モ
、
ハ
カ
マ
、
ウ
ハ
ミ
、
オ
ヨ
ヒ
キ
。『
塵
添
壒
嚢
抄
』
ニ
、
ウ
ハ
ミ
。『
書
紀
通
證
』
ニ
、
褶
訓
比
良
比
。
又
比
良
於
比
。
『
催
馬
楽
』
云
。
宇
波
母
毛
取
着
弖
。『
梁
塵
抄
』
宇
波
母
。
又
云
。
志
比
良
。
又
見
源
氏
證
ト
ア
リ
。『
礼
記
』
ノ
註
ニ
、
衣
有
表
裏
而
無
着
也
。『
喪
大
記
』
ノ
註
ニ
、
褶
袷
也
。『
類
篇
』
ニ
、
袴
褶
騎
服
。『
晋
書
』
ニ
、
黒
袴
褶
ナ
ド
ア
リ
テ
、
領
巾
ノ
義
ハ
ナ
シ
。
然
シ
ヒ
レ
．
．
ト
訓
シ
コ
ト
モ
、
古
キ
コ
ト
ヽ
見
エ
テ
、『
播
磨
風
土
記
』
ニ
、
褶
ヲ
ヒ
レ
．
．
ト
訓
ミ
タ
リ
【
204
】
。『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
領
巾
ヒ
レ
．
．
ナ
ド
ア
リ
。
ヒ
レ
．
．
ヲ
領
巾
・
肩
巾
ト
カ
ク
ハ
、
領
モ
シ
ク
ハ
肩
ニ
カ
ク
ル
巾
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。『
古
事
記
』
ニ
、
宇
豆
良
登
理
。
比
礼
登
理
加
氣
弖
ト
ア
リ
。
領
巾
ヲ
フ
リ
テ
人
ヲ
招
ク
コ
ト
ハ
、
同
書
ニ
、
柯
羅
倶
尓
能
。
碁
能
陪
你
陀
致
底
。
於
譜
磨
故
幡
。
比
例
甫
囉
須
母．
。
耶．
魔
等
陛
武
岐
底
ト
ア
リ
。
其
色
ハ
種
々
ア
リ
シ
ト
見
エ
テ
、「
四
時
祭
式
」
ニ
、
褶
一
条
（
緋
帛
）【
205
】
。
マ
タ
『
万
葉
集
』
ニ
、
栲
領
巾
乃
白
。
マ
タ
細
比
礼
乃
鷺
ト
モ
ア
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リ
。
○
『
紫
式
部
日
記
』
ニ
、
ヒ
レ
裙
帯
ハ
、
浮
線
綾
ヲ
柂
檀
ニ
染
タ
リ
ナ
ト
ア
リ
。
又
長
キ
モ
短
キ
モ
ア
リ
シ
ト
見
エ
テ
、「
四
時
祭
式
」
ニ
、
褶
一
条
（
四
丈
）
褶
一
条
（
一
丈
五
尺
）【
206
】
。「
縫
殿
式
」
ニ
、
領
巾
四
条
。
料
三
丈
六
尺
。『
北
山
抄
』
ニ
、
比
礼
料
。
人
別
一
丈
三
尺
。『
大
神
宮
儀
式
帳
』
ニ
、
生
絹
御
比
礼
八
端
。（
須
蘇
長
各
五
尺
。
弘
二
幅
）『
外
宮
儀
式
帳
』
ニ
、
生
絁
比
礼
四
具
。（
長
各
二
尺
五
寸
。
廣
随
幅
）
ナ
ド
ア
リ
【
207
】
。『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
領
巾
ヒ
レ
．
．
婦
人
頂
上
飾
也
。『
枕
冊
子
』
ニ
、
釆
女
ノ
装
束
ニ
比
礼
ヲ
挂
タ
ル
コ
ト
見
ユ
レ
ハ
、
礼
服
ナ
ル
ベ
キ
ヲ
、『
万
葉
集
』
ニ
、
濵
葉
摘
海
部
処
女
等
纓
有
領
巾
文
光
蟹
ト
ア
レ
ハ
然
ノ
ミ
ニ
非
ス
。『
遊
山
窟
』
ニ
、
単
曰
領
巾
。
複
曰
帔
子
。
春
着
領
巾
。
秋
着
帔
子
ト
ア
レ
ハ
、
両
種
ア
リ
シ
ナ
リ
。『
日
本
紀
』（
天
武
天
皇
十
一
年
三
月
）
ニ
、
詔
曰
。
膳
夫
釆
女
等
之
手
襁
肩
巾
。
並
莫
服
ト
ア
レ
ハ
、
一
度
ハ
止
メ
ラ
レ
タ
リ
。
サ
レ
ト
『
続
紀
』（
慶
雲
二
年
四
月
）
ニ
、
先
是
。
諸
国
釆
女
肩
巾
田
依
令
停
之
。
至
是
復
旧
焉
。
マ
タ
『
万
葉
集
』・「
縫
殿
式
」
等
ノ
趣
ニ
依
ハ
、
後
又
行
ハ
レ
シ
コ
ト
炳
シ
。『
楊
子
方
言
』【
208
】
ニ
、
帬
陳
魏
之
間
。
謂
之
帔
。
マ
タ
『
類
篇
』
ニ
、
破
関
東
人
呼
裙
也
ト
ア
ル
ニ
依
ハ
、
此
ハ
俗
ニ
イ
フ
前
垂
ノ
如
キ
物
ニ
テ
、
領
巾
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
、『
玉
篇
』
ニ
、
帔
在
肩
背
也
。
マ
タ
『
釈
名
』
ニ
、
帔
披
也
。
披
之
肩
背
不
及
下
也
。
マ
タ
帔
褙
子
也
。
省
作
背
以
其
覆
肩
背
也
。
マ
タ
「
四
時
祭
式
」
ニ
、
領
巾
ハ
別
ニ
ア
リ
テ
、
帔
ア
リ
テ
其
傍
ニ
巾
也
。
又
云
、
被
ウ
チ
カ
ケ
ト
記
シ
タ
レ
ハ
、
元
来
領
巾
ニ
似
タ
ル
物
ナ
ル
故
ニ
、
本
文
ニ
モ
仮
用
ヒ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
伴
氏
曰
、
帔
ヲ
ウ
チ
カ
ケ
キ
ヌ
、
ム
シ
ナ
キ
リ
カ
フ
ム
リ
、
ト
訓
ム
。『
夫
木
集
』
ニ
、『
歌
林
拾
葉
』
ヲ
引
テ
、
夏
深
ミ
、
ム
シ
ノ
タ
レ
キ
ヌ
、
結
ヒ
ア
ケ
テ
、
通
リ
ワ
ツ
ラ
フ
。
野
ヘ
ノ
旅
人
。
ト
ア
ル
ム
シ
ノ
タ
レ
キ
ヌ
ハ
、『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
𦆴
ム
シ
、
女
笠
也
ト
ア
ル
物
ニ
テ
、
古
画
ニ
、
女
ノ
笠
ニ
、
肩
ノ
ア
タ
リ
マ
テ
絹
ヲ
タ
レ
回
ラ
シ
付
タ
ル
カ
多
ク
ア
リ
。
是
ナ
ル
ベ
シ
。
能
登
人
ノ
言
ニ
、
寒
ヲ
シ
ノ
カ
ン
料
ニ
、
手
拭
ヲ
被
ル
コ
ト
ヲ
、
ム
シ
ヲ
被
ル
ト
云
ク
。
何
故
ニ
サ
ハ
云
リ
ト
問
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
頭
ヲ
蒸
シ
暖
ム
レ
ハ
ナ
リ
ト
云
リ
。
ソ
ハ
如
何
ア
ラ
ン
。
何
レ
ニ
テ
モ
頭
ニ
被
ル
ヲ
ム
シ
ト
云
ル
ハ
此
ノ
所
謂
ル
。
ム
シ
ノ
古
言
ノ
遺
レ
ル
ナ
リ
。『
名
義
抄
』
ニ
、
帔
ヲ
ウ
チ
カ
ケ
キ
ヌ
、
ム
シ
、
ト
ア
ル
ヲ
モ
考
フ
ベ
シ
。『
山
家
集
』
ニ
、
之
ム
マ
ノ
ヽ
、
ア
ナ
ユ
キ
コ
ト
ハ
、
ア
ラ
シ
カ
シ
、
ム
シ
垂
イ
タ
ノ
、
運
フ
歩
ミ
ハ
。
後
世
継
ニ
、
ム
シ
タ
レ
タ
ル
ハ
、
様
ヨ
ク
タ
ミ
エ
ケ
ン
。『
新
六
帖
』
ニ
、
ム
シ
タ
ル
、
此
東
少
女
カ
ス
キ
影
ニ
ナ
コ
ソ
覚
エ
テ
、
ユ
キ
別
レ
ヌ
ル
ナ
ド
ア
リ
。
帔
ト
領
巾
ト
ハ
似
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
、
帔
ヲ
領
巾
ニ
借
用
ヰ
タ
ル
ナ
リ
。
又
近
キ
比
、『
古
今
要
覧
稿
』
ヲ
見
下
ノ
如
ク
抄
録
ス
。
屋
代
詮
丈
按
ニ
、
帔
ヲ
「
延
喜
縫
殿
式
」
ニ
、
ヒ
レ
ト
訓
タ
リ
ト
此
書
一
定
シ
難
シ
。
諸
本
區
々
ニ
シ
テ
、
或
ハ
ヒ
レ
、
或
ハ
ウ
チ
カ
ケ
ナ
ト
訓
メ
リ
。
尚
考
フ
ル
ニ
、
爰
ニ
引
ル
『
玉
篇
』
ニ
、
帔
ハ
在
背
肩
ト
ミ
エ
タ
ル
如
ク
。
古
ク
カ
ラ
ギ
ヌ
ト
云
ル
物
ノ
類
ニ
シ
テ
、
装
束
シ
タ
ル
上
ニ
打
挂
ケ
着
タ
ル
者
ナ
リ
。
サ
ル
ニ
依
テ
其
形
容
ハ
領
巾
ト
全
ク
同
シ
様
ナ
ル
物
故
ニ
、
フ
ト
誤
テ
ヒ
レ
ト
訓
タ
ル
カ
。
ハ
テ
ハ
シ
カ
皆
心
得
テ
『
東
宮
切
韵
』
等
ニ
モ
、
領
巾
也
ト
イ
ヒ
、『
肥
前
風
土
記
』
ニ
モ
、
帔
ヲ
正
ク
領
巾
ニ
カ
リ
テ
書
ル
ナ
ル
ベ
シ
。『
類
聚
雜
要
』・『
雅
亮
装
束
抄
』
等
ニ
、
所
謂
鏡
ノ
ヒ
レ
ト
同
ク
シ
テ
用
ハ
ナ
サ
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ヌ
物
ナ
ル
カ
。
其
形
容
ヨ
リ
シ
テ
名
付
シ
物
ナ
ル
コ
ト
シ
ラ
レ
タ
リ
。
又
『
遊
仙
窟
』
注
ニ
、
春
著
領
巾
。
秋
著
帔
巾
。
婦
人
頭
飾
也
ト
云
ル
モ
、
此
注
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
外
ニ
領
巾
・
帔
巾
ト
春
秋
ノ
ケ
チ
メ
ア
ル
コ
ト
、
曽
テ
所
見
ナ
シ
。
又
按
ニ
、「
祝
詞
考
」
ニ
、
領
巾
ハ
、
女
ノ
挂
ル
物
ナ
リ
。
マ
タ
ハ
手
襁
挂
ル
。
伴
ノ
男
ト
ム
カ
ヘ
云
ル
ニ
テ
、
凡
大
御
食
ニ
仕
ル
釆
女
ヲ
專
ラ
指
テ
云
コ
ト
ハ
、
昔
ヨ
リ
誰
モ
々
々
云
ル
コ
ト
ナ
レ
ド
然
ラ
ズ
。「
履
中
巻
」
ニ
、
隼
人
刺
領
巾
。
又
「
隼
人
式
」
ニ
、
領
巾
横
刀
ト
並
ヘ
云
ル
ニ
テ
、
隼
人
ハ
領
巾
ヲ
挂
シ
コ
ト
明
カ
ナ
リ
。
隼
人
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
外
ノ
武
官
モ
挂
タ
ル
ナ
ラ
ン
ヲ
常
ノ
事
ナ
レ
ハ
、
毎
々
ニ
載
ヌ
ナ
ル
ベ
シ
。
領
巾
ハ
飾
ノ
ミ
ナ
ラ
デ
、
用
ヰ
ナ
セ
シ
者
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
上
モ
云
ル
如
ク
ナ
レ
ハ
、
警
衛
ノ
士
ハ
必
常
ニ
領
巾
ヲ
挂
テ
居
タ
ラ
ン
ハ
、
サ
モ
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
思
ニ
「
祝
詞
考
」・「
大
祓
後
釈
」
共
ニ
云
ル
、
領
巾
懸
流
伴
雄
。
手
襁
懸
流
伊
緒
ハ
、
靱
負
流
伴
緒
。
太
刀
帯
伴
緒
ニ
對
ヘ
云
ル
ナ
リ
。
シ
テ
男
ハ
緒
ナ
リ
。
或
ハ
長
ナ
リ
ナ
ド
云
ル
ハ
イ
タ
リ
經
タ
ル
説
ナ
リ
。
イ
カ
ヽ
ト
ナ
レ
ハ
領
巾
ハ
婦
人
ナ
ラ
テ
挂
マ
シ
キ
者
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
、
仮
字
モ
多
キ
ヲ
、
イ
カ
テ
分
テ
男
ノ
字
ヲ
借
テ
書
ク
ベ
キ
。
フ
ル
ク
ハ
男
女
共
通
ハ
シ
テ
挂
シ
物
ナ
ル
コ
ト
、
上
ニ
シ
ル
セ
ル
如
シ
。
以
上
必
要
ナ
ラ
ヌ
事
ナ
レ
ド
、
筆
ノ
ス
サ
ヒ
ニ
思
ヒ
出
ル
マ
ヽ
ニ
記
シ
オ
ク
。 
【
203
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
故
有
帍
裱
称
」
国
本
な
し
。 
【
204
】
国
本
、
こ
の
後
に
「『
日
本
紀
』
ニ
領
巾
ヲ
ヒ
レ
ト
訓
シ
、
マ
タ
肩
巾
、
此
云
比
例
」
と
あ
り
。 
【
205
】「「
四
時
祭
式
」
ニ
、
褶
一
条
（
緋
帛
）」
国
本
な
し
。
甲
本
は
あ
り
。 
【
206
】「「
四
時
祭
式
」
ニ
、
褶
一
条
（
四
丈
）
褶
一
条
（
一
丈
五
尺
）」
国
本
な
し
。
甲
本
は
あ
り
。 
【
207
】
国
本
、
こ
の
後
に
「『
和
名
抄
』
ニ
、
領
巾
婦
人
頂
上
飾
也
」
と
あ
り
。 
【
208
】『
楊
氏
方
言
』
以
下
の
記
述
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
褶
振
峰
此
山
ヲ
鏡
山
ト
モ
イ
フ
【
209
】
。
鏡
村
ノ
東
ニ
ア
リ
。
高
サ
百
五
拾
間
、
周
廻
二
里
、
頂
上
ハ
平
垣
ニ
シ
テ
東
西
五
丁
、
南
北
三
丁
餘
。『
古
今
著
聞
集
』
ニ
、
我
国
ノ
松
浦
佐
用
姫
ト
イ
フ
ハ
、
大
伴
狹
手
麻
呂
カ
女
ナ
リ
。（
今
日
女
ト
ハ
妻
ヲ
云
）
男
命
（
今
日
此
ハ
武
少
廣
国
押
楯
命
ヲ
指
ス
）
ノ
御
使
ニ
、
唐
ニ
ワ
タ
ル
ニ
、
已
ニ
舟
ニ
乗
テ
ユ
ク
ト
キ
、
其
別
ヲ
惜
テ
高
キ
嶺
ニ
ノ
ボ
リ
テ
、
遥
ニ
ハ
ナ
レ
行
ヲ
見
カ
ナ
シ
ミ
ニ
、
堪
ズ
シ
テ
領
巾
ヲ
ヌ
イ
テ
招
ク
。
見
ル
モ
ノ
涙
ヲ
流
シ
ケ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
此
山
ヲ
領
巾
麾
ノ
嶺
ト
イ
フ
【
210
】
。
マ
タ
『
源
平
盛
衰
記
』
ニ
、
昔
大
伴
狹
手
彦
カ
遣
唐
使
ニ
サ
ヽ
レ
テ
、
肥
前
国
松
浦
カ
タ
ヨ
リ
舟
ニ
乗
リ
、
コ
キ
出
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
夫
ノ
別
ヲ
慕
ヒ
ツ
ヽ
、
松
浦
サ
ヨ
姫
カ
領
巾
麾
ノ
嶺
ニ
ノ
ボ
リ
テ
、
唐
舩
ヲ
マ
ネ
キ
ツ
ヽ
悶
焦
ケ
ン
云
々
。
マ
タ
『
十
訓
抄
』
ニ
、
我
国
ノ
松
浦
佐
用
姫
ト
イ
フ
ハ
、
大
伴
狹
手
彦
カ
妻
ナ
リ
。
男
帝
ノ
御
使
ニ
唐
ヘ
ワ
タ
ル
ニ
捨
テ
舟
ニ
ノ
リ
テ
行
ト
キ
、
ソ
ノ
別
ヲ
惜
テ
高
キ
山
ノ
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峯
ニ
ノ
ボ
リ
テ
、
遥
ニ
離
別
ヲ
ミ
テ
悲
ニ
タ
ヘ
ズ
シ
テ
、
領
巾
ヲ
脱
テ
招
ク
。
ミ
ル
人
涙
ヲ
流
シ
ケ
ル
ヨ
リ
、
此
山
ヲ
領
巾
麾
峯
ト
云
。
マ
タ
『
八
雲
御
抄
』
ニ
、
ウ
ナ
ハ
ラ
ノ
沖
ユ
ク
舟
ヲ
帰
レ
ト
カ
ヒ
レ
フ
ラ
シ
ケ
ン
。
松
浦
サ
ヨ
姫
、
昔
大
伴
佐
堤
比
古
郎
子
。
特
被
朝
命
奉
使
藩
国
。
サ
ヨ
姫
別
ヲ
惜
ミ
テ
松
浦
ノ
峰
ニ
ノ
ホ
リ
テ
、
遥
ニ
難
去
舟
ヲ
マ
ネ
キ
テ
、
魂
ヲ
ケ
シ
涙
ヲ
流
シ
ヽ
ナ
リ
。『
肥
前
国
風
土
記
』
曰
、
昔
武
小
廣
国
押
楯
天
皇
ノ
世
ニ
、
大
伴
狹
手
彦
連
、
任
那
ノ
国
ヲ
鎮
メ
カ
ネ
テ
、
百
済
国
ヲ
救
ン
カ
為
ニ
、
詔
ヲ
承
テ
此
村
ニ
至
リ
キ
ヌ
。
則
篠
原
村
弟
日
姫
子
ヲ
娉
シ
ツ
。
其
意
千
人
ニ
勝
レ
タ
リ
ケ
リ
。
別
レ
タ
ル
日
、
鏡
ヲ
ト
リ
テ
婦
ニ
與
フ
。
婦
別
カ
ナ
シ
ミ
テ
、
追
テ
栗
川
ヲ
ワ
タ
ル
時
、
カ
ノ
鏡
川
ニ
シ
ツ
ミ
ヌ
。
狹
手
彦
連
舟
ヲ
出
シ
テ
サ
ル
ト
キ
、
弟
日
姫
子
、
山
ニ
上
テ
袖
ヲ
フ
リ
招
ク
。
依
之
テ
ヒ
レ
フ
ル
山
ナ
リ
。
マ
タ
（
山
部
）
マ
ツ
ラ
（
肥
前
異
名
山
万
ヒ
レ
フ
ル
山
）
マ
タ
『
遊
方
名
所
略
』
ニ
、『
古
今
和
歌
集
抄
』
崇
峻
（
○
宣
化
ノ
誤
）
天
皇
御
宇
。
大
伴
扭
彦
。
為
三
韓
征
伐
。
赴
異
朝
。
族
泊
播
州
佐
用
郡
佐
用
邑
。
而
經
他
日
。
於
茲
有
姉
妹
二
女
。
為
扭
彦
之
妾
。
寵
遇
過
常
。
既
及
其
朝
。
欲
渡
於
三
韓
。
二
妾
悲
別
追
蹤
。
肥
前
国
登
松
浦
山
。
見
夫
載
舟
出
。
不
堪
追
念
。
振
衣
招
夫
。
然
夫
無
及反カ
。
二
妾
立
死
。
姉
郡
化
石
。
妹
投
河
水
云
々
。
巾
振
山
。
西
南
五
里
許
。
有
号
喚
名
。（
○
名
ハ
子
ノ
誤
リ
）
処
海
島
也
。（
今
日
○
喚
子
ハ
島
ニ
非
ス
。
彼
化
石
ト
云
者
ハ
喚
子
ノ
向
ナ
ル
加
部
島
ニ
ア
リ
）
十
町
許
傍
。
有
望
夫
石
及
神
社
（
○
田
島
神
社
ノ
境
内
ニ
ア
リ
。
石
ヲ
以
テ
神
体
ト
シ
、
社
ヲ
立
テ
之
ヲ
祭
ル
）
即
佐
用
姫
所
化
。
故
名
望
夫
神
。
則
其
霊
也
。
マ
タ
『
太
平
記
』
ニ
、
松
浦
佐
用
嬪
ハ
玉
島
山
（
○
今
日
是
ハ
誤
リ
）
ニ
、
ヒ
レ
フ
リ
テ
澳
行
ク
舩
ヲ
招
シ
云
々
。
マ
タ
『
峰
相
記
』
ニ
、
松
浦
佐
用
媛
。
大
伴
佐
堤
彦
妻
也
。
佐
堤
彦
渡
唐
遂
不
帰
。
而
死
于
此
地
。
故
祭
為
神
。
マ
タ
『
シ
ラ
ヽ
物
語
』
ニ
、【
211
】
帝
ノ
使
ニ
唐
ヘ
ワ
タ
ル
ニ
、
捨
テ
舟
ニ
登
リ
テ
ハ
ル
カ
ニ
離
行
ヲ
見
テ
、
哀
ミ
ニ
堪
ス
シ
テ
領
巾
ヲ
拔
テ
、
招
キ
ケ
ル
ヨ
リ
、
此
山
ヲ
領
巾
麾
峯
ト
云
。
マ
タ
『
灯
菴
袖
下
抄
』
ニ
、
松
浦
佐
用
姫
ト
イ
フ
ハ
、
狹
手
彦
大
臣
ヲ
、
其
時
ノ
ミ
ヤ
ト
、
唐
土
ニ
御
使
ニ
遣
シ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
、
都
ヨ
リ
佐
用
姫
ヲ
唐
マ
テ
ツ
レ
ユ
カ
ン
ト
テ
見
シ
ケ
ル
カ
。
イ
カ
ヽ
思
ヒ
ケ
ン
。
捨
行
ケ
レ
バ
佐
用
姫
空
ク
ヤ
ミ
ヌ
。
舩
ノ
見
ユ
ル
限
リ
、
コ
ヒ
慕
ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
カ
ヒ
ナ
ケ
レ
バ
、
高
山
ニ
登
リ
テ
袖
モ
テ
招
ク
。
舩
カ
ク
レ
テ
後
ヤ
ガ
テ
石
ト
ナ
リ
ヌ
。
此
名
ノ
カ
タ
チ
女
ノ
衣
ヲ
カ
ツ
キ
テ
臥
タ
ル
体
ナ
リ
。
マ
タ
『
衆
妙
集
』【
212
】
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
ユ
ク
舟
遠
キ
、
追
風
ニ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
昔
ヲ
ソ
オ
モ
フ
。
マ
タ
『
九
州
ノ
道
ノ
記
』（
豊
臣
勝
俊
）
ニ
、
松
浦
作
用
姫
カ
、
ヒ
レ
フ
リ
シ
ヨ
リ
名
ニ
云
レ
ケ
ン
。
山
モ
近
キ
ホ
ト
ニ
見
エ
テ
、
イ
ト
オ
カ
シ
キ
サ
マ
ナ
リ
。
マ
タ
『
和
漢
三
才
図
會
』
ニ
、
佐
用
姫
社
。
在
松
浦
郡
。
社
領
百
石
。（
○
初
メ
豊
臣
氏
之
ヲ
寄
ス
。
徳
川
氏
之
ヲ
承
ケ
明
治
ノ
維
新
ニ
至
ル
）
佐
用
姫
。
播
州
佐
用
郡
人
女
云
々
。
蓋
佐
用
姫
。
唯
非
恋
夫
死
。
而
其
霊
有
奇
異
而
然
乎
。
未
考
其
詳
説
。
マ
タ
『
増
補
名
所
方
角
抄
』
ニ
、
松
浦
山
ヲ
巾
振
山
ト
モ
、
野
辺
ト
モ
、
岳
ト
モ
云
リ
。
マ
タ
『
唐
津
名
所
記
』
ニ
、
松
浦
山
ヲ
巾
振
山
ト
モ
イ
フ
。
此
山
ヨ
リ
未
申
呼
子
ト
イ
フ
浦
里
ア
リ
。
此
里
ノ
向
ヒ
ニ
加
部
島
ア
リ
。
佐
用
姫
ノ
社
ア
リ
。
望
夫
石
ア
リ
。
マ
タ
『
万
葉
集
』（
五
）
ニ
、
大
伴
佐
堤
比
古
郎
子
。
特
被
朝
命
奉
使
藩
国
。
艤
棹
言
帰
。
稍
赴
蒼
波
妾
也
。
松
浦
佐
用
嬪
面
。
嗟
比
別
易
。
難
彼
會
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難
。
即
登
高
山
之
嶺
。
遥
離
去
之
舩
帳
。
然
断
肝
黯
然
消
魂
。
遂
脱
領
巾
麾
之
。
傍
者
莫
不
流
涕
。
因
号
此
山
。
曰
領
巾
麾
之
嶺
也
。
乃
作
歌
曰
、
得
保
都
必
等
、
麻
通
良
佐
用
比
米
、
都
麻
胡
非
尓
、
比
例
布
利
布
利
之
用
利
、
於
返
流
夜
麻
能
奈
。
夜
麻
能
奈
等
、
伊
賓
都
夏
等
可
母
、
佐
用
比
売
何
、
許
能
野
麻
能
閇
仁
、
必
例
遠
布
利
家
無
。
余
呂
豆
余
尓
、
可
多
利
都
夏
等
之
、
許
能
多
気
仁
、
比
例
布
利
家
良
之
、
麻
通
羅
佐
用
嬪
面
。
宇
奈
波
良
能
、
意
吉
由
久
布
祢
遠
、
可
弊
礼
等
加
、
比
布
良
斯
家
武
、
麻
都
羅
佐
欲
比
売
。
由
久
布
祢
遠
、
布
利
等
騰
尾
加
祢
、
伊
加
婆
加
利
、
故
保
斯
苦
阿
利
家
武
、
麻
都
良
佐
欲
比
売
。
三
島
王
、
後
追
和
松
浦
佐
用
嬪
面
歌
、
於
登
尓
吉
伎
、
目
尓
波
伊
麻
太
見
、
受
佐
容
比
売
、
我
必
礼
布
理
伎
等
、
敷
吉
民
万
通
良
揚
満
。
佐
用
姫
ノ
コ
ト
ノ
書
ニ
見
エ
タ
ル
ハ
此
集
ヲ
始
メ
ト
ス
。
此
ハ
弟
日
姫
子
ノ
事
ヲ
訛
傳
ヘ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
又
狹
手
彦
、
任
那
ニ
赴
ク
時
ヤ
、
モ
ト
ヨ
リ
播
摩
佐
用
郡
ノ
佐
用
姫
ヲ
携
ヘ
来
リ
。
又
更
ニ
弟
日
姫
子
ヲ
聘
ヒ
シ
カ
。
然
シ
領
巾
ヲ
振
シ
ハ
、
弟
日
姫
子
ノ
事
ナ
ル
ハ
、
本
記
ノ
文
ニ
テ
明
カ
ナ
リ
。
サ
レ
ド
弟
日
姫
子
ノ
名
ハ
傳
ハ
ラ
ズ
。
佐
用
姫
ノ
名
ノ
ミ
傳
ハ
リ
、
領
巾
振
シ
コ
ト
モ
遂
ニ
佐
用
姫
ノ
事
ト
ナ
リ
タ
ル
ガ
、
然
ル
ヲ
事
ノ
本
ヲ
ヨ
ク
モ
正
サ
ズ
、
詠
ツ
ル
歌
ノ
『
万
葉
集
』
ニ
入
リ
シ
ヨ
リ
、
後
世
此
歌
ヲ
拠
所
ト
シ
テ
、
継
々
ニ
詠
ミ
イ
テ
ヽ
、
遂
ニ
其
実
ヲ
失
ヒ
タ
リ
。『
袖
中
抄
』
ニ
、『
筑
前
風
土
記
』
ヲ
引
テ
曰
、
狹
手
彦
連
舟
ニ
ノ
リ
テ
、
海
ニ
ト
ヽ
マ
リ
テ
、
渡
ル
コ
ト
ヲ
得
難
シ
。
コ
ヽ
ニ
石
勝
推
量
シ
テ
曰
ク
、
此
舟
ノ
ユ
カ
サ
ル
コ
ト
ハ
、
海
神
ノ
心
ナ
リ
。
其
神
ハ
ナ
ハ
ダ
狹
手
彦
連
カ
ヰ
テ
ユ
ク
所
ノ
妾
、
那
古
君
ヲ
タ
フ
。
之
ヲ
ト
ヽ
メ
ハ
渡
ル
ベ
シ
。
于
時
彦
連
、
妾
ト
ヒ
ナ
ケ
ク
。
皇
命
ヲ
カ
ヽ
ン
事
ヲ
畏
レ
テ
、
ウ
ツ
ク
シ
姫
ヲ
タ
チ
テ
コ
モ
ノ
上
ニ
ノ
セ
テ
、
波
ニ
ハ
ナ
チ
従
フ
ト
ア
リ
。
那
古
君
ト
ハ
奇
シ
キ
名
ナ
リ
。
佐
用
姫
ヲ
訛
リ
タ
ル
カ
。
又
此
ハ
橘
姫
ノ
故
事
ヲ
サ
ヘ
取
交
ヘ
ツ
ル
。
作
傳
ヘ
ニ
テ
モ
ア
ラ
ン
カ
。『
枕
草
子
』【
213
】
ニ
、
五
月
ノ
節
ノ
ア
ヤ
メ
ノ
蔵
人
、
サ
ウ
ブ
ノ
カ
ヅ
ラ
、
ア
カ
ヒ
モ
ノ
色
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ヲ
、
領
巾
裙
帯
ナ
リ
ト
シ
テ
、
薬
玉
ヲ
ミ
ユ
タ
チ
、
上
達
部
ナ
ド
ノ
立
ナ
ミ
給
ヘ
ル
ニ
奉
ル
モ
、
イ
ミ
シ
フ
ナ
マ
メ
カ
シ
。
又
釆
女
人
、
馬
ニ
上
テ
引
出
メ
リ
。
青
ス
リ
濃
ノ
裳
裙
帯
、
領
巾
ナ
ド
ノ
風
ニ
吹
ヤ
ラ
レ
タ
ル
。
イ
ト
ヲ
カ
シ
。『
落
窪
物
語
』
ニ
、
今
ハ
ト
テ
島
コ
ト
ハ
ナ
レ
行
舟
モ
ヒ
レ
フ
ル
神
ヲ
ミ
ル
ソ
悲
シ
キ
。『
続
古
今
集
』
ニ
、
忘
ル
ナ
ヨ
、
契
リ
シ
末
ヲ
。
松
浦
カ
タ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ハ
、
阻
テ
ハ
テ
ヽ
モ
。『
千
載
集
』
ニ
、
木
ノ
マ
ヨ
リ
、
ヒ
レ
フ
ル
神
ヲ
、
ヨ
リ
ニ
ミ
テ
、
イ
カ
ヽ
ハ
ス
ヘ
キ
、
松
浦
サ
ヨ
姫
。〔
14
〕
『
定
家
集
』
ニ
、
蝉
ノ
ハ
ノ
、
衣
ニ
秋
ヲ
、
マ
ツ
ラ
カ
タ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
暮
ソ
涼
キ
。『
北
院
御
室
集
』
ニ
、
惜
ミ
兼
、
ヒ
レ
フ
ル
迄
モ
、
シ
タ
ハ
シ
キ
、
松
浦
ノ
山
ノ
、
在
明
ノ
月
。『
菅
家
玉
房
集
』
ニ
、
サ
ヨ
姫
ノ
、
袖
カ
ト
ミ
エ
テ
、
松
浦
山
、
梺
ヲ
ハ
ナ
レ
、
誰
招
ク
ラ
ン
。『
拾
玉
集
』
ニ
、
暮
テ
行
、
霞
ノ
袖
ニ
、
春
挂
テ
、
ヒ
レ
フ
リ
反
セ
、
松
浦
サ
ヨ
姫
。『
知
家
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
時
鳥
、
ア
リ
テ
モ
声
ノ
、
遠
サ
カ
リ
行
。『
北
条
貞
時
集
』
ニ
、
ヒ
レ
フ
リ
シ
、
昔
ノ
人
ノ
、
仰
モ
、
写
ル
鏡
ノ
、
山
ノ
ハ
ノ
月
。『
宗
尊
親
王
集
』
ニ
、
松
浦
川
、
ソ
オ
ト
高
シ
、
サ
ヨ
ヒ
メ
ノ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
五
月
雨
ノ
比
。『
衆
妙
集
』【
214
】
□
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
行
舟
ト
ホ
キ
、
追
風
ニ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
昔
ヲ
ソ
思
。
○
伊
藤
氏
曰
、
褶
振
峯
ハ
、
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古
ニ
烽
冢
ノ
ア
リ
シ
処
ナ
リ
。
濵
崎
駅
ノ
南
ニ
ア
リ
。
高
七
八
丁
ナ
レ
ト
モ
、
海
辺
ト
イ
ヒ
、
他
山
ニ
ツ
ヽ
カ
サ
レ
ハ
、
聳
エ
テ
ミ
ユ
。
頂
ハ
廣
平
ナ
リ
。
東
西
四
百
間
、
南
北
二
百
間
許
ア
ル
ベ
シ
。
此
処
ヨ
リ
ミ
レ
ハ
、
西
北
ノ
海
ニ
高
島
（
○
満
島
村
大
字
高
島
）・
柏
島
・
大
島
（
○
唐
津
村
大
字
大
島
）・
小
川
島
（
○
呼
子
村
大
字
小
川
島
）・
加
唐
島
、
筑
前
ノ
姫
島
、
壱
岐
對
馬
マ
テ
モ
ミ
ユ
。
唐
津
城
ハ
、
西
方
一
里
ニ
シ
テ
、
甚
近
ク
ミ
ユ
。
呼
子
ノ
山
、
馬
渡
島
ナ
ド
モ
ミ
ユ
。
東
一
里
ニ
玉
島
里
ア
リ
。
虹
松
原
ハ
、
北
ニ
当
リ
テ
汀
マ
テ
ハ
山
ヨ
リ
直
径
八
九
丁
モ
ア
ル
ベ
シ
。
鏡
宮
ハ
西
梺
ニ
ア
リ
テ
、
山
ト
宮
ト
ノ
間
三
丁
許
モ
ア
ル
ベ
シ
。
○
『
緩
草
小
言
』【
215
】
曰
、
松
浦
佐
用
姫
ノ
石
ニ
化
シ
タ
ル
ト
云
ア
リ
。
彼
西
土
ニ
モ
啓
母
石
ト
イ
フ
ア
リ
。
応
郡
郭
璞
。
皆
云
啓
母
塗
山
氏
。
所
化
歴
代
崇
祀
見
。「
漢
武
帝
紀
」
ト
突
通
ノ
注
ニ
ア
リ
。
因
テ
『
漢
書
』
ヲ
検
ス
ル
ニ
、
元
封
元
年
ニ
見
エ
タ
リ
。
又
「
九
域
志
」
昔
有
人
適
楚
。
不
還
其
妻
。
登
山
望
夫
化
為
石
。
在
当
塗
縣
。
ト
愈
愚
隨
筆
ニ
引
ケ
リ
。
○
今
日
此
ナ
ド
ノ
コ
ト
ヨ
リ
望
夫
石
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
附
会
捏
造
セ
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
209
】「
此
山
ヲ
鏡
山
ト
モ
イ
フ
。
鏡
村
ノ
東
ニ
ア
リ
。
高
サ
百
五
拾
間
、
周
廻
二
里
、
頂
上
ハ
平
垣
ニ
シ
テ
東
西
五
丁
、
南
北
三
丁
餘
」
国
本
な
し
。 
【
210
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
今
日
此
処
ニ
松
浦
佐
用
姫
ト
ア
ル
ハ
、
弟
日
姫
子
ヲ
訛
リ
タ
ル
ナ
リ
）」
の
分
注
あ
り
。
甲
本
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
【
211
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
「
吾
國
ノ
松
浦
佐
夜
姫
ト
イ
フ
ハ
、
大
伴
ノ
狭
手
丸
カ
妻
ナ
リ
。
男
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
212
】「
マ
タ
『
衆
妙
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
ユ
ク
舟
遠
キ
、
追
風
ニ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
昔
ヲ
ソ
オ
モ
フ
」
国
本
な
し
。 
【
213
】「『
枕
草
子
』
ニ
…
…
領
巾
ナ
ド
ノ
風
ニ
吹
ヤ
ラ
レ
タ
ル
。
イ
ト
ヲ
カ
シ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
214
】「『
衆
妙
集
』
ニ
、
松
浦
カ
タ
、
行
舟
ト
ホ
キ
、
追
風
ニ
、
ヒ
レ
フ
ル
山
ノ
、
昔
ヲ
ソ
思
」
国
本
・
甲
本
な
し
。
底
本
、【
212
】
の
『
衆
妙
抄
』
の
記
述
と
重
複
か
。 
【
215
】
国
本
・
甲
本
、『
緩
草
小
言
』
以
下
の
記
述
な
し
。 
〔
14
〕『
有
家
歌
集
』
白
妙
ノ
ソ
テ
フ
ル
○
ヲ
峯
高
ミ
松
浦
ノ
沖
ノ
遠
ツ
舟
人
。 
○
相
分
「
分
」
曼
本
「
別
」
ニ
作
ル
。 
○
夜
来
「
来
」
異
本
ナ
シ
。 
○
襴
『
和
名
抄
』
ニ
、【
216
】
『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
、
襴
袗
。
須
曽
豆
介
乃
古
路
毛
ト
ア
リ
。
此
義
ヲ
取
テ
本
記
印
本
ニ
ハ
ス
ソ
．
．
ト
訓
ヲ
付
タ
ル
カ
。 
【
216
】
国
本
、
こ
の
下
に
「『
唐
韵
』
云
、
襴
形
也
ト
ア
リ
テ
、
訓
ハ
ナ
シ
」
と
あ
る
も
、
甲
本
な
し
。 
○
身
人
而
沈
沼
底
頭
蛇
臥
沼
壅
【
217
】
此
ハ
弟
日
姫
子
ニ
毎
夜
ニ
通
ヒ
シ
蛇
ノ
ナ
リ
タ
ル
在
状
ナ
リ
。
文
意
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。 
【
217
】
○
身
人
而
沈
沼
底
頭
蛇
臥
沼
壅
の
項
目
、
国
本
な
し
。 
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○
志
努
波
羅
能
ハ
篠
原
乃
ニ
テ
地
名
。 
○
意
登
比
売
能
古
表
「
表
」
曼
本
「
素
」
ニ
作
ル
ハ
如
何
ア
ラ
ン
。
弟
日
姫
乃
子
乎
ナ
リ
。 
○
佐
比
登
由
母
真
一
夜
母
ナ
リ
。 
○
為
祢
弖
牟
志
太
夜
荒
木
田
氏
曰
、
志
太
者
節
也
。『
万
葉
』（
十
四
）
ニ
、
阿
抱
思
太
毛
。
安
波
乃
敝
思
太
毛
云
云
。
於
毛
可
多
能
。
和
須
礼
牟
之
太
波
云
々
。
猶
有
物
語
詞
云
。
左
太
過
人
。
蓋
左
太
者
。
志
太
之
轉
語
乎
ト
ア
ル
如
ク
率
寝
テ
ム
。
時
節
ト
云
コ
ト
ナ
リ
。
夜
ハ
助
字
【
218
】
。 
【
218
】「
夜
ハ
助
字
。」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
伊
幣
尓
久
太
佐
牟
家
尓
降
之
波
為
之
ナ
リ
。
一
首
ノ
意
ハ
、
篠
原
村
ノ
愛
シ
キ
弟
日
姫
子
ヲ
一
夜
ニ
テ
モ
率
テ
寝
シ
時
節
ノ
ア
リ
シ
事
ナ
レ
バ
、
決
シ
テ
此
人
ヲ
タ
ヽ
ヽ
其
家
ニ
遣
ハ
セ
ジ
。
必
々
コ
ヽ
ニ
テ
共
ニ
死
テ
、
来
世
マ
デ
永
ク
夫
婦
ノ
契
リ
ヲ
結
ン
ト
ナ
リ
。 
○
也
此
ハ
助
字
ナ
リ
。
然
シ
カ
ヽ
ル
処
ニ
ハ
ナ
キ
ゾ
宜
シ
キ
。
○
此
下
ニ
脱
文
ア
ラ
ン
【
219
】
。
然
ラ
サ
レ
バ
下
分
ニ
連
続
セ
ズ
。 
【
219
】「
○
此
下
ニ
脱
文
ア
ラ
ン
。
然
ラ
サ
レ
バ
下
分
ニ
連
続
セ
ズ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
于
レ
時
。
弟
日
姫
子
之
従
女
。
走
告
二
親
族
一
。
親
族
発
レ
衆
昇
而
看
レ
之
蛇
并
。
弟
日
姫
子
並
亡
不
レ
存
。
於
レ
茲
見
二
其
沼
底
一
。
但
有
二
人
屍
一
。
各
謂
二
弟
日
女
子
之
骨
一
。
即
就
二
此
峯
南
一
造
レ
墓
治
置
。
其
墓
見
在
。 
下
ノ
親
族
湯
本
ナ
シ
。 
○
蛇
并
「
并
」
異
本
「
並
」
ニ
作
ル
。 
○
並
亡
「
並
」
異
本
ナ
シ
。 
○
其
沼
「
其
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
日
女
「
女
」
上
文
「
姫
」
ニ
作
ル
【
220
】
。 
【
220
】
国
本
、「「
女
」
上
文
ニ
據
ハ
姫
ノ
誤
リ
ナ
リ
」
と
し
、
甲
本
「「
女
」
上
文
ニ
ヨ
レ
ハ
、「
姫
」
ノ
誤
」
と
す
。 
○
其
墓
見
在
青
柳
氏
曰
、
玉
葛
ノ
穴
ト
イ
フ
者
ア
リ
。
ソ
ハ
鏡
社
ノ
南
五
丁
許
ニ
シ
テ
、
褶
振
山
ノ
西
南
ノ
麓
ニ
テ
、
官
道
ヨ
リ
近
ク
、
山
ノ
尾
ニ
丸
岡
ア
リ
。
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左
右
上
下
ハ
畑
ナ
リ
。
岡
ノ
上
、
土
ヲ
築
テ
三
尺
許
ノ
切
石
ヲ
ス
ヱ
タ
リ
。
石
ノ
西
ニ
穴
ア
リ
。
ノ
ゾ
キ
見
レ
バ
内
ハ
六
七
尺
ニ
石
ヲ
タ
ヽ
ミ
テ
、
ヨ
ノ
ツ
ネ
ノ
冢
ナ
リ
。
其
穴
石
天
井
石
ノ
落
タ
ル
者
ナ
リ
。
此
モ
乱
世
ニ
発
セ
シ
者
ニ
テ
、
中
ニ
ハ
一
物
モ
ナ
シ
。『
風
土
記
』
ニ
、
山
南
ニ
在
ト
ア
ル
ニ
叶
ヘ
リ
。
是
弟
日
姫
子
カ
冢
ナ
ル
ベ
シ
。
扨
後
ニ
ハ
『
源
氏
物
語
』
玉
葛
ノ
コ
ト
ヲ
ノ
ミ
傳
ヘ
テ
、
弟
日
ノ
事
ハ
、
イ
ト
モ
古
キ
事
ナ
レ
バ
、
語
傳
ヘ
サ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
素
リ
古
ノ
名
ア
ル
女
ノ
冢
ト
ハ
傳
ヘ
ケ
ン
ヲ
、
傳
會
シ
テ
玉
葛
冢
ト
傳
ヘ
タ
ル
カ
。
後
ニ
冢
ニ
穴
ノ
デ
キ
シ
ヨ
リ
、
又
冢
ト
云
コ
ト
ヲ
失
ヒ
テ
、
玉
葛
ノ
穴
ト
云
カ
。
伊
藤
氏
曰
、
褶
振
峰
ノ
西
北
ノ
出
崎
ニ
ホ
ジ
ヨ
ジ
．
．
．
．
ノ
松
ト
テ
、
二
株
ア
リ
。
此
ハ
佐
用
姫
今
日
弟
日
姫
子
ナ
ラ
ン
。
ノ
墓
ノ
シ
ル
シ
ニ
植
タ
ル
松
ニ
テ
、
ホ
ジ
ヨ
ジ
．
．
．
．
ハ
墓
所
ト
云
コ
ト
ナ
ラ
ン
。
又
烽
冢
ノ
音
ヲ
訛
リ
テ
カ
ク
唱
ヘ
タ
ル
カ
。
青
柳
翁
ハ
、
望
所
ノ
松
ナ
ラ
ン
ト
云
レ
シ
。『
書
紀
』
ナ
ド
ニ
望
ヲ
ホ
セ
ル
．
．
．
ト
訓
リ
。
此
考
モ
シ
タ
シ
ク
聞
ユ
。
此
松
ノ
在
所
ハ
、
少
シ
土
ヲ
築
上
デ
冢
ノ
如
ク
ニ
セ
リ
。 
 
松
浦
縣
。
々
東
三
十
里
。
有
二
帔
搖
岑
一
。〈
帔
搖
比
礼
府
離
。
〉
最
頂
有
レ
沼
。
計
可
半
町
。
俗
傳
云
。
昔
者
檜
前
天
皇
之
世
。
遣
二
大
伴
紗
手
彦
一
。
鎮
二
任
那
国
一
。
于
レ
時
奉
レ
命
經
二
過
此
処
一
。
於
レ
是
。
篠
原
村
。〈
篠
資
農
也
。
〉
有
二
娘
子
一
。
名 
曰
二
乙
等
比
賣
一
。
容
貌
端
正
。
孤
為
国
色
。
紗
手
比
古
。
便
娉
成
レ
婚
。
離
別
之
日
。
乙
等
比
売
。
登
二
望
此
岑
一
。 
挙
レ
帔
招
。
因
以
為
レ
名
。【
221
】 
【
221
】
底
本
、
本
文
の
下
に
小
字
で
、 
○
栗
田
氏
曰
、『
詞
林
采
葉
抄
』
ニ
ハ
、
此
文
ヲ
引
テ
、
昔
武
少
廣
国
押
楯
天
皇
世
大
伴
ノ
狭
手
彦
連
任
那
国
静
百
済
国
ヲ
清
ン
カ
タ
メ
ニ
承
勅
比
村
ニ
至
テ
即
篠
原
村
ニ
テ
弟
日
姫 
子
ヲ
聘
ト
シ
テ
別
去
日
鏡
ヲ
取
テ
婦
ニ
与
フ
。
妾
別
レ
悲
テ
玉
島
河
ヲ
渡
ル
時
、
彼
鏡
ヲ
懐
キ
テ
川
底
ニ
沈
ヌ
。
コ
ヽ
ニ
鏡
ノ
渡
ト
云
ト
ア
リ
。 
又
曰
、『
童
蒙
抄
』
ニ
ハ
、
此
紗
手
彦
ノ
コ
ト
少
シ
。
差
ヒ
タ
リ
ト
モ
見
エ
タ
ル
ハ
本
文
ニ
同
シ
キ
ヲ
仮
名
ニ
改
メ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
リ
。 
と
い
う
記
述
あ
る
も
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
此
条
『
仙
覚
万
葉
抄
』
オ
ヨ
ヒ
、『
釈
日
本
紀
』
等
ニ
、『
肥
前
風
土
記
』
ト
テ
引
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
本
モ
ア
リ
シ
ニ
ヤ
。
姑
ク
此
処
ニ
附
載
ス
。 
○
縣
本
居
翁
曰
、
縣
ハ
上
リ
田
ニ
テ
、
朝
廷
ノ
御
料
フ
陸
田
物
ヲ
作
リ
テ
貢
ル
地
ナ
ル
ガ
、
其
ニ
准
ヘ
テ
諸
国
ニ
ア
ル
御
料
フ
地
ヲ
モ
云
。
漢
字
ヲ
用
フ
ル
世
ニ
ナ
リ
テ
、
縣
字
ヲ
当
テ
書
ナ
ラ
ヒ
、
稍
後
ニ
ハ
必
シ
モ
御
料
フ
地
ナ
ラ
ネ
ト
モ
、
漢
ニ
テ
縣
ト
云
ニ
当
ル
ホ
ト
ノ
地
ヲ
ハ
縣
ト
云
コ
ト
ニ
ナ
レ
ル
ナ
リ
。
今
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日
此
処
ハ
郡
ト
云
ベ
キ
所
ナ
ル
ニ
、
此
字
ヲ
当
タ
リ
。 
○
縣
東
「
縣
」
異
本
「
之
」
ニ
作
ル
ヽ
ノ
轉
セ
シ
ナ
ラ
ン
。 
○
三
十
里
此
ハ
郡
家
ヨ
リ
起
程
【
222
】
シ
テ
許
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
此
岑
ヨ
リ
西
三
十
里
、
即
チ
今
ノ
道
程
三
里
ナ
レ
バ
、
値
賀
村
【
223
】
辺
ニ
テ
、
偏
僻
ノ
海
岸
ナ
レ
ハ
、
郡
家
ヲ
オ
ク
ベ
キ
処
ニ
ア
ラ
ズ
。
サ
レ
ド
モ
外
ニ
考
フ
ベ
キ
タ
ツ
キ
ナ
シ
。
扨
本
文
、
鏡
渡
ヲ
郡
ノ
北
ト
シ
、
褶
振
峯
ヲ
郡
ノ
東
ト
ア
ル
ニ
依
テ
考
フ
ル
ニ
、
郡
家
ハ
今
ノ
久
里
村
・
鬼
塚
村
ナ
ド
ニ
ハ
ア
ラ
サ
リ
シ
カ
。
然
レ
ハ
下
ノ
賀
周
里
逢
鹿
駅
等
ノ
方
角
モ
ソ
レ
ニ
テ
能
叶
ヘ
リ
。
久
里
村
・
鬼
塚
村
ハ
打
開
ケ
タ
ル
地
ニ
テ
、
往
来
ナ
ド
ノ
便
リ
宜
キ
所
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
三
十
里
ト
ア
ル
ニ
合
ハ
ズ
。
如
シ
ク
ハ
十
ハ
衍
ニ
テ
三
里
ナ
ラ
ン
カ
。
然
ル
ト
キ
ハ
能
叶
ヘ
リ
。
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
後
考
ヲ
待
ツ
。【
224
】 
【
222
】「
起
程
」
国
本
は
「
程
起
」
と
す
。 
【
223
】「
値
賀
村
」
国
本
は
「
刈
屋
村
」
と
す
。 
【
224
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
帔
と
い
う
項
目
を
立
て
、 
○
帔
上
ニ
ヒ
ク
『
遊
仙
窟
』
ニ
、
複
曰
帔
子
ト
ア
レ
ハ
、
帔
ハ
複
ネ
タ
ル
領
巾
ナ
ラ
ン
ト
思
ヘ
ト
モ
、
『
楊
子
方
言
』
ニ
帬
陳
魏
之
間
。
謂
之
帔
。
マ
タ
『
類
篇
』
ニ
、
帔
関
東
人
呼
裙
ト
ア
ル
ニ
由
レ
ハ
、
俗
ニ
イ
フ
前
垂
レ
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
領
巾
ノ
類
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
如
ク
ナ
レ
ト
、『
三
篇
』
ニ
帔
在
肩
背
也
。
マ
タ
『
釈
名
』
ニ
、
帔
披
也
。
披
之
肩
背
不
及
下
也
。
マ
タ
帔
褙
子
也
。
省
作
背
。
以
其
覆
肩
背
也
。
マ
タ
「
四
時
祭
式
」
ニ
、
領
巾
ハ
別
ニ
ア
リ
テ
帔
字
ノ
旁
ニ
巾
也
。
又
云
、
被
ウ
チ
カ
ケ
ト
記
シ
タ
ル
ナ
ト
ニ
由
ハ
、
領
巾
ニ
似
タ
ル
物
ナ
ル
故
ニ
本
文
ニ
モ
仮
用
ヒ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
伴
氏
曰
、
帔
ヲ
ウ
チ
カ
ケ
、
キ
ヌ
、
ム
シ
、
ナ
キ
リ
カ
フ
ム
リ
ト
訓
ム
。『
夫
木
集
』
ニ
、『
歌
林
拾
葉
』
ヲ
引
テ
、
夏
深
ミ
、
ム
シ
ノ
タ
レ
キ
ヌ
、
結
ヒ
ア
ケ
テ
、
通
リ
ワ
ツ
ラ
フ
、
野
ヘ
ノ
旅
人
ト
ア
ル
ム
シ
ノ
タ
レ
キ
ヌ
ハ
、
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
𦆴
ム
シ
、
女
笠
也
ト
ア
ル
物
ニ
テ
古
画
ニ
女
ノ
笠
ニ
肩
ノ
ア
タ
リ
マ
テ
絹
ヲ
タ
レ
回
ラ
シ
付
タ
ル
カ
多
ク
ア
リ
。
是
ナ
ル
ヘ
シ
。
能
登
人
ノ
言
ニ
、
寒
ヲ
シ
ノ
カ
ン
料
ニ
、
手
拭
ヲ
被
ル
コ
ト
ヲ
、
ム
シ
ヲ
被
ル
ト
云
リ
。
何
故
ニ
サ
ハ
云
ソ
ト
問
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
頭
ヲ
蒸
シ
暖
ム
レ
ハ
ナ
リ
ト
云
リ
。
ソ
ハ
如
何
ア
ラ
ン
。
何
レ
ニ
テ
モ
頭
ニ
被
ル
ヲ
ム
シ
ト
云
ル
ハ
、
此
ノ
所
謂
ル
ム
シ
ノ
古
言
ノ
遺
レ
ル
ナ
リ
。
『
名
義
抄
』
ニ
、
帔
ヲ
、
ワ
チ
カ
ケ
、
キ
ヌ
、
ム
シ
ト
ア
ル
ヲ
モ
考
フ
ヘ
シ
。『
山
家
集
』
ニ
、
ミ
ク
マ
ノ
ヽ
、
ア
ナ
ユ
キ
コ
ト
ハ
、
ア
ラ
シ
カ
シ
、
ム
シ
タ
レ
イ
タ
ノ
、
運
フ
ア
ユ
ミ
ハ
。『
続
世
継
』
ニ
、
ム
シ
タ
レ
タ
ル
ハ
、
サ
マ
ヨ
リ
ヤ
ミ
エ
ケ
ン
。
『
新
六
帖
』
ニ
、
ム
シ
タ
ル
ヽ
東
少
女
カ
ス
キ
カ
ケ
ニ
ナ
コ
リ
覚
エ
テ
行
ワ
カ
レ
ヌ
ル
。（
今
日
此
モ
領
巾
ニ
似
タ
ル
者
ナ
レ
ハ
、
借
用
ヒ
タ
ル
ナ
ラ
ン
）
」 
と
記
す
。
こ
の
部
分
、
底
本
は
褶
振
峯
の
条
の
褶
の
項
目
に
配
置
す
。 
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○
乙
等
比
売
【
225
】
此
ハ
弟
日
姫
子
ヲ
省
キ
テ
云
ツ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
栗
田
氏
曰
、
那
古
君
ヲ
『
万
葉
緯
』
ニ
字
ハ
那
古
君
ト
ア
リ
。
狹
手
彦
ノ
ヰ
テ
行
シ
妾
ノ
名
ナ
リ
。『
肥
前
風
土
記
』
ナ
ル
帔
搖
岑
ノ
条
ト
合
見
ル
ヘ
シ
。
此
那
古
君
ハ
佐
用
姫
ノ
コ
ト
ヽ
聞
ユ
ル
ヲ
、『
肥
前
風
土
記
』
ニ
、
乙
等
比
売
ト
ア
リ
。
何
レ
ヨ
シ
ト
モ
定
難
ケ
レ
ト
、『
万
葉
』
ノ
歌
ニ
依
ハ
、
肥
前
ナ
ル
乙
等
比
売
ハ
佐
用
姫
ニ
テ
此
ナ
ル
ハ
、
那
古
君
ト
云
ナ
ル
。
又
一
ノ
妾
ヲ
ヰ
テ
ユ
ケ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。 
【
225
】
乙
等
比
売
の
項
目
、
国
本
は
「
此
ハ
弟
日
姫
子
ヲ
訛
リ
傳
ヘ
タ
ル
者
ナ
ラ
ン
」、
甲
本
は
「
此
ハ
弟
日
姫
子
ヲ
省
キ
テ
云
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
す
。 
○
因
以
為
名
斎
藤
彦
丸
氏
（
江
戸
人
）
曰
、
大
伴
紗
為
彦
ヲ
唐
ヘ
コ
ト
ム
ケ
ニ
遣
ハ
サ
レ
シ
コ
ト
、『
書
紀
』
ニ
ア
リ
。
妾
佐
用
姫
ワ
カ
レ
ヲ
惜
ミ
テ
、
ヒ
レ
振
シ
コ
ト
『
万
葉
』
ニ
モ
『
肥
前
風
土
記
』
ニ
モ
ア
リ
。（
今
日
「
風
土
記
」
ニ
ハ
、
佐
用
姫
ノ
事
ハ
ナ
シ
）
夫
ヲ
シ
タ
ヒ
テ
石
ト
成
シ
コ
ト
ハ
拠
ナ
シ
。
案
ス
ル
ニ
、「
風
土
記
」
ニ
、
挙
帔
招
因
以
為
名
ト
ア
ル
ハ
、
帔
ヲ
挙
テ
フ
リ
シ
故
ニ
、
其
山
ヲ
帔
振
峰
ト
号
シ
由
ナ
リ
。
為
名
ト
イ
フ
二
字
ヲ
為
石
ト
見
誤
リ
、
慕
夫
石
ノ
故
事
ヲ
作
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。
今
日
此
考
宜
シ
【
226
】
。
因
テ
本
文
ノ
石
字
ヲ
名
ト
改
メ
ツ
。
慕
夫
石
ノ
コ
ト
ハ
『
述
異
記
』・『
世
説
』・『
神
異
怪
』・『
大
明
一
統
志
』
・
『
五
雜
俎
』
等
ニ
見
エ
タ
リ
。 
【
226
】「
今
日
此
考
宜
シ
」
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
 
賀
周
里
。〈
在
二
郡
西
北
一
。
〉 
昔
者
。
此
里
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
海
松
橿
媛
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
国
之
時
。
遣
二
陪
従
大
屋
田
子
一
〈
日
下
部
君
等
祖
也
。
〉
誅
滅
時
。
霞
四
含
不
レ
見
物
色
。
因
曰
二
霞
里
一
。
今
謂
二
賀
周
里
一
訛
之
也
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
海
松
橿
媛
唐
津
村
大
字
見ミル
貸カシ
ア
リ
。
此
媛
此
地
ニ
住
ミ
地
ノ
名
ヲ
其
名
ニ
負
ヒ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
扨
見ミル
貸カシ
ト
賀
周
ト
ハ
、
接
近
ノ
地
ナ
ラ
ン
。
此
辺
リ
古
ノ
官
道
ナ
リ
。『
松
浦
廟
宮
本
縁
起
』
ニ
、
吉
備
真
備
云
々
。
以
天
平
勝
宝
六
年
。
拜
任
太
宰
都
督
。
即
經
奏
聞
。
定
行
廟
宮
春
秋
二
季
千
巻
金
剛
般
若
読
經
。
并
最
勝
會
。
弥
勒
會
等
。
其
科
買
取
大
領
田
十
五
町
。
施
入
（
在
当
郡
見
留
加
志
之
荘
是
也
）
ト
ア
リ
【
227
】
。 
【
227
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
是
ニ
田
ハ
此
時
已
ニ
見
貸
ニ
復
シ
タ
リ
ト
知
ラ
ル
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
巡
国
「
国
」
異
本
「
狩
」
ニ
作
ル
。 
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○
大
屋
田
子
此
人
、
弟
日
姫
子
ト
同
姓
ナ
ル
ニ
付
テ
考
フ
レ
ハ
【
228
】
、
其
一
族
ニ
テ
此
辺
ニ
住
メ
ル
者
ナ
リ
ナ
ラ
ン
。（
○
『
和
名
抄
』
ニ
、
養
父
郡
屋
田
ア
リ
。
此
ニ
由
ア
ル
人
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
） 
【
228
】
国
本
、
以
下
の
部
分
「
此
人
此
時
ノ
マ
ヽ
此
地
ニ
ス
ミ
、
其
子
孫
等
ノ
篠
原
村
ニ
ア
リ
テ
冨
ミ
栄
エ
タ
リ
シ
故
ニ
、
今
ニ
長
者
ト
ハ
云
ナ
ラ
ン
。
偖
其
家
ノ
女
ナ
レ
ハ
、
狭
手
彦
カ 
娉
セ
シ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
ニ
従
女
発
衆
ナ
ト
ア
ル
ヲ
見
テ
モ
思
フ
ヘ
シ
。」、
甲
本
は
「
此
邊
ニ
ス
ミ
テ
冨
栄
エ
ル
家
ナ
リ
ケ
ン
」
と
す
。 
○
訛
之
「
之
」
湯
本
ナ
シ
。
○
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
賀
周
五
疋
ト
ア
リ
。
此
頃
ハ
駅
ニ
テ
ア
リ
シ
ナ
リ
。
此
地
名
、
今
ハ
ナ
シ
。
近
古
平
戸
港
ヲ
廃
シ
、
長
崎
港
ヲ
開
キ
シ
ヨ
リ
、
此
辺
ノ
道
モ
廃
レ
駅
モ
絶
ニ
ケ
ン
【
229
】
。 
【
229
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
偖
上
ニ
引
ク
『
松
浦
廟
宮
本
縁
起
』
ニ
ヨ
レ
ハ
、
天
平
勝
宝
六
年
ノ
頃
、
已
ニ
見
留
加
志
ノ
号
ア
リ
シ
ニ
、
此
ニ
又
賀
周
ト
ア
ル
ハ
疑
フ
ヘ
シ
。
地
ニ
両
名
ア 
ル
カ
。
又
ハ
見
貸
ト
賀
周
ト
ハ
接
近
ノ
地
ニ
テ
、
一
村
ノ
如
ク
ア
リ
シ
カ
。
但
今
ハ
賀
周
ト
云
地
ハ
ナ
シ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
 
逢
鹿
驛
。〈
在
二
郡
西
北
一
。
〉 
曩
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
行
幸
之
時
。
於
二
此
道
路
一
有
レ
鹿
遇
之
。
因
名
二
遇
鹿
驛
一
。
々
東
海
。
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
。
海
藻
。
海
松
等
一
。 
曩
者
異
本
「
往
昔
」
ニ
作
ル
。 
○
遇
鹿
駅
【
230
】「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
逢
鹿
五
疋
ト
ア
リ
。『
元
禄
図
』
ニ
、
相
賀
村
○
今
日
湊
村
大
字
相
賀
ア
リ
。
是
ナ
リ
。
逢
鹿
ハ
見
貸
ヨ
リ
二
里
餘
リ
。
マ
タ
逢
鹿
ヨ
リ
登
望
マ
テ
二
里
餘
ナ
リ
。
旧
藩
ノ
時
ハ
、
此
処
ニ
遠
見
番
所
ア
リ
シ
ト
ゾ
。
村
内
ニ
相
賀
崎
ア
リ
。
海
上
ニ
十
五
丁
ヲ
阻
テ
神
集
島
ト
相
對
ス
。 
【
230
】
○
遇
鹿
駅
の
項
目
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
蚫
『
康
煕
字
典
』
ニ
、『
後
漢
書
』
伏
隆
傳
注
。
鰒
似
蛤
偏
著
。
石
懬．
志
鰒
無
鱗
有
殻
。
一
面
附
石
。
細
孔
離
々
。
或
七
或
九
。『
集
韵
』
ニ
、
會
一
説
。
石
決
明
薬．
旁
有
七
空
者
良
。
マ
タ
蚫
直
音
白
交
切
。『
字
彙
補
』
音
瓢
義
未
詳
ト
ア
リ
テ
鰒
ト
蚫
ト
ハ
異
物
ナ
リ
。『
本
草
綱
目
』
ニ
モ
、
鰒
・
蚫
同
物
ノ
明
文
ナ
シ
。『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
鰒
伊
加
ト
ア
ル
ハ
奇
シ
。『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
四
声
字
苑
』
云
、
鰒
（
蒲
角
反
与
雹
同
【
231
】。
今
案
一
音
『
伏
見
本
草
音
義
』
○
按
蒲
角
反
与
。
『
廣
韵
』
合
而
『
本
草
和
名
』
引
、
仁
諝
音
蒲
角
反
。
不
載
伏
音
則
。
此
似
当
云
音
伏
。
今
案
一
音
蒲
角
反
与
雹
同
。
見
本
音
義
）
魚
名
。
似
蛤
偏
着
。
石
。
肉
乾
可
食
出
青
州
海
中
矣
。（
○
291 
按
『
説
文
』、
鰒
魚
名
『
後
漢
書
』
伏
隆
傳
注
引
郭
璞
注
三
蒼
云
、
鰒
似
蛤
偏
着
石
。『
四
声
字
苑
』
盖
本
於
此
『
本
草
』
云
、
生
南
海
今
注
云
、
石
決
明
生
『
廣
州
海
畔
図
経
』
云
、
今
出
膠
州
膠
人
言
鰒
生
海
水
中
乱
石
上
一
面
附
石
取
者
。
必
泅
水
持
鉄
鏟
。
入
鏟
驟
觸
鰒
。
不
及
覚
。
則
可
得
一
再
觸
。
則
粘
石
上
。
雖
星
砕
其
殻
。
亦
膠
結
不
脱
）『
本
草
』
云
、
鮑
一
名
鰒
。
蚫
（
音
垉
阿
波
比
。
○
『
千
金
翼
方
』・『
証
類
本
草
』
上
品
有
鮑
魚
不
載
一
名
。
按
『
説
文
』【
232
】、
鮑
饐
魚
也
。『
史
記
』
秦
始
皇
帝
崩
。
秘
之
棺
。
載
轀
涼
車
中
會
暑
臭
載
鮑
魚
以
乱
之
者
。
非
阿
波
比
。『
千
金
翼
方
』『
証
類
本
草
』
上
品
有
石
決
。
明
陶
隱
居
云
、
是
鰒
魚
甲
。『
本
草
和
名
』
云
、
和
名
、
阿
波
比
為
允
。
按
有
誤
以
鮑
為
鰒
為
鰒
者
。『
医
心
方
』
石
決
明
条
引
『
崔
禹
食
経
』
云
、
鰒
為
眞
。
或
作
鮑
。
亦
為
誤
。
『
江
鄰
義
雜
志
』
云
、
鰒
魚
又
読
作
鮑
非
也
。
『
五
雜
俎
』
云
、
鰒
音
撲
入
声
。
今
人
読
作
鮑
非
也
。『
香
祖
筆
記
』
云
、
鰒
魚
産
青
菜
海
上
。
今
京
師
以
此
物
。
餽
遣
率
作
鮑
魚
。
則
訛
為
秦
始
轀
涼
車
中
物
。
可
笑
皇
国
。
俗
有
作
蚫
者
。『
新
撰
字
鏡
』
云
、
蚫
。
阿
波
比
。『
伊
呂
波
字
類
抄
』
云
、
鮑
蚫
俗
同
是
也
。
今
俗
亦
用
是
字
輔
仁
。
既
訓
石
決
明
為
阿
波
比
。
又
以
有
作
鮑
者
誤
認
。『
本
草
』
鮑
魚
為
鰒
。
魚
亦
訓
為
阿
波
比
。
源
君
襲
其
誤
混
鮑
鰒
為
一
。
遂
言
鮑
魚
。
一
名
鰒
魚
。
其
実
『
本
草
』
鮑
魚
鰒
魚
。
鰒
魚
逈
別
無
有
所
引
文
） 
『
崔
禹
食
経
』
云
、
石
決
明
（
和
名
同
上
。
○
訓
阿
波
比
。
依
輔
仁
【
233
】
）
食
之
心
目
聡
了
。
亦
附
石
生
故
以
名
之
。（
○
『
本
草
和
名
』【
234
】
引
、
故
以
名
之
作
。
故
名
決
明
。
『
医
心
方
』
引
、
作
食
之
利
。
九
竅
心
目
聡
了
。
故
有
決
明
之
名
。
亦
附
石
生
。
故
呼
石
決
明
耳
。
文
義
更
詳
明
案
。『
本
草
』
云
、
石
決
明
主
目
障
翳
痛
青
旨
。
陶
注
、
是
鰒
魚
甲
附
。
石
生
与
此
義
同
）
マ
タ
『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
蚫
。
阿
波
比
。
蛤
。
於
不
。
又
。
阿
波
比
。 
。
阿
波
比
。 
。
万
氏
。
又
阿
波
比
ト
ア
リ
テ
、
大
同
小
異
ノ
物
ト
見
ユ
。『
東
雅
』
ニ
、『
本
草
』
ニ
、
石
決
明
。
一
名
鰒
玉
ト
ミ
エ
テ
、『
図
経
』
ニ
ハ
、
鰒
與
決
明
相
近
也
ト
ミ
エ
、『
東
壁
本
草
』
ニ
、
石
決
明
。
形
長
如
小
蚌
。
而
扁
。
鰒
魚
ナ
ド
見
エ
タ
リ
。
此
等
ノ
説
ニ
ヨ
ル
ニ
、
鰒
ハ
今
云
ア
ハ
ヒ
、
決
明
ハ
今
云
ト
コ
ア
シ
ト
見
エ
シ
ヲ
、
古
ニ
ハ
凡
テ
ア
ハ
ヒ
ト
云
シ
ト
見
エ
タ
リ
。
案
ス
ル
ニ
、
鮑
字
ハ
、
モ
ト
鮑
魚
ナ
ル
ヲ
、
鰒
ノ
一
名
ト
セ
シ
ハ
、『
和
名
抄
』
ニ
、
引
用
ヒ
シ
所
ハ
何
レ
ノ
『
本
草
』
ニ
ヤ
ア
リ
ヌ
ラ
ン
。『
陳
蔵
器
本
草
』
ニ
、
鈔
魚
。
一
名
鮫
。
一
名
鰒
ト
云
シ
ヲ
ハ
、『
通
雅
』・『
正
字
通
』
并
ニ
其
非
ヲ
辨
シ
タ
リ
キ
。『
和
名
抄
』
ニ
モ
、『
蔵
器
本
草
』
ヲ
用
ヒ
シ
コ
ト
ヽ
モ
見
エ
タ
レ
バ
、『
蔵
器
』
當
時
傳
ヘ
シ
所
ノ
『
本
草
』
ニ
、
鮫
或
ハ
鮑
ニ
ヤ
作
リ
タ
ル
ラ
ン
。
谷
川
氏
曰
、
ア
ハ
ヒ
。
上
総
ニ
、
カ
ヒ
ツ
ケ
ト
云
貝
ツ
キ
ナ
ル
ベ
シ
。
蝦
夷
ニ
ア
ヒ
ヒ
ト
云
、
其
肉
ア
ハ
ヽ
シ
ク
テ
、
乾
テ
ノ
用
多
ケ
レ
バ
名
ク
ル
ナ
ル
ベ
シ
。『
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
ヲ
引
テ
、
鮑
ト
モ
見
エ
タ
レ
ド
、
鮑
ハ
漬
魚
ナ
レ
バ
訝
シ
。『
訓
蒙
字
彙
』
ニ
、
殻
ヲ
石
決
明
ト
イ
ヒ
、
実
ヲ
鮑
魚
ト
イ
フ
ニ
ヨ
レ
バ
、
朝
鮮
ノ
方
言
ナ
ル
ベ
シ
。
（
今
日
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
全
鮑
一
百
五
十
介
ト
ア
リ
。
考
合
ス
ベ
シ
）
ナ
ド
、
精
シ
キ
論
ヒ
ア
レ
ド
モ
、
皇
国
ニ
テ
ハ
鰒
ト
蚫
ト
ヲ
同
物
ニ
シ
テ
、
ア
ハ
ヒ
ト
呼
慣
ヘ
リ
。『
本
草
綱
目
啓
蒙
』【
235
】
ニ
、
石
決
。
ア
ハ
ヒ
。
一
名
朱
子
房
懐
寄
令
史
海
蚌
殻
。
石
厥
明
ト
コ
ブ
シ
ハ
鰒
魚
ナ
リ
。
陶
弘
景
蘇
恭
ハ
、
石
決
明
、
鰒
魚
ヲ
以
テ
一
物
ト
ス
非
ナ
リ
。
蘇
頌
・
李
時
珎
ハ
、
両
種
二
類
ト
ス
可
ナ
リ
。『
蝦
夷
志
』
ニ
、
鰒
魚
。
石
決
明
。
一
類
。
両
種
。
其
形
小
大
。
亦
自
不
同
。
或
以
石
決
明
。
為
鰒
魚
疑
非
。
○
今
日
徳
川
幕
府
支
那
貿
易
物
ノ
内
ニ
、
乾
蚫
煎
海
鼠
鰹
節
ア
リ
。
其
出
所
ノ
地
名
中
ニ
、
大
村
・
島
原
・
五
島
・
平
戸
・
佐
嘉
・
唐
津
ヲ
ノ
ス
。「
明
治
廿
四
年
ノ
調
」
ニ
、
佐
賀
縣
乾
鮑
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百
三
十
八
貫
ト
ア
リ
。 
【
231
】「（
蒲
角
反
与
雹
同
…
…
今
案
一
音
蒲
角
反
与
雹
同
見
本
音
義
）」
国
本
な
し
。 
【
232
】「
○
按
『
説
文
』
…
…
其
実
『
本
草
』
鮑
魚
鰒
魚
。
鰒
魚
逈
別
無
有
所
引
文
」
国
本
な
し
。 
【
233
】「（
○
訓
阿
波
比
。
依
輔
仁
）」
国
本
な
し
。 
【
234
】「
○
『
本
草
和
名
』
引
…
…
陶
注
、
是
鰒
魚
甲
附
。
石
生
与
此
義
同
」
国
本
な
し
。 
【
235
】『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
以
下
の
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
螺
『
箋
註
和
名
抄
』【
236
】
ニ
、『
崔
禹
食
経
』
云
、
栄
螺
子
（
佐
々
衣
。
○
下
総
本
作
「
佐
太
衣
」。
伊
勢
廣
本
同
。
『
本
草
和
名
』
栄
螺
子
在
甲
蠃
子
条
下
別
無
。
和
名
）
似
蛤
而
円
者
也
。（
○
按
『
本
草
和
名
』
甲
蠃
子
条
、
下
云
栄
螺
子
胡
垧
反
板
螺
性
味
。
相
似
一
名
魽
呼
甘
反
。
似
蛤
而
円
出
崔
。
按
魽
即
下
条
所
載
蚶
。
故
云
似
蛤
而
円
栄
螺
子
板
。
螺
雖
未
詳
。
然
二
物
以
螺
名
。
則
非
蛤
類
可
知
也
。
蓋
『
本
草
和
名
』
一
名
上
傳
写
其
誤
字
。
蓋
源
君
所
見
本
亦
脱
。
故
誤
以
魽
為
栄
螺
子
之
一
名
。
遂
以
似
蛤
而
円
形
栄
螺
子
也
。
栄
螺
子
於
他
書
無
見
。
其
形
不
能
詳
。『
本
草
和
名
』
亦
不
載
。
和
名
源
君
定
為
佐
左
衣
当
以
甲
蠃
子
衣
。
充
前
条
詳
之
。
嶧
山
君
『
寧
波
府
志
』
挙
螺
可
以
充
佐
左
衣
也
）
本
居
翁
曰
、
細
螺
シ
タ
ヽ
ミ
ナ
リ
。『
和
名
抄
』
ニ
云
々
【
237
】
。
『
万
葉
』
ニ
、
机
之
島
能
小
螺
乎
。
伊
拾
持
来
而
石
以
都
追
伎
破
夫
利
。「
大
嘗
祭
式
」
ニ
、
細
螺
二
十
坩
ト
ア
リ
。『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
ハ
、
小
卒
螺
（
ニ
シ
）。
蓼
螺
子
（
同
。
○
今
日
、
同
書
ニ
小
蠃
子
シ
タ
ヽ
シ
。
細
螺
同
玉
盖
シ
タ
ヽ
ミ
ノ
フ
タ
ト
モ
ア
リ
）『
拾
遺
集
』
ニ
、
東
ニ
テ
、
ア
ヤ
シ
ナ
ハ
レ
タ
ル
、
人
ノ
子
ハ
、
シ
タ
ヽ
ミ
テ
コ
ソ
、
物
ハ
イ
ヒ
ケ
ン
。
谷
川
氏
曰
、
細
螺
ハ
吐
哯
ヲ
ツ
ダ
ミ
ト
云
ニ
ト
レ
バ
、
舌
吐
ノ
意
ナ
ル
ベ
シ
。
今
キ
シ
ヤ
ゴ
、
又
チ
ン
ヤ
ゴ
ト
云
者
ナ
リ
。
玉
盖
ハ
『
本
草
』
ニ
、
相
思
子
ト
イ
ヘ
ル
物
ニ
テ
、
今
俗
ニ
酣
貝
ト
イ
ヘ
リ
。
或
曰
、
シ
タ
ヽ
ミ
ハ
栄
螺
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
角
ナ
キ
物
ナ
リ
。
シ
ヤ
コ
ト
ハ
異
ナ
リ
。
荒
木
田
氏
曰
、
志
摩
ニ
テ
今
モ
シ
タ
ヽ
ミ
ト
云
。
尻
高
ト
モ
云
リ
。
フ
ク
ダ
ミ
ト
云
者
ア
リ
。
此
名
ト
合
セ
テ
思
フ
ニ
、
シ
タ
ヽ
ミ
ハ
此
類
ノ
総
名
カ
。 
【
236
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
『
寧
波
府
志
』
挙
螺
可
以
充
佐
左
衣
也
」
国
本
な
し
。 
【
237
】
国
本
、
こ
の
下
に
「『
崔
禹
錫
食
経
』
云
、
小
蠃
子
貌
似
甲
蠃
而
細
小
口
。
有
玉
蓋
者
也
。『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
、
細
螺
之
太
々
美
。
又
玉
蓋
和
名
之
太
々
美
乃
不
太
」
と
い
う
記
述 
あ
り
。 
○
鯛
『
箋
註
和
名
抄
』【
238
】
ニ
、『
崔
禹
食
経
』
云
、
鯛
（
都
条
反
多
比
。
○
『
本
草
和
名
』『
新
撰
字
鏡
』『
万
葉
集
』
同
訓
。
『
新
撰
字
鏡
』
鱧
又
訓
太
比
）
味
甘
冷
無
毒
。
貌
似
鯽
而
紅
鰭
者
也
。（
○
『
医
心
方
』
引
無
毒
下
猶
有
若
干
字
紅
鰭
下
有
堅
鱗
二
字
無
者
也
。『
説
文
』
鯛
骨
端
腃
也
。
非
此
義
。『
玉
篇
』『
廣
韵
』
並
云
魚
名
。
是
盖
崔
氏
所
云
者
。
又
案
崔
氏
状
鯛
云
。
似
鯽
而
紅
鱗
。
其
為
太
比
無
疑
。
西
土
後
世
所
謂
棘
鬣
。
即
是
閔
中
海
。
錯
疏
棘
鬣
似
鯽
而
大
其
鬣
如
棘
紅
。
紫
嶺
表
録
異
名
吉
鬣
。
泉
州
謂
之
鬐
鬣
。
又
名
奇
鬣
）
ト
ア
リ
。
本
居
翁
曰
、「
仲
293 
哀
紀
」
ニ
、
海
鯽
魚
ト
ア
ル
ト
、『
和
名
抄
』
ニ
、
海
鯽
魚
、
知
奴
ト
ア
ル
ヲ
合
セ
テ
見
レ
バ
、
赤
海
鯽
魚
ハ
鯛
ナ
ル
コ
ト
決
シ
。
知
奴
ハ
鯛
ト
色
灰ク
色ロ
キ
物
ニ
テ
、
黒
鯛
ノ
類
ナ
リ
。『
和
名
抄
』
ニ
、
知
奴
ト
久
呂
多
比
ト
ハ
別
ナ
レ
ド
遠
カ
ラ
ヌ
物
ナ
リ
。
常
ノ
鯛
ハ
、
知
奴
ト
形
全
ク
同
ク
テ
、
色
赤
キ
故
ニ
、
赤
海
鯽
魚
ト
書
ル
ナ
リ
。「
仲
哀
紀
」
ナ
ル
ハ
、
色
ノ
赤
キ
黒
キ
ヲ
一
ニ
シ
テ
、
海
鯽
魚
ヲ
鯛
ニ
當
タ
ル
者
ナ
リ
【
239
】
。 
【
238
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
又
名
奇
鬣
ト
ア
リ
」
国
本
な
し
。 
【
239
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
鯛
ハ
『
和
名
抄
』
ニ
ハ
『
崔
禹
錫
食
経
』
云
、
鯛
味
甘
冷
無
毒
。
貌
似
鯽
而
紅
鰭
者
也
。
和
名
、
多
比
ト
見
エ
、
鏡
ニ
モ
鯛
、
太
比
ト
ア
リ
。『
東
雅
』 
ニ
鯛
、
古
ハ
ア
カ
メ
ト
云
シ
ヲ
、
後
ニ
ハ
タ
ヒ
ト
云
シ
ナ
リ
。
ア
カ
メ
ト
云
シ
ハ
、
即
赤
鯛
也
。
メ
ト
ハ
古
ノ
俗
禽
魚
類
ヲ
呼
シ
コ
ト
ハ
、
三
韓
ノ
方
言
ニ
依
ル
ト
見
エ
タ
リ
」
と
あ
り
。 
○
海
藻
【
240
】
『
古
今
要
覧
稿
』
四
百
六
十
四
見
ル
ベ
シ
。 
【
240
】
海
藻
の
項
目
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
海
松
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
崔
禹
食
経
』
云
、
水
松
（
美
流
。『
楊
氏
漢
語
抄
』【
241
】
云
、
海
松
式
文
用
之
。
○
美
流
見
『
万
葉
』
『
本
草
和
名
』
水
松
引
陶
在
海
藻
条
別
無
和
名
。
海
松
見
、
延
喜
臨
時
大
嘗
祭
・
図
書
寮
・
玄
蕃
寮
・
民
部
省
・
主
計
寮
・
大
蔵
省
・
宮
内
省
・
大
膳
職
・
内
膳
司
・
主
膳
監
等
式
。
又
見
「
賦
役
令
」
『
万
葉
』・
廣
本
・
式
文
、
作
「
俗
」
）
状
如
松
而
無
葉
者
也
。
○
廣
本
無
「
者
也
」
二
字
。
按
『
証
類
本
草
』
海
藻
条
引
陶
隱
居
云
、
又
有
水
松
状
如
。
松
崔
氏
盖
本
之
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
海
松
。
（
ミ
ル
）
水
松
同
。（
○
似
松
無
葉
也
）
マ
タ
『
万
葉
集
』
ニ
、
深
海
松
。
俣
海
松
。（
○
或
曰
、
海
松
ハ
ミ
ル
ニ
非
ス
）『
土
佐
日
記
』
ニ
、
オ
ホ
ツ
カ
ナ
ケ
フ
ハ
子
ノ
日
カ
ア
マ
ナ
ラ
ハ
海
松
（
○
或
曰
、
黒
珊
瑚
ノ
類
）
ヲ
タ
ニ
ヒ
カ
マ
シ
モ
ノ
ヲ
『
躬
恒
集
』
ニ
、
玉
匣
フ
タ
ミ
ノ
浦
ニ
ス
ム
ア
マ
ノ
ワ
タ
ラ
ヒ
草
ハ
海
松
ナ
リ
ケ
リ
。
『
続
古
今
集
』
ニ
、
動
キ
ナ
キ
、
イ
ハ
ホ
ニ
ネ
サ
ス
、
海
松
ノ
。
チ
ト
セ
ヲ
誰
ニ
、
波
ノ
ヨ
ス
ラ
ン
。『
夫
木
集
』
ニ
、
ナ
タ
ノ
浦
ノ
、
シ
ホ
ニ
ナ
ツ
サ
フ
、
海
松
ヲ
、
ミ
キ
ハ
ノ
波
ソ
、
年
ハ
コ
エ
ケ
ル
。
遥
ナ
ル
、
子
ノ
日
カ
サ
キ
ニ
、
ス
ム
ア
マ
ハ
、
海
松
ヲ
ノ
ミ
、
引
ヤ
ヨ
ス
ラ
ン
。
波
ノ
上
ニ
、
ヨ
ル
ベ
ヲ
タ
ト
ル
、
ウ
キ
ミ
ル
ノ
、
ウ
キ
コ
ト
シ
ラ
テ
、
過
ス
ヨ
モ
カ
ナ
。
ナ
ド
ア
リ
。【
242
】 
【
241
】「『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
…
…
按
『
証
類
本
草
』
海
藻
条
引
陶
隱
居
云
、
又
有
水
松
状
如
。
松
崔
氏
盖
本
之
」
国
本
な
し
。 
【
242
】
国
本
、
こ
の
下
の
記
述
、 
○
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
逢
鹿
五
疋
ト
ア
リ
。『
元
禄
図
』
ニ
相
賀
村
ア
リ
。
是
ナ
リ
。
逢
鹿
ハ
見
貸
村
ヨ
リ
二
里
餘
リ
ナ
リ
。
此
登
望
村
マ
テ
二
里
餘
リ
ナ
リ
。（
旧
藩
ノ
時
ハ
此
処
ニ
遠
見
番
所
ア
リ
シ
ト
ソ
） 
294 
と
い
う
記
述
あ
り
。
こ
の
武
部
分
、
甲
本
は
、 
○
「
兵
部
式
」
ニ
、
驛
馬
逢
鹿
五
疋
ト
ア
リ
。『
元
禄
図
』
ニ
、
相
賀
村
（
湊
村
大
字
相
賀
）
ア
リ
。
是
ナ
リ
。
逢
鹿
ハ
見
貸
ヨ
リ
二
里
餘
リ
ナ
リ
。
逢
鹿
ヨ
リ
登
望
マ
テ
二
里
餘
リ
ナ
リ
。（
旧
藩
ノ
時
ハ
逢
鹿
村
ニ
遠
見
番
所
ア
リ
シ
ト
ソ
。
本
村
ニ
相
賀
﨑
ア
リ
。
海
上
二
十
五
丁
ヲ
阻
テ
神
集
島
ト
相
對
ス
） 
と
す
。 
 
登
望
驛
。〈
在
二
郡
西
一
。
〉 
昔
者
。
気
長
足
姫
尊
。
到
レ
於
二
此
処
一
。
留
為
二
雄
装
一
。
御
臂
之
鞆
。
落
レ
於
二
此
村
一
。
因
号
二
鞆
驛
一
。
々
東
西
之
海
。
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
。
雜
魚
。
海
藻
。
海
松
等
一
。 
異
本
、
此
一
條
ナ
シ
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
到
於
「
於
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
雄
装
英
彦
山
神
社
（
豊
前
）
ニ
、
神
功
皇
后
ノ
二
面
兜
ト
イ
フ
モ
ノ
ア
リ
ト
テ
、
其
状
ヲ
板
ニ
彫
リ
摺
物
ニ
シ
テ
世
ニ
播
ス
者
ア
リ
。（
○
余
モ
見
シ
コ
ト
ア
リ
）
此
ハ
婦
人
ニ
マ
セ
ハ
、
征
韓
ノ
ト
キ
彼
国
人
等
カ
見
奉
リ
テ
畏
コ
マ
ザ
ラ
ン
。
故
ニ
大
丈
夫
ノ
御
装
ヲ
ナ
シ
マ
シ
ヽ
物
ナ
リ
ト
ソ
。
此
モ
雄
装
ノ
一
ナ
リ
。（
筑
後
人
舩
曳
鉄
門
氏
曰
、
此
兜
モ
ト
ハ
高
良
神
社
ニ
ア
リ
シ
ヲ
、
天
正
中
竜
造
寺
氏
、
カ
ノ
座
主
僧
ト
戦
シ
ト
キ
、
之
ヲ
分
捕
シ
テ
英
彦
山
神
社
ニ
奉
納
セ
シ
ト
ソ
。
今
日
此
事
云
傳
ヘ
タ
ル
事
モ
曽
テ
ナ
シ
）
三
善
清
行
カ
「
異
見
封
事
」
ニ
、
本
朝
戎
器
強
弩
為
神
云
々
。『
古
語
相
傳
』
云
、
此
器
。
神
功
皇
后
。
奇
巧
妙
思
別
所
製
作
也
。
故
大
唐
雖
有
弩
名
。
曽
不
如
此
器
之
勁
利
也
。
江
戸
人
春
田
永
年
氏
曰
【
243
】
、『
書
紀
』
ニ
載
ル
所
ノ
高
麗
貢
献
ス
ル
弩
ハ
隋
ノ
物
ニ
テ
、
大
友
皇
子
弩
ヲ
列
シ
、
乱
発
シ
矢
下
ル
雨
ノ
如
シ
ト
云
ハ
、
国
制
ナ
ル
ヘ
シ
。
マ
タ
『
北
窓
瑣
談
』
ニ
、
河
内
国
坪
井
宮
ノ
社
務
多
田
修
理
【
244
】
。
古
器
物
ヲ
多
ク
所
持
セ
リ
。
神
功
皇
后
ノ
鉾
モ
ア
リ
。
其
鉾
長
刀
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
ヒ
ジ
坪
ノ
如
キ
金
物
ア
リ
テ
、
柄
ノ
旁
ニ
身
ヲ
付
タ
ル
者
ナ
リ
。【
245
】
今
日
全
モ
サ
ル
物
ヲ
見
シ
コ
ト
ア
リ
。『
古
今
要
覧
稿
』
ニ
、
筑
紫
長
刀
ト
云
ハ
、
何
人
ノ
作
リ
初
タ
ル
者
ニ
ヤ
。
タ
シ
カ
ニ
記
セ
シ
者
モ
見
エ
ス
。
河
内
壷
井
八
幡
ニ
、
神
功
皇
后
ノ
御
物
ナ
リ
ト
テ
傳
ル
者
ヲ
、
或
人
見
テ
当
麻
ノ
行
事
ニ
ヤ
ア
ル
ヘ
キ
ト
云
レ
ハ
、
筑
紫
鍛
治
ニ
限
リ
テ
作
レ
ル
カ
。
故
ニ
モ
マ
ジ
キ
ナ
リ
。
辻
山
城
カ
家
ニ
、
先
祖
左
近
太
郎
政
貞
カ
持
タ
ル
者
ト
295 
テ
有
ハ
、
𣠽
ヲ
容
ル
ヽ
処
フ
タ
ツ
ア
リ
テ
、
形
大
ニ
異
ナ
リ
ト
雖
、
ソ
ノ
筑
紫
長
刀
ト
云
傳
タ
レ
ハ
、
同
物
ナ
ル
ベ
シ
。
或
ハ
長
刀
ヨ
リ
短
ク
テ
、
此
方
ア
ル
ヲ
手
桙
ト
云
ト
ア
ル
ハ
○
○ 
蔵
ノ
者
ノ
如
キ
云
ル
ニ
ヤ
。『
本
朝
軍
器
考
』
云
、
筑
紫
長
刀
ト
云
物
ハ
、
其
制
少
シ
ク
異
ナ
ル
ナ
リ
。
此
モ
古
ヨ
リ
ア
ル
物
ニ
ヤ
。
詳
カ
ナ
ル
コ
ト
ハ
知
ズ
。『
伊
勢
平
蔵
考
武
器
』
云
、
辻
山
城
家
蔵
先
祖
辻
左
近
之
代
ヨ
リ
持
来
ル
由
、
筑
紫
長
刀
、
長
サ
五
尺
八
寸
、
内
身
ノ
込
ニ
入
コ
ト
九
寸
ニ
ツ
ノ
込
ニ
入
所
少
シ
。
平
削
リ
。
鉄
ノ
目
釘
ヲ
打
。
目
釘
ノ
裏
ノ
餘
リ
、
打
返
シ
テ
ア
リ
。
上
ノ
込
ヨ
リ
上
ヘ
柄
一
寸
許
餘
リ
出
ル
柄
ハ
樫
木
ナ
リ
。
小
笠
原
家
書
云
、
長
刀
ヨ
リ
短
ウ
ノ
ク
ビ
有
之
ハ
、
手
ホ
コ
ト
云
。
此
等
ノ
物
、
ミ
ナ
征
韓
ノ
時
ノ
製
ナ
ラ
ン
。 
【
243
】「
江
戸
人
春
田
永
年
氏
曰
、『
書
紀
』
ニ
載
ル
所
ノ
高
麗
貢
献
ス
ル
弩
ハ
隋
ノ
物
ニ
テ
、
大
友
皇
子
弩
ヲ
列
シ
、
乱
発
シ
矢
下
ル
雨
ノ
如
シ
ト
云
ハ
、
国
制
ナ
ル
ヘ
シ
」
国
本
・
甲 
本
な
し
。 
【
244
】
底
本
「
修
理
」
の
右
傍
に
「
○
下
ニ
ア
リ
」
と
あ
り
、
頭
注
に
、 
△
―
下
ニ
ア
リ 
貞
幹 
大
和
国
天
安
寺
八
幡
宮
ニ
、
神
功
皇
后
ノ
矢
ト
イ
フ
モ
ノ
ア
リ
ト
云
。 
と
記
す
。 
【
245
】
国
本
、
以
下
の
記
述
な
し
。
代
わ
り
に
「（
今
日
此
物
ヲ
二
三
ミ
タ
ル
コ
ト
ト
云
ア
リ
。
或
曰
、
俗
ニ
之
ヲ
筑
紫
薙
カ
ト
ソ
）」
と
あ
り
。
こ
の
部
分
、
甲
本
は
分
注
で
「（
今
日
此 
ニ
似
タ
ル
物
ヲ
余
モ
見
シ
コ
ト
ア
リ
）
」
と
記
す
。 
○
鞆
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
伊
都
之
竹
鞆
。
本
居
翁
曰
、「
大
神
宮
式
」
ニ
、
鞆
二
十
四
枚
。（
以
鹿
皮
縫
之
胡
粉
。
塗
以
墨
画
之
納
。
檜
麻
笥
二
合
経
一
尺
六
寸
五
分
。
深
一
尺
四
寸
。
着
緒
一
処
。
用
紫
草
。
長
各
一
尺
七
寸
。
廣
二
分
）「
兵
庫
寮
式
」
ニ
、
熊
草
一
條
。
鞆
料
。（
長
九
寸
。
廣
五
寸
）
牛
革
一
條
。
鞆
手
料
。（
長
五
寸
。
廣
二
寸
）
ト
ミ
ユ
。
此
ハ
天
皇
御
射
ノ
料
ナ
リ
。『
万
葉
』
ニ
、
丈
夫
乃
。
鞆
乃
音
為
奈
利
ト
ヨ
メ
リ
。
師
云
、
鞆
ハ
射
ル
ニ
左
臂
ニ
着
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
形
ハ
『
吉
部
秘
訓
抄
』
ニ
モ
見
エ
、
着
タ
ル
様
ハ
古
画
ニ
ミ
ユ
ト
イ
ヘ
リ
。
何
ノ
料
ニ
着
ル
モ
ノ
ソ
ト
云
ニ
、
古
歌
ナ
ド
ニ
モ
鞆
ニ
ハ
、
ミ
ナ
音
ヲ
イ
ヘ
ル
ヲ
思
ヘ
バ
、
此
物
ニ
弓
弦
ノ
フ
レ
テ
鳴
ル
音
ヲ
、
高
カ
ラ
シ
メ
ン
為
ナ
リ
。
音
ヲ
以
テ
威
ス
コ
ト
、
鳴
鏑
ナ
ド
モ
同
シ
。
此
物
ヲ
作
ル
ヲ
ハ
、
張
ト
イ
ヒ
シ
ニ
ヤ
。『
続
紀
』
ニ
、
其
工
人
ヲ
鞆
張
ト
イ
ヘ
リ
。
抑
鞆
ハ
音
物
ノ
省
リ
タ
ル
名
ニ
テ
、
高
鞆
ハ
高
音
物
ナ
リ
。
栗
田
氏
曰
【
246
】
、
伴
信
友
ノ
鞆
ノ
コ
ト
ヲ
云
ル
ヲ
見
タ
ル
コ
ト
ア
リ
。
ソ
レ
ニ
ハ
鞆
ハ
左
手
ニ
巻
テ
、
其
高
キ
ト
コ
ロ
臂
ノ
内
方
ニ
ア
リ
テ
、
弦
ニ
サ
ワ
リ
テ
音
ヲ
発
ス
ベ
キ
為
ナ
リ
ト
云
リ
。
此
ハ
『
吉
部
秘
訓
』
ノ
図
ト
ハ
違
ヒ
タ
レ
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バ
、『
秘
訓
』
ニ
ハ
臂
ノ
外
辺
ニ
鞆
ヲ
ツ
ケ
タ
リ
。
イ
カ
ヽ
ト
思
ヘ
リ
シ
ニ
、
友
人
大
沢
清
臣
カ
上
野
ニ
ユ
キ
テ
、
古
墓
中
ニ
土
偶
人
ノ
左
手
ニ
鞆
ヲ
ツ
ケ
タ
ル
ヲ
得
テ
、
写
シ
贈
リ
タ
ル
ヲ
見
テ
、
始
テ
疑
團
氷
釈
シ
、
信
友
ノ
考
ノ
、
実
ニ
ア
タ
レ
ル
事
ヲ
知
リ
ヌ
。
今
日
上
ニ
引
ク
賀
茂
氏
ノ
説
【
247
】
ハ
、
栗
田
氏
ハ
未
タ
知
ラ
サ
リ
シ
ニ
ヤ
。『
古
今
要
覧
稿
』
鞆
条
合
考
ヘ
シ
〔
15
〕
。
○
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
登
望
駅
五
疋
ト
ア
リ
。
呼
子
村
ニ
、
大
字
大
友
・
小
友
ア
リ
。
是
ナ
リ
。（
明
治
十
七
年
三
月
工
部
省
ノ
布
達
ニ
、
佐
賀
縣
下
肥
前
国
東
松
浦
郡
小
友
村
ヨ
リ
長
崎
縣
下
壱
岐
国
石
田
郡
郷
ノ
浦
、
同
縣
下
對
馬
国
下
縣
郡
厳
原
小
茂
田
村
ヲ
経
テ
、
朝
鮮
国
釜
山
浦
ヘ
海
底
電
信
線
役
置
候
条
、
別
紙
図
面
ニ
記
載
ノ
距
離
内
ニ
於
テ
、
舩
艦
投
錨
漁
業
採
藻
等
之
ヲ
禁
止
ス
ト
ア
リ
此
処
ノ
事
ナ
リ
） 
【
246
】「
栗
田
氏
曰
…
…
『
古
今
要
覧
稿
』
鞆
条
合
考
ヘ
シ
。
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
「『
古
今
要
覧
稿
』
鞆
条
合
考
ヘ
シ
」
と
い
う
記
述
な
し
。 
【
247
】「
今
日
上
ニ
引
ク
賀
茂
氏
ノ
説
…
…
『
古
今
要
覧
稿
』
鞆
条
合
考
ヘ
シ
」
甲
本
な
し
。 
〔
15
〕『
古
今
要
覧
稿
』
丸
木
条 
『
本
朝
軍
器
考
』
云
、
今
モ
世
ニ
遺
レ
ル
物
ハ
大
和
国
大
安
寺
八
幡
宮
ノ
神
宝
ニ
、
神
功
皇
后
ト
云
モ
ノ
ハ
、
ソ
ノ
長
サ
七
尺
許
云
々
。
多
羅
樹
ノ
御
号
ト
イ
ヒ
ツ
タ
ヘ
テ
、
終
ニ
多
羅
樹
ノ
枝
ニ
テ
作
リ
シ
モ
ノ
ナ
ム
ナ
ト
云
説
モ
イ
テ
キ
シ
ナ
リ
。
△
― 
 
大
家
島
。〈
在
二
郡
西
一
。
〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
幸
之
時
。
此
村
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
大
身
一
。
拒
二
皇
命
一
不
レ
肯
二
降
伏
一
。
天
皇
勅
命
誅
滅
。
自
レ
尓
以
来
。
白
水
郎
等
。
就
レ
於
二
此
島
一
。
造
レ
宅
居
之
。
因
曰
二
大
家
島
一
。
々
南
有
レ
窟
。
有
二
鐘
乳
及
木
蘭
一
。
廻
縁
之
海
。
蚫
。
螺
。
鯛
。
雜
魚
。
及
海
藻
。
海
松
多
之
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
名
曰
「
曰
」
湯
本
ナ
シ
。 
○
白
水
郎
【
248
】
漁
人
ナ
リ
。 
【
248
】
国
本
、
以
下
の
部
分
「『
和
名
抄
』
ニ
、
辨
色
立
成
云
、
白
水
郎
、
和
名
阿
万
。
今
按
『
日
本
紀
』
云
、
用
漁
人
二
字
。
一
云
用
漁
人
二
字
ト
ア
リ
」
と
す
。 
○
大
家
島
或
曰
、
平
戸
近
旁
ニ
大
家
ト
イ
フ
島
ア
リ
。
ソ
レ
カ
。
或
曰
、
平
戸
近
旁
ニ
大
島
ト
云
ア
リ
。
ソ
レ
ナ
ラ
ン
。
或
曰
、
名
子
屋
村
ニ
大
字
馬
渡
島
ア
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リ
。
ソ
レ
ナ
ラ
ン
【
249
】
。 
【
249
】「
或
曰
、
名
子
屋
村
ニ
大
字
馬
渡
島
ア
リ
。
ソ
レ
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。
甲
本
、
こ
の
記
述
あ
り
。
な
お
、
甲
本
こ
の
下
に
分
注
で
「（
今
日
郡
西
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
ハ
、
北
郡
ニ
ア
ル 
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
未
タ
考
ヘ
ス
）」
と
記
す
も
抹
消
す
。 
○
鍾
乳
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
新
抄
本
草
』
云
、
石
鍾
乳
。
和
名
以
之
乃
知
。『
三
代
実
録
』
貞
観
元
年
二
月
【
250
】
。
於
備
中
国
。
採
石
鍾
乳
時
珎
曰
、
石
之
津
気
。
鍾
衆
成
乳
滴
。
溜
成
石
。
故
名
石
鍾
乳
。
呉
普
云
、
鍾
乳
一
名
霊
中
生
。
山
谷
陰
処
岸
下
。
溜
汁
成．
如
乳
汁
。
黄
白
色
空
中
相
通
。
陶
註
云
、
通
輕
薄
如
鵞
翎
管
。
砕
之
如
爪
。
甲
中
無
雁
歯
。
光
明
者
為
善
。
長
挺
乃
有
一
二
尺
者
。
色
黄
以
苦
酒
洗
刷
。
則
白
。
蘇
註
云
、
陶
云
、
鍾
乳
一
二
尺
者
。
謬
説
。『
本
草
図
経
』
云
、
長
者
六
七
寸
。
色
白
微
紅
。
マ
タ
『
本
草
綱
目
』（
薬
名
同
名
）
ニ
、
石
花
璚
枝
葉
鳥
蘇
鍾
乳
石
汁
。
石
鍾
乳
（
本
経
上
品
）『
釈
名
』
留
公
乳
（『
別
録
』
）。
霊
中
（『
呉
普
』
）。
蘆
石
（『
別
録
』
）。
鵞
管
石
（『
細
目
』
）。
夏
石
（『
別
録
』
）。
黄
石
沙
（『
薬
性
』）
。
時
珎
曰
云
々
【
251
】
。（
上
ニ
引
ク
）
ソ
ノ
『
啓
蒙
』
ニ
、
石
鍾
乳
ツ
ラ
ヽ
イ
シ
。
イ
シ
ノ
ツ
ラ
ヽ
。
イ
シ
ノ
ヨ
ダ
レ
。
イ
シ
ノ
チ
ヽ
【
252
】
。
一
名
公
乳
【
253
】
。
石
乳
【
254
】
。
滴
乳
石
【
255
】
。
山
中
洞
穴
ノ
中
ニ
生
ス
。
乳
水
滴
リ
垂
凝
テ
氷
柱
ノ
形
ノ
如
シ
。
大
小
ア
リ
。
大
ナ
ル
者
ハ
柱
ノ
如
ク
臼
ノ
如
シ
。
小
ナ
ル
者
ハ
筆
管
ノ
如
シ
。
白
色
或
ハ
黄
色
ヲ
帯
、
赤
色
ヲ
帯
ル
ア
リ
。
透
明
ニ
シ
テ
馬
脳
ノ
如
キ
ヲ
上
ト
ス
。
中
空
ク
管
ノ
如
キ
ア
リ
。
中
実
ス
ル
者
ア
リ
。
中
空
ナ
ル
者
ヲ
鵞
管
石
ト
云
。 
【
250
】「『
三
代
ノ
実
録
』
貞
観
元
年
二
月
…
…
『
本
草
図
経
』
云
、
長
者
六
七
寸
。
色
白
澂
紅
」
の
部
分
、
国
本
な
し
。 
【
251
】「
云
々
」
の
部
分
、
国
本
は
「
石
之
津
気
鍾
聚
成
乳
滴
溜
成
石
。
故
名
石
鍾
乳
蘆
石
鵞
管
象
。
其
空
中
之
也
。
普
曰
生
大
山
山
谷
隆
処
岸
下
溜
汁
所
成
如
乳
汁
。
黄
白
色
空
中
相
通 
二
月
三
月
采
陰
乾
」
と
あ
る
も
、
甲
本
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
【
252
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
○
土
州
）
」
と
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
、 
【
253
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
『
事
物
異
名
』）」
と
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
【
254
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
『
証
治
準
縄
』）」
と
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
【
255
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
外
科
正
宗
）」
と
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
○
木
蘭
『
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
云
、
木
蘭
一
名
林
蘭
（
毛
久
良
迩
）。【
256
】
マ
タ
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
ニ
、
木
蘭
モ
ク
レ
ン
ゲ
。
シ
モ
ク
レ
ン
。
一
名
生
庭
（
『
名
物
法
言
』
）。
女
郎
花
（
『
粧
楼
記
』
）。
庭
院
ニ
多
ク
栽
叢
生
ス
。
木
高
サ
八
九
尺
。
葉
大
ニ
シ
テ
、
柿
葉
ノ
如
ク
末
廣
シ
。
長
サ
七
八
寸
。
光
沢
ア
リ
。
春
新
葉
ヲ
互
生
シ
、
初
夏
枝
上
コ
ト
ニ
一
花
ヲ
開
ク
。
七
八
辨
。
形
蓮
ノ
如
ク
。
辨
狹
ク
シ
テ
、
外
ハ
深
紫
色
内
ハ
白
色
微
紫
香
氣
ア
リ
テ
、
瑞
香
ノ
如
シ
。
中
二
寸
許
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ノ
心
ア
リ
。
形
筆
頭
ノ
如
ク
。
紫
刺
乱
布
ス
。『
汝
南
圃
史
』
ニ
、
如
小
浮
屠
ト
云
。
周
辺
ニ
黄
蕋
ア
リ
。
唐
山
ニ
ハ
白
花
。
黄
色
モ
ア
リ
ト
云
。 
【
256
】
甲
本
、
底
本
に
同
じ
。
国
本
、
以
下
の
記
述
な
く
し
て
、
代
わ
り
に
、 
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
木
蘭
（
モ
ク
ラ
ン
）、
林
蘭
（
同
）
ナ
ト
ア
リ
テ
、
和
名
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ス
。『
令
義
解
』
ニ
、
木
蘭
者
。
黄
橡
也
。
マ
タ
同
シ
『
釈
名
』
ニ
、
木
蘭
者
。
黄
橡
葡
萄
等
色
。
是
尺
似
緑
而
鈍
不
明
也
。
マ
タ
『
釈
氏
要
覧
』
ニ
、
律
有
三
種
。
壞
色
謂
青
黒
木
蘭
。
マ
タ
『
一
夕
抄
』
ニ
、
木
蘭
。
即
樹
皮
苾
蒭
。
マ
タ
『
六
物
図
』
ニ
、
木
蘭
皮
染
赤
黒
色
ナ
ト
ア
ル
ニ
由
ハ
、
染
用
ノ
具
ナ
ル
コ
ト
明
シ
。
尚
『
本
草
綱
目
』
同
啓
蒙
等
ニ
詳
論
ア
リ
。「
典
薬
寮
式
」
ニ
、
諸
國
進
年
料
。
雑
薬
太
宰
府
十
一
種
云
々
。
木
蘭
皮
百
五
十
斤
ト
ア
リ
。 
 
 
物
産
ナ
レ
ハ
、
此
所
ヨ
リ
モ
進
ツ
リ
シ
ラ
ン 
と
い
う
記
述
あ
り
。 
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肥
前
風
土
記
纂
註 
 
 
 
 
 
 
 
下 
値
嘉
島
。〈
在
二
郡
西
南
之
海
中
一
。
有
二
烽
冢
三
所
一
。
〉 
昔
者
。
同
天
皇
巡
幸
之
時
。
在
二
志
式
島
之
行
宮
一
。
御
二
覧
西
海
一
。
々
中
有
レ
島
。
烟
気
多
覆
。
勅
遣
二
陪
従
阿
曇
連
百
足
一
。
令
レ
察
レ
之
。
島
有
二
八
十
餘
一
。
就
中
二
島
。
々
別
有
レ
人
。
第
一
島
名
。
小
近
。
土
蜘
蛛
大
耳
居
レ
之
。
第
二
島
名
大
近
。
土
蜘
蛛
垂
耳
居
。
自
餘
之
島
。
並
人
不
レ
在
。
於
レ
茲
百
足
。
獲
二
大
耳
等
一
。
奏
聞
。
天
皇
勅
且
レ
令
二
誅
殺
一
。
時
大
耳
等
叩
頭
陳
聞
曰
。
大
耳
等
之
罪
。
実
當
二
極
刑
一
。
雖
レ
被
二
戮
殺
一
。
不
レ
足
レ
塞
レ
罪
。
若
降
二
恩
情
一
。
得
二
再 
生
一
者
。
奉
レ
造
二
御
贄
一
。
恒
貢
二
御
膳
一
。
即
取
二
木
皮
一
。
作
二
長
蚫
。
鞭
蚫
。
短
蚫
。
陰
蚫
。
羽
割
蚫
等
之
様
一
。
献 
レ
於
二
御
所
一
。 
（
『
釈
日
本
紀
』
十
五
【
257
】
ニ
、
値
嘉
島
。
血
鹿
島
。
肥
前
国
也
。
彼
国
有
値
嘉
郷
。
案
風
土
記
曰
。
更
勅
云
。
此
島
雖
遠
猶
見
如
近
。
可
謂
近
島
。
因
曰
値
嘉
島
。
或
有
一
百
餘
近
島
。
或
有
八
十
餘
近
島
。
） 
【
257
】「『
釈
日
本
紀
』
十
五
」
以
下
の
記
述
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
値
嘉
島
「
島
」
曼
本
「
郷
」
ニ
作
ル
。
小
値
嘉
ニ
テ
【
258
】
『
和
名
抄
』
ナ
ル
値
賀
郷
ナ
ラ
ン
【
259
】
。 
【
258
】
底
本
、「
ス
コ
シ
大
キ
ニ
カ
リ
ヘ
レ
」
の
傍
書
あ
り
。
文
意
不
明
に
よ
り
削
る
。 
【
259
】「
小
値
嘉
ニ
テ
『
和
名
抄
』
ナ
ル
値
賀
郷
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。 
○
烽
冢
「
冢
」
印
本
「
家
」
ニ
作
ル
。
荒
木
田
氏
ハ
疑
冢
誤
乎
ト
イ
ヒ
、
湯
本
「
冢
」
ニ
作
ル
ニ
拠
テ
改
ム
。
冢
ノ
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。 
○
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
志
式
島
〔
16
〕
「
神
名
式
」
ニ
、
肥
前
国
松
浦
郡
小
志
々
伎
神
社
ト
ア
リ
。（
○
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
二
月
ニ
、
進
肥
前
國
従
五
位
下
志
々
伎
神
従
五
位
上
。
マ
タ
「
志
々
伎
文
書
」
ニ
、
当
國
廳
宣
併
志
自
支
見
在
無
実
可
令
住
進
之
由
。
被
院
宣
畢
云
々
。
弘
安
七
年
十
一
月
十
八
日
。
大
宮
司
源
家
秀
ナ
ト
ア
リ
。
是
ナ
リ
）
現
今
縣
在
北
郡
志
式
村
ニ
ア
リ
。
伊
藤
氏
曰
、『
図
書
編
』（
日
本
国
図
）
ニ
、
志
々
岐
平
戸
津
ト
ア
ル
。
志
岐
ハ
、
此
島
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
志
々
岐
山
ト
イ
フ
。
又
五
竜
山
ト
云
モ
、
此
山
ノ
事
ナ
リ
。
○
明
300 
治
十
年
四
月
、
工
部
省
ノ
布
達
ニ
、
伏
瀬
村
、
礁
標
、
肥
前
平
戸
島
、
南
岬
ノ
南
東
、
並
ニ
平
戸
海
峡
、
南
口
ノ
南
、
凡
六
里
ノ
位
置
ニ
ア
リ
。
平
戸
島
ノ
南
端
ナ
ル
志
自
伎
山
ノ
嶺
ハ
、
北
三
拾
二
度
拾
五
分
。
西
黒
島
ノ
西
端
ナ
ル
大
樹
ハ
北
四
拾
度
拾
五
分
。
東
右
ハ
䛟
礁
ヨ
リ
起
算
セ
ル
眞
方
位
ナ
リ
。
平
戸
島
ハ
、
周
廻
凡
四
拾
三
里
二
拾
間
、
東
北
ヨ
リ
西
南
ニ
横
タ
ハ
リ
、
南
北
ニ
長
ク
、
東
西
二
里
十
二
丁
、
南
北
七
里
三
十
丁
。
人
家
三
千
七
百
、
港
口
ハ
東
西
四
丁
、
南
北
一
丁
半
、
深
三
仭
、
南
ニ
向
ヘ
リ
。
其
西
南
ニ
、
志
自
伎
山
ア
リ
。
山
ノ
一
角
、
海
ニ
斗
出
ス
ル
者
ヲ
、
志
自
伎
ノ
鼻
ト
イ
フ
。
此
処
西
海
ヲ
御
覧
ス
ル
ニ
、
甚
善
キ
所
ナ
レ
ハ
、
行
宮
ヲ
置
マ
シ
ヽ
ナ
ラ
ン
。
平
戸
ヨ
リ
浦
志
々
伎
マ
テ
七
里
十
丁
。 
〔
16
〕
青
柳
氏
曰
、
近
島
海
蚫
鰒
多
シ
。
海
人
ミ
ナ
男
子
ニ
シ
テ
、
ヨ
ク
潜
ス
。
此
郡
ノ
海
人
ノ
了
ハ
『
魏
志
』
倭
人
伝
ニ
、
末
盧
国
有
四
千
餘
戸
。
浜
山
海
居
草
木
茂
盛
行
不
見
前
。
人
好 
捕
魚
鰒
。
水
無
威
皆
沈
取
之
ナ
ト
ミ
エ
タ
リ
。 
○
勅
遣
「
遣
」
竃
本
・
曼
本
ナ
シ
。 
○
阿
曇
連
百
足
【
260
】
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
三
柱
綿
見
神
者
。
阿
曇
連
等
之
祖
神
。
以
伊
都
久
神
也
。
故
阿
曇
連
等
。
其
綿
津
見
神
之
子
。
宇
都
志
日
金
折
命
之
子
孫
也
ト
ア
リ
【
261
】
。（
栗
田
氏
曰
、『
記
伝
』
ニ
、
高
橋
朝
臣
ト
阿
曇
連
ト
世
々
御
膳
ノ
事
ニ
與
ル
。
考
フ
ル
ニ
、『
肥
前
風
土
記
』
松
浦
郡
値
嘉
島
ノ
下
云
々
。〈
今
日
本
文
ナ
リ
〉
連
百
足
ナ
ル
ニ
御
贄
ヲ
造
奉
リ
テ
、
御
膳
貢
ラ
ン
ト
云
ル
ニ
依
シ
ソ
信
ヒ
シ
ヨ
リ
ソ
高
橋
朝
臣
ト
並
ヒ
テ
膳
職
ニ
仕
奉
リ
、
高
ン
事
モ
亦
推
シ
テ
、
田
ヲ
阿
曇
連
ハ
イ
カ
ナ
ル
由
ト
モ
物
ニ
見
エ
ス
ト
ア
ル
ヲ
、
己
レ
ト
ア
ル
ヲ
思
フ
ヘ
シ
。
此
時
島
人
ノ
俗
ヲ
ミ
ソ
タ
ル
ハ
阿
曇
テ
罪
赦
サ
レ
シ
ヤ
ハ
阿
曇
連
百
足
ヲ
シ
テ
其
御
物
ヲ
掌
ラ
橋
ハ
志
摩
ノ
御
贄
ヲ
奉
リ
阿
曇
ハ
値
嘉
島
ノ
御
贄
ヲ
知
リ
ケ
知
ル
ベ
キ
ナ
リ
） 
【
260
】
以
下
の
部
分
、
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「『
姓
氏
録
』（
河
内
神
別
）
ニ
、
安
曇
連
綿
積
神
児
高
見
命
之
後
也
。
マ
タ
（
未
定
雜
姓
）
安
曇
連
于
都
斯
日
金
折
（
此
三
字
、
印
本
「
奈 
賀
」
ニ
作
ル
。『
古
事
記
』
ニ
拠
テ
改
ム
）
命
之
後
也
ナ
ト
ア
リ
。
百
足
ハ
何
レ
ノ
氏
人
ニ
カ
詳
カ
ナ
ラ
ス
。『
播
磨
風
土
記
』
ニ
、
難
波
長
柄
豊
前
天
皇
ノ
世
云
々
。
阿
曇
連
百
足
ト
ア
リ
。
同
名
異
人
ナ
リ
」
と
あ
り
。 
【
261
】
底
本
、
こ
の
下
の
「
百
足
ハ
此
ノ
氏
人
ナ
ラ
ン
」
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
令
察
「
令
」
上
、
竃
本
・
曼
本
「
遣
」
字
ア
リ
。 
○
中
二
島
々
「
島
々
」
二
字
、
異
本
「
処
」
ニ
作
ル
。 
○
小
近
大
近
『
古
事
記
』（
神
世
）
ニ
、
知
訶
島
名
。
謂
天
之
忍
男
ト
ア
リ
。
此
ハ
大
近
小
近
何
レ
ノ
中
ナ
ラ
ン
。
小
近
ハ
北
郡
ニ
遠ヲ
値チ
嘉カ
島
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
。
大
近
ハ
、
南
郡
ニ
宇
久
・
中
通
・
奈
留
・
久
賀
・
福
江
ノ
五
島
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
。『
日
本
紀
』（
敏
達
天
皇
十
二
年
十
月
）
ニ
、
恩
率
参
官
副
罷
國
時
云
々
。
発
途
於
血
鹿
。
マ
タ
（
天
武
天
皇
四
年
四
月
）
三
位
麻
績
王
。
有
罪
云
々
。
一
子
流
血
鹿
島
。
マ
タ
（
六
年
五
月
）
新
羅
人
阿
飡
朴
刺
破
從
人
三
口
僧
三
人
。
漂
着
於
血
鹿
301 
島
。
マ
タ
『
続
紀
』（
天
平
十
二
年
十
一
月
）
ニ
、
大
將
軍
東
人
等
言
云
々
。
捕
獲
賊
廣
嗣
。
於
肥
前
國
松
浦
郡
値
嘉
島
。
長
野
村
云
々
。
申
云
。
廣
嗣
之
舩
。
従
知
駕
島
去
。
遂
着
等
保
知
駕
島
。（
○
大
近
）
色
都
島
矣
。
マ
タ
『
後
紀
』（
延
暦
二
十
四
年
六
月
）
ニ
、
遣
唐
使
第
一
舩
。
到
泊
對
馬
国
。
下
縣
郡
大
使
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂
上
奏
言
。
臣
葛
野
麻
呂
等
。
去
年
七
月
六
日
。
発
従
肥
前
國
松
浦
郡
田
浦
。（
○
南
郡
）
四
舩
入
海
云
々
。
遣
唐
使
第
二
舩
。
判
官
正
六
位
上
管
原
朝
臣
清
公
。
未
到
肥
前
國
松
浦
郡
値
嘉
島
。
附
駅
上
奏
。
マ
タ
（
弘
仁
四
年
三
月
）
太
宰
府
言
。
肥
前
國
司
。
今
月
四
日
解
偁
。
基
肄
軍
團
校
尉
眞
弓
等
。
去
二
月
二
十
九
日
解
偁
。
新
羅
一
百
十
人
。
駕
五
艘
舩
着
小
近
島
。
與
土
民
相
戰
。
即
打
殺
九
人
。
捕
獲
一
百
一
人
者
。
マ
タ
『
続
後
紀
』（
承
和
三
年
七
月
）
ニ
、
勅
符
。
太
宰
大
貳
藤
原
朝
臣
廣
敏
等
。
得
今
月
十
日
飛
駅
奏
。
知
遣
唐
使
第
一
第
四
舩
廻
着
肥
前
國
之
状
。
使
等
不
利
西
駅
漂
廻
嘗
艱
。
宣
安
置
府
館
。
迄
于
更
発
。
依
旧
供
億
。
又
按
等
奏
。
両
舶
摧
残
。
更
須
改
営
。
府
宜
便
修
理
。
令
得
渡
海
。
其
匠
手
者
復
將
択
遣
。
又
第
二
第
三
両
舶
。
疑
亦
或
廻
着
。
値
嘉
島
涯
畔
可
着
舩
処
。
為
置
斥
候
。
以
備
接
援
。
如
有
漂
着
。
丞
以
上
奏
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
十
八
年
三
月
）
ニ
、
参
議
太
宰
権
帥
従
三
位
在
原
朝
臣
行
平
。
起
請
二
事
云
々
。
其
二
事
。
請
合
肥
前
国
松
浦
郡
。
庇
羅
。
値
嘉
両
郷
。
更
建
二
郡
。
号
上
近
。
下
近
。
置
値
嘉
島
云
々
。
今
件
二
郷
。
地
勢
曠
遠
。
戸
口
殷
阜
。
又
土
産
所
出
物
多
奇
異
。
而
徒
委
郡
司
。
恣
令
聚
歛
。
彼
土
之
民
。
厭
私
求
之
苛
。
切
欲
貢
輸
於
公
家
。
総
是
國
司
難
巡
。
検
郷
長
少
権
勢
之
所
致
也
。
加
之
地
居
海
中
境
隣
異
俗
。
大
唐
新
羅
人
来
者
。
本
朝
入
唐
使
等
。
莫
不
経
歴
此
島
。
府
頭
人
民
申
云
。
去
貞
観
十
一
年
。
新
羅
人
掠
奪
貢
舩
。
絹
綿
等
日
。
其
賊
同
経
件
島
来
。
以
此
観
之
。
此
地
是
当
国
樞
轄
之
地
。
宣
択
令
長
以
愼
防
禦
。
又
去
年
或
人
民
等
申
云
。
唐
人
等
必
先
到
件
島
。
多
採
香
薬
。
以
加
貨
物
。
不
令
此
間
人
民
観
其
物
。
又
其
海
濱
多
奇
石
。
或
鍛
練
得
銀
。
或
琢
磨
似
玉
。
唐
人
等
好
取
其
石
。
不
暁
土
人
。
以
此
言
之
。
不
委
以
其
人
之
弊
。
大
都
皆
如
此
者
也
。
望
請
。
合
件
二
郷
。
更
建
二
郡
。
号
上
近
下
近
。
便
為
値
嘉
島
。
新
置
島
司
郡
領
。
任
土
貢
。
但
其
俸
料
挙
定
正
税
公
廨
之
間
。
令
兼
任
肥
前
国
権
官
。
於
是
。
公
卿
奏
議
曰
。
臣
聞
。
聖
人
済
世
以
便
物
。
為
先
明
王
馭
民
。
以
制
宜
為
貢
。
今
行
平
所
請
上
件
二
條
漸
欲
省
風
浪
。
運
漕
之
費
。
存
封
疆
任
土
之
規
。
有
以
詳
矣
。
臣
等
伏
以
商
量
。
営
水
田
充
年
糧
事
。
頗
乖
仍
旧
謀
合
権
宜
。
請
試
許
。
二
年
先
明
息
耗
分
両
郷
一
島
事
。
謂
苟
利
公
豈
期
膠
柱
。
請
随
其
所
陳
將
以
改
置
。
謹
録
事
状
。
伏
聴
天
裁
。
奏
可
〔
17
〕
。（
上
近
下
近
ノ
郡
名
、
書
等
ニ
見
エ
サ
レ
ハ
、
此
請
願
許
可
ア
リ
シ
モ
、
遂
ニ
行
ナ
ハ
レ
サ
リ
シ
ナ
ラ
ン
）
マ
タ
『
貞
観
儀
式
』
ニ
、
四
方
之
界
。
西
方
遠
値
嘉
〔
18
〕
。
マ
タ
『
入
唐
五
家
傳
』（
安
詳
寺
恵
運
）
ニ
、
承
和
九
年
五
月
。
端
午
日
。
即
出
去
観
音
寺
。
在
太
宰
府
博
多
津
頭
。
始
上
舩
到
於
肥
前
國
松
浦
郡
遠
値
嘉
島
。（
○
遠
ハ
遠
丘
ノ
遠
ニ
テ
此
ハ
南
部
ヲ
云
）
那
留
浦
。
マ
タ
『
延
暦
寺
座
主
円
珎
伝
』
ニ
、
至
仁
寿
二
年
。
値
唐
國
商
人
飲
良
暉
交
関
舩
来
。
三
年
七
月
十
七
日
。
上
舩
到
値
嘉
島
。
停
泊
鳴
（
○
那
留
）
浦
。
マ
タ
『
詞
林
采
葉
抄
』
ニ
、
藤
原
廣
嗣
、
軍
ヲ
引
テ
知
賀
島
ヨ
リ
竜
駒
ニ
鞭
ウ
チ
テ
、
海
ヲ
ワ
タ
ル
。
馬
前
マ
ズ
怒
ヲ
ナ
シ
テ
竜
駒
ノ
切
テ
、
舟
ニ
乘
テ
國
ヲ
指
テ
ユ
ク
ニ
、
逆
風
吹
返
ス
。
ト
キ
ニ
松
浦
ノ
橘
ノ
島
ニ
イ
タ
ル
。
官
軍
ト
リ
302 
コ
メ
テ
之
ヲ
対
ツ
。
マ
タ
『
八
雲
御
抄
』
ニ
、
チ
カ
ノ
島
（
肥
前
）。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
松
浦
郡
値
賀
村
。
マ
タ
『
肥
壱
名
蹟
考
證
』
ニ
、
智
可
島
（
今
日
五
島
ヲ
指
ス
。
）
在
郡
西
南
海
中
。
去
平
戸
二
千
許
里
。
マ
タ
『
名
所
方
角
抄
』
ニ
、
近
浦
ハ
上
松
浦
（
今
日
北
郡
ヲ
云
カ
）
ニ
ア
リ
。
マ
タ
『
万
葉
集
』（
五
）
ニ
、
阿
庭
可
遠
志
（
本
居
翁
曰
、
智
可
ノ
枕
言
）
智
可
能
岬
（
今
日
一
本
岬
ニ
誤
ル
）
欲
利
。『
後
拾
遺
集
』
ニ
、
近
浦
ニ
波
ヨ
セ
カ
リ
ル
、
コ
ミ
チ
シ
テ
、
ヒ
ル
マ
ナ
リ
テ
モ
、
暮
シ
ツ
ル
哉
。『
新
後
撰
集
』
ニ
、
ヤ
ヒ
ナ
シ
ヤ
、
ミ
ル
メ
ハ
カ
リ
ヲ
、
契
チ
ニ
テ
、
尚
袖
ヌ
ル
ニ
、
近
ノ
浦
風
。『
新
六
帖
』
ニ
、
近
ノ
浦
ニ
、
ヤ
リ
塩
ケ
フ
リ
、
春
ハ
マ
タ
、
ヒ
ト
ツ
霞
ト
、
ナ
リ
ニ
ケ
ル
カ
ナ
。『
名
寄
』
ニ
、
ア
カ
ツ
キ
ノ
、
近
ノ
浦
風
、
オ
ト
サ
エ
テ
、
友
ナ
シ
千
島
、
ナ
シ
ニ
ナ
ク
ナ
リ
。
モ
ロ
コ
シ
モ
、
近
ノ
浦
ワ
ノ
、
ヨ
ル
ノ
夢
、
オ
モ
ハ
ヌ
方
ソ
、
遠
ツ
舟
人
。『
後
一
條
入
道
関
白
家
集
』
ニ
、
面
影
ノ
、
サ
キ
タ
ツ
月
ニ
、
ネ
ヲ
ソ
ハ
テ
、
別
レ
ハ
近
ノ
、
島
ソ
カ
ナ
シ
キ
。
白
波
ノ
、
カ
ヽ
レ
ル
山
ヲ
、
ミ
ワ
タ
セ
ハ
、
近
ノ
島
ニ
ハ
、
ア
ラ
ヌ
ナ
リ
ケ
リ
。
マ
タ
『
記
略
』（
長
徳
四
年
九
月
）【
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】
ニ
、
太
宰
府
言
上
。
下
知
貴
駕
島
。（
○
貴
ハ
行
）
追
捕
南
蛮
田
。
マ
タ
下
値
賀
五
島
公
文
所
。
可
早
任
先
例
預
所
并
関
東
御
下
知
等
旨
。
以
山
代
（
○
西
郡
）
地
頭
。
固
（
○
松
浦
党
）
為
値
賀
五
島
総
追
捕
使
。
直
人
身
相
副
御
綿
御
使
令
致
御
年
貢
已
下
。
所
出
物
沙
汰
事
云
々
。
安
貞
二
年
七
月
三
日
。
平
田
翁
曰
、
値
嘉
島
ハ
今
ノ
五
島
、
平
戸
ナ
ド
ノ
島
々
ヲ
総
称
ナ
ル
ベ
シ
【
263
】
。
其
故
ハ
、
此
島
歴
史
ニ
シ
エ
テ
「
清
和
紀
」
貞
観
十
八
年
ノ
文
ニ
テ
モ
大
ナ
ル
島
ト
聞
エ
、
在
所
モ
能
叶
ヒ
、
風
土
記
ニ
、
数
多
ク
ヤ
ル
由
イ
ヘ
ル
モ
、
能
叶
ヘ
レ
バ
ナ
リ
。
五
島
・
平
戸
ヘ
、
肥
前
ノ
西
北
ノ
海
ヨ
リ
南
ヘ
遥
ニ
聠
ナ
リ
テ
、
多
ク
ノ
島
ニ
ア
リ
。
今
モ
松
浦
郡
ニ
属
リ
。
平
戸
ト
云
ハ
、
カ
ノ
庇
羅
郷
ヨ
リ
出
タ
ル
名
ナ
ル
ベ
シ
〔
19
〕
。
青
柳
氏
曰
、
平
戸
ノ
西
南
ニ
、
大
島
五
ア
リ
。
因
テ
五
島
ト
イ
フ
。
古
ノ
大
近
ナ
リ
【
264
】
。
小
島
数
十
。
ソ
ノ
左
右
ニ
連
レ
リ
。
凡
テ
田
畠
少
ク
人
家
海
浜
ニ
ア
リ
テ
、
漁
夫
ノ
ミ
ナ
リ
。
海
深
ク
シ
テ
諸
漁
ニ
便
リ
ヨ
シ
。
山
ハ
岩
石
聳
テ
平
地
少
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
諸
木
繁
茂
シ
テ
薪
樵
ス
ル
ニ
堪
タ
リ
。
因
テ
浦
々
モ
富
テ
民
家
多
シ
。
足
利
家
衰
乱
ノ
頃
ハ
海
賊
ド
モ
多
ク
、
此
島
ニ
集
リ
テ
度
々
明
國
ヲ
犯
セ
シ
コ
ト
、
彼
國
ノ
書
等
ニ
見
エ
タ
リ
。『
武
備
志
』
ニ
、
肥
前
懸
海
為
平
戸
。
平
戸
之
西
為
五
島
【
265
】
。
マ
タ
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
源
勝
（
○
松
浦
党
）
乙
亥
年
。
遣
使
来
朝
。
書
称
五
島
。
宇
久
守
。
源
勝
。
受
国
書
約
歳
遣
一
二
舩
。
丁
丑
年
。
以
刷
還
我
漂
流
人
。
特
加
一
舩
。
居
宇
久
島
総
治
五
島
有
麾
下
兵
。
（
○
同
書
ニ
本
島
ノ
人
此
外
ニ
ニ
モ
見
エ
タ
リ
）
ナ
ド
ア
リ
。 
【
262
】「
マ
タ
『
記
略
』（
長
徳
四
年
九
月
）
ニ
…
…
安
貞
二
年
七
月
三
日
」
国
本
な
し
。 
【
263
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
今
日
、
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
抑
知
訶
ト
云
名
ハ
、
平
戸
ノ
志
々
伎
ヨ
リ
御
覧
シ
テ
ノ
名
ナ
レ
ハ
、
五
島
ヲ
ノ
ミ
云
テ
、
平
戸
ニ
ハ
カ
ヽ
ル
理
ナ
シ
）」
と 
い
う
分
注
あ
り
。 
【
264
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
今
日
、
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
大
近
ノ
ミ
ニ
非
ス
。
小
近
ヲ
モ
イ
ヘ
リ
）
」
と
い
う
分
注
あ
り
。 
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【
265
】
国
本
、
こ
の
下
に
「（
五
島
ハ
宇
久
・
中
通
・
奈
留
・
久
賀
・
福
江
ナ
リ
）」
と
い
う
分
注
あ
り
。 
〔
17
〕「
主
税
式
」
肥
前
云
々
等
国
。
毎
年
穀
二
千
石
漕
送
對
馬
島
。
以
充
島
司
及
防
人
等
粮
。
其
部
領
舩
賃
挾
抄
水
手
功
粮
並
用
正
税
。
マ
タ
凡
壱
岐
島
々
分
寺
法
令
布
施
供
養
料
。
稲
一 
万
二
千
七
十
一
束
把
一
分
五
毫
。
太
宰
府
以
管
内
諸
国
正
税
通
計
以
充
行
。
肥
前
国
二
千
七
百
六
十
六
束
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
行
手
ノ
請
ノ
行
ハ
レ
サ
ル
ヲ
知
ヘ
シ
。 
〔
18
〕『
拾
芥
抄
』 
本
朝
四
方
隅
追
儺
祭
文
追
疫
鬼
云
。
東
方
陸
奥
西
方
逮
値
賀
。 
肥
前
島
ニ
カ
。 
〔
19
〕
伊
藤
氏 
ヲ
チ
カ
ハ
平
戸
志
式
、
其
外
近
辺
ノ
島
々
ニ
ワ
タ
レ
ル
名
ナ
ル
ヘ
シ
。 
重
テ
按
ニ
、
上
松
浦
ニ
チ
カ
、
河
内
村
・
チ
カ
村
ナ
ト
ア
リ
。
之
ナ
ル
ベ
シ
。 
○
雖
被
「
雖
」
竃
本
・
湯
本
・
曼
本
「
萬
」
ニ
作
ル
。 
○
奉
造
御
贄
恒
貢
御
膳
此
ハ
其
罪
ヲ
贖
ン
カ
為
ニ
御
贄
ヲ
貢
シ
奉
リ
シ
ナ
リ
。「
職
員
令
」
ニ
、
宮
内
省
。
卿
一
人
。
掌
出
納
諸
国
調
雜
物
云
々
。
諸
方
口
味
事
。
マ
タ
大
膳
大
夫
一
人
。
掌
諸
国
調
雜
物
云
々
事
。
マ
タ
「
宮
内
省
式
」
ニ
、
諸
国
例
貢
御
贄
云
々
。
太
宰
云
々
。
右
諸
国
御
贄
。
並
依
前
件
。
省
即
検
領
各
付
所
司
。
例
貢
御
贄
直
進
内
裏
。
其
甲
斐
。
信
濃
。
太
宰
等
。
返
抄
申
官
行
下
。
自
餘
諸
国
少
与
返
抄
。
太
宰
府
云
々
。
右
依
前
検
随
到
。
検
収
附
内
膳
司
。
マ
タ
「
内
膳
式
」
ニ
、
年
料
云
々
。
太
宰
府
。（
御
取
鰒
四
百
五
拾
九
斤
五
褁
。
薄
鰒
八
百
五
十
五
斤
十
五
褁
。
火
焼
鰒
三
百
三
十
五
斤
四
褁
。
已
上
調
物
鮒
鮨
一
百
七
十
八
斤
五
缶
。
鰒
一
百
八
斤
三
缶
。
腹
漬
鰒
二
百
九
十
六
斤
九
缶
。
甘
腐
鰒
九
十
八
斤
二
缶
。
以
上
中
男
作
物
鮨
年
二
百
二
十
三
斤
六
缶
。
煮
塩
年
魚
八
百
三
十
九
斤
二
十
缶
。
内
子
鮨
年
魚
三
十
六
斤
一
缶
。
以
上
梁
作
鯛
醤
四
斗
八
升
二
缶
。
宍
醢
二
斗
三
升
一
缶
。
蒜
房
漬
一
石
五
斗
七
升
六
缶
。
以
上
厨
作
雉
腊
二
軣
六
十
篭
別
三
翼
。
右
諸
国
所
貢
並
依
前
年
仍
収
贄
殿
擬
供
。
マ
タ
「
主
計
式
」
ニ
、
肥
前
国
調
云
々
。
薄
鰒
。
マ
タ
中
男
作
物
絹
鰒
）
ト
ア
リ
。
此
度
ノ
造
貢
ナ
ド
遂
ニ
恒
例
ト
ナ
リ
シ
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
【
266
】
。『
後
紀
』（
大
同
元
年
五
月
）
ニ
、
停
諸
国
雜
贄
腹
赤
魚
。
木
蓮
子
等
。
以
息
民
肩
也
。
ト
ア
レ
ド
モ
、『
西
宮
記
』
ニ
、
贄
殿
在
内
膳
中
太
宰
府
。
及
諸
国
所
進
御
供
納
供
御
ト
ア
レ
バ
、
復
貢
献
セ
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
266
】「
此
度
ノ
造
貢
ナ
ド
遂
ニ
恒
例
ト
ナ
リ
シ
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う
記
述
、
国
本
な
し
。 
○
取
木
皮
作
云
々
等
之
様
此
ハ
マ
ヅ
木
皮
ヲ
ト
リ
、
種
々
ノ
蚫
等
ノ
様
ヲ
ツ
ク
リ
、
見
本
ト
ナ
セ
シ
ナ
リ
。 
○
長
蚫
蚫
ヲ
打
延
シ
テ
長
ク
ナ
シ
ツ
ル
物
ナ
リ
。「
主
計
式
」
ニ
、
肥
前
国
調
云
々
。
長
鰒
二
十
四
斤
ト
ア
リ
。
今
ニ
南
郡
富
江
村
等
ノ
人
、
コ
レ
ヲ
製
ス
ト
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。
谷
川
氏
曰
、『
野
槌
』
ニ
、
ウ
チ
鰒
ハ
ノ
シ
鰒
ナ
リ
ト
云
リ
。
朝
鮮
人
引
鰒
ト
書
リ
。
今
日
「
主
計
式
」
ニ
、
都
々
伎
鰒
ア
リ
。
都
々
伎
ハ
打
敲
ニ
テ
、
則
チ
長
ク
ナ
シ
ツ
ル
鰒
ナ
リ
。 
○
鞭
蚫
鞭
ノ
状
ニ
製
シ
ツ
ル
者
カ
。「
主
計
式
」
ニ
モ
鞭
蚫
ト
見
エ
タ
リ
。 
○
短
蚫
此
ハ
長
蚫
ニ
對
ヘ
タ
ル
名
ナ
リ
。「
内
膳
式
」
ニ
、
太
宰
府
。
短
鰒
五
百
十
八
斤
十
二
褁
云
々
。
右
諸
国
所
貢
。
並
依
前
件
。
マ
タ
「
主
計
式
」
に
、
肥
前
国
調
云
々
。
短
鰒
五
百
三
十
四
斤
ナ
ド
ア
リ
。 
○
陰
蚫
陰
乾
シ
ツ
ル
蚫
ナ
リ
。「
内
膳
式
」
ニ
、
陰
蚫
八
十
六
斤
三
褁
。
マ
タ
「
主
計
式
」
ニ
、
蔭
蚫
ナ
ド
ア
リ
。 
○
羽
割
蚫
鳥
ノ
羽
ノ
如
ク
小
ク
割
テ
重
ネ
タ
ル
者
ナ
リ
。「
主
計
式
」
ニ
、
肥
前
国
調
云
々
。
羽
割
鰒
二
十
四
斤
ナ
ド
ア
リ
。
此
等
何
レ
ノ
頃
マ
テ
貢
調
シ
ケ
ル
カ
。『
書
紀
』
ノ
徴
ス
ベ
キ
ナ
シ
。 
 
於
レ
茲
天
皇
。
垂
二
恩
赦
一
放
。
更
勅
云
。
此
島
雖
レ
遠
。
猶
見
レ
如
レ
近
。
可
レ
謂
二
近
島
一
。
因
曰
二
値
嘉
島
一
。
則
有
二
檳
榔
。
木
蘭
。
柂
子
。
木
蓮
子
。
黒
葛
。
篁
。
篠
。
木
綿
。
荷
。
莧
一
。
海
則
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
。
鯖
。
雜
魚
。
海
藻
。
海
松
。
雜
海
菜
一
。
彼
白
水
郎
富
レ
於
二
馬
牛
一
。
或
有
二
一
百
餘
近
島
一
。
或
有
二
八
十
餘
近
島
一
。
西
有
二
泊
レ
舩
之
停
二
處
一
。
〈
一
処
名
曰
二
相
子
田
停
一
。
応
レ
泊
二
二
十
餘
舩
一
。
一
処
名
曰
二
川
原
浦
一
。
応
泊
二
一
十
餘
舩
一
。
〉
遣
レ
唐
之
使
。
従
二
此
停
一
発
。
到
二
美
彌
良
久
之
済
一
。〈
即
川
原
浦
之
西
済
是
也
。
〉
従
レ
此
発
レ
舩
指
レ
西
度
之
。
此
島
白
水
郎
。
容
貌
似
二
隼
人
一
。
恒
好
二
騎
射
一
。
其
言
語
異
二
俗
人
一
也
。 
異
本
、
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
如
近
「
如
」
湯
本
・
異
本
ナ
シ
。 
○
値
嘉
島
【
267
】
此
ハ
小
値
賀
ヲ
イ
ヘ
ル
ニ
テ
、
値
賀
ト
イ
フ
名
ハ
小
値
賀
ヲ
本
ニ
テ
、
大
値
賀
ト
云
名
モ
イ
デ
キ
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
267
】
国
本
、
こ
の
部
分
「
大
近
・
小
近
ヲ
総
テ
称
ヘ
ル
名
ナ
リ
。
上
（
大
近
・
小
近
ノ
注
）
ニ
出
」
と
す
。
甲
本
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
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檳
榔
「
内
蔵
寮
式
」
ニ
、
諸
国
年
料
供
進
。
檳
榔
。
馬
蓑
六
十
領
云
々
。
右
太
宰
府
所
進
。
マ
タ
「
典
薬
寮
式
」
ニ
、
諸
国
進
年
料
雜
薬
。
太
宰
府
云
々
。
檳
榔
子
廿
斤
ナ
ド
ア
リ
。
此
処
ノ
供
進
モ
此
中
ニ
ア
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。『
箋
註
和
名
抄
』【
268
】
ニ
、『
兼
名
苑
』
註
云
、
檳
榔
（
賓
郎
二
音
此
間
音
旻
朗
○
『
本
草
和
名
』
云
、
和
名
阿
知
末
佐
）
葉
聚
樹
端
。
有
十
餘
一
房
数
百
子
者
也
。『
本
草
』
云
、
檳
榔
子
。
一
名
蒳
子
。（
上
音
納
。
○
『
千
金
翼
方
』『
証
類
本
草
』
中
品
有
檳
榔
子
。
不
載
。
一
名
『
證
類
本
草
』
引
陶
隱
居
云
、
小
者
南
人
名
蒳
子
。
則
知
蒳
之
名
出
陶
注
也
。
又
依
陶
注
蒳
子
。
是
檳
榔
子
之
小
者
。
非
檳
榔
子
。
之
別
名
源
君
引
為
一
名
誤
按
阿
知
末
佐
。
盖
浦
葵
之
和
名
檳
榔
棕
櫚
蒲
葵
。
其
状
相
似
故
多
誤
。
上
林
賦
李
善
注
引
『
仙
薬
録
』
云
、
檳
榔
一
名
棕
。
又
混
檳
榔
棕
為
一
物
。
故
輔
仁
以
阿
知
末
佐
。
訓
檳
榔
。
『
続
紀
』
檳
榔
扇
。
「
斎
宮
式
」
檳
榔
葉
及
檳
榔
毛
車
皆
謂
蒲
葵
。
今
俗
亦
呼
蒲
葵
為
毘
良
宇
。
對
馬
呼
呉
波
源
君
。
盖
知
其
不
同
。
故
不
従
輔
仁
所
訓
也
）
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
檳
榔
（『
別
録
』
中
品
）。『
釈
名
』
賓
門
（
李
当
之
葉
對
）
仁
頻
洗
瘴
丹
。
時
珎
曰
、
檳
榔
。
皆
貴
容
之
称
。
南
方
草
木
状
言
。
交
廣
人
。
凡
貴
勝
旅
客
。
必
先
呈
此
果
。
若
邂
逅
不
役
。
用
役
。
用
相
慊
恨
。
則
檳
榔
名
義
盖
取
于
此
。
炮
炙
論
謂
。
尖
者
為
檳
。
円
者
為
榔
。
雷
氏
言
。
尖
長
而
有
紫
文
者
。
名
檳
円
。
大
而
矮
者
名
榔
々
力
大
。
而
檳
力
小
。
以
作
鷄
心
状
正
穏
心
不
虚
。
破
之
作
錦
文
者
。
為
佳
尓
。
嶺
南
人
噉
之
。
以
當
果
食
。
言
南
方
地
湿
不
食
此
。
無
以
袪
瘴
癘
也
。
生
食
其
味
苦
渋
。
時
珎
曰
、
檳
榔
樹
初
生
。
若
筍
竿
積
硬
引
莖
直
上
。
莖
幹
頗
似
桄
榔
子
。
而
有
節
。
旁
有
枝
柯
條
従
心
生
端
頂
。
有
葉
。
如
甘
蕉
條
派
開
破
風
至
。
則
如
羽
扇
掃
天
之
状
。
三
月
葉
中
腫
起
一
房
。
因
自
折
裂
出
穂
。
凡
数
百
顆
。
大
和
桃
李
。
又
生
刺
重
累
子
于
下
。
以
護
衛
其
実
。
五
月
成
熟
。
剥
去
其
皮
。
煮
其
肉
。
而
乾
之
。
皮
皆
筋
糸
与
大
腹
皮
同
也
。
其
『
啓
蒙
』
ニ
、
檳
榔
。
一
名
棕
然
（
『
通
雅
』
）。
仁
榔
（
『
類
書
纂
要
』
）。
和
産
ナ
シ
。
子
ハ
多
ク
舶
来
ア
リ
。
時
珎
ノ
説
ニ
、
形
状
ヲ
説
ク
コ
ト
詳
ラ
カ
ナ
レ
ド
モ
、『
廣
東
新
語
』
ニ
、
尤
尽
セ
リ
。『
廣
東
新
語
』
曰
、
実
未
熟
者
。
曰
梹
榔
。
青
々
皮
殻
也
。
以
檳
榔
肉
兼
食
之
。
味
厚
而
芳
瓊
。
人
最
嗜
之
。
熟
者
曰
。
檳
榔
。
肉
。
亦
曰
。
玉
子
。
則
廉
欽
新
會
及
西
粤
交
趾
人
嗜
之
。
熟
而
乾
焦
。
連
殻
者
曰
棗
子
。
檳
榔
則
高
雷
。
陽
江
陽
春
人
嗜
之
。
以
塩
漬
者
曰
。
檳
榔
鹹
則
廣
則
肇
慶
人
嗜
之
日
曝
。
既
乾
心
小
如
香
附
者
。
曰
乾
檳
榔
。
則
恵
潮
東
莞
順
徳
人
嗜
之
。
谷
川
氏
曰
、『
花
暦
百
泳
』
曰
、
檳
榔
賓
子
与
郎
。
皆
貴
客
之
称
。
土
人
遇
客
。
必
薦
故
名
。『
正
字
通
』
曰
、
六
朝
時
。
江
東
皆
好
檳
榔
。
豫
章
王
嶷
遺
言
。
惟
陳
乾
飯
檳
榔
。
任
肪
母
性
嗜
檳
榔
。
劉
穆
之
以
金
桙
盛
檳
榔
。
宋
蘇
軾
謂
紅
潮
発
頬
酔
檳
榔
。
朱
喜
謂
収
得
檳
榔
為
袪
痰
。
然
則
食
檳
榔
者
。
非
獨
廣
東
也
。
本
居
翁
曰
【
269
】
、『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
檳
榔
、
ヒ
リ
ヤ
ウ
（
今
日
同
書
ニ
檳
榔
子
ヒ
ラ
ウ
シ
蒳
子
同
ト
モ
ア
リ
）
ト
ア
リ
。『
続
紀
』
ニ
、
檳
榔
扇
。「
斎
宮
式
」
ニ
、
檳
榔
葉
二
枚
戸
坐
ナ
ド
見
ユ
。
又
檳
榔
毛
車
ト
ア
リ
。（
今
日
内
膳
司
ニ
年
料
檳
榔
葉
二
十
八
枚
八
枚
．
．
扇
涼
御
飯
料
二
十
枚
扇
雜
膳
火
料
ト
ア
リ
）
或
ビ
リ
ヤ
ウ
毛
ノ
車
ナ
ド
ノ
ビ
リ
ヤ
ウ
ハ
、
蒲
葵
ト
云
物
ナ
リ
。
其
ヲ
ビ
リ
ヤ
ウ
ト
云
ハ
、
比
閭
ノ
音
ナ
リ
。
比
閭
ハ
今
云
シ
ユ
ロ
ノ
木
ニ
テ
、
檳
榔
ニ
非
ル
ヲ
古
ニ
モ
誤
リ
テ
、
シ
ユ
ロ
ノ
木
ヲ
蒲
葵
ト
セ
ン
事
ア
リ
シ
ニ
依
テ
、
此
国
ニ
テ
モ
蒲
葵
ヲ
比
閭
ト
シ
テ
、
ビ
リ
ヤ
ウ
ト
イ
フ
。
檳
榔
字
ヲ
用
ヒ
来
レ
ル
ナ
リ
ト
云
。
此
説
サ
モ
ア
ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
ビ
リ
ヤ
ウ
ヲ
比
閭
ノ
音
ト
云
ル
ハ
非
ス
。
ビ
リ
ヤ
ウ
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ハ
、
ビ
ラ
ウ
ト
モ
云
ハ
、
即
檳
榔
ノ
字
音
ナ
リ
。
古
ニ
ア
チ
マ
サ
ト
云
シ
物
ハ
檳
榔
字
ヲ
ハ
當
レ
ド
モ
、
実
ハ
檳
榔
カ
蒲
葵
カ
定
メ
難
ケ
レ
ド
モ
、
中
昔
ニ
檳
榔
毛
車
ナ
ド
云
シ
。
檳
榔
モ
蒲
葵
ト
聞
ユ
レ
ハ
、
ア
チ
マ
サ
モ
蒲
葵
ナ
ラ
ン
カ
。
薩
摩
ニ
檳
榔
島
ア
リ
テ
、
其
処
ニ
ア
ル
モ
蒲
葵
ナ
リ
ト
云
リ
。
檳
榔
ト
棕
櫚
ト
蒲
葵
ト
ハ
大
カ
タ
似
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
【
270
】
、
已
ニ
漢
国
ニ
テ
モ
マ
キ
レ
ツ
ル
事
ア
レ
ハ
、
況
テ
此
方
ニ
テ
古
ソ
ノ
漢
名
ヲ
當
シ
ハ
、
マ
ギ
レ
ケ
ン
事
宜
ナ
リ
。
土
佐
ノ
海
ニ
モ
、
ビ
ラ
ウ
島
ト
云
ア
リ
テ
、
山
ハ
悉
ク
ビ
ラ
ウ
ノ
木
生
タ
リ
ト
云
リ
。（
今
日
今
ニ
浦
志
々
伎
村
ニ
ハ
眞
ノ
檳
榔
ヲ
産
ス
ト
ソ
） 
【
268
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
「
斎
宮
式
」
檳
榔
葉
及
檳
榔
毛
車
皆
謂
蒲
葵
。
今
俗
亦
呼
蒲
葵
為
毘
良
宇
。
對
馬
呼
呉
波
源
君
。
盖
知
其
不
同
。
故
不
従
輔
仁
所
訓
也
」
国
本
な
し
。 
【
269
】
国
本
、「
本
居
翁
曰
」
の
部
分
「
『
和
名
抄
』
ニ
、『
兼
名
苑
』
云
、
檳
榔
葉
衆
樹
端
有
十
餘
房
。
一
房
数
百
子
也
者
。
『
本
草
』
云
、
榔
子
、
一
名
蒳
子
ト
ア
リ
テ
、
和
名
ハ
見
エ
ス
」 
と
す
。 
【
270
】
国
本
こ
の
下
に
「（
今
日
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
ハ
栟
櫚
蒲
葵
已
上
同
ト
ア
リ
。）」
と
あ
り
。
底
本
・
甲
本
な
し
。 
梔
子
『
日
本
紀
』（
天
武
天
皇
十
年
八
月
）
ニ
、
支
子
。
マ
タ
『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
支
子
。（
久
知
奈
之
）
マ
タ
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
唐
韵
』
云
梔
。（
音
支
医
家
書
等
。
用
支
子
二
字
。
久
知
奈
之
。
○
今
所
傳
漢
唐
諸
医
書
。
皆
作
梔
子
而
。『
医
心
方
』【
271
】
引
之
皆
作
支
字
。
盖
彼
所
拠
皇
国
古
傳
本
。
与
源
君
所
見
同
。
又
史
漢
司
馬
相
如
傳
注
・
謝
霊
運
山
居
賦
自
注
・『
太
平
御
覧
』
引
呉
普
『
本
草
』
並
作
「
支
子
」
。「
天
武
紀
」『
新
撰
字
鏡
』「
大
膳
職
式
目
」
皆
同
。
昌
平
本
・
下
総
本
有
「
和
名
」
二
字
。『
本
草
和
名
抄
』『
新
撰
字
鏡
』
曰
訓
）
梔
子
木
実
。
可
深
黄
色
者
也
。（
○
『
廣
韵
』
無
色
者
也
。
三
字
『
説
文
』
梔
黄
木
可
染
者
。
今
本
『
説
文
』
梔
作
桅
誤
。
陶
弘
景
曰
、
以
七
稜
者
為
良
経
霜
乃
取
之
。
今
皆
入
染
用
。『
図
経
』
云
、
梔
子
木
高
七
八
尺
。
葉
似
李
而
厚
硬
。
又
似
樗
蒲
子
。
二
三
月
生
白
花
。
々
皆
六
出
。
甚
芬
香
。
俗
説
即
西
域
詹
匐
也
。
夏
秋
結
実
。
如
訶
子
状
。
生
青
熟
黄
中
仁
深
紅
。
昌
平
本
無
下
「
梔
」
字
。
々
々
在
注
上
那
波
本
亦
無
下
梔
字
木
三
字
。
並
非
）
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
巵
子
（『
本
経
』
中
品
）『
釈
名
』
木
丹
（『
本
経
』
）。
越
桃
（『
別
録
』
）。
鮮
支
（
『
綱
目
』
）。
花
名
薝
蔔
。
時
珎
曰
、
巵
酒
器
也
。
巵
子
象
之
故
名
。
俗
作
梔
。『
司
馬
相
如
賦
』
云
、
鮮
支
黄
爍
註
曰
、
鮮
支
即
支
子
也
。
佛
書
称
其
花
為
薝
蔔
。
謝
霊
運
謂
之
林
蘭
。
曽
端
伯
呼
為
禅
友
。
或
曰
薝
蔔
金
色
非
巵
子
也
。
弘
景
曰
、
両
三
種
小
異
以
七
稜
者
。
為
良
経
霜
乃
取
入
深
家
用
于
薬
甚
希
。『
史
記
』
貨
殖
傳
云
、
巵
茜
千
石
與
千
戸
侯
等
。
言
穫
利
博
也
。
入
薬
用
山
巵
子
。
方
書
所
謂
越
桃
也
。
皮
薄
而
円
小
。
刺
房
七
稜
者
為
佳
。
其
大
而
長
者
炮
炙
論
。
謂
之
状
尸
巵
子
。
入
薬
無
力
。
時
珍
曰
、
巵
子
葉
如
兎
耳
。
厚
而
深
緑
。
春
栄
秋
痒
。
入
夏
開
花
。
大
如
酒
盃
。
白
辨
黄
蘂
。
隨
即
結
実
。
薄
皮
細
子
有
鬚
。
霜
後
収
之
。
其
啓
蒙
ニ
、
巵
子
。
一
名
染
梔
子
花
（
『
群
芳
譜
』
）。
大
巵
子
（
『
本
草
原
始
』
）。
色
梔
（
同
上
）。
肥
梔
（
『
本
経
逢
原
』
）。
黄
梔
花
（
『
寧
波
府
志
』
）。
玉
甌
（
『
事
物
紺
珠
』
）。
白
玉
花
（
『
名
花
譜
』
）。
伏
巵
子
（
『
本
草
彙
言
』
）。
山
巵
子
。
一
名
黄
香
影
子
（
『
綴
耕
録
』
）。
建
梔
（
『
本
経
逢
原
』
）。
楮
桃
（
『
品
字
義
』
）。
芝
止
（
『
採
取
月
令
』
）。
枝
子
（
『
保
赤
全
書
』
）。
山
枝
仁
（
『
幼
科
発
揮
』
）。
人
家
ニ
多
ク
裁
テ
花
ヲ
賞
シ
【
272
】
、
又
蘺
ニ
作
ル
。
高
サ
丈
許
葉
形
長
ク
シ
テ
、
末
濶
ク
硬
深
緑
色
、
枝
葉
對
生
ス
。
初
夏
花
ヲ
開
ク
。
白
色
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六
辨
ニ
シ
テ
厚
ク
香
気
ア
リ
。
内
ニ
黄
蘂
ア
リ
。
後
実
ヲ
結
フ
。
形
榧
子
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
長
大
ナ
リ
。
竪
ニ
稜
ア
リ
テ
高
ク
出
、
七
稜
ヨ
リ
九
稜
ニ
至
ル
ヲ
上
ト
ス
ト
云
。
六
稜
ノ
者
多
シ
。
生
ハ
緑
色
、
熟
ス
レ
バ
黄
ナ
リ
。
外
皮
薄
シ
テ
内
ニ
紅
内
及
白
子
ア
リ
。
採
テ
保
家
ハ
用
ト
シ
、
黄
色
ヲ
染
薬
用
ニ
入
ル
ヽ
モ
ノ
ハ
、
山
梔
子
ナ
リ
。
山
中
ノ
自
生
ニ
シ
テ
葉
実
ト
モ
ニ
小
ク
、
木
ハ
大
ニ
シ
テ
丈
餘
ニ
至
ル
。
一
種
四
季
花
サ
ク
者
ア
リ
ナ
ド
ア
リ
。
谷
川
氏
曰
【
273
】
、『
正
字
通
』
黄
支
。
即
今
支
子
。
或
曰
【
274
】
、
ク
チ
ナ
シ
。
茜
草
科
、
詳
名
ガ
ル
デ
ニ
ア
。
フ
ロ
リ
タ
黄
色
ノ
染
料
ト
ス
。
又
薬
用
ト
ス
。
此
花
ヲ
醋
味
噌
ニ
テ
食
ハ
味
美
ナ
リ
。
之
ヲ
乾
貯
フ
ベ
シ
。
梅
醋
ニ
紫
蘇
ヲ
和
シ
、
ソ
レ
ニ
漬
レ
ハ
紅
ニ
染
ミ
下
物
ト
ナ
ス
ベ
シ
。
支
那
ニ
テ
モ
此
ヲ
梅
醤
蜜
糖
ニ
テ
製
ス
。 
【
271
】「（『
医
心
方
』
引
之
皆
作
支
字
…
…
々
々
在
注
上
那
波
本
亦
無
下
梔
字
木
三
字
。
並
非
）」
国
本
な
し
。 
【
272
】「
人
家
ニ
多
ク
裁
テ
花
ヲ
賞
シ
…
…
一
種
四
季
花
サ
ク
者
ア
リ
ナ
ド
ア
リ
」
国
本
、
こ
の
部
分
に
一
部
省
略
の
箇
所
あ
り
。 
【
273
】「
谷
川
氏
曰
」
以
下
の
部
分
、
国
本
は
柂
子
の
項
目
の
冒
頭
に
あ
る
『
新
撰
字
鏡
』
の
記
述
の
下
に
あ
り
。 
【
274
】「
或
曰
」
国
本
は
「
伊
藤
圭
介
氏
（
東
京
人
）
曰
」
と
す
る
も
、
甲
本
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
木
蓮
子
「
宮
内
省
式
」
ニ
、
諸
国
例
貢
。
御
贄
云
々
。
太
宰
木
蓮
子
。（
○
此
処
ノ
モ
此
ニ
ア
ル
ヘ
シ
）
マ
タ
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
崔
禹
食
経
』
云
、
木
蓮
子
。
（
以
多
比
。
○
『
本
草
和
名
』【
275
】
・『
医
心
方
』
並
引
『
崔
禹
』
載
之
。
『
本
草
拾
遺
』
云
、
薜
茘
夤
緑
。
樹
木
三
五
十
年
。
漸
大
枝
葉
繁
茂
。
円
長
二
三
寸
厚
如
石
。
韋
生
子
。
似
蓮
房
中
有
細
子
一
年
一
熟
。
一
名
木
蓮
。
打
破
有
白
汁
。
停
久
如
染
。『
本
草
図
経
』
絡
石
条
云
、
薜
茘
与
此
極
相
類
。
但
莖
葉
麃
大
如
藤
状
。
木
蓮
更
大
如
結
石
。
其
実
如
蓮
房
李
。
時
珎
曰
、
木
蓮
延
樹
木
垣
檣
而
。
生
四
時
不
凋
。
厚
葉
堅
強
大
。
于
絡
石
不
花
。
而
実
々
大
如
盃
。
澂
似
蓮
蓬
。
而
稍
長
正
如
無
。
花
果
之
生
者
。
六
七
月
実
内
而
空
紅
。
八
月
後
則
満
腹
細
子
。
大
如
稗
子
。
一
子
一
鬚
。
其
味
澂
濇
。
其
故
軽
虚
烏
鳥
童
児
皆
食
之
。
充
以
太
比
為
允
）『
本
草
』
云
、
折
傷
木
。（
○
『
千
金
翼
方
』・『
証
類
本
草
』
木
部
中
品
載
之
。
蘇
敬
曰
、
折
傷
木
藤
。
生
繞
樹
。
上
葉
似
芮
草
葉
。
而
光
厚
。『
本
草
和
名
』
果
部
載
崔
子
木
蓮
子
訓
以
多
比
木
部
載
。『
本
草
』
折
傷
木
亦
訓
以
多
子
比
。
盖
輔
仁
不
能
詳
定
存
疑
於
二
物
也
。
源
君
以
其
所
訓
同
合
為
一
者
誤
。『
新
撰
字
鏡
』
折
傷
木
伊
太
比
。
一
云
木
蓮
子
其
誤
亦
同
）
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
木
蓮
子
。（
菓
子
類
）
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
木
蓮
。『
釈
名
』
薜
茘
（
『
拾
遺
』
）。
木
饅
頭
。
綱
鬼
饅
頭
。
時
珎
曰
、
木
蓮
饅
頭
。
象
其
実
形
也
。『
山
海
経
』
作
草
茘
。『
蔵
器
』
曰
、
薜
茘
夤
縁
。
樹
木
三
五
十
年
。
漸
大
枝
葉
繁
茂
。
葉
長
二
三
寸
厚
若
石
。
韋
生
子
。
似
蓮
房
。
打
破
有
白
汁
。
停
久
如
漆
。
中
有
細
子
。
一
年
一
熟
子
。
亦
入
薬
。
来
無
時
。
頌
曰
、
薜
茘
絡
。
石
極
相
類
。
莖
葉
粗
大
如
藤
状
。
木
蓮
。
更
大
于
絡
石
。
其
実
蓮
房
。
ソ
ノ
啓
蒙
ニ
、
木
蓮
イ
タ
ミ
（
『
日
本
紀
』
）、
イ
タ
ビ
、
イ
タ
ビ
カ
ヅ
ラ
、
イ
ヌ
タ
ブ
、
キ
マ
ン
ヂ
ウ
、
チ
ヽ
デ
ヨ
（
江
州
。
）
一
名
木
蓮
蓬
（
『
本
草
彙
言
』
）。
石
蓮
蓬
（
『
物
理
小
識
』
）。
羊
児
藤
（
『
俣
赤
全
書
』
）。
桑
上
羊
児
藤
（
『
円
渓
纂
要
』
）。
爬
域
草
（
『
南
寧
社
志
』
）。
無
花
果
（
『
本
草
』
洞
詮
イ
チ
ヾ
ク
ト
同
名
）。
肥
前
ニ
テ
ク
ヒ
イ
ビ
（
今
日
イ
タ
ブ
ト
モ
云
）
ト
云
。（
木
蓮
ニ
同
名
ア
リ
。
此
條
ハ
木
蓮
房
ノ
略
ナ
リ
。
実
ノ
形
ヲ
以
テ
名
ツ
ク
。
木
芙
蓉
、
木
蘭
ニ
モ
木
蓮
ノ
名
ア
リ
。
此
ハ
花
ノ
形
ヲ
以
テ
名
ク
ル
ナ
リ
）
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ナ
ド
ア
リ
。 【
275
】「（
○
『
本
草
和
名
』
『
医
心
方
』
並
引
…
…
『
新
撰
字
鏡
』
折
傷
木
伊
太
比
。
一
云
木
蓮
子
其
誤
亦
同
」
国
本
な
し
。 
○
黒
葛
『
古
事
記
』（
景
行
天
皇
段
）
ニ
、
都
豆
良
。
マ
タ
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、
蘇
敬
曰
、
葛
穀
。
一
名
鹿
豆
。（
葛
音
割
久
須
加
豆
良
乃
美
）
葛
実
名
也
。（
○
『
證
類
本
草
』【
276
】
草
部
中
品
葛
根
条
引
曰
、
葛
穀
即
是
実
尓
無
。
鹿
豆
之
名
『
本
草
和
名
』
亦
不
載
。
是
名
按
『
本
草
』
葛
根
条
有
一
名
鹿
藿
之
名
。
而
草
部
下
品
別
有
鹿
藿
陶
。
隠
居
云
、
方
薬
不
獲
用
人
。
亦
罕
識
葛
根
之
苗
。
又
一
名
鹿
藿
。
唐
本
注
云
、
此
草
所
在
有
之
苗
。
似
豌
豆
有
蔓
。
而
長
大
人
取
以
為
菜
。
亦
徴
有
豆
気
名
為
鹿
豆
也
。
是
葛
根
苗
之
鹿
藿
与
。
下
品
之
鹿
藿
同
名
異
物
。
故
隠
於
下
品
。
鹿
藿
条
云
、
葛
根
苗
又
一
名
鹿
藿
以
示
二
物
同
名
。
而
其
実
不
日
也
。
輔
仁
謬
解
陶
注
謂
下
品
。
鹿
藿
即
是
葛
根
名
之
一
名
之
一
名
訓
為
久
須
加
都
良
乃
波
衣
。
源
君
襲
其
誤
以
葛
根
苗
之
鹿
藿
下
品
之
鹿
藿
為
一
物
。
故
以
下
品
鹿
藿
之
一
名
鹿
豆
為
葛
根
苗
鹿
藿
之
一
名
然
鹿
豆
不
宜
以
名
苗
。
故
亦
改
為
葛
穀
之
一
名
也
）
葛
脰
（
音
豆
久
須
加
都
良
乃
祢
。
○
『
本
草
和
名
』
云
、
葛
根
久
須
乃
祢
。『
図
経
』
云
、
春
生
苗
引
藤
蔓
長
一
二
大
紫
色
。
葉
頗
似
楸
葉
而
青
。
七
月
着
花
似
豌
豆
花
不
結
実
。
根
形
如
手
臂
。
紫
黒
色
。
今
人
多
以
作
粉
食
之
。
其
益
人
）
葛
根
入
地
五
六
寸
名
也
。（
○
『
證
類
本
草
』
引
云
、
其
根
入
土
五
六
寸
已
上
者
。
名
葛
脛
。『
本
草
和
名
』
引
、
作
根
入
土
五
六
寸
者
也
。
下
総
本
無
葛
根
之
葛
字
。
似
是
）
マ
タ
『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
葛
（
加
豆
良
）【
277
】
。
マ
タ
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』【
278
】
ニ
、
葛
ク
ズ
、
ク
ス
カ
ヅ
、
イ
ノ
コ
ノ
カ
ネ
、
一
名
志
根
松 
。
葛
々
藤
根
・
土
瓜
・
絺
綌
草
、
山
野
ト
モ
ニ
多
ク
自
生
ア
リ
テ
甚
繁
延
ス
。
其
葉
互
生
ス
。
円
尖
ナ
ル
。
三
葉
一
蒂
ニ
シ
テ
眉
児
豆
ノ
葉
ニ
似
テ
大
ナ
リ
。
梢
葉
ハ
毎
葉
三
尖
ニ
シ
テ
小
豆
葉
ノ
形
ノ
如
シ
。
蔓
ト
共
ニ
褐
毛
多
シ
。
肥
タ
ル
者
ハ
葉
大
サ
尺
ニ
過
。
平
田
翁
曰
、
葛
ハ
ツ
タ
ト
モ
、
ツ
ラ
ト
モ
通
ハ
シ
云
リ
。
神
楽
歌
ニ
、
ミ
ヤ
マ
ノ
コ
ツ
ヽ
ラ
ト
ア
リ
、『
神
楽
註
秘
抄
』
ニ
、
ツ
ヽ
ラ
ハ
葛
ナ
リ
ト
ア
レ
ハ
、
ツ
ヽ
ラ
ト
云
ベ
シ
。
黒
葛
ヲ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、『
本
朝
式
』
ヲ
引
テ
、『
延
喜
式
』
ナ
ド
ノ
古
訓
モ
然
ア
リ
。『
冠
辞
考
』
ニ
、
古
ハ
ツ
ヌ
ト
云
リ
。
蘿
這
石
ナ
リ
。
石
綱
ノ
又
若
変
ト
ヨ
メ
ル
ハ
、
石
蘿
ノ
這
別
レ
テ
ハ
、
マ
タ
這
返
ル
意
ノ
連
ナ
リ
ト
ア
レ
ハ
、
ツ
ヌ
ト
モ
云
ベ
シ
。
顕
宗
天
皇
ノ
室
寿
ニ
モ
取
結
縄
葛
者
。
此
家
君
御
寿
之
堅
也
。
ト
ア
レ
バ
凡
テ
イ
ト
〳
〵
上
代
ノ
家
造
ハ
イ
ヅ
コ
モ
、
イ
ツ
コ
モ
葛
ヲ
以
テ
結
固
ム
ル
物
ナ
リ
。
故
ニ
宮
室
ヲ
賀
ス
ル
ニ
モ
、
先
右
ノ
如
ク
葛
根
ト
云
ナ
リ
。
綱
ヲ
ツ
ナ
ト
云
モ
葛
蘿
ノ
類
ヲ
用
ヰ
シ
故
ナ
リ
。 
【
276
】「（
○
『
證
類
本
草
』
草
部
中
品
葛
根
条
引
曰
…
…
『
本
草
和
名
』
引
、
作
根
入
土
五
六
寸
者
也
。
下
総
本
無
葛
根
之
葛
字
。
似
是
）」
国
本
な
し
。 
【
277
】
底
本
こ
の
右
傍
に
「
マ
タ
『
万
葉
』
十
四
ニ
、
波
麻
都
豆
良
。
マ
タ
『
安
蘇
記
』
麻
都
豆
良
。
マ
タ
『
古
今
集
』
ニ
、
ア
ツ
サ
ユ
ミ
、
弓
引
野
ノ
ツ
ヽ
良
。
マ
タ
『
宇
津
保
物
語
』
ニ
、 
青
ツ
ヽ
ラ
。
マ
タ
『
拾
遺
進
』
ニ
、
野
ヲ
ミ
レ
ハ
、
春
メ
キ
ニ
ケ
リ
青
ツ
ヽ
ラ
」
と
小
字
の
書
込
み
あ
り
。
挿
入
箇
所
不
明
に
よ
り
本
文
に
入
れ
ず
。 
【
278
】「『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
ニ
…
…
肥
タ
ル
者
ハ
葉
大
サ
尺
ニ
過
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
○
篁
『
箋
註
和
名
抄
』【
279
】
ニ
、
孫
愐
『
切
韵
』
云
、
篁
（
音
皇
太
加
无
良
。
俗
云
太
加
波
良
）
竹
藂
也
。（
『
廣
韵
』
作
「
竹
与
」
。
此
不
同
。
按
竹
叢
之
訓
見
『
漢
書
』
厳
助
伝
注
引
309 
服
雯
）
ト
ア
リ
。 
【
279
】『
箋
註
和
名
抄
』
こ
の
箇
所
、
国
本
は
『
和
名
抄
』
と
す
。 
○
篠
『
箋
註
和
名
抄
』【
280
】
ニ
、
篠
蔣
魴
『
切
韵
』
云
、
篠
（
先
鳥
反
之
。
乃
小
竹
散
シ
。
○
『
古
事
記
』
景
行
天
皇
条
歌
、
阿
佐
士
怒
。「
神
功
紀
」
小
竹
此
云
之
努
。
本
居
氏
曰
、
古
皆
云
之
奴
。
不
云
之
乃
。
後
人
謂
之
志
乃
者
与
野
角
忍
等
。
後
轉
奴
為
乃
同
。
但
『
万
葉
』
用
四
能
字
。
其
他
希
見
。
又
云
、
志
奴
謂
其
枝
柔
軟
靡
随
者
之
総
名
。『
万
葉
』
云
、
旗
須
為
寸
四
能
乎
押
靡
謂
芒
也
。
葦
乃
菜
屋
謂
葦
也
。
之
乃
為
靡
随
之
総
称
。
後
篠
竹
事
。
是
名
也
。
志
奴
与
志
奈
布
同
。
廣
本
小
竹
散
々
作
。
一
云
、
佐
々
。
俗
用
小
竹
二
字
。
謂
之
佐
々
十
四
字
。
按
『
古
事
記
』
云
、
小
竹
葉
分
註
云
、
訓
小
竹
云
佐
々
。『
万
葉
』
亦
小
竹
之
葉
訓
佐
々
乃
波
。
則
小
竹
二
字
。
謂
之
佐
々
者
非
。
後
俗
之
所
為
也
。
本
居
氏
又
曰
、
「
神
楽
帳
」
小
竹
為
楽
。
盖
因
天
照
大
神
隠
岩
屋
戸
時
。
天
宇
受
売
命
。
手
草
借
天
香
山
之
小
竹
葉
之
故
事
也
。
振
小
竹
其
音
佐
々
。
故
名
小
竹
為
佐
々
也
。『
万
葉
』
佐
々
那
美
用
神
楽
声
浪
字
。
省
作
神
楽
浪
。
又
省
作
楽
浪
。
又
但
馬
気
多
郡
楽
前
郷
。
読
佐
々
乃
久
万
皆
可
證
佐
々
之
名
出
神
楽
也
。
為
細
小
得
名
者
非
是
）
細
々
小
竹
也
。（
○
廣
本
無
小
字
。『
尓
雅
』
云
、
篠
箭
。『
説
文
』
作
筱
箭
。
属
小
竹
也
。
王
念
孫
曰
、
篠
之
為
言
猶
少
也
）
ト
ア
リ
。 
【
280
】
国
本
、『
箋
註
和
名
抄
』
の
記
述
な
く
、
代
わ
り
に
「『
和
名
抄
』
ニ
篠
蔣
魴
『
切
韵
』
云
、
篠
和
名
之
乃
細
々
竹
也
ト
ア
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
木
綿
古
ハ
穀
ヲ
ユ
フ
ト
訓
ミ
、
穀
ヲ
以
テ
織
リ
タ
ル
者
ヲ
ユ
フ
ト
云
フ
。
穀
ト
木
綿
ト
似
タ
ル
者
ナ
レ
バ
、
ユ
フ
ニ
木
綿
ヲ
借
用
ヰ
タ
ル
テ
、
此
記
ノ
頃
、
眞
ノ
木
綿
ハ
未
タ
世
ニ
ア
ラ
ズ
【
281
】
。「
神
代
紀
」
ニ
、
天
日
鷲
所
作
木
綿
。
マ
タ
『
古
語
拾
遺
』
ニ
、
令
天
日
鷲
神
。
造
木
綿
。
津
咋
見
神
。
穀
木
種
殖
之
。
以
作
白
和
幣
（
是
木
綿
也
）
云
々
。
天
日
鷲
命
之
孫
【
282
】
。
造
木
綿
及
麻
。
並
織
布
云
々
。
仍
令
天
富
命
。
率
日
鷲
命
之
孫
。
求
肥
饒
地
。
遣
阿
波
国
殖
穀
麻
種
。
其
裔
。
今
在
彼
国
。
當
大
嘗
之
年
。
貢
木
綿
麻
布
及
種
々
物
。
所
以
郡
名
為
麻
殖
之
縁
也
。
天
富
命
。
更
求
沃
壌
。
分
阿
波
斎
部
率
往
東
土
播
殖
麻
穀
好
麻
所
生
。
故
謂
之
総
国
穀
木
所
生
。
故
謂
之
結
城
郡
。
マ
タ
『
続
紀
』【
283
】
（
神
護
景
雲
三
年
三
月
）
ニ
、
始
毎
年
運
太
宰
府
綿
廿
万
屯
。（
今
日
此
処
ノ
モ
此
中
ニ
在
ヘ
シ
。
此
モ
穀
ヲ
以
テ
織
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
）
以
輸
京
庫
。
マ
タ
（
天
平
元
年
九
月
）
仰
太
宰
府
令
進
調
綿
一
十
万
屯
【
284
】
。
マ
タ
「
民
部
式
」
ニ
、
凡
太
宰
府
毎
年
貢
綿
使
云
々
。
マ
タ
「
主
計
式
」
ニ
、
肥
前
国
。
綿
油
十
八
疋
云
々
。
自
餘
絹
糸
綿
席
。
マ
タ
庸
綿
米
。
マ
タ
「
雜
式
」
ニ
、
凡
太
宰
貢
綿
穀
舩
者
。
択
買
勝
載
二
百
五
十
石
以
上
。
三
百
石
以
下
。
不
着
柂
進
上
。
マ
タ
『
箋
註
和
名
抄
』【
285
】
ニ
、『
本
草
経
註
』
云
、
木
綿
（
由
布
。
○
昌
平
本
・
下
総
本
有
和
名
二
字
）
折
之
多
白
糸
者
也
。
（
○
「
刺
」
板
本
無
「
経
」
字
。
「
綿
」
作
「
棉
杜
」。
一
名
兼
良
公
令
抄
云
、
木
綿
造
紙
之
木
低
麻
也
。
拠
以
上
諸
書
所
言
可
證
由
不
用
穀
木
皮
作
之
。
是
物
無
漢
名
可
充
其
以
木
皮
造
。
故
「
神
代
紀
」
用
木
綿
字
非
用
社
仲
。
一
名
木
綿
字
。
又
非
古
貝
終
之
木
綿
。
源
君
引
杜
仲
。
一
名
木
綿
。
訓
由
布
者
誤
。
『
古
語
拾
遺
』
云
、
穀
木
作
木
綿
。
『
豊
後
風
土
記
』
云
、
栲
樹
造
木
綿
。
則
知
穀
栲
同
一
物
。
『
説
文
』
云
、
穀
楮
也
。
又
『
栽
柠
字
』
云
、
楮
或
从
宁
。『
本
草
』
云
、
柠
実
一
名
穀
実
。
又
知
穀
或
名
柠
。
以
此
考
之
栲
。
盖
柠
之
異
文
。
『
説
文
』
紵
字
或
从
緒
省
作
紵
。
然
則
柠
。
亦
応
作
栲
而
筆
畫
繁
縟
省
宀
作
栲
也
。
由
不
以
穀
木
皮
作
之
状
。
与
紵
緌
相
似
。
故
古
人
借
紵
字
充
之
然
紵
緌
績
紵
皮
造
之
。
由
不
績
穀
皮
造
之
。
其
実
不
同
。
故
変
貯
旁
糸
従
木
作
柠
。
或
作
紵
。
故
柠
亦
作
𣑥
。
後
省
310 
作
柠
。
是
二
攷
未
能
自
定
。
岡
部
氏
曰
、
栲
草
書
楮
字
之
壊
。
本
居
氏
曰
、
皇
国
製
字
皆
未
。
是
按
由
不
以
穀
木
皮
作
緌
以
供
祭
祀
者
。
其
造
法
与
。
今
人
漚
麻
去
粗
皮
作
緌
全
同
。
謂
之
由
不
者
。
蓋
由
手
之
輔
由
手
之
為
言
斎
緌
也
。
以
供
祭
祀
故
云
斎
猶
祭
器
有
由
者
。
謂
之
手
同
。
以
穀
皮
所
造
之
手
織
。
成
之
布
曰
多
倍
。「
雄
略
紀
」
所
言
多
倍
能
婆
伽
摩
。
又
和
妙
・
荒
妙
・
白
妙
皆
是
也
。
多
倍
以
穀
皮
所
造
之
緌
織
成
者
。
故
或
即
用
栲
字
是
由
。
不
多
倍
以
未
織
成
。
已
織
成
為
別
。
本
居
氏
不
知
由
不
為
供
祭
祀
之
緌
誤
。
為
織
成
之
物
。
故
詳
辨
之
。
今
信
濃
甲
斐
伊
豆
上
総
之
間
鄙
人
。
以
穀
皮
織
布
。
呼
多
不
。
盖
多
倍
之
轉
。
又
『
毛
詩
』
隺
鳴
篇
正
義
引
、
陸
機
疏
云
、
荊
揚
人
謂
之
楮
中
州
人
謂
之
楮
。
今
江
南
人
異
績
其
皮
以
為
布
。
然
則
西
土
亦
有
物
）
ナ
ド
ア
リ
。 
【
281
】「
古
ハ
穀
ヲ
ユ
フ
ト
訓
ミ
、
穀
ヲ
以
テ
織
リ
タ
ル
者
ヲ
ユ
フ
ト
云
フ
。
穀
ト
木
綿
ト
似
タ
ル
者
ナ
レ
バ
、
ユ
フ
ニ
木
綿
ヲ
借
用
ヰ
タ
ル
テ
、
此
記
ノ
頃
、
眞
ノ
木
綿
ハ
未
タ
世
ニ
ア
ラ 
ズ
」
国
本
な
し
。 
【
282
】「
天
日
鷲
命
之
孫
…
…
故
謂
之
総
国
穀
木
所
生
。
故
謂
之
結
城
郡
」
国
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
283
】
国
本
『
続
日
本
紀
』
の
上
に
「
○
『
姓
氏
録
』（
左
京
諸
蕃
。
太
秦
公
宿
祢
）
ニ
、
仁
徳
天
皇
詔
曰
秦
王
所
献
糸
綿
絹
帛
朕
服
用
柔
軟
温
煖
云
々
ト
ア
ル
ニ
由
ハ
、
後
ニ
彼
国
ヨ
リ 
貢
献
セ
シ
物
モ
ア
ル
ナ
リ
。『
続
紀
』（
延
暦
十
八
年
七
月
）
ニ
、
有
一
人
乗
小
舩
。
漂
着
参
河
国
。
自
謂
天
竺
人
。
閲
其
資
物
。
有
如
草
実
者
。
謂
之
綿
種
ト
ア
レ
ハ
、
亦
此
時
モ
来
リ
シ
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
284
】
国
本
こ
の
下
に
「『
万
葉
集
』（
三
）
ニ
、
白
縫
築
紫
乃
綿
者
身
着
而
未
者
伎
祢
抒
暖
所
見
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
285
】
国
本
『
箋
註
和
名
抄
』
以
下
の
記
述
な
し
。
代
わ
り
に
、 
『
政
事
要
略
』
ニ
、
太
政
官
符
民
部
省
。
応
行
雜
事
。
云
々
。
一
応
定
諸
国
地
子
交
易
絹
綿
調
布
商
布
鐵
鍬
等
價
数
事
云
々
。
肥
前
国
絹
廿
疋
直
。
千
六
百
束
。
疋
別
八
十
束
。
綿
五
百
屯
直
。
五
十
束
云
々
。
以
前
条
事
所
定
如
件
者
。
宜
承
知
依
宣
行
之
。
符
到
奉
行
。
延
喜
十
四
年
八
月
八
日
。
右
中
辨
藤
原
朝
臣
。
右
少
史
錦
宿
祢
ナ
ト
ア
リ
。
本
国
ニ
産
ス
ル
物
上
品
ニ
シ
テ
、
且
多
リ
シ
コ
ト
見
ル
ヘ
シ
。
永
禄
・
天
正
ノ
頃
、
更
ニ
又
種
子
ヲ
輸
入
シ
、
大
ニ
全
国
ニ
播
施
セ
シ
ナ
リ
。『
和
名
抄
』
ニ
、
木
綿
『
本
草
』
注
云
、
木
綿
和
名
由
布
折
之
多
白
糸
者
也
。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
綿
ワ
タ
、
絮
似
綿
麁
悪
也
。
絮
纊
（
已
上
同
。）。
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
木
綿
釈
名
古
貝
（
綱
目
）
。
古
終
、
時
珍
曰
、
木
綿
有
二
種
。
似
木
者
名
古
貝
、
似
草
者
名
古
終
。
『
梵
書
』
謂
之
睒
婆
。
又
曰
迦
羅
婆
劫
。
又
曰
此
種
出
南
番
宋
末
始
入
江
南
。
今
則
編
及
江
北
与
中
州
矣
。
不
蚕
而
綿
。
不
麻
而
布
。
利
被
天
下
其
益
大
哉
。
又
『
南
越
志
』
言
、
南
○
諸
蛮
不
養
蚕
。
惟
扠
婆
羅
木
子
中
白
絮
紉
。
為
糸
織
為
幅
。
名
婆
羅
篭
叚
。
其
『
啓
蒙
』
ニ
、
木
綿
ハ
ン
ヤ
、
一
名
攀
桂
花
（『
明
一
統
志
』）
。
板
枝
花
（『
類
書
纂
要
』
板
攀
略
字
）
。
刼
貝
（『
通
雅
』）。
綿
樹
（『
潜
確
類
書
』
）。
瓊
枝
（
『
群
芳
譜
』
）
。
迦
婆
羅
（
『
正
字
通
』
）。
草
綿
キ
ワ
タ
ト
ウ
ワ
タ
。
一
名
棉
（『
群
芳
譜
』）
。
家
貝
（『
通
雅
』）。
綿
花
（『
秘
傳
花
鏡
』）。
木
綿
草
（『
書
隱
叢
説
』）。
子
花
（『
東
西
洋
考
』）
。
吉
貝
花
（
同
）。
無
縫
花
（
『
河
内
府
志
』）
ナ
ト
ア
リ
。 
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と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
荷
【
286
】『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
尓
雅
』
云
、
荷
芙
蕖
（
符
芙
音
同
蕖
。
音
渠
。
○
所
引
釈
草
文
下
皆
同
。
伊
勢
廣
本
「
符
」
作
「
荷
」。
並
与
『
廣
韵
』
同
）
郭
璞
云
、
芙
蓉
（
音
容
）
江
東
呼
為
荷
也
。（
『
原
書
』
芙
蓉
上
有
別
名
二
字
。
呼
為
荷
也
。
作
呼
荷
二
字
）
マ
タ
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
ニ
、
蓮
藕
ハ
チ
ス
ノ
ネ
ハ
ス
ノ
ネ
、
ハ
ス
苗
名
ツ
ク
キ
ク
サ
、
ミ
ツ
キ
ク
サ
、
ツ
マ
ナ
シ
ク
サ
、
ミ
タ
ヘ
ク
サ
、
イ
ケ
ミ
ク
サ
、
ツ
レ
ナ
シ
ク
サ
、
ハ
チ
ス
。
藕
一
名
、
玲
瓏
玉
、
華
井
舩
、
舎
楼
伽
、 
、
元
旁
、
華
井
舩 
、
両
草
氷
舩
、
氷
房
、
蒙
牙
玉
、
節
蓮
末
、
雪
藕
玉
、
臂
竜
、
禊
宝
、
玉
臂
、 
兄
、
藕
菜
、
春
宿
根
ヨ
リ
新
葉
ヲ
生
ス
。
初
出
ノ
葉
ハ
形
小
ナ
リ
。
ゼ
ニ
ハ
ト
云
。
コ
レ
ヲ
荷
銭
ト
ナ
ツ
ク
。
其
次
ニ
イ
ツ
ル
葉
ハ
稍
大
ニ
シ
テ
水
面
ニ
浮
フ
ヲ
ミ
ツ
バ
ト
云
。
コ
レ
ヲ
藕
荷
ト
云
。
ソ
ノ
次
ニ
出
ル
葉
ハ
莖
長
ク
シ
テ
、
水
上
ニ
イ
ツ
ル
ヲ
タ
チ
バ
ト
云
。
コ
レ
ヲ
芰
荷
ト
云
コ
ト
ハ
藕
ノ
節
ニ
、
両
對
シ
テ
莖
ヲ
出
ス
。
ソ
ノ
一
ハ
葉
、
ソ
ノ
一
ハ
花
ナ
リ
。
故
ニ
タ
チ
葉
イ
ヅ
レ
バ
、
必
花
サ
ク
。
花
ニ
紅
白
ア
リ
。
ミ
ナ
炎
天
ニ
ヒ
ラ
ク
。
紅
白
一
処
ニ
栽
レ
バ
、
白
キ
モ
ノ
必
枯
。
芙
蓉
ハ
モ
ト
蓮
ノ
一
名
ナ
リ
。
今
ニ
テ
ハ
木
芙
蓉
ヲ
モ
略
シ
テ
芙
蓉
ト
云
々
。
故
ニ
蓮
ヲ
水
芙
蓉
、
草
芙
蓉
ト
称
シ
テ
分
ツ
ナ
ド
ア
リ
。『
古
今
要
覧
稿
』
四
百
六
十
二
ミ
ル
ヘ
シ
。 
【
286
】
○
荷
の
項
目
、
国
本
は
「
荷
『
和
名
抄
』
ニ
、
荷
『
尓
雅
』
云
、
芙
蕖
郭
璞
注
云
、
芙
蓉
江
東
呼
為
荷
ト
ア
リ
」
と
す
。『
古
今
要
覧
稿
』
以
下
の
記
述
、
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
莧
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
云
、
莧
【
287
】（
音
寛
去
声
比
由
【
288
】
。
○
伊
勢
廣
本
作
「
寛
」。
之
去
声
与
。『
類
聚
名
義
抄
』
合
。
名
波
本
作
音
現
。『
廣
韵
』
莧
侯
襉
切
在
去
声
三
十
一
襉
。
寛
苦
官
切
。
在
平
声
二
十
六
柜
。
則
云
、
音
寛
去
声
二
十
三
霰
並
其
音
不
同
比
由
依
輔
仁
『
新
撰
字
鏡
』
蕢
同
訓
。
新
井
氏
曰
、
疑
以
味
甘
寒
名
比
由
。
今
俗
譌
呼
比
也
字
）
味
甘
寒
無
毒
者
也
。（
○
『
千
金
翼
方
』『
證
類
本
草
』
上
品
云
、
莧
実
味
甘
寒
。
大
寒
無
毒
者
也
。
二
字
与
比
同
。『
説
文
』
莧
菜
也
。『
本
草
』
又
云
、
葉
如
籃
。
李
時
珎
曰
、
三
月
撒
種
。
六
月
以
後
不
堪
食
。
老
則
抽
莖
如
人
長
。
開
紬
花
成
穂
。
々
中
細
子
扁
而
。
光
黒
子
青
葙
子
雉
冠
子
無
別
）『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
莧
（
ヒ
ユ
）『
本
草
綱
目
』
ニ
、
莧
（
上
品
）『
本
経
』
時
珎
曰
、
埤
雅
云
、
莧
之
莖
葉
。
皆
高
大
而
易
見
。
故
其
字
従
見
。
指
事
也
。
別
録
曰
、
莧
実
一
名
莫
寒
。
細
莧
亦
同
。
李
當
之
曰
、
莧
実
即
莧
菜
也
。
弘
景
曰
、
莧
実
。
當
是
白
莧
。
所
以
云
細
莧
。
亦
同
。
保
昇
曰
、
莧
凡
六
種
。
赤
莧
、
白
莧
、
人
莧
、
紫
莧
、
五
色
莧
、
馬
莧
也
。
惟
人
曰
、
二
莧
、
実
可
入
薬
用
。
頌
曰
、
人
莧
、
白
莧
倶
大
寒
。
亦
謂
之
糖
莧
。
又
謂
之
胡
莧
。
或
謂
之
細
莧
。
但
大
者
為
白
莧
。
小
者
為
人
莧
耳
。
其
子
霜
後
方
熟
細
。
而
色
黒
紫
莧
莖
葉
通
紫
赤
莧
。
亦
謂
之
花
莧
莖
葉
深
赤
。
五
色
莧
。
今
亦
稀
。
有
細
莧
。
俗
謂
之
野
莧
。
ソ
ノ
『
啓
蒙
』【
289
】
ニ
、
ヒ
ヤ
ウ
、
ヒ
ヨ
、
ヒ
イ
、
カ
ラ
ヒ
イ
、
ヒ
イ
ナ
ヒ
ヤ
ウ
、
ア
カ
ザ
ハ
ビ
ヤ
ウ
、
ヒ
ヤ
ウ
イ
マ
ヒ
ユ
、
ト
ウ
ビ
ユ
、
ト
ウ
ノ
ヒ
ユ
。
一
名
人
杏
菜
芢
荇
非
廩
子
【
290
】
。
莧
ハ
総
名
ナ
リ
。
数
種
ア
リ
。
食
品
ノ
者
ハ
人
莧
、
白
莧
ナ
リ
。
故
ニ
単
ニ
莧
ト
云
ハ
、
之
ヲ
サ
ス
。
人
莧
、
白
莧
同
物
ニ
シ
テ
、
大
小
ニ
テ
名
ヲ
異
ニ
ス
。
即
今
俗
ニ
、
ヒ
ヤ
ウ
ト
呼
モ
ノ
ナ
リ
。
春
種
ヲ
下
ス
。
苗
鷄
冠
ニ
似
テ
紅
ナ
ラ
ズ
。
葉
モ
亦
相
似
テ
円
ニ
シ
テ
光
リ
互
生
ス
。
秋
ニ
至
リ
、
高
サ
四
五
尺
、
葉
間
コ
ト
ニ
穂
ヲ
ナ
シ
、
花
ヲ
開
ク
。
極
テ
細
小
ナ
リ
。
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後
小
黒
子
ヲ
結
ブ
。
光
ア
リ
テ
鷄
冠
子
ノ
如
シ
。
熟
シ
テ
苗
根
共
枯
。
ナ
ド
ア
リ
。『
古
今
要
覧
集
稿
』【
291
】
四
百
五
十
見
ル
ヘ
シ
。 
【
287
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
云
、
莧
。
」
と
あ
る
箇
所
、
国
本
は
「『
和
名
抄
』
ニ
、『
本
草
』
云
、
莧
」
と
す
。 
【
288
】「
音
寛
去
声
比
由
…
…
光
黒
子
青
葙
子
雉
冠
子
無
別
」
国
本
な
し
。 
【
289
】「『
啓
蒙
』」
の
部
分
の
記
述
、
国
本
「
ヒ
ヤ
ウ
（
俗
名
）、
ヒ
ヨ
（
筑
州
・
江
州
）、
ヒ
イ
（
備
前
・
雲
州
）
」
な
ど
、
呼
称
の
下
に
地
域
名
な
ど
の
記
載
あ
れ
ど
も
、
底
本
は
省 
略
す
。 
【
290
】
国
本
、
以
下
の
部
分
の
記
述
、 
圭
介
氏
曰
、
ヒ
ユ
東
国
ヒ
ヤ
ウ
。
詳
名
ア
マ
ラ
ン
ト
ス
。
メ
ラ
ン
コ
リ
ク
ス
。
ア
ル
ヒ
ユ
ハ
数
種
ノ
莧
ノ
総
名
ニ
シ
テ
、
人
莧
（
一
名
白
莧
）
ヲ
食
品
ト
ス
。
春
月
種
子
ヲ
下
シ
テ
生
ス
。
一
種
オ
ホ
バ
ア
カ
ヒ
ユ
ア
リ
。
赤
莧
ハ
昔
時
染
料
ニ
用
ヒ
タ
ル
者
ナ
リ
。
ハ
ナ
ヒ
ユ
ハ
雜
色
相
交
リ
テ
五
色
莧
ナ
リ
。
莧
類
其
葉
食
フ
ヘ
シ
。
イ
ヌ
ヒ
ユ
ハ
細
莧
ナ
リ
。
下
品
ナ
レ
ト
モ
随
地
自
生
多
ク
高
七
八
寸
。
葉
亦
小
ニ
シ
テ
須
凹
シ
、
夏
秋
ノ
際
二
三
寸
ノ
穂
ヲ
ナ
シ
、
細
小
花
ヲ
着
ク
。
此
種
葉
ノ
紅
色
ノ
者
ナ
リ
。
東
濃
ニ
テ
ベ
ニ
ク
サ
ト
呼
フ
。
共
ニ
食
用
ト
ナ
ス
ヘ
シ
。 
と
す
。 
【
291
】「『
古
今
要
覧
集
稿
』
四
百
五
十
見
ル
ヘ
シ
。」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
荷
莧
湯
本
「
莧
」
下
ニ
「
其
」
ア
リ
。 
○
鯖
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
崔
禹
食
経
』
云
、
鯖
（
音
昔
阿
手
佐
波
。
○
『
本
草
和
名
』
云
、
和
名
佐
波
。『
新
撰
字
鏡
』 
蘅
𩵔
皆
同
訓
。「
天
平
九
年
官
符
」
有
鯖
亦
似
謂
佐
婆
）
味
咸
無
毒
。
口
尖
背
蒼
（
○
『
医
心
方
』
引
「
口
」
上
有
「
貇
似
鰱
小
」
四
字
。
下
総
本
「
蒼
」
下
有
「
者
也
」
二
字
。
廣
本
同
。
『
医
心
方
』
引
亦
同
。
按
鯖
未
詳
。
嶧
山
君
曰
、
佐
波
雜
字
湧
青
花
魚
。
即
是
【
292
】
） 
【
292
】「（
廣
本
同
。『
医
心
方
』
引
亦
同
。
按
鯖
未
詳
。
嶧
山
君
曰
、
佐
波
雜
字
湧
青
花
魚
。
即
是
）」
国
本
な
し
。 
○
冨
於
馬
牛
「
富
」
印
本
「
當
」
ニ
作
ル
。
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。「
兵
部
式
」
ニ
、
肥
前
国
値
嘉
島
馬
牧
。
庇
羅
島
馬
牧
。
生
属
島
馬
牧
。
柏
島
牛
牧
。
櫏
【
293
】
野
島
牛
牧
。
旱
崎
牛
牧
。（
○
以
上
本
郡
）
ト
ア
リ
、
古
ハ
牛
馬
ニ
富
メ
リ
シ
コ
ト
知
ル
ジ
シ
。
或
曰
、
宇
久
島
ハ
五
島
列
島
ノ
尤
北
ニ
ア
リ
。
平
戸
ト
相
接
ス
島
ノ
東
岸
ニ
平
村
ア
リ
。
平
坦
ナ
ル
村
落
ナ
リ
。
今
モ
山
野
ニ
放
牛
ヲ
見
タ
ル
。
又
小
値
嘉
島
、
雜
草
青
々
タ
リ
。
山
腹
ニ
数
十
ノ
放
牛
ヲ
望
ム
ト
今
ニ
其
富
メ
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
。 
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【
293
】
底
本
・
甲
本
、「
櫏
」
の
右
傍
に
「
コ
カ
キ
・
イ
カ
キ
」
、
左
傍
に
「
ノ
カ
キ
」
と
い
う
ル
ビ
あ
り 
○
相
子
之
【
294
】
「
之
」
曼
本
「
田
」
作
ル
〔
20
〕
。『
続
紀
』（
宝
亀
七
年
閏
八
月
）
ニ
、
遣
唐
使
舩
到
肥
前
国
松
浦
郡
合
蚕
田
浦
（
此
ハ
福
江
ト
奈
留
ト
ノ
間
ナ
ル
久
賀
島
ノ
南
ニ
ア
リ
テ
奈
留
ノ
相
浦
ヲ
サ
ル
遠
カ
ラ
ス
）
積
月
餘
日
。
不
得
信
風
ト
ア
ル
。
合
蚕
田
浦
ハ
、
此
停
ヲ
云
ト
ス
レ
バ
、
曼
本
ニ
拠
テ
之
ヲ
田
ニ
改
ム
ベ
シ
。
青
柳
氏
カ
、
五
島
ノ
中
ニ
相
子
浦
ア
リ
ト
イ
フ
。
相
子
浦
、
コ
ノ
相
子
ノ
停
ニ
當
ラ
ハ
、
彼
ノ
文
字
印
本
ノ
マ
ヽ
ナ
ル
ベ
シ
。
二
ノ
中
何
レ
ナ
ラ
ン
。
後
考
ヲ
待
ツ
。
或
曰
【
295
】
、
相アフ
子コノ
停
ト
マ
リ
ハ
、
今
相
津
ト
云
処
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
。
本
文
ノ
近
島
西
有
泊
舩
之
停
二
処
。
一
処
名
曰
相
子
停
。
一
処
名
曰
川
原
浦
云
々
。
美
弥
良
久
之
済
。
即
川
原
浦
之
西
済
是
也
。
ト
ア
ル
ニ
、
能
當
レ
リ
。
又
曰
、
相
子
浦
ハ
福
江
ノ
東
北
ナ
ル
奈
留
ノ
相
浦
ナ
ル
ベ
シ
。 
〔
20
〕
伊
藤
氏 
 
田
浦 
□
海
廣
伝
肥
前
國
松
浦
郡
田
浦
。『
図
書
編
』
肥
前
国
州
達
奴
鳥
刺
ナ
ト
ア
リ
。『
九
州
図
』
ヲ
按
ス
ル
ニ
、
五
島
深
江
東
北
ニ
田
浦
ア
リ
。
相
子
ノ
内
ノ
田
ノ
浦
カ
。
元
ヨ
リ
相
子
浦 
ト
ハ
別
処
ナ
ル
ニ
ヤ
。『
元
禄
図
』
ニ
、
松
浦
郡
田
浦
村
ア
リ
。
古
キ
書
ニ
モ
見
エ
、
又
唐
人
モ
ヨ
ク
シ
ル
処
ナ
レ
ハ
、
唐
ニ
ア
ヨ
フ
舟
ノ
泊
ル
処
ト
聞
ニ
タ
リ
。 
【
294
】「
○
相
子
之
」
の
項
目
、
国
本
は
「
○
相
子
之
停
」
と
す
。 
【
295
】「
或
曰
、
相 アフ
子 コノ
停
ト
マ
リ
ハ
…
…
又
曰
、
相
子
浦
ハ
福
江
ノ
東
北
ナ
ル
奈
留
ノ
相
浦
ナ
ル
ベ
シ
」
国
本
な
し
。 
○
二
十
餘
舩
「
二
十
」
曼
本
・
異
本
ナ
シ
。「
餘
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
川
原
浦
【
296
】
或
曰
、
福
江
ノ
西
北
ニ
ア
リ
テ
、
美
弥
良
久
埼
ニ
隣
リ
。
今
ニ
泊
舩
ノ
処
ア
リ
。 
【
296
】「
○
川
原
浦
」
の
記
述
、
国
本
は
相
子
之
停
の
末
尾
に
記
す
。 
○
浦
応
「
応
」
曼
本
・
湯
本
・
異
本
ナ
シ
。 
○
遣
唐
之
使
従
此
停
発
本
文
此
下
ニ
「
脱
漏
」
ト
ア
レ
バ
能
知
リ
難
ケ
レ
ド
、
按
ス
ル
ニ
本
郡
登
望
駅
ヨ
リ
外
ニ
西
南
ニ
駅
所
ノ
ナ
キ
ヲ
以
テ
見
レ
バ
、
當
時
外
国
ヘ
航
ス
ル
者
ハ
、
登
望
駅
ヲ
発
シ
、
平
戸
ヲ
ヘ
美
弥
良
久
ニ
至
リ
出
舩
シ
、
又
外
国
ヨ
リ
ス
ル
者
モ
、
先
ツ
美
弥
良
久
ニ
ツ
キ
、
平
戸
ヲ
ヘ
登
望
駅
ニ
至
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
○
美
弥
良
久
「
弥
」
印
本
「
祢
」
ニ
作
ル
。
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。『
続
後
紀
』（
承
和
四
年
七
月
）
ニ
、
太
宰
府
馳
傳
言
。
遣
唐
三
箇
舩
。
共
指
松
浦
郡
。
旻
楽
埼
。
（
○
或
曰
【
297
】
、
美
祢
良
久
ヲ
書
等
ニ
美
弥
良
久
ニ
改
メ
タ
レ
ト
、
旻
ハ
音
珉
ナ
レ
ハ
、
ミ
ネ
ト
轉
シ
用
ヰ
ル
ヘ
キ
例
ニ
シ
テ
、
ミ
ヽ
ト
轉
ス
ヘ
キ
例
ニ
非
ス
。
此
説
イ
カ
ヽ
。
後
考
ヲ
待
）
発
行
。
第
一
。
第
四
舩
。
忽
遇
逆
風
。
流
着
壱
岐
島
。
第
二
舩
。
左
右
方
便
漂
着
値
嘉
島
。
マ
タ
『
万
葉
集
』（
十
六
）
ニ
、
神
亀
年
中
。
太
宰
府
。
差
筑
前
国
。
宗
像
314 
郡
之
百
姓
。
宗
形
部
津
麻
呂
。
充
對
馬
送
粮
舩
柂
師
也
云
々
。
自
肥
前
松
浦
縣
美
弥
良
久
埼
。
発
舩
。
直
射
對
馬
渡
海
。
マ
タ
「
延
暦
寺
座
主
円
珍
傳
」
ニ
、
傍
山
行
至
本
国
西
界
。
肥
前
国
松
浦
縣
管
旻
美
楽
埼
。
マ
タ
『
坤
元
儀
』
ニ
、
肥
前
国
近
ノ
島
、
此
島
ニ
ヒ
ヽ
ラ
ゴ
ノ
埼
ト
云
処
ア
リ
。
マ
タ
『
九
州
図
』
ニ
、
五
島
深
江
ノ
西
海
中
ニ
、
三
井
楽
ア
リ
。
マ
タ
『
袖
中
抄
』
ニ
、
ミ
ヽ
ラ
ク
ノ
我
曰
ノ
本
ノ
島
ナ
ラ
バ
、
ケ
フ
モ
ミ
カ
ケ
ニ
逢
マ
シ
モ
ノ
ヲ
。
マ
タ
『
蜻
蜓
日
記
』
ニ
、
何
レ
ノ
国
ト
カ
ヤ
云
々
。
ラ
ク
ノ
島
ト
カ
ノ
ナ
ン
云
ナ
ル
。
ナ
ド
ア
リ
。
今
現
ニ
南
郡
ノ
西
南
ニ
、
三
井
楽
村
ア
リ
。
即
チ
美
弥
良
久
埼
ナ
リ
〔
21
〕
【
298
】
。 
〔
21
〕
青
柳
氏 
旻
楽
埼
ハ
五
島
深
江
ノ
沖
ニ
ア
リ
。
サ
テ
深
江
ハ
五
島
ノ
西
南
ナ
ル
カ
。
此
辺
ノ
海
人
ト
モ
沖
ニ
出
テ
縄
ヲ
ハ
エ
テ
、
諸
魚
ヲ
ト
ル
。
其
縄
フ
ル
綱
代
ハ
、
唐
ノ
南
海
普
陀
山
ノ
見
出 
ル
処
ニ
シ
テ
、
其
魚
ス
ル
処
ナ
リ
ト
語
レ
リ
。
イ
カ
ナ
ル
高
山
ニ
モ
セ
ヨ
、
遥
ニ
見
ル
地
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
、
其
遠
サ
思
ヒ
ハ
カ
ル
ヘ
シ
。 
【
297
】「（
○
或
曰
…
…
此
説
イ
カ
ヽ
。
後
考
ヲ
待
）」
国
本
な
し
。
甲
本
「（
此
説
イ
カ
ヽ
。
後
考
ヲ
待
）
」
の
部
分
、「（
美
祢
ノ
方
正
カ
ラ
ン
カ
。
疑
ヲ
存
ス
）」
と
す
。 
【
298
】
甲
本
こ
の
下
に
分
注
の
形
で
「
ヒ
ハ
ラ
コ
。
ミ
ヽ
ラ
ク
。
ミ
ヰ
ラ
ク
ナ
ド
、
ミ
ナ
訛
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
底
本
・
国
本
な
し
。 
○
之
済
「
済
」
曼
本
「
崎
」
ニ
作
ル
。
註
モ
同
シ
。 
○
此
島
白
水
郎
本
島
ハ
皇
國
ノ
西
南
ノ
極
ミ
ニ
ア
リ
テ
、
其
處
ニ
ス
ム
白
水
郎
ノ
勇
猛
ナ
ル
コ
ト
ハ
薩
摩
大
隅
ニ
住
ム
隼
人
ニ
似
タ
リ
。
又
常
ニ
騎
斜
ス
ル
コ
ト
ヲ
好
ミ
、
且
絶
海
孤
島
ノ
者
ナ
レ
バ
、
其
言
語
卑
陋
ニ
シ
テ
聞
取
リ
カ
タ
ク
、
尋
常
ノ
人
ト
ハ
大
ニ
異
ナ
リ
ト
ナ
リ
。 
○
隼
人
「
職
員
令
」
隼
人
司
ノ
義
解
ニ
、
隼
人
者
。
分
番
上
下
。
一
年
為
限
。
其
下
番
在
家
者
。
差
課
レ
科
役
及
簡
点
。
兵
士
一
如
凡
人
ト
ア
ル
如
ク
、
當
時
薩
摩
等
ノ
人
ノ
猛
キ
者
ヲ
簡
ミ
テ
、
朝
廷
ヲ
守
ラ
シ
メ
シ
者
等
ナ
リ
。⊕⊕
『
太
宰
管
内
志
』【
299
】
曰
、
平
戸
ノ
西
南
ニ
大
島
五
ツ
ア
リ
。
因
テ
後
世
五
島
ト
云
。
則
古
ノ
大
近
ナ
リ
。
小
近
島
数
十
。
其
左
右
ニ
連
レ
リ
。
凡
テ
田
畑
ナ
リ
。
人
家
海
辺
ニ
在
テ
漁
夫
ノ
ミ
ナ
リ
。
海
深
シ
テ
諸
リ
便
リ
ヨ
シ
。
山
ハ
岩
石
聳
テ
平
地
少
シ
ト
雖
モ
、
諸
モ
諸
木
繁
茂
シ
テ
薪
樵
ス
ル
ニ
堪
タ
リ
。
因
テ
浦
々
モ
冨
テ
民
家
多
シ
。
足
利
家
衰
乱
ノ
比
ハ
、
海
賊
ト
モ
多
ク
、
此
島
ニ
集
テ
度
々
明
國
ヲ
侵
セ
シ
コ
ト
、
彼
國
ノ
書
ト
モ
ニ
ミ
エ
タ
リ
。
此
島
ハ
皇
國
ノ
西
ノ
極
ニ
テ
、
彼
國
ト
ハ
海
水
一
帶
ヲ
阻
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
甚
近
ト
云
。
五
島
則
古
ノ
値
嘉
島
ナ
レ
ハ
別
ニ
挙
ク
可
ニ
ア
ラ
ネ
ト
、
後
世
値
嘉
ノ
内
ヲ
分
テ
種
々
名
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
今
ノ
唱
ニ
因
テ
又
一
ノ
件
ト
ス
。 
【
299
】「⊕⊕
『
太
宰
管
内
志
』
曰
…
…
今
ノ
唱
ニ
因
テ
又
一
ノ
件
ト
ス
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
315 
杵
島
郡
。
郷
四
所
。
里
一
十
三
。
驛
一
所
。 
駅
「
戸
令
」
ニ
ヨ
ル
ニ
、
本
郡
ハ
四
郷
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
子
位
ヨ
リ
夘
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
小
城
郡
ニ
界
シ
、
夘
ヨ
リ
巳
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
海
ニ
臨
ミ
、
巳
ヨ
リ
申
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
藤
津
郡
ニ
界
シ
、
彼
杵
郡
ノ
界
少
シ
ク
、
之
ヲ
承
ケ
松
浦
郡
ト
ナ
リ
テ
子
ニ
至
ル
。
米
・
麦
・
綿
・
茶
・
櫨
・
油
菜
等
ヲ
産
ス
。
○
『
日
本
紀
』（
景
行
天
皇
十
八
年
七
月
）
ニ
、
到
筑
紫
後
国
御
木
。（
○
三
池
郡
）
居
於
高
田
行
宮
。
時
有
僵
樹
。
長
九
百
七
十
丈
焉
云
々
。
有
一
老
夫
曰
。
是
樹
者
歴クス
木キ
也
。
嘗
未
僵
之
先
。
當
朝
日
暉
則
隱
杵
島
山
。
當
夕
日
暉
覆
阿
蘇
山
（
○
肥
後
）
也
〔
22
〕
。
マ
タ
上
文
（
佐
嘉
郡
条
）
ニ
、
昔
者
樟
樹
一
株
。
生
於
此
村
。
幹
枝
秀
高
。
莖
繁
茂
朝
日
之
影
。
蔽
杵
島
郡
蒲
川
山
。
マ
タ
『
三
代
実
録
』（
貞
観
十
二
年
六
月
）
ニ
、
先
是
太
宰
府
言
。
肥
前
国
杵
島
郡
兵
庫
震
動
皷
鳴
二
声
ナ
ド
ア
リ
〔
23
〕
。
（
今
日
『
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
八
月
ニ
、
授
肥
前
国
正
六
位
上
堤
雄
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
本
郡
佐
留
志
村
ニ
ア
リ
。
現
今
郷
社
。
同
書
貞
観
三
年
八
月
ニ
、
授
肥
前
国
正
六
位
上
稲
佐
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
本
郡
錦
江
村
ニ
ア
リ
。
現
今
郷
社
） 
〔
22
〕
青
柳
氏
曰
、
筑
後
、
御
木
ノ
西
海
ニ
出
テ
、
東
西
ヲ
領
テ
両
国
ノ
形
勢
ヲ
考
ル
ニ
、
東
方
遥
ニ
阿
蘇
山
聳
エ
、
西
方
海
ヲ
阻
テ
多
良
岳
ニ
向
ヘ
リ
。
杵
島
山
ト
云
ル
ハ
何
レ
ナ
ラ
ン
。 
阿
蘇
ニ
並
フ
ハ
カ
リ
ノ
山
ト
テ
ハ
、
外
ニ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
風
土
記
ニ
モ
高
山
ノ
由
ミ
エ
タ
レ
ド
モ
、
爰
ヨ
リ
打
見
ル
ニ
、
サ
ハ
カ
リ
ノ
高
嶺
モ
エ
ネ
ハ
、
此
モ
風
土
記
ニ
多
良
之
峯
ト
ア
ル
カ
タ
ヤ
叶
ヌ
ヘ
キ
。
此
峯
ハ
海
中
ニ
差
出
テ
、
直
ニ
御
木
ニ
向
ヒ
タ
ル
高
山
ナ
レ
ハ
、
マ
カ
フ
ヘ
キ
ニ
モ
非
ヌ
。
地
勢
シ
サ
レ
ト
モ
、
同
書
ニ
肥
後
ノ
荒
仇
山
ト
云
ル
モ
、
又
何
レ
ナ
ラ
ン
。
彼
国
ノ
山
ニ
テ
見
放
レ
モ
、
大
ト
思
計
リ
ノ
山
モ
阿
蘇
山
ノ
外
ニ
ハ
ナ
シ
。 
今
日
下
藤
津
郡
託
羅
郷
条
見
合
ス
ヘ
シ
。 
〔
23
〕『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
意
宇
軍
團
即
属
郡
家
熊
谷
軍
團
飯
石
郡
家
東
北
廿
九
里
一
百
八
十
歩
神
門
軍
團
郡
家
正
東
七
里
ト
ア
リ
。
之
ニ
依
ハ
兵
庫
モ
郡
家
ノ
近
傍
ニ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
○
郷
四
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
多
駄
。
杵
島
（
喜
之
万
。
今
日
『
公
卿
補
任
』
ニ
、
仁
安
二
年
前
太
政
大
臣
従
一
位
平
清
盛
上
表
辞
太
政
大
臣
。
并
兵
仗
云
。
肥
前
国
杵
島
郷
云
。
二
等
為
大
功
田
。
傳
子
孫
ト
ア
リ
。「
天
暦
五
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
杵
島
西
郷
五
所
社
内
武
雄
宮
云
々
ト
ア
ル
ニ
ヨ
レ
ハ
、
武
雄
村
辺
ハ
西
郷
ニ
テ
成
瀬
村
辺
ハ
東
郷
ナ
リ
ナ
ラ
ン
。
「
仁
平
二
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
杵
島
北
辺
大
町
宮
御
領
福
面
村
ト
云
コ
ト
モ
ア
リ
）
能
伊
、
島
見
（
志
万
美
。
○
今
日
『
竹
埼
五
郎
画
図
』
ニ
、
文
永
十
一
年
筑
前
ニ
テ
蒙
古
ト
戦
ヒ
ノ
処
ニ
肥
前
国
御
家
人
白
石
六
郎
通
泰
、
其
勢
百
餘
云
々
ト
ア
リ
。
通
泰
、
本
氏
ハ
日
向
ニ
テ
、『
源
平
盛
衰
記
』
ニ
ミ
エ
タ
ル
通
良
カ
裔
ナ
リ
。
通
泰
、
当
時
本
郡
白
石
郷
ニ
住
シ
白
石
ヲ
氏
ト
ス
。
白
石
郷
、
近
古
三
万
石
ノ
地
ト
イ
フ
古
ノ
何
郷
タ
ル
ヲ
知
ラ
ス
【
300
】
）
ト
ア
リ
。 
【
300
】
国
本
、
こ
の
下
に
続
け
て
「（
或
曰
、
上
ニ
見
エ
タ
ル
杵
島
東
郷
ノ
中
ナ
リ
）」
と
あ
り
。
甲
本
こ
の
部
分
の
本
文
を
残
し
た
ま
ま
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
里
一
十
三
「
一
」
湯
本
「
二
」
ニ
作
ル
。
名
称
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ズ
〔
24
〕
。『
郷
村
帳
』【
301
】
ニ
、
本
郡
。
大
村
百
五
十
四
村
。
小
村
百
三
十
七
村
。
人
数
四
316 
万
六
千
六
百
十
二
人
（
郷
十
一
所
）
ト
ア
リ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
百
六
十
九
村
。
マ
タ
「
同
二
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
一
万
五
千
八
百
十
三
戸
。
八
万
三
千
百
六
十
一
口
。
田
八
千
五
百
三
十
五
町
九
段
。
畑
二
千
八
百
七
十
九
町
七
段
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
九
万
千
九
百
八
十
八
口
。
二
十
二
年
改
革
シ
テ
武
雄
町
大
字
武
雄
村
ノ
内
字
柄
崎
、
下
西
山
ノ
内
、
竹
下
・
北
ノ
浦
、
冨
岡
村
ノ
内
、
冨
岡
・
八
並
、
武
雄
村
大
字
武
雄
・
冨
岡
、
永
島
村
ノ
内
、
字
永
寉
・
花
島
・
溝
ノ
上
、
朝
日
村
大
字
甘
久
・
中
野
、
芦
原
村
ノ
内
字
射
場
ノ
元
、
片
白
村
ノ
内
字
下
朝
追
、
長
谷
ノ
内
武
内
村
大
字
三
間
坂
・
真
手
野
、
住
吉
村
大
字
大
野
、
中
通
村
大
字
鳥
坂
・
犬
走
、
三
間
坂
村
ノ
内
字
三
間
阪
・
西
川
、
登
村
大
字
小
田
・
志
神
・
六
東
川
、
登
村
大
字
永
野
・
袴
野
、
橘
村
大
字
大
日
・
片
白
、
永
島
村
ノ
内
字
成
瀬
、
橋
下
村
大
字
大
渡
・
芦
原
、
須
古
村
大
字
堤
・
馬
洗
・
湯
崎
・
北
小
田
・
下
小
田
、
山
口
村
大
字
山
口
・
八
丁
、
佐
留
志
村
大
字
佐
留
志
総
領
分
、
六
角
村
大
字
東
郷
・
今
泉
・
廿
治
、
福
吉
村
ノ
内
大
字
大
戸
、
分
ノ
内
、
福
治
村
大
字
福
田
・
福
吉
・
廿
治
村
ノ
内
、
字
廿
治
・
北
廿
治
、
福
冨
村
大
字
福
冨
々
々
下
分
、
北
有
明
村
大
字
仁
ヶ
里
・
辺
田
・
々
野
、
上
竜
王
村
大
字
深
浦
・
坂
田
ト
ス
） 
〔
24
〕『
寛
文
印
知
集
』 
杵
島
郡
百
拾
四
箇
村
。
高
六
万
七
千
四
百
三
拾
六
石
三
斗
六
升
壱
合
。 
【
301
】「『
郷
村
帳
』
ニ
…
…
上
竜
王
村
大
字
深
浦
・
坂
田
ト
ス
」
国
本
な
し
。 
○
駅
一
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
。
杵
島
五
疋
ト
ア
リ
。『
道
中
行
程
細
見
記
』
ニ
、
成
瀬
駅
ア
リ
是
ナ
リ
【
302
】
。
今
ノ
橘
村
大
字
成
瀬
ナ
リ
【
303
】
。 
【
302
】
国
本
、
以
下
の
記
述
な
く
、「
成
瀬
ハ
杵
島
東
郷
ナ
ル
コ
ト
、
上
ニ
云
ヘ
ル
カ
如
シ
」
と
い
う
文
あ
り
。 
【
303
】
甲
本
、
こ
の
下
に
「
今
ノ
橘
村
大
字
成
瀬
ナ
リ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
幸
之
時
。
御
舩
泊
二
此
郡
盤
田
杵
之
村
一
。
于
レ
時
。
従
二
舩
𢍿
戨
之
穴
一
冷
水
自
出
。
〈
一
云
。
舩
泊
之
処
。
〉
自
成
二
一
島
一
。
天
皇
御
覧
詔
二
群
臣
等
一
曰
。
此
郡
。
可
レ
謂
𢍿
戨
島
郡
一
。
今
謂
二
杵
嶋
郡
一
訛
之
也
。
郡
西
有
二
湯
泉
出
之
巌
一
岸
峻
極
人
跡
罕
及
也
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
盤
田
杵
【
304
】
此
ハ
、
イ
ハ
タ
キ
ト
訓
ム
。
今
訛
リ
テ
、
ウ
ハ
タ
キ
ト
呼
テ
上
滝
ト
カ
キ
、
又
ハ
タ
キ
ト
云
フ
。
朝
日
村
大
字
甘
久
ニ
ア
リ
。
今
ハ
舩
ノ
泊
ル
処
ヲ
去
ル
コ
ト
稍
遠
シ
。 
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【
304
】
○
盤
田
杵
の
項
目
、
国
本
は
「
○
盤
田
杵
イ
ハ
タ
キ
ト
訓
ム
。
今
ハ
ウ
ハ
タ
キ
（
イ
ト
ウ
ト
ハ
通
フ
）
ト
呼
テ
、
上
滝
ト
カ
ク
。
（
郷
ニ
上
滝
村
ア
リ
）」
と
す
。 
○
𢍿
戨
異
本
「
牂
戎
」
ニ
作
ル
。
下
同
シ
。
此
ハ
牂
杙
ヲ
誤
シ
者
ナ
リ
。『
出
雲
風
土
記
』
ニ
、
堅
立
加
志
者
。
石
見
国
與
出
雲
国
之
堺
。
有
名
佐
比
売
山
是
也
。
マ
タ
固
堅
立
加
志
者
。
有
伯
耆
国
大
神
岳
是
也
【
305
】
ト
ア
リ
、
本
文
ニ
似
タ
リ
。『
箋
註
和
名
抄
』【
306
】
ニ
、『
唐
韵
』
云
、
戕
牱
（
蔵
柯
二
音
、
『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
、
加
之
今
舟
人
。
亦
植
篙
於
水
中
以
繋
舟
。
謂
之
加
之
手
不
留
。
江
戸
俗
謂
涯
崖
。
可
以
繋
舟
之
処
。
為
加
之
益
此
轉
也
）
所
以
繋
舟
也
。（
○
『
廣
韵
』
同
。『
玉
篇
』
作
「
戕
牱
」。
云
繋
舩
大
杙
也
。
戕
牱
舩
杙
也
。『
華
陽
国
志
』
云
、
楚
頃
襄
王
特
遣
荘
蹻
伐
夜
郎
軍
。
至
且
蘭
極
舩
於
岸
。
而
歩
戦
既
城
夜
郎
。
以
且
蘭
有
椓
舩
牂
柯
処
。
乃
改
其
為
レ
名
牂
柯
。『
史
記
』・『
後
漢
書
』
作
「
牂
柯
」。
柯
字
連
上
字
変
木
従
片
也
。
後
又
仮
戕
字
作
牁
也
。『
竜
龕
手
鑑
』
我
戕
牁
也
。
俗
正
作
戕
。『
魏
志
』
常
林
傳
注
引
『
魏
略
』
云
、
是
使
朱
然
諸
葛
璋
攻
国
樊
城
。
遣
舩
兵
於
山
東
斫
牂
柯
。
王
念
孫
曰
、
牂
者
長
大
牂
々
然
也
。
柯
亦
長
大
之
名
猶
大
枝
謂
之
柯
也
）
マ
タ
『
万
葉
集
』（
七
）
ニ
、
舟
尽
志
可
振
立
而
。
谷
川
氏
曰
、
牂
牁
ヲ
今
カ
セ
ト
モ
云
。
マ
タ
短
木
ヲ
岸
ニ
ウ
ツ
ヲ
、
地
カ
セ
ト
イ
フ
。
政
為
ノ
歌
ニ
モ
カ
セ
ト
詠
リ
。
内
山
氏
曰
、
𢍿
戨
ハ
舟
ヲ
ツ
ナ
ク
杙
ヲ
イ
フ
。
今
モ
遠
江
引
佐
江
ノ
海
人
ハ
杙
立
ヲ
カ
シ
フ
ル
．
．
．
．
ト
云
。
平
田
翁
曰
、
𢍿
牁
、
マ
タ
楫
ナ
ド
ヲ
作
ル
ニ
、
橿カシ
木
ホ
ド
良
ハ
ナ
ケ
レ
バ
、
今
モ
彼
木
ヲ
以
テ
作
ル
ナ
リ
。
然
レ
バ
橿
ラ
フ
名
ハ
、
モ
ト
𢍿カ
牁
ヲ
作
レ
ル
故
ニ
負
ヘ
ル
名
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
カ
。
ソ
ハ
弓
ニ
作
ル
木
ヲ
真
弓
木
ト
イ
フ
。
矢
ニ
作
ル
木
ヲ
柳
ヤ
ノ
キ
ト
云
ヲ
思
ヒ
合
ス
ベ
シ
。 
【
305
】「
マ
タ
固
堅
立
加
志
者
。
有
伯
耆
国
大
神
岳
是
也
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
306
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
王
念
孫
曰
、
牂
者
長
大
牂
々
然
也
。
柯
亦
長
大
之
名
猶
大
枝
謂
之
柯
也
。」
国
本
、
こ
の
部
分
を
「『
和
名
抄
』
ニ
、
𢍿
『
唐
韵
』
云
、
𢍿
戨
。『
漢
語
抄
』 
云
、
加
之
所
以
繋
舟
。
マ
タ
『
前
漢
書
』
ノ
注
ニ
、
牂
柯
係
舩
杙
也
」
と
す
。 
○
冷
水
自
「
冷
」
印
本
「
洽
」
ニ
誤
リ
、「
自
」
曼
本
「
曰
」
ニ
作
ル
。 
○
一
云
「
一
云
云
々
」
六
字
曼
本
・
異
本
大
書
ス
。 
○
之
処
「
処
」
異
本
「
所
」
ニ
作
ル
。 
○
郡
西
郡
家
ハ
成
瀬
村
辺
ニ
在
シ
ナ
ラ
ン
。
武
雄
町
大
字
柄
崎
ハ
成
瀬
村
ヨ
リ
一
里
許
リ
西
ナ
リ
。
此
処
ニ
温
泉
ア
リ
。
下
ニ
云
モ
ノ
是
ナ
リ
。
功
效
尤
着
ク
。
名
声
亦
高
シ
。 
○
温
泉
平
田
翁
曰
、『
和
名
抄
』
ニ
、
温
泉
和
名
由
ト
ア
レ
ド
、
イ
デ
ユ
．
．
．
ト
訓
ベ
シ
。
泉
ハ
出
水
ノ
義
ナ
ル
ニ
、
對
ヘ
テ
出
湯
ノ
義
ナ
リ
。
タ
ヽ
ニ
ユ．
ト
訓
ヨ
リ
ハ
語
ノ
調
モ
ヨ
ロ
シ
。
歌
ニ
ハ
出デ
湯ユ
ト
詠
ナ
ラ
ヘ
リ
。
今
日
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
肥
前
有
温
井
二
所
ト
ア
ル
ハ
、
何
レ
ヲ
云
ニ
カ
。
此
処
及
ヒ
藤
津
郡
嬉
野
村
ノ
温
泉
、
南
高
来
郡
島
原
村
ノ
温
泉
等
、
今
ハ
尤
モ
世
ニ
名
ア
リ
。
小
城
郡
南
山
村
大
字
古
湯
ノ
ハ
之
ニ
次
ク
。『
古
今
集
』
ニ
、
源
ノ
サ
ネ
カ
筑
紫
ヘ
ユ．
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ア
ミ
ン
．
．
．
ト
テ
、
マ
カ
リ
ケ
ル
時
ニ
、
山
崎
ニ
テ
別
レ
ヲ
シ
ミ
ケ
ル
所
ニ
テ
ヨ
メ
ル
、
シ
ロ
メ
命
タ
ニ
心
ニ
カ
ナ
フ
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
何
カ
別
レ
ノ
哀
シ
カ
ラ
マ
シ
。
ト
ア
ル
ハ
何
処
ナ
ル
ラ
ン
。
筑
紫
ニ
ハ
温
泉
多
ケ
レ
バ
、
ソ
ユ
ト
ハ
決
メ
知
リ
ガ
タ
シ
。『
箋
註
和
名
抄
』【
307
】
ニ
、『
宜
都
山
川
記
』
曰
、
佷
阿
山
縣
有
温
泉
（
一
云
、
湯
泉
。
和
名
由
。
○
温
泉
出
『
文
選
』
東
都
賦
、
『
抱
朴
子
』
暢
玄
篇
、
「
舒
明
紀
」「
孝
徳
紀
」「
斉
明
紀
」
温
湯
同
訓
温
泉
。
其
媛
如
湯
故
云
由
。
或
云
、
以
天
由
出
湯
也
）
百
疾
久
病
。
入
此
水
多
愈
矣
。（
○
『
初
学
記
』・『
太
平
御
覧
』
並
云
、
表
山
松
『
宜
都
山
川
記
』
今
無
傳
本
。
『
新
唐
書
』・
有
李
氏
『
宜
都
山
川
記
』
一
巻
未
知
是
否
。『
初
学
記
』
引
作
佷
山
縣
有
温
泉
。
注
大
谿
夏
□
煖
冬
。
則
大
熱
上
。
常
有
霧
気
。
百
病
久
疾
。
入
此
水
多
愈
。
此
節
是
文
也
。
水
経
夷
水
出
巴
郡
魚
復
縣
・
江
東
南
過
佷
山
縣
南
注
云
、
大
鷄
南
北
夾
岸
雄
温
泉
。
對
注
夏
煗
冬
熱
。
上
常
有
霧
。
気
痬
疾
百
病
。
俗
者
多
愈
。
即
其
事
也
。『
説
文
』
温
水
出
楗
。
為
涪
南
入
黔
水
。
非
此
義
。『
説
文
』
又
有
昷
字
云
仁
也
。
轉
為
昷
煗
字
。
後
人
従
水
作
温
也
。
与
温
水
字
自
別
）
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
温
湯
『
蔵
器
』
曰
、
下
有
疏
黄
。
即
令
水
熱
猶
有
硫
黄
臭
。
硫
黄
主
諸
瘡
。
故
水
亦
宜
其
熱
処
。
可
燖
豬
羊
熟
鷄
子
也
。
時
珍
曰
、『
漁
隱
叢
話
』
云
、
温
泉
多
作
硫
黄
氣
。
俗
之
則
襲
人
肌
盧
。
ソ
ノ
『
啓
蒙
』
ニ
、
温
湯
イ
デ
ユ
ヲ
ン
セ
ン
。
一
名
陰
火
泉
。
湯
液
喧
波
湯
。
マ
タ
『
武
雄
温
泉
調
査
記
』【
308
】
ニ
、
泉
質
炭
酸
無
色
透
明
ニ
シ
テ
少
ク
、
硫
化
水
素
臭
ヲ
放
チ
、
極
微
ノ
鹹
味
ア
リ
。
其
反
応
ハ
弱
亜
児
加
理
性
ニ
シ
テ
、
煮
沸
ス
レ
バ
其
性
ヲ
加
フ
。
含
有
ス
ル
所
ノ
各
成
分
、
左
ノ
如
シ
。
重
炭
酸
那
篤
留
母
、
格
魯
児
加
留
母
、
硅
酸
硫
化
水
素
、
温
度
百
十
八
度
。
両
前
ハ
温
ヲ
加
フ
。
土
人
以
テ
両
兆
ト
ス
。（
或
曰
【
309
】、
今
ノ
武
雄
温
泉
ハ
武
雄
町
ニ
ア
リ
。
日
夜
湧
出
ノ
量
八
百
四
拾
石
。
主
治
ハ
慢
性
頑
固
皮
膚
病
、
マ
タ
慢
性
梅
毒
、
マ
タ
慢
性
楼
麻
質
斯
、
マ
タ
慢
性
膀
胱
加
答
児
等
ナ
リ
。
肥
前
国
柄
崎
温
泉 
定
条
々 
一
湯
治
上
下
時
地
下
人
非
分
義
申
懸
猥
之
族
於
有
之
者
。
可
為
曲
事
。 
一
湯
入
之
輩
宿
賃
人
別
五
文
。
充
毎
日
可
出
之
事
。 
一
薪
柴
等
可
取
之
屋
敷
廻
其
外
御
用
木
者
一
切
不
可
伐
之
事
。 
右
条
々
若
違
犯
之
輩
於
有
之
者
。
右
地
下
人
相
拘
可
注
進
送
可
。
被
御
成
敗
者
也
。 
天
正
二
十
年
六
月
十
八
日 
印
○ 
豊
公
ナ
リ
） 
【
307
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
『
説
文
』
又
有
昷
字
云
仁
也
。
轉
為
昷
煗
字
後
人
従
水
作
温
也
。
与
温
水
字
自
別
）」
国
本
な
し
。 
【
308
】「『
武
雄
温
泉
調
査
記
』」、
国
本
は
「
明
治
十
九
年
或
人
ノ
『
柄
崎
温
泉
調
査
記
』」
と
す
。 
【
309
】「（
或
曰
、
今
ノ
武
雄
温
泉
ハ
武
雄
町
ニ
ア
リ
。
…
…
天
正
二
十
年
六
月
十
八
日 
印
○ 
豊
公
ナ
リ
）」
国
本
な
し
。
甲
本
「
肥
前
国
柄
崎
温
泉
…
…
天
正
二
十
年
六
月
十
八
日 
印 
○ 
豊
公
ナ
リ
」
の
部
分
な
し
。 
○
岸
峻
「
岸
」
湯
本
ナ
シ
。
武
雄
温
泉
ノ
旁
ニ
蓬
莱
山
、
マ
タ
白
竜
峰
等
ア
リ
。
其
高
サ
二
三
十
丈
ナ
リ
。
巌
岸
峻
極
ト
ア
ル
ハ
之
ヲ
云
ナ
ラ
ン
。 
 
孃
子
山
。〈
在
二
郡
東
北
一
。
〉 
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同
天
皇
行
幸
之
時
。
土
蜘
蛛
八
十
女
。
又
在
二
此
山
頂
一
常
捍
二
皇
命
一
。
不
レ
肯
二
降
服
一
。
於
レ
茲
遣
レ
兵
滅
。
因
曰
二
孃
子
山
一
。 
異
本
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
嬢
子
印
本
ニ
ハ
ヽ
コ
ト
訓
ヲ
付
タ
レ
ド
、
如
何
ア
ラ
ン
。『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
嬢
（
乎
美
奈
）、
阿
嬢
（
波
々
）
ト
ア
リ
、
字
書
等
ニ
モ
嬢
ヲ
ハ
ヽ
、
又
ヲ
ミ
ナ
ト
両
様
ニ
訓
タ
リ
。『
輟
耕
録
』
ニ
、
娘
子
俗
書
也
。
古
無
之
。
當
従
嬢
。
今
乃
通
為
婦
女
之
称
。
故
子
謂
母
曰
娘
。
而
世
謂
穩
婆
曰
老
娘
。
女
巫
曰
師
娘
。
娼
婦
曰
花
娘
。
南
方
謂
婦
女
之
無
行
者
。
亦
曰
夫
娘
。
謂
夫
人
之
卑
賎
者
。
曰
某
娘
。
曰
幾
娘
。
鄙
之
婆
娘
ト
ア
リ
テ
、
嬢
ト
娘
ト
ハ
同
義
ニ
シ
テ
、
ハ
ハ
ト
訓
マ
ヌ
ニ
ハ
非
サ
レ
ド
モ
、
此
処
ニ
テ
ハ
ヲ
ミ
ナ
ト
訓
ム
カ
タ
宜
シ
カ
ラ
ン
。
子
ハ
添
ヘ
タ
ル
字
ノ
ミ
。
元
来
八
十
女
云
々
ト
云
ヨ
リ
起
レ
ル
名
ナ
レ
バ
、
ハ
ヽ
コ
ト
訓
テ
ハ
義
叶
ヒ
カ
タ
シ
ナ
ラ
ン
上
ニ
ア
リ
〔
25
〕【
310
】
。（
今
日
西
多
久
村
大
字
板
屋
ニ
ア
リ
【
311
】
）
後
世
、
郡
界
ノ
変
リ
ツ
ル
者
ト
聞
ユ
。
栗
田
氏
曰
、『
和
名
抄
』
ニ
、
信
濃
国
小
縣
郡
童
女
（
乎
無
奈
）。『
霊
異
記
』
ニ
、
信
濃
国
小
縣
郡
嬢
里
ト
ア
ル
。
即
ヲ
ム
ナ
郷
ナ
リ
【
312
】
。
伊
藤
氏
ノ
女
山
ト
云
説
ア
タ
ル
。
ヲ
ム
ナ
又
オ
ミ
ナ
ナ
ド
訓
ム
ベ
シ
。『
常
陸
風
土
記
』
鹿
島
郡
ニ
、
童
女
松
原
ト
ア
ル
ヲ
モ
考
合
ス
ベ
シ
【
313
】
。 
〔
25
〕
伊
藤
氏
曰
、『
肥
湯
古
跡
記
』
ニ
、
多
久
ノ
女
山
ハ
鈴
鹿
御
前
ノ
霊
ナ
リ
。
則
山
ノ
姿
、
女
ノ
髪
ノ
ユ
リ
カ
レ
ノ
タ
ル
形
ニ
似
タ
リ
。 
肥
前
国
会
天
山
ノ
西
三
里
許
ニ
、
男
山
・
女
山
ト
テ
ア
リ
。
天
山
ヨ
リ
ハ
遥
ニ
低
シ
。
佐
嘉
ヨ
リ
唐
津
ニ
ユ
ク
人
、
天
山
ヲ
東
ニ
ミ
、
男
山
・
女
山
ヲ
西
ニ
ミ
テ
通
ル
ナ
リ
。 
【
310
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
「
伊
藤
氏
曰
、
小
城
郡
多
久
郷
ニ
女
山
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
311
】「（
今
日
西
多
久
村
大
字
板
屋
ニ
ア
リ
）」
国
本
な
し
。 
【
312
】「
栗
田
氏
曰
、『
和
名
抄
』
ニ
、
信
濃
国
小
縣
郡
童
女
（
乎
無
奈
）
。『
霊
異
記
』
ニ
、
信
濃
国
小
縣
郡
嬢
里
ト
ア
ル
。
即
ヲ
ム
ナ
郷
ナ
リ
」
国
本
な
し
。 
【
313
】「『
常
陸
風
土
記
』
鹿
島
郡
ニ
、
童
女
松
原
ト
ア
ル
ヲ
モ
考
合
ス
ベ
シ
」
国
本
な
し
。 
○
東
北
嬢
子
山
ト
シ
テ
郡
家
ヲ
成
瀬
村
辺
ニ
ア
リ
ト
定
ム
ル
ト
キ
ハ
、
東
北
ハ
方
角
タ
ガ
ヘ
リ
。
女
山
ハ
成
瀬
村
ノ
北
、
マ
タ
ハ
西
北
ト
ハ
云
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
東
北
ト
ハ
云
難
シ
。
然
レ
バ
本
文
東
ハ
西
ノ
誤
リ
カ
。 
○
八
十
女
此
ハ
人
ノ
名
ナ
ラ
ン
。
八
十
人
ノ
女
ト
云
コ
ト
ニ
ハ
非
ザ
ラ
シ
。 
○
山
頂
「
頂
」
湯
本
「
頭
」
ニ
作
ル
。 
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縣
南
二
里
【
314
】
。
有
二
一
孤
山
一
。
従
レ
坤
指
レ
艮
。
三
峯
相
連
。
是
名
曰
二
杵
島
山
一
。
坤
者
曰
二
比
古
神
一
。
中
者
曰
二
比
賣
神
一
。
艮
者
曰
二
御
子
神
一
。〈
一
名
軍
神
。
動
則
兵
興
矣
。
〉
郷
閭
士
女
。
提
レ
酒
抱
レ
琴
毎
レ
歳
春
秋
。
携
レ
手
登
望
。
楽
飲
歌
舞
。
曲
盡
而
帰
。
歌
詞
云
。
阿
羅
礼
符
縷
。
耆
資
麼
加
多
愷
塢
。
嵯
峨
紫
彌
刀
。
區
縒
刀
理
我
禰
弖
。
伊
謀
我
提
塢
刀
縷
〈
是
杵
島
曲
。
〉 
此
條
【
315
】
、『
仙
覺
万
葉
抄
』
及
ヒ
松
浦
郡
ニ
引
ク
、
松
浦
云
々
ノ
件
ノ
如
シ
。 
【
314
】
国
本
・
甲
本
、『
仙
覚
万
葉
集
注
釈
』
所
引
の
逸
文
を
嬢
子
山
の
条
の
上
に
配
置
す
。 
【
315
】
国
本
、
以
下
の
記
述
を
「『
仙
覚
万
葉
抄
』
及
ヒ
『
釈
日
本
紀
』
第
二
『
肥
前
風
土
記
』
ト
テ
引
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
本
モ
ア
リ
シ
ニ
ヤ
」
と
す
。
甲
本
で
は
「『
仙
覺
萬
葉
抄
』
及
ヒ 
『
釋
日
本
紀
』
等
ニ
、『
肥
前
風
土
記
』
ト
テ
引
タ
リ
。
カ
ヽ
ル
本
モ
ア
リ
シ
ニ
ヤ
。
奇
シ
」
と
す
。 
○
南
二
里
郡
家
ヲ
試
ニ
成
瀬
村
辺
ト
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
南
二
里
【
316
】
ニ
一
孤
山
云
々
ハ
今
ハ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。 
○
一
孤
山
従
坤
指
艮
成
瀬
村
ノ
東
南
ニ
一
帯
ノ
蜿
蜓
ト
シ
テ
、
乾
ヨ
リ
巽
ヲ
サ
シ
テ
横
タ
ハ
ル
山
ア
リ
。
之
ヲ
横
山
ト
イ
フ
。
従
坤
指
艮
。
マ
タ
孤
山
三
峯
云
々
ニ
叶
ハ
ズ
。
本
文
恐
ラ
ク
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
。（
郡
家
ヲ
成
瀬
村
辺
ニ
ア
ラ
ス
ト
ス
ル
モ
、
此
近
旁
ニ
孤
山
三
峯
モ
ナ
シ
【
317
】
） 
【
316
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
「（
今
ノ
十
二
丁
）
」
と
い
う
分
注
あ
り
。 
【
317
】「（
郡
家
ヲ
成
瀬
村
辺
ニ
ア
ラ
ス
ト
ス
ル
モ
、
此
近
旁
ニ
孤
山
三
峯
モ
ナ
シ
）」
国
本
な
し
。 
○
軍
神
【
318
】
上
ニ
引
ク
『
三
代
実
録
』
ニ
、
兵
庫
震
動
ト
ア
ル
ヲ
考
合
ス
レ
バ
、
此
軍
神
ノ
怒
リ
マ
ス
ト
キ
ハ
兵
庫
ノ
震
動
シ
、
兵
庫
震
動
ス
レ
バ
兵
興
ツ
コ
ト
ア
ル
ナ
リ
。 
【
318
】
○
軍
神
の
項
目
、
国
本
は
「
○
軍
神
此
ハ
山
城
国
ナ
ル
将
軍
塚
ノ
類
ナ
ル
ヘ
シ
。
上
ニ
引
ク
『
三
代
實
録
』
ニ
、
兵
庫
震
動
ト
ア
ル
ヲ
合
セ
考
フ
レ
ハ
、
此
軍
神
ハ
兵
庫
ノ
守
護
神 
ト
シ
テ
其
辺
ニ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
依
テ
軍
神
ノ
怒
リ
シ
ト
キ
ハ
兵
庫
モ
震
動
セ
シ
ナ
ラ
ン
。（
武
雄
神
社
ノ
古
文
書
ニ
、
ソ
ノ
神
官
ニ
武
庫
氏
ア
リ
。
此
兵
庫
ノ
官
人
ノ
裔
ナ
ラ
ン
）」
と
す
。
甲
本
は
「
上
ニ
引
ク
」
と
い
う
記
述
の
上
に
「
此
ハ
山
城
国
ナ
ル
將
軍
塚
ノ
類
ナ
ル
ベ
シ
」
と
い
う
一
文
あ
り
。 
○
楽
飲
一
本
此
二
字
倒
置
ス
。 
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○
而
帰
「
而
」
一
本
ナ
シ
。 
○
阿
羅
礼
符
縷
ハ
霰
降
ル
ニ
テ
耆
資
麼
ニ
カ
ヽ
ル
枕
言
。（
耆
資
麼
ト
加
資
麼
【
319
】
） 
【
319
】「（
耆
資
麼
ト
加
資
麼
）」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
耆
資
麼
加
多
愷
塢
ハ
杵
島
加
岳
手
ナ
リ
。
耆
ハ
加
ニ
通
ヒ
テ
加
資
麼
ハ
囂
マ
ニ
テ
霰
ノ
降
音
ノ
カ
シ
マ
シ
ト
云
カ
ケ
轉
シ
テ
杵
島
ニ
続
ケ
ツ
ル
ナ
リ
。 
○
嵯
峨
紫
弥
刀
ハ
険
シ
サ
ヽ
ト
ナ
リ
。『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
嵯
峨
高
山
之
貌
。
佐
加
志
。
マ
タ
崱
屴
山
峻
嶮
之
貌
。
佐
加
志
。
マ
タ
嶢
𡸣
。
佐
加
志
峨
也
。
嶮
也
ナ
ド
ア
リ
。
此
等
ノ
字
義
ナ
リ
。 
○
區
縒
刀
理
我
祢
尼
ハ
取
草
不
得
テ
ナ
リ
。
此
岳
ノ
険
シ
サ
ニ
草
ヲ
モ
取
リ
テ
モ
登
リ
得
ズ
ト
ナ
リ
。 
○
伊
謀
我
堤
塢
刀
婆
ハ
妹
之
手
取
留
ナ
リ
。
山
路
ノ
草
ハ
ト
リ
得
ヌ
者
カ
ラ
、
妹
カ
手
ヲ
取
リ
テ
行
ク
ト
ナ
リ
。
一
首
ノ
義
ハ
此
ノ
杵
島
カ
岳
ニ
登
ル
ニ
、
某
坂
路
ノ
イ
ト
ヽ
ヽ
嶮
シ
ク
テ
、
登
リ
得
ズ
。
路
ノ
旁
リ
ノ
草
タ
ニ
取
リ
カ
ヌ
レ
バ
、
妹
カ
手
ヲ
取
リ
ツ
ヽ
、
助
ケ
ラ
レ
テ
登
リ
往
ク
ト
ナ
リ
。
此
歌
ハ
『
古
事
記
』（
仁
徳
天
皇
段
）
ニ
、
波
斯
多
尼
能
。
久
良
波
斯
夜
麻
表
。
佐
賀
志
美
登
。
伊
迦
伎
加
泥
氏
。
和
賀
氏
登
良
須
母
。
マ
タ
波
斯
多
氏
能
。
久
良
波
斯
夜
麻
波
。
佐
賀
斯
初
杼
。
伊
毛
登
能
煩
礼
波
。
佐
賀
斯
玖
母
阿
良
受
ナ
ド
ア
ル
ニ
、
能
似
タ
リ
。『
万
葉
集
』（
三
）
ニ
、
霰
零
。
吉
志
美
我
高
嶺
乎
。
険
跡
草
取
可
奈
和
。
妹
手
乎
取
ト
ア
ル
ハ
、
本
文
ヲ
誤
リ
テ
仙
柘
枝
歌
ト
ナ
セ
ル
ナ
リ
。（
荒
木
田
氏
曰
、
可
奈
和
ハ
可
祢
手
ヲ
誤
レ
ル
ナ
リ
。
今
日
和
ヲ
手
ト
ハ
誤
ル
ヘ
キ
ニ
非
レ
ハ
、
此
ハ
モ
ト
尼
ナ
リ
シ
ヲ
、
和
ニ
誤
リ
シ
カ
。
字
体
能
似
タ
リ
） 
○
杵
島
曲
「
曲
」
下
一
本
ニ
「
也
」
字
ア
リ
。
栗
田
氏
曰
、『
常
陸
風
土
記
』
ニ
、
建
借
間
命
。
連
舩
編
栰
差
雲
益
。
張
虹
旌
天
之
鳥
琴
。
天
之
鳥
笛
。
隨
波
遂
潮
。
杵
島
唱
曲
。
七
日
七
夜
。
遊
楽
歌
舞
云
々
ト
ア
リ
【
320
】
。
建
借
間
命
ハ
火
国
造
建
緒
組
ノ
子
ニ
テ
、
其
支
派
ナ
ル
族
ナ
ラ
ン
。
杵
島
唱
曲
ノ
『
肥
前
風
土
記
』
云
々
。（
今
日
ノ
本
文
ノ
歌
）
是
杵
島
曲
也
ト
ア
ル
歌
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
シ
モ
唱
ヘ
タ
ル
ハ
元
肥
前
人
ニ
テ
、
ヨ
ク
其
歌
ヲ
知
レ
ル
故
ニ
ヤ
ア
ラ
ン
。 
【
320
】
国
本
、
以
下
の
部
分
、
「
西
野
宣
明
氏
（
常
陸
人
）
曰
、
杵
島
曲
者
起
肥
前
国
杵
島
郡
杵
島
岳
也
。『
万
葉
抄
』
所
引
『
肥
前
風
土
記
』
曰
、
郷
閭
士
女
云
々
。（
即
本
文
ナ 
リ
）
由
此
観
之
其
事
。
相
似
益
今
世
俗
所
哥
舞
之
調
云
々
ト
ア
レ
ト
、
此
杵
島
唱
曲
ハ
本
文
ヲ
サ
ス
ニ
非
シ
ト
覚
ユ
」
と
す
。 
 
藤
津
郡
。
郷
四
所
。
里
九
。
驛
一
所
。
烽
一
所
。 
郡
「
戸
令
」
ニ
由
ニ
、
本
郡
ハ
四
郷
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
子
位
ヨ
リ
巳
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
海
ニ
臨
ミ
、
巳
ヨ
リ
午
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
高
来
郡
ニ
界
シ
、
午
ヨ
322 
リ
戌
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
彼
杵
郡
ニ
界
シ
、
戌
ヨ
リ
子
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
松
浦
郡
ニ
接
ス
。
麦
・
綿
・
藍
・
茶
・
楮
・
磁
土
等
ヲ
産
ス
。『
旧
事
紀
』（
十
）
ニ
、
葛
津
立之カ
国
造
。
志
賀
高
穴
穂
朝
御
世
。
紀
直
同
祖
。
大
名
草
彦
命
児
若
彦
命
定
賜
国
造
。（
今
日
葛
津
ハ
藤
津
ナ
リ
。
『
大
日
本
史
』
注
ニ
、
本
文
ノ
事
ヲ
論
シ
テ
云
、
疑
直
之
訛
。
蓋
国
造
有
賜
直
姓
者
也
ト
ア
レ
ト
如
何
ア
ラ
ン
。
立
ハ
衍
ナ
ル
ヘ
シ
。
又
同
注
ニ
、
清
和
帝
時
。
有
前
藤
津
郡
領
葛
津
貞
津
。
或
国
造
之
裔
也
）
マ
タ
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
宇
佐
宮
御
領
肥
前
国
藤
津
郡
桑
垣
貳
箇
所
云
々
。
彼
両
所
為
遼
遠
之
間
。
依
不
叶
神
事
。
以
天
喜
二
年
八
月
廿
五
日
。
相
轉
之
状
云
。
件
藤
津
雖
為
宮
領
。
依
為
遠
国
用
途
之
間
。
不
便
宮
用
。
自
以
罕
篭
。
仍
尋
便
宜
。
以
近
郡
日
田
郡
（
○
豊
後
）
散
位
太
蔵
朝
臣
永
明
。
進
符
桑
垣
。
限
永
年
相
轉
申
既
畢
者
。
マ
タ
『
新
撰
往
生
者
傳
』（
竹
林
寺
顕
意
）
ニ
、
上
人
顕
意
云
々
。
到
肥
前
州
藤
津
郡
八
本
木
村
。
マ
タ
『
元
亨
釈
書
』【
321
】
ニ
、
釈
覚
鍰
姓
平
氏
。
肥
之
前
州
人
。
將
門
之
属
胤
也
。
景
代
武
略
。
其
父
負
勇
名
。
郷
黨
蔽
褁
。（
別
傳
云
、
柏
原
天
皇
裔
相
馬
氏
。
純
朝
未
葉
伊
佐
平
次
兼
元
。
○
異
賊
欲
襲
本
朝
。
到
肥
州
松
浦
。
澳
異
勢
兵
剛
。
而
吾
兵
尽
慮
処
。
平
吹
兼
元
出
陣
術
。
異
兵
辟
易
。
此
勢
軍
破
。
陳
敗
北
等
云
々
。
主
上
有
御
感
。
補
太
宰
少
貳
云
々
）
マ
タ
『
紀
州
根
来
寺
血
脉
』【
322
】
ニ
、
肥
前
国
府
智
津
荘
。
総
追
捕
使
伊
佐
平
次
兼
元
（
或
云
兼
平
）
云
々
。
マ
タ
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
ニ
、
抑
當
国
府
知
津
荘
ハ
、
元
来
仁
和
寺
成
就
院
ノ
大
僧
正
御
房
ノ
領
知
ナ
リ
。
本
家
ノ
弟
子
慶
照
房
入
守
代
官
ト
シ
テ
下
向
セ
シ
折
カ
ラ
、
御
庄
内
ニ
一
字
ノ
山
寺
ヲ
搆
エ
ヘ
云
々
〔
26
〕
。
マ
タ
『
武
鑑
』【
323
】
ニ
、
鍋
島
家
二
万
石
。
在
所
肥
前
藤
津
郡
鹿
島
ナ
ド
ア
リ
。（
今
日
『
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
八
月
ニ
、
授
肥
前
国
正
六
位
上
円
生
神
従
五
位
下
ト
ア
リ
。
本
郡
塩
田
村
ニ
ア
リ
。
現
今
郷
社
） 
〔
26
〕「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
藤
津
庄
六
百
町
。
○
厳 
【
321
】「
マ
タ
『
元
亨
釈
書
』
ニ
…
…
主
上
有
御
感
補
太
宰
少
貳
云
々
」
国
本
な
し
。 
【
322
】「
マ
タ
『
紀
州
根
来
寺
血
脉
』
ニ
、
肥
前
国
府
智
津
荘
。
総
追
捕
使
伊
佐
平
次
兼
元
（
或
云
兼
平
）
云
々
」
国
本
は
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
の
下
に
記
す
。 
【
323
】「
マ
タ
『
武
鑑
』
ニ
、
鍋
島
家
二
万
石
。
在
所
肥
前
藤
津
郡
鹿
島
ナ
ド
ア
リ
」
国
本
な
し
。 
○
郷
四
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
塩
田
（
之
保
田
）
能
美
託
羅
ト
ア
リ
。
尚
一
所
ヲ
逸
ス
。 
○
里
九
名
称
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ズ
〔
27
〕
。『
寛
文
印
知
集
』【
324
】
藤
津
郡
七
拾
九
箇
村
高
三
万
七
百
五
拾
石
八
斗
四
合
。『
郷
村
帳
』【
325
】
ニ
、
本
郡
郷
数
六
郷
。
大
村
百
村
。
小
村
八
十
一
村
。
人
数
三
万
五
千
五
百
六
人
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
百
十
六
村
一
町
ナ
リ
。
同
二
十
一
年
、
一
万
二
千
〇
六
十
八
戸
。
六
万
五
千
四
百
六
十
口
。
田
三
千
九
百
十
六
町
三
段
。
畑
三
千
二
百
二
十
三
町
。「
三
十
一
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
人
員
六
万
八
千
七
百
九
十
九
口
。
二
十
二
年
改
革
シ
テ
南
鹿
島
村
大
字
高
津
・
原
・
重
ノ
木
・
納
冨
・
分
能
、
古
見
村
大
字
山
浦
・
三
河
内
、
八
本
木
村
大
字
八
本
木
、
古
枝
村
大
字
古
枝
、
七
浦
村
大
字
音
成
・
飯
田
、
多
良
村
大
字
多
良
・
糸
岐
、
大
浦
村
大
字
大
浦
、
北
鹿
島
村
大
字
中
村
・
常
廣
・
井
手
・
森
、
五
町
田
村
大
字
大
五
町
田
・
真
崎
・
谷
所
、
久
間
村
大
字
久
間
、
塩
田
村
大
字
馬
場
・
下
大
草
野
、
西
嬉
野
村
大
字
下
宿
・
不
動
山
、
東
嬉
野
村
大
字
下
野
・
岩
屋
・
川
内
、
吉
田
村
大
字
吉
田
ト
ス
） 
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〔
27
〕『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
源
信
吉
戊
子
年
応
仁
二
年
ナ
リ
遣
使
来
賀
。
観
音
現
像
書
称
肥
前
州
風
島
津
大
守
源
信
吉
。
○
風
ハ
鹿
ヲ
訛
リ
タ
ル
カ
。 
【
324
】「『
寛
文
印
知
集
』
藤
津
郡
七
拾
九
箇
村
高
三
万
七
百
五
拾
石
八
斗
四
合
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
325
】「『
郷
村
帳
』
ニ
…
…
東
嬉
野
村
大
字
下
野
・
岩
屋
・
川
内
、
吉
田
村
大
字
吉
田
ト
ス
」
国
本
な
し
。 
○
駅
一
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
塩
田
五
疋
ト
ア
リ
。
是
ナ
リ
。『
道
中
行
程
細
見
記
』
ニ
、
塩
田
・
嬉
野
ノ
二
駅
ミ
エ
タ
リ
。
此
頃
ハ
シ
カ
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
○
烽
一
所
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。 
 
昔
者
。
日
本
武
尊
行
幸
之
時
。
到
レ
於
二
此
津
一
。
日
没
二
西
山
一
。
御
舩
泊
之
。
明
旦
遊
覧
。
繋
三
舩
纜
於
二
大
藤
一
。
因 
曰
二
藤
津
郡
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
巡
幸
「
巡
」
竃
本
・
曼
本
「
行
」
ニ
作
リ
、「
幸
」
異
本
「
行
」
ニ
作
ル
。 
○
此
津
此
ハ
何
処
ナ
ラ
ン
。
詳
カ
ナ
ラ
ネ
ド
、
本
記
ニ
四
郷
ト
ア
リ
テ
、『
和
名
抄
』
ニ
、
三
郷
ア
リ
。
是
レ
一
所
ヲ
逸
セ
リ
。
其
逸
セ
ル
所
ハ
郡
ノ
名
義
ノ
起
ル
所
ニ
テ
、
今
ノ
七
浦
村
ノ
辺
カ
。
然
イ
フ
由
ハ
、
是
時
御
舩
ノ
泊
シ
ハ
此
処
ナ
ラ
ン
ト
思
ハ
ル
レ
バ
ナ
リ
。
本
記
ニ
塩
田
川
ヲ
郡
ノ
北
ト
シ
、
羅
託
郷
ヲ
郡
ノ
東
ト
ア
ル
ニ
付
テ
考
フ
レ
バ
、
郡
家
ハ
南
鹿
島
村
・
古
枝
村
ノ
辺
リ
ニ
ア
リ
シ
ナ
ル
ベ
シ
〔
28
〕
。
上
ニ
引
ク
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
ニ
、
府
知
津
荘
ト
ア
ル
モ
、
是
ナ
ラ
ン
【
326
】
。（
本
国
人
今
泉
千
秋
氏
曰
、
南
鹿
島
村
大
字
納
冨
分
ニ
、
藤
森
ト
云
所
ア
リ
。
今
ニ
大
藤
ア
リ
。
是
レ
御
舩
ヲ
繋
キ
シ
処
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
カ
） 
〔
28
〕
鹿
島 
通
志
曰
、
藤
軣
津
村
大
路
傍
有
一
岑
蔚
。
称
藤
軣
所
祭
神
也
。
今
也
荒
廃
叢
祠
偉
存
焉
。
年
代
久
呉
。
考
其
詳
唯
傳
以
有
此
軣
。
名
郡
曰
藤
津
。 
八
年
琴
路
社
末
社
記
曰
、
藤
森
大
明
神
。
旁
書
ニ
、
藤
津
郡
根
源
森
也
。 
【
326
】「
上
ニ
引
ク
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
ニ
、
府
知
津
荘
ト
ア
ル
モ
、
是
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。 
○
舩
纜
「
纜
」
湯
本
「
覧
」
ニ
作
ル
。 
○
藤
『
和
名
抄
』
ニ
、『
尓
雅
』
註
云
、「
藟
」
字
亦
作
「
薬
」。『
和
名
抄
』
布
知
、
藤
也
。
似
葛
而
大
ト
ア
リ
。 
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能
美
郷
。〈
在
二
郡
東
一
。
〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
行
幸
之
時
。
此
里
有
二
土
蜘
蛛
三
人
一
。〈
兄
名
大
白
。
次
名
中
白
。
弟
名
小
白
。
〉
此
人
等
造
堡
隱
居
。
拒
二
皇
命
一
不
レ
肯
二
降
服
一
。
尓
時
遣
二
陪
従
紀
直
等
祖
穉
日
子
一
。
以
令
二
誅
滅
一
。
於
レ
茲
大
白
等
三
人
。
但
叩
頭
陳
二
己
罪
過
一
。
共
乞
三
更
奉
二
主
人
一
。
因
曰
二
能
美
郷
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
小
白
「
小
」
曼
本
・
異
本
「
少
」
ニ
作
ル
。 
○
大
白
中
白
小
白
『
日
本
紀
』（
景
行
天
皇
十
二
年
十
月
）
ニ
、
到
速
見
邑
云
々
。
有
二
土
蜘
蛛
一
。
一
曰
青
。
二
曰
白
。
ト
ア
リ
。
此
白
ハ
此
処
ノ
三
白
ヲ
ス
ベ
テ
云
ニ
ヤ
ト
モ
思
ハ
ル
レ
ド
、
速
見
ハ
豊
前
国
ニ
テ
、
土
地
懸
隔
ナ
レ
バ
然
ニ
ハ
ア
ラ
ジ
。 
○
拒
皇
命
此
三
字
、
竃
本
・
曼
本
・
湯
本
ナ
シ
。
異
本
「
皇
」
字
ナ
シ
。 
○
降
服
「
服
」
異
本
「
伏
」
ニ
作
ル
。 
○
紀
直
等
祖
穉
日
子
『
姓
氏
録
』（
河
内
神
別
）
ニ
、
紀
直
。
神
魂
命
五
世
孫
。
天
道
根
命
之
後
也
。『
紀
伊
夫
野
社
記
』【
327
】
ニ
、
美
麻
貴
天
皇
御
世
尓
。
豊
耳
之
七
世
祖
。
坐
志
天
道
根
命
云
々
。
マ
タ
（
和
泉
神
別
）
紀
直
。
神
魂
命
子
。
天
御
食
持
命
之
後
也
。
マ
タ
『
旧
事
紀
』（
一
）
ニ
、
天
御
食
持
命
（
紀
伊
直
等
祖
）
。
マ
タ
『
続
紀
』（
神
亀
元
年
十
月
）
ニ
、
紀
伊
国
名
草
郡
大
領
外
従
八
位
上
紀
直
刀
。
栗
田
直
摩
祖
為
国
造
。
マ
タ
（
延
暦
九
年
五
月
）
紀
直
五
百
反
為
紀
国
造
。
マ
タ
『
紀
伊
国
造
系
図
』
ニ
、
垂
仁
天
皇
御
宇
十
六
年
。
両
大
神
【
328
】
以
夢
告
于
大
名
草
命
。
鎮
座
于
今
之
名
草
宮
地
也
ナ
ド
ア
リ
【
329
】
。
マ
タ
「
神
代
系
紀
」
ニ
、
神
皇
産
霊
神
児
天
御
食
持
命
紀
直
等
祖
。
栗
田
氏
曰
、
葛
津
ノ
国
造
ノ
若
彦
命
ハ
、
紀
国
造
ノ
同
族
ニ
テ
、
此
ノ
穉
日
子
ト
同
人
ニ
テ
、
此
時
土
蜘
蛛
ヲ
誅
滅
セ
シ
功
ニ
ヨ
リ
テ
國
造
ニ
定
賜
ヒ
シ
ナ
ル
ベ
シ
。 
【
327
】「『
紀
伊
夫
野
社
記
』
ニ
、
美
麻
貴
天
皇
御
世
尓
。
豊
耳
之
七
世
祖
。
坐
志
天
道
根
命
云
々
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
328
】
底
本
、「
大
神
」
の
左
傍
に
「
マ
タ
「
神
代
系
紀
」
ニ
、
神
皇
産
霊
神
児
天
御
食
持
命
紀
直
等
祖
」
と
記
す
。 
【
329
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
穉
日
子
ハ
此
同
族
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
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○
以
令
此
二
字
、
印
本
倒
置
ス
。
今
之
ヲ
改
ム
。「
令
」
曼
本
・
湯
本
ナ
シ
。 
○
乞
更
印
本
「
更
」
下
ニ
「
入
」
ア
リ
。
湯
本
ニ
拠
テ
削
ル
。
○
郡
家
【
330
】
ヲ
南
鹿
島
村
辺
ニ
在
シ
ト
ス
レ
バ
、
本
郷
ハ
其
東
ト
ア
レ
バ
、
今
ノ
能
古
見
村
ハ
位
置
タ
ガ
ヘ
リ
。
東
字
ハ
誤
リ
ナ
ラ
ン
。 
【
330
】「
○
郡
家
」
以
下
の
記
述
、
国
本
は
「
○
郡
家
ヲ
高
津
原
村
辺
ニ
ア
リ
ト
ス
ル
時
ハ
、
本
郷
ハ
其
東
ナ
レ
ハ
、
八
本
木
村
・
常
廣
村
等
ノ
辺
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
す
。
甲
本
、
こ
の
部 
分
の
記
述
、「
○
郡
家
ヲ
南
香
島
村
邉
ニ
ア
リ
シ
ト
ス
ル
時
ハ
、
本
郷
ハ
其
東
ト
ア
レ
ハ
、
北
鹿
島
村
ノ
邉
ナ
ル
ベ
シ
。（
今
、
能
古
美
村
ア
リ
。
此
ヲ
能
美
郷
ト
ス
レ
ハ
、
位
置
タ
カ
ヘ
リ
）」
と
す
。 
 
託
羅
郷
。〈
在
二
郡
南
一
臨
レ
海
。
〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
到
レ
於
二
此
郷
一
。
御
覧
。
海
物
豐
多
。
勅
曰
地
勢
雖
レ
少
二
食
物
一
豊
足
。
可
レ
謂
二
豊
足
村
一
。
今 
謂
二
託
羅
郷
一
訛
之
也
。 
（
考
フ
ル
ニ
、
東
方
遙
ニ
阿
蘇
山
・
阿
蘇
ニ
ナ
ラ
フ
ハ
カ
リ
ノ
山
【
331
】
） 
【
331
】
底
本
、
こ
の
注
の
上
に
十
一
字
分
の
空
白
あ
り
。
な
お
、
国
本
・
甲
本
こ
の
注
な
し
。 
託
羅
郷
『
筑
後
風
土
記
』（
三
毛
郡
）
ニ
、
昔
者
棟
木
一
株
。
生
於
郡
家
南
。
其
高
九
百
七
十
丈
。
朝
日
之
影
。
蔽
肥
前
国
藤
津
郡
多
良
之
峰
。
葛
日
之
影
。
蔽
肥
後
国
山
鹿
郡
。（
○
鹿
本
郡
）
荒
爪
之
山
云
々
。
因
曰
御ミ
木キ
国
。
後
人
訛
曰
二
三
毛
一
。
今
以
為
郡
名
ト
ア
リ
。『
日
本
紀
』（
景
行
天
皇
十
八
年
七
月
）
ニ
、
此
事
ヲ
云
所
ニ
、
此
ノ
藤
津
郡
多
良
之
峰
ヲ
杵
島
山
ト
ス
ル
ハ
如
何
ア
ラ
ン
。
杵
島
郡
ニ
ハ
然
イ
フ
ハ
カ
リ
ノ
高
山
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
又
地
モ
少
シ
。
北
ニ
カ
タ
ヨ
リ
タ
リ
。
多
良
峰
ハ
此
辺
リ
ノ
高
山
ニ
テ
、
本
郡
オ
ヨ
ヒ
彼
杵
・
高
来
ノ
二
郡
ニ
跨
リ
、
又
方
位
モ
叶
ヒ
、
其
麓
ノ
多
良
村
ハ
海
ニ
臨
ミ
タ
ル
地
ニ
テ
、
実
ニ
海
物
ノ
豊
足
ナ
ル
コ
ト
、
今
ニ
本
文
ノ
如
シ
。
此
辺
リ
、
即
チ
託
羅
郷
ナ
リ
。
山
頂
ニ
多
良
岳
神
社
ア
リ
。
和
銅
年
中
ノ
創
建
ト
云
。 
○
郡
東
【
332
】
「
東
」
ハ
「
南
」
ノ
誤
リ
ナ
ラ
ン
。
実
地
然
リ
。（
下
文
ノ
郡
西
南
託
羅
之
峯
ト
ア
ル
モ
思
フ
ベ
シ
） 
【
332
】
国
本
、
以
下
の
記
述
な
く
、「
上
ニ
能
美
郷
ヲ
郡
東
ト
シ
、
コ
ヽ
ニ
又
東
ト
ア
ル
ハ
訝
カ
シ
。
此
ハ
東
南
ニ
テ
南
ヲ
脱
セ
シ
ナ
ラ
ン
。
地
形
亦
叶
ヘ
リ
」
な
る
文
あ
り
。
甲
本
は
国
会 
本
の
「
東
南
ニ
テ
南
字
ヲ
脱
セ
シ
」
の
部
分
を
傍
点
で
抹
消
し
、「
南
ノ
誤
リ
。」
と
し
、
「
地
形
亦
叶
ヘ
リ
」
の
部
分
を
「
地
形
然
リ
」
と
す
。 
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○
豊
多
「
豊
」
湯
本
ナ
シ
。 
 
鹽
田
川
。〈
在
二
郡
北
一
。
〉 
此
川
之
源
。
出
二
郡
西
南
託
羅
之
峰
一
。
東
流
入
レ
海
。
潮
満
之
時
逆
流
。
潮
満
流
勢
太
高
。
因
曰
二
潮
高
満
川
一
。
今
訛 
謂
二
鹽
田
川
一
。
々
源
有
レ
淵
。
深
二
許
丈
。
石
壁
嶮
峻
。
周
匝
如
レ
垣
。
年
魚
多
在
。
東
邊
有
二
湯
泉
一
。
能
愈
二
人
病
一
。 
異
本
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
此
川
或
曰
、
此
川
、
本
源
ハ
多
良
山
（
即
チ
託
羅
山
）
ヨ
リ
出
テ
、
吉
田
村
ヲ
ヘ
東
北
ニ
流
レ
、
東
嬉
野
村
塩
田
．
．
山
ヲ
ヘ
、
北
鹿
島
村
大
字
常
廣
ニ
至
リ
テ
海
ニ
入
ル
。
其
間
六
里
【
333
】
許
リ
。
支
源
ア
リ
。
西
嬉
野
村
大
字
不
動
山
ヨ
リ
出
テ
、
軣
淵
ト
ナ
リ
、
東
嬉
野
村
ニ
至
リ
テ
本
流
ニ
合
ス
。
或
曰
【
334
】
、
源
ヲ
東
彼
杵
郡
波
佐
美
山
、
マ
タ
本
不
動
山
村
ニ
発
シ
合
流
、
東
下
シ
多
良
山
ノ
西
ニ
発
ス
ル
一
水
ヲ
入
レ
、
塩
田
村
ニ
至
ル
。
或
曰
、
塩
田
川
ハ
二
等
ナ
リ
。
深
処
ハ
四
間
餘
、
浅
処
ハ
二
三
尺
餘
。
廣
処
ハ
三
拾
間
、
狹
処
ハ
十
七
八
間
。
緩
流
ニ
シ
テ
水
質
清
淡
ナ
リ
。
舟
筏
ヲ
通
セ
ス
ト
雖
モ
、
潅
漑
ニ
必
要
ナ
リ
。
源
ヲ
西
嬉
野
村
霊
空
蔵
岳
ヨ
リ
発
シ
、
兜
山
川
等
数
流
ヲ
合
シ
、
下
宿
村
ヲ
回
リ
、
吉
田
川
ヲ
入
レ
、
大
草
野
村
ニ
至
リ
、
小
田
志
川
ヲ
入
レ
、
東
流
シ
塩
田
村
・
五
丁
田
村
ノ
界
ニ
至
リ
、
下
流
シ
常
廣
村
ニ
至
リ
、
江
ト
ナ
リ
、
遂
ニ
海
ニ
入
ル
。
余
足
跡
未
タ
本
川
ハ
上
下
ヲ
極
メ
ズ
。
上
説
ノ
如
何
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。 
【
333
】
底
本
・
甲
本
は
「
六
里
」
に
作
る
も
、
国
本
は
「
七
里
」
と
す
。 
【
334
】
国
本
、
以
下
の
記
述
な
し
。 
○
逆
流
潮
満
「
潮
満
」
湯
本
「
漸
細
」
ニ
作
ル
。 
○
流
勢
「
流
」
湯
本
「
潮
」
ニ
作
ル
。 
○
太
高
「
太
」
印
本
「
大
」
ニ
作
ル
。
曼
本
・
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
○
塩
田
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
塩
田
五
疋
ト
ア
リ
。『
東
鑑
』（
承
久
ノ
頃
）
ニ
、
潮
田
四
郎
太
郎
。
潮
田
六
郎
ナ
ド
ア
リ
。
此
処
ニ
由
ア
ル
人
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
【
335
】
。
（
或
曰
、
伊
勢
・
紀
伊
等
ニ
モ
潮
田
氏
ノ
人
ア
リ
）【
336
】
『
夫
木
集
』【
337
】
ニ
、
中
務
卿
ミ
ユ
。
岩
高
キ
塩
田
ノ
川
ニ
舟
ウ
ケ
テ
サ
シ
ノ
ホ
リ
タ
ル
月
ヲ
見
ル
哉
。 
【
335
】
甲
本
、
以
下
の
記
述
な
し
。 
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【
336
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
南
里
氏
曰
、
壽
永
五
年
奥
州
ノ
人
中
村
家
光
、
奥
州
ノ
戦
功
ニ
ヨ
リ
佐
嘉
郡
大
財
村
并
ニ
本
郡
塩
田
村
ノ
地
頭
ヲ
賜
フ
ト
云
コ
ト
ア
リ
」
と
あ
り
、
頭
注
に
「
弼 
云
、『
地
誌
目
録
』・『
肥
前
舊
事
』
三
冊
、（
写
本
）
南
里
居
易
撰
、
南
里
氏
盖
是
」
と
あ
る
も
、
底
本
・
甲
本
な
し
。 
【
337
】「『
夫
木
集
』
ニ
、
中
務
卿
ミ
ユ
。
岩
高
キ
塩
田
ノ
川
ニ
舟
ウ
ケ
テ
サ
シ
ノ
ホ
リ
タ
ル
月
ヲ
見
ル
哉
」
国
本
な
し
。 
○
川
源
「
川
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
有
淵
轟
淵
ヲ
云
カ
。
西
嬉
野
村
下
宿
ノ
西
ニ
ア
リ
【
338
】
。 
【
338
】「
西
嬉
野
村
下
宿
ノ
西
ニ
ア
リ
」
甲
本
な
し
。
国
本
、
こ
の
部
分
に
「 
 
村
」
と
の
み
あ
り
。 
○
二
許
「
二
」
湯
本
「
三
」
ニ
作
ル
。
渋
江
公
芳
氏
曰
、
本
文
「
二
」
上
ニ
「
十
」
字
ヲ
脱
ス
ル
ナ
ラ
ン
。
現
地
然
リ
。 
○
年
魚
或
曰
、
松
浦
川
・
佐
賀
川
等
ノ
年
魚
ハ
口
物
ニ
金
糸
ヲ
マ
ト
ヒ
、
本
川
ノ
ハ
銀
糸
ヲ
纏
フ
。 
○
温
泉
「
湯
」
異
本
「
温
」
ニ
作
ル
。
今
ノ
泉
ハ
西
嬉
野
村
ニ
ア
リ
。
或
曰
【
339
】
、
泉
ノ
温
度
ハ
摂
氏
ノ
九
十
五
度
。
岩
石
ノ
間
ヨ
リ
出
ヅ
。
其
量
ハ
一
分
時
間
、
一
一
二
五
九
許
。
瓦
斯
球
ヲ
上
騰
ス
。
泉
質
ハ
重
炭
酸
遭
達
及
ヒ
、
重
炭
酸
石
灰
質
。
主
治
ハ
黴
毒
。
マ
タ
打
撲
創
傷
、
痛
風
、
倭
麻
質
、
斯
痳
痱
不
遂
、
筋
肉
挛
縮
、
鑛
物
中
毒
等
ナ
リ
。
新
温
泉
ア
リ
。
旧
泉
ヲ
去
ル
二
丁
餘
川
ノ
左
岸
ニ
ア
リ
。
近
来
之
ヲ
修
造
ス
。
其
事
詳
カ
ニ
、
谷
口
中
秋
氏
（
本
郡
人
）
ノ
記
ス
ル
所
ノ
石
碑
ニ
見
エ
タ
リ
。 
【
339
】「
或
曰
…
…
谷
口
中
秋
氏
（
本
郡
人
）
ノ
記
ス
ル
所
ノ
石
碑
ニ
見
エ
タ
リ
。」
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「
功
効
声
誉
柄
崎
泉
ノ
如
シ
」
と
あ
り
。 
 
彼
杵
郡
。
郷
四
所
。
里
四
。
驛
二
所
。
烽
三
所
。 
郡
「
戸
令
」
ニ
由
ニ
、
本
郡
四
郷
ナ
レ
バ
下
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
戌
亥
ノ
位
ヨ
リ
丑
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
松
浦
郡
ニ
界
シ
、
杵
島
郡
ノ
界
少
ク
、
コ
レ
ラ
承
テ
藤
津
郡
ニ
轉
ス
。
藤
津
郡
コ
レ
ラ
承
テ
寅
ニ
至
ル
。
寅
ヨ
リ
午
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
高
来
郡
ニ
界
シ
、
其
餘
ハ
海
ニ
ノ
ゾ
ム
。
綿
・
麻
・
藍
・
茶
・
楮
・
櫨
・
鮑
・
烏
賊
・
海
参
・
鰹
・
鰛
・
石
花
菜
・
塩
等
ヲ
産
ス
。（
明
治
十
一
年
、
本
郡
ヲ
分
テ
二
ト
シ
、
大
村
地
方
ヲ
東
ト
シ
、
長
崎
地
方
ヲ
西
ト
ス
）
『
紀
州
根
来
寺
血
脉
』
ニ
、
伊
佐
平
次
兼
元
杵
木
黨
也
。（
今
日
杵
木
ハ
彼
杵
。
或
ハ
彼
木
ノ
誤
リ
）
マ
タ
『
大
傳
法
院
本
願
上
人
傳
』
ニ
、
伊
佐
氏
。
是
杵．
木
黨
也
。
マ
タ
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
清
男
。
己
丑
年
。
遣
使
来
朝
。
書
称
肥
前
州
彼
杵
郡
。
彼
杵
遠
江
清
原
朝
臣
清
男
。
以
宗
貞
国
請
接
待
。
マ
タ
源
重
俊
【
340
】
。
丁
亥
年
。
遣
使
来
賀
。
舎
利
分
身
。
書
称
肥
前
州
大
村
太
守
源
重
俊
。
居
大
村
能
武
等
有
麾
下
兵
。
マ
タ
可
被
参
御
方
之
由
【
341
】
。
承
候
目
出
候
。
就
其
重
等
栄
次
茅
承
候
。
令
旨
可
取
進
候
。
其
時
御
所
領
所
々
328 
同
可
申
沙
汰
候
。
恐
々
謹
言
。
十
月
廿
九
日
。
彼
杵
郡
一
揆
人
々
御
中
。
武
朝
（
判
）（
菊
池
カ
）
マ
タ
『
寛
知
集
』
ニ
、
彼
杵
郡
六
十
八
村
ナ
ド
ア
リ
。（
本
国
人
関
真
先
氏
曰
、
本
郡
ノ
松
原
村
ヲ
古
ハ
郡
村
ト
イ
フ
。
郡
家
ノ
在
シ
所
カ
） 
【
340
】
底
本
「
重
俊
」
の
左
傍
に
「
マ
タ
「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
途
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
彼
杵
庄
四
百
十
二
町
五
段
。
」
と
い
う
記
述
あ
る
も
、
国
本
・
甲
本
こ
の
傍
注
な
し
。 
【
341
】「
マ
タ
可
被
参
御
方
之
由
…
…
彼
杵
郡
一
揆
人
々
御
中
。
武
朝
（
判
）
池
（
菊
カ
）
」
国
本
な
し
。 
○
郷
四
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
大
村
（
於
保
無
良
。
○
『
大
和
物
語
』
首
書
ニ
、
橘
良
利
古
、
今
作
者
肥
前
国
藤
津
郡
大
村
人
也
。
出
家
号
寛
蓮
。
為
宇
多
院
殿
上
法
師
圍
棊
之
堪
能
也
。
因
為
棊
聖
大
徳
。
延
喜
十
三
年
五
月
五
日
。
棊
聖
奉
勅
作
棊
式
献
之
。
藤
津
ハ
彼
杵
ノ
誤
リ
カ
。
又
藤
津
郡
【
342
】 
村
大
字
大
□
方
村
ア
リ
。
此
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
カ
。「
大
村
覚
書
」
ニ
、
純
友
子
諸
純
子
直
澄
。
依
一
条
院
勅
正
暦
五
年
純
反
ノ
霊
ヲ
御
霊
ノ
神
ニ
祭
ラ
レ
、
直
澄
ヲ
遠
江
権
守
ニ
任
シ
、
肥
前
国
藤
津
・
彼
杵
・
高
来
三
郡
ノ
領
主
ト
ナ
リ
給
フ
。
依
テ
彼
杵
郡
大
村
ニ
住
ス
。
或
曰
、
大
村
ハ
一
名
ヲ
鯛
浦
ト
イ
フ
。
沿
海
殆
八
十
里
、
連
山
累
環
シ
テ
湖
ノ
如
シ
。
西
北
ニ
針
尾
島
ア
リ
。
湾
口
ヲ
擁
シ
、
僅
ニ
潮
信
ヲ
通
ス
。
南
ヲ
伊
浦
瀬
戸
ト
イ
ヒ
、
北
ヲ
針
尾
瀬
戸
ト
イ
フ
。
両
峡
並
ニ
狹
ク
且
浅
ク
、
潮
退
チ
ハ
舟
行
不
便
ナ
リ
）
彼
杵
（
曽
乃
喜
。
○
「
光
明
峯
寺
関
白
道
長
建
長
二
年
処
分
記
」【
343
】
ニ
、
家
領
肥
前
国
彼
杵
庄
。
マ
タ
奉
寄
進
東
寺
肥
前
国
彼
杵
庄
目
宇
村
内
千
松
寺
事
。
右
寺
者
。
当
村
地
頭
兵
頭
助
平
幸
純
先
祖
草
創
之
寺
院
也
云
々
。
元
弘
三
年
三
月
廿
一
日
。
目
或
ハ
由
ニ
作
ル
。
マ
タ
深
堀
弥
五
郎
政
綱
謹
言
上
【
344
】。
下
賜
安
堵
国
宣
。
備
後
代
亀
鏡
肥
前
国
彼
杵
庄
戸
浦
。
八
内
高
濱
地
頭
職
事
副
進
云
々
。
右
彼
高
濱
地
頭
職
者
。
政
綱
重
代
相
傳
当
知
行
。
無
相
違
之
地
也
。
然
早
依
傍
例
。
且
任
当
知
行
之
実
。
下
賜
安
堵
国
宣
。
欲
備
後
代
亀
鏡
矣
。
仍
謹
言
上
如
件
。
建
武
元
年
六
月 
日 
件
地
頭
職
任
宣
旨
状
。
当
知
行
不
可
有
相
違
矣
。 
判
（
二
条
師
基
）
マ
タ
深
堀
平
五
郎
入
道
明
願
謹
言
上
。
欲
早
下
賜
。
安
堵
国
備
後
代
亀
鏡
。
肥
前
国
彼
杵
庄
戸
八
浦
内
切
杭
間
事
。
副
進
云
々
。
右
被
切
杭
地
頭
職
者
。
明
願
重
代
相
傳
。
当
知
行
無
相
違
地
也
。
然
早
且
依
傍
例
且
任
当
知
行
之
実
。
下
賜
安
堵
国
。
宣
欲
備
後
代
亀
鏡
矣
。
仍
恐
惶
謹
言
上
如
件
。
建
武
元
年
六
月 
日 
件
地
頭
職
任
宣
旨
状
。
当
知
行
不
可
有
相
違
矣
。 
判
（
同
上
）。
マ
タ
肥
前
国
彼
杵
庄
領
家
職
（
三
条
中
納
言
入
道
跡
）
事
。
為
今
度
忠
節
之
賞
。
所
被
充
行
也
者
。
依
征
西
將
軍
仰
執
達
如
件
。
元
中
二
年
正
月
十
三
日
。
阿
蘇
大
宮
司
。
侍
従
（
判
館
）
。（
○
館
或
ハ
殿
ニ
作
ル
）
本
国
人
久
米
邦
武
氏
曰
【
345
】、
彼
杵
庄
ハ
全
部
二
十
餘
里
ニ
延
袤
シ
テ
東
福
寺
領
タ
リ
。
『
博
多
日
記
』
ニ
見
ユ
。
必
九
条
家
ノ
寄
附
ナ
ラ
ン
）
ト
ア
リ
、
此
ヲ
本
記
ノ
二
ニ
加
フ
レ
ハ
四
郷
ト
ナ
ル
【
346
】
。 
【
342
】「
又
藤
津
郡 
村
大
字
大
□
方
村
ア
リ
。
此
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
カ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
343
】「「
光
明
峯
寺
関
白
道
長
建
長
二
年
処
分
記
」
ニ
、
家
領
肥
前
国
彼
杵
庄
」
の
記
述
、
国
本
、
頭
注
に
て
記
す
。 
【
344
】「
マ
タ
深
堀
弥
五
郎
政
綱
謹
言
上
…
…
建
武
元
年
六
月 
日 
件
地
頭
職
任
宣
旨
状
。
当
知
行
不
可
有
相
違
矣
。 
判
（
同
上
）
」
国
本
な
し
。 
【
345
】「
本
国
人
久
米
邦
武
氏
曰
、
彼
杵
庄
ハ
全
部
二
十
餘
里
ニ
延
袤
シ
テ
東
福
寺
領
タ
リ
。『
博
多
日
記
』
ニ
見
ユ
。
必
九
条
家
ノ
寄
附
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。 
【
346
】「
此
ヲ
本
記
ノ
二
ニ
加
フ
レ
ハ
四
郷
ト
ナ
ル
」
こ
の
部
分
の
記
述
、
国
本
・
甲
本
は
「
二
郷
ヲ
逸
シ
、
本
記
ハ
浮
穴
・
周
賀
ア
リ
テ
、
二
郷
ヲ
逸
ス
。
今
、
二
書
ヲ
併
セ
テ
四
所
ト
シ
、 
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始
テ
全
キ
ヲ
得
タ
リ
」
と
す
。 
○
里
四
下
ニ
健
村
里
ア
リ
。
尚
三
所
ヲ
免
ス
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
五
百
十
村
九
町
ナ
リ
【
347
】
） 
【
347
】「（「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
五
百
十
村
九
町
ナ
リ
。）
」
国
本
な
し
。 
○
駅
二
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
。
大
村
。
新
分
。
舩
越
（
今
日
「
正
和
三
年
ノ
文
書
」【
348
】
ニ
、
肥
前
国
伊
佐
早
庄
雜
掌
申
当
庄
舩
越
村
云
々
。
諫
早
・
舩
越
ハ
北
高
来
郡
ナ
リ
）
各
五
疋
ト
ア
リ
。
此
頃
ハ
一
所
ヲ
増
ス
カ
。
本
記
ニ
二
所
ト
ア
ル
ハ
、
式
ノ
三
所
ノ
中
ノ
何
レ
ナ
ラ
ン
。『
道
中
行
程
細
見
記
』
ニ
、
彼
杵
・
大
村
・
諫
早
ノ
三
駅
ア
リ
。
舩
越
村
ハ
諫
早
ノ
西
ニ
ア
リ
。
式
ノ
頃
ハ
此
処
官
道
ニ
テ
、
ソ
コ
ニ
駅
ヲ
オ
キ
、
後
ニ
道
筋
ノ
変
ル
ニ
従
ヒ
舩
越
ヲ
廃
シ
、
諫
早
ニ
遷
セ
シ
カ
。
諫
早
ハ
則
チ
永
昌
村
ナ
リ
。
又
式
ニ
ハ
新
分
ア
リ
テ
、
彼
杵
ナ
ク
、『
細
見
記
』
ニ
ハ
、
彼
杵
ア
リ
テ
新
分
ナ
シ
。
此
モ
後
ニ
置
易
シ
カ
。
或
曰
、
大
村
駅
ノ
東
南
ニ
新
分
村
ア
リ
。
今
ノ
官
道
ノ
西
ニ
シ
テ
海
ニ
近
シ
ト
如
シ
。
然
ラ
バ
古
ハ
官
道
、
今
ト
異
ナ
リ
。
依
テ
新
分
ヲ
駅
ト
セ
シ
ナ
ラ
ン
【
349
】
。『
武
鑑
』【
350
】
ニ
、
大
村
家
二
万
七
千
九
百
七
十
石
餘
。
居
城
肥
前
国
彼
杵
郡
大
村
。
○
長
久
保
玄
珠
氏
曰
、
長
崎
ハ
肥
前
彼
杵
郡
ニ
テ
、
福
富
浦
ト
モ
瓊
浦
ト
モ
ノ
フ
。
平
重
盛
ノ
孫
某
、
北
條
氏
ノ
家
宰
ト
ナ
リ
、
伊
豆
・
長
崎
ヲ
領
シ
、
長
崎
ヲ
氏
ト
ス
。
元
弘
ノ
乱
ニ
其
ノ
後
為
基
、
西
海
ニ
流
落
シ
、
此
地
ニ
居
リ
、
子
孫
其
地
ノ
領
主
ト
ナ
リ
、
氏
ヲ
地
名
ト
ス
。
為
基
、
八
世
甚
右
衛
門
領
主
タ
リ
シ
ヲ
、
豊
公
、
九
州
征
伐
ノ
時
、
没
収
セ
ラ
レ
、
後
ニ
公
領
ト
ナ
ル
。
元
亀
二
年
マ
デ
ハ
只
六
町
ア
リ
シ
カ
。
元
禄
ノ
頃
ヨ
リ
八
十
町
、
一
万
六
十
戸
ト
ナ
ル
。
町
年
寄
八
人
ア
リ
。
奉
行
二
人
、
立
山
ノ
官
舎
ニ
ア
リ
。
○
明
治
廿
三
年
、
第
三
鎮
守
府
ヲ
定
ム
。
府
ハ
東
彼
杵
郡
佐
世
保
港
ニ
ア
リ
。
其
區
畫
ハ
筑
前
・
豊
前
国
界
ヨ
リ
九
州
西
海
ニ
ソ
ヒ
、
日
向
国
南
那
珂
・
南
諸
縣
郡
界
ニ
至
ル
。
海
岸
面
オ
ヨ
ヒ
壱
岐
・
對
馬
・
沖
縄
・
諸
島
ノ
海
岸
、
海
面
ナ
リ
。
常
備
兵
二
百
五
十
八
人
。
海
兵
團
千
五
十
八
人
。【
351
】 
【
348
】「（
今
日
「
正
和
三
年
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
伊
佐
早
庄
雜
掌
申
当
庄
舩
越
村
云
々
。
諫
早
・
舩
越
ハ
北
高
来
郡
ナ
リ
）
」
国
本
、
こ
の
分
注
な
し
。
甲
本
は
「
（
諫
早
・
舩
越
ハ
北 
高
来
郡
ナ
リ
）
」
の
部
分
な
し
。 
【
349
】
甲
本
、
こ
の
下
に
「
又
、
諫
早
・
舩
越
・
永
昌
ハ
、
高
来
郡
ノ
中
ニ
ハ
非
サ
ル
カ
。
実
地
ニ
付
テ
能
正
ス
ヘ
シ
」
と
あ
り
。 
【
350
】
国
本
、『
武
鑑
』
以
下
の
記
述
な
し
。 
【
351
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
○
烽
三
所
詳
カ
ナ
ラ
ス
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
底
本
・
甲
本
、
こ
の
項
目
な
し
。 
 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
誅
二
滅
球
磨
囎
唹
一
。
凱
旋
之
時
。
天
皇
在
二
豊
前
国
宇
佐
海
濱
行
宮
一
。
勅
二
陪
従
神
代
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直
一
。
遣
二
此
郡
速
来
村
一
捕
二
土
蜘
蛛
一
。
於
レ
茲
有
レ
人
。
名
曰
二
速
来
津
姫
一
。
此
婦
女
申
云
。
妾
弟
名
曰
二
健
津
三
間
一
。
住
二
健
村
之
里
一
。
此
人
有
二
美
玉
一
。
名
曰
二
石
上
神
之
木
蓮
子
玉
一
。
愛
而
固
蔵
。
不
レ
肯
示
レ
他
。
神
代
直
尋
二
覔
之
一
。
超
レ
山
逃
走
落
二
石
岑
一
。〈
郡
以
北
之
山
。
〉
即
逐
及
捕
獲
推
二
問
虚
実
一
。
健
津
三
間
云
。
実
有
二
二
色
之
玉
一
。
一
者
曰
二
石
上
神
木
蓮
子
玉
一
。
一
者
曰
二
白
珠
一
雖
レ
比
二
䃤
砆
一
願
以
献
之
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
凱
旋
此
二
字
、
印
本
ナ
シ
。
曼
本
ニ
拠
テ
補
フ
。 
○
豊
前
国
宇
佐
「
民
部
式
」
ニ
、
豊
前
国
上
云
々
。
右
為
遠
国
。
マ
タ
『
和
名
抄
』
ニ
、
豊
前
国
（
登
与
久
尓
乃
美
知
仍
久
知
）、
マ
タ
豊
前
国
（
国
府
在
高
都
郡
）
管
八
。（
田
万
三
千
二
百
餘
町
。
正
公
各
二
十
万
束
。
本
穎
六
十
万
九
千
八
百
二
十
八
束
。
雜
穎
二
十
万
九
千
八
百
二
十
八
束
）
田
河
。
企
救
（
岐
久
）。
京
都
（
美
夜
古
）
。
仲
津
。
築
城
（
豆
伊
岐
）。
上
毛
（
加
牟
豆
美
介
）。
下
毛
。
宇
佐
。
マ
タ
『
海
東
諸
国
記
』
ニ
、
豊
前
州
。
郡
八
。
水
田
一
万
三
千
二
百
七
十
八
町
二
段
ナ
ド
ア
リ
。 
○
宇
佐
海
濱
行
宮
宇
佐
海
ハ
下
ニ
ヒ
ク
関
氏
ノ
説
ノ
ゴ
ト
ク
、
宇
土
濱
ノ
誤
リ
ナ
ル
ベ
シ
。
豊
前
国
ノ
三
字
ハ
、
宇
土
ヲ
宇
佐
ニ
誤
リ
タ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
後
人
ノ
叨
ニ
書
添
ヘ
ツ
ル
者
ナ
ラ
ン
。 
○
神
代
直
下
（
高
来
郡
条
）
ニ
註
ス
ベ
シ
。 
○
速
来
村
下
ニ
註
ス
ベ
シ
。 
○
速
来
津
姫
速
来
村
ニ
住
ミ
、
其
名
村
ヲ
我
名
ニ
負
ヒ
タ
ル
カ
。
又
此
姫
ノ
名
ヲ
地
名
ニ
負
セ
タ
ル
カ
。
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。
津
ハ
之
ニ
通
フ
助
字
。 
○
健
津
三
間
「
健
」
ハ
住
村
ノ
名
ニ
テ
、「
三
間
」
ハ
其
人
ノ
名
ナ
ラ
ン
。「
津
」
ハ
上
ニ
同
シ
。 
○
健
村
之
里
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。 
○
美
玉
【
352
】
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、『
四
声
字
苑
』
云
、
玉
（
語
欲
反
白
玉
。
和
名
之
良
太
麻
。
○
玉
崑
山
藍
田
所
出
之
物
。
皇
国
不
産
。
故
玉
帯
音
読
。
不
曰
多
麻
乃
帯
。
古
所
云
。
之
良
多
麻
。
盖
皆
真
珠
非
白
玉
也
）
宝
石
也
。（
○
『
説
文
』
玉
石
之
美
。
有
五
徳
象
三
玉
之
連
ー
其
貫
也
）『
兼
名
苑
』
云
、
球
琳
（
求
林
二
音
）
琅
玕
（
郎
干
二
音
）
琨
瑤
（
昆
遙
二
音
）
琬
琰
（
遠
掩
二
音
）
皆
美
玉
名
也
。（
○
『
本
草
和
名
』
玉
石
部
下
云
、
青
琅
玕
。
一
名
瑜
。
一
名 
璐
。
一
名
球
路
。
一
名
球
琳
。
一
名
琬
琰
。
一
名
琨
瑤
。
已
上
五
名
出
。『
兼
名
苑
』
按
球
琳
・
琅
玕
・
瑤
琨
並
見
『
尚
書
』
禹
貢
琬
琰
見
。『
尚
書
』
願
命
。
『
兼
名
苑
』
盖
本
於
此
則
作
琨
瑤
似
誤
倒
。
然
呉
都
賦
有
琨
瑤
。
則
琨
瑤
。
或
可
謂
琨
瑤
也
。
又
按
『
准
南
子
』
墜
形
訓
註
云
、
球
琳
琅
玕
皆
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美
玉
也
。「
禹
貢
」「
孔
傳
」
云
、
瑤
琨
皆
美
玉
。『
准
南
子
』
説
山
訓
註
云
、
琬
琰
美
玉
也
。
故
云
皆
美
玉
也
。
又
是
五
字
盖
『
兼
名
苑
』
註
文
『
説
文
』
球
玉
磬
也
。
琳
美
玉
也
。
琅
玕
似
珠
者
。
瑤
玉
之
美
者
。
琨
石
之
美
者
。
琬
圭
有
琬
者
。
琰
璧
上
起
美
色
也
）
ト
ア
リ
。 
【
352
】
○
美
玉
の
項
目
、
国
本
な
し
。 
○
石
上
神
之
木
蓮
子
玉
此
ハ
石
上
神
ノ
社
ニ
ア
リ
シ
木
蓮
子
ノ
化
タ
ル
玉
ト
云
コ
ト
カ
。
又
ハ
形
ノ
木
蓮
子
ニ
似
タ
ル
玉
ト
云
コ
ト
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
。（
関
氏
曰
、
藤
津
郡
多
良
山
ノ
北
高
来
郡
ニ
ツ
ヽ
キ
タ
ル
山
ヲ
石
岑
ト
イ
フ
。
其
頂
ニ
岩
上
神
社
ア
リ
。
此
玉
ソ
ノ
岩
上
神
ニ
由
ア
リ
ケ
ナ
リ
） 
○
不
肯
「
肯
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
覔
之
「
覔
」
曼
本
・
異
本
「
不
見
」
ニ
作
ル
。 
○
超
山
此
二
字
、
曼
本
「
起
而
」
ニ
作
ル
。 
○
逃
走
「
走
」
曼
本
ナ
シ
。 
○
郡
以
曼
本
「
郡
」
上
ニ
「
峯
」
ア
リ
。 
○
之
山
「
之
」
曼
本
「
支
」
ニ
作
ル
。 
○
即
逐
「
逐
」
曼
本
・
湯
本
「
遂
」
ニ
作
ル
。 
○
健
津
「
津
」
印
本
ナ
シ
。
上
文
及
ヒ
曼
本
ニ
拠
テ
補
フ
。 
○
色
之
「
之
」
異
本
ナ
シ
。 
○
子
玉
「
玉
」
異
本
ナ
シ
。 
○
白
珠
【
353
】『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、
珠
。『
白
虎
通
』
云
、
海
出
明
珠
。（
『
日
本
紀
私
記
』
云
、
真
珠
之
良
太
麻
。
○
『
説
文
』
珠
□
中
陰
精
也
。『
本
草
図
経
』
所
載
生
於
珠
牡
。
々
々
蚌
類
也
者
。
珠
牡
俗
謂
珠
母
。『
六
帖
詠
』
海
士
歌
僧
西
行
歌
所
詠
阿
古
也
是
也
。
故
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
謂
之
阿
古
也
乃
太
麻
。
今
俗
真
珠
。
音
読
謂
鰒
魚
中
得
中
。
為
蚫
之
真
珠
。
々
々
見
「
允
恭
紀
」。
按
「
允
恭
紀
」
所
載
真
珠
鰒
魚
中
所
得
見
。『
書
紀
』
武
烈
御
歌
云
、
阿
波
寐
之
羅
陀
魔
。『
万
葉
』
所
詠
鰒
珠
皆
是
陶
。
弘
景
云
、
石
決
明
是
鰒
魚
甲
内
。
亦
含
珠
者
是
也
。
真
珠
見
「
雜
式
」
。
又
『
大
神
宮
儀
式
』「
内
蔵
式
」「
民
部
式
」『
万
葉
』
又
『
大
安
寺
資
財
帳
』
所
云
、
白
玉
即
是
）
ト
ア
リ
。 
【
353
】
○
白
珠
の
項
目
、
国
本
な
し
。 
○
䃤
砆
『
集
韵
』
ニ
、
䃤
黒
砥
石
。
マ
タ
『
山
海
経
』
ニ
、
京
山
有
玄
䃤
。
マ
タ
『
廣
韵
』
ニ
、
砆
同
玞
。
マ
タ
『
山
海
経
』
ニ
、
會
稽
山
多
砆
石
。
マ
タ
『
子
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霊
賦
』
ニ
、
碝
石
。
砆
（
碔
砆
石
次
玉
赤
地
白
采
䓗
篭
不
分
）
ナ
ド
ア
リ
テ
、
共
ニ
石
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
此
ハ
木
蓮
子
玉
、
白
珠
ハ
甚
賞
タ
キ
上
品
ノ
物
ナ
ル
ヲ
、
䃤
砆
ニ
比
ス
ト
云
ハ
謙
辞
。 
 
亦
申
云
。
有
レ
人
名
曰
二
箆
簗
一
。
住
二
川
岸
之
村
一
。
此
人
有
二
美
玉
一
。
愛
之
固
秘
定
無
レ
服
レ
命
。
於
レ
茲
神
代
直
迫
而
捕
獲
問
レ
之
。
箆
簗
云
。
実
有
レ
之
。
以
レ
貢
レ
於
レ
御
。
不
二
敢
愛
惜
一
。
神
代
直
。
捧
二
此
三
色
之
玉
一
。
還
献
レ
於
レ
御
。
于
レ
時
天
皇
勅
曰
。
此
国
可
レ
謂
二
具
足
玉
国
一
。
今
謂
二
彼
杵
郡
一
訛
之
也
。 
箆
簗
此
ハ
人
ノ
名
ニ
テ
、
其
姓
ヲ
逸
ス
。
関
氏
曰
、
箆
ハ
𥰣
ノ
誤
リ
カ
。
𥰣
簗
ハ
ヤ
ナ
．
．
ト
訓
ム
ベ
シ
。
即
チ
梁
ナ
リ
。
長
崎
ノ
浦
上
川
ヲ
梁
川
ト
モ
云
フ
。
此
ニ
由
ア
ル
人
ナ
ラ
ン
。 
○
川
岸
之
村
此
ハ
上
ノ
健
村
之
里
ノ
例
ニ
ヨ
ラ
バ
、
川
岸
ハ
村
名
ナ
ル
ベ
シ
。
川
ノ
岸
ニ
ア
ル
村
ニ
ハ
非
ズ
。
今
浦
上
村
ニ
川
原
ト
云
所
ア
リ
。
其
辺
リ
【
354
】
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
カ
。 
【
354
】「
其
辺
リ
」、
国
本
は
こ
の
部
分
を
「
其
近
キ
辺
リ
」
と
し
、
甲
本
は
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
○
固
秘
此
二
字
、
曼
本
・
湯
本
「
罔
極
」
ニ
作
ル
。 
○
貢
於
御
「
職
員
令
」
ニ
、
内
蔵
寮
。
頭
一
人
。
義
解
ニ
、
掌
金
銀
珠
玉
宝
器
云
々
。
諸
蕃
貢
献
云
々
。
年
料
供
進
。
御
服
。
及
別
勅
用
物
事
。
マ
タ
「
雜
令
」
ニ
、
凡
知
山
沢
。
有
異
宝
異
木
。
及
金
玉
銀
彩
雜
物
処
。
堪
供
国
用
者
。
皆
申
太
政
官
奏
聞
ナ
ド
ア
リ
テ
、
異
宝
ハ
御
許
ニ
貢
ル
ベ
キ
定
メ
ア
リ
。
本
居
翁
曰
、
『
古
事
記
』
ニ
、
息
長
帯
比
売
命
。
懐
妊
臨
産
。
即
為
鎮
御
腹
取
石
ト
ア
ル
石
ハ
、『
万
葉
』
ニ
、
筑
前
国
怡
土
郡
（
○
糸
島
郡
【
355
】
）
深
江
村
子
負
原
。
臨
海
丘
上
。
有
二
石
。
並
楕
円
状
如
鶏
子
。
其
美
好
者
。
不
可
勝
論
。
所
謂
経
尺
壁
是
也
。
或
云
。
此
二
石
者
。
肥
前
国
彼
杵
郡
平
敷
之
石
。
當
占
而
取
之
ト
ア
ル
石
ナ
リ
〔
29
〕
。
或
曰
、
平
敷
（
平
宿
ト
モ
云
々
）
ハ
、
長
崎
ニ
近
キ
浦
上
村
平
野
宿
ニ
テ
、
今
モ
赤
石
白
石
ノ
ヨ
キ
ガ
多
ク
出
ル
ヲ
、
火
打
石
ト
モ
緒
結
ト
モ
ナ
ス
。
今
日
、『
万
葉
集
』（
二
十
）
ニ
、
知
々
波
々
江
。
己
波
比
尼
麻
多
祢
。
豆
久
志
奈
流
。
美
豆
久
白
玉
。
等
里
泥
久
麻
尼
尓
ト
ア
ル
モ
、
筑
紫
ニ
水
漬
ク
白
玉
ノ
ア
ル
ニ
依
テ
、
詠
出
ツ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
則
チ
此
辺
リ
ヨ
リ
玉
ノ
多
ク
出
シ
テ
云
ナ
ル
ベ
シ
。
水
漬
ク
白
玉
ハ
真
珠
ノ
コ
ト
ニ
テ
、
此
物
古
ク
ヨ
リ
大
村
ノ
海
ニ
イ
デ
ヽ
、
名
高
ク
モ
テ
ハ
ヤ
シ
テ
、
カ
ク
詠
シ
ニ
ヤ
ア
ラ
ン
。『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
ニ
、
真
珠
カ
ヒ
ノ
タ
マ
、
ア
コ
ヤ
ノ
タ
マ
、
シ
ン
カ
ヒ
ノ
タ
マ
。
一
名
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蚌
胎
。（
『
事
物
異
名
』
）
明
月
。
玫
瑰
。
摩
尼
。
速
不
。（
共
ニ
同
上
蒙
古
ノ
名
）
李
蔵
珎
。（
『
水
族
加
思
簿
』
）
神
胎
。（
『
廣
東
新
語
』
）
珍
珠
児
。（
『
訓
蒙
字
會
』
）
亜
思
佛
。
（
『
東
西
洋
考
』
呂
宋
名
）
谷
蝦
羅
以
。（
同
上
下
港
名
）
従
前
伊
勢
真
珠
ヲ
上
品
ト
シ
、
尾
張
真
珠
ヲ
下
品
ト
ス
。
今
ハ
大
村
（
肥
前
）
真
珠
ヲ
上
品
ト
シ
、
伊
勢
真
珠
ヲ
次
ト
ス
。
凡
ソ
真
珠
ハ
銀
色
ニ
シ
テ
光
沢
ア
リ
。
微
ク
透
ト
ホ
リ
テ
瑪
瑙
ノ
如
ク
ナ
ル
者
、
真
珠
ナ
リ
。
其
微
青
ヲ
帯
ル
者
ハ
最
上
ナ
リ
。
形
正
円
ナ
ル
者
ヲ
真
ト
ス
。
又
金
色
ナ
ル
者
ア
リ
。
大
村
ニ
テ
キ
ン
ズ
キ
ト
云
。
又
ヨ
メ
ノ
タ
マ
（
志
州
）
ト
呼
者
ア
リ
。
一
名
ヒ
サ
ガ
ヒ
ノ
タ
マ
。（
同
上
）
伊
勢
真
珠
ニ
、
異
ナ
ラ
ス
。
形
ハ
正
円
ナ
ラ
ズ
シ
テ
、
微
シ
長
シ
。
大
村
ニ
ハ
大
サ
六
七
分
ナ
ル
モ
ア
リ
。
外
面
粗
糙
ニ
シ
テ
蛎
房
ノ
如
シ
。
殻
縁
甚
薄
ク
シ
テ
紙
ノ
如
シ
。
質
薄
ク
シ
テ
外
面
蛎
房
ノ
色
ノ
如
ク
。
裏
面
ハ
白
色
ニ
シ
テ
青
微
紫
ヲ
帯
ツ
。
大
村
ノ
産
ハ
青
多
ク
、
磨
蛎
ス
ル
者
ハ
薄
縁
、
自
ラ
落
用
テ
、
小
楪
ニ
代
雅
趣
ア
リ
。
生
ナ
ル
者
ハ
、
殻
外
ニ
五
七
分
許
ノ
小
者
ヲ
負
フ
。
其
磨
蛎
ス
ル
者
、
浅
青
黒
色
ニ
シ
テ
黒
斑
ア
リ
。
マ
タ
『
雲
根
志
』
ニ
、
大
村
海
辺
專
ラ
真
珠
ヲ
ト
ル
。
本
邦
最
上
ナ
リ
。
其
色
、
瑠
璃
ニ
シ
テ
大
サ
厘
ヨ
リ
分
ニ
至
ル
カ
。
科
目
ヲ
貴
シ
ト
ス
。
ア
コ
ヤ
貝
ヨ
リ
出
ル
ト
、
真
珠
ハ
本
邦
諸
州
ヨ
リ
出
ス
ト
雖
モ
、
此
所
ノ
真
珠
ト
リ
ヤ
ウ
大
ニ
奇
説
ア
リ
。
晴
天
ニ
シ
テ
風
波
閑
ナ
ル
日
、
小
舟
ヲ
従
ベ
テ
、
海
底
ヲ
伺
フ
ニ
、
ア
コ
ヤ
貝
、
夥
ク
ア
リ
。
其
貝
ヨ
リ
真
珠
出
テ
潮
ノ
中
ニ
遊
フ
。
之
ヲ
見
テ
棹
ヲ
海
底
ニ
下
セ
バ
、
驚
テ
真
珠
親
貝
ノ
中
ヘ
逃
隱
ル
。
其
時
、
彼
親
貝
ヲ
ト
ル
ニ
、
究
メ
テ
真
珠
ア
リ
ト
、
筑
後
柳
川
君
山
坊
ノ
所
説
ナ
リ
。
本
朝
鏃
石
ヲ
出
ス
所
ヲ
考
ル
ニ
、
肥
前
国
大
村
朝
追
岳
云
々
。
肥
前
ノ
平
敷
ニ
至
リ
テ
、
彼
ノ
鎮
懐
石
ノ
類
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
、
マ
ヽ
此
ニ
ア
リ
。
常
ノ
石
ニ
異
ナ
リ
、
長
崎
ノ
玉
工
、
之
ヲ
取
テ
種
々
細
工
ニ
用
フ
ル
ニ
、
甚
美
ナ
リ
。 
『
退
私
録
』（
抄
録
）〔
30
〕
曰
【
356
】
、
大
村
ヨ
リ
真
珠
出
ル
ト
云
。
是
ヲ
尋
ネ
シ
ニ
、
今
ハ
海
ヨ
リ
出
ル
ニ
非
ス
。
岡
ナ
リ
。
其
岡
悉
ク
蜉
蛉
ノ
カ
ラ
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
掘
テ
取
出
ス
ナ
リ
。
毎
年
取
ニ
ア
ラ
ス
。
一
年
ヲ
阻
テ
ト
ル
カ
。
一
年
ニ
千
両
ツ
ヽ
守
護
ヘ
献
ス
。
或
云
、
ア
コ
ヤ
貝
ノ
珠
ナ
リ
。
ア
コ
ヤ
、
又
ヰ
カ
イ
ト
モ
申
。
昔
ハ
勢
州
ヨ
リ
モ
出
シ
ト
ミ
エ
タ
リ
。『
山
家
集
』
ニ
、
越
後
ヘ
ワ
タ
リ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
井
貝
ト
申
蛤
ニ
、
ア
コ
ヤ
ノ
ム
ネ
ト
侍
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
取
タ
ル
カ
ラ
ヲ
高
ク
ツ
ミ
立
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
西
行
ア
コ
ヤ
ト
ル
井
貝
ノ
カ
ラ
ヲ
ツ
ミ
置
テ
宝
ノ
跡
ヲ
ミ
ス
ル
ナ
リ
ケ
リ
。 
唐
人
之
ヲ
雲
南
石
ト
号
シ
テ
、
大
ニ
賞
ス
ト
云
。
今
日
、
此
等
ヲ
考
合
セ
テ
、
此
郡
ニ
玉
石
ノ
具
足
セ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ
シ
。 
【
355
】「（
○
糸
島
郡
）」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
356
】「『
退
私
録
』（
抄
録
）
曰
…
…
西
行
ア
コ
ヤ
ト
ル
井
貝
ノ
カ
ラ
ヲ
ツ
ミ
置
テ
宝
ノ
跡
ヲ
ミ
ス
ル
ナ
リ
ケ
リ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
〔
29
〕
青
柳
氏
曰
、
長
崎
ノ
北
時
津
ニ
至
ル
道
ニ
、
平
野
村
ア
リ
。
是
昔
ノ
平
敷
ナ
リ
ト
イ
フ
。
此
東
方
山
間
ノ
田
ノ
底
ヨ
リ
赤
キ
燧
石
イ
ツ
。
好
土
之
ヲ
取
テ
、
鎮
懐
石
ナ
リ
ト
云
ハ
、
□ 
ニ
堪
タ
リ
。
彼
石
ハ
如
雉
子
ト
『
万
葉
』
ニ
ミ
エ
タ
レ
ハ
、
白
玉
ノ
類
ト
ミ
ユ
。
今
ノ
燧
石
ハ
土
下
ニ
敷
タ
ル
磐
石
ナ
ル
ヲ
割
テ
取
タ
ル
物
ニ
テ
、
其
類
ナ
リ
ト
モ
云
云
カ
タ
ン
。
サ
334 
レ
ト
平
敷
ハ
今
ノ
平
野
ナ
ラ
ン
ト
云
説
ハ
サ
モ
ア
ル
ヘ
キ
カ
。 
〔
30
〕『
柳
園
随
筆
抄
録
』
曰
、
速
来
、
今
ハ
早
岐
領
ナ
リ
。
漁
家
多
シ
。
□
ハ
今
ハ
針
尾
ノ
迫
門
ト
云
。
此
入
海
ハ
彼
杵
郡
ニ
長
崎
ニ
通
フ
道
ニ
シ
テ
、
時
津
渡
ノ
海
口
、
海
口
ハ
針
尾
ト 
テ
大
ナ
ル
島
ア
リ
。
海
潮
ヲ
塩
タ
ル
カ
如
シ
。
島
ノ
南
北
、
瀬
戸
ト
成
テ
、
潮
汐
左
右
ヨ
リ
進
退
ス
。
其
門
甚
狹
シ
。
故
ニ
潮
怒
激
シ
テ
、
其
音
冷
シ
。
島
ノ
東
ニ
人
家
ア
リ
。
鯛
浦
ト
云
。
此
入
海
ノ
両
岸
ニ
浦
々
多
シ
。
南
東
ハ
早
岐
、
次
ニ
久
津
浦
、
此
浦
ニ
、
ア
コ
ヤ
貝
捕
テ
真
珠
ヲ
ト
ル
。
此
入
海
ノ
浦
々
真
珠
ヲ
取
モ
ノ
多
シ
。 
 
浮
穴
郷
。〈
在
二
郡
北
一
。
〉 
同
天
皇
。
在
二
宇
佐
濱
行
宮
一
。
詔
二
神
代
直
一
曰
。
朕
歴
二
巡
諸
国
一
。
既
至
二
平
治
一
。
未
レ
被
二
朕
治
一
。
有
二
異
徒
一
乎
。
神
代
直
奏
云
。
波
烟
之
起
村
。
未
二
猶
被
一
レ
治
。
即
勅
レ
直
遣
二
此
村
一
。
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
浮
穴
沫
媛
一
。
捍
二
皇 
命
一
。
甚
無
レ
禮
。
即
誅
レ
之
。
因
曰
二
浮
穴
郷
一
。 
宇
佐
濱
行
宮
異
本
「
佐
」
下
ニ
「
海
」
字
ア
リ
。
関
氏
曰
、
宇
佐
濱
ハ
宇
土
濱
ノ
誤
リ
ナ
ル
ベ
シ
。『
和
漢
三
才
図
會
』
ニ
、
景
行
天
皇
云
々
。
宇
土
濱
海
人
。
献
腹
赤
魚
。
マ
タ
『
熊
本
地
志
』
ニ
、
宇
土
郡
三
角
岳
ハ
、
海
濱
ニ
聳
エ
、
葦
北
、
八
代
、
飽
田
、
玉
名
オ
ヨ
ヒ
、
肥
前
島
原
ノ
海
、
一
目
ニ
尽
ス
ベ
シ
ト
ア
レ
バ
、
景
行
天
皇
、
此
岳
ニ
登
リ
マ
シ
ヽ
ヨ
リ
、
御
供
ナ
ル
神
代
直
ヲ
召
テ
問
給
ヒ
シ
ニ
、
神
代
直
波
畑
ノ
サ
マ
ヲ
見
テ
、
御
答
申
上
シ
ナ
ラ
ン
。
三
角
ノ
向
ハ
、
本
国
高
来
郡
神
代
村
、
彼
杵
郡
有
喜
村
、
矢
上
村
、
日
見
村
、
阿
知
村
ナ
ド
ナ
レ
バ
、
神
代
直
マ
タ
浮
穴
沫
媛
ナ
ド
ニ
由
ア
ル
名
ナ
リ
。
御
供
ニ
神
代
野
宿
祢
ア
リ
。
島
原
ニ
大
野
村
ア
リ
。
神
代
村
ニ
近
シ
。
大
神
ト
云
山
ア
リ
。
三
江
村
ノ
中
ナ
ル
ベ
シ
。（
今
日
宇
佐
ヲ
本
ノ
マ
ヽ
ニ
シ
テ
豊
前
ト
セ
ハ
、
其
行
宮
ヨ
リ
波
烟
ノ
見
ユ
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ
【
357
】
） 
【
357
】「（
今
日
宇
佐
ヲ
本
ノ
マ
ヽ
ニ
シ
テ
豊
前
ト
セ
ハ
、
其
行
宮
ヨ
リ
波
烟
ノ
見
ユ
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
ヤ
）
」
国
本
こ
の
文
な
く
、
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
○
波
烟
「
波
」
曼
本
「
彼
」
ニ
作
ル
。 
○
浮
穴
沫
媛
『
姓
氏
録
』（
左
京
神
別
）
ニ
、
浮
穴
連
。
移
受
牟
受
比
命
五
世
孫
。
弟
意
孫
連
之
後
也
。
マ
タ
（
河
内
神
別
）
浮
穴
直
。
移
受
牟
受
比
命
之
後
也
。
ナ
ド
ア
リ
。
此
同
族
ニ
ハ
非
ザ
ル
カ
。「
民
部
式
」
ニ
、
浮
穴
ニ
ウ
ケ
ナ
ト
訓
ヲ
付
タ
リ
。
此
処
モ
シ
カ
訓
ム
ベ
キ
カ
。
伊
藤
氏
曰
、
浮
穴
郷
ノ
所
在
、
定
カ
ナ
ラ
ザ
レ
ド
、
本
文
ニ
彼
杵
郡
郷
四
所
ト
ア
リ
テ
、
浮
穴
・
周
賀
ノ
二
郷
ノ
ミ
ヲ
ア
ケ
、『
和
名
抄
』
ニ
大
村
・
彼
杵
ノ
二
郷
ノ
ミ
ヲ
挙
タ
ル
ニ
由
テ
思
ヘ
バ
、
郡
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中
ヲ
四
分
ニ
シ
、
南
ヲ
浮
穴
ト
シ
、
西
ヲ
周
賀
ト
シ
、
北
ヲ
大
村
ト
シ
、
東
ヲ
彼
杵
ト
シ
タ
ル
カ
ト
見
ユ
。『
道
中
行
程
細
見
記
』
ヲ
按
ス
ル
ニ
、
長
崎
ヨ
リ
東
南
ニ
去
ル
コ
ト
二
里
ニ
シ
テ
、
ア
ワ
ト
云
所
ア
リ
。
此
ヨ
リ
島
原
ノ
小
濱
ニ
海
上
八
里
ア
リ
。
此
ア
ワ
モ
正
ク
沫
媛
ニ
由
ア
リ
テ
負
ヒ
タ
リ
ト
聞
ユ
。
関
氏
曰
、
浮
穴
郷
ハ
有
喜
村
辺
ヨ
リ
矢
上
村
・
日
見
村
・
阿
和
村
ナ
ド
ヲ
云
ル
ナ
リ
。
浮
穴
郷
ハ
郡
家
ヨ
リ
北
ニ
ハ
ア
ラ
テ
、
東
北
ナ
レ
バ
、
東
字
ヲ
脱
セ
シ
カ
。
若
ク
ハ
大
凡
ニ
北
ト
云
ル
ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
。 
○
因
曰
「
因
」
印
本
ナ
シ
。
荒
木
田
氏
カ
曰
、「
之
」
上
脱
「
因
」
字
乎
ト
云
ニ
拠
テ
補
フ
。 
 
周
賀
郷
。〈
在
二
郡
西
南
一
。
〉 
昔
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
レ
征
二
伐
新
羅
一
行
幸
之
時
。
御
舩
繋
二
此
郷
東
北
之
海
一
。
艫
舳
之
𢍿
戨
化
二
而
―
為
礒
一
。
高
二
十
餘
丈
。
周
十
餘
丈
。
相
去
十
餘
町
。
突
出
嵯
峨
草
木
不
レ
生
。
加
以
陪
従
之
舩
。
遭
レ
風
漂
レ
波
。
於
レ
茲
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
二
欝
比
表
麻
呂
一
救
二
済
其
舩
一
。
因
名
曰
二
救
郷
一
。
今
謂
二
周
賀
郷
一
訛
之
也
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
字
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
○
𢍿
戨
二
字
、
異
本
・
曼
本
「
牂
戕
」
ニ
作
ル
。 
○
二
十
「
二
」
湯
本
「
一
」
ニ
作
ル
。 
○
突
出
「
出
」
曼
本
・
湯
本
「
而
」
ニ
作
ル
。 
○
漂
波
「
波
」
曼
本
「
没
」
ニ
作
ル
。 
○
蛛
名
「
名
」
曼
本
「
石
」
ニ
作
ル
。
異
本
ナ
シ
。 
○
欝
比
袁
麻
呂
栗
田
氏
曰
【
358
】
、
現
古
君
ハ
覡
古
君
ニ
テ
、「
応
神
紀
」
ニ
、
荒
田
別
巫
別
ト
ア
ル
同
人
ニ
ハ
非
ル
カ
。
若
然
ラ
ハ
巫
別
ハ
カ
ム
ナ
キ
．
．
．
．
別
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ン
。
カ
ム
ノ
コ
．
．
．
．
別
ト
訓
ベ
シ
。
村
岡
良
弼
氏
（
東
京
人
）
曰
、
現
古
ノ
「
古
」
ハ
「
占
」
ノ
誤
リ
ニ
テ
、
現
占
ハ
佐
和
良
ト
訓
ベ
シ
。
本
ハ
曽
波
宇
良
ナ
ル
ヲ
、
波
宇
ノ
切
ハ
和
ニ
テ
曽
ト
佐
ト
音
通
フ
カ
ラ
ニ
、
即
チ
佐
和
良
ト
ハ
呼
ナ
リ
。『
和
名
抄
』
ニ
、
筑
前
国
早
良
（
佐
和
良
）
郡
早
良
郷
ア
リ
。
此
地
ニ
因
テ
現
占
君
ト
ハ
名
ニ
命
セ
ケ
ン
。
関
氏
曰
、『
姓
氏
録
』
摂
津
皇
別
韓
矢
田
部
条
ニ
、
現
比
（
印
本
ナ
シ
）
古
君
ト
云
ア
リ
。
神
功
皇
后
ノ
命
ヲ
ウ
ケ
、
海
中
ニ
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ア
ル
韓
蘇
使
主
等
ヲ
率
来
リ
シ
コ
ト
ア
リ
。
此
ノ
欝
比
袁
麻
呂
モ
「
袁
」
ハ
「
古
」
ノ
誤
リ
ニ
テ
、
本
人
ト
同
シ
カ
ラ
ン
。
又
「
比
」
下
ニ
「
古
」
ヲ
脱
セ
ル
ニ
テ
、
欝
比
古
・
袁
麻
呂
ナ
ラ
ン
。
サ
レ
バ
二
人
ニ
テ
欝
比
古
ト
袁
麻
呂
ナ
ル
ベ
シ
。
烏
麻
呂
ト
イ
ヘ
ル
海
人
ヲ
、
西
海
ニ
国
ア
リ
ヤ
ト
皇
后
ミ
セ
ニ
、
遣
ハ
サ
レ
シ
コ
ト
モ
ア
リ
。
烏ラ
ト
袁
ト
ハ
同
音
ナ
リ
。 
【
358
】「
栗
田
氏
曰
…
…
此
地
ニ
因
テ
現
占
君
ト
ハ
名
ニ
命
セ
ケ
ン
。」
国
本
・
甲
本
な
し
。
国
本
、
代
わ
り
に
「
此
ハ
名
ニ
テ
、
姓
ヲ
脱
セ
シ
ナ
ラ
ン
。
又
欝
比
ハ
姓
ニ
テ
袁
麻
呂
ハ
名
カ
。 
詳
カ
ナ
ラ
ス
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
救
済
「
救
」
曼
本
・
湯
本
「
極
」
ニ
作
ル
。
○
青
柳
氏
曰
、
本
郡
松
島
ノ
迫
門
ヲ
イ
テ
ヽ
長
崎
ニ
至
ル
所
ニ
沖
ノ
相
撲
洋
ト
云
ア
リ
。
其
沖
ニ
高
サ
十
餘
丈
ノ
嵓
二
ツ
立
チ
タ
リ
。
之
ヲ
沖
相
撲
地
相
撲
ト
イ
フ
。
其
状
甚
奇
ナ
リ
。
南
北
相
對
シ
屹
立
タ
ル
状
、
猛
夫
ノ
カ
ヲ
争
フ
勢
ニ
似
タ
リ
。
因
テ
俗
ニ
相
撲
石
ト
イ
フ
。
此
辺
リ
深
サ
三
十
尋
ア
リ
ト
イ
フ
。
此
地
方
ニ
雪
浦
・
幸
浦
ナ
ド
ア
リ
。
周
賀
郷
ハ
此
辺
ナ
ル
ベ
シ
。
幸
浦
ト
イ
フ
モ
由
ア
リ
ケ
ニ
聞
ユ
。
神
功
皇
后
ノ
𢍿
戨
ノ
化
シ
テ
礒
ト
ナ
レ
リ
ト
云
ハ
、
此
相
撲
石
ノ
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
郡
西
南
ト
ア
ル
モ
能
叶
ヘ
リ
。
地
相
撲
ハ
高
サ
二
十
間
モ
ア
ル
ベ
シ
。
周
リ
モ
同
シ
。
地
相
撲
ノ
頂
ニ
大
木
ノ
密
柑
ア
リ
。『
道
中
行
程
細
見
記
』
ニ
、
日
本
相
撲
唐
相
撲
ト
記
セ
リ
。
此
事
『
江
海
風
帆
草
』
ニ
モ
ミ
エ
タ
リ
【
359
】
。
関
氏
曰
、
周
賀
郷
ハ
郡
ノ
西
南
ニ
在
ト
ア
ル
ヲ
地
図
ニ
オ
ス
ニ
、
郡
家
ヨ
リ
西
南
ハ
長
崎
ヲ
除
テ
外
ニ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
地
図
ニ
長
崎
ノ
福
田
浦
ノ
前
ニ
神
楽
相
撲
ト
イ
フ
島
ア
リ
。
ヒ
ク
島
・
母
島
・
松
島
ト
次
第
セ
リ
。
又
港
口
ニ
小
菅
ト
云
所
ア
リ
。
是
ハ
小
周
賀
ナ
ル
ベ
シ
。
鎮
慎
石
ノ
イ
テ
シ
平
宿
村
ニ
姿
井
ト
云
カ
ア
ル
由
、
『
長
崎
古
名
獨
詠
』
ニ
見
ユ
如
ク
ハ
、
周
賀
田
井
ナ
ラ
ン
。
本
文
ニ
皇
后
ノ
舩
、
此
郷
ノ
東
北
ノ
海
ニ
繋
ク
ト
ア
リ
。
野
母
・
樺
島
マ
テ
モ
周
賀
郷
ノ
内
ナ
レ
バ
、
長
崎
港
ヲ
東
北
ノ
海
ト
イ
ヘ
ル
當
レ
リ
。 
【
359
】「
此
事
『
江
海
風
帆
草
』
ニ
モ
ミ
エ
タ
リ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
速
来
門
。〈
在
二
郡
西
北
一
。
〉 
此
門
之
潮
之
来
者
。
東
潮
落
者
西
涌
登
。
涌
響
同
二
雷
音
一
。
因
曰
二
速
来
門
一
。
又
有
二
杉
木
一
。
本
者
著
レ
地
。
末
者
沈 
レ
海
。
海
藻
早
生
。
以
擬
二
貢
上
一
。 
異
本
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
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○
速
来
「
速
」
印
本
「
連
」
ニ
誤
ル
。
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
。
下
同
シ
。 
○
西
涌
湯
本
「
潮
」
ニ
作
ル
。 
○
登
涌
此
二
字
、
異
本
ナ
シ
。 
○
杉
木
「
杉
」
異
本
「
松
」
ニ
作
ル
。 
○
早
生
「
早
」
印
本
「
草
」
ニ
作
ル
。
竃
本
・
湯
本
・
異
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
○
擬
貢
上
此
ハ
早
生
シ
テ
珍
シ
キ
物
ナ
レ
バ
ト
テ
、
海
藻
ノ
微
物
ナ
レ
ド
モ
、
遠
路
ヲ
イ
ハ
ズ
。
貢
上
ニ
擬
ヘ
シ
ナ
ラ
ン
。
青
柳
氏
曰
、
速
来
、
今
ハ
早
岐
ト
書
リ
。（
今
日
現
ニ
ハ
ヤ
キ
ト
モ
、
ハ
イ
キ
ト
モ
唱
フ
。
印
本
ニ
ハ
ヤ
ク
ト
訓
タ
ル
ハ
誤
リ
ナ
リ
。
潮
ノ
速
キ
ヨ
リ
地
名
ニ
負
ヒ
タ
ル
ナ
リ
）
此
ハ
平
戸
領
ナ
リ
。
漁
家
多
シ
。
門
ハ
今
ハ
針
尾
迫
門
ト
イ
フ
。
此
入
海
ハ
彼
杵
ヨ
リ
長
崎
ニ
通
フ
道
ニ
シ
テ
、
時
津
ノ
海
口
ナ
リ
。
其
口
ニ
針
尾
ト
テ
大
ナ
ル
島
ア
リ
。
潮
ヲ
堰
タ
ル
カ
如
シ
。
島
ノ
南
北
、
迫
門
ト
ナ
リ
テ
、
潮
左
右
ヨ
リ
進
退
ス
。
其
門
甚
狹
シ
。
ユ
ヱ
ニ
潮
怒
激
シ
テ
其
音
冷
マ
シ
島
ノ
東
南
ニ
人
家
ア
リ
。
鯛
浦
ト
イ
フ
。
此
入
海
ノ
両
岸
ニ
浦
々
多
シ
。
南
東
ニ
速
来
ツ
キ
ニ
、
久
津
浦
（
此
浦
ニ
ア
コ
ヤ
貝
ヲ
ト
リ
テ
真
珠
ヲ
ト
ル
。
此
貝
玉
ノ
多
キ
ハ
、
一
ツ
ノ
内
ニ
三
モ
四
モ
ア
リ
。
凡
テ
貝
コ
ト
ニ
至
ア
リ
。
他
国
ニ
モ
此
貝
ア
レ
ト
モ
、
此
処
ナ
ル
ニ
ハ
及
ハ
ス
）
次
ニ
小
串
浦
ノ
南
崎
ヲ
大
山
崎
ト
イ
フ
。
遠
方
ヨ
リ
之
ヲ
望
メ
ハ
、
松
山
三
峰
ア
リ
テ
、
海
ニ
差
出
タ
リ
。
此
向
ヲ
霧
島
ト
イ
フ
。
此
間
壱
里
半
、
次
ハ
川
棚
村
、
次
ハ
彼
杵
村
ナ
リ
。
此
ヨ
リ
時
津
ニ
七
里
ナ
リ
。
是
レ
入
海
ノ
甚
廣
キ
処
ナ
リ
。
此
ヨ
リ
長
崎
ヘ
陸
三
里
（
今
日
此
間
ニ
浦
上
村
・
平
敷
村
ア
リ
）
ア
リ
。
速
来
ヨ
リ
東
ニ
入
テ
三
里
ノ
間
、
迫
門
ナ
リ
。
其
狹
キ
所
ハ
二
十
間
【
360
】
ニ
ス
ギ
ス
。 
【
360
】
底
本
・
甲
本
「
二
十
間
」
に
作
る
も
、
国
本
「
三
十
間
」
と
す
。 
 
高
来
郡
。
郷
九
所
。
里
二
十
一
。
驛
四
所
。
烽
五
所
。 
郡
「
戸
令
」
ニ
由
ニ
、
本
郡
九
郷
ナ
レ
バ
中
郡
ナ
リ
。
大
体
ハ
申
位
ヨ
リ
亥
ニ
至
ル
マ
デ
ハ
彼
杵
郡
ニ
界
シ
、
亥
ヨ
リ
子
ニ
至
ル
マ
テ
ハ
藤
津
郡
ニ
界
シ
、
其
餘
ハ
海
ニ
面
ス
【
361
】
。（
明
治
十
一
年
、
分
テ
二
ト
シ
、
島
原
地
方
ヲ
南
郡
ト
シ
、
諫
早
地
方
ヲ
北
郡
ト
ス
。
牛
・
馬
・
硫
黄
・
藍
・
茶
・
甘
蔗
・
楮
・
櫨
・
麦
・
鮑
・
烏
賊
・
鱶
・
鰛
・
海
参
・
石
花
菜
等
ヲ
産
ス
）『
宇
佐
大
鏡
』
ヲ
高
来
郡
油
山
十
二
箇
所
云
々
。
一
所
岡
山
云
々
。
一
所
栗
栖
山
云
々
。
一
所
少
戸
山
云
々
。
一
所
大
河
山
云
々
。
一
所
楠
村
山
云
々
。
一
所
野
上
山
云
々
。
一
所
新
戸
山
。
本
領
新
領
云
々
。
一
所
谷
山
云
々
。
已
上
。
保
安
三
年
立
券
定
。（
但
不
注
載
畠
地
苧
桑
等
也
。
大
治
二
年
七
月 
日
。
府
国
官
使
立
券
。
同
前
）
国
符
載
所
々
名
。
一
所
谷
上
山
。
一
所
野
上
山
。
一
所
大
河
山
。
一
所
子
戸
山
。
一
所
岡
山
。
一
所
小
家
山
。
一
所
浦
山
。
一
所
千
石
山
。
一
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所
伊
福
山
。
一
所
栗
栖
山
。
一
所
新
戸
大
神
山
。
已
上
十
箇
所
。
皆
四
至
有
限
。
但
當
時
無
宇
篭
神
領
云
々
。
於
自
餘
者
。
所
被
押
妨
御
室
御
領
也
。
件
油
山
十
二
箇
所
。
為
宇
多
院
七
内
親
王
家
御
領
之
間
。
以
去
延
喜
十
年
二
月
十
三
日
。
所
被
施
入
當
宮
也
。
施
入
状
云
。
家
符
肥
前
国
油
山
司
等
可
隨
。
自
今
以
後
八
幡
宇
佐
宮
進
退
事
。
右
油
山
彼
宮
灯
分
。
令
奉
給
已
畢
。
仍
所
仰
如
件
。
山
司
宜
承
知
。
自
今
以
後
随
彼
宮
進
退
。
不
可
疎
略
。
故
符
別
當
散
位
源
朝
臣
。
応
和
三
年
二
月
十
二
日
。
マ
タ
『
鎮
西
志
』（
天
慶
三
年
）
ニ
、
藤
原
純
友
。
少
焉
留
肥
前
国
高
来
島
（
○
島
原
ヲ
云
）
取
行
兵
馬
之
粮
糧
。
マ
タ
『
東
鑑
』（
寛
元
四
年
三
月
）
ニ
、
彼
行
臨
時
詳
定
。
有
間
左
衛
門
尉
朝
澄
進
置
懸
物
置
書
為
明
石
左
近
將
監
（
兼
綱
）
奉
行
有
沙
汰
串
山
郷
事
也
。
而
彼
郷
者
。
朝
澄
一
期
之
後
。
可
傳
領
之
旨
。
本
主
養
母
尼
令
遺
言
上
者
。
可
被
置
朝
澄
押
書
之
由
。
越
中
七
郎
左
衛
門
次
郎
政
員
。
雖
訴
申
之
。
不
能
其
沙
汰
（
云
々
）
マ
タ
『
寛
知
集
』
ニ
、
高
来
郡
百
五
村
。
マ
タ
『
元
禄
図
』
ニ
、
高
来
七
十
四
村
。
高
五
万
九
千
二
百
二
十
石
八
斗
四
升
二
合
。（
今
日
「
明
治
九
年
ノ
調
」
【
362
】
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
山
林
ヲ
除
ク
外
、
土
地
一
万
六
千
二
十
一
丁
二
反
。
○
『
催
馬
楽
』
ニ
サ
シ
ク
シ
ハ
ナ
マ
リ
七
ツ
ア
リ
シ
カ
ト
、
タ
ケ
ク
ノ
ジ
ヨ
ウ
ノ
朝
ニ
ト
リ
ヨ
ウ
サ
リ
シ
ハ
、
高
来
串
ニ
テ
本
郡
串
山
ノ
コ
ト
ニ
ハ
非
ル
カ
）
ナ
ド
ア
リ
【
363
】
。 
【
361
】
国
本
・
甲
本
、
こ
の
下
に
「
牛
馬
・
硫
黄
・
明
礬
・
藍
・
茶
・
甘
蔗
・
楮
・
櫨
・
麦
・
蚫
・
烏
賊
・
鱶
・
鰭
・
海
参
・
石
花
菜
等
ヲ
産
ス
」
と
い
う
記
述
あ
り
。
こ
の
記
述
、
底 
本
で
は
「
明
治
十
一
年
、
分
テ
二
ト
シ
、
島
原
地
方
ヲ
南
郡
ト
シ
、
諫
早
地
方
ヲ
北
郡
ト
ス
」
の
文
の
下
に
あ
り
。 
【
362
】「
今
日
「
明
治
九
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
山
林
ヲ
除
ク
外
、
土
地
一
万
六
千
二
十
一
丁
二
反
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
「
明
治
十
一
年
、
分
テ
二
ト
シ
、
島
原
地
方
ヲ
南
ト
シ
、 
諫
早
地
方
ヲ
北
ト
ス
。
南
ハ
東
西
五
里
、
南
北
八
里
」
の
下
に
置
く
。 
【
363
】
国
本
、
こ
の
下
に
「
南
里
氏
曰
、
源
頼
朝
ノ
時
、
小
山
景
廣
高
来
福
田
村
ノ
地
頭
ヲ
賜
ハ
リ
テ
下
向
ス
。
景
廣
カ
弟
左
衛
門
五
郎
伊
佐
早
田
結
村
ノ
地
頭
ヲ
賜
フ
。
又
正
応
五
年
安 
冨
頼
清
、
北
条
貞
時
ノ
下
文
ヲ
以
テ
下
向
シ
、
深
江
入
道
蓮
忍
カ
高
来
東
郷
深
江
浦
ヲ
賜
フ
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
○
郷
九
所
『
和
名
抄
』
ニ
、
山
田
。（
也
万
多
。
○
『
九
州
図
』
ニ
、
本
郡
東
北
ニ
山
田
ア
リ
。
今
山
田
地
五
村
ト
云
）
新
居
。（
尓
比
草
。
○
上
田
氏
曰
、
本
郡
ニ
荒
井
村
ア
リ
。
是
ナ
ラ
ン
。
今
日
此
説
イ
カ
ヽ
ア
ラ
ン
。
或
曰
、
野
井
村
ア
リ
ト
。
是
ナ
ラ
ン
）
神
代
。（
加
無
之
呂
。
○
今
ハ
ヤ
ウ
シ
ロ
ト
云
。
『
太
平
記
』
ニ
、
菊
池
日
ヲ
ヘ
テ
肥
前
ニ
乱
入
シ
ケ
ル
ニ
、
高
来
熊
代
加
瀬
草
野
ノ
者
ト
モ
、
菊
池
カ
兵
ニ
降
参
ト
ア
リ
。
熊
代
ハ
神
代
ニ
テ
、
此
比
ハ
神
代
ヲ
ク
マ
シ
ロ
ト
呼
シ
ナ
ラ
ン
。
神
代
、
今
ハ
二
村
ニ
分
ツ
。
上
ノ
神
代
直
ハ
此
処
ニ
由
ア
ル
人
ナ
ラ
ン
。「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
度
支
配
総
田
数
文
書
」【
364
】
ニ
、
髪
白
荘
四
十
町
ト
ア
ル
ハ
此
処
ヲ
云
ナ
ラ
ン
。
筑
後
御
井
郡
ニ
、
神
代
郷
神
代
村
ア
リ
。
此
神
代
ハ
ク
マ
シ
ロ
ト
唱
フ
）【
365
】
野
鳥
。（
乃
登
利
。
○
或
曰
、
此
四
郷
ハ
連
続
シ
テ
北
ニ
ア
リ
。
十
二
村
ト
ナ
ル
。
逸
ス
ル
所
ノ
五
郷
ハ
東
西
南
ニ
ア
ル
ヘ
シ
）
ト
ア
リ
。
尚
五
所
ヲ
逸
ス
。「
天
福
二
年
ノ
文
書
」【
366
】
ニ
、
肥
前
国
高
来
西
郷
。
三
郎
丸
名
内
伊
福
。「
正
応
五
年
【
367
】
ノ
文
書
」
ニ
、
肥
前
国
高
来
郡
東
郷
有
間
荘
（
○
南
郡
）
内
深
江
分
。「
宇
佐
文
書
」（
正
中
二
年
）
ニ
、
肥
前
国
高
来
西
郷
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三
郎
丸
永
吉
名
云
々
。
マ
タ
肥
後
石
貫
村
「
廣
福
寺
文
書
」（
文．
中
二
年
）
ニ
、
平
澄
隆
。
肥
前
高
来
東
郷
大
黒
村
ナ
ド
ア
ル
ニ
由
ハ
、
高
来
郷
ト
云
モ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
364
】「「
河
上
社
正
応
五
年
造
宮
用
度
支
配
総
田
数
文
書
」
ニ
、
…
…
此
神
代
ハ
ク
マ
シ
ロ
ト
唱
フ
）」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
【
365
】
国
本
、
こ
の
下
に
分
注
で
「
上
ニ
高
来
東
郷
ト
ア
ル
ヲ
見
レ
ハ
、
高
来
郷
ト
云
カ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
是
レ
郡
ノ
名
義
ノ
起
ル
所
ナ
ラ
ン
」
と
あ
り
。
甲
本
、
こ
の
分
を
大
字
で
記
し
、 
さ
ら
に
そ
の
下
に
「
而
シ
テ
郡
ノ
東
ニ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
記
述
あ
り
。 
【
366
】「「
天
福
二
年
ノ
文
書
」
ニ
…
…
肥
前
高
来
東
郷
大
黒
村
ナ
ド
ア
ル
ニ
由
ハ
、
高
来
郷
ト
云
モ
ア
リ
シ
ナ
ラ
ン
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
「
宇
佐
文
書
」
以
下
を
頭
注
に
て
記
す
。 
【
367
】「
正
応
五
年
ノ
文
書
」、
甲
本
は
「
正
応
元
年
ノ
文
書
」
と
す
。 
○
二
十
一
「
二
」
湯
本
「
一
」
ニ
作
ル
。
名
称
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。（
「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
二
百
八
十
一
村
六
町
ナ
リ
【
368
】
） 
【
368
】「（「
明
治
十
年
ノ
調
」
ニ
ヨ
レ
ハ
、
本
郡
二
百
八
十
一
村
六
町
ナ
リ
）
」
国
本
な
し
。 
○
駅
四
所
「
兵
部
式
」
ニ
、
駅
馬
。
山
田
。（
長
崎
ノ
人
坂
本
秋
郷
氏
曰
、
日
本
郡
會
津
村
ヨ
リ
南
ニ
ツ
ヽ
キ
テ
山
田
村
ア
リ
。
是
ナ
リ
。
今
日
此
処
山
田
郷
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
カ
）
野
鳥
（
坂
本
氏
曰
、
千
々
岩
村
ヨ
リ
温
泉
岳
ノ
北
ヲ
通
リ
、
島
原
旧
城
下
ニ
出
ル
道
ニ
千
々
岩
村
ヲ
ハ
ナ
ル
ヽ
二
里
許
ニ
シ
テ
坂
路
ア
リ
。
之
ヲ
野
鳥
坂
ト
イ
フ
。
野
鳥
駅
ハ
是
ナ
ラ
ン
。
今
日
此
処
モ
野
鳥
ノ
郷
ナ
ラ
ン
。
或
曰
、
千
々
岩
村
ノ
中
ニ
野
鳥
ト
処
ア
リ
。
是
ナ
ル
ヘ
シ
）
各
五
疋
ト
ア
リ
。
式
ノ
頃
ハ
二
所
ヲ
減
セ
シ
カ
。『
道
中
行
程
細
見
記
』
ニ
ハ
、
矢
上
・
日
見
・
一
瀬
ノ
三
駅
ア
リ
。
此
ハ
近
来
置
タ
ル
ナ
リ
【
369
】
。 
【
369
】「
此
ハ
近
来
置
タ
ル
ナ
リ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
烽
五
所
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。 
 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
在
二
肥
後
国
玉
名
郡
一
。
長
渚
濱
之
行
宮
覧
二
此
郡
山
一
曰
。
彼
山
之
形
。
似
レ
於
二
別 
島
一
。
属
レ
陸
之
山
欤
。
別
在
之
島
欤
。
朕
欲
レ
知
レ
之
。
仍
勅
二
神
大
野
宿
祢
一
。
遣
レ
看
之
。
往
二
到
此
郡
一
。
爰
有
レ
人
迎
来
曰
。
僕
者
此
山
神
。
名
高
来
津
彦
。
聞
二
天
皇
使
之
来
一
奉
レ
迎
而
已
。
因
曰
二
高
来
郡
一
。 
昔
者
異
本
「
昔
」
上
ニ
「
往
」
ア
リ
テ
「
者
」
ナ
シ
。 
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○
玉
名
郡
『
和
名
抄
』
ニ
、
肥
後
国
玉
名
（
多
万
伊
奈
）
郡
。
日
置
。
為
大
。
石
津
。
下
宅
。
宗
部
。
大
町
。
大
水
。
江
田
（
○
郷
名
【
370
】
）
マ
タ
『
日
本
紀
』（
景
行
天
皇
十
八
年
六
月
）
ニ
、
自
高
来
縣
。（
○
本
郡
）
渡
玉
杵
名
邑
（
玉
杵
名
ヲ
『
和
名
抄
』
ノ
頃
ハ
多
万
伊
奈
ト
イ
フ
。
即
チ
玉
名
）
マ
タ
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
玉
名
郡
伊
倉
別
府
ナ
ド
ア
リ
。 
【
370
】「（
○
郷
名
）」
の
部
分
、
国
本
・
甲
本
「（
○
玉
名
村
ナ
リ
）」
と
す
。 
○
長
渚
濱
『
熊
本
地
志
』【
371
】
ニ
、
玉
名
郡
築
地
村
ハ
景
行
天
皇
西
巡
ノ
時
、
行
宮
ヲ
設
ケ
シ
所
ナ
リ
。
マ
タ
長
洲
町
ハ
長
洲
ノ
海
ニ
瀕
ス
。
吉
山
真
内
氏
（
肥
後
人
）
曰
、『
書
紀
』・
風
土
記
等
ニ
見
エ
タ
ル
長
渚
濱
ハ
、
小
代
山
ノ
南
ノ
麓
ノ
海
ニ
沿
タ
ル
処
ヲ
説
タ
ル
名
ニ
テ
、
今
ノ
長
渚
ノ
ミ
ニ
非
ズ
。 
【
371
】
国
本
・
甲
本
、『
熊
本
地
志
』
の
上
に
吉
山
氏
の
説
の
下
に
記
す
。 
○
之
形
「
形
」
異
本
「
状
」
ニ
作
ル
。 
○
神
大
野
宿
祢
『
姓
氏
録
』【
372
】
（
大
和
神
別
）
ニ
、
大
神
朝
臣
。
素
佐
能
雄
命
六
世
孫
。
大
国
主
（
○
大
物
主
ノ
誤
リ
。
下
同
シ
）
命
之
後
也
。
マ
タ
（
摂
津
神
別
）
神
人
大
国
主
命
五
世
孫
。
大
田
々
根
子
命
之
後
也
。
マ
タ
（
河
内
神
別
）
神
人
御
手
代
首
同
祖
。
阿
比
良
命
之
後
也
。（
○
今
日
大
和
神
別
ニ
御
手
代
首
天
御
中
主
命
十
世
孫
天
諸
神
命
之
後
也
【
373
】
）
ナ
ド
ア
リ
。
此
等
ノ
同
族
ナ
ラ
ン
。
本
居
翁
曰
、
美
和
大
神
ヲ
殊
ニ
崇
奉
ラ
レ
テ
、
タ
ヽ
ニ
大
神
ト
ノ
ミ
申
セ
ハ
、
此
神
ノ
事
ナ
リ
シ
カ
ラ
、
遂
ニ
其
字
ヲ
大
美
和
ト
イ
フ
ニ
、
用
ル
コ
ト
ナ
【
374
】
レ
リ
ケ
ン
。
サ
ル
侭
ニ
大
ヲ
省
キ
テ
云
ニ
モ
、
神
字
ヲ
用
ヒ
シ
ナ
リ
。
此
姓
タ
ヽ
神
ト
モ
大
神
ト
モ
云
テ
、
大
テ
フ
言
ハ
有
無
シ
定
マ
ラ
サ
リ
シ
ニ
ヤ
。『
書
紀
』
ニ
出
タ
ル
モ
、
所
々
定
マ
レ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
今
日
上
ニ
引
ク
『
宇
佐
大
鏡
』
ニ
、
本
郡
ニ
新
戸
大
神
山
ア
リ
。
此
人
ノ
住
シ
ヨ
リ
地
ノ
名
ニ
負
タ
ル
カ
。
又
此
人
コ
ヽ
ニ
由
ア
リ
テ
、
氏
ニ
負
タ
ル
カ
。
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。
南
郡
ニ
大
野
村
ア
リ
。
此
モ
此
人
ニ
由
ア
リ
ゲ
ナ
リ
。 
【
372
】
国
本
、『
姓
氏
録
』
の
上
に
「
神
大
野
ハ
復
姓
カ
。
又
ハ
神
ハ
氏
ニ
テ
大
野
宿
祢
ハ
名
カ
」
と
あ
り
。
甲
本
こ
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
す
。 
【
373
】「（
○
今
日
大
和
神
別
ニ
御
手
代
首
天
御
中
主
命
十
世
孫
天
諸
神
命
之
後
也
）」
国
本
な
し
。 
【
374
】
底
本
、「
ナ
」
の
右
傍
に
「（
○
大
字
）」
と
あ
り
。 
○
此
山
神
【
375
】
高
来
郷
ノ
山
ニ
鎮
マ
リ
マ
ス
神
ノ
現
シ
人
ニ
ナ
リ
テ
、
出
来
リ
シ
ナ
ラ
ン
。 
【
375
】
国
本
、「
山
神
」
を
「
大
神
」
に
作
り
、
下
に
「
此
ハ
コ
ヽ
ニ
鎮
リ
マ
ス
神
ノ
現
シ
人
ナ
リ
テ
、
出
来
給
ヘ
ル
ナ
リ
」
と
記
す
。 
○
津
彦
「
彦
」
印
本
「
座
」
ニ
、
異
本
「
摩
」
ニ
誤
ル
。
湯
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
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土
歯
池
。〈
俗
言
レ
岸
為
二
比
遅
波
一
。
在
二
郡
西
北
一
。
〉 
此
池
東
之
海
邊
有
レ
岸
。
高
百
餘
丈
。
長
三
百
餘
丈
。
西
海
波
涛
常
以
濯
滌
。
縁
二
土
人
辞
一
。
号
曰
二
土
歯
池
一
。
々
堤
長
六
百
餘
丈
。
廣
五
十
餘
丈
。
高
二
丈
餘
。
池
裡
縦
横
二
十
餘
町
許
。
潮
来
之
常
突
入
。
荷
菱
多
生
。
秋
七
八
月
。
荷
根
甚
甘
。
季
秋
九
月
。
香
味
共
変
。
不
レ
中
用
也
。 
土
歯
池
『
九
州
図
』【
376
】
曰
、
高
来
郡
西
北
千
々
岩
。
マ
タ
『
村
名
帳
』
ニ
、
高
来
郡
千
々
村
。
マ
タ
或
曰
、
土
歯
池
ハ
千
々
岩
村
ノ
北
ニ
ア
リ
。
今
ハ
新
田
ト
ナ
ル
。
其
海
岸
ノ
堤
、
幅
三
十
間
、
高
サ
五
間
、
長
サ
拾
丁
。
堤
ニ
老
松
ア
リ
。
清
水
常
ニ
湛
ヘ
、
海
潮
堤
外
ヲ
洗
フ
。
又
曰
、
島
原
ニ
千
々
岩
村
ア
リ
。
長
崎
ヲ
サ
ル
有
喜
村
通
リ
九
里
餘
ナ
リ
。
ソ
コ
ノ
田
地
、
古
ノ
池
ノ
跡
ナ
リ
。
又
曰
、
此
池
ハ
為
石
村
ノ
川
原
ノ
池
ノ
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
。
今
ハ
西
彼
杵
郡
ニ
属
ス
レ
ド
モ
、
古
ハ
本
郡
ノ
内
ナ
リ
ケ
ン
。
今
日
カ
ク
説
々
ア
リ
テ
、
詳
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。
後
考
ヲ
待
ツ
。 
【
376
】「『
九
州
図
』
曰
、
高
来
郡
西
北
千
々
岩
。
マ
タ
『
村
名
帳
』
ニ
、
高
来
郡
千
々
村
。
マ
タ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
俗
言
岸
為
比
遅
波
関
氏
曰
、
比
遅
波
ハ
土
端
ナ
ル
ベ
シ
。
土
ヲ
比
遅
ト
云
ハ
古
言
ナ
リ
。
今
モ
島
原
ノ
海
辺
ニ
土
黒
村
ア
リ
。
ヒ
ヂ
ク
ロ
村
ト
イ
フ
。
千
々
岩
山
ノ
ツ
ヾ
キ
ニ
、
池
上
村
・
池
平
山
ナ
ド
ア
リ
。
共
ニ
此
池
ニ
由
ア
ラ
ン
〔
31
〕
。 
〔
31
〕
淀
姫
神
社
注
進
状
正
応
五
年
田
所
ノ
事
ニ
、
千
々
岩
庄
三
十
町
ト
ア
リ
。 
○
号
曰
「
号
」
湯
本
ナ
シ
。 
○
菱
『
新
撰
字
鏡
』
ニ
、
菱
（
䔖
也
。
比
志
）。
菱
（
水
中
菜
也
。
比
志
）。 
（
比
志
）。
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
菱
子
（
ヒ
シ
）。
䔖
（
揚
玄
作
「
菱
」
）。
操
芰
実
。
芰
（
並
作
「
菱
」
）。
茇
。
菰
首
（
出
陶
景
注
）。
茤
（
亦
作
「
芰
」
）。
蕨
𣞓
。
猪
鼻
。
水
栗
薢
茩
（
已
上
四
名
出
『
兼
名
苑
』
已
上
ヒ
シ
）。
マ
タ
『
箋
註
和
名
抄
』【
377
】
ニ
、
『
説
文
』
云
、
菱
（
音
陵
比
之
。
○
『
本
草
和
名
』『
新
撰
字
鏡
』
曰
訓
比
斯
）
秦
謂
之
薢
茩
。（
皆
后
二
音
）
楚
謂
之
茤
（
音
歧
字
亦
作
「
芰
」。
○
『
原
書
』
艸
部
「
菱
」
作
「
蔆
」
。
『
玉
篇
』
亦
作
「
菱
」
。『
原
書
』「
茤
」
作
「
支
」。
『
説
文
』
又
云
、
芰
蔆
也
。
茤
杜
林
説
芰
从
多
蜀
。
『
本
図
経
』
云
、
生
水
中
葉
浮
水
上
。
其
花
黄
白
色
。
実
有
二
種
一
。
四
角
一
両
角
。『
本
草
図
経
』
云
、
花
落
而
実
生
漸
向
水
中
乃
熟
。
又
有
嫩
皮
而
紫
色
者
。
謂
之
浮
菱
食
尤
美
。
李
時
珎
曰
、
三
月
生
蔓
延
引
。
葉
浮
水
上
扁
而
有
尖
光
面
如
鏡
。
葉
下
之
莖
有
。
股
如
蝦
股
一
莖
一
葉
。
両
々
相
差
如
蝶
翅
状
。
五
六
月
開
小
白
花
。
背
日
而
生
昼
合
夜
炕
随
月
轉
移
。
其
実
有
数
種
。
或
三
角
四
角
。
或
両
角
無
角
。
野
菱
自
生
湖
中
。
葉
実
倶
小
其
角
硬
直
刺
人
。
其
色
嬢
生
青
老
黒
。
下
総
本
「
歧
」
作
「
岐
」。
那
波
342 
本
同
。
伊
勢
廣
本
作
「
伎
」。『
廣
韵
』
歧
・
岐
・
伎
、
並
巨
支
切
在
平
声
五
支
伎
。
又
渠
綺
切
在
上
声
四
紙
而
菱
奇
寄
切
在
去
声
五
寘
。
其
音
皆
不
同
）
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
水
栗
。
芰
実
。
萍
蓬
。
草
根
。
其
『
啓
蒙
』【
378
】
ニ
、
芰
実
ミ
ス
モ
ク
サ
。
一
名
翻
鷄
。
紫
角
。
子
陵
。
胡
速
児
。
菱
角
。
水
菱
。
蟾
蜍
股
。
末
栗
実
。
菱
栗
花
。
一
名
水
客
。
穿
萍
。
水
沢
中
ニ
多
ク
生
ス
。
根
ハ
水
底
ニ
ア
リ
テ
、
水
面
ノ
叢
生
ス
。
形
扁
ニ
シ
テ
蛺
蝶
ノ
翅
ノ
如
ク
厚
ク
シ
テ
光
ア
リ
。
ソ
ノ
莖
フ
ク
レ
テ
蝦
蟆
ノ
股
ノ
如
シ
。
夏
花
ヲ
開
キ
実
ヲ
結
ブ
。
形
三
角
四
角
ア
ル
イ
ハ
両
角
ア
リ
。
其
角
ミ
ナ
尖
リ
テ
、
人
ヲ
サ
ス
。
初
緑
秋
ニ
イ
タ
リ
、
熟
ス
レ
ハ
黒
色
、
煮
テ
白
肉
ヲ
ト
リ
テ
食
フ
。
之
ヲ
ユ
デ
ビ
シ
ト
云
。
谷
川
氏
曰
、
ヒ
シ
．
．
、
菱
子
ヲ
訓
セ
リ
。
蒺 
モ
訓
リ
。
ヒ
シ
蔓
ト
モ
云
リ
。
菱
ニ
両
種
ア
リ
。
少
ナ
ル
ヲ
黒
菱
ト
イ
フ
。
稜
硬
ヨ
ク
人
ヲ
刺
ス
。
大
ナ
ル
ハ
稜
脆
シ
。
参
河
岩
堀
ノ
菱
ハ
二
稜
ナ
リ
。（
今
曰
大
ナ
ル
ハ
稜
脆
シ
ト
ハ
奇
シ
。
本
国
ノ
産
ハ
大
ナ
ル
ハ
稜
硬
シ
。
又
鬼
菱
ト
云
モ
ノ
ア
リ
。
形
大
ニ
シ
テ
稜
左
硬
シ
。
是
レ
鬼
ノ
名
ノ
出
ル
所
以
ナ
リ
）
或
曰
【
379
】
、
ヒ
シ
、
柳
葉
科
。
古
歌
ミ
ス
モ
ク
サ
。
詳
名
ト
ラ
バ
ビ
ス
ヒ
オ
サ
ロ
ク
ス
ブ
。
生
食
或
ハ
熟
食
ス
。
味
甘
淡
ニ
シ
テ
香
シ
。
之
ヲ
煮
レ
ハ
汁
水
渋
シ
。
支
那
ノ
貧
民
ハ
之
ヲ
以
テ
飯
ニ
代
フ
。（
○
今
曰
『
古
今
要
覧
稿
』【
380
】
四
百
五
十
九
ミ
ル
ヘ
シ
） 
【
377
】「
マ
タ
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
又
渠
綺
切
在
上
声
四
紙
而
菱
奇
寄
切
在
去
声
五
寘
。
其
音
皆
不
同
」
国
本
な
し
。 
【
378
】「
其
『
啓
蒙
』
ニ
…
…
初
緑
秋
ニ
イ
タ
リ
、
熟
ス
レ
ハ
黒
色
、
煮
テ
白
肉
ヲ
ト
リ
テ
食
フ
。
之
ヲ
ユ
デ
ビ
シ
ト
云
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
379
】「
或
曰
」
国
本
「
圭
介
氏
曰
」
と
す
。
甲
本
「
圭
介
氏
」
の
部
分
を
傍
点
に
て
抹
消
し
、「
或
」
に
訂
正
す
。 
【
380
】「（
○
今
曰
『
古
今
要
覧
稿
』
四
百
五
十
九
ミ
ル
ヘ
シ
）」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
 
峰
湯
泉
。〈
在
二
郡
南
一
。
〉 
此
湯
泉
之
源
。
出
二
郡
南
高
来
峰
西
南
之
峰
一
。
流
レ
於
レ
東
。
流
之
勢
甚
多
熱
異
二
餘
湯
一
。
但
和
二
冷
水
一
。
乃
得
二
沐 
浴
一
。
其
味
酸
。
有
二
流
黄
。
白
土
。
及
松
一
。
々
其
葉
細
有
レ
子
。
大
如
二
小
豆
一
。
令
レ
得
レ
噄
。 
異
本
、
此
下
ニ
「
以
下
脱
漏
」
ト
ア
リ
。 
○
温
泉
『
三
代
実
録
』（
貞
観
二
年
二
月
）
ニ
、
進
肥
前
国
。
従
五
位
下
温
泉
神
従
五
位
上
。
ト
ア
リ
。（
祭
ル
所
ハ
大
名
持
命
ナ
リ
【
381
】。
南
郡
小
濱
村
ニ
ア
リ
。
土
人
此
祭
【
382
】
神
ヲ
国
魂
神
ト
云
由
ナ
ル
ハ
誤
リ
）
此
泉
ヲ
守
ル
神
ナ
リ
ト
云
フ
。『
和
漢
三
才
図
會
』
ニ
、
温
泉
岳
。
在
高
来
郡
。
五
十
町
上
。
有
普
賢
岳
。
往
昔
有
大
伽
藍
。
号
日
本
山
大
乗
院
満
明
密
寺
云
々
。
方
一
里
中
。
称
地
獄
穴
。（
○
熱
湯
ヲ
云
）
数
十
箇
処
。
両
処
相
並
。
高
五
六
尺
。
其
流
水
稍
熱
如
湯
。
之
小
川
中
。
毎
小
魚
多
343 
遊
行
。
亦
奇
也
。
凡
一
山
地
皆
熱
温
透
鞋
。
跣
者
難
行
也
。
麓
温
泉
多
有
。
浴
湯
人
不
絶
。
マ
タ
『
伽
藍
開
基
記
』
ニ
、
西
海
道
九
州
肥
前
国
高
来
郡
。
有
山
号
温
泉
巋
然
深
秀
。
高
隣
雲
漢
下
臨
大
海
。
懸
崖
壁
立
。
其
中
有
種
々
地
獄
。
多
至
百
餘
。
如
経
所
説
（
○
此
ハ
妄
誕
）
或
有
大
火
熾
然
有
烟
燄
。
或
有
沸
湯
。
或
有
寒
水
涌
沸
。
マ
タ
『
鎮
西
志
』
ニ
、
神
亀
九
年
。
行
基
開
温
泉
山
建
寺
。
亦
置
蔵
経
号
満
明
寺
。
是
也
。
山
頂
大
焦
熱
々
湯
々
沸
出
硫
烟
。
熾
々
襄
山
。
故
謂
之
温
泉
地
獄
。
マ
タ
『
塔
志
随
筆
』
ニ
、
温
泉
岳
高
サ
六
里
。（
今
日
六
丁
ヲ
一
里
ト
ス
ル
カ
）〔
32
〕
青
柳
氏
曰
、
諫
早
東
南
七
里
ニ
、
高
来
峰
ア
リ
。
肥
後
・
筑
後
ノ
西
ノ
海
中
ニ
孤
立
シ
、
隣
国
ヨ
リ
能
見
ユ
ル
山
ナ
リ
。
其
最
高
キ
ヲ
普
賢
山
ト
イ
フ
。
是
高
来
峰
ナ
リ
。
盤
根
十
餘
里
ニ
渉
レ
リ
。
此
山
凡
テ
硫
黄
ノ
氣
強
ク
シ
テ
伏
火
ア
リ
。
天
明
中
ニ
伏
火
大
ニ
起
リ
、
山
川
震
動
ス
ル
コ
ト
数
日
ナ
リ
シ
カ
。
四
月
朔
日
、
前
山
遂
ニ
崩
烈
シ
テ
、
海
中
ニ
陷
リ
人
家
・
田
園
悉
流
失
テ
死
ス
ル
者
、
数
千
人
、
旅
舩
ノ
コ
ヽ
ニ
泊
リ
シ
モ
ノ
覆
滅
ス
ル
数
ヲ
知
ラ
ズ
。
此
時
海
中
ニ
二
島
涌
出
タ
リ
。
其
餘
波
、
肥
後
ニ
オ
ヨ
ヒ
、
宇
土
・
玉
名
ノ
諸
郡
、
津
波
ニ
押
流
サ
レ
テ
死
ス
ル
者
、
数
千
人
。
田
畠
斥
滷
ト
ナ
ル
。
数
里
誠
ニ
希
有
ナ
ル
変
遷
ナ
リ
。
或
曰
、
温
泉
岳
、
高
サ
四
千
五
百
尺
、
周
四
十
二
里
、
村
落
其
麓
ヲ
繞
リ
テ
海
ニ
臨
ム
。
岳
ノ
南
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
鷹
岩
ト
イ
フ
。
北
ナ
ル
ハ
吾
妻
岳
、
東
ナ
ル
ハ
眉
山
、
西
ナ
ル
ハ
九
千
峯
・
絹
傘
山
ナ
リ
。
寛
政
四
年
、
山
頂
熱
沙
ヲ
噴
騰
シ
、
遂
ニ
サ
ケ
テ
海
ニ
迸
リ
、
地
勢
一
変
シ
、
百
許
ノ
島
嶼
ヲ
現
出
シ
、
相
擁
シ
テ
島
原
港
ヲ
ナ
セ
リ
。
温
泉
二
所
ア
リ
。
岳
ノ
半
腹
ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
温
泉
ト
イ
フ
。
疥
癬
全
創
ニ
適
シ
、
西
ノ
麓
ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
小
濱
湯
ト
イ
フ
。
痛
風
・
偻
麻
ニ
宜
シ
。 
〔
32
〕
増
□
（
補
か
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
西
遊
記
』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
肥
前
国
雲
仙
岳
ハ
西
国
ノ
名
山
ナ
リ
。
唐
舩
ナ
シ
ノ
長
崎
ヘ
ワ
タ
ル
ニ
モ
大
洋
ノ
中
ニ
テ
、
比
雲
仙
岳
ヲ
メ
ア
テ
ト
ス
ル
由
シ
。 
【
381
】
国
本
、
以
下
の
分
注
な
し
。 
【
382
】「
国
魂
神
ト
云
由
ナ
ル
ハ
誤
リ
」
甲
本
に
よ
り
補
う
。 
○
其
味
「
其
」
印
本
「
甚
」
ニ
作
ル
。
竃
本
・
曼
本
ニ
拠
テ
改
ム
。 
○
流
黄
『
箋
註
和
名
抄
』【
383
】
ニ
、
流
黄
。『
本
草
』
疏
云
、
石
流
黄
。（
和
名
、
由
乃
阿
和
。
俗
云
、
由
王
。
○
和
名
、
由
乃
阿
和
。
依
輔
仁
所
訓
。
山
田
本
「
和
」
作
「
波
」
。
案
由
乃
阿
和
、
温
泉
泡
也
。
作
「
波
」
誤
。
『
医
心
方
』
亦
作
和
今
本
『
々
草
和
名
』
作
由
乃
阿
和
。
『
医
心
方
』
又
訓
由
和
宇
。
按
由
王
、
即
由
阿
和
之
轉
。
契
沖
以
為
流
黄
之
訛
音
非
是
）
礬
石
液
也
。
又
有
石
流
丹
。
益
石
流
黄
類
也
。（
○
本
黄
疏
獨
。『
本
草
和
名
』
引
是
書
今
無
。
傳
本
・
山
田
本
・
曲
直
瀬
本
「
流
」
作
「
硫
」
与
『
千
金
翼
方
』『
證
類
本
草
』
合
。『
玉
篇
』
亦
云
、
硫
黄
薬
名
然
。『
説
文
』
無
「
硫
」
字
。『
新
修
本
草
』『
々
々
和
名
』
作
「
流
」
。
則
従
石
者
。
係
後
人
所
改
。「
典
薬
式
」・
古
本
作
「
流
」
。
李
時
珎
曰
、
硫
黄
禀
性
。
純
陽
火
石
之
精
気
。
而
結
成
性
質
。
通
流
色
344 
賦
中
黄
。
故
云
硫
黄
。
李
説
本
於
大
清
服
。
錬
霊
妙
法
見
。『
證
類
本
草
』
・
廣
本
「
礬
」
作
「
焚
」
。
似
是
礬
石
液
也
。
四
字
『
本
草
』
本
条
文
見
。
『
新
修
本
草
』
原
君
併
引
。
為
疏
文
誤
石
液
丹
。
以
下
乃
疏
文
『
抱
朴
子
』
仙
薬
篇
、
石
硫
丹
石
之
赤
精
益
石
硫
黄
之
類
也
。
疏
文
益
本
之
諸
古
本
石
流
丹
。
誤
石
流
黄
。
無
石
黄
之
石
字
。『
類
聚
名
義
抄
』
同
。
廣
本
又
有
以
下
十
一
字
。
皆
無
石
流
丹
。
誤
作
石
流
黄
。
其
義
不
可
通
。
故
浅
人
刪
下
石
字
。
亦
不
通
。
於
是
廣
本
、
遂
刪
去
此
十
一
字
也
。
今
依
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
引
此
改
与
。『
抱
朴
子
』
合
。
小
野
蘭
山
曰
、
今
俗
呼
鷹
目
申
王
者
石
流
黄
呼
鸕
鷀
由
。
王
者
石
流
丹
也
）
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
硫
黄
（
ユ
ノ
マ
ク
・
ユ
ワ
ウ
）。
石
（
今
日
一
本
ナ
シ
）。
流
黄
（
ユ
ワ
ウ
）。
マ
タ
『
塵
添
壒
嚢
抄
』
ニ
、
流
黄
（
ユ
ノ
ア
ワ
・
イ
ワ
ウ
）。
流
磺
（
同
）。
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
黄
牙
。
金
硫
黄
。
金
牙
石
。
石
硫
黄
（
『
本
経
』
中
品
）。『
釈
名
』
硫
黄
（『
呉
普
』
）。
黄
硇
砂
（『
薬
性
』
）。
黄
牙
。
陽
侯
（
『
綱
目
』
）。
將
軍
。
時
珎
曰
、
云
々
。
硫
黄
含
其
猛
毒
為
七
十
二
石
之
將
。
故
薬
品
中
号
為
將
軍
。
外
家
謂
之
陽
侯
。
亦
曰
、
黄
牙
。
又
曰
、
黄
硇
砂
。
別
録
曰
、
石
硫
黄
礬
液
也
。
時
珎
曰
、
凡
産
石
硫
黄
之
処
。
必
有
温
泉
。
作
硫
黄
氣
云
々
。
倭
硫
黄
亦
佳
。
其
啓
蒙
ニ
、
石
硫
黄
、
タ
カ
ノ
メ
ノ
イ
ワ
ウ
。
一
名
霊
黄
。
黄
硇
。
留
黄
。
磂
黄
。
焔
溲
。
黄
英
。
九
霊
黄
童
山
不
住
。
凡
硫
黄
ハ
温
泉
ア
ル
山
ノ
土
常
ニ
焼
テ
【
384
】
、
俗
ニ
地
獄
ト
称
ス
ル
処
ニ
器
物
ヲ
以
テ
蓋
ヒ
置
ハ
、
焔
氣
器
中
ニ
觸
テ
煤
ノ
著
タ
ル
如
ク
、
純
黄
色
ナ
ル
者
ア
リ
。
此
ヲ
生
ユ
ワ
ウ
ト
云
。
肥
前
ノ
島
原
等
ヨ
リ
出
、
唐
山
ニ
テ
和
産
ノ
硫
黄
ヲ
舶
硫
黄
ト
称
ス
。
万
病
回
春
ニ
出
。
マ
タ
『
雲
根
志
』
ニ
、
石
硫
黄
、
諸
国
産
ス
。
日
本
ノ
産
、
尤
佳
ナ
リ
。
予
諸
方
ヨ
リ
取
集
メ
見
ル
ニ
、
其
色
悉
違
ヘ
リ
。
肥
前
島
原
等
ノ
産
至
品
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
同
産
ニ
上
品
・
下
品
ア
リ
。
僧
契
沖
氏
（
摂
津
人
）
曰
、
流
黄
、
ユ
ノ
ア
ワ
。『
和
名
抄
』
ニ
、
俗
云
由
王
。
コ
レ
ハ
ル
ワ
ウ
．
．
．
ト
云
ベ
キ
ヲ
、
ル．
ト
ユ．
同
韵
ナ
レ
バ
、
通
シ
テ
ユ
ワ
ウ
ト
云
ナ
リ
。
今
俗
ニ
伊
王
ト
云
ハ
、
ユ．
ト
イ．
ト
ハ
、
ヤ
行
ノ
下
ニ
テ
五
音
通
ス
レ
ド
、
ル
ト
イ
ハ
通
ゼ
ザ
レ
バ
誤
ナ
リ
ナ
ド
ア
リ
。 
【
383
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
小
野
蘭
山
曰
、
今
俗
呼
鷹
目
申
王
者
石
流
黄
呼
鸕
鷀
由
。
王
者
石
流
丹
也
」
国
本
な
し
。 
【
384
】「
凡
硫
黄
ハ
温
泉
ア
ル
山
ノ
土
常
ニ
焼
テ
…
…
万
病
春
ニ
出
」
こ
の
部
分
、
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
○
白
土
『
箋
註
和
名
抄
』【
385
】
ニ
、『
唐
韵
』
云
、
垔
（
音
悪
和
名
之
良
豆
知
。
○
『
本
草
和
名
』
同
訓
）
白
土
也
。（
『
廣
韵
』
同
。
玄
応
音
義
引
蒼
頡
篇
『
文
選
』
子
霊
賊
注
引
張
揖
並
云
垔
白
土
也
。
孫
氏
子
蓋
依
之
。
『
西
山
経
』
云
、
太
次
之
山
。
其
陽
多
垔
法
垔
似
土
色
甚
白
。
按
『
説
文
』
垔
白
深
也
。
本
以
白
土
深
白
之
字
。
轉
謂
白
土
為
垔
）
マ
タ
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
ニ
、
白
垔
。（
シ
ラ
ツ
チ
）
白
善
。
白
土
。（
已
上
同
）
マ
タ
『
本
草
和
名
』
ニ
、
白
垔
。
和
名
之
良
都
智
。
マ
タ
『
本
草
綱
目
』
ニ
、
白
垔
。『
釈
名
』
白
善
土
。
（
別
録
）
白
土
粉
。（
衍
義
）
画
粉
。（
時
珎
曰
、
土
以
黄
為
正
色
。
則
白
者
為
悪
色
。
故
為
垔
。
後
人
諱
之
呼
。
為
白
善
宗
奭
曰
白
善
土
。
切
成
土
塊
売
于
人
浣
衣
）
其
『
啓
蒙
』
ニ
、
白
垔
、
イ
マ
リ
ヅ
ヂ
、
ナ
ン
キ
ン
ヅ
チ
、
ア
フ
ラ
オ
ト
シ
、
ミ
カ
キ
ツ
チ
、
ミ
カ
キ
ス
ナ
、
シ
ラ
ツ
チ
、
ハ
ミ
カ
キ
ツ
チ
、
チ
ヤ
ワ
ン
ツ
チ
。
一
名
白
壁
土
（
『
医
家
正
傳
』
）
肥
前
伊
万
里
及
唐
津
ニ
テ
茶
碗
類
ヲ
焼
ヲ
、
本
山
茶
碗
ト
イ
フ
。
伊
万
里
ノ
方
言
ア
ツ
ケ
ト
云
。
疑
ハ
垔
ノ
字
ニ
ヨ
ル
カ
。
肥
前
ヲ
上
品
ト
ス
。
又
345 
善
土
二
品
ア
リ
。
硬
ヲ
粳
米
土
ト
イ
フ
。
肥
州
・
房
州
・
江
州
ヨ
リ
出
ル
者
是
ナ
リ
。
マ
タ
『
雲
根
志
』
ニ
、
白
垔
土
ハ
白
ク
輭
ナ
リ
。
滑
石
ニ
似
テ
滑
カ
ナ
ラ
ズ
。
諸
山
ニ
産
ス
ナ
ド
ア
リ
。 
【
385
】「『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
…
…
按
『
説
文
』
垔
白
深
也
。
本
以
白
土
深
白
之
字
。
轉
謂
白
土
為
垔
」
国
本
、
こ
の
部
分
『
和
名
抄
』
よ
り
引
用
と
す
。 
○
松
子
【
386
】
『
箋
註
和
名
抄
』
ニ
、
五
粒
松
子
。
脚
氣
。『
獨
活
酒
方
』
云
、
獨
活
一
斥
五
葉
松
五
両
。（
合
薬
七
種
之
内
也
。
○
肘
後
方
療
気
有
『
獨
活
酒
方
』
用
獨
活
附
子
無
松
葉
。『
千
金
方
』
有
松
葉
酒
療
脚
弱
十
二
風
痺
石
能
行
以
上
二
十
八
字
曰
及
福
井
本
・
下
総
本
皆
無
。
獨
廣
本
有
之
今
附
存
）『
楊
氏
漢
語
抄
』
云
、
五
粒
松
子
。（
粒
五
葉
也
。
松
子
未
都
乃
美
。
○
『
証
類
本
草
』
引
蕭
□
〔
分
万
？
〕
云
、
有
五
葉
者
。
一
叢
五
葉
如
鉍
。
名
五
粒
松
子
如
巴
豆
。
新
羅
注
ニ
、
進
文
又
載
。『
開
宝
本
草
』
云
、
海
松
子
生
新
羅
。
如
小
栗
三
角
。
其
中
仁
香
美
東
夷
食
之
。
当
果
与
中
土
松
子
不
同
。
亦
即
是
也
。
李
時
珎
曰
、
海
松
子
出
遼
東
及
雲
南
。
其
橱
与
中
国
松
樹
同
。
惟
五
葉
一
叢
者
銶
内
。
結
実
大
如
巴
豆
。
而
有
三
稜
一
角
尖
尓
馬
志
。
謂
似
小
栗
。
殊
失
本
体
中
国
松
子
大
如
柏
子
。
亦
可
入
薬
。
不
堪
果
食
。
案
李
賀
有
五
粒
。
小
松
歌
陸
亀
蒙
。
待
松
斎
一
夜
綾
貞
白
霜
外
空
聞
五
粒
。
凡
李
義
山
詩
松
喧
翠
粒
新
劉
夢
得
待
翠
粒
照
晴
露
。
皆
以
粒
言
松
也
。
『
酉
陽
』
・『
五
雜
俎
』
云
、
今
松
言
両
粒
五
粒
々
当
作
五
鬣
。
癸
未
雑
志
云
、
凡
松
葉
皆
双
股
。
而
高
廉
所
産
毎
穂
乃
五
鬣
焉
。
下
総
本
無
注
五
字
及
「
也
」
字
）
マ
タ
『
東
雅
抄
録
』【
387
】
ニ
、
『
倭
名
抄
』・『
漢
語
抄
』
ノ
五
粒
ヲ
引
テ
、
五
粒
松
子
ハ
、
マ
ツ
ノ
ミ
ト
注
セ
シ
ハ
海
松
子
ト
云
モ
ノ
即
是
新
羅
松
子
。『
本
草
図
経
』
ニ
、
五
粒
字
。
当
作
五
鬣
。
音
傳
訛
也
。
五
鬣
為
一
叢
ト
見
エ
シ
者
ニ
シ
テ
、
李
東
壁
『
本
草
』
ニ
、
五
鍼
者
。
為
松
子
松
ト
云
此
ナ
リ
。
新
羅
松
子
ノ
如
ハ
即
今
モ
朝
鮮
ヨ
リ
来
ル
者
此
ナ
リ
。
彼
国
ニ
シ
テ
モ
其
地
ニ
産
ス
ル
所
、
悉
ク
皆
此
樹
ナ
ル
ニ
ハ
非
ス
。
海
松
子
処
ニ
有
之
。
生
深
山
中
。
樹
如
松
柏
実
瓜
子
ナ
ド
モ
見
エ
、
其
子
ニ
モ
数
等
ア
リ
テ
、
玉
角
香
ヲ
モ
テ
最
奇
ト
シ
珎
ト
ス
ナ
ド
モ
見
エ
タ
リ
。
此
国
ニ
モ
播
殖
シ
、
物
ノ
生
ヒ
出
シ
モ
ア
レ
ド
、
子
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
ノ
如
ハ
、
カ
シ
コ
ヨ
リ
来
レ
ル
物
ニ
ハ
及
ハ
ズ
。『
癸
辛
雜
識
』
ニ
、
倭
人
所
居
。
悉
以
其
国
所
産
新
羅
松
為
之
。
即
今
之
羅
木
也
。
色
白
而
香
。
仰
塵
地
板
皆
是
也
ト
見
エ
シ
ヲ
、
或
説
ニ
、
新
羅
松
ハ
剔
牙
松
也
。
此
方
処
々
ニ
在
ト
云
。
サ
レ
ド
宋
人
ノ
日
本
ノ
羅
木
ト
云
シ
者
ハ
別
ニ
コ
レ
一
物
ナ
ル
ベ
シ
。
マ
タ
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
ニ
、
海
松
子
、
朝
鮮
マ
ツ
ノ
ミ
、
カ
ラ
マ
ツ
ノ
ミ
。
一
名
位
叱
新
羅
海
松
。
凡
ソ
松
葉
ニ
針
ナ
ル
者
ハ
常
ナ
リ
。
此
松
ハ
五
針
ナ
リ
。
今
俗
ニ
五
葉
松
ト
呼
者
ハ
、
赤
松
葉
ノ
形
ニ
シ
テ
五
針
ナ
リ
。
海
松
ハ
葉
燈
心
草
ノ
大
サ
ニ
シ
テ
皆
白
シ
。
朝
鮮
人
、
来
聘
ノ
ト
キ
、
多
ク
コ
ノ
松
子
ヲ
齎
シ
来
ル
。
名
産
ナ
リ
。
カ
タ
大
ニ
シ
テ
巴
豆
ノ
コ
ト
シ
。
三
稜
上
尖
リ
、
茶
褐
色
皮
ア
ツ
ク
シ
テ
、
破
リ
カ
タ
シ
。
内
ニ
白
仁
ア
リ
。
油
多
シ
。
味
山
胡
桃
ノ
コ
ト
シ
。
生
食
ス
ベ
シ
。
新
ナ
ル
者
ハ
種
テ
生
シ
ヤ
ス
シ
。
木
理
扁
柏
ニ
似
タ
ル
故
扁
柏
ニ
代
モ
チ
フ
。
コ
ノ
松
卵
、
長
サ
六
七
寸
。
麟
甲
モ
大
ナ
リ
。
麟
甲
コ
ト
ニ
子
二
粒
ア
リ
。
時
珎
ノ
説
ノ
、
中
国
松
子
大
如
柏
子
ト
云
ハ
、
尋
常
ノ
松
子
ナ
リ
。
麟
甲
コ
ト
ニ
二
粒
ア
レ
ド
モ
形
小
ニ
シ
テ
、
米
粒
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
白
黒
斑
ア
リ
。
薬
ニ
ハ
海
松
子
、
尋
常
ノ
松
子
ト
モ
ニ
用
フ
。
果
子
ニ
ハ
海
松
子
ヲ
用
フ
。
松
子
ハ
、
一
名
万
年
豆
、
錬
形
子
、
不
老
丹
。
マ
タ
『
松
屋
筆
記
』【
388
】
ニ
、『
続
後
紀
』
346 
天
長
十
年
八
月
ニ
、
差
弾
国
貢
松
実
御
贄
云
々
。『
北
山
抄
』
ニ
、
夜
左
近
陣
差
柏
梨
於
王
卿
侍
臣
云
々
。
按
ニ
南
部
ノ
柏
実
、
イ
ト
大
キ
ナ
リ
。
朝
鮮
ハ
タ
オ
ナ
シ
松
ニ
似
テ
其
葉
ノ
サ
マ
ヤ
ヽ
殊
也
。
コ
レ
柏
実
ナ
ル
ベ
シ
。
ナ
ド
ア
リ
。『
古
今
要
覧
稿
』【
389
】
二
百
六
十
六
見
ル
ヘ
シ
。 
【
386
】
以
下
、
国
本
な
し
。
代
わ
り
に
「
関
氏
曰
、
或
曰
、
朝
鮮
人
常
ニ
松
実
ヲ
食
フ
。
其
実
ハ
常
ノ
物
ヨ
リ
ハ
大
キ
ク
、
亦
ソ
ノ
ナ
レ
ル
数
モ
多
シ
。
或
曰
、
彼
松
実
ハ
支
那
ニ 
テ
イ
フ
松
栢
ノ
栢
ノ
実
ニ
當
ト
イ
フ
」
と
あ
り
。 
【
387
】「
マ
タ
『
東
雅
抄
録
』
ニ
…
…
サ
レ
ド
宋
人
ノ
日
本
ノ
羅
木
ト
云
シ
者
ハ
、
別
ニ
コ
レ
一
物
ナ
ル
ベ
シ
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
附
箋
の
形
で
記
す
。 
【
388
】「
マ
タ
『
松
屋
筆
記
』
ニ
…
…
朝
鮮
ハ
タ
オ
ナ
シ
松
ニ
似
テ
其
葉
ノ
サ
マ
ヤ
ヽ
殊
也
。
コ
レ
柏
実
ナ
ル
ベ
シ
。
ナ
ド
ア
リ
」
国
本
な
し
。
甲
本
は
頭
注
に
て
記
す
。 
【
389
】「『
古
今
要
覧
稿
』
二
百
六
十
六
見
ル
ヘ
シ
」
国
本
・
甲
本
な
し
。 
○
噄
曼
本
「
喫
」
ニ
作
ル
。 
 ------------------------------------------------------------------------------------
改
頁------------------------------------------------------------------------------------ 
 
『
大
日
本
史
』
志
（
二
百
四
十
）【
390
】 
葛
津
立
国
造
（
○
立
疑
直
之
訛
。
蓋
国
造
有
賜
直
姓
者
也
）
大
名
草
彦
命
子
若
彦
命
成
務
帝
時
為
国
造
。（
『
旧
事
本
紀
』
）
清
和
帝
時
有
肥
前
藤
津
郡
領
葛
津
貞
津
（
『
三
代
実
録
』
）
或
国
造
之
裔
也
。 
【
390
】「『
大
日
本
史
』
志
（
二
百
四
十
）」
以
下
の
文
、
国
本
・
甲
本
な
し
。
記
載
内
容
か
ら
藤
津
郡
に
入
れ
る
べ
き
か
。 
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二
、
糸
山
貞
幹
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
所
引
『
肥
前
国
風
土
記
』
本
文 
  
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
所
引
『
肥
前
国
風
土
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
貞
幹
が
序
文
で
底
本
お
よ
び
校
合
に
使
用
し
た
写
本
の
奥
書
や
来
歴
を
あ
げ
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
荒
木
田
久
老
校
訂
本
（
序
文
で
は
「
印
本
」
と
す
る
。
奥
書
に
「
右
一
冊
者
。
肥
前
国
長
崎
人
大
家
惟
年
。
所
齎
本
也
。
原
誤
謬
尤
多
矣
。
寛
政
十
一
己
未
年
三
月
。
於
京
師
旅
寓
校
正
之
。
加
訓
点
畢
。
蓋
依
城
戸
千
楯
。
長
谷
川
菅
諸
等
之
需
者
也
。
皇
太
神
宮
権
祢
宜
従
四
位
下
荒
木
田
神
主
久
老
」
と
記
す
）
を
底
本
と
し
、
湯
本
（
奥
書
に
「
右
肥
前
風
土
記
者
。
所
蔵
官
之
秘
府
也
。
湯
谷
某
謹
誌
」
と
あ
る
本
を
三
回
転
写
し
た
も
の
）・
竃
本
（
奥
書
に
「
右
之
風
土
記
四
帖
。
以
竃
御
殿
預
家
之
傳
本
。
令
書
写
了
。
文
政
八
年
十
月
上
旬
。
日
秦
公
均
」
と
あ
る
本
を
二
回
転
写
し
た
も
の
）・
曼
本
（
奥
書
に
「
元
祿
十
三
年
歳
次
庚
辰
冬
十
二
月
初
五
日
。
以
曼
珠
院
所
蔵
之
本
書
於
高
野
村
蓮
華
寺
法
仰
実
観
」
と
あ
る
本
を
三
回
転
写
し
た
も
の
）・
葎
本
（
奥
書
に
「
肥
前
国
大
村
人
岩
永
常
輔
游
学
尾
州
三
年
。
于
此
業
成
帰
郷
。
余
以
其
国
旧
典
幸
而
存
従
叟
写
之
。
天
明
六
年
丙
午
仲
秩
箻
菴
河
村
秀
根
」
と
あ
る
本
を
三
回
転
写
し
た
も
の
。
と
こ
ろ
が
、「
葎
本
」
に
よ
る
校
異
が
一
例
も
な
い
こ
と
か
ら
、
異
本
数
種
と
さ
れ
る
な
か
の
一
本
と
思
わ
れ
る
〈
前
章
補
注
１
１
参
照
〉
）
お
よ
び
異
本
数
種
（
乙
本
序
文
に
よ
る
）
と
校
合
し
た
と
あ
る
。 
 
こ
こ
で
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
引
か
れ
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
の
本
文
の
み
に
注
目
し
て
み
る
と
、
諸
本
間
で
の
異
同
が
は
な
は
だ
し
い
。
た
と
え
ば
、
国
会
本
を
み
る
と
、
他
本
で
底
本
を
改
め
た
箇
所
に
傍
書
で
「
緒
印
」
と
い
う
よ
う
に
底
本
の
文
字
を
記
す
な
ど
、
他
の
三
本
と
は
異
な
る
体
裁
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
弼
云
」
と
し
て
書
写
し
た
村
岡
良
弼
の
書
き
入
れ
が
多
く
み
ら
れ
る
国
会
本
の
特
徴
を
考
え
る
と
、
村
岡
良
弼
に
よ
る
書
き
込
み
の
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
も
っ
と
も
完
成
度
が
高
い
と
さ
れ
る
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
七
月
清
書
本
を
書
写
し
た
乙
本
は
、
書
写
に
あ
た
っ
た
人
物
が
専
門
的
な
知
識
を
有
し
な
か
っ
た
た
め
か
、
注
釈
文
と
同
様
に
誤
写
が
多
い
。 
こ
の
ほ
か
、
清
書
を
重
ね
て
い
く
に
し
た
が
い
、
本
文
の
文
字
を
意
図
的
に
改
め
た
箇
所
も
み
ら
れ
る
。
養
父
郡
曰
理
郷
の
条
を
例
に
あ
げ
て
み
る
と
、
国
会
本
・
甲
本
・
丙
本
で
は
「
亘、
理
郷
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
乙
本
で
は
「
曰、
理
郷
」
と
改
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
甲
本
に
附
さ
れ
て
い
る
重
野
安
繹
の
序
文
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
箇
所
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 
但
亘
理
郷
、
日
曰
亘
三
字
之
辨
、
恐
未
正
確
、
博
士
正
説
亦
似
闕
明
了
。
久
老
以
曰
為
曰
訛
是
矣
。
曰
篆
文
今
昨
日
、
曰
篆
文
今
作
曰
、
日
実
也
。
周
環
無
缺
、
曰
詞
也
。
象
開
口
、
此
其
所
以
異
、
不
必
拘
字
形
廣
狹
、
曰
王
伐
反
、
曰
理
和
答
利
也
。
二
字
音
読
乃
為
正
格
。
和
名
抄
、
奥
羽
肥
豊
諸
国
、
皆
作
曰
理
、
日
字
不
可
訓
和
答
。
故
後
人
妄
改
作
亘
耳
。
聞
之
大
槻
博
士
文
彦
、
曰
仙
臺
藩
巨
室
亘
理
氏
、
其
先
塋
墓
碣
、
寛
文
以
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前
、
皆
書
曰
理
、
幕
府
閣
老
等
往
書
牘
亦
然
。
無
作
亘
理
者
、
可
以
為
確
證
。
然
則
和
名
抄
曰
理
轉
写
之
訛
而
、
其
作
亘
理
年
代
、
亦
略
可
知
也
。 
 
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
亘
理
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
世
に
な
っ
て
か
ら
で
、
寛
文
以
前
は
「
曰
理
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
批
判
し
て
い
る
。
安
繹
に
よ
る
批
判
を
う
け
て
、
甲
本
よ
り
後
に
清
書
し
た
乙
本
の
段
階
に
な
っ
て
「
曰
理
郷
」
に
訂
正
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
安
繹
の
序
文
が
「
明
治
癸
卯
七
月
」
す
な
わ
ち
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
と
あ
り
、
乙
本
清
書
の
二
年
前
で
あ
る
の
で
、
矛
盾
が
生
じ
る
。
乙
本
は
原
本
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
あ
た
り
の
理
由
を
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
甲
本
の
冒
頭
に
「
明
治
廿
九
年
。
其
後
段
々
書
入
。
八
月
中
清
書
」
と
あ
っ
て
、
適
宜
書
き
入
れ
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
清
書
し
て
か
ら
訂
正
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
 
さ
て
、『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
は
、
た
び
た
び
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
諸
本
間
で
の
異
同
が
は
な
は
だ
し
く
、
こ
れ
は
本
文
も
同
様
で
あ
る
。
こ
と
に
底
本
と
し
た
乙
本
は
、
原
本
の
完
成
度
が
高
い
と
評
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
誤
脱
が
多
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
他
本
と
の
校
合
を
必
要
と
す
る
が
、
注
釈
文
の
校
異
と
と
も
に
本
文
の
校
異
を
示
す
と
煩
雑
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
、
前
の
翻
刻
で
は
校
訂
後
の
本
文
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
『
肥
前
風
土
記
纂
註
』
に
引
か
れ
た
『
肥
前
国
風
土
記
』
本
文
の
み
を
校
合
し
た
結
果
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。 
 
【
凡
例
】 
一
、
佐
賀
県
立
図
書
館
乙
本
を
底
本
と
し
、
佐
賀
県
立
図
書
館
甲
本
（
略
称
、
甲
本
）・
佐
賀
県
立
図
書
館
丙
本
（
略
称
、
丙
本
）・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（
略
称
、
国
本
）・
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
糸
山
貞
幹
校
訂
本
（
略
称
、
貞
幹
本
）
を
対
校
し
た
。 
一
、
風
土
記
本
文
を
十
四
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
分
注
は
〈 
〉
で
括
っ
て
大
字
で
示
す
体
裁
に
改
め
た
。 
一
、
本
文
の
字
体
は
底
本
に
従
っ
た
。 
一
、
校
異
に
よ
り
、
底
本
の
字
や
体
裁
を
改
め
た
場
合
は
該
当
す
る
箇
所
を
網
掛
け
に
し
た
。 
 
349 
総
記 
【
本
文
】 
郡
一
十
一
所
。
郷
七
十
。
里
一
百
八
十
七
。
驛
一
十
八
所
。〈
小
路
（
1
）
。〉
烽
二
十
所
。〈
下
国
。〉
城
一
所
。
寺
二
所
。
〈
僧
寺
。〉 
肥
前
国
者
。
本
與
肥
後
国
合
為
一
国
。
昔
者
。
磯
城
瑞
籬
宮
御
宇
御
間
城
（
2
）
天
皇
之
世
。
肥
後
国
益
城
郡
朝
来
名
峰
。
有
土
蜘
蛛
打
猴
頸
猨
二
人
。
帥
二
徒
衆
一
百
八
十
餘
人
一
拒
二
捍
皇
命
一
。
不
レ
肯
ニ
降
伏
一
。
朝
廷
勅
遣
二
肥
君
等
祖
健 
緒
（
3
）
組
（
4
）
一
伐
レ
之
。 
於
レ
茲
健
緒
組
。
奉
レ
勅
悉
誅
二
滅
之
一
。
兼
巡
二
国
裡
一
。
観
二
察
消
息
一
。
到
レ
於
二
八
代
郡
白
髪
山
一
。
日
（
5
）
晩
止
宿
（
6
）
。
其
夜
虚
（
7
）
空
有
レ
火
。
自
然
熛
稍
々
降
下
。
就
二
此
山
一
燎
之
。
時
健
緒
組
見
而
驚
怪
。
参
二
上
朝
庭
一
奏
言
。
臣
辱
被
二
聖
命
一
。
遠
誅
二
西
戎
一
不
（
8
）
レ
霑
（
9
）
刀
刃
一
。
梟
賊
自
滅
。
自
レ
非
二
威
霊
一
。
何
得
レ
然
之
。
更
擧
二
燎
火
之
状
一
奏
聞
。
天
皇
勅
曰
。
所
（
10
）
レ
奏
之
事
。
未
曽
所
レ
聞
。
火
下
之
国
可
レ
謂
二
火
国
一
。
即
擧
二
健
緒
組
之
勲
一
。
賜
二
姓
名
一
曰
二
火
君
健
緒
組
（
11
）
一
。
便
遣
レ
治
（
12
）
二
此
国
一
。
因
レ
火
（
13
）
曰
二
火
国
（
14
）
一
。
後
分
二
兩
国
一
而
為
二
前
後
一
。 
又
纏
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
。
誅
二
球
（
15
）
磨
贈
於
一
。
而
巡
二
狩
筑
紫
国
一
之
時
。
従
二
葦
北
火
（
16
）
流
浦
一
。
発 
レ
舩
幸
レ
於
二
火
国
一
。
度
レ
海
之
。
間
日
没
。
夜
冥
不
レ
知
レ
所
レ
着
。
忽
有
二
火
光
一
遥
視
二
行
前
一
。
天
皇
勅
（
17
）
二
棹
人
一
曰
。
直
指
二
火
處
一
應
勅
而
徃
果
得
レ
着
レ
崖
。
天
皇
下
レ
詔
曰
。
何
謂
邑
也
。
国
人
奏
言
。
此
是
。
火
国
八
代
郡
火
邑
。
但
不
レ
知
二
火
主
一
。
于
レ
時
天
皇
詔
二
群
臣
一
曰
。
今
此
燎
火
非
二
是
人
火
一
。
所
三
以
号
二
火
国
一
知
二
其
所
（
18
）
由
一
。 
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【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
1
） 
小
路
―
底
本
「
路
〈
小
〉」
と
す
。 
 
 
 
 
 
（
2
） 
御
間
城
―
国
本
こ
の
下
に
「
入
彦
」
の
二
字
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
3
） 
緒
―
国
本
「
諸
」
の
右
傍
に
「
緒
印
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
4
） 
組
―
国
本
「
組
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
5
） 
日
―
底
本
な
し
。
国
本
・
甲
本
・
丙
本
に
よ
り
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
6
） 
宿
―
国
本
、「
峯
印
」
と
す
。 
 
 
 
 
 
（
7
） 
虚
―
国
本
「
虚
」
を
「
虚
」
に
訂
正
す
。 
 
 
 
 
 
（
8
） 
不
―
国
本
「
下
」
と
し
、
右
傍
に
「
不
印
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
9
） 
霑
―
丙
本
「
露
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
10
） 
所
…
国
―
こ
の
十
二
字
、
丙
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
11
） 
組
―
国
本
「
組
」
の
右
傍
に
「
純
印
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
12
） 
治
―
国
本
「
洽
」
を
「
治
」
に
訂
正
す
。 
 
 
 
 
 
（
13
） 
火
―
貞
幹
本
「
名
」
に
作
る
。
国
本
「
火
」
の
右
傍
に
「
楚
之
字
誤
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
14
） 
国
―
貞
幹
本
「
君
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
15
） 
球
―
国
本
・
丙
本
「
珠
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
16
） 
火
―
底
本
な
し
。
国
本
な
ど
に
よ
り
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
17
） 
勅
…
天
皇
―
こ
の
十
八
字
、
丙
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
18
） 
所
―
国
本
「
所
」
の
右
傍
に
「
尓
シ
カ
ル
」
と
記
す
。 
  
基
肄
郡 
【
本
文
】 
基
肄
郡
。
郷
六
所
。
里
（
19
）
十
七
。
驛
一
所
。〈
小
路
。〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
御
二
筑
紫
国
御
井
郡
高
羅
之
行
宮
一
遊
二
覧
国
内
（
20
）
一
。
霧
覆
二
基
肄
之 
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山
（
21
）
一
天
皇
勅
曰
。
彼
国
可
レ
謂
二
霧
之
国
一
。
後
人
改
号
二
基
肄
国
一
今
以
為
二
郡
名
一
。 
長
岡
神
社
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
 
同
天
皇
自
二
高
羅
行
宮
一
。
還
幸
而
在
二
酒
殿
泉
之
邊
一
。
於
レ
此
薦
レ
膳
之
時
。
御
具
甲
鎧
光
明
異
レ
常
。
仍
令
レ
占
二
問
ト
部
殖
（
22
）
坂
一
奏
云
。
此
地
有
レ
神
。
甚
願
二
御
鎧
一
。
天
皇
宣
。
実
有
レ
然
者
奉
レ
納
二
神
社
一
。
可
レ
為
二
永
世
之
財
一
。
因
号
二
永
世
社
一
。
後
人
改
曰
二
長
岡
社
一
。
其
鎧
貫
緒
悉
爛
絶
。
但
胄
并
甲
板
（
23
）
。
今
猶
在
也
。 
酒
殿
泉
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
此
泉
之
季
秋
九
月
。
始
変
二
白
色
一
味
酸
氣
臭
。
不
レ
能
二
喫
飲
一
。
孟
春
正
月
。
変
而
清
冷
人
始
飲
喫
。
因
曰
二
酒
井 
泉
一
。
後
人
改
曰
二
酒
殿
泉
一
。 
姫
社
郷
。 
此
郷
之
中
有
レ
川
。
名
曰
二
山
途
川
一
。
其
源
出
二
郡
（
24
）
北
山
一
。
南
流
而
會
二
御
井
大
川
一
。
昔
者
。
此
川
之
西
有
二
荒 
神
一
。
行
レ
路
之
人
多
。
被
二
殺
害
一
半
凌
半
殺
。 
于
レ
時
卜
二
求
祟
（
25
）
由
一
兆
云
。
令
二
筑
前
国
宗
像
郡
人
珂
是
古
祭
吾
社
一
。
若
合
レ
願
者
。
不
レ
起
二
荒
心
一
覔
（
26
）
二
珂
是
古
（
27
）
一
令
レ
祭
二
神
社
一
。
珂
是
胡
（
28
）
即
捧
レ
幡
祈
祷
云
。
誠
有
レ
欲
二
吾
祀
一
者
。
此
幡
順
レ
風
飛
徃
墮
二
願
レ
吾
之
神
邊
一
。
便
即
擧
レ
幡
順
二
風
放
遣
一
。
于
レ
時
其
幡
飛
徃
墮
於
二
御
原
郡
姫
社
之
社
一
。
更
還
飛
（
29
）
来
落
二
此
山
途
川
邊
之
（
30
）
田
村
一
。
珂
是
古
自
知
二
神
之
在
處
（
31
）
一
。
其
夜
夢
見
臥
機
〈
謂
二
久
都
（
32
）
毘
枳
一
。〉 
絡
垜
〈
謂
二
多
々
（
33
）
利
一
。〉
舞
（
34
）
遊
出
来
壓
警
（
35
）
珂
是
古
。
於
レ
是
亦
（
36
）
識
二
女
神
一
。
即
立
レ
社
（
37
）
レ
祭
レ
之
。
自
レ
爾
已
来
行
レ
路
之
人
不 
レ
被
二
殺
害
一
。
因
曰
二
姫
社
一
。
今
以
為
二
郷
名
一
。（
38
） 
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【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
19
） 
里
―
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
一
」
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
20
） 
内
―
底
本
な
し
。
国
本
な
ど
に
よ
り
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
21
） 
山
―
貞
幹
本
「
上
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
22
） 
殖
―
国
本
「
隨
」
と
し
、
右
傍
に
「
殖
刻
」
と
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
23
） 
板
―
貞
幹
本
「
坂
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
24
） 
郡
―
国
本
「
呑
阝
」
と
し
、
右
傍
に
「
郡
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
25
） 
祟
―
底
本
「
出
示
」
に
誤
る
。
甲
本
・
貞
幹
本
に
よ
り
改
む
。
国
本
「
崇
」
と
し
、
右
傍
に
「
祟
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
26
） 
覔
―
貞
幹
本
「
寛
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
27
） 
古
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
28
） 
胡
―
貞
幹
本
「
古
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
29
） 
飛
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
30
） 
邊
之
―
貞
幹
本
「
之
邊
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
31
） 
處
―
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
「
家
」
に
作
る
。 
（
32
） 
都
―
国
本
「
都
」
の
右
傍
に
「
那
」
と
記
す
。
貞
幹
本
「
那
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
33
） 
々
―
貞
幹
本
「
多
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
34
） 
舞
―
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
「
儛
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
35
） 
警
―
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
「
驚
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
36
） 
亦
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
37
） 
社
―
底
本
な
し
。
国
本
な
ど
に
よ
り
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
38
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
養
父
郡 
【
本
文
】 
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養
父
郡
。
郷
四
所
。
里
一
十
二
。
烽
一
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
此
郡
百
（
39
）
姓
擧
レ
部
（
40
）
参
集
。
御
狗
出
而
吠
之
。
於
此
（
41
）
有
二
一
産
婦
一
臨
見
。
御
狗
即
吠
止
。
因
曰
二
犬
声
止
國
一
。
於
今
（
42
）
訛
謂
二
養
父
郡
一
也
。 
鳥
樔
郷
〈
在
二
郡
東
一
（
43
）
。〉 
昔
者
。
輕
島
明
宮
御
宇
譽
田
天
皇
之
世
。
造
二
鳥
屋
於
此
郷
一
。
取
二
聚
（
44
）
雜
鳥
一
。
養
馴
貢
二
上
朝
廷
一
。
因
曰
二
鳥
屋 
郷
一
。
後
人
改
曰
二
鳥
樔
郷
一
。 
曰
（
45
）
理
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
昔
者
。
筑
後
国
御
井
川
。
渡
瀬
甚
廣
人
畜
難
レ
渡
。
於
レ
茲
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
就
（
46
）
二
生
葉
山
一
。 
為
二
舩
山
一
。
就
二
高
羅
山
一
。
為
二
梶
山
一
造
二
備
舩
一
漕
二
渡
人
物
一
。
因
曰
（
47
）
二
曰
（
48
）
理
郷
一
。 
狹
山
郷
〈
在
二
郡
南
一
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
在
二
此
山
行
宮
一
。
徘
徊
曰
。
望
二
四
方
一
分
明
。
因
曰
二
分
明
村
一
。〈
分
明
謂
二
佐
夜
気
志
一
。〉
今
訛
謂
二
狹
山
郷
一
。（
49
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
39
） 
百
―
貞
幹
本
「
佰
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
40
） 
部
―
国
本
「
動
」
と
し
、
右
傍
に
「
部
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
41
） 
此
―
底
本
「
是
」
の
右
傍
に
「
此
」
と
記
す
。
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
「
此
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
42
） 
今
―
国
本
「
今
」
の
右
傍
に
「
此
印
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
43
） 
在
二
郡
東
一
―
底
本
な
し
。
国
本
・
甲
本
に
よ
り
補
う
。
貞
幹
本
「
在
二
郷
東
一
」
に
作
る
。 
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（
44
） 
聚
―
国
本
「
聚
（
異
体
字
）」
の
右
傍
に
「
聚
印
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
45
） 
曰
―
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
「
亘
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
46
） 
就
―
国
本
な
し
。
甲
本
「
就
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
47
） 
曰
―
貞
幹
本
「
曰
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
48
） 
曰
―
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
「
亘
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
49
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
三
根
郡 
【
本
文
】 
三
根
郡
。
郷
六
所
。
里
（
50
）
十
七
。
驛
一
所
。〈
小
路
。〉 
昔
者
。
此
郡
與
二
神
埼
郡
一
。
合
為
二
一
郡
一
。
然
海
部
直
島
。
請
分
二
三
根
郡
一
。
即
縁
二
神
崎
郡
三
根
村
之
名
一
。
以 
為
二
郡
名
一
。 
物
部
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
此
郷
之
中
有
二
神
社
一
。
名
曰
二
物
部
經
津
主
之
神
（
51
）
一
。
曩
者
。
小
墾
田
宮
御
宇
豊
御
食
炊
屋
姫
天
皇
。
令
二
来
目
皇
子
一
為
二
將
軍
一
遣
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
于
レ
時
皇
子
奉
レ
勅
到
二
於
筑
紫
一
。
乃
遣
二
物
部
若
宮
部
一
立
二
社
於
（
52
）
此
村
一
。 
鎮
二
祭
其
神
一
。
因
曰
二
物
部
郷
一
。 
漢
部
郷
。〈
在
二
郡
北
（
53
）
一
。〉 
昔
者
。
来
目
皇
子
為
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
勅
二
忍
海
（
54
）
漢
人
一
將
レ
来
二
居
此
村
一
。
令
レ
造
二
兵
器
一
。
因
曰
二
漢
部
郷
一
。 
米
多
（
55
）
郷
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
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此
郷
之
中
有
レ
井
（
56
）
。
名
曰
二
米
多
（
57
）
井
一
水
味
鹹
。
曩
者
。
海
藻
生
二
於
此
井
（
58
）
之
底
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
御
二
覧
井
底
之
海
藻
一
。
即
勅
賜
レ
名
曰
二
海
藻
（
59
）
生
井
一
。
今
訛
謂
二
米
多
（
60
）
井
一
。
以
為
二
郷
名
一
。（
61
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
50
） 
里
―
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
一
」
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
51
） 
之
神
―
貞
幹
本
、
こ
の
二
字
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
52
） 
於
―
国
本
「
於
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
53
） 
北
―
貞
幹
本
「
北
東
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
54
） 
海
―
甲
本
「
海
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
55
） 
多
―
貞
幹
本
「
田
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
56
） 
井
―
国
本
「
中
」
と
し
、
右
傍
に
「
井
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
57
） 
多
―
貞
幹
本
「
田
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
58
） 
此
井
―
こ
の
二
字
、
甲
本
「
井
此
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
59
） 
藻
―
底
本
な
し
。
国
本
な
ど
に
よ
り
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
60
） 
多
―
貞
幹
本
「
田
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
61
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
神
埼
郡 
 
【
本
文
】 
神
埼
郡
。
郷
九
所
。
里
二
十
六
。
驛
一
所
。
烽
一
所
。
寺
一
所
。（
62
） 
 
昔
者
。
此
郡
有
二
荒
神
一
。
徃
来
之
人
多
被
二
殺
害
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
狩
之
時
。
此
神
和
平
。
自
レ
爾
以
来
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無
二
更
有
一
レ
慄
（
63
）
。
因
曰
二
神
埼
郡
一
。 
三
根
郷
（
64
）
。〈
在
二
郡
西
一
。〉 
此
郷
。
有
レ
川
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
入
レ
海
。
有
二
年
魚
一
。
同
天
皇
行
幸
之
時
。
御
舩
従
二
其
川
瀬
一
。
来
御
二
宿
此
村
一
。
天
皇
勅
曰
。
夜
素
御
寐
。
甚
有
二
安
穩
一
。
此
村
可
レ
謂
二
天
皇
御
寐
安
村
一
。
因
名
二
御
寐
（
65
）
一
。
今
改
二
御
字
（
66
）
一
為
レ
三
（
67
）
。
寐
字
一
為
レ
根
。 
舩
帆
郷
。〈
在
二
郡
西
一
。〉 
同
天
皇
巡
行
之
時
。
諸
氏
人
等
擧
二
落
葉
一
。
舩
擧
レ
帆
参
二
集
於
三
根
川
之
津
一
。
供
二
奉
天
皇
一
。
因
曰
二
舩
帆
郷
一
。
又
御
舩
沈
二
石
四
顆
一
。
存
二
其
津
邉
一
。
此
中
一
顆
。〈
高
六
尺
径
五
（
68
）
尺
（
69
）
。〉
一
顆
。〈
高
八
尺
径
五
尺
（
70
）
。〉
無
レ
子
婦
女
。
就
二
此
二
石
一
。
恭
祷
祈
者
。
必
得
レ
妊
（
71
）
二
産
一
顆
一
。〈
高
四
尺
径
五
尺
（
72
）
。〉
一
顆
。〈
高
三
尺
径
四
尺
。〉
亢
旱
（
73
）
之
時
。
就
二
此
二
石
雩
一
。
并
祈
者
。
必
為
二
雨
落
一
。 
蒲
田
郷
。〈
在
二
郡
西
一
（
74
）
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
御
二
宿
此
郷
西
一
。
薦
二
御
膳
一
之
時
。
蝿
甚
多
鳴
。
其
声
大
囂
。
天
皇
勅
云
。
蝿
声
甚
囂
。
因
曰
二
囂
郷
一
。
今
謂
二
蒲
（
75
）
田
郷
一
訛
也
。 
琴
木
岡
。〈
高
二
丈
周
五
十
（
76
）
丈
。
在
二
郡
南
一
。〉 
此
地
平
原
。
元
来
無
レ
岡
。
大
足
彦
天
皇
。
勅
曰
此
地
之
形
。
必
可
レ
有
レ
岡
。
即
令
二
郡
丁
一
起
造
。
此
岡
造
畢
之
時
。
登
レ
岡
宴
賞
。
興
（
77
）
闌
之
後
。
竪
二
其
御
琴
一
。
々
（
78
）
化
二
為
樟
一
。〈
高
五
尺
周
三
丈
。〉
因
曰
二
琴
木
岡
一
。 
宮
處
郷
。〈
在
二
郡
西
南
一
。〉 
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同
天
皇
行
幸
之
時
。
於
二
此
村
一
奉
レ
造
二
行
宮
一
。
因
曰
二
宮
處
郷
一
。（
79
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
（
62
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
分
注
で
「〈
僧
寺
。〉」
と
あ
り
。 
 
 
 
 
（
63
） 
慄
―
国
本
・
貞
幹
本
「
煉
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
64
） 
郷
―
貞
幹
本
「
郡
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
（
65
） 
因
名
二
御
寐
一
―
こ
の
四
字
、
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
（
66
） 
字
―
国
本
、
後
か
ら
「
字
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
（
67
） 
御
字
為
レ
三
―
こ
の
四
字
、
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
（
68
） 
五
―
貞
幹
本
、
後
か
ら
「
五
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
（
69
） 
高
六
尺
径
五
尺
―
貞
幹
本
、
大
字
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
70
） 
高
八
尺
径
五
尺
―
貞
幹
本
、
大
字
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
71
） 
妊
―
貞
幹
本
「
姙
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
72
） 
高
四
尺
径
五
尺
―
貞
幹
本
、
大
字
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
73
） 
旱
―
底
本
「
早
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
（
74
） 
在
二
郡
西
一
―
底
本
、
大
字
に
作
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
（
75
） 
蒲
―
貞
幹
本
「
囂
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
76
） 
十
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
（
77
） 
興
―
国
本
「
與
」
と
し
、
右
傍
に
「
興
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
（
78
） 
々
―
国
本
・
貞
幹
本
「
琴
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
79
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
佐
嘉
郡 
【
本
文
】 
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佐
嘉
郡
。
郷
六
所
。
里
（
80
）
十
九
。
驛
一
所
。
寺
一
所
。 
昔
者
。
樟
樹
一
株
。
生
レ
於
二
此
村
一
。
幹
枝
秀
高
。
莖
葉
繁
茂
。
朝
日
之
影
蔽
（
81
）
杵
嶋
郡
蒲
川
山
一
。
暮
レ
日
之
影 
蔽
（
82
）
二
養
父
郡
草
横
山
一
也
。
日
本
武
尊
巡
幸
之
時
。
御
二
覧
樟
茂
榮
一
曰
。
此
国
可
レ
謂
二
栄
国
一
。
因
曰
二
栄
郡
一
。
後
改
号
二
佐
嘉
郡
一
。 
一
云
。
郡
西
有
レ
川
。
名
曰
二
佐
嘉
川
一
。
年
魚
有
レ
之
。
其
源
出
二
郡
北
山
一
。
南
流
入
レ
海
之
。
川
上
有
二
荒
神
一
。
徃
来
之
人
半
生
半
殺
。
於
レ
茲
（
83
）
縣
主
等
祖
。
大
荒
田
占
問
。
于
レ
時
有
二
土
蜘
蛛
大
山
田
女
狭
山
田
女
一
。
二
女
子
云
。
取
二
下
田
村
之
土
一
。
作
二
人
形
（
84
）
馬
形
一
。
祭
二
祀
此
神
一
。
必
有
二
応
和
一
。
大
荒
田
即
随
二
其
辞
一
。
祭
二
此
神 
々
（
85
）
一
。
歆
二
此
祭
一
。
遂
応
和
之
。
於
レ
茲
大
荒
田
云
。
此
婦
如
レ
是
（
86
）
。
実
賢
女
。
故
以
二
賢
女
一
。
欲
為
二
国
名
一
。
因
曰
二
賢
女
郡
一
。
今
謂
二
佐
嘉
郡
一
訛
也
。 
又
此
川
上
有
二
石
神
一
。
名
曰
二
世
田
姫
一
。
海
神
〈
謂
二
鰐
魚
一
。〉
年
常
逆
レ
流
潛
上
。
到
二
此
神
所
一
。
海
底
小
魚
多
相
従
之
。
或
人
畏
二
其
魚
一
者
無
レ
殃
。
或
人
捕
食
者
有
（
87
）
レ
死
。
凡
此
魚
（
88
）
。
經
二
二
三
日
一
。
還
而
入
レ
海
。（
89
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
80
） 
里
―
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
一
」
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
81
） 
影
蔽
―
底
本
「
蔽
影
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
82
） 
蔽
―
貞
幹
本
「
蔽
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
83
） 
茲
―
国
本
「
是
」
に
作
る
。
甲
本
「
是
」
と
し
、
右
傍
に
「
茲
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
84
） 
形
―
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
及
」
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
85
） 
々
―
貞
幹
本
「
神
」
に
作
る
。
国
会
本
「
神
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
86
） 
是
―
国
本
「
此
」
に
作
る
。
甲
本
「
此
」
の
右
傍
に
「
是
カ
」
と
記
す
。 
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（
87
） 
有
―
国
本
「
有
刻
」、
甲
本
「
有
」
と
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
88
） 
魚
―
貞
幹
本
こ
の
下
に
「
等
」
と
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
89
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
小
城
郡 
【
本
文
】 
小
城
郡
。
郷
七
所
。
里
二
十
。
駅
一
所
。
烽
一
所
。 
昔
者
。
此
村
有
二
土
蜘
蛛
一
。
造
レ
堡
隱
之
。
不
レ
従
二
皇
命
一
。
日
本
武
尊
巡
幸
之
日
。
皆
悉
誅
之
。
因
号
二
小
城
郡
一
。 
  
松
浦
郡 
【
本
文
】 
松
浦
郡
。
郷
一
十
一
所
。
里
二
十
六
。
驛
五
所
。
烽
八
所
。 
昔
者
。
氣
長
（
90
）
足
姫
尊
。
欲
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
行
レ
於
二
此
郡
一
而
。
進
食
於
二
玉
島
小
河
（
91
）
之
側
一
。
於
レ
茲
皇
后
。
勾
レ
針
為
レ
鈎
（
92
）
。
飯
粒
為
レ
餌
。
裳
糸
（
93
）
為
レ
緡
。
登
二
河
（
94
）
中
之
石
上
一
。
捧
レ
鈎
祝
曰
。
朕
欲
下
征
二
伐
新
羅
一 
求
中
彼
財
宝
上
。
其
事
功
成
凱
旋
者
。
細
鱗
之
魚
呑
二
朕
鈎
緡
一
。
既
而
投
レ
鈎
片
時
。
果
得
二
其
魚
一
。
皇
后
曰
。
甚
希
見
物
。〈
希
見
謂
二
梅
豆
羅
志
一
（
95
）
。〉
因
曰
二
希
見
国
一
。
今
訛
謂
二
松
浦
郡
一
。
所
以
此
国
婦
女
。
孟
夏
四
月
常
以
（
96
） 
レ
針
釣
二
年
魚
一
。
男
夫
雖
（
97
）
レ
釣
（
98
）
。
不
レ
能
レ
獲
（
99
）
レ
之
。 
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【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
90
） 
長
―
底
本
「
息
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
91
） 
河
―
国
本
「
阿
」
の
右
傍
に
「
河
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
92
） 
鈎
―
国
本
「
鉤
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
93
） 
糸
―
貞
幹
本
「
絲
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
94
） 
河
―
国
本
「
阿
」
の
右
傍
に
「
河
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
95
） 
希
見
謂
二
梅
豆
羅
志
一
―
底
本
「
希
見
豆
羅
謂
二
梅
志
一
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
96
） 
以
―
貞
幹
本
「
勾
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
97
） 
雖
―
国
本
「
羅
」
に
誤
る
。
甲
本
「
羅
」
を
見
消
と
し
て
「
罹
」
と
し
、
さ
ら
に
見
消
し
て
「
雖
」
と
す
。 
 
 
 
 
 
（
98
） 
釣
―
貞
幹
本
「
鈎
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
99
） 
獲
―
国
本
「
羅
」
に
誤
る
。
甲
本
「
羅
」
を
見
消
し
て
「
罹
」
と
し
、
さ
ら
に
見
消
し
て
「
獲
」
と
す
。
貞
幹
本
「
得
」
に
作
る
。 
 
【
本
文
】 
鏡
渡
。〈
在
二
郡
北
一
。〉 
昔
者
。
檜
隈
廬
入
野
宮
御
宇
武
少
廣
国
押
楯
天
皇
之
世
。
遣
二
大
伴
狹
手
彦
連
一
。
鎮
二
任
那
之
国
一
。
兼
救
二
百
済
之 
国
一
。
奉
レ
命
到
来
至
レ
於
二
此
村
一
。
即
娉
（
100
）
二
篠
原
村
〈
篠
謂
二
志
奴
一
。〉
弟
（
101
）
日
姫
子
一
成
レ
婚
。〈
日
下
部
君
等
祖
也
。〉
容
貌
美
麗
。
特
絶
二
人
間
（
102
）
一
。
分
別
（
103
）
之
日
。
取
レ
鏡
與
レ
婦
婦
（
104
）
含
レ
悲
啼
渡
二
栗
川
一
。
所
レ
與
之
鏡
緒
絶
沈
レ
川
。
因
名
二
鏡
渡
一
。 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
100
） 
娉
―
国
本
「
嫂
」
の
右
傍
に
「
娉
」
と
記
す
。 
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（
101
） 
弟
―
貞
幹
本
「
第
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
102
） 
間
―
底
本
「
門
」
に
誤
る
。
国
本
・
甲
本
・
貞
幹
本
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
103
） 
別
―
貞
幹
本
「
明
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
104
） 
婦
―
貞
幹
本
「
ヽ
」
に
作
る
。 
 
【
本
文
】 
褶
振
峯
（
105
）
。〈
在
二
郡
東
一
。
峰
冢
名
曰
二
褶
振
峯
一
。〉 
大
伴
佐
（
106
）
手
彦
連
。
発
レ
舩
渡
二
任
那
一
之
時
。
弟
（
107
）
日
姫
子
。
登
レ
此
用
レ
褶
振
招
。
因
名
二
褶
振
峯
（
108
）
一
。
然
弟
（
109
）
日
姫
子
。
與
二
狭
手
彦
連
一
相
分
。
経
二
五
日
一
之
後
。
有
レ
人
毎
レ
夜
来
。
與
レ
婦
共
寝
至
レ
曉
早
帰
。
容
止
形
貌
似
二
狭
手
彦
一
。
婦
抱
二
其
恠
一
。
不
レ
得
二
忍
黙
一
。
窃
用
二
續
麻
一
繋
（
110
）
二
其
人
襴
一
。
随
レ
麻
尋
（
111
）
徃
。
到
二
此
峯
（
112
）
頭
之
沼
邉
一
。
有
二
寝
蛇
一
身
人
而
沈
二
沼
底
一
。
頭
蛇
而
臥
二
沼
壅
一
。
忽
化
二
為
人
一
。
即
歌
（
113
）
曰
（
114
）
。
志
努
波
羅
能
。
意
登
比
賣
（
115
）
能
古
表
。
佐
比
登
由
母
。
為
祢
弖
（
116
）
牟
志
太
夜
。
伊
幣
尓
久
太
佐
牟
（
117
）
。
也
。 
于
レ
時
。
弟
日
姫
子
之
従
女
。
走
告
二
親
族
一
。
親
族
（
118
）
発
レ
衆
昇
而
看
レ
之
蛇
并
。
弟
日
姫
子
並
（
119
）
亡
不
レ
存
。
於 
レ
茲
（
120
）
見
二
其
沼
底
一
。
但
有
二
人
屍
一
。
各
謂
二
弟
（
121
）
日
女
子
之
骨
一
。
即
就
二
此
峯
（
122
）
南
一
造
レ
墓
治
置
。
其
墓
見
在
。 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
105
） 
峯
―
貞
幹
本
「
峰
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
106
） 
佐
―
貞
幹
本
「
狭
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
107
） 
弟
―
貞
幹
本
「
第
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
108
） 
峯
―
貞
幹
本
「
峰
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
109
） 
弟
―
貞
幹
本
「
第
」
に
誤
る
。 
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（
110
） 
繋
―
貞
幹
本
「
撃
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
111
） 
尋
―
貞
幹
本
「
染
」
の
如
き
字
の
右
傍
に
「
尋
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
112
） 
峯
―
貞
幹
本
「
峰
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
113
） 
歌
―
国
本
「
哥
」
の
右
傍
に
「
謌
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
114
） 
曰
―
貞
幹
本
「
云
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
115
） 
賣
―
国
本
「
売
」
の
右
傍
に
「
賣
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
116
） 
弖
―
貞
幹
本
「
呉
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
117
） 
牟
―
国
本
「
年
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
118
） 
親
族
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
119
） 
並
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
120
） 
茲
―
甲
本
「
是
」
の
右
傍
に
「
茲
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
121
） 
弟
―
貞
幹
本
「
第
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
122
） 
峯
―
底
本
「
峰
」
に
作
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
【
本
文
】 
松
浦
縣
。
々
（
123
）
東
三
十
里
。
有
二
帔
搖
岑
一
。〈
帔
搖
比
礼
府
離
。〉
最
頂
有
レ
沼
。
計
可
半
町
。
俗
傳
云
。
昔
者
檜
前
天
皇
之
世
。
遣
二
大
伴
紗
手
彦
一
。
鎮
二
任
那
国
一
。
于
レ
時
奉
レ
命
經
二
過
此
処
一
。
於
レ
是
。
篠
原
村
。〈
篠
資
農
也
。〉
有
二
娘
子
一
。
名
曰
二
乙
等
比
賣
一
。
容
貌
端
正
。
孤
為
国
色
。
紗
手
比
古
。
便
娉
成
レ
婚
。
離
別
之
日
。
乙
等
比
売
。 
登
二
望
此
岑
一
。
挙
レ
帔
招
。
因
以
為
レ
名
。 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
123
） 
々
―
国
本
「
縣
」
に
作
る
。 
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【
本
文
】 
賀
周
里
。〈
在
二
郡
西
北
一
。〉 
昔
者
。
此
里
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
海
松
橿
媛
一
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
国
之
時
。
遣
二
陪
従
大
屋
田
子
一
〈
日
下
部
君
等
祖
也
（
124
）
。〉
誅
滅
時
。
霞
四
含
不
レ
見
物
色
。
因
曰
二
霞
里
一
。
今
謂
二
賀
周
里
一
訛
之
也
。 
逢
鹿
驛
。〈
在
二
郡
西
北
（
125
）
一
。〉 
曩
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
レ
征
二
伐
新
羅
一
。
行
幸
之
時
（
126
）
。
於
二
此
道
路
一
有
レ
鹿
遇
之
。
因
名
二
遇
鹿
驛
一
。
々
東
海
。
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
（
127
）
。
海
藻
。
海
松
等
一
。 
登
望
驛
。〈
在
二
郡
西
一
（
128
）
。〉 
昔
者
。
気
長
足
姫
尊
。
到
レ
於
二
此
処
一
。
留
為
二
雄
装
一
。
御
臂
之
鞆
。
落
レ
於
二
此
村
一
。
因
号
二
鞆
驛
一
。
々
東
西
之
海
。
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
。
雜
魚
。
海
藻
。
海
松
等
一
。 
大
家
島
。〈
在
二
郡
西
一
（
129
）
。〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
幸
之
時
。
此
村
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
大
身
一
。
拒
二
皇
命
一
不
レ
肯
二
降
伏
一
。
天
皇
勅
命
誅
滅
。
自
レ
尓
以
来
。
白
水
郎
等
。
就
レ
於
二
此
島
一
。
造
レ
宅
居
之
。
因
曰
二
大
家
島
一
。
々
南
有
（
130
）
レ
窟
。
有
二
鐘
乳
及
木
蘭
一
。
廻
縁
之
海
。
蚫
（
131
）
。
螺
（
132
）
。
鯛
（
133
）
。
雜
魚
。
及
海
藻
。
海
松
。
多
之
。 
値
嘉
島
。〈
在
二
郡
西
南
之
海
中
一
。
有
二
烽
冢
（
134
）
三
所
一
。〉 
昔
者
。
同
天
皇
巡
幸
之
時
。
在
二
志
式
島
之
行
宮
一
。
御
二
覧
西
海
一
。
々
（
135
）
中
有
レ
島
。
烟
気
多
覆
。
勅
遣
（
136
）
二
陪
従
阿
曇
連
百
足
一
。
令
レ
察
レ
之
。
島
有
二
八
十
餘
一
。
就
中
二
島
。
々
（
137
）
別
有
レ
人
。
第
一
島
名
。
小
近
。
土
蜘
蛛
大
耳 
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居
レ
之
。
第
二
島
名
大
近
。
土
蜘
蛛
垂
耳
居
。
自
餘
之
島
。
並
人
不
レ
在
。
於
レ
茲
百
足
。
獲
二
大
耳
等
一
。
奏
聞
。
天
皇
勅
且
レ
令
二
誅
殺
一
。
時
大
耳
等
叩
頭
陳
聞
曰
。
大
耳
等
之
罪
。
実
當
二
極
刑
一
。
雖
レ
被
二
戮
殺
一
。
不
レ
足
レ
塞
レ
罪
。
若
降
二
恩
情
一
。
得
二
再
生
一
者
。
奉
レ
造
二
御
贄
一
。
恒
貢
二
御
膳
一
。
即
取
二
木
皮
一
。
作
二
長
蚫
。
鞭
蚫
。
短
蚫
。
陰
蚫
。
羽
割
蚫
等
之
様
一
。
献
レ
於
二
御
所
一
。 
於
レ
茲
天
皇
。
垂
二
恩
赦
一
放
更
勅
云
。
此
島
雖
レ
遠
猶
見
レ
如
レ
近
。
可
レ
謂
二
近
島
一
。
因
曰
二
値
嘉
島
一
。
則
有
二
檳
榔
。
木
蘭
。
柂
子
。
木
蓮
子
。
黒
葛
。
篁
。
篠
。
木
綿
。
荷
。
莧
（
138
）
一
。
海
則
有
二
蚫
。
螺
。
鯛
。
鯖
。
雜
魚
。
海
藻
。
海
松
。
雜
海
（
139
）
菜
一
。
彼
白
水
郎
富
レ
於
二
馬
牛
（
140
）
一
。
或
有
二
一
百
餘
近
島
一
。
或
有
二
八
十
餘
近
島
一
。
西
有
二
泊
レ
舩
之
停
二
處
一
。〈
一
処
名
曰
二
相
子
田
停
一
。
応
レ
泊
二
二
十
餘
舩
一
。
一
処
名
曰
二
川
原
浦
一
。
応
泊
二
一
十
餘
舩
一
。〉
遣 
レ
唐
之
使
。
従
二
此
停
一
発
。
到
二
美
彌
良
久
之
済
一
。〈
即
川
原
浦
之
（
141
）
西
済
是
也
。〉
従
レ
此
発
レ
舩
指
レ
西
度
之
。
此
島
白
水
郎
。
容
（
142
）
貌
似
（
143
）
二
隼
人
一
。
恒
好
二
騎
射
一
。
其
言
語
異
二
俗
人
一
也
。（
144
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
124
） 
日
下
部
君
等
祖
也
―
底
本
小
書
す
。
国
本
な
ど
に
よ
り
分
注
に
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
125
） 
在
郡
西
北
―
底
本
小
書
す
。
国
本
な
ど
に
よ
り
分
注
に
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
126
） 
時
―
甲
本
「
時
」
な
く
、「
幸
」
の
下
に
「
○
入
ル
ヘ
シ
」
と
あ
り
、「
因
」
の
下
に
「
○
時
」
と
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
127
） 
鯛
―
甲
本
「
鯛
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
 
（
128
） 
在
二
郡
西
一
―
底
本
、
大
字
に
作
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
129
） 
在
二
郡
西
一
―
底
本
、
大
字
に
作
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
130
） 
有
―
国
本
「
宥
」
の
右
傍
に
「
有
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
131
） 
蚫
―
国
本
「
鮑
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
132
） 
螺
―
国
本
「
鯛
」
の
上
に
「
螺
」
を
補
う
。 
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（
133
） 
鯛
―
国
本
「
蜩
鯛
」
に
作
り
、「
鯛
」
を
抹
消
す
。 
 
 
 
 
 
（
134
） 
冢
―
国
本
「
家
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
135
） 
々
―
甲
本
「
海
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
136
） 
遣
―
底
本
「
遺
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
137
） 
々
―
甲
本
「
島
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
138
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
其
」
あ
り
。 
 
 
 
 
 
（
139
） 
海
―
貞
幹
本
「
魚
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
140
） 
馬
牛
―
国
本
「
牛
馬
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
141
） 
之
―
底
本
「
浦
」
の
下
に
あ
り
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
142
） 
容
―
貞
幹
本
「
客
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
143
） 
似
―
貞
幹
本
「
侶
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
144
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
杵
嶋
郡 
【
本
文
】 
杵
島
郡
。
郷
四
所
。
里
一
十
三
。
驛
一
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
巡
幸
之
時
。
御
舩
泊
二
此
郡
盤
（
145
）
田
杵
之
村
一
。
于
レ
時
。
従
二
舩
𢍿
戨
（
146
）
之
穴
一
冷
水
自
出
。〈
一
云
。
舩
泊
之
処
。〉
自
成
二
一
島
一
。
天
皇
御
覧
詔
二
群
臣
等
一
曰
。
此
郡
。
可
レ
謂
𢍿
戨
島
郡
（
147
）
一
。
今
謂
二
杵
嶋
郡
一
訛
之
也
。
郡
西
有
二
湯
泉
出
之
巌
一
岸
峻
極
人
跡
罕
及
也
。 
孃
子
山
。〈
在
二
郡
東
北
一
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
土
蜘
蛛
八
十
女
。
又
在
二
此
山
頂
一
常
捍
二
皇
命
一
。
不
レ
肯
二
降
服
（
148
）
一
。
於
（
149
）
レ
茲
遣
レ
兵
滅
。
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因
曰
二
孃
子
山
一
。（
150
） 
 
【
校
異
】 
（
145
） 
盤
―
甲
本
「
盤
」
を
抹
消
す
。 
 
 
 
 
 
（
146
） 
戨
―
貞
幹
本
「
歌
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
147
） 
郡
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
148
） 
服
―
貞
幹
本
「
伏
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
149
） 
於
―
国
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
150
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
 
【
本
文
】 
縣
南
二
里
。
有
二
一
孤
山
一
。
従
レ
坤
指
レ
艮
。
三
峯
相
連
。
是
名
曰
二
杵
島
山
一
。
坤
者
曰
二
比
古
神
一
。
中
者
曰
二
比
賣 
神
一
。
艮
者
曰
二
御
子
神
一
。〈
一
名
軍
神
。
動
則
兵
興
矣
。〉
郷
閭
士
女
。
提
レ
酒
抱
レ
琴
毎
レ
歳
春
秋
。
携
レ
手
登
望
。
楽
飲
歌
舞
。
曲
盡
而
帰
。
歌
詞
云
。
阿
羅
礼
符
縷
。
耆
資
麼
加
多
愷
塢
。
嵯
峨
紫
彌
刀
。
區
縒
刀
理
我
禰
尼
。
伊
謀
我
提
塢
刀
縷
〈
是
杵
島
曲
（
151
）
。〉 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
151
） 
曲
―
国
本
「
也
」
に
作
る
。 
  
藤
津
郡 
367 
【
本
文
】 
藤
津
郡
。
郷
四
所
。
里
九
。
驛
一
所
。
烽
一
所
。 
昔
者
。
日
本
武
尊
行
幸
之
時
。
到
レ
於
二
此
津
一
。
日
没
二
西
山
一
。
御
舩
泊
之
明
旦
（
152
）
遊
覧
。
繋
三
舩
纜
（
153
）
於
二
大 
藤
一
。
因
曰
（
154
）
二
藤
津
郡
一
。 
能
美
郷
。〈
在
二
郡
東
一
。〉 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
行
幸
之
時
。
此
里
有
二
土
蜘
蛛
三
人
一
。〈
兄
名
大
（
155
）
白
。
次
名
中
白
。
弟
名
小
白
（
156
）
。〉
此
人
等
造
堡
隱
居
。
拒
二
皇
命
一
不
レ
肯
二
降
服
一
。
尓
時
遣
二
陪
従
紀
直
等
祖
穉
日
子
一
。
以
令
（
157
）
二
誅
滅
一
。
於
レ
茲
（
158
）
大
白
等
三
人
。
但
叩
頭
陳
二
己
（
159
）
罪
過
一
。
共
乞
三
更
奉
二
主
人
一
。
因
曰
二
能
美
郷
一
。 
託
羅
郷
。〈
在
二
郡
南
一
臨
レ
海
。〉 
同
天
皇
行
幸
之
時
。
到
レ
於
二
此
郷
一
。
御
覧
。
海
物
豐
多
。
勅
曰
地
勢
雖
レ
少
二
食
物
一
豊
足
。
可
レ
謂
二
豊
足
村
一
。
今
謂
二
託
羅
郷
一
訛
之
也
。 
鹽
田
川
。〈
在
二
郡
北
一
。〉 
此
川
之
源
。
出
二
郡
西
南
託
羅
之
峰
（
160
）
一
。
東
流
入
レ
海
。
潮
満
（
161
）
之
時
逆
流
。
潮
満
流
勢
太
高
。
因
曰
二
潮
高
満 
川
一
。
今
訛
謂
二
鹽
田
川
一
。
々
源
有
レ
淵
。
深
二
（
162
）
許
丈
。
石
壁
嶮
峻
。
周
匝
如
レ
垣
。
年
魚
多
在
。
東
邊
有
二
湯
泉
一
。
能
愈
二
人
病
一
。（
163
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
（
152
） 
旦
―
貞
幹
本
「
且
」
に
誤
る
。 
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（
153
） 
纜
―
貞
幹
本
「
覧
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
（
154
） 
因
曰
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
（
155
） 
大
―
国
本
「
太
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
156
） 
白
―
底
本
「
名
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
（
157
） 
以
令
―
貞
幹
本
「
令
以
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
158
） 
茲
―
国
本
「
是
」
に
作
り
、
甲
本
「
是
」
を
抹
消
し
て
「
茲
」
と
す
る
。 
 
 
 
 
（
159
） 
己
―
国
本
「
已
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
（
160
） 
峰
―
国
本
・
貞
幹
本
「
峯
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
161
） 
満
―
国
本
、
こ
の
下
に
「
潮
」
を
補
う
。 
 
 
 
 
（
162
） 
二
―
国
本
「
三
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
（
163
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
彼
杵
郡 
【
本
文
】 
彼
杵
郡
。
郷
四
所
。
里
四
。
驛
二
所
。
烽
三
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
誅
二
滅
球
磨
囎
（
164
）
唹
一
。
凱
旋
（
165
）
之
時
。
天
皇
在
二
豊
前
国
宇
佐
海
濱
行
宮
一
。 
勅
二
陪
従
神
代
直
一
。
遣
二
此
郡
速
来
村
一
捕
二
土
蜘
蛛
一
。
於
レ
茲
有
レ
人
。
名
曰
二
速
来
津
姫
一
。
此
婦
女
申
云
。
妾
弟
名
曰
二
健
津
三
間
一
。
住
二
健
村
之
里
一
。
此
人
有
二
美
玉
一
。
名
曰
二
石
上
神
之
木
蓮
子
玉
一
。
愛
而
固
蔵
。
不
レ
肯
示
レ
他
。
神
代
直
尋
二
覔
之
一
。
超
レ
山
逃
走
落
二
石
岑
一
。〈
郡
以
北
之
山
。〉
即
逐
及
捕
獲
推
二
問
虚
実
一
。
健
津
三
間
云
。
実
有
二
二
色
之
玉
一
。
一
者
曰
二
石
上
神
木
蓮
子
玉
一
。
一
者
曰
二
白
珠
一
雖
レ
比
二
䃤
砆
一
願
以
献
之
。（
166
） 
亦
申
云
。
有
レ
人
名
曰
二
箆
簗
一
。
住
二
川
岸
之
村
一
。
此
人
有
二
美
玉
一
。
愛
之
固
秘
定
無
レ
服
レ
命
。
於
レ
茲
神
代
直
迫
（
167
）
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而
捕
獲
問
レ
之
。
箆
簗
云
。
実
有
レ
之
。
以
レ
貢
レ
於
レ
御
。
不
二
敢
愛
惜
一
。
神
代
直
。
捧
二
此
三
色
之
玉
一
。
還
献
レ
於 
レ
御
。
于
レ
時
天
皇
勅
曰
。
此
国
可
レ
謂
二
具
足
玉
国
一
。
今
謂
二
彼
杵
郡
一
訛
之
也
。 
浮
穴
郷
。〈
在
二
郡
北
一
。〉 
同
天
皇
。
在
二
宇
佐
濱
行
宮
一
。
詔
二
神
代
直
一
曰
。
朕
歴
二
巡
諸
国
一
。
既
至
二
平
治
一
。
未
レ
被
二
朕
治
一
。
有
二
異
徒
一
乎
。
神
代
直
奏
云
（
168
）
。
波
烟
之
起
村
。
未
二
猶
被
一
レ
治
。
即
勅
レ
直
遣
二
此
村
一
。
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
曰
二
浮
穴
沫
（
169
）
媛
一
。
捍
（
170
）
二
皇
命
一
。
甚
無
レ
禮
。
即
誅
レ
之
。
因
（
171
）
曰
二
浮
穴
郷
一
。 
周
賀
郷
。〈
在
二
郡
西
南
一
。〉 
昔
者
。
氣
長
足
姫
尊
。
欲
レ
征
二
伐
新
羅
一
行
幸
（
172
）
之
時
。
御
舩
繋
二
此
郷
東
北
之
海
一
。
艫
舶
（
173
）
之
𢍿
戨
化
二
而
―
為
礒
一
。
高
二
十
餘
丈
。
周
十
餘
丈
（
174
）
。
相
去
十
餘
町
。
突
立
（
175
）
嵯
峨
草
木
不
レ
生
。
加
以
陪
従
之
舩
。
遭
レ
風
漂
レ
波
。
於
レ
茲
有
二
土
蜘
蛛
一
。
名
二
欝
（
176
）
比
表
麻
呂
一
救
二
済
其
舩
一
。
因
名
曰
二
救
郷
一
。
今
謂
二
周
賀
郷
一
訛
之
也
。 
速
（
177
）
来
門
。〈
在
二
郡
西
北
一
。〉 
此
門
（
178
）
之
潮
之
来
者
。
東
潮
落
者
西
涌
（
179
）
登
。
涌
響
同
二
雷
音
一
。
因
曰
二
速
来
門
一
。
又
有
二
杉
木
一
。
本
者
著
レ
地
。
末
者
沈
レ
海
。
海
（
180
）
藻
早
（
181
）
生
。
以
擬
二
貢
上
一
。（
182
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
164
） 
囎
―
貞
幹
本
「
噌
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
165
） 
凱
旋
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
166
） 
之
―
国
本
「
之
印
」
と
す
る
。 
 
 
 
 
 
（
167
） 
迫
―
貞
幹
本
「
追
」
に
作
る
。 
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（
168
） 
云
―
国
本
「
曰
」
に
作
り
、
甲
本
「
曰
」
の
右
傍
に
「
云
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
169
） 
沫
―
底
本
・
国
本
・
貞
幹
本
「
沬
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
170
） 
捍
―
貞
幹
本
「
扌
早
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
171
） 
因
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
172
） 
幸
―
貞
幹
本
「
宮
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
173
） 
舶
―
貞
幹
本
「
舳
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
174
） 
丈
―
貞
幹
本
な
し
。 
 
 
 
 
 
（
175
） 
立
―
貞
幹
本
「
出
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
176
） 
欝
―
国
本
「
欝
」
の
略
字
の
右
傍
に
「
欝
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
177
） 
速
―
国
本
「
速
」
の
右
傍
に
「
連
刻
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
178
） 
門
―
国
本
「
内
」
の
右
傍
に
「
門
刻
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
179
） 
涌
―
貞
幹
本
「
潮
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
180
） 
海
―
国
本
「
濵
」
に
作
り
、
甲
本
「
濵
」
の
右
傍
に
「
海
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
181
） 
早
―
国
本
「
早
」
の
右
傍
に
「
草
」
と
記
し
、
貞
幹
本
「
草
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
182
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
  
高
来
郡 
【
本
文
】 
高
来
郡
。
郷
九
所
。
里
二
十
一
。
驛
四
所
。
烽
五
所
。 
昔
者
。
纏
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
。
在
二
肥
後
国
玉
（
183
）
名
郡
一
。
長
渚
濱
之
行
宮
覧
二
此
郡
山
一
曰
（
184
）
。
彼
山
之
形
。
似 
レ
於
二
別
島
（
185
）
一
。
属
レ
陸
之
山
欤
。
別
在
之
島
欤
。
朕
欲
レ
知
レ
之
。
仍
勅
二
神
大
野
宿
祢
一
。
遣
レ
看
之
。
往
二
到
此 
郡
一
。
爰
有
レ
人
（
186
）
迎
来
曰
。
僕
者
此
山
（
187
）
神
。
名
高
来
津
彦
。
聞
二
天
皇
使
之
来
一
奉
レ
迎
而
已
。
因
曰
二
高
来
郡
一
。 
土
歯
池
。〈
俗
言
レ
岸
為
二
比
遅
波
一
。
在
二
郡
西
北
一
。〉 
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此
池
東
之
海
邊
有
レ
岸
。
高
百
餘
丈
。
長
三
百
餘
丈
。
西
海
波
涛
常
以
濯
滌
。
縁
（
188
）
二
土
人
辞
一
。
号
曰
二
土
歯
池
一
。
々
堤
長
六
百
餘
丈
（
189
）
。
廣
五
十
餘
丈
。
高
二
丈
餘
。
池
裡
縦
横
二
十
餘
町
許
。
潮
来
之
常
突
入
（
190
）
。
荷
菱
多
生
。
秋
七
八
月
。
荷
根
甚
甘
。
季
秋
九
月
。
香
味
共
変
。
不
レ
中
用
也
。 
峰
（
191
）
湯
泉
。〈
在
二
郡
南
一
。〉 
此
湯
泉
之
源
。
出
二
郡
南
高
来
峰
西
南
之
峰
一
。
流
レ
於
レ
東
。
流
之
勢
甚
多
熱
異
二
餘
湯
一
。
但
和
二
冷
水
一
。
乃
得
二
沐
浴
一
。
其
味
酸
。
有
二
流
黄
。
白
土
。
及
松
一
。
々
（
192
）
其
葉
細
有
レ
子
。
大
如
二
小
豆
一
。
令
レ
得
レ
噄
（
193
）
。（
194
） 
 
【
校
異
】 
 
 
 
 
 
（
183
） 
玉
―
底
本
「
王
」
に
誤
る
。
国
本
な
ど
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
184
） 
曰
―
貞
幹
本
「
田
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
185
） 
島
―
貞
幹
本
「
嶋
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
186
） 
人
―
国
本
「
入
」
の
右
傍
に
「
人
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
187
） 
山
―
国
本
「
石
」
の
右
傍
に
「
山
」
と
記
す
。 
 
 
 
 
 
（
188
） 
縁
―
底
本
・
国
本
・
貞
幹
本
「
緑
」
に
誤
る
。
甲
本
に
よ
り
改
む
。 
 
 
 
 
 
（
189
） 
丈
―
貞
幹
本
「
夫
」
の
如
き
字
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
190
） 
入
―
貞
幹
本
「
出
」
に
誤
る
。 
 
 
 
 
 
（
191
） 
峰
―
貞
幹
本
「
峯
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
192
） 
々
―
国
本
・
貞
幹
本
「
松
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
193
） 
噄
―
貞
幹
本
「
喫
」
に
作
る
。 
 
 
 
 
 
（
194
） 
貞
幹
本
、
こ
の
下
に
「
以
下
脱
漏
」
と
あ
り
。 
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【
附
録
一
】
伴
信
友
「
風
土
記
考
」・
平
田
篤
胤
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
比
較 
  
【
凡
例
】 
 
 
一
、
上
段
に
伴
信
友
「
風
土
記
考
」（『
比
古
婆
衣
』
所
収
、『
伴
信
友
全
集
』
第
四
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
八
月
）、
下
段
に
平
田
篤
胤
『
古
史
徴
開
題
記
』（
山
田
孝
雄
校
訂
『
古
史
徴
開
題
記
』、
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
九
月
）
を
配
置
し
、「
風
土
記
考
」
と
『
古
史
徴
開
題
記
』
で
記
述
が
一
致
す
る
箇
所
を
ゴ
シ
ッ
ク
に
し
た
。 
 
 
一
、
伴
信
友
「
風
土
記
考
」
の
全
文
を
掲
げ
、
こ
れ
に
該
当
す
る
『
古
史
徴
開
題
記
』
の
記
述
を
抄
出
し
た
。 
 
 
一
、
本
文
は
一
〇
．
五
ポ
イ
ン
ト
、
注
は
八
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。 
 
 
一
、
文
末
の
頁
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
。 
 
 
一
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
記
述
が
な
い
場
合
は
空
白
と
し
た
。 
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伴
信
友
「
風
土
記
考
」 
 
今
世
に
遺
れ
る
諸
国
の
風
土
記
に
、
い
と
古
く
珍
重
き
と
ま
た
後
な
る
と
が
あ．
る．
を
、
今
己
が
見
た
る
限
を
以
て
其
大
概
を
論
ひ
定
め
試
む
と
す
、
然
る
は
大
抵
の
人
は
風
土
記
と
い
へ
ば
延
長
の
年
頃
に
成
れ
る
物
と
の
み
思
ふ
由
な
れ
ど
然
有
ず
其
よ
り
古
く
次
々
に
出
来
た
る
物
な
り
、
其
は
ま
づ
は
や
く
風
土
記
を
召
れ
た
り
し
事
は
続
日
本
紀
に
、
和
銅
六
年
五
月
甲
子
、
制
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
著
二
好
字
一
令
レ
作
二
風
土
記
一
〔
此
五
字
見
本
ど
も
に
脱
た
り
今
扶
桑
略
記
濫
觴
抄
に
依
て
補
ふ
〕
其
郡
内
所
生
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
具
録
二
色
目
一
及
土
地
沃
塉
山
川
原
野
名
号
所
由
、
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
、
載
二
于
史
籍
一
言
上
と
あ
る
を
奉
り
て
進
れ
る
記
こ
れ
な
る
べ
し
、
其
は
仙
覚
が
萬
葉
集
抄
に
大
和
国
宇
智
郡
の
事
を
説
て
、
和
銅
六
年
令
レ
註
二
進
風
土
記
一
之
時
任
二
太
政
官
下
之
旨
一
定
二
二
字
一
用
二
好
字
一
也
と
云
る
を
思
ひ
合
せ
て
弁
ふ
べ
し
〔
和
漢
合
連
に
、
和
銅
五
年
の
格
に
作
風
土
記
と
記
せ
る
は
、
此
六
年
の
事
な
る
を
一
年
違
へ
て
書
誤
れ
る
も
の
な
る
べ
し
、
さ
て
こ
の
合
連
は
僧
円
智
吉
田
光
由
が
、
慶
長
十
六
年
の
頃
撰
集
た
る
書
な
り
〕
此
和
銅
の
度
に
註
進
れ
る
風
土
記
の
今
世
に
逸
れ
る
は
、
常
陸
風
土
記
ぞ
其
が
中
の
一
篇
な
る
べ
き
〔
文
を
略
け
る
処
あ
り
て
全
く
は
あ
ら
ず
、
さ
れ
今
伝
は
れ
る
本
に
題
名
な
き
は
、
脱
た
る
か
ま
た
原
よ
り
無
り
し
に
や
〕 
（
二
七
七
頁
上
段
一
行
目
～
同
頁
下
段
二
行
目
） 
 
平
田
篤
胤
『
古
史
徴
開
題
記
』 
 
斯
て
此
後
の
事
は
、
信
友
が
委
く
考
へ
記
せ
る
稿
あ
り
。
其
説
に
、
今
世
に
遺
れ
る
諸
国
の
風
土
記
に
、
い
と
古
く
珍
重
き
と
、
ま
た
後
な
る
と
が
有．
を
、
今
己
が
見
た
る
限
を
以
て
、
其
大
概
を
論
ひ
定
め
試
む
と
す
。
然
る
は
大
抵
の
人
は
、
風
土
記
と
い
へ
ば
、
延
長
の
年
頃
に
成
れ
る
物
と
の
み
思
ふ
由
な
れ
ど
然
有
ず
。
其
よ
り
古
く
次
々
に
出
来
た
る
物
な
り
。
其
は
ま
づ
古
風
土
記
を
召
れ
た
り
し
趣
を
案
る
に
、
元
明
天
皇
紀
に
、
和
銅
六
年
五
月
甲
子
、
制
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
著
二
好
字
一
其
郡
内
所
レ
生
。
銀
銅
彩
色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
物
具 
録
二
色
目
一
、
及
土
地
沃
塉
、
山
川
原
野
名
号
所
由
、
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
、
載
二
于
史
籍
一
言
上
。
と
あ
る
を
奉
り
て
進
れ
る
史
籍
、
す
な
は
ち
風
土
記
な
る
べ
く
所
思
た
り
。
其
は
仙
覚
が
萬
葉
集
抄
に
、
大
和
国
宇
智
郡
の
事
を
説
て
、
和
銅
六
年
令
レ
註
二
進
風
土
記
一
之
時
。
任
二
太
政
官
下
之
旨
一
定
二
二
字
一
用
二
好 
字
一
也
と
云
る
を
思
ひ
合
せ
て
弁
ふ
べ
し
。〔
古
き
年
代
記
の
和
銅
五
年
の
条
に
、
作
二
風
土
記
一
と
あ
る
は
、
此
時
の
事
を
、
一
年
た
が
へ
て
伝
た
る
説
を
取
れ
る
物
な
ら
む
か
。
ま
た
古
事
記
も
和
銅
五
年
に
上
れ
る
を
四
年
に
関
た
る
を
思
へ
ば
、
共
に
二
年
め
に
上
れ
る
も
の
に
て
、
年
代
記
に
は
詔
命
あ
り
し
年
を
挙
た
る
に
も
あ
る
べ
し
。〕
此
和
銅
の
度
に
註
進
れ
る
風
土
記
の
今
世
に
逸
れ
る
は
、
常
陸
風
土
記
ぞ
其
が
中
の
一
篇
な
る
べ
き
。〔
文
を
略
け
る
処
あ
り
て
全
く
は
あ
ら
ず
。
さ
れ
今
伝
は
れ
る
本
に
題
名
な
き
は
脱
た
る
か
。
ま
た
原
よ
り
無
り
し
に
や
。 
（
二
四
八
頁
一
二
行
目
～
二
四
九
頁
一
〇
行
目
） 
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其
は
此
風
土
記
の
発
端
に
、
常
陸
国
司
解
申
古
老
相
伝
旧
聞
事
、
問
二
国
郡
旧 
事
一
古
老
答
曰
云
々
〔
記
中
に
古
老
曰
云
々
と
記
せ
る
処
あ
ま
た
あ
り
〕
と
書
出
た
る
は
全
く
和
銅
の
詔
命
の
文
を
奉
た
る
文
な
る
こ
と
著
く
、
又
白
壁
郡
と
あ
る
は
式
和
名
抄
等
に
も
載
た
る
真
壁
郡
な
り
、
こ
は
続
紀
延
暦
四
年
の
詔
に
先
帝
御
名
及
云
々
、
自
今
以
後
宜
二
並
改
避
一
於
レ
是
改
二
姓
白
髪
部
一
為
二
真
髪
部
一
云
々
と
あ
る
に
よ
り
て
思
ふ
に
此
度
白
壁
を
真
壁
と
改
ら
れ
た
る
な
る
べ
し
、
然
れ
ば
此
記
延
暦
四
年
よ
り
以
前
に
書
た
る
も
の
な
ら
む
事
决
し
こ
れ
も
和
銅
の
度
に
注
進
れ
る
な
ら
む
と
論
へ
る
証
と
す
べ
し
、
ま
た
郡
に
隷
て
里
と
書
た
る
も
慥
き
証
と
ぞ
思
は
る
ヽ
〔
出
雲
風
土
記
に
、
郷
字
者
、
依
二
霊
亀
元
年
式
一
改
レ
里
為
レ
郷
と
あ
る
に
依
て
い
ふ
〕
ま
た
出
雲
風
土
記
は
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
と
あ
れ
ば
か
の
和
銅
六
年
よ
り
二
十
年
ば
か
り
の
後
に
進
れ
る
物
な
り
、
此
は
和
銅
の
詔
命
に
よ
り
て
進
れ
り
し
後
故
あ
り
て
再
勘
へ
て
進
れ
る
記
な
る
べ
し
〔
ま
た
釈
記
に
引
た
る
土
佐
国
風
土
記
に
、
高
野
天
皇
宝
字
八
年
云
々
と
記
せ
る
文
あ
り
、
此
は
出
雲
風
土
記
を
勘
進
せ
る
天
平
五
年
よ
り
三
十
年
後
の
こ
と
な
り
、
ま
た
萬
葉
集
抄
に
引
た
る
筑
前
風
土
記
に
、
当
奈
羅
朝
天
平
四
年
歳
次
壬
申
と
あ
る
も
彼
天
平
五
年
の
前
年
に
て
間
近
き
が
上
に
、
当
奈
羅
朝
と
あ
れ
ば
、
今
の
京
と
な
り
て
の
文
な
り
、 
（
二
七
七
頁
下
段
二
行
目
～
同
一
八
行
目
） 
  
 
其
は
和
銅
の
制
に
も
、
載
二
于
史
籍
一
言
上
と
有
て
、
風
土
記
て
ふ
名
目
の
無
れ
ば
な
り
。
然
ら
ば
後
に
風
土
記
と
号
ら
れ
た
る
か
。
其
は
と
ま
れ
、
萬
葉
集
抄
釈
紀
等
に
此
記
文
を
引
て
、
常
陸
風
土
記
と
あ
れ
ば
、
既
く
然
号
た
る
事
疑
な
け
れ
ば
、
今
も
然
い
ふ
。〕
其
は
此
風
土
記
の
発
端
に
常
陸
国
司
解
申
古
老
相
伝
旧
聞
事
。
問
二
国
郡
旧
事
一
古
老
答
曰
云
々
〔
記
中
に
、
古
老
曰
云
々
と
記
せ
る
処
あ
ま
た
あ
り
。〕
と
書
出
た
る
は
、
全
く
和
銅
の
詔
命
の
文
を
奉
た
る
文
な
る
こ
と
著
く
、 
   
ま
た
郡
に
隷
て
里
と
書
た
る
も
慥
き
証
と
ぞ
思
は
る
る
。〔
出
雲
風
土
記
に
、
郷
字
者
、
依
二
霊
亀
元
年
式
一
改
レ
里
為
レ
郷
と
見
え
、
後
備
中
風
土
記
に
も
、
霊
亀
年
中
云
々
と
あ
る
に
依
て
い
ふ
。〕
ま
た
出
雲
風
土
記
は
、
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
と
あ
れ
ば
、
か
の
和
銅
六
年
よ
り
二
十
年
ば
か
り
の
後
に
進
れ
る
物
な
り
。
此
は
和
銅
の
詔
命
に
よ
り
て
進
れ
り
し
後
、
故
あ
り
て
再
勘
へ
て
進
れ
る
記
な
る
べ
し
。〔
ま
た
釈
記
に
引
た
る
土
佐
国
風
土
記
に
、
高
野
天
皇
宝
字
八
年
云
々
と
記
せ
る
文
あ
り
。
此
は
出
雲
風
土
記
を
勘
進
せ
る
天
平
五
年
よ
り
、
三
十
年
後
の
こ
と
な
り
。
ま
た
萬
葉
集
抄
に
引
た
る
筑
前
風
土
記
に
、
当
二
奈
羅
朝
天
平
四
年
歳
次
壬
申
一
と
あ
る
も
、
彼
天
平
五
年
の
前
年
に
て
間
近
き
が
上
に
、
当
二
奈
羅
朝
一
と
あ
れ
ば
、
今
の
京
と
な
り
て
の
文
な
り
。 
（
二
四
九
頁
一
一
行
目
～
二
五
〇
頁
八
行
目
）  
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此
等
同
時
に
出
来
た
る
記
な
ら
ん．
か
、
是
も
萬
葉
集
抄
に
引
た
る
備
中
国
風
土
記
に
、
奈
良
朝
廷
以
天
平
六
年
甲
戌
と
あ
れ
ば
ま
た
其
後
に
出
来
た
る
記
な
る
こ
と
決
し
〕 
ま
た
肥
前
豊
後
の
は
大
概
出
雲
の
と
同
じ
体
裁
な
れ
ば
同
じ
頃
に
進
れ
る
物
な
る
べ
し
、
文
の
さ
ま
出
雲
の
よ
り
も
後
れ
て
見
ゆ
れ
ば
延
長
三
年
に
召
上
た
ま
へ
る
記
な
ら
む
と
思
は
る
れ
ど
〔
延
長
三
年
の
官
符
の
事
は
下
に
い
ふ
べ
し
〕
延
喜
十
四
年
四
月
三
善
清
行
朝
臣
の
意
見
封
事
〔
本
朝
文
粋
に
載
た
り
。〕
に
臣
去
寛
平
五
年
任
二
備
中
介
一
彼
国
下
道
郡
有
二
邇
磨
郷
一
爰
見
二
彼
風
土
記
一
云
々
と
て
引
た
る
備
中
風
土
記
の
体
を
按
る
に
〔
此
文
二
十
二
社
註
式
古
本
に
も
引
た
り
、
な
ほ
此
国
の
風
土
記
と
て
萬
葉
集
抄
二
十
二
社
註
式
の
異
本
、
諸
社
根
元
記
等
に
引
た
る
文
の
あ
る
も
同
じ
体
裁
に
見
え
た
り
〕
肥
前
豊
後
の
よ
り
も
稍
後
ざ
ま
に
見
ゆ
る
す
ら
寛
平
の
頃
既
に
在
し
書
な
れ
ば
肥
前
豊
後
な
る
は
元
よ
り
に
て
共
に
延
長
の
あ
な
た
よ
り
在
来
し
風
土
記
な
る
べ
し
〔
寛
平
五
年
よ
り
延
長
三
年
ま
で
三
十
餘
年
な
り
〕
さ
て
そ
の
外
古
書
等
に
引
た
る
諸
国
の
風
土
記
の
文
の
体
裁
を
考
る
に
常
陸
出
雲
な
ど
．ヽ
同
じ
趣
に
見
ゆ
る
が
あ
り
、
ま
た
肥
前
豊
後
の
な
ど
．ヽ
等
じ
ほ
ど
と
見
ゆ
る
も
有
り
、
ま
た
彼
備
中
の
な
る
が
如
き
書
ざ
ま
な
る
も
有
と
思
は
れ
て
区
々
な
る
が
如
く
み．
ゆ
〔
其
文
少
づ
つ．
な
れ
ば
、
貫
し
て
論
へ
る
に
は
あ
ら
ず
。
其
大
凡
を
推
考
へ
て
言
ふ
な
り
〕 
（
二
七
七
頁
下
段
一
八
行
目
～
二
七
八
頁
上
段
一
五
行
目
） 
    
此
等
同
時
に
出
来
た
る
記
な
ら
む．
か
。
是
も
萬
葉
集
抄
に
引
た
る
備
中
国
風
土
記
に
、
奈
良
朝
廷
以
二
天
平
六
年
甲
戌
一
と
あ
れ
ば
、
ま
た
其
後
に
出
来
た
る
記
な
る
こ
と
決
し
。〕
ま
た
肥
前
豊
後
の
は
、
大
概
出
雲
の
と
同
じ
体
裁
な
れ
ば
、
同
じ
頃
に
進
れ
る
物
な
る
べ
し
。
文
の
さ
ま
出
雲
の
よ
り
も
後
れ
て
見
ゆ
れ
ば
、
延
長
三
年
に
召
上
た
ま
へ
る
記
な
ら
む
と
思
は
る
れ
ど
、〔
延
長
三
年
の
官
符
の
事
は
下
に
い
ふ
べ
し
。〕
延
喜
十
四
年
四
月
、
三
善
清
行
朝
臣
の
意
見
封
事
に
、〔
本
朝
文
粋
に
載
た
り
。〕
臣
去
寛
平
五
年
、
任
二
備
中
介
一
彼
国
下
道
郡
有
二
邇
磨
郷
一
。
爰
見
二
彼
風
土
記
一
云
々
と
て
引
た
る
、
備
中
風
土
記
の
体
を
按
る
に
、〔
此
文
二
十
二
社
註
式
古
本
に
も
引
た
り
。
な
ほ
此
国
の
風
土
記
と
て
、
萬
葉
集
抄
、
二
十
二
社
註
式
の
異
本
、
諸
社
根
元
記
等
に
引
た
る
文
の
あ
る
も
、
同
じ
体
裁
に
見
え
た
り
。〕
肥
前
豊
後
の
よ
り
も
、
稍
後
ざ
ま
に
見
ゆ
る
す
ら
、
寛
平
の
頃
既
に
在
し
書
な
れ
ば
、
肥
前
豊
後
な
る
は
元
よ
り
に
て
、
共
に
延
長
の
あ
な
た
よ
り
在
来
し
風
土
記
な
る
べ
し
。〔
寛
平
五
年
よ
り
、
延
長
三
年
ま
で
三
十
餘
年
な
り
。〕
さ
て
そ
の
外
古
書
等
に
引
た
る
、
諸
国
の
風
土
記
の
文
の
体
裁
を
考
る
に
、
常
陸
出
雲
な
ど
と．
同
じ
趣
に
見
ゆ
る
が
あ
り
。
ま
た
肥
前
豊
後
の
な
ど
と．
等
じ
ほ
ど
と
見
ゆ
る
も
有
り
。
ま
た
彼
備
中
の
な
る
が
如
き
書
ざ
ま
な
る
も
有
と
思
は
れ
て
、
区
々
な
る
が
如
く
見．
ゆ
。〔
其
文
少
づ
．ゝ
な
れ
ば
、
貫
し
て
論
へ
る
に
は
あ
ら
ず
。
其
大
凡
を
推
考
へ
て
言
ふ
な
り
。〕 
（
二
五
〇
頁
九
行
目
～
二
五
一
頁
八
行
目
） 
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ま
た
釈
日
本
紀
に
筑
紫
風
土
記
曰
と
て
肥
後
の
閼
宗
の
事
、
筑
前
の
芋
湄
野
の
事
の
文
を
引
た
る
〔
今
一
つ
御
津
柏
の
事
の
文
を
も
引
た
り
、
此
は
何
れ
の
国
な
る
に
か
、
い
ま
だ
考
へ
ず
〕
又
筑
前
宗
像
社
記
に
、
西
海
道
風
土
記
曰
と
て
身
形
郡
の
名
の
所
由
を
記
せ
る
文
あ
り
て
古
文
と
見
ゆ
、
此
等
も
上
に
論
へ
る
風
土
記
な
る
を
五
畿
七
道
に
帙
を
分
た
る
方
の
名
を
取
れ
る
な
る
べ
し
、
総
て
風
土
記
は
各
国
に
て
記
せ
る
書
に
し
て
撰
者
も
各
別
な
れ
ば
必
し
も
文
法
は
等
か
る
ま
じ
き
理
な
り
、
然
れ
ば
何
れ
を
何
時
の
と
慥
か
に
知
べ
か
ら
ね
ど
上
に
論
へ
る
風
土
記
ど
も
は
決
く
延
長
よ
り
已
前
に
成
た
る
物
な
る
事
は
、
違
ふ
ま
じ
く
ぞ
所
思
ゆ
る
、
さ
て
延
長
に
風
土
記
召
れ
し
事
を．
朝
野
群
載
に
載
せ
る
、
延
長
三
年
十
二
月
十
四
日
の
太
政
官
符
に
、
五
畿
七
道
諸
国
司
応
三
早
速
勘
二
進
風
土
記
一
事
、
右
如
レ
聞
諸
国
可
レ
有
二
風
土
記
文
一
今
被
二
左
大
臣
宣
一
偁
、
宜
下
仰
二
国
宰
一
令
上
レ
勘
二
進
之
一
若
無
底
探
二
求
郡
内
一
尋
二
聞
古
老
一
早
速
言
上
者
、
諸
国
承
知
依
レ
宣
不
レ
得
二
遅
廻
一
符
到
奉
行
と
あ
り
〔
こ
の
符
文
類
聚
符
宣
抄
に
も
載
た
り
〕
此
符
の
旨
は
諸
国
に
前
に
進
れ
り
し
風
土
記
の
案
文
有
べ
き
を
今
度
そ
を
覆
勘
て
進
る
べ
し
、
も
し
そ
れ
無
底
ば
郡
内
を
探
ね
求
め
古
老
に
尋
問
て
更
に
撰
記
し
て
上
る
べ
し
と
な
り
〔
上
に
引
た
る
和
銅
六
年
の
詔
命
に
、古
老
相
伝
旧
聞
異
事
載
于
史
籍
言
上
と
あ
る
と
同
旨
に
て
、
国
々
の
古
伝
を
専
と
記
さ
し
め
給
へ
る
事
知
べ
し
〕 
（
二
七
八
頁
上
段
一
五
行
目
～
同
頁
下
段
一
五
行
目
） 
   
ま
た
釈
紀
に
、
筑
紫
風
土
記
曰
と
て
、
肥
後
の
閼
宗
の
事
、
筑
前
の
芋
湄
野
の
事
の
文
を
引
た
る
、〔
今
一
つ
御
津
柏
の
事
の
文
を
も
引
た
り
。
此
は
何
れ
の
国
か
、
い
ま
だ
考
へ
ず
。〕
ま
た
筑
前
宗
像
社
記
に
、
西
海
道
風
土
記
曰
と
て
、
身
形
郡
の
名
の
所
由
を
記
せ
る
文
あ
り
て
古
文
と
見
。
此
等
も
上
に
論
へ
る
風
土
記
な
る
を
、
五
畿
七
道
に
帙
を
分
た
る
方
の
名
を
取
れ
る
な
る
べ
し
。
総
て
風
土
記
は
、
各
国
に
て
記
せ
る
書
に
し
て
、
撰
者
も
各
別
な
れ
ば
、
必
し
も
文
法
は
等
か
る
ま
じ
き
理
な
り
。
然
れ
ば
何
れ
を
何
時
の
と
慥
か
に
知
べ
か
ら
ね
ど
、
上
に
論
へ
る
風
土
記
ど
も
は
、
決
く
延
長
よ
り
已
前
に
成
た
る
物
な
る
事
は
、
違
ふ
ま
じ
く
ぞ
所
思
ゆ
る
。
さ
て
延
長
に
風
土
記
召
れ
し
事
は．
、
朝
野
群
載
に
載
せ
る
、
延
長
三
年
十
二
月
十
四
日
の
太
政
官
符
に
、
五
畿
七
道
諸
国
司
応
三
早
速
勘
二
進
風
土
記
一
事
。
右
如
レ
聞
諸
国
可
レ
有
二
風
土
記
文
一
。
今
被
二
左
大
臣
宣
一
偁
。
宜
下
仰
二
国 
宰
一
令
上
レ
勘
二
進
之
一
。
若
無
底
探
二
求
郡
内
一
尋
二
聞
古
老
一
早
速
言
上
者
。
諸
国
承
知
依
レ
宣
不
レ
得
二
遅
廻
一
。
符
到
奉
行
と
あ
り
。
此
符
の
旨
は
、
諸
国
に
前
に
進
れ
り
し
風
土
記
の
案
有
べ
き
を
、
今
度
そ
を
覆
勘
て
進
る
べ
し
。
も
し
そ
れ
無
底
ば
郡
内
を
探
ね
求
め
、
古
老
に
尋
問
て
、
更
に
撰
記
し
て
上
る
べ
し
と
な
り
。〔
上
に
引
た
る
、
和
銅
六
年
の
詔
命
に
、
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
載
二
于
史
籍
一
言
上
と
あ
る
と
同
旨
に
て
、
国
々
の
古
伝
を
専
と
記
さ
し
め
給
へ
る
事
知
べ
し
。〕 
（
二
五
一
頁
八
行
目
～
二
五
二
頁
七
行
目
） 
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此
官
符
に
応
て
前
に
進
れ
り
し
風
土
記
の
案
を
更
に
勘
進
れ
る
国
々
の
多
か
る
べ
く
、
ま
た
新
に
古
老
の
旧
聞
を
探
求
め
て
上
れ
る
も
有
べ
け
れ
ど
、
古
書
ど
も
に
引
て
わ
づ
か
に
遺
れ
る
は
其
差
別
知
べ
か
ら
ず
〔
本
朝
書
籍
目
録
に
、
風
土
記
記
諸
々
土
地
本
縁
と
載
た
り
、
此
等
の
類
の
風
土
記
な
る
べ
し
〕
故
古
き
風
土
記
の
趣
を
取
り
総
て
考
る
に
、
各
国
に
し
て
旧
く
よ
り
聞
伝
た
る
古
老
の
説
を
専
と
記
さ
し
め
給
へ
る
物
に
し
て
、
古
事
を
証
す
便
と
な
る
こ
と
少
か
ら
ず
、
い
と
も
珍
重
た
く
貴
き
籍
な
る
が
中
に
は
い
か
に
ぞ
や
思
は
る
ヽ
事
の
を
り
〳
〵
．
．
無
に
し
も
非
ず
、
然
れ
ど
其
は
既
く
よ
り
誤
り
伝
へ
た
る
事
も
有
げ
に
見
え
、
ま
た
常
時
の
さ
か
し
ら
説
も
稀
々
に
は
有
げ
に
見
ゆ
れ
ば
熟
く
見
て
撰
ひ
取
べ
き
な
り 
抑
風
土
記
は
古
老
の
旧
聞
を
専
と
記
さ
し
め
給
へ
る
物
な
る
由
は
上
に
引
る
和
銅
六
年
五
月
の
詔
命
に
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
載
二
于
史
籍
一
言
上
と
見
え
、
其
を
奉
り
て
記
し
進
れ
る
常
陸
風
土
記
の
発
端
に
、
常
陸
国
司
解
申
古
老
相
伝
旧
聞
事
問
国
郡
旧
事
古
老
答
曰
云
々
〔
上
に
引
た
る
和
銅
六
年
の
詔
命
の
文
を
承
た
る
文
な
り
、
心
を
著
け
て
見
る
べ
し
〕
と
書
出
た
る
を
始
め
記
中
に
古
老
曰
云
々
と
書
る
処
あ
ま
た
あ
り
〔
但
し
此
記
は
国
司
の
撰
た
る
趣
に
作
た
り
〕 
（
二
七
八
頁
下
段
一
五
行
目
～
二
七
九
頁
上
段
一
三
行
目
） 
     
此
官
符
に
応
て
、
前
に
進
れ
り
し
風
土
記
の
案
を
、
更
に
勘
進
れ
る
国
々
の
多
か
る
べ
く
、
ま
た
新
に
古
老
の
旧
聞
を
探
求
め
て
上
れ
る
も
有
べ
け
れ
ど
、
古
書
ど
も
に
引
て
わ
づ
か
に
遺
れ
る
は
、
其
差
別
知
べ
か
ら
ず
。〔
本
朝
書
籍
目
録
に
、
風
土
記
記
二
諸
々
土
地
本
縁
一
と
載
た
り
。
此
等
の
類
の
風
土
記
な
る
べ
し
。〕
故
古
き
風
土
記
の
趣
を
取
り
総
て
考
る
に
、
各
国
に
し
て
、
旧
く
よ
り
聞
伝
た
る
古
老
の
説
を
、
専
と
記
さ
し
め
給
へ
る
物
に
し
て
、
古
事
を
証
す
便
と
な
る
こ
と
少
か
ら
ず
。
い
と
も
珍
重
た
く
貴
き
籍
な
る
が
、
中
に
は
い
か
に
ぞ
や
思
は
る
ゝ
事
の
を
り
を．
り．
無
に
し
も
非
ず
。
然
れ
ど
其
は
既
く
よ
り
誤
り
伝
へ
た
る
事
も
有
げ
に
見
え
、
ま
た
常
時
の
さ
か
し
ら
説
も
、
稀
々
に
は
有
げ
に
見
ゆ
れ
ば
、
熟
く
見
て
撰
ひ
取
べ
き
な
り
。
抑
風
土
記
は
、
古
老
の
旧
聞
を
専
と
記
さ
し
め
給
へ
る
物
な
る
由
は
、
上
に
引
る
和
銅
六
年
五
月
の
詔
命
に
、
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
載
二
于
史 
籍
一
言
上
と
見
え
、
其
を
奉
り
て
記
し
進
れ
る
常
陸
風
土
記
の
発
端
に
、
常
陸
国
司
解
申
。
古
老
相
伝
旧
聞
事
。
問
二
国
郡
旧
事
一
古
老
答
曰
云
々
〔
上
に
引
た
る
、
和
銅
六
年
の
詔
命
の
文
を
承
た
る
文
な
り
。
心
を
著
け
て
見
る
べ
し
。〕
と
書
出
た
る
を
始
め
、
記
中
に
古
老
曰
云
々
と
書
る
処
あ
ま
た
あ
り
。〔
但
し
此
記
は
、
国
司
の
撰
た
る
趣
に
作
た
り
。〕 
（
二
五
二
頁
七
行
目
～
二
五
三
頁
五
行
目
） 
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ま
た
出
雲
風
土
記
の
発
端
に
、
老
細
思
枝
葉
、
裁
定
詞
源
、
亦
山
野
濱
浦
之
処
、
鳥
獣
之
棲
、
魚
貝
海
菜
之
類
、
良
繁
多
悉
不
陳
、
然
不
獲
止
粗
挙
梗
概
、
以
成
記
趣
と
あ
る
は
此
記
を
上
る
べ
き
詔
命
を
当
国
の
国
司
の
奉
り
て
其
下
宰
に
掌
ら
せ
古
老
等
に
命
せ
て
記
さ
せ
た
る
書
な
る
が
故
に
其
老
人
等
が
言
も
て
老
と
自
称
へ
る
な
り
、
上
に
挙
た
る
延
長
三
年
に
風
土
記
を
召
れ
た
る
官
符
に
、
探
求
郡
内
尋
問
古
老
早
速
言
上
と
あ
る
も
和
銅
の
旧
章
に
准
拠
た
ま
へ
り
と
見
ゆ
る
を
も
思
ひ
合
す
べ
し
〔
古
は
国
々
に
国
老
郡
老
府
老
庄
老
古
老
一
老
な
ど
称
ふ
長
の
あ
り
し
と
見
え
た
り
、そ
は
東
寺
に
秘
蔵
た
る
古
文
書
ど
も
を
見
し
中
に
、承
平
二
年
丹
波
国
多
紀
郡
司
解
状
の
連
署
に
、
国
老
多
紀
臣
国
老
日
量．
公
と
記
し
、
同
年
近
江
国
蒲
生
郡
安
吉
郷
字
土
田
庄
田
地
券
抄
色
目
之
事
と
あ
る
文
書
に
、
以
前
の
立
券
文
の
署
名
を
載
た
る
中
に
、
郡
老
従
七
位
上
佐
々
木
山
公
房
雄
と
見
え
、
応
徳
五
年
伊
勢
国
大
国
庄
の
文
書
の
連
署
に
庄
老
と
云
も
あ
り
、
此
等
の
称
な
ほ
あ
り
、
此
外
応
永
十
八
年
の
田
券
に
国
名
は
破
れ
て
見
え
ざ
れ
ど
、
其
連
署
に
一
老
と
あ
り
、
弘
安
元
年
の
文
書
に
若
狭
国
太
良
庄
百
姓
藤
井
宗
氏
古
老
百
姓
真
利
真
安
な
ど
記
せ
る
も
あ
り
き
、
ま
た
筑
前
国
宇
佐
八
幡
宮
に
蔵
た
る
元
亨
二
年
の
文
書
の
写
を
見
し
に
、
連
署
に
府
老
監
代
紀
朝
臣
と
あ
り
、
こ
は
太
宰
府
の
府
老
な
る
べ
し
、
此
等
に
も
思
ひ
合
せ
て
老
と
は
記
の
作
者
が
自
称
な
り
と
知
ら
る
、
さ
て
今
世
に
も
将
軍
家
の
御
政
申
行
ひ
給
ふ
あ
た
り
の
御
事
は
更
な
り
、
大
名
衆
の
政
申
す
職
に
家
老
と
い
ひ
老
と
云
が
あ
り
、
ま
た
市
に
も
駅
に
も
年
寄
宿
老
な
ど
称
ふ
が
あ
り
、 
（
二
七
九
頁
上
段
一
三
行
目
～
同
頁
下
段
八
行
目
） 
   
ま
た
出
雲
風
土
記
の
発
端
に
、
老
細
思
二
枝
葉
一
、
裁
二
定
詞
源
一
。
亦
山
野
濱
浦
之
処
、
鳥
獣
之
棲
、
魚
貝
海
菜
之
類
、
良
繁
多
悉
不
レ
陳
。
然
不
レ
獲
レ
止
、
粗 
挙
二
梗
概
一
。
以
成
二
記
趣
一
と
あ
る
は
、
此
記
を
上
る
べ
き
詔
命
を
、
当
国
の
国
司
の
奉
り
て
、
其
下
宰
に
掌
ら
せ
、
古
老
等
に
命
せ
て
記
さ
せ
た
る
書
な
る
が
故
に
、
其
老
人
等
が
言
も
て
、
老
と
自
称
へ
る
な
り
。
上
に
挙
た
る
、
延
長
三
年
に
風
土
記
を
召
れ
た
る
官
符
に
、
探
二
郡
内
一
尋
二
問
古
老
一
早
速
言
上
と
あ
る
も
、
和
銅
の
旧
章
に
准
拠
た
ま
へ
り
と
見
ゆ
る
を
も
思
ひ
合
す
べ
し
。〔
古
は
国
々
に
国
老
、
郡
老
、
府
老
、
庄
老
、
古
老
、
一
老
、
な
ど
称
ふ
長
の
あ
り
し
と
見
え
た
り
。
そ
は
京
の
東
寺
に
秘
蔵
た
る
古
文
書
ど
も
を
見
し
中
に
、
承
平
二
年
丹
波
国
多
紀
郡
司
解
状
の
連
署
に
、
国
老
多
紀
臣
、
国
老
日
置．
公
と
記
し
、
同
年
近
江
国
蒲
生
郡
安
吉
郷
、
字
土
田
庄
田
地
券
抄
色
目
之
事
と
あ
る
文
書
に
、
以
前
の
立
券
文
の
署
名
を
載
た
る
中
に
、
郡
老
従
七
位
上
佐
々
木
山
公
房
雄
と
見
え
、
応
徳
五
年
伊
勢
国
大
国
庄
の
文
書
の
連
署
に
、
庄
老
と
云
も
あ
り
。
此
等
の
称
な
ほ
あ
り
。
此
外
応
永
十
八
年
の
田
券
に
国
名
は
破
れ
て
見
え
ざ
れ
ど
、
其
連
署
に
一
老
と
あ
り
。
弘
安
元
年
の
文
書
に
、
若
狭
国
太
良
庄
百
姓
藤
井
宗
氏
、
古
老
百
姓
真
利
真
安
な
ど
記
せ
る
も
有
き
。
ま
た
筑
前
国
宇
佐
八
幡
宮
に
蔵
た
る
、
元
亨
二
年
の
文
書
の
写
を
見
し
に
、
連
署
に
府
老
監
代
紀
朝
臣
と
あ
り
。
こ
は
太
宰
府
の
府
老
な
る
べ
し
。
此
等
に
も
思
ひ
合
せ
て
、
老
と
は
記
の
作
者
が
自
称
な
り
と
知
ら
る
。
さ
て
今
世
に
も
、
将
軍
家
の
御
政
申
行
ひ
給
ふ
あ
た
り
の
御
事
は
更
な
り
。
大
名
衆
の
政
申
す
職
に
、
家
老
と
い
ひ
老
と
云
が
あ
り
。
ま
た
市
に
も
駅
に
も
年
寄
宿
老
な
ど
称
ふ
が
あ
り
。 
（
二
五
三
頁
五
行
目
～
二
五
四
頁
七
行
目
）   
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ま
た
国
に
よ
り
て
は
郡
ま
た
は
村
に
も
年
寄
と
称
ふ
が
あ
る
は
上
古
よ
り
老
人
は
能
く
物
事
を
識
り
行
ふ
も
の
な
る
に
よ
り
親
み
尊
ぶ
て
其
分
々
の
長
と
倚
頼
た
る
か
ら
、
自
然
に
老
と
云
が
職
の
称
の
如
く
な
り
て
、
某
老
と
い
ふ
称
の
出
来
た
り
覚
ら
る
．ヽ
な
り
、
な
べ
て
古
世
は
人
の
心
深
く
厚
く
し
て
、
若
人
は
賢
し
立
ず
し
て
、
何
事
も
老
人
を
貴
び
、
物
問
ひ
習
ひ
た
り
し
風
俗
な
る
こ
と
、
書
等
に
見
え
た
る
故
実
に
考
へ
合
せ
て
、
熟
々
弁
へ
暁
る
べ
し
。
然
る
を
後
に
は
、
老
た
る
若
を
い
は
ず
賢
者
ぶ
る
が
長
だ
ち
て
、
事
執
る
事
も
あ
る
俗
と
は
な
り
に
た
れ
ど
、
然
す
が
に
今
も
其
な
ご
り
覚
て
い
と
尊
き
御
国
が
ら
な
り
か
し
、
漢
国
に
て
も
い
と
上
古
に
は
国
老
な
ど
い
ひ
て
老
人
を
尊
む
意
ば
へ
の
無
に
し
も
あ
ら
ざ
り
し
か
ど
素
よ
り
賢
し
だ
つ
国
が
ら
な
り
け
れ
ば
、
代
々
に
官
を
建
替
へ
事
々
し
き
名
を
付
て
、
賢
々
し
く
持
成
せ
る
ま
に
〳
〵
、
ま
す
〳
〵
世
は
乱
れ
た
り
き
、
皇
国
に
し
て
も
彼
国
の
唐
の
世
の
官
を
擬
び
建
め
給
ひ
し
か
ど
、
実
は
も
は
ら
其
建
た
ま
．
．
へ
る
や
う
に
は
非
ず
て
、
終
に
今
の
御
世
の
様
に
成
来
し
は
、
弥
益
に
古
に
復
る
御
国
風
の
所
思
て
い
と
尊
し
、
こ
は
因
に
い
さ
ゝ
か
論
へ
る
な
り
〕 
（
二
七
九
頁
下
段
八
行
目
～
同
一
五
行
目
） 
         
ま
た
国
に
よ
り
て
は
、
郡
ま
た
は
村
に
も
、
年
寄
と
称
ふ
が
あ
る
は
、
上
古
よ
り
老
人
は
能
く
物
事
を
識
り
行
ふ
も
の
な
る
に
よ
り
親
み
尊
ぶ
て
其
分
々
の
長
と
倚
頼
た
る
か
ら
、
自
然
に
老
と
云
が
職
の
称
の
如
く
な
り
て
、
某
老
と
い
ふ
称
の
出
来
た
り
覚
ら
る
る．
な
り
。
な
べ
て
古
世
は
人
の
心
深
く
厚
く
し
て
、
若
人
は
賢
し
立
ず
し
て
、
何
事
も
老
人
を
貴
び
、
物
問
ひ
習
ひ
た
り
し
風
俗
な
る
こ
と
、
書
等
に
見
え
た
る
故
実
に
考
へ
合
せ
て
、
熟
々
弁
へ
暁
る
べ
し
。
然
る
を
後
に
は
、
老
た
る
若
を
い
は
ず
賢
者
ぶ
る
が
長
だ
ち
て
、
事
執
る
事
も
あ
る
俗
と
は
な
り
に
た
れ
ど
、
然
す
が
に
今
も
其
な
ご
り
覚
て
い
と
尊
き
御
国
が
ら
な
り
か
し
。
漢
国
に
て
も
、
い
と
上
古
に
は
老
人
を
尊
む
意
ば
へ
の
無
に
し
も
あ
ら
ざ
り
し
か
ど
、
素
よ
り
賢
し
だ
つ
国
が
ら
な
り
け
れ
ば
、
代
々
に
官
を
建
替
へ
事
々
し
き
名
を
付
て
、
賢
々
し
く
持
成
せ
る
ま
に
〳
〵
、ま
す
〳
〵
世
は
乱
れ
た
り
き
。皇
国
に
し
て
も
彼
国
の
唐
の
世
の
官
を
擬
び
建
め
給．
ひ
し
か
ど
、
実
は
も
は
ら
其
建
た
ま
へ
る
や
う
に
は
非
ず
て
、
終
に
今
の
御
世
の
様
に
成
来
し
は
、
弥
益
に
古
に
復
る
御
国
風
の
所
思
て
い
と
尊
し
。
こ
は
因
に
い
さ
ゝ
か
論
へ
る
な
り
。〕 
（
二
五
四
頁
七
行
目
～
二
五
五
頁
四
行
目
） 
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さ
て
此
老
細
思
枝
云
々
の
文
の
説
に
つ
き
て
平
田
篤
胤
が
云
、
終
文
に
、
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
、
秋
鹿
郡
人
神
宅
臣
金
太
理
と
あ
る
を
思
ふ
に
、
此
記
は
当
昔
こ
の
金
太
理
と
い
ふ
人
所
の
老
と
し
て
作
る
な
ら
む
其
は
ま
づ
其
記
せ
る
事
実
ど
も
当
時
新
に
記
せ
る
旧
聞
も
有
べ
け
れ
ど
大
概
は
旧
よ
り
当
国
に
記
し
伝
た
る
書
あ
り
て
此
時
其
を
い
さ
ヽ
か
修
ひ
勘
へ
て
造
れ
る
に
て
細
思
枝
葉
裁
定
詞
源
云
々
と
は
源
よ
り
伝
詞
の
枝
葉
と
あ
る
繁
多
き
文
を
ば
裁
定
め
て
公
よ
り
命
せ
給
へ
る
趣
に
記
し
成
せ
る
由
な
る
べ
し
、
其
は
意
宇
郡
な
る
国
引
の
古
事
を
記
せ
る
文
の
類
は
、
決
め
て
天
平
の
頃
の
文
に
非
ず
、
か
の
履
中
天
皇
の
御
世
に
国
史
を
置
て
記
さ
せ
給
へ
る
時
な
ど
よ
り
も
な
ほ
旧
く
書
き
伝
へ
け
ん．
と
さ
へ
に
思
は
る
ヽ
は
、
古
文
章
を
採
て
載
た
る
な
る
べ
く
そ
れ
に
反
り
て
安
来
郷
の
下
な
る
語
臣
猪
麻
呂
が
古
事
は
、
始
に
浄
御
原
天
皇
御
世
甲
戌
七
月
と
い
ひ
終
に
自
爾
時
至
于
今
日
経
六
十
歳
と
あ
れ
ば
旧
く
聞
伝
た
る
事
を
天
平
五
年
に
肇
て
記
せ
る
物
な
る
べ
き
を
思
ひ
合
せ
て
暁
る
べ
し
〔
文
の
状
も
国
引
の
古
事
の
文
と
は
い
た
く
異
に
し
て
新
し
く
見
え
た
り
〕 
（
二
七
九
頁
下
段
一
六
行
目
～
二
八
〇
頁
上
段
一
六
行
目
） 
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偖
こ
の
老
細
思
二
枝
葉
一
云
云
の
文
を
、
篤
胤
も
同
じ
趣
に
考
へ
て
、
終
文
に
、
天
平
五
年
二
月
卅
日
勘
造
、
秋
鹿
郡
人
神
宅
臣
金
太
理
と
あ
る
を
思
ふ
に
、
此
記
は
当
昔
こ
の
金
太
理
と
い
ふ
人
、
所
の
老
と
し
て
作
る
な
ら
む
。
其
は
ま
づ
其
記
せ
る
事
実
ど
も
、
当
時
新
に
記
せ
る
旧
聞
も
有
べ
け
れ
ど
、
大
概
は
、
旧
よ
り
当
国
に
記
し
伝
た
る
書
あ
り
て
、
此
時
其
を
い
さ
ゝ
か
修
ひ
勘
へ
て
造
れ
る
に
て
、細
思
二
枝
葉
一
裁
二
定
詞
源
一
云
々
と
は
、源
よ
り
伝
詞
の
枝
葉
と
あ
る
、
繁
多
き
文
を
ば
裁
定
め
て
、
産
物
な
ど
も
悉
く
は
陳
ね
ず
、
挙
ず
は
、
獲
有
べ
か
ら
ぬ
物
を
の
み
梗
概
に
挙
て
、
公
よ
り
命
せ
給
へ
る
趣
に
記
し
成
せ
る
由
な
る
べ
し
。
其
は
意
宇
郡
な
る
国
引
の
古
事
を
記
せ
る
文
の
類
は
、
決
め
て
天
平
の
頃
の
文
に
非
ず
。
か
の
履
中
天
皇
の
御
世
に
、
国
史
を
置
て
記
さ
せ
給
へ
る
時
な
ど
よ
り
も
、
な
ほ
旧
く
書
き
伝
へ
け
む．
。
と
さ
へ
所
思
ゆ
る
伝
な
れ
ば
、
古
文
章
を
採
て
載
た
る
な
る
べ
く
、
此
に
反
り
て
安
来
郷
の
下
な
る
、
語
臣
猪
麻
呂
が
古
事
は
、
始
に
浄
御
原
天
皇
御
世
甲
戌
七
月
と
い
ひ
、
終
に
自
二
爾
時
一
至
二
于
今
日
一
経
二
六
十
歳
一
と
あ
れ
ば
旧
く
聞
伝
た
る
事
を
、天
平
五
年
に
肇
て
記
せ
る
物
な
る
べ
き
を
、
思
ひ
合
せ
て
暁
る
べ
し
。〔
文
の
状
も
、
国
引
の
古
事
の
文
と
は
、
い
た
く
異
に
し
て
新
し
く
見
え
た
り
。〕 
（
二
五
五
頁
四
行
目
～
二
五
六
頁
二
行
目
） 
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さ
て
普
通
の
本
に
右
の
文
の
上
に
字
を
下
て
得
而
難
可
誤
と
い
ふ
五
字
一
行
あ
り
〔
一
本
に
は
小
字
に
書
き
ま
た
此
五
字
な．
き
本
も
あ
り
〕
此
は
後
人
の
此
の
文
の
意
を
得
が
て
に
得
而
難
レ
可
レ
読
と
傍
書
し
た
る
が
ま
た
後
人
の
読
を
誤
に
あ
や
ま
り
て
固
有
の
文
と
思
ひ
混
へ
て
一
行
に
記
せ
る
物
な
り
と
云
へ
る
は
誠
に
然
る
説
等
な
り
〔
上
件
論
へ
る
説
ど
も
を
委
曲
に
読
弁
へ
て
古
風
土
記
な
る
事
ど
も
を
考
へ
通
し
、
古
事
記
日
本
紀
に
洩
れ
た
る
伝
を
摭
ひ
採
り
て
其
闕
た
る
を
補
ふ
べ
き
物
な
り
か
し
〕
さ
て
ま
た
江
李
部
集
に
〔
大
江
匡
房
卿
の
詩
集
〕
冬
日
於
州
廟
賦
詩
小
序
に
、
昔
西
曹
始
祖
菅
原
京
兆
行
県
邑
以
作
風
土
記
〔
作
の
字
一
本
に
注
と
あ
り
、
さ
て
こ
の
次
き
の
文
に
、
今
東
曹
末
儒
江
侍
郎
思
卿
貢
以
興
学
校
院
〕
と
云
へ
る
は
乃
ち
清
公
卿
の
菅
原
氏
に
て
京
職
の
官
に
任
さ
れ
た
る
を
い
へ
る
文
な
り
、
行
県
邑
作
風
土
記
と
は
任
国
中
其
国
に
有
来
れ
る
風
土
記
の
絶
た
る
を
憤
し
て
更
に
風
土
記
を
作
れ
る
由
な
る
べ
し
、
然
考
た
る
証
は
続
日
本
後
紀
に
見
え
た
る
此
主
の
伝
に
、
大
同
元
年
任
尾
張
介
不
用
刑
罰
施
劉
寛
之
治
、
弘
仁
三
年
秩
満
〔
中
間
五
年
を
歴
〕
入
京
補
左
京
亮
と
あ
る
時
に
合
ひ
て
聞
ゆ
る
を
も
て
知
る
べ
し
〔
此
後
の
外
官
は
、
式
部
少
輔
の
と
き
大
同
七
年
に
兼
阿
波
守
、
九
年
に
朝
儀
の
改
制
に
関
り
そ
の
後
弾
正
大
弼
に
任
さ
れ
て
あ
り
し
時
、
天
長
元
年
出
為
播
磨
権
守
不
異
左
貶
、
時
人
憂
之
、
二
年
八
月
公
卿
議
奏
国
之
元
老
不
合
遠
離
、
更
使
入
部
、
兼
文
文
章
博
士
、
三
年
三
月
亦
遷
弾
正
大
弼
兼
任
信
濃
守
、
復
転
左
京
大
夫
文
章
博
士
如
故
、
承
和
二
年
兼
但
馬
守
、
侍
読
後
漢
書
、
六
年
正
月
云
々
、
老
病
羸
弱
行
歩
多
艱
、
九
年
十
月
丁
丑
薨
時
七
十
三
と
見
え
て
任
国
に
下
ら
れ
た
り
と
は
聞
え
ず
〕 
 
（
二
八
〇
頁
上
段
一
六
行
目
～
同
頁
下
段
二
〇
行
目
） 
 
さ
て
普
通
の
本
に
、
右
の
文
の
上
に
字
を
下
て
、
得
而
難
可
誤
と
い
ふ
五
字
一
行
あ
り
。〔
一
本
に
は
小
字
に
書
き
、
ま
た
此
五
字
无．
き
本
も
あ
り
。〕
此
は
後
人
の
此
の
文
の
意
を
得
が
て
に
、
得
而
難
レ
可
レ
読
と
傍
書
し
た
る
が
、
ま
た
後
人
の
読
を
誤
に
あ
や
ま
り
て
、
固
有
の
文
と
思
ひ
混
へ
て
、
一
行
に
記
せ
る
物
な
り
。
と
云
へ
る
は
誠
に
然
る
説
等
な
り
。〔
上
件
論
へ
る
説
ど
も
を
、
委
曲
に
読
弁
へ
て
、
古
風
土
記
な
る
事
ど
も
を
考
へ
通
し
、
古
事
記
、
日
本
紀
に
洩
れ
た
る
伝
を
摭
ひ
採
て
、
其
闕
た
る
を
補
ふ
べ
き
物
な
り
か
し
。〕 
（
二
五
六
頁
二
行
目
～
同
七
行
目
） 
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こ
れ
よ
り
そ
の
か
み
早
く
風
土
記
の
絶
た
る
国
々
も
あ
り
し
事
推
し
て
知
る
べ
く
か
の
延
長
三
年
の
官
符
に
ふ
ど
き
を
勘
進
せ
さ
せ
給
へ
る
事
状
も
ま
た
推
し
て
察
る
べ
し
〔
清
公
卿
の
尾
張
介
に
任
さ
れ
た
る
大
同
元
年
よ
り
延
長
三
年
ま
で
中
間
百
十
六
年
を
歴
た
り
〕 
（
二
八
〇
頁
下
段
二
〇
行
目
～
二
八
一
頁
上
段
四
行
目
） 
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右
に
論
へ
る
風
土
記
に
は
あ
ら
で
世
に
総
国
風
土
記
と
い
ふ
が
散
々
に
な
り
て
あ
る
を
余
が
蒐
集
て
見
た
る
は
二
十
七
国
ば
か
り
ぞ
あ
る
〔
新
井
君
美
ぬ
し
の
筆
記
に
は
三
十
国
ば
か
り
の
残
篇
を
見
ら
れ
つ
る
よ
し
見
え
た
り
〕
悉
残
缺
た
る
巻
々
に
し
て
い
づ
れ
の
巻
も
い
た
く
虫
喰
ま
た
破
壊
た
る
由
に
も
の
し
て
ひ
と
つ
も
全
き
あ
ら
ず
、
然
る
中
に
駿
河
の
み
一
国
の
諸
郡
備
は
り
た
れ
ど
こ
れ
も
又
虫
喰
な
ど
し
て
缺
た
る
所
多
し
、
さ
て
其
風
土
記
ど
も
な
べ
て
は
巻
端
に
日
本
惣
国
風
土
記
第
若
干
某
国
某
郡
と
記
し
、
一
郡
毎．
に
巻
を
分
ち
或
は
一
国
を
一
巻
と
せ
る
も
あ
り
、
大
概
は
郷
庄
等
の
下
に
公
穀
仮
粟
、
神
社
の
下
に
圭
田
、
寺
の
下
に
寄
田
な
ど
称
ふ
名
目
を
も
て
其
税
数
ま
た
そ
れ
ら
の
地
量
を
記
し
ま
た
土
産
の
物
な
ど
と
り
〴
〵
に
記
せ
り
、
さ
て
其
賦
税
の
名
目
田
地
の
量
称
な
ど
に
も
い
と
あ
や
し
き
称
あ
り
、 
（
二
八
一
頁
上
段
五
行
目
～
同
一
七
行
目
） 
         
     
さ
て
此
記
、
な
べ
て
巻
端
に
、
日
本
惣
国
風
土
記
第
若
干
、
某
国
某
郡
と
記
し
て
、
一
郡
ご
と
．
．
に
巻
を
分
た
る
も
、
ま
た
一
国
を
一
巻
と
せ
る
も
あ
り
。
ま
た
風
土
記
と
の
み
書
て
、
某
国
云
々
と
書
出
し
た
る
も
あ
り
。
其
は
伊
賀
伊
勢
尾
張
の
み
な
り
。
其
中
に
伊
勢
の
は
、
異
本
に
日
本
惣
国
風
土
記
と
書
た
る
も
有
て
、
大
か
た
同
じ
書
体
な
れ
ば
、
伊
賀
尾
張
の
も
准
へ
て
共
に
惣
国
風
土
記
な
る
べ
く
所
思
ゆ
。〔
さ
れ
ど
、
そ
の
伊
勢
風
土
記
抄
に
も
、
日
本
惣
国
風
土
記
と
無
け
れ
ば
、
昔
よ
り
然
る
本
も
あ
り
し
な
り
。〕
ま
た
な
べ
て
は
郷
庄
等
の
下
に
、
公
穀
仮
粟
、
神
社
の
下
に
圭
田
、
寺
院
の
下
に
寄
田
な
ど
ゝ
書
て
、
其
税
ま
た
地
坪
の
量
を
記
せ
る
に
、其
を
記
さ
ゞ
る
国
も
あ
り
。其
外
一
貫
し
て
記
ざ
ま
の
同
じ
例
な
ら
ぬ
は
、
い
ま
だ
う
る
は
し
く
卒
業
ざ
る
草
案
を
、
ま
づ
か
ん
に
め
し
上
て
、
糾
さ
む
と
為
た
ま
ふ
間
に
、
故
あ
り
て
止
み
し
な
る
べ
し
。〔
此
時
代
の
考
は
上
に
い
へ
り
き
。〕
ま
た
賦
税
の
名
目
、
田
地
の
量
称
な
ど
に
、
い
ま
だ
聞
も
及
ば
ぬ
事
あ
り
て
、
疑
は
し
き
が
如
く
な
れ
ど
、
然
る
名
称
ど
も
は
、
世
々
に
異
な
る
事
の
有
て
、
今
容
易
く
知
が
た
き
事
の
少
か
ら
ぬ
は
、
古
文
書
ど
も
に
、
彼
此
見
え
た
る
に
思
ひ
合
す
べ
し
。〔
中
に
は
、
い
さ
ゝ
か
考
へ
た
る
証
も
あ
れ
ど
、
い
と
事
長
け
れ
ば
洩
し
つ
。〕 
（
二
六
一
頁
一
一
行
目
～
二
六
二
頁
一
〇
行
目
） 
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又
神
社
の
創
建
祭
神
の
名
寺
院
の
開
基
の
由
な
ど
を
も
記
せ
り
然
あ
る
中
に
諸
国
区
に
し
て
同
例
な
ら
ず
、
又
地
名
地
理
も
古
に
合
へ
る
が
無
き
に
し
も
あ
ら
ね
ど
、
古
に
も
後
に
も
合
は
ざ
る
謾
な
る
事
ど
も
を
志
ど
け
な
く
書
な
せ
る
偽
書
な
り
、
さ
は
い
へ
ど
も
稀
に
其
国
の
古
伝
説
を
記
せ
る
も
の
に
依
り
て
書
交
へ
た
り
げ
に
お
も
は
る
ヽ
事
あ
れ
ど
な
べ
て
謾
説
せ
る
中
に
見
え
た
れ
ば
た
や
す
く
信
が
た
き
を
よ
く
よ
く
選
び
と
り
て
旁
の
考
に
は
備
ふ
べ
し
、
さ
て
お
ほ
か
た
基
本
ど
も
の
奥
書
に
残
篇
な
る
由
を
こ
と
わ
り
て
文
和
の
年
間
中
原
師
行
の
名
を
記
し
た
る
本
を
始
に
て
、
其
後
に
は
嘉
慶
文
亀
大
永
弘
治
天
正
な
ど
の
年
月
を
記
し
て
写
せ
る
人
人
の
名
を
識
せ
る
が
あ
り
、
又
さ
ば
か
り
昔
の
年
号
は
な
く
て
寛
文
万
治
の
こ
と
写
せ
る
由
記
せ
る
本
も
あ
り
、
さ
て
又
同
じ
国
郡
の
残
篇
の
文
の
別
本
に
て
二
通
あ
る
も
あ
り
、
か
に
か
く
に
も
偽
書
な
れ
ば
た
や
す
く
信
ま
じ
き
書
に
ぞ
有
け
る
〔
多
門
院
日
記
に
、
天
正
十
八
年
七
月
廿
九
日
日
本
国
の
郡
里
指
図
絵
に
書
き
海
山
川
里
寺
社
田
数
以
下
悉
註
す
べ
き
由
、
御
下
知
云
々
、
禁
中
に
可
被
籠
置
之
用
云
々
と
見
え
た
る
は
、
此
風
土
記
に
由
あ
り
て
聞
ゆ
れ
ど
も
、
偽
書
の
弁
は
暫
く
置
て
、
そ
の
天
正
十
八
年
よ
り
前
々
に
此
風
土
記
の
残
篇
を
写
せ
る
由
、
奥
書
せ
る
本
の
多
か
る
に
も
合
ず
、
又
そ
の
か
み
の
乱
世
に
さ
ば
か
り
の
国
の
図
籍
を
選
定
て
進
り
た
る
べ
く
も
思
は
れ
ず
、
下
知
ば
か
り
に
て
事
止
た
り
し
な
る
べ
し
、
い
づ
れ
に
も
此
風
土
記
に
は
あ
ら
ず
か
し
〕 
（
二
八
一
頁
上
段
一
七
行
目
～
同
頁
下
段
一
六
行
目
） 
   
  
偖
又
惣
国
風
土
記
と
云
が
有
り
。
委
く
欠
残
り
た
る
篇
な
る
が
、
中
に
た
ゞ
駿
河
国
の
の
み
大
か
た
全
た
れ
ど
、
其
も
虫
喰
な
ど
し
て
欠
た
る
処
あ
り
。〔
惣
国
風
土
記
の
中
に
、
此
国
の
ば
か
り
全
き
故
に
や
。
既
に
塙
保
己
一
の
群
書
類
従
に
取
り
修
れ
て
板
に
彫
た
り
。〕
さ
て
此
記
ど
も
、
既
く
世
に
廃
々
に
な
り
て
、
少
づ
つ
遺
た
る
も
、
虫
喰
な
ど
に
損
な
は
れ
て
全
か
ら
ぬ
よ
し
。
古
く
は
文
和
の
年
間
に
、
中
原
師
行
の
奥
書
せ
ら
れ
た
る
本
を
始
め
、
其
後
嘉
慶
文
亀
弘
治
天
正
な
ど
の
年
間
、
別
人
の
奥
書
し
た
る
も
有
り
。〔
ま
た
然
ば
か
り
昔
の
奥
書
な
く
て
、
寛
文
万
治
の
頃
に
写
し
た
る
本
も
有
り
。
そ
は
巻
々
を
見
て
曲
に
知
べ
し
。
さ
て
此
奥
書
ど
も
に
も
、
疑
は
し
げ
な
る
事
の
な
き
に
し
も
非
ね
ど
、
本
ど
も
互
に
写
誤
あ
り
て
、
正
し
く
思
ひ
な
さ
る
ゝ
所
も
少
か
ら
ず
。
ま
た
奥
書
せ
る
人
の
伝
の
知
ら
れ
ず
し
て
、
考
が
た
き
も
あ
り
。
或
人
云
此
記
の
奥
書
ど
も
は
、
後
人
の
さ
か
し
ら
心
に
、
珍
た
げ
に
見
せ
む
と
て
、
書
入
た
る
物
な
ら
む
か
と
云
り
。
さ
る
事
も
あ
る
べ
く
や
。〕 
（
二
五
六
頁
七
行
目
～
二
五
七
頁
二
行
目
） 
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然
る
を
は
や
く
今
井
似
閑
が
萬
葉
緯
に
此
風
土
記
ど
も
を
採
集
め
て
今
所
書
記
風
土
記
残
編
十
四
帖
、
並．
民
部
省
図
帳
残
編
二
帖
者
荷
辻
柳
陰
之
恩
恵
所
摸
写
也
、
伝
聞
従
林
氏
之
書
楼
出
、
近
世
引
用
此
書
雖
未
見
及
而
与
古
書
合
符
節
則
非
偽
書
必
矣
、
誰
家
文
苑
所．
秘
置
矣
記
巻
数
亦
可
珍
賞
焉
と
い
へ
り
〔
與
古
書
合
符
節
と
い
へ
ど
、
然
る
事
は
さ
ら
に
見
え
ず
、
ふ
と
疎
に
見
て
然
は
い
へ
る
な
り
、 
（
二
八
一
頁
下
段
一
六
行
目
～
二
八
二
頁
上
段
二
行
目
） 
  
ま
た
此
風
土
記
の
加
賀
国
の
巻
の
奥
に
、
右
之．
風
土
記
者
加
賀
国
之
水
帳
也
、
尤
為
官
人
為
其
用
以
官
本
令
校
合
畢
、
嘉
慶
二
年
二
月
下
旬
、
左
中
将
元
隆
と
あ
り
て
、
そ
の
水
帳
を
小
帳
と
書
け
る
本
も
あ
る
を
、
新
井
君
主．
の
加
賀
人
室
直
清
が
り
答
ら
れ
た
る
書
に
、
そ
の
風
土
記
の
事
を
小
帳
と
あ
る
本
に
よ
り
て
民
部
省
大
蔵
省
な
ど
の
中
に
在
し
小
帳
と
云
も
の
な
る
を
、
後
人
の
風
土
記
と
心
得
た
る
も
の
な
る
べ
し
と
云
は
れ
た
る
は
い
か
ヾ
、
官
の
諸
帳
に
大
帳
と
い
ふ
は
あ
れ
ど
、
小
帳
と
云
ふ
は
さ
ら
に
き
こ
え
た
る
事
な
し
、
此
ぬ
し
も
此
風
土
記
ど
も
を
よ
く
も
見
ず
し
て
ふ
と
然
つ
な
ほ
ざ
り
こ
と
せ
ら
れ
た
る
な
る
べ
し
〕 
（
二
八
二
頁
上
段
二
行
目
～
同
六
行
目
） 
     
さ
て
此
風
土
記
は
、
今
井
似
閑
が
萬
葉
緯
に
、
十
四
帖
、
取
集
め
て
収
た
り
き
。
〔
記
し
て
云
ら
く
、
今
所
二
書
記
一
風
土
記
残
編
十
四
帖
、
竝．
民
部
省
図
帳
残
編
二
帖
者
、
荷
二
辻
柳
陰
之
恩
恵
一
所
二
摸
写
一
也
。
伝
聞
従
二
林
氏
之
書
楼
一
出
。
近
世
引
二
用
此
書
一
雖
レ
未
二
見
及
一
、
而
与
二
古
書
一
合
二
符
節
一
則
非
二
偽
書
一
必
矣
。
誰
家
文
苑
可．
二
秘
置
一
矣
記
二
巻
数
一
亦
可
二
珍
賞
一
焉
と
い
へ
り
。〕
そ
れ
と
共
に
今
己
が
彼
国
此
郡
と
取
り
集
た
る
が
、二
十
七
国
ば
か
り
の
記
ぞ
あ
る
。
〔
新
井
君
美
ぬ
し
の
書
に
、
三
十
国
ば
か
り
の
残
篇
を
見
ら
れ
つ
る
由
見
え
た
り
。
な
ほ
も
尋
ね
求
め
て
見
ま
ほ
し
く
ぞ
思
ふ
。〕 
（
二
七
一
頁
一
四
行
目
～
二
七
二
頁
二
行
目
） 
さ
て
惣
国
風
土
記
の
、
加
賀
国
の
記
の
奥
書
に
、
右
風
土
記
加
賀
国
之
小
帳
也
。
尤
為
二
官
人
一
為
二
其
用
一
。
以
二
官
本
一
令
二
校
合
一
畢
。
嘉
慶
二
年
二
月
下
旬
、
左
中
将
元
隆
と
あ
り
。
按
に
各
国
の
公
文
の
中
に
、
大
帳
と
云
は
見
え
た
れ
ど
、
小
帳
と
云
は
未
知
ら
ず
。〔
一
本
に
小
帳
を
水
帳
と
書
る
本
あ
る
に
依
て
考
る
に
、
今
の
世
に
水
帳
と
て
あ
る
は
、
古
の
図
帳
の
名
残
に
て
御
図
帳
と
云
る
を
、
し
か
書
な
ら
へ
る
な
ら
む
と
思
は
る
れ
ど
、
よ
く
思
へ
ば
非
じ
。〕
然
れ
ど
当
昔
さ
る
帳
も
在
ぞ
し
け
む
。
然
る
も
の
ゝ
餘
に
聞
及
ば
ず
と
て
、
一
向
に
疑
は
む
中
々
に
偏
な
り
。〔
は
や
く
新
井
君
美
ぬ
し
．
．
の
、
加
賀
人
室
直
清
が
り
答
ら
れ
し
書
に
、
此
小
帳
の
事
を
論
ひ
て
、
民
部
省
大
蔵
省
な
ど
の
中
に
在
し
小
帳
を
云
も
の
な
る
を
、
後
人
の
風
土
記
と
心
得
た
る
物
な
る
べ
し
と
言
れ
た
り
き
。
ま
た
此
奥
書
に
、
為
二
官 
人
一
為
二
其
用
一
と
記
せ
る
嘉
慶
の
頃
は
武
家
ざ
ま
に
て
、
足
利
義
満
将
軍
の
、
北
朝
の
政
申
し
給
ふ
時
な
れ
ば
、
公
家
ざ
ま
に
て
は
、
貢
賦
の
事
な
ど
聞
食
ざ
り
つ
ら
め
ど
、
然
す
が
に
朝
廷
の
御
棱
威
を
下
し
奉
ら
じ
の
心
す
さ
み
に
、
さ
る
書
ざ
ま
せ
る
物
な
る
べ
し
。
其
頃
の
文
書
に
例
あ
る
事
な
り
。〕 
（
二
六
〇
頁
一
五
行
目
～
二
六
一
頁
一
一
行
目
） 
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余
わ
か
ヽ
り
し
頃
古
書
を
好
む
意
に
は
か
ら
れ
て
本
文
を
ば
よ
く
も
読
考
へ
ず
し
て
た
ヾ
ま
づ
こ
れ
作
ら
せ
給
ひ
た
り
け
ん
頃
な
ど
を
考
へ
て
よ
く
採
撰
ひ
て
考
に
備
ふ
べ
き
書
な
る
べ
く
お
も
ひ
て
、
ま
ど
試
に
お
ろ
〳
〵
下
書
な
る
も
の
を
書
す
さ
び
お
き
つ
る
を
、
年
経
て
後
に
取
出
し
見
て
お
も
へ
ば
あ
ら
ぬ
強
言
し
て
あ
り
け
り
と
お
も
ひ
な
り
ぬ
、
其
頃
中
山
信
名
は
古
の
制
度
ど
も
を
委
し
く
心
得
た
れ
ば
此
事
か
た
ら
ひ
た
る
に
其
古
に
あ
ら
ぬ
事
ど
も
を
明
め
て
偽
書
な
る
よ
し
を
論
へ
る
に
よ
り
て
い
よ
ヽ
前
の
考
に
強
説
せ
る
誤
を
さ
と
り
て
わ
れ
な
が
ら
あ
さ
ま
し
く
背
に
汗
あ
ゆ
ば
か
り
恥
か
し
く
て
な
む
、
さ
て
又
そ
れ
よ
り
先
に
彼
下
書
を
平
田
篤
胤
に
見
せ
か
た
ら
ひ
た
る
に
、
志
ば
し
と
て
持
去
き
て
写
し
お
き
た
り
と
て
己
に
も
知
ら
せ
ず
古
史
徴
の
開
題
記
に
と
り
載
て
板
本
に
さ
へ
も
の
し
た
り
き
、
す
べ
て
か
た
な
り
な
る
考
書
な
ど
は
謾
に
人
に
借
し
て
は
見
す
ま
じ
き
も
の
也
と
は
か
ね
て
思
ひ
な
が
ら
心
ゆ
る
び
て
け
り
と
悔
れ
ど
も
か
ひ
な
し
、
自
閑
が
か
の
與
古
書
合
符
節
と
書
る
も
後
に
は
悔
た
り
け
む
か
し
、 
（
二
八
二
頁
上
段
六
行
目
～
同
頁
下
段
四
行
目
） 
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さ
て
又
所
謂
風
土
記
ど
も
の
中
に
山
城
伊
賀
尾
張
の
は
た
ヾ
風
土
記
と
題
し
て
〔
惣
国
と
は
あ
ら
ず
、
但
し
山
城
伊
勢
に
総
国
と
書
た
る
本
も
見
え
た
れ
ど
、
其
は
さ
か
し
ら
に
加
へ
た
り
と
見
ゆ
〕
其
書
ざ
ま
な
べ
て
の
総
国
と
あ
る
と
は
異
に
て
い
さ
ヽ
か
其
国
の
事
記
せ
る
古
き
書
に
拠
り
、
お
ろ
〳
〵
古
伝
説
を
も
と
り
て
記
せ
る
も
の
な
る
べ
く
聞
ゆ
れ
ば
よ
く
選
び
と
り
て
も
の
ヽ
考
に
備
ふ
べ
し
〔
但
し
伊
勢
は
二
通
あ
り
て
、
一
通
は
例
の
総
国
に
て
、
文
法
も
そ
れ
と
同
じ
、
こ
ヽ
に
論
ふ
は
其
を
除
き
て
、
い
ま
一
通
の
本
を
い
ふ
、
さ
て
又
総
国
伊
勢
風
土
記
抄
と
題
し
て
桑
名
郡
の
部
ば
か
り
を
あ
ら
ぬ
異
本
ど
も
を
挙
げ
校
へ
、
又
古
書
ど
も
を
引
て
註
せ
る
中
に
も
、
偽
作
れ
る
文
あ
り
て
い
と
謾
な
る
妄
説
な
る
を
、
こ
れ
も
さ
き
に
は
ま
ど
は
さ
れ
た
り
き
〕
さ
は
い
へ
ど
古
の
風
土
記
に
な
ず
ら
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
後
世
の
私
し
に
作
れ
る
も
の
な
れ
ば
よ
く
其
心
志
ら
ひ
す
べ
き
な
り
、 
（
二
八
二
頁
下
段
四
行
目
～
同
一
四
行
目
） 
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さ
て
此
は
何
の
頃
い
か
な
る
人
の
も
の
せ
る
に
か
考
得
ざ
れ
ど
其
四
国
の
中
の
風
土
記
を
む
か
し
の
書
ど
も
に
引
記
せ
る
を
今
お
の
れ
は
見
お
よ
び
た
る
は
、
卜
部
兼
倶
卿
の
神
名
帳
頭
註
同
姓
兼
見
本
の
二
十
二
社
註
式
に
、
山
城
国
風
土
記
云
と
て
引
た
り
伊
奈
利
社
の
来
由
の
文
全
く
此
風
土
記
を
採
ら
れ
た
り
、
ま
た
伊
賀
名
所
記
と
い
ふ
書
に
〔
此
書
一
册
あ
り
、
巻
尾
に
山
城
大
和
伊
賀
三
国
之
風
土
記
地
図
等
之
内
、
并
歌
林
之
記
録
抄
物
等
尽
授
之
為
三
巻
畢
、
陽
月
斎
永
閑
判
と
有
て
、
紹
巴
の
奥
書
あ
り
、
さ
て
此
奥
書
の
趣
に
て
は
、
こ
ヽ
に
論
へ
る
四
国
の
如
き
大
和
の
風
土
記
も
あ
る
べ
く
、
ま
た
山
城
大
和
の
名
所
記
も
有
べ
き
を
そ
は
い
ま
だ
見
ず
〕
当
国
穴
師
大
明
神
の
事
を
宗
祇
が
至
宝
抄
に
風
土
記
云
と
て
引
た
る
文
、
ま
た
名
張
郡
の
名
の
所
由
を
風
土
記
曰
と
て
引
た
る
も
、
全
く
此
伊
勢
風
土
記
の
文
を
採
れ
り
ま
た
伊
賀
史
に
〔
跋
に
云
、
応
或
人
之
需
、
撰
伊
勢
伊
賀
両
国
史
、
蓋
抄
出
於
国
司
及
書
諸
家
之
記
文
、
或
復
先
年
就
任
在
于
伊
勢
時
、
捜
求
寺
社
之
諸
記
者
相
併
記
之
、、
故
雖
未
全
其
始
終
唯
次
眼
之
所
覃
而
巳
、
後
人
補
其
不
足
正
其
謬
則
幸
甚
、
天
永
庚
寅
（
元
年
な
り
）
十
二
月
大
江
広
房
、
そ
の
奥
書
に
伊
賀
伊
勢
両
国
史
者
、
信
乃
守
橘
直
幹
（
主
計
頭
橘
以
綱
男
、
為
大
江
匡
房
卿
古
子
、
改
広
房
而
天
永
二
年
還
本
姓
）
所
撰
也
、
借
得
新
大
納
言
本
而
遂
書
、
永
享
七
載
藤
尹
賢
書
、
ま
た
素
聞
有
世
伊
賀
伊
勢
両
史
、
不
盧
従
京
都
求
出
伊
賀
史
令
書
写
畢
、
分
明
二
年
十
一
月
権
大
納
言
〕
伊
賀
の
国
号
の
事
に
付
て
風
土
記
者
雖
出
自
其
国
之
言
野
史
之
類
乎
と
て
論
は
れ
た
る
も
、
此
風
土
記
を
斥
せ
り
、 
（
二
八
二
頁
下
段
一
四
行
目
～
二
八
三
頁
上
段
一
〇
行
目
） 
   
 
ま
た
卜
部
兼
見
本
の
二
十
二
社
註
式
に
、〔
同
姓
兼
倶
の
神
名
帳
頭
注
に
も
、〕
山
城
国
風
土
記
云
と
て
引
た
り
伊
奈
利
社
の
来
由
の
文
、
全
く
此
風
土
記
を
採
れ
り
。
ま
た
伊
賀
名
所
記
と
い
ふ
書
に
、〔
此
書
一
冊
あ
り
。
巻
尾
に
山
城
大
和
伊
賀
三
国
之
風
土
記
地
図
等
之
内
、
并
歌
林
之
記
録
抄
物
等
尽
授
レ
之
為
二
三
巻
一
畢
。
陽
月
斎
永
閑
判
と
有
て
、
紹
巴
の
奥
書
あ
り
。
さ
て
此
奥
書
の
趣
に
て
は
、
山
城
大
和
の
名
所
記
も
有
べ
き
を
そ
は
い
ま
だ
見
ず
。〕
当
国
穴
師
大
明
神
の
事
を
、
宗
祇
が
至
宝
抄
に
、
風
土
記
云
と
て
引
た
る
文
、
ま
た
名
張
郡
の
名
の
所
由
を
風
土
記
曰
と
て
引
た
る
も
、
全
く
此
伊
勢
風
土
記
の
文
を
採
れ
り
。
ま
た
伊
賀
史
に
、〔
大
永
元
年
に
、
大
江
広
房
作
れ
り
。
此
史
は
上
に
論
へ
る
新
国
史
の
中
な
る
べ
し
。〕
伊
賀
の
国
号
の
事
に
付
て
、
風
土
記
者
、
雖
レ
出
レ
自
二
其
国
之
言
一
、
野
史
之
類
乎
と
て
論
ひ
た
る
も
、
此
風
土
記
を
斥
せ
り
。〔
上
に
論
へ
る
如
く
、
撰
の
正
し
く
整
は
ざ
る
か
ら
、
か
く
云
る
も
の
な
り
。〕 
（
二
六
六
頁
六
行
目
～
二
六
七
頁
一
行
目
） 
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ま
た
島．
原
山
の
祭
神
の
下
に
も
此
風
土
記
の
説
を
挙
た
れ
ば
む
げ
に
近
き
世
に
さ
か
し
ら
人
の
作
れ
る
も
の
な
ら
ぬ
事
は
知
ら
れ
た
り 
（
二
八
三
頁
上
段
一
〇
行
目
～
同
一
二
行
目
） 
                  
ま
た
嶋．
原
山
の
祭
神
の
事
を
定
せ
る
に
も
、此
風
土
記
の
説
を
挙
て
論
へ
り
。〔
ま
た
常
陸
国
誌
に
引
た
る
、
筑
波
の
名
号
の
所
由
を
云
る
文
も
、
此
記
と
同
じ
状
の
文
と
見
ゆ
。
ま
た
遠
江
国
人
語
け
ら
く
、
先
年
当
国
榛
原
郡
上
長
尾
村
に
、
古
神
社
の
廃
絶
た
る
跡
な
り
と
覚
し
き
処
に
、
大
木
の
森
あ
り
。
其
処
に
八
幡
の
小
社
あ
る
傍
よ
り
、
古
き
鏡
を
堀
出
せ
る
が
、
其
銘
に
遠
江
国
榛
原
郡
五
社
之
内
、
飯
津
沢
神
社
圭
田
二
十
五
束
、
所
レ
祭
高
皇
産
霊
尊
也
。
欽
明
御
願
也
。
日
本
風
土
記
出
所
如
レ
斯
と
有
し
と
云
へ
り
。
此
銘
文
の
字
と
、
惣
国
風
土
記
な
る
分
と
合
せ
見
る
に
全
く
同
じ
。
但
し
風
土
記
に
は
、
当
郡
神
社
六
社
あ
る
に
、
五
社
と
あ
る
は
合
は
ず
。
ま
た
神
名
帳
に
は
飯
津
佐
和
と
あ
る
に
、
沢
と
書
る
は
、
風
土
記
と
も
に
正
し
か
ら
ず
。
然
れ
ど
仮
字
用
格
の
正
し
か
ら
ぬ
は
、
此
外
に
も
例
あ
れ
ば
、
然
の
み
難
な
し
。
さ
て
此
鏡
鋳
た
る
時
代
は
知
ら
ざ
れ
ど
、
銘
文
の
書
ざ
ま
、
然
ば
か
り
古
の
し
わ
ざ
と
は
思
は
れ
ず
。
そ
の
か
み
社
の
衰
へ
行
を
祝
等
が
悲
し
み
て
、
然
も
の
せ
し
が
、
乱
世
の
あ
ら
び
な
ど
に
、
遂
に
社
も
廃
絶
た
る
が
、
辛
く
し
て
其
鏡
の
土
中
に
埋
れ
遺
れ
る
物
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
か
ゝ
る
事
は
、
え
せ
人
の
偽
り
て
物
せ
る
こ
と
、
近
き
世
に
も
例
あ
れ
ば
、
能
々
正
さ
ゞ
れ
ば
、
一
向
に
は
信
が
た
し
。
な
ど
子
細
に
尋
ぬ
べ
き
な
り
。 
（
二
六
七
頁
一
行
目
～
同
一
五
行
目
） 
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〔
世
に
国
名
風
土
記
と
て
、
国
名
の
所
由
の
み
を
仮
字
に
て
書
た
る
物
あ
り
、
ま
た
其
を
真
名
に
て
書
た
る
も
あ
り
、
仮
字
な
る
ぞ
元
書
と
見
え
た
る
、
さ
て
此
書
む
げ
に
近
き
世
に
書
た
る
物
な
ら
ず
、
卜
部
家
よ
り
出
た
る
も
の
な
り
と
み
ゆ
る
事
あ
り
、
中
に
は
古
書
に
よ
り
て
書
た
る
も
有
れ
ど
、
大
か
た
国
名
の
由
緒
を
さ
か
し
ら
に
造
り
こ
し
ら
へ
た
る
謾
説
に
て
、
さ
ら
に
拠
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
〕 
（
二
八
三
頁
上
段
一
三
行
目
～
同
一
五
行
目
） 
        
其
は
と
ま
れ
上
に
論
へ
る
趣
に
て
も
、
惣
国
風
土
記
も
古
書
な
る
事
は
疑
な
く
思
は
る
ゝ
を
、
近
き
頃
古
学
す
る
人
、
一
わ
た
り
見
過
し
て
や
有
け
む
。
古
の
令
式
に
符
は
ず
、
今
に
聞
ゆ
る
事
も
無
け
れ
ば
、
あ
ら
ぬ
偽
書
な
り
と
て
採
も
見
ぬ
と
か
。〔
民
部
省
図
帳
の
残
篇
も
。〕
其
は
彼
令
式
書
に
の
み
泥
み
た
る
偏
見
な
り
。
斯
ば
か
り
に
も
偽
書
作
さ
む
と
せ
ば
、
出
雲
豊
後
の
古
き
風
土
記
な
ど
は
、
既
く
よ
り
世
に
伝
は
り
た
れ
ば
、
其
等
に
似
せ
て
作
る
べ
く
、
ま
た
令
式
に
も
打
合
せ
、
物
に
広
く
見
え
た
る
地
名
神
社
な
ど
を
書
記
し
、
都
て
正
史
に
見
え
た
る
事
実
を
こ
そ
記
す
べ
け
れ
。
然
有
ぬ
を
も
て
も
、
中
々
に
偽
書
な
ら
ぬ
一
の
証
と
は
為
べ
き
な
り
。〔
俗
に
国
名
風
土
記
と
て
、国
名
の
所
由
の
み
を
仮
字
に
て
書
た
る
物
あ
り
。
ま
た
其
を
真
字
に
て
書
た
る
も
あ
り
。
仮
字
な
る
ぞ
元
書
と
見
え
た
る
。
さ
て
此
書
む
げ
に
近
き
世
に
書
た
る
物
な
ら
ず
、
卜
部
家
よ
り
出
た
る
も
の
な
り
と
見
ゆ
る
事
あ
り
。
中
に
は
、
古
書
に
現
に
記
せ
る
古
伝
を
と
り
て
書
た
る
も
有
れ
ど
、
す
べ
て
は
国
名
の
由
緒
を
、
作
者
の
私
の
お
し
あ
て
に
考
た
る
物
に
し
て
、
古
に
叶
は
ぬ
物
な
り
。〕 
（
二
七
一
頁
二
行
目
～
同
一
三
行
目
） 
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ま
た
彼
惣
国
風
土
記
い
た
ぐ
ひ
て
元
亨
二
年
十．
二．
月
下
吏
日
下
民
部
省
〔
史
生
源
忠
勝
史
生
秦
行
宗
〕
と
あ
る
図
帳
の
残
篇
九
国
ば
か
り
の
少
づ
つ
存
り
て
其
記
ざ
ま
惣
国
風
土
記
に
似
て
見
ゆ
れ
ば
同
じ
物
な
ら
む
か
と
思
は
る
ゝ
事
の
有
て
、
同
国
郡
な
る
所
の
あ
る
に
引
合
せ
て
読
試
る
に
合
へ
る
も
違
へ
る
も
あ
れ
ど
こ
れ
も
惣
国
と
同
趣
に
も
あ
ら
ざ
る
を
是
も
前
に
は
ま
ど
ひ
た
り
き
此
等
の
図
帳
を
も
似
閑
が
萬
葉
緯
に
集
載
て
、 
（
二
八
三
頁
上
段
一
六
行
目
～
同
頁
下
段
四
行
目
） 
 
序
に
図
帳
之
内
至
鳥
羽
後
鳥
羽
両
代
之
事
則
非
古
代
之
図
帳
明
矣
と
云
る
は
な
ほ
ま
ど
へ
る
な
り
、
さ
て
ま
こ
と
の
民
部
省
図
帳
は
い
か
な
る
体
裁
な
る
も
の
な
る
に
か
其
残
篇
は
さ
ら
な
り
書
ど
も
に
引
載
た
る
文
を
だ
に
い
ま
だ
見
あ
た
ら
ず
、 
（
二
八
三
頁
下
段
四
行
目
～
同
八
行
目
） 
        
元
亨
二
年
十．
月
下
二
民
部
省
一
と
あ
る
図
帳
の
残
篇
、
九
国
ば
か
り
の
少
づ
つ
存
り
て
、
其
記
ざ
ま
惣
国
風
土
記
に
似
て
見
ゆ
れ
ば
、
若
く
は
同
じ
物
な
ら
む
か
と
思
は
る
ゝ
事
の
有
て
、
同
国
郡
な
る
所
の
あ
る
に
引
合
せ
、
読
試
る
に
同
じ
伝
の
符
る
も
あ
り
。
ま
た
甚
く
違
へ
る
事
も
あ
り
て
、
素
よ
り
異
書
な
り
。 
（
二
六
七
頁
一
四
行
目
～
二
六
八
頁
二
行
目
） 
  
ま
た
後
な
る
図
帳
と
云
る
は
、
い
は
ゆ
る
元
亨
二
年
の
な
る
べ
し
。
此
は
既
に
今
井
似
閑
が
、
此
等
の
図
帳
を
集
め
て
其
序
に
、
図
帳
之
内
至
二
鳥
羽
後
鳥
羽
両
代
之
事
一
則
、
非
二
古
代
之
図
帳
一
明
矣
と
云
る
が
如
し
。 
（
二
六
九
頁
一
行
目
～
同
三
行
目
） 
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又
そ
の
図
帳
と
い
ふ
名
も
令
式
な
ど
に
も
見
及
ば
ず
又
い
づ
れ
の
御
世
に
い
で
き
始
た
る
に
や
そ
れ
も
考
へ
ざ
れ
ど
、
書
紀
孝
徳
巻
大
化
二
年
八
月
の
下
に
、
宜
観
国
々
塸
堺
或
書
或
図
、
持
来
奉
示
、
国
県
之
名
来
時
将
定
、
職
員
令
民
部
省
の
職
掌
に
、
道
橋
津
済
渠
池
山
川
薮
沢
と
あ
る
う
ぃ
義
解
に
唯
拠
地
図
知
其
形
界
至
於
検
勘
不
更
関
渉
也
な
ど
見
え
た
る
ぞ
図
帳
の
原
始
成
べ
く
、
続
紀
天
平
十
年
八
月
辛
卯
令
天
下
諸
国
造
国
郡
図
進
と
見
え
続
紀
延
暦
十
五
年
八
月
己
卯
勅
、
諸
国
地
図
事
蹟
疎
略
加
以
年
序
已
久
□
字
闕
逸
宜
更
令
作
之
な
ど
見
え
た
る
は
其
図
を
正
し
改
さ
せ
た
ま
へ
る
な
る
べ
し
、 
（
二
八
三
頁
下
段
八
行
目
～
同
一
八
行
目
） 
            
さ
て
民
部
省
図
帳
に
も
古
な
る
と
後
な
る
と
有
け
る
な
る
べ
し
。
其
古
な
り
は
い
つ
の
頃
に
出
来
始
た
る
に
や
考
へ
ざ
れ
ど
、
孝
徳
天
皇
紀
大
化
二
年
八
月
の
下
に
、
宜
下
観
二
国
々
塸
堺
一
或
書
或
図
埼
来
奉
上
レ
示
。
国
県
之
名
来
時
将
レ
定
云
々
。
聖
武
天
皇
紀
天
平
十
年
八
月
の
下
に
、
令
下
天
下
諸
国
、
造
二
国
郡
図
一
進
上
と
見
え
、
桓
武
天
皇
紀
延
暦
十
五
年
の
下
に
、
八
月
己
卯
是
日
勅
諸
国
地
図
事
蹟
踈
略
加
以
二
年
序
已
久
□
字
闕
逸
一
宜
二
更
令
一
レ
作
レ
之
な
ど
見
え
た
る
は
、
図
帳
の
原
始
な
る
べ
く 
（
二
六
八
頁
二
行
目
～
同
七
行
目
） 
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さ
て
其
図
帳
の
事
の
古
く
物
に
あ
た
り
た
る
は
東
寺
に
蔵
た
る
古
文
書
の
中
に
、
延
喜
十
五
年
十
月
廿
二
日
丹
波
国
牒
東
寺
伝
法
供
家
多
紀
郡
大
山
庄
田
之
状
云
々
、
彼
庄
地
之
内
図
帳
注
公
田
七
坪
三
百
八
歩
十
九
坪
四
家
七
十
二
歩
之
外
依
レ
員
注
二
寺
田
一
已
了
、
無
レ
有
二
他
妨
一
云
々
と
書
て
、
守
源
朝
臣
を
始
め
介
掾
目
の
連
署
あ
り
当
時
既
に
図
帳
の
在
し
こ
と
知
ら
れ
た
り
、 
（
二
八
三
頁
下
段
一
八
行
目
～
二
八
四
頁
上
段
五
行
目
） 
               
…
東
寺
に
蔵
た
る
古
文
書
の
中
に
、
延
長
三
年
八
月
廿
五
日
伊
勢
大
神
宮
司
牒
二
東
寺
政
所
衙
一
云
々
。
去
承
和
年
中
、
以
二
寺
領
田
一
為
レ
成
二
円
田
壱
処
一
。
以
二
庄
外
勅
施
二
入
東
寺
五
十
二
箇
坪
坪
田
一
令 
レ
相
二
博
庄
内
公
田
一
云
々
と
あ
り
。
ま
た
延
喜
十
五
年
十
月
廿
二
日
、
丹
波
国
牒
二
東
寺
伝
法
供
家
一
。
多
紀
郡
大
山
庄
田
之
状
云
々
。
彼
庄
地
之
内
、
図
帳
注
公
田
七
坪
三
百
八
歩
、
十
九
坪
四
家
七
十
二
歩
之
外
、
依
レ
員
注
二
寺
田
一
已
了
。
無
レ
有
二
他
妨
一
云
々
と
書
て
、
守
源
朝
臣
を
始
め
、
介
掾
目
の
連
署
あ
り
。
こ
れ
承
和
延
喜
の
頃
よ
り
、
庄
内
に
公
田
あ
り
し
証
な
り
。
ま
た
若
狭
国
田
太
良
御
庄
注
進
。
元
亨
四
年
作
稲
検
見
目
録
事
。
合
二
公
田
拾
漆
町
弐
段
半
拾
歩
一
云
云
と
あ
る
な
ど
猶
多
し
。
ま
た
庄
内
よ
り
貢
物
を
奉
り
し
趣
を
記
せ
る
文
書
も
あ
り
。
此
外
論
ひ
弁
ふ
べ
き
事
も
少
か
ら
ね
ど
、
い
と
〳
〵
事
長
け
れ
ば
洩
し
つ
。
大
か
に
准
へ
て
知
べ
く
、
な
ほ
細
に
考
へ
な
ば
、
慥
し
き
証
の
い
く
ら
も
出
来
べ
け
れ
ど
、
然
ば
か
り
の
暇
な
け
れ
ば
さ
て
有
る
な
り
。
ま
た
仮
字
づ
か
ひ
の
正
し
か
ら
ぬ
が
を
り
〳
〵
あ
る
も
、
治
暦
の
頃
の
書
な
ら
む
に
は
然
あ
る
べ
き
な
り
。〕
さ
て
此
記
、
上
に
論
へ
る
如
き
状
に
て
出
来
た
る
べ
け
れ
ば
、
年
久
し
く
官
庫
に
蔵
り
て
、
か
つ
〴
〵
世
に
写
し
出
せ
る
も
、
秘
蔵
せ
る
か
ら
、
な
べ
て
世
に
は
知
ら
れ
ず
し
て
有
来
り
し
な
り
。 
（
二
六
四
頁
一
行
目
～
同
十
四
行
目
） 
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正
し
く
民
部
省
に
図
帳
の
在
し
事
は
、
玉
海
に
安
元
三
年
四
月
内
裏
焼
亡
の
条
に
、
民
部
省
図
帳
倉
不
焼
亡
と
見
え
、
職
原
抄
民
部
省
の
条
に
又
有
図
帳
国
郡
牓
示
載
以
明
白
謂
之
民
部
省
図
帳
、
百
錬
抄
に
嘉
禄
二
年
盗
人
切
穿
民
部
省
文
庫
盗
取
文
書
諸
国
図
帳
少
々
紛
失
と
見
え
、
又
延
応
二
年
四
月
廿
日
平
戸
記
に
、
参
大
殿
渡
御
摂
政
殿
云
々
仍
即
以
大
内
記
信
房
入
見
参
之
次
、
申
民
部
省
文
庫
破
壊
間
事
、
是
先
日
図
帳
可
湿
損
之
間
可
渡
外
記
文
殿
為
其
被
仰
之
故
也
、 
召
二
文
預
友
兼
一
相
尋
子
細
之
所
逐
年
破
壊
性
入
之
石
勿
論
及
五
月
雨
而
所
残
之
図
帳
、
雖
一
通
不
可
全
然
之
由
所
申
也
、
仍
申
件
事
也
、
仰
云
猶
被
仰
合
人
々
可
被
左
右
云
云
、
又
民
部
省
町
皆
以
為
権
門
押
領
之
間
逐
年
凌
夷
之
子
細
此
次
被
申
了
と
い
へ
る
事
見
え
た
り
、
二
条
良
基
公
の
足
利
義
満
公
に
撰
て
進
り
た
ま
へ
る
百
寮
訓
要
に
民
部
省
此
省
は
諸
国
の
事
を
司
る
な
り
、
国
々
の
年
貢
な
ど
も
此
省
に
て
沙
汰
し
け
る
也
、
民
部
省
図
帳
と
て
日
本
国
の
指
図
境
な
ど
を
定
た
る
文
の
数
百
巻
此
省
に
は
昔
よ
り
伝
は
り
て
日
本
国
の
重
宝
に
て
侍
り
し
な
り
、
近
頃
う
せ
て
侍
る
に
や
い
た
く
見
及
び
侍
ら
ず
諸
国
の
境
相
論
な
ど
の
時
は
此
図
帳
に
て
考
へ
ら
れ
し
か
ば
明
鏡
に
て
ぞ
侍
り
し
と
見
え
、
本
朝
書
籍
目
録
に
民
部
省
図
帳
と
載
た
る
は
巻
数
を
記
さ
ヾ
る
は
詳
な
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
、 
（
二
八
四
頁
上
段
五
行
目
～
同
頁
下
段
六
行
目
） 
   
正
し
く
民
部
省
に
図
帳
の
在
し
事
の
物
に
見
あ
た
り
た
る
は
、
玉
海
に
安
元
三
年
四
月
内
裏
焼
亡
の
条
に
、
民
部
省
図
帳
倉
不
二
焼
亡
一
と
見
え
、
職
原
抄
民
部
省
の
条
に
、
又
有
二
図
帳
一
国
郡
牓
示
載
以
明
白
。
謂
二
之
民
部
省
図
帳
一
云
々
。
百
錬
抄
に
、嘉
禄
二
年
盗
人
切
二
穿
民
部
省
文
庫
一
盗
二
取
文
書
一
。諸
国
図
帳
少
々
紛
失
と
見
え
、 
     
百
寮
訓
要
に
、
民
部
省
図
帳
と
て
、
日
本
国
の
指
図
境
な
ど
を
定
た
る
文
の
数
百
巻
、
此
省
に
は
昔
よ
り
伝
は
り
て
、
日
本
国
の
重
宝
に
て
侍
り
し
な
り
。
近
頃
う
せ
て
侍
る
に
や
見
及
び
侍
ら
ず
。
諸
国
の
境
相
論
な
ど
の
時
は
、
此
図
帳
に
て
考
へ
ら
れ
し
か
ば
、
明
鏡
に
て
ぞ
侍
り
し
と
見
え
、
本
朝
書
籍
目
録
に
、
民
部
省
図
帳
と
載
た
る
は
巻
数
を
記
さ
ず
。 
（
二
六
八
頁
九
行
目
～
二
六
九
頁
一
行
目
） 
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今
按
る
に
親
房
卿
の
職
原
抄
に
上
に
引
る
如
く
図
帳
の
事
記
さ
れ
た
る
は
旧
式
を
記
さ
れ
た
る
物
に
し
て
そ
の
か
み
図
帳
の
全
く
は
在
ざ
り
し
な
る
べ
し
、
其
は
同
ぬ
し
の
書
遺
し
給
へ
る
伊
勢
国
洞
津
の
考
書
に
安
濃
社
の
ほ
と
り
に
安
濃
塚
と
て
侍
り
是
は
国
の
図
帳
し
て
民
の
つ
か
さ
に
参
ら
せ
し
に
牓
示
の
塚
と
の
み
書
の
せ
ぬ
、
今
尋
る
に
其
形
ば
か
り
も
な
し
と
書
れ
た
る
は
古
の
図
帳
の
遺
れ
る
を
見
て
然
曰
へ
る
な
る
べ
く
ま
た
古
の
図
帳
に
在
し
所
の
当
時
廃
れ
た
り
し
事
を
も
証
す
べ
き
な
り
、
其
よ
り
後
に
は
上
に
引
た
る
百
寮
訓
要
に
図
帳
の
事
を
近
頃
は
失
て
侍
る
に
や
甚
く
見
及
は
べ
ら
ず
と
二
条
良
基
公
の
書
給
へ
る
は
当
時
は
や
く
図
帳
は
絶
た
り
し
に
こ
そ 
（
二
八
四
頁
下
段
六
行
目
～
同
一
七
行
目
） 
         
ま
た
同
元
亨
二
年
に
、
僧
師
錬
が
元
亨
釈
書
を
著
は
し
て
献
れ
る
も
、
事
異
な
が
ら
御
世
の
在
状
お
も
ひ
合
さ
る
ゝ
な
り
。
然
る
を
此
朝
に
奉
仕
ら
れ
し
、
源
親
房
卿
の
職
原
抄
に
、
上
に
引
る
如
く
、
図
帳
の
事
記
さ
れ
た
る
は
旧
式
を
記
さ
れ
た
る
物
に
し
て
、
真
古
の
図
帳
の
全
く
は
在
ざ
り
し
な
る
べ
し
。
其
は
同
朝
臣
の
顕
政
に
書
て
与
ら
れ
し
伊
勢
国
洞
津
の
考
書
に
、
安
濃
社
の
ほ
と
り
に
安
濃
塚
と
て
侍
り
。
是
は
国
の
図
帳
し
て
、
民
の
つ
か
さ
に
参
ら
せ
し
に
も
、
牓
示
の
塚
と
の
み
書
の
せ
ぬ
。
今
尋
る
に
、
其
形
ば
か
り
も
な
し
、
と
書
れ
た
る
は
、
古
の
図
帳
の
遺
れ
る
を
見
て
、
然
曰
へ
る
な
る
べ
く
、
ま
た
古
の
図
帳
に
在
し
所
の
当
時
廃
れ
た
り
し
事
を
も
証
す
べ
き
な
り
。
其
よ
り
稍
後
の
事
な
が
ら
、
上
に
引
た
る
百
寮
訓
要
に
、
図
帳
の
事
を
、
近
頃
は
失
て
侍
る
に
や
、
甚
く
見
及
は
べ
ら
ず
と
、
二
条
良
基
公
の
書
給
へ
る
は
、
古
の
図
帳
の
事
を
云
る
に
て
、
元
亨
の
は
世
に
偏
か
ら
ざ
り
け
む
事
、
惣
国
風
土
記
と
同
じ
趣
な
る
べ
し
。 
（
二
七
〇
頁
二
行
目
～
同
一
二
行
目
） 
巻 全集 頁 行 項目 国 条 注釈対象 風土記関係箇所 記述形態 備考
1 1 10 22 1～2 祈年祭 出雲
出雲国風土記に伊弉奈枳乃麻奈子坐熊野加武呂乃命と申せるなど、
御名を白す事を諱て然は申せるなり、
2 1 10 22 2～3 祈年祭 常陸
常陸国風土記に諸祖天神と書て、注に俗曰二賀美魯岐賀美魯味魯美
一と有り、然れば汎く男女の皇祖神を指すの称なり、
3 2 10 186 8～9 生島能御巫能辞 出雲 国引坐神
(出雲国風土記に、国引坐八束水臣津野命云々と有る、八束水臣津
野命は、出雲国日御前社記に、須佐之男命の亦名と為る、実に然る
言にてこの神と同神なり、…
注
4 2 10 187 1～3 生島能御巫能辞 出雲
然るを出雲国風土記に、伊弉奈枳乃麻奈子坐熊野加武呂乃命、五百
津鉏所取々而與下所レ造二天下一大穴持命二所大神上と見えたる如
く、熊野加武呂乃命は須佐之男神に坐し、二所大神は大穴命少彦名
命の二所に坐せり
5 2 10 189 8～10 生島能御巫能辞 出雲 国引 狭国
狭国の例は出雲風土記国引段に、八雲立出雲国者、狭布之堆国在哉
初国小所作故将二作縫一詔而云々、又神武天皇御紀に、妍哉乎国之
獲矣、雖二内木綿之真迮国一猶二如蜻蛉之臋咕一焉と詔給へるなど、
皆迮迫なる義なるに同じ、
6 3 10 277 1～3 辞別伊勢爾座 出雲 国引 狭国
但狭国者広久云々の詞上に有を以て按ふに、考の説の如く出雲国風
土記なる国引の文に初国小く作れりしを、佗国の国の餘有る処を三
自の綱打掛て縫足はし、作足はしゝ事有る例にて、国土経営の当昔
には何らも斯在る事の有る可ければ、其故事に本就て此譬は有るな
り、
7 4 10 331 10～11 水分坐皇神等 志摩 事代主神
志摩国風土記に、事代主神到二于伊勢島一而得レ鱸祭二天神地祇一因
其地曰二鱸薮一と見えたれば、事代主神子守神二柱を合せて栗島神
とは記せるなり、
8 4 10
340
341
14～15
1
水分坐皇神等 出雲 飯石郡 須佐之男命
出雲国風土記飯石郡の所に、須佐之男命坐至二坐須佐郷一、而此国
者雖二小国一国処也、故吾名者不レ著二木石一、詔而即鎮二置巳命之
御魂一而定給大須佐田、小須佐田矣、故云須佐即有二正倉一…
9 4 10 341 1～2 水分坐皇神等 出雲 島根郡 須佐之男命
…また島根郡の所に、須佐之男命詔二詔朝御餼勘養五贄組之処一而
定給之処云二朝酌郷一也と有り、
10 5 10 391 3～6 春日祭 常陸 香島郡
鹿島神
御鎮座の事
御鎮座事は、常陸国風土記香島郡の所に、天地草昧已前諸祖天神
（俗云賀味留岐賀味留美）会三集八百万神於二天之原一、時諸祖天
神告三云今我御孫命光二宅豊葦原水穂之国一、自二高天原一降来大
神名称二香島天之大神一、天則号二曰香島之宮一地則名二豊香島之
宮一、と見えたる如く、天上なる香島之宮は、大神の神積り坐す常
宮なるが、常陸の豊香島之宮は大神の御霊を留め鎮め給ふ宮処た
り、
11 5 10 391 12～14 春日祭 常陸 武甕槌神
鹿島としも称ふ由は師説に、風土記に武甕槌神を香島大神と称し、
其坐し処を香島之宮と号しを、此国にては豊香島宮と名くと云るを
思ふに疑無く、鹿を愛養ひ置給へる島なる故の名なり」と云れしは
信に然る可し、
12 5 10 391 14～15 春日祭 常陸
鹿島神の訓
み
然れども迦具志摩と訓れたるは如何有む、国造本紀に建借馬命と有
るを、風土記に建借間命と作たれば旧訓の如く迦志摩と訓むぞ宜し
在る可き、
13 5 10 395 4～5 春日祭 常陸
香取神宮の
摂社
尚常陸風土記に、行方郡自郡西北提賀里云々、其里北在香島神子之
社と有り、
14 5 10 415 4～6 春日祭 肥前 斎主神
肥前風土記に、三根郡有二神社一、名曰二物部経津主神一、嚢昔小
墾田宮御宇豊御食炊屋姫天皇令三来目皇子征二伐新羅一、于時皇子
奉レ勅到二於筑紫一、乃遣二物部若宮部一立二社於此村一鎮二祭其神
一、因曰二物部郷一、と有は此斎主神を祀れるなり、
15 5 10 440 2～3 春日祭 遠江
又此神の亦名を大宮比咩神と申す事は上に引る遠江国風土記と神代
紀に思兼神妹万幡豊秋津姫命と見え、…其大宮比咩神は、天鈿女命
同神たる由古史徴に記されたれど未其説を聞ず、
？
16 5 10 453 2～4 春日祭 遠江 糟垣
○今云此より加須我に糟垣の字をも書りと見えて、上に已に引たる
遠江風土記に敷智那郡岐佐岡神社俗号二岡糟垣一、所祭天児屋根大
宮比咩也、
注
17 5 10 453 4 春日祭 駿河 糟垣
また駿河風土記に安辨郡菅沼神社所祭糟垣大神也など有れば、正し
く春日に当る也）
注
18 5 10 465 8～9 春日祭 出雲
出雲風土記に、大神大穴持命御子云々爾時祖神御子乗レ船而率二巡
八十島一字良加志給云々と有を契沖説に、小児を翫ぶを手宇良加須
と云ふ此なりと云る如く、言義は情挙にて他念無く遊楽ひ給ふ事を
云るなり）
注
19 5 10 465 13～14 春日祭 丹後 薬
酒を薬と為るの事の此の古書に見えたるは、丹後風土記に、天女八
人降来云々、爰天女善為レ醸レ酒飲一盃吉万病除云々と有を以知る
可し、
20 5 10 466 2～5 春日祭 丹後 薬
又丹後風土記に、復至二竹野郡船木里奈具村一、即謂二村人等一、
云二此処我心奈具志久一乃留二居此村一云々と有て、注に古事平善者
云二奈具
志一と有れば久志は辞也、然れども此なる二の具志は薬にて正しく
物を差云るなり）
注
21 6 10 493 7～9 広瀬大忌祭 摂津 保食神
故神代紀にも古事記にも保食神（亦名大気都比売神）は所穀給へる
趣なるを摂津風土記には稲倉山昔止與■〈口＋宇〉可乃売命居二山
中一以盛レ飯因以為レ名又曰昔豊宇可乃売神常居二稲椋山一而為二膳
厨之処一後有事不レ可レ得レ已遂還二於丹波国比遅乃麻奈韋一と有を
思ふ可し、
22 6 10 528 15 広瀬大忌祭 出雲
出雲風土記に所二造天下一大神と有は神代より大国主神を然称申せり
しと通え、
23 6 10 557 1～4 広瀬大忌祭 常陸 視動
常陸風土記に自二高天之原一降来大神名、称二香島天之大神一、天
則号二曰香島之宮一、地則名二豊香島之宮一と有は、大地の運動有は
万有を茂生する甚美き事なるが故に、豊と冠らせたるにて、地動な
る時は天は静なり、地に実動有て人其を所思ざるが天地に往来坐す
神は、其視動実動共に明亮に知し召が故に此二を以て云ふ事多在
り、
24 9 11 87 1～4 大殿祭 出雲
予此考有て柱誉重に語けるに同人の云けるは、然らば古史百二十二
段に成文為られたる出雲風土記に、所三以号二楯縫一者神魂命詔
云々、天御量持而所レ造二天下一大神之宮造奉詔而御子天御烏命、
楯部為而天下給之と有る、天御烏命の烏は鳥字の誤にて、天御鳥命
ならむと思ゆ、
注
古史から孫引
き？
【附録二】鈴木重胤『延喜式祝詞講義』所引風土記一覧
【凡例】
一、この表は『鈴木重胤全集』第十～十二巻（鈴木重胤学徳顕揚会編、一九三七～一九四〇年）所収『延喜式祝詞講義』にみえる風土記関係の
　　記述を一覧化したものである。
一、巻・項目については『延喜式祝詞講義』、全集・頁・行については『鈴木重胤全集』にもとづく。
一、引用された風土記の本文は、ゴシックで示した。
25 9 11
102
103
14～15
1～4
大殿祭 出雲
意宇郡
拝志郷
棟梁
因に云此棟梁を御心之林と譬祝き給へる意は、出雲風土記意宇郡拝
志郷の條に、所レ造二天下一大神命将レ平二越八国一為而幸時、此処
樹林茂盛、爾時詔吾御心之波夜志詔、故云レ林（神亀三年改二字拝
志一）と有る如く物の茂く盛なるを林と云ふが、棟梁は柱桁などの
如く茂く有る物に非ず、譬へば物の樞杻と成れる処なるを以て、御
心之林とは祝給へるにて、御心之林とは博く宇宙の物事を智識て心
の栄と為す義なり、
26 9 11 106 1～2 大殿祭 駿河
駿河風土記に引る香具山日記には、同レ床共二大殿一氐麻志止云々
と見えたり、此に依れば書紀なるも拾遺なるも殿字を大殿と訓りし
なり、）
注
駿河風土記が
香具山日記を
引用か
27 9 11 123 4～6 大殿祭 豊後 和幣
豊後風土記に、速見郡木綿郷、此郷之中栲樹多生常取二栲皮一以造
二木綿一因曰二抽富郷一、又宝基本記にも謂下以二穀木一作中白和幣上
名二号木
綿一と有り、斯在ば白和幣は木綿の事、木綿は穀木皮以て織れる布
にて古は普く用たりし物也、
28 9 11 132 3～6 大殿祭 遠江
天鈿女命　　
大宮売命
其は巻五（春日祭條）に遠江風土記に、敷智郡岐佐岡神社俗号二岡
糟垣一所祭天児屋根大宮比咩也と有を引て云る如く、此神は所謂る
御戸開神と坐す栲幡千々姫命に坐て、天児屋命の后神と坐れば、其
妋神天児屋命の皇神の御中皇御孫命の御中執持て、茂槍の本末傾け
ず、中間ふる功徳を共しく成して仕奉られしなり、
29 9 11 133 10～12 大殿祭 丹後
大宮売命　　
造酒
丹後風土記に比沼山頂有レ井其名曰二魚井一、今既成レ沼此井天女
八人降来云々、爰天女善為二醸酒一飮二一坏一吉万病除レ之云々、
斯所謂竹野郡奈具社坐豊宇賀能売命是也と有れば、此なる大宮売命
と申すは豊宇賀能売命の造酒の事を掌坐す御名なり、
30 9 11 136 6～8 大殿祭 出雲 楯縫郡 造酒
(出雲風土記楯縫郡の條に、佐香郷郡家正東四里一百六十歩、佐香
河内百八十神等集坐御厨立給、而令レ醸レ酒給之、即百八十日喜讌
解散坐、故云二佐香一と有も、右の御厨を建たるに就ての寿触な
り、
注？
31 9 11
138
139
13～15
1
大殿祭 遠江 大宮比咩命
遠江風土記に岐佐岡神社俗号二岡糟垣一、所祭天児屋根大宮比咩也
と有るぞ天鈿女命の亦名なるにて、同名異神なるが、此彼考合する
に豊宇気毘売神の衣食住に幸ひ給ふ御霊屋作りの事の本を執せれ
ば、已に屋船命と申し其亦名を大宮売命と申して御殿の神に在せる
が、其御殿にて在る所の諸種の事業はしも幽より天鈿女命を賛け
て、又大宮比咩たる功用を令立給ふ所也、
32 9 11 141 9～11 大殿祭 駿河 殿
殿を意富登能と訓む証は、古語拾遺に大殿祭の大を省て殿祭と作
き、神代紀に同レ床共レ殿と有を、駿河風土記に引る香具山日記には
同床共大殿と有を此彼合せて知る可なり、
駿河風土記が
香具山日記を
引用か
33 10 11
237
238
12～15
1～7
六月晦大祓 備後 武塔神
備後風土記に、疫隅国社、昔北海坐志、武塔天神南海神之女子乎與
波比爾出坐爾日暮二彼所一、蘇民将来二人在伎、兄蘇民将来貧窮、
弟将来富饒、屋倉一百在伎、爰塔神借二宿処一、惜而不レ借、兄蘇
民将来借奉即以二粟柄一為レ坐、以二粟飯等一饗奉饗、々々畢出、
坐後爾経年率二八柱子一還来而詔久、我将奉（来カ）之為二報答一
曰、汝子孫其家爾在哉止、問給蘇民将来答申久、已女子與二斯（新
カ）婦一侍止申、即詔久以二茅
輪一令レ著二於腰上一、随詔令レ著即夜爾蘇民與二女人二人一乎置天、
皆悉許呂志保呂保志天伎、即詔久、吾者速須佐能雄能神也、後世仁
疫気在者汝蘇民将来之子孫止云天、以二茅輪一著二腰上一、詔随レ詔
令レ著、即在レ家人者将免止詔支と有る、此時に創れる事なるが、此
趣にては輪を越すには非らずして、腰に輪を著るぞ本旨なりける、
偖此は神名式なる備後国深津郡須佐能袁能神社の故事にして、北海
は出雲国を云ひ、武塔天神の塔は斎宮寮式に塔称二阿良良岐一と有れ
ば、武荒然と申す亦名なりけり、（但此は釈紀七及古事記裏書に引
く所を以て校して引り、尚日本紀纂疏にも備後風土記武塔神乃進雄
神之別号其祠今見二在備後州一曰二疫隅社一と見え、神代口訣にも備
後国風土記北海武塔神通二南海龍女一矣在二深津郡一須佐能袁能神
社也有下宿借二蘇民将来一之事上と見えたり）
注
34 10 11 245 12～13 六月晦大祓 出雲 沐浴
出雲風土記に、御身沐浴坐と有るは、禊祓の事なるに思合す可し、
然れば上に取二咎於神祇一耶と有るも殊に由有り、
35 10 11 289 12～14 六月晦大祓 日向 日高見之国
（日向風土記に宮崎郡高日村、昔者自レ天降神以二御剣柄一置二於
此
地一、因曰二剣柄村一、後人故曰二高日村一と有れど、木より高日と
云ふ所有て、其所に剣柄を忘れたる故事も有りけむが一に成れるな
り、高日も日高も同じ事なるを思ふ可し、）
注
36 10 11 291 5～7 六月晦大祓 常陸 日高見之国
常陸風土記に、信太郡、古老曰難波長柄豊前大宮馭宇天皇之世
云々、分二茨城郡七百戸一置二信太郡一、此地本日高見国也、と有
は地形に依て日高見国と云るに非ず、地名なれど元来地形に依て号
る所なる可し
37 10 11 291 8～9 六月晦大祓 豊後 日高見之国
又豊後国の郡名日高は比多と和名抄に見ゆ、風土記には日田と有
り、是に因て思へば飛騨国も日高国かと云はれたるは然る言也、
38 10 11 365 2～3 六月晦大祓 伊勢 伊夫加斯
伊勢風土記に、悪神伊不加理氐人民亡火気発起而天下不レ安など有
るも、欝悒しく明かならざる由也、
39 10 11 387 10～11 六月晦大祓 肥前 佐賀郡
神名帳頭注に、肥前風土記を引て、人皇卅代欽明天皇廿五年甲午冬
十一月甲子、肥前国佐賀郡與止姫神有二鎮座一一名豊姫と有て、…
？
40 10 11 399 2 六月晦大祓 出雲 隅
（隅を須と云へるは、天日隅宮を出雲風土記に天日栖宮と作る例な
り）
注
41 11 11 449 11～12 鎮火祭 出雲 粟島
出雲風土記に島根郡粟島周二百八十歩高一十丈と見え、粟島と云名
計りは意宇郡出雲郡にも有り、
42 11 11 449 12 鎮火祭 伯耆 粟島 又伯耆風土記に会見郡粟島有り
43 11 11 465 13～14 鎮火祭 伊賀 金山彦
伊賀風土記に敢国神社所祭少彦名與金山彦也と見ゆ、（但此に就て
土金の伝など云ふ事も有るなるは皆後世の杜撰也、）
44 11 11 505 8～11 鎮火祭 常陸
若て常陸風土記に天地権輿草木言語之時、自天降来神名称二普都大
神一、巡二行葦原中津国一、和二平山河荒梗之類一、大神化導已畢
心二存帰一レ天、即時随レ身厳杖（俗曰伊川乃川恵）甲戈楯剣及所
執玉珪悉皆脱履留二置茲地一、即乗二白雲一還二昇蒼天一、と有るは
此方にて用給ふ所の調度等の形体を茲地に遺給ひ、其霊容を携て天
に上坐るなるが、此厳杖（俗曰伊川乃川恵）を云者は正しく平国の
広矛ならむと所思たり、（…
45 11 11 508 11～13 鎮火祭 出雲 黄泉門
然れば其千引石を以て塞給へる黄泉門は、出雲国の伊賦夜坂とは伝
たれども其所在は神の幽して見せ給はざるなれば深く索む可きに非
ず、所以に風土記にも出雲国意宇郡に伊布夜社を載たれども、其平
坂の事など無きは已く神世より幽に入れるが故なり、
46 11 11 508 15 鎮火祭 出雲 黄泉門
偖又風土記出雲郡宇賀郷の下に出たる、黄泉の穴は右なるとは異な
り思ひ混ふ可きに非ず、）
注
47 11 11 512 7～8 鎮火祭 出雲 都伎多都
然るを後に校訂されたる古訓古事記には、都伎多都琉と訓れたれは
其頃に至て伝の説を改られたる事著し、出雲風土記に意宇杜而御杖
衝立なども有りて、自為る事に云るは此例と同じき者なり、）
注
48 12 11 569 6～7 大嘗祭 常陸 新嘗
常陸風土記には福慈神筑波神の新嘗為給ふこと見えたるなど、天皇
の御事に局れる称ならぬ思ふ可き者なり）
注
49 12 11 569 13～15 大嘗祭 常陸 新嘗
○今云常陸風土記に福慈神筑波神の御祖神の国巡給ふ時に、福慈神
に宿を乞給へるに今夕は新嘗の由を申給ひて宿し奉らざりしかば、
筑波神の許に往坐しけるに今夕は新嘗の節なりと雖も、他人こそは
有め御祖神の来坐るを何てか宿し奉らざらむと申て宿奉れりし状を
以て、其斎慎める事共の大凡ならぬ趣見えたり）
注
50 13 12 14 2～4
伊勢太神宮
二月祈年
六月十二月月次
祭
伊勢 宇治
神名秘書に載る風土記に、宇治郷者伊勢国度会郡宇治村五十鈴川神
造二作宮社一奉レ斎二太神一、是因以二宇治郷一為二内郷一也、今以二
宇治二字一為二郷名一以為レ名と有り、此い因れば太神を斎奉れるに
就て内郷と為る由なれども、予が思ふには廻りを山以て取繞て其中
に隠れる墺区を云なる可し、
神名秘書所引
51 13 12 28 6
伊勢太神宮
二月祈年
六月十二月月次
祭
摂津 治・沼
古事記裏書に引る摂津風土記に、比遅乃麻奈韋と有れば治の方に定
む可なり、
古事記裏書所
引
52 13 12 43 13～15
伊勢太神宮
豊受宮同祭
摂津 保食神
古事記裏書に引る摂津風土記に、昔豊宇可乃売神宮常居二稲椋山一
而為二膳厨之処一、後有レ事不レ可レ已遂還二於丹波国比遅乃麻奈韋
一と有るは、諦しく此時の事なる可く思ゆるに、…
古事記裏書所
引
53 13 12 52 11～15
伊勢太神宮
豊受宮同祭
丹後 吉佐宮 酒殿神
此大神を酒殿神と申せり、倭姫命世記を始神宮の書共に、酒殿神件
神者和久産巣日神子豊宇賀能神霊石坐亦酒造天之甕一口大神霊器以
敬拝祭也、古語吉祥甕腹満甘露酒名曰二神酒一献二三節祭一也、亦甕
名二賀多普器一と有て、此次に丹後風土記を引り、其は下に云べし、
偖已にも引る同書丹波国吉佐宮の條に、和久産巣日神之子豊宇可能
売命（船稲霊神也）生二五
穀一而善醸レ酒奉二御饗一と有は、此神の天より天降来坐して御饗を
奉らせ給ふなるが、此に依て思ふに此酒を醸事は、此国土にて豊受
大神の事始させ給へるを、天上に昇坐て後に天宮にて供奉らせ給へ
るなり、
孫引きか
54 13 12
53
54
　7～15
1～4
伊勢太神宮
豊受宮同祭
丹後 酒を醸事
丹後風土記に、比沼山頂有レ井、其名曰二魚井一、今既成レ沼此井
天女八人降来浴レ水、于時有二老夫婦一、名曰二和奈佐老夫和奈佐
老婦一、此老等至二此井一、而窃取二蔵天女一人之衣裳一、即有二衣
裳一者皆飛上、于時無二衣裳一女娘一人即身隠レ水而独愧居、爰老
夫謂二天女一曰吾無
レ児請夫女娘汝為レ児、天女答曰妾独留二人間一何敢不レ従、請許二
衣
裳一、老夫曰云々、遂許即相副而経レ宅相住十餘歳、爰天女善為レ
醸
レ酒飲一盃吉万病除レ之、于時其家豊而土形富故云二土形里一
云々、後老夫婦等謂二天女一曰汝非二吾児一、暫借住耳宜二早出去
一、於レ是天女仰レ天哭慟俯レ地哀吟、即謂二老夫婦一曰、妾非下以
二私意一来上是老夫婦所レ願何発二厭悪之心一、忽存二出去之痛一、
老夫増発レ瞋願レ去、天女流レ涙微退二門外一謂二郷人一曰、久沈二
人間一不レ得レ還レ天、復無二親故一不レ知二由所一レ居吾何也、吾何
也哉、拭レ涙嗟歎仰レ天歌曰、阿麻能波良、布理佐介美礼婆、加須
美多智、伊幣治麻土比天、由久幣志良須母、遂退去至二荒塩村一、
即謂二村人等一云思二老夫老婦之意一、我意無レ異、亦至二丹波里哭
木村一、拠二槻木一而哭故木云二哭木村一、復至二竹野郡船木里奈具
村一、即謂二村人等一云二此処我心奈具志久一、乃留二居此村一斯所
レ謂竹野郡奈具社坐豊宇賀能売命是也、とあるは全く信難き事なが
ら、此大神の御徳の未全く斎給はざりし程には斯りし事も有しなり
けり、大国主神の未稚く御在し間八十神の為に甚く窘られ給ひ、又
其禍事に依て終には御名に負せる如く国土経営の尊き貴き御徳を成
し給へる思合せて、此風土記の状も実に然る可くこそ所思るなり、
55 13 12 54 5～7
伊勢太神宮
豊受宮同祭
丹後
豊受大神の
鎮座地
（但風土記に、其家豊而土形富故曰二土形里一此自二中間一至二于今
時一曰二比沼里一と有は、如何なる事なり、此は此比沼麻奈韋神社の
立せ給へる其地を土形里と云より後人の附会せる也、比沼は比治な
る可き事已に云りき）
注
56 13 12 54 7～11
伊勢太神宮
豊受宮同祭
丹後 和奈佐夫婦
但古事記に粟国謂二大宜都比売一と有る、其は豊宇気毘売神の御名な
るを以思ふに、彼国は其神の生坐し地なる故に、其神の御名を以て
国名とは成せりし者なり、然るに神名式に阿波国那賀郡和奈佐意富
曽神社有り、此を拠て為て攷るに、彼国に在しゝ間に斯る事の有て
後に丹後国に移坐し、其より摂津国稲椋山には至坐けむと所思た
り、然も有ば彼風土記の和奈佐夫婦の事は阿波国にて在し事なりけ
り、
57 13 12 54 11～14
伊勢太神宮
豊受宮同祭
丹後
豊宇気毘売
大神
其社に隣りて宇奈為神社有も、未豊宇気毘売神の少女に在し程の事
に由有て聞えたるをや（同国美馬郡波爾移麻比弥神社有るも御祖母
の由なり、又伊射奈美神社、天椅立神社など有をも思合す可し、今
も那賀郡に大宜山と云有り、大宜都比売神社有り、式には載られざ
れども其社の神体は飯匕を持る女神の左衽なる古き木像なる有は大
に拠有なり）但右の事は、風土記に就て云へるなるが、…
58 13 12 60 11～13
伊勢太神宮
豊受宮同祭
山城
山城風土記には、天照高美牟須比命と見え、天照御門神、天照御魂
神、天照麻羅建雄神、天照高日女神など、古書に所たる皆皇太神を
申奉るには非ず、
59 13 12 76 12～13 四月神衣祭 伊勢 多気郡
風土記に難波長柄豊崎宮御宇天皇丙午竹連磯部直二氏建二此郡一焉
と有り、此は孝徳天皇御世の事なり
60 13 12 77 8～9 四月神衣祭 伊勢 機殿
（風土記に、機殿号二八尋之機屋一、倭姫命奉レ斎二大神一日作立也
と見ゆ）
注
61 13 12 117 4～6 六月月次祭 出雲 興玉
出雲風土記に、所レ造二天下一大神大穴持命云々、但八雲立出雲国
者我静坐国青山廻賜而玉珍置賜而守と有る玉珍は借字にて霊の事な
れば、此の興玉の意も此を以て解べきなり、
62 14 12 356 4～6 遷却崇神祭 山城 日子・御子
○今云山城風土記なる彼丹塗矢の化て成れる神の子を片山日子神と
云るを、神名式に山城国愛宕郡片山御子神社と有も此の例なり、同
式に備前国邑久郡片山日子神社有て、赤坂郡に鴨神社四座と有を合
考ふるに日子と御子と同じ）
注
63 14 12 356 13～14 遷却崇神祭 出雲 楯縫郡
出雲風土記楯縫郡の條に、神名樋山云々古老伝曰、阿遅須枳高日子
命之后、天御梶日女命来二坐多吉村一云々と見えたるも、其同神な
る可く所思ゆ、
注
64 14 12 359 3～4 遷却崇神祭 摂津 難波高津
津国風土記に難波高津は天稚彦が天降し時属て下れる神天探女磐舟
に乗て此に至る、天磐舟の泊る故に高津と号云々と云り、
65 14 12
398
399
　　　
15
1～2
遣唐使時奉幣詞 播磨 天之日矛
播磨風土記に天日槍命従二韓国一度来到二於宇頭河底一、而乞二宿処
於葦原志挙乎命一云々、即許二海中一と有も、又其国中の塞給ひし
故に、終に葦原志挙乎命の其辺に鎮座す社に乞て此国に入しなり、
66 14 12 401 8～11 遣唐使時奉幣詞 摂津 住吉
摂津風土記に所三以称二住吉一者、昔息長足比売天皇世住吉大神現
出而巡二行天下一覔二可レ住国一時、到二於沼名椋之長岡之前一（前
者今神宮南辺是其地）乃謂斯実可レ住之国、遂讃称之云二真住吉国
一、乃是定二神社一今俗略レ之直称二須美乃叡一と有り」と云れたる
が如し、但当時真住吉国と云しは兎原郡住吉郷の事なりしを、後に
住吉郡なる今地に移奉れるより其地名を移されたる事下に云へる如
し…
67 15 12 416 4～6 出雲国造神賀詞 出雲
楯縫郡
楯縫郷
皇御孫の天
降
（出雲風土記楯縫郡楯縫郷の所に、所三以号二楯縫一者神魂命詔
云、十足天日栖宮之縦横御量千尋栲縄持而百結々八十結々下而、
此天御量持而所レ造二天下一大神之宮造奉詔而、御子天御鳥命楯部
為而天降下給之、爾時退下来坐而大神宮御装束楯造始給所是也
云々と有も、大神の宮造は天より神を降して令作給へるなり、
注
68 15 12 416 6～9 出雲国造神賀詞 出雲
出雲郡
杵築郷
皇御孫の天
降
又同記出雲郡杵築郷の所に所レ造二天下一大神之宮将レ奉、與二諸皇
神
等一参二集宮処一杵築故云二寸付一と有る皇神等も、天より下して宮
造ら令給ふ神等に坐り、其は大国主命を始て其御子神等共に幽冥に
入給ふ後なるを以知べし、偖其神等に杵築宮より天に復り参上り給
ひし事云も更なり、）
注
69 15 12 448 3～4 出雲国造神賀詞 出雲 須賀宮
風土記に大原郡須賀社不レ在二神祇官一と見えたるを思ふ可し、此
を近世在二杵築大社後八雲山麓一など云へるは無稽の妄説なり、又
大原郡に御室山神須佐乃乎命御室令造給所レ宿故云二御室位置と有も
須賀宮に依れる也、記伝見る可し、）
注
70 15 12 448 5～6 出雲国造神賀詞 出雲 出雲の国号
然るに出雲風土記に所三以号二出雲一者、八束水臣津野命詔二八雲
立之語一之故云二八雲立出雲国一也と有時は其源二有るに似たり、
71 15 12 448 6 出雲国造神賀詞 出雲 出雲の国号
又風土記和名抄共に出雲国出雲郡出雲郷有れば、此出雲と彼の出雲
と名義異なるが如しと雖も然に非ず、
72 15 12 448 11～13 出雲国造神賀詞 出雲 出雲の国号
偖右の風土記の義は須佐之男命の前に、夜久毛多都伊豆家夜幣賀岐
と御歌はしゝの事の名高く有りしを、其大神の後に思ほし出し給ひ
て其事を其地に在し詔給ひし故に、其郷名と為り郡名と為り終に国
号とさへ成れるなり、
73 15 12 449 4～5 出雲国造神賀詞 出雲 青垣山
出雲風土記に八十神者不レ置二青垣山裏一詔而云々と有は、青山の
周れる中なる国秀の美地を青垣山裏と云て此に同じ、
74 15 12 449 7～10 出雲国造神賀詞 出雲
意宇郡
母理郷
青垣山
又出雲風土記意宇郡母理郷の処に、所レ造二天下一大神大穴持命越
八国平賜而還坐時、来二坐長江山一而語我造坐而令国者皇御孫命平
世所レ知依レ奉、但八雲立出雲国者我静坐国、青垣山廻賜而玉珍置
賜而守詔故云二文理一（神亀三年字改二母理一）と見えたり、此に
依れば大穴持命の静坐む料に出雲国は青垣山廻らして作賜へるに
て、此詞に出雲国青垣山内と有に克協へり、
75 15 12 450 3～7 出雲国造神賀詞 出雲 杵築
下津石根爾宮柱太敷立氐、高天原爾千木高知坐須は、考に熊野大神と
大穴持命と二神の宮を云へり」と有る然る可し、偖此二宮の中に熊
野は実に青垣山内と云べき地形なるを、杵築は後釈に、古事記に於
二多藝志之小浜一造二天之御舎一と有る宮なる可ければ、海辺に近く
て青垣山内とは云難き地ならむか、風土記には御崎山の西麓なる由
見えたり」と云れたる如くなれ共、国造の其宮に向ひて申す詞なら
ず、其斎為る斎館に一年招奉れりし云々の状を述るなれば、此彼を
兼て大凡に云へる者なり
76 15 12 450 9～11 出雲国造神賀詞 出雲
伊射那伎乃
日真名子
伊射名伎乃日真名子は、伊邪那岐大御神の貴御子と申さむが如し、
出雲風土記に伊弉奈枳乃麻奈子坐熊野加武呂乃命と有を、後釈に須
佐之男命なりと有は寔に謂れたる説なりけり（其は其下文に五百津
鉏所二取々一而與下所レ造二天下一大穴持命上云々と有を以知可し、大
穴持命に神鉏を授け與給ふ神は此神を除て何か有む、猶此下に云を
見る可し、）
77 15 12 451 5～7 出雲国造神賀詞 出雲 加夫呂伎
加夫呂伎は後釈に神祖なり、須佐之男大神は大穴持命の祖神に坐が
故に、出雲国にては殊に如此申す也」と云れたる如く、已に引る風
土記に唯に熊野加武呂乃命と見え、長寛勘文に引る初天地本紀に、
熊野大御神加夫里支名久志弥居怒命とも有て、其御名を申さゞるも
其御名の上に冠らすも共に大穴持命の祖神に坐故なり、
78 15 12 451 13～15 出雲国造神賀詞 出雲
島根郡
朝酌郷
（注）
熊野大神
熊野大神は、神名式に意宇郡熊野坐神社（名神大）と見え、風土記
にも熊野大神と載せ、熊野山郡家正南一十八里（有二檜檀一也、所
謂熊野大神之社坐）と記せる是なり（同記島根郡朝酌郷の條に熊野
大神命と有り、此は地名を以て神の御名に称奉れるにて、熱田大神
石上大神など申さむが如し）
79 15 12 460 11～13 出雲国造神賀詞 出雲 安来郷
出雲風土記（安来郷條）に神須佐乃乎命天壁立廻坐之爾時、来二坐
此
処一而詔吾御心者安平成詔故云二安来一と有も同じ意味の御言な
り、此を以て其美好しき御心を想像り奉る可し、
80 15 12
460
461
14～15
1～7
出雲国造神賀詞 出雲 国引
此より御父大神の事依し奉らせ給ふ天下を治給ふ可く思ほし成て、
須賀宮に留まらせ給ひ間も無して国引の御功を立給ひて其を作固め
給ひ、其御事は御子大国主神に授け任ね給へる事已に引る風土記
に、伊弉奈枳乃麻奈子坐熊野加武呂乃命、五百津鉏神鉏所二取々一
而與下所レ造二天下一大穴持命二所大神上と有を以て知られたり、但
此二所大神とは少彦名命を合せたる御言と聞えたり、又御子神等を
数多に生給ひ国土人民の為に各自の功徳を令立給ひて、先に天照太
御神の天上にて事始め給へる食衣宅の事に殊に御心を尽し給ひ殊に
其道を弘定め給へり、（国引の故事は出雲国耳の事と思ふは心狭
し、風土記に国引坐八束水臣津野命と有て、已に其神の御名なる上
は在ゆる国々を引来縫して、国形と成給へるが故なり、其が中に出
雲国のは即彼国記に遺り伝はるにそは有りけれ、他国と雖も各然有
りつるが伝説の亡びたるなンめり、甚惜しき事ながら国引坐神と申
の伝への存れりこそ天下の幸には有けれ、）
注にも風土記
の名があり
81 15 12 461 7～12 出雲国造神賀詞 出雲
須佐之男
大神の食物
に功しみ給
ふ証
此大神の食物に功しみ給ふ証は、風土記に須佐郷神須佐能袁命詔、
此国者雖二小国一国処在故我御名者非レ着二木石一詔而、即己命之
御魂鎮置給之処、然即大須佐田小須佐田定給故云二須佐一有二正倉
一と見え、又朝酌郷熊野大神命詔朝御餼勘養五贄組之処定給と有
る、此一二事を以ても食物の事に労かせ給ふ事知られ、又后神を稲
田媛と申し其父母に稲田宮主神と云号を給へるにて著明きを、猶其
御業を令継給はむと為て娶二大山津神之女名神犬市比売一生二子大年
神一次宇迦之御魂神と古事記に見えたる、此は保食神の稲穀を天に
て太御神の農作らせ給へるを害ひ給へるを此国にて償給へるなり、
82 15 12
461
462
14～15
1
出雲国造神賀詞 出雲 大原郡 衣服
又衣服の事に御霊を幸はへ給ふ事は、風土記（大原郡條）に高麻山
古老伝云、神須佐能袁命御子青幡佐草■〈目＋古〉命是山上麻蒔
初故二高麻山一と有る、此麻は天にて青和幣白和幣有しを、此国に
て蒔初給へるは衣服の料なる事云も更なり、
83 15 12
463
464
15
1
出雲国造神賀詞 出雲 国作坐志
国作坐志は杵築大神の御事なり、下に国作之大神と見えたり、神代
紀に国作大巳貴神と有るを、出雲風土記に所レ造二天下一大神大穴持
命とも、所レ造二天下一大穴持命とも又省きては所レ造二天下一大神
と耳記せり、
84 15 12 467 7～9 出雲国造神賀詞 出雲 大穴
偖大穴と作るは此記を始と為て万葉七（廿三丁）に大穴道、出雲神
賀詞又神名帳又出雲風土記等に大穴持、姓氏録に大穴牟遅命など有
り、是等も皆於富那と訓べき証は、和名抄に信濃国埴科郡郷名の大
穴を於保奈と記せる是なり、
85 15 12 469 4～7 出雲国造神賀詞 出雲 大穴持命
然れば大穴持命と申奉らむぞ主張たる此大神の御名には坐ける、古
事記に御父大神の御命に為二大国主神一と有れば、打任せて其御名の
主たるが如く思ゆれ共、此詞及び神名式共に大穴持命と被載又出雲
風土記などにも大穴持命と耳記せるは、此は殊に其御行事に依て称
へ負せ奉れるなれば、此大穴持命と申すなむ主たる御名なる可き、
86 15 12 469 10～13 出雲国造神賀詞 出雲 二柱神乎始天
二柱神乎始天は、右の熊野杵築両神宮を始と為てなり、神名式に出
雲国意宇郡熊野坐神社（名神大）出雲郡杵築大社（名神大）と見
え、風土記には熊野大社杵築大社と有て、城内の神社三百九十九所
の最首として甚も尊く竝無き大神宮なるが、中にも殊に熊野は神祇
令義解にも出雲国造斎神と有て、凡て正史に熊野は先、杵築は後に
挙げられ、勲位も杵築よりは一等進み給へるを何時の乱世よりか斯
有初けむ、
87 15 12 480 10～11 出雲国造神賀詞 出雲 高天能神王
出雲風土記に御祖神魂命と有などは其御末の神に対へて祖と云るな
れば上の例なり、
88 15 12 484 8～10 出雲国造神賀詞 出雲 天穂日命
偖天穂日命は天より此国に降著て大国主命を和し鎮給へれば、此神
の事跡なむ多く在る可を、風土記に一だに載ざるが此国にての更名
を以て記せるなり、
89 15 12 484 10～11 出雲国造神賀詞 出雲
出雲郡
伊努郷
天穂日命
同記（出雲郡伊努郷ノ條）に国引坐意美豆努命御子赤衾伊努意保須
美比古佐倭気命、と有る赤衾は発語にて伊努へ係れるなり、意保須
美は熊野大隅の大隅と同じければ別神には非る也、
90 15 12 485 10～12 出雲国造神賀詞 出雲
秋鹿郡
伊農郷
伊怒比売の
御母
偖其伊怒比売の御母を索るに、風土記（秋鹿郡伊農郷條）に出雲郡
伊農郷坐赤衾伊農意保須美比古佐和気命之后天甕津日女命云々と
有るにて著きを、亦名は神名式に出雲郡伊努神社神魂伊豆乃売神社
と見えたる、其即御禊段なる伊豆能売神に坐て即水戸神なり、
91 15 12 486 1～2 出雲国造神賀詞 出雲 飯石郡 天穂日命
或説に風土記（飯石郡條）に飯石郷伊毘志都幣命天降坐処云々と有
る、其神必天穂日命なる可し、否鎮命と聞ゆると云へるは然る説な
り、
92 15 12 486 2～5 出雲国造神賀詞 出雲 熊野郡
又同記（熊野郡條）に野城駅依二野城大神坐一故云二野城一と有て、
神名式にも野城神社と出たるが、風土記よりは後神名式よりは前に
熊野郡より分りたる熊義郡に天穂日命神社有り、此に因て野城大神
と申すは天穂日命に坐事著し、然れども風土記には本の天穂日命と
申には抱らず、其神の此国土にて負せ奉る御名を以て伝へたり、
93 15 12 486 13～15 出雲国造神賀詞 出雲
風土を国体
と云事
偖風土を国体と云事は出雲風土記に、国之大体首レ震尾レ坤東南山
西北属レ海と見え、又其文中に吾敷坐地者国形宜者とも国稚美好有
三国形如二画鞆一哉と見ゆ、（然れば風土記の訓は国形文なるを思ふ
可し、…
94 15 12 502 5～6 出雲国造神賀詞 常陸 布都怒志命
（常陸風土記に天地権輿草木言語之時自レ天降来神名称二普都大神
一、巡二行葦原中津之国一和二平山河荒栧之類一云々と有など思合す
可し）
注
95 15 12 504 5～8 出雲国造神賀詞 出雲
意宇郡
母理郷
大国主命の
皇御孫命に
此国を奉ら
せ給はむ御
心
（大国主命の皇御孫命に此国を奉らせ給はむ御心は、出雲風土記意
宇郡母理郷條に、所レ造二天下一大神大穴持命越八口平賜而還坐
時、来二坐長江山一而詔我造坐而令国者皇御孫命平世所知依奉、但
八雲立出雲国者我静坐国、青垣山廻賜而玉珍置賜而守詔云々と有
る、此一事を以ても推量奉る可し）
注
96 15 12
520
521
12～15
1～4
出雲国造神賀詞 山城
偖古事記白梼原宮段に、美和之大物主神と有は後に出来たる名を前
に及ぼせるが、上に其段に載たる故事は山城風土記の伝の混れに
て、其実は水垣宮段なる意富多々泥古の出自を云る故事と一に在
て、其は神代紀に又曰事代主神化二八尋熊鰐一、通二三島溝樴姫一
（或云二玉櫛媛一）而生児云々と有る、是正説なる事下に事代主命の
下に云が如し、（其は白梼原宮段に、三島之湟昨之女名勢夜陀多良
比売、其容姿麗美故美和之大物主神見感而、其美人為二大便一之時化
二丹塗矢一、自下其為二大便一之溝流下上突二其美人之富登一爾其美人
驚而立走伊須々岐、乃将二来其矢一置二於床辺一、忽成二麗壮
夫一即娶二美人一生子名謂二富登多々良伊須気余理比売命一云云と有
は、山城風土記に建角身命娶二丹波国神野神伊可古夜日女一生子曰
二玉依日一、
次曰二玉依日売一、於二石河瀬見小川之辺一遊為時丹塗矢自二川上一
流下、乃取挿二置床辺一遂感孕生二男子一云々と有る、此より紛ひ
たる伝なり、此事下に近守神登貢置天の下に、山城風土記及諸を挙
て辨たるが如し、
古事記と風土
記の伝の混乱
を指摘、注で
両書の記述を
比較
97 15 12 522 4～8 出雲国造神賀詞 土佐
偖土佐風土記に倭迹々媛皇女為二大神婦一、毎夜有二一壮士一密来
暁帰、皇女思レ奇以二綜麻一貫レ針及二壮士之暁去一也以レ針貫レ
襴、及レ且也看レ之唯有二三輪遺一レ器、故時人称為二三輪村一社名
亦然と有は、古事記には活玉依毘売の故事なるを、此は異なる伝な
るが如くなれ共、風土記の伝の方古説なる可し、其は記の書成て後
に然る異説を伝る事は別に慥なる事有るが故なり、然れば此三輪の
故事は、々大物主神の倭迹々姫命に通ひ坐る間に前に在し事なる可
し、
98 15 12 523 2～4 出雲国造神賀詞 駿河
又旧事紀には右の故事を神代に泝せ記して、其始に大巳貴命乗二天
羽車大鷲一而覓妻と有は、下に引る駿河風土記なる御穂神社の故事
を取紛らしたるなり、天より降給ふにこそは天羽車大鷲にも乗給は
め、国土にて有る御妻問には似着しからす、
注
99 15 12 523 11～12 出雲国造神賀詞 出雲 神奈備
出雲風土記に神名樋山の地名見えたるも有り、石神高一丈、周一丈
許、側有二小石神百餘計一と有る此にて、神竝の義を知るに足れり
と云べし、
100 15 12 523 12～14 出雲国造神賀詞 出雲 城名備山
同記に城名備山所レ造二天下一大神大穴持命、為レ伐二八十神造城一
故
云二城名備山一也と見えたるは、城を竝べたるに依て城名樋山と云
には非ず、柵を竝べて城を造給へる故に然云なり、
101 15 12 531 14～15 出雲国造神賀詞 出雲 意宇郡
…出雲風土記（意宇郡條）に、飯成郷大国主命天降坐時当二此処一
而御膳食給故云二飯成一と有れば、其和魂大物主神と共に天上に参
昇給へりしなり、
102 15 12 539 6～7 出雲国造神賀詞 出雲 神門郡
出雲風土記（神門郡條）に、高岸郷所レ造二天下一大神御子阿遅須
枳高日子命甚昼夜哭坐、仍其処高屋造而坐レ之、即建二高橋一而登
降養奉故
云二高岸一と見え、…
103 15 12 539 7～12 出雲国造神賀詞 出雲 仁多郡
又同記（仁多郡條）に三津郷大神大穴持命御子阿遅須枳高日子命御
須髪八握于レ生昼夜哭坐、而辞不レ通爾時御祖命御子乗レ船而率二
巡八十
島一、宇良加志給鞆猶不レ止哭之大神夢願給命告二御子之哭由一、
夢爾願坐則夜夢二見坐之御子之辞通一、則寤問給爾時何処然云問
給、即御祖前立去於坐而右川度坂上至留申是処也、爾時其津水沼
於而御身沐浴坐、故国造神吉事奏参二向朝廷一時其水汲出而初也、
依レ此今産婦彼村稲不レ食若有レ食者所レ生子不レ云也、故云二三津
一、と見えたる大神は大穴持命御祖命は多紀理毘売命に坐し、夢に
願奉し神は天神に坐事云も更なり、
104 15 12 540 2～6 出雲国造神賀詞
出雲
土佐
楯縫郡
阿遅枳高日
子命
又同記（楯縫郡條）に神名樋山古老伝云、阿遅須枳高日子命之后天
御梶日女命来二多久村一産二級多伎郡比古命一、爾時教詔汝命之御
祖之向位欲下生二此所一宜上也、所謂石神宮者即多伎都比古命御魂
当レ旱乞レ雨時必令レ零也と見えたる天御梶日女命は、土佐風土記
に土佐郡有二朝倉
郷一、郷中有レ社神名津羽々神羽々神天石帆別命今天石門別命子也
と有る天津羽々神の御事と聞えたり、此を約めて阿波々神とも阿波
神とも申せるにや、日本後紀に阿波神是三島大社本后也とも有は実
に愛たき古伝なり、
出雲風土記に
見える天御梶
日女命につい
て土佐風土記
の所伝をあげ
て説明
105 15 12 541 7～9 出雲国造神賀詞 出雲 須伎
出雲風土記に伊弉奈枳乃麻奈子坐熊野加武呂乃命、與下五百津鉏神
鉏
所二取々一、而所レ造二天下一大穴持命二柱大神上云々と有る如く、
御父大神の熊野大神より賜はりつる神鉏を事依され奉給へるが故に
然負坐る御名なり、
106 15 12 543 8～10 出雲国造神賀詞 出雲 意宇郡 鴨地
出雲風土記（意宇郡條）賀茂神戸所レ造二天下一大神命之御子阿遅
須枳高日子根命、坐二葛城賀茂社一此神之神戸故云レ鴨と有を以見
れば弥著明かり、其は次事代主命の下に委しく云を見べし、
107 15 12
544
545
13～15
1
出雲国造神賀詞 土佐 高鴨神
…此事を土佐風土記に、有二土佐高賀茂大社一其神名為二一言主神一
云云、時與二天皇一相競有二不遜之言一天皇大瞋奉レ移二土左一、神
随而降神身已隠以レ祝代レ之、初坐二加茂之地一後遷二于此社一而高
野天皇宝字八従五位上高賀茂朝臣田守等奏而奉レ迎二鎮於葛城山下
高宮岡上一、其和魂者猶留二彼国一于レ今祭礼と有り、斯れば三百
五年計の間彼国に坐りしなり、
108 15 12 546 3～4 出雲国造神賀詞 土佐 高鴨神
…風土記に神身已隠以レ祝代レ之と有を見べし、今此社一宮村と云
に立せ給へりとぞ、此は古土左郷なりし所也）
注
109 15 12 547 10～12 出雲国造神賀詞 出雲
神門郡
八野郷
神屋
其は出雲風土記神門郡八野郷の下に、須佐能袁命御子八野若日女命
坐之爾時、所レ造二天下一大神大穴持命将二娶給一為而令レ造レ屋故
云二八
野一と有る、八野は屋主にて妻屋の主と云事なるが、是亦同神に坐
事云も更なり、
110 15 12 549 4～10 出雲国造神賀詞 出雲 事代主神
（已にも云る如く事代主神はしも、大国主神の珍子と坐に、出雲風
土記に一だに其御事迹の伝無く、唯味鉏高彦根神の御事耳見えたる
は、彼に在る御事迹の国土経営の間の事なる故に、事代主と申す御
名を以て伝はらぬなり、且国避の事に於ても此神天神の御命を直に
諾ひ奉れりしかば、御事迹などの遺る可くも非れば、其国に伝の有
べくも非ぬ筈の事なり、此等の事を思合せて其同神にして異名なる
事を思ふ可し、右の書紀の一書に三津之碕と有は、風土記に稽るに
阿遅須枳高日子命の遺跡なるを、事代主神の此地に射鳥遨遊を物為
給へるなど、其同神なる証とも云べし、摂津国西成郡に三津の地名
有り、其に味原山と云が有を風土記に味鉏山と云て其神の坐由なる
に、式に東生郡阿遅速雄神社有なども傍考合す可きなり、猶下に云
を見べし）
注
111 15 12 552 5～8 出雲国造神賀詞 出雲 仁多郡 八尋熊鰐
（出雲風土記仁多郡の下に恋山古老伝云、和爾恋二阿位村坐神玉日
女
命一而上到爾時玉日女命以レ石塞レ川不レ得レ会レ所レ恋故云二恋山
一、と有るは事代生命の八尋熊鰐に化為給ひし事を脱せるなる可
し、此古老の伝は摂津国にて在し故事なれども其山に祭れるから其
にて在し事の如く伝たるなる可し、…
注
112 15 12 552 13～15 出雲国造神賀詞 河内か 酒解神
…酒解神は其社記に依に大山祇神に坐し、愛宕郡貴布禰神社乙訓郡
小倉神社は共に闇龗神也、其例大和国葛上町鴨都波八重事代主神
社、鴨山口神社、葛下郡深溝神社と有も右に同じく、河内国杜本神
社二座と有る此を、風土記に所レ祭事代主命也と有を或書に一座水
神一座山神と有も、上の如き御所縁に依て然云伝たる者なり、
113 15 12
552
553
　　　
15
1～2
出雲国造神賀詞 伊豫
摂津国島下
郡三島鴨神
社は事代主
命に坐事
又摂津国島下郡三島鴨神社は事代主命に坐事云も更なるを、伊豫風
土記に宇知郡御島坐神御名大山積神云々是神者津国御島云々と有を
以見れば、同じ相座に鎮坐事決き者なり、
114 15 12 553 13～14 出雲国造神賀詞 陸奥
伊豆佐売神
社
陸奥風土記に伊豆佐売神社所レ祭溝昨比売也と有は正しき証にて、
上に云る説共に打合て甚愛たし、…
115 15 12 554 2～4 出雲国造神賀詞 出雲
事代主神伊
古奈比売命
の御事迹
且此事代主神伊古奈比売命の御事迹の出雲風土記に所見たるは、国
避けの時より事代主命と御名に負坐し、其御名の方の御霊の現身と
化為て伊古奈比咩命（亦云玉櫛媛）に娶給へるが故に、彼国にては
伝はらぬにてぞ有ける
116 15 12 566 3～5 出雲国造神賀詞 山城 用二鳴鏑一
用二鳴鏑一とは、彼山城風土記に所見たる玉依日売於二石川瀬見小川
一為
レ遊時丹塗矢自二川上一流下と有る其丹塗矢は、大山昨神の射放ち
給へる鳴鏑なる伝の名高かりし故に、用二鳴鏑一之神者也とは云る
也、
117 15 12
568
569
570
571
572
573
　1～15
1～15
1～15
1～15
1～15
1～9
出雲国造神賀詞 山城
別雷神・大
山昨神共に
事代主命の
亦名なり
右の如く別雷神大山昨神共に事代主命の亦名なりと雖も、山城風土
記及秦氏本系帳に伝へたる古説の混雑を糾して後に明亮なる可し、
今本文を挙て其下に云を竢べし、可茂社称二可茂一者日向曾之高千
穂峯天降坐神賀茂建角身命也、神倭石余比古天皇之御前立上坐
而、宿二坐大倭葛木之
峯一、（今云此の建角身命は…）自レ彼漸遷至二山城国岡田之賀茂
一、
随二山代河一下下坐葛野河與二加茂河一所上レ会至坐逈見二賀茂河一
而言、雖二狭少一然石川清川在仍名曰二石川瀬見小川一、自二彼川一
上坐
定二坐久我国之北山基一従二爾時一名曰二賀茂一也、（○今云、此段
全く事…）賀茂建角身命娶二丹波国神野神伊可古夜日女一生子、名
曰二玉依日子一次曰二玉依日売一、（○今云、此より下に…）玉依日
売於二石川瀬見小川之辺一為レ遊時、丹塗矢自二川上一流下、乃取
挿二置床辺一遂感孕生二男子一、（○今云年中行事秘抄に…）至二成
人一時外祖父建角身命
造二八尋屋一堅二八戸扉一醸二八腹酒一、而神集々而七日七夜楽遊、
然與レ子語言汝父将レ思人令レ飲二此酒一、即挙二酒坏一向レ天為レ
祭分二穿屋甍一而升二於天一、乃因二外祖父之名一号二可茂別雷神
一、（今云右の旧記及本朝文集には…）所謂丹塗矢者乙訓郡坐火雷
神在（○今云、古事記に謂ゆる大山昨神の…釈紀に引る風土記にも
賀茂別雷命父丹塗矢乙訓坐火雷神社是也と見え、註式にも其同伝を
載たる丹塗矢乙訓社是也と有を思ふ可し、…）可茂建角身命也、丹
波神伊可古夜日売女也、玉依日売也、三柱神者蓼倉里三井社座也
（○今云、釈紀に引るに蓼倉里三身社称二三
身一者、賀茂建角身命也丹波伊可古夜日女也、玉依日女也三柱神身
坐故号二三身社一、今訛云二三井社一と有にて事意著明し、此今云々
と云る今は、風土記を奏進為る延長の今也、三井とは三柱神の竝居
給ふ由なり…）妋玉依日子者今賀茂県主等遠祖也（○今云、姓氏録
山城国神別に賀茂県主神魂命孫、武津之身命之後也と見え、又鴨県
主賀茂県主同祖云々と有り、風土記と姓氏録と其父子に依て伝の異
れる也、…）と見えたり、此伝を正して辨る時は右の風土記の可茂
社云々より従二爾時一名曰二賀茂一也迄は賀茂事代主命の故事にて、
其より以下は建角身命及其子其孫の上の故事にて、其本二條なるが
混れて一に為れる事上にも下にも辨れたるが如し、
山城風土記と
秦氏本系帳の
古説の混乱を
糾して明らか
にするために
山城風土記の
本文を引用
し、注を附
す。注で古事
記白梼宮段の
伝を引用して
山城風土記の
伝の混れを指
摘（P570、13
行目～P571、2
行目）
118 15 12 575 3～11 出雲国造神賀詞 山城
日向曾之高
千穂峯天降
坐神云々
偖山城風土記に日向曾之高千穂峯天降坐神云々と有は、皇御孫命の
天降り坐時に天之八衢に参迎給ひし事を云るなり、此は事代主神其
父大神と共に此国土を奉避り給ふ時の大国主神の御言に、僕子等百
八十神者即八重事代主神為二神之御尾前一而仕奉者違神者非也と申給
へる御言を結びて顕出給へるが、其時の御名乗に猿田彦大神と聞え
給へるが、其は事代主命に坐事を慥に見認め深く遠く考定めたる所
有て、三巻（太神宮祈年祭詞）十三巻等に委しく註せるが如くなる
が、説長ければ此には記さずと雖も其大略を云むに、古事記に其御
天降の時に天宇受売命の間に答て、僕者国神名猿田毘古神也、所二
以出居一者聞二天神御子天降坐一故仕奉御前而参向之侍と申給へる
は、其御尾前に仕奉り給ふ義なり、然れば右の風土記の原文には、
日向曾之高千穂峰天降坐神賀茂事代主命也、皇御孫命之御前立云
など有けむを建角身命の神武天皇を導申給へる事と混同に為る者な
る事明らけし（事代主命の猿田毘古神に坐るが、天鈿女命に送られ
給ひて山城国の賀茂に至坐る事は下に云を見べし）
119 15 12 575 11～13 出雲国造神賀詞 山城
上坐而宿二
坐大倭葛木
山之峯一
偖風土記に上坐而宿二坐大倭葛木山之峯一とは、神代紀に因曰二発二
顕我一者者汝也、故汝可二以送レ我而致一レ之矣云々、即天鈿女随二猿
田彦神所一レ乞遂以侍送焉と見えたる如く、日向より伊勢に到給ふ因
に物為給へるなり、
風土記の本文
を神代紀で注
釈
120 15 12
575
576
13～15
1
出雲国造神賀詞 播磨
日向曾之高
千穂峯天降
坐神云々
此より前播磨風土記に室神社の故事を誌せるに、上古は大なる藤葛
の南山より北嶺に這繞ひて海面見え分ざりしを、当社の御神賀茂別
雷神日向国高千穂峯二上嶽より洛北二葉山へ遷らせ給ふ時、此国に
暫時影向し給ふ時此所名津なりと見行して、便供奉の神等に令せて
斧鉈鎌の三刄を以て彼藤葛を悉く伐払ひ給ひ湊を給ひしかば、程無
く名湊と成り往来の船風波の難を凌ぎ侍る」と有るは其時の事なン
めり、
121 15 12 577 6～8 出雲国造神賀詞 山城
事代主神
（亦名猿田
彦神）の葛
木より別雷
山の麓に鎮
り定坐す道
次
偖風土記に自レ彼漸遷至二山城国岡田之賀茂一、随二山代河一下下坐
葛野河與二加茂河一所上レ会逈、見二賀茂河一而言雖二狭少一然石川
清川在仍名曰二石川瀬見小川一、自二彼川一上坐定二坐久我国之北
山基一従二爾
時一名曰二賀茂一也と有は、右の事代主神（亦名猿田彦神）の葛木よ
り別雷山の麓に鎮り定坐す道次也、
122 15 12
586
589
　13～
15　1～
12
出雲国造神賀詞 出雲
八百杵築宮
爾静坐支
神名式風土記共に見えたる所出雲国にては熊野大社杵築大社を有
て、自餘の諸社とは相竝ばざる事今云ふ限に非ず、後釈に引れたる
風土記に杵築郷郡家西北廿八里六十歩、八東水臣津野命之国引給
之後、所レ造二天下一大神之宮将二奉與一、諸皇神等参二集宮処一、
杵築故云二寸村一（神亀三年改二字杵築一）と是を以八百丹杵築と云
名義を意得べし、冠辞考に弥百と多くの土を重畳て杵築固めたる宮
地を云り」と有は然る言なり、此文に八束水臣津野命国引之後と有
は、同紀国引の文に国引坐八束水臣津野命云々国々来々引来縫国者
自二去豆一乃打絶而、八百米支乃御埼也と有に対へて云るなり（然る
は国引坐八束水臣津野命の時に、支豆支乃御埼は成れりしかども杵
築郷と云地は未成ずて有けるを、所造天下大神を天日隅宮に鎮奉る
時に至て、諸皇神等の弥百土を以て杵築給ひしなりと云意なる事
能々照し応せて悟る可き者なり、偖右の八百米は八百丹を誤れるか
とも思ひしかども、師説に八百米を杵以て搗と云意の発語也」と有
や然る可からむ、且右の杵築郷古は出雲郡也しを、今は神門郡に属
る由記伝十四に見えたり、同書に風土記に出雲郡出雲御埼山、郡家
西北廿七里三百六十丈、高三百六十丈周九十六里一百六十五歩、
西下所謂所造天下大神之社坐也と有は、杵築大社なるべし」と云れ
たれども、其は杵築郷の下に郡家西北廿八里六十歩と見え、御埼山
の下に郡家西北廿七里三百六十歩と有を以思誤られたるなンめり、
御埼山の廿七里三百六十歩は郡家より最近き所を云るにて、其周九
十六里一百六十五歩と有の西下を遙に程隔たる事云も更なり、此は
神名式に御𥔎神社と見え、風土記に美佐伎社と見え、同記式外に御
前社同御埼社と有此にて、今日御埼社と云是也、…）
123 15 12 593 8～9 出雲国造神賀詞 出雲 大原郡 肥河
（…さて肥河は風土記大原郡條に斐伊川郡家正西五十七歩、西流入
二出雲郡多義村一と有れば、其河下は出雲郡にて杵築大社とは同じ
郡内也）
注
124 15 12 593 12～13 出雲国造神賀詞 伊勢 厳神 伊勢風土記に員辨郡孰賀師神社大巳貴命也と有を証と為べし
125 15 12 594 2～9 出雲国造神賀詞 出雲 御向社
祭神は古事記に其神之嫡后須勢理毘売命云々、如此歌而為二宇岐由
比一而宇那賀気理氐至レ今鎮坐也と有れば、大国主大神其后神と共に
好しく睦び坐て其相坐に鎮坐るなり、此文の今は此記を奏上為られ
し和銅の頃の今なり、然るを神名式に杵築大社（名神大）同社大神
大后神社と有れば、別社の如く聞ゆれ共同相殿の神をも別に挙る例
無きにしも非れば、古事記の伝に依べくぞ所思ゆる、（但出雲大社
志に大社客神五座と有て、御向社筑紫社天前社二宇と見えたり、社
伝に御向社は嫡后須勢理毘売命、筑紫社は宗像三女神、天前社は三
穂姫命、門神社は櫛磐牖二神なりと云り、思ふに御向社は風土記に
も然見えたれば、右の大神大后神社に当る可か、筑紫社と天前社と
の二座は式にも風土記にも見えず、且須勢理毘売命と宗像さん三女
神とは同神なる由、上に委しく註るが如くなるを御向社筑紫社と分
て祀らるゝは其御名に依て御功用の異有れば別に祭れるなる可し、
…）
注
126 15 12 595 5～8 出雲国造神賀詞 出雲 熊野大神
偖上（熊野大神條）に云る如く熊野大神は天皇の天津日継と所知看
す現事顕事に相対へて、神事幽事を所知看大神に坐れば正しく熊野
神宮杵築神宮と宮号を以記奉給ふ可き事なるを、式にも風土記にも
社号を以被載て自餘の天下の諸神社に格別に勝らせ給ふ事も見え
ず、
127 15 12 604 10～11 出雲国造神賀詞 出雲 天穂日命
汝天穂比命云々と右に引る神代紀の伝に依て思に、大国主大神を八
百丹杵築宮に令鎮座奉給ひしは天穂日命に坐り、彼風土記に所レ造二
天下一大神之宮将二奉與一諸皇神等参二集宮処一杵築と有など、総て
の事共此天穂日命其司と為てこそは物為させ給ひけめと所思ゆ、
（但此は推量の説の如くなれども…）
128 15 12 606 2～5 出雲国造神賀詞 出雲 熊野郡
能義郡天穂
日命神社
偖天夷鳥命の天降坐る時に御父天穂日命の御霊実を持降り給て、其
出雲国に斎奉らせ給ひけむ、其は神名式に能義郡天穂日命神社有る
是なる可し、此を風土記熊野郡條に野天駅依二野城大神坐一故云二
野城一と有は、未能義郡の分れざる以前の書なればなる事上に註る
が如し、但当郡にも野城神社神名帳に載れり、一社にして二方に分
れたるなめり、
129 15 12 606 5～7 出雲国造神賀詞 出雲
出雲国中に
於て大神と
称る者
偖風土記に出雲国中に於て大神と称る者、僅に所造天下大神と佐太
大神と此野城大神と三処有る耳なるを、官帳に収れりと云ふ耳にて
名神大社の部にも列らせ給はざるが不審しくて、猶考るに既く侘国
に移し祀れるが故にぞ有ける、
130 15 12 607 3～6 出雲国造神賀詞 出雲
天穂日命の
遺跡
社伝に当社は神武天皇四海を一統坐々て神祇の恩に報給はむとて即
位四年先皇天を祀り、次に山川を祭り給ふ時此所は天穂日命の遺跡
なる由にて、神霊を出雲国より迎奉り此山に配祭れり、此事風土記
に有る由に云るは然も有るべし、天穂日命の遺跡とは此神の天翔り
国翔りて初て降着給ひし地なるを以て云なる可し、
131 15 12
619
620
10～14
1～2
出雲国造神賀詞 出雲 玉
古語拾遺に櫛明玉命之孫造二御祈玉一、（古語美保伎玉言祈祷也）其
裔今
在二出雲国一毎レ年與二調物一貢二進其玉一と見え、臨時祭式に凡出雲
国所
レ進二御富岐玉六十連一、（三時大殿料卅六連、臨時廿四連）毎レ年
十月以前令二意宇郡神戸玉作氏造備一、差使進上と有を以て知べし、
風土記に意宇郡玉作山郡家西南廿二里（有レ社）と有る此地にて造
れるなり、有レ社は玉作湯社と有る此なる可し、神名式には玉作湯
神社同社坐韓国伊太氐神社と有て二座なり（風土記に由宇社と有
る、其韓国伊太氐神社なり又玉作川源出二郡家正西一十九里拝志山
一、北流入二子海一有二年魚一と見えたるも同じ所なり、右の玉作は
温泉有る地なり）
132 15 12 621 6～10 出雲国造神賀詞 出雲 横刀
偖横刀に八握剣十握剣など云は其長さを計りて云ひ、又尾羽張と云
はは其鋒の張広ごれるを云ひ、広矛など云も此に同じければ其横刀
の長く広きを以譬とは為る者なり、（出雲風土記なる神名に八尋鋒
長依日子命と見えたる、此八尋は柄の長きを云事なれ共、如此く続
きたる中に広と長とを対はせたる味有て聞ゆ、神名式に熊野郡鷹日
神社と有る鷹日は借字にて、剣の高柄なる可し、風土記には多加比
社と有り、此御横刀を作る所なる可し）
注
133 15 12 631 12～15 出雲国造神賀詞 出雲
島根郡
手染郷
多志爾
古事記允恭天皇段の歌に佐々婆爾宇都夜阿良礼能多志陀志爾、韋泥
氐牟云々、雄略天皇段の歌に多斯美陀気多斯爾波韋泥受、出雲風土
記島根郡手染郷の下に所レ造二天下一大神命詔、此国者丁寧所レ造
国在詔而、故丁寧負給而今人猶誤謂二手染之郷一云耳と有る、此丁
寧も多志爾と訓べし、然らざれば手染に縁無し、万葉十二に慥使乎
云々と有り、多志爾は慥になり、
134 15 12 632 4～7 出雲国造神賀詞 出雲 爾
又出雲風土記に所三以号二仁多一者、所レ造二天下一大神大穴持命詔
此国者非レ大非レ小、川上者木穂刺加布川下者河志婆這度之、是者
爾多志枳小国在詔故云二爾多一と有る爾は神武天皇御紀に妍哉乎国
之獲矣（妍哉此云二鞅奈珥夜一）と有る妍にて、国の麗美しき事を云
るにて多志枳は辞也と雖も、慥の意にて妍慥き由なり、
135 15 12 632 7～9 出雲国造神賀詞 出雲
楯縫郡
沼田郷
爾多の爾
又同紀楯縫郡沼田郷の下に宇乃治比古命以二爾多水一而御乾飯爾多
爾食坐詔而爾多負給之と有る爾多の爾は、祝詞に赤丹乃穂爾聞食と
有る丹にて、物を食て御面の赤らむを云れば、此は丹慥にて同意な
がら其義異なりと雖も辞の多志は何時も同じ事なり、然れば愛たし
は愛慥新たしは新慥にて共に此の多親と同意なる者なり、
136 15 12 634 5～10 出雲国造神賀詞 出雲 神門郡 若水沼間能
風土記神門郡の下に吉栗山郡家西南廿八里と見えたる、其細書に所
謂所
レ造二天下一大神宮材造山也と有る、吉栗山と云も栗に良はしき地
名と聞えたるに、五巻春日祭條に云る如く鹿島神宮を造れりし材の
栗なりしを此に合せて思ふに、古に栗を宮材に用ひたりしかば、彼
天日隅宮を造て令鎮坐たる由を以て、其宮材の料の栗木に生れりし
実を以て献れるなる可し、
137 15 12 635 7～9 出雲国造神賀詞 出雲 水
偖出雲風土記なる仁多郡御津の水は、神代に美たき由縁の有る水な
る故に、国造の此斎ひにも用ひ初る事なれば、御贄五十舁の内にも
雑へて此水を献れる可し、然る故に此言は有ならむ、彼三津は斐の
川に傍たる郷にて津は其河門なり、
138 15 12
635
636
12～15
1～2
出雲国造神賀詞 出雲
神代に美た
き由縁の有
る水
右の神代に美たき由縁の有る水とは、風土記に三津郷大神大穴持命
御子阿遅須枳高日子命御須髪八握于レ生、昼夜哭坐之辞不レ通
云々、大神夢願給告二御子之哭由一、夢爾願坐則夜夢見二坐之坐之
御子辞通一、則寤問給爾時御津申爾時何処然云問給、即御祖前立去
出坐而石川度坂上至留申二是処一也、爾時其津水沼於而御身沐浴
坐、故国造神吉事奏参二向朝廷一、時其水沼出而用初也云々、故云
二三津一と有る是なり、偖此は阿遅須枳高日子命此津の水沼にて御身
沐浴ぎ坐し美たき例に依て、国造の神吉事奏しに朝廷に参向ふ時に
其水沼に出て身沐浴し、又御贄を調ふるに用ひ初る由なる可し、
139 15 12 636 2～6 出雲国造神賀詞 出雲
意宇郡
忌部神
戸
沐浴
又意宇郡忌部神戸の條に国造神吉詞奏参二向朝廷一時、御沐之忌重
故云二忌部一云々と有も、其道次にて身沐浴する事なるが、右の三
津に始め又此に至て身を滌ぎ清むるなる可きが、此詞には右の二を
合せて云るなり（出雲宿禰俊信が校正本に水沼於而と有を沼於を汲
出の誤とし、下なる水沼出而と有る沼をも汲の誤と為るは僻事な
り、本の任にて有べし、神名式に三沢神社と有は此処なる可し）
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